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職業 年齢 性別 ご意見の概要 御意見及びその理由

26001 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 私はゼロシナリオを選択します。これまで放射能汚染
に対し目をつぶってきたことに将来の不安がいっぱい
です。

国や自治体は太陽光発電に対する国民への補助や奨励を行うとともに、蓄電政策、その他の発電（風力や波力）の開発研究を進めていくべきであると思います。負の遺産をこれ以上増やすべ
きではないし、作ってしまった原発はどのように廃止できるかわからない不安の残る無責任な遺物です。未来の人間たちに今の私たちが責任をもって決断すべきだと思います。それと、今すぐ
にでも放射能除去装置の開発研究も進めて欲しいです。

26002 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ０％が望ましい 地震国の日本で大きな地震が再び起こる可能性、国際基準から見て決して十分ではない原子力発電所の安全性、再処理にかかる長い年月等を勘案すると、今後は原子力発電ではなく火力、
地熱、天然ガス等のエネルギーを活用していく道を探るべきではなかろうか。

「即時廃炉」というのは現実的ではないかもしれないが、稼働年数が長い原発については長い時間と労力を掛けてじっくりと進められることが望ましい。

26003 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロシナリオの即時実行 放射性廃棄物が安全に処理する行方すら見えない中、新規に放射性廃棄物を生み出し続けていくことは、日本に住む者として、将来生まれてくる生命が安全に生きる機会を奪っているとの見
地から、到底許すことができない事態だ。まずは新規に放射性廃棄物を増やす流れをとめなければならない。

26004 個人 その他 ５０代 男性 原発ゼロシナリオ（即時）
事故が起きれば大変なことになる代物、その上廃炉も
確立していない、廃棄物の処理方法も確立せず1万年
以上も残ってしまう。そう言うものを狭い国土で使うべ
きでは無い。

ひとたび事故が起きると今のようにとんでもないことになる。我が町白石市では、やっと除染が始まったが、これまでの間どれほどの子どもが被爆したか見当も付かない。数日前、南相馬市の小
高地区に行ったが地震当時のままで、家やビルが崩れたままだった。もっと汚染のひどいところでは遺体もそのままであろう。技術的にも確立せず、医学的にも対応が知り得ていない放射性物
質をまき散らす恐れのあるものを、使うべきでは無い。これまでの予算を廃炉に向けたものと新しい発電方法の研究に使えばみんな納得する。

26005 個人 パート・
アルバイ

４０代 女性 「原発ゼロシナリオ（即時）」案を支持します。 原子力発電は、使用済み核燃料の安全な処理方法も決まっていない未完成の技術で、大事故を起こした時の影響が大きすぎます。再生エネルギーの技術確立を急ぎ、それまでは火力で対応
すべきです。

26006 個人 無職 ６０代 男性 ゼロシナリオを支持し、今すぐ原発ゼロにする。
原発事故の影響は多大。廃棄物の処理法も未知、原
子力の制御は困難。技術力を持つ日本が代替エネル
ギーの実現に総力を上げる時。其の為の不便を国民
は甘受する。

何故、安全神話を作り危険情報の隠蔽に終始しなければならなかったのか、それは当事者である“原子力村”の方々が一番良く御存じのことでしょう。未だ核廃棄物の処理法が定まらず、福島
原発事故の検証もしっかりせぬまま大飯原発の再稼働に走ったことに強く疑義を感じる。
政治家が志向している日本の将来の姿は、国民が望んでいる姿と大きく乖離しているのではないか。

26007 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 地震・津波による福島原発事故でその危険性は周知
のごとくです。地球環境とわたし達の命を守るには、
原発依存０％「ゼロシナリオ」しかありません。

とても危険な放射能をまき散らしながら、使用済み核燃料の処分方法もはっきりしないまま原発を稼働していることを許すことはできません。
原発はどうしようもない危険性を持って動いています。今回の福島原発事故を思えば、原発依存など到底考えられません。
地球環境や生物の命を守ることを最重要課題と考えれば、「ゼロシナリオ」しか選択肢はありません。

26008 個人 学生 １０代以
下

女性 ゼロシナリオを支持し、今すぐ原発をゼロにする。 ゼロシナリオを支持し、今すぐ原発をゼロにする。第一に、放射性廃棄物の処理に途方もない時間とコストがかかり、将来世代に罪悪感をおぼえる。第二に、エネルギーの地産地消を進めるべ
く、電力システムの改革を望む。第三に、自然エネルギーの技術や社会システムの整備拡充を望む。

26009 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ２５％以上を支持。太陽光発電は現状の価格と補助
金では、経済的に全家庭で所持するなんて無理で
す。また、再生可能エネルギーは天候の影響が多き
く、火力発電は燃料が輸入依存なので国際情勢の影
響が大きすぎる。

国際情勢や天候に影響されない安定した発電能力を整備所持する前に、原子力発電の比率を下げる事は現状では受入れられない。しかし、大前提として原子力発電所の安全管理をこれまで
以上に強化し、電力会社のコスト削減と体質改善も同時に行われなければ、原子力発電の維持を支持する事はできません。

26010 個人 無職 ６０代 男性 原発は直ちにゼロにすべし。節電、省エネルギーに向
けて　産業構造・生活様式を転換し、持続的な社会に
する。再生可能エネルギーは無理には増やさない。経
済成長は１％もあれば充分。繋ぎは天然ガスとする。

・原子力発電は　ゼロにすべし。

１．無理のない節電で　電力は足りている。
２．原発事故の被害の大きさには際限がない。福島第一原発の事故被害よ　り、もっと大きな被害が起こりうる。
３．今ある以上に核廃棄物を増やすべきではない。処理の目途が立たない。地下に埋設しても数万年先まで責任が持てるか不明である。

・２０３０年の電力構成

  　　　　原子力発電　火力発電　再生可能エネルギー発電　　　節電
  2010年　２６％　　　６３％　　　　　　　　　１０％　　　　　　　　　　　－
  2030年　　０％　　　５０％　　　　　　２０％～１０％　　　　　３０％～４０％

１．節電を積極的に進める。
２．再生可能エネルギーは熱利用を優先して進め、その分を節電する。
３．火力発電の排熱利用・コージェネレーション化を進め、その分を節電する。
４．節電・省エネルギー・省資源に向けて生活様式・産業構造を転換する。
５．再生可能エネルギー発電は、安定的発電が可能な小水力・地熱発電を優先する。既存ダムの用途限定をはずし、発電の可能性を追求する。
６．不安定発電である太陽光発電、風力発電は、それら自身の低価格化、高効率化とともに蓄電池の低価格化、高効率化が実現されるまで普及を抑える。繋ぎは天然ガスとする。
７．人口減が続く中で、経済成長は１％もあれば充分である。むしろ　無理に経済成長させることの弊害が大きい。
　以上で　電力不足なし、電気料金の値上げなし、二酸化炭素排出量２５％以上の削減が達成でき、持続的な社会に向かう。ただし　既にある　原発の廃炉、核廃棄物処理、放射能汚染除去は
しなければならない。重たい負の遺産である。これ以上　増やしてはならない。

26011 個人 その他 ２０代 女性 即時原発ゼロ案を支持します。 原発は、事故を起こした時のリスクが大きすぎます。これ以上福島の過ちを起こせば、私たちの未来はなくなります。原発無くてもエネルギーは足りています。足りなくても、原発の怖さよりましで
す。

26012 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原発ゼロシナリオ。2030年まで待つのではなく即時廃
炉。

福島の現状を見ても、地震･原発事故の被災を押し付けられながら懸命に暮らしている方がいる。失ったものをどのように受け止めていいのかのお一人お一人の苦悩は計り知れない。それら
は、経済成長率、エネルギーの「数字合わせ｣で解消されるものではない。2030年までに、というが、それまでに大地震や原発事故が起こらない保証は何も無い。二回の世界大戦を経て戦後日
本は「戦争はどのような理由があっても駄目だ｣と誓った。そのような「原発はどのような理由があっても認められない｣の誓いこそが、今、必要だし、被災され、亡くなられた方への、生き残ったも
のの役目だと思う。

26013 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 再生可能エネや省エネに対して楽観的な３つの選択
肢から、安易に決めるべきものではない。リスクを考
慮し、現実的な目標を検討し再考すべき。温暖化中期
目標も２５％前提ではなく、現実的な数字とすべき。

【全般】
○選択肢の提示において、再生可能エネルギー、省エネルギーなどの施策の実現性が正しく評価されているとは言えず、これに基づき、国民が選択肢の中から望ましいものを選ぶことは困難
と考えられる。選択肢で電源構成やCO2削減量を決めるのではなく、各種施策の実現性や国民負担の状況を検証した上で適宜（数年 後の見直しなど）政策を見直ししていくことが必要ではな
いか。

○選択肢において示されている姿は一つの「シナリオ」であり、必ず2020年、2030年に実現することが約束されたものではない。想定通りにならない場合 も考慮して、各シナリオにおける数値は
本来、幅を持ったものになるはずではないか。数値の幅の中で国民生活への影響などのリスクも考慮すべき。

○したがって、今回の選択肢がエネルギー、環境に関する選択肢であるならば、温暖化中期目標についても、個別の施策を積み上げた現実的な目標とすべきであり、２５％にこだわる必要はな
い。数字を決めることにこだわるのではなく、施策についてまず議論すべき。

○原子力の安全については、政府としても２０－２５シナリオを提示しており、安全性について対応していくことを前提としていると理解している。２０－２５シナリオを選択した場合も、国民が原子
力の事故リスクを許容しているということではなく、原子力が稼動しているのであれば、政府として安全性について責任を持つべき。

【提示されたシナリオにおける問題点の例】
○再生可能エネルギーの導入については、発電電力量（ｋWh）での比率が示され、発電設備容量（ｋW）の構成が示されていないが、太陽光発電は現在設置可能なほぼ全ての住戸の屋根に導
入することを前提にしている（１０００万戸）など実現可能性に課題があるのではないか。

○試算の前提条件として、太陽光、風力は学習曲線に沿った価格低減を想定しているが、想定通りに価格が低減しないリスクはないのか。想定どおりにならなかった場合の責任の所在が不明
確。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

26014 個人 自営業 ５０代 男性 近い将来に原発ゼロが当たり前です、自然代替えエ
ネルギーの確保と迅速な原発廃止を求めます。

福島第１原発は人間が近づけるようになるまで何万年かかるのでしょうか、１カ所の事故でこれだけの被害が出てしまい、今後終息させるのにどれだけの時間とお金を使うのでしょうか、日本と
いう国はもっとやさしい環境を後生に残すために努力することで地球環境に貢献するべきです。

26015 個人 無職 ６０代 男性 （１）日本経済維持
（２）地球温暖化防止
（３）地下資源の枯渇問題
以上の理由から、安全原発を含む次世代エネルギー
確立までの縮原発はあっても、脱原発はない。15％シ
ナリオを選択。

原発は、事故になったときの被害が甚大であることが、改めて認識されました。
もちろん、再発させてはなりません。しかし、だからと言って、”脱原発”はありません。
（１）”ある安全を確保できる範囲での運転”は、今、日本経済にとって欠くことはできません。原発０だと、工業生産がどんどん外国勢に押され、将来の日本の産業構造は一変し、働き場のない
貧困社会の到来を危惧します。
（２）化石燃料依存は、地球温暖化を進行させ、福島だけでなく人類を滅亡させます。
（３）地下資源の枯渇は、将来必ず到来します。
ここで・・・
上記、原発の”ある安全を確保できる範囲での運転”は、難しいものだと思います。ある想定に基づいて、ものごとは進められます。従って、想定外は起こりえます。また、あるメリットを取ろうとす
れば、対するリスク、デメリットを生みます。飛行機は、早く目的地に着くことができますが、飛んでいれば必ず落ちます。ナイフは料理、加工に欠かせませんが、切れるが故、人を殺すことにも及
んでいます。社会はこれらのリスクに対して、いろいろな規則を以って対応してきております。
原発の安全運転は、より高いレベルの想定の上に、うそのない管理が必須です。
そして、”研原発”をなすべきです。より安全な原発を造りあげることです。それまでの”縮原発”は考えるべきでしょう。
また併行して、より一層の”省エネルギー”と、”再生可能エネルギーの拡大”に真剣に取り組むことです。

26016 個人 自営業 ３０代 女性 原発ゼロシナリオを強く希望します 原発がなくても私たちの生活はでき、また自然エネルギー内での生活をすることに大きな意味があると思います。

今回の原発事故を偶然とは思わず、世界に向けての良いモデル国になるチャンスだと受け取ることが私たち日本人にならできるはず。

私たちが欲により壊し、奪ってしまったこの地球の命

次世代にできる精いっぱいのことを、今、目を覚ましてしなければ、あといつ目を覚ますことができるんだろうか？

26017 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発への依存から脱し、原発のない日本にする。
自然エネルギーの活用を推進する。

福島の原発事故後、原発は安全ではない、そして維持費もかかるということがわかりました。
そして、核廃棄物の処理方法も確立されていない中で見切り発車的に始まった原発政策の隠しても隠しきれない矛盾が、この事故によって明らかになったと思います。
安全でないものは動かして欲しくない、それだけです。
安全といくら政府が言っても安全でないのは皆分かっている。
皆が分からないから今までは原発は安全だと言われれば、信じている人も多かったけれど、皆分かってしまったんです。
原発は安全ではなく危険だと。
時間が掛かっても、初期投資にお金がかかっても安全なエネルギーを使えるようにして下さい。

26018 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 「エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見

「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を主張
《即原発ゼロへ。弱者の保護を優先すべき》

政府は経済再生と経済復興というけれど、すぐにできないと言わずに毎年、再生可能エネルギー比率を増やしていくことが国民の活力を生み出す。放射能の危険から開放されれば、日本は飛
躍的に成長できる。

26019 個人 自営業 ５０代 男性 即時原発ゼロに舵を切るべき。福島の原発事故で危
険性が「証明」された以上、原子力発電はリセットする
しかない。

現在、福島第一発電所は事故収束の「作業中」であり、事故原因も「解明中」です。確かな事は「現在の原発は地震と津波によって事故を起こす」という事が証明された、という事実だけです。そ
んな中、将来の原発依存のパーセンテージを検討するという事自体、不適切であると考えます。将来的に原発を復活させるにせよ、現行の原発は一度すべて廃炉にし、そのあとで仕切りなおす
べきと考えます。従って現在取るべき施策は「一度原発をリセットする、ゼロにする」という選択肢しかありません。

26020 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロのシナリオを支持します。 　これ以上国土を汚してはいけないと思います。将来に引き継いでいかなければならないこの国そして地球を今の経済利益のためだけに汚すことは許されません。

26021 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発ゼロシナリオを選びます。 １．安全対策が取られておらず安全性が確認されないままの今回の再起動はありえない。それを安全性が確認できたと強弁し再稼働に踏み切る現在の野田政権、通産省、保安院、それを支持
する経団連などの動きにはきわめて強い危惧と危機感を持っている。本当の意味での日本の将来を考えているとは、到底思えない。彼らのやり方をこのまま認め続ければ、日本の将来はな
い。
２．そもそも使用済み核燃料の長期安定保存の技術が全くない状態でこれ以上原発を稼働し、将来にそのツケを回すことは許されない。
３．地震がこれだけ多く全国に活断層だらけのこの日本において、原発を設置すること自体が無謀であった。
４．自己の目先の権益と会社の経営のみしか考えられない現在の電力会社の動きを阻止する必要がある。
５．経済面を重視して原発を推進しようとする経団連には反対である。原発がない状態での経済的成長を探ろうとするのが健全な道である。
６．原発がない状態での電力確保は、地球温暖化防止の観点からも、再生可能エネルギーを中心に多角的に地産地消も取り入れながら行う。このやり方を推進していく中で、新たな産業が育
成され、経済的成長も十分可能であると考える。また超伝導の実用化や蓄電池の開発、省エネ技術の推進とそれに基づく商品開発など、様々な技術革新が触発されるところからも新たな経済
的発展と成長ができる。

26022 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原発比率は、絶対０％にすべきだ。 原発は、即刻廃炉にすべきだ

理由
１　核廃棄物の処理が出来ないこと
２　日本は地震国であること

26023 個人 自営業 ４０代 男性 ゼロシナリオを選択します。 ゼロシナリオを選択します。福島原発の事故が収束していません。とりかえしのつかない事です。それでも原発は必要なのでしょうか？今、電力量は足りています。co2排出を減らすよう、少しづ
つ自然エネルギーへ転換していけばいいと思います。日本人にはそれができる力があると信じています。２０３０年ではなく今すぐすべての原発を廃炉にするべきです。

26024 個人 無職 ７０代 男性 原発ゼロシナリオを選んで放射能の危険と恐怖から
解放されて安全で安心できる日本を目指そう！

　原発推進の基本である、安全・安価・環境に良いのどれもが、ひとたび事故が起こるとすべて皆無に帰し、真逆の事態となることが明確となりました。しかも、事故の影響はわが国だけでなく全
世界に及ぶこと、事故の状況把握すら人間の目で確かめられないことも知りました。
　さらに、もし事故が無いとしても使用済み燃料の処理方法も未解決のままで、大量の危険物を抱えることになります。
　
　原発事故は近隣地区への直接の影響以外に、遠方の地域でも水や食料が使えなくなり、広大な地域に被害が及び生命を危険にさらすことになります。停電による不便の比ではありません。
　発電が唯一の利得なのに、ひとたび事あればそれをまったく無にした上に、計り知れない災厄をもたらすのが原発です。
　こんな危険なもの、人間が制御しきれない本来地球上に存在せず、自然に返せない非自然物を保持するのはやめるべきです。
　人類は何万年もの間、電力に頼らず生きてきました。電気が実用化されてからまだ150年ほどで、節電の余力は十分あるし、再生可能エネルギーも技術進歩と推進策の充実で、大いに期待で
きる状況にあります。
　命を危険にさらして電力を増産するなど馬鹿げています。即刻原発稼働を止めて脱原発を進め、安心して住める日本にしましょう！、
　



26025 個人 自営業 ６０代 男性 原発ゼロシナリオを選びます。 国民の安全が第一に考えなくてはならないことですので、地震国である日本では原発ゼロシナリオ、さらに言えば一刻も早い廃炉を進めるべきだと思います。
経済性の問題も確かにありますが、国民特に将来を担う子供たちの安全を守ってこその経済だと思います。そのためには再生可能エネルギーの開発・推進を進め、自然と共に生きることを考
え、私たちの生活のありようも変えていく勇気も必要でしょう。
そのことにより、新たな産業・経済の発展も期待できるでしょう。そして、地域分散型のエネルギー政策を進めてほしいと思います。そのためにも、発送電の分離は是非とも必要だと考えます。私
たち素人でも少しは発電できるのです。

26026 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ２０３０年までに原子力発電への依存度は０％にすべ
きです。

２０１２年８月４日現在の日本の総発電量に占める原子力発電の依存度は、８％に満たない。しかも、動かせる火力発電所をワザと止めての実態でである！はっきり言って、安全でもない原発
を稼働しなくても、経済的な影響を考えなければ乗り切れる状態！！
しかも政府は、昨年やおととしの夏の、異常気象とも言える猛暑を国民に思い起こさせ、今年夏の電力供給量が逼迫するとの脅しとも言える理由を盾に、原子力発電所の再稼働を順次推し進
めようとの誠意の無い行動をとっている。
　そもそも、今年の夏はエルニーニョ現象が発生するだろうとの予測を気象庁が行っているのに、エルニーニョ現象発生時は、日本近郊の夏の平均気温が低めになるとの過去の統計値は発表
したがらない・・・。
　このような誠実さのカケラもない政府の態度に信頼を寄せる国民がいるわけもない！
　私たちは福島で起こった現実を目の当りにし、原発で一度事故が起これば生活そのものが崩壊し、現在生きている家族はもとより、子孫にまで耐えることのできない苦悩が降り注ぐことを学ん
だ筈です。
　そんな危険な物を、信頼出来る筈もない政府や電力会社が『安全です！！』といくら訴えたところで信用できない！！
　以上の理由により、原子力発電の依存度は０％にすべきだと思います。
　

26027 個人 家事専
業

４０代 女性 ２０３０年段階の全電源に占める原発の比率について
０％を達成してください。

元々あまり電気を使わない我が家でも２０１１年は２０％以上節電をし、さらにもう節電の余地はないかもとおもっていたのに、今年も楽々とさらに２０％近く節電できてしまいました。普通の暮らし
が原発０％でもできることを多くの市民が実感していることでしょう。できる、できないの問題ではなく、選択するかしないかだけの問題です。あと、原発事故は日本だけが被害をうけるのではな
い。あれだけの迷惑を世界にかけておいて、まだ原発を動かそうとするなんて、１００％間違っている。
私はこれからも節電をがんばります。

26028 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 日本国土にある原子力発電所および「もんじゅ」を直
ちに廃炉にすべき。再生可能エネルギーの開発に全
力を注げ。地熱発電、波力発電、潮力発電、風力発
電、荒れた森林の間伐材を利用した発電等々、バラン
スよく分散。

100万年掛かっても無毒化することのできない放射能を残す原発に反対します。他国に輸出することも反対です。

原発は実は非常に高いコストになる。電源3法による交付金、研究費、マスコミ対策費、漁連への補助金、接待等々、原発のコストに入れて計算せよ。また、福島第一原発の事故後は廃炉にす
るコスト、除染コスト、水処理コスト、補償金、賠償金、等々を原発の発電コストに入れて計算せよ。

ウラン採掘時から原住民アボリジニに被曝を与え、彼らの土地を取り上げている。
また、原発作業員は雑巾で拭きとったりという被曝覚悟の作業が必ずつきまとう。
福島第一、4号機の新燃料取り出しの映像をみると、白い防護服の作業員が手で拭きとっていた。東電は新燃料だから線量は低いというが、燃料プールの中は高線量である。
原発はパネルの前に座ってスイッチを押すだけのイメージを植え付けられてきたが、とてもローテクで底辺作業員に被曝を強いるものである。

再生可能エネルギーは初期導入コストは高いものになるが、年々安くなるはずである。またエネルギー枯渇の心配をしなくてよい。
早急に再生可能エネルギーの開発研究に力を入れる政策に取り組むことを求めます。

揚水発電は蓄電としてフルに活用する。

電力会社の発送電は分離する。

事故を起こした東京電力に検察の捜査が入らないのは何故ですか？
これだけの事故を起こして、逮捕者０、起訴する気配もないとはとても不思議です。

国策だったというのなら、原子力を取り入れようと原発マネーを当時の通産省に降らせた中曽根康弘氏に念入りなる聞き取り調査を行うべきです。アメリカでどのような密約をしてきたのでしょう
か？

私は、これ以上核のゴミを増やさないために、即時廃炉を主張します。
日本は地震の活動期に入っています。
直ちに原発の稼働停止を求めます。

26029 個人 無職 ７０代 男性 無資源国でありながら、世界情勢の知らない者と
分からない者が「国民の生活が第一」と言うスロー
ガン的甘言に惑わされた議論は殆ど意味をなさない。
全く世界を読めずに未来に責任ある発言とは言えな
い

３つのシナリオのうち２０～２５以上を選択すべき
[理由]
１．無資源国でありながら、世界情勢の知らない者と
　　分からない者が「国民の生活が第一」と言うスロー
　　ガン的甘言に惑わされた議論は殆ど意味をなさない。
　　全く世界を読めずに未来に責任ある発言とは言えない。
２．中東産油国でさえ原発開発が盛んに行われている。
３．近くのインドネシアでさえ、自国のエネを賄うために
　　ＬＮＧの輸出は縮減傾向にある。エネの高騰を招く。
４．ドイツ、イタリアのように原発を縮減しても、ＥＵ
　　全域内でのエネバランスは３０％が原発である。
５．循環型エネは貿易風のように恒風域帯では可なるも
　　日本列島では無理。国内の多くの風力発電設備が
　　落雷で破損停止している。地熱井もしょつちゅう
　　スケールのため更新掘削しなければならない。
６．多くの火力発電設備が老朽化していて、何時停止する
　　かも分からない。大停電に繋がる。
７．発電設備の新設には２０～３０年の長い月日を要する。
８．活断層の定義と地盤変異の出現性を明確にすべき。
以上、このような世界実態を知らない者と分からない者、
情報なしでの議論に全く意味をなさない。スローガン・
ムードを排して、まず公正・適正な情報を公開公知すべき。

26030 個人 家事専
業

３０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます 原発ゼロシナリオを選びます。
今から自然エネルギーにシフトさせ、子供達が安心して暮らせる明るい日本の未来作りをしてほしい。
産まれたばかりの子供を持つ親として、日本で生きて行く事は不安でしかなくなっています。
二度とあのような恐ろしい原発事故が起きないように原発ゼロシナリオにして下さい。
宜しくお願い致します。

26031 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 「原発ゼロ」を選択・支持します。
核廃棄物の現実的な処理方法が定まっていないま
ま、廃棄物を再生産し続ける原発の稼働は容認でき
ません。

まず第一に、意見概要でも書いているとおり、核廃棄物の処理が定まらぬまま子どもたちの世代に廃棄物処理を先送りすることは今を預かる大人の責任として許されないことです。完全かつ現
実的な処理方法を確立できないのであれば、原発の稼働は許されないと考えます。
また、福島の事故が現実となり、たった一度の事故で広範囲かつ長期に渡る放射能汚染の深刻さが明確になりました。日本は世界一とも言える地震多発地域であり、原発の立地条件に適した
活断層の無い安定した地盤の土地は殆ど無いと言えます。
大規模な地震の前に人間の技術が無力なことは先の地震で明らかになりました。
きちんとしたリスク査定をすれば、原発の持つリスクが許容出来るリスクに収まることは考えられません。
経済よりも国民の人命第一を考えていただくよう切にお願いいたします。

26032 個人 無職 ７０代 男性 原発ゼロシナリオを選び、今すぐ原発ゼロにする。 原発ゼロシナリオを選び、今すぐ原発ゼロにする。
　福島原発事故の収束も出来ない物を何故再稼働させるのか、活断層ではないかと思われる所に何故原発を建設するのか、人間がコントロール出来ない物を何故使用するのか、考えるに効
率第一、経済第一であって人間の命を蔑ろにしているからだ。
そうでないなら、地震は止められないが原発は止められる！今すぐに実行して欲しい。

26033 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 20～25％を支持。人類は、これまでも幾多の自然災
害との戦いを乗り越え、今日の豊かな経済社会を創り
あげてきた。今回の事象も、日本の高い技術力を持っ
て克服し、豊かな経済社会を維持継続していくべき。

●エネルギーの有り様については、どんな国づくりをしていくのか、どんな国民生活を創りあげていくのか、という国家戦略のベースそのものと言えます。よって、国家百年の計に立って、中長期
的にぶれないエネルギー政策を確立しなければならないと考えます。
●わが国のエネルギー自給率は僅か４％です。この現実を充分に鑑みたエネルギー政策を確立するというのが大前提となるのではないでしょうか。
●また、その際は、エネルギー安全保障と安定供給性、環境保全、経済性の３つを同時に達成することが重要です。
●そのような点を鑑みれば、原子力発電を活用していかないというのは、わが国の将来を危うくする選択だと考えます。今回の事故を教訓に、日本の原子力技術を更に高め、国民の原子力発
電に対する安全への信頼の再構築を図りながら、原子力発電を一定程度活用していくべきと考えます。
●そうした考えの下、３つの選択肢の中から選ぶとすれば、20～25％しかないと考えます。

26034 個人 無職 ６０代 男性 原発は、安全性の確認されたものから順次稼働すべ
きです。化石燃料の高騰と地球温暖化防止の観点か
らも当然です。自然エネルギーで代替云々の話もあり
ますが、原発に代わる量を確保するには膨大な投資
が必要です。

安定した電力を低コストで確保することは、民生上および産業政策上、必須の命題です。今回の福島の事故発生は極めて残念ではありますが、だからといって原発は不要というのは全くおかし
いと思います。

もともと、原発は危険なものであるというのが常識であるのに、危険であることをを前提とした自由な議論の展開を妨げてきた報道機関の姿勢が大いに問題であると思います。二酸化炭素削減
といえば、諸手をあげて賛成していた報道機関の事故発生後の豹変ぶりには本当にあきれます。

膨大なコストをかけて建設した原発を安全を確保しつつ、そして安全性向上を継続して進めていくべきす。原子力事業者間の情報を共有し、日本の原子力事業者の情報のみならず、世界各国
の日進月歩の情報をとりいれるべきです。特に失敗情報の追及と、道理にかなった対策を議論し、実施して行くべきです。

26035 個人 無職 ７０代 男性 原発ゼロシナリオを選びます。その理由は原発の事
故が起きると私達の故郷が国が地球が如何に広範囲
に放射能で汚染される。それはそこに住む人達の生
活をめちゃくちゃに破壊してしまうことである。

原発ゼロシナリオを選びます。
　３．１１の大震災が起きる前は私は原発は夢のエネルギーだと考えていた。原子力に対して大した知識もないのにマスコミや原子力ムラの人間やマスコミの宣伝を鵜呑みにして原発のメリット
しか見ていなかった。
　原子力は計り知れない力を持っている。それだけに一度大事故が起きれば、何万、何十万、何百万の人達の生活を破壊し、生命すら奪う。放射能の被ばくは人間を肉体的にも精神的にも長く
苦しめる。
　故郷の野山や田畑が放射能で汚染され、丹精を込めて育てたお米や野菜が食べられなくなって廃棄処分になってしまう。また近海で一生懸命汗水流して捕獲した魚介類も放射能のため廃棄
処分になる。これほどの理不尽を受けた生産者にとって怒りと苦悩は計り知れないものがある。
　確かに、原子力は夢のエネルギーになる可能性はあると思う。経済界にとって何とか早く原発を再稼働させたい気持ちは分からないでもない。しかし、原発の再稼働は時期尚早であることは
間違いない。今の人間の技術力では完全に原子力を制御するまで到達していない。このような段階で、人の命よりか経済優先しか考えていない一部の人間のために、多くの人々の生活や命を
犠牲にするほどバカげたことはない。
　一番人間が生きてゆくうえで基本となるきれいな空気、澄んだ水、緑に覆われた豊かな土地、丹精を込めて育てた農作物、汗水流して捕獲した魚介類、緑と豊かな水に囲まれた母なる地球を
絶対汚してはならないと思います。

26036 個人 自営業 ４０代 男性 ゼロシナリオに賛成です。 福島第一原子力発電所で起きた事故のような惨事はもうたくさんです。
子供たちの世代に負の遺産を残すのは、懸命な策とは思えません。
ですので、日本中の（世界中の）原子力発電所は即廃炉するべきだと思っています。費用負担は、今まで、原子力政策で潤ってきた団体や個人が負担すれば良いのでは？

26037 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロシナリオを選びます 原発ゼロシナリオを選びます。
安心安全な自然エネルギーを推進して下さい。
子供達を安心して育てられる未来づくりをお願いします。
今のままでは不安で食べ物を買うのも気が気ではありません。
震災でおきたような原発事故は、原発が稼働している限り起こり得ます。
二度と起こさない為にも原発ゼロシナリオしかありません。
宜しくお願い致します。

26038 個人 家事専
業

３０代 女性 「2030年に原発0」
《経済復興には国民の「未来への希望」というエネル
ギーが必要》

経済再生と経済復興する為にも現在の選択はとても大事に思われます。
毎年、再生可能エネルギー比率が増えていくことが
国民の活力を生み出すのではないでしょうか。
こうした新しい流れを日本からはじめてほしいと願います。
311を経験を生かし、安心して暮らせる未来へと
つなげていくべきではないかと思います。
世界に誇る日本の技術があればできるのでは？信じています！

どうぞ、よろしくお願い致します。

26039 個人 家事専
業

５０代 女性 　原子力発電は止めるのが正しい選択だと考える。
　
　原子力企業はガス・風力・太陽光などに早く切り替え
るべき。遅れれば世界に取り残される。テレビや携帯
のように。

　米ＧＥ・ＣＥＯの発言をみれば、世界はガスに向かい始めたということが私でさえわかる。米原子力企業と提携している日本企業が最後に貧乏くじを引くことになリはしないか。うまく切り抜けら
れるのか。早く体制を整えて切り替えないと手遅れになってしまう。

　たとえ福島の事故がなくても、原子力発電は誰かが被ばくしないと作れない電気だ。普通の人がそれを知ったらその電気を使いたくはないだろう。
　事故後の再稼働に、世界は少し批判的と感じる。辺境の小さい国のことだから構わないが、これが地続きだったら、再稼働は許されないだろうと思う。遠くで小さな国がどうなろうと知ったことで
はないという冷徹なものを感じる。世界に忘れ去られたら二度とチャンスは巡ってこない。
　
　日本はどうやって生きていくのかを考えなくてはいけない。いち早く原子力発電なしに生活出来る国になったらいい。使用済み核燃料の処理も開発したい。

　あの国土に５４基は多かった。

26040 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原発はただちに廃止すべきである。核物質は人間の
知力を持っても完全に管理することは不可能である。
ましては半永久に管理は無理で、しかもそのために莫
大な費用が今後発生することは明白である。

人間のすることに完全はあり得ない。しかもその一瞬のミスが国土の広範な廃墟化と多大な人命の犠牲を生みだす原発はただちに廃止すべきである。二酸化炭素排出が無い原発はクリーンと
言うが、プルトニュウムを含む核廃棄物を生み出しその拡散でもあれば、環境にクリーンとは言い難い。またその処分方法も決まらず、もし地下埋葬しても核廃棄物は半永久にその容器を陳腐
化し、いずれは地表に漏出する可能性も大である。この管理に半永久的に膨大な費用の投資が必要であり、この費用を加味すれば、割安だと主張する電気代も高額な電気代になることは明白
である。

26041 個人 家事専
業

３０代 女性 原発０％シナリオを選択します。 行き先のない核のゴミをこれ以上出さないためにも、すべての原発の即時停止および廃炉を求めます。日本人の知恵と技術を結集し、自然エネルギーへとシフトさせましょう。世界を牽引する日
本になりましょう。私は、日本人の自信と誇りを取り戻したい。脱原発！脱アメリカの言いなり！！



26042 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 ゼロシナリオを支持します。
今現在からゼロにすることを支持します。

私は、放射能汚染された食物を食べさせられています。
私は、放射能汚染された食物は食べたくありません。
いつ、さらに汚染が広がる事故が起こるか分かりません。
今すぐ、原発は廃止すべきです。

ロンドンオリンピックで、日本人選手は開会式から締め出されました。放射能汚染された可能性がある瓦礫で作ったメダルを持っていたからです。この措置はとても賢明です。世界は、日本が放
射能を拡散することを拒否しています。
絆という言葉で、日本人に放射性物質で汚染された食物を食べさせることを強要出来ても、世界には通用しません。

26043 個人 無職 ６０代 男性 原発の危険性を排除できないのだから、ただちに撤
退すべきです。

ただちに原発から撤退すべきです。理由は次のとおり。

１．地震列島日本において今後も原発事故（過酷事故）が起きる可能性を完全否定できるほどの対策を講じることは不可能。
２．原発事故が発生した場合の被害の深刻さは福島事故で明らか。二度とあってはならない。しかも、いまだに真相と責任が明らかにされていない。
３．原発は人間が完全にはコントロールできない危険極まりないシステムであることが明らか。
４．何よりも人間のいのちを守ることを最優先すべき。

26044 個人 自営業 ３０代 男性 1のゼロシナリオを選択致します。すぐに脱原発を宣
言すべき。

原子力が利権にまみれている事を国民は知っている。
自然エネルギーと原子力の廃炉技術を国で支え、雇用を生み出し、そして世界を先導していってほしい。

26045 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 　福島の事故と犠牲で明らかになった教訓を生かし、
技術的に未成熟な原発を停止し、脱原発の道へ。

　日本の原発は、「安全神話」を広げ、多くの識者や団体の危険性への指摘を無視し、まだ技術的に未成熟な原発を推進し、原発推進のために癒着が進められ、、電力会社が企業献金を重
ね、政権与党・官僚との癒着を進め、その結果として、今回の取り返しのつかない事故を招きました。まさしく「人災」であり、この猛省と総括なしに原発の再稼働はあり得ません。「安全神話」の
怖さは、それを振りまいている当事者も「安全」と思いこむことに大きな落とし穴があることが、事故後の推移を見ても明らかです。「想定外の震災・津波」などの言い訳が通用しないことも明らか
です。日本の未来を見通し、子どもたちに明るい未来を保障するためにも、原発依存の負の経緯を踏まえ、「繰り返さぬぞ絶対に」の国民の思いを酌み取り、脱原発の道を選択することが今、喫
緊の課題だと考えます。原発の代替エネルギーの開発は、今の技術と科学の力で可能でもあるのですから。

26046 個人 自営業 ４０代 男性 原発はゼロに。大飯も即時停止。 原発再稼働は狂気の沙汰。
福島の人の痛みがわからないのか。
次に事故があれば日本は終わり。
そうなってから政治家や官僚が何人腹を切っても、
取り返しがつかない。
再稼働を容認した政治家には投票できない。

26047 個人 無職 ５０代 男性 原発と同時に火力発電の構成比も大きく下げないと
本当の意味で省エネにはならない、そのためにはグ
リーンエネルギーの技術論をもっと掘り下げるべきで
ある。

事故発生時には原発が大惨事を引き起こすことを先の震災で目の当りにした我々が原発反対を声高に叫ぶのは当然であろう。しかし、原発低減と同じく火力発電の低減も実現してゆく必要が
あると思う。そもそも化石燃料の供給不安や資源温存およびCo2排出問題から原子力発電への転換が始まったのではないか、原発構成比を下げ且つグリーンエネルギー比率が上がっても火
力発電が
５０％もあっては本末転倒である。ムード先行の状態で、グリーンエネルギーの技術論が不足している。火力・原子力に代わる安全、安定継続、多供給可能な発電方式は何か？の掘り下げた
技術論が聞こえてこない。また、危ないから原発やめろはあまりに単純である、乱暴な言い方をすれば先の震災を教訓に危なくない原発を作ればよい。
今でも原子力発電は日本の輸出品のひとつである、原子力廃止は世界レベルの議論をしないと矛盾が生じてくるのではないか。
原発に賛成するわけではない、原発と同時に火力発電も無くしてゆけるような
グリーンエネルギーのしっかりした技術論こそが大事と申し上げたい。

26048 個人 無職 ６０代 男性 原発の再稼動は反対です このままいくと　原発やプルトニュ-ウムの世界的基地の島国日本を作ってしまうのではないか
孤立した島国であるがために　そんな予感がする

26049 個人 自営業 ６０代 男性 米国とロシアでさえ事故を起こし日本が続いた。人は
原子力を完全制御できず、いずれ世界のどこかで大
事故が起きる可能性が大。中国・韓国で発生すれば
日本も影響を受ける。日本は先進国の見本を示すべ
きで０％とする

政治、経済界、原子力研究機関、官僚、電力業界が密接な連携をもって長年推進してきた原子力発電であるが、基本的なこと、本質的なことをおろそかにしていたため、今回の東北大震災を上
回るほどの甚大な被害が発生した。福島原発災害は、現状が未だ復旧には程遠く、復興は影もなく、これから生ずる廃炉、使用済み核燃料処理、汚染地域の除染、広大な面積の土地の放棄
による廃墟化、住む土地・家を奪われた一般市民の失望と苦悩、それらの人々の生産活動の消失、そういう被害を原発事故の後も正しく認識できないで未だに原子力の推進のみを考えておら
れる方々は、物事の基本を忘れ、本質を見抜けず、正誤の判断ができない人々である。事故発生前からこのような災害が起き得ることを先見の明をもって唱える人たちがいたが、そうでない人
も誤りに気付いた時に改めることこそ必要である。過去の過ちを見れば、日本が一丸となって太平洋戦争を周辺国に拡大した結果、破滅でしかない本土上陸決戦を目の前にして降伏、ようやく
誤りに気が付き誤りを認めた。今回の原発災害は事故の経過からみると不幸中の幸いともいえる。仮定の話となるが、もし、水素爆発又は原子炉内圧の上昇で圧力容器もしくは格納容器が開
口し、又は使用済み核燃料プールが水素爆発・余震等で亀裂が生じ、水が抜け落ちていたらどうなっていたか。原子炉内を冷却する方法は何重にも及ぶがそれらでさえ機能せず、進展した事
態に対処する方法は、東電はもちろん、消防・警察・自衛隊すら全く考えられてもいない。今回の事故では自衛隊ヘリによる水投下、万策尽きた結果の消防の決死のポンプ車による送水が日本
を守る有能な指導者達の示す唯一の方法であった。もし仮定の事故進展の状況になった場合、誰が何を指示し、誰が何を実行するのか、事前に決められているのだろうか。右往左往する間に
放射性物質は大気と接して高熱の上昇気流と風向きにより目に見えない噴煙となって大気に放出する。直線距離２２０キロメートルにある首都東京は風向き風速により数時間又は数日で放射
能に汚染され、１千万人以上の市民は官公庁も企業本社も捨てて遠方へと逃げ惑うことになる。その混乱たるや東京大空襲、関東大震災の再現であり、最短でも数年間の復帰はならず、日本
破滅の状況も考えられる。原子炉又は格納容器の開口、使用済み核燃料プールの水抜けメルトダウンになれば、東電の現場担当員は避難せず事故対応に当るといえども、留まった全員に待
つのは高濃度被ばくによる死しかない。１基の原子炉又はプールが破損したのみでも事故対応職員は死に絶え、そうなれば１～６号機すべてが放置され暴走ということになる。そうなった場合、
素人が考え得るのが、自衛隊大型ヘリによる数万トン以上（１～６号機ではおそらく数十万トン）の土砂を高空から投下し、応急的に大気との接触を防ぐしかない。その後に、同量かそれ以上の
生コンクリートを投下する必要がある。その応急対応にどのくらいの日数を要するのであろうか。大気に露出した膨大な量の核燃料が放出する放射性物質は１日に原爆に換算してどのくらいに
なるのか。１日の猶予もないことは確かである。また、福島県の周囲の土地は県単位で３０年４０年の間、廃墟と化す。こういう極端な仮定を考える必要はないのであろうか。菅元首相の事故対
応はあらゆる人の評価で不適切とされる。事後に評価するのは誰でもできるが、当事者の立場になって言う人はまれである。浜岡原発の危険性を認識し、行動したのは誰にでも、否歴代首相
に限定してもできたことであろうか。それこそ政治の決断というものではないだろうか。東海大地震や南海・東南海地震が起これば、これまでの浜岡原発は津波対策なしでは５０パーセント程度
の確率で過酷事故となるかもしれない。今回、津波対策を実行中であるから９８パーセントくらいは大丈夫かもしれない。もし浜岡が１～２パーセントの確率内で冷却不能に陥れば日本はどうな
るのだろう。大都市、横浜・川崎・東京・千葉は放射能にまみれ、政府がいくら健康に支障ないと広報しても、大混乱と日本経済・行政の停滞は免れず、世界に対する信頼も失い、土地を追われ
た人々は全国の隅々にあふれ、今度こそ原発推進者を徹底的に追及するであろう。なにも終末思想で人々を不安にさせようというのではない。今回の事故で現実性が高くなり、過酷事故の現
状を見て起こり得ることである。多くの人が福島の事故以前は、海外の事故はあっても日本での最悪の事態など考えようもないという気持ちでいた。事故以前、日本は製品輸出で他国と競って
きたが、これからは地球温暖化対策と合わせて原発のベトナム・インド等への輸出を足掛かりに全世界への展開をすることが希望の持てる国策の一つで、日本を継続的に発展させるものだと
思っていた。原子力を一丸となって推進してきた日本に急な進路変更を求めることは多大な混乱をもたらす。電力業界にすれば１基数千億の原発は単なる投資以上の意味もあると思う。経済
活動は１円でも安くて良いものを１人でも多くの人に提供するのが基本と思うし、お金を無視して政治も経済も成り立たない。そういう意味で多少の安全には背を向けても実行する事柄は少なく
ない。しかし、原子力発電の今後は、日本のどこかでもう一度過酷事故を起こせば、日本が将来どう頑張っても償いきれない禍根を残すようになることである。電力会社は廃炉・脱原発に１社数
千億の負債を負っても倒産することはなく、公的資金の投入や電気料金の値上げで対処するしかない。更にそれ以上の負債を負ってでも、電力会社が先頭に立って再生可能エネルギーに投
資すべきではないか。一部の私利を求める産業界からの猛反対はあり得るであろうが、基本と本質に則った事業は１０年、２０年後には必ず報われる。廃炉・脱原発（これも世界的な１種の産業
である。）に要する費用を５兆・１０兆円とみても国費で賄い、日本復興と世界に対して見本を示すことが先進国日本の義務であると思う。

26050 個人 その他 ６０代 女性 ２０３０年には原発ゼロシナリオでお願いします。でき
るだけ再生可能エネルギーを増やすことに力を入れ
てください。

原子力発電はリスクが大きすぎます。現在も未来の子供たちへも負担を残すような原子力発電は、できるだけ早い時期に廃炉にしてください。福島での原発事故がどんなに多くの人たちを苦し
めており、今後もとの自然へ回復するのに何十年もかかります。そして原発事故により多くの放射能が拡がって、現在も食物への不安が消えません。日本のような地震国が原発を保有すること
自体が過ちだったと思います。原発の使用済核燃料最終処分もできないままに原発を使い続けていくことは、限りない環境汚染につながります。多くの人がふるさとを追われ、生活再建もできな
い状況に追い込まれている厳しい現実を見れば、日本が脱原発を目指し再生可能エネルギーをふやすことに力を入れていくことが最も賢明な道だと考えます。

26051 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を選択するのが、日本のとるべき
シナリオだと思います。

・原発の再稼働はしないでください。
・原発が暴走することを、とめる手段がありません。
・実際に、いま、今日、現在でも、福島の原発は、なにがどうなっているのか具体的に分かっていません。
・原発は制御できません。そうした制御できないものを基軸にして、未来を描くことはできません。
・エネルギーは、自然エネルギーを使うように政策を方向転換して下さい。
・また30年後の遠い未来の話ではなく、いますぐに、すべての原発を廃炉へむかうように選択して下さい。
・東電のみに電力を依存する社会を脱するようにしてください。
・日本が、世界に先駆けて、クリーンなエネルギーで社会がまわるようになれば、「世界が認める技術力」をアピールできると、信じています。
・脱原発は、すなわち、脱核燃料であり、日本の非核三原則の、本当の矛盾のない政策をすすめてください。

26052 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力関係者が福島事故を踏まえ、設備や組織に手
を入れ、堂々と原発を再開できるよう手を入れない限
り、原発はやってはならない。今の対応はいい加減す
ぎる。火力発電を増強すべし。

　政府、官僚、自治体、電力会社、審査機関、学者等の原子力関係者が、福島事故を踏まえ、真摯に反省し、設備も、組織も、評価も、緊急時対応も、核廃棄物処理も、すべてに根本から手を
入れ、国民に堂々と「これだけ改善しましたから大丈夫です」と公開し、賛同を得る、という道筋を作らない限り、この国では原発は「できない」でしょう。「まじめにやる気がない人たち」が、いくら
原発の必要性を訴えても、説得力は全くありません。主義において賛成、反対なのではなく、本当にやりたいのなら、「私たちは、安全に原発を運転・管理できます」と堂々と示せなくてどうするの
でしょうか。
　断層評価見直しもなし、付け焼刃の防潮堤建設、適用条件が違うストレステスト、全く意味がありません。電気が必要だから→危険なままの、改善手付かずの原発でもやってよい、ということ
にはなりません。政府は「国民のために」、電力会社は「お客様のために」「社会のために」、もっと真面目にやってほしいと思います。
　かと言って、再生エネは、使い物になりません。エネルギー密度がなく、変動し、高コストです。何より、やりすぎれば、自然を壊します。自然がタダで、望むだけのエネルギーを与えてくれて、し
かも自然に何の迷惑も掛けない、という幻想を持っていないでしょうか？日本は特に人口密度も大きいので、自然を壊さない程度の自然利用によるエネルギーでは、全く足りないのです。
　現状、あり得る選択肢は、天然ガスや石炭を使った火力発電でしょう。燃料費は、私たちの電気代にすでに含まれています。CO2問題なんて、クライメートゲート事件以来、世界的には全く意
味がなくなっています。従来から、電気はアメリカの2倍の値段です。価格根拠も不透明なままです。現行の料金体系でも、火力増強はできるはずです。
　
　

26053 個人 自営業 ６０代 男性 (1)０%の選択肢を支持します。エネルギーの柱は原子
力エネルギーではなく、風力、火力、水力、バイオマ
ス、太陽光、地熱など再生可能エネルギーだと思う。

原子力エネルギーの最大の問題点は使用済み核燃料について、安全といえる処理方法が確立されていないことです。しかも現在は原子炉の建屋内の貯蔵プールで冷やし続けることが日本全
国の原発で続いています。つい先だって再稼働された福井県の大飯原発も同様です。日本は世界でも有数の地震発生国ですし、近い将来の大地震が予想されています。昨年3月11日の東日
本大震災時に発生した福島第一原発事故の原因究明も、爆発した原子炉の後処理もまだ進んでいません。放射能に汚染された海、山、農地、市街地の復旧は1年半になろうとする現在もなか
なかはかどっていません。このような状況でなおも原発を残していこうとする選択肢は私には考えられません。エネルギーについての唯一の望みは先に述べた再生可能エネルギーの存在で
す。専門家の試算によれば、すべての原発を止めても、再生可能エネルギーによる発電量だけで必要な電力の需要に対応できるといわれています。もちろん現在までに建設された原発の停止
中の維持管理、使用済み核燃料の冷却は並行して続けなくてはなりません。そして今までに投入された莫大な国の予算に匹敵あるいはそれ以上の予算がかかるかもしれませんが、再生可能
エネルギー利用に関する実用化を速いテンポで進めることを私たち国民が認識していく必要性を考えます。

26054 個人 家事専
業

４０代 女性 原発ゼロ賛成 私は主婦です。
原発、放射能問題について危惧しています。
すみやかに原発ゼロ、再始動には反対です。
もっと自然エネルギーに力を入れてください。

26055 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原子力発電を０％にしてください 原発を０％にすると、火力発電が多くなり地球温暖化が進むと言われているが、原発の原料となるウランを精製したり、輸送にも石炭やガソリンが使われている。
結局、ＣＯ２を減らすことにはならない。

また核廃棄物の処理方法も曖昧で、その半減期も何万年・・・。
そんな危ない廃棄物を地球上から消滅させるためにも、一刻も早く原子力発電を全面停止して欲しい。

自然エネルギー開発をもっと助成し増やすことで、いずれは電気代も安くなるし、雇用も生まれる。是非自然エネルギーに転換して欲しい。

26056 個人 無職 ４０代 男性 期限を定め原発ゼロを実現するため、代替エネル
ギーの研究・開発に最大限の注力を行うこと。あわせ
て、その約束に責任を持たせること。

拡大、継続から縮小、即刻廃止まで、さまざまな意見がある以上、議論のスタート地点をまず定めるべきであると考えました。
そこで、「原発は、なくて済むならないほうがいい。」という、おそらくほとんどの人は異論がないと思われるこの見地から、私の意見を述べさせていただきます。

「原発は、なくて済むならないほうがいい。」
しかし、現実にいますぐすべてを廃止するというのは難しい。例えば高齢者や病人など、電力を制限することが命にかかわる弱者がいること。また化石燃料への過剰な依存は、地球温暖化をさ
らに加速させることにつながること。将来世代への放射性廃棄物の影響はたしかに怖いが、二酸化炭素の増加による地球環境の激変も同じように心配する必要があること。（なお、企業活動と
雇用の問題もありますが、ここについては慎重に表現を選ばないと、余計な反発を受ける可能性が高いので、できれば触れないほうがいいかもしれません。）

よって、当面は安全性の確保された原発（無論ですが、活断層の疑いのあるところなどは論外です。強行すれば住民感情を無駄に刺激するだけです。）のみ、緊急避難的措置として稼動する。

そしてその措置を担保するため、目標とすべき期限を定め（2030年でかまいません。）、それまでの間に環境にやさしい代替エネルギーの研究、開発に最大限の支援を行う。（それは例えばメガ
ソーラーであり、九州大学で研究中のレンズ風車であり、それらを複合した施設なども含まれるでしょう。）

そのための費用には、公共事業費用を当てる。（申し訳ないですが、整備新幹線など緊急性の低い公共事業については、もうしばらく待っていただきましょう。政治生命を賭けて心から心から心
から真摯に説明・説得すれば、きっと理解は得られると思います。）
また、研究・開発場所には、原発の停止により雇用が失われる現有原発の地元で優先的に行うこととし、その地での将来的な産業、雇用の基盤として育成していくものとする。

そしてこれが一番重要なのですが、上記の案を単なる口約束ではなく、政府（政治）の国民への約束として、責任を持たせる必要があると考えます。
例えば、2030年の時点での政権与党がどこになっているのかは不明ですが、いかなる政権であったとしても、2030年の時点で原発ゼロが実現できていなかった場合、必ず解散総選挙を行うこ
とを、すべての政治家が国民に約束し、明確に記録として残しておくのはどうでしょうか。
消費増税でも、増税翼賛会といわれるような党派をまたいだ合意ができたのです。脱原発翼賛会は、それよりもずっと容易であると思います。
なぜこのような厳しい約束が必要なのか。それは残念ながら、現政権は消費増税という、ある意味国民との約束を反故にした（と思われやすい）実績を作ってしまったからです。そのため、この
先、政府が国民にどんな約束をしたとしても、それを信じてもらうのは非常に難しいと考えるからです。以上です。

26057 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 2030年とした期限設定自体が間違い。即刻廃止すべ
き。福島原発事故で、原発の安全性はゼロだと確認さ
れた。原発なくても電力足りることも証明されている。
私も含めた多くの苦しむ避難人の気持ちを蔑ろにする
な。

2030年とした期限設定自体が間違い。即刻廃止すべき。福島原発事故で、原発の安全性はゼロだと確認された。原発なくても電力足りることも証明されている。私も含めた多くの苦しむ避難人
の気持ちを蔑ろにするな。

26058 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発の早急な停止 事故又は災害等のリスクが高く早急な停止が必要と思います。
１００％安全が認められて全国民が納得した場合のみ稼働をするべきと考えます。
しかしながら現時点では機械的な事故の対応は万全なのかも知れませんが災害時の対応については不十分と言わざるを得ません。

26059 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発ゼロシナリオを望みます 原子力発電は核エネルギーを使うことから、エネルギー密度が高く効率的であるが、廃棄物の処分方法を最終的に解決できないため、次の世代に管理を残してしまうことと、事故が起こったら
放射能の被害が広範囲に及び国の滅亡まで引き起こす可能性があることが福島第一原発事故で改めてわかった。

日本は地震国であり、福島第一原発事故の停電前に配管などの損傷があって事故が拡大している事実が判明してきている。原発近くの活断層も見直しまでしなけれなならない。

原発予算からシフトして自然再生エネルギーの推進を今原発が稼働している地域の次の産業として重点的にすすめる。すべて海岸にあるので、洋上風力発電、潮流発電などもいいし、すべて
地面を掘れば温泉はあるのだから地熱発電も拡大できるのではないか。太陽光発電もどんどんアイデアを出せば住宅控除の条件として新築住宅に義務化するぐらいの熱意ですすめたらどう
か。原発メーカーでも廃炉ビジネスとして世界を相手に日本はリーダーシップがとれるのではないか。

電力会社は原発停止による火力発電の稼働アップと自然エネルギー移行による赤字の補てんは我々国民も応分（１０％程度）は負担も必要ではないか。

26060 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ただちに！原発ゼロの国になる事を希望します。 即、原発ゼロのシナリオに賛成します。経済発展優先の国策には反対です。便利で物に溢れた生活ではなく、地球の生命体として持続可能な生き方をしたいです。そのためには、環境はもちろ
ん、教育、福祉にこそお金をかけ、自殺する人の多さや子どもの育ちの危い状態などからも察しられる危機的な日本人の心こそ、豊かにする道を探りたいです。
私の周りの子どもをもつ母たちや、職場の人もみんな多少の不便さがあっても原発は動かして欲しくないと言っているのに、どうしてまた原発が再稼動してしまったのか、大変遺憾です。一般の
人の意見が全く反映されていない国の政策ばかりです。
また、エネルギー政策について、もっと多くの国民の関心がひきつけられ、広く深く議論が行われるよう務めて欲しいです。関心がある人でネットなどの情報源がある人にしか、伝わっていないこ
のようなパブリックコメントだけで意見集約ではなく、様々な人が様々な方法で意見を言い意見を聴け、未来への道を手繰り寄せられる場を、国が率先して作って行く事を希望します。



26061 個人 自営業 ６０代 男性 原発をいますぐゼロに。(ゼロシナリオ) 確率ではほとんど起きる可能性が無いと言われていた大地震がおき、福島の結果になりました。
地震国日本では、またすぐに全国で巨大地震がおきる可能性があります。
また大地震がおきれば、日本は崩壊します。崩壊の危険を回避するため、原発は今すぐゼロにすべきです。
電力が足りなくなるというのは、既得権益を守りたい電力会社の「嘘」です。
「埋蔵電力」はあります。
原発がないと電気の安定供給と電気料金の高騰により日本の経済が成り立たなくなるという経団連の主張も「嘘」です。
電力の供給方法を工夫することで安定供給は可能ですし、より安価な電気料金にすることも可能です。放射性物質の処理費用や、もしものときのリスクを換算すると、原発はとても割高なエネ
ルギーです。
そして何より、日本の未来のために、自然エネルギーへの転換を急がなければなりません。
日本の強みは「技術力」です。石油やウランなど、エネルギー源を外国に頼らないで自給自足していく技術を開発することは、日本が世界の中で生き残る最良の道であり、やらなければならない
ことなのです。
そしてそれは可能です。
狭い目先の利益に目を眩ませては日本の将来はありません。

26062 個人 無職 ６０代 男性 新規建設は禁止し段階的に撤退する。
国、電力会社等産業界が一体となって脱原発への意
思表示を明確にする。

脱原発の短期、中期、長期プロセスを明確にし工程表を確立する。
ー　廃炉計画のタイムテイブルの作成。
ー　周波数の統一、発電、送電、配電の合理化。
ー　省エネ、再生可能エネ、化石燃料のクリーン化の早期開拓、推進。

２０３０年を脱原発の基準とする移行期間においては経済、生活環境を脅かす場合に限り安全基準を満たしているものから期限限定で稼働を認めるが２０３０年以降も更なる脱原発を進め撤退
の目標を明確にする。
以上

26063 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原子力発電の研究だけは継続しよう。安全な原発運
用のノウハウとハードを日本の輸出産業にしよう。エ
ネルギーを貯める技術を開発しよう。

「みんなの意見は案外正しい」と思うし、「原発再稼働絶対反対」はヒステリックだとしても（野党の「増税反対」みたい。「じゃあどうする？」の視点が欠けている様にみえます）、今すぐに再稼働・
原発分の電力を「今使える電力」の勘定に入れるのは危険かもしれないとは思います。でも火力発電は今は地球温暖化に良くないし、化石燃料はいずれ来る氷河期のためにとっとかないと未
来の人たちに申し訳ない。原発研究も然り。原発事故を含む災害サバイバルというか「減災」ノウハウを輸出しよう。これって、雇用創出にもなると思います。「細っかいことにまで気がつく人」を
担当者としてハードとセットで売りましょう。今日本に足りないのは、「食える仕事」だもんね。あと、このくそ暑い夏に有り余ってる「太陽熱エネルギー」、どっかに安全に貯めておける技術開発し
たら、一石５鳥くらいになりそう。すごい夢物語だけど、月に原発作って地球にエネルギー送れる技術が開発できればいいのに。「ＩＭＡＧＩＮＥ（想像）できたものはいずれきっとＣＲＥＡＴＥ（創造）で
きる」ことを信じて。

26064 法人・団
体等

法人等 法人等 法人等 原発0％に、そして、自然再生エネルギーへ政策転換
を！「安全な原発」などあり得ない。「脱原発」を決意
し、新しいエネルギー技術の開発に日本の優れた技
術力を集中的に投入することが未来ある日本の選択
である。

福島原発事故が明らかにしたことは、核の制御やコントロールが不可能であるということ。「安全な原発」などありえないということです。さらに安全レベルに下がるまで10万年かかるといわれる
核廃棄物を大量に生み出す原発を使い続けることは人類破滅への道です。脱原発、それが良識ある国民の声です。世界に誇れる技術力を持つ日本が新しい再生可能エネルギーの開発に
リードすることは、今後の日本の未来ある唯一の選択である。

26065 個人 自営業 ５０代 男性 即時、全原発を停止すべき。 美しいフクシマはもう戻ってこない。もう誰も元に戻すことができない。
原発や核燃料サイクルも、技術の力で安全に制御することはできない。フクシマで行ったことはどこの原発でも起こりうることだ。今すぐに全ての原発や核燃料サイクル施設を止めるべきだ。
いのちよりも重い、便利さはいらない。いのちや風土を侵すことのないエネルギー技術の範囲で暮らすという選択をしたい。

26066 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 選択するなら20～25シナリオ。我が国の安全保障、外
交政策、環境対策、経済活動、綜合的な安全性、安
定した国家の維持発展の現実解に近い。選択肢は、
その時々の現実を踏まえたローリングプランであるべ
き。

私の考える比率は、原子力33%、再生可能34%、化石33%であるが、それに近いものとして20～25シナリオを選択した。ライフサイクルでみた人命にかかわるリスク評価では、化石が高く、再生、
原子力の順で低くなる。化石は二酸化炭素排出量が多く、石炭火力では原子力より高い放射性物質が排出されるし、微量ながらも硫黄酸化物や窒素酸化物も排出される。理想的には化石は
輸入資源でもあることから、将来ゼロを目指すべきであるが、ピーク電力や太陽光、風力のバックアップ電源として活用せざるを得ない。再生可能エネルギーの比率を高めることは戦略的に理
解できるが、広大な立地面積や自然（局地的な気候や生態系）環境への影響、安定性や供給能力、技術的課題、コストなど現実論としての問題が大きい。原子力については、半世紀にわたる
実績を積み、石油ショック以降、環境面にも配慮し、我が国の経済および国力を発展させてきたことは事実であり、不幸にも福島の事故が発生したが、これを糧にしてより安全性を高め、海外へ
の技術協力など全地球的な観点から、ある一定規模で維持・発展させるべきである。なお、三つの選択肢の前提条件や技術的根拠が希薄であり、正確さにかけるが、学識経験者、評論家など
の机上の空論にとらわれずに、我が国最大のシンクタンクである国の機関・研究所を横断的に活用し、３現主義（現場、現実、現物）のもと、政府・国が感情論に流されずにポピュリズムに陥るこ
となく、自信と責任を持って政策を決定し、国民を説得するべき。もし、国民に正しい判断を求めようとするならば、まず世界における日本を今後どのような方向にもっていこうとしているのか綜
合的な国家戦略を示し、その上に立ってエネルギー問題について、公平、正確なデータのもと原子力、再生可能エネルギー、化石燃料のメリット、デメリットを解説し、国民からシナリオを提案さ
せるぐらいの発想が必要である。

26067 個人 学生 ２０代 男性 ゼロシナリオ支持。
迫る大地震の前に一刻も早く、安全対策を
2～3年以内に止め全て廃炉工程を立てましょう。

2030年までに、大きな地震災害が起こる可能性が非常に高いと指摘されています。
安全対策や、危機管理、事故発生時が不十分で運用する原発は低コストでしたが、安全対策にも膨大な費用がかかるので、これまでどおりのコストで原発利用はできないということになり、原
子力発電のコスト面の優位性は崩れます。
原発稼働をゼロにして、災害への備えをすぐにしましょう。

ほぼ利権的な理由だけで存続する意味はありません。

これからます、来年(2013年)の夏に原発利用をどうするか、早期に議論をはじめる必要があります。

26068 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発０シナリオを望みます。
命を脅かす原発は必要ありません。
電力会社にぶらさがった度を越した利権構造は無くし
ていきましょう。

福島原発のあれだけの事故を目の当たりにして、被災された方の前で当分は原発を随時再稼働していきますなんてことを言えますか？
新しい産業を、そして新しい国家のビジョンをもう一度考え直してもらいたい。
経済成長と環境問題は同時並行で進めていくべき、大きな課題であると考えます。

26069 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 震災前に制定されたエネルギー基本計画，2030年ま
でに14基以上の新増設を行い，原発依存度を45％以
上に引き上げるべきである。
(1)のゼロシナリオはありえない。(2)(3)では日本経済
は繁栄できない。

原子力発電の必要性は，エネルギーの供給だけにあるわけではなく，現在中国で進められている日本の植民地化計画の抑止力に寄与していることも見逃してはならない。
現在，左翼活動家が脱原発運動を繰り返しているが，彼らは何も代替エネルギー案も持ち合わせていない。脱原発によって，今の経済は縮小され，消費増税だけに留まらず，電気料金の大幅
な値上げ，それに伴い企業は商品の値段を上げざるを得ないことになり，国民の負担は大きく増すことになるだろう。そのことを承知で再生可能エネルギーを拡大し，原発ゼロシナリオを提唱す
るなら，やはり，そのことをしっかり国民に説明した上で，所要の手段によって判断する必要がある。
原子力発電所の事故の影響（放射線被爆）で直接死亡した人はいないと，意見聴取会で発言した電力社員がいたが，その意見を封殺した行為は，憲法に定める言論の自由を無視した憲法違
反である。
今日本は国家社会主義的な政治が横行しており，国民の安全，生命，財産，そして幸福を本気で考えているとは思えない。日本経済を発展し，国民の幸福に寄与することが念頭にあるなら，脱
原発などという選択肢はそもそもありえない。
日本経済が発展繁栄すること，ＧＤＰ世界一を目指す戦略を遂行することができれば，消費増税などする必要もなく財源は潤うことになる。その基盤を作っているのがエネルギーであり，ＧＤＰと
エネルギー消費は比例関係にある。
決して，ゼロシナリオなどという亡国，日本滅亡のシナリオを選択してはならない。

26070 個人 家事専
業

３０代 女性 作業員の被爆、核ごみの保管、核リサイクルに伴う環
境汚染。原発は人を傷つけ、いつかおこるかもしれな
い病気や財産の喪失への不安を伴う。原発から微量
の放出でも放射性物質は消えないのだから増えてい
く。

脱原発でなければ核リサイクルを行うことになるのであれば脱原発してほしい。核リサイクルは核廃棄物を増やして海や空に放射能を垂れ流す。できたMOX燃料も原発でつかえば事故がフク
シマのようにひどくなる。原発は廃炉⇒閉鎖のほうが安上がり。多額の研究費をやめて閉鎖した原発や使用済み核燃料の維持費にまわしてほしい。今はお金があるからおさめれるかもしれま
せんが、もうひとつフクシマができたらお金も人も足りなくなる。重税と被爆をおしつけられる日本に子供たちを住まわせたくない。

26071 個人 その他 ４０代 男性 ゼロシナリオを選択します。 ゼロシナリオを選択します。３つの選択肢の中では、これ以外ありえません。

日本は世界でも有数の地震国・津波国であり、原発を設置しても絶対安全といえる場所はどこにもありません。福島第一原発事故に見られるように、いったん苛酷事故を起こせば取り返しのつ
かない被害をもたらすのが原発です。これを防ぐためには、「脱原発」を選択するしかありません。廃炉作業に数十年かかるとも言われているわけですから、一刻も早い決断が求められます。

また、使用済み核燃料の処理方法が確立しておらず、これを保管している各原発の燃料プールの容量が限界に近づきつつある点も重大です。ウラン燃料の埋蔵量に限界があることも考えれ
ば、将来にわたって原発に依存し続けることは不可能です。遅かれ早かれ再生可能エネルギーへの転換を図らなければならないわけですから、その速度を最大限に速めるためにも、「原発ゼ
ロ」を達成する期限を明確に定めることが必要だと考えます。２０３０年では遅すぎますが、これより遅れることは許されません。

26072 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 １．原子力に替わる発電方法は既に見えている。
２．現状でも原発を稼動しなくても電力は足りている。
３．使用済み核燃料処理も全く目処が立っていない。
従って、ゼロシナリオにすべきである。

１．原子力に替わるエネルギーによる発電は既に見えている。

米国GEのメイルトCEOは英国フィナンシャル・タイムズのインタビューで、「シェールガスの増産が進み、天然ガスが非常に安くなり、いずれかの時点で経済原則が効いてくる。世界の多くの国が
天然ガスと風力か太陽光の組み合わせに向かっている」として、「（原子力は発電を経済的に）正当化するのが非常に難しい」と答えた。

飯田市の企業五社が自前の機械部品や製造設備を共有することで、相場の約５分の１という１基58万円の「マイクロ小水力発電機」を開発した。最大出力は3キロワット。設置工事を含めた費
用は150万円以下を見込む。水力発電は安定した電力供給が見込めることから注目されるが、コストの高さが課題となっていた。
8月から実証実験を始め、低コストを武器に全国発信を狙う。

筑波大学の渡邉信教授等が、オーランチオキトリウムという「石油を作る藻類」を発見し、注目されている。大規模培養により低コストの見通しがついているということで、休耕田で藻を育てるだ
けで、国内需要はおろか、輸出もできるほどの石油生産の可能性が見えて来た。

パナソニックが植物並みの効率で人工光合成に成功し、CO2と太陽光からエタノールを作るということで、CO2対策と発電という一石二鳥が可能になる。

これらの他に、既に；ソーラー発電、風力発電、地熱発電がある。

２．現状でも原発を稼動しなくても電力は足りている。

暑い今年の夏は、４年に１度のオリンピックが開催されており、日本中の人が連日テレビ観戦していると思われるが、電気は足りており、関西電力が再稼動させた大飯原発の替わりに火力発電
所を８基も止めていることからしても、最早原発が不要であることは明白である。

３．使用済み核燃料処理も目処が全く立っていない。

これが原発をこれ以上稼動して使用済み核燃料を増やしてはいけない最大の理由である。青森の再処理工場やもんじゅの目処も立っていない。また福島第一原発の事故収束の目処も立って
いない。
今、日本がやるべきことは廃炉技術の開発で、その技術で世界に貢献すべきであり、大気と海洋を汚染した日本の責務である。

以上から、2030年まで待たずに全ての原発を停止するゼロシナリオにすべきである。
26073 個人 無職 ６０代 男性 日本の原発はゼロを希望します、既設の原発の再稼

動に反対します。
自然エネルギーを中心に、今後進めて欲しい。

日本は唯一の被爆国、今回の原発事故は、創造も出来ないほどの放射能汚染や被害を拡大し国民は悩まされ、避難した人は何時帰れるかも未知数です。私は福島県の生まれです、田舎で
は風評被害で、農作物が販売できず、収入が減り、生活に苦しんでおります、原発に替わるエネルギー政策を政府は打ち出して行く時だと思います、事故後の国の対応は、まったく被害者の
（国民の）心を捕いてない
もっとハッキリとした。国民が納得のいく方針を打ち出して実践ください。
こんなに問題が多い原発に替わって自然エネルギーを研究開発して計画してゆくべきだと思います。

26074 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 即刻原子力発電所をゼロにして下さい。 立地から施設設備、運用どれを取っても杜撰で全く信用出来ません。
燃料サイクルも破綻しており、無価値です。
一旦事故を起こせば国民の健康と生活を脅かす存在を
誰が必要とするのでしょうか。

代替にはクリーンな火力発電を用い、
燃料は適切な価格で購入しなさい。
そしてエコエネルギーの成長を促して頂きたい。

困難はあると思いますが、
是非その様に進めてもらいたいです。

何卒宜しくお願い申し上げます。

26075 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 女性 原発は要らない！！ 戦争で被爆した方、福島原発事故の被害に遭われている方、この国の未来のこと、これらを本当に真剣に考えていれば、原発を再稼働させようとか、ましてや新たに作ろうとか、考えられないと
思う。

大飯町の人間もどうかしている。
目先の利益しか見ていない。もし何かあった時、周辺の人間（動物も、土も、水も）に対してどう責任を取るつもりなのか。どうせ国のせいにするだろうけど、賛成している人間は無責任すぎる。

人間は神じゃない。こんな危険なモノは扱えないと、いい加減自覚するべき。
26076 個人 会社員・

公務員
４０代 女性 日本は自然エネルギーへとシフトをはかり、自然エネ

ルギー先進国、それもトップを目指すべきだと思いま
す。

　福島の原発事故が全く終息する見込みがない中、そして核廃棄物の処理方法が未だ未解決のままで、日本全国の原子力発電所を再稼働させる動きには、全く理解ができません。
　安全神話が崩れ、国民はこれまでの情報がまやかしであったことに大変ショックを受けています。
　日本人の英知を結集すれば、安全なエネルギー供給を可能にできる方法を開発できると信じています。
　今こそ国民の力を信じて、勇気をもって、国は自然エネルギーへ舵を切る決断をしていただきたいです。

26077 個人 その他 ４０代 男性 即時原発比率０％を。 国民の節電努力も想定外だったのではないでしょうか？
電力不足が原発再稼働理由にはならなくなりました。

この自己責任時代にあって、東電・原子力エリート集団を守る絆の強さに今更ながら驚いていると同時に奇異に見えます。友情や理念ではなく、金銭で結びついているので、そこが崩壊するの
も時間の問題だと思いますが。国が税金投入して維持している事業なので、国の意思がまず重要になるのです。

福島県（に限りませんが）外で遊ぶことができず、足腰の力の低下したお子さんが増えています。
こどもと母親を泣かす国に未来はありません。
過去の歴史が物語っています。
この怒りのパワーは今までとは違います。
ぜひ誠意をもって臨んでいただきたいです。

現在の使用済み核燃料の安全な保管に関しましては、今となっては、これについては力を入れていくより他はないと思っております。

なにとぞ、よろしくお願いいたします。

26078 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 2030年の原子力による発電量は、ゼロにすべきです。 まずは、原子力発電による核廃棄物の最終処分方法を研究し確立してください。
現在の状態で核廃棄物を増やし続けることは、遠い将来まで、放射線のリスクを持ち続けることです。
海外の原子力発電のリスクも同様です。
日本が先頭に立ち、核廃棄物の安全な最終処分の技術と方法を確立してください。

26079 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発を再稼働させずに、０％とすべきです。 もちろん、再生可能エネルギーへの転換と地域分散の発電、火力の燃料シフトなどの温暖化対策を強化すべきです。エネルギーは生活に欠かせないものです。そのエネルギーによって、生命
が脅かされるなど本末転倒です。ゼロシナリオしかない!!　もっと幅広く、国民みんながわかるような意見収集をすべきです。



26080 個人 パート・
アルバイ
ト

７０代 男性 原発０シナリオを支持します。 　今回の福島第一原発事故の教訓から地震国日本での原発の展開は、自殺行為に等しいと考えます。人間の工作物には、管理上の問題も含めて絶対安全なものはありません。事故発生確
率を考えねばなりません。原発は、事故発生確率で捉える工作物では無いと考えます。今回のような事故が発生すれば被害が広範囲に及び、かつ収束期間の見通すら立てられない状況に置
かれます。
これは、経済や節電の逼迫の比ではありません。仮に、福島第一原発事故収束前に他の原発で同様な事故が発生すれば、日本経済が立ち行かなくなることは自明の理です。この事から脱原
発を強力に推進すべきと考えます。
　今回の教訓を基に、原発以外の自然再生エネルギー等での安定電力の確保・省エネ技術の向上で日本経済の再構築を計る事を世界に宣言し、脱原発を強力に推し進め経済発展に繋げて
行くべきと考えます。
これにより、息の長い内需拡大・雇用の増進が期待でき、若者には夢と希望・老人には安心感を与えられると思います。その為に、国民一人一人が辛苦に耐える覚悟を持つことが必要となりま
すが、夢とやりがいが有る事柄なので理解されると思います。
　既存の原発の中、設備的にも立地上も極めて安全性の高いものは、国有にし予備電源として確保（通常は冷温停止とし、保全上の運転を年数回おこなう）して置くことも検討すべきと考えま
す。これは、原子力技術者の育成確保・緊急事態時の電力確保を目的とするものです。

26081 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 エネルギー問題について
何でも反対の市民活動家の意見じゃなくて、産業界の
声を何故取り上げないのか

日本のエネルギーについて確実性のある原発を減らし、不確実性の大きな再生可能エネルギーへの依存を大きくせよ等、これまでのエネルギー政策に文句を言うのもいいが、急激な変化で社
会や経済に大きなリスクを負わせるのは止めるべきだ。
資源のない日本において、原子力という基盤をなくし長期的な節電等をしていては企業は日本から逃げて行き戻ってはこないだろう。
産業界の声を聴き真摯に取り組まなければ、国力が低下し文化的な生活は過去のことでは済まされない。
原子力の代替電源がないのに原発を止めては企業や市民生活は守れない。
原発の依存度３つの選択肢三番２０～２５シナリオ以上じゃないと日本の将来はないと思う。

26083 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 原発はいらない。 以前から原発セロでも日本はやっていけると知っていました。
一部の政治家、原発稼動により恩恵をこうむる利権者に扇動
され続けた国民。
そろそろ、突きつけられている現実に目ざめないと、日本の
未来はないと。
今度、先の様な事故が起こったら本当に終わりです。
若い人、小さな子供の為にも認識を新たにして欲しい。

26084 個人 無職 ６０代 男性 原発は必要ありません。 原発は廃棄物処理のシステムが未完成です。

26085 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 国土が著しく危険な基盤の上に成り立っている日本で
は、原発を持ってはいけないのだと福島以降考えるに
いたりました。すみやかに原子力発電所は閉鎖し、新
しいエネルギー体制に移行すべきです。

　原発をなくし再生可能エネルギーの体制をすみやかに立ち上げることで、新しい産業も生まれ、一定の経済効果も見込めるでしょうし、何よりも、「安心」「安全」な暮らしをすべての国土に保障
することは、国家の責務であると考えます。
　近視眼的な経済優先の思考を離れ、今こそ真の２１世紀文明を切り開くという大きな物語を語り始めるチャンスです。もちろん事は簡単ではないでしょう。原発によって暮らしをたてていた人達
も少なからずいらっしゃるでしょう。様々な保障に巨額な出費を強いられるでしょう。しかし、今、わたしたちは戦後最大の変化を選ぶことのできる鳥羽口に立っています。そしてわたしは、日本と
いう国の可能性にかけたいと思います。勇気をもって、テクノロジーの粋を集めて世界をリードする気概で、政治家も官僚も企業家も市民も、未来を信じて進んで行きたいものだと、福島から避
難されている方々の報道に触れながら、つくづく感じます。
　たとえば20年後、あのときのみんなの懸命な（賢明な）選択によって、日本はこんなにも豊かな、安全な、美しい国になったんだねと笑いあいたいと願っています。
　

26086 個人 無職 ６０代 女性 「原発０」しかありません 「原発０シナリオ」を支持します。

民間・政府・国会事故調の報告書がで揃ったにもかかわらず、国会も政府もなんら対応をしていません。
安全神話の誤り、危機管理のまずさがこれほどはっきりでているのに、手をつけようとせず自身の在任期間中には起こり得ないとやりすごそうとしている、政府・国会・企業に危険なエネルギー
を託したくありません。

26087 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 ゼロシナリオを選択します。 ゼロシナリオを選択します。
原子力を使用しなければ近い将来にエネルギー不足がおきるという説明に「仕方がない」という思いで、同時進めている使用済燃料の処理・処分の方法が確立できることを念じていたところ、処
分場すら全く決められない状況で福島の事故が起き、大量の放射能で汚染されることになりました。はっきりしたことは、想定外の事象にも対応できなければならないはずが、今回の事故は本
来想定内であるにもかかわらず対応できていなかったこと、拡散した放射性物質はコントロールのしようがないということでした。さらに人体への影響がはっきりするには長い年月がかかり、この
まま原発を使用し続けてさらにその危険を大きくする可能性を容認することはできません。石油がなくなるという意見なり報道が続いていますが、化石燃料は数百年分あるということです。
また、コストが安いということを原発のメリットとしてきましたが、一旦事故が起きたときのその処理費用は事故前の状態に戻すことを基本にすれば考えられない金額になることが想像できて、本
当の意味で原発が低コストということが間違いになります。トータルコストを考えれば経済への影響は大きなものではなく、人類の努力と協調で乗り切れることは間違いありません。
直接、間接を問わず人命に影響している今回の事故から学ぶべきは、今後相当長い期間はコントロール不可能な放射能の危険を伴う原発は直ちに廃止に向けて踏み出す必要があります。

26088 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 原発は要らない。 どんなエネルギーでも使い方を誤れば重大な事故につながる危険性はある。しかし自然エネルギーに比べて原発の事故は、あまりにもダメージが大きすぎる。
私を含む多くの一般市民は、快適な生活を享受する事が最優先で、原発の危険性とか都合の悪い話には目をつぶってきた。しかし福島の事故は、そんな私達の目を覚まさせるのには充分過
ぎた。
想定外の出来事が起こった時に、今の人類の科学では原子力は制御しきれないのだという事がよくわかった。幼児がライターを持った状態と同じだ。
いつか科学が発達し、地震の予知も原子力の制御も100パーセントできる時がくるかもしれない。しかし今の私達にはそれはできないのだ。
人生でも、ある時大病をして初めてそれまでの不健康な生活に気付かされる事がある。その時にその出来事に真摯に向き合う事ができるかどうかで、その後の人生は全く違う物になるだろう。
スケールこそ違え、それと同じ事だと思う。今回の大事故を真摯に受け止め、脱原発に舵取りしていけるかどうかで、地球の未来は大きく変わって行くだろう。
当事者である日本こそが、率先してその姿勢を示さなくてはならないと強く思う。
脱原発で本当に電気が足らなくなるのなら、私は喜んで不便な生活を受け入れる覚悟である。

26089 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 人口減少社会で発展や成長を追い求めるよりも、身
の丈にあった持続可能で、将来の世代に迷惑を書け
ない仕組みにすべき。原子力は不要。

電気は必須だが、今の電力量は身の丈を超えている。無駄を省き、少しの我慢によって今の発電量に見合った生活が遅れるのに、経済発展という大義名分のもと原子力に固執するのは思慮
が足りない。コントロール出来る範囲の技術で我々は生活すべきだと思う。

26090 個人 自営業 ３０代 女性 2030年の原発依存度は0％を希望します。もっという
ならすぐにでも依存度を0％に近づけてください。二度
と同じような苛烈事故を起こさないために、
地震大国の日本には原子力発電所の存在はなくすべ
きです！

原子力発電所は、電力会社が総括原価方式でより金儲けをするためだけに推進されてきたパンドラの箱だということを、多くの国民はもう知ってしまいました。原子力は、いたるところに火山と活
断層がある日本において、人間が管理できる範囲を超えた危険なものです。もんじゅ、六ヶ所、福島第二4号機、など現在のテクノロジーでは到底制御しきれません。日本と人類の未来のため
に、すぐにでも核にまつわるエネルギー政策を方向転換することが必要だと信じます。来年にも原発依存度をゼロパーセントにするよう努力してください。

26091 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオを私は選択します。 人類が完全にコントロールできない（処理も含めて）原発は今回の事故からも明らかに不要です。
3.11では想定を超える地震津波により放射能による多大な被害がでています。近い将来、大規模な地震が想定されています。想定外の地震も起こりえます。そのなかで原発の安全性を確保す
ることは不可能でしょう。ゼロシナリオ以外にわたしたちの安全を確保する道はありません。
稼働させるということは、未来の子どもたちにどうすることもできない放射能を残すことです。使用済み核燃料の処理技術や処分場も不確定ななかで原発を動かしていくことは将来の子どもたち
にあまりに無責任すぎませんか。
ゼロシナリオしかわたしたちの将来はありません。

26092 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原子力発電には頼らない、自然エネルギーへの移行
へ

原子力発電には頼らない、自然エネルギーへの転換を一日でも早く移行を急いで下さい。

原子力発電所からでる放射能に汚染された処理不可能のゴミが増え続けてます。未来へ安心が保証出来ないものを、稼働させ続けることは国土の破壊であり、世界への脅威でもあります。

未来の子供たちが幸せに生きるため、一日でも早く行動して下さい。原子力発電所からは、半永久的に放射能という廃棄物が処分不可で増えているのです。

世界中が日本の行動に注目してます。人として正確な判断をお願いします。電力余ってます…原子力発電は必要は終わってます?

26093 個人 その他 ５０代 男性 全原発の即時停止と廃炉を求める 福島原発事故は人災。自然エネルギーへの転換を国が率先して行う事が、福島の復興を支える。
関電大飯原発再稼働をやめて頂きたい。直下に活断層が有るとの専門家の指摘をを考えれば、即停止するのが国の務め。

26094 個人 パート・
アルバイ
ト

６０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を選びます。 「原発ゼロシナリオ」を選びます。

人類の英知を駆使して、ダイナミックな省エネルギー政策を創造しないと地球は滅びます（すでに危うい）。現代を生きる大人が子どもたちの未来の命を守る環境を造るのは義務です。

26095 個人 自営業 ３０代 女性 原発ゼロシナリオ（即時）を求めます。
人間では制御不能なものを私たちのエネルギー原と
するのは断固反対です。ましては子供たちにつけをま
わしたくありません。原発フリーな日本に生まれ変わ
りたいです。

今回の事故により、放射能汚染下で私たちは暮らしていかなくてはならなくなりました。目に見えないものとの戦いです。
こんな未曾有の大惨事を経験した私たちだからこそ、原発ゼロシナリオを選び、世界に率先して原発に頼らない生き方を示していきたいです。そして安全にいつまでも幸せに暮らしていける地球
を子供たちに残したいです。

26096 個人 家事専
業

３０代 女性 「エネルギー・環境に関する選択肢」に対する意見の
募集について。
原子力発電所の再稼働に反対です。
自然エネルギーへの移行に賛成します。

原子力発電所の再稼働反対です。
原発の輸出も反対です。
子供の先の人生に原子力の廃棄物を残さないでほしいです。
原子力はコントロール出来る物ではないと思います。
子供を原子力発電所に働かせたくありません。
他の誰かが代わりに被爆しながら働いているのを、気にせず電気を使いたいとも思いません。
この書き込みの個人情報も悪用されるのではと思う程、政治に対して不信感がいっぱいです。
国民の意見を公平に聞いてください。
原子力規制委員会人事案も公平ではありません。
原発から自然エネルギーに移行する事を、本気で考えてください。

26097 個人 その他 ４０代 女性 私は、2030年　原発ゼロとする、ゼロシナリオを支持
いたします。

原発の使用済み燃料の処理方法も未定のまま、未来の人類、地球に引き継ぐことや、地震に対する備えが万全でなく、全く危険がないと断言できない為、ゼロシナリオを支持いたしますが、現
在でも、必要ないのであれば、稼働させず、安全に廃炉処理をし、2030年を待たずに原発ゼロにすることを支持します。

26098 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原子力発電所の即時および将来にわたっての稼働停
止を求めます。2030年までと言わず可能な限り早い
段階で、原発に全く依存しないエネルギー社会が実現
されることを望みます。

原子力発電は、一国が存続していくために必須なものではありません。原発稼働停止が産業や国民の生活に大きなダメージを与えるように言われますが、ひとつの方法がなくなれば別の方法
を考え出すだけです。原発ありきではなく、原発をないものとして他の方法を模索するべきです。原発が存在することによる危険が現実のものになった以上、その存在をなくすことが将来に向け
ての大きな改善策なのではないでしょうか。原子力発電所および高速増殖炉もんじゅの即時稼働停止を強く希望します。

26099 法人・団
体等

法人等 法人等 法人等 ０％を支持します。福島事故ほどの、過酷事故を起こ
しておいて、原発依存などありえない。

私たちは、福島事故後、政府がすぐにも、原発ゼロへの意思表明と、行程表を示されるものと考えていました。福島は、かろうじて、大爆発をまぬかれましたが、、幸運が重ならんければ、４号機
が大爆発して、関東一円が人の住めなくなる地域になるところでした。原発の恐ろしさ、そして、人類はまだそれを制御する技術を持ち合わせていないことが明らかになりました。しかも、原発廃
棄物をどうするのか大きな課題があります。地震列島日本はどの地域も安全ではなく、どの地域も受け入れるとは考えられません。もし、原発を動かすというなら、核廃棄物をどうするのか、明
確な答えが無ければ誰も納得しません。

２０３０年は１８年後です。先日も、京都大学が、太陽光発電の効率を２倍にするフィルターを開発したとニュースで言っていました。自然再生エネルギーの技術はどんどん進歩すると思います。
日本は、太陽光も、地熱も風力も、恵まれています。若い人は、自然エネルギーに投資するお金を持ちませんが、高齢者で、資産のある方には、この分野に遺産の有効活用として投資しても
らってはいかがでしょうか。太陽光トラストへの出資が、子や孫に還元されるような仕組みとか考えたらたらどうでしょう。要は政府のやる気と、技術開発、システム作りです。
日本人はやる気になったらどんなことも乗り越えると思います。

個人26082 　全ての原発を即時に廃止すべきである。
　東京電力福島第一原子力発電所の苛酷事故によって明らかになったことは、ひとたび原発事故が起こってしまえば収束させることができない、ということである。そして放射能汚染が、多くの
人たちから、これまで築き上げてきた生活や大切な家族、友人、家、仕事、職場、思い出の場所、故郷を奪い、体を、心を、命を傷つけ続ける。
　原発事故を収束させる術はない。しかも原発事故を100%防止することは不可能である。どんな機械も故障や事故を起こす可能性があり、どんな人間もミスや過失を犯す可能性がある。原発事
故の原因となり得る要因は数多くある。地震、津波、竜巻、雷、大雨による土砂くずれ・地すべり・鉄砲水、老朽化や設計・製造・施工におけるミスや過失が引き起こす設備・機器・制御システム
の故障や誤動作、原発の運転・メンテナンス・安全管理に携わる人の過失、テロ行為など、いずれも重大な原発事故の原因となる。そしてそれを完全に防ぐ方法はない。特に、世界有数の地震
多発国である日本においては、原発を稼動し続ける限り、地震によって再び福島原発と同じような事故が起こる可能性がある。
　事故を起こした福島原発からは、放射性ヨウ素・セシウム・ストロンチウム・プルトニウムなど、毒性の高い放射性物質が大量に大気中に放出された。放射性セシウムだけでも原発１８０発分以
上の量が大気中に放出されたと推定され、今も放出は続いている。これによって福島を中心に東日本の広い地域の住民が外部被曝している。
　汚染された土壌や環境を完全に元の状態に戻すことは不可能である。農作物、肉類や牛乳などの畜産物、水産物、水なども汚染されており、私たちは食事や呼吸などを通じて放射性物質を
体内に取り込み、長年にわたり内部被爆することになる。
　チェルノブイリ、スリーマイルでの原発事故や広島・長崎の原爆による放射線被曝の影響、原発作業員の放射線被曝による健康被害などに関するこれまでの疫学的な研究から得られた知見
によれば、今回の福島原発の事故によって放出された放射性物質の影響によって、福島を中心とする東日本の広い地域で、癌、白血病、心疾患をはじめとする様々な深刻な健康被害が、年を
追うごとに増加していくと予測される。特に成人と比べて放射線被曝の影響をより大きく受ける乳幼児・小中高生の健康被害が大きくなる恐れが高い。
　電力需給を理由に、こうした危険極まりない原発という発電手段を選ぶことは到底許されない。そもそも「原発を廃止すれば電力が不足する」という説が流布されているが事実ではない。全て
の原発を廃止しても需要を満たすだけの発電能力がすでに日本にはある。電力会社各社は意図的に原発の稼働率を高く維持し、火力発電所の稼働率を抑えているため、通常、火力発電の能
力は３～４割程度しか使われていない。火力発電の稼働率を７～８割程度にまで上げるだけで国内の全原発を廃止しても電力は足りる。また、民間企業などが保有している自家発電設備の発
電能力だけでも国内５４基の原発の発電能力の合計を上回っている。
電力需要のピークは真夏の数日の昼間のわずか数時間である。特に暑かった２０１０年の夏でも、仮に原発がゼロだったとしても電力は不足しなかった。電力需給対策としては無理のない範囲
で節電を行なえばよい。「クーラーを使わないのは無理だ」という声が盛んに広められているが、節電対策としてはクーラーの設定温度を調整する程度で十分であり、クーラーの使用を止めるよ
うな極端な対応は不要である。
　「原発を廃止すると再生可能エネルギーを急拡大しなければ電力が不足する」という説も根拠がない。上述の通り電力需給という意味では再生可能エネルギーの拡大は必須ではない。CO２
排出量の削減や有限な化石燃料への依存度の低減を目指して着実に再生可能エネルギーを拡大していけばよい。政府の「原発比率ゼロ」のシナリオの中で再生可能エネルギーの割合を２０
３０年に現状の１０％程度から３０％へ拡大するという計画が示されている。これについて経済界の一部が「現実的でない」と主張しているが、実際にはドイツの実例が示しているように十分に実
現可能な目標である。
　「原子力発電は低コスト」とする説は事実ではない。原発を運転すれば使用済み核燃料や高レベルの放射性廃棄物が生み出される。こうした廃棄物は継続的に冷却することが必要なうえ、放
射線量が十分に下がるまで数十万年から１００万年間もの長きにわたって外部から完全に遮断された環境下で管理しなければならず、安全上、極めて大きな問題があるだけでなく膨大な費用
が生じる。この費用は現在の原発の電力コストには含まれていないが、これを織り込むだけで、原発による電力は、既存の発電技術によって作られた電力の中で最も高コストの電力になる。さ
らに廃炉コスト、今回の福島第一原発事故の賠償等も加味すれば、経済性の観点からも原発は即時に廃止する他ない。
　原発の環境負荷は非常に大きい。原子炉の冷却に使った後の大量の温水は海へ放出され、生態系に悪影響を与えている。また、核燃料の原料となるウランの採掘から核燃料が作られるま
での過程で大量の放射性物質が環境中に放出され、大量のエネルギーが消費される。CO２排出量についても、ウランの採掘から前述の原子力発電所の廃炉や放射性廃棄物の管理も含めた
原発のライフサイクル全体で評価すれば膨大な量になる。
　「原発は安定性の高い発電技術」という説も根拠がない。2012年3月11日の東日本大震災によって、福島県双葉郡の東京電力広野火力発電所も地震と津波の被害で運転できなくなったが、
4ヵ月後の7月16日には全面的に復旧し、発電を再開した。一方、同じ双葉郡にある福島第一原発は、震災から１年５ヶ月が過ぎようとしている今もなお、人が近づくことができない。
　二度と福島原発事故のような悲惨な事故を繰り返さないために、全ての原発を即時に廃止することを求める。

全ての原発を即時に廃止すべき。原発事故を完全に
防ぐことはできない。そして福島原発が証明した通り、
ひとたび原発事故が起これば収束させる方法はなく、
放射能汚染によって私たちの体を、心を、命を傷つけ
続ける。

男性４０代会社員・
公務員



26100 個人 自営業 ５０代 女性 原発依存度0％シナリオ以外ありえません。
福島の原発事故を経た今、なんとしてでも原発を即時
撤廃する以外、今後の日本の存続はありません。
まずそこから復興、経済政策が行われるべきです。

原発事故の被害の深刻さは、他の通常の事故とは比べ物にならない過酷なものであること、またいったんおきてしまったらなすすべのないこと、受けた被害を軽減する余地すらほとんどないこと
が立証されてしまいました。
しかも、あまりにも広大な被害のため、被災者がまともな避難も補償も満足に受けられないこともはっきりしました。

また核燃料サイクルも破綻しているのが実情です。不可能な再処理、あまりにも危険な高速増殖炉、ともに中止すべきです。

つまり、原子力発電はどのような理由があろうとも、現時点ではとても実用に耐えるものではないことがはっきりしています。いくら発電能力が魅力であっても使用してはいけません。即時撤廃す
べきです。

再生エネルギーの研究をどんどん進めていくべきと思います。そして再生エネルギーを目標にしつつ、まずは効率的な火力をどんどん使用すべき。
また、多様なエネルギー供給を可能にするために現在の電力会社の独占体制をなくすことが絶対必要だと思います。

今回の原発政策への議論に関しても、多くの人々が疑義、疑惑を感じています。なんとしてでも原子力発電の維持を進めたい意思が見え隠れしています。今回のシナリオにしても0％以外のシ
ナリオは原発依存度の低減になっていません。おかしいではないですか。
311の震災以来、また、大きな地震がないとはいえない状況になりました。こういうときに、何の安全策もまだ講じられていない大飯原発を再稼動する政府の政策はどう解釈したらよいのでしょ
う。

震災以来1年以上も過ぎた今明らかになったのは、これだけ深刻な被害にもかかわらず、原発事故というものは責任を誰も取らない、そして取れないものだということがはっきりしたことです。そ
して今後こうしたことが起きないという保証は今の技術ではないということもはっきりしたわけです。それでもしれっと原発を推進していくのはどう考えても間違っています。

26101 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 　原発０％の選択肢を支持する。０％以外の選択肢に
ついて、国民負担が上がるという説明がされている
が、本当にそう言えるのか。規制・安全確保等の周辺
コスト、処分コストまで含めれば、コストが低いはずが
ない。

　原発の安全神話が崩れた今、原発維持の意見の根拠となりうるのは、「原発の発電コストは安い。」「原発を維持しなければ国民負担は増える。」といったことしかないのだろう。
　しかし、この論理にはおかしいことが多すぎる。
　まず、原発維持のコストについて、「原発は今後は事故を起こさない。」という前提を元に計算されている。（安全神話は死んでいないのか？）しかし、福島原発事故に至るまでの歴史・経緯を
見たときに、地震が多い日本の自然環境を前にして、「日本政府、事業者に原発事故の再発を防ぐ力はない。」言わざるをえない。今後、また事故がおきれば、もっとひどいことになるかもしれな
いのだ。
　また、原発による発電コストを元に、0％だと国民負担が増えるとしているが、コスト計算は周辺コストも入れて考えないとおかしい。規制・安全に関する行政コスト、「原発は安全ですよー」と宣
伝し地方を説得するコスト、いろいろ考えていくと、原発というものを維持していくのは、周辺のコストが大きい。それに、核燃料を処分するコストはどうするのか？10万年後まで維持しなくてはな
らない。そのコストは計算に入っているの？
　「原発０％だと国民負担が増える」なんてくだらない脅しをするのではなく、国民の安全を確実に確保しながら、国民負担を増えないようにしつつ、経済の成長を目指す。そんな戦略を描いて実
行するのがあんたら国の役人の仕事なのでは。利権確保と維持に頑張るのではなく、一般の（大多数）の国民の声を聞き、その期待を上回るような仕事をしてほしい。
　原子力はもう絶対に信頼を得られないのだから。
　

26102 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ゼロシナリオを支持します。原子力の場合、大事故発
生時の経済的社会的コストがあまりにも大きいこと、
将来の放射性廃棄物処理コストや原発デコミッション・
コストがきわめて膨大なものとなると予想されるため
です。

ゼロシナリオを支持します。原子力発電を将来のエネルギー源として残すことは、社会のうちに大きな事故リスクを抱えることとなります。現在の電力生産は九電力による地域独占体制の基礎
に、原子力発電をベースロードとして機能させるよう構造化されております。しかし、将来のリスクを低減させるためには、エネルギー生産構造の転換、特に原子力の電力生産システムからの
脱ｰ構造化が必要です。そのためには、発送電分離はもとより、積極的な再生可能エネルギー開発政策と組み合わせて進める必要があります。将来発生するであろう放射性廃棄物処理コスト
や原発のデコミッション・コストをかんがみれば、再生可能エネルギー導入による電力生産コスト増は中期的に電気力金に吸収可能と考えます。

26103 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 (1)ゼロシナリオを選択します。他の選択肢はありえま
せん。原発をゼロにして、再生可能な自然エネルギー
をもっと増やしてください。

ゼロシナリオの要点・冒頭にあるとおり「なるべく早期に原発比率をゼロ」にしてください。

福島第一原発の事故により、多くの人や生き物が傷つきました。
いつになったら自分の家に帰れるのかわからない人たちがいます。線量が高いせいで、戸外で思い切り遊ぶことのできない子どもたちがいます。今も、被爆しながら作業している人たちがいま
す。取り残されて死ぬしか無かった動物たちがいます。
これは「事実」です。

この事故はいったいいつになったら「収束」するのでしょう。
言い換えれば、何十年かかったら「収束」するのでしょうか。

このような大事故を引き起こした我が国が今後どのようなエネルギー政策をとるのか。
答えは一つしか無いと思います。原発をゼロにすることです。

理由１）原子力発電所は危険です。安全神話は崩れ落ちました。
ミスを犯さない人間は一人としていません。そういう存在である人間に、どうして「絶対安全」という保障ができるのでしょうか。できるはずがありません。

理由２）放射性廃棄物の問題は解決するめどが立っていません。
現在の技術で処理できない「ゴミ」問題を、これ以上先送りするのはやめてください。
何万年も「管理」しなくてはいけないようなものをこれ以上作り出してはいけません。

お願いです。一刻も早く、全ての原発を廃炉にしてください。子どもたちの「安心な未来」を守ってください。
そして、再生可能な自然エネルギーをもっと増やしてください。技術力の高い日本に、できないはずがありません。国がお金を出して、技術革新を進めてください。

国は「国民を守る」ためにあるんですよね？

26104 個人 自営業 ３０代 女性 原発は安全性が確認できるまで稼働反対です。 不安を増大させるこのタイミングでの原発再稼働は絶対に反対です。
１０年かかるか５０年かかるかわかりませんが、安全性が確認されれば再稼働すれば良いと思います。そのための研究活動にお金をかけるのは問題ないと思います。

26105 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 「2030年時点での原発依存度の選択肢」については
(1)ゼロシナリオを支持します．政府や電力事業者の
主張する「安全」は現状において到底信じられませ
ん．ただし，2030年までではなく，即時の廃止を求め
ます．

福島第一が事故を起こすまで，経産省も電力事業者も「安全」を強弁し，JCO事故を経てもその体質は全く変わりませんでした．それが今回の事故で変わると信じるべきでしょうか？信じるべき
根拠が何一つありません．原子力の安全性・コストのごまかし，電力需要のごまかしを経ての再稼働のゴリ押しや，原子力規制機関トップの今回の人選を見ても，原子力行政・事業者の体質は
何一つ動揺していないことは明らかであり，体質が変わっていないということを隠そうとすらしていない．

今は何よりも「ほんとうの危険度」を誠実に公開し，それが経済的利得に見合うものであるかを国民が判断できうる材料を隠蔽することなく公開することから始めてください．そこにおいて欺瞞や
隠蔽を企図した人間・組織に対しては，容赦のない処分を加えてください．

政府のタスクとは何か？経済成長率を上げればそれでよいか？そうではありませんね？国民の生命・健康を守ること，国土や国民の財産を守ることが政府の第一義的な職責です．政府は原発
事故に際して，その義務を果たさなかった．今後も果たすつもりがないのであれば，現状の政府は我々国民にとって不要，むしろ有害な存在にほかなりません．政府が国民の力により打倒され
なかったのは，単に，日本人の国民性（権力に従順，主体性がない，空気を読む）によるものでしかないとする見方もなりたつのではないでしょうか？

官僚の論理ではなく，そもそも政府とは何であったかに立ち戻り，自らの職責を思い出して欲しいと思います．

26106 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 原発は断じて反対です。
大塚原発３号機の出力は118万キロワット。臨時で稼
働していた火力発電が８基で384万キロワット。
どう考えても可怪しい。お金の為ですよね？

日本の電気は世界で最も高いと言われてます。ヨーロッパと比べて日本は高くないでしょ？と言いながら出したグラフには、カーボンタックスが入った海外の電気代とダックスの入っていない日
本の電気代を比べて、高くないでしょ？と・・・

もうすく、カーボンタックス入りますよね？そうすると、また日本は断然高くなります。

日本人ならゼロシナリオで行けるはずです。

２０３０年原発ゼロにして下さい。

自然エネルギーに替えるだけで貿易赤字になっている原因である石油・石炭・天然ガス・ウランなどを１年間で２３兆円輸入している。

省エネをしながら自然エネルギーに替えると、この２３兆円が浮くわけで、１都道府県５０００億円回すことができます。

これは、福井県がもらっている原発マネーである２５０億円を軽く上回り、更に安全な生活も出来、雇用が増える自然エネルギーで命の危険のない仕事も出来るようになります。

このことを、国民に黙って原発を進めている政府は殺人鬼と同じですよね。

関東近辺の子供たちが５年後どれだけの被害を見るのか想像するだけでゾッとします。

この震災を機に日本が変われたら素晴らしいのではないでしょうか？

26107 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発ゼロを選択すべきである。
１.核廃棄物の処理方法とコストの不透明さ
２．天災・人災による放射能事故のリスクと重大性
３．放射線下での劣悪労働環境の削減
４．安全保障上のリスク増大を止める

１．核燃料サイクルの見通しがないまま、税金の無駄遣いを長年続ける事をやめるべきである。また核廃棄物の処理方法が確立されておらず、直接廃棄処分にしてもその立地には原発立地以
上の地元協力金という税金が使われることは明らかである。これら核の処理費用を税金ではなく、電力会社が負担するとしたら、原発を推進する低コストだと言う根拠は失われるはずである。
２．事故を防止する高度な技術で原発は守られているという神話はもともとなかった。情報処理や自動車、衛星など小さな物体を制御する高度技術は成立するが、原発は巨大な施設であり、制
御するエネルギーも巨大である。ましてや天災のもつエネルギーは制御できる範囲をはるかに超えており、せいぜい減災程度の対策が取れるだけである。すなわち事故は必ず起こることを覚
悟しなければならない。一旦事故が起きれば、その重大性は福島で示される通りで長期に渡る。
３．今すぐ原発をゼロにしたとしても、廃炉のための劣悪労働は必要だ。原発を継続するとしたら、さらに放射線下での労働を長期に増やすことになる。この労働が必要だと言うなら主張する
人々が範を示し、放射線下で働くべきである。逆に原発を推進してきた強力な力を再生エネルギーの開発に振り向けたら、普通の労働環境を大いに増やすことができる。
４．核燃料、核ゴミを増やし続けることは格好の標的として、他国から疑念を持たれる。すでに日本は核の準保有国と見なされてもおかしくないだけの量を保有している。これを管理、防御する施
設、費用は増やさざるを得ない。いわば隠れた軍備拡大と言える。決して平和利用に帰結するものではない。安全保障上のリスクを増やしてはいけない。

26108 個人 無職 ６０代 男性 日本は原発ゼロシナリオを選択すべきである。 福島原発事故を受け、原発の安全神話が誤りであり、事故後の安全対応の見通しも得られない状況で、2030年に向け原発ゼロの諸施策を実行し、安全な電力供給を世界に発信すべきであ
る。そのための経済コストの負荷は日本国民及び産業界全体で負うべきであり、持続可能な地球の将来を約束するには最終的には十分耐えうる安価かつ妥当ななコストであると考えられる。

26109 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 男性 そもそも原子力の制御が出来ないならば、利用しては
いけない。
無責任である。

さらに、放射能廃棄物の処理方法など、いまだに確立されていない中、長年にわたり地球環境及び人間への影響が懸念される。先が読めないくらい
リスクが大きい。
もっと日本はスロー経済にすべきである。
外国にも原子力技術を売ってはいけない。

26110 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発ゼロシナリオを望みます。 　私たち消費者は電力会社を選べません。原子力発電所で作られた電気か地元水力発電で作られた電気かも選べません。もし、国策として原発を推進せず、電力会社が発電・送電を独占して
いなければ原子力発電ではない電力を購入することで意思表示ができるのですが、それがかなわないためここに意見を書きます。
　電気料金は電力会社が決めています。原子力発電所が過大なコストであるため電気料金が先進国の中でも高い方になっています。
　それでもまだ、放射性廃棄物の処理コストをきちんと算入していませんし、東京電力が福島第一原発被災者への補償についても明確な方針を出すことができずにいることが示すように事故後
の補償金のコストも算入していません。それを入れるとどれだけの電気料金になるのか想像もできません。営利企業の選択としては愚策です。国が政策として電力会社に原発を推進させてきた
ことは、過ちであったと考えます。
　しかしながら、すでに国内の各原発には高レベルの放射性廃棄物である使用済み核燃料、その他中レベル低レベルの廃棄物が貯まっています。これをどう処分すればいいのかを早急に研究
し安全に処分していただきたいと思います。福島第一原発については環境・人体への影響を最小限にする方法で一日も早く廃炉にしていただきたく思います。福島第一原発もコントロールでき
ずにいる現段階で他の原発を稼働させることは理性ある判断とは言えません。
　全原発を停止。安全確保しつついまある原発と廃棄物の処理に優秀な技術者を集め、同時に再生可能エネルギーの普及に努めるべきだと考えます。
　

26111 個人 家事専
業

３０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を支持します。日本では地震がい
つ起こってもおかしくないため、とても心配していま
す。

経済成長も国益にとってはとても大切なことですが、人の命はそれ以上に大切だと思います。

このまま原発が稼動している状態で地震が起こってしまった場合、日本中、住むところが無くなってしまうのではないかと心配です。

26112 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 地球と子どもたちの未来に、核はいりません。即刻、
原発廃止を。

地球と地球上に棲むすべての生命体にとって、核ほどその存在を脅かすものはないでしょう。
一部の愚かな人間が、目先の利益のために、処分する術さえわかりもしない核を勝手に生み出し、地球を滅亡へと向かわせている現状を、もう放っておくわけにはいきません。
そろそろ目を覚ますべきです。私達の大切な地球のために。罪のない子ども達の未来のために。
核はいりません。電気は原発でなくても起こせます。原発がエコなどという戯言にも騙されません。
議論の余地もありません。今すぐ、全ての原発を廃炉にしましょう。

※パブリックコメントの締め切りをオリンピック真っ只中にするという汚い手口にもあきれるばかりです。

26113 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロシナリオを支持します。 いつ事故が起きるかわかりません。事故が起きると取り返しのつかない事態になります。将来の子どもたちのためにも、再生可能エネルギーへの早期転換を求めます。

26114 個人 無職 ６０代 女性 すみやかに０パーセントにする ・福島の事故を経験しながらもなお原発維持を続ければ、際限も　ない「不安」の中での生活が続くことになります。
　偉大な繁栄も便利な生活も要りません。
　放射能に怯える日々を、子供たちにさせたくありません。。

・これまで原子力に割いてきた予算を、あらたなエネルギー開発　を研究している個人・団体・機関に向けてください。
　時間はかかってもきっと素晴らしい結果を導き出してくれると　信じます。
　やってみてください。

・パブリックコメントを募集することは、つまり、国民の意見を　「聴く」ことをしようとの意思表示と思います。
　「ポーズだけだ」と思う反面、「もしかしたら真剣に検討して　くれるかもしれない」と考えて応募します。
　政治不信・官僚不信に陥っている国民の、絶望に近い失望感を　拭い去ってください。

26115 個人 自営業 ５０代 男性 (1)のゼロシナリオを指示いたします。 (1)のゼロシナリオを指示いたします。

原発は事故を起こすと人類には制御出来ない事が今回の福島の事故ではっきり致しました。放射能汚染はすでに関東広域そして、西日本にも拡がっていることは間違いありません。今すぐに
原発を廃炉にするべく方向性を明確にするべきだと考えます。

また、原子力は無限のエネルギーというのも嘘です。世界の天然ウランは有限です。そして、高速増殖炉や核燃料サイクルは机上の夢であることももはや事実であります。

近い将来枯渇するウランに頼った原子力。そして、放射能を撒き散らす原子力。このようなエネルギーに依存する事は恐ろしい事です。

一刻も早く原発を廃炉にして、自然エネルギーへの転換を切望いたします。日本がその気になれば、あっという間に「脱原発」を実現し、世界に誇る「自然エネルギー技術大国」になれるでしょ
う。

どうぞよろしくお願い致します。



26116 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「ゼロシナリオ」を選択することを強く要望します。 「ゼロシナリオ」を選択することを強く要望します。原発立地市町村で生活をしてきた人々は、地域経済復興の施策がない限り、声をあげることができない人質です。私たちや将来の子どもたち
の命を守り、日本経済の成長を遂げるためには、「ゼロシナリオ」しか、選択肢はありません。自然エネルギーの拡大を努力し、放射線に怯えなくてもよい安全な日本をつくっていくことを強く求
めます。

26117 個人 無職 ６０代 男性 災害大国日本において、原発を可動することは無謀。
原発を停止し、原発稼働率0％を実現するべく国を挙
げて活動を起こすことが必須。自然エネによる発電は
原発に使用してきた国費を当てれば不可能ではな
い。

昨年の大震災、津波さらに集中豪雨、台風と自然災害大国日本において自然の脅威は想定される規模を超える大災害が発生している。今後さらにこの規模を超える災害が発生しないとの保
障はない。この状況下で災害に弱い原発を可動させることは自殺行為に他ならない。原発事故による被害の悲惨さは福島原発事故で十分理解される。住むこともできない地域が県範囲を超え
て発生する。日本国全体そのものが被害地域となり非住居地帯となることもありうる状況である。国なくして日本経済そのものが成り立たない。まさに今こそ原発ゼロによる立国を日本全体で模
索する絶好の機会である。今まで原発に投じられてきた巨額の国費を自然エネルギー発電に全額変更投資すれば開発も進み、また国民も応分の負担を許容する。しかし現状の不透明な国費
配分では納得はできない。国費使用の完全な透明化は必須である。電力会社のコスト透明化と合わせ費用の開示があれば国民は電力料のアップは許容する。経済界は電力料アップによる日
本経済の崩壊を主張するが、住むことが出来ない国に経済活動ない。一日も早く原発ゼロの状態を作ることが今の日本が進む方向である。

26118 個人 その他 ５０代 女性 原発は今すぐゼロシナリオで！原子力規制委員会の
人事ですが、京都大学原子炉実験所助教の小出裕
章さんを委員長にしてください！これは大勢の民意で
す。

小出先生は原子力のスペシャリストですし、国民にも広く信頼されています。国民のために、国民の命を守るために、より正確で的確で適切な対応の出来る人は、小出先生をおいてほかにおら
れません！

26119 個人 無職 ７０代 男性 政府が提示している選択肢の中ではゼロシナリオを
支持します。

脱原発（ゼロシナリオ）ですが、即時全原発及び核燃料の再処理の停止・段階的な廃炉・廃棄を求めます。
福島原発事故の原因が津波によるのか地震も関係していたのかさえ不明なまま大飯原発再稼働に踏み切った野田政権は、民意を１００％無視した暴挙としか言いようが無く、福島原発事故の
教訓に学ばない無責任且つ狂気の沙汰だ。
先ずは事故の原因究明と責任者の訴追が先決であろう。

原発0％、自然エネ35％、火力65％の比率の根拠は何か不明だが、火力の比率をもっと下げることは技術的に可能と思う。ゼロシナリオの火力の比率を意図的に大きく見せかけいかにも温暖
化が促進されるかのごとく世論を誘導したがっているようだ。
日本の技術力をもってすれば温暖化防止とＬＮＧ火力発電は折り合いがつけられるはず。
自然エネルギーの技術開発も日本が本気で開発・投資をすれば３５％以上の比率とすることは十分可能なはず。

同時にエネルギー多消費型の日本の社会の根本的見直しも求められるべきであろう。
電力の需給で言えば、電力が足りていることは証明済みであり、一歩譲って足りないとしても、単にピーク時だけの問題である。日本の社会が対応できないはずはない。

26120 個人 家事専
業

３０代 女性 「原発０」しかあり得ません。経済云々も、健康で安心
して暮らせる生活があってこそ。「原発０」からまずは
議論するべき。全国の電力供給網の整備や企業のあ
り方、各戸の節電等できることはまだまだある。

「原発０」しかあり得ません。こんなに取り返しのつかない事態になっているのに、まだ学べないのでしょうか。経済云々も大事かもしれないけど、健康で安心して暮らせる生活があってこそ。「原
発ありき」ではなく「原発０」からまずは議論するべき。全国の電力供給網の整備や企業のあり方、各戸の節電など取りかかれることはまだまだある。子供たち、孫たちの未来のために。

26121 個人 その他 ５０代 男性 「ゼロシナリオ」を支持します。
今回の原発事故で、どれだけの人や動物が苦しんで
いるかを考えれば、原発ゼロを選択することこそ、人と
しての正しい道であると考えます。

私は、「エネルギー・環境に関する選択肢」のうち「ゼロシナリオ」を支持します。

理由(1)
今回の福島第1原発の事故は、「万全の安全対策を取っている」というような国や電力会社の「保証」が何の意味を持たないことを証明しました。原発事故を100％防ぐ方策がない以上、原発を
極力早期に廃止することが必要と考えます。

理由(2)
特に原子力に関わる人たちの倫理観の欠如には、信じがたいものがあります。子どものおもちゃでない以上、このような人たちに原子力を任せることはできませんし、原子力は、倫理面を含め
て人類の手に負えるような対象ではないと考えます。
技術先進国である日本で甚大な原子炉事故が起きたことを理由として、ドイツは脱原発を決断しました。ドイツのこの判断はきわめて倫理的で、大いに評価されるべきものであると考えます。

理由(3)
地震や活断層の問題など、日本の自然条件は厳しく、この点からも、甚大な被害を引き起こしうる設備は廃止すべきです。

理由(4)
ドイツではいろいろ問題を抱えつつも再生可能エネルギーの利用拡大が進んでいます。ドイツ同様に技術大国である日本は、再生可能エネルギー、省エネに関しても第一線で活躍できる人材
と能力を備えています。今こそ、日本の英知と国力を挙げて省エネ技術、再生可能エネルギーの利用拡大をはかるべきです。そうすれば、想定されている数値をはるかに上回る成果を十分に
出せるでしょう。

理由(5)
１５シナリオ、２０～２５シナリオが認めている使用済み核燃料の再処理は、技術的に確立されておらず、原子炉そのものに勝るとも劣らない危険性を伴っていると理解しています。このようなと
ころにお金を使うのではなく、省エネ技術、再生可能エネルギーの開発に使いましょう。
しかし、他方では同時に、廃炉に向けた技術の開発と優秀な人材の育成、使用済み燃料直接処理の方法・技術・人材の開発にも取り組むべきであると考えます。

理由(6)
原子力の軍事利用のため原子力発電を温存しようと考えることは、福島の人たち、日本の国民のみならず、世界に対しての裏切り、卑劣な行為であり、あってはなりません。

26122 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 政府の提案する「ゼロシナリオ」を採択すべきである． 　福島第一原子力発電所の事故により，被曝を主原因とする病気を患った住民は確かにまだいないかもしれないが，ＷＨＯが定義する意味での健康という観点からみれば，多くの人々が健康
でない状況にあるのは疑いようのない事実である．日本国憲法により，すべての国民は健康で文化的な最低限の生活を送る権利を有していることを考えれば，現在の状況は，明らかに憲法に
反していると断ぜざるを得ない．
　人々が被曝の不安を抱えずに暮らすためには，その原因を基から断ち切るしかないであろう．そのためには，原子力発電所を全廃する必要があると考える．

26123 個人 パート・
アルバイ
ト

６０代 女性 今すぐ原発廃止。理由は地球が活動期に入っている
今は、災害は起こる。安全な原発はない。

原発は今すぐ直ちに廃止にすべきだと思います。地球はこれから３０年は活動期に入っています。４枚のプレート上に日本があるのはこれからおきる地震。津波、火山活動どれも免れない災害
であると言明できます。
　日本だけではありません。世界のプレートの活動期に入っている今、全世界で原発は廃止すべきだと思います。それと今一番憂慮するのが全原発の使用済み核燃料です。すぐにこの使用済
み核燃料の安全な保管と最終処理をしなければなりません。もう猶予はありません。
　科学者の方々今こそ智勇を結集して放射能の無毒化を研究すべきです。人間が作り出したものを人間が抑えられないことはないと思います。
　原発が安価であると言うのはうそです。福島で今も保障もなく非難暮らしが続いている人たちがどれだけいるのでしょうか。県外で暮らしている人たちに十分な保障はあるのでしょうか。除染す
るのにどれだけの費用がかかるでしょう。
　電源交付金と原発事故の保証金を含めると莫大な金額になるのは官僚の方々はわかっていたはずです。
代替エネルギーに関しては日本海でメタンハイドレートの採集が可能であると言うことが青山繁晴氏によって証明されています。
　太平洋側より日本海に多く含まれていることも、確認されました。日本のエネルギーを全部まかなって１００年は持つそうです。一刻も早くメタンハイドレートを代替エネルギーにできるようお願
いしたい。

　
26124 個人 無職 ７０代 男性 将来の原子力発電依存率は　15% が適当と考える。

現有原発はすべて廃炉とし、むつ小川原地区に集中
立地する。そうなると15%が限界であろう。

原発の威力と危険性のバランスが重要である。　危険なものは本州の北端にまとめる。発電所冷却水は陸奥湾にとどめる。米軍基地は沖縄にとどめ置き本州中央部には難が及ばないように
する。　これで南北のバランスがとれる。
　東北新幹線を北海道まで伸ばし、青森をスドウリして函館ー札幌に向かわせる。下北半島を原発要塞都市とし一般人の立ち入りを制限する。陸奥湾の養殖業は北海道に移す。弘前大学に原
子力研究の拠点を置く。青森県は下北の電力、津軽のリンゴ、十和田八甲田の観光で十分豊かにやっていける。
　これは悪魔のささやきである。

26125 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します。 福島第一原発の事故が示しているように、放射能を無害化することが出来ない限り、原子力を安全にエネルギーとして利用することは難しいと思います。原発ごみをどのように廃棄するかも決
まっておらず、核燃料サイクルも実施が難しく、更に、使用済み核燃料は、原発内のプールにびっしりと置かれているのを見ても、原発を続けるということは、これからの世代に重い荷物を背負
わせることになります。原発をゼロにして、再生可能な自然エネルギーに変えることは、これから生まれる人たちを含めたこれからの世代のために必要であると考えます。

26126 個人 無職 ４０代 男性 核エネルギーは順次廃絶すべきと考えます。現在の
核エネルギーに対する投資を代替エネルギーの開発
に振り向けるべきです。

福島の原発事故さえも収束出来ていない今、を数万年におよぶ廃棄物管理は人類としては、その利点に比して課題が大きすぎます。不可能だと断言できます。

26127 個人 無職 ６０代 男性 １．原子力発電は、可能な限り速やかに、廃止すべき
です。
２．代替エネルギー開発に、国力の総力をかけるべき
です。
３．何％が良いかなどいう、子供じみたやり方は　やめ
た方が良い。

１．放射能廃棄物処理技術が完成せず、その成功も危ぶまれている技術に人類、国民の未来を託すこと自体やめるべきです。
    このまま走ることは、人類の滅亡につながる自殺行為といえます。よって速やかに廃棄すべきです。また　地球全体のエネルギーバランス上からも、疑問です。
２．代替エネルギー開発に国の総力をかけるべきです。私はできると考えています。難しいということが、原発継続の唯一の根拠のようですが、
     それは、まさしく過去しか見えない事務やの発想です。日本の”原資力”は、まさしく世界一の技術開発力です。今日あるのは、そのお陰でしょう。
　　また　目標が見えた時の開発力は最強です。最近その目標がなくなっていたのが、ここで明確になったのですから、世界最強の集中力で突破できます。
　　私も一開発技術者として言えるのは、開発は難しいと思ったらそこで終わりです。
　　この開発の成功が、次世代の日本の国際競争力の資源となります。
　　これほど　投資効果の高いテーマは、久しぶりです。
　　予算をどんどん与えて開発を促すことです。
３．国家戦略室ができてから、期待してみてきましたが、残念ながら失望しています。戦略の意味がわからないのか、能力がないのか、多分両方なのでしょう。
　　日本の３０年、５０年、１００年先まで考えて、日本は、どうあるべきか、どうしたら国民が幸せになるのかを考えるのが基本です。
　　特に過去の事例や数字ばかり扱う事務やさんには、これはできません。官僚では無理です。その点、政治家に期待したのですが、残念ながら、
　　目先のことでウロチョロする、菅直人以下の担当者では、駄目です。
　　今回の　何％が良いかなどを問うやり方は、自分達の無能さと無責任さを示すだけです。情けない限りです。できなければやめる覚悟もないのしょう。
４．経済界などという、過去の成功に安住しようとする人達の意見は、聞くべきでもないし、体制、電力会社ベッタリのマスコミも、発言力はなく
　　この国を危うくするだけです。
　　この辺から、思い切ったメスを入れていくのも、戦略室の仕事ではないかと思います。
５．経済成長率については、人工減少のなかで、成長率をアップさせる必要があるのでしょうか？
　　その減少率より、小さな成長率マイナスであれば、良いのではないですか？　よって　エネルギー消費も、無駄を徹底的になくすこと以外にも、その消費量は、マイナスにするべきでしょう。
　　このような発想の大転換が、必要だと考えます。
　　これを、国民に正直に訴えるべきです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

26128 個人 その他 ４０代 男性 原発依存度は、０％を希望します。 原子力発電所は、事故があれば危険というだけでなく、被曝労働者を生みだし、過疎の地域の再生といいながら、自然と第一次産業を破壊してきました。３．１１以降、わたしたちが選択する道
は、電気よりも命であり、経済のグローバル化よりも地産地消的経済ではないか、と考えます。その方向転換のためにも、原発ゼロを主張します。無駄に電気を使っている状況があれば、それ
をチェックし電気に頼らない生活も目指したい。そのことを決めてはじめて代替エネルギーの事に関しても本気で取り組めると思います。原発に投資してきた労力を今度は代替エネルギーにか
けることで、代替エネルギーかつ持続可能な社会が実現できると思います。あれもこれも、といつまでも迷っていては、態度が決まらず、結果、現状維持にしかならないのではないかと考えられ
ますし、方向性を決めたら、そのためにできることを努力するという形で、人間が本当に生きるための生活を目指さなければならないと考えます。

26129 個人 家事専
業

３０代 女性 ゼロシナリオを支持します。
環境への悪影響が大きく、システムとして循環する仕
組みができていない原発は、いまの日本に扱えるもの
ではありません。

ゼロシナリオを支持します。
原発は放射能を排出する、海に大量の排熱を流出するなど、環境への悪影響が大きすぎます。また「トイレのないマンション」に例えられるように、システムとして循環する仕組みができていませ
ん。技術的にも、環境条件的にも、いまの日本に原発は適さないと考えます。

日本が鎖国をしているわけではなく、世界経済の中にたっている以上、経済のことももちろん考えなくてななりません。しかし、一番大事なのはいのちです。未来のこどもたちの命はもちろん、い
ま生きている人の命、動物や植物の命、それを支えている海・水・森など自然環境を守ること。原発はそれらを汚染します。

大事なのは優先順位です。いのちを守ること、その次にお金です。いのちが何より大事です。

26130 個人 その他 ６０代 男性 核廃棄物の処理技術が確立されるまでは、原発の稼
働には反対です。 原発のより安全な稼動体制はつくられていく可能性はあるにしても、

いま、そこから出る廃棄物は保管しておくだけというのが現状のようです。
これへの責任は、今の私たちが負えるものではありません。

26131 個人 家事専
業

５０代 女性 即時、原発ゼロにする。 国民の命を脅かすものは排除するべき。

26132 個人 その他 ７０代 男性 (1)福島第一原発の事故原因・事故責任者の究明と認
定(2)使用済み核燃料の最終処理方方法の決定(3)事
故原発すべての廃炉。このすべてができてはじめて
終息で、これができれば再稼働に異議はありません。

そもそも世界有数の地震大国である日本では原発稼働は無謀以外のなにものでもありません。それが露見したのが今回であり、もともと危うかった安全神話が崩れたわけです。こうなったから
には良識があれば再稼働などできるはずがないのです。しかし権益を手放したくない官僚のいいなりな政府与党のみならず電力会社をはじめとする経済界も、国民の健康・命より経済発展をし
か考えられない実情を、大多数の国民が危うんでいるのです。どんなに経済発展を重視しようとしても、それを支える国民の命が脅かされるのであってみれば、これを本末転倒と言わずしてな
んと言うのでしょうか？

26133 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発は即廃炉。依存率０％。 ただ単にお湯を沸かすのに原発は危険すぎます。福島の事故であきらか。また、コストがかかりすぎます。常に放射能のごみが出続けます。どう処理していくつもりですか？原発作業員も劣悪
な環境で被爆しながら作業しています。

命が守られなければ意味はありません。電気は必要ですが、そく火力に切りかえ、徐々に自然エネルギーにしていくべきです。

26134 個人 その他 ４０代 男性 あらかじめ決められたシナリオから選ぶということにな
るなら０でしょう。

より多くの、技術の可能性を追求していくことが、日本
の新たな産業としての国際競争力を持つものとなると
信じます。

多種多様な発電方法の可能性は以前よりあったにもかかわらず、事業化をめぐっての参入障壁が多く、地域独占の形態での10社での電力会社の体制がながらくつづいてきています。

亜熱帯に近いところから亜寒帯に近いところまで含め、多様な気候でも有り、火山帯も多く地熱もあり、日本で多様な発電技術を開発することで、全世界に向けての、輸出産業となる可能性が
高いと思われます。

　また、その普及段階においては、景気を刺激対策としても有効だと思います。

26135 個人 家事専
業

４０代 女性 原子力発電は直ちに停止、廃炉にして欲しい。 福島原子力発電の事故で放射能が撒き散らされれています。そのため、多くの福島県民は住居を追われ、仕事を失い、命を絶った人もいます。それでも東京電力、政府、経済産業省、携わった
学者等誰ひとり責任をとった人はいません。全国民が放射能の危機に不安を持って生活しています。
そんな状況の中で大飯原発が再稼働され、信じられません。節電はできます。コンビニや自動販売機は必要ありません。政府はそうした必要な施策を何一つとっていません。無能というべきで
す。
日本は河川、地熱、太陽、潮力、風力など自然エネルギーに恵まれた国です。なぜ、自分たちちの置かれた恵まれた環境に自信を持たないのか不思議です。自然に寄り添った生き方が人類の
持続可能な道です。



26136 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発比率はゼロ、15%シナリオでは国民生活に必須の
電力供給が確保できず、20~25%シナリオしかありえな
いが、その際でもコスト上昇を抑制するため温暖化対
策目標を10%以下に抑制すべきである。

電力、エネルギーは国民生活、産業活動の必需品であり、自然な需要を満たす供給を安価・安定的に確保することは政策以前の国家の義務である。将来の需要増を全く想定しないどころか、
希望的観測に基づく過剰な省エネ、節電を織り込んで需要を過小評価したうえでで試算された3つのシナリオは、現実性、実現性に乏しいと言わざるを得ない。

世界情勢が大きく変化する中、エネルギー供給の確保という国家としての安全保障を確保するためにも、既存の国産エネルギー源である原発を一定量維持すべきであり、放棄するゼロシナリ
オ、順次廃炉する15%シナリオは選択肢となりえない。安全性、最終処分を含む出口戦略は世界共通の課題であり、国際的な協力の下、技術開発に傾注すべき。

一方再生可能エネルギーの普及25~35%は現状では明らかに実現不可能な夢物語であり、仮に国家統制的な強制手法で普及させたとしても、コスト上昇に日本社会経済が耐えられるとは思え
ない。（そのような政策を継続する政権はいずれ国民が拒否することになる）現状ではコスト、安定供給性、安全保障の条件がそろった原発代替電源は石炭火力しか存在せず、25%にむけての
縮原発と合わせて石炭火力の拡大政策を即時開始すべきである。（脱原発を決めたドイツでも1000万kWを超える石炭火力の新設、更新が進められているがわが国ではたった３基が計画され
ているだけ）

その場合、ＣＯ２排出量の拡大は不可避となるが、いかなる国家も主権者たる国民の生活を最優先とするべきで、ＣＯ２削減目標は電力、エネルギー供給確保ができたあとの政策課題とすべ
き。米国では安価な国産化石エネルギー（シェールガス）の拡大が見込まれ、２０３５年のＧＨＧ排出量は９０年の５０億トンから５８億トンに拡大すると政府機関が見込んでおり、事実上ＧＨＧ削
減目標を撤回している。世界排出量4%の日本がいかなる対策をとっても地球温暖化の趨勢は変わらず、他国の政策を変更することも不可能であり、むしろエネルギー供給に懸念を持つ途上国
への省エネ技術支援を通じて、結果的に世界的な温暖化対策に貢献することこそが日本のとるべき温暖化政策。

26137 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ３つのシナリオに、原発を稼働させないで（稼働してい
るものは止めて）、脱原発を行うシナリオを加えて、意
見聴取会やパブリックコメントの収集をやり直してくだ
さい。

政策を決めるのは公務員ではなく国民です。
政策を滞りなく遂行するのが公務員です。

経済産業省の原子力政策担当が「脱原発の検討をやめるよう」働きかけていたという不正が明らかになりました。

３つのシナリオが提示された、その基準自体に間違いがあると考えます。

今後、原発を稼働させないで（稼働しているものは止めて）、脱原発を行うシナリオを入れて、意見聴取会やパブリックコメントの収集をやり直してください。

脱原発検討しないよう圧力　原子力委に、エネ庁課長を処分【共同通信】
http://www.47news.jp/CN/201208/CN2012080301001976.html

26138 個人 家事専
業

５０代 女性 エネルギー環境に関する選択技に対する意見は、即
刻原発廃止を強く求めます。政府はすぐにでも再生可
能エネルギーの開発に着手すべきです。経済より国
民の生命健康を守るべきです。

電力会社など一部の利益のために、国民の生命健康財産が奪われる危険な原子力発電は断固として許せない。福島の原発事故で、電力会社が原発を安全に管理運営する資質能力がないと
いうことは明らかとなった。事故を起こした電力会社は責任を取ろうとする姿勢は全く見られず怒りを覚える。都民も放射性物質を吸わされ、浴びせられて体外被曝を受け、呼吸や飲食物を通し
て体内被曝も受けた。土地や自然物人工物が汚染された。都民全員の、生涯にわたる健康診断を電力会社、政府の責任においておこない、白血病やがんなど、被ばくによることが少しでも考
えられる病気になった場合、治療費その他精神的損害分などを、電力会社、政府は支払うべきである。当然、電気料金値上げなしで、東電社員に身を切って支払ってもらいたい。また、汚染の
少ない土地への、移住希望の場合、住宅就労支援も、東電、政府の責任において行うべきである。実際、我々の責任ではないのに、一時避難や、汚染の少ない、飲料や食物の取りよせなど、
身銭を切って生活費の負担を強いられている。これに関しても、東電が本来は支払うべきである。この現実を踏まえ国民がいかに、脱原発を望んでいるか知ってほしい。今後も、原発推進派の
電力会社、経団連、政治家などには、負けずにノーを突きつけていくつもりである。

26139 個人 自営業 ６０代 男性 原発稼動ゼロシナリオを指示します。 原発は、
(1)事故・天災が発生した場合人類では制御できない。非常に危ないものである。
(2)原子力発電所の燃料プールには、使用済み燃料が多数仮保管され、何かの事故等で燃料プールの水が漏れてしまったら取り返しの付かない事態になる。格納容器の核燃料より危ない保
管方法をしている。
(3)使用済み燃料の最終保管方法や場所が決まっていないのに原子炉を稼動させ使用済み燃料を増やしてどうするの　か。
(4)野田総理が大飯原発再稼動時の発言で「事故があった場合私が責任を取ります」とあったが、人災と思われる福島第一の事故であっても、誰も責任を取らない、取らせないの、総理がどう
やって、いつまで責任を取れるのか、取れるのか。
(5)再稼動に重要な設備の設置が間に合わず、関西電力と政府との空手形で再稼動を容認している。
(6)福島原発の事故以降、政府や東京電力のうそや隠し事など、対応に不信感を覚え、政府、電力会社を信用するわけに行かなくなっている。
(7)など々と、言いたいことはまだまだありますが、便利なものであっても、広範囲におよび人間の生命係わる事態が発生し、制御出来ない物は使ってはいけない。また、原子力の技術を温存し
ておきたいのであれば、別に研究用として稼動はどうですか?
また、代替エネルギーの意見はスペースの都合上別途。

26140 個人 自営業 ５０代 男性 「エネルギー・環境に関する選択肢」に対する意見

現行の選択肢しか無ければ (ｾﾞﾛ ｼﾅﾘｵ) 支持

 

可能であれば １０年以内に 0% 希望

必要なｺｽﾄを掛けると 日本経済二貢献するとは思えない｡

26141 個人 自営業 ４０代 男性 原発依存度は「ゼロ」 福島の原発事故で危険であることが証明された。天災、人災　いずれのリスクも高すぎ、一旦事故が起これば、国土を失ってしまうこ事になる。国民の生命と財産を守ることが、国の仕事。原発
を続けるということは国の仕事を放棄したのと同じ事になる。
国の方針で原発を続けることは反対である。

また、　民間企業に危険な原発を管理させるのも反対である。民間企業では責任がとれない。これも今回の福島の事故で証明された。
　早急に全原発を廃炉にするべきだ。これは国の責任で情報を公開しながら廃炉すべき。
　

26142 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます！ 私は原発ゼロシナリオを選びます！

3.11以前は、原子力の怖さを全く知りませんでしたし、当初は震災の恐ろしさや被災地の方々の悲しみのほうに心を奪われていました。
しかし、時間が経ち少しずついろんなことが見えてきた今、子どもを持つ母親としては、これからの子どもたちが安心して生活できるようにするために何が出来るかが、目下の課題になっていま
す。そのために原発をなくすこと、そして国も電力会社もみんな嘘をつかずに正しい情報を私たちに伝えてくれることを、切に願います。
原発じゃなくても、火力発電や他の自然エネルギーを活用する方法があります。例え今よりも光熱費がかさんでも、私はそういうエネルギーを利用したいと思います。だから、これまでのように
「原子力ムラ」に支配された電力需給システムではなく、消費者が自分に合うものを自由に選んで利用できるシステムにしてほしいです。多くの国民は原発なんて恐ろしいものは望んでいませ
ん。
それに計画停電という脅しのようなものもありますが、原発がなくても電力は足りているんですよね？再稼動したからといって、火力発電を止めたりしないでください。安定した電力を供給出来る
よう努力するのが、今の電力会社の義務だと思います。今の状況は、やっぱり「原子力ムラ」の人々の利権のためにだけに、再稼動を推し進めているようにしか思えません。それにもし本当に電
気が足りないなら、私たちもテレビやパソコンも消して、最大限協力します。
一人ひとりが未来の子どもたちに誠意を持って行動する社会にしたいです。まずは今官邸前や関電本店前、各地でがんばっている国民の声をないものとせず、ちゃんと聞いてください。「私は原
発ゼロシナリオを選びます！」

26143 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力発電は直ちに停止、廃炉すべきである。 福島原子力発電の事故で広島原末の30倍の放射能が撒き散らされれています。全国民が放射能の危機に不安を持って生活しています。国民の健康を守ることが最優先課題だ。にもかかわら
ず大飯原発が再稼働された。毎週金曜日官邸・国会議事堂に集まる人の声が聞こえないのか。私も参加したい気持ちでいっぱいだ。遠距離で交通費も掛かるので行動していないだけだ。心か
ら応援している。いくら暑い夏でも節電はできます。コンビニや自動販売機は必要ありません。政府はそうした必要な施策をすすめるべきだ。
日本は外国も羨むほど自然エネルギーに恵まれた国です。なぜ、自分たちちの置かれた恵まれた環境に気づかないのか、不思議です。自然に寄り添った生き方が人類の持続可能な道です。
政治家よ、官僚よ、御用学者よ、目覚めよ！

26144 個人 家事専
業

３０代 女性 原発全廃を希望します。 ドイツなどではエネルギー消費と経済成長は比例していない。原発に頼らなくてもエネルギーを作り出す手段はあるはず。
日々の生活を放射能汚染に脅かされながら送るのはもうたくさんです！
怖すぎて子供を持つ気にもなれません。

26145 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ・これまでの原子力政策とその意義、それからそれぞ
れの日本経済のインパクト　を試算して物が全く抜け
ており、シナリオが幼稚で誤った判断しかできない。
全く誘導している。即刻議論を振り出しに戻すべし。

(1)２０～２５％とは何だ。ちゃんと現在の原子力比率２６％と現在のエネルギー　政策の目標（確か45％あったはず）を表に入れるべき。そのうえで方向転換　した場合の日本経済への影響イン
パクトを数字できっちり書いて、議論すべ　　き。要するに議論の焦点を明らかにして、ある程度絞ったうえで、提示したう　えで議論すべき。
(2)それにしても各県での公開討論会に２０～２５が出ないのはどうしてか。公開　討論も減ったくれもない。全く意味がない。皆でブレインストーミングするこ　とが今回の目的ではなかったのか。
出なかったら単に投票会を実施すればよい　だけのこと。全く税金時間の無駄使いだ。選挙だけが目的の馬鹿な政治家では　なく、いろいろな立場専門家が今後の日本にとってどうあるべきか
を真剣に議　論して、もっとゆっくり議論をすべき。これまで過去に築き上げてきたエネル　ギー政策を国民の合意を得て変えたいのなら、これまで日本がしなかった、出　来なかったまともな議
論をさせたいのなら、もっと知恵を絞った進め方があっ　たろうに。誠に要地である。あなた方はまるで他人事のようにすすめようとし　ている。そんなに日本を駄目にしたいのか。
(3)元々マスコミを利用して非現実で出来もしないシナリオを出して差も国民が決　めたように見せかけるだけの今回のやり方はナンセンス。今日本は一番大事な　岐路に立っていることを国民
に知らせ、真剣に将来を議論すべき。感情論だけ　を誘発するような数値作りをして日本人とは思えない愚劣さだ。
(4)特に２０～２５％と幅で作っているのは何だ。もし原子力が２５％なら再生エ　ネは３０％から下げないで火力依存度下げたいはずだが、そうすればコストは　高くなるし、また安くすると原子力
推進審可といわれるもいやだし、というわ　けでいろいろな数値で遊んでみて、コストは１５％と同等と店っていることが　見え見えである。２０～２５と幅を持たせ、目をくらませて、わかりにくく
し、いい加減な駄目な魅力を感じさせないイメージをもたせようとしていい　　る。いずれにせよ、数値議論が起きにくくして、感情論で進められることを狙　った報告書だ。コストは正しいのか。ア
ンシラリーサービスは入っているの　　か。国民的議論のベースには程遠い議論材料だ。

26146 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 1つは原発は大変危険であるということ、2つめは原発
がなくても電気は足りるという点から、私は「今すぐに
０％にしてほしい」と訴えます。

　私の考えは、「絶対０％」です。というより、今すぐ0％にしていただきたい。その理由を２つにわけてお話します。
　まず理由１つめ。原発は危険だからです。つまり原発は現在人類の英知を集めても制御できない大変危険なものです。政府は7月はじめに、首相の責任において、原発を再稼働するとして大
飯原発を再稼働させました。まず、首相の責任てどういうこと？とも思いますが。もし事故がおきたらどう責任をとるのでしょうか。安全対策もままならないままの再稼働は、反対するしかありませ
ん。
　７月5日に公開された、国会事故調査報告によれば、原発事故は「明らかに人災」とし、東電の言い訳である「想定外の津波による事故」ではなく、地震による事故であることが明らかになりま
した。もう事故は起こらせないといいますが、全く説得力がありません。実際には、震度6という決して珍しくない地震で受電鉄塔が倒れ、電源喪失したことが、あの事故の第一の要因です。それ
に、1号機の圧力容器は地震直後に水位が急に低下し、圧力も落ちた（運転時の70気圧→約8気圧に低下）ので、配管が破損した可能性が高い。圧力容器は頑丈でも、施設や配管はそれほど
じゃない。そして、施設や配管が破損しただけで、今回みたいな大事故につながります。内閣府原子力委員会の専門委員を務めた中部大学の武田邦彦教授は「原発は震度6で壊れる仕様に
なっている」と公言しています。そもそも日本の原発は、どのくらいの揺れを想定してつくられているんでしょうか。地震の揺れの強さを表すのに用いる加速度の単位「ガル」でいうと、平均して400
ガルくらいの地震には耐えるようにつくられています。では、現実の地震でどのくらいの加速度が観測されるかというと、今回の東日本大震災で最も強い揺れを記録したのは宮城県栗原市で
2933ガル。2008年、宮城内陸地震のときには岩手県一関市で3866ガルを記録している。つまり、巨大地震が来たときに耐えられる原発というのは、日本に1つも存在しないんです。
　2つ目は、原発がなくても電気は足りるということです。大震災直後の３月14日から、東京電力は「計画停電」と称して、時間帯で分けて地域ごとに電気の供給を止めた。このおかげで電車は止
まる、会社は通常の営業ができない、病院ではいつ電気が止まるかわからないので手術もできない。信号が止まったために交通事故で亡くなった人までいた。福島第１原発で稼働中だった１号
機～３号機が止まっただけで、こんなにも電力が足りなくなって、社会が大混乱に陥ってしまう・・原発って必要なのネ、と、多くの人
が思ってしまっただろう。でも本当にそうなのか？原発は13か月～24か月に一度、点検のために完全に止めることになっています。そうした定期点検や故障のときにも電力が供給できるように、
全ての原発にはバックアップ（予備）としての火力発電所や水力発電所が用意されています。特に水力よりも出力調整のしやすい火力発電所は、いざという時のために余力をたくさん残してい
る。火力発電所は48％しか稼働していないので、この稼働率を63％まで引き上げるだけで、原子力発電は無くても、全国の電気が足りてしまいます。
　以上のように、1つは原発は大変危険であるということ、もう１つは原発がなくても電気は足りるという点から、私は「今すぐに０％にしてほしい」と訴えます。これからの議論の中で大切なこと
は、原発の恐ろしさに目を背けず、新しいエネルギー、つまり再生可能エネルギーについて政府が本気になって取り組むような国民的な運動が必要になってくると思います。

26147 個人 学生 １０代以
下

女性 原子力発電は直ちに停止、廃炉すべきである。 私たち若いものに危険を残さないでください。福島原子力発電の事故で広島原爆のの30倍程のの放射能が撒き散らされれているといわれます。今、全国民が放射能の危機に不安を持って生
活しています。国民の健康を守ることが最優先課題です。にもかかわらず大飯原発が再稼働された。信じられません。それが大人の考えることですか。
日本を美しい国のまま私たちに残してください。電気は節電します。安全のためなら我慢をします。このままでは結婚もできません。

26148 個人 自営業 ５０代 男性 原子力発電はストレステストによって安全が確認され
たものから順に再稼働すべきです。

（１）放射能の健康被害は限定的なものです。原爆か、はたまた猛毒サリンでもまかれたように不安を煽る者がいますが、科学的事実に反する悪質なデマです。政府はしかっりと国民に事実を
伝えるべきです。
（２）原発を国家戦略として推進していた真の理由は、コストではなくエネルギーの安全保障であったはず。かつて我が国は石油資源を閉ざされ、泥沼の太平洋戦争に突入しました。７０年代の
石油ショックもしかり、エネルギーの自給、そしてリスク分散のためにも原発は今後とも絶対に欠かすことのできないエネルギーです。エネルギーの国家戦略としての議論を深めるべきです。
（３）今回の北部九州豪雨でも見られたよいうに、地球温暖はさらに進んでいるようです。経済か、命か、との議論がありますが、そもそも地球が壊れかけている現実から目をそらすべきではあり
ません。地球環境と経済を両立させるには原発は欠かせません。

26149 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 日本が現在置かれているエネルギー事情を考えてみ
て、原子力発電の比率はさらに大きくすべきと考えま
す。２５％どころか、現政権の当初マニフェストで提示
した３５～４０％位まで伸ばすべきです。

日本の原発はさらに強化すべきです。それが、日本を世界の一流国に留める数少ない手段です。理由は下記の通りです。
(1)現在、最低の発電コストである原発が全停止状態で、火力発電に頼らざるを得ませんが、そのために、年３兆円という多額の余分な金を使って海外から石油・天然ガスを追加購入をしていま
す。原発が動いていれば不要な金で、海外に莫大な国家の富が流出しています。⇒⇒この辺の事実は政府からもっと発信されるべきです。
(2)代替発電（太陽光、風力、地熱など）は現在、全体のわずか１％前後で、今後何年経とうと、これらが主流になるとはとても思えない。しかも、これらの発電コストは原発に比べ、皆、高い。太
陽光は原発の８倍のコストと言われ、今後、国民はその高いコストを負担させられます。原発一基分の発電量をまかなうのに、山手線内側一杯に発電パネルを並べる必要があるということで
は、全く狂気の沙汰というほかありません。
(3)上記の結果として大幅にアップされた電気料金は家計への負担を益々重くし、消費税増税と相まって、景気の回復がもう二度と来ないかも知れない状況に追い込まれます。企業もコスト負担
増で、海外へ出て行きます。街には失業者が溢れるでしょう。
(4)代替エネルギーがまだまだ未発達の中、必然的に石油・天然ガスに頼る割合は増え、海外依存も増え、国家としてエネルギーの自立はなくなります。将来、国家間の紛争で、これら石油・天
然ガスの輸入の道が閉ざされた場合、日本は困窮の生活を強いられます。その後は、ロシア、中国から海底ケーブルで電気を買う
ようになるでしょう。その時は、二等国どころか、彼らの属国に成り下がる訳です。
(5)そういう中で、勿論、電力会社への値上げ反対は一層厳しく要求され、（今の原発廃止を叫ぶ人々も一緒に電気料金値上げ反対を叫ぶでしょう。これは殆ど漫画ですね。）　電力会社はコスト
切り詰め、設備増強不可の中で、電力停止トラブルは増加、停電の頻発、突然停電による事故の増加、など、世界に誇る電力安定供給の日本の基盤崩壊が待っています。明治以来、営々と築
いてきた一流国からの脱落が待っています。
(6)原発廃止により、日本の優秀な技術者が仕事を求めて海外へ出て行きます。韓国などは既にこれらの人材を狙っています。現在、職業デモ家＋一時の原子力アレルギーに捕らわれた人々
を中心に、脱原発デモが異様に盛り上がっていますが、韓国・中国の政府メンバーは高笑いでしょう。（日本は素晴らしい国、と世界から評価される反面、こういう高笑いの元を作っている人たち
がいることが大変残念です。）技術者流出は半導体不況時に散々経験し、今の韓国サムソンの隆盛を側面支援したことは周知の事柄です。それの再来がこの原子力技術者の流出と思ってい
ます。
(7)原発がそれほど危険で、人にとって「悪」なのか？　それならば、何故、今、海外各国は原発増設に一斉に傾いているのか。やはり、原発は国家の発展にとって、必須のものなのです。
以上

26150 個人 家事専
業

６０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます 原発ゼロシナリオを選びます
　福島の人たちの苦しみをもっと理解して　孫たちに恥じない選択は、原発のない環境です。政府は。明確に一日も早く脱原発を宣言すべきです｜
明るい良い未来を示すべきです
放射性物質、瓦礫など、汚染の処理ができないのは明らかであるにもかかわらず再稼動は絶対反対です
もっと自然エネルギーを推進してください｜

26151 個人 家事専
業

６０代 女性 今後の原発政策について
「原発ゼロシナリオ」を選びます。

今後の原発政策については「原発ゼロシナリオ」を推進してください。
国民の生命より経済を優先させる現在のやり方は絶対に間違っていると思います。地震国日本において、「原発」は危険を孕みすぎています。「自然エネルギー」を推進し、研究および実施に国
家予算をしっかり計上してください。
また「自然エネルギー推進」が、地球を守る上でも、先進国の主流だと考えます。



26152 個人 無職 ３０代 男性 ゼロシナリオです 即、原子力発電の稼働をゼロにして下さい

東日本大震災、東京電力福島第一原子力発電所の事故発生により、
安全神話はなくなりました。
元々、完全に安全な物は、世の中に有り得ません。

それ以前に、世界で初めて原子力爆弾を落とされ、その怖さを知っている日本人なら、言わずともわかりますよね。未だに、苦しんでる人が居るのに。

安全性の確認すらされてないのに
ちゃんとした説明すらされてないのに
使用済核燃料の処分場所すら決まって無いのに

次々と再稼働へ…　ですか…

もう、やめませんか？原子力に依存するのは。
即、ゼロにして下さい。

26153 個人 学生 １０代以
下

男性 原子力発電は直ちに停止、廃炉してください。 私たち若いものに危険を残さないでください。福島原子力発電の事故で放射能が撒き散らされれているといわれます。今、全国民が放射能の危機に不安を持って生活しています。放射能汚染
の状況を測定し、国民に知らせてください。情報を隠さないでください。今は、国民の健康を守ることが最優先課題のはずです。原発を再稼働するなどもっての外です。高知県の檮原町のように
自然の力を使った発電に切り替えるべきです。

26154 個人 無職 ６０代 男性 原発はゼロをはっきりさせて、対策をとるべき (1)原発の廃棄物処理があいまいなまま、原発をつづける神経がわからない。ドイツのアッセでも大問題になっています。まだ数年しかたっていないのに、白血病が３倍に増え、漏洩し始めてい
る可能性が指摘されています。数十万年の廃棄物の管理は日本科学者会議でも地層処分は日本ではムリなこと、「将来世代に核のゴミを送り続けるのは現代人のエゴ」との声もでています。
現代のまさにエゴのため、将来にどんな状況をつくるか責任がもてない、そんなものをつづけられないというのはあたりまえではないでしょうか

(2)原発を動かせば動かすほど、お金がかかってきます。それでなくても維持するだけでお金がかかる状況にしてしまっているなかですが、少しでも早く、ゼロにして、今以上に廃棄物をふやさ
ず、自然エネルギー開発、実施へむけてすすめるべきです。その力は日本には十分あります。

26155 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 日本の産業競争力維持により、国民生活を守り、雇
用確保のためには、電力の安定供給と安価提供が不
可欠。そのためには、原発２５％は３つの案の中では
ましであるが、３案とも不十分であり、再考すべきであ
る。

●今でも韓国より電力が高い中、３つのシナリオ共に多くの雇用を生み出す製造業は、廃業か海外に出ていけということに等しい。
●若い世代の雇用問題が深刻化しつつある中、３つのシナリオでどうやって雇用を守るのか、今の生活水準を維持するのか、明確になっていない。
●まず、３つのシナリオを選択する前提で、いまより、経済力がおち、製造業が海外移転をし、若い世代を始め世代毎の失業率が●●％になるシミュレーションを明確にすべきである。
●その状況でよいのか、現状の生活レベル・失業率改善する前提に立つかなど日本全体の将来像を踏まえた、エネルギー施策を提示しなければ意味がない。
●福島原発の被災者のかわいそう論、原発反対者の放射能脅威論（自分たちの子供の世代の環境を守る意見）は理解できるが、国全体の生活水準は現状と変わらないことを前提とした議論
であり、その意見に振り回される必要はない。
●原発反対者の抗議活動は、一時的な感情、あるいは鳩山元首相や大江健三郎、坂本隆一など電力が高くなっても生活に困らない人間や製造業に関わらない人間が先導しており、この視点
が抜けている。マスコミをはじめ判官贔屓の感があるが、行政・政治は日本の将来のため毅然として対応すべきであり、そう考えると３つのシナリオの内容ではない案があると考える。

26156 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力発電は「０％」とすべきです。 原子力発電は「０％」とすべきです。

その理由の主なものを以下に記します。

◆福島第一原発の事故原因が、はっきりと分かっていないこと。
（地震による配管の可能性が強いにもかからわず、現場検証もされておらず、事故原因は不明のかかです）

◆原発は通常の運転中でも微量の放射性物質を放出しており、低線量長期被ばくによる健康被害が発生していること。

◆原発の運転には定期検査は不可欠であり、そのたびに末端の作業員が被ばくし続けている。（原子力発電は、いのちの犠牲の上にしか存在できない）

◆日本の電力は全ての電力会社において、原発なしでも「最大電力」をまかなってなお余裕があること。（資源エネルギー庁の資料から分かります）

◆地震国の日本で原発を運転することは、余りにも危険であり、むしろ島国であり火山国である日本では、風力発電・潮流発電・地熱発電などの自然エネルギーを導入し、持続可能なエネル
ギー政策をとることが自然の理にかなっている。

◆様々なコストを勘案すると、原子力発電にかかるコストは高すぎる。

26157 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発稼働　ゼロ！　原発廃止希望！ 原発依存度　ゼロ希望。　　１利あっても、１００害あれば　意味は無い。
９９％　安全でも　１％で、多数の人、地域、産業　多大なる害があれば、１％という数字のマッジクは　要らない。
空気で広まるのならば　１％も　意味が無い。

高速道路、新潟は　トイレの手洗い乾燥機も節電で　使用禁止だが、関東は使用可能。（スーパー等も　同じ）
根本が間違っている。

26158 個人 家事専
業

４０代 女性 原発ゼロシナリオ（即時） 福島原発の失敗を、見せつけられて再稼動や新たな原発の建設を容認することは断固出来ません。15%や20～25%は新たな原発の建設になるということを言外にしているのはズルいです。即
時、０％しかありえません。

26159 個人 家事専
業

３０代 女性 ゼロシナリオを希望いたします。
子供たちのために。今、エネルギー問題を真剣に考え
なくてどうするのですか。

あの事故で、人間の力は天災にはかなわないことが明らかになりました。
使用した核燃料の処分もはっきりしないまま、福島の事故が何の進展もないまま、なんとなく原子力を使ってはいけないと思います。
国民の無関心が一番いけないと思うから、コメントしました。
あの事故の時の恐怖、逃げ惑う人々の気持ち、何も知らない子供たちの笑顔が今でも鮮明に覚えています。
本当に日本の未来を思うならば、まずは、ゼロシナリオを前提に政治を進めてみてはどうでしょうか？
初めから無理、難しいと考えずにゼロの方向を見て一歩踏み出さないと、福島の人、今まさに福島第一原発で作業をしている下請けの作業員の人たちは、何のために被ばくしつづけているの
でしょうか。
ニュースでは、ゼロシナリオは難しいと言っています。
いったい、どんなふうに難しいのか、具体的に教えてください。国民の耳には意見聴取会の映像とパーセンテージしか、入ってきません。
なにが理由で難しいのか、主婦や子供にも解るように、メディアをとおして、もっと教えてください。そして、そのためにどんなことが必要なのかを国全体で考えることが必要です。
そして、原発より収入を得ているかたがたにも、新しいエネルギーで収入を得られるように考えていくのが良いと思います。

26160 個人 家事専
業

４０代 女性 zeroシナリオ希望 今回の福島原発事故でこれまで進めてきた原子力エネルギーが一度事故が起こると人の手には負えないエネルギーだと気付きました。
そして元に戻るのは何十年とかかりますし地震と火山の巣のような列島には長い目で見てふさわしくないと思います。
大飯原発を『私が責任をとります』と再稼働にさせましたが活断層の上にあること、免震棟も堤防も出来てないのにまたこんなぬるま湯のような言葉を聞くと悲しくなってしまいます。
せめて電力不足による国際競争に負けるリスクと不完全な安全の上で原発を動かすリスクどちら取りますか？とこちらも国民に聞いていただきたかったです。

ゼロシナリオを選んだのは本能的に原発はもう嫌だからです。
今までたまっている核廃棄物はどちらの自治体が引き取って頂けるのでしょうか？もうそろそろ満杯と聞きました。
東京が一番電力使っているのだから地方に押し付けず
そちらにお願いしたいくらいです。そうすると栃木も危なそうですが。。。

また15、20～25シナリオにした場合原発の寿命を考えると新規に製造しなければならなく一体どちらの都道府県が引き受けてくださるのでしょうか？
そんなとこないのでは(^_^;)

沢山ある問題中でのこの重要な2点さえも決まってません。

先日キッザニアに行ったら東京電力撤退、東京ガスに代わってました。
原子力多分もうダメでしょう。子供も危険エネルギーって言ってます。

とりあえず動かしとこうから本腰を入れて別のエネルギーを考えなければだめです。

頑張って地熱エネルギーや風力発電勧めてください！！
そして東京電力の独裁をやめさせいろんな会社にチャンスを与えてほしいです。

前回の選挙では民主党にいれましたが野田さんこのまま何もなかったように
順次再稼働勧めるのなら分裂しようがなにしようが民主党にもう票は入れません。

26161 個人 自営業 ８０代以
上

男性 0シナリオを希望します。 電力会社が老朽化原発を動かしたい理由は、危険な原発が止まると、高額メンテ費用がかかる上、燃料費がかかるからです。
減価償却を終えていない原発は借金も返せず燃料費もかかり、会社が赤字になります。
 原発のない沖縄、依存度の低い中国電力は経営状態が良好です。
関電は原発比率だけでなく、火力発電が未だに石油を多く使う面でも遅れています。
原発に頼っているのがそもそも経営の失敗を招くのです。

地震国の日本に原発はリスクが大き過ぎます。
原発を動かす限り溜まっていく使用済み核燃料だけ考えても、原発は止めるべきです。

よって、0シナリオを希望します。

26162 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 女性 すべての原発を廃炉にして、原発ゼロシナリオを希望
します。

地震がいつ起こってもおかしくない日本に原発という恐ろしいものはいりません。
もし万が一また事故が起きてしまったらどうなるのか・・・
原発を再稼働したい方も同じ人間なのですから想像はできると思います。
福島の方がおっしゃっていた「原発さえなかったら」という声を聴かなければいけない。その言葉を一番に聴いて取り組むことができるのが政府ではないでしょうか。期待しています。よろしくお願
いします。

26163 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力比率０％のゼロシナリオを支持します。しかし、
２０３０年に０％ではなく、できるだけ近いうちに０％に
することを希望します。

[電力供給について]

＊原子力停止に伴う当面の供給不足は、省エネルギーとガスコンバインドサイクル発電所の新設などでカバーする。

＊中長期的には、風力、太陽光、太陽熱、地熱、波力など、再生エネルギー技術の開発を進めることで、世界をリードする産業を育成する。

[原子力について]

＊原子力発電所は地震が発生したときに止まってしまう、非常に脆弱な電力源である。

＊現状の科学では、日本のような不安定な地層では、放射性廃棄物の安全な廃棄ができない

＊３１１以前は、日本の原子力発電所は安全であり事故は起きない、として建設が進められてきたが、事故がおきてしまった。

＊原子力発電所は事故が起きた際の影響が広範囲に及ぶ。福島第一発電所から約２００ｋｍ離れた千葉県柏市などでも０．５μSv/hを越える空間線量が観測されている。また首都圏各地に
ホットスポットができてしまった。

＊放射性物質拡散に伴う農産物・海産物への影響が甚大。

従って、事故がおきる可能性があり、かつ影響が広範囲に及ぶ原子力発電は人口密度が高く、地震・津波の多い日本に適さない。

26164 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 　２０３０年の原発依存０％「ゼロシナリオ」を求めま
す。

　わたしたち三重県教職員組合・日教組は、「核と人類は共存できない」ことを確認し、原子力政策推進から再生エネルギーの促進、省エネルギー推進への政策転換を求めてきました。いくつか
の世論調査では、国民の８割以上が脱原発を求めていることが明らかになるなど、脱原発社会の実現は国民の総意と言えます。すでに２０３０年の原発依存「ゼロシナリオ」への条件整備は
整っており、政府の毅然とした決断を求めます。

26165 法人・団
体等

法人等 法人等 法人等 　２０３０年の原発依存０％「ゼロシナリオ」を求めま
す。

　わたしたち三重県教職員組合紀南支部は、「核と人類は共存できない」ことを確認し、原子力政策推進から再生エネルギーの促進、省エネルギー推進への政策転換を求めてきました。いくつ
かの世論調査では、国民の８割以上が脱原発を求めていることが明らかになるなど、脱原発社会の実現は国民の総意と言えます。すでに２０３０年の原発依存「ゼロシナリオ」への条件整備は
整っており、政府の毅然とした決断を求めます。

26166 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「原発１５シナリオ」に近い考え方が良いと思います 原発は、事故時のリスクが非常に高いため「ゼロ」が好ましいと思うが、今までの生活水準を維持することを前提とすると、その政策は困難と思う。国民が生活水準を下げることに理解を示すの
であれば良いが、短期間でそれを実現することも困難。このことから、現実的な政策として「原発１５シナリオ」に近い政策が良いと考えています。この時、原発の管理は非常に重要と思うので、
国が担うべきだと考えます。
※原発の代替として化石燃料に頼るのは環境問題に対して取り組んできたことに逆行すると思うので、この発想は無しだと思う。
理想としては、国民一人ひとりが思いを決め、話し合って決めるのが良いと思う。当面の対応として国が主導し、ある程度の時間をかけて国民の意識を変え、誰のための決め事か、その水準を
高めていけたらと思う。

26167 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 地球上の先進国のなかで、これまで急激な発展で経
済を牽引するまでに至った国民の一員として私は、ゼ
ロシナリオを選択します。

全てではないが、これまで日本経済はどちらかというと、自らの独創的な戦略を打ち出すことを積極的に取り組む必要がなく、欧米を中心の産業の発展に対して、数的に優位な日本国民が勤勉
さを活し創意工夫をこらした加工技術などがあって一生懸命追従していくことで時代のニーズを的確に捉えてきたと考えています。しかし、数的優位については、今の中国がまた、ニーズをとら
える点については、韓国が追従している。
そのような環境の中、すでに日本人の人口は減少の一途を辿るにいたり、先進国の中で、欧米諸国よりも先に成熟期に入っていく可能性が否めない。今考えるべきは、先進国として何ができる
かであり、ゼロシナリオ展開するためのできる限り多くの施策を打ち出し国家として『未来永続的に安全・安心につながる新たなエネルギー・環境』の大義名分のもとこれまで以上に人口の減少
を考慮した産業発展につながるエネルギーの模索に繋がるかじ取りが必要と考えます。エネルギーと産業の発展は切り離して考えてはいけないし、今はバランスについて考えていく局面である
と考えます。
今まで依存してきたエネルギーを否定していくことは苦渋の選択となり安易な判断という受け止めを国民がすることはあってはならないと考えます。したがって決断すべきことは、しっかりと議論
して決めていただき議論状況についてはもっともっと国民の関心ごとにすべきと考えます。決められた決定事項については、国民がしっかりと理解できるように対話を進め、国民の一体感につな
げて欲しい。私も決まったことに対しては理解して生きていきたいと思う。
多くの利害が絡む案件ではありますが、天災が一例として事実起きてしまった以上それら利害関係を超越してでも乗り越えなければならない面もあり今の政府にしかできないことと考えます。
持論にてご意見させていただきましたが、ご参考になれば幸いです。
いつもお疲れ様です。頑張ってください。



26168 個人 自営業 ７０代 男性 原子力は、世界の国家群の政治的独立、経済的な存
続の基本である。
原子力発電の比率は最低　２５％、　出来れば完全自
由化を望む。

日本は民主主義に基づく資本主義国家群の一員として、戦後、経済的成長発展を遂げてきている。
民主主義に基づく資本主義国家群は対抗勢力に対し、それぞれの国を守るため、それ相応の軍備を行なっている。大部分の場合それは、核兵器と原子力に依る推進設備を持った航空母艦、
並びに、潜水艦に代表される。
日本の場合、憲法に基づき戦争を放棄し、日米安全保障条約に基づく核の傘の下に入っているが故に、日本として、直接、核兵器、原子力空母・原潜にタッチする事は免れているが、逆に世界
的に見れば平和維持の為の、世界各国の努力にただ乗りしているとしか思われて居ない。
太平洋における中国海軍の活動、北朝鮮の挑発的な行動、ロシアの極東における活動は、何れも核軍備を背景に強化されつつあると言っても過言ではない。
３．１１　東日本大震災直後の、米国による　”トモダチ作戦”は原子力空母
”ドナルド・レーガン”が、東北の沖に停泊し、浮かぶ基地となって行はれた事は日本人は誰もが認識している筈である。
日本を除く中後進国は、エネルギー需給の将来を見据えて、原子力発電導入の検討を始めている。
世界中が原子力を中心に動き始めていると言っても過言ではない時期に、原子力発電先進国の日本が、将来の原子力発電　０％　を含む選択を、国民に求めると言う事は、日本の政策が如何
に稚拙であり、世界の動きから完全に遊離・孤立化している事を示す何物でもない。
為替相場の動向に依っては、将来日本で電力多消費型の産業が復活しないとは限らない。
原子力発電の比率は、最低　２５％、　出来れば完全自由化を望む。

26169 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原発ゼロ・・・既存施設・設備はすべて廃棄し、再生可
能な自然エネルギーの利用に転換することを求めま
す。

１，増え続ける核廃棄物をコントロールすることは不可能だからです。
２，浜岡をはじめ既存の原発の多くは、海岸近くにあり、断層の直上あるいは近傍地につくられています。東北大震災が示したように、地震、津波大災害への対応が問題です。
３，原発による核汚染は、原発労働者に取り返しのつかない健康被害を与えるからです。
４，例えばバイオマス発電など、行政と民間、大学が協力して、地域特性に応じた、中・小規模発電施設を各地域に数多くつくり、個人による太陽光、風・水力発電を行政が積極的に支援するこ
とでの再生可能な自然エネルギーによる発電を推進することが、わが国の自然を守り、豊かにすることだと信じるからです。
５，脱原発はドイツにできて、わが国にできないはずはないからです。
６，それでなくとも海洋汚染、大気汚染で諸外国に迷惑をかけているのですから、万が一、もう一度同様な原発事故を起こしたら、世界の笑われ者になるからです。

26170 個人 自営業 ８０代以
上

女性 原発はゼロ% 原発は核廃棄物や使用済核燃料が膨大にたまり、日本の様な広さの国土には、廃棄する場所は無いと思います。
原発を動かせば、廃棄物等たまる一方なので、今直ぐ原発を停止しないとならないと思います。
核廃棄物や使用済核燃料は危険なので、国民の生活には危険です。
私は直ちにではなくとも、病気になりたくありません。
子供や孫が病気になる様な原子力は、人間には、不要なものです。
東電の原発事故を見れば、原発が必要ないものだと解りました。
あちこちで、電気を無駄に使い過ぎなので、原発はいりません。
会社も電気を無駄に使い過ぎだと思います。
原発は、今から、いっさい稼働させてはいけません。

26172 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます。
エネルギーの地産地消、自然エネルギーの推進を
行ってください。
日本にはもう成長戦略は必要ありません。

原発ゼロシナリオを選びます。
エネルギーの地産地消、自然エネルギーの推進を行って下さい。
自然エネルギーの費用負担を消費者が行うのは当たり前。
それをあたかも値上げの負担がまた消費者に行く、というような情宣を
マスコミが行っているのは見ていて恥ずかしい気持ちになります。
福島の事後以来、日本中でエネルギーへの関心が高まっている中、
そんなこと当然の事実です。
自らが支持するもの・ことに対する費用は自ら負担するのが市民の務めです。
もちろん、便乗値上げや、支払ったお金を他の目的に使うことは
もってのほかです。
エネルギーの地産地消は東京でもできるはず。
もし万が一、原発がある社会にするなら、東京に原発をつくるべき。
また、発送電分離を早く行えるようにしてください。
日本全体が一気には無理なら、地域単位ででも行い、広めていって下さい。
それと、人口減少社会となる日本にはもう成長戦略は必要ありません。
持つもの・あるもので国を維持していくという方向に転換し、
お金やモノの量を増やすのではなく、コミュニティの助け合いの力を高めたり、
介護や医療、教育、文化、おもてなしなどの質を高め、
ソフト面で国力を高めていくようにしてください。
原発ゼロは市民が望む国の形です。
それを皮切りに、市民が本当に望む国の形を、市民の声をききながら
つくっていく、そんな日本にしてください。

26173 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ゼロシナリオを支持します。
併せて、早期の発送電分離も実施すべきと考えます。

１．ゼロシナリオ支持の理由
（１）大地震の多い日本にとって原発はリスクが高く、１度大事故が発生したら取り返しのつかない被害が発生することが、東日本大震災に伴う福島第一原発事故で判明した。万一、同様の事故
がもう１度発生した場合、多数の被害者の発生のみならず、日本経済も大きな打撃を受けることが予想される。
（２）原発による発電コストが（火力発電に比べ）決して安くないことが判明、加えて廃炉・使用済核燃料の処理費用の想定が極めて困難なため、２０３０年までのなるべく早い時期に原発はゼロ
にすべきと考える。

２．早期の発送電分離について
（１）再生可能エネルギー普及のためにのネックの１つに、再生可能エネルギー（風力発電等）に対応する送電線の容量不足の問題がある。送電設備を電力会社が所有したままでは、この問題
の解決が遅れることは必須である。
（２）万一の際、地域毎の電力融通可能量を増加させる必要があるが、地域独占の電力会社任せでは全く進まない。特に周波数の異なる東西の電力融通量の拡大の実施は、現在の電力会社
にはできないと考える。

26174 個人 無職 ７０代 男性 原発は安全ではないことが福島の事故で証明され
た、放射能物質を完全にｺﾝﾄﾛｰﾙできなければ使うべ
きでない、直ちに廃止すべきです。

原発は安全ではないことが福島の事故で証明された、一たび事故が起きると「住民の生活」全てが破壊される、放射能物質を完全にｺﾝﾄﾛｰﾙできなければ使うべきでない、直ちに廃止すべきで
す。
それに変わる「エネルギー」は原発に使う開発費などを「再生可能エネルギー」の開発に全力をあげるべきです、これが国民の安全と将来に引き継ぐ政治の責任ではではないかと思います

26175 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 エネルギー、環境に関する選択肢 原発ゼロのシナリオを選びます！
福島と同じ事故を日本の違う場所で起こしてはいけない！
事故が起きないように安全策を練ったところで
突然起こる自然災害（たとえば地震　津波　竜巻　火山の噴火　等)には勝てません
自然エネルギーでの発電を望みます！

26176 個人 その他 ４０代 男性 原発ゼロを 　福島原発事故により日本は変わってしまいました。私も今までは、美しい国日本という自負が心のどこかにありました。しかしそれはもう過去のこと。日本中が放射性物質に汚染されてしまい
ました。事故原因の究明すらできない。無残な状態の福島原発。意味不明は首相の原発事故収束宣言。大飯原発の再稼働。政府の方々には未来を担う子供たちの涙が見えないのか。
　地震大国の日本で、現在の技術では原発を安全に運転できないことは今回の事故で十分わかったはず。原発ゼロへもっていく最大限の努力をすべきでしょう。私には政府はとても最大限の
努力をしているようには見えません。まだ見えない先に必ずや光があるはずでは…。国民も納得できれば協力するのでは。
　

26177 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 男性 「エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見

「2030年に原発0」ではなく、「即時原発0」を選択しま
す。
今までの核ゴミの処理だけでも、日本国家の手には
余ります。

「エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見です。

ここでは三つの意見しか出ていませんが、少なくとも2030年までは原発を
使い続ける　という前提は、努力したくないから付けたフィクションで
しかないと考えます。
　
　どなたか役人さんが「地球」と交渉して、2030年まで地震は起こさない
という確約を取り付けたのでしょうか？

　電気が足りない　というのは我々の世代の努力で克服出来ます。それで
死人が出ても、我々の世代の恥　ということにしかなりません。
　地球上で最も揺れる地域のひとつに原発を建てれば、事故くらいは起こる
でしょう。その結果は、世代を超えて日本人のマイナスになってゆきます。
　電気不足程度のことと、比べられはしません。

　非常電源が全くない状態で、臓器補助の機械を運用している患者さんは、
皆が気づいて対処出来ないほど多くはありません。

「2030年に原発0」ではなく、「今ここで即時原発0」を選択します。

26178 個人 その他 ７０代 女性 「原発ゼロのシナリオ」ーーー唯一の脱原発シナリオ 「原発ゼロのシナリオ」ーーー唯一の脱原発シナリオを選びます。
戦後のめざましい工業発展は電力が必要不可欠であったことはわかります。しかしこのたびのフクシマの原発事故、その恐ろしい被害を考えると、根本から生き方を変えねばと思います。戦前
戦後の貧しい生活を知っている我々世代はそのことを若い人にしっかりと教え、世界の中でどんな位置になるかも共に考えて、原発のない社会に切り替えて行かねばなりません。エネルギー源
を切り替えるには時間と費用がかかりますが、将来世代のためにも是非、政財官そろって努力して欲しい。

　前提は「経済成長率とエネルギー消費量は比例する」というものだが、
ここに面白いデータがある。ドイツと日本のＧＤＰとＧＨＧ（
グリーンハウスガス＝温室効果ガス排出量）との対比だ。ＧＨＧは
直接エネルギー消費量とイコールになるものではないが、実際には
その９割以上が二酸化炭素で、ほとんどがエネルギー由来だから
ほぼイコールと考えていい。それでみるとこうなっている。
　
　いまや日本のＧＤＰ成長率とＧＨＧとは一致せず、特にドイツを見ると
一致しないどころか、逆に反比例 している。もはやエネルギー消費量が
経済成長を意味するではなく、経済成長がエネルギー消費を抑制して
いくのだ。

　しかし再びドイツと比較してみると、1990年から2010年にかけての
電気消費量の伸びは、日本が1.4倍であるのに対してドイツは1.1倍
しか伸ばしていない。ここまでの20年間の消費の伸びの放置分だけ
でも、日本はもっと節電できる余地がある。
　
具体的に言うなら、日本で進めてきた「オール電化」のような無駄な消費、
照明や冷蔵庫などの改善された省エネ率の活用、ガスヒートポンプ
エアコンの利用による急激な節電だ。

費用負担の妨げもなく、省エネすることができるのだ。

そして電源構成だが、不徹底な節電の結果を根拠にして、原発を維持
しない限り「経済的負担が重くなっても再生可能エネルギー
の導入を促進」が必要になると書いている。

　さて、本来の電源構成は、最大消費ピーク時の発電設備について
考えることを指す。年間平均ではないのだ。電気は貯められないので、
最大消費ピークに合わせて発電所を建てなければならないからだ。

　本当ならここで、再生可能エネルギーは「ピーク時に使えない電源だから」
と、原発推進派は欠点をあげつらいたいところだ。　しかしその点は
原発も同じなのだ。原発は事故の危険性があるために、出力を弱火に
することができない。その点は再生可能エネルギーと同じなので、
推進派はそこを「弱点だ」と騒げないのだ。

　ジャンプの電源構成は、本来ピーク時をまかなう電源構成で考える
べきなのに、全体的な電気の消費量を考えるふりをして、弱火に
できない原発の弱点を隠し、しかも岩波新書「原子力のコスト」に
明瞭に立証された「最も高くつく原子力発電コスト」を隠したままでいる。
ここでそのコストの比較を示しておこう。

　原子力発電を選択肢に残した場合の方が、「経済的負担が重くなる」
のが現実だ。

このパブコメは、ウソの上にウソの上塗りをすることで成り立っている。
しかしここで人々が「原発ゼロシナリオ」を選択するなら
、こんなずさんなシナリオのままで、進めることが不可能になる。

26171 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 男性 2030年のＧＤＰ、省エネ率、電源選択の三段階



26179 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 エネルギーの安定供給、原子力の平和利用の観点か
ら原子力、核燃料サイクルの維持開発は必要である
と考えます。世界的な原子力利用の観点からも原子
力を維持すべきと考えます。原子力比率20～25％を
支持します。

・世界的な資源争奪、貧困を解決するためにも原子力の利用を
今後、世界的な化石資源の争奪は増えることは明らかです。世界的なエネルギー供給を考えれば、日本が原子力を破棄して、化石エネルギーを過剰に輸入することは発展途上国の経済発展
を削ぐことにつながり、それは結果として世界的な貧困、紛争のきっかけつながると考えます。エネルギー資源による紛争、貧困を解決するためにも日本は原子力の技術をより安全なものにし、
化石資源の利用を減らすべきものと考えます。これは、地球温暖化対策にもつながります。

・原子力の平和利用の観点からの原子力、核燃料サイクルの維持を
日本は核兵器保有国以外で唯一、核燃料サイクルの技術を有する国です。この技術は、IAEAの核査察などの技術開発にもつながり、戦後核兵器が使用されなかったは、このような技術開発
が一躍かっているものと考えます。その日本で、原子力、核燃料サイクルの技術を破棄することは、核査察等の技術を破棄することにつながり、原子力の平和利用を損ない世界的な核兵器開
発へのきっかけにもつながる可能性があると私は考えます。そのためにも、日本は原子力の平和利用に向けて原子力発電および核燃料サイクル技術の維持をすべきと考えます。

・世界的な原子力利用における技術の安全性向上のために
ヨーロッパの一部では原子力を減らすとのことですが、フランスの原子力に依存するなど実際のところ困難です。原子力の利用が今後拡大するのは明らかです。その際、日本には耐震技術、核
燃料サイクル技術、高速炉技術、放射線技術など世界的に優れたものがあります。原子力の世界的な利用拡大において、日本はこの技術をさらに高め、原子力の安全性を高め、世界的な安
全確保に努力すべきです。

・最後に
私は、原子力は技術開発で資源を生むことができる人類が獲得した唯一のエネルギーと考えています。日本が原子力の利用を維持し、世界的な資源問題、環境問題を解決することは、これま
で化石燃料を中心に経済発展してきた日本がしなければならない責務であると考えます。日本のエネルギーの問題は、一国の経済、生活といったものだけでなく、世界な問題にも直結している
と考えます。今後起こりうる、世界的な環境問題、紛争問題を解決するためにも、日本にとって原子力は必要不可欠であり、さらに言えば世界的にも原子力は必要不可欠であると考えます。

26180 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオを支持。2030年にゼロでは遅すぎるの
で、大飯を停止して残りの原発は再稼動させず、全原
発の廃炉を決定して下さい。他のシナリオが選択され
た場合も核燃料サイクルは撤廃して直接処分してくだ
さい。

第一に、処分方法が決まっていない核廃棄物を後世に押し付けるのは無責任です。倫理の問題を無視したまま原発を再稼動し、これ以上核廃棄物を増やすことを許容できません。そのために
はすべての原発の廃炉を決め、これ以上運転しないことが必要です。

第二に、地震国日本において満足な安全対策が可能であるという言説に納得ができません。都合の悪い事例を例外扱いし、甘い想定に基づいた対策を施しただけの原発を運転させ続けれ
ば、また過酷事故が起きます。想定外の地震による原発事故に怯えて生活するのはうんざりですし、実際に事故が起こったときには取り返しが付きません。原発の運転を一日伸ばせば、それだ
け事故の確率も高まります。次の大地震が来て取り返しのつかない後悔をする前に、すべての原発を停止し、燃料を取り出し、速やかに廃炉作業を開始してください。

第三に、政府の取り組み姿勢を信頼できません。数々の危険性を放置したまま危険な原発を勝手な言い分で再稼動した大飯原発の例。国会事故調査報告の提言を無視したような規制委員会
人事案。政府が本気で原発の過酷事故の再発を防ごうとしているようには見えません。そのような政府やシステムで原発を安全に運転するのは無理です。すぐに止めるしかありません。

26181 法人・団
体等

会社員・
公務員

５０代 男性 レストランを経営していますが、計画停電がもし仮に
実施されると営業できない時間帯が発生してくると思
います。この場合の補償も見て下さるのでしょうか？
そうでないなら脱原発は断固反対です。

京都でレストランを経営しています。関西電力の計画停電のスケジュールを見てびっくりしました。ランチ、ディナーの時間帯等、店を閉めざるを得ない時間帯が出てくるではないですか？いつ
から日本は統制経済になったのですか。共産圏のような社会状況を何故生み出すのですか？無知、無能にも程度があり、看過できるものではありません。このような政治しか出来ないとして
ら、政治家は全員腹切りしてください。あり得ません。

26182 個人 法人等 ５０代 男性 原発ゼロ、自然エネルギー100％をめざすべき エネルギー政策としては、すぐに原発ゼロを実現するべきです。
自然エネルギー100％にむけて、国内の英知を結集して進むべきです。
我が国にはそれを可能にする人も知恵もあります。政府の決断こそが求められます。

原発ゼロと地球温暖化防止は両立します。その努力をすることこそ、新たな技術革新を促進し、日本の経済、国民生活の好転にもつながります。経済界にその努力をさせるために、政府が原発
ゼロをめざす決意を示すべきです

26183 個人 その他 ４０代 女性 原発ゼロシナリオを選択。原子力発電は、事故が起き
ると後の世代にも被害を及ぼし、回復が容易でない。
廃棄物の処理方法も決まっていない。現在の火力で
ほとんど補える。

原発ゼロシナリオを選択します。

原子力発電は、重大事故が起きると、今、被害を受けている私たちだけでなく、後に続く世代にまで被害を及ぼし、その心と体の痛みを回復することは容易なことではありません。

核廃棄物の処理方法が決まっていないのに、決して再稼働させてはいけないと思います。

昨年の計画停電を経て、蓄電池や再生エネルギーの技術は格段に進歩していて、今も電気は余っている状態とさえ言え、２０３０年を待たずに原発は不要になるでしょう。現在水力火力で、国
が必要な電力は賄えているのです。
再生エネルギーの開発でさえそれほど急務ではないはずです。

このパブリックコメントを本当に活かすなら、急がずに、すべてのコストなどを明らかにしてオープンな議論のうえ、公平で透明な議論をして、決定してください。

一般の国民が、自分の健康を損ねてまで、節電に励み、原発がなくても生きていけるように備えている、けなげな気持ちに政府は応えるべきではないでしょうか？

そして、何よりも多くの活断層を抱え、地震国である日本は原発をもう使うべきではありません。

26184 個人 無職 ６０代 男性 (1)ゼロシナリオを選びます。 福島第一原発事故は、原発を人間はコントロールできないということを改めて実証した。千葉県の住民や環境も大きな被害を受けている。原発事故が起こると、日本列島に人が住めなくなる可
能性もある。人類の生存のため、そして未来世代のことを考え、原発はすべて廃炉にすべきである。ドイツは福島原発事故を受けて脱原発に踏み切った。日本もそうすべきである。

26185 個人 無職 ３０代 男性 「エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見 (1)ゼロシナリオ

「２０３０年までに原発ゼロ」今在る原発を減らし、出来る限り早く自然エネルギー発電の開発を進め、２０３０年までに原発がゼロになる事を強く望みます。

26186 個人 自営業 ４０代 女性 0シナリオを希望。 2030年、原発0パーセント（0シナリオ）を強く希望します。

原発のあらゆる問題に懸念があるが、ひとつ上げれば使用済み核燃料です。

今国内にある使用済み核燃料つまり、核ゴミは1.7～2万トン。
六ヶ所村再処理工場を運営する、日本原燃社長はゴミの資産価値は15兆円だと主張しています。
ゴミが資産、国民はそうは考えません。

再処理をあきらめればただのゴミ、だから電力会社は資産だと言い続けています。
この危険で金のかかるゴミには多額の税金が投入されています。
そして、電力会社の売り上げの大方を払っている家庭が更にあおりを食っています。

使用済み核燃料の危険と財政負担を考えたら、原発は即刻廃止すべきです。

26187 個人 自営業 ６０代 女性 原発ゼロシナリオ（即時） １）原発は「たかだか電気を作る装置」（坂本龍一氏）であり、使い続けるには１）あまりにリスクが大きすぎます。３・１１におけるフクイチの事故がそれを証明しています。

２）世界中で、原発使用済み燃料―核のゴミの最終的な処分方法が、未だに見つかっていない。それは、あまりにも無責任で危険な、未来の人々に対する「負の遺産」に他なりません。

３）原発が無くても電気は足ります。（広瀬　隆氏・小出裕章氏）

４）専門家たちが、近い将来ほぼ確実に大地震が起きると警告し続けています。そのような状況のなかで、再稼働などすべきではありません。取り返しのつかない大惨事を招かないためにも、
全ての原発を即時廃炉にするべきです。

５）電力会社は原発を動かせなくなると、資産が減少します。民間企業である電力会社（原発村）の存続のために、わたしたち国民の生命を犠牲にしてよいのでしょうか？　人命よりも経済優先
の狂った価値観に異議あり！

６）また、核兵器を作るために原発が必要とされている、という説もあります。戦争を画策していると感じられる一部の指導者たちをみていて、非常に危惧しています。私たちは過去の歴史から学
ばなくてはなりません、今こそ。

26188 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力発電は、構造や制度上の欠陥があり、事故に
よる甚大な被害が出る。放射性廃棄物の処理もでき
ない現状では、原子力の利用はできない。再生可能
エネルギーを中心とするために、(1)ゼロシナリオを支
持する。

　昨年の東日本大震災の津波によって引き起こされた東京電力福島第一原子力発電所の事故は、これまでの原子力利用、特に原子力発電所に対する考えを大きく変える出来事になった。原
子力発電「安全神話」の崩壊である。
　福島原発事故の検証の中で明らかにされた中には、数多くの驚くべきことがあった。
　まず、原発の構造上の欠陥である。原子力発電を行う軽水炉は、基本的に「水」を大量に使うことで冷却し、炉心溶融を防いでいる。今回の事故でも明らかになった通り、炉心を格納している
容器内に冷却するための水を入れることができなければ、数時間で炉心溶融が起こる。高温の蒸気が充満して圧力が高くなったその格納容器内に注水するためには、内部の圧力を下げる必
要がある。福島原発では、このガス放出弁から出た放射性物質を含む蒸気のために、原発周辺の放射線濃度が上がって作業員らが被曝したという。さらに、炉内で発生した水素ガスが建屋に
たまり、１号機と３号機で水素爆発を起こした。２号機では、ガス放出弁が作動せず、炉内の圧力上昇によって格納容器が爆発する危険性もあった。炉心溶融を防ぐためには、周辺への放射性
物質の放出が前提になっていることが驚きであった。また、原子力発電所には高い耐震基準が設けられているが、それが三段階に分かれている。格納容器には最も高い基準が適用されるが、
その周辺構造物には低い基準が適用される。今回のトラブルの原因になった冷却系の設備や使用済み核燃料保管プールには、格納容器よりも低い耐震基準が適用されていという。どの設備
も原発の安全運転には欠かせないことを考えれば、驚きである。そもそも、４０年以上前に設計された原子炉を今も使っていること自体どうなのだろう。他の建築物での耐震基準が見直され、耐
震補強や建て替えが行われているのに、４０年前の格納容器が使用され続けていることに恐怖を感じる。
　また、原発が事故を起こせば、広大な地域が人の住めない土地となり、長い期間にわたって放射能の深刻なダメージが残ることがわかった。「除染」という言葉で誤魔化されているが、実際に
は甚大な量の低レベル放射性廃棄物を広範囲から集めたり、水で洗い流したりする作業で、放射線が除去されるのではない。福島県内の避難地域だけでなく、国内の広い範囲に放射性物質
が広がり、福島沖の海洋にも、大量の放射性物質が流れ出した。その被害の大きさはいまも解明されていない。「事故以来、放射線の影響で亡くなった人はいない。」という蒙昧な発言があった
が、被爆国の国民としては考えられないことである。現在の東北の復興の状況を見れば明らかなように、原発事故のあった福島だけは、その津波被害の片付けさえもできていない。被爆を覚悟
しなければ、復興すらかなわない状況である。
　さらに、もし事故が起こらずに安全に原発を運転したとしても、放射性廃棄物の処理方法や場所についても、原子力利用を始めてから何の進展もしていない。最終処理施設を受け入れても、
最終処分場を受け入れる自治体はない。まして、至る所に断層があり、どこでも震源地になる日本では、最終処分をすることができる場所があるとは考えられない。放射性廃棄物のことを考え
れば、半減期を待たず、すぐに無害化できるような技術が確立されない限りは、常に危険と隣り合って暮らすことは避けられない。国内での最終処分が考えられない限りは、原子力を利用して
はならないと考える。
　将来の日本人が、「昔はあんな危ないものに頼っていたんだ。」と笑い話にできるように、再生可能エネルギーの利用を国策に中心に据えて進めてほしいと考えている。国による規制緩和で、
新しい業態が生まれて産業が発展することもあれば、逆に規制強化で既存の技術や施設が使えないことから技術革新が進んだ例が、これまでにたくさん見られる。原子力の利用を規制するこ
とで、再生可能エネルギー利用へと社会構造が変化し、その技術革新や高効率化、また多様化が進んでいくと考える。日本の技術が進歩することで、原子力の輸出ではなく、再生可能エネル
ギー利用技術が世界に輸出されるようになり、地熱発電プラントのように、日本の輸出産業の一翼を担う可能性も大いに考えられる。
　これからの省エネルギーの暮らしを構築していく上で重要なのは、需要を増やしてそれに見合う分の発電をすることではなく、いかに需要を減らし、エネルギーの浪費を押さえるかと言うことで
ある。「エコ」という言葉を唱え、買い換え需要を起こす補助金政策だけでは、充分とは言えない。今、福島の原発事故を契機にして、節電の風潮が広まっている。各地で原発の再稼働に反対
し、供給電力が少ないならば節電する、不便な生活も受け入れようとする考えが広まっている。その動きと協働することこそが重要であり、国民の支持する国策であると言える。このことから、電
力会社の経営を守るためでなければ、福島原発だけでなく、既設の事故を起こしていない原子炉についても、廃炉の費用を各電力会社の引当金に加えて国費から拠出することも可能であると
考える。
　以上のことから、今回の「エネルギー・環境に関する選択肢」では、(1)ゼロシナリオを支持し、さらに、即時「原発ゼロ」を目指すことを提言したい。

26189 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 エネルギーの将来像については、電源構成を何%に決
めるということでなく、どのようなエネルギーを選択で
きるかという議論とすべき

政府がエネルギーの選択をする際は、ひろく意見を聞きことが望まれる。国が電力関係者の意見のみを排除しようとするのは、広く意見を聞く姿勢が有るのか疑問に感じる。世界の先端を目指
すのは良いが、太陽光などのドイツの方針転換もしっかり評価して欲しい。

26190 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 １．０％（即時全原発廃炉） １．放射性廃棄物の処理方法がないまま、再稼働することは子孫に禍根を残す。
２．地震頻発国の日本では、原発は適当はエネルギー源ではない。
３．再利用再生エネルギーの研究・開発によって、新たな雇用が生まれ、世界にも貢献ができる。

26191 個人 自営業 ５０代 女性 これ以上放射能で地球の未来を壊すのはやめてくだ
さい。
子どもたちの未来をつぶさないで！今だってとても脅
威なのに。
原発はいりません！！

原発事故を起こした国ですよね！まだこりないのですか？
ここでも言います！！
私たちに美しかった日本の豊かな自然の恵みを返してください！
それができないのならなぜまた新たな破壊を始めるのでしょう。
もうこれ以上苦しめないでください。

26192 個人 その他 ５０代 女性 原発は０％にする。そっこく、日本は原発を持たない
国にすることが望ましい。

私たちは、福島原発の事故により、原発事故の現状を目の当たりに知った。
そして今も汚染は続き、福島のみならず様々なところが放射線のホットスポットになっている。その状況を知る限り、どうして原発を維持しようなどと言うことができるだろうか。

2011年3月11日以降、日本は地殻変動期に入ったとされている。いつ、どこでどのような地震、津波が起こってもおかしくない状態なのだ。このような日本列島に原発を作ることは自殺行為と言っ
ても過言ではないだろう。狭いこの列島でさらに事故が起こり放射能が飛び散れば、日本は壊滅する。この国の国土を守るためにも、原発はあってはならない。

原子力発電は多くの被爆者を作る。ウランの採掘場、発電所の内部作業、彼らの犠牲の上に存在する原子力発電は、人権の面から考えても、存続させてはいけないものである。

原子力開発は利権によって動く。人の命、安全をお金で左右してきた歴史と今すぐに手を切らなければならない。

人間は、時として過ちを犯す。核のあやまちを二度と犯さないように。

原発は、要らない。

26193 個人 家事専
業

５０代 女性 原発ゼロ 放射能を完全に除去する技術が確立していないままに、技術を乱用することは、次世代に対する責任の欠如である。
そのような原発は廃止すべきだから。

26194 個人 自営業 ６０代 女性 「エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見

「２０３０年に原発０」ではなく「即刻原発０」を主張しま
す。

　日本はこんなにも豊かな海に囲まれています。
今回の原発事故により、多くの海産物に被害、汚染がでてしまい、安心して子供たちにたべさせることが出来なくなっています。

これからも、原発を再稼動させようとしていますが、
即刻やめるべきです。

子供たちに、核のごみをおしつけ、核武装をしているうちに、
日本が住めなくなってしまいます。

今までの日本人は１００年先の子孫のことを考え、
木を植えたりしていました。

今の日本人は、１００年ももっと先までの子孫に
尻拭いさせようとしています。

日本人の心を思い出そうではありませんか。



26196 個人 その他 ６０代 男性 原発ゼロシナリオを選びます。 自然エネルギーを推進してください。
省エネルギーの取り組みを推進してください。
地域分散型のエネルギー供給を進めてください。

26197 個人 その他 ６０代 男性 日本にとって原発は素晴らしいエネルギー源。世界一
の安全対策を確立し、リスク分析を徹底的に行い対
応策を講じる。その上で、発電手段のベストミックスを
見出しエネルギーの長期戦略を策定し実践する。

安易な原発ゼロという極端な風潮に流されるべきではない。日本にとって何が最適なエネルギー戦略なのかを考え政策に反映してほしい。

26198 個人 法人等 ２０代 女性 ２０３０年段階の全電源に占める原発の比率につい
て、

(1)０％　!!

これって読んでくれるんですか？？
あなたは誰？？

福島の現状・・・・・
活断層・・・・・・
事故対策・・・・・・・

あなたはどう思っているのですか？？

なんの為の政治？？
誰の為の国？？

私達や、もっともっと若い世代に、安全な未来を残してはくれませんか？？
私達は、原発のない社会を切望しています。

本当に
本当に
本当に

原発なんてなくなればいい。
それができないお国の役員なんて、私達には必要ありません。

26199 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロシナリオを望む。関西電力は原発稼動後、
火力発電をとめた。他の電力会社管内で原発は今夏
稼動無し。原発ゼロでもやれることが実証された。原
発は健康面・経済面で悪影響が大きく、全て即時にや
めるべき。

福島第一原発の事故で非難を余儀なくされた人や、失業した人が大勢いる。
事故は今も収束しておらず、放射能が漏れ続け、土壌汚染や海洋汚染の結果、農林水産業や畜産業も悪影響を受けた。
人体への被害も、低線量被曝による影響がはっきり出てくるのは数年先のことである。
食物の汚染も深刻で、ＥＵをはじめとする諸外国では日本の農産物の輸入禁止措置がとられた。
工業製品にも、規定以上の放射性物質が検出され、中古車等の輸出も影響を受けている。
健康面・経済面・産業育成面の損失は数字で発表されていないだけで計り知れない。
電力会社の賠償額に算入されてはいないが、もし算入されたとしたら、賠償しきれないほど莫大な金額になることは明らかだ。
将来、人体や環境への影響を無視したまま原発を動かすこと自体、人道問題として扱われることもありうる。
しかも、放射性廃棄物の最終処分地すら決まっていない。

関西電力は原発を稼動させた直後、火力発電をとめた。
逆説的だが、このことから原発で作っている電力量は、原子炉を動かさずとも火力発電でまかなえると判明したのである。
しかも今夏、他の電力会社管内では、原発が稼動しているところはない。
それでも電気が足りることが実証された。

一度事故が起きると取り返しがつかず、経済的・人体的リスクも大きい原発に頼るより、火力等、他の発電方法に変える方がリスクが小さいわりにメリットが大きい。
企業で独自に発電している所もあり、電力そのものの量は十分足りる。
段階的でなく、今すぐでも原発ゼロでやっていくことはできる。

電力会社も健康面や経済面でリスクの大きい原発から撤退し、廃炉作業と経営が双方成り立つ道を考案した方が賢明である。

以上より、原発ゼロシナリオを望む。

26200 個人 家事専
業

５０代 女性 福島原発事故を経験してわかるように原発は予想す
らできえない悲惨な状況を引き起こします。年内にで
もすべて停止、廃炉のための準備を始めてほしい。人
間の叡智を集め、努力すれば必ずや成し遂げること
ができます。

　事故以来、私たちは大きな不安の中にいます。福島から遠くはなれた私のふるさと静岡においてもセシウム汚染のためにお茶を廃棄せざるをえませんでした。今除染のための作業があちこち
で行われ、私の住む東京でも、いえ私の庭でもその作業をせざるをえませんでした。しかし私たちは知っています。除染などやりきれるものではないと。同時に原発は実際経済性にも劣ることが
わかってきました。これ以上私たちの生まれ、生きてきた大地を、水を、必要以上の便利さのために汚してはなりません。まったく制御することのできぬ放射能を拡大拡散するようなものとはおさ
らばするしかないのです。
　日本は技術力のある国です。自然と共に生きる技術を開発し、国民すべて力を合わせ豊かな森や水・太陽を利用して生きる道を世界に発信すべくおおきな一歩を踏み出していきましょう。

26201 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 ゼロシナリオを選択します。

未来の子供達、地球にある命に対して私達の今の選
択は重要と考えます。

ゼロシナリオを選択します。

現在、クリーンエネルギーへのシフトには、多くの費用がかかるとの意見を見ましたが、未来の子供達、地球にある命に不安を残さない為には、今、ゼロシナリオに向けて動くべきだと思います。
今回の東日本大震災のように予想以上の自然災害など起こる可能性があるのですからそれが起こったときに原発に何かが起こったらどうなるのでしょうか？
私たちは誰もが、未来の子供達には、安全を残したいと考えているのが本来なのではないでしょうか？
この考えで動いて行けば、おのずと答えがでてくると思います。
今、費用の面、そのほかの問題などありますが、まずは、未来どういう地球、日本を残したいがそのために今できることをして、動くことが重要に思います。

26202 個人 無職 ４０代 男性 脱原発（ゼロシナリオ）を支持します。 放射性廃棄物の処分方法が決められない中で、原発を再稼働して廃棄物をためることは間違っています。地層処分にも反対です。また、常に想定を超える災害が発生することも考え合わせれ
ば、原発再稼働は間違っています。
場当たり的なやり方をやめ、今後は、自然エネルギー技術を輸出して経済成長をするのだとの覚悟で、その普及と技術開発への支援をお願いします。

26203 個人 自営業 ４０代 女性 原子力発電は０％に 原子力発電は危険過ぎます。直ちに全炉廃炉にしてください。

また、日本が世界中にすべての原子力廃止を呼び掛ける立場に戻るべきだと思います。

よろしくお願いします。

26204 個人 自営業 ４０代 男性 原子力発電は０％に 原子力発電は危険過ぎます。直ちに全炉廃炉にしてください。

また、日本が世界中にすべての原子力廃止を呼び掛ける立場に戻るべきだと思います。

よろしくお願いします。

26205 個人 自営業 ７０代 男性 原子力発電は０％に 原子力発電は危険過ぎます。直ちに全炉廃炉にしてください。

また、日本が世界中にすべての原子力廃止を呼び掛ける立場に戻るべきだと思います。

よろしくお願いします。

26206 個人 自営業 ７０代 女性 原子力発電は０％に 原子力発電は危険過ぎます。直ちに全炉廃炉にしてください。

また、日本が世界中にすべての原子力廃止を呼び掛ける立場に戻るべきだと思います。

よろしくお願いします。

26207 個人 家事専
業

４０代 女性 発想を転換し社会を変革すべきとき。原発ゼロを目指
す明確な目標を掲げる必要がある。原発を残すあい
まいな選択では社会は動きださず、結局は原発依存
から抜け出せない。原発ゼロのための負担増はやむ
をえない。

このまま世界で原発が増えていけば、事故やテロのリスクが増し、使用済み燃料の処理も追いつかず、人類の生存を脅かしかねない。唯一の被爆国であり原発事故を起こした日本は、核との
決別の先頭に立つ宿命を負っていると思う。今が変革のチャンスであり、大量生産・大量消費、経済最優先から発想を転換し、持続可能な社会をめざすべきだ。原発ゼロを目標にかかげ、家庭
も企業もできることから取り組み、国民すべてが等しく負担を負わなければ、社会は変わっていかない。発送電分離、自然エネルギー導入の加速、電力の地産地消、節電、蓄電や省エネ技術
の開発など、できることはすべてやりながら、現在止まっている原発は原則再稼働せず、リスクの高い原発から順次廃炉にしてほしい。

26208 個人 自営業 ４０代 女性 原子力発電は０％に 原子力発電は危険過ぎます。直ちに全炉廃炉にしてください。

また、日本が世界中にすべての原子力廃止を呼び掛ける立場に戻るべきだと思います。

よろしくお願いします。

26209 個人 自営業 ７０代 男性 原子力発電は０％に 原子力発電は危険過ぎます。直ちに全炉廃炉にしてください。

また、日本が世界中にすべての原子力廃止を呼び掛ける立場に戻るべきだと思います。

よろしくお願いします。

26210 個人 自営業 ６０代 男性 シナリオ１） シナリオ（１）しかあり得ない。かつ、即時停止を求めます。放射性物質は人間の手に負えるものではなく、原発を稼動させる限りリスク回避はあり得ない。なにもそんな危険を犯す必要がどこに
あるのかわからない。火力・ガス･そのほかの代替エネルギー。方法はいくらでもあるだろう。何かが欲しくて原発を動かすのだろうが、認めるわけにはいかない。

26211 個人 自営業 ６０代 女性 原子力発電は０％に 原子力発電は危険過ぎます。直ちに全炉廃炉にしてください。

また、日本が世界中にすべての原子力廃止を呼び掛ける立場に戻るべきだと思います。

よろしくお願いします。

男性５０代会社員・
公務員

個人26195 テーマ：世界のエネルギー需要と日本の役割(続々編)

前回<http://agora-web.jp/archives/1476813.html>までは、2050年の世界人口90億人時代を見据えて、人口が減少していく日本の視点ではなく先進国並みの生活水準を求める新興国の視点
から、基幹エネルギーの候補として『本質安全を追求した次世代原子力』と、そこに震災を経験した日本の貢献の余地があることを個人的見解として述べた。（国内の再生可能エネルギーを節
度ある政府支援のもと補完的に位置づけることに異論はない。但しエネルギー比率の無理な設定は市場経済下では困難と思う。）

また、ＣＯ２増加による地球温暖化には様々な意見があるが、数々の客観的なデータ（事実）を直視せず懐疑的な態度を取り続け、今世紀後半に地球規模でのカタストロフィックな気候変動を惹
起させてからでは後世の人々から安全神話の崇拝だったと非難され、想定外とは言い訳できないだろう。発電に次ぐＣＯ２発生源である車のガソリンから電気へのシフトも供給電源の脱化石化
と併せて取り組む必要がある。

さらに国内製造業は市場環境の悪化（需要減少、円高継続、高法人税率、電気料金高騰）から製造設備の海外展開を加速しており、既に過半が国外資産という企業も少なくない。海外での安
定した電力への要求は直近の日本企業にとっても経営を左右する重要課題である。（例：最近のインド大停電）

そこで今回は21世紀とはどういう時代なのかを俯瞰的に捉えることから、エネルギー問題を考える際の普遍的・客観的な視座を皆さんと共有したい。

21世紀は先進国の『成熟期』と新興国の『成長期』が同じ地球上で混在し共存しあう時代である。そこでは文明や宗教や文化の対立の負の局面も発生するが、経済的な面では『成熟市場ビジネ
ス』と『成長市場ビジネス』の機会が同時に生まれる正の局面も発生する。如何にして対立の局面を対話の局面に転換し、人類全体として物質的・精神的な豊かさを追求していくかが課題であ
る。（衣食足りて礼節を知る世界）

今後、先進国は環境や都市問題、少子高齢化等の課題に先行して取り組んでいくと共に、新興国に対しては自ら歩んできた道程の教訓を伝えなければならない。一方、新興国は先進国の発
展過程から多くの教訓を学び取り、同じ過ちを繰り返さないようにしつつ、いずれ訪れる将来の成熟期に対する備えも意識しなければいけない。それが人類の学習能力であり知恵というものだ
ろう。

末尾の文献3)に詳しいが、世の中の事象は［成長］［限界］［遅れ］［衰退］の各フェーズからなるモデルとして捉えられる。幾何級数的な成長はいずれそれを阻む制約条件にぶつかり、そのシグ
ナルを検知しても実際の対応が遅れることによりシステムは不安定となって一気に崩壊するか不可逆的に衰退する。これは人口、エネルギー、工業生産、食料、土壌、水、農地、森林等の人間
生活に関係したあらゆるリソースや社会現象一般にも当てはまる。

これを人間にとって望ましい形に変えて（コントロールして）いくには、経済的・社会的・生態的なシステムの因果関係と構造を知り（フローとストックの関係、フィードバックや閾値）、その根底にあ
る原理・原則（メンタルモデル、価値観）まで遡ってシステムの構造を意志をもって変えていかなければならない。成長の限界を生む制約条件に対しては技術的な手段によりこれを解消するか条
件を緩和することである。エネルギー問題では効率的な再生可能エネルギーや革新的な蓄電・送配電技術の実現、安全な次世代原発の開発があるだろう。もうひとつは意図的な成長自身のコ
ントロールであるが、価値観の議論が伴う困難な課題かもしれない。（例：産児制限による新興国の人口抑制）いずれにせよ目指すべきは外部的に安定し内部的に最適化された『動的均衡社
会』であるだろう。（例：省エネ、省資源、消費行動の改善、外部不経済のコスト化、農業生産の拡充、工業製品の長寿命化、etc.）

21世紀前半に生きる我々は、エネルギーにおいて21世紀後半までを意識した持続可能で現実的な手段を準備する義務と責任がある。生まれた時代と場所に個人の幸・不幸が決定的（絶望的）
に左右される現実のなか、豊かな時代と場所に育った我々はその幸運に感謝するとともに、経済的活動によって非合理を合理に変え、倫理的活動によって不条理を条理に変えていくことが、こ
の世に生きた証になるのではないだろうか。政府・専門家・マスコミは、エネルギー問題を大局的な視点から人類的なテーマと捉えて国民を啓蒙して欲しいものである。

【参考文献】
1)宇宙船地球号　操縦マニュアル：B.フラー
2)文明の衝突と21世紀の日本：S.ハンチントン
3)成長の限界　人類の選択：D.H.メドウズ他
4)地球の論点　現実的な環境主義者のマニフェスト：S.ブランド
5)Vision 2050 The new agenda for business：WBCSD

エネルギー問題は21世紀後半までを見据え新興国の
隆盛による圧倒的なエネルギー不足を踏まえ日本の
生き残り策としての原子力への貢献を考えていかな
ければならない。以下のアゴラに投稿した一連の記事
を参照。



26212 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロシナリオ、即時。 すでに原発事故を起こし、多くの人を苦しめています。もし原発が、電力を安定的に供給し、人間の生活をより良くするために生み出したものならば、それを使う人間の生命を脅かすものなら、
全く意味がない。
原発事故を起こしておきながら、また同じ過ちを繰り返す可能性のあるものを推進することは、理解しがたい。

26213 個人 家事専
業

３０代 女性 原発の即時停止を求めます。 東日本大震災をうけ、日本国としてのエネルギー政策の転換期であると認識をしています。
原発を廃炉にするのにも長い年月と、お金がかかりこれは多大な税金が投じられており、私達の子どもへの負債です、これ以上負債を大きくするのを止めてください。
電気の使い方を、国 企業 個人レベルで見直し、自然エネルギー技術の先進国である日本は、自国の電力供給を、自然エネルギーへ転換するよう舵をきる時であり、電気のために命をかけて
いる今の現実を変えて行ける知恵と技術を持っています。

国の政策として、原子力発電所の即時停止を求めます。

国主導のもと発送電分離を行ない、自由競争となれば、理不尽な値上げを承諾する必要も無く、電話のように安くなり、発電先を選べるようになれば、自然エネルギーで発電されたエネルギー
を購入したいです。

26214 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 原発ゼロシナリオに賛成です。

原発を使うのは、核廃棄物の処理方法が発見された
あとの話でしょう。

そもそも、地震大国日本になぜ原子力発電を導入したのか、信じられません。最初の考えが甘すぎた政府の責任です。

活断層の上にある原発。いつ事故が起きても不思議ではありません。今後、福島のような被害地が2カ所上同時にあって、日本はやって行けますか？原発を使い続けるのはリスクがありすぎま
す。

核廃棄物の処理方法が見つからないうちに原発を使い続け、行き場のない核廃棄物が溜まっていったとしても、その廃棄物が地震などで流出する可能性は大いにあります。

原発を使い続けるということは、核廃棄物による危険も増えていくということです。それは、子孫に危険を押しつけているということに他なりません。

原発を廃炉にすること自体も大変な作業であり、また、核廃棄物処理の責任は永年残ります。原発産業に従事する人達には、そちらで頑張ってもらわないといけません。

原発の利権に縛られることなく、すみやかに廃炉の手続きを取り、自然エネルギーへの移行を考えてください。

ドイツは脱原発を決めましたが、それは勝算あってのことです。映画「第4の革命」を見ましたか？ドイツではテレビで放映され、脱原発の後押しになったそうです。それを見ると、自然エネルギー
への移行を阻害しているのは、技術の後れではなく、「原発に絡んだ利権」であることがよくわかります。

今の政府や経済界の中に、自分が生きているうちだけ幸せなら、あとはどうなっても構わない、というエゴが見えます。
今後の子ども達の幸せのために、今、苦労をするのは当たり前です。原発の導入から間違っていたのですから。やるときはやってください！正しい決断を望みます！

26215 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 　原発の廃絶、東電の解体、そして日本帝国主義の
打倒を！そして、ベトナム等アジア第三世界への原発
輸出を許さない！

　原子力を推進した自公民、財界、帝国主義労働運動「連合」を絶対許さず、解体する。

26216 個人 無職 ４０代 女性 ゼロシナリオを支持します ・事故を起こした福島第一の1、2、3号機および使用済み核燃料を保管していた4号機の事故後の処理が終わっていないどころか、具体的な作業の見通しも、燃料がどのようなかたちでどこにあ
るのかも分かっていない。線量も高く、廃炉にかかる時間・費用・人員が膨大である。
・国土を汚染し、国民を被曝させたことは、総合的に見て一番コストが高いと思われる。
・沖縄を除く、日本のどの地域にも原子力発電所が海沿いにあり、大きな地震が起きた際に、事故の可能性が高い。
・使用済み核燃料の処理ができないまま、これ以上核のゴミを増やすのも、問題を棚上げしたままの先送りであり、もはや限界である。

26217 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 電力コスト上昇は産業空洞化を加速。個人の省エネ
も限界。代替電源ない脱原発反対。ＣＯ２削減が最優
先課題。自然エネルギー優遇継続と原発非常電源確
保が重要で、コスト明示した電源別料金メニュー導入
が不可欠。

長年銀行で企業競争力を調査した経験から国際競争で１銭単位のコスト削減に鎬を削ってきた日本企業にとって電力コスト上昇は産業空洞化を決定的に加速させると考えます。個人的には自
宅の電力使用量を昨年３０％、今年１０％削減してきましたが、小学生の子供と年老いた両親を抱え熱中症が懸念され、個人レベルの省エネ努力も限界です。少なくとも私の周辺で脱原発を主
張される大部分の人は原子力発電や放射能について驚くほど無知でした。現実を直視せずムードに流されて代替電源のないまま脱原発を選択することは日本に大きな禍根を残すと思い意見
を提出します。
まず電源に関しては、エネルギー政策に関する長年にわたる議論の方向性が尊重されるべきです。日本は石油ガス資源に恵まれない中で地球環境問題に真剣に取り組んでいかなければなり
ません。エネルギー政策の第一優先順位は温暖化効果ガス削減のはずです。化石燃料ベースの発電抑制が引き続き最大課題だと思います。自然エネルギーの比率は長年の優遇政策にもか
かわらず一向に増えていませんし、コストもなかなか下がりません。一方、原子力発電はバックエンドのコストに不透明さが残ること、今回の津波で電力会社のフェールセーフ思想が不十分で
あったことが判明しましたが、引続き大量かつ相応のコストで発電が可能な状態にあります。これまで大量の原子力発電に依存しながら割高な自然エネルギーへの転換に取り組まなかった
人々が今更脱原発を叫ぶことは私には無責任としか思えません。脱原発を主張する人々は原発が危険だといいます。しかし福島第一原発以外の被災地沿岸の原子力発電では事故は食い止
められています。「想定外」が批判されますが今回の津波を想定して対策を打たれた事実が他にあったのでしょうか。楢葉町が原子力燃料の中間処理施設の建設要望を出したというニュースを
先日見ました。万一の危険性を抱える原子力発電関連施設を誰が好んで誘致するのでしょうか？故郷を守るための苦渋の選択だったはずです。大切なことは放射能汚染で生活に大きな負担
を強いられている地域の人たちの支援を十分にすることであり、また大津波に耐えうる原子力発電所の電源対策を万全のものにすることだと信じます。自然エネルギーの制約条件も矮小化さ
れすぎているように感じます。ダムはもちろん地熱発電所の建設適地は限られています。風力発電も安定的に風が吹き景観や騒音問題のない場所がどれほどあるのでしょうか。太陽光発電は
私も自宅の屋根に設置したいとは思いますが住宅ローンでようやく自宅を建てた身には相当の出費で、簡単にできるものではありません。自然エネルギー拡大への継続的な政策優遇と原子力
発電所の非常電源確保の追加対策が現在のエネルギー政策に求められることだと考えます。
また、供給サイドの議論と同時に電力消費の立場からの議論をきちんと行うべきです。少なくとも私は太陽光発電を屋根に設置するまでは割高でも自然エネルギーを選択したいと思っていま
す。一方で、人件費を削りながら何とか生き延びている企業も少なくありませんし、個人的にも生活保護受給家庭なども増えていますし、それぞれの主義主張があると思います。電力消費に対
して一律の料金体系を押し付けるのではなく、定期的に価格＝コストを明確に示した上で料金体系メニューを自然エネルギー、原子力発電、化石燃料の３つくらいに分けて選択させるように移
行するべきだと思います。その際、原子力発電のバックエンドコストや化石燃料の炭酸ガス国際購入コストを加える必要がありますし、自然エネルギーに対する補助金などは控除する必要があ
ります。これらを開示したうえで、各電力会社単位で電力消費者のいわば人気投票の結果に沿うように電源構成を調整すべきです。国の電力政策、エネルギー政策は消費者の投票結果に電
源構成を近づけるような補助金や負担金を設定することが、国民の選択を最も適切に反映させる手法のように思います。インターネットや携帯電話がこれだけ普及しているのですから国民投票
させることは困難ではないように思います。今回のように将来のある時点の原子力発電比率を選択させるというように、将来の需要レベルも供給条件もわからない、コストに関する突き詰めた議
論もないなかで、意見を出させる手法自体がナンセンスと思います。
電力会社は電力消費者が選択するに十分なコストなど諸条件の資料を定期的に見直し、開示するとともに、自己の責任と権利を明確に自覚した電力消費者が電源を選択する、そしてその集計
結果に近づけるような政策インセンティブを国が講じるというような姿が最も望ましいと考えます。そうしなければ真の意味での国民のエネルギー選択にならないのではないでしょうか。

26218 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原子力発電　０％　に向かう方向を希望する。 (1)放射性廃棄物の処理に多額の費用がかかり、放射線の漏れや放出が少しでもあること。それらのリスクが、現段階～近未来の世界の技術で払拭されるとは考えられない。そのため、原子力
発電は、あきらめるしかないと考える。
放射性物質を人間が使うことは、放射性物質を地球上に増やすことになり、地上の生物として、地球全体の自然・環境破壊につながるので、してはいけない行為と考えるため。

(2)原子力発電にかかる費用に、放射性物質の購入～発電所建設、研究費、人件費、再処理工場等の建設や再処理にかかるもろもろの費用まで計上されているとは思えない。電力会社や政
府の言っている、もともとの、原子力発電は経費が安い、という説明が全く信用できないため。

自然豊かな日本は、地熱、潮流や波、河川流等の再生可能エネルギーを積極的に研究開発し、世界にひろめていく責務を負っていると考える。

26219 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 男性 ２０３０年時点での、原発ゼロを希望します。 ２０３０年時点での、原発ゼロを希望します。

　福島県郡山市から札幌市へ自主避難中の者です。原発は、核反応を止めた後も冷却し続ける事が必要な停止のスイッチが無い発電だと、福島原発事故で初めて知りました。事故があれば
放射能汚染が広まり、命が危険にさらされると言うあってはならない事です。

　日本にある原発は、全部海岸に面しており津波による被害に遭い、予備発電施設・燃料タンク・冷却用水源は使えなくなり、第二の福島原発になるはずです。
　すぐにでも原発すべてを停止して廃炉にして欲しいですが。どうしても、残っているウラン燃料が使いたい・・、使用済みウラン燃料の冷却施設が必要ならば、内陸の例えば、琵琶湖・猪苗代
湖・十和田湖などに建設経費の上限を付けない災害に完璧に耐えられる最新原発を日本の技術で造って世界に見本を見せて下さい。

　また、北海道に来て、本州から海底ケーブルみたいな施設で電力を譲って貰っているのをしりました。再生可能エネルギーの先が見えないなら、発電の燃料を探すのでは無く、海外の大陸か
ら電気自体を海底ケーブル施設で輸入出来ないものでしょうか？

26220 個人 自営業 ６０代 女性 速やかにすべての原発が廃炉となってほしい 　３つのシナリオの中では「原発ゼロシナリオ」ですが、本当の想いは、即時原発ゼロです。

　ひとたび事故が起こればコントロール不能となり、命を危うくし環境を汚染する等、甚大な被害をもたらし、正常に稼働したとしても核のゴミを出し続け、そのゴミが環境に影響がなくなるまでに
何十万年もかかるといいます。その間ずっと安全に管理し続けることなど、いったい誰が保障できるのでしょうか。今の生活のために、一部の既得権益のために、後世の人にそのつけを払わせ
るのは、してはいけないことです。それが今を生きる生命体としての良識です。
　人間は、地球の大地と、宇宙からみたらわずかな地表空間に守られて生かされている生き物です。その大切な環境に、自ら汚染物質を出し続けて良いわけがありません。原発を稼働すること
は、愚かさからくるおごりだといえます。
　原発の下に活断層がある疑いが少しでもあるなら、まずそれから、即刻廃炉にしていってください。それが福島の事故からの教訓です。
　
　再生可能エネルギーにシフトする方向に舵を切ってください。技術力のある日本人なら、必ず出来ると信じます。

26221 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 人類が今だコントロールできない原子力を扱うべきで
ない。

福島の第一次産業　農業だったり、畜産業がどんだけの被害が出た事か。今だ上、下とも放射能漏れは止まっていない。1年以上たっても、人間がコントロールできない放射能を使用すべきで
ない。

26222 個人 家事専
業

３０代 女性 原発事故で国民は原発は手に負えないものである事
を理解した。原因の発端を全て廃炉にし迅速に新エネ
ルギーの開発に力を注ぎ、すぐに再生可能エネル
ギーを利用可能にし、「新しい・発展的な」日本をア
ピールすべし。

　原子力発電所の事故によって、原発には限界がある事を国民は身をもって知りました。老朽化した原発は建て替えることさえままならないことも立証済です。今後も地震に限らず、何かの拍子
にまた同じような事故が起きます。そしてその責任は取ると言っておきながらも全く不十分です。現に線量で解決しないような方策を沢山打ち出し、被災者には雀の涙の補償金で手を打てと言
われているというのが国民感情です。責任をとることもできないのになぜ原発を続けるのかと考えたときに、明らかに電源対策というよりは核兵器開発にむけたウランの利用を世界にアピール
し、威嚇しているとしか国民は受け取ることができません。なぜチェルノブイリでは移住するような線量に国民を置いておくのでしょうか？
　今回の原発事故で我々国民は原発はほぼなくても生活できることもよくわかりました。原発事故の終息には多大な資金投入が必要だということもわかりました。そして除染がやってもきりがな
く、やりきれないことも。また各国との友好の点から見ても、海水に放射能をまき散らした件では大きな反感を買っているでしょう。それでも今後日本は核を持っていれば安全でしょうか？どんな
道をとっても同じなのではないでしょうか。
　上記のことを踏まえて、日本は今後の在り方をよく考え、再生可能エネルギーの利用に成功した第１国としての地位を狙うのが一番良いと思います。放射能で汚染された国という悪いイメージ
を一掃し、最先端を行く国だというようなイメージを植え付ける、それで世界の見る目も変わって経済が活性するような国づくりをすべきです。そしてそんな日本に各国が恐れをなし、警戒する、
こういう図式の方が安全保障上も望ましいのではないでしょうか。ですからただちに利用できる資源と問題点の洗い出し、モデル事業の設置、それを踏まえての試行錯誤の施作をしていただき
たいです。個人的には波を利用しての発電方法などの研究・開発に着手してもらいたいですが。

26223 個人 自営業 ５０代 女性 即時0を求めます。 人類が原子力をコントロールできないことは今度の震災で十分にわかりました。また自然に対しても一塵でしかないこともわかっています。想定外の地震津波のように言われていますが安全は
どんなことがあっても安全ということであって、想定外があるはずがありません。自力で始末できないようなものを使ってはいけないのです。古文書などからも続いて巨大地震が発生していること
もわかります。もし子供たちが被害にあったりしたらと考えると即時0として早急な代替えエネルギーに移行するべきだと思います。2030年では遠すぎます。経済活動に重大な影響があるかもし
れません。でもその経済活動の恩恵を受けるべき人間が生命の危険にさらされていたら、本末転倒です。
今政府は、電気売買システムの改良など頑張っていると思います。経済状態を保ちながら原発0は無理なのでしょうか？電気は原発がなくても十分間に合っているとも聞いたことがあります。徹
底的に調査して私たちに教えてください。もっと国民の方を向いてください。

26224 個人 無職 ６０代 男性 ０シナリオ。２０３０年までに原子力発電を０にするべ
き。

１）　　日本は世界でも有数の地震発生国である。世界で発生するマグニチュード５以上の地震の20％が日本で発生している状況から、地震や火山から影響を受けずに原子力発電所を設置で
きる場所は殆ど無く日本では原子力発電を直ちにやめるべきである。米国ですら地震が発生し易い西海岸には原子力発電所は少ない。
２）　　核廃棄物の処理施設を保有しないまま、原子力発電を続けることは問題の先送り以外の何者でもない。これ以上の核廃棄を増やさないためにも原子力発電はやめるべきである。
３）　　原子力発電による電力は低コストであると電力会社は言っているが、核廃棄物の処理費用、廃炉費用、用地取得や地元懐柔のための税金、事故処理費用（賠償金を含む）をコストに正
確に算入すれば、日本では他の発電方法に比べ安いとは言えない。今後シェールガスの開発により燃料費は上昇しないため、米国では原子力発電による電力はコスト的に優位性を失うと言わ
れている。原子力発電は事故対策費用が益々増加していくことが予想され、コスト優位というメリットを失っていく原子力発電は直ちにやめるべきである。
４）　　事故というものはどんなに対策をとっても必ず発生するものである（発生確率は異なる）。他の発電方法は事故が発生しても最大損害は予想ができる。しかし、原子力発電は今回の福島
原子力発電所事故を見ても人類がコントロールできないということが判明した。今回の事故は幸運にも最悪の事態は避けられた小さな事故であったと考えるべきである。最悪の事態は一つの
原子力発電がチェルノブイリ級の事故を発生して、福島原子力発電所の全ての原子力発電が制御不能になることである。このような日本が崩壊する可能性のある施設を保持し続ける理由は全
く無く、直ちに原子力発電はやめるべきである。
５）　　炭酸ガスの放出については、現行の化石燃料の効率化（炭酸ガス放出の削減）開発や再生可能エネルギーの開発に全力をあげ、この分野の世界の最先端国となるように全力をあげる
べきである。
６）　　先進国でもすでにドイツ、ベルギー、スイス、イタリア、デンマークは原子力発電を放棄し、未来への舵取りを切った、福島事故の当事者である日本も直ちに原子力発電を放棄するという
方針を出すべきである。
７）　　原子力兵器を保有しない日本は、原子力兵器を保有する国々比べ核事故に対する対応は遅れることは今回の自衛隊の対応を見ても明白である。上記７の原子力発電を放棄した国は核
兵器を保有しない国である。広島、長崎、福島と核被害国である日本は世界に先駆けて原子力放棄するべきである。

26225 個人 自営業 ４０代 女性 0システムにするべき原発は100％安全でないことは
福島から学んだはずどうして再稼働するのかわからな
い

原発で生活している地域の人もいるが、もし地震等で放射能が漏れ出し日本に人が住めなくなれば政府の政策等全て無意味になると思います。原発の代替エネルギーの開発や東電の無駄な
資産の売却など原発再稼働の前にできる事や、やらなければいけない事は山ほどあるはずです。本当に電気が足りないとは思えないです。負の遺産を後生に残してはいけないと思います。国
民の意見は反映されないのですか？

26226 個人 無職 ６０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を選びます。地震列島に原発を
作ること自体が無謀です。また、原発を無くしても電力
が不足することはありません。この夏の各電力会社の
需要と供給量を見れば明らかです。

「原発ゼロシナリオ」を選びます。
日本は地震列島で、活断層が縦横に走っています。ほとんどの日本の原発敷地内も例外ではないと活断層の専門家が指摘しています。そのような活断層が動けば、津波が襲わなくても原子炉
に重大な事故が起こります。
原発の使用済み核燃料の処理も大きな問題です。各原発内には使用済み核燃料が冷却プールに大量に貯蔵されており、それもほとんど余裕が無い状態です。当然、このプールが地震で破壊
されると大事故に繋がります。
原発をゼロにすると発電量が不足するという意見がありますが、これは全くの杞憂です。関西電力以外は原発を動かさなくても大きな問題は起こっていませんし、関西電力でも原発稼働以前の
発電量でこの夏も充分まかなえています。
また、原発は建設、廃炉、廃棄物処理、原発維持のための諸経費などを含めると非常に高価になります。
つまり、国民にとっては、原発は大きな負担がかかるばかりで、ほとんど恩恵を受けることのない無用の長物です。

26227 個人 家事専
業

６０代 女性 原発比率ゼロのゼロシナリオ選択を強く支持する １．原発は人類をはじめあらゆる生物や生きている地球にとってこの上なく危険な物である。
２．その上、使用済み核燃料の最終処分もできずにいるのに、何故原発の使用を続けようとするのか理解できない。
３．人類には、原発を使用せずとも原発に変わる代替エネルギーを得る方法、システムを考え出す叡智があると信じている。
４．我々の子孫に絶対残してはいけない。直ちに世界中の原発をゼロにしましょう！！！

26228 個人 自営業 ６０代 男性 ゼロパーセント。即時廃炉。 　現在の私たちは、マスコミが知らせない世界中の良心的な学者・専門家の方の意見や、本当の情報を、インターネットを通じて知ることができます。
3・11以降、私も政府・大手マスコミの情報がいかに信用出来ないものかを痛感し、ネットの玉石混交の情報の中から、宝石を選び出す作業をずっと続けてきました。
　原発がなくても、電気がなくなるのではないことは、多くの学者・専門家の方が指摘されていますし、本当だと思います。
　チェルノブイリの原発事故から26年経った現在でも、ベラルーシの健全な新生児の率は５％～１０％程度と言われています。福島原発事故は、それをはるかに上回る被害を生じさせる可能性
が大であります。もうこれ以上の放射能被曝があってはなりません。未来の安全と、全ての生命の幸福にこそ、私たちは全力で取り組むべきであると思っています。

26229 個人 無職 ６０代 男性 原発は全面的に廃止していく 　物事に絶対安全ということはあり得ません。原発の事故は福島の例を見てもわかるようにきわめて広範囲に及び、かつ時間的にもきわめて長い年月被害が残ります。子供や孫や未来の動植
物に迷惑を及ぼさないように、原発はできるだけ早く廃炉にしていく必要があります。原発を止めると電力不足になると大飯原発再起動において関西電力と政府は大騒ぎをしたが、現実には
しっかり余裕があることが明らかとなりました。今後も再生可能エネルギーの利用を勧めていけば、技術の進歩とともにコストも安くなり、かつ十分な量の電力を確保することも可能となります。
これまで原発のために使ってきた予算を再生可能エネルギー技術の開発の仕向ければ短期間で解決できると考えます。
　危険な物(原発)を後代に残さないために、ゼロシナリオを支持します。



26230 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 【エネルギー・環境に関する選択肢」に対する意見】
「原発ゼロシナリオ」を希望します。省エネの取り組み
を強力に進め、再生可能エネルギーを増やし、原発
は一刻も早くゼロにするべきです。

事故があれば日本のみならず世界中に放射能を放出し、何もなくても作業員の健康や核燃料再処理の問題を抱える原発は早期になくす必要があると考えます。

選択肢から選ぶとすれば「原発ゼロシナリオ」しかありませんが、これは2030年までは原発が存在することが前提となっていること、省エネの努力や再生可能エネルギーの導入見込みが甘く、
二酸化炭素を大量に出す石炭火力に依存せざるをえないことが問題だと思います。

まずは、脱原発に向けたスケジュールを国民にしっかり示してください。きちんとした道筋が示され、そのために電気料金の値上げ等が必要となれば、国民はそれを受け入れるでしょう。

そもそも、たくさんの電気を使わなければ原発を維持する必要はありません。
したがって、もっと省エネを進める政策を打ち出していただきたいです。

また、温暖化対策も大きな問題ですので、再生可能エネルギーへの取り組みも、もっと推進していただきたいです。
温暖化対策と脱原発はどちらかではなく、両方進められることだと思います。

人間は放射能とは共存できません。
一刻も早く原発を撤廃するべきです。

26231 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 「エネルギー環境に関する選択肢｣

2030年までにゼロシナリオ希望
2030年まででなく、今すぐにでも原発停止をして欲し
い。

火力にたよるとCO2などの問題もあるかもしれないが、
原発は福島の現状を見ても、人間がコントロール出来る域をこえているし、
次世代への影響も大きいためマイナス面が大きすぎる。
しばらくは火力でつなぐしかないと思う。

コスト面の事も言われるが、
殿様商売のためそうなっている様にも感じる。
また、今回の様な事故が起きた場合の保障を考えると、
原発のコストが安いとは思えない。

電力会社が経営的に原発を止められないのであれば、
止めるために電気代が上がっても良い。
もちろん、無駄が省かれた上で。
そのためには、第三者の介入が必要かもしれない。

今現在、再生可能エネルギーでは安定した電力は提供できないが、
研究費等もっと国が支援しても良いと思う。
長い目で見たら、海外から原料を買うという、弱い立場からの脱却にもなる。

先進国と言われる日本が、
経済的にだけでなく、倫理的に成熟した姿を世界に見せて欲しい。

26232 個人 自営業 ４０代 女性 原発ゼロシナリオ（即時） 経済優先で物事を考える時代は終わった。人間にとって、地球にとって、全生物にとって、未来にとって、なにが大切なことか考えれば、原発が不要だということはおのずとわかるはずだ。

26233 個人 法人等 ５０代 男性 全原発の即時停止、廃炉、核燃料の永久の封印を求
めます。島国日本には、波力発電が最も有望です。国
策会社を立ち上げるべきです。風力やソーラーも精度
を上げるためにお金を投じ、その成果を待つべきで
す。

原発ほど危険なモノでしか、快適生活を成り立たせられないのなら、電気の供給どころではありません。あえて不便を選びたいと思います。

原子力は人間の手に負えない、狂気の資源です。わざわざ濃縮した核燃料は、きっと科学者には実験したくなる、技術者には使いこなしてみたくなる・・・誘惑に満ちた「素材」だったのでしょう。
それは支配者にとっては、圧倒的に権力を振るうための最強の「武器」でもあった。そして、それは今も同じ。核武装できる環境を、失いたくない勢力の思惑で、原発政策は周到に護られてきた
と、誰もが知っています。即ち、原発は「電力」の看板で隠した「武力」です。だからこそ、これは、民主主義で封印してしまわなくてはなりません。今すぐに！
そして、日本は、ソフトエネルギーの技術を徹底的に極めて、その平和な技術輸出などによって、外交関係も育ててゆくべきです。核の傘で守られている現状も、何とか脱却しなくては。それは
決して核武装であってはなりません！
エネルギーの自立が、平和外交にもなり、イコール産業振興でもあるような構造を、「原子ムラ」のノウハウを活かして、作り上げられるなら、少しだけ、これまでの無駄遣いされてきた税金を取り
戻せた気分になれます。

26234 個人 家事専
業

６０代 女性 原発ゼロを今すぐにでも目指して、国をあげて進むこ
とを切に願います。
原子力は人類のコントロールし得ないものです。事故
を起こさない為には原発を持たないことです。

日本は世界で唯一の被爆国です。原子力を持たない平和を目指す国として、
世界に発信していけば、その存在感が大いに見直され、国としての威信を保つことができ世界で新しいリーダーになり得るのではないでしょうか。今回の事故は日本が国の在り方を見直し方向
転換出来る大きなチャンスです。どれほどの犠牲を払ったでしょうか。まだまだ年十年、もっと未来まで続きます。地震の多発する日本列島に原発を持ち続けることは、何も学んでないことと同じ
です。今まで通りのエネルギー政策ではなく、自然エネルギー、再生エネルギーへの道に経済発展をさせていくべきです。もう原子力にお金を費やしても、未来はありません。アメリカから徐々
に距離をとり、日本独自の考えで日本の未来を構築していくべきです。
今回の震災、福島の事故の犠牲者の方々に新しい日本に向かって進むことが、一番の供養にになると思います。家族を亡くされた方々も国がいい方向に進めば少しは悲しみ、苦労は報われる
のではないでしょうか。日本人はそんな優しい国民性を持っています。国をリードする政治家はあまりにも鈍感です。

26235 個人 無職 ６０代 男性 原発の割合に関しての　私の選択は(1)　０％です。日
本では学界予測でも、早ければ７年ほどで大地震の
予測。また廃棄物最終処理の見通しがなく、地下に蔵
置するだけであり、放射能を除去ができてない。

過去の日本における地震・津波など天災での大被害、それが今後も予測されており、そのほかに隕石などの落下の可能性がある下で、それだけで大被害が人々を苦しめてきた。今回の東日
本大震災の被災だけにとどまらず、それに福島原発事故による放射能被害で今後数十年にわたり人々の居住および生活を奪った。それとこれまでも原発は都市圏から離れた過疎地に立地さ
れており、若干でも安全への危惧があるからこそ、そのような土地に造ったのではないか。
　日本国内では初めての大規模な原発事故で、「原子力村」がこれから安全をさらに強化とはいっても、世界で見ればチェルノブイリ、スリーマイル島があり、それらを含めた事故で世界中の海
陸に、食糧にまで放射能をまき散らしているのだ。　今後はメガソーラーはもとより新たな再生エネルギー技術も芽を出し、原発なしで電力需要を賄えるようになってきていると思われます。
　また、日本の今後の人口予測では減少、加えてこれまで日本が世界の生産工場の役割を果たしてきたが、日本企業の海外進出などもあり、世界各国の生産が強まっており、電力需要がのび
るでのはなく、日本国内では電力消費も減少と考えるのが当然ではないでしょうか。国内的に見れは今回の事故を反面教師としてとらえて国民も企業も省エネ化を進めている。
　以上、原発はゼロを目標にして進めるべきと思います。

26236 個人 無職 ４０代 女性 原発ゼロシナリオ、即時。 福島の件も終わっていないのに、何を考えているのか。
何百万年以上に渡って、原発の消えないゴミを残して何になる。
日本中、世界中の人々の安全と幸せを証明できない限り、原発はありえない!!

26237 個人 自営業 ５０代 男性 エネルギー・環境に関する選択肢
ゼロシナリオを支持します。
最大の理由は原子力エネルギーに固執するばかり
で、他のエネル
ギー技術の進歩を人的にも、費用の面でも阻害して
いると思う
からです。

原発を国策としておこなってきたことで原子力関係者の力が強大
になり、歴史的にも住民の多くの反対をおしきって建設されてき
ました。立地場所がまずありきで、調査も電力会社寄り、その結
果、原発の真下の断層あるいは近くの断層を過小に評価してきた
ことが最近になって表れてきています。
つなみに対する備えだけでは、原発に対しての直撃する地殻変動
があった場合、大きな問題となります。
もう日本では決して原発の事故は起こせません。日本が経済的に
困窮し、国民感情も完全に誇りを失うことになってしまいます。

技術の国際競争という観点では、日本は技術的には優れています
がその技術の応用力で外国に負けてしまうことがあります。パソ
コンの分野や、携帯電話など。ひとつの技術に固執するあまり
遅れてしまったことをなかなか気がつきません。原発も同じこと
が言えるのではないでしょうか。日本は、長い海岸線を持ち、
かくれた資源大国に成り得るかもしれません。
そこに原発に使う、費用を回し、人的にも優れた技術者を使え
たなら、意外と早く新しいエネルギー産業が生まれると思います。

再生可能エネルギー技術は世界的にも日本は最先端です。アイス
ランドの地熱発電は日本の技術を使っています。日本では景観を
損なう発電所建設に理解を得にくいことが一因のようですが、電力問題がある今が好機かもしれません。しかも、自然とマッチした建設で観光地にもできます。

多くの国民は原発を止め、核のない世界を望んでいます。
そのために、節電につとめ、計画停電さえも耐える覚悟もあり
ます。最後に望みます、それにより日本が世界に尊敬される国家
となることを。

26238 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ２０３０年といわずに原発０（脱原発）政策を確定すべ
きだと考えています。安全な原発などないということを
今回の原発事故は示しています。少なくとも地震大国
日本では原発はあってはなりません。

今は２基のみ動いていますが、この夏はこの２基がなくても結果的に電力は賄える情勢ではないでしょうか。電力各社にとっては原発を稼働させないと収益があがらず、会社経営が行き詰まる
というのが再稼働推進の大きな理由であり、政府はそれを後押ししているようです。原油をはじめ火力用燃料輸入の拡大が国富を流出させるとか電気料金が上がるなどという説明は脅し以外
の何物でもありません。原発の廃炉技術は未確立で、使用済み核燃料の処理問題も未解決です。これらには膨大なコストがかかると思われます。こうした問題こそが喫緊の課題ですが、そうし
た問題を先送りしたいのが政府と電力会社の本音だと思われます。原発０はこれまでの日本の問題先送り体質を脱却し、新しい国・政治の形をつくりあげる好機と言えます。原発依存の地域経
済を脱却し、真に地域に産業を興すチャンスにすること、原発に頼らない新エネルギー戦略で新しい成長戦略を構想すること、原子力村に代表される政官財の癒着体質を超える参加型の民主
主義政治を構想すること。原発０は、そうした新日本をつくりあげる千載一遇の好機といえるでしょう。明日、原発直下で地震が起こったらどうなるか、そして、フクシマとそこに暮らす人々、今も
避難している人を思うとき、原発０を早期に宣言することが何より求められています。原発０を経済成長につなげる発想も考えるべきです。何より大切なのは人命、日本の美しい国土、それとそ
こに暮らす人々の生活なのです。

26239 個人 無職 ７０代 女性 2030年を待たず、即刻原発ゼロにすべき (1)福島原発事故によって、原発が人類と共存しえないことが明かになった。放射能というものが、人間の手に負えないことを身にしみて分かった今、一日も早く原発をやめるべきである。
(2)福島原発事故から1年半たった今でも、16万人という人々が故郷に帰れないでいる。直接的間接的にはもっと多くの人々が被害を被っている。命を落とした人も数知れない。原発によってな
んの恩恵も受けていない人々が被害者となっている現実があるのだから、推進してきた側がとれるお詫びは、原発をやめることでしかないのではないか。
(3)原発がなければ経済が疲弊するという論理は論外である。いくら経済が栄えても人々が苦しんでいる国なんてありえるだろうか。
(4)各電力会社は、原発施設をなくすれば、大きな損失になる。しかしまだ体力のあるうちに自然エネルギーへシフトするよう、国としての方向性を施策として示すべきである。

26240 個人 自営業 ５０代 女性 原発ゼロを選択します。 いろいろな意見があるのは当然です。原子力の研究に人生を捧げてきた人、これが文明の先端であると信じ経済の中心に原発を位置づけまっしぐらに進んできた人たちにとっては、今更止め
るなんて考えもできないことかもしれません。今までは安全であることを保証してくれていたので、私は黙っていましたが、わたしたちを裏切り、危険な世界に私たちを巻き込もうとしているのです
から、もう黙っている訳にはいかないのです。
１）原発はリスクが大きすぎます。まして地震国である日本で進めていくには、手に負えない技術であるとしか言いようがありません。
２）核廃棄物処理に時間とコストがかかりすぎます。そこまでかけてやるべき技術だとは到底思えません。未来の子どもたちにこんな危険な技術を託す訳にはいきません。
３）技術者や経済界が原発に固執することで、社会の革新を阻んでいます。新しいエネルギーの開発や、節電の開発や、そこで生まれる新しい雇用へと転換していくべきです。
４）再生可能なエネルギー（太陽、風、地熱etc）は、石油やウランと違って、他国と奪い合う必要はないのです。技術力の競争で、日本が世界の中でリーダーになれるチャンスを失わないでくださ
い。
５）すべての企業の照明をLEDに替えるだけで、原発はいらないはずです。そこに税金を投入して、特に中小企業を支援してあげてください。
６）自分が使う電気が遠くから送られてくるなんて変だし、まして危険な発電所を使うものと関係のない場所に造るなんて人道に外れています。まずはすべての家の屋根に太陽光パネルを設置
して、すべての人が最低限の電力を手にできるようにしてください。こんな公共事業なら、とても嬉しいです。
７）電力の自由化をしてください。送電分離をしてください。元に戻して、東電を破綻処理してください。東電で一所懸命に仕事をする人たちを、本当の意味で救ってあげてください。
以上が国に対するお願いです。
どうぞよろしくお願い致します。

26241 個人 会社員・
公務員

６０代 女性 (1)原発ゼロ・シナリオを支持する。
(2)自然エネルギー利用拡大を図るべきである。
(3)放射能無毒化に向けての技術開発を急ぐべきであ
る。

地震国日本に於いて原発の安全性を保証することは、今までの事故を見れば、不可能なことは明らかである。また、コントロールが効かなくなった場合のリスクは、取り返しのつかないレベルに
なる。



26243 個人 家事専
業

６０代 女性 ゼロシナリオを支持し、今すぐ原発ゼロにする。 　原発は事故になれば膨大な、正常運転時でも多量の核廃棄物が出ます。これを人間が全ての自然に迷惑をかけずに処理することは永遠に不可能なことと思います。
　原発の替わりに自然エネルギーを取り入るべきです。原発にかかっていた税金をいろいろな自然エネルギーの開発、改良に回してください。

　自家では昨年の８月に太陽光発電を設置し、この１年で４５１９KW　発電しました。消費電力が４５９７KW　でしたから、発電量を全量使用できれば　９８％の自給率になります。太陽光発電設
備及び小型蓄電池が開発、改良され廉価になればそして補助金も増えれば設置する家が増えると思います。

26244 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 エネルギー利用に関して、原発ゼロに向けて動くこと
の選択を希望するため、投稿します。

福島の原発事故により、人の生活が脅かされています。

原発によるエネルギーに依存するということは、安心して暮らすということを引き換えにする行為です。

自然災害であれ、人為的ミスであれ、事故が起きた以上、原発が抱える危険は事実として歴史に残っています。

国全体の電力が落ちることで経済を気にする方は　原発に関してのシナリオ(2)や(3)を選択するかと思います。しかし、国の経済と日本や日本周辺の国々に住む数多くの人間の安全な生活は
比べられないと思います。
広島・長崎で被爆した日本であるにも関らず、原発という技術の利用による被曝者を産出することは、非常に馬鹿げた行為です。

原発は即刻停止すべきです。

26245 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 将来の他国との戦争を避け、国民の生命と財産を
守っていくためにも、現行のエネルギー基本計画通
り、今後も原子力発電を増やしていくべきです。

　脱原発には反対です。
　唯一の被爆国である我国が、なぜ、今日まで、国策として原子力発電を推進してきたのか、その原点に立ち返るべきです。
　原子力発電によるエネルギーの自給化は、化石燃料の争奪を目的とした他国との戦争に、我国を二度と巻き込まないようにするための、国家百年の計とも言うべきものであり、国家としての
悲願であったのではないでしょうか？それを、たった一度、それもまれにみる自然災害によって事故が起きたからといって、捨て去るべきではありません。何のための技術立国でしょうか？科学
技術とは、今回のような事故を乗り越え、更に安全なものへと進歩させていくためのものであるはずです。
　現実的に、我国は、原子力に代替できるエネルギーを有していない以上、将来の他国との戦争を避け、国民の生命と財産を守っていくためにも、現行のエネルギー基本計画通り、今後も原子
力発電を増やしていくべきです。

26246 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を選ぶ。福島の原発事故を２度と
起こしてはならない。2030年では遅い。「2012年でエネ
ルギーの原発依存はゼロにする。そのためにはどう
すれば良いか」がすべての議論の出発点である。

１．福島の原発事故を２度と起こしてはならない。現在と未来において、数十万人の被害者を出し、広大な地域の自然及び生活環境を破壊した。その影響は空間的にも、時間的にも計り知れな
い。
２．原子力発電所が機械である以上、必ず壊れる。人間が操作する以上、必ず間違う。絶対安全な原発というものは在りえない。地震の頻発する日本国ではなおさらである。
３．取り返しがつかない事故が、何時どこで起こるかわからない原発を、１機でも稼動させていること自体が大きな間違いである。一刻も早く、すべての原発を廃炉にすべきと考える。当分大きな
地震は来ないと考える根拠は全く無い。また、電源を切断さえすれば、原発は大事故を起こすことを、今回、世界のテロリストは知ってしまった。
４．2030年のエネルギー比率は、節電、省エネルギーを進め、「原発ゼロ」は当然として、CO2排出量削減のため、可能な限り化石燃料を減らし、再生可能エネルギーを増やさなければならな
い。
５．2012年でゼロ。ゆえに核燃料サイクル自体が不要。ゆえに使用済み核燃料は全量直接処分とする。いかなるシナリオにおいても、再処理はあり得ない。
６．汚染された大地、海洋、森林、大気の除染、被曝した生命の回復と健康維持、使用済み核燃料、放射性廃棄物の処理技術など、無害化、無毒化を成し遂げる正しい原子力の研究は、早急
に、強力に進められねばならない。

26247 個人 無職 ５０代 女性 原発ゼロシナリオです。
高速増殖炉もんじゅ、六ヶ所村再処理工場もやめま
す。
地球に出来る限り負荷のない再生可能、循環可能エ
ネルギーへ移行します。

ウランの採掘から原子力発電所の現場作業員の被曝労働の上にしか成り立たない、エネルギー政策そのものに賛成できません。
地球上のほとんどの生物の命を危険にさらす放射性物質を、使用する必要はありません。
核に平和利用はありえません。全生命への冒涜です。

26248 個人 無職 ６０代 女性 避難している方が16万人、うち県外に避難している方
が6万人、いつ故郷に帰れるかもわからない、不安定
な状況のままに置かれている福島の人たちのことを
考えたとき、一刻も早く原発を廃炉にしていくべきで
す。

福島原発事故から1年4か月、いまだに福島の人々の先行きは見えていません。放射能の汚染は深刻です。こんなにも深刻な事故を起こした原発は直ちにやめてほかのエネルギーに変えてい
くべきではないでしょうか。ところが政府はエネルギー政策について8月に出すと言っていたものの経団連が原発政策を推進すると言ったとたんに9月以降に伸ばすと言いました。とんでもないこ
とです。福島の人々を見捨てる気でしょうか。今いつ起きてもおかしくない大地震、地震列島のこの日本は地震の活発気に入っています。原発がある限り、福島と同じ現実がまた起きることは必
至です。
福島の人々の意見を聞かず見捨てることは日本人すべてを見捨てるのと一緒です。一刻も早く脱原発にすべきです。
2030年などとそれは遅すぎます。自然エネルギー政策に移行することを宣言してください。お願いします。

26249 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発０％を選択する。
ただし、なるべく早期に達成するよう努力すること。

放射性物質は人類が処理、管理、無害化できないものであり、現在及び将来の人類に大きな害を与える可能性の極めて強いもの。事故を１００％防ぐことが出来ず、放射性廃棄物も処理でき
ない以上、原発から撤退すべき。

26250 個人 その他 ５０代 女性 このまま、再稼働せずに、エネルギーの未来を考えて
いただきたい。この暑い夏も原発なしでのりきれそうで
す。省エネとグリーンエネルギーで、日本を再生して
いきたいです。

パーセントを決める様なことは避けてほしいです。明確に脱原発を宣言する事が重要と思います。パーセントはそれに付随するもので、政治が決定すべき方針の本質ではありません。

この夏で、原発は実際になくても差し障りがないことが証明されました。実際、おおいの再稼働もしなくてものり切れたたはずです（民主党さんは関西電力の詭弁に負けましたね）。

国土の狭い日本では、原発というリスクは、高すぎます。原発マネーを当てにしていた自治体には他の援助をしばらく続けるという形で、原発の幕引きを計っていただきたいです。日本の国民の
努力と企業の技術力で、グリーンエネルギー国へ日本再生できると思います。現状維持で未来に夢をもてない暮らしよりも、皆でグリーンな未来に向かってすすむ方が、スピリットがアップしま
す。生きる希望が持てます。

26251 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 日本は核を持つべきではなかった。今からでも核を持
たない国として、脱原発を宣言していくことを望みま
す。子どもたちのためにゼロシナリオ＋自然エネル
ギーの推進を、真の国民的議論を行った上で実行す
べきです。

　毎日子育てをしていて、子どもの顔を見ていると目に見えない核の恐ろしさ、戦争ではなく、自分たちの無関心が子どもたちの安全や命を奪うのかと思うと何かしなければと思います。学習不
足で難しいことはわかりませんが、それでも確信を持って脱原発を選ぶことが正しいと思います。
　脱原発で変わるお金の流れ、生活の変化は受け入れていくべきではないでしょうか。そこには子どもたちが生きていける未来があるからです。しかし、万が一の事故で、しかも人災で子どもた
ちの安心安全な生活が奪われることは繰り返してはいけないと思います。恐れずに原子力を使用する方策なんてありえません。そのような発言をする人が恐れているのは、現在の経済の変
化、お金の動きが変わることではないでしょうか。それは今原子力でお金を持っている人たちが恐れているだけで、国民全体のことは考えていないと思います。生きること、生かされていることを
忘れているのではないでしょうか。
　私は、その人がその人らしく生活できるために、予防できる病気は予防し、より健康になってもらうことで、元気でやりたいことができることを支援することが仕事です。そのことを精一杯やって
お給料をいただいています。仲間達も被災地で懸命に働いています。一つ事故を起こしたらどれだけのことが起きるかを現実に見てもなお、原子力は必要でしょうか。未来のために今できること
を怠ってはいけないと思います。
　国民的議論はできていないと思います。近所の方でパブリックコメントなんてわかっている方はいません。私自身も、子どもの寝ている間に、やっと情報を得たり、パソコンに向かっています。
各自治体に依頼して国民の声を聞いてください。ネットで見ることができるのは、限られた世代だけです。戦争を経験した先輩達に聞いてください。被爆した広島、長崎の方に聞いてください。そ
の意見を私も聴きたいです。まずは聴いてください。

26252 個人 無職 ７０代 男性 　原発０のシナリオを選ぶ。
　福島の原発事故原因が究明できてない中で、原発
を稼働させることは、再び安全神話を復活させる。国
として原発０の方針を決めることで、再生可能エネル
ギー開発の道が開ける。

＜環境を壊す＞　一たび原発事故が起きると、その被害は我が故郷を、我が街を我が国土を、人間や動物がまともに生きられない環境に変えてしまい、取り返しのつかないものとなる。
＜使用済み核燃料の処置がない＞　原発を稼働し続けると、使用済み核燃料が溜まり続け、現在でさえその置き場に困っていいるのが現状です、
　使用済み核燃料の出す放射能の半減期は数億年とも云われ、これを地下数百メートルに埋める等のことを考え中のようですが、その管理は誰も責任を持てるものではない。
＜事故が起きたら＞　福島の原発を廃炉にするのに１０年とか言われていますが、これも経験のない、人達の立てた予定で。この工期を守るのは、関係者の命がけの作業が必要になる。
＜環境の将来＞　後世に地球上の環境を、少なくとも現在のレベルで、継承していくことに努めるのは現在人の責務でしょう。
＜省エネと再生可能エネルギー開発＞
　現在のエネルギー使用には多くの無駄がある。例えば売らんがため寡頭競争による過剰生産があり、これらを制御することで省エネに努めことが必要。

　
　

26253 個人 無職 ７０代 男性 ゼロｼﾅﾘｵ:
まずは、節電を15％（2011）通年。盛夏のみ最少、再
開。

政権がどの政党でも、原発は廃炉にすること。国民の合意。実行。政局にしない。憲法のなかに、入れる。これから、長く生きていく人、子供の両親。
私のような高齢者は世間の人たち、政府に従う。

26254 個人 自営業 ４０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します。 人々の命を危険にさらすエネルギーなどありえません。

まず、原発の原料であるウランを採掘している海外の地域で、起こっている、流産、早産、死産、奇形や病気そして死。それをウランが原因とは知らずに、村が呪われていると思っていた村人た
ち。
さらに原発で働いている人々、その周辺地域に住んでいる人々にも同様の事が起こります。
そして、空、海、土などの自然も放射能で汚染され、食物も放射能で汚染され、それが流通されて、私達の口に入り、知らず知らずのうちに、原発から遠く離れた地域に住んでいる人々までもが
被爆してしまいます。
このままでは、日本は滅び、子ども達の未来はありません。

今ならまだ間に合います。
今まで原発に使っていた多額のお金を代替エネルギーの研究と開発に充ててください。
これ以上、処理できるはずのない核のゴミを増やさないでください。

国民はわかっています。
子ども達もわかっています。
原発は一部の利権者の為だけに存在することを。
お金の為に、命を奪うようなことはやめてください。

現在の福島の人々の苦しみにちゃんと向き合ってください。
どうかどうかよろしくお願い致します。

26255 個人 自営業 ４０代 女性 原発0シナリオを支持します。 放射能をばらまき、人が立ち入れない土地を作ってしまったことは、どんな理由（電力不足、経済性、雇用）より重い、命の問題である。
経費節減の意識の無い電力会社は解体、電力自由化し、交付金やもんじゅに費やしたお金を、再生可能エネルギーに向けるべき。
大規模から小規模分散型にし、人にも環境にも負荷の少ないエネルギーを作り、使いたい。

26256 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 選択に当たっての４つの視点をいかに同時達成でき
るか、中長期的に慎重に評価すべき。できるだけ多様
な電源を活用し、変動に対応できることがエネルギー
需給安定のために大変重要。３つの中では２０～２５
シナリオ。

　エネルギー・環境に関する選択肢では、エネルギーの選択を行うに当たって重要となる４つの視点が示されている。視点１：原子力の安全確保と将来リスクの低減、視点２：エネルギーの安全
保障の強化、視点３：地球温暖化問題解決への貢献、視点４：コストの抑制、空洞化防止の視点、であるが、これら４つの視点をいかに同時達成することができるか、きちんと冷静に客観的に評
価することが必要である。
　視点１の原子力の安全確保は当然のことであり、不断の努力で安全性を追求していく必要がある。そのうえで、視点２から視点４を達成できるように検討していく必要がある。原子力、火力、水
力、太陽光、風力、地熱、その他、電源はどれも一長一短があり、しかも、我が国の場合には燃料をほとんど海外に依存していることを考えると、できるだけ多様な電源を活用し、選択肢を多く
持って変動に対応できるようにしておくことが重要であると考える。
　たとえば、３つのシナリオでは、再生可能エネルギーを従来以上に大幅に増加させることになっているが、本当に想定通りに増加するかどうかは不確定であり、大変不安がある。想定に満たな
い分は、他の電源で賄わないといけない。また、大幅な省エネも見込んでいるが、想定ほどに省エネが進まず、需要が減らない場合は、その増加分を何かの電源で賄わないといけない。そうい
う変動分への対応が柔軟にできるかどうかが、エネルギー需給を安定に、盤石にするために大変重要である。したがって、３つのシナリオの中で選択するとするならば、２０～２５シナリオが望ま
しい。
　今回、国民的議論を行うこととなっているが、３つのシナリオは、原子力の比率で選択される形になっており、このようにすると、現在の感情に流され、原子力ゼロを選択される傾向になると考
える。もっと、４つの視点での評価が客観的に行われるように進めるべきではないだろうか。エネルギー戦略は、国防と同等に、国の重要な基本戦略であり、短期間で結論を出すような性急な
検討ではなく、もっと中長期的に、慎重に検討を行うべきであると考える。

26257 個人 家事専
業

５０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます その地域に合う自然エネルギーを供給できるよう、電力システムを改革してください。

（３つのシナリオについて）
　原発の依存度に関して「３つのシナリオ」が示されている。
２０３０年時点での原発依存度を基準にした３つの選択肢として、(1)ゼロシナリオ、(2)15シナリオ、(3)20～25シナリオ　である。そして、（原発依存度を下げ、化石燃料依存度を下げ、CO2を削減
できるシナリオ）という説明がある。
２０３０年としているところが一つのポイントである。日本の原発の稼働年数の平均が２０年を超えているから、最大稼働年数を４０年とすれば、稼働できるのは２０年弱である。約２０年後の２０３
０年とすれば現在現役の原発を最後まで動かすことを意味していることになる。原発の是非をゼロから検討しようとするなら、このような設定は不適当である。
もう一つのポイントは、括弧内の説明である。この説明を素直に読めば、答えは一つしかない。原発依存度をゼロにすると化石燃料依存度が上がり、CO2が削減できないので「ゼロシナリオ」は
無理、「２０～２５シナリオ」は原発依存度が下がらないので選択できない、原発依存度を下げ、化石依存度を下げてCO2を削減できるシナリオは、「(2)15シナリオ」しかないということになる。高
校受験の問題のようであり、答えは一つしかなく、「(2)15シナリオ」が正解である。政府は国民の声を聴くためにパブリックコメントを求めるとしているが、最初から結論が決まっているのではない
か。

（エネルギーの選択肢について）
　エネルギーの選択にあたって、エネルギーと環境を対比させることは適当ではない。環境影響を考慮するのは必須の条件である。原発は、熱（電気）と死の灰を生み出す、火力発電は、熱（電
気）と温暖化ガスを生み出す、それぞれが生み出す廃棄物を如何に環境への影響を小さくするかが問題で、原発が温暖化ガスを生み出さないからといって環境にやさしいわけではない。
　また、原発依存と化石燃料依存はもともと関係がないはずである。化石燃料による火力発電を原子力発電に移行させてきた背景があってこのような関係ができあがってきたのであり、化石燃
料による火力発電を再生可能エネルギー源で代替する方向に移行しておれば、原発依存をやめても化石燃料依存にならない。
フクシマのような原発事故のリスクを取ってでも、日本でエネルギーの選択肢として原発を採用するか否かである。経験を糧に発生確率を低減することはできても、発生した時の被害の大きさは
縮減することはほとんどできない。首都圏に死の灰がまき散らされればこの国がつぶれるのである。このようなリスクを取ってまで原発をエネルギーの選択肢とすることはできないことは明らか
である。電気を得るための代替案がいくらでもあるからである。

（国民の視点から、原発のリスクは取れない）
国民の視点で考えると、原発のリスクを取ることは考えられないので、「原発依存から再生可能エネルギーに転換するが、一気に転換することが困難であるので暫定的に化石燃料に依存するこ
とになり、１０年後あるいは２０３０年時点を目処に、化石燃料依存を現時点よりも小さくする。」である。
　電力会社の視点から見れば、原発を推進するのは当然である。原発はとても儲かり、その利益は電力会社と関わりがある人たちが享受できたからである。その一方で、事故が起きると民間の
企業ではとても背負えるものではなく、国つまり国民が負担せざるを得ないことが判明した。利益は電力会社が、リスクは国民が取っていたのである。
　代替案がいくらでもあるので、電力を得るための手段として国民が原発を選択しなければならないという理由はない。原発が動かないと、電気料金が高くなるとか、輸入する代金の支払いで国
費が消耗するとか、化石燃料を燃やせば大量の炭酸ガスを放出するので地球温暖化するなどいうことは、利害関係者にとっては大きな問題となる場合があるかもしれないが、国がつぶれるよ
うな次元のことではないので理由にならない。知恵をだして努力して改善するしかない。

（原発の技術上の懸念）
ところで、原発に関して致命的な技術的問題点が３つある。
一つは、燃焼のしくみである。燃料を少しずつ入れるのではなく、一遍に１年分の燃料を投入するのである。わずかなヤカンのお湯を沸かすためにいきなり満タンのドラム缶の油に火をつけるよ
うなものである。
二つ目は、燃焼した後の危険なゴミを無害化する技術がないのである。年々蓄積されて、後世代へ負の遺産として残される。
三つ目には、危険なゴミを処分の技術がなくて処分する場所もないのである。

（いま、フクシマで）
　この３つの問題点（全燃料点火問題、危険ゴミ処理問題、危険ゴミ処分地問題）が現実化している。一旦、火をつけると一時的に弱火にできるが消すことができないので油断するとすぐに燃え
出す。結局、フクシマではすべての炉でメルトダウンしてしまったのである。この燃えたゴミを無害化する技術がないので少しずつ取り出してコンクリートで固めるくらいしか方法がないと思われる
がどれほどの時間と費用がかかるかわからない。建物、ガレキを含めた放射性の廃棄物は処分地がないので永久に敷地内に置いておくしかないだろう。

原発依存から再生可能エネルギーに転換するが、一
気に転換することが困難であるので暫定的に化石燃
料に依存することになり、１０年後あるいは２０３０年時
点を目処に、化石燃料依存を現時点よりも小さくす
る。

男性６０代その他個人26242



26258 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 (1)ゼロシナリオ　を希望。

しかしながら、「2030年までに原発ゼロ」ではなく、
「即刻、原発ゼロ」を希望します。

「エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見

「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を主張します。

次にまた原発事故が起これば、日本はどれほどのダメージを受けるでしょうか。
３．１１の後、色々な情報が表に出て、「原発は安全なもの」という神話は崩壊しました。
原発は、人間の手に負えるものではありません。
多少不便でも、我慢が生じても、もっと安全なエネルギーで社会が動いていくことを希望します。

どうか、お役目や役職ではなく、ひとりの人間として考えてください。
よろしくお願い致します。

26259 個人 自営業 ４０代 男性 ゼロシナリオを選択。ただし2030年までということでな
く、できうる限り早く原発は廃止すべき。

我が国が自然災害大国である事を考えると、原発の抱える危険はあまりに大きい。
福島の事故でも如実に示されたように、一歩まちがえば国の存続自体が危うくなるようなものに、依存する事の危険性は計り知れない。
狭い国土、技術的限界、安全体制の不備、組織の脆弱性、リスク回避思想の欠如など原発の抱える問題は根が深く、国土の致命的汚染、国際信用性の著しい低下など、それがもたらす経済
的恩恵より、デメリットの方が大きすぎる。我が国は広大な土地で、防護策を万全に整えて原発を運用するようなわけにはいかない。アメリカとは違うのだ。
また核廃棄物の処理問題も、まったく未解決といっていい。廃棄物を十万年間安全に管理するというのは、現実的に不可能であるし、仮にそう言い切ったところで保証の限りではない。一部の
利権者のために、日本という国の将来を、さらに国民を危険にさらす事は許されない。
そもそも原発に「確実な安全性」を求めるとなると、そのコストは途方もなく高くつく筈で、日本で原発を商業運転するということ自体、どこかで安全性を妥協しなくてはならない事を意味する。そし
てその安全管理を、ゆるい規制のもと、一民間企業にまかせた結果が、この福島の大惨事である。

よって三つのシナリオからは「ゼロシナリオ」を採択すべきである。
「20～25シナリオ」は安全対策費、廃棄物処理費用などに関しては全く触れられておらず、いい加減な試算と言わざるを得ない。
「10～15シナリオ」は要するに現状維持というだけで、原子力災害などの対応についても全く言及がなく、これも状況を改善するものとはとても言えない。

　原発は、将来といわず、可能な限り早く停止すべきであり、それは十分可能な筈である。
　原発をゼロにすると停電が起きるという政府の説明はまったく不合理であり、根拠にも欠ける。設備容量は足りており、ピークシフト等の電力需要のコントロールで、電力不足はまかなえる筈で
ある。自家発電設備の普及は今現在も進んでおり、原発がないと電力を供給できないという事はありえない。
　シナリオでは、自然再生エネルギーの導入見込みが著しく低く設定されており、また原発を稼働しないと温暖化が進んでしまうような印象を与える。
　省エネの割合が、過去の実績とちぐはぐな、全発電量の一割しかないとされている点にも疑問がある。再生エネルギーの技術的進歩も換算されていない。再生エネルギーについては、ゼロシ
ナリオで電源割合が35％とされている点も不可解である。再生エネルギーの発電量が潜在的にもっと大きいことはすでに様々に試算されている。これらの事から、用意されたシナリオの質問設
定にはある種の恣意性があるように思われる。まずはその点を指摘しておきたい。

　危険性、（廃棄物処理、廃炉などもふくめた）最終的なコストを考えると、我が国は原子力政策を、シナリオに示される以上に大きく転換すべきだ。
　そのためには、まずは電気事業者に対しては、省エネ事業を促し、さらには、自然エネルギー発電業者の振興政策をとることを、今後のエネルギー政策の根幹とすべきである。日本は自然エ
ネルギー発電の先端技術をすでに所有している。
　また再生エネルギー電力普及のため、他の先進国のように電力の発送電分離、小売り自由化を進め、現在の、電力会社が地域を独占するやり方は後進的であり、改めるべきである。
　以上、日本がやるべき事は、硬直した原子力依存体質を改善し、省エネルギーをより徹底、自然、再生エネルギー事業を振興する事である。
この政策がきちんと進めば、原発ゼロと温暖化対策の両立は可能である。自然災害の多い我が国においては、原子力発電に依存する事は極めて危険である。

26261 個人 その他 ５０代 男性 原発ゼロシナリオを選択します。 理由
1.原発の事故による放射性物質の拡散は日本のみならず世界の将来世代への多大な影響を及ぼすことは明白であり、もしそれが起これば我々現世代は道義的、経済的責任を取りきれない。
2.事故が起こらないと仮定しても、放射性廃棄物の処理を将来世代に託し、それを増やし続けることは許されない行為と考える。廃棄物を処理できて、はじめて実用に耐えるテクノロジーと呼べ
る。現状での核利用は将来世代が引き受けたくないツケを無理やり彼等に押し付け、自分たちは贅沢をするという構図に他ならない。
3.このパブリックコメントの募集に関しても国民の声を広く集めようという意志がまったく感じられない。これは原子力政策推進を結論としてたてている為と考えるが、そこからは民主主義を軽視
する態度しか見えてこない。一言でいえば信頼できる要素がなく、核エネルギーというハイリスクな技術の運営を任せる気にはなれない。

26262 個人 無職 ４０代 女性 原発依存度はゼロを目指す。原子力はリスクが高す
ぎ。放射性廃棄物の処理問題、事故処理、被災者救
済も未だ未解決。「リスクの制御」「安全確保」の信頼
性なし。環境・エネルギーの情報収集・提供はしっかり
やる。

　原発依存度はゼロにすべき。原発はリスクが高すぎる。
瞬時に生命・環境を破壊する原子力、リスクはゼロにするしかないと思う。放射性廃棄物の処理問題も事故処理も被災者救済も未だままならぬ状況。「リスクの制御、低減」「安全確保」といわれ
ても残念ながら信頼できる要素が見いだせない。
　環境・エネルギーに関する情報収集・提供、情報開示要求にもすみやかに対応する体制を作って欲しい。個人、組織、社会があらゆるレベルで省エネを考え実行するには情報は欠かせない。

26263 個人 家事専
業

５０代 女性 (1) 0％ をせつに希望します。 クリーンで安価、そして安全であるエネルギーとして推進されてきた原発神話は、ことごとく崩れ去りました。
いま第一に優先されるのは、『安全安心』以外の何ものでもないと思います。
それをないがしろにして最も重要なのは “快適さ” や “経済” であると、なぜこの今になっても言われるのでしょうか！
快適でリスクの大きい生活よりも、
不便でもエネルギーを節約し、大切に使い、自然とともに永続可能な暮らしを送りたいとせつに希望します。
そして、核処理のゴミを未来に残すという罪をわたしたちに、どうか犯させないでください。

26264 個人 無職 ６０代 男性 原発に絶対安全な基準はない。ヒマラヤで貝の化石
が見つかる事実は想定外でなく、それに耐えうる原発
は絶対ない。防潮堤の高さ云々どころではない。2030
年までまだ18年ある。代替エネルギーの開発に金を。

車、鉄道、飛行機、ダム、化学工場等も、絶対安全とはいえないが、危険性も承知のうえで利用しているのが現代文明だ。。但し、これらが原発と決定的に違うのは、被害が局所的であり、短期
間で回復できることだ。しかし、原発は福島やチエルノブイリのようにその影響は半永久的だ。30年たっても、放射能はやっと半分、使用済み燃料の最終処理方法も確立されていない。
　原子力規制委員会ができればすべて安全になるかのごとく思わせているが、実は逆で、再稼動をうまく進めていくためのお墨付きを与えようとする組織だ。防潮堤の高さを何メートル以上にせ
よなどの瑣末な指示をしてもらっても何の役にも立たない。
　原発には絶対安全などという基準はないのだ。ヒマラヤで貝の化石が出てくるという大天変地異にも耐えられるような原発は絶対造れない。昔海だった痕跡は世界の至る所にあり、これらは
想定外ではないのだ。水ならば引けばまた住めるが、原子炉が壊れれば、人類はいずれ滅亡だ。
　地震のないドイツが原発の廃止を決定して、なぜ地震国の日本が廃止を決められないのか。2030年まではまだ18年もあるではないか。この間に、むだなバラマキをやめて、企業に再生エネル
ギーの開発製造費用を振り向ければ、雇用も確保でき、経済活性化にもつながる。いい加減、政治家も原子力ムラの人たちも良心に目覚めて欲しい。
　原発停止で火力費用が高くつくことは頭の痛い問題ではあるが、原発事故が再発すれば、経済どころの問題ではなかろう。国民も工場もピーク時の節電に知恵を出し、国は代替エネルギー
の導入を急ぐことによって、大飯原発の再稼動も早くやめなければならない。
　原子力規制委員会は再稼動ではなく、どのような計画で、使用済み燃料の処分、技術者作業員の確保維持、廃炉などを進めていくかを検討する組織になってもらいたい。

26265 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 私は、原発ゼロシナリオを支持します。原発は、便利
であり、経済的にも有意である反面、行き場のない放
射性廃棄物を生み出し続けます。たとえ、事故がな
かったとしても、それは変わりません。

私は、放射性廃棄物、いわゆる核のゴミの行き場がないのに、溜まり続けているのに、それでも原発を作り続け、動かし続けてきたという事実の恐ろしさを、強く感じます。。
放射性廃棄物は、無毒化されるまでに、10万年かかるといいます。10万年経っても、無理かもしれない。10万年先のことなんて、今、生きている人間の中で、誰一人責任を取れません。
再利用すると言って始めた「もんじゅ」も、六ヶ所村の最終処分施設も、未だに先が見えません。
今の人間の知恵、力には、限界があることを認めるべきだと思います。
事実、今回の福島の事故では、その周りの土地を取り返しのつかない状態に変えてしまった。変えてしまったのは、人間です。政府や東電は、津波のせいだと言うけれど、そこに原発を作った
のは人間です。
過ちだと感じながら、そのまま進んで行くのではなく、過ちを認め、方向転換すべきです。大飯原発を再稼働させた政府のやり方は、国民を馬鹿にしているとしか思えません。
日本の経済が停滞すると言うけれど、福島第二原発の周囲の地域の方は、経済どころじゃない、日々の生活が破綻してしまっています。
そして、それに対して、日本政府は、大して効果的な援助も対策もないままです。
ゴミの処理もできない、事故の対策もできない、事故後の国民の生活を守ることもできないのなら、原発による利益より、不利益の方が大きい、と考えます。よって、原発ゼロシステムを支持しま
す。

26266 個人 家事専
業

４０代 女性 ゼロシナリオを支持します。再稼働反対、全ての原発
は廃炉にして下さい。

原発がなくても電力は足りているという重大な事実があります。なのに、何故こんな地震大国に54基（福島第一含む）もあるのか理解に苦しみます。断層の上にあろうがなかろうが、地震大国に
原発があること自体がおかしいことです。そして、今回このようなチェルノブイリ以上の重大事故を引き起こしておきながら、大飯を再稼働させたことは世界中から非難されて当然です。恥ずかし
くて、日本人とは名乗りたくない程です。
世界には原発がない国があります。ということは、自然エネルギー、省エネ、少ない火力発電で、電力を充分賄えるわけです。
未来のない原発にしがみつくということは、国家を滅ぼすに等しいです。廃炉にするには、莫大な費用が必要でしょうが、未来を考えるなら廃炉しかないと考えます。
事実、原発はいつも全てが稼働しているわけではなかった、ということは、電力の為だけならば、なくても良いということです。原発が必要な本当の理由は、核の為でしょうが、コントロールできな
いのだから、必要ないです。原子力を学ぶ学生がほとんどいない今、ますます核は持っていても困る代物となっていくでしょう。
福島第一が壊れただけで、誰にも事後処理できない程の放射能が拡散という事実は、これからも国民を苦しめるでしょう。収束できないほどの放射能被害を引き起こした原発を、全て廃炉にす
るのは当然のことですし、老朽化している原発を廃炉にするだけではなく、新設など許されることではありません。
関係ないような話かもしれませんが、本当の先進国はゴミを燃やしません。日本は未だにゴミを燃やして環境汚染させています。この事実だけでも、日本は後進国なのです。技術も熱意もない
怠惰で思考停止した後進国に成り下がった地震大国日本には、原発を扱うことはできないと思います。
頭を切り替えて、次のステップに進むべき時が来ているのです。
全原発全廃炉をお願い致します。

26260 日本は原発依存度０％を今年中に実現するべきだ。
以下、その理由、今後の脱原発の進め方、脱原発後の日本社会の目指すべき方向について述べる。

原発の危険性
原発は事故の影響が深刻なので、試行錯誤が容易でなく技術の進化が生じにくい。原発はその結果、事故の影響が深刻な上に、事故対策技術が極めて未熟なシステムになっている。原発は
平常時のメンテナンスですら、高放射線量下での作業になるため、ねじ一本締めるのも普通に行えない。机上の論理による事故対策技術が役に立たないことは、スリーマイル、チェルノブイリ、
そしてフクシマのような極めて深刻な事故がほぼ３０年ごとに発生している事実が雄弁に物語る。
フクシマの悲劇が起こったのは私たちの愛するこの国だ。この事故は、事故後１年以上がたっても収拾の見通しすら立たない。原発はロシアンルーレットだ。原発推進に熱心な人達は、電力不
足、電力価格、経済への影響、その他諸々の理由を述べて、原発の必要性を説く。しかしもう、このような一時の理由と、私たちの国土、私たちの子孫の未来とを秤にかけることはできない。
私は原発の存在を決して許さない。

脱原発のスピード
現在稼働中の２基の原発も即時に停止し、その他の休止中、建設中の原発も稼働させてはならない。
第一に日本は地震国である。海のない内陸国に海軍というカードがあり得ないように、地震国に原発というカードは存在しない。これは地震国の宿命である。そして日本は地震の活動期に入り
つつあることが指摘されている。
さらに深刻なのは原子力政策を担ってきた集団の無能さである。先に結論ありきで、原発立地の断層調査もまともに実施せず、チェルノブイリ後もシビアアクシデント対策を先延ばしにし、地震
や津波の過去の履歴からの警告もことごとく無視してきた。そして今に至っても何の反省もない。その証拠に、原子力規制委員会人事にも「原子力ムラの住人」を混入させてくる。長期的な国家
運営のための現実直視の能力が全く欠落している。
現状の原子力規制は泥棒に蔵の番をさせているようなものだ。仮に日本が地震国でなくても、現状のように原子力規制当局が不適格者集団では、危なっかしくて、緩やかな原発削減のシナリ
オなどあり得ない。

脱原発後の日本の産業、エネルギー
現在の市場経済、GNP至上主義のシステムが行き詰まりを見せる中、今までの土俵にしがみつくのではなく、新しいシステムを構築し、その中で主導的な役割を目指す方針こそが国益にかな
う。
新しいシステムとは持続可能性確立のためのシステムである。農林水産業の振興によって農山漁村の人口を増やし、節電と省エネ技術の向上とともに、再生可能エネルギーを利用した小規模
分散型の発電システムを充実させよう。このようなシステムで食料安全保障も化石燃料の消費抑制も同時に推進させよう。
農林水産業は自然に拠って成り立つ産業である。このシステムで我々が拠ってたつのは日本列島の国土と海である。環境を汚染する施設は原発に限らず認めるわけにはいかない。農林水産
業のあり方も石油に依存した現行の方式から自然力を活用した新しい方式に変えていこう。
当面の電力不足のリスクは、むしろ新しいエネルギー・システムの構築への強力な動機付けとなる。核に頼らず、化石燃料への依存も低レベルに抑えた新しいエネルギー・システムの構築は挑
戦的ではあるが、効果的な省エネ・システムを始めとする大きな見返りを必ず産み出す。日本の工業技術、経済界はその挑戦の中でこそ世界に誇る貢献を果たすべきだ。
新しいシステムは現在のような大量生産・大量消費型のシステムではない。経済は低成長だし、生活に多少の不便は生じるだろう。しかし生活の質とは便利さだけのことではない。人の幸せに
は、周囲の自然の美しさや地域文化の充実なども大きな意味を持つ。このことに人々が気づきつつあることは、Iターン、Uターンする人口の増加にも現れる事実ではないか。
電気がなくても食べ物があれば私たちは生きていける。人の生活が経済のためにあるのではなく、人の生活のために経済がある。電力不足のリスクがあっても、多少不便でも、楽しく暮らせて
未来へとつながる道を私は選びたい。

核廃棄物
再処理工場の稼働は決して許さない。核燃料サイクルは原子力発電以上に未熟な技術体系だ。何よりも再処理工場からの排出物が、世界の三大漁場にも数えられる三陸沖をはじめ、周囲環
境に恒常的に放出される。前述の通り、我々が拠ってたつのは、この日本の国土と海である。一時の損得のためにこれらを汚しては取り返しがつかない。
直接処分も見切り発車の技術である以上、核廃棄物に関する現状での最適解は、これ以上、傷を大きくしないこと、すなわち、これ以上の核廃棄物を生成しないことと、既に生成された核廃棄
物は現状での保管を続けることだ。それより他はない。この点でも速やかな脱原発は非常に重要である。

原子力産業の今後
脱原発によって原子力産業が重要でなくなるわけではない。既に稼働してしまった世界中のたくさんの原子炉を考えれば、廃炉ビジネスは間違いのない成長産業である。
原子力産業の中核を占める電力会社は廃炉に抵抗するだろう。その際、電力会社の経営への廃炉の影響が問題として浮上するだろうが、原発を広い意味での不良債権と考えて、廃炉に必要
な経費については公的資金を投入してもよいと私は考える。フクシマの悲劇（それは福島県だけで起こっていることではない）を考えれば、この際、脱原発のための公的資金の投入は、よりよい
未来のための安い買い物である。

安全保障
原発保持によって核武装の潜在能力を維持しようというのはかえって危険だ。たとえば、原発がボウリングのピンのように林立する若狭湾は格好の攻撃目標になる。日本の安全保障は通常兵
器による自衛と地道で粘り強い外交交渉によるのがもっともよい。米国の世界戦略に100％つきあう必要はない。

原発は事故の影響が深刻で事故対策技術も不完全
だ。地震国であり、原子力規制当局に当事者能力が
ない日本では、緩やかな脱原発シナリオはあり得な
い。日本は原発依存度０％を今年中に実現するべき
だ。

男性４０代会社員・
公務員

個人



26267 個人 無職 ６０代 女性 原発は危険であり、即時「原発0」とすべきです。当面
火力発電や水力発電をフル稼働すれば足りるのです
から、代替エネルギーは時間を掛け地産地消的な再
生可能な自然エネルギーへ切替えてゆけば良いと思
います。

   原発は、事故を避けることができません。小さな事故が何百、何千と起きている（新潟沖地震だけで、東電・柏崎刈羽原発で３千箇所を超える故障があったと聞きます。）のですから、何年に１
回か大きな事故があっても当たり前でしょう。また、地震や津波など自然の力は強大です。ひとの力がいかにチッポケなものかを、今回の東日本大震災が教えてくれています。福島第一原発事
故は、もっともっと大きな事故となっていた可能性があります。そうなれば、今のように避難者が１０数万人（未だ収束していないので、これで留まるか不安でありますが）というのではなく、何百
万人、何千万人となっていたかも知れません。また、日本中の原発も同様にいつ地震や津波で重大事故を起こすかわかりません。地震大国・日本にとって、原発は危険すぎますので、要りませ
ん。
　福島第一原発事故で「死の灰」がばら撒かれた結果、福島の周辺住民を中心にして、住む所を奪われ、働く場を失くされ、家族も離散され、常に放射能による死の恐怖に曝された多くの国民
が生じました。私たちは、大阪に居てすら食の安全等に気を遣い、また横浜に住む孫子の身体への影響を思うと、気の休まる時がありません。これから５年・１０年経つと、がんや白血病その他
遺伝子を傷つけられた影響が出てくることでしょう。政府も東京電力も『安全神話』を未だに信仰し続けており、急性被曝による死者がなかった、直ちに健康に影響を及ぼすことはないなどと、あ
たかも将来の健康被害もないかのように誤解しかねないことを言っています。将来疫学的にしか判らないことですから、後になって「（福島第一原発の）放射能」による影響かどうか分からないと
して、補償するつもりもないのでしょう。（その気があれば、直ぐにでも福島県だけでなく影響がありそうな周辺住民の検診（被曝量測定の継続的監視）を始めていたことでしょう。）水俣病でも国
も県も自らの責任で（一義的にはチッソや昭和電工の公害企業に責任を取らせるとしても）全周辺住民・転居者及びその子孫の検診をしてこなかったし、患者認定の範囲を狭め、かつ申請さえ
打ち切ってしまったことに表れているように。
　政府は、今、財政再建と称して、誰がその借金を作ったのか、その原因や責任を明確にしないで、「次世代に借金のツケを回さないようにしよう」とだけ言っています。この原発の問題でも同様
に、その原因や責任を明らかにする前に、大飯原発の再稼働を認めました。しかし、放射性廃棄物そのものが、後代に対する負の遺産となることは、明瞭です。これ以上に「死の灰」を増やすこ
とは、直ちに止め、「次世代に『死の灰』のツケを回さないこと」が大切です。
　今から直ぐに全原発を廃炉にするとしても、使用済み核燃料が地震や津波に襲われても問題なく低温冷却できるようにするために、万全の対策を緊急に執らなければならないでしょう。また、
高濃度・低濃度を問わず放射性廃棄物を何十万年間以上という気の遠くなるような期間に亙って、生物の環境から隔離・保管する義務を私たちの世代は負っています。政府を含めて「原子力
村」と呼ばれる原子力利用推進に関わってきた人々は当然のこととして、これまで原発に反対してきた専門家や今学問に志している優秀な人材も含めて、この課題に総力を挙げて取り組まない
といけないのではないでしょうか。原発を止めると雇用がなくなるというのは誤りと思います。廃炉や放射性廃棄物の保管に関する研究・調査・施工に大きな雇用が産み出されるでしょうし、再生
可能エネルギー分野でも雇用が促進されると思います。
　「安全な原発」と言う人が未だいますが、発電と同時に「死の灰」を作り出しているのですから、「安全」なはずがありません。膨大に作り出された「死の灰」を安全に処理・保管する技術がない
のですから。
　政府も「安全・安心」な国づくりと言うのなら、直ちに「原発０」にすることが求められます。２０３０年までに「原発０」にするような悠長なことは、地震大国・日本ではありえないことです。それまで
の間に、地震活動が活発化している日本で、再び重大事故が発生するなら、首相が「いのちがけで」と言おうが言うまいが、政府や電力会社が責任の取りようもなく、生活を破壊され、一生を台
無しにされるのは、国民一人ひとり（将来産れてくる

26268 個人 無職 ３０代 男性 (1)の原発ゼロシナリオを希望します。現実的には、今
ある原発当面は使い40年で廃炉にするのが望ましい
ですが、昨年の事故を考えるのであれば、直ちに廃止
してほしいです。

　原発ゼロシナリオを希望する理由は、原発には…沢山の問題が山積していてそれらの問題が先送りされ、また、国や電力会社、そして、株主の無責任な姿勢の結果、原発事故が起こったか
らです。
　海の側にあるにも拘らず、津波の被害を想定から外して、安全神話を作り、地震や津波の被害で事故を起これば、『想定外』と電力会社は言いました。
　無責任である以上、また、制御出来ないのであれば、即刻廃止するべきです。安全、安心には、変えられないからです。
　確かに、電力供給が不足するのであれば、不自由に思いますが、国会議事堂の隣や電力会社の敷地に最終処分場やリサイクル処理施設の建設が出来ないのであれば、無責任です。
　国は事故の終息を宣言しましたが、未だに解決はしていないんです。今後数十年に渡り、続きます。
福島での現状を見るのであれば、とても…原子力発電の現状維持はできないと思います。

26269 個人 家事専
業

５０代 女性 ゼロシナリオを指示
放射性廃棄物、原発関連の瓦礫を処理出来ないレベ
ルの技術しかないのに実用化すべきではなかった。
雷など自然界にあるパワーを利用する技術開発に税
金を使うべきだと思います。

　原発事故から1年以上経っている現在、福島の瓦礫でさえ処理できてない。再び原発事故が起こる可能性はあると思う。また、現在ある原発施設も老朽化すればいつかは瓦礫になるでしょう。
このまま原子力発電を続けていくという事は放射性廃棄物を生産し続けるという事になる。しかもその廃棄物を無害化することは無く地中深くに埋める事で処分した事にしている。環境を汚染し
続ける原子力発電には絶対反対です。なるべく早い時期にやめるべきと思います。
　化石燃料を使う発電もいつかは資源が枯渇しシナリオどうりに行くとは思えないのですが当面は仕方が無いので火力発電でカバーしていくしかないでしょう。
　私は水力発電の技術をもっと高めて効率のよい発電が出来るようにするほうがよいと思います。環境にも優しく、その技術を他の国にも売り込む事で経済的にも貢献できると思います。小水
力発電技術もさらに改良を進め事業化すべきと思います。
　そしてまだ実用化には程遠いかとは思いますが何とか雷のパワーを電源として開発する研究を進めていただきたいです。天空で雷の音がするたびにこの何万ボルトのパワーを実用化するこ
とこそが資源の無い日本に課せられた使命ではないかと天の声のように思いを馳せています。
　素晴らしい未来のために税金を使っていただきたい。道路や鉄道空港の新設よりも。

26270 個人 法人等 ３０代 男性 「原発ゼロシナリオ（即時）」 安全は経済よりも優先されるべき。
『すべて国民は、健康で文化的な最低限度の生活を営む権利を有する。』

26271 個人 その他 ４０代 女性 すべての原発は即時停止、廃炉にすべき。
選択肢１の原発ゼロシナリオを選びます。

大人は、子どもたちに原発のない未来を手渡す責任があります。
人類は、命の犠牲が伴う原発と共存できません。
原子力発電＝核発電の廃棄物の安全な処分方法もなく、
最終処分場も、維持だけでも莫大なお金がかかっている。
こんな危険でお金のかかる原発は即時停止すべきです。
選択肢１の原発ゼロシナリオを選びます。

26272 個人 家事専
業

３０代 女性 火力をメタンハイドレートにすれば、20～25のシナリオ
が国益にかなっている。自然エネルギーで賄うことは
非現実的です。輸入化石燃料への依存を断ち自前の
エネルギー開発が急務です。

日本の石油、天然ガスの輸入価格は欧米諸国に比べ2～10倍にもなります。
このまま足元をみられた価格での買取を続けていれば国民生活は疲弊していくでしょう。
一度の事故で原子力の未来が閉ざされてしまうのは残念ですが、以前のとおり運用することは無理です。
厳しい状況に置かれたいまこそ、世界が注目し狙っている日本海と太平洋のメタンハイドレートを、本気で実用化していくべき時だと思います。
単独での開発を恐れるのであれば、アメリカとの連携も視野にいれ直ぐにでも着手すべきです。
中国、韓国、ロシア。隣国に手を付けさせてはいけません。
メタンハイドレートはほぼ無尽蔵である可能性が高く、運用にあたってのコストも低い。
純度の高い塊のメタンハイドレートは特に、開発にあたってのコストが低く時間もかからない。

またこの資源は日本の技術でコントロールしながら気化させていくほうが自然のままより環境負荷が減らせることが指摘されています。

「再生可能エネルギー」ですが、何が再生可能なのか意味が通りません。科学的に誤った名称だと思いますので自然エネルギーと呼びますが
風力、太陽光などの自然エネルギーで主に賄おうとすれば、日本の豊かな美しい自然を破壊する結果を招くことは、ヨーロッパで運用している例をみれば容易に想像できます。必要量としても
全く足りません。
自然エネルギーは補助的に、または数世代先に頼れるエネルギー源として大切に研究を続けていく対象だと思います。

26274 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 「エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見
「2030年に原発0」ではなく「即刻、原発0」を主張
原発推進の主幹GEが原子力を否定した今、直近原発
事故を起こした日本からエネルギー改革を即刻すべ
き

政府は本腰を入れて再生可能エネルギー開発及び移行への尽力をすべき。世界の全エネルギーの内、原子力は約2.6％のみ。米国のGEが原発の不利益、存在の否定について言及したよう
に、世界はもはや原発から離れており、そのエネルギー改革の波に乗り遅れてはならない。

又、このパブコメ募集の前提が「2030年までは原発が維持される」というもの。前提自体が国民を騙すトリックである。再び事故が起これば、日本とその未来は再起不能になる。政府は自然エネ
ルギー比率を増やすスケジュールを国民にしっかり示すべき。

26275 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原子力発電に代わる新自然エネルギー発電の構想
があります。
この発電方法に代替えしていくと、一基で現在の原子
力発電
36基分まかなえる計算になります。
よってゼロシナリオを推奨します。

概要だけ見ると夢のような発想だと言われそうですが、そもそも40年以上前に私の主人（66歳）が構想をしていたことです。

電子工学専政した学生時代に原発に代わる自然エネルギー発電をと構想していたものです。卒業後、総合建設会社を経営していた当時、敦賀原発の設計施工を管理していましたが、当時の
東電担当者と原発の設計上のやりとりでいろいろな意見をしたものの、当時の不安要素が今になって残念な結果を生み出したのです。

今回私たちが概要で書いた、新自然エネルギー発電構想に
是非耳を傾けていただければと思い、コメントしました。

これは建築士でもあるので設計をして、一言で言えば、海を利用したものです。もちろん海のない国でも代替えできます。
原料コストがかからず、ＣＯ2も排出することなく、逆に多くの
酸素を生むことになります。この発電一基で原子力発電の36基分まかなえる計算です。現在やっと言われてきた海上風力や波力とは規模が違い、揚水発電に近い感じもしますが、また違いま
す。

今まで化石燃料のなくなる100年先の構想のようなことを言われてきましだか、今の日本に十分に活用できると思います。
海外で注目している国もあります。
是非耳を傾けていただけたらと願います。

26276 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 女性 エネルギー環境に関する選択肢
１．ゼロシナリオ　を選択します

原発を所持し、事故を起こした反省を次の世代に原発をなくすという形でつなぎたい。地球にも負荷のかからないエネルギーシフトを求めます。

福島の事故の処理も問題の解決もできていない。
もはや安全か安全ではないかという議論の範疇ではないと考えます。
2030年までではなく、明日にでも原発ゼロにすべきです。

26277 個人 家事専
業

５０代 女性 ゼロシナリオを支持し、今すぐ原発ゼロにする。 核物質の拡散を防ぎ、福島のような事態を二度と起こさないため。

発電については、日本が持っている豊かな自然エネルギーの大幅な利用を図る。

一部の企業の儲けのために多くの人の命や健康や生活を犠牲にしたくない。

26278 法人・団
体等

法人等 法人等 法人等 原発ゼロシナリオ（即時） 原発事故が起こるとビジネスが立ちいかなくなるから。

26279 法人・団
体等

法人等 法人等 法人等 東京湾から原子力空母と原子力潜水艦★原発ゼロ自
然エネルギー電力生産★で横須賀本港から世界平和
を発信。

米国海軍横須賀基地の１２号ふ頭と１３号ふ頭および米国第七艦隊旗艦ブルーリッチ係留ふ頭海域全部六号ドック先から楠が浦西側ふ頭間を４メートル幅封鎖海域管理道路所有者＝被相続
人（削除）相続人（削除）。１９４３年５月私の祖父死去１９４５年父（削除）家督相続。１９４３年８月１５日湘南測量組合が父所有地の秋谷１８９番地内家屋・大楠町道・山林・河川測量図＝公有水
面埋立法（１９２１年法律制定）に基づく地積測量図＝すでに行政に提供済み。明治１６年父祖父金太郎家屋番号５６番敷地の土地地番２１９（本籍地番）の所有者＝祖父惣吉所有権名義人に
すべきところが、秋谷２－２２５－１・５北側の★専売公社塩工場★建設時と昭和２９年の★城山橋★建設後も国が先送りしてきたために、１９６４年秋谷２－５－２１敷地内の父所有地１８９番地
と大楠町道を第三者に転売、昭和６０年秋谷漁港建設時にも先送りした。１９７０年被相続人（削除）から１８９番地を相続。１９７３年に行政が本籍地番２１９真正名義相続人名義人を★錯誤利
害関係相続人★にした行政責任での★自宅下の私道★を公道としてきた国・県・市の連帯行政責任での賠償登記先としての権利者として、憲法第九条・９９条・軍転法第八条を適用しての、安
保条約第十条に基づき、日本政府が条約の廃棄通告を米国にして、対等平等の日米安全友好平和条約締結を国の関係機関と日本国政府は行動すること。閉鎖海域は三浦半島の海洋深層
水での栽培漁場と１２号ふ頭地上に小水力発電所の落水発電ポンプと揚水発電くみ上げ出口水での水車方式発電システム尚、岸壁と海水面間は落水出口からの水車方式システム設計。閉
鎖海域地底は防水材料等で遮蔽する。六号ドック地下九百メートルから千メートル×６百メートル間は超深度物流宇宙船組立工場。掘削岩盤はビキニ環礁水爆放射能海底堆積封鎖用に使用
できるのではないのでしょうか。海域海底放射能汚染状態を国連機関に要請してください。

26280 個人 無職 ７０代 男性 脱原発を明確に打ち出すべきである。
使用済みの核燃料の処理についても解決していな
い。
豊かさや生活スタイルをどう求めるかも含めた上での
エネルギー問題を議論すべきである。

脱原発を明確に打ち出すべきである。２０３０年後をも含めて工程表を提示し議論を深める必要がある。福島原発事故を経験した日本人として将来的にゼロ原発を目指したい。原発技術を世界
に役立たせるために原発は維持すべきという議論もあるが、日本は他分野で世界に貢献する技術を持っている。自然エネルギー分野に力を入れたい。使用済み核燃料の再処理技術が確立さ
れていない今原発を稼働しているのに不安を感じる。また地下に埋める案についても将来子孫に問題を投げかけるだけと思う。
原発問題だけでなく将来のエネルギー政策をどうするかを国民的議論すべきである。便利さや豊かさをを求め、大量生産、大量消費、大量廃棄からの転換が必要である。豊かさとは何かも一
度考える必要性を痛感する。

26281 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原発はゼロにすべき。日本と言うすばらしい祖国と文
化を次の世代に引き継いでゆく事が我々の使命であ
る。原発ゼロを勇気をもって推進する事こそ政府と電
力事業者の使命であると確信している。

世界で唯一の被爆国で数十万人の犠牲者を出した日本は、戦後原発の廃止を世界に訴えるべきであったのが、時の政府は湯川秀樹博士まで利用して原発推進に走った。そこには国民の利
益よりも原発稼動により様々なメリットを享受した人間が如何に多かったのか想像に難くない。
毎年、広島、長崎で行われる原爆禁止の祈りがややもすれば忘れかけているとしか思えない。今回の福島の事故がもし更に被害が大きく東日本だけでも数十万人の被爆者と死亡者が出てい
たら、今の政府や電力会社が原発の安全性が確認されたなどと言って、原発再稼動ができただろうか？
戦後日本の経済成長は電力があったからではない。水と気候に恵まれ地理的にも恵まれた国土と世界でも突出した勤勉性と真面目さを持った日本人と言う国民性が戦後の日本の経済成長を
推進したものである。
もちろん安定した電力供給ができたことも企業にとって有利であった事は否定しない。
しかし、ほぼ国営企業化し地域独占企業にして競争を排除した事が、今日の電力会社の傲慢と隠匿体質、高賃金、様々な特権、そして政治家との癒着構造を招いてしまったのではないか？
我々日本人は水や農水産資源に恵まれた豊かな祖国日本を、次の世代に安全に引き継ぐ義務があることを忘れてはならない。
その為にもまずは原発をゼロとすべきである。そして原発ゼロの場合は企業向け、家庭向けの電気代はいくらになるのか明確にして、値上げが必要ならば国民の理解を得る事。そして電力を
自由化し、大手商社の参入等により競争原理を導入すればコストダウンを推進することが可能と思う。

１.原発は最もエネルギー密度の高い、効率的なエネルギーである。
　エネルギー密度は、ある基準となる量あたりのエネルギーである。ウランは石炭の１０万倍以上、火力発電で一番効率の良い天然ガスよりも４万６千倍以上のエネルギー密度を有している。
太陽光発電にいたっては、それを作るためのエネルギーと、発生するエネルギーのどちらが大きいかという議論をしている段階で、全く問題外である（不安定さを補うため、スマートグリッドだ、
蓄電池だと言っているが、それを入れたらまさしく、無駄の権化である）。
２.今あるエネルギー源のなかで、最も（人命を損なうことのない）安全なエネルギーである。
　石油、石炭、天然ガス、ウランのなかで、原料コストで最も安いのは、ウランであり、原料採掘において相対的に安全なのもウランである。昔日本が石炭を主要燃料にしていたころ、炭鉱で毎
年何百人もが犠牲になっていた。いまも資源排出国では、同じことが起きている。原発をやめて化石燃料を使うとして、日本人だけが安全でいいのだろうか。
　しかも、石炭石油を燃料とする発電を行うと、空気中にNox、Soxなどの有害廃棄物がわんさか排出される。そのために死ぬ人は、原発１基分の火力発電所（旧式）だけで、少なくとも年間数百
～数千人となる。
　3.11の事故を受けて、日本の原発は格段と安全になった。同じことを繰り返すほど日本人は馬鹿ではないし、事故が起こった時の対処ノウハウ（どこにもない貴重なノウハウ）も蓄積されてい
る。集団ヒステリーから覚めれば、（放射能は危険だと脅されて逃げ回った人以外）だれも死んでいない原発の危険を煽り立てるのは、バカらしくなるはずだ。
３.適度な放射線は健康増進となる。
　むしろ3.11後の日本は、風評を別とすれば、もっとも健康的な放射線を浴びることができる国になったのではないか。手続きが面倒だが、福島第一原発の近くに住みたいくらいだ。住居をあっ
せんしてほしい。当分、廃炉関連の仕事もある。年間100mmSV程度の放射線が危険だという根拠が、さっぱりわからない。予防原則をいうのなら、今の厳しい安全基準を続けていったほうが、
（日本が経済破たんし、膨大な死者が出るかもしれないのだ）よほど危険である。
４.人間の活動でどうしても必要なエネルギーは、国内でまかなう必要がある。
　先の大戦の大きな原因の一つは、アメリカに石油を止められたことであった。エネルギーがないと経済が衰退する。そうなると、多くの国民が死ぬ。エネルギーなしに、１億人の老人国家を養う
ことはできない。移民受け入れどころか、若者は食うために移民しなければならなくなり、衰退が加速される。日本が独立国家になるためには、どうしても自前のエネルギー源を確保しなければ
ならない。その選択肢を自ら失うということは、日本が世界の属国になることに等しい。原発廃止の選択は、日本を滅亡させようとしているとしか思えない。
５.原発は、まだコストダウンの余地が大いにある。
　電力会社員の給与は、国民の怨嗟の対象である公務員より、さらに恵まれている。東京電力が、人件費のカットを行ったが、それでも公務員並みである。したがってこれは、まだ下げることが
できる。さらに、すでにある原子力発電設備は、追加コストがかからず、維持管理費だけで済む。よって、使えるだけ使う。もし、除染（必要ないが）や廃炉に膨大なコストがかかったとしても、これ
らはすべて国内でまかなえる。利権はあるとしても、すべて国民だれかの富であり、国内の貯蓄となる。しかし、石油、石炭、天然ガス、太陽光パネルは外国から、目の玉の飛び出る値段で購入
しなければならないのだ。
６.化石燃料、太陽光パネルの輸入は、日本を破滅させ、自殺者を倍増させる。
　前項で述べたように、化石燃料、太陽光パネルは、国内で調達することができない。太陽光発電パネルは、技術開発の得意な日本の利益になるという、アホな意見もある。しかし、太陽光パネ
ルのような人海戦術での組み立て工業製品は、中国に勝てるわけがない。このようなどんどん革新が進む製品は、自動化ができないからだ。フレキシブルな人手を安くふんだんに使える、中国
のようなアジア諸国の独壇場である（ドイツの太陽光会社破綻がいい例である）。しかも、原材料のレアアースを、中国に握られているのである。
　したがって、原発をやめれば、化石燃料、太陽光パネル代の支払いで、日本は貧乏国家に逆戻りとなる（もう一部なっている）。貧乏国家では、今のような世界一の長寿は成り立たない。何千
万の人が、経済破たんや餓えで死ぬということである。世界をみても、貧乏な国ほど平均寿命が短い。「経済より命のほうが大切」という、反原発論者の論理は、支離滅裂である。無責任にもほ
どがある。
７.再生可能エネルギーは、自然破壊エネルギーである。
　風力発電、太陽光エネルギー、地熱発電、水力発電など、すべて再生可能エネルギーと呼ばれるものは、自然がうけるエネルギーを、人間が横取りするものだ。したがって、この割合が20％
を超えるころには、原発など比ではない、ものすごい環境破壊が問題になる。
８. 原発の１００年越しの撤退戦に、最大限の資源を注入する必要がある。
　どのような場合でも（とくに原発）撤退のための活動は、推進するよりも、何倍も重要で難しい。安全に効率よく撤退するためには、人もお金も資源も、これまで以上につぎ込まなければならな
い。このしんがりを務めることのできる優秀な人材が、とくに重要である。原発を積極的に推進することによって、その人材を育成するための国民的機運を、高めなければならない。

26273 個人 自営業 ６０代 男性 　今後50年は原発を推進（その後50年かけて撤退）す
る。なぜならいまのところ、原発は最も効率的で安全
なエネルギー源であり、国内の技術を生かすことがで
きる、海外依存の少ないエネルギー源だからである。



26282 個人 無職 ６０代 男性 原発は廃止すべき。

原発は廃炉に向けた研究は残し廃止すべき。研究は
公開にすべき。原発停止の結果必要なら電力使用制
限すべき。

　原発はゼロ零にすべき

　原発は廃炉のための研究をするが公開とする。必要とあらば電力使用制限若しくは値段の高騰を認める。原発賛成者は、原発設置場所を表明すべきだ。蓄電池の開発を急ぎ余分電力を貯
める方策を取るべき。電力を大量に消費する産業は海外移転してもらう。自然エネルギーの開発に大型の予算を付けるべし。
　東電等の発電所の株は51％を国家が保有し経理を公開する。そして、経営に対する年に一度の公開討論会を開催する。産業構造の変化を恐れずに断行すべき。恐れるべきは、失業者と国
債の増加だ。

26284 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロで日本の結束を 現実的な政策ばかりでは、なんとかなるだろうと安心感ばかりが蔓延してしまいます。原発ゼロという難題・危機的状況になればこそ、日本は結束できると思います。このような逆境を乗り越え、
世界だけでなく、100年後の日本からもきっと尊敬されると思います。

26285 個人 家事専
業

６０代 女性 できるだけ早く原子力発電からの撤退をすべき．目指
すはゼロです．数％でも原子力推進の国策がある限
り新しいエネルギーの開発研究も絵に書いた餅になり
未来への夢も希望をありません．

福島第一原発の事故で原発自体の危険性や政府，既存の電力会社による原発の運用の非健全性が一市民の目にも明らかになりました．
事故を起こした場合の被害の大きさは，福島及び東日本の人々が一番わかっておられることでしょう．自然災害に比べて何世代にもわたる大きな被害です．
また莫大な被害額が当然予想されるため賠償のやり方が不十分になり産地偽装などによって東日本だけでなく日本全国に健康被害が及ぶことが懸念されます．また海外からみれば日本とい
うブランドが大きく傷つけられました．

原発推進から大きく舵を切り替えないと，経済や学問など全ての分野における日本の停滞が解消されずに子供たちの世代に前向きなメッサージを残せません．

最後に，世界においても地震国である日本の現実を冷静に判断し，また資源の発掘から使用済み燃料の処分方法まで著しい危険が伴う原発を一日も早く廃炉にする方向にエネルギーの国策
の転換を行うことを国民として強く希望します．

26286 個人 家事専
業

４０代 女性 ゼロシナリオを支持する。
原発の再稼動には断固反対。

原発は国民の安全な生活を脅かすものであり、核廃棄物はどうしようもないゴミとして地球に貯まっていく。
長い目で見た国民及び人類のためには、原発の利用は負の遺産となる。
また福島第一原子量発電所の事故も収束しないままの、原発の再稼動は論外であるし、直ちに停止するべきである。
今まさに代替エネルギーの利用を本格的に考え、計画していく岐路に来ていると思う。
国民の安全に生活すること、命を第一に考えるなら、脱原発以外になく、ゼロシナリオを選ぶべきで、その方向でよりよいエネルギーのあり方を考えるべき。

26287 個人 学生 ５０代 女性 これまでの核使用済み燃料が処理できていないこと
だけを考えても、今すぐ原子力発電は止めるべきと考
えます。

選択肢読みました。
今までの東電の経営の歴史をみてくると、原子力発電施設に関わる全費用、リサイクル、処理の全経費、事故処理、補償の全費用はいくらなのか、税金はいくら投入されるのかが明確にされな
いままでの選択肢は、真ん中の選択肢を誘導しているように思えました。

26288 個人 無職 １０代以
下

男性 0％シナリオに賛成 ３つのシナリオのうち、唯一の「脱原発シナリオ」であるため。しかし、この案にはいつ0％を実現するのか書かれておらず、省エネの努力や再生可能エネルギー導入の見込みも甘く、石炭火力
に大きく依存するため、地球温暖化対策を加速する選択肢となっている。再エネや省エネの負担がことさら強調されているが、2030年まで続けた場合には大きな原発リスクを背負うコトにもな
る。
原発ゼロと温暖化対策の両立は可能。省エネをもっとすすめ、再生可能エネルギーを最大限導入する第４の選択肢が必要。

26289 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 (1)０％　今回の東日本大震災を経験した日本として
は、脱原発以外あり得ない。原発は動かせば動かす
だけ、使用済み核燃料が生み出され、その処理をどう
するか、廃炉をどうするかなどが全くの未解決だ。

(1)そもそも原発は、採算が合わない。造れば造るほど、動かせば動かすほどお金がかかる。核燃料ひとつつくるにも、ウランの採掘から濃縮、燃料の固化などに電気を使うし、また使用済み燃
料を冷やすため、廃炉にするため、そして今回の大震災のように補償をするためなどにどれだけのお金と電気が必要になるのか、誰にも分からない。定期検査、事故などで原発が停止している
間にも、電気で冷却を続けなければならない。何も生み出さないばかりか、電気を消費しているのである。負の遺産である。今日本の原発は老朽化が進み、まもなく廃炉にしなければならない
原発が多くある。どれくらいの期間が必要なのか、放射能で汚染した格納容器などをどう保管するのか、全く未解決のままである。問題を先送りにして、次の世代に負担を追わせてはならない。

(2)日本は地震国である。太平洋プレートがユーラシアプレートに入り込む、地震頻発国である。しかも原発は海水を取り入れやすい海岸にある。地震による破壊などの事故、そしてそれに伴う
津波による被害。どんなに地震の少ない地域でも事故は起こりうるのに、地震頻発国の日本に５４基もの原発を造ってしまったのである。福島原発の反省をいかしましょう。

(3)今年５月６日以降、日本のすべての原発が止まった。節電意識の高まり、企業の節電努力などにもよるだろうが、すべての原発が止まっても、電気が足りないということにはならなかった。い
やむしろその間も止まった原発が電気を消費していたのだから、原発がなければもっと電気は余っていたはずである。

(4)核兵器をつくろうと考える人々以外には、全くの無用の長物である。無用どころか人々のふつうの生活を破壊する以外の何物でもない。事故は相次ぐ、事故隠しも相次ぐ。原発立地地域には
莫大な財源を落とし、その財源がないと行政が成り立たなくさせてしまう、放射線の線量計には鉛をかぶせて被曝線量をごまかす、そんなことをしないと成り立たないような代物は、やめにしま
しょう。

26290 個人 その他 ５０代 女性 地球生命体の絶滅までが想定される原発をゼロに
し、原爆や原発に関して同じ過ちを繰り返さないことを
学ばせるため、一地域に使用済み核燃料と福島の原
発を保存し、そこを人類の負の世界遺産とすることを
提案します。

国に対し原発ゼロを求めます。
天変地異によって地球の生物が絶滅するのはやむを得ませんが、こと核物質に関しては、人間が発明しそれを制御できないがためにその子孫・地球生命体を絶滅へと導く可能性が大であるこ
とを、先の原爆に始まり核実験、平和利用目的であっても原発が引き起こした今回の結末を謙虚に認め、その利用を白紙に戻すべきと考えます。人は原子力利用の短い歴史から教訓を学び、
その廃絶を決断しなければなりません。日本で原発なくしては経済活動が成り立たず、国民の生活が維持できないとの議論がありますが、生活できる環境を失う＝人類の継承が困難になると
いう、より重大な局面を前に原発を継続利用せんがための理由をあれこれ挙げるのは無意味です。また、日本一国では収まらない放射能汚染を日本政府の責任でどう処理するのですか？世
界中に迷惑をかけたのに自国の経済復興しか眼中にない日本の中央政府は、世界各国からもっと批判されるべきです。
世界がとるべき道は、地球で人類と他の生物が多様に生きていける環境を維持するためのものであり、子々孫々に地球を最低でも今のままの状態で残すことが私たちの使命です。
その中でエネルギー問題を捉えるならば、持続可能なクリーンエネルギーの開発に人的・物的資源を投入するのが最善かつ喫緊の課題となりましょう。日本国民が省エネに取り組み、電化など
生活の利便性を減らしていく覚悟を持つのですから、政府には、これまで世界中から得た知見を基にあらゆる可能性を探っていただきたいです。たとえば、素人の妄想にすぎないかもしれませ
んが、高層ビルが乱立する東京では屋上に太陽光パネルを設置することを義務付け、ビルで使用する電力は自給自足し、余る電力は近隣の民家に売るといった電力の地産地消も夢ではない
かもしれません。今回のパブリックオピニオンの第２弾として発電のアイデアを募ってはどうでしょうか。長袖の上着に扇風機を仕込んだものがテレビで紹介されていましたが、国民は計画停電
をされてもしたたかに暑さを乗り切っていきます。
まずは原発を２０３０年までに全廃し、使用済み核燃料、福島の原発および今回の各地の除染ごみを一地域に集中して保存し、そこを負の世界遺産に指定してもらい永久に監視していくととも
に、世界中の学習・研究の基地とすることを提案します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

26291 個人 無職 ４０代 女性 原発ゼロシナリオ（即時）
日本国経済および福祉を最優先するための条件は国
土の安全であり、国土の安全を維持する優先課題は
今存在する核燃料を国内、国外に増やさないことと考
える。

原子力発電に関わるコスト計算について、これまで国会や電力会社による宣伝で簡単に説明されてきた内容には、大きな間違いあるいはごまかしがあり、福島事故後の被災者に対する補償対
策が実証しているように不十分なものである。また、立地地点の活断層に関する情報に数多く例が見られるように、不安を払拭するための調査や研究がなされていない。
原子力発電所の稼働についての安全を説明、説得できる能力および事故を想定する能力ならびに補償能力を証明されないままに原子力発電政策を受け入れることはできない。

26292 個人 自営業 ３０代 女性 ゼロシナリオを指示します。 3.11後の福島原発事故の収集がついていない現状で、原発を維持していく方針をとることは、国民の生活を守ることになりませんし、今ある問題を解決できていないのに、更に問題を生み続け
る構造になると思います。

26293 個人 無職 ５０代 女性 ２０～２５シナリオに賛同します。　原発関連の仕事に
従事している者やその家族が普通に生活できるよう
に、国としてきちんと対応してください。

家族が電力会社から受ける仕事をしています。　３．１１以来、原発が再稼働しないため、業績は悪化の一途とのことで、収入は減る一方で、将来の見通しもたちません。　テレビ、新聞、雑誌等
の偏った報道により、私を含め家族全員が犯罪者のように扱われているようで、目にするたび、嘔吐を催します。　友人知人たちにも、今はしょうがない、と言われ、会話もできません。　毎日家
にこもって、何度死んだほうがまし、と思ったことでしょう。　国の施策に沿って、基準を守り、まじめに仕事をしてきました。　だれが保障してくださるのでしょう。　人気とりの発言しかしない一部の
政治家は、信用できません。

26294 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発依存度０％を希望。
人類史上類を見ぬ大事故を起こした原発を、動かして
はいけない。
世界に対し、原発に依存しない国をアピールしてもら
いたい。
子供達の為にも、美しい日本を取り戻して欲しい。

世界中の誰が見ても明らかに人災である、福島第一原発。
その後の政府の対応。

本当に国民の事を大切に考えているのであれば、選択肢は依存度０％の1つしかあり得ないと思う。

よく、原発を止めたら経済に悪影響というが、健康と安全以上の経済が何処にあると言うのか。何の心配も無く子供を育てる事の出来る社会。これ以上の国益が存在するのだろうか。

世界に向けて、日本が指揮を取り、脱原発に向けて進む時だと思う。
時間がかかるとしても、廃炉にする為の技術、人材、システムをしっかりと構築して、世界に向けて売りにしていけば、十分経済は回ると思う。

その間の不都合や不景気は甘んじで受ける覚悟でいいと思う。

とにかく、原発はもう嫌なんです。
人として、親として、安全な日本を子供達にバトンタッチしてあげたい。

ただ、それだけなんです。

26295 個人 自営業 ６０代 男性 ゼロシナリオを選択します。
今回の３択の設定は、原子力エネルギーの是非を問
う根本の過程を省略していて、公正な意見募集になっ
ていないと考えます。

原子力エネルギーは、人間が扱える代物ではないことが、今回の事故ではっきりとしました。自動車や飛行機は、事故や問題が生じても人間が扱える範囲にあります。しかし原子力は違いま
す。福島第一原発の事故現場では、いまだ炉内の状態は解っていません。事故処理は現世代では出来ないでしょう。次世代でも解決出来る保証はありません。東日本大地震で緩んだ地殻は、
以前に比して危険度は増しています。経済コストを云々している段階ではありません。核エネルギーによって、人類の存続が危ぶまれることさえありえます。安全が認められない現状では、再稼
働を認めないのは当然です。全てを廃炉とする政策を選択すべきです。

原発ゼロシナリオを希望します。
事故から1年以上たってもまだ福島原発の事故が完全終了しておらず
格納容器内がどうなっているかも不明なままです。
この状態で、もし同じような災害が別の場所で起こった場合
完全な対策ができるはずがありません。
そもそも完全な対応などというものは存在しません。
失敗を繰り返してより良くなっていくだけですが、
原発については失敗の繰り返しは許されません。
ならば廃止していくしかありません。

新しい原発の建設は国民全体が望んでいません。
まず、原発をすべて停止させてください。
また、2030年までのいつまでにいくつの原発を廃止させていくかの
明確な決定を今すぐ開始してください。
すぐに取り組めば2030年よりも早く原発ゼロを実現させることができると思います。
また、再処理についても中止してください。
使用済み燃料プールに燃料を置いておくことがいかに危険か
今回の事故で明らかになったはずです。
高速炉もんじゅも今すぐ廃止することを始めてください。

原発以外のエネルギー政策についてですが
省エネ政策を国としてもっと推進していくべきです。
国が支援すれば企業も努力しやすくなり、国民への浸透もスムーズになるでしょう。

新エネルギーの開発にも国として力を入れください。
新分野への援助があれば日本の開発力、経済力の後押しとなるでしょう。
国がどの程度本気になって後押しするか、
それが今後の日本の経済、活力へ大きな影響を与えることと思います。
また、そういう体制があれば海外からみても
日本は色んな面で魅力的な国と捉えられると考えます。

また東電らの電力会社が独占している
電力システムについても見直しをすべきです。
いま国民は東電以外の電力会社、電力システムを希望しているはずです。
各戸への備蓄電池の配備の標準化など電力会社だけに
頼らないシステムの比率を増やしていくことも検討していくべきです。

今の子供たちが大人になった時
どのような日本になっているか
さらなる事故で避難民が各地にあふれ疲弊した国になるのか
エネルギー政策先進国として一目置かれるような国になるのか
選択をせまられていると思うのです。
3.11以降日本がどうするのか海外の国は注目しています。
ゼロシナリオ以外の現状維持、または原発を増やすようなシナリオを選べば
日本の国際評価はさらに下がっていくでしょう。
今回の原発事故で海外から
「日本が管理できないならば、自分たちには無理だ」と
言っている国がありました。
海外から日本人は高く評価されているのです。
その日本人がゼロシナリオを実現できないはずはないと思います。
よろしくお願いいたします。

26283 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ゼロシナリオを希望します



26297 個人 家事専
業

６０代 女性 できるだけ早期の原発ゼロを強く希望します。 原発ゼロシナリオを素人の感情論とみなす人々がいるようですが、ほんとうにそうでしょうか。
技術的経済的な細かい専門知識が少なくても、あるいは少ないからこそむしろ 一番大事な大前提を見失わず 利害損得にも惑わされずに本質をみた判断ができるのではないでしょうか。

日本は地震大国。いつでもどこでも大きな地震が起こり得る。
人間の知恵である科学技術には完璧はあり得ないし、ヒューマンエラーは必ずついてまわる。いざという時の対処も最適にできることはほとんどない。歴史をみればわかります。
人間が原子力を完璧にコントロールできると思うのは全くの
傲慢でしかありません。　“安全な原発”などないのです。

そしてそもそも核廃棄物の問題。　仮に事故がなかったとしても、人間の命のスケールからみたら未来永劫ともいえる何万年も無害化されることのない廃棄物を生み出し続けることは 母なる地
球への冒涜であって 未来の世代に対しても許されることではありません。

これらを考え合わせるだけでも、脱原発しか進むべき方向はありません。　そこから生じる諸々の問題は　脱原発の前提に立った上であらゆる知恵を絞って乗り越えるしかないと思います。
そして 今までも多くの困難を乗り越えてきた日本人にはきっとそれが可能であると信じます。

26298 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発の廃止。再生可能エネルギーへの転換。 原発はあまりに大きなリスクがあります。今後世界は再生可能エネルギーに転換していくと思います。日本もいち早くその流れに乗って原子力に代わる技術を作り上げていくべきだと思います。

26299 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 ３つの選択肢に絞ってあるがかなり大雑把な区切り方
である。
例えば原発をゼロにした場合に火力や自然エネル
ギーの比率が明記してあるが
この比率を変えたパターンを何個か用意すべきだと考
えます。

選択肢の数と表記の仕方で票の配分をコントロールしようという意図があります。
持続可能な社会を実現するためにより多くの選択肢を用意すべきではないでしょうか？

26300 個人 家事専
業

３０代 女性 原子力ゼロを支持します。 安心して子どもを育てていける社会にするために原子力をゼロにして下さい。
何よりの子育て支援政策になると思います。私たちの先祖が守ってきたこの国をこれ以上汚さないで下さい。今まで使いすぎていた電力の使用を減らしていく努力は子ども達のためならいくらで
もできます。

26301 個人 その他 ３０代 男性 ・ゼロシナリオを支持
・最終処分方法が確立していない原発を残すことはあ
りえない
・政府提示のシナリオ自体にも疑問
・ゼロシナリオがGHG削減量が小さい、経済的負担が
重い、という記述は恣意的

　3つの選択肢から選択するのであれば、「ゼロシナリオ」である。
　事故の危険性や、立地地域における建設過程での社会の紛争・分断、建設後の原発依存の社会経済構造の発生といった問題だけでなく、廃棄物の最終処分方法すらも確立できていない原
発を、今後も電力源として利用することはありえない。
　また、政府が提示している選択肢の中身自体にも疑問をもつ。ゼロシナリオが温室効果ガス削減量が一番小さくなっているが、これには恣意的なものを感じる。原発をゼロにしても、再生可能
エネルギーの積極的導入、省エネルギー推進、石炭火力発電の大幅削減などによって、温室効果ガスの大幅削減は可能であるはずだ。加えて、再生可能エネルギーや省エネルギーの積極的
推進による環境産業の活性化に伴う経済的メリットを考慮せずに、ゼロシナリオが経済的負担が重くなるという記載の仕方についても同様の印象をもつ。

26302 個人 パート・
アルバイ

３０代 女性 原発ゼロシナリオ（即時） 私たちが、未来の子供たちに残すべきは、原発にも化石燃料にも頼らない自然エネルギー100％の平和な社会です。

26303 個人 無職 ４０代 女性 原発0％シナリオを支持します。
原子力発電がなくとも、代替エネルギー、省エネル
ギー制作や教育、熱と電気の効率的な使い分けの政
策でエネルギーとのかかわり方を根本から変えてい
ただきたいです。

10万年も、100万年も原発使用済み燃料の責任を負わなければならないのはほとんど無謀で無理です。
また原子力発電のリスクに対する危機意識の欠如と対策の欠如が非常に乏しい現状が今回の福島原発事故で露呈しました。
この電力会社や政府の体質が一気に好転することもないだろうし、今回の再起動の説明責任のなさからも期待できません。
さらに今後の日本の産業転換を検討しても、安全で途上国でも利用可能な代替エネルギーの技術国になるべきではないでしょうか。
原子力政策に投じられる無駄な税金は即刻新エネルギー政策普及に振り向けていただきたいです。

26304 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発０シナリオしかあり得ない
即時全廃でもＯＫ

福島の事故の原因も解明されておらず、原子力の安全な利用について技術面でも一部の人々の利権と隠蔽が見え隠れする運用体制面でも信用は全く置けない。事故以前に放射性廃棄物の
処理について目途が立っていない状況の中で核のゴミの“製造”を続けてきたことは将来世代に対する無責任な暴挙以外の何物でもない。
国民、もっと言えば全ての命を大切にすることより、“経済”が優先されてよいわけがない。
昨年東京電力管内では節電の夏を乗り切ったし、原発稼働がない今年も計画停電はなし。そもそも原子力発電所は必要なのか？原発なしでインフラを担っていく存在としての電力会社へなら
我々も負担増は厭わない。
原子力発電の維持、増設にかけていく費用をクリーンエネルギーにかけたら将来的に発電コストは本当に上がるのか？
同じ先進国ドイツは原発０に何故歩みだすことができたのか？

脱原発に向けては多分知恵がまだある。原発は何十年高度な知能と莫大な費用をかけて推進してきたのに結局ダメだったのです。まずは舵をきることが大事でしょう。

26305 個人 家事専
業

６０代 女性 １番　　　0％を

原子力は、ゴミ処理できない危険な廃棄物。地球をも
自滅へ。

プルトニウムは、あるいは、ウランにしても、放射線自体、１００万年は、
管理しなければならない。誰がする？そんな人いなくなる。

爆発すれば、日本だけでなく、地球を放射能まみれに。すべてを破壊しつくしてしまう。福島が立証してる。チェルノブイリが、スリーマイルが。

政府は、ウソが多いから、信頼できぬ。

26306 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロシナリオを選びます。 原発ゼロシナリオを選びます。
自然エネルギーの活用
一人一人の節電意識を高める

26308 個人 無職 ５０代 男性 できる限り速やかに原子力発電から他の発電手段へ
の移行を希望する

人間の生命や安全、健康が第一と考えます。原子力による経済効率最優先では人間の生命や安全、健康、それに健やかなる環境に対するリスクが、看過され、黙殺されてしまいます。そんな
社会が健全な社会だとは考えられません。防衛的観点から原発を論じるのでしたら、こんなに多くの原子力発電所は必要ないでしょう。エネルギー政策的観点から原発の必要性を論じるのでし
たら、エネルギー資源の多様化こそ、安全保障上、必須だと思料いたします。可能な限り自国内で調達可能なエネルギー資源の開発、確保こそエネルギー安全保障に必要不可欠ではと思いま
す。

26309 法人・団
体等

法人等 法人等 法人等 提示された３つのシナリオの中では「(1)ゼロシナリオ」
を支持する。他の２案には核燃料サイクル事業の継
続が含まれており，巨額の費用や危険性を考慮すれ
ば選択できる案にはならない。

ゼロシナリオ以外の２案には「核燃料サイクル事業」の継続が含まれている。高速増殖炉も含めて，その開発には巨額の国民負担が必要であり，しかも実現の見込みが立っていない。そのよう
な事業を今まで通り継続するようなシナリオは選択するのは誤りである。

また，そうした施設がテロリズムの標的になる可能性があることや，放射性廃棄物の処理方法が確立していないことなども考えると，原子力発電の利用は速やかに減少させて行くべきであると
考える。

日本は風力や太陽光のような再生可能エネルギー資源に恵まれた国であり，それらを最大限に活用するために必要な技術開発を進め，法制度も整備を進めるべきである。再生可能エネル
ギー資源はそれぞれの地域の資源であり，その地方の自治体や住民などがその恩恵を受けることができる制度の整備も進めるのが望ましい。

26310 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発ゼロシナリオをすすめるべきです。 日本は地震の多い国で福島の事故と同じ様な事故が今後起こりうる可能性がある。
広島、長崎、福島の経験から学んだ日本だからこそ、原発ゼロを国の目標にして将来、日本だけでなく世界中の国が使用したいと思える安全なエネルギーを開発すべきだと思う。

１．原発を作ることはトイレの無いマンションを作るようなものである
先ず、原発を運転する結果発生する放射性廃棄物の適切な処分方法が無いということ、即ち「原発を作ることはトイレの無いマンションを作るようなものだ」という事実を認識すべきである。

２．ウランも有限な化石燃料である
ウランも地球誕生時からの有限な化石燃料であり数百年後には枯渇する資源である。いずれ世界中でウラン争奪戦になろう、そのような有限の資源に頼ることなく無限に再生可能な太陽光発
電、風力発電、地熱発電などに資金を投入し、技術開発に注力して次世代の世界のエネルギー政策をリードすべきである。

３．原発は余りに危険性（リスク）が大きい（地震国には原発は成り立たない）
（１）日本列島は地震列島である
日本列島はプレート・テクトニクスの示すように幾つものプレートがせめぎ合って形成されており、世界に例を見ないほどの地震常襲列島である。過去の歴史を見ても何度と無く大地震、巨大津
波に襲われている。
福島第一の大惨事も東電は津波のせいにしているが、その前に地震による激震で何十万本もある配管やジョイントが破壊されたことが原因と考えるのが自然である。高放射能のために現場に
入れず、この原因究明も明らかになっていないのに他の原発の再稼動を決めたりするのは無責任も甚だしい。歴史的、地政学的に地震国であり、巨大津波襲来の頻度が高い日本列島の上に
は原発は成り立たないと考えるべきである。
現実に再稼動した大飯原発の直下にも活断層が何本も見つかっている。

（２）原発事故は国家存続がかかる大問題となる
今回は福島第一だけだったが、更に大きな地震と津波が来たら、或いは少し震源地がずれていたら福島第二や女川、東海原発も連動して同時に破壊される可能性もあった。そうなったら日本
と言う国家は存続できず、国家存続がかかる大問題となることを認識すべきである。

（３）経済・産業のために原発が必要だという意見について
今回の事故とそれに伴う大惨事で明らかになったように、一朝事故が起これば全ての産業を破壊し残るのは放射能を撒き散らす原発の残骸だけと言うことになる、これでは本末転倒であろう。
原発事故はあらゆる産業活動を破壊し、数百年のオーダーで自然を汚染し、空気を、水を、山を、川を、海を、土壌を、食品を、汚染し、生物の住めない土地にし、文化も破壊し国土を破壊して
しまう。人間の住めない国土を作って何が経済・産業活動か。
経済・産業のために原発が必要な電力は他の手段で作ればよいし、作れる範囲で経済・産業活動を行えばよいのである。

４．原発は経済的にも成り立たない
原発は莫大な建設費、長期間を要する建設、廃炉処理、放射性廃棄物処理、立地自治体への補助金、事故を起こしたときの賠償金、汚染除去費用、地震津波対策費用、テロ対策費用、稼動
しない再処理施設や、実現の見込みの無い高速増殖炉への研究費など莫大なコストを考えたら、市場原理に基づく通常の企業では成り立たないビジネスである。
それでも原発を推進してこられたのは市場原理を無視した総括原価方式で甘い汁を吸ってきたからである。
そして今や大事故を起こし、その汚染除去や国家予算にも匹敵するほどの額にもなる可能性のある莫大な賠償を国民の税金で肩代わりさせようとしている。
原発はまともな責任感と経営感覚、コスト意識を持った経営者ならば決して手を出さないビジネスである。

５．原発関係者（東電、官僚、政府、国会、原発関連企業、御用学者）は国民から信用されていない
　根拠の無い安全宣言ほど無責任なものは無い。今回、野田首相の「私の責任において安全性を確認した」という言葉で大飯原発の再稼動を強行したが、これほど無責任な言葉は無い。先ず
原発に素人の人間が安全宣言するのも許されない、そして次に事故が発生したときには「責任を取る」と言った本人はもうその職には居ないだろうし、所属する党も存続していないだろう。現実
にその後に再稼動した後で大飯原発の直下にも活断層が何本も走っているのが見つかっている。

６．節電対策
政府と国会が音頭を取って組織的な節電対策を推進すべきである。大駐車場を持つ遊技場（パチンコ屋など）、大規模ショッピング・センターなど真夏の昼間から屋根を覆い自然の太陽光を遮
り、室内は何千本と言う蛍光灯で目も眩いほどの照明をしている、なんという馬鹿げた光景だろうか。
企業向けには家庭用より安価に電力供給をしているから節電しようという意識が低いのであろう。生活必需品でもない遊技場などの電気料金は家庭用より高くすべきである。また遊技場（パチ
ンコ屋など）、大規模ショッピング・センターなに付属する大駐車場については太陽光発電を義務付けるなど法的な施策を講ずるべきである。
その他、大規模な耕作放棄地、遊休地、鉄道駅舎、鉄道線路上の空間など太陽光発電に利用すべき場所は多いはずである。

７．政府のエネルギー需要の見通しについて
人口減についての考慮はされているか。わが国の人口は2050年には約4000万人減少して8700万人になる予定である。そうなれば必要なエネルギー量も節電を考えなくても約2/3 になる。現在
の政府試算はこれを考慮に入れているか、エネルギー需要の見通しを課題に評価していないか。

８．中部電力、浜岡原発再稼動に向けての動きについて
１４００億円をかけて１８ｍの防潮堤を作るというが、これで強大な津波を防げるという保証は無い。実際に破壊されることは無いと信じられてきた宮古市田老地区の万里の長城と言われた津波
対策の防波堤でさえあの津波で破壊されてしまったのである。このような巨額のお金があるのならば、今こそ他の安全な火力発電所の増設や太陽光発電などの再生可能エネルギーの発電所
建設に振る向けるべきである。

26307 個人 無職 ６０代 男性 原発ゼロシナリオを選びます。
巨大地震は何時何処に来るか分からない、明日にで
も来る可能性がある。全原発を即廃炉にすべき。この
パブコメの実施を知らない人が多い。ＮＨＫや新聞広
告で衆知すべきである。

「発電コストとリスクの正当な評価とは」
　そもそも第二次世界大戦後の世界において、原子力エネルギーは核兵器開発の副産物として登場した。米国を初めとする核兵器保有国では、経済的理由ではなく安全保障上の理由から原
発が核開発と平行して推進されてきた。日本においても、原発は原子力平和利用との名目の下に、経済的理由ではなく、エネルギー確保、安全保障、国際的地位の向上等の政治的理由により
もっぱら推進されて来た。また、そこには核開発潜在能力を維持するという防衛上の理由も併存して来たことは否定できない。原発の発電コストが安いと言う主張は、このような日常経済の外に
ある膨大な間接的経費を、原発推進のために意図的に排除した計算結果であり、国民全体が負担するコストは電力会社に課せられた直接コストをはるかに上回るものである。原子力エネル
ギーの開発と維持にかかる全てコストを計上するならば、原子力発電は企業経営として維持できるものではないことはこれまでにも多くの専門家により指摘されて来た事実である。
　加えて、地震、津波、その他の災害に対して講じられる安全対策と原子力保安院の審査は、福島原発事故の後も依然として電力会社が経済的に負担可能な範囲で策定、行使されており、そ
の危険度の見積もりと対策の有効性の判断はきわめて恣意的かつ政治的な性格を有している。予想される津波の高さや活断層の有無など判断が議論を呼ぶのは、それらがそもそも科学的に
も断定不可能な確率的事象であり、どこで線を引くかは主観的または政策的にしか決定できない性質のものであるからである。
　基本的に、原子力エネルギーにおけるリスク評価は、どのように将来のエネルギー政策を進めるかという意思決定のもとに初めて可能であり、そこには原発を進めるか、廃棄するかの２つ選
択肢しか存在しない。政府委員会が提出した15％と20-25％シナリオは、いずれも原発を維持するものであり、0％選択に対して継続選択が２つも用意されていること自体が原発維持に傾斜して
おり、国民の判断をむしろ混濁する。

「原発稼働は技術発展を阻害する」
　政府は当面の原発再稼働が、電力危機を回避するための現実的な選択であると主張するが、期限を明確にしない再稼働は原発に対する依存を前途としたこれまでのエネルギー構造を温存
し、新しいエネルギー供給態勢への発展をはばむものである。2011年夏の東京電力管内の電力危機は困難なものであったかもしれないが、制限された電力供給は社会の様々な側面において
これまでにない電力使用の効率化を促し、新しいエネルギー供給態勢の前進に大きく寄与するものとなった。1970年代の自動車排ガス規制は、経済界から大きな抵抗があったかもしれない
が、この規制は、企業に高い効率のエンジンの開発を促したのみならず、諸外国を凌ぐ全般的なエネルギー効率の大きな改善を日本全体にもたらした。費用対効果のないところに有効な投資
が存在しないように、効率化を考慮しないエネルギー供給は浪費でしかない。
　既に日本には、米国と比較しても国土面積あたりほぼ10倍の密度で原発が存在し、突出した地震国であることと相まって国際的にも特異な状況となっている。原発は、結局は機械的タービン
により発電する蒸気機関であり、エネルギー転換効率は極めて低い。炉心の冷却は原発の安定的運転に必須であるが、その冷却水は発電に付随して生じる膨大な熱エネルギーを無駄に海に
放出する。われわれは原発を停止し、自然環境と共存できるエネルギー供給には上限があることをまず自覚する必要がある。そのような将来を見据えた自制のもとにのみ、これまでにないエネ
ルギー利用の効率化とエネルギー産生技術の革新がもたらされるのであり、真に必要なエネルギーとは何かが明らかとなるに違いない。

「放射性廃棄物は処理できない」
　これまでのところ、国内では原発を巡る多くの議論が安全性に限局されているが、より困難な問題は放射性廃棄物の処理にある。どのような封じ込め措置を講じようとも、原発は運転に伴い
致死的レベルの放射性廃棄物を経常的に産生する。核燃料リサイクルはこの膨大な放射性廃棄物の内わずか数％を再使用するだけであり、リサイクルによりあたかも一般資源のように問題
が解決できるような印象を与えるのは明らかに誤りである。政府はこの問題を明確な形で国民に提示する責任を持つ。福島原発事故による汚染土の処理も解決できない中で、はるかに高いレ
ベルの使用済み核燃料をどのように処理するのか。残念ながら、日本国内には既に膨大な量の放射性廃棄物が蓄積しており、この処理方法を解決できないまま運転継続によりさらに多くの処
理不可能な放射性廃棄物生み出すことは、現在のみならず将来の世代に対してまったく無責任な選択でしかない。

　これらの事由により、私は速やかに原子力発電にたいする依存度をゼロとし、より効率の良いエネルギー体系への転換を促進することを要求するものである。

26296 個人 会社員・
公務員

５０代 男性
1）原発発電コストは直接コストをはるかに上回る。
2）再稼働は旧来のエネルギー構造を温存し、新しい
エネルギー供給態勢の発展を阻む。
3）運転継続は膨大な量の処理不能な放射性廃棄物
を蓄積する。



26311 個人 自営業 ５０代 女性 私はゼロシナリオを選択します。 全原発を即時廃炉にするべきです。

この夏、大飯原発の再稼働による電力は余剰となっている事実。四国に置いても、再稼働の最有力候補と言われている伊方が動かなくても電力はまかなえている事実をしっかり見極めてくださ
い。

四国電力に置いては、ユーザーに電力不足を訴えながら電化住宅、深夜電力の普及をいまだに行い、その上、四国電力本社は窓も開けず、クーラーを効かせて仕事をされています。一般市民
は一生懸命節電し、クーラーも控えていますが、本当は電気が余っているからできるんでしょう。

地震大国の日本は、本来原発立地に向いていません。
５４基の地雷を持つような不安な生活はしたくありません。
未来に生きる子どもたちに、未来永劫に、負の遺産を残すべきではありません。原発利潤で私腹を肥やす一部の人たちのために、国民を犠牲にするような政治はもう要りません。

国が、世界に向けて、非核、非原発宣言をし、世界の手本となるアクションを起こして下さい。

よろしくお願いいたします。

26312 個人 家事専
業

４０代 女性 2030年は勿論、今すぐ原発ゼロにすべきだ。再稼働も
すべきでない。代替エネルギー開発とその奨励に力を
注ぐべき。

人間はミスをするもの。原発で事故が絶対に起きないとは言い切れない。そして一旦事故が起きたら人間の手に負えない。仮に事故が起きなくとも、廃炉の費用と時間は莫大。放射能は長年消
えない。原発は採算面でもあわない。
脱原発に舵切りをする。そうすれば、代替エネルギーや省エネ家電などで新しいビジネスチャンスとして参入する企業が増えるはず。火力発電ももっと減らせるはず。
電力会社と政府は電力不足を理由に大飯原発再稼動したがこれを含め、電力会社は目先の利益のために再稼働したがっているとしか思えない。未来の子供たちのために、日本で安心して暮
らせるように、原発は今すぐやめなければならない。

26313 個人 無職 ７０代 女性 日本の産業競争力を維持し、国民生活を守り、雇用を
確保するため、電力の安定供給と安価電力が不可
欠。そのためには、原発２５％案はましであるが３つの
シナリオの内容では不十分。今後柔軟な検討が必
要。

●私の孫など若い世代の雇用問題が深刻化しつつある中、３つのシナリオでどうやって雇用を守るのか、今の生活水準を維持するのか、明確になっていない。
●今まで私達はよい生活をしてきたが、今後、日本の経済力がおちることが心配。現状の生活レベル・失業率改善につながるエネルギー施策を提示しなければ意味がない。
●福島原発の被災者のかわいそう論、原発反対者の放射能脅威論（自分たちの子供の世代の環境を守る意見）は理解できるが、国全体の生活水準は現状と変わらないことを前提とした議論
であり、その意見に振り回される必要はない。

26314 個人 無職 ７０代 男性 原発は３５％以上とすべきだ。 政府表示の％では電力不足で産業の将来は成長が見込めない。これは雇用に悪影響を及ぼし若者の仕事を奪う。中国、韓国、東南アジアに仕事場をもってゆかれ国の収入減で国家、地方公
務員の削減につながる。更に国防費の削減で中国、韓国の軍が島嶼部に侵攻する事態になればアメリカ軍も頼りにならない事も考えれば国の存亡にも関わる。第３次アジア戦争、紛争になっ
たら原発反対派は対応する覚悟があるのか１　反対派の本人、子、家族、友人達は仕事を無くしても良い覚悟があるのか聞いて見るべきだ。高校、大学の就職率の低さは更に悪化する覚悟が
反対派にはあるのか声を大にして聞いて見るべきだ。ＧＤＰを抜かれた中国にＯＤＡの金を分け与えている政府の不甲斐なさには情けなさより怒りをおぼえる。その分の金は原発に回し東北地
震の電力、復興に当てるべきでは！！そこまで考えるのが国家戦略室では！！

26315 個人 その他 ６０代 女性 原発速廃止 （１）放射性廃棄物の処理が出来てない原発システムは人類が扱うべきえない。
（２）地震国で採用する、発電するシステムではない。
（３）一端事故が起これば、手の付けられないシステムは採用すべきでない。

26316 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原子力発電によるエネルギー確保の必要性はわかり
ますが、安全性が担保される保障が無いかぎり、ゼロ
シナリオの選択をします。
今一番必要なのは「原子力発電は安全ですという
データ」を公表してください。

「エネルギー・環境に関する選択肢」に関して、東日本大震災以前の考察ならば、この選択肢の議論は良くわかります。誰でも国民は、原子力によるエネルギー確保は、環境保全、経済性の観
点からも容認しておりました。しかし、大震災以後、原子力発電に対して、安全だという定説は根本から否定されました。その安全に対する考察そして検証なくしては、この議論のシナリオの選択
は不可能です。
私は、建築関係の仕事をしております。
昭和56年、建築基準法の改正と同時に、「発電用原子炉施設に関する耐震設計審査指針」も改定され、平成13年に一部改定されております。
以上を踏まえて下記の提案をいたします。

 (1)現在設置されている原子力発電54基のうち、築40年の廃炉計画ではなく、昭和56年以前建設の発電所は即時廃炉とする。
 (2)次に、平成13年の改定に合致しない原子力発電所も即時廃炉計画のテーブルに乗せ、審査指針を満足した場合と同様又はそれを上回る耐震安全性が確保された場合のみ再度個別に検

証し、公表する。
 (3)そして平成13年以後稼動した原子力発電所に対しても、今回の災害を踏まえて、耐震設計の見直し・活断層に対する再検討・津波対策を公表する。
 (4)現在建設中の原子力発電所に対しても耐震設計の見直し・活断層に対する再検討・津波対策が公表されるまで工事を中断させる。
 (5)今回の震災を機に、原子力耐震設計上の重要度分類は、現在のS・B・Cの3段階からすべてSクラスに格上げし、安全を確保する。
 (6)また、弾性設計用地震動Sdと基準地震動Ssの応答スペクトルの比率(Sd/Ss)の値は、弾性設計用地震動Sdに求められる性格上、ある程度以上の大きさであるべきであり、目安として、0.5を

下回らないような値で求められることが望ましいと規定していますが、この数値を厳格に0.5以上と規定していただきたい。
 (7)荷重の組合せと許容限界も、機器・配管系すべてSクラス使用に変更していただきたい。
 (8)すべての原子力発電所の活断層のデータと計画書並びに工事中のデータの公表をお願いいたします。
 (9)今回の福島原発は、過去からいろいろな問題を起こしながら、いままで類を見ない大きな問題に発展してしまった。この原因は、日本特有の電力業界と政界・官僚の癒着・天下りが起因して

いる。原発行政は電力業界任せとなり、甘い対策しか採ってこなかった。今後できる原子力委員会に期待したい。
 (10)また組織として、福島原発では、東電は逃げ出すことしか考えず、最後には、まったく専門外の消防庁・警視庁・自衛隊などの部隊で対応せざるをえなくなった。これからは、全国の原発を電

力会社任せにせず、あらゆる災害に対する厳格なマニュアルの作成そして厳格に運用・遂行させる部隊の創設や今回のような非常時の特殊部隊の編成そして原発事故に対応するロボットの
開発が必要だと思います。

26317 個人 自営業 ６０代 女性 原発ゼロシナリオ　即時 原子力の怖さと無益さをわかっているはずの皆さん、
あなた方の子どもたちや様や孫たちに、胸を張って渡せる日本という国を残してください。

26318 個人 無職 ６０代 男性 国民全員でより一層電気使用の節減をはかりなが
ら、原子力を捨て、再生可能エネルギーの開発を促
進することにより、国の発展に必要な電力量を確保す
るという方向で、日本政府が世界に範を示してもらい
たい。

昨年の計画停電のとき、真っ暗闇を経験し、それまで我々日本国民があまりにも過剰な、無駄な電気を使っていることを実感しました。原子力に頼らなければ日本の経済発展がないという理屈
で原子力発電の再開を正当化しようとしていますが、それは屁理屈です。国民全体が原点に戻り、不夜城のような夜やエアコンの室外機が林立する情景ををおかしいことと感じ、皆でもう少し電
力使用を節減することにより、経済発展に必要な電力は確保することができると思います。

原発は危険です。今むき出しになったままの福島原発に、想定外の余震や津波、竜巻等々がきたらどうなりますか。地球は誕生して４８億年、そのうち現代の科学が想定できるのはわずかな期
間の事象です。どんなことが起こるか誰もわかりません。それを考えると原発がないにこしたことはありません。
首相が原発の再稼働に自分が責任をとるといっておられますが、事が起こってから、そして多くの人間が悲惨な目にあってから、どう責任をとるのでしょうか。責任をとれないのに責任をとる！と
いうような無責任なことはおっしゃてほしくありません。責任をとるなら、なんとしても責任を持って再生可能エネルギーの開発にあたると言って初めて「責任をとる」と言いう言葉が空虚な言葉で
なくなります。

必要は発明の母というように、今まで私たちが原発にかけてきた人、モノ、金を自然エネルギーや再生可能エネルギーの開発に回せば、必ずや必要な新たなエネルギーが生まれてくるものと思
います。

国際社会での日本の存在感が希薄になってきた今日、将来に渡って全人類の安寧と幸福に寄与すると思われるこの課題について、日本政府が強いリーダーシップを発揮していただきたいと思
います。

26319 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 将来的に原発はいらないのでゼロシナリオを選択しま
す。

原子力発電が他のエネルギーより環境に優れていてしかも安価だということは原発事故が起こる前の条件、前提で評価されただけであり、すべての情報に基づき評価を行えば他のエネルギー
より劣る。しかも原発の廃棄物は再処理が出来ないので（もしくは膨大な費用がかかるものと考える。）このような危険で有害な廃棄物を順調に増大出せる原発の運転は日本は多大の害を与え
る。

26320 個人 無職 ７０代 男性 (1)ゼロシナリオ（脱原発シナリオ）に賛成。 経済・経済会の論理から脱却して、市民のいのちと暮らしを守る「安全・安心」を最優先する全原発の廃炉の選択こそ、これからの国づくりの理念、精神でなければならない。

省エネ、再生エネルギーに依拠した産業構造を強力に展開することで真に国民の生命と財産を守り、高度な福祉国家、平和国家を形成する。

26321 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 政府が責任ある意思決定を行うための国民的議論に
おいては、フェアで分かり易い情報が判断材料として
提示される必要がある。選択肢に示された情報には、
明らかにフェアでない部分が存在するため、修正が必
要である。

政府として責任ある意思決定を行うための国民的議論においては、どのケースに対しても フェアで分かり易い情報が判断材料として提示される必要がある。それが出来なければ、国民に対し
て誤った認識をさせることになり、誤った認識に基づいて、誤った意思決定を行うことになる。

現在提示されている3つの選択肢では、経済的にもリスク論的にもフェアでない部分が散見される。

一つめは、太陽光、風力等の安定性の悪い電源を大規模に導入する際に必要となるバックアップ措置の費用が考慮されておらず、明らかにゼロシナリオの経済的影響を過小評価していること
である。この費用を入れずに国民にゼロシナリオを選ばせるとしたら、詐欺に近い仕業と言わざるを得ない。『考慮していないことを注記してあるのだから、読まない者が悪い。』と言うのは、タチ
の悪い保険屋と同じてある。いやしくも、日本国政府がそのようなアンフェアな態度を取るべきではない。不確かさがあるならそれも含めて、バックアップシステムを含めた再生可能エネルギーの
コストを公正に示すべきである。その上でこそ、初めてフェアな条件での議論が可能になる。

二つめは、原子力以外の発電方式に伴う生命・健康に対するリスクについて、全く考慮されていないことである。エネルギー利用に限らず、世の中における全ての行為には必ずリスクが伴うこと
は自明であるが、原子力以外の電源が、あたかもゼロリスクであるかの如く誤解を国民に与えるのはアンフェアであり、誤った先入観を与えることになる。事故リスクについては、原子力のみが
費用化されているが、それ以外の電源では、リスクの評価さえされていない。石炭利用が世界で毎年数千人の死者を出していること、イタリアやインドの水力ダムの決壊で各々千人規模の命が
失われたことなど、事実をしっかり認識した上で、人の命や健康とエネルギーの関係を捉えなければ、結果的に今よりも高リスクな社会を作り出してしまうことになりかねない。
ゼロリスクということはあり得ないということを、まずは国民の一人ひとりが認識することが必要である。政府は、各電源、各シナリオに伴う国民のリスクを定量化して示すべきである。エネルギー
戦略の選択は、現実的なリスクの選択でもあることを忘れてはならない。

三つめは、ゼロシナリオにおける国民の負担が、十分に浸透していないことである。このシナリオでは、現在ある耐震性の悪い住宅をも建て替えて太陽光パネルを大量に設置する必要があるこ
と、重油ボイラが禁止されること、ストーブが買えなくなること、徹底した省エネアパートやビルしか新規入居できなくなること、省エネ性能の高い空調設備への買い替えが義務付けられること、
市街地でガソリン車が自由に使えなくなることなど、非常に大きな国民の負担があることが十分に伝わっていない。『資料にちゃんと書いてある』だけでは話にならない。後で必ず、『そんなことは
聞いていない』、『政府の説明責任が果たされていない』となるだろう。このような重要な前提条件は、分かりやすく丁寧に、何度も繰り返し伝えるべきである。意見聴取会の冒頭で数分間説明し
ただけでは、おそらく参加者ですら、誰の頭にも入っていないだろう。

最後に、国民的議論から電力社員だけを締め出すのは、全くアンフェアである。職業的な利害関係者を排除するのであれば、原子力反対の職業的活動家も同様に排除すべきであろう。かつて
のオリンピックのように、アマチュアだけが参加する権利を有するのであれば、それもいいだろう。しかし、途中でルールを変えることも、一方だけプロの参加を認めるのも、明らかにアンフェアで
ある。重要なことは、『国民的議論を如何に穏便に済ませるか』でなく、『国民的議論を如何に公正に進めるか』である。一時的な世論に媚びる政府より、正しいことを正しいとして実行できる政
府が、真に国民から信頼される存在となり得ることを、よく考えて頂きたい。消費税問題も、原発再稼働問題も、オスプレイ問題も同じである。今まで世論に左右されず、常に冷静に日本の利益
とリスクを考慮しつつ、公正な政策判断をしてきた野田政権が、この国民的議論に対してのみ、冷静で公正な判断が出来ないのは何故か。大変に残念なことである。

26322 個人 家事専
業

３０代 女性 原発ゼロ 即時 地震の多い日本で、再び原発事故が起きたら、汚染地域が増え、安心して住める場所も、農作物を作れる場所もなくなってしまう。人間がやっていることで、絶対事故ゼロとは言えないと思う。
賢い決断は、即時、原発ゼロにすることだと思う。

26323 個人 家事専
業

７０代 女性 ゼロシナリオを主張する。
命を張ってまでの経済発展など論外である。
原発の無かった時代に戻り、国民の幸福度を考える
べきだ。
人類存続のためにも今原発を止めて次の安全を模索
することが必要である。

ゼロシナリオを切に主張する。
私は朝日新聞の「プロメテウスの罠」をずっと読み続けている。東電のずさんな発電計画、事故後の政府の対応など恐るべき事実が次々と判明している。

被害に遭われた住民の筆舌に尽くし難い苦しみ、怒り、それらを見捨ててまでも尚原発を再稼動させる意義は何なのか。
経済発展と謳いながら一部の企業の利益を擁護しそこから甘い汁を吸う政治家
の陰謀ではないか。

福島の人々は仕事を奪われ、美しい故郷を追われている。
命の危険にさらされてまで原発を再稼動する必要はない。
今こそ人間の知恵を最大限に発揮して安全な発電方法を考えるべきだ。
宇宙にまで行けるほど人間の能力は素晴らしいのだから。

26324 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 現在の選択肢はおかしい。0か1かを選択させている
ようなもの。中間の案や、より省エネ(節電)を強化する
案があっても良いはずだ。こんないい加減なやり方で
大切なエネルギー方針を決めるのは間違っている。

私は直ちに原発を0にしろとは言わないが、将来的には全廃を支持する。従って現在のやり方はある意味理解できるが、大飯原発は活断層の問題、免震重要棟の問題など稚拙すぎる。また浜
岡原発や福島第一、東海第二、そして建設から40年を過ぎて発電量も小さな原発は即座に廃炉するべきである。ということは15シナリオはありえないことになる。
ただ、0シナリオも省エネ目標が22%では低すぎる。これでは現実的ではないと多くの人が思うはずだ。再生エネルギーに頼るのはいいことだが、不安定さがあるので多くの人たちは賛成できな
いだろう。しかし、省エネをもっと進めれば必要な発電量を下げられるので、原発をなくしても達成すべき目標を下げることができる。
うちは震災後、省エネを進めた結果50%の削減ができた(50kwhを達成)。マンション共用部の無駄な照明のカットや街路灯のLED化、各住宅の断熱化を強化するなどすれば、まだまだ無駄な電
力は削れるはずだ。無意味なパチンコ店の規制や廃止をするとか、日中のTV放送の半減とかできることはいくらでもあるはずだ。

まだまだ無駄は削れる。原発の危険性と共存するくらいなら、街が暗くなってもいいではないか、無駄な電力使用をカットすれば、都市熱も下がって涼しくなる。
このくらいがんばっても電気代が上がるなら納得する。電気代が上がれば節約意識も高まるので節電が進むだろう。しかし急激すぎる変革はきついので、ここ数年は原発の一部稼働はやむを
得ないのかも知れない(あくまでも期限付きとし、放射性廃棄物を増やさないよう既存の燃料棒のみを使うとかなら理解する)。

26325 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原子力依存ゼロシナリオを選択します。 福島第一原発の大事故を受けて、政府が国民に何の意見も聞かずに勝手に大飯原発の再稼動を実行した事は、本当に許しがたい事だと思います。
国民の安全を第一に考えずに、目先の利益を優先し、地震大国の日本に５４基もの原発を作ってきた事を、福島の事故でしっかり反省し、本気でこの国のエネルギー問題を考え、二度とこの様
な事故が起きない様にする姿勢が、政府に全く見られない事は本当に残念でなりません。
もちろん原発を廃炉にしていくのは大変な事だとはわかっていますが、これから何年何十年と福島はもちろん関東の人間にも、放射能の問題はずっと残ります。ふるさとに帰れない人達の想い
を他人事、無かった事かの様に、原発再稼動の方向へ推し測ろうとしている政府や電力会社の人間の意見をテレビで見て本当に怒りを覚えました。
街を歩けば全く必要の無い無駄な電気があちこちにあります。
経済の発展、豊かな生活など、自分達のエゴを優先するのではなく、本来の日本人の自然や物を大切にする心を見直していけば、原発など必要のない国になれるはずですし、世界で唯一の被
爆国であり、福島原発事故を起こした日本だからこそ、原発ゼロの国を目指すべきです。
太陽光発電ソーラーパネルの普及拡大、各家庭での余った電力を利用する仕組みを国が率先して計画実施すべきですし、埼玉県が実施する埼玉エコタウンプロジェクトは模範となるべく注目
すべきものだと思います。なかでもバイオマスエネルギーはわらや家畜の排泄物など再利用可能な資源を利用する、本当に未来に繋がるエネルギーだと思いますし、本来ならば一県が実施す
る事ではなく国が率先して推進していくべき事業だと思います。
政府が原発を維持しようとする考えを改めれば、原子力に変わる再生エネルギーはもう既に存在しています。
全ては今の政府と国民の利益優先主義を改めれば、原発ゼロシナリオは実現します。

26326 個人 無職 ６０代 男性 ゼロシナリオを支持します。ただし、まだ福島原発事
故の解明を始め、原発の安全性に関する沢山の問題
の解明や解決の見通しが明らかになっていない現
在、将来の方針を決めるのは時期尚早です。

１、核燃料廃棄物の処理方法の見通しが立っていないこと、原発事故とその被害を防ぐ有効な方法が未確立であること。
２、日本は地震、津波の危険が極めて大きく、原発を行なうことの危険性が高いこと。福島の事故はそれを証明してしまった。
３、電力産業、政府、追随的な”専門家”のこれまでの、国民に真実を隠し、責任も一向にとろうとせず、「始めに原発ありき」のやり方への不信・・・今の彼らには任せられない。
４、経済界を中心に「自然エネルギーは経済的に不利益である」との意見があるが、長期的に見て原発もその処理費用や事故が起きたときの費用も含めて経済的負担が大きいことは明らかで
ある。

26327 個人 家事専
業

３０代 女性 ゼロシナリオに近いが2030年と言わず可能な限り早
い原発全廃を。
核燃料は採掘から使用、後処理までリスクがありすぎ
る。
仮に電力が不足するというのなら命にかかわる医療
等を優先すればよい。

ゼロシナリオに近いが2030年と言わず可能な限り早い原発全廃を。
核燃料は採掘から使用、後処理までリスクがありすぎる。
仮に電力が不足するというのなら命にかかわる医療や弱者の冷房等を優先すればよい。
節電技術も進歩しているはず。
工場など産業界で使われる電力についてはよくよく吟味すべき。
工場を稼働させてむやみにものをつくることが景気回復や雇用創出に必須なわけではない。

経済的豊かさや便利さよりも大事な土地や人への愛着を福島にいて身をもって感じている。
優先すべきはお金では買えない幸せな暮らしだ。



26328 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発は０にするべきです。
日本の研究・技術をもって自然エネルギーに切り替え
るべき。

あれだけの大事故を起こしておきながら、まだ原発に頼ろうとするのですか？大井原発は直ちに止めるべきだし、日本の地形を考えて今後、3.11のような大地震が起こる可能性は高いはずで
す。また同じことを繰り返すのですか。
その時、政府はなんと説明するのですか？日本経済を理由に原発を使い続けるなんで言語道断！

私は、西日本に居住していますが、福島県のことは他人事とは思えません。
今回はたまたま東日本で起き、福島県の原発が事故になったのであって、今後日本のどこで同じことが起こるかわかりません。
放射能はすぐに人体に被害がおよぶものではないのです。しかし、確実に基じ準以上の放射能を浴びれば、人体をむしばむのです。

そんな危険なものを抱えて、経済が不安定になるだの電気が不足するだのの理由で続けるのはおかしい！
なぜ原発じゃなければいけないのですか？
原発を続けるだのなんだの協議する時間があったら自然エネルギーの開発に時間とお金をかけてほしい。

26329 個人 その他 ６０代 男性 原発ゼロシナリオを支持します．
再生可能エネルギーの技術および原子力の制御技
術を推進する必要があります．

　リスクのない完璧な技術はありえません．問題はひとたび事故や故障を起こしたとき，その結果こうむる損害が許容できる範囲内にあるか否かです．たとえば自動車が事故によって人命を脅
かすとしても，その被害の範囲が限定的であり，有効な対処法もさまざま開発されているため，自動車は許容範囲にある技術と人々は考えています．しかし原子力発電は今回の事故で明らか
になったように，いったん事故が起きた場合，その被害の範囲は広域かつ長期間に及び，さらに今後発生するであろう，人体および自然への侵襲を考慮するとき，その便利さに比べ，被害の大
きさは甚大であり，許容できる範囲内にありません．致命的な事故が発生したとき，制御ができない原子力発電はまだ手を出してはならない技術と考えます．
　経済的な観点から原発を推進すべき，との意見がありますが，事故に伴なう損失を考慮すると，すでに原子力発電は安くないエネルギーになってしまっています．また，米国では「シェールガ
ス革命」が起こりつつあり， 米ゼネラル・エレクトリック（ＧＥ）のジェフ・イメルト最高経営責任者（ＣＥＯ）ですら、原子力発電について「正当化するのは大変難しい」と述べ，「ガスと風力か太陽光
発電の組み合わせに、多くの国が進んでいる」との見方を示しています．原子力発電がなくなったとしてもそれを補う発電エネルギー源はさまざまあります．それを知りながら原子力にすがるの
は，それが利権になっている，あるいは将来の核兵器を見据えているからなのでしょうか．
　日本としては再生可能エネルギーの分野で技術立国を目指すべきではないでしょうか．排ガス規制をバネに環境技術が進化し，日本が技術立国したという先例がすでにあります．多様な発電
方式による分散型の発送電システムを社会的に構築するためには優れた技術が不可欠です。それはビジネスとしても重要です。原発を他国に売りつけるよりは，このような電力システムの技
術を買ってもらうことの方が尊敬に値します。
　原発を廃止するとしても，廃炉や核汚染物質の処理などには長期にわたり原子力技術が必要です．しかし，ネガティブな印象が与えられたこの分野の技術者は今後減少し，技術の発展はお
ろか，継承も難しくなるかもしれません．それを避けるためには原子力を巨大発電に利用するこれまでの技術方向を変え，たとえば十分人間が制御できるまで小さくする，マイクロ発電技術を開
発していくなど，発想を変えてポジティブに技術の発展を目指すべきではないでしょうか．

26330 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発事故を経験した現在、提示されている選択肢で0
シナリオ以外を選ぶことはできない。選択肢で示され
ている再エネ普及シナリオには違和感が強い。

シナリオ内で相当量低く見積もられているのもとして、省エネの推進と地域(家庭)内発電の普及があると思う。

省エネ推進に関しては、我が家の昨年の実績でも、特に設備更新をせずとも、使用方法の工夫だけで昨年比 ▲15% ～ ▲25% の省電力を達成することができた。また勤務先においても冷暖房
設備の稼働方法の見直しや、明るすぎる照明の削減などで、夏場昨年比電力量 ▲25% が達成できている。実際には設備更新があることも考えると、2030年までに2010年比▲22%（0シナリオ）
の達成は容易であるように感じる。

地域(家庭)内発電は再エネ普及におけるもっとも有力な手段だと思う。電力は発電した場所の近くで消費することが最も効率が良く、今後は各家庭が自分で使用する電力の一部を賄い、足りな
い分を電力会社から購入するというスタイルが一般的になる。このいわゆる電力の「地産・地消」の普及・推進がもっとも重要かつ効果的だと思う。今回の原発事故は、大規模な変電設備や送
電網の維持など、旧来の考えのもとに開発・推進されてきたインフラを見直す良い機会であり、スマートグリッドで日本の産業界が世界をリードする絶好のチャンスとも言える。このためにまず困
難な 0 シナリオを受け入れ、日本政府や国民は、どうすれば旧来の無駄の多い大規模システム（原発事業はその象徴）から撤退できるか、今後の生活スタイルはどうすれよいか、電力の安定
需給のために自身には何ができるかを真剣に考える必要がある。
使いやすくかつ安価な家庭向け小発電+蓄電システムの開発・普及にむけての官民一体の努力も、困難なシナリオがあればこそ行われる。そして将来の日本の産業発展と経済の安定（成熟し
た我が国は過剰な経済成長を目指す必要などない）を支えてゆく道だと思う。

あの事故を経験したにもかかわらず原発に固執する日本の姿勢は、世界から異端の目で見られ軽蔑されている。将来後悔しることなきよう、有言実行する強い日本の姿勢が今真剣に問われて
いると思う。

26331 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発稼働率は２５％以上を保つべきである。稼働率を
下げたままにしたら，電力不足ためのに製造業がます
ます低迷し，若者の失業率も高いまま日本は衰退の
一途を辿る。震災以上の悲惨な未来が訪れる。

現時点で原発稼働率を下げてしまったら，電力不足による製造業の低迷が原因となって，日本の国力はますます衰退の一途をたどってしまう。その悪循環によって若者の失業率が高いまま，
希望のない国「日本」がどんどん貧乏国となり，福祉の充実どころではなくなることは目に見えている。そもそもクリーンエネルギー（太陽光発電・風力発電・地熱発電等）云々と言っても，現実的
に国内電力を本当に賄えるのかは疑わしいし，現在頼っている火力発電についても，中東情勢が不安定な中，日本への石油輸入がストップしたら，どうするつもりなのだろうか。まさに日本は危
機的な場面に遭遇していると考えるべきである。原発に関する安全面への配慮をますます推進すべきと誰もが考え，その考え方に間違いはないものの，今すぐに原発を廃止するという考えは，
感情論が先行し，いろいろな問題が見えていないと言わざるえない。将来的に，採算がとれる新エネルギーが開発されるまでの間，やはり原発に依存すべきであり，今ここで日本の国力を落と
すことは，エネルギー政策上も得策ではなく，一歩間違えれば，永遠に貧困国として国中にスラム街が広がっているような荒んだ国になりかねない。私は，子や孫たちの繁栄のためにも，上記
意見を推奨するものです。

26332 個人 その他 ３０代 男性 このパブリックコメントも、始めから２０３０年までは原
発を現状通り稼動させることを前提としているようにし
か取れません！原発は即刻廃止を主張します！

原子力爆弾を将来的に保持するために、平和利用の名のもとに官僚が極秘文書を作成し、政治家に原発推進を促してきた経緯をNHKスペシャルで知りました。結局不純な動機で日本の原子
力政策は始まったのです！このパブリックコメントもそれに近いと思います！２０３０年まで原発を稼動させるつもりなんですか？地熱発電の技術を海外に教えに行くだけのレベルがあるにも拘
らず、原発を減らしたくなかった為に、自国には普及させようとはしなかった政府の不作為は憲法第２５条の生存権をも侵した犯罪です！今回の福島も広い意味ではその延長線上で起きた出来
事です！電力会社ばかりの責任で免れようとしないでください！政府はもっと危機感と反省感をもつべきであり、明日にでも起こるかもしれない大地震に備え、被害を最小限に食い止めるべく対
策を取るべきです！そして、その最大の対策は、今すぐ原発を廃止する事です！今すぐです！３割の電力のためだけに命や国土をこれ以上犠牲にすべきではありません！その決定権を持つ
場所で働いている一人一人の良心を信じて、圧力や既得権益に揺さぶられることのない、国民の命を守る為の判断を願います。

26333 個人 自営業 ６０代 男性 (1)事故は破滅的被害をもたらす、(2)核燃料サイクル
技術の開発は不可能である、(3)使用済み核廃棄物は
満杯である、(4)絶対的安全性の保証はありえない、
などから先ず脱原発を宣言し、移行イナリオの策定を
急ぐである。

昨年のNHK討論会で元原発技術者と原子力安全委員会の委員（学者）が意見を述べていた。元技術者は、原子力は人間の知恵ではとうてい制御できないものだ。たとえ制御できているように
見えても、切り立った淵の上を歩いているようなもので、想定外のことが起きたときそれを１００％制御できるという人は信じられない、と。一方安全委員会の学者委員は安全性は今回の事故を
踏まえて高めればいいんだ、と平然と言ってのけた。原発は事故が起きたらお終いなのに（絶対に１００％事故を起こしてはならないのに）、事故が起きたらそれを教訓に安全技術を高めればよ
い、という考え方の持ち主が規制する側にいたとは、驚きである。
原子炉容器内の圧力を下げようとして弁を開放しようとしても開かなかったことが序々に明らかになってきたように、原子炉だけ分厚いコンクリートで固めても、これだけで原子力発電設備の安
全性が守れないのは明らかである。安全性を確保するには、システムを構成するすべての要素（構造物だけではなく、操作員の能力などもすべて含む）が完全に安全でなければならない。
これまで原子力を推進してきた学者、官僚、電力会社にその資格がないことは明白になった。
これまで核燃料を再利用できるようにどれだけの予算を投じてきたのであろう。他の国は次々と研究を中止しているにも関わらず、福島事故後もまだ巨大な予算を投じている。そんなお金が
あったら即刻新しいエネルギー（クリーンエネルギーたとえば太陽光、地熱、風力、などの）開発に投じてほしいものである。
発送電の分離を即刻行い、電力の地産地消を促進するなど今こそ電力革命を起こすくらいのリーダーシップを政府には期待したいのである。既得権益者の保護などまっ平である。

今回の意見聴取についても大いに問題である。
政府は意見は聴取するが、決めるのは政府である、という。
どこの会場においても脱原発からスタートするべきだという意見が圧倒的である。このようなことは意見を聴取する前からわかりきっていたことであろうのに。これで、いずれ発表される政府案が
原発温存、老朽原発も例外運用のオンパレードであるとしたら、それこそ大暴動がおきますよ。まさに普天間の二の舞いです（その気にさせて、期待を裏切る）。
意見聴取の仕方は、先ず脱原発を掲げ、いくつかの移行シナリオを用意しその問題点を国民に議論させた上で移行シナリオ（結果として原発ゼロが４０年後にしれないが）をまとめていく、と
いったかたちにしないと恐らく収束はしないであろう。

26334 個人 家事専
業

３０代 女性 ３つのシナリオから私は「ゼロシナリオ」の選択を望み
ます。
福島原発における政府、東電の対応が不十分である
事や使用済み燃料の処分地問題を考えると２０３０年
までに原発をゼロにしていくのが望ましいです。

現在の原発ビジネスから廃炉ビジネスへの転向を望みます。
それと同時に新しいエネルギー分野への投資も望みます。
かねてから言われているメタンハイドレート、地熱発電へのエネルギーシフトを
現実的に進んでいってほしく思います。

そして企業、一戸建てには太陽光発電の普及率を増加させ、
脱原発を進めているドイツに習えるところは習っていてほしく思います。

福島原発における損害は想像をはるかに超えています。
今後もどこかの原発で事故が起こらないとは限らないので
日本にとって原発はデメリット以外のなにものでもありません。

今後は健康被害も現実的なものになると思いますし
医療費の分野にも福島の事故は影響を与えると思います。

26335 個人 無職 ６０代 男性 原子力比率は、２５％以上必要。 代替エネルギーはもうずっと前に結論が出ている。そのときも原子力以外に安定したエネルギー源はないということで、原子力の拡大政策になった。
原子力システムの安全性は問題ない。それは今回女川原発の情況で証明される。福島原発の問題は、つなみの設定にたいする東電と国の諸機関の怠慢による。女川原発のように、緊急水供
給外部電源をつなみのこない高所に設置するだけで、原子力は安全に停止したのだ。それをいい加減にしておくから、安全停止ができず臨界にまで行ってしまった。要は原子力システムの問
題ではなく、津波対策をごまかしたその人災にこそ問題がある。これをだれもはっきりと指摘できないでいるのは、日本人の知力の大いなる欠陥だ。思考に論理的なプロセスを踏めないから、感
情論にながされてしまう。さびしい限りである。

26336 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力ゼロシナリオを支持します。（なるべく早期に） 国土の性格と産業の現在の在り方を考慮すると、新しい日本の国民生活の在り方を変革する意味で、多少の犠牲も伴うが、それを踏まえて原子力発電はなるべく早期になくしたほうがよいと思
います。

26337 個人 無職 ６０代 女性 ゼロシナリオを選びます
即刻廃止して欲しいです 　若者達、子供達、そして命つなげ、笑顔溢れる健康な未来の為に。

　健康な命あっての経済です

原発反対！　多少の不便さは覚悟の上です

26338 個人 家事専
業

５０代 女性 原発に頼らなくてもよい電力システムが絶対できるは
ずです。
この機に国全体で方向転換するべきです。

人間がコントロールできないもの　この先一体何年かかって　今ある原子力の負の遺産をなくすことができるのか　誰も答えることができないもの　そんなものを利用することはできません。

原発に全く頼らなくてもよい社会をめざしてほしい。

26339 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 将来、化石燃料の確保が難しくなると予想できる。100
年～300年さき、日本がエネルギーを安定的に確保す
るためには、原子力発電は必用である。

　日本が未来に渡って安定的にエネルギーを確保し、発展するためには、化石エネルギーの減少が予想される今、原子力発電を０にすることは、防がなければならないと考えます。また、地下
熱エネルギーなど天候に左右されず安定的にエネルギーを取り出す仕組みの研究とあわせて原子力発電も継続的に開発すべきだと考えています。
　そのためには、今回起きた原子力発電に関わる事故を教訓に、稼働する原子力発電所は、電力を喪失した場合、自動で（人間の手によらず）安全に冷温停止できる事を義務付けることに。ま
た、技術革新が行われた場合、つねにその技術を導入し最新状態にすることを義務づけることが必用と考えています。また、原子力発電に関わる事故が発生した場合は、国が全責任を持ち対
処し、被災に対しては国が主体となって救済することを法で明らかにしておくことも必用だと考えます。
　国は、被災されている皆様を救済し、将来にわたってどのようにエネルギーを確保し未来を拓いていこうとしているのか、国民によく説明をしていただきたいと思います。このままだと、感情に
流された政策になるのではないかと心配です。
　私も原子力発電はない方がいいと思っています。しかし、自分たちの子どもの未来を考えると、感情に流されず技術革新を導く政策を出していただきたいと考えます。

26340 個人 その他 ４０代 男性 ３つの選択肢では原発ゼロしかありえませんが、原発
をゼロにしつつ、温暖化対策も強化したプランを支持
します。

原子力発電所は、福島第一原発の事故の原因究明もすんでおらず、そもそも、地震の多い本邦において、安全はありえないため、ゼロにすべきである。福島の人たちはふるさとを失った。これ
は絶対にとりかえすことはできない。次にそのような地域をうむ可能性をふくみつつ原子力発電所を運用することは、愚劣・醜悪以外のなにものでもない。経済的にではなく、倫理的に判断すべ
き。その意味では、原発ゼロのシナリオ以外は支持できない。
一方で、原発ゼロのシナリオも、地球温暖化対策の目標を引き下げることになっているが、それは支持できない。原子力発電の危険と同様に、地球温暖化が生態系・環境に悪影響を与えてい
ることを考えれば、地球温暖化対策は現状の２５％削減目標を堅持すべきである。
私たち人間は地球にいかしてもらっている。かつては自然に対するおそれが自然と調和した生活のみちびきになったが、いまは、人間の知性が、豊かさと自然との調和を両立させることを可能
にしつつある。化石燃料や原子力発電に依存した社会構造にしがみつくことは、人間知性に対する冒涜だ。

26341 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発の廃止を強く望みます。 人間のコントロールが効かない物を本来　取り扱うべきでは無かった。
福島の事故を見たら　再稼動なんて判断は出来ないはず。
全ての原発推進派は人間としての理性が欠如しているとしか思えません。

26342 個人 無職 ７０代 男性 ゼロシナリオを選択する。ゼロシナリオを選択し、か
つ、２０３０年ではなく、稼働中の原発の即時停止、今
後の原発再起動反対、全ての原発廃炉を要求しま
す。

原発のような巨大システムでゼロ事故はありえない。地震大国、津波大国である日本で、あらゆる被害を想定し予め対策することは、不可能であり、人間のすることに万全はありえない。そのこ
とは今回の東北大震災で改めて証明された。また、今後さらに対策を重ねても、今回の東京電力福島原発事故の影響はあまりに甚大で、広大な土地が放射能に汚染され、多くの人の生命と健
康が脅威に曝されつつあり、農水産物が汚染された。このような結果はあまりに重大で、いかなる利便性をもってしても、受忍できない。電力供給は、当面天然ガスを含む火力発電によって賄
い、逐次自然エネルギー利用の拡大を図るべき。原発稼働必要論は昨年と今年の実績によって否定された。

26343 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 2030年までのなるべく早期に原発比率ゼロに。核燃
料サイクル政策に関して、使用済核燃料を直接処分
する政策

原子力事故が人災とされている。つまり、従前の安全神話はもはや通用しない。
したがって、従前の安全対策の延長線上では国民の安全、財産、生命は守れないことは明らかである。原発を廃炉するのにもコストがかかるが、維持するにも多くのコストがかかる。そのコスト
を代替エネルギー開発等に充てるべきだ。

核燃料サイクル政策は、今の技術では困難である。Ｍｏｘ燃料、高速増殖炉などはコストとリスクだけが高いだけで、全くの無駄であり、それに私は税金も電気料金使って欲しくない。

26344 個人 自営業 ４０代 女性 「2030年までに原発ゼロシナリオ」の採択を希望しま
す。

2030年では遅く、ただちに政策として対応していただきたく、切に要望いたします。

26345 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 (1)当面、安全性の確認された原発は再稼動が必要
(2)原発の新設は不可。（老朽化した施設から廃止）
(3)並行して、代替エネルギーの開発が必要（再生可
能エネルギー等）
(4)電気料金の値上はやむを得ない。

(1)現状の社会で即原発を廃止した場合、慢性的な電力不足、電気料金の大幅値上は必至であり、国民生活や経済、産業等への影響は甚大である。早急に万全の津波、テロ対策等を講じ、必
要電力相当分かつ安全が確認が確認されたものは再稼動すべきである。ただし、大地震が懸念される太平洋側等の原発の再稼動はより慎重であるべき
(2)原発の大きな問題として、「後始末できない」ことがある。この問題が解決しない限り、原発の新設は凍結すべき
(3)順次、原発を廃止する場合、その代替となるエネルギーを確保することが前提となる。地熱発電などのポテンシャルも期待できるのはないか。国立公園との兼ね合いもあると思うが、それは
大局から見たら解決可能なレベルと思う。
(4)原発から他のエネルギーにシフトする場合、コスト増、電気料金値上は、その副作用として受け入れる覚悟も必要と思う。しかし、発電単価は上がっても、節電等で電力使用量を抑制すること
で、その負担感は相当、緩和可能ではないか。また「節電」のニーズが高まることで、省エネ関連機器（エコガラス、ＬＥＤ、エコ家電等）の分野ではイノベーションも起こり、経済の活性化も期待で
きる。したがって、国はここにお金を使うべきではないか。

26346 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 １）原子力発電ゼロシナリオ」を支持。2030年にゼロが
実現できたら、その後もずっと原発に頼らない国であ
りたい。
２）ゼロになるまでの期間においては、電気の購入元
を個人が自由に選べるシステムが欲しい。

１）日本は海に囲まれ、波、風、地熱、その他のエネルギーに非常に恵まれた国である。現在の自然エネルギーの技術をもって本気で取り組めば、原子力発電に頼らずとも国の電力供給は賄
えるはず。国内にこれほどの惨事を引き起こし、地球全体を汚染し、これ以上「今までの路線で行きます」と、どの顔をして言えようか？　スウェーデン、ニュージーランドなど、実践しているモデ
ル国がある。日本もぜひ、アジアのロールモデルとして、この路線で進んで行くべきだと思う。

２）長年外国で生活をしてきて、つくづく日本のモノづくり、商品開発のすばらしさには感心させられている。エネルギーも市場の自由競争の元に置いてみる。どれほどの素晴らしいアイデアが出
てくることであろうか。こんなに優れた人材力を持っていながら、それを使わない手はないと思う。　自由に競争させてみること。　自由な選択肢を与えること。　ゼロシナリオは実現可能であると
確信している。

どうか、電気をつくるために、生きるために絶対必要な資源、空気、水、食糧…それらを汚染するのはやめてほしい。現状から未来を想定するのではなく、ゼロシナリオの未来から「実現するた
めに必要な行動」を想定して政策を進めてほしい。日本人であることに誇りが持てなくなってきている自分が、少し悲しい。未来を信じられる国になれば嬉しい。



26347 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 2030年までには当然原子力発電ゼロにするべきで
す。ゼロにしていく過程として、即時撤廃か、10年後
か、20年後かを考える。その選択肢を提示していただ
きたい。

原発の是非については話し合いの余地など最早ありません。
原発は、第一に生命の問題、そして核廃棄物処理の問題、発電維持コスト、エネルギー効率の悪さからしても選択肢にすらなりえません。どう考えてもなりえません。
電気が足りませんよ、代替エネルギーはどうする？、電気料金が高騰しますよ、などという話は解決できることです。選択肢が間違っています。これでは原発ありきの誘導尋問と変わりありませ
ん。
電力が足りていることは、この猛暑で証明されました。政府は詳しいデータなどご存知かと思います。あたかも節電努力と原発を稼働させたから足りているようなイメージ作りはやめて頂きたい。
供給能力範囲であることを公式発表してください。
今後のエネルギー政策として、代替エネルギーについては天然ガスにシフトすることで十分可能です。ガスタービンコンバインサイクルによる発電は原発より数段効率がよくクリーンなエネル
ギーです。またこの技術で日本は世界をリードしており、優れた発電機を全国各地にすでに有しています。
アメリカをはじめ世界は天然ガスにシフトしています。日本の技術力をいまこそ活かして行くべきでしょう。
天然ガスは高いといいますが、現在の日本の価格はアメリカの8倍、韓国の3倍です。高く買わされているだけです。国として天然ガス中心の政策をとって、日本の技術力を全面に押し出してい
けば解決できます。政治的決断が必要なのはここです。
その上で再生可能エネルギーについては地道に開発を進めていき、割合を増やしていくのが理想です。

なによりもまず『命』から社会を考えるのが当たり前のことです。原発はその存在自体が間違っている。もう一度言います。
原発は最早、選択肢ではありえません。
もし選択肢として提示するなら、安全保障上の問題として国民に問うてください。

26348 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 シミュレーションを詳細に分析し、実現可能なシナリオ
を作り直すべき

●原発は無い方がいい。
　率直な想いを述べれば、原発なんて無い方がいい。リスクは高いし、廃棄物処理のコストもかかる。得られるものも大きいかもしれないが、やはりそれに対するリスクが高すぎる。「人がいっぱ
い死んで、死ななかった人も子孫が残せなくなります。」こんなリスクに見合う利益はない。

●しかし、既に原発は存在している。
　原発は無い方がいい。しかし、現実問題として既に存在しており、それがないと困る人だっている。「今日から使いません。」と言っても簡単には取り壊せないし、廃棄物の問題もある。「じゃあ
どうしようか？」ということで、具体策を作るためにシミュレーションをしたのだと思う。

●シミュレーションの解釈は難しい。
　シミュレーションの怖いところは、中でやっている計算が難しく、大多数の人が結果にしか興味がいかないこと。大切なのは、どういう過程を経てその結果が得られたのかを分析すること。「原
子力をゼロにするとこういう結果になります。だから無理です。」じゃなくて、シミュレーションの計算上、何が課題となっているから原子力をゼロにできないのか分析してほしい。そして、その課題
をクリアするのが可能かどうかを検証しなくてはいけない。

●実現可能なシナリオを作り直す。
　原子力は無い方がいい。だからシミュレーションは原子力ゼロのシナリオさえあればいい。ただし、廃棄物の問題やエネルギー供給の問題から、何年後になら実現できるのか、そのためには
誰がどのくらいの負担を課せられるのかなど、過程の分析をしてほしい。

●今のやり方では困ってしまう。
　そもそも、シナリオを３つ提示して「どれがいい？」と聞かれても困る。シミュレーション結果の解釈が非常に難しいのだから。シミュレーションする前に、「原発は無い方がいいですか？」→「無
い方がいいです。」→「じゃあなくす方向でシミュレーションしてみます。」という流れにした方が良い。

26349 個人 自営業 ４０代 女性 原発ゼロを希望します。 捨てる場所も決まっていない危険なエネルギーをこれ以上増やしてはいけないと思うからです。これから、生まれる子ども達にゴミ箱のないゴミを押し付けてはいけないと思います。
日本は地震の多い国です。その上に、原発を置くのは危険だからいりません。
今も福島の原発事故は、何も解決していません。
なのに再稼働なんて、ありえない事です。
ドイツのように、何故、すぐにやめると言えないのでしょうか？
誰が得しているのか教えて下さい。
核燃料を持っている事で、戦争になった場合にとか裏で考えているのでしょうか？
原発を使うのであれば、どちらにしても、そういう意味での明確な理由を提示して頂きたいです。今の時点では、全然、納得できません。
日本は、ちっとも民主的じゃないです。
もっと、しっかり国民の意見を取り入れて下さい。
原爆を落とされた唯一の国が、今度は、原発で事故を起こしました。これ以上、核による被害は起きて欲しくないです。人間と核エネルギーは共存できないと思いますので、原発はなくして下さ
い。

26350 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 たかが電気のために、全ての命を危険にさらしてはな
らない。今回の原発事故から得た教訓は、今後のエ
ネルギー政策にいかすべき、原子力発電は人間の力
ではコントロールできない。「ゼロシナリオ」しか選択肢
はない。

坂本龍一氏の言葉を引用しましたが、人間の生活を豊かにしてくれていた電気、もちろん必要なものでしょう。ですが、その電気のために、命を落としたり、自分の故郷を捨てて、別のところで生
活をすることを余儀なくされることは、あってはならないものと考えます。3.11までは嘘に塗り固められた原発の安全神話のもと私も事故は起きないと考えてしまっていました。しかし、実際に事故
が起き、人の力では核の暴走を止められないことが証明されてしまいました。現在も放射線や放射能で汚染された物質がどんどん放出され続けている現実を見て、これからも原子力発電を続
けていくなんて絶対にあり得ません。一刻も早く全国の原子力発電所の廃止を決め、全ての原子炉を廃炉にしていきましょう。廃炉にすることだけでも長い長い年月が必要なはず。その間にも
新たな事故が起きないとも限らないのです。後世の人々もこの時期だからこそ、廃炉の決断の正しさを理解してくれるはずです。自然エネルギー、再生可能エネルギーなど、今後のエネルギー
に関してはいろいろな可能性があるはず。全ての人々の英知を結集して、原子力発電に代わる安全でクリーンなエネルギーの開発に重点を置いた政策に舵をきってください。

26351 個人 無職 ６０代 女性 　二度と福島のような事故をおこさないためにも、まず
は原発をゼロにし、廃棄物の処理の方法・場所をき
め、そしてエネルギーを節約することは、これから考え
ていかなくてはいけない課題であると思う。

原発をなくすことにより自然エネルギーや水力発電・火力発電になるため、コストが掛かり、温暖化を推し進めることになると言われるが、各地域に合った個別のエネルギーを考えていけばいい
し、どこでも同じエネルギーでという時代は終わったんだと思う。
　風の強い所では風力発電を、水の豊富な所では」水力発電を、炭鉱跡などまだ石炭が残っている所では火力発電を、太陽の良く照るところでは太陽光発電を、と各地域に合ったエネルギーを
各地域の役所レベルで工夫考案していくことにより、地域の活性化になり、若い人の仕事も各地域で見つけていける社会にしていくべきである。
　火力発電はＣＯ2を出すから駄目だと言うが、それは原発に取って代わったため研究をしてこなかったからである。原発の研究より遥かにコストも時間もかからなく研究出来ると思う。風力は音
がやかましいというがそれもこれから直していけばよいことである。
　この事故の後始末に一体どれくらいのお金がかかっているかを考えると遥かにこちらの研究・改善の方がマシか歴然としていると思う。
　私たち母親は子どもの安全と平和な暮らしを第一に望んでいます。原爆を落とされた日本で、処理の仕方も良く理解できていない原発をなぜ選んでしまったのか。日本を支えていく政治家の
方たちも子どもたちの未来を考えた政治を今こそ実現していって欲しいとおもいます。
　だから、わたしは(1)ゼロシナリオを選択します。

26352 個人 その他 ５０代 男性 原発は即刻廃止、脱原発＝原発０％とすべき。再生
可能な自然エネルギーで生活すべきだ。人類の幸せ
のために科学の粋を集めて安全なエネルギーを創造
してもらいたい。

第１に、原発は安上がりと宣伝しているが、事故修復のコスト甚大な犠牲を考えるとこれほど高価なエネルギーはない。第２に、多くの人間を不幸にする科学は原爆と同じである。一部の人間の
幸せのために　多くの人間の犠牲を強いるものは人間が利用する科学ではない。科学は人類の幸せのために使用されなければ使用すべきではない。事故は近隣の人間のみならず　人類全体
を滅亡させる可能性を秘めており　今回はこれで済んだが次回はこれで済むと言い切れない。今回を神の警告と捉えるべきであろう。　第３に、科学を利用する際には、万が一のリスクを想定し
なければならないが、電気会社は儲けしか考えないので、現在はその万一を想定する姿勢すらみられない。人間は天災や事故を皆無には出来ないし　自然を自在にコントロールすることはでき
ないのだから　万一が発生した際にコントロールできないのが原発である。第４に、原発は二酸化炭素を出さないから地球温暖化防止に貢献すると嘯くが、実際は大量の熱を海に排出して直接
地球を温暖化させている元凶である。かつての公害は化学物質を海に排出し大問題となったが、原発はクリーンな熱水を海に排出する新たな公害を発生させていることは知られたくない事実で
あろう。　人間が創造する物は万が一が起こるのである。万が一の時にコントロール出来ない原発は人類が手を出してはいけない悪魔のエネルギーである。原爆と同じ悪魔の科学である。　事
故が起こって莫大なコストと大勢の犠牲を起こしてなお原発を推進しようとする人間は他人の犠牲の上に自分の幸せを得てきた人間だろう。事故は起こらないと考える夢想家かもしれないが、
人類が滅びるときも自分は生き延びると考える人種なのだろう。こういう人間も世の中にいることは、人間の原罪なのだろうが、こういう人間に人類の行く末を決める重要な決定は任せられな
い。

26353 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 ゼロシナリオ 原発に関わる発電所の皆さん、政府の皆さん、官僚の皆さん、学者の皆さん、大企業の皆さんの所業を見るにつけ、この人たちに原発の運営を任せるのは無理だ、と確信します。福島の事故
を真摯に反省して、なるべく早く原発をお仕舞にしましょう。

26355 個人 法人等 ６０代 男性 現人類の制御不全、廃棄物処理の、方法も現実不
能。危険極まりないものを、電気を作るために、維持
する必要はない。
原子炉は可及的速やかに、廃止し、代替エネルギー
にむかうべきだ。

原子炉の安全性が、確保されていない。
とくに、世界の地震地図を見てみれば容易に考えられることだが、こんな危険極まりない場所に、原子炉を、作ってしまったことは、なんと愚かな、人々だったのだろうか。

核廃棄物の処理を、考えず、突っ走って、子孫に、付けを回して、はならない。

産業界の意見のみで、これからの世の中を、方向づけることは許せない。
どんな政党が政権をとっても、産業界の意見に逆らうことは、できないということが、民社党政権が、証明した。

この夏も、原発の電気が無くても、問題ないことが証明されつつある。エネルギーの消費を減らす生き方を、子供の教育に取り入れる必要がある。

26356 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 　 万が一のことを想定し、「中庸」と「無駄」の考え方を
導入したエネルギー・環境政策を採ってもらいたい。
「１５シナリオ」で原発の可能性を残しておくことが、「リ
ダンダンシー」の確保に繋がる。

　万が一を想定した余裕のあるエネルギー・環境政策を！
　『一寸先は闇』という言葉がある通り、地球上に住む人類の日常では、1年先、1か月先、1日先、あるいは1時間先、1分先、1秒先に何が起こるか、誰も予想できないというのが真実ではないだ
ろうか。9.11アメリカ同時多発テロ、9.15リーマンショック、3.11東日本大震災など、近年、予期せぬ事件や事故、天災が多数発生している事実を見れば、そのことは容易に理解できると思いま
す。このような中で、今般、我が国の2030年におけるエネルギー・環境に関する選択肢の議論を行っているが、どの程度の確度を持って正しい答えを導き出せるのか甚だ疑問である。政治の方
針でさえコロコロ変わっており、経済の方針、産業の方針、生活の方針など、これが正解だと言える将来の方針は何一つないのが実態であろう。むしろ、それが正解であるとも言えます。
　  しかし、そうは言っても、何らかの回答を導き出さねばならないのであれば、答えを出す考え方として、「中庸」と「無駄」という概念を参考にしてはどうだろうか。すなわち、どちらに転んでも対
応できるようにするため「中庸」的なポジションをとること、また、結果的に使われないで終わるかもしれないが、すなわち「無駄」になってしまうかもしれないが、幅広い考え方を手の内に残してお
くことであります。そのような意味で、今回の議論では、中庸的なポジションとしては、文字通り真ん中の数字である「１５シナリオ」が適当と言えます。また、具体的発電手段としては、風力、地
熱、太陽光などのグリーン発電のみではなく、従来の火力、水力に併せて、更に、懸案の原子力も代替手段の一つとして組み込んでおくことが必要です。すなわち、人類の活動の源となるエネ
ルギーにおいては、万（あるいは億、兆かもしれませんが）が一の予期せぬ出来事を想定し、どんな時でもどんな場合でも対応できる柔軟性と余裕（それが「無駄」と言われるが）を持っておくこ
と、すなわち、「リダンダンシー」を確保しておくことが重要であると考えます。
 　 今の世の中、万が一の出来事は沢山あると思います。例えば、小さな彗星が地球に衝突し、空中に沢山の粉塵が巻き上げられ、地上の温度が低下してしまうことを想像してみて下さい。こ
れは何も空想話でなく、恐竜が絶滅した原因として知られている通り、実際に起こり得る事象であります。場合によっては、１０００年のスパンの大地震、大津波と同程度の確率で起こるのかもし
れません。明日、起こるのかもしれません。そんな事が起こってしまった時には、人類の生存のために膨大なエネルギーが必要になると思いますが、グリーンエネルギーだけで賄いきれるでしょ
うか？多くの方が賛同している“ゼロシナリオ”でその難局を乗り越えることができるでしょうか？私には到底不可能と思います。甚だ不安でなりません。そんな話は非現実的だ、杞憂だと言って
笑い飛ばす方もおられるかもしれませんが、それでは根拠のない「想定外」を作ってしまいます（明確な根拠があれば構いませんが）。
　  大方のゼロシナリオ賛成者の意見は、心情的に理解できますが、情緒的、感情的で、安全安心への思い入れが強いように見受けられます。これでは万が一の時の対応は難しいと考えま
す。近いうちに正解を出さなければならない民主党政府に望むことは、日常の政治は狭視眼的、近視眼的で構いませんが、人類の存亡にも係る当重大案件に関しては、大所高所から360度の
視野で、1000年先の遠くを見た冷静な判断を下されることです。最後に一言、『逆もまた真なり』です。

26357 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 「エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見

「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を主張。
「政府は本腰を入れて再生可能エネルギー開発に尽
力すべき」

このパブコメ募集の前提が「2030年までは原発が維持される」というもの。前提自体が国民を騙すトリックだ。再び事故が起これば、日本は再起不能になる。政府は自然エネルギー比率を増や
すスケジュールを国民にしっかり示すべき。

原発が安全でないのは明白。原発依存は即刻やめるべき。のど元過ぎればと、また原発を再開するのは、東日本大震災の犠牲者に対する冒とくだ。

26358 個人 無職 ８０代以
上

男性 原発ゼロにしてほしい。 今の利益優先で子供たちの世代に放射能の危険がありえる選択はやめてほしい。

26359 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 男性 原発依存度は０パーセントのゼロシナリオしかありえ
ません。

原発自体老朽化して廃炉していくことになるし、大体ウラン自体があと４０年くらいしかもたない。
今すぐ原発を止めて、省エネ社会へシフトすべき。

26360 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロシナリオ 2030年とはいわず、即原発0%でいいと思います。
国民の意思とは関係ないところで、原発が再稼働されている。

利権構造を無くす。

10万年後まで残る放射性廃棄物を出し続けるなんて、ありえないと思います。
日本だけではなく世界中から無くさなくてはいけないと思う。

電力は自然エネルギーでつくるべき。

　以下の理由から「原発ゼロシナリオ」を支持します。
　まず、原子力発電という技術自体の抱える様々な問題があります。(1) 甚大な被害をもたらした福島第一原子力発電所の事故は、いまだ原因の解明に至っていません。この事故により、原子
力発電の危険性が改めて明らかになりました。(2)日本は地震国であるにも関わらず、54基もの商用原発を建設してきました。近い将来、東海地方を震源とする大きな地震が起こるという予測も
あります。原子炉は十分な耐震性をもつとされてきましたが、しかし、福島の事故の真の原因は未詳であり、国会の事故調査委員会最終報告も、地震による破損の可能性を否定していません。
原発の運用はあまりにも危険です。(3)原子力発電によって出る放射性廃棄物の処理の問題は深刻です。再処理技術は完成のめどさえ立っていません。これ以上放射性廃棄物を増やさないこ
とは喫緊の課題です。(4)今後新興国で予想される原発建設ラッシュにともない、天然ウランが枯渇するのは時間の問題です。(5)原子力発電は定期検査時の作業員の被ばくが前提となってい
ます（老朽化した原子炉の廃炉作業においても）。生命を文字通り削りながらの労働が不可避の技術は、完成した技術とは到底言えません。原発の運転は即刻停止すべきです。 (6)温室効果
ガスの問題に関して、原発を減らすと、二酸化炭素排出量が増大するとされてきました。しかし、原発比率は二酸化炭素排出量や経済成長率にはさほど大きな影響を及ぼさないとの研究成果
があります（名古屋大・高村ゆかり教授）(7)原発を廃止することにより原子力発電関連技術が衰退することを懸念する声もあります。確かに廃炉のためには技術の維持発展が不可欠です。しか
し、技術開発のために大規模なプラントの必要はなく、実験用の安全な施設が確保されれば充分です。
　次に、これまでの日本の原子力行政が抱える問題があります。国会の事故調査委員会最終報告は福島の事故は「人災」であったとしています。すなわち、原子力発電を担う事業者と、それを
監督・規制する側の双方に問題があったというのです。これまでの原子力政策は、原子力基本法に謳われている「民主」「自主」「公開」のすべてをないがしろにしています。具体的事例を挙げれ
ば、福島の事故後、SPEEDIデータが適切に公表されない事態が生じました。これは明らかに行政による隠蔽です（非｢公開｣）。さらに、規制機関である原子力安全・保安院が、原発推進の立場
にある経済産業省のもとに置かれ、規制者が有形無実化されていました。福島の事故以前、2002年に東京電力によるトラブル隠しが発覚しました。にも関わらず、反省もしかるべき改善も行
なってこなかったために昨年の事故が起きたのではないでしょうか。これは事業者と行政が完全に癒着し、一体となって原子力発電を推進してきた結果にほかなりません（非「自主」）。さらに、
市民が強く反対を訴えたにもかかわらず、現政権は大飯発電所の再稼働を強行しました（非「民主」）。以上から、事業者も行政も、原子力発電という技術を扱う資格を全く備えていないことは明
らかです。
　このように原子力に対する規制が機能不全に至っている背景の一つが、経済界からの強力な要請でしょう。今回のエネルギー政策の三つのシナリオについても、経済界からは、25パーセント
の選択肢でも不足だとの主張があると聞きました。この考え方は、従来の路線に従っていれば、特に苦労することなく、豊かな電力が手に入る、そういった安直な姿勢です。そして政府もそれに
追随しています。市民の立場からは到底容認できない状況です。大きな危険をはらむ不完全な技術を、規制機関が不十分なまま維持・拡大しようとすることには断固反対します。
　日本は「資源が乏しい国」とされることがしばしばあります。しかし、太陽光、風力などの自然エネルギーを開発する可能性は十分にあります。日本の国土の特性を生かした地熱発電、潮力・
波力発電なども有望だと聞きます。これまで原子力のみに注力してきた結果、日本は高い技術力をもちながら、自然エネルギー分野では他国に大きく遅れをとっています。エネルギー問題の議
論では、原発推進の立場から｢代替エネルギーはコストが大きい｣「火力・原子力にとって代わるには時間がかかりすぎる」などの主張がなされることがしばしばあります。しかし、原子力は、使用
開始以来長い時間が経過しています。わたくしたちは、この国に適さない技術を無批判に推し進めてきたことを、今こそ反省すべきです。そして、国の進路を大きく変えていくには相応の時間が
必要なのは当然だと考えなければなりません。
以上のことから、「原発ゼロシナリオ」を支持します。
　なお、政府が国のエネルギー政策の方針を決めるとしている手順について付言します。仮に政府が、今回各地で行なっている意見聴取会やこのパブリック・コメントをもって「国民的議論」を行
なったとするなら、それは大きな誤りです。聴取会はごく限られた人しか意見を述べることができません。しかも、一部会場では電力会社社員の非常識な発言もあったと聞いています。なぜ「組
織票」的な行為を許す形で聴取会を行なったのですか。その後は改善されたにせよ、あまりにも思慮に欠けています。パブリック・コメントにしても、政府には周知する努力が感じられません。民
間の、再生エネルギーに関わる団体などを中心として懸命に意見を出すよう呼びかけているのが実情です。一体、どこが｢国民的議論｣なのですか。こんなことで「議論が尽くされた」などとする
ことは絶対に許せません。政府は大切な情報を国民の目から隠し、その一方で国民の意見は聞こうともしていません。政府の姿勢は国民をごくごく粗末に扱うものです。強い憤りを禁じ得ませ
ん。パブリック・コメントに関しては、原発推進を志向する人たちによって組織的に取りまとめられた意見が多数寄せられることも危惧されます。この点について、聴取会同様に重々ご配慮くださ
るよう強く求めます。

26354 個人 法人等 ４０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を支持します。原子力発電という
技術自体が抱える問題と、日本のこれまでの原子力
政策が抱える深刻な問題から、「原発ゼロシナリオ」
以外の選択はありえません。



26361 個人 自営業 ６０代 女性 原発は、できるだけ早くなくし、廃炉にむけて動き出す
べき。
廃炉技術や管理技術の研究をするべき。
今回の選択肢に、即地脱原発がないし。再エネの比
率や進め方についての選択肢がないのもおかしい。

放射能は原子レベルの操作であり、人類がいまだにコントロールできていない。それが証拠に、広島・長崎の原爆を作ったアメリカの地では、いまだに廃炉が進まず、大量に放射性廃棄物を環
境に放出しつづけ、住民の健康を犯し、その地域の生態系を汚染しつくしている。イギリスでも、フランスでも同じ事をしている。日本では、六ヶ所村を動かそうとしているが、もし動かしたら、大規
模の原発の一年分の量の放射能汚染物質が一日で出ると、小出先生が言ってた。

原発は事故なく動いているだけでも危ないので、即廃炉！

無駄な放射能への投資を地熱をはじめとする他の発電技術に振り向けて！

野田政権は脱原発を目指すと口先だけで、外国にも原発輸出するつもりなら、原発拡大路線だ

今回の選択肢の範囲では、エネルギーの今後の方向性について議論できていない。

26362 個人 その他 ５０代 女性 原発依存度ゼロを希望します。 原発事故はほんとうにショックでした。こんなに厄介なもののリスクを地方に負わせて、わたしたち都会の生活が成り立っていたということに深い衝撃を受けました。自分の住む町に原発を作っ
てもいいか、という気持ちで考える必要があると思います。または、自分が使った電力分の、核のゴミを各家庭で引き受けるとしたら…、と言い換えてもいいかもしれません。だれだってそんなの
はお断りだと思います。その代わり、経済の停滞は引き受けなければならない。そういう時代になってしまったのだと思います。

26363 個人 その他 ５０代 女性 将来の子どもたちに原発のごみをこれ以上押し付け
るべきではありません。
地域分散型の自然エネルギー開発と省エネにさらに
取り組めば、電力需要を心配する必要はないと考え
ます。だから「ゼロシナリオ」です。

そもそも人間はミスをおかすものであり、放射能を管理できないことは、福島第一原発の大事故からも明らかです。今回のような苦悩を二度と繰り返すべきではありません。

原発のごみが無毒化するまで生きて、最後まで責任をとれる人はいません。現在の経済を優先させ、将来の子どもたちに、これ以上、原発のごみを押し付けてはいけません。「いのち」を基準に
すべきです。

これからの地域エネルギー政策として、地域で生産し地域で消費する。そして、地域住民が責任も負う「地域分散型の自然エネルギー」の開発にもっと力を入れるとともに、さらに省エネに取り
組めば、電力需要は賄えると考えます。

そもそも「２０～２５シナリオ」は、原発の寿命を５０～６０年とすること、最低２基の原発を新増設することを根拠にしていると聞きました。
（４０年廃炉でも長いと思いますが、）４０年廃炉を義務付ける改正原子炉等規制法を無視するだけでなく、そもそもの原発依存度を引き下げるという方針に逆行しています。

だから、選択は「ゼロシナリオ」です。
26364 個人 会社員・

公務員
４０代 女性 2030年には原子力によるエネルギーの比率はゼロで

あるべき。
目先の経済活動に捕らわれることなく、「いのち」を忘
れることのない政策を一番に考えるべきである。

2030年には原子力によるエネルギーの比率はゼロであるべき。
経済とは国民の生活を幸福にするための要因のひとつであって目的ではない。今回の原発事故により未だ苛酷な生活を余儀なくされている人が大勢いる現状を鑑みると、約20年後に原発を維
持していることのリスクは、戦後発展してきた経済活動が衰退することよりもあまりに大きいことは明白。
広島、長崎を経験し、福島を未だ終息させることができない日本で原発を維持していくのではなく、新たなクリーンエネルギーを推進させる政策への転換が雇用を生み、「いのち」をおびやかすリ
スクを回避することにつながる。
経済的に満たされることが目的となり本質的な豊かさが置き去りにされてしまった日本の現状をリセットするためにも、ある程度の負担は承知の上で大きく転換することを決断する時期にあると
思う。今始めなければ、問題を先送りするだけとなり未来の子どもたちに負担を強いることになってしまう。

26365 個人 家事専
業

５０代 女性 原発ゼロシナリオを希望します。核燃料廃棄物は再
処理しない。
もんじゅは廃炉。

地震国日本に原子力発電所は一基たりとも必要ありません。
再稼働せず、すべての原発を即、廃炉にすることを望みます。
核燃料廃棄物の最終処分の決まっていないのに、これ以上核廃棄物を
増やさないで。

また、六ヶ所村再処理工場は放射能を大量に排出する施設です。
動かさないでください。これ以上、日本を汚染したくない。

高速増殖炉もんじゅも、水で冷やせず、
原子力発電よりもっと危険なものです。
税金の無駄遣いです。このまま廃炉にしてください。

地球は温暖化しておらず、福島原発事故を機に、意味の無い
CO2削減の目標をなくすべきです。
CO2増加で地球が温暖化するなど大嘘を子供たちに植え付けないで
ください。HPの説明も訂正してください。
現在は地球は寒冷化しています。

シエルガスの液化輸入も17年に始まるようです。
しばらくは、石炭、ガスなどの発電で日本の電力は十分賄えますし、
命の危険をおかして原発を動かし、また子や孫の世代に
廃棄物処理を押し付けるなど、人間の倫理に反します。

また、原発関連に注ぎ込んでいる税金を復興など地域振興に遣って
あげてください。原発立地の補助金依存から抜け出す手がかりを
作ってあげてください。

26366 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 即廃炉。原発依存度0％を希望します。 経済（お金）の心配を理由に原発の稼働は仕方がないという方がいらっしゃいますが、もし事故が起これば、その影響は計り知れません。
安全だと言っても、福島の事故は起きてしまったのです。もし事故が起きればどうなるのか想像して欲しいです。事故が起きたとき、人間が手に負えないものを造るべきではありません。原発事
故がなく、地震や津波の被害だけであればもっと早く復興へと向かうことがでいたはずです。瓦礫の広域処理についてももっとスムーズに進めることができたのだと思います。
この経験を活かさなければならないと考えます。

また、原発は稼働しているときと、止まっているときでは、明らかに危険度が違います。できるだけ早く廃炉へ向けて動き出す必要があると思います。

核のゴミの処理方法が決まっていないというのも大きな問題です。
処理出来ないゴミをこれ以上増やしてはいけません。

電気を生み出さない「もんじゅ」にかける莫大な費用があるのであれば、それに代わるエネルギーの開発にお金を掛けるべきです。

26367 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発停止反対　∵原発停止＝経済沈没化。現在の自
殺者＝３万人超→原発停止＝自殺者の増加。原発事
故による死者＝０

原発が止まると、経済沈没化は確実である。現在の不況下でも自殺者が３万人を超えている。原発停止は必ず自殺者の増加を招く。原発事故による死者はいないのにである。また、シーレー
ンの問題も無視できない。日本は、目先で起きた地獄によって、理性を失ってはならない。原発が止まる地獄が日常化することの方が恐ろしいことを、リアルに捉えなければならない。
ゆえに、原発は停止してはならない。

26368 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ゼロシナリオを支持します

再稼働絶対反対

全原発廃炉すべき

ゼロシナリオを支持します。

再稼働絶対反対。

全原発廃炉すべき。

原発の放射能放出は危険すぎます。

環境と人間に重大な汚染をもたらすことになります。

即全原発廃止を願います。

現在の私たちと将来の日本を作る人間のために

お願いします。

26369 個人 パート・
アルバイ
ト

６０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を希望します。さらに2030年と言
わず、もっと早い時期での原発ゼロを実現するように
希望します。

基本的に使用済みの核燃料の安全な処理方法が全く確立されていません。生活の場においても、トイレとそれの最終処理の方法をきちんとしないで生活することはないと思います。
また、仮に使用済み核燃料の安全な処理方法があったとしても、東電福島第一原発の事件のように、地震で破壊されたのか、津波で破壊されたのかも、実地に確認することの出来ないでいま
す。広汎に危険をばらまき、その危険の除去の方法さえ確立されていないのに、原発を稼働させようというのは、地球の自然に対するきわめて不遜な態度というべきでしょう。地球は人類だけの
ものではありません。ましてや日本人だけ、経済界だけ、東電だけ、野田内閣だけのものでもありません。すべての生きとし生けるもののものです。
原発は植物を含めたすべての生き物の安全を確保することの真反対にある不安定な危険そのものです。
2030年と言わずもっと早い時期での原発ゼロを実現するようにして下さい。それこそ、ドイツにできて日本にできない訳はないでしょう。

26370 個人 学生 １０代以
下

女性 原発ゼロシナリオを望みます。
核燃料の再処理も止めてください。

放射能で汚染された食べ物を食べたくない。

地震のたびに原発事故の心配をしたくない。
すこしくらい節電しても、放射能のないきれいな国に住みたい。

26372 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を支持します。 原子力発電への長期依存は、放射性廃棄物や廃炉の問題など、次世代に残す負の遺産が大きすぎると考えます。コントロール出来ない程の力を持ち続ける必要はないと思います。再生可能
エネルギーにシフトチェンジするチャンスは今しかないと考えます。是非、原発ゼロシナリオを進めてください！！

自給自足の太陽建築　により原発は不要です　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　太陽建築研究所　井山武司

　我々が使っているエネルギーのほとんどは、生活を快適にするためのもので、暖冷房、採光、そして移動のための自動車などがありますが、そこにかなりのエネルギーが使われています。日
本の２００７年度のエネルギー使用は産業４６％民生３１％交通２３％であり、建築は最大のエネルギーを使用しており、全体の４０％を占めています。４０％のうち、１０％は建物を作る時のエネ
ルギー、残りの３０％は生活の維持のためのエネルギーです。

　私は、これを、太陽エネルギーの活用に切り替えれば、問題なく、きれいに解決できると考えています。建物がエネルギーをつくることができるのです。
建築は太陽エネルギーのコントローラーです。パッシブソーラーシステムが重要です。私はこれを基に、太陽建築に取り組んできて、現在は、東北の日本海側でゼロ光熱費を達成し、ゼロエネ
ルギーも可能なところまできています。

　人類の最古最大のエネルギー技術が日本で忘れ去られ活用されていないことが最大の課題です。再生可能エネルギーの源である太陽エネルギーからエネルギーを造り出す太陽建築は原
発不要の世界にします。これはまた地球温暖化防止にも大きな効果があります。

　建築で最もエネルギーを必要とする暖房を太陽から直接受け取る
ダイレクトゲインパッシブソーラーシステムは日本でほとんどまったくといって良いほど知られていません。この実施を基本にして建築を組み立てれば、建築のエネルギー自給は可能になりま
す。

　大地と大空(の水)と太陽で生活できる家の計画を提案します。
日本と世界中の標準的な家族（5～6人）のための最小限に近い規模・コストの快適な住居の設計を、世界標準として広めていけば、エネルギー問題は解決できると確信しています。
太陽建築の家が提供することは次の４点です。
１．快適（ 室温 夏＜26℃ 冬＞19℃  湿度 夏＜60％ 冬＞40％ ）
２．エネルギー自給（ 乗り物へも ）３．水の獲得と浄化　４．維持費ゼロ

　１と２は、パッシブシステム、すなわち直接熱取得暖房、躯体蓄冷冷房、自然採光を、建築デザインと建築資材の選択組み合わせにより実現し、これに太陽熱温水と太陽光発電を併用するこ
とで可能になります。家庭用蓄電池の使用も考えられます。
４は日照が少なく自然条件の厳しい東北地方の日本海側で実証されています。このときの住居のエネルギー自給率は65%を超え、この実証例を日照が多い太平洋側で実施すればエネルギー
自給100%が実現することが明らかになっています。業務用建築については15年前にすでに東北地方日本海側でエネルギー自給率75%を超える実績があります。

　３の水の獲得と浄化については、雨水を、中空糸膜によって浄化し使用できます。また汚水は過去において5ppmまで浄化した実績もあります。排水は合併浄化槽を使った上、地表面から
50cmくらいにいる活発な土中バクテリアに処理してもらうシステムにします。
地域によって日照や雨量が違いますので、地域に応じた解決方法を選択します。たとえば、日本海側の日照不足によるエネルギー不足は風とバイオマスによってまかなええます。地域に設置
する風車がいいのではないでしょうか。水道については、雨量が統計的にわかっていますのでこれを基に貯蔵すれば、水不足の問題はなくなりますし、排水をそれぞれで処理できれば大掛りな
施設はいりません。
　太陽建築は、あらゆる国のあらゆる人が住むあらゆる建物に使える普遍的技術です。地球上のどこでも、有効であり、災害の問題も解決できます。其々がエネルギーを作って使う分散型シス
テムであり、水の給排水についても、自分の敷地内で供給処理する循環型システムです。極論すれば、現在の街造りで存在している水道設備、下水設備、ガス管、そして電線までが不要にな
り、より自由な街造りが可能になります。

業務用建築はこの技術を発展させて造ります。日本海側での冬季の日照不足に対しては太陽エネルギーの別型といえる風力・バイオマス等の活用による補助により補えます。

大地と大空(の水)と太陽で生活できる家・建築によるエネルギー自給自足の社会を提案します。

26371 個人 自営業 ７０代 男性 太陽エネルギーの直接取得とコントロールを主とし、
大地と大空(の水)と太陽で生活できる家・建築による
エネルギー自給自足の社会を提案します。



26374 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します。 原発ゼロシナリオを支持します。

福島第1原発事故の原因解明、事故収束、他原発の事故に対する根本的な防止対策など一つも解明されていない中で、原発再稼働など考えられません。現在でも放射線の影響を不安に思い
ながら生活する毎日です。

活断層が縦横に走る日本では、地震により確実に次の原発事故が起こることでしょう。
?
電力は、太陽光発電、風力、地熱などを利用した技術の開発を国が率先してすすめ、また、そのための法律を決め、予算を投入すべきです。現在の私たちの、電力を浪費する生活様式を根本
から改善することを、国が率先して啓蒙すべきと考えます。

26375 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発は減らすべきではない、現行エネルギー基本計
画通り
45％を目標にすべきだ。しかし、選択肢の中からしか
選べないというならば、
最低でも25％維持、速やかに核燃料リサイクルを実
施すべきと考えます

日本のエネルギー安全保障の面から、全ての化石燃料の輸入がストップした際の、それこそ「想定外」が起きた場合と、最近の気候変化などにより台風が予想したより長く居座り、風力発電、太
陽光発電、増水の影響で水力発電もストップした場合などの影響を考慮すれば、原子力発電の選択肢を外すのは大きなリスクです。
また、節電すれば何とかなるという考えと供給力の不安定さ電気料金の高騰など、日本国内の企業が日本で操業する際の魅力を奪い、海外にネガティブな理由で出て行ってしまうリスクも少な
く無いでしょう。

家計が負担するリスクとして、月々の電気料金が今までにプラス2000円～11000円の負担増なるとの試算ですが、これは増税と一緒で可処分所得が低くなることであり、消費が落ち込む要因と
なるでしょう。

失敗をバネにして大きく飛躍するというのであれば、痛みを伴うのも受容する気になりますが、失敗したからもう止める、止めるために痛みを受け入れろというのは納得できない。　事故は事故、
反省するところは反省し、足りなかったところは補い、次の災害に備えて守りを強固にするのが本則ではないのか。

重ねて言うが、福島第一原子力発電所の今回の事件は東日本大震災の影響による事故であり、備えの不備は人災である。　であるのだからこれを手痛い経験として乗り越えていくのが国の仕
事であろう。

感情的になった個人の塊に政策が動かされてしまったら、国なんていらなくなります。

だれも聞く耳を持たなくなっていますが、放射線に対する人間の耐性は閾値を超えなければ影響はありません。ほんのわずかな放射線の存在におびえているのは、悪いことを素直に信じてしま
う人々です。
そうなってしまったのは放射線報道に揺さぶられ、ぶれまくった政治のせいだと思いますが、政府や国家として、あくまで事実に基づき適正な判断をお願い致します。原発０などというシナリオを
目指したら、日本は無くなります。26376 個人 学生 １０代以

下
男性 原発ゼロにしてください。 学校では園芸班をしています。

ストロンリウムが心配で、お母さんは巨大化したきゅうりなど捨てました。
安心しておいしいごはんを食べたいです。

26377 個人 その他 ３０代 男性 ●「2030年に原発0」ではなく「即刻、原発0」
政府は経済再生と復興というが、再生可能エネル
ギー比率が増加が国民の活力を生み出す。
求められるのは国民の方ではなく官僚の頭の中のパ
ラダイムの転換

●「原発は要りません」

国民の声が届かない政治が、この国を動かしている。

インターネットが普及し、翻訳ソフトも使える時代で、マインドコントロールは難しいと言う事をご存知なのでしょうか？

震災で、安全と言っていた原発をコントロールできないと知らしめてしまった今、大飯原発の再稼動、ヤラセと疑われる原発比率・意見聴取会、どう行動するかは、それぞれであっても、、もう気
付いています。

一部の人達の裕福を支える為に、多くの国民の命を犠牲にしてはいけません。

明日にでも巨大地震が襲ってきたら、と心配している人の気持ちは斟酌していないのです。

また、ほとんどの地震学者が日本が巨大地震周期に入ったことを警告していること、全国の原発の貧弱な安全対策、なども勘案していないのです。

それともう一つ、このパブコメ募集の前提が「2030年までは原発が維持される」というもの。前提自体が国民を騙すトリックだ。再び事故が起これば、日本は再起不能になる。政府は自然エネル
ギー比率を増やすスケジュールを国民にしっかり示すべき。

もう1度言います。「命が大事」

26378 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ゼロシナリオを支持し、今すぐ原発ゼロにする。 原子力発電のリスクはあまりにも大きすぎる。
使用済み核燃料の処分方法、原発事故処理の様子から。
人間と核は共存できない。火力発電との比較にはならない。
即停止・廃炉を希望する。
温暖化対策を進めつつ、原発ゼロシナリオを支持する。
エネルギーは、火力から自然・再生エネルギーにシフトを希望する。

26379 個人 無職 ３０代 男性 原発ゼロシナリオを支持します 日本は原発によって電力という大きな力を得て、現在の繁栄があると言っても過言ではありません。それは紛れもない事実でしょう。
しかし私たちは先の震災により原発が持つマイナス面、つまり事故を起こした時には終わりの見えない負の遺産を背負って生きていかなければならないのだという事を経験し学びました。
原発などというものは人の手で操れるものではないのです。

原発をゼロにする事は経済が衰退するという重大なリスクが伴うでしょう。
しかし私たちはそれを受け入れるべきなのです。
原発によって得た虚構の富が無くなり、本来の日本の姿に戻るだけの事なのです。
それに何の問題がありましょうか？
どんな痛も受け入れなくてはいけません。
なぜそういった覚悟の話が一切出てこないのか残念でなりません。

またゼロシナリオは稼働し続ける場合と比較し費用の見通しが断然につけやすいのです。
稼働すれば常に事故のリスクが伴い、第二第三の原発事故によって費用や事故後の対策期間が天文学的数字に膨れ上がる危険性を十分に持っているのです。

以上の事から私は原発ゼロシナリオを支持するものです。

26380 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロ原発　日本は被爆国・原発人災国 　日本は技術の優れた国　もっと高効率の原油・ガス発電を

　新たに　新しい発電方法を5年以内に開発　消費税増税で余ったぶんは　公共投資ではなく　こちらに回す　又は復興・赤字国債返済へ

　

　脱原発　原発ごみ・燃料棒は　どこで処分するのですか?

国会議事堂・首相官邸・国の機関・皇居・電力会社の地下へ

　
　原発発電は安くありません・安全でもない

誘致料・建設費・廃炉費用・事故を起こせば　世界汚染・修理不能

　原発以外の発電は　ほぼ復旧しています。

　だれも　責任をとっていない!!!  年金問題と一緒です!!!

26381 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発依存度をゼロにするシナリオを支持します。 　原発の安全性の科学的検証がされていませんし、原発は人間が制御できるエネルギーではないと考えます。
　一度事故が起きると人の命を危険にする原発は、稼働すべきではないと考えます。
　原発から出る廃棄物の処理方法もない現在の状況では、原発の危険性はさらに増すばかりです。
　
　

26382 個人 家事専
業

３０代 女性 「原発ゼロシナリオ」で。 ■原発を持っている国で日本ほど地震が発生している国はない。
■311同様、またはそれ以上の大事故が再度起こる可能性がある。
■数万年を超える管理を必要とする高レベル放射性廃棄物をはじめとして、
大量かつ種々雑多な放射性廃棄物を発生させる。
■これまで原発を止めても電気が止まらなかったように、
水力発電、火力発電で日本の電力は十分にまかなえるだけの発電設備がある。
■原発はCO2を発生しないと言われている。確かに発電時にはCO2を排出しない。
しかし、ライフサイクル全体では火力に匹敵するCO2を排出している。
■自然エネルギーへの切り替えのチャンスである。
■平常運転時にも、環境の放射能汚染、労働者の被曝を伴う。
■電源三法交付金などにより立地自治体の財政に一過性の膨張をもたらし、
地域内に賛成・反対の対立を持ち込み、地域の自立を妨げる。
■エネルギー利用のメリットを得る者（都会）と危険性を引き受ける者（地方）とが、地域的あるいは世代的に不公平。
■核拡散、核テロリズムの危険性がある。

26383 個人 家事専
業

６０代 女性 ゼロシナリオを支持し、今すぐ原発ゼロにする。 すべて廃炉にすべき。
再生エネルギーの開発を希望する。
現在、国民全体が身体実験にされている。
悲しいことです。
未来の子供の為にもよろしくお願いします。

「ゼロシナリオ」では「2030年までのなるべく早期に原発比率をゼロとする」
となっていますが、即ゼロにすることを強く求めます。

原子力発電所の安全性についていくら対策を強化したとしても、
地震大国である日本でのリスク回避は「最小限」ではあっても
「ゼロ」ではあり得ないと考えます。
「最小限」がどの程度の被害か想像することはできません。

また使用済核燃料や放射性廃棄物の処理については
安全で確実な方法が見つかっていないという現実があります。

こうしたことから、現在日本に住む国民はもちろんのこと、
次世代以降にもリスクを負わせることになる「原子力発電所」の存在は
認めることができません。
　
東電福島原発事故以前にも、原発の安全性に関する疑問や、
放射性廃棄物の処理の問題が継続的に存在したと認識しています。
それにも関わらず原子力を中心においたエネルギー政策を政府が推し進めてきた
（進めてこられた）のは「必要悪だ」という認識が
多くの国民に浸透していたからではないでしょうか。

しかし、実際に大きな事故が起こったことで、
（特に福島を始めとする東北・関東地方の人は）多くの犠牲や不便を強いられ
「（原発は）存在してはいけないもの」という認識が強くなったと思います。

現在、東電福島原発事故後、その対応・処理も見通しが立っていない中で
「経済性」等を理由に安易に原発を再稼動することに強い疑問をもちます。

いくら平和利用だからといっても、自然環境、命、そして将来の希望まで奪ってしまう
「核」との共存を私は望みません。

以上のことから原発比率ゼロを求めます。

26373 個人 家事専
業

２０代 女性 3つのシナリオから選択するのであれば「ゼロシナリ
オ」を支持します。
国民の命、国土を犠牲にする可能性のある原子力発
電所は現在においても、また次世代においても負の
遺産となると考えるからです。



26384 個人 自営業 ３０代 女性 日本での自然エネルギー100％は可能です。 こんな自然豊かな国で、何故原発が必要なのですか？
私には全く理解出来ません。

これは損得の問題ではないかもしれませんが、もしこのことが誰かの「得」になるのなら、是非、現地を訪れて、それを体験してきてください。
なにかそこから得られるものがあるのでしょう？
現地で育った農作物を食し、現地の方との交流をしてきてください。

とりあえず、私はそのような映像をみたことがありません。

この問題は、今となっては、現地の方々も、実際に原発で今も働いている方達にも、そしてマスコミも公に出来ない理由があるのは理解できます。

はっきり申し上げすが、もし迅速にことを進めておられたなら、こんな事態を招くことはなかったと思います。

しかし、今から出来ることをやっていただくことしかないのなら、わたしがこの文面を書いたことも、無駄ではないのでしょうか？

例えいかなる背景があるにしても、もう我々国民はこれ以上黙っている訳には参りません。みんな怒っています。
それでも、人間を辞めると仰るのなら、まず政治家を辞めてください。

26385 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 今回の事故の原因は現時点でまだわかっておらずそ
れが今の科学力の限界を示しているのではないで
しょうか。人間が扱うにはまだ時期尚早ではないかと
考えます。少なくとも原子力0の方向へ向かうべきと考
えます。

今回の震災で起きた東京電力福島第一原発の事故は従来私たちが原発は安全ですという説明を受けてきた根拠をそれこそ根こそぎひっくり返してしまったと考えます。今回の事故の原因は現
時点でまだわかっておらずそれが今の科学力の限界を示しているのではないでしょうか。原子力エネルギーは確かに魅力的ではありますが、人間が扱うにはまだ時期尚早ではないかと考えま
す。2030年の段階で原子力を0にできるかどうかわかりませんが、少なくともその方向へ向かうべきと考えます。経済発展から取り残されるかもしれませんがその競争にはたぶん終わりはないと
思います。豊かさとは何かも合わせて問われるべきと考えます。

26386 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発依存度をゼロとするべきです。 福島の原発事故を受けて経済効率性等以上に次のことを見極めるべきです。
・福島の事故原因が明確となっていない。即ち再発防止策の明確化、その対策が不明確な中で将来の選択ができる状況になっていない。特に地震の多い日本において根本的な再発防止策が
実施できるのか明確とできない以上原発をなくす方向を選択すべき。
・福島のような甚大な事故を再発させることは、国民生活の維持だけでなく、国際的に日本が相手にされなくなるリスクを負うこととなるが、どのようなことが起きても影響の大きな事故を起こさな
い保証ができるものではない。
・世界的にみるとシェールガス革命、再生可能エネルギーの技術開発等に力を入れてきている中で技術面、核廃棄物の問題がある原子力に固執するのは国の将来を考えて正しい選択とは考
えられない。
・まずは、福島事故の終息、責任の明確化、影響を受けた地域、住民に対する根本的な退散を本気で対応すべきと考える。

26387 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発ゼロシナリオ（即時）を要望する。
電力消費は20年前の基準に戻すことは難しくない。再
生エネルギーだけで電力は賄える。

原発ゼロシナリオ（即時）を要望する。
1990年から2010年にかけての日本の電気消費量の伸びは1.4倍だが、同期間のドイツは1.1倍である。この20年間の消費の伸びの放置分だけでも、日本はもっと節電できる余地がある。具体的
には、下記のような手段により急激に節電できる。
・「オール電化」のような無駄な消費をやめる。
・日本中の自動販売機の数を減らす。
・照明や冷蔵庫・洗濯機・エアコン・TVなどの大型家電を省エネ技術により改善された省エネ製品に置き換える。
・ガスヒートポンプエアコンの利用。
すなわち、費用負担の妨げもなく、省エネすることができる。
さらに、太陽発電や、水力・風力発電、バイオマスなど再生エネルギーの研究・技術も進んでいる。家庭や地域での小規模発電にすれば、送電による電力ロスも少ないので原発のような発電能
力は不要になる。
原発ゼロで、再生エネルギーだけでも電力は賄えるのだ。

26388 個人 無職 ６０代 男性 原発ゼロを望みます。 二度と原発事故を起こさないためには原発がなくなるのがいちばん。

26389 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 原発依存は今後０％です。
原発で出た廃棄物の処理施設を早く整えて、現在、放
置されているものの処理を早く行って頂きたいです。

住んでいる岐阜県は再稼動した大飯原発のある福井県の隣です。地震も多いです。地盤も固くありません。活火山もあります。
自然災害が人災にならないように、少しでも、減らして欲しいです。

去年の東日本大震災の教訓を活かし、今後、私たちの子孫の為にも脱原発の方向に進んでいって頂きたいです。
我が家には太陽光発電を取り付けていますが、出来る事を少しずつして、エアコンにも頼らない生活が出来ます。国民は真剣に考えています。
本当に必要なことは、国民が真剣に考えることだと思います。
他の発電方法で、補っていけないのでしょうか。

26390 個人 自営業 ４０代 男性 原発依存度をゼロにしてください。これ以上、核廃棄
物を増やしてはいけない。現在ある核廃棄物でさえ、
処理できていない。そんな物を、この先の日本を背
負っていく若者たちに、これ以上の負担をかけてはな
りません。

これ以上の核廃棄物を生み出す原発は、必要ないのです。
今ある核廃棄物の処理でも、相当の費用と時間ががかかります。
その核廃棄物の安全性を、これからも守っていかなくては行けません。
それから、原発にミサイルを撃ち込まれたら、原爆と同じです。
その対策についての説明も聞いたことがありません。
安全なら最も電気を使う東京になぜ原発はないのですか？
それに地震大国です。津波もあります。
今後、想定外の事故が起きた場合、日本は、どうなるのかを考えればわかるはずです。
早急に、すべての原発を廃炉にしてください。

26391 個人 家事専
業

３０代 女性 ゼロシナリオを選択します。それも早急に、です。2030
年を待ってはいられません。

1.原発はリスクが高すぎます。一度ことが起こると、収束させるのが困難、かつ除染に膨大なコストと時間がかかるのは、現在国民全員が身を以て知っているところです。
2.にも拘らず、原発ありき、で現状動いているのが理解に苦しむところです。他の代替エネルギーに国が本格的に取り組んでいるようには見えません。安易に既存の手段に頼ることの危険さ
は、これまで他の事例でも散々繰り返していることではないでしょうか。
3.撤廃した場合に原発に関わる人の雇用や原発を輸出している企業に対する対策が必須となってくるのは理解するところですが、他の立場の、例えば被災者等に対する対応よりもはるかに、
現状手厚すぎるのではと思います。最初からそれらを保護する対象として、他の可能性を考えようとしない態度は、他の可能性（エネルギー政策や今後の産業、雇用等）を狭めるものでしかあり
ません。
4.次代を担う世代になにを残したいのか。国として、政策を担うものとして、人生半ばを過ぎて生きる一個人として、政治家は恥じることなく選択しているでしょうか。残すものは汚れた環境、あと
は若い世代任せ…結果として、現在そんな押しつけをしていることを自覚しているのでしょうか。

望むのは、あらゆる思惑や企業のしがらみから切り離された、尊厳と誇りを持ったひとりひとりの国民としての選択、それがきちんと集約されて国の政策として生かされることです。

※今回こうやって意見を募っていますが、散々繰り返された東電関係者のやらせ騒ぎと同じことが繰り返されるのではと、多少の疑念を抱かずにはいられません。不正の無い調査・集計を切に
望みます。

26392 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します。 3.11の原発事故で、原発が一度事故を起こせば、とりかえしのつかないことになると誰もがわかったはずです。

私たちはあまりに多くのものを失いました。
きれいな水、きれいな空気、きれいな山、きれいな海、もうもとには戻らないのです。そして未だに、１６万人の方々が、故郷を追われ、避難生活を余儀なくされています。

事故は収束したわけでもなく、燃料棒も取り出せず、放射性物質の放出も止まっていません。
はっきりとした事故原因も明らかにされず、こんな状態で、相変わらず原発を動かし続けることに不安を感じます。

使用済み核燃料の安全な処理方法も決まらず、原発を動かせば、核のゴミだけがどんどん増えていきます。

これらの問題の解決策が決まらないということは、すなわち、のちの世代に負の遺産をおしつけることに他なりません。

原発はここですっぱりとやめて、子どもたち孫たちのために、その地域の特性を活かしたエネルギーを地産地消する社会をつくることをめざし、ここにこそ、日本の技術力を結集させるべきです。

26393 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 2030年時点の原発比率は0% 福島の事故で原子力の災害が一度起これば取り返しのつかないことになることを日本国民は知りました。
まだ事故が収束しない中で、原発を動かしてまで電気を使おうという気持ちにはなりません。電気がいつもある生活に慣れてしまったが、電気がないなりにそれなりの生活は可能です。生活スタ
イルの変化等を国民は受け入れる必要がありますので、国民投票にて判断を仰ぐのが妥当と思います。

26394 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発依存度は0%にしてください。 原発がなくても、日本の電力は十分に足りていることは、夏の電力ピーク時を何の問題もなく過ごしている今、明らかになっています。（関西電力管内でも、大飯原発を稼働した分、火力発電所
の稼働を制限したことは報道されている通りです。）

原発を全廃しても経済にもなんら影響はありません。

現在できあがってしまっている原発から出た核廃棄物の処理だけでも、処分方法が決められておらず、福島第一原発で汚染された土や瓦礫でさえ、行き場がありません。

これ以上捨てられない危険なごみを増やさないでください。

26395 個人 家事専
業

５０代 女性 日本の製造業を守るためには、まず、福島原発の事
故について、まともな調査報告書を出し、先進国の信
用を取り戻すことです。文化論に逃げた報告書だけで
は、高速鉄道の事故を調査しない中国と大差ありませ
ん。

　同じ論旨のコメントをFaxで送付したのですが、年齢の記入を忘れていましたので、再度お送りします。
　そこそこの品質の製品を安く作るというやり方は、すでに中国、べトナム、タイ、インドネシアなどにとって代わられました。さらに今後カンボジアやミャンマーなども追い上げてくるでしょう。日本
の産業が生き残っていくためには、「環境」という付加価値をつけ、ロハスを好む世界の富裕層は高くとも日本製品を買う、というブランドイメージを作るしかありません。
　事故の責任の所在を明らかにせず、「節電令」で国民を脅しながら電力会社を守る今の政府の姿勢は、欧米には理解できないでしょう。「所詮日本は中国のちょっと先を行っているだけだ」と思
われれば、まず韓国、そしてタイとインドネシアに抜かれていくだけです。「ガラパゴス」と呼ばれる産業界も、その大企業だけを見ている政界も、座して死を待っているだけだと思います。
　徹底的な事故の原因究明と、福島原発の大量の「核のゴミ」のしっかりした処分の工程表（処分場の確定を含む）を作ることこそ、日本が間違いなく先進国であること、その製品のクオリティー
が信頼できることの証明です。それができないうちの安全宣言と原発の再稼働は、「後進国の証明」です。

26396 個人 家事専
業

６０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を選択します。 もっと自然エネルギー推進のアイデアを盛り込んで原発は問題が大きすぎるから新しいエネルギーにシフトして行く方向を望みます。

例えば、、、
天然ガスを利用したコンバインドサイクル発電

◆効率は原発の約2倍！
◆原子力発電の熱効率は30％程度
◆原発よりも扱いやすく無人運転も可能
◆総能力230万キロワットという巨大原発2基級の発電能力
◆企業の自家発電能力だけで原発60基分!!
◆電力需要の日間変化に応じた調節を石炭、LNG火力で行い、ピーク時は石油と揚水式水力で対応するといった複合形態で需要に応えられる
◆シェールガスなど非在来型天然ガスを加えると回収可能な埋蔵量は250年分
◆建設費も土地代を除けばコンバインドサイクル発電なら原発1基の標準的な出力100万キロワットなら500～700億円。原発とは1桁は違うはず。
◆世界のエネルギーの趨勢は天然ガスになっている。

しっかりとした検討を望みます。

26397 個人 学生 ２０代 男性 原発ゼロシナリオを選びます 54基の原子炉のすみやかな廃炉を望みます

26398 個人 無職 ７０代 男性 全原発を即時廃炉にして、当分、原発代替エネル
ギーに化石エネルギーを選択し、自然エネルギーは
研究開発の進行に応じて利用する「即時ゼロシナリ
オ」を(1)ゼロシナリオの補足シナリオとして提案しま
す。

化石燃料の枯渇は数百年以上先延ばしできると予測されているので安心ですが、最近、太陽活動が弱まり、地球平均気温の上昇が10年以上止まっているので、地球が寒冷化することが懸念
されています。地球寒冷化は温暖化より深刻ですが、化石燃料から排出される炭酸ガスによる温室効果では自然現象である寒冷化の阻止は困難です。

政府、経済界、環境団体とも、再生（自然）エネルギーの原発代替エネルギーとしての可能性に過度に注目し、化石燃料依存度を上げる選択肢を考慮していません。10年以内に否定される可
能性のある地球温暖化の炭酸ガス原因説に固執（利用）すると、再生エネルギーは不安定で量的に不足しているので経済活動には原発が必要であるとの原発推進派の見解を黙認することに
なります。

いつ発生するか分からない巨大地震による原発の爆発崩壊と放射能による環境といのち破壊をくいとめるために、全原発を即時廃炉にして、当分、原発代替エネルギーに化石エネルギーを選
択し、自然エネルギーは研究開発の進行に応じて利用する「即時ゼロシナリオ」を(1)ゼロシナリオの補足シナリオとして提案します。

26399 個人 学生 １０代以
下

女性 日本の未来のために、原発ゼロシナリオを選びます。 今の日本は、バカな大人が多いと思います。

福島の悲惨な事故後も自分の利益のためだけで原発を動かす大人。
「原発事故で亡くなった人はいない」「原発は絶対安全」とウソを当然のようにはく大人。
そして、国民のために働くはずの政府も、国民の意見を無視して、「大丈夫」と言い張って、国民を危険にさらすようなことをを次々と行なおうとしています。
「今」の利益だけを見て、「未来」のことを全く考えていない。

大人は子供にこう教えます。
「自分の利益のためだけに動いてはいけない」
「失敗は繰り返さないようにする」
「人の意見はきちんと聞く」
「目先の利益だけで動かない」
「ウソはつかない」

はたして、今の日本を動かしている大人たちは、このことを守っているのでしょうか。
守っていませんよね。
自分の行なったことを子供たちに誇りを持って伝えられる、そのような大人は政府には数えるほどしかいません。

このまま時がたっても、事態は悪い方にしか行きません。
原発をゼロにしない限り、放射能におびえて暮らす生活は終わらないのです。
そのためにも、原発ゼロシナリオを選択します。
「未来」の日本のために。

26400 個人 法人等 ４０代 男性 原子力に頼らなくても電力は足りているという事実 政府は原子力がなければ電力は足りないというが、東電管内は原子力が稼働しなくても、現に計画停電をしなくても大丈夫なように、どの地域（全国）もそうした電力不足は今までにないという
のが真実である。火力・水力その他の電力発電を駆使すればまったく問題ない。したがって人類が使いこなせない核（原子力）での電力発電は直ちに廃止すべきである。廃止するにしても何十
年も廃炉に時間がかかり、いつまでも被ばくするのであれば原子力はゼロいがいにはありえない。

26401 個人 その他 ２０代 女性 原発はゼロに近づけながら、自然エネルギーを増や
し、温暖化対策にも力を入れる。原発はリスクが高す
ぎる。

今回の原発事故で、日本の様な地震大国で原発を稼働させることは本当に危険だと思い知らされました。沢山の人が故郷を失い、食や空気を汚染し、世界中に影響を及ぼしました。原発を安
全に稼働させる保証も無いまま再稼働させるのは危険な判断だと思います。使用済みの燃料の処理も膨大なコストとリスクが伴います。今後の将来の為にも、自然エネルギーの割合を増やし
ていき、なおかつ温暖化対策にも力を入れていくべきだと思います。



26402 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 男性 原発ゼロシナリオ（即時）
福島第一原発事故は、原発過酷事故が広範囲の地
域住民の生存・生活を脅かすことを示した。かようなリ
スクについては、どんなリターンも引き合わない。原発
は即時に廃炉にすべきである。

福島第一原発事故は、地震・津波による原発過酷事故が、立地地域住民の生存を脅かし、生活を破壊することをみせつけた。さらに、その放射能汚染は日本全国はおろか地球規模で広がって
いる。そして、本事故の経過は、原発過酷事故に対する効果的な対策が極めて少ないことを示している。
特に、日本においては、国土が小さく人口が過密にもかかわらず、地震・津波が多い地域であり、放射性廃棄物処理も含めて考えるならば、世界の中でも、原発事故のリスクが高い地域である
といえる。
そして、このリスクについては、雇用・経済成長・電力・快活など、喧伝されているリターンは引き合うものではない。住民の生活を発展させるためにこれらのリターンはあるはずだが、それが住
民生活を脅かすということは本末転倒である。
これは、原発労働者にもいえることである。原発労働者は、日常的に被ばくのリスクをかかえているが、最低限の安全対策も十分にはされていない。しかし、そもそも雇用されるということは、労
働者自身が生存し生活することを目的としており、その意味で、安全対策をせずに使役されて、被ばくし生存に支障があるということは、労働者からみて本末転倒である。こういう本末転倒が原
発では横行している。
他方、原発事故の安全対策については、過去も現在も看過されたまま、言葉だけで「安全」と主張されるだけで、可能な措置もとられないまま、原発の再稼働が押し進められている。極めて少な
い対策でも、少しでも事態を緩和させるものはあるはずだ。しかしながら、そのようなことは「将来の課題」として先送りされたまま、大飯原発は再稼働された。政府にせよ、電力会社にせよ、福島
第一原発事故から何も学ぼうとはしていないのである。
このパブリックコメントの課題は、将来のエネルギーにおける原子力の比率を考えるということであるが、本来、原発が安全ならば、そのような問い自体が意味をなさない。その場合、政府の行う
べきことは、原発の安全性を審査することであって、将来のエネルギーにおける原子力の比率を考えるということは、それぞれの事業者にまかすべきことであろう。原発の安全性が保障できな
いがゆえに、原発依存が問題になっている。そして、原発事故のリスクにみあうリターンは存在しない。いわゆる経済成長自体も、人びとの生存・生活を保障することが前提とすべきであるとい
える。ゆえに、原発は即時に廃炉とすべきと考える。

26403 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原発０％ 人間にとって何が一番大切かは、単純に、素直に考えれば誰にも分かる筈で、そこに？がつくこと自体が異常事態である。

26404 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ゼロシナリオを希望します。 原発はなくしていってほしい。
思いきった政策をとらなければ変化は起こせないと思う。

26405 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発利用はできるだけ早く０にすべきだと思います。
政府が方針を０とすると出せば企業もその方向で今
後の経済活動を決め、世の中は動いていきます。

今回の福島の原発は日本に住めない地域を作ってしまいました。また、関東の土地も汚染され、首都圏に住む私たちも日々汚染と共に生活しています。
日本の首相は大飯原発再開を決めたとき、私が責任をとるというようなことを言いましたが、何か起きたときどんな責任がとれるというのでしょうか？
そんな軽々しいことを言ってほしくはありませんし、そのような言葉を簡単に口にする神経を人格を疑います。誰も責任などとれません。事故が起きたときに世の中にいないこともありますし、国
はお金で補償するしかできないのです。命の補償はできないのです。人間が生きる上で大切な空気、水、土地を何十年も元に戻れないようにしてしまう可能性がある原子力はすみやかにすべ
て廃止すべきです。経済よりまず命です。

26406 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原子力発電反対。福島の悲劇は終わっていない。福
島の悲劇があるから、東北の復興も進まないのです。
原視力発電を稼働することは第2の福島の悲劇をもた
らすこと、国民の命を守れ。

原子力発電反対。原子力発電は、日本国民の命を奪うものだ。日本に原子力発電はいらない。

26407 個人 その他 ５０代 男性 原発ゼロ以外ありません 私は大学の工学部機械工学科の教授ですが、核物質を完璧に閉じ込め、冷却する技術を今、人類は持っていません。とりわけ、地震大国日本で、原発５０基が、地震の被害を受けないと、だ
れが断言できるのか。
核燃料サイクルは実現不可能だと考えますし、もし、仮に回ったとしても、猛毒のプルトニウムが日本中を移動することになります。これは危険極まりない。

26408 個人 無職 ７０代 男性 今後、再生可能エネルギーによる発電量増強を強力
に進めて、発電量に占める原子力発電の割合を、30
年以内に0.00％にする。

起こることはないとしてきた過酷事故を起こした原子力発電は、その被害が、10万人を超える住民の避難を余儀なくして、郷里を失う人が数万人に及ぶという。このようなエネルギー変換技術
は、世界有数の地震大国である我が国では、使用できないものであることが今回の事故で証明された。したがって、太陽光発電、風力発電、小水力発電など、現存の代替エネルギー変換技術
の普及を促進して、原子力発電から撤退することこそが我が国100年の大計に適うものであると思う。
また、核分裂で生じる分裂片の25％は半減期10年以上の放射性同位体である。これらは放射崩壊以外で消滅することのない危険物質なので、原子力発電を続けることは、このような大量の危
険物質の生産を続け、蓄積して後の世代に残すことになる。このことからも危険物質の生産を伴わない現存の代替エネルギー変換技術の普及促進こそが、我が国の進むべき道であると確信
する。

26409 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 2030年原発ゼロシナリオを支持。一刻も早く脱原発
を。

今なお、事態を収束できていない福島原発の一件から、原子力が人間の手に負えないことはわかっている。
一刻も早く収束せねばならないのに、できていない。
もちろん、今ある原発も廃炉にすべきである。
再生可能エネルギー開発をすすめていけば、できるはずだ。

26410 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 ゼロシナリオを選択します。
これ以上日本国民を危険にさらさないため、原子力発
電所はゼロにしてください。

地震国の日本で原子力発電所を稼働することは、極めて危険な行為だと思う。福島原発事故の原因も不明なまま、それと同じことが起きた時に、それを防ぐ方法もわからないのに、「国民の命
を守るために再稼働する」などとどうして言えるのか、理解できない。
まして、原発から出る廃棄物を安全に処理する方法もないまま、稼働するなど、まさに「トイレの無いマンション」を建てるようなものです。
経済成長より、安心して暮らせる未来を選択します。



26412 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発の再稼働反対。電力の原発依存率を少しでも早
く0％にして頂くことを希望します。

民主党を応援してきました。それは、国民のことを考えてくれる政党だと思ったからです。次世代へ負の遺産を残す恐れがあるもの、処理・廃炉に多額の費用のかかるもの、電力会社・原発メー
カーの利益になっても国民の利益にならないことは、止めて欲しいと願っています。民主党政権である野田総理なら、かならず脱原発に舵をきってくれると信じています。東京電力などの圧力に
屈することなく、長期的に国民のためになることをお願い致します。国土・郷土を愛することができるように国民を導くことが、国民の幸福度を上げることにつながります。国民の信頼を得るため
に、民主党の踏ん張りどころだと思います。

26413 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 (1)ゼロシナリオを選択します。
この3つの選択肢から選ぶのなら、(1)ゼロシナリオ以
外考えられません。

選択肢の前提が、2030年までというのが理解できない。原発は即刻、総てを廃炉にするべきです。
日本は、地震の活動期に入ったことは疑う余地がありません。東日本大震災のような大きな地震が、明日にも又起こるかもしれません。原発は、ひとたび事故が起こったときのリスクは計り知れ
ません。福島第一原発の事故がそれを証明しています。
また、だらだら廃止時期を延ばせば延ばすほど、使用済み核燃料＝人類が処理する術を持たない核のゴミが溜まってしまい、子孫にツケを残すことになるのです。
原発を、原子炉を、人類は持ってはいけないのです。
代替エネルギーの問題は、ちょっと待ってください。今現在でも電力は十分足りていますよね。今ある火力発電所をフル稼働させれば、なんら電力供給に問題は無いと考えます。ただし、環境と
か、資源の有限性を考えるなら、将来的に自然エネルギーの導入も徐々に必要になるかもしれません。
とにかく、今は原発はすぐに全機即刻廃炉にするべきです。原子力は、事故を起こせば、人や動物、植物、大地、すべてを破壊するのですから。

26414 個人 その他 ３０代 女性 原発ゼロシナリオ（即時） 事故ばかりの原発は即時廃止にしてください。
核燃料のリサイクルはやめてください。
地震の多い日本に原発はいりません。
使用済み核燃料の安全な保管方法を考えていきましょう。

26415 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見

(1)ゼロシナリオ

誰が考えても、もう原発に依存するエネルギー政策は終わってる。

これからの日本、地球を考えると、原発以外の選択肢を早急に確立するべき。日本が本気で取り組めば、直ぐに出来るでしょう。

自分たちの子供・孫世代くらいまで考えられない国なら、さっさと無くなってしまえばよい。

26416 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力発電所は即刻廃止すべきである。 原子力発電所は即刻廃止すべきである。
理由１）発電すればするほど放射性廃棄物がどんどん出来上がり、常識的に考えて普通の方法で処分できない。経済合理性の無い発電方法である。それにも関わらずこれが経済的に優位で
あると言う人は、大抵その莫大な利権に絡んでいる、もしくは少なくともそのように見え、今のところそういった人達が利権に絡んでいないという証明を見たことがない。
理由２）日本列島は地震の巣であり、いつ震度６以上の地震が起きてもおかしくない土地ばかりである。今回の東日本大震災の例を取るまでもなく、これまでも各地の地震で原子力発電所はこ
とごとくトラブルを起こしてきた（しかもそれをことさらに隠蔽しようとする）。現在の原子力発電所は配管のお化けのような構造をしており、本質的に地震に弱いとしか見えない。かくかくしかじか
の構造を持っているから震度６以上の地震があっても配管は壊れない、壊れたしてもこのような理由で大丈夫である、といった合理的な説明を聞いた事がない。
理由３）補助金を大量に地方に投入し、金に群がる人とそれを嫌う人の心をズタズタにし、最終的にその市町村を骨抜きにしてしまい、本来の意味での町おこしの機会を奪い、そして核廃棄物を
押し付け、自分達は都会でのうのうと暮らす。そんな事はまともな神経をしていれば看過できるはずがない。
理由４）火力で十分である。火力を使うと二酸化炭素排出が増えるから温暖化を助長すると言われているが、その科学的根拠を疑問視する説があり、そういった説を合理的に否定することがで
きなければ、やみくもに温暖化説を信じる訳には行かない。現に温暖化説が急に盛り上がって来たのは、原発推進が盛り上がって来た頃と軌を一にしており、原発を推進したいがために無理矢
理温暖化説に固執したようにしか見えない。また、火力のための燃料代が高く、電気代が高騰するという説については、アメリカの電気代が日本の半分の水準であることから説得力が無い。
理由５）上記のすべての理由を差し置いても、「人間が近づくと直ちに死亡するような物質をじゃんじゃん産生するのを必死で遮蔽しながら腫れ物に触るように発電するシステム」など、いかにそ
の発生熱量が膨大であるとは言え、非常に筋の悪い技術であるとしか言い様がない。筋の良い技術というものは、人々の心にスッと落ち、だれもが「ああ、それいいね」と思う筈であるが、原子
力発電所についてはそうはならない。多くの人が「えっ何でそれで良いの？」「将来どうするの？」と疑問に感じてしまう、不安を呼び覚ます技術である。こういった根源的な人間の感覚をおろそ
かにしてはいけない。

26417 個人 自営業 ５０代 男性 ２０３０年時点の原発の比率は、25％以上にするべき
だ

再生エネルギーの買い取りや原発の代わりに火力を増やせば、電気代が上がる。
どのぐらい上がるのか、提示してから、議論するべきだと思う。
屋根に太陽光をつけるのだって、高いしあんな重いもの置くと家に負担がかかる。太陽光を付けている人が儲けていると思うと腹が立つ。
だって、私たちの負担したお金が、その人たちに流れているんだから
もう事故は起きない
そんな何回も同じ過ちはしないよ。きっと

26418 個人 その他 ４０代 男性 火力発電における原材料について 政府から３つのシナリオが示されていますが、最低限ベースとなる火力発電の原材料をどのようにお考えですか？。
現状のまま海外からの輸入に頼っていては意味がありません、国内で生産できる原材料を示してくれなければ議論にもなりません

26419 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 女性 2030年のエネルギー、というそれまでの18年という長
い間は現状維持にしようというつもりなのかと思うと遺
憾ですが、
原子力発電所の保持率、(1)の0％　を希望します。

・ひとつ目の理由は、日本は地震大国だから。
管制塔を作っても、非常電源を補強しても地震は自然災害です。いつ、どれほどの規模でやってくるのかは誰にも解りません。地震、津波、原発事故・・・あんなに悲惨な災害と事故が起きたの
にこれからもこの地震大国の日本で原発の稼動を続けるなんてどれだけ愚かな政府と国民なんだろうって話でしょう。

・二つ目の理由は、最終処理の方法がないという事
日本はトイレのない家のようなものという例えを聞いたことがあります。ずーっとずーっと核廃棄物を溜めてそれはどこへ行くのか、どうなるのか。
数年後にはどうにかなるだろうと、リスクの中で暮らしていくより、節電や雇用が減ることでしばらくは厳しい日々になるかもしれないけど、原発ありきでしか生活ができないような構造に組み込ま
れてしまった地域には、国が代替エネルギー(再生可能エネルギー)の事業を作る計画を立てるとか、そういう「どうにかなるだろう」未来を私達若者は生きていきたいです。

26420 個人 家事専
業

４０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します。 核のゴミの処理方法が決まっておらず、見通しすらたっていない状態で、原発を使い続け、核のゴミを増やし続けていくことに反対です。
電力の安定供給や経済の安定といった、今現在の自分たちの都合を最優先にする考え方で、つけを後回しにしていくことはもはや許されないことだと思います。

26421 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ゼロシナリオを選択します。
原子力の維持には膨大なコストがかかり、核燃料廃
棄物処理は困難です。どんなにコストをかけても安全
性は保証されません。自然エネルギーへの転換は、
将来の日本に必要です。

ゼロシナリオを選択します。
提言された3つのシナリオのうち15％シナリオも20~25％シナリオも一定の原子力発電を維持し、将来は高速増殖炉にて核燃料を再処理することを前提にしています。
現状でも原子力発電の維持には膨大なコストがかかり、核燃料の廃棄物は蓄積されていくばかりです。また事故に対する補償や賠償は巨額です。
前提としている高速増殖炉技術の実現性は期待できません。核開発した核先進国でさえ、技術的に開発を断念しているものを、日本が開発することは不可能です。
さらに高速増殖炉による核燃料サイクルは、サイクルとは名前ばかりで、多量の核廃棄物を生みだすだけで、最終的な核廃棄物の処理はますます困難になるばかりです。
また、高速増殖炉で事故が起これば、被害は日本全国におよび、再生不可能です。
国土の狭い日本で、地震や津波など自然災害が多い日本で、原子力発電を続けていくことに未来はありません。また、高度な技術を要するものほどヒューマンエラーは避けられません。どんな
にコストをかけても安全性は保証できません。
自然エネルギーへの転換は、日本にとって早急に取りくまなければならないものであり、将来の発展の原動力になるものです。
世界的には、2030年時点では環境変動による食糧危機などが予想され、現在の石油などの資源不足より水や食料などの環境資源不足が問題になることは明らかです。
速やかに、省エネルギー型、エネルギー自立型の社会を構築することが必要です。
この2つの目標を達成することで、日本は自然エネルギー技術を輸出できる技術立国として自立できることが可能です。

26422 個人 その他 ７０代 女性 8月4日　福岡市での意見聴取会　について
古川大臣の発言は本当ですね？

古川さんの開会挨拶　「1.原発からグリーンへ2.電力会社の独占でなく、みんなが受け持って新しいエネルギーを作る」この通りの表現ではなかったれど、そう聞こえました。賛成です。そして最
後の挨拶（政府への不信がうず巻く会場で）「経済成長が目的ではない。みなさんの幸福度の成長が目的。」経済界の反発を意識して政府はいつも経済成長を主張しているのによく言ってくれ
たと感心しました。幸福度を上げる為には原発の恐怖を無くすことです。最も幸福度が低い人は原発労働者です。その悲惨な死に様を知っていますか？私達普通の市民は呑気に原発の電力
を浪費してきました。でも福島を見て、大切なのはお金や便利さではなく、安全な水と空気と食べ物なのだと、よく解りました。
古川さんの目指すものは経済成長ではなく幸福度成長。ただしそれは最大多数の最大幸福ですね？政官業でがんじがらめに癒着した村びとだけの幸福ではありませんね？それを確認したく
て、前に一度意見を投稿したのですが再度送ります。そして今日の会でも圧倒的に多かった原発ゼロの主張を尊重した結論を出して下さい。官僚の誰かが早くも「多いからってその通りになる
わけではありません」と予防線を張っています。多数の人の希望に従うのが民主政治を担う政治家の任務です。古川さん、　抵抗も強いでしょうけれど頑張ってみんなの意見を、ガス抜きでな
く、ちゃんと受け止めて下さい。

26423 個人 無職 ７０代 男性 3つの選択肢の中では「ゼロシナリオ」をとるべきであ
ると考えます。

エネルギー源を原発に頼ることはできるだけ早期にやめるべきです。
理由１　いつ災害に見舞われるかもわからないわが国では、原発は大変危険です。また、人間は必ず間違えを起こします。リスクはできるだけ小さくする必要があります。
理由２　原発から出される核廃棄物の処理のめどがたっていません。原発を動かし続けると、危険な放射性物質がたまるばかりです。現在のつけを後世に残すことは許されません。

26424 個人 家事専
業

６０代 女性 原発によるエネルギーは、０％を選択します。今すぐ
に止めても大丈夫ということは、この夏の電力事情
で、みんなわかりました。命と引き換えに作るエネル
ギー、原子力ムラの莫大な利益のための原発には絶
対反対です。

福島原発事故で、国民も、政府もいかに危険で、修復できないものであるかわかったはず。なのにエネルギー依存を原発に求めるなど、あまりに非常識すぎます。世界に対しても恥ずかしい。
この気持ちが分かりませんか？原発再稼働、原発推進ありきのパブリックコメントではありませんか？

26425 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロシナリオを選びます。
2030年に原発ゼロではなく、即刻ゼロが望ましい。そ
のために努力すべきです。

原発ゼロシナリオを選びます。
１）必要とする電気量自体を１割減以上減らせます。コージェネレーションやデマンドコントロールなど。2011年8月東京電力管内は前年比16%以上減らしています。
２）再生可能エネルギーは十分に増加します。在来技術の改善と学習曲線効果により、十分なコストダウンと速やかな普及が可能です。
３）核燃料サイクルの問題を政府にゆだねることはできません。高速増殖炉も再処理工場も実質頓挫しています。国民的議論の俎上に乗せておいて下さい。
４）核廃棄物をこれ以上増やすわけにはいきません。今を生きる私たちのせめてもの責任です。
５）元々地震の多い日本は2011.3.11以降、大変危険な活動期に入っています。危険すぎます。

26426 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 選択肢として提供されていない「即時廃炉」を求めま
す。

福島の現状をみれば、原子力発電所に大きな事故が発生した場合の悪影響は計り知れず、原子力発電の利点といわれているものをはるかに上回ると考えます。原子力発電は事故を起こさな
い安全なものだとする説明が絵空事だということがわかった以上、原子力発電は運用に値せず、ただちに廃止作業に移行するべきです。
今回の「エネルギー・環境に関する選択肢」には、使用エネルギーを下げていくという考えは織り込まれず、また、ただちに廃炉することも含まれておらず、国民の選択肢としては不備がありま
す。
私は、提供されている選択肢にはありませんが、総使用エネルギーを減らしていくとともに「原子力発電はただちに廃止作業に着手する」を選択したいと思います。

26427 個人 家事専
業

５０代 女性 原発は今すぐゼロにするべきです。 まだ海も山も川も放射能汚染が続いています。除染も汚染土の仮置き場すら決まらないありさまではいつになったらできるのか全く不明です。核廃棄物の処理方法をきちんと決めることなど不
可能です。こんな危険なものをもうこれ以上動かさないのは当然ではないですか。　連日の猛暑にもかかわらず電気は十分足りています。関西電力でも大飯の分を差し引いても余裕がありま
す。東電管内では昨年あれほど騒がれた節電要請も全く聞かれず、原発ゼロでも十分電気は足りていることを毎日証明しています。電力会社の損失になるとか原発の輸出ができなくなるとか、
金儲けの問題で原発を論じないでください。今は現在と将来の「いのち」が問題なのです。人間だけではありません。あらゆる生物の問題なのです。

26428 個人 無職 ７０代 男性 原発はできる限り早い時期にすべて廃炉にすべきで
ある。

原発は、安全であるということは絶対にない。
人為的ミス、自然災害、原発自体の故障等で重大な事故が起これば福島の事故のように計り知れない大事故となる。
また、原発の使用により有害な燃料廃棄物が増え続け、その処分は将来の人類に計り知れない負担を残すことになる。
原発に代わる再生可能エネルギーに政府及び産業界は全力で取り組むべきである。

26429 個人 家事専
業

３０代 女性 原発ゼロシナリオ（2030年までにではなく即時） 大きな地震でまた原発事故が起こる可能性は誰にも否定できない。これ以上、空気、土壌、海洋を汚染されては健康に生きていく権利が完全に損なわれる。また、健康に影響が出れば出るほ
ど医療費が増え税金が増え、それをまた消費税増税という方法でまかなえば弱者の負担が増える。悪循環は止めて、まず健康に生きられる環境を整えないと日本国民は総じて幸せにはならな
いと思う。経済を優先して原発に頼り、結果健康を失ったり弱者を追い詰めるようでは、本末転倒である。

26411 私は原発ゼロシナリオを支持します！！

まず、大前提として、何を優先した考え方にするか、ということですが、これは、もちろん国民のいのちと健康、そして環境でなければなりません。

 １、原発の危険について
私は専門家ではないので、詳しくは書きませんが、原発を続ける限り、次のような危険をとなりあわせになります。

 (1)被曝の継続的危険
採掘段階での被ばく、発電段階での被ばく、廃棄物処理段階での被ばく、の危険が常にあります。私企業にとって、これらに厳重に対応するのは経済的むりがあるでしょう。従って、今までもそ
してこれからも、原発を続ける限り被曝事故はあとをたたないでしょう。

 (2)地震による大事故の危険
日本列島が地震の活動期にはいったと、近年いわれるようになりました。このような時に、老朽化した原発を稼働させることはあまりにも無謀、危険を通り越してシュールな愚かしさです。しかも
その直下に活断層がある原発がひとつではないのです。しかも沿岸部にあり津波にさらされる危険があるところがひとつではないのです。この点に限れば、今後30年のうちに、などという悠長な
ことではなく、即刻全原発停止してもよいくらいです。

 (3)放射性廃棄物の集積による大事故の確率の底上げと、テロの危険
　　　　六ヶ所村などに、全国の放射性廃棄物が集積されています。それだけ、災害やテロに対する危険が濃い地域が生まれるということです。しかも、六ヶ所がもう一杯ということで、各地の原
発敷地内に、保管された廃棄物も増えている。同じく災害・テロに対する危険が高まります。

２．環境に与える負荷について
原発により賛成される放射性廃棄物は、毒性がなくなるまでに考えられないくらい長い時間を要します。それほど長期間のあいだ安全に保管される保証はなく、環境に流出ｓていくでしょう。動物
も植物も放射能によるＤＮＡの傷をうけていきます。
原発は、クリーンなエネルギーと言われましたが、大規模な電力発電を得意とするため、じゃんじゃん電気を使いましょうということになりがちです。電気を大量に使えば地球上の発熱量が増え、
結局温暖化に貢献してしまいます。地球温暖化の真の理由は、CO2ではなく、都市化そのものである、というデータもみました。つまり石油発電がメジャーとなる前から地球温暖化が進行してい
ること、原発ができてからも温暖化に歯止めはかかっていない、ということです。したがって、原発が温暖化防止に多少の効果がある、ということがあっても、総合的に考えると、原発イコール温
暖化を食い止めるための切り札、とはなりえません。また、原発が生み出す大量の温水を海洋放出することは、海の温暖化につながらないのでしょうか？温暖化については、より多角的な研究
を要します。

３．経済的観点から３点を考察します。
まず、かつては、経済的発展とこれらが両立不能で、天秤にかけるものと考えられてきたかもしれませんが、むしろ現在のようなグローバル経済の下では、国民の命と健康を守らなかったりその
意見を公然と無視して狭義の意味の経済的発展のみを追い求めるような態度は、政府および日本経済界の信用をおとすことにつながり、経済的にはむしろ大局的に見てマイナスにつながると
思います。例えば、地震の活動期に入った日本で、老朽化した原発を動かし続けていけば、第二の福島が起こりうるのです。そのとき、多くの被害が出るばかりでなく、日本の信用は崩れ落ちる
ことになります。そのようなリスクを負う必要がどこにあるでしょうか？
ですから、いのちと健康と環境、をまもることを経済に優先させることが、結果的には経済もまもることになる、このふたつは天秤にかけるものではなく、両立可能のいわばＷＩＮＷＩＮの関係という
ことになると考えます。
　第２に、核燃サイクルがどうやら袋小路になっており、実現の方向性がみえないどころか、いったんはじめた研究をやめることができないため、このまま突き進んでいくと、巨額の無駄な投資を
するばかりか、その間たくわえられた核廃棄物の処理にさらに巨額の費用が必要となります。これは、ギャンブルなどで負けが込んできたときに、元を取り返そうとしてどんどん負けていく様に似
ています。もちろん第二次世界大戦後半の日本のありかたをほうふつとさせます。このまま原発、ことに核燃サイクルをすすめていけば、どんどん廃棄物が集積されて行って、先送りされた負債
もおおきくなります。はやい段階でエネルギー背策を転換することが日本にの経済にとっても有効と思うからです。
　第3に、よく原発をやめてしまったら、現地の雇用はどうなる、ということをききますが、現地では廃炉ビジネスにより、ひきつづき雇用も村おこしもできると考えます。廃炉、また除染についての
研究をすすめ、実行し、福島の経験を叡智とニューテクノロジーにかえて世界に発信する、ということも可能かもしれません。政府がやってもいいし、そんな目的だったらエコ企業として株式も
買って個人投資したくなります。廃炉ビジネスで働く方たちを支援するために、ファンドを作って応援したくなります。これって、経済発展の可能性があるのでは？

４．政治的観点から
(略）

なお、30年後に20～シナリオというのは、どんどん原発を新設しないとならないことになり、ナンセンスですが、１５％シナリオでさえも、今後老朽化する原発を(福島第二原発を含み！)建て替
え、補強しながらでないと、維持できないことになります。費用もかかるうえに、老朽化の事故リスクをうけいれていくことになります。これまでの反省をふまえたら到底容認しがたいものです。

原発ゼロシナリオを支持します！
　原発のリスクはあまりにも大きく、安全に使いこなす
ことは不可能。また、核燃サイクルは実現困難のた
め、現時点でゼロに舵を切るのが最も経済的痛手が
少ないでしょう。

女性５０代その他個人



26430 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 地震大国である以上、即時ゼロが当然。安全対策や
事故時の補償を勘案すればコストは計り知れない。そ
の分、自然エネルギーを開発すべし。被爆作業前提
で、核廃棄物を後代に負わせる人命軽視の原発維持
は世界の恥。

 (1)即時依存度ゼロに（二〇三〇年では遅すぎる）
稼働原発ゼロでも停電にもならなかったし、今夏の政府は去年とは一転して消費電力削減を強制していない。この機会に、すべての原発の再稼働をやめるべし。３つのシナリオを押しつけて国
民の選択肢を狭めようとする意図が透けて見える。国民の怒りを分かっていない。

 (2)中学生以上の国民投票で脱原発について問うべき。
特に次世代の子どもたちの意見を聞くべき。
日本のエネルギー政策をいかに転換していくかという重大事を決めるというのに、手続きがあまりに拙速。国民の声に真摯に向き合って決定していくという姿勢が感じられない。形だけの「国民
的議論」で、政府と経産省の都合のよい結論に導こうという意図が透けて見える。８／３付け朝日夕刊「エネ庁幹部”原発維持“メモ原子力委に渡す」は一例に過ぎないだろう。

 (3)即時脱原発を主張する理由
 a.地震大国であること、テロの危険を考えれば、原発でエネルギーをまかなうなど狂気の沙汰。東日本大震災で地震活動が活発化している中で、再稼働などあり得ない。原発立地が今後一〇

年以内に大地震に見舞われることは十分想定できる。
 b.福島第一原発の始末も終わっておらず、四号機が危機的状況にあることも世界的に知られている中で、原発の再稼働など論外。まずは福島第一の真の収束と、生活と人生を台無しにされた

被害者への補償とを最優先すべし。それなくしては原発の安全を語る資格はない。
 c.福島第一原発事故の被害者への補償もなされていない段階で、原発が低コストなどと言えない。さらに完全な安全対策のための費用と事故時の補償費用をコストに含めないのはおかしい。コ

ストにはそうした費用も当然含まれるべきであり、原発は決して低コストではない。経済発展のために低コストの原発が必要などというのはまやかし。そもそも地震、津波、火山の噴火、テロなど
を考慮すれば、完全な安全対策というものが不可能であることは自明だが。

 d.原発は通常の点検作業などにおいても作業員の被爆が免れない。限度以下の被爆でも急性白血病で亡くなる作業員があることを軽んじてはならない。通常時でさえ、被爆を前提とし、国民の
いのちを危険にさらすような発電は非人間的である。原発を存続しようと思う人間は、自分や自分の子どもが原発作業に従事できるのか。原発が安全だと言いたい経産省は福島県に移しては
いかがか。

 e.福島第一原発で海に大気に放射性物質をまき散らした上に、原発を再稼働させようとしている日本が世界からどのような目で見られているか、政府も経産省も国際感覚の欠如が甚だしい。事
故を起こせば生物と環境に破壊的な影響を及ぼす原発で温暖化対策など茶番にほかならない。もちろん、「事故はあり得ない」などという安全神話は、ポストフクシマでは戯れ言でしかない。

 f.核廃棄物処理の問題は解決不可能。未来に危険なゴミを置き土産するなど許されない。

 (4)原発に代わるエネルギーについて
　実際には途方もなく高コストにつく原発に固執することをやめ、太陽光や風力など自然エネルギーの開発に力を注ぎ、その分野で世界をリードする。国策としてバックアップすれば、日本の技
術力があれば不可能ではないはず。脱原発を実現したフィンランド、脱原発に方向転換したドイツに学ぶべき。

26432 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 原発ゼロのシナリオを支持します。 意見を言える機会をありがとうございます。

私は現在、22歳の独身です。いずれこの国で子ども産んで育てたいです。今、苦労してもかまわない。未来の子どもたちに安心して暮らせる日本にしたい。ただそれだけです。

ヒロシマ、ナガサキから67年。67年前の人たちの叫び声。フクシマの人たちの故郷を失った悲しみ。それを未来の子どもたちにあじあわせないためにも。

難しいことはわからないけど、シンプルです。一歩ずつ原発ゼロに向けて歩んでゆきましょう。

26433 個人 無職 ７０代 男性 １電力の安定供給は絶対必要。安全を確保した上で
の原発が最適
２太陽光・風力による発電は、高価で不安定
３自前のエネルギー源が必要。燃料輸入コスト低減が
必要
よって２０～２５シナリオを選択すべし

１、電力の安定供給は絶対必要
　国民生活の安定・向上のために、産業の維持・発展のために電力の安定供給は　不可欠の要素。一旦燃料装荷した原発は、定期検査期間を除いて、一定の高出　力で発電を継続することが
できる。
２、再生可能エネルギー・自然エネルギーの内、太陽光・風力による発電は、気　候・気象の変動に直接左右され、発電量が変動したり発電時間が限られたり制　限される。この電力を当てにす
るためには設備容量に見合うバックアップ電源　が必要となる。高価・不安定ということになる。
３、電力供給の経済性は、常にどこの国においても求められているものであり、　高いと判っている電気料金負担を長い年月続けることは、国民も産業も耐えら　れない。
４、輸入燃料（石油、石炭、ＬＮＧ）による電源確保は、莫大な購入資金を外国　に支払うもので、極力低減化が必要。
５、自前の国産・純国産エネルギー源を保有することは、国際事情・駆け引きに　左右されることのない電力安定供給に、大きく寄与することになる。
６、クリーンエネルギー戦略、需要家主体のエネルギーシステム改革は、どう手　がけてどの程度の実効性か不透明。省エネもＧＤＰ２割アップしての１割削減　とは、目標値達成には強力な規
制が必要。
７、上記の事情から、確かな電源確保のため、当面は、２０～２５シナリオがバ　ランスある考え方。また地球環境対策も前進させることができる。
なお、日本は世界の中で技術立国として生きて行く運命にある。原発は大規模な技術集約産業で裾野も広く、原発に必要な技術は幅広い産業の技術力向上に繋がるもの。福島を踏まえての
原発技術で世界に貢献してほしい。

26434 個人 家事専
業

３０代 女性 0% 一部の人間の利益のために絶対には必要でないものを作って国民の命が危険にさらされるのは絶対に反対です。これ以上騙さないでください。

26435 個人 その他 ３０代 女性 ゼロシナリオを支持します。 ゼロシナリオを支持します。
事故以降、合計20回以上福島において瓦礫撤去や除染作業に参加しましたが、一度の事故であのように住んでいる人達をバラバラにし、長い間傷つける発電方法は他にないと感じています。
都市の消費のために地方がリスクを負う構図にも疑問を感じます。2030年にむけてゼロシナリオが採用決定されれば、企業も技術シフトに取り組むなど新たなエネルギー利権に乗り換えること
もできると思いますが、原発が残る可能性がある限りは、必要に迫られることがないので技術革新も進まないと思います。

26436 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 選択はゼロシナリオ。2030年といわず即時停止と廃
炉の決定を求めます。

猿に火が扱えないように人間に原子力は扱えないのです。
それを福島の事故が証明しました。
今後廃炉のための技術開発に人類の叡智の全てを結集するべきです。

26437 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ２０～２５％シナリオを支持します 理想的には０％を目指すべきと考えますが、暫くの間（再生可能エネルギーが火力に近いコストまで下がるまで）は、国内の産業を潰さないために変動費の安い、ＬＮＧなどの輸入価格を下げる
効果のある原子力を維持すべきと思います。
感情論的には０％のシナリオも理解できますが、今日を生き抜くために苦渋の決断をすべきです。国内の産業が衰えれば、原油もＬＮＧも穀物も、何も外国から購入できなくなってしまい、国民
の生命を保つことはできません。

26438 個人 自営業 ５０代 女性 「2030年に原発０」ではなく「即刻、原発０」を実行すべ
き！！
できるできないでなく、しなければならない。「窮すれ
ば通ず」の国、日本！政府は国民を脅すのではなく、
知恵と技術を信じる勇気を持つべき。

政府は経済活動を理由にしますが、知らない人の命ではなく自分の命をかけてまで経済活動を優先する国民がいるのでしょうか。そもそも住める国土、国民がいなくなれば経済自体が不要に
なります。知らない人の命ではなく自分の命をかけてまで便利な生活を続けたい国民がいるのでしょうか。
原発を大都市に造らないのは、危険だからではないですか。「万が一」はもう起こりました。いなかの人に命の危険を押しつけ、未来の国民に選択の余地なく核のごみを押しつけ、経済だの豊か
な生活だのを言う、もう見ないふりはやめるべきです。
2030年までは原発が維持されるという前提もおかしいです。それまでに大地震が再び起きない保証はありません。もし原発を再稼働させて、また大地震が起きれば、日本は世界からばかにされ
るだけならまだしも、本当に滅びてしまうかもしれません。
自然エネルギー比率を急速に高めることは国民の活力につながるでしょう。世界的モデルとして尊敬される国となり、飛躍できるでしょう。
なんでも前例、踏襲、動き出したことを止める責任は取りたくない人だらけの日本ですが、いまこそ「止める」勇気を持つべきです。

26439 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 選択肢として提示された３つのシナリオでなく、原発
は、即刻０にし、温暖化対策を強化すべきと考えま
す。そして、早急に再生エネルギーにシフトすべきで
す。

2030年に原発を０では、遅すぎます。大飯原発を早急に止めるべきです。そして、代わりに火力発電でしばらくはしのぎ、二酸化炭素の問題は、植樹を強化するなど、温暖化対策をする。そし
て、早急に、再生エネルギー、自然エネルギーへ転換すべきです。もちろん、経済活動が悪くならず、病人や障害者に負担をかける事のない節電をする。日本は、世界唯一の被爆国です。広
島、長崎での原爆で、放射性物質がどれほど恐ろしいものかを経験し、今回、福島で、また、放射性物質がばらまかれました。大地、水、自然が全て汚染され、食べ物を食べたり水を飲んだりす
る時も、安全だろうかと、いちいち考え、美味しいと素直に味わう事が出来なくなってしまいました。人間にとって、こんな不幸な事があるでしょうか。便利の為に電気を必要とし、人間の根源であ
る、食べる事や、自然が汚染されてしまったのです。こんな経験は、二度と繰り返したくない。物事に絶対の安全なんてありえません。原発が動いている限り、放射性物質がまた、ばらまかれる
可能性が０ではないのです。多少不便な思いをしたとしても、自然が美しく、安全で、安心した生活をおくりたいです。原発が1基でも動いている限り、そんな生活は、おくれません。原発は、即刻
０にすべきです。

26440 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 即刻の脱原発を強く要請する。 (1)放射能をコントロールする技術が無い。
　福島原発の後処理は、次世代に大きな負の置き土産となった。使用済み核燃料と人間が同じ空間に置かれれば「瞬殺」される。この現実を謙虚に受け止めるべき。
(2)使用済み核燃料の処理方法が無い。
　地下埋設は「臭いものに蓋」をするだけ。地球のメカニズムには分からないことの方が多いにも拘らず、地中奥深くに埋めて万が一トラブルが起きた時には、現在の福島原発のようになす術が
無くなる。更なる悲劇を生みだすだけ。この度の事故同様、世界の国々に汚染を広めることになる。
(3)原発が無くても豊かな生活の実現は可能
　一部の富めるものが更に富む、現在の経済社会システムでのいわゆる「経済成長」に終止符を打つべき。自然のメカニズムに謙虚に寄り添い、より多くの国民が安心して安全な、心豊かな生
活を実現することに全力を尽くすべき。原発に傾けている異常なほどの予算を自然エネルギーの技術開発に使えば、原発を使わず、持続可能な社会の実現が可能だろう。

よって、一刻も早い全炉廃炉、脱原発シナリオへのシフトを強く要請する。

26441 個人 家事専
業

６０代 女性 原発はいらない。日本は再生可能エネルギーの研
究、開発にもっと力を注ぐべきで、エネルギーを使用
する企業、住民は今迄のやり方、生活を見直すこと。
それにはそれぞれにおいて教育が重要な役割を持
つ。

　地震、台風などの風水害、津波と自然災害の多い日本国土に、原発は危険すぎる。また使用済み高レベルの放射能廃棄物は１００万年の管理が必要であり、それは可能か？その場所はどう
するのか？日本は原発を持つべきではない。
　再生可能な自然エネルギーの技術や研究を進める高等教育機関に国は惜しまず資金を投入し、人材を育て研究を促進させること。
　企業においてはそれぞれの分野でいままでの電力の使用方法を見直すと同時に、原発に頼らない企業経営を目指し、新たな開発に意欲的に取り組むこと。
　住民とくに小中高生においては、消費を美徳とした生活や便利、快適第一主義を見直し、自然を大切にし、自然と共に生きる素晴らしさを教育すること。
　我々大人は原爆、東北大震災の恐ろしさを子供に語り継ぎ、電力不足での不便も創意工夫の智恵で乗り切れることを教え、また自ら実践することである。
　とくに、これからの日本を背負う子どもたちの教育が大切と思う。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

26442 個人 家事専
業

３０代 女性 原発ゼロシナリオ（即時） 福島の原発の事故を考えれば原発の再稼働はありえないし、先月再稼働をはじめた大飯原発も即停止にしてください。どうしてそんなに急ぐ必要があるのかと思います。使用済み核燃料の処
分方法も決まっていないし、そんな危険なものをだれも受け入れたくないと思います。今回の福島の事故で国民は原子力について、放射能について自分たちが無知であったことを反省し学ぼう
としています。少しでも勉強すればそんな危険なものを次の世代に残すわけにはいかないことくらい子供だってわかります。もし、原発が絶対安全で稼働すべきだという意見の方がいるなら、原
子力発電所の敷地内に住んで身をもって保障してください。

26443 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 20～25%シナリオを選択するべきである。また、太陽
光・風力は不安定性ゆえに導入が限定的にならざろう
えず、欧州等でも本命視されているバイオマスによる
化石燃料の代替を目指すべきである。

太陽光・風力は不安定であるために、導入量が増えるに従って相対的な変動は小さくなるが変動の絶対値は大きくなる。その変動を吸収しなければ、電力品質は低下し生活の質が低下してし
まし、変動を吸収する場合は送電線網の再構築が必要となり、コストがこれまで以上にかさんでしまう。そのため、見込み通りの導入は不可能であろう。日本のエネルギー消費分野を概観する
と、運輸が最も多く化石燃料を消費しており、同時に大量の炭酸ガスを放出している。電力のみならず日本全体のエネルギー供給を考えると、化石燃料の代替となるバイオマスしかグリーン化
の手段は存在しない。欧州等で考えられている食料をバイオマスの原料として利用すること（穀物／糖類のアルコール化）は技術的には問題ないが社会的に問題があり、木質改質を目指すべ
きであるが、現状では技術開発段階であり、この技術の成熟を待つ間（かなりの時間が予想されるが）原子力を現状割合（スクラップ＆ビルド）のままで維持するべきである。

エネルギーは国家戦略の根幹の一つであり,いったん舵を切ったら,容易に修正できない硬直性を持つものである。よって,事案の特殊性を踏まえて感情論に流されない冷静で論理的な判断をし
なければならない。

その際に勘案すべきは,国際情勢,日本の国情,歴史的な教訓,地政学的情勢,技術的な現実性,コストなど多面的な視点である。

具体的には

・新興国の経済成長によりエネルギー需要は今後も増加し資源需給は逼迫することは確実であり可能な限り自給率を高めていくことが必要であること。
・エネルギー安全保障の観点からは日本の自給率は原子力を除けば4%程度に過ぎず産業経済国家として極めて脆弱であること。
・日本国家が廃墟と化した太平洋戦争の発端はエネルギー問題であり,無資源国家としての国情は当時とまったく変わっておらず更に巨額の化石燃料の輸入に頼っていること。
・中国や韓国などは原子力の新規開発を意欲的に進めており技術的安全性への発言力を確保するためには原子力技術の維持が必要であること。
・再生可能エネルギーは日本が世界をリードする技術を有する有望分野であり積極的に技術開発を進め積極的な導入をはかるべきだがコストや安定性には課題があり主力電源とするには相
当程度時間がかかること。
・再生可能エネルギーが予定通り導入されない場合火力燃料で補完することになるが,自主開発が進まない場合には,購入しか選択肢をもたない日本は交渉力を失い悲劇的なほどの国富の流
出を招く結果となる懸念があること。など

　
以上の観点からは,特定の電源に偏重しない多様なエネルギー源を保有することが日本のエネルギー戦略の進むべき道である。無資源国日本における国家エネルギー戦略の要諦は選択肢を
維持し,柔軟性を維持することであると考える。その意味では資源がな硬直的なシナリオは選択すべきではない。

したがって純国産エネルギーである原子力に一定の位置づけを与えて化石燃料の比率抑制つつ,合わせて再生可能エネルギーや省エネ技術の開発を進め,現実的な可能性を高めていくという
ことが現実的なシナリオではないか。

しかし一方で,福島第一事故の影響により,原子力発電に関する信頼は失墜しており,原子力事業者は謙虚に反省し,原因を徹底的に究明し,信頼回復に向けて安全対策や防災対策の強化などに
全力をあげることが大前提である。こうした着実な取り組みが目に見える形で継続的に取り組まれない限り,原子力の再稼働や安定運転は困難である。

またシナリオの前提にも疑問がある。経済成長率が低く見られているため,将来的に供給力が不足する可能性があること,経済成長が続く一方エネルギー弾性値がマイナスになっていることなど
の点である。

これらも含めて総合すると,提示された選択肢の中では,20-25%シナリオが妥当であると考えるが,すべてのシナリオに不透明な要因が多い。このため,日本の国情に見合った現実的な長期戦略
的方向性を示しつつ,その遂行に当たっては将来の情勢変化への柔軟な対応が可能となる仕組みを織り込んでいくことが必要であり,それが国家の責任ある戦略シナリオであると考える。

26431 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 20-25%シナリオを条件付きで支持する。



26445 個人 学生 １０代以
下

男性 ゼロシナリオを支持 原発を全て止めて発電のコストが上がって電気代が上がることと原発を稼動させて人や自然などを危険にさらすこと。この二つを比べると前者のほうが納得できるから。命を危険にさらしてまで
電気を使おうとは思わない。

26446 個人 その他 ２０代 男性 原発依存度０％を目指して、ゼロシナリオが妥当だと
思います。

日本では、ここ近年で豪雪、噴火、地震、津波、突風、台風、竜巻、大雨、土砂崩れ等、多くの天災を経験してきました。
そのような日本で、原発を抱えた状態でいるという事は、第二の福島を生み出そうとしているようにしか思えません。

更に言えば、「日本国産の食料品や小物などの物品は、放射能汚染の可能性がある」などの海外からの注目もあり、国内で留められるはずの風評被害が海外にまで飛び火することも考えられ
ます。

そして子供たちへの内部被曝といった、人体への影響などもあります。
もし仮に、原発事故で死亡した人が一人もいなかったとして、今すぐに人体に影響が出るものではなかったとして、これから先の１０年後、２０年後になれば、少なからず影響が出てくると思いま
す。
例え今の子供たちが大人になった時に何の影響も出てなかったとしても、その頃に産まれるだろう子供たちが奇形児や何らかの障害児である可能性は否定できず、それが今回の福島原発事
故での内部被曝が原因だと捉えられる可能性も少なくはないはずです。

台風、大雨での土砂崩れが頻発する現在に、更に地震大国とまで言われる日本で原発を抱え続けることは、自殺行為以外に他ならないので、「エネルギー・環境に関する選択肢」はゼロシナリ
オで良いと思います。

26447 個人 その他 ４０代 女性 全原発即時停止し廃炉作業を行って下さい。
ただし政府の３シナリオ限定で集計をする場合はゼロ
シナリオに含めて下さい。大飯原発活断層の調査は
関西電力ではなく第三者が原子炉を停止して行うべ
き。

ゼロシナリオは、すべての原子力を再稼働する可能性を含んでいますので無条件で賛成は出来ません。
15％や20～25％などのシナリオには絶対反対です。
原発が無くても電力が足りている事は今年の夏で証明されました。
電力会社や政府は原子力が火力よりも安いと言いますが、国際的にそうではない事が常識になってきています。
東電は原発を推進したい為に、故意に液化天然ガスを高く買っているのだと思います。
原発はウランの採掘から最終処分まで被曝無しでは成り立たない危険なものです。
使用済み核燃料や福島の高濃度放射性物質は最終的にこの地震国日本のどこで、どのように処分するのか保管するのか決まっていません。
世界的にも安全に処分された実例はありません。
何万年もの間、地球の変動に耐えて保管出来る技術が一体どこに有るのでしょうか。
高濃度放射性物質を作り出し、使用済み核燃料も最終処分する事が出来ないような危険な原子力発電所は、すべて廃炉にして下さい。
東京電力は、福島の事故の責任について全く不誠実ですし、それを許している政府も国民に対しての背任行為だと思います。
核燃料サイクルなど全く実現性がありませんので今すぐやめて下さい。
原子力が無くても省エネルギーや節電が大きな力となりますし電気は足りています。
福島第一原子力発電所で作業をしている東電の下請けや孫請けの作業員の待遇があまりにも悪すぎます。少なくとも東電社員と同等給料と待遇にするべきです。

26448 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 今後原子力発電を推進してくのならば、原子力発電
所の建設場所について、現在のように地方の辺鄙な
地域に建設するのではなく、都心・都市の中心部に建
設するという計画を盛り込んでいただきたいと思う

(1)受益者負担の観点から大量に電力を消費する地域に、当然そのリスクも被っていただく。
(2)原発は安全と発表されているが、全く信用出来ない。
都心・都市での建設が困難なのは当然土地費用の問題もあるが、それ以前に国民の支持がなかなか得られないと思う。何故支持が得られないのか？現在稼働している発電所には賛否両論
に分かれているが、都心での建設となればそうはいかないでしょう。
何故か？みんながわかっていて口に出さないが、多くの国民が（原発推進に賛成の立場の人の中の多くの人も）安全が保証されているとは考えていないからです。
現在の建設場所では賛成出来ても、自分にリスクが降り掛かってくると反対に回る。今回の意見募集もそんな中での意見調査なのではないですか？

そして、その上（都心での建設を条件）で原発を推進していくのであれば、これまで人目を避けるように、密かに運営され、問題発生時には隠蔽されてきた原発の管理も、より多くの国民の目に
触れられることにより、これまでにないほどに真剣に安全対策を考えた発電所が建設され、リスクの管理システムが構築がなされていくのではないでしょうか？

これまでのような運営をされるなら反対です。どうしても原子力以外の代替エネルギーが作れないのであれば、例え建設費がかかろうが、上記の理由で都心に建設し直してしっかりと管理され、
国民からも見える発電所にしていただきたい。
代替エネルギーがないとは思いませんが・・・

26449 個人 自営業 ３０代 女性 今後のエネルギー政策は自然エネルギーを！！ 原子力発電は、ひとたび事故が起これば多大な被害が起こるために絶対反対です。放射性物質を無毒化もできないし、使用済み燃料も行き場をなくしているという現実を考えると未来がないと
思います。
なおかつ日本は地震国です。これからの子ども達の行く末が心配でなりません。負の遺産を残したくありません。
明るい未来を残してあげるのが大人の役目だと思います。

26450 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発依存のエネルギー体制から脱却を！ 原発を即刻やめろ、という無理なことではなく、
「原発をやめられない」発想、環境、政治を変えてください。
enough is enough. 余剰なほど電力はいりません。

26451 個人 無職 ７０代 女性 ３０年後原発は０％になっているのが当然です。
従って即刻、脱原発に取り組んでください。

◎　未だに東京電力福島原発の事故の原因も、実際の現状も分からない状　　況です。

◎　放射能は幼い子供に最も危険な影響の出るものです。一度事故が起き　　たらほぼ永遠に続くような長い悪影響が色々な所に出てきます。未来　　の人々にこれほど大きな不幸はありませ
ん。

◎　日本は地震国です。そしてその活動期に入っていると言われていま　　　すので、危険は迫っていると考えなければなりません。

◎　今まで原子力に使っていた莫大な税金を自然エネルギーの開発にシフ　　トさせていけば、大きな力になること間違いないと思います。
　　それはまた、雇用を生み出し、そこに携わる方々の大きな希望、喜　　　び、誇りとなることでしょう。

個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロを希望しています。「エネルギー・環境に関
する選択肢」を読み、シナリオを検証するに当たり踏
まえるべき視点に対し、私の見解を述べさせていただ
いたつもりです。原子力の素人ですが考えた末の結
論です

パブリックコメント：原発ゼロシナリオを希望

要旨
原発は即刻全機廃炉を希望。したがって2030年ではなく、可能な限り前倒しして、原発ゼロシナリオを遂行することを希望する。なお15％、20～25％は、原発の老朽化などを考えれば、増設、既
存原発の延長を想定した比率と思われ、選択しえない。

ゼロシナリオの理由
理由１
・原子量発電所が生命に有害な放射性物質を産み出す。
理由２
・放射性物質を完全に無毒化または封じ込める技術が確立されていない。
理由３
・原発の危険を知りつつ、地方にリスクを押し付ける施策は、憲法の掲げる自由・平等・平和の理念に反する。

１．シナリオを検証するに当たり踏まえるべき視点について
（１）クリーンエネルギーへの重点シフトと成長の確保
　再生可能、クリーンエネへのシフトチェンジは推奨すべき。しかしその過程において化石燃料に一時的に頼る事もやむない。わずかでも原子力を使うという選択よりは、化石燃料エネルギーで
補うべきである。原子力については、例え電力が賄えないという状況下になっても使用すべきではない。ただし電気は原子力がなくてもなくとも現時点なら購えるのではないのだろうか。

（２）エネルギーシステムの改革
企業・個人・家庭のレベルで必要な取り組みだと思うが、それ以上にエネルギーそのものをもっと大事につかおう（例えば節電）というマインドが半永続的に根付くことが大事なのではないか。

（３）多面的なエネルギー・環境の国際貢献といったエネルギー構造改革
本文「原子力平和利用国としての責任を、人材・技術基盤の確保を通じて、原子力リスクの制御、原子力安全の向上、除染、廃炉管理といった側面で、新たに果たしていく。」
という文章に疑問。
→「既に福島の事故により原子力の平和利用が成り立たない事を実証してしまった現在、 人材・技術基盤の確保を通じて、原子力リスクの周知、原子力からの撤退、移染、廃炉といった側面
で、非核三原則をベースに、国際的な役割を積極的に果たしていく。」
として欲しい。

エネルギーの選択を行うに当たって重要となる４つの視点について
（１）原子力の安全確保
→　安全確保の技術を極限まで高めてほしい。ただし、新設するためではなく、すでに建ててしまった原発のため。
・日本は世界最大の地震・津波大国である。そして実質上、完全無欠の技術は存在しない。現時点でM９の地震・津波に耐え、活断層が原子炉直下で動いても安全とされる建築技術が無い。そ
こまで技術を高めてもまだ足りないのが原子力。

・既存の原発付近にも活断層が確認されている原発が既にある。一刻も早い対策を講じるべき。
・福島第一原発の事故を「想定外」と称して、責任不在のまま、今日まで来ている。安全確保出来なかった時の責任を取る体制がない。

（２）エネルギー安全保障の強化
→原子力はエネルギーの安全保障において、資するものがない。

理由１
原子力の原料であるウランは石油に比べても数分の１、石炭に比べれば数十分の１という脆弱な資源である。

理由２
理由１の対応策とされる、プルサーマルが全く機能していない。さらには再処理工場、高速増殖炉の危険性は通常の原発以上。

（３）地球温暖化問題解決の貢献
→仮に二酸化炭素の排出、という観点からしても原子力からは撤退するべきである
理由
原子力発電は発電時の原子炉は二酸化炭素を排出しないが、建設時、停止時、長期間の放射性廃棄物の管理において、大量の二酸化炭素を排出する。
補足
放射性廃棄物の生成より二酸化炭素の排出を優先するべき。二酸化炭素はこの地球環境において絶対必要な物質であり、対して原子力の産み出す放射性廃棄物は危険な毒物である。

（４）コストの抑制と空洞化防止
→コストの抑制、経済面からも、原発は撤退するべきである。ただし人材は必要。

理由
有価証券報告書を基にした報告書を立命館大学の教授が発表している。それによると実際の電力コストは事故前であっても原子力が一番コストが高かったとの報告。

・人員は放射性廃棄物のお守りをするためにも絶対必要であり、そのためにこそ大きなコストをかけるべきである。また放射性廃棄物の管理のための技術者の育成は喫緊の課題である。

・産業の空洞化については、新エネルギー産業参入への補助、法令の改訂（発送電分離、地域独占、総括原価方式の廃止）を行い、自然エネルギー立国としての道を世界に遅ればせながら示
すべきである。

26444



26453 個人 その他 ５０代 男性 ただちに原子炉再稼働をやめ、積極的に自然エネル
ギーや再生可能エネルギーの生産を加速させる方針
を政府が打ち出すべきだと思う。

原発の事故は起これば取り返しがつかないし、核廃棄物の処理問題が全く解決されていないので、3択の中ではゼロシナリオを選ぶしかないと思います。
しかし、そのような消極的な態度ではなく、ただちに原子炉再稼働をやめ、積極的に自然エネルギーや再生可能エネルギーの生産を加速させる方針を政府が打ち出すべきだと思う。
原発の事故は起これば取り返しがつかないし、核廃棄物の処理問題が全く解決されていないので、原発を維持するだけでも日本は負の遺産を負うことになる。
核廃棄物の処理まで、きちんと対応すれば原発はコスト的にも問題がある。これ以上、負の遺産を増やすために国民の税金を使うべきではない。
電力を自由化させ、再生化のエネルギーや自然エネルギーを積極的に用いる方針を政府が打ち出せば、将来に向けた日本の産業の育成にもなる。

26454 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を選択する。 原発廃止による電力代の値上げが発生するとしても、原発事故発生による被害・現状復帰に要するコストの方がどう考えても大きいため、今すぐにでも前原発を停止すべき。
停止中も核物質はその場に存在し続けるため、自然災害その他による放射能拡散のリスクは減らない。
政府、電力会社を始めとして、原発が必要かつ安全だとの意見である方々は、(1)ご自身もしくはその家族を原発の隣 or (2)福島原発の近隣に住み続ける前提とするルールとして頂き、その上
で再度賛成・安全かを述べて頂くようにしてみて欲しい。

26455 個人 自営業 ３０代 女性 もちろん２０３０年までに原発はゼロでお願いします。
２０３０年までに原発依存度０％は法制化すべきで
す。

原発を再稼働しなくても、最初は節電と、コジェネレーションシステムの導入促進などで乗り切り、その後は民間発電業者等による火力発電の拡充、電力会社の発電所の更新によるエネルギー
効率の拡大で乗り切り、そして再生可能エネルギー、特にバイオマス発電や地熱発電などの割合を飛躍的に増大させ、なおかつ、さらなるエネルギー効率の向上、節電技術の進歩、私たちの
節電の努力をすることにより、国内の電気は十分足りる、原発抜きのエネルギー政策は十分可能だからです。
電気価格高騰により中小企業が苦しむと一部の方が言いますが、いま福島浜通りにあった中小企業がどうなっていますか？酪農家がどうなっていますか？その現実を知れば、東京や大阪の
中小企業も原発再稼働がいけないことを理解できると思います。製造業が苦しむという人もいますが、（電気を大量に必要とする）熱エネルギーが必要な企業は、もっと効率のいい熱エネル
ギーの利用の仕方をしたり、コジェネレーションシステムにより熱エネルギーをまかないつつ発電して余った電気を売ることも可能です。
節電、エネルギー効率向上すらできないほど、日本の技術は劣っているのでしょうか？技術立国はどこへ行ったのでしょうか？
日本が本当に技術立国ならば、原発がなくても電気を足りさせてみせることができるはずです。私は日本に期待をしています。

26456 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 原発ゼロシナリオ（即時） 当方、東日本大震災以来、いろいろな方の本を（推進派、反対派含め）読み、京都大学に所属していたので色々な研究者の方々と意見交換をしてきましたが、推進派には正義も信念もなく、論
拠も漠々たるもので、明らかに自らの既得権益を守らんと行動しているのが丸見えでした。

普通の一般市民的な感覚があるのなら、原発依存度０パーセント以外ありえません。
それを示す証拠は色々な方々が提示していると思うので差し控えますが、国民の意見を無視して勝手に決めることは許されません。

あなた方、「知識人」の英断を祈念します。

26457 個人 その他 ６０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を選ぶ。被害を受け広範囲に住
めなくなって苦しんでいる方々が多数おられ、とてつも
なく長期に危険が継続すること等々考えたら、原発即
時廃棄しか選択肢はあり得ない。

　あのような惨禍を前にして今なお原発を維持しようとする神経がわからない。そもそも福島の炉内状況もまともにつかめていないと聞く。この狭い日本、そして小さな地球。福島だけでも広範囲
に住めなくなっているが、さらに同時に地震が多発し何か所も原発被害を受けたらどうなるのか。地殻変動のすさまじさは、まさしく「想定外」もありだ。だから「想定外」の事態も「想定」して考え
るのが、極めて危険な設備に携わる者の責務である。まして地震の揺れや津波被害は「想定」されていたと言うではないか。「想定外だ」と逃げるなど、もってのほかだ。そんな輩は原発にかか
わる資格も資質もない。
　巨額かつ長期にわたる使用済み燃料等の後始末。事故処理となるととんでもない時間と金額となる。それらすべてが、とどのつまりは被害を含めてすべては国民負担となってゆくのだろう。
　原発に直接的な利害をもつ一部の人たちだけでこの原発政策を勝手に決められてはたまったものではない。
（なおこのような取り組みで、氏名、住所、電話、アドレスも必須とあるが、何に使うのか。折り返し連絡して本人かどうか、確認でもするのか。そうでなければ必要ないはずだ。人をデッチあげの
冤罪で死刑にしようとするこの国で、ちょっとこれは怖い）

26458 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 20～25シナリオに賛成（個人的には60～80で良い） 電気、ガス、水道、通信、交通何れのインフラも後退という選択肢は有り得ない。
今マスメディアを賑わしている原発反対運動はヒステリックな暴徒といえる存在でありとても今後の国民生活、次世代を引き継いで行き未来ある国民（子供達）の事を考えているとは思えない。
その中でも特に高齢者が主張している「今直ぐ原発を止めろ」は今まで散々原発の恩恵を甘受しておきながら一時の恐怖心のため廃炉にかかる経費の負担もせずに暴論を息巻いている。即
時廃炉を主張する者はその廃炉にかかる経費と代替エネルギー調達にかかる大規模なコスト増に対し若年層から搾取した年金を放棄し全てその為に負担するべきである。
そもそも原発が我が国に必要とされた理由は昔から資源に乏しい日本が少量の資源（要するコスト）で大きなエネルギーを得るためには原子力しか無いという事だった。（もし代わりがあるなら
遠の昔に東電が着手しているはずである）
また代替エネルギーとして風力やらソーラー発電やら地熱などクリーンエネルギーに期待はできない。事実その辺りは何十年もかけて試行錯誤した結果全て「コストに生産性が得られない」に
なった事を国民に広く知ら示さなければないだろう。
この長期間に渡る不況で企業も家庭も辟易している。インフラ（特に電力）にかかる費用は少しでも低減して新しい製品開発、それへの購買意欲へ向け経済を回さない事には我が国は破滅で
ある。

追伸）但し一方で東電の厚顔振りには呆れんばかりある。公費投入して被害者への賠償金、自分らの報酬、賞与へ充てるなぞ許される
筈が無い。企業は傾いたら役員報酬はカット。賞与なんぞ夢のまた夢。社員は皆年現在のサラリーマン平均の300万程度の賃金で贖罪しながら働くのが筋であろう。リストラで会社が解散、解雇
にならないだけありがたいと思うべきだ。

26459 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ゼロシナリオ、15シナリオ、20～25シナリオいずれも
適当ではない。
現行のエネルギー政策ままで良い。全発電量に占め
る原子力の割合45%

感情論でエネルギー政策を決めるべきではない。
いずれのシナリオも原子力は削減という方向だが、現状維持、又はさらなる推進という項目がない。原子力発電の新技術開発についても触れていないのは選択の幅を狭めるのではないか。
(重力式注水システム、単純型炉、施設の免震、洋上発電所等)
よって、事故以前のエネルギー政策のままでよい(全発電量の原子力が占める割合45%）

・ゼロ及び15シナリオは問題外
1)最終的に1200万戸の屋根に太陽発電パネルの取り付けとあるが、世帯の経済的負担があるため、政府の補助があったとしても現実的に不可能
2)風力発電については、気象条件の厳しい日本では903億kWhの発電量を確保する施設の設置が難しいと思われる(落雷、台風時は発電を停止せざるを得ない)
3)"化石燃料のクリーン化"項目について、最新技術の導入・・・とあるが具体的な技術が提示されていない現状で目算に入れるのはおかしい。
4)上記 3)について、CO2排出係数の達成を義務付けとあるが、コスト増は直接消費者へ燃料費として転化されるのは明白で、各種経済活動への影響が無視できない。(特に企業の生産活動へ
の影響が大)
5)国際情勢の変化により、化石燃料の輸入を規制されたらどうするのか。本案では代替手段が全くなく、国家として存続できなくなるが、具体的な対策が提示されていない。
6)省エネルギーの推進については現行では実現性が確定していない項目ばかりで目算に入れるべきではない。
7)電力の買い取り制度を決定し、仮に自然エネルギー比率を30%まで高めた場合にあって、供給が不安定になる恐れは無いのか。対策が提示されていない。
8)いま、原子力にかかわる産業に従事している人の雇用をどうするのか、10万人単位の雇用が失われる結果となるが、対策が提示されていない。
9)原子力にかかわる技術者がいなくなり、現行炉の維持、廃炉、使用済み燃料の処理が滞る。このことの方が危険ではないのか。対策が提示されていない。
10)使用済み燃料、高レベル廃棄物を相変わらず海外(フランス等)に依頼し続けるのか。国家間の信用問題にならないのか。

・20～25シナリオについて
　実現可能性につては多少あると思われるが、上記1)～10)の問題レベルが多少下がる程度。

26461 個人 その他 ６０代 女性 ゼロシナリオを選択します。 福島の悲劇を二度と繰り返してはいけないから。地震が多発する中で、万が一「フクシマ」が再度起きたら、この大切な日本が壊滅してしまうと、心から危惧する故です。

26462 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 今の技術では、原発を全廃してしまうとさらに深刻な
経済の衰退と、地球温暖化を進めてしまうだろう。

昨今の異常な気温上昇の最大原因は、人類が化石燃料を大量消費してきたからに他ならない。

再生可能エネルギー利用が叫ばれているが、まだまだ日本のエネルギーを支えられるほど技術が進歩しているとは到底言い難い。

感情論になってしまうが、脱原発を叫んでいる方々は、現在の発電技術を本当に御存じだとは思えない。
また、放射線ばかりを脅威に感じて、紫外線を大量に浴びてまでデモをしているのが滑稽である。

ただし、原子力自体が危険であることには変わりがないので、絶対の安全対策に万全を期すのは当然のことである。

空調機器の普及でますます外気温が上昇し、一方、空調機器を運転するために化石燃料だけに頼っていては、人類の未来そのものが破たんしてしまう。
最近の夏の暑さをエアコンなしで人類が耐えられるとは思えない。

消去法になってしまうが、今の時点では原発は絶対に必要である。

26463 個人 家事専
業

５０代 女性 原発０％を支持します。シェールガスや高温岩体発
電、バイオマス、素子による高効率の太陽発電等の
自然エネルギーへの転換を希望します。また同時に
スマートグリッドによる節電。日本の再生を。

２０３０年原発比率は０％を支持。未だに福島原発は収束しておらず高線量の放射能を止める事が出来ず漏れ続けています。太平洋の汚染は３年後にはほぼ全域が危険水域になるとの予測
もあります。日本は火山列島でいたるところに活断層が走っており活断層の上に原発を建てない事は出来ない。原発事故は起きたら最後取り返しのつかない過酷な物で除染事業など事故処理
にかかる費用は膨大です。もしまた同じような事故が起きたら日本は再生不能に陥るのではと危惧します。今正に国家存亡に関わる転換点。大多数の民意である原発０％に向け大きくエネル
ギー政策を転換し次世代に絶望ではなく希望を残す野田政権を国民は望んでいます。

１　基本的な考え方　原発ゼロシナリオとして、２０３０年に火力６５％再生可能エネルギー３５％目標をさらに踏み込み再生可能エネルギーをむしろ６５％とする道を示したい。再生可能エネル
ギーを伸ばすには風力と太陽光が欠かせないが不安定電源である。火力は安定化のための調整電源と考える。風力、太陽光は、地熱、水力とともに適地が偏在する。これを電源の主力とする
ため電力会社の管轄地域を分割する現行制度を正す。電力会社の発電はどこでも可能でなければならない。国内、海外、海洋、宇宙に於いても。電力会社が、自ら再生可能エネルギーに取り
組む方向に経済的合理性が生じるよう、国の誘導策が必要で、このための施策として、発電事業と分離された高速大容量送電網の整備があり、第１ステップとして国主導の大容量の直流送電
網の国内整備を行う。調整エネルギーとしての火力は、化石エネから漸次バイオエネにシフトする。この分野は、基礎研究の進展が必要だが、達成されることで、貿易収支改善だけでなく、地域
の生産種目の多様化、地域経済の自立を促す。一つには、非食料資源としてのセルロースの利用、一つには生物、非生物を問わず光合成を含む高い炭化水素生産能力を持つ仕組みの発見
と利用である。このようにして我が国は、実質的な再生可能エネルギー１００％社会を達成する。火力は調整電源としての役割を維持していくために開発・運用される。３５％の火力とはそのよう
な数値である。
２　脱原発への展開
（１）緊急の施策
ア　国主導の大容量の直流送電網の整備
イ　ＦｉＴ（再生可能エネルギー固定価格買取制度）の適切な運用
ウ　原発による発電から火力発電への移行
電力会社によるＬＮＧ発電所新設／火力発電所の更新を早急に進める（効率の高い火力発電方式に転換すること。燃料の輸入抑制効果）－ＬＮＧコンバインドサイクル発電、石炭ガス化。設備
更新／新設に対する環境アセスメント諸手続等を大幅に簡素化すること。原発の再稼働を認めるのは、電力会社において起債を可能とせしめ、電力の転換を進める財源を確保させるためであ
り（原子力→ＬＮＧコンバインドサイクル発電、再生可能エネルギー）、安全性が確認された原発についてその電力会社の効率的な火力への転換、再生可能エネルギー整備計画が、国の承認を
受け実施が担保されている場合に限り再稼働を認めること。
原発の安全性の確認は次の手続きを経なければならない。
抜本的に改められた原子力規制のもと、すべての原発の安全調査が電力会社によってなされるほか、規制組織により電力会社から独立して実施され安全性と改善点が確認されること。改善点
の電力会社による実施の完了が規制組織によって確認されること。規制組織は、新たな知見により改善命令を出す強い権限を有していること。すべての課程、結果が公開されること。
（２）中長期的施策
ア　国主導の送電網の整備拡充
イ　ＦｉＴ（再生可能エネルギー固定価格買取制度）の適切な運用と、１０年、２０年経過者へのきめこまやまな対応
ウ　バイオエネルギー、炭化水素化合物生産技術開発
エ　国内、国外を問わずエネルギー資源の開発、確保先が分散されていること。

３　国主導の大容量の直流送電網の整備の意味
各電力会社による電源開発が該当の地域ブロック内に限定されている体制を廃止し、電力会社が電源を広域で自由に開発できる体制に変えていくこと（他の電力会社担当地域、海、外国、宇
宙）。このため我が国に大容量の直流送電網の整備が必要。
（１）電力を生み出す場所を地域限定することは、電源開発手法の選択幅を狭める。末端の利用者への電力供給を地域限定することで、当該地域の主たる電力会社に電力供給責任を担わせ
ることは、電力の安定供給上許される方策であり得る方策かもしれないが、電力生産を地域限定する理由はない。
（２）電力会社は、担当する地域の電力需要に応じ発電、送電設備を整備する。このため、該当地域内に電源開発できるポテンシャルがあっても、開発せず放置される。再生可能エネルギーに
は適地に偏りがあるため、この傾向が特に顕著に現れる。国全体を担う送電網整備を電力会社に委ねることができない理由がここにある。
（３）国民運動としての再生可能エネルギーへの取り組みが必要であり、これを支えるため送電網整備の国主導での実施が求められる。
（４）新規参入事業者による開発に、さらに現行の主要電力会社による取り組みが加わることで、再生可能エネルギーの開発がいっそう推進され、計画的な導入が図れる。
４　地方の生産力に依拠する持続可能な再生可能エネルギー分散型社会
　古代、中世、近世を通じ地方がそうであったように、地方を食料だけでなく、エネルギー生産の場とすることで、地域経済の自立を図る。この意味でバイオエネルギーの開発が進められること。
輸入燃料１７兆円中半分の生産が地方に還元することは、目標を設定して進めていくべき政策である。この政策は、世界の発展によって生産の世界分散が進む動向を考慮しながら迅速に勧め
ていかなければならないもっとも緊急の重要事項である。
５　海外での再生可能エネルギー開発（特にロシアに着目して）
北方ロシアは、潜在的な自然エネルギーの宝庫。ロシアとの友好関係の基に、大陸間大容量直流送電網を整備し、我が国の発電事業者が、自ら当該地域で発電事業を行い、当該地域に貢献
しつつ、再生可能エネルギーの一部を日本国内に持ち込む。カムチャッカの地熱、シベリアの雪解けから夏を挟む半年の膨大な水力に着目する。国家間の友好は政治状況に左右されるので、
最新のＬＮＧ火力／石炭火力による代替の担保をバックに交渉することは当然の方策であるが、一方で、持続可能な世界への寄与はロシアにインセンティブを与える。この方策はロシアに限ら
ず他の地域や国にも適応できることは言うまでもない。

26460 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 ゼロシナリオ(1)、さらに再生可能エネルギー割合増。
エネルギー生産の集中と資源浪費から、地方に依拠
する再生可能エネルギー社会への転換を図る。電力
相互流通促進のため国主導の地域間大容量直流送
電網整備を行う。

26452 個人 その他 ５０代 男性 より積極的に逓減的経済規模縮小政策を行う。代替
えの必要なく脱原発とエネルギー削減が可能。国内
外の法を変え、環境・社会問題が自発的に解決する
ようなシステムを率先導入することにより、世界の新
標準にする。

エネルギー問題の枠組みで考慮する限り相互に矛盾し解決ない。世界の環境・社会問題を解決することを優先すれば解決可能。日本は憲法に従い、率先して解決法の実証を国策とすべき。さ
すれば将来には地球益と自国への尊厳の両方が得られる。改善費用も基本的に不要。マイナス１００％シナリオこそ実施すべき。
　選択肢のいずれの方法も経済成長を前提としており、同様な方向で各国が努力を続ければ、早晩破局に向かうのは必然。特に「GDPで表れるような経済成長は望むほど成長すればするほど
深刻になる」矛盾がある。なぜなら、世界のどの国も日本やアメリカ合州国並に浪費をするならば、あらゆる資源において、４倍、１０倍量が必要であり、かつ、これに伴う産業加害もより以上に
広がる（それだけ成長してもなお、失業や貧困、治安などの問題が解決されない）。加えて持続的成長は無限の資源を要求する。例えば約３．５％の成長を２００年続ければ約千倍になる。その
様な増加は、どのエネルギー源を用いても、直接の熱排出だけでも気候等に破局的影響を与えかねない。どのエネルギーもこの様な増加を前提にすれば不可避な問題を生ずる。まず、自然・
再生可能エネルギーは、そもそも量的制限がある上に自然破壊を伴うものであり、擬似的再生可能な範囲で使ってこそ再生可能。大型ダムなどエネルギー量を得られるものほど生系に脅威を
与える。特に国境を越えて市場取引は、食料を奪うなど飢餓・人権問題を助長しかねない。太陽光利用など製造時に大きなエネルギーを必要とするものは、急激な増加させれば、かえってエネ
ルギーを先行使用することになる。安易な再生可能エネルギー依存は、環境・社会的不公正の増加に加えてエネルギー価格の増加を招く。価格上昇は、逆に化石燃料に有利になり、より安く
使うために日本国外でエネルギーを使い、より以上の公害を助長し、国外では低賃金労働などの資源搾取、国内も産業の空洞化を招く。のみならず価格上昇は、メタンコアセルベート等の代替
化石燃料開発を容易にする。一端開発され価格低下すると利用に歯止めがかからなくなり、気候問題の深刻化が防ぎ得ない。核エネルギー依存は、将来に核のゴミと被害をもたらす。たとえ日
本で発電・輸出せずとも導入・輸出を望む国は多く、炉数の増加と共に、どの原発も事故を起こさない確率は急激に下がっていく。発言の自由が認められてない国や汚職・腐敗・手抜き工事など
が横行する国、紛争が予想される国で導入が進めば、リスクは無限に増加していく。古い型が輸出される可能性に加えて、最新鋭の危機が導入されたとしても、メンテナンスを疎かにされると事
故は不可避。また成長政策は、だましても売ればいいので環境詐欺産業をもっとも有利にする。さらにエネルギー資源の取り合いによって国際紛争を助長する。環境に負荷の蓄積・複合と、（人
間の誘発を含めて）天災等が重なれば、不作・飢餓と搾取による格差化を招き、暴力の連鎖が地球破局を招く。
　提言する「負シナリオ」は、原発の発電割合の２倍の電気・エネルギーの消費量の削減と国外の脱原発を含めて産業加害を削減するよう影響力を行使することを意味する。年率４％の逓減的
GDP縮小で、脱原発も充分な温暖化防止も可能であり、様々な社会問題の解決が可能。環境・社会的により有害な産業を累進差別的に縮小させ、ムダなモノを作らず製品の長寿命化を誘導す
る。労働分配を制御し、「過労－失業」の労働格差を縮小させれば、時間的余裕ができボランティア等の非貨幣経済を活用して社会を良化可能。環境・社会問題解決優先政策は、世界のどの
国も参考可能で、実施国が増えることによる矛盾はないが、経済の仕組みを見直す必要がある。なぜなら、格差と社会的問題の相関が指摘されるが、現在の経済システムにいては、確率的必
然性に於いて格差が増大する。また、産業上の環境や社会に対する被害は、与えた方がより儲かり、被害を受けた方は皆無又は充分な保証されない（後者の例は、原発事故や水俣病等。企
業の持ち主は、株主であるから株主が賠償を払うべき。株主が特定できないなら株式市場に支払わせるべき）。格差化が助長されるのが必然。一方、少なくとも、過剰にエネルギーを使ってい
る国に於いては、「儲かること（産業）と社会的有用性」は一致しない。むしろ逆相関。逆に、社会的有用な活動ほど持ち出しであり、場合によっては迫害にあう。実際は現政府により逆行させた
が「コンクリートから人へ」の言葉通りにしていれば、ムダな事業を省くことができる。一般の経済活動でも、社会や環境に有害な産業、必要性が低い産業を優先的に減らして、儲からないが社
会的に有用な産業を充実させていけば、環境・社会問題解決と省資源・エネルギーが両立し、GDPも削減可能。たとえば、(1)エネルギー消費量および、加害性量（社会への悪影響や有害物質
の排出量など環境悪影響量を指標化する）、多くの人が過剰と思う産業などに累進課税（「Ｚ＝β・X＾α＋γ」のような指数関数値で決めるような連続的な累進課税で、法人の場合は正規従業
員一人当たりの量）を用いて縮小する。(2)同様に労働分配率の低い、労働格差の大きい法人には、法人税などを累進割り増しする（労働分配率逆および労賃の分散の値をXとして、「Ｚ＝(βX
－δ ）＾α＋１」の様な指数関数値で割り増し値を決める）。(3)利子の禁止や配当の制限など縮小を容易にする。(4)バクチ産業市場からお金を抜いて（参加税・利用税）取り捨てる。一部は持ち
出し産業に流す）。(5)反広告税（広告を累進課税し、反・広告。製品の害毒性調査に使う）。これによって、製品当たりでは社会的費用を内部化することになるので、補正税（輸出・入関税）を取
る。ただし、取ったお金は、不当に廉価に搾取されたものであるから、環境・社会的被害にあった国に、（森林回復など）環境被害を緩和する費用に、現地の人の労働賃金として使う。ハードや
国内の人・技術が必要ならODAとして上乗せする。産業の空洞化防止と同時に国際格差縮小政策が地球問題を解決する。



26464 個人 パート・
アルバイ
ト

６０代 男性 原発比率０％です。 原発の即時廃止を求めます。
原発は必ず放射性物質を生成します。
その処理をする方法を人類は手に入れていません。
その放射性物質を作り続けて未来の子孫に任せるのは無責任そのものです。
私には２人孫がいます。去年の３．１１以来日本の近海で獲れる魚は食べさせていません。放射能の内部被ばくが人体にどのように作用するのかわかっていません。孫たちを実験台にさせたく
ありません。また、福島原発以後の政府の対応に疑問を感じます。誰も責任をとっていません。怒りを持ちます。

26465 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原子力発電の即時停止。
自然エネルギーの強化。

費用も高く、危険性のある原子力発電の停止を願います。
使用済み核燃料の完璧に安全な保存方法がない今、原子力発電を取りやめることは当然だと思います。
自然エネルギーにも、欠点はあるとは思いますが、様々な方法の自然エネルギーがあり、数種類を組み合わせて使うことで、欠点は補い合うことができるのではないかと思います。

26466 個人 家事専
業

４０代 女性 ゼロシナリオを選びます。 ゼロシナリオを選びます。

理由：

どんなに安全対策を講じたとしても、地震大国の日本において、福島の事故のようなことが２度と起こらないとは断言できないと感じています。だったら、高コストであっても、自然相当高水準の
再生可能エネルギー、省エネ、ガスシフトを実施して、原発は早い段階で０％にしてゆく政策を支持します。

核燃料サイクル政策についても、再処理施設を稼働することに危険を感じるので反対です。

小学生の子どもが２人います。原発事故以降、被ばくが気になり、食べ物や移動先などを選択するのに、いちいち放射能の影響を意識しています。子どもが孫を産むときに、何の悪影響もない
かどうか、ずっと気にかけながら子育てをしていくことになるでしょう。そんな苦労をするのは、福島の事故だけで終わりにしたいです。

26467 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 利害関係を脱して人間や地球上に存在する全ての物
に対する責任を考えるべき。今回の地震が偶発的で
不幸であったと済まさず、もっと大きかったら、多数の
地震が連動して発生したらどうだったのか。真剣に考
えるべき。

すぐに原発を止め、新しい技術開発に力を入れるべき。それまでは既存の資源を活用していくのがベスト。永遠に冷やし続けなければならない原発。事故が起きたら人間の手に負えない怪物
は作ってはいけなかった。地球上の生物の声を聞かなければいけない。何を未来の子供たちに残していくのかを真剣に考えるべきである。地球がなくなったら、終り。人間がいなくなったら、終
り。植物が…、動物が…。

26468 個人 家事専
業

３０代 女性 ３人の子育てをしています。
はっきり言って原発いりません！！

１歳４歳７歳の子育て中。
子供を育てるのに、母親の笑顔第一だと思っています。でも、再稼働とか聞くとイライラしてきます。また、何かあったらどうするんだ！と思います。
家事をして、子供と遊び、くたくたです。少しでもママたちの負担を減らさないと医療費とか、いろんなところで余計なお金がかかります。ママたちが笑顔でいられるよう、せめて安全な食べ物を減
らさないようにしてください。

原発いらない。

26469 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 原発ゼロシナリオ！脱原発を希望します。 未来に対して安心、誠実な判断をしてほしい。子どもたちの生命を希望を持って育んでいける国になるといいな、と思う。きちんと目の前のことに向き合い、決断していくことはとても大切で誇れ
ることだとも思う。

26471 個人 家事専
業

３０代 女性 ゼロシステム。原発事故を起こした私たちはゼロシス
テムを選択すべきです。

今回の事故もまだ収束できていないのに（宣言はだしていますが、、、実際はできていないと思う）
原発を動かしてはいけないと思います。まだまだ放射能管理区域以上の放射能がでているところがたくさんあります。これからもどんどんこれからの子供たち、未来の子供たちに放射能の影響
がでてくるかもしれません。命がなくなっては何も意味がありません。電気の便利さを求めるかわりに命を出す人もいないと思います。電気が足りないという前に不必要なものをどんどん減らす
努力を私たちはすべきです。どうか子供たちに少しでも多くの自然を残すよう、選択をお願いします。

26472 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 今回の原発事故で明らかになった原子力のリスクを
踏まえればゼロシナリオを選択しない理由は利権か
怠慢以外にありえない。国民の叡智のすべてを脱原
発に注ぐべき。それが自国、国際社会への最大の貢
献策である。

上記意見の理由は、天災、人災、テロ等の外部攻撃等、理由の如何を問わず、これ以上の原発事故のリスクは取れないということに尽きる。それぞれのシナリオの数値の信憑性、妥当性に対
する意見は様々であろうが、所詮数値は予想に過ぎない。経済への影響を唱える声があるが、新しい技術、政策への挑戦を放棄する思考こそ、これまでの経済停滞の最大の理由ではないの
か。

26473 個人 家事専
業

５０代 女性 直ちに原発を止める。 人間がコントロールできない原子力を使うべきではありません。
ゼロシナリオでは、「できるだけ早い時期に」とありますが、いろいろな事情を考えて先延ばしされる可能性があると思います。
原発を止めた状態で、みんなでやりくりして、少ない電力で成り立つ社会にしなければいけないと思います。

26474 個人 家事専
業

７０代 女性 「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を主張
《即原発ゼロへ。弱者の保護を優先》

日本国民、世界の人と、そして地球そのものと、そこに生きる全生物の健康な未来のために原発は“０”にしてください。
ウラン採掘から廃棄物のの処理にいたる行程で被曝による多くの人々の生命を犠牲にし、自然環境を取り返しのつかない程に破壊する原発はいりません。
今すぐに完全にやめにして下さい。

26475 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 脱原発(ゼロシナリオ)を選択します。 福島の事故が起きて、私達は、放射性物質がいかに危険なものであるかということ、原発がいかに地震に弱く脆いものであるかということを嫌というほど知りました。日本は地震大国です。活断
層もたくさんあります。再稼働されてしまった大飯原発の下にも活断層がある可能性が指摘されています。また福島と同じような事故が起きてしまったら、日本は終わりだと思います。東北や関
東は放射性物質によって汚染されてしまいました。空気も土壌も食べ物も全てです。だから原発は動かすべきではないと思うし、全ての原発は廃炉にすべきです。電気を作るのはそれ以外の方
法で作るべきです。安全な方法で作るべきです。命を脅かす原発は、この国に必要ないと思います。放射性廃棄物の処理方法もはっきり決まっていないのに、これ以上、負の遺産を増やすべき
ではありません。全ての原発を廃炉にしてほしいです！

26476 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原子力発電は必要ありません。 原子力発電は目に見えぬ恐ろしい放射性物質を生み出し、その処理方法は分かっていず、またその毒を弱めたり消したりする方法も分かっていない、人類が実施するには危険すぎる、無責任
すぎるものだ。
と、小学生の頃から分かっていたのに。
あの頃声を上げていたら少しは現在と違う日本になっていたのか。
そして、恐ろしい事故は起きてしまった。残念だけど。
ここまできてしまったから痛みや苦しみも伴うのだろうけど、
でもやはり危険で無責任な原発は今止めるしかない。

26470 個人 原子力を人間がコントロールする事が不可能である事はもはや自明である。震災がそれを明らかにした。
また、10万年間使用済み核燃料を保管し続ける事も不可能だ。仮に保管施設が建設されたとしても、10万年後の人類が我々の言語を理解できるのか？古代文明の遺跡と勘違いをして無理や
りこじあけた時点で世界が終わる。
トイレのないマンションを作ってしまった代償は途方もなく大きい。引き返すなら今しかない。

原子力は核技術。
本来人や国を滅ぼす為の技術。そのパンドラの箱を、悪魔のエネルギーを使ってやっている事といえば、タービンを回すこと。たったそれだけ。
タービンを回す。ただそれだけの為に、日本が、地球が滅亡の危機に瀕した。（正確には未だその脅威は去っていない）。

タービンを回すだけなら他にいくらでも方法はある。

海流を利用した発電施設は原発の1/10の費用で原発１０基分のエネルギーを生み出す。

地震大国=地熱大国→地熱発電

太陽光、風力、水力、世界水準の技術。全世帯、全公共施設への普及を国策として進める。

殆どロスのない送電線技術の活用。現状の送電線を順次最新型の送電線に変えるだけで送電時のロスを大幅に減らせる。原発を新設するより安上がり。

自然エネルギーは高価で不安定だというが、大震災を受け、原発ほど不安定な電力がない事を世界に証明した日本。
そして、立地、広告、建設、発電、廃棄物の仮貯蔵、廃炉費用、永久貯蔵施設の建設、10万年間の管理費用、。
全てを合わせていったい幾らになる？これほどコストの高い電気はこの世に存在しない。
ランニングコストだけを見て「原発は安い」と言う学者の嘘はもう誰も信用しなくなった。

イギリスは13兆円を投じて洋上に巨大風力発電所の建設を発表した。原発30基分だそうだ。
原発30基を作ったとしたら、いったい幾らかかるのか？たったの13兆円で出来るはずがない。
何故なら、原発１基の国からの交付金が１兆円。
交付金だけで３０兆円が必要。全部税金だ。

何故日本よりも技術の劣る海外で出来る事が日本で出来ないのか？
何故福島を経験した日本がすぐにでも原発ゼロに舵を切れないのか？
礼儀正しく、勤勉で、国際援助を惜しまず、世界の基軸通貨の一つを持ち、有色人種で初めて先進国となり、世界から尊敬されていた日本は、いまや海外から軽蔑の的である。

この地震大国の中で原発を運転していく事がいかに危険であるか？いかに他の国、地球上の全ての生物に迷惑を掛けているか？それを自覚しなければならない。

自営業 ３０代 男性 原発ゼロ
自然エネルギーへ
原発は世界一コストの高い電力
原子力でやっている事はタービンを回す事だけ。そん
な事を原子力にやらせる必要ない
自然エネルギーは、持続可能で、コストの安い電力で
ある



26477 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 全ての原発の廃炉を望みます。速やかにです。２０年
３０年先の事など誰も責任をとる事などできません。
安全な原発などありません。

国民はもう知っています。あれ程　大変な悲惨な原発事故を起こ収束どころか原子炉の中がどうなっているのかすらわからない状況で首相が収束宣言をし、大飯原発を再稼動した理由を。原
発ビジネスに群がる電力会社・大銀行・ゼネコン・生コン屋・株主の既得権益を守る事そして核兵器です。けして電力不足、停電の恐怖が理由ではありませんね。この国の人々は電力が足りなく
なってもそれに対処する能力を持っています。どうして原発以外のエネルギー政策が中々進まないのかと言えば　貴方達　政府が勇気を出してエネルギ政策を転換しないからです。物事には
優先順位と言うものがあります。一番大事なもは国民の健康と命です。けして産業でも金でもありません。人の犠牲の上にしか成り立たない産業など産業ではありません。

26478 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 原子力による発電を０％へ。大飯原発の再稼働は即
時停止。現在の原子力発電の廃炉恵沢と共に、使用
済み燃料の対策を進めるべき。

発電に伴い、出てくる放射性物質を含む産業廃棄物の今後の安全な処理が確立していない中、原子力発電を進める事に異議があります。原子力発電に頼らない社会づくりを進めるとともに、
現在、再稼働している大飯原子力発電所の再稼働を即時停止を望みます。
今後の原子力研究は如何に安全に原子力発電所を廃炉にするか、使用済燃料の処理などに研究費を投じて欲しいと考えています。

26479 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発には反対。 原発には反対。依存0を目指すべき。ただし政府案の温暖化対策では不十分。自然エネルギーへの転換を図るとともに省エネ対策を進めるべきだ。今、この時から本腰で取り組まねば、2030年
までの原発0には間に合わない。

26480 個人 無職 ６０代 男性 原発0を選択します。直ちに、全原発停止、廃炉へ 全原発を停止し、再生可能エネルギーを促進させるため、又、エネルギーの地産地消化を進めるためにも、法律の整備を急いでください。電力自由化、発送電分離、送電会社の独立、スマート
グリッド化等々。

26481 個人 パート・
アルバイ
ト

６０代 男性 原発依存度は0%にするべきです。福島第一原発事故
から、エネルギー政策を脱原発依存へ即時転換すべ
き唯一の選択だと考えます。

どう理屈をつけても、人間が扱えもしない危険な物を次世代に残して良い筈がない。再度事故が起きたら日本全土が破滅するという事を、政府も電力会社も、それを支える金融機関はもっと意
識するべきだと、普通に考える。こんな単純な構図が分からない程、原発に関わる全ての組織は思考停止に陥っているという事を自覚するべき。

26482 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 (1)ゼロシナリオ
　原発即時停止を支持します。
　原発に頼らない国つくりを！！

(1)ゼロシナリオ
　原発即時停止を支持します。
　放射能の恐ろしさを改めて知ったから

26483 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発をすぐにすべて停止し、廃炉にすることへの決定
をすぐに行い、実行してください。ゼロシナリオを選択
するようすぐに決定してください。主権者として、その
ように決定されならば現与党は決して支持しません。

私が原発をすぐに停止し廃止していただきたい理由は下記の４つです。
（１）原発がなくても電気は足りている
（２）原発は危険なゴミを後世に残し続ける
（３）原発は被曝労働を強いる
（４）原発は、日本経済にとって悪である

（１）については、先日まですべて止まっていたのですから明らかです。大飯原発を稼働してから火力を止めていますし。病院などが計画停電になると困るだろうという圧力は恥ずべき行為です。
（２）については、核燃料サイクルという危険な夢からはさめるべきです。これまでの巨額な投資金額に対して引け目を感じる必要はありません。今からでも「すぐに」、未来へと危険なゴミを押し
付けることはやめるべきです。あなた方にも、誰にも責任の取れることではないのです。
（３）は言わずもがなですが、原子力発電はコンピュータで行う仕事だけではなく、人間の手が入らねばなりません。国民のいのちをどう考えるのかが問われる場面です。
（４）は、正常な企業活動／取引にとって、原発のような秘密主義で危険な企業はマイナスです。「原発は安い電力」という嘘も暴かれました。わざわざ燃料を高く買って、それを一般電気代に転
嫁するのですから。一部の会社を極秘に儲けさせて
どうして日本経済が、消費が上向くというのでしょうか？

以上です。必ず、ゼロシナリオの決定をのぞみます。

26484 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原子力発電は、今回の大震災を機に全廃。それに変
わる代替電力ーを国策として開発普及し、それを今後
の日本の基幹産業として国力を上げて育成する。

原子力発電は、ひとたび事故を起こせば取り返しのつかない大災害になることが分かった。また、使用済み燃料の最終処分の技術も、何十年も掛かっても確立しなかった。
制御できない技術は、まだ実験段階であり、それを商業用として稼働することは危険きわまりない。これを機に、全ての原子力発電を廃止しないと、もしもの時は手遅れになる。
また、国の基幹産業は、国の戦略として育てていくべき物である。原子力発電を使えないばあい、火力発電に頼ることは財政面でも、産業活性化の面でも大きな損失となる。
こういうときこそ、災いを転じて福となす時だと思う。大学も企業も官民挙げて、協力し、新幹線や高速道路や公共事業を数年棚上げしてでも費用を国が惜しみなく使い、国力をあげて、風力、太
陽光発電、太陽熱利用、バイオマス、地熱発電、小型水力発電等、新たな技術を生み出すべきだ。遅かれ速かれ、今の日本の基幹産業は、労働力の安い他国にとって変わられていく。だから
こそ、これを今から開発される技術を開発し、次への産業へと育てて行かねばならない。
国のリーダーが、そうしたビジョンをもって、方向を示し、日本に明るい雰囲気と、夢と希望とを与えなければならない。

26485 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 2030 年までのなるべく早期に（むしろ即刻）原発比率
をゼロとする。つまり、原発は即時停止、即時廃炉へ
の決定を行うことを望みます。詳細については、以下
「御意見及びその理由」をご覧下さい。

　2012年8月現在、日本全国で稼働中の原発は僅かに２基となっております。原発が停止すると電気が不足するという電力会社その他による執拗な宣伝活動にも関わらず、電力は十分に供給
され、どこにも大きな混乱は起こっておりません。（１）2011年3月11以前に５４基の原発が運転していた時、概ね50％を下回っていた火力発電所の稼働率が、現在は70％に引き上げられている
こと、（２）一般家庭や企業における節電の努力が功を奏していること等が、その理由であると考えられます。
　このことから、今、少なくとも日本においては危険極まりない原発による発電が無くても、国内の電力需要は、火力、水力、及び（今後発展が期待される）自然エネルギーによって、十分に満た
すことができることが証明されつつあると言えましょう。また、これまでどうして54基もの原発が建設されてしまったのか、単に電力需要を満たすためという電力会社側からの説明で理解出来な
いというスキャンダラスな事実が明らかとなっております。
　2011年3月11日の大震災および、福島第１原発の大事故が明らかにしたように、原発事故の被害と賠償額が、すなわち、原発というものリスクと危険が通常の経済的な考察によっては推し量
ることの出来ない程に莫大なものであることも明らかになりました。そして、全てのつけは国民に、未来の世代にに回ってきます。国民はその負担を引き受けるわけには行きません。
　それゆえ、原発は即時停止、出来るだけ早く廃炉作業に取りかかり、原発の代替発電手段としては、近年安価になりつつある天然ガスによる火力を中心としながら、徐々に、自然エネルギー
に移行して行くという方針を支持します。この方が、より経済的であり、安全であり、将来の日本人の福祉に貢献する選択であると思われるからです。

　以上

26486 個人 家事専
業

４０代 女性 原発依存ゼロシステムでお願いします。 フクイチであんなことが起こって、原発推進するなんて考えられません。電気は大事です。でも地球に生きる動植物、人間の命より大切なものってありますか？フクイチはまだ収束してないんで
すよね？事故処理が終わってもいないのに、はい、原発動かしますって普通じゃないと思います。
原発の安全神話はもうありません。
長野に住んでいてもぜんぜん安心できません。子ども達の未来が不安です。本当に怖いです。
お願いです。原発はもうやめましょう。

26487 個人 自営業 ４０代 女性 原発　ゼロシナリオを希望します 日本が地震大国であり、福島県の例もあるからというだけではなく、
何十万年も放射能を放ち続ける核廃棄物の行き先を考えると
世界的に原発をゼロに近づけていくしか考えられません。

ベトナムなどの国々に日本製の原子力発電を輸出することも反対です。

風力は日本では今のところ限界があるのかもしれませんが、最近力を入れている太陽光の他に、波力発電などもできるのではないかと思います。

26488 個人 自営業 ２０代 男性 原発全廃を希望します。 今の政府の原発政策、エネルギー政策には国民の声が全く反映されてない。
電力の選択は国民がすべきであり、国や電力会社が勝手に決められるものではない。政府がなお原発を稼働させたいのなら、是非を問う国民投票を行うべきである。
今後のエネルギー政策では自然エネルギーに力をいれるべきである。
そして省エネルギーの社会を作り上げる為にあらゆる努力をすべきである。
この後におよんで原発は安全である、と言い続け依存していくの無理である。

26489 個人 家事専
業

３０代 女性 原発ゼロ！
他の選択肢はないと思います。

福島第一原発での事故・その後の対応で、原発は事故を起こした時の代償があまりにも大きすぎることは明らかになってしまった。
日本のような地震大国で、第二の福島のようなことが起こらない可能性は少なくありません。

もうこれ以上、住めなくなる土地を増やしてはいけない、故郷を失ってはいけない。私たちはただただ、安心して暮らしたいのです。

26490 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発ゼロシナリオ（即時）を選択します。
2030年の原発比率は０％、且つ可能な限り早く原発
比率は０％、つまり全ての原発を一刻も早く停止すべ
きです。

福島第一原発事故では、一旦原発事故が発生すると、修理する方法が無く、この様に、直す事が出来ない原発を使う資格はありません。
又、地震国、日本では、どこでも未知の断層により、想定を超す地震が起こる可能性を否定できません。確率がどんなに、小さくても原発過酷事故が発生した場合のリスクは、他のいかなる事
故、災害より大きく、国土を長期又は永遠に消失する恐れがあります。
又、原発が無くても大規模な電力不足は発生しない事は、日本の現実の電力需給状況より明白であり、予備率は少ないというのであれば、代替え手段は、短期間で準備できます。
原発が無い場合、電力会社の収益は、悪化しますが、代替えエネルギーの転換需要により、日本経済トータルでは、マイナスになるどころかプラスになると思います。
一部の業界団体の意見を重視するがあまり、経済を停滞させ、国全体に閉塞感を与え、国民に危険を押し付ける様な、他の選択肢には、反対します。

26491 個人 その他 ４０代 男性 鳩山由紀夫議員の発言について 以前、鳩山由紀夫議員が総理大臣をしていた時にCO2を25％削減するという事を国際会議の場で発言していましたが今回のエネルギーの見直しについて鳩山議員の発言はどうなるのです
か？、もしそこまで考えていないのなら現政権及び鳩山由紀夫議員が国際の場で撤回することを考えて下さい。

26492 個人 その他 ３０代 女性 再稼働はありえません。
全て廃止を希望します。
放射能は今も多くの人々を苦しめています。
子どもの心はずたずたにされ身体を痛めつけられて
います。
人道的対応として、原発のない国にするべきです。

ある子どもが言っていました。気をつけてって言われても、防ぎようがないと。
放射能は、影響がないとは言い切れない。大人は大丈夫だと言う人、危険だと言う人、それを見ながら、子どもの心が板挟みになっていきます。
とても切なくて、できるだけ見たくはないのです。
これ以上、被害を拡げるような政策＝再稼働は、許せません。

26493 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 発電事業、送電事業、売電事業を分割し、それぞれ
が独立して運営していけるような法整備をお願いした
いです。

発電事業を単独にすると、コストのかかりすぎる原子力発電を経営する事業所はなくなり、原子力発電がなくなっていくと推測されるため。国民が発電方法も選べるように法整備されると、国民
一人ひとりが今よりもよりエネルギーに対して意識が高まると思うから。

26494 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 ゼロシナリオを支持します 『ゼロシナリオは国民負担の大幅な増大を前提にしている』というが、原発の国民への健康被害を考えれば、そちらの負担・危険のほうがはるかに大きい。
したがって、大局的に見ればゼロシナリオが望ましい。

26495 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオを選択。40年超原発即廃炉、建屋内燃
料プール内核燃料は速やかに移し潜在的危機を回
避、福島原発事故原因解明と対策不十分な原発廃
炉、稼働可能な原発の電力は再生可能エネルギーへ
の移行にのみ利用。

ゼロシナリオを選択します。

それにあたって、まず40年を超える原子炉は即座に廃止していただきたい。40年未満の原子炉は大飯原発3・4号機を含め、まず一旦すべて冷温停止していただくこと、各原子炉建屋内の過剰
な燃料集合体を、然るべき保管施設（原子炉建屋外）に搬出・保管することを求めます。

その上で、各原子力発電所の設置時の安全審査について再点検を行い、特に破砕帯・活断層を疑われる地層評価を原子力学者だけでなく地層学者・歴史学者などを加えた第三者評価委員会
で統一的明快な評価を受けた後、安全であると確認されない原子炉については即座に廃炉手続きに入る事を求めます。

いずれのシナリオについても不本意ながら2030年までにどうするか、という選択で、この選択肢の設定そのものが前原発の即刻停止・廃炉を含んでいないことは非常に不本意である。しかしな
がら、この3つの選択肢の中でどれが一番マシか、という観点から選択しているので、2030年まで原子炉をフル稼働してエネルギーを浪費しきった後突然ゼロにするというのは全く容認できな
い。基本は全原発廃炉を前提とした冷温停止とスべきである。

その上で福島第一原子力発電所の事故原因、事故につながる要因・遠因を全て洗い尽くし、それらの原因・要因・遠因・背景などについて対策が完全にできた原子力発電所についてのみ、
2030年までに廃炉にすることを前提に政府と保有電力会社の全責任において稼働を認める。その際に得られるエネルギーを、経済拡大のために浪費するのではなく、再生可能エネルギーのシ
ステムづくりのために集中的に利用すると共に、高レベル核廃棄物の直接地層処理のためのシステムづくりにのみあて、核エネルギーから再生可能エネルギーへのスムーズなエネルギーシフ
トを目指すべきである。

繰り返しになりますが、40年超の原子炉の稼働期間延長と新増設は決して認められません。2030年には原子力エネルギーはゼロとすべきです。
26496 個人 その他 ５０代 女性 「エネルギー・環境に関する選択肢」に対しての私の

意見は、今すぐ原発０に向かうべきです。
そもそも、地震が多く、海に囲まれ津波という言葉が世界にそのまま通用するような国が原発など持つべきでなかったと考えます。福島の事故が起きてから、まだ解決もされていない状況の中
で再稼働した事自体が異常です。経済界の意向より、国民の声に耳を傾ける政府で有って欲しいです。原発に依存して進めてきた計画をそのまま実行しようとせず、既存の利権にしがみつか
ず、今こそ再考すべきです。リニアモーターカーなどの開発にお金を使うより先に原発事故の被害者救済に使うべきでしょう。

26497 個人 その他 ４０代 女性 福島での事故を経験した今、日本は原発に依存した
エネルギー対策を見直すべきです。絶対安全なんて
ありえない。経済発展は大事なことですが、もっとも大
事なのは人の命と暮らしです。

地震国、日本にこれだけの原発を作ってしまったのはやはり間違いです。事故が起こったときに人間の手でどうにかできることが少ないのもよくわかりました。
何世代にも渡る放射性物質の影響について“責任”をとれる人などいないのです。

美しい山や川や海、安心で美味しい食べ物、人と人とのつながり、大切な命。原発事故はこういったものを一瞬で奪っていまいます。失うものが大きすぎるのではないでしょうか。
私たちはこれらを未来の子どもたちに残してやる義務があると考えます。

多くの人が脱原発を望んでいます。「大きな音」ではなく「ひとりひとりの声の集まり」なのだということをわかってください。

26498 個人 学生 ６０代 男性 ゼロシナリオにして下さい。 地震国日本には原発は危険すぎる。
原発は我々の世代では処理できない放射性廃棄物を生み出し続けている。

26499 個人 その他 ３０代 男性 原発ゼロシナリオを希望します。 原発ゼロシナリオを希望します。
以下、理由です。

・100%安全とは言えない。
　福島第一原発の大きな事故のみならず、大小合わせて考えると多くの事故が起こっており、安全とは言えない。また、大きな事故が起こってしまった場合の被害は甚大であり、何万人もの人
が故郷を奪われた。今回、被曝してしまった子供たちの将来の健康も脅かしている。

・原発が安全・危険に関わらず、原発を利用している限り、未来の世代に無責任に放射性廃棄物を押し付けている。

・原発を動かさないことにより、経済への影響を悪い影響が出るという意見があるが、原発が稼働していたここ10年日本の経済状況が常に良かったわけではない。経済とは原発が動いていれ
ば維持できるほど、単純なものではない。

・健康リスク。
　チェルノブイリ諸国のここ25年の状況を見れば、健康リスクがあることに間違いはない。すでに福島の子供たちには甲状腺の異常が見られている。

・50年後の日本は、人口8000万人台との予想であり、現在のエネルギー消費量より需要があるようには思えない。

26500 個人 家事専
業

５０代 女性 (3)20～25シナリオを支持します。 電気代を抑え、産業を空洞化させないためには、(3)20～25シナリオが必要です。そうでないと、将来、雇用がなくなり、日本社会が崩壊します。
2030年以降の化石燃料の枯渇が心配です。核融合発電などの代替えエネルギーの研究開発にも言及し、その推進を明記すべきです。

26501 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 日本企業がグローバル競争力を高めるための諸条件
のひとつとして、電力の安定供給とコスト低減は不可
欠。福島原発の事故を教訓として安全基準、安全対
策を見直した上で原発の早期安定稼動（(3)２５％）を
実現すべき。

日本国民の将来の生活の安定、幸福のためには持続的な経済成長が不可欠であり、その牽引役として日本企業の競争力強化による国内投資の維持・拡大を促進する施策が必要。原子力発
電はクリーンかつ安定的な電力供給手段として将来に渡って国力の発展に資するものと確信する。



26502 個人 家事専
業

６０代 女性 「０シナリオ」原発は廃止すべき。
国として経済的なダメージは大きいが、国民は、生活
を変えていくべきです。
将来のために。ドイツのようにエネルギー政策の転換
を図るべき。

福島の原発がまだ、解決していないのにもう、大飯原発を再稼働させている政府はおかしい。また、第２の福島が出る可能性あり。地元の中には、生活のために再稼働を望む知識のない人が
いるかもしれないが、政府はリーダーとしての役割を果たし、そういう人たちを引っ張って行くべき。

何故、原発に反対してきたか、核廃棄物は捨て場がない。原発はトイレのないマンションだと言った学者が居たが全く、その通りです。
原発を使う限り、地球の破滅です。
今にでもすぐ、日本中の原発を廃棄してください。
チェルノブイリの時は他山の石だった日本国民も、もう、そんなことは言っていられません。

26503 個人 家事専
業

５０代 女性 ゼロシナリオに賛成します。
最終処理ができず、将来に託す・・・というものは、たと
え便利であっても使ってはならないと思います。
日本は電気の使いすぎではないでしょうか。

原発がクリーンエネルギーといわれても、最終処理ができず、六ヶ所村に仮置き、将来に託す・・・という現状は、日本のみならず　人類にとってとても危険なことだと思います。　今回のような災
害はいつ、どこで起きてもおかしくありません。　対策は万全　といわれても、想定外の出来事、人的ミスは必ずありうることで、万全ということはありません。今の放射能を帯びてしまった草木の
処理さえもできないのです。
このような原発は使うべきではなく、ゼロにすることを希望します。

我が家では太陽光発電を使っていますが、蓄電できるといいなぁ～と思います。効率のよい蓄電の研究が速く進みますように願います。また　もっと安く取り付けられるようにして、多くの家　マ
ンション等で使うようになると良いです。　また　エアコンの室外機からの熱風で　さらに気温が上がっていると思います。都市、住宅地などの計画にもっと木々のある公園や街路樹をふやし、密
集を防ぎ、木陰によって気温上昇が抑えられるように。

私たちは　自分の生活を見直すべき時なのだと思います。
夜の暗さがなくなっています。星空は見にくく、蛍も明るすぎて飛ぶことができません。人間も（とくに子どもと若者）の眠る時間が減っているのではないでしょうか。それは身体的にも精神的にも
良いとはいえません。
便利になるのはよいですが、かえって忙しく働きすぎになっているように感じます。　国としての経済活動ももちろん大切ですが、架空のバブルのような数字ばかりで考えるのでなく、人の真の幸
福を基に、エネルギーのことも考えられるようになりたいものです。

26504 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発依存０％でよろしくお願いします コントロール不能の原発を廃炉でよろしく！！！

26505 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 私は、「ゼロシナリオ」を支持します。

再稼働反対です。即時すべての原発を廃止してくださ
い。

ゼロシナリオ　を支持します。その理由は、下記です。

福島の原発から未だに放射能を垂れ流し続けている状態で、手のうちようもないというのに、どうしてすべての原発を即刻廃止せず、さらに再稼働までしてしまうのか、全く理解できません。

原子力発電は、必ず人の犠牲を伴う発電であり、放射性廃棄物を作りつづけ、その放射性廃棄物の処分方法はなく、置く場所すらない。そんな技術を推進する理由があったら、教えていただき
たい。

電力は足りています。現存の火力発電のみで充分足りているのですから、原子力発電の必要は全くありません。今日本がやることは、即時すべての原発の廃止と、放射性廃棄物の無害化につ
いての研究を国家プロジェクトとして始めることです。再稼働や原発推進などもってのほかです。

すべての原発を即時廃止してください。
大飯原発の再稼働も即刻中止してください。

即時原発ゼロにしてください。
26506 個人 無職 ７０代 男性 原発ゼロのシナリオを支持します。

何よりも核のゴミの処理に解決策がない。
 原発ゼロのシナリオを支持します。
 原発は安全だ、という「安全神話」を政・官・財・学・メディアがこぞって国民に意識づけてきました。この誤りに、多くの国民は「３・１１」の東京電力福島原発（第一、第二）の事故で気づきました。
事故は、今なお収束しておらず、福島には、故郷を追われ財産を失い、放射線被曝による将来の健康不安を抱えた多くの人がいます。被害を受けた福島現地の人たちに対する救済は遅々とし
て進んでいません。福島原発事故は、原発震災でもあります。これからの復旧復興は、それに取りかかるのに、少なくとも100年以上後のことと言われてます。この福島の現実から目をそらし
て、私は日本の将来のエネルギーを語ることはできないと思います。
 
　推進側は、原子力は経済的に有利だと喧伝してきました。今度の福島原発震災は、これが間違いだということを白日の下にさらしました。廃炉費用、廃棄物処理費用、損害賠償保険金、など
は、原発のコストでは無視されるか、低く見積もられ、また、原発は、電力の供給調整が難しいため、電気の需要が少ないときでも電気を使わせようとして、結局は、揚水発電所という無駄な発
電所を作らなければならない。これらは、事故以前からコスト上有利でない理由として私は指摘してきました。今回、何よりもはっきりしたことは、東京電力がこの事故で蒙った損失が、5.5兆円に
もおよび、この解消のために税金が使われ、電気料金の値上げが必要だとしています。これで、経済的に有利だと言えるでしょうか。

　さらに、温暖化対策、原子力は炭酸ガスを出さないと。これは、問題のすり替えです。原子力が膨大な放射能を出すことを隠してはいけません。４基の福島原発の事故で放出された人工放射
能が、福島の人たちだけではなく、東北、関東、中部と東日本一帯の人たちの生活（生命・財産）、に甚大な被害損失を与えました。この現実から目をそらして原子力はクリーンだなんて言えない
と思います。
　事故がなくても、原子炉の中で膨大な「死の灰」を抱えて発電している、この「死の灰」の処理ができない。これは炭酸ガスとは比較にならないほど始末が悪いのです。このように、原子力を推
進してきた側の論拠が１つずつ崩れています。
 
　原発がなくても電力は足りています。民間の団体（市民エネルギー研究所）が官庁統計をもとに調べてところでは、2010年で全国の発電施設で発電された電力の総計は2億8172万ｷﾛﾜｯﾄ、こ
こから原発54基分の4896万ｷﾛﾜｯﾄを差し引くと2億3276万ｷﾛﾜｯﾄになります。2010年の電力の最大需要が1億7775万ｷﾛﾜｯﾄですから、原発をすべて止めても供給に余力があるということです。
　
　節電ということが言われます。この場合、電気エネルギーを熱エネルギーに転換して利用することをやめることです。発電所は、水力を除けば、発電で大量の熱を発生させ、特に原発の場合、
投入した熱の3分の2は廃棄されています。この電気をまた、熱に換えるというのは愚かしいことです。電力の熱利用の抑制こそ省エネ、節電の中心です。
　また、街中至る所に見かける自動販売機による電力消費も無視できません。私は、ドイツを旅することが多いのですが、ドイツの町で自動販売機を見かけたことはありません。
  エネルギーを石油や原子力に頼らない、コージェネレーション システムの積極的な導入、電力を地産地消のモデルに換えること、に積極的に取り組んでいくと良いと思います。

26507 個人 その他 ３０代 女性 原発はゼロにすべき！ 福島原発事故が、事故のリスクについて明確にしたのではないでしょうか。
いったん、事故が起きると、どんなに準備していても、人間の手に負えるものではないと思います。しかも、未だに核廃棄物の最終処分について、決まっていない・・・これ以上原発を動かして、
核廃棄物を増やし続けることが許されるべきではありません。できる限り早い段階で、原発はゼロにすべきです。これまでの政府は、エネルギー政策を間違えたとしか思えません。原発やもん
じゅに費やしたお金を持ってすれば、世界を先導できるくらいの発電システムを開発できたのではないでしょうか。未来の人類に、これ以上負の遺産を残さないでください。

26508 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 私は 3つの選択肢のうち「ゼロシナリオ」を支持しま
す。

2030年までのなるべく早期、ではなく、今すぐ原発比率をゼロにすべきと思います。
起こってしまったことは仕方がないけれど、
今後同じ悲しみを繰り返さないために、今日本ができることは、
今すぐ原発をゼロにすること以外ありません。

「今すぐ原発をゼロにする」そう宣言してもらえることが、
日本国民全員に勇気を与えますし、
力を合わせて前に進んでいこうという力の源になります。

今すぐここで「原発をゼロにする」と言えば、
世界中が日本を称えるでしょう。
日本人は、そういう決定をした政府を誇りに思うでしょう。

原発をゼロにする、と決めて初めて、
日本国民が一丸となって、復興の道を歩めると思うのです。

どうか、今すぐ原発をゼロにしてください！！

26509 個人 家事専
業

６０代 女性 0にするべき。その理由は、一旦事故が起きれば多く
の人々の生活が壊され、日本の国土が放射能により
汚れてしまうから。使用済み核燃料や放射性廃棄物
の最終処分の方法が無い状態で原発を続けてはいけ
ないから。

原発は0にするべき。その理由は
一旦事故が起きれば、放出される放射性物質の半減期は何十年にも及び、多くの人々の生活が壊され、美しい日本の国土が放射能によって汚れてしまうからだ。
使用済み核燃料や放射性廃棄物の最終処分の方法が無い状態で、これ以上原発を続ける事は物理的に不可能である。現に使用済み核燃料プールが満杯に近い状態である事はもうばれてし
まっている。この使用済み核燃料をなんとかしなければ2030年まで原発を少しでも動かす事は不可能で、そのために再処理と直接処分の併用と言うごまかしの案が出て来ているのだろうが、そ
れではますます処分しなければならない核のゴミができてしまう。多くの開発費を投じた企業は不良資産になる事を恐れ、圧力をかけるのだろうが、この国をこれ以上汚さないようにするにはす
ぐにすぐに原発をゼロにし、廃炉のの方向に向かうべきである。これは政治の使命だ。

大地の動く時間スケールは人間の時間スケールとは違っている。東北の大震災のように大地震は何時起こるかもわからない。もし起こってしまったら、原発は福島のような故郷に帰れない人々
が大量に出てしまうものなのだとわかったはずだ。なのに、「安全だ」と言う一言で大飯原発を再稼働させた事は本当に許しがたい。私は原発はゼロであるべき、人が手をつけてはいけなかった
技術と思っているが、千歩、万歩譲って一時的に原発を動かそうとするならば、福島の事故の原因を突き止め、もし事故が起こった時の手だて（ベントのフィルターや免震重要棟の建設、避難の
方法）を尽くしてからにするべきだ。しかも、地震学者が指摘しているにもかかわらず、活断層の調査もせず動かしてしまった。大量の水で冷やし続けなければ、メルトダウンしてしまう原子炉。そ
の水を供給するシステムは、果たして地震で壊れないのか。直下の断層が動いたらと思うと恐ろしい。なのに、まるで何事も無いようにと神頼みにしか見えない政治の貧困はかなしい。

こんなに暑くても電気は余ってる。日本人は日本が好き。暑さ寒さや少々の不便は我慢できても放射能は我慢できない。日本を汚すな！これ以上、将来の世代に負の遺産を残さないで！

26510 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発ゼロの政治決断を今すぐ。 まず、日本中の原発をなくすことを国会で決める。
廃炉にすることや、核廃棄物の処理、原発で働いている方の仕事を失うことへの経済的援助を時間をかけて解決していく。
それと同時に、なるべく早く国内の稼働している原発をとめ、自然エネルギー再生可能エネルギーに変えていく。
すぐにできることではないが、日本は高い技術力を持っているし、エネルギー開発それ自体が新しい産業となりうるので、経済的には新たなメリットもあると思う。

放射能を出し続ける核廃棄物が出る原発をこんなにたくさん持ってしまった
ことに、国民全体が責任を感じていると思う。１万年後まで続くと言われている放射能汚染に対して、今できる最も正しい答えは、まず原発をなくすことを
決め、実行していくこと。日本全国大きな地震や災害が心配される中、政治決断を急ぐ必要性があると思う。
代替エネルギーがないからという議論にごまかされず、今すぐ決断すべき。

26511 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 当然原発ゼロ。それに加え、自然エネルギーや省エ
ネルギーの研究・開発・利用・促進を最優先の国策と
する。これにより、地球温暖化も抑制できる。

【将来の原子力利用について】
(1)世界で唯一の被爆国であり東日本大震災による福島第一原発事故で放射能の大きな被害を受けて経済発展より生命や地球環境が大切であることを身をもって知っている日本が原子力に
頼らない国を作ることは当然。そして世界中からの原子力廃絶を先導する役割を担うことが日本の義務である。
(2)地震大国日本にあって原子力を保有することは自殺行為。
(3)使用済み核燃料処理のめども立たず核利用することもあってはならないこと。

【エネルギー施策に関して】
(1)自然エネルギー利用100%実現、省エネ促進することを最重要の国策とする。危機管理能力がなく、今だに事故の責任を受け止めない既存の電力会社への血税注入より自然エネルギー発電
や省エネ技術開発への助成や利用促進につながる法整備が必要。
(2)自然エネルギー100%利用と省エネ促進により地球温暖化も抑制出来る。

26512 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 原発をセロにし、一刻も早く自然エネルギー発電に転
換をお願いします。

三月十一日まで日本でこんなに多くの原子力発電所が稼動していることを知りませんでした。地震が多いこの国に災害対策が確りしてなかったり耐用年数を過ぎた危険なものは要りません。確
かに原発はコストは低いかもしれませんが、事故が起きたときのコストや廃炉にするコストを考えると高いのでは？と思います。
それよりも原料を買う必要のない、自然を汚すことないエネルギーに変えていってほしいです。なるべく早く。

26513 個人 その他 ５０代 女性 国内すべての原発の再稼働に反対します。 大飯原発は、その安全性の検証もすまないうちに再稼働されました。根拠とした電力不足も、夏場の日中ピーク時だけであることはデーターでも裏打ちされています。
そもそも地震列島であるこの国に原発はふさわしくなく、核燃料廃棄物処理もいまだ進まない現状では、これ以上電力を原発に頼っていい理由はありません。
速やかに廃炉に向けて準備を開始すべきです。

26514 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発比率0を目指すべき いまだ福島の原発事故について何一つ解決が出来ていない状態で原発再稼働に向けた動きはナンセンス。
どこのだれが儲かるのか知らないが、明らかに偏った考えで、人々の命、生活、未来を犠牲にしてまで原発再稼働に国が国民を導こうとする姿勢には心底あきれる。
福島の事故を真摯に受け止め、真の安全を確保するためにも原発比率ゼロシナリオを目指すべき。

26515 個人 家事専
業

３０代 女性 新エネルギー開発に力を入れてほしいです 福島の事故のようなことがまた起こったら、と思うと、原子力発電に頼る気にはなれません。また、発電以外にも使える資源である石油や天然ガスを消費する火力発電も、できるだけ減らして
いって欲しいと考えます。
廃棄物を燃料とする火力発電、再生可能エネルギーを利用する発電の比率が高くなっていけばよいと思います。
人にとって安全で環境にも良いエネルギーの研究や開発に力を入れてほしいです。

26516 個人 無職 ６０代 女性 原発0%を支持します。日本の様に、地震、津波等が多
い國において、人には100%制御出来ずさらには最終
の処理法もわからず、一度事故が起きたら人も動物
達も悲惨な目に遭う原発を稼働する必要はありませ
ん。

原発0%を支持します。
日本の様に、地震、津波等の災害が多い國において、人には100%制御出来ずさらには最終の処理法もわからず、一度事故が起きたら人も動物達も悲惨な目に遭う原発を稼働する必要はあり
ません。もし、原発を制御できると言う人がいるのであれば、それは、人は過ちを犯す生きもである、と言う事を理解していない、思い上がりの激しい人です。想定外の事が起こる得る日本列島
においては、より安全方向に舵を切る事が国民の命を守る唯一の方向だと思います。
大飯原発の再稼働にも反対します。
福島で起きた事がまだ、解決していない段階で、誰も責任を取らない体制のもと、野田首相は自分が責任を取ると言われたが、どのように責任を取るおつもりでしょうか？あなたに責任はとれま
せん。あなたの命家族の命全てを投げ出しても、もし福島と同じ事が起こったら、日本はやって行きません。あまりにも軽々しく『責任を取るとは言わないでほしい』。もし琵琶湖が汚染されたら、
関西の方々の生活はどうなるんでしょうか？福島では、多くの人の命、多くの罪のない生き物達が悲惨な死を迎え、今も放浪している人々、動物達がいます。あなたの家族が、福島で生活してく
ださい。それができないなら、無責任に『決断する政治』など言わないでください。あなたは、国民の命を引き換えに、何に約束をしているんですか？

今こそ、省エネ、新エネルギーに方向性を付け、世界に冠たる、脱原発のクリーな国家を目指してほしい。
同じちば県民として、恥ずかしい歴史を作らないでもらいたい。日本を誤った方向に進めないでください。

26517 個人 家事専
業

６０代 女性 ゼロシナリオを支持し、いますぐ原発ゼロにする。 ゼロイナリオを支持し、いますぐ原発ゼロにする。世界には石炭の埋蔵量はけっしてすくなくないようですね。それをつかって発電を十分にしてください。
電気は十分でなければ生産力が低減します。これはさけるべきです。

にほんは技術大国だそうですから、ＣＯ２の縮小はその技術を数年かけて成果をだせばいいい。
原発のように分からない危険をもったものを稼動させる必要はない。

26518 個人 自営業 ４０代 女性 2030年時点ゼロシナリオを支持します。 ゼロシナリオを支持する理由は大きく次の三つです。

１、日本は、太平洋を囲む地震ベルトの上に乗っており、日本全国どこで地震が起きても不思議ではないこと。実際に、体に感じない地震が、毎日起こっていること。これらのことから日本で原子
力発電所を作って絶対安全なところが、今のところはないと思われるため。
２、以上のように、日本には地震がないところがないため、使用済み燃料を地中処理する場所がないこと。
３、福島の事故原因、事故の仔細検証ができていないこと。納得できていないこと。

26519 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原子力発電の近い将来におけるエネルギー依存度は
0(ゼロ)％が妥当と考えます。

原子力発電のエネルギー依存度は、以下の理由により、なるべく早めに0(ゼロ)％が妥当と考えます。
(1)原子力発電における最終的な使用済み燃料の処理、及び耐用年数を過ぎた老朽化した段階での廃炉のための費用等、ましてや事故処理の等は想像を絶するほど莫大であって、到底、
子々孫々にツケを回すわけにはいきません。
(2)日本としては、広島・長崎を経験し、また、第五福竜丸の被害を被った我が国が、原子力災害に見舞われるのは、今回の福島第一原発事故を最後にすべきでしょう。個人的には欧米の知人
からは事故のインパクトが強烈だったようで「自分で＜広島＞を起こした」)と揶揄され、今後、何らかの事故があれば、私は面前で云われましたが「世界一劣った国民」と思われてしまいます。
(3)原子力発電の運用の現場においては、現在においても指定暴力団の関与が指摘されています。海外の多くの知人や諸外国のメディア、特にアメリカのメディアでは日本の原子力発電に「ヤ
クザ」が関与などの不透明さの指摘があり、こういった勢力に僅かでも依存しているならば、今後の日本の行く末の危うさを感じます。この点の指摘も「世界一劣る国民」に関係していて、事実か
どうか分かりませんが、たかだか原子力のため、今まで培った本来の各国からの信用を失ってはなりません。



26520 個人 家事専
業

３０代 女性 今現在、そして近い将来、遠い未来の全世界のため
に、
原発ゼロ「０」シナリオを選びます！！！

福島原発事故以後、未だ収束もしていない現状での大飯の再稼働はありえませんでした。電力は足りているといいます。放射能における人体への影響は計り知れないといいます。人の手に負
えない放射能を今後もエネルギー源として核のゴミを出し続けていくのはもうおしまいにしたいです。ここで終わりにせずにいつ終わりにするのかと思います。日本から変えていきましょう。世界
が注目しています。エネルギーもお金もクリーンなものにしていきましょう。この地球に住むものとして、そして子孫を残す人間として、未来のことを考え、私は原発ゼロを願います。

26521 個人 その他 ４０代 女性 選択肢として提示された「ゼロシナリオ」支持します。 原発の比率は、ゼロシナリオで。
福島原発事故が明確にした事故のリスクと
事故が起きた時の対策の不充分さ。
そして未だ解決できない核廃棄物の処理問題など
様々な問題が山積されたままです。
核廃棄物の処理が出来ぬまま、原発からのエネルギーは考えられません。
核廃棄物の処理方法がないまま、今後も原発を続けるのは得策ではありませんし、
未来の日本人に、これ以上の負の遺産を残したくありません。
子ども達の為に、子孫の為に「ゼロシナリオ」を支持します。

26522 個人 自営業 ５０代 女性 原発ゼロシナリオを強く支持します 福島第一原発の事故以来安全だと言われればいわれるほど現実から逃避するための口実のよウに聞こえます。どこに安全だという確証があって安全だと言っているのでしょうか。
私たちは原発を作ってしまった以上この先気の遠くなるような未来まで責任を持って管理していかなくてはなりません。たとえ運転していなくても、廃炉になった後でも放射能を帯びた廃棄物を抱
えていかなくてはならないのです。
たった一度の事故で東北から関東まで汚染が広がり、日本人のほとんどが生活に不安を抱えています。事故があった昨年の３月から何も変わっていない以上に、ここに至って原発の再稼働を
推し進めようとする電力各社、政府には強い不信感を覚えます。
私は小さなクリニックで受け付けの仕事をしながら女川原発の再稼働反対署名を集めていますが、明らかに署名できない高齢者、お子さん、公務員などなど立場上署名できないであろう方以外
にお声掛けし、９５パーセント以上が署名してくださいました。今まで医療費値上げ反対の署名なども集めましたがこんなに反応が良かったことはありません。反対活動の場で集めているわけで
はありませんので市民の多くの方が原発に不安を持ち、再稼働しないでほしい、早く廃炉にしてほしいと願っているのだと思います。
もちろん、電力不足も問題ですが、省エネ製品の開発、自然エネルギーへの転換、もちろん省エネ生活への暮らしの転換をもっと進めていけば解決できると信じます。
世界的にも脱原発の方向にあります。
どうぞ市民の声を聞いてください。
恥ずかしい選択をしないよう心からお願いいたします。

26523 個人 無職 ７０代 男性 原発即時全基廃棄、即時０％にするという選択です。
福島事故でも目が覚めないとすると余程理性のない
国民です。

地震のことがわからないのに耐震設計が出来ません。この点は物理学会のシンポジウム（２０１１年６月）田中俊一氏に直接質問しましたが耐震設計が可能であるとの回答はありませんでし
た。誰も答えられないのです。内部被曝の怖さも理解されていません。フクシマ事故では東北、関東を中心に数十万人から１００万人の恐ろしい被害が危惧されます。

26524 個人 自営業 ５０代 男性 原発０シナリオ（即時）を選択します。 １、福島第１原発の事故で原発の安全神話は崩れ去りました。そもそも地震列島と言われる日本に原発を作ること自体が間違っています。
２、ひとたび過酷な原発事故が起こると、人間の力では制御できない事態になります。完全な収束までに途方もなく長い時間がかかります。人間に制御できない技術は実用化すべきではありま
せん。
３、核廃棄物の処理技術が確立されていません。ただ貯めておくだけです。核のゴミを、未来に押しつけることは許されません。その時代に出たゴミはその時代で処理すべきです。
４、原発が再稼働されるといつ起こるかわからない原発事故の恐怖を抱えながら生活していくことになります。もう原発とは共存できません。電力会社の金儲けより国民の命が大事です。
５、日本は原発を止め、あらゆる再生可能エネルギー、自然エネルギーによる電力の確保に力を入れるべきです。国が本気で取り組めばそれは可能だと考えます。

26525 個人 家事専
業

６０代 女性 ただちに原発の稼働を止めてください。 日本は地震をはじめ台風、最近では竜巻なども発生する災害列島です。こんな国土にそもそも原発を建設したことが間違いでした。こんな取り返しのつかない福島の事故を体験し、まだまだ福
島の原発は４号機問題など収束した状態とはいえないのに再稼働させる政府、電力会社の神経が理解できません。
何よりも恐ろしいのは使用済み核燃料の処理の仕方がまだ人類は獲得していないのです。ドイツがフクシマ以後速やかに原発を止めました。理由は原発を稼働させることは倫理上許されない
からだそうです。科学技術上の問題でなく倫理上というところに特徴があるしドイツが人権を大事にする国だということが理解できました。
　世界から笑われないように人命優先のエネルギー対策をお願いします。

26526 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 再稼働した大飯原発は即時停止し、国内の全原発は
即時廃炉にするべきです。
また、再生可能エネルギーの普及や研究に更に力を
入れてほしいです。

原発事故が起きた際に、自然環境に取り返しのつかない多大な影響が出る為。
また原発稼働に際しても、原発周辺の自然環境への影響や作業員の被曝による健康被害の大きさがある為。さらに使用済み核燃料の最終処分問題も解決されておらず、「安全で低コスト」と
いう説明にも大きな疑問が残り、原発の必要性を感じない。

26527 個人 自営業 ４０代 男性 選択肢としては「2030年に原発ゼロ」。しかし、今動い
ている大飯も秋には止めるべき。そしてそのまま稼働
ゼロで行ける方法を考えるべき。

原発は負の要素が多すぎる。
原発を動かさないリスクの見積もりをきちんと行い、原発なしで生きていく方法を提示すべき。まだまだ電力の無駄遣いはたくさんあるはず。原発ゼロのためなら多少不便になっても（この「多
少」が難しいのは分かりますが）我慢できます。

26528 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します。早急に、今すぐにで
も、原発を全て停止してください。

地震の多い日本で、何故今ある原発が安全だと言い切れるのでしょうか。「想定以上の地震・津波」が再度起こり原発事故が繰り返された場合、未来の子どもたちに「どうしてあのときやめてお
かなかったんだ」と言われたら何と答えるのですか。甚大な被害をもたらす事故の可能性が0とはっきり断言できない限り、原発は動かすべきではないと思います。
代替エネルギー(自然エネルギー)の確保に資金が必要であれば、そのためだけに使う税金を設定したり寄付を募ってはどうですか。世界の流れも確実に脱原発・自然エネルギーに向かってい
ると思います。日本の技術力をいかして世界の最先端の自然エネルギー技術を開発し、世界シェアを獲得するチャンスでもあります。
今の産業を維持するため、今の経済を維持するために原発を持ち続けたとして、産業や経済が残っても、人が健康であり、安心な社会で生きていなければ意味がありません。一刻も早く、原発
のリスクから国民を安心させてください。

26529 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 私は「原発ゼロシナリオ」を支持します。日本は遅くと
も2030年までには原子力発電をなくし、エネルギー効
率の向上と再生可能エネルギーを中心としたエネル
ギー源に移行すべきです。

日本は脱原発により、原子力発電をなくすべきです。
理由は以下の通りです。
・原子力発電は核廃棄物の最終的な処理方法がなく、保管・処分が何百年以上にもわたること。
・地震などの天災による影響を100%絶対に回避できる方策はないこと。
・原発は立地するコミュニティを中心に、日本全体に社会的な亀裂をつくり人と人、地域とをずたずたにする。立地地域の人間は、経済的な従属だけでなく、事故が起これば社会的な差別も受け
る。
・放射性物質の処分や廃棄費用、その他の社会的コストを考えると、原発は安い電源ではない。

26530 個人 その他 ３０代 女性 原子力発電はいりません。
ただちに廃止して頂きたいです。
宜しくお願い致します。

原子力発電をすることにより出る使用済み核燃料の処理方法が決まっていないから。
福一の事故も終息出来ないのに、原発を動かすなんておか
しいから。

26531 個人 家事専
業

４０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を選びます 「原発ゼロシナリオ」を選びます。
２０３０年までにではなく今すぐに原発ゼロを望みます。

26532 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原子力施設や使用済み核燃料は早期に廃棄へ 使用済み核燃料や既存原子力施設の無放射性物質化が出来ないのに対応年数が過ぎても廃棄までにも莫大な費用のかかる原子力施設は出来るだけ早く廃棄する。そして、メタンハイドレー
トや藻油の実用化のために予算を付ける。

26533 個人 その他 ３０代 男性 原子力発電即刻停止・廃止 １、そもそもなくていいものはなくていい。
２、原発が地震で壊れない保証は全くない
３、巨大な、複雑な装置、安全の確認はできない。
４、再び原発が壊れれば、日本は崩壊する。
５、福島原発崩壊後の政府の対応、信用できない。
６、使用済み核燃料をこれ以上増やしてはならない。

26534 個人 自営業 ５０代 女性 ０％を指示します。
いますぐ０にして欲しいくらいですがそれがどうしても
どうしても無理だというのなら（どうして無理なのかわ
かりませんが）少しでも近い未来にゼロにするそれ以
外ありえません。

こんなにひどい事故を起こして、なおまだ事故の起きる可能性を残して、原発を再び動かそうとするその事自体が信じられません。意見募集などしなくても原発ゼロシナリオに進むものだと思っ
ていました。そうしない国には本当にがっかりです。地震大国の日本には原発は無理だった。国民の誰もがそう思ったのではないですか。
この先３１１以上の大きな地震が日本各地を襲う可能性はじゅうぶんにあり、そのたびに原発の恐怖に怯えるのはもうたくさんです。今でもまだまったく収束しているとはいえないボロボロの福島
第１原発に事あるごとに恐怖します。もし再度大きな地震が襲ったら、竜巻が直撃したら、想像するだにおそろしい。
自然災害からは人間は幾度と無く立ち直れると思います。周りも手助けできます。でも原発はダメです。原発さえなければ、被災地はどんなに早く復興できたことか。被災地のためにもっと色々
手助けできたことか。死ななくてすんだ人もどれだけいたことか。人が住めない村も町もできなかった。
推進派はもうあんな事故は二度と起きないというのでしょうか。誰が保証するのでしょうか。野田さんは安全を保証すると言いましたが責任は取らないようですね。事故が起きても誰も責任をとら
ない。負担は国民の税金や電気代です。ならば国民はNOというしかありません。
国をあげて自然エネルギーを活用する道に進めば、日本はきっと成功します。その技術を生かして経済を活性化させればいいではありませんか。
３つの案をとりあえず出して、日本人は中庸が好きだから真ん中を選ぶねという姑息な真似だけはなさらないでくださいね。どうかよろしくお願いします。

26535 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発をすぐにゼロにしてください。ゼロ以外は考えら
れません。

あなたの住む家がなくなったら、あなたの家族が亡くなったら、毎日食べ物を、天候を、意識して生活しなければならなかったら、あなたはどうしますか？歓迎しますか？それでも原発が必要で
すか？今回の事故で悲しい思いをする人たちをたくさん生むということが分かりました。原発を、止める以外に道はありません。未来にも幸せのバトンを渡していきたいと思います。不幸せのバト
ンは要りません。

26536 個人 無職 ７０代 女性 原発ゼロシナリオを希望 福島原子力発電所の事故で、
原子力発電の危険性と、一度事故が起きたらどのようなことになるのかが
よく解りました。

放射能と人間は共存できません。

子どもや孫の将来のために、綺麗な国土を残してあげたいです。

26537 個人 無職 ６０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を選びます。
原発事故が現実のものとなり、日本国政府にも電力
会社にも原発運用の能力が無いことが明らかになっ
た以上、１５シナリオも２０～２５シナリオもあり得ない
選択肢です。

●東電の引き起こした事故により広大な国土が破壊・汚染され何十万もの人々が平穏な生活を奪われた。難しい議論なんぞは不要だ。原発を廃止する理由はこの事実だけで充分だ。

●日本は地震国でありすでに危険な活動期に入っている。他の地域でも大地震で第2・第3の事故が起こり得ることが容易に想像できる。福島と同規模以上の事故が再度発生すれば日本が蒙
るダメージは甚大で再起不能となるであろう。

●原発を無くしたり減らせば日本経済が立ち行かなくなる、と財界や原子力ムラは主張している。金銭欲の強い人達は経済成長が最優先なのだろうが、安全で平穏な生活を守るためには経済
の大幅な減速も構わないと思う。

●我が国に原発を安全・確実に運用できる能力のある集団は皆無だと言わざるを得ない。高度な技術レベルも無ければ、危機管理能力もない会社や役人が「絶対安全」に対する洞察力も持た
ず、なれ合いで仕事をしてきた結果の事故だと思う。こんな人達から一刻も早く原子炉を取り返して廃炉にすべきと思う。

●エネルギー問題を論ずるなら、原発の割合だけを考えるのは不十分だ。電力会社の自由化や発電・送電の分社化、電気を使いすぎない産業構造や生活の見直しなど多岐にわたる議論を並
行して進めるべきだ。

●事故原因の更なる検証と責任者（東電幹部と経産省などの関係機関）の処罰を徹底的に行って欲しい。どんな事故でも故意・過失・不作為があれば処罰されるのに原発だけが免れるのは社
会正義に反することだ。

26538 個人 その他 ４０代 女性 再稼動は絶対反対です。
水力、火力で十分電力はまかなえるので、原発は必
要ありません。

地震の多い日本には原発は不向きです。廃棄物の処理にも一万年もの膨大な時間が必要な、こんな馬鹿げたものはいりません。
もし再度、福島原発並みの事故が起これば日本は終わりです。
絶対に即廃炉にすべきです。

26539 個人 無職 ８０代以
上

男性 原発ゼロシナリオを希望します。 福島の悲劇を繰り返してはいけない。

一部の人々の利権のために、
日本の国民を危険にさらすような政策には断固反対する。

26540 個人 会社員・
公務員

６０代 女性 原発エネルギーに頼らなくても社会の機能はマヒしな
いことが、この夏実証されました。原発の再稼働は緊
急に停止すべきです。

廃炉のプロセスもできていない、福島のような事故が起きた時の対応策もできていない中での再稼働は、国民の生命の安全を脅かすものです。福島の人たちの暮らしを取り戻すことに国の力
をもっと注いでください。

26541 個人 その他 ４０代 女性 地震大国である日本に、原子力発電は、非常に危険
だと思います。
ゼロ原発を推進します。

いつ、どこで地震が起きてもおかしくない状況の今、現在のままでいいわけがないと思います。
代替えとして、日本近海に大量にあると言われているメタンハイブレードを活用できるようにすることが急務ではないでしょうか。
それを利用できるようになれば、地球温暖化の防止にも期待できると思います。
目先の利益を考えるのではなく、将来の日本、地球のことを考えて行動していただきたいと心から願います。

26542 個人 無職 ６０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます。 ゼロシナリオを選びます。なによりも、その毒性をなくす方法を知らない物質をたかが「湯を沸かす」ためになど使うべきでない。何万年も管理するなど、誰も責任を持てないことは明らかだ。巨
大地震が近いうちに来ることが警告されているのだから、２０３０年などと悠長なことを言っていてはいけない。直ちにすべての原発を止めるべきだ。

26543 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 原発ゼロシナリオを希望。 意見の概要が3択であることをもっとわかりやすく明記していただきたいです。

26544 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 私は原発ゼロのシナリオを支持します。 私は、原発ゼロの取り組みを早急に進めることを提案します。
　福井県の原発の近くに生活する住民として、原発に関わる今までのいろいろな出来事を、間近なところで見てきました。原発はとても危険なものだし、原発と関わって死亡した人が地域にも少
なからずいます。でもそれらのことは、表に出ることなく、隠蔽されてきました。そんなことばかりでしたが、私たちは、大きな事故は起きないだろうと思考を止めてきたように思います。でも、安全
は、やはり根拠のない神話でした。今、問題になっている活断層があるなんてことも建設当時からわかっていました。それを隠すためにコンサルがアルバイトを雇って国の審査を通していたとい
うことも事実としてありました。もっとも、隠さなくても通っていたかもしれませんが。
　原子炉は本質的に人間がコントロールすることが不可能な産物だと思います。もともとは人を殺すための兵器で、平和利用は不可能だと思います。
　もんじゅを含め原発はストップして廃炉に向けた技術開発や産業を興していくべきです。地域の原発に関わって生活している住民が働く場の問題を含め、いますぐとりかからねば未来はありま
せん。電力不足なんて、生命の危機に比べれば小さな課題です。



26545 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 2030年ゼロシナリオを支持します。省エネも再生可能
エネルギーも政府が本気で取り組めばシナリオを上
回る効果を環境面＆経済面で達成可能です。

2030年ゼロシナリオを支持します。
理由その１：20-25シナリオでは、これから2030年までに原発を相当数新設する必要がある。しかし原発新設には経験上数十年の期間が必要で、今回の事故により、周辺住民の同意を得ること
は実質的に不可能です。したがって増設は不可能であり、20-25シナリオは実現不可能です。15シナリオも政府が40年廃炉を基本としている以上、増設が必要なため実現不可能です。
理由その２：今回の事故でまだ帰宅できない方が相当数に上っています。また、５年以上帰宅できない方もかなりの数になり、故郷を失った方も多くいます。彼らが無事帰宅でき、事故前と同等
の生活を取り戻せるまでは、原発を動かすことは、反対です。
理由その３：政府や国会の事故調の報告において、事故原因の解明は道半ばであると断定されています。これだけの事故を起こし、その原因も掴めていない現状では対策が十分であることは
証明できるはずがありません。原発はフェイルセーフの機構になっておらず、しかも事故が起これば甚大な被害を与えるものです。国民の安全安心のためにも速やかに原発をゼロにすることが
基本です。
理由その４：原発は廃炉や使用済み燃料の処分方法確立の見通しすら立っていません。今後も原発を稼働することは、核廃棄物を増加することになり、国民に受け入れられません。テロ対策と
しても核廃棄物を増やすことはすべきではありません。
理由その５：原発を停止することにより、電気代が上がり、ＧＤＰの成長が抑えられるとのことですが、原発は廃炉や使用済み燃料の処分方法も確立されておらず、したがって、それに要する費
用も見積もることができていません。試算方法によっては、原発のコストは再生可能エネルギーよりも大きくなるとの報告もあります。2030年という時点での費用ではなく、核廃棄物の永久保管
に要する費用などを積み上げて比較すれば、原発をゼロにする場合のコストは高いとは言えず、将来を見据えれば逆に小さくなると予想されます。
理由その６：再生可能エネルギーは原発よりも雇用を増やすことが可能です。ＧＤＰとＧＨＧとのデカップリングは可能ですし、そのような現象は実際に起こっています。
理由その７：ゼロシナリオにおける省エネ効果はすでにいくつかの施策が盛り込まれているが、世界をリードする日本の省エネ技術をさらに磨きをかけることにより、シナリオ以上の効果を得る
ことは十分可能です。国策として省エネ技術を積極的に推進することにより、産業も成長し、雇用を増やすこともでき、諸外国をリードして技術立国としてさらなる成長が期待できます。

26546 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 即刻原発はゼロにすべきです。 地震大国である我が国で原子力発電所を動かすのは非常に危険です。原因が地震に限らず一旦事故が起きると収拾不可能なのが原発だということが昨年3月に明白になった現在、すぐさま
原発はゼロにすべきです。

26547 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発ゼロ％シナリオを選択します 原発ゼロ％シナリオを選択します。
福島の惨劇を二度とくりかえしてはなりません。
地震大国日本で原発は危険です。
ドイツなどのように原発から撤退し自然エネルギーへの転換をはかるよう総力をあげるべきです。

26548 個人 その他 １０代以
下

男性 原発ゼロシナリオを希望 （アドレスを持っていませんので祖母が代理で送信します。）

げんぱつはんたい。

さいかどうはんたい。

ほうしゃのうおせんをなくしてほしいです。

26549 個人 その他 １０代以
下

男性 原発ゼロシナリオを希望 （アドレスを持っていませんので祖母が代理で意見を送ります。）

げんぱつはいりません。

ほうしゃのうこわいからいやです。

26550 個人 その他 ６０代 男性 原子力発電は、放射能漏れ事故に対し人間の力が及
ばないことが明らかになった。限られた人生から「健康
で文化的生活」を奪うことが分かった。したがって選択
肢などなく即廃炉に向けた準備こそが政治判断であ
る。

１、上記「意見の概要」に述べた理由から、「選択　肢」を設けて問うこと自体が、今度の「福島原発　事故」＝放射能被曝問題に対する歴史的総括がな　されていないことをさらけ出している。
２、選択肢そのものが大雑把で乱暴である。引き続　きの「原発依存」を願っての３択であることが、　見え見えである。アンケート結果を「国民の意　　向」として利用したい本音が、透けて見える
から　不思議である。
３、「エネルギ・環境」の部署は、今日の日本では　原発依存をどうするかなど検討している時ではな　いはず。広島原爆以来、３ないし４度目の被爆被　害を受け、そして今なお被害が続いてい
る中で、　将来に見通しない不安を抱いている人々、特に子　どもたちの環境づくりをこそが、貴部局の本務で　あろうと思う。　問題をそらしてはならない。
４、この局面で、貴職は誰のために苦労しているの　か再考されることを期待したい。

26551 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 原発ゼロシナリオを希望します。 小さな子供が2人いますが、
福島原子力発電所の事故以降、
安心をして外で遊ばせることもできず、
食料からの内部被ばくも心配です。

生活が不便になってもかまいませんので、
原子力に頼らないエネルギー政策を希望します。

26552 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロシナリオを希望。 実家は茨城県で農業を営んでいますが、
大切な田畑は放射能で汚染されてしまいました。

美味しいお米を送ってもらうこともできなくなりました。

原発は一度事故が起きたら取り返しのつきません。

脱原発を強く望みます。

26553 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 　福島原発のようなことは、二度と繰り返されてはなら
ない。政府は、脱原発の名にふさわしく即、原発をゼ
ロにする道筋を示し、どのようにゼロにしていくかにつ
いての意見を求めるべき。

１、放射性廃棄物問題。（ゴミの捨て場がない。永久に負の遺産の管理を未来の子孫におしつけている。
２、労働者被爆なしに利用できないエネルギーは、即刻見切りをつけるべき。
３、原発が低コストというのは、ごまかし。ゴミの保管。賠償金なども計算に入れなければならず、コスト計算の信頼性がない。
４、政府は、地震大国の日本なのに、活断層について、しっかり問題点を見ようとしていない。
５、原発は、海に温排水を流し海の温度を上げている。放射能もタレ流しているなど決してクリーンなエネルギーではない。。
６、湯水のように電気を使う生活からの脱却を図らなければならない。都市が使う電気のために、故郷を亡くした人々の気持ちを想像して欲しい。
７、大規模発電の矛盾点。原発が必要という経団連などには、地方ではなく電気を大量に使う大都市に原発を作るよう法を改正し、作れるものなら作ったらよい。
８、政府は、脱原発依存などと言いながらさっぱり「脱」をする覚悟がない。ダラダラしている政府の姿は、非常に自主性がなく。そのような政府に、エネルギー政策は任せられない。今すぐ、脱
原発に舵を切り、どうしたら皆が共存できる社会を作っていけるのかを議論すべきである。「何パーセントにすべき」などといっている場合ではない。それは、本気で「脱原発」に舵を切った時の
「途中経過にすぎないものであろう。
「脱原発」に舵をきることは、後世にドイツなどと並び日本の信頼を得ることであり、新しい産業の育成につながるものであろう。

26554 個人 その他 ３０代 女性 原発エネルギーをゼロに、自然エネルギーで国際社
会のリーダーシップをとれる国になってほしい

原発エネルギーはいりません。今まで、エネルギーのことも何もかもを親身に考えることはありませんでした。他人事でした。でも、処理方法、事故が起こったときなど人間に制御不可能なエネ
ルギーに怯えながら生き、未来にツケを払わせるのはやめてほしいです。
日本の産業力をもって自然エネルギーに転換する技術を開発できる政策、補助を打ち出してください。原発を輸出してこれ以上の加害者にならないでほしい。日本にも全ての国にも最後には
真っ直ぐな子どもたちの目があり、その子たちから目を背けないと下せない判断はしないでください。

皆さまのご尽力やご苦労は想像もできません。でも、皆さまのご英断に日本の未来がかかっており、それを期待を込めて見守っております。安全安心な未来を選択しようと模索される皆さまに
感謝しております。

26555 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発は0%しか選択すべきではないです。 教育含めて、国策として再生可能エネルギーを日本の世界に誇る技術として立ち上げていくべきです。
日本のように資源のない国は、何かを輸入して、高度な付加価値をつけて輸出することが国策だったはず。
いまは教育レベルの低下でその付加価値をつけれない、国際競争力を有してない国になっています。自国国債を公営銀行が買い支えている国です。このままだと、もはやこの先はPIIGSと同じ
道しか残ってないです。
今しか舵をきれるタイミングはないです。

26556 個人 自営業 ４０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を望みます。 自然エネルギーへのシフトの取り組み、省エネルギーへの取り組みをもっと進めてください。
重要なのは、目標を定め、それを達成するという意思を政府がはっきりと示し、企業や国民とそれを共有することだと思います。
カルロス・ゴーン氏のもと、日産自動車で働いておりました。
ゴーン氏が来る前に、色々な理由を付けて「経営的理由から全く不可能」と思われていたことは、彼のもとで、次々あっさり覆っていきました。「カラ雑巾を絞る」と評されたゴーン氏のもとでの一
人一人の日産社員の取り組みを思い起こせば、大飯原発再稼働検討時の「１６％節電目標」は、全く以て可能であると思えました。
勤勉、まじめな日本人には、本来それだけの底力が備わっています。重要なのは、目標を示して、それを達成すべく強いリーダーシップを示すことです。
自然エネルギーへのシフトは必ず可能だと思います。

26557 個人 学生 １０代以
下

男性 2030年まで日本はあるの？ボクたちの未来のため
に、今すぐの原発廃止を。

未来に原発のお土産はいりません。今すぐの対応をお願いします。

26558 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 男性 原発ゼロシナリオを選びます。そのほうが日本経済の
改革につながります。

原発ゼロシナリオが望ましいと思います。一般には、原発ゼロでは日本経済がもたないという意見が多いでしょうが、むしろ逆だと思います。電力改革を進め、総括原価方式は廃止するべきで
す。総括原価方式を採用していては、費用をかければかけるほど、電力会社の利益が大きくなり、建設などのコストが高い原子力発電所が電力会社の経営上、有利になります。これは市場原
理に反しています。日本に過剰な数の原子力発電所が建設された原因は、そのせいだと思います。電力の安定供給を原子力で行うのはもはや時代遅れです。スマートメーター等の普及によ
り、より競争原理を導入した、解放された電力市場が実現可能になり、そのことが電力業界のみならず、日本の産業の構造改革につながります。

26559 個人 学生 ２０代 男性 原発保有数を4割減らし、通常時の原子力発電で賄う
電力は5%程度にする。電力需要が逼迫した場合、停
止している原発を稼働させ15%程度発電する
これらを前提に他の方法の発電所を建設する

原発保有数を減らすことの意義
　原発の解体を行うことで放射性廃棄物の増加を緩やかにすることができる
　また、原発数を減らすことで事故の発生確率を減らすことができる。
　保有数が減れば１つIつの原発における国民の監視の目が増える。

通常の発電量は5%にすることの意義
　稼働していない原発が存在することで長期間のより綿密な検査やメンテナンスを行うことができると思われる
　

そのた
　原子力関連の研究を中止しないようにしてほしい
　原子力は発電だけに用いられることではないし、核融合や、その他の可能性を研究することも重要だと思う。
　

26560 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 原発は廃止し、依存度をゼロにすべきです。
その途中で再生可能エネルギーの拡充を急いでくだ
さい。
次世代のエネルギー開発を推進していく過程で環境
への悪影響を少しでも減らしていくべきです。

今年の5～6 月はすでに原発0％を実現した実績もあります。ゼロシナリオの中に、いつ0％を実現するのかという選択があってしかるべきではないでしょうか。
そのことを考えても依存度をゼロにしていく事は可能なはずです。
そのためにも風力、地熱発電、太陽光などの再生可能エネルギーの推進をしっかりと行っていただきたい。
また、今の日本は電気の無駄使いが多く、多少明かりが少なくなっても問題はそれほどないはずです。
ですので、そういった電気に対する意識改革も同時に進めていくべきです。

核燃料サイクル問題についてもこれまで多額な費用を投入しているにもかかわらず、実現の目途が立っていなく、実現は絶望的と言えます。
この事を踏まえても核燃料サイクルも同時に廃止していくのが望ましいです。

昨年の震災では福島や茨城に住む友人たちが多くの問題に直面し苦しんでいるのをこの目で見ました、
また、私自身日立出身であり東海村とも縁がある者です。
東海村での事故は恐怖そのものでした。
これから先、私たちの子供や孫が安心して暮らせる未来がほしいです。
そのためにも、今回の震災で起こった事故を教訓とし一度暴走すれば大変危険な原子力に頼らないエネルギーの創造こそが一番に臨むことです。

26561 個人 その他 ６０代 女性 ゼロシナリオを支持する。ただし、原発の稼働を「今す
ぐゼロ」にすることを条件とする。
原発の問題は単にエネルギー・技術の分野だけで判
断すべきではない。何よりもまずいのちの問題であ
る。

福島の事故を受けて、ドイツではいち早く「2022年までの脱原発」の方針を打ち出しました。メルケル首相はその決定のために「原子炉の安全を確認するための委員会」と「安全なエネルギー供
給に関する倫理委員会」を立ちあげました。前者が「福島のようなことはドイツでは起こらない」と結論したにもかかわらず、「倫理委員会」の結論を尊重してメルケル首相は「脱原発」を決めまし
た。これは同首相が国の最高責任者として「コスト」よりも「倫理性」を重視した結果です。日本もドイツのこのような姿勢を学ぶべきです。
　また、日本列島は1995年（阪神大震災）以来、地震の活動期に入ったと言われています。日本の地震学者、地質学者のみならず、たとえば、ウィーンの物理学者、リスク研究者のヴォルフガン
グ・クロンプ博士は「日本のエネルギー政策の最大の誤ちは、これほど地震の多い国に原発を建設したということだ」と言っています。現在、問題になっている大飯原発の活断層をはじめとして、
原発を造るのにブレーキをかけるような地震、地形上の問題はすべて故意に無視されてきたのです。それを認めてしまうと、日本には原発が造れなくなってしまうからです。
　今回の福島の原発事故でわかったように、ひとたび過酷事故が起これば、その放射能被害は福島、日本にとどまらず、外国にも被害をもたらすのです。福島のことだけ、日本のことだけを考
えるのでは不十分です。そしてその被害はこれから何十年、何百年、何千年・・・と続くのです。
日本はこのような事故を二度と起こすことは許されません。それは日本の滅亡を意味するだけでなく、地球をさらに汚染することになるからです。
　さらに、原発はウラン鉱の採掘から廃炉作業に至るまでそこで働く人々に絶えず被曝を強いていることも見逃せません。今後、人口の減少が問題視されている現在、誰がこのような危険な労
働を担うのでしょうか。
　そして、未解決の問題として使用済み核燃料廃棄物の問題もあげておかなければなりません。
　これまで政府は原子力を推進するあまり、他のエネルギー源の開発には十分、力を入れてきませんでした。ゼロシナリオでは省エネや再生可能エネルギーの負担が重くなることがことさらに
強調されていますが、これは政府が狙っている15％シナリオへの賛同を多数集めようという意図が見え透いています。「再生可能エネルギーの導入」の選択肢として太陽光と風力しかあげられ
ていませんが、エネルギーの地産地消を促進するという観点に立てば、その土地の地理、気候条件などを考慮して最適の方法を導入することが必要です。これまで日本政府には再生可能エネ
ルギー分野を国をあげて育てようという姿勢が欠けていました。この分野で日本の技術は、世界をリードしていくことが出来るし、外国では現に日本より成果を発揮する場を与えれれているケー
スも少なくありません（たとえば地熱）。
今、日本は方向転換を迫られています。それはわたしたち日本国民の願いであるだけでなく、世界中の人たちのためでもあります。福島の方々が今も日々被っている放射能が引き起こした被害
を思うと、今すぐ全ての原発を止めて、二度と原発の過酷事故に対する不安を抱くことなく、豊かにくらしていける社会をつくりあげるために、原発とさようならするよいチャンスだと思います。



26563 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 いずれ原子力発電を0にしたいです。 原子力発電にかける費用をクリーンエネルギー開発にまわしてほしいです。
福島の事故がおこるずっと前から、原子力発電には懐疑的でした。
少なくとも現代の人間に扱えるものではないと思います。
廃棄もうまくできないのに、電力会社のいいなりになって、原子力発電所をこんなにつくって、利権を手に入れた人たちに恥を知れと言いたいです。

六ヶ所村の再処理工場から垂れ流される放射能性物質の件も、もんじゅに毎日つかわれる5500億円という税金の件も、大飯原発再稼働の件も、いつだって、政府は市民の意見を聴こうとしな
い。

こんな日本はおかしい。経済が何よりも優先される国は間違っている。
26564 個人 その他 ６０代 男性 ゼロシナリオを支持し，今すぐ原発をゼロにする。 ゼロシナリオを支持し，今すぐ原発をゼロにする。

(1)　野田首相がおっしゃる「原発は安全。今後もエネルギーの根幹」という発言は，まったく根拠がなく，国民を欺くものである。「国民の生活のために」とおっしゃるのなら，危険極まりない原発を
一日も早くゼロにすることのほうが，為政者として正しい選択である。

(2)　地震国日本で，海岸に発電所を作る原発はまったく無謀である。地震やそれにともなう津波による原発崩壊の危険は依然として高い確率で存在する。

(3)　原発を稼動させればさせるほどできてくる放射性廃棄物の処理は全くできていない。それにもかかわらず原発にこれからも依存していくというシナリオでは，放射性廃棄物は永続的に生成
されていく。このようなシナリオは，環境と未来の地球に生きる全ての生命に対して全く無責任である。

(4)　代替エネルギーをどうするのかというのであれば，自然エネルギーによる発電開発にもっと資金を投入し，効率性を向上させることで，必要な電力をまかなうことは可能である。これまでは，
自然エネルギーによる発電は非効率的であるとの欺瞞的な理由を上げ，危険極まりない原子力発電に多額の金を使ってきた。自然エネルギーの開発を意図的にサボタージュしてきたつけが
今まわってきているといえよう。このような歪んだエネルギー開発のあり方は正さねばならない。

(5)　原発を廃止すると資産が目減りするから再稼働を強行するという電力会社のご都合に応えるのではなく，国民の生命と安全を絶対優先にして，政府と電力会社は脱原発への歩みを進める
べきである。カネよりも命である。

(6)　事実を隠蔽したウソとカネにモノを言わせ，人間の生命を軽視して進められてきた，これまでの原発推進の動きと原子力行政のありかたは，子どもたちに人間（大人）への不信感をおこさせ
ている。このことは，教育の職にある者として私は看過できない。今こそ大人の世代は，次の世代に対しての誠実さを示していかねばならない。

以上のことから，私は
ゼロシナリオを支持し，政府と電力会社に今すぐ原発をゼロにする行動を開始するように求めるものである。
　

26565 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を望みます。原発０％です。 「ゼロシナリオ」を選択した上で、再生可能エネルギーと省エネルギーを推進することを望みます。現在の「ゼロシナリオ」は、国民負担が増えることを前提にしていますが、再生可能エネルギー
と省エネルギーを推進することで、もっと負担を軽減できるのではないかと考えています。そうしたシナリオを、しっかり作り直してください。
「15シナリオ」「20～25シナリオ」は共に、核燃料サイクルを温存する案となっており、何らかの形で原発を推進することが想定されていると考えられます。これは、容認できません。パブリックコメ
ントで求めるべきは、いつまでにどうやってゼロにするかのシナリオであり、このような選択肢があること自体が奇異に思えます。
福島第一の原発事故の被害の大きさもさることながら、そのことを真摯に受け止めようとしない野田政権、電力会社に大きな不信感を抱いています。大飯原発の拙速な再稼働、原子力規制庁
に田中俊一氏を選ぶなど、まったく事故以前と変わらないやり方です。仮に原発を動かすとしても、このような状態で安全など守れるはずがないと思います。したがって、「ゼロシナリオ」しかあり
えません。

26566 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を選択します。 　原発は事故を起こす危険があるばかりでなく、通常の使用方法でも核廃棄物の処理に危険を伴い、多くの人命を犠牲に成り立っていることがわかりました。
　現在、原発によって潤っている地域の人も、もし、原発なしで生計が立てられたら、原発ゼロを選択すると思います。

26567 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 「エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見

「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を主張しま
す。
《政府がするべきことは本腰を入れて再生可能エネル
ギー開発に尽力することである！》

このパブコメ募集の前提が「2030年までは原発が維持される」というものであり前提自体が国民を騙すトリックとなっています。
再び事故が起これば、日本は再起不能になります。
政府は本腰を入れて原発の代わりとなる再生可能エネルギー及び自然エネルギーの比率を増やすことに尽力しそのスケジュールを早急に国民にしっかり示すべきです。

26568 個人 学生 ２０代 女性 私は、原発０を希求します。3.11の原発事故は明らか
な人災でした。2011年、原発が全て止まっても電力自
給できていました。安全神話にだまされるより、本当に
確かな健全な生活を求めています。

私は、原発０を希求します。3.11の原発事故は明らかな人災でした。火力発電は環境によくないとか、自然エネルギーの電力供給が計算しづらいとか、原発以外の電力供給の難点を主張する
意見もありますが、今回の事故を顧みて、原子力の平和利用なんて傀儡だったことが判明しました。自然エネルギーが未知の領域だと主張するなら原子力はコントロールできるものなのでしょ
うか？そんなこと誰も証明していないと思います。環境にも、人々の暮らしや経済にも悪影響を及ぼす可能性が高いものを国が養護する意味がわかりません。いますぐに原発とめてください。

26569 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発依存度を０パーセントにすべきである。 　原発依存度は早急に０パーセントにすべきである。現在稼働中の原発も電力に余裕がある現状では停止すべきである。現状でも節電努力により、原発がなくても不自由はないと思われる。現
に、昨年は、節電で乗り切ったのではないのですか。早急に原発は止めるべきであり、将来的にも脱原発、０パーセントシナリオで進めるべきである。
　また使用済み核燃料の処分には気が遠くなるほどの時間がかかる。もうすでに多くの使用済み燃料がたまった状態である。これ以上増えた場合、どのように、誰が、いつまで管理するのでしょ
う。
　将来のため、子供たちのためにも危険を秘めたものをこれ以上残してはいけない。
　再生エネルギーの利用を進め、節電の工夫をして、原発をとめ、原発依存度０パーセントに早急にすることが、福島の事故を経験した日本のとるべき道であると思う。脱原発を進めていただき
たい。

26570 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を希望します。 福島における原発事故の原因究明や被害者に対する保障など、まだまだ解決したと言うのは程遠い状態です。
最近再稼動した大飯原発に関しても活断層の問題があり、いつ再び事故が起こるかもわかりません。再稼動のリスクはあまりにも大きいと思います。
よって原発ゼロを希望します。

もっと省エネルギーの取り組みを進め、自然エネルギーを推進してください。

26571 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 感情に基づく結論は国家を傾かせる恐れがある。経
済的負担が将来的に賄えるのか疑問。原子力事故の
リスクと、経済破綻のリスクの比較が、冷静にできて
いるとは考えられない。国家を傾かせない検討を望
む。

どのシナリオにおいても、将来的に高コストの電源を使用することとしており、高コストを支払うことのできる国力がある期間は、それで問題無いように見えるかもしれないが、水面下では国富の
流出がすでに始まっており、２０３０年断面で日本に高コスト体質に耐えられる国力があるか、はなはだ疑問である。被爆面だけでみれば、原子力が無いほうが好ましいことなどは子供でもわか
る話であるが、選挙権を持ち、国の未来を考えなくてはいけない大人は原子力のメリットも考慮しなくてはいけない。私は、福島事故が起こった今でも日本にとって原子力は、メリットの方がリス
クよりも大きいと考えており、原子力比率がどうこうという問題ではなく、まず、今ある原子力を有効に活用することにより国富の流出を止めることが先決と考える。エネルギーがなければ、次世
代電源の開発・生産にも制限がかかることになりかねず、日本は世界の中から取り残される可能性もある。
また、「坊主憎ければ袈裟まで憎い」かのように、電力会社に対するパッシングがなされているなかで、国民的な議論が本当にできるのかも疑問。国民とは一体なんなのか、電力会社や原子力
学者は含まれないのか？国家戦略室として守らなければならないものが何になるのか、政治家が守らなければいけないものが何なのか、極めて冷静に検討しなくてはならない。
国を傾かせることがないよう、対応について「検討」をお願いしたい。

26573 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発ゼロシナリオを望みます。 今稼働している原発を停止させて、今後の原発再稼働もやめてください。
全ての原発を廃炉にしてください。
放射性廃棄物の処理に全力で取り組んでください。

電力は現状で足りているのに電力不足とアピールして国民を騙さないでください。

26574 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 原発はゼロにしていくべき。
今後は風力、太陽光、地熱等、自然の力を利用したも
のに変えていく。
小規模で各地域で電力を賄っていくことを基本として
いく。

原発立地地域に住み、長年、なんとなく不安に思っていたことが現実になってしまいました。もし、放射能に汚染されて、地元に住めなくなったら、私たちの土地や家、それにかかわるローンはど
うなるんだろう。家に住めなくなり、でも借金は残り、新たな土地に住むための資金も必要で、すべて保障してくれるのだろうか。地元の人たちの健康はどうなるのでしょう。被害は地元だけでは
収まらず、原発マネーの恩恵を受けないほかの地域まで広がります。原発を受け入れてきた先人たちも、そんなことは予想していなかったはずです。
　また、原子力は技術的にまだ確立していないことは、素人から見てもあきらかです。　目の前の放射能を消すことはできません。原発から出る使用済み核燃料も、処分するのは地中深く埋める
ことしか方法がないと聞いています。
　いま、地震が活発で、今後も大きな地震や地殻変動が起こりうる日本で、地中深く永久に埋めることは果たして可能なのでしょうか。何万年にもわたって、放射能がなくなるまで誰が管理する
のでしょう。
　狭い日本で、放射能汚染のために住めなくなる地域をこれ以上ふやさないためにも、原発は無くすべきです。
　しかしながら、今まで原発で生活してきた地域で、原発がなくなるのは経済的に大きな打撃です。原発の跡地や周辺に、再生可能エネルギーの発電所を作っていただけたらと思います。

26575 個人 自営業 ３０代 男性 福島原発の事故を経験したわが国がとるべきエネル
ギー政策としてふさわしいのは「原発依存度0シナリ
オ」であると思う。

一国民としての個人的な考えを言うならば、原発を廃し再生可能エネルギーの利用を推進するためであるならば、相当の経済的負担を進んで受け入れたいと考えています。極端に言えば例え
電気代が2倍になったとしても脱原発を推進してほしいです。
後戻りできない事故の危険性と廃棄物処理の問題が解決されない以上、一基でも原発を利用するという選択肢は許されないものだと思います。
何よりもまず電力の自由化をすすめてほしい。自分の使う電気の発電方法を選ぶ自由を認めてほしいです。

原子力は条件付きで推進するべきと考えるが、その条件について述べる。他の意見で触れられている部分もあるが、そうでない部分を中心に指摘する。

【１】原子力がそれでも必要な理由

数多くの指摘があると思うが、根本的にはわが国が無資源国であり化石燃料は有限であるため。核燃サイクルについては拙速を慎み、かつてのオメガ計画のような高レベル放射性廃棄物の
無害化プロジェクトを併行して取り組めば、1世紀程度で解決は可能であろう。数万年も後生大事に保管することを本気で検討する必要性は薄く、別のやり方を考えるべき。

代替エネルギー開発については、まだ試行期にあるため、太陽光で見られるような普及のための助成制度を厚く展開するのではなく、その資金でエネルギー変換効率、コスト等の安価な新型
パネル等を開発し、競争に耐える環境を生み出す必要がある。助成金が倍増したとしても、人知には限界もあるため、10年単位で見守る必要があり、それまでは軽水炉にも頼らねばならないた
め。現時点での0%目標、或いは即時全原発廃止は無謀であり、数値的な現実を踏まえない主張は感情論。

洋上風力などが新エネルギーとして検討されているが、立地の困難性を鑑みるなら、原子力についても従来から検討されてきた海上、地下等への立地についても実用レベルでの推進が必要で
はないかと思う。また、今後建設を検討するとすれば、EPRに代表されるいわゆる第4世代炉のような安全面での革新は必須であり、従来炉も弾道ミサイル、外国軍特殊部隊によるテロ対策等
を含めたハードルの引き上げが絶対に必要であり、改善策を実施してもそのハードルに達しないと見込まれるプラントは廃炉とするべきである。

【２】原子力を維持するうえでの条件

第1に、NRC並の独立規制機関の設置。

第2に、政府広報としても安易な金融専門家等による経済性比較や未だにはびこる安全神話等、行き過ぎた推進派の宣伝に対しては、科学的にそれを抑制する分かりやすい資料を作成するべ
きであり、従来型の、一部反対派の過激な主張「のみ」に対応したような宣伝はあり得ない。一部の推進派には事故当初「メルトダウンなど起きていない」と悪質なデマを流し、その後は無知な
反対派を槍玉に「放射脳」とレッテル張りを行っている向きもある。これはインターネット上で顕著だが、正に現代に再生されたいびつなムラ社会そのものであり、当面はリスクとして検討されなけ
ればならない。そして、このような問題ある言動が流れた遠因は長年の偏向広報の結果ではないのか。

第3に、技術に対する組織の接し方に触れたい。原子力に係わる民間企業においても、技報の作成に際して内規で他組織の批判をしないよう定めているところが多くあり、専門的見地からの問
題提起に障害となっている。非公開の企業間折衝等では本音のぶつけ合いもあると思うけれども、原子力関係においては技報発表の際、内向きの自主規制を公法で禁じるべきではないか。

第4に、感情的反対論の回避策として、行政面で一種の天領化も検討する必要がある。地方自治体の警告により結果として救われた東海第2という例もあるが、最終決定権は国にあるという一
点を譲るべきではない。受入自治体が果たすべきは規制機関同様の技術的検証であり、福島県は津波想定を改めた茨城県と異なりそれに失敗したからこそ、事故の歯止めに成り得なかったと
も言える。もっともそのような検証組織の維持には一定の資金が必要であり、自治体に財源が担保されるべきではある。

第5に、原発の優劣を検討する際に、経済性比較を第一に持ち出すべきではないということ。原子力はその性格から数十年オーダーで運用されるものであり、短期的な経済性比較に本質的に
なじまない上、安全対策で他電力の後塵を拝していた東電は電力自由化の失敗例でもある。安全上必要な基礎、堤防などの投資は、一定のルールの元国費で助成しても良い。鉄道では基礎
工事を公費で賄い、施設は私企業が負担して建設する例もある。国家戦略なのだからそれ位は国も責任を取るべきである。エネルギーの準国産化という外部経済性の大きな目的、過酷事故
対策、いずれに対しても経済性論議は適当ではない。一時期原価で劣っていたからと言って、直ちにエネルギー源を他国にゆだねるような政策には問題があるし、火力におけるバーゲニング
パワーのような間接的で効果が測定しにくい問題も多々ある。

第6に、広域災害に備えて、火力発電の防災対策のハードルを大幅に引き上げること。この処置は復興時の混乱を抑制し、結果として日本列島における火力発電の本当の経済性を明瞭化する
ことにもつながる。

以上。

26562 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発は事故想定を改め旧式炉は廃炉。ABWRなど成
熟期の原発は活かし、更に新技術を活用の上準国産
エネルギー源として必要。ただし組織文化等事故背景
は徹底的にメスを入れ、新エネ開発にも注力する。

26572 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 発電のために日本のみならず全世界を核で汚染し、
人命を犠牲にする原子力発電は倫理的に許されるも
のではない。原発の事故発生頻度実績ふまえて現実
を冷静に評価すると、火急的速やかに全原発を廃止
すべきと考える。

原子力のリスクと経済性、持続性を見直し、直ちにすべての原発、核リサイクル施設、高速増殖炉もんじゅを廃止してください。
１）核を扱う上で事故は避けられない
今回の、東京電力福島原発事故が、地震・津波を直接の要因とするものであった為、現在、原発の事故予防策として、地震・津波対策が焦点になっており、あたかも、これらに対する対策により
事故発生の確率が消滅し、安全な原子力が実現できるかのような楽観的な見方があります。しかし、半世紀をこえる世界の原子力の歴史の中で数多く発生してきた多様な事象・事故の中で、
制御系や、金属疲労、センサーなどの誤動作、人為的なミス、テロ、地滑りなど、次の事故は全く別の方向から来ることも考えられますし、東日本大震災のような大規模自然災害を要因とする事
故に対して、現在の技術ではほとんど手の打ちようのない事が2011年3月の福島第一原子力発電所の事故を契機に明らかになりました。再稼動された大飯原発についても活断層の上にあると
報告されていますがその事実が十分に検証されないまま、再稼動が強行されてしまいました。
２）原発事故のコスト・被害について
次に発生する原発事故が幸運に小規模な放射能漏れなどにとどまったとしても（大飯原発では再稼動以来ひっきりなしに警報が鳴り続けているそうですが）観光・農業・漁業など直接的な立地
地域での被害、不動産の価値低下とともに、日本そのもののブランド価値を非常に大きく損ねるものとなると予想されます。
今回の東京電力福島原発事故に見られるように、原発の被害は、一時的なものではなく、非常に長期間、半永久的に発生し続けるものです。被害規模については、被害規模×被害継続時間
の「のべ被害量」でコストとダメージを考えなければなりません。 先にあげた原子力委員会の原発コストの計算というものについても、人の生活や故郷の土地を金額換算できるという価値観に
基づいていて、被害により失われる生活空間と時間の三次元で事故の被害規模を把握する概念に欠けています。
３）使用済核燃料、放射性廃棄物の廃棄・保管の目途が立たない
現在、各原子力関係施設に保管されている放射性廃棄物は、保管場所がすでに不足しはじめており、これ以上の廃棄物増加は避けなければなりません。核燃料サイクルについても高速増殖
炉もんじゅの度重なる事故、六ヶ所村で繰り返されるガラス固化の失敗など巨額の投資に対し見合うだけの成果を挙げたためしがありません。無意味な巨額投資は直ちに止め、各原子力発電
所の燃料プールに大量に保管されている 使用済核燃料 の保管・処理のコスト、安全性、受け入れ先について、電力事業者、関係官庁とも解決の目途がついていません。これらのことを考える
と、原子力を早急に廃止し、すでにある大量の放射性廃棄物の安全な保管・管理について、大規模な投資を行うことは必須であると考えます。また、老朽化した原発の廃炉に向けて、廃炉の技
術をドイツなどに積極的に学びに行く必要があります。廃炉技術を日本で確立できれば、世界の原子炉の廃炉を産業として請け負うことが出来るようになるかもしれません。原発を輸出するよ
り、廃炉技術を輸出するほうがこれからの世界においてずっと意味ある事と考えます。
省電力、省エネルギー投資はもちろん研究され続ける必要がありますが、原子力に変わるエネルギー供給については、今まで原子力事業につぎ込んでいた補助金を自然エネルギーの開発・
購入補助に振り当てれば良いと考えます。原子力に変わるエネルギー供給方法としては、以下のものが考えられます。
・高効率化、火力発電のトリプルコンバインドサイクル
・太陽光発電を導入した住宅の奨励
・太陽光発電については技術のイノベーションにより、形状、重さ、取り付け強度の制約が少なくなり建物壁面、ビルの窓、スポーツ施設の屋根などへの設置も拡大できる。
・風力発電 洋上風力の拡大。風洞型等も期待される。
・地熱、バイオマス、小水力、温泉発電
また、下記のような電力を介さない直接の熱利用、冷熱利用の促進を進めたい。
・太陽温水器などによる太陽熱利用により、化石燃料・電力の使用を抑制
・冬季の雪の冷熱を保存利用
・LNG、液体水素の利用に伴い発生する冷熱の利用を徹底　　　以上



26576 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 日本の安定的発展のためにも原子力の安定稼動が
必要。
２０～２５％シナリオを選択することが最善。
エネルギー供給源の多角化や割合を決めるという技
術的専門的な議論は専門家による議論で決めるべ
き。

原子力比率を下げる分を代替エネルギーで埋めることとしているが、その具体的な方法が示されていない。明日からのエネルギー供給の議論をしているときに、具体的な方法も示されていない
シナリオに舵を切ることはできない。
いずれにしても、エネルギーに関する技術的な議論は、極めて高度で、複雑に入り組んでおり、素人にはわからない、すなわち国民には適切な解を導き出すことは不可能である。
国民の意見で決めるというのは、政府としての責任を放棄しているのではなでしょうか。
私は、このような専門的な議論は、専門家（有識者）による真摯な深い議論を行った結果をもって決めていくものだと考えています。
専門家の議論を信じるしかないわけだから、政府・政治家は、それを信じられるようにすることが役割だと思います。
これまでも専門家による議論の上にエネルギーミックス割合を決めてきたわけですから、それが技術的には間違っているとは思いません。
安全を最大限に確認した上で、原子力の安定稼動によるエネルギー供給を行うことが最善の策だと考えます。

26577 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 全原発（もんじゅ含む）の即時停止、国としての「脱原
発宣言」

作業員や住民の健康や人生を奪う被爆と引き替えの、原子力発電など要りません。
原発は、作業員や住民の健康や人生を薪ににして燃やす恐ろしい悪魔の発電所です。それを前提に経済性などナンセンスです。すでに、福島県はおろか、南東北、関東平野は死の地域です。
このような原発は即時撤廃し、この原発を再稼働するしないのエネルギー、お金を自然エネルギーの促進や、真の経済復興に使って欲しいです。

26578 個人 自営業 ５０代 男性 将来は原発ゼロでお願いしますm(_ _)m そもそも、この列島に原発を作り始めたのが間違いです。
当時は活断層の存在は認識していなかったのでしょうが、火山国であり地震も頻発する国ですよ、米国からの要請があったとしてもキッパリと断るのが当たり前、生き残っている中曽根氏には
土下座して欲しい気分です。
現状での再稼働は反対ではありません、安定供給のためには仕方ないと思います。
しかしながら、徐々にでも減らして欲しい、その為には原発の金に頼っている地方自治体の運営も含めて国（国会議員と高級官僚）が頭を使うべきです、伊達にＩＱが高い訳ではないでしょう？
（本当に頭が良いとはどういうことか、ちゃんと考えてください... ちなみに鳩（兄）は最低だと思います。）
ピンチですがチャンス、後世に英雄として名を残す働きを期待しています。

26579 個人 家事専
業

６０代 女性 (1)ゼロシナリオを推進すべきである。福島原発事故を
経験した国が(1)以外のシナリオ選択をすることはどの
ような意味でも許されない。

　代替エネルギーがないというのは虚偽である。原発推進政策に支払われている大枚の税金を自然・再生エネルギー開発に支払えばそれに向けたすぐれた技術が直ちに国民の間から生まれ
る。それが日本人の習性である。
　原発推進策にこれ以上邁進するなら、国民の間に自分の税金がそういう危険なことに支払われるのは嫌だという税金に対するモラルハザードが惹起されるに違いない。そうなっては困るのが
政策担当者の国政府なのではないか。
　ドイツのメルケル首相は自分の国の原発事故ではない福島原発事故を受けて「残余のリスクに責任が負えない」と言って脱原発を決めた。我が国の野田首相は自分の国の事故の責任をとっ
てもいないのに「何かあったら自分が責任をとる」といって大飯原発の再稼働を決めた。国を捨てたいと思うのはそういう根拠のない軽々しい言動を行う首相を持った国民の方ではないのか。
　国は国民の1%にも満たない経済界の人間に捨てられるより99%以上を占める額に汗して働く国民に捨てられる方を恐れなければならない。それが民主主義というものではないのか。
　苛酷事故を経ても税金の収奪によってその始末を国民に押し付ければ決してつぶれない電力会社は、どうあってもおかしい。
　「真の文明は、山を荒さず、川を荒さず、村を破らず、人を殺さざるベし。」（田中正造）原子力文明はこの言明の真反対のものである。ただちに廃炉への道程に踏み出すべきである。

26580 個人 家事専
業

４０代 女性 即「原発ゼロ」へ！
即刻、再生可能エネルギーへシフトすべき。

活断層上にある原発は即刻廃炉へ。

第2の福島はいらない。
この瞬間も、海、空気、土地が汚染されています。
食べ物も、水も、ただ息をしていても被曝していきます。

子どもたちの未来に対して、もっと責任をもつべきだ。
民意を余りにも無視している政治はもう沢山です。

世界が注目しています。3.11から日本はどう進んでいくのかを。

26582 個人 自営業 ４０代 女性 政府エネルギー政策に関して原発依存に関しての意
向は原発ゼロを求めます。

一度、原発ゼロを何年か続けてみるのもよいと思いま
す。

私的見解以下

震災前は原発反対でしたが、震災後、原発が減った事で
「もうすでにあるものだから使わなければもったいない」という気持ちも持ち始めてきました。
新しく作らずに、いまある原発を少だけなら利用してもいいかなという気持ちでいました。

ただ、そのような曖昧な状態ではなく、脱原発がいいか、原発あった方がいいかとなると、原発ゼロで行かなければいけないかなという答えになりました。

理由は

「人間、危機的状態なくして進化はない」との考えからです。

もったいないから使おうと型の古いシステムにかじりついても時代に対応できないまま成長も改善もありません。

多少でも原発依存を続けていくと、エネルギー不足と言う面で危機的状態にはならないでしょう。
しかし、危機がなければ研究開発も、それに投資する力も甘くなります。

そして、推進派は原発依存を続けていくために多くの資金を賄賂に投じ、こじれた状態になり多くの資金が研究開発以外の事にそそがれるでしょう。

きっぱりゼロにしないと、新たなエネルギーへの研究開発が後回しになる事を懸念します。

一旦、原発ゼロを数年続け、様子を見るのもよいと思います。

原発ゼロにして原発が繰り広げてきた色んな負のしがらみなどを完全にクリーンにする習慣をつけなければ、政府・国民・企業が力を合わせて新エネルギーの開発にむけて取り組む事は難し
いでしょう。

26583 個人 その他 ２０代 男性 原発ゼロシナリオを支持します。 　大飯原発再稼動の決定および実施、原子力規制委員会の人事、毎週金曜日の首相官邸前での抗議行動に対する不当な過剰警備、全てが国民の為ではなく、ほんの一握りの人間の既得権
益を守るために、原発推進ありきで行われているのではないか、と憂慮しています。
　福島の原発事故の収束がつかないこの状況で、大飯原発が安全であると、どうして言い切れるのでしょうか。僕は専門家ではありませんし原発について多くを知っているわけではないので、
原発の技術そのものについて安全ではない、という事を説明することは出来ません。しかし、福島の事故の事実が原発は安全でない、ということを物語っています。このまま大飯原発に続いて、
他の原発の順次再稼動を国が行うのなら、どうか国民に対して原発が安全である理由を説明し、理解を得てください。国民が国に対して「原発は安全ではない」と理解を得る責任があるのでは
ありません。国が国民に対して「原発は安全である」と説明し、理解を得る責任があるのです。それが出来るまで、僕は原発に対して反対し続けます。どうか国の政治的責任をよく考えて、それ
を全うしてください。
　原子力規制委員会の人事案に対して、疑問があります。この人事案は原子力規制委員会設置法第七条七項三号及び四号に抵触する可能性があるのではないでしょうか。仮に法に触れない
としても、ぎりぎりセーフでは僕は納得しません。同法第一条に、「委員長及び委員が専門的知見に基づき中立公正な立場で独立して職権を行使する」とありますが、もう一度この観点に基づ
き、国民が疑いなく納得できるような人事案の再考を求めます。
　現在、毎週金曜日に首相官邸前で原発に対する抗議行動が行われております。この国民の権利に基づいた抗議行動に対して、警察の過剰警備が横行しているとの声をツイッター上で多く目
にします。ぜひ国民の立場に立って、抗議が安全に行われるよう、そして参加者が安心して参加できるよう、この過剰警備を改めてください。
　以上のいくつかの観点から見て、国の決定が全て原発推進ありきで動いているのではないかという疑問を隠せません。この国の姿勢に不信を表明すると共に、原発ゼロシナリオを支持しま
す。
　いまや誰もが原子力ムラの存在を知っています。そして原子力ムラから政治家、メディアに対して圧力、金銭的支援がある事を知っています。これは不正です。この不正が経済界、政治界に
蔓延している、ということが公の事実として知られているにも関わらず、なぜ正されないのでしょうか。経済は国にとって大切です。しかし本当に経済を重んじるのなら、目先の利益を考えるより、
長い目で見ることが国の将来のために必要なのではないでしょうか。そしてその視点に立ったとき、やはり原発は不必要です。リスクが高すぎます。国は国民のためにあるべきです。日本がそ
の基本理念に立ち戻り、原発政策を改めますことを、切に願います。

26584 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロを強く望みます。
原発をゼロにするを前提に、そのことによって起る課
題に何が可能か考え行動して行くことを選択します。

未来の子供に課題のしわ寄せをする事で今の快適を享受はしたくありません。
事実原発稼働が止まっても厳しいながらも節電により耐えられたのですから、みんなでゼロを前提に知恵はまだまだ出せると思います。
経済的な利便性よりも大切にすべきものはあるとおもいます。

26585 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロシナリオを希望します ・高速増殖炉技術はもはや行き詰まり、核燃料サイクルが実現する事は無い
・最終的にどうしても発生する核のゴミを最終処分する方策も未だ解決を見ていない
・人間が運転する以上、必ず事故は発生する、という全的で原子力を使わないと、再び福島のような大惨事は発生する。
・以上の物事を解決する駄目には無限大のコストと、多くの国民のがん発生率が上がること、すなわり医療費が増え続けるコストを背負う事になる。
これらは未来の日本にとって大きな損失である。
・自然エネルギーは一歳輸入にたよらない、エネルギーセキュリティーに優れたエネルギーである。
・早急にシェールガスや自然エネルギーへの方向転換を目指すべきである。

26586 個人 パート・
アルバイ

４０代 女性 原発ゼロを希望します。 地球を汚さず、安心して暮らせるように、原発をゼロにして自然エネルギーを利用していく必要があると私は考えます。

26587 個人 家事専
業

６０代 女性 原発断固反対します。

再稼働など狂気の沙汰です。

即刻、停止してください。

原発を反対する理由は命を脅かすものだからです。

人類が存在しているかどうかもわからない遠い未来にまで、安全に保管しなければならない核廃棄物を出し続ける原発など、どこの国でも作ってはいけなかったと思っています。
特にこの地震国日本ではとんでもないことだと知ったのは福島の事故が起きた後でした。
福島事故は人災だと思っていますが、津波がもう少し高かったら女川、東海村原発も福島のような事故になっていたとも聞きました。
もし、そのようなことになっていたらいったい日本は、地球はどういうことになっていたのでしょう。
考えるだけでも空恐ろしいことです。
福島が収束はおろか人の手に負えない事態に陥りながらも、汚染した土地に人々を帰そうとし、国民の反対を押し切って大飯原発を再稼働したこの国には心底失望しました。
ひとたび事故が起きればどれほどの大惨事になるか・・・チェルノブイリを見ればよくわかることです。
とても首相一人が責任の負えるものでもないものを簡単に口にする野田さんには呆れました。
こんな人にこの国を任せてはいけないと思いました。

今、日本のあちこちで大きなうねりとなって広がっている反原発運動にこの国の未来に少し希望の光を見つけました。

人類が初めて核の洗礼を受けた広島、長崎。
そして・・福島

今こそ、ほんとうに今こそ、世界に先駆けて自国の原発を廃絶していってほしい、この地球から核をなくしてほしい・・・それが日本の使命なのだとさえ思います。

26588 個人 家事専
業

７０代 女性 ゼロシナリオ希望
人間の目には未だ見えない、測定できないエーテルレ
ベルの領域に沢山の放射線が逃げ込んでいるので
す。
世界中の科学者が今、発見しようとしている物質、
ダークマターがそれです。

ゼロシナリオを希望します。
原発は地震　津波の場合だけでなく、それが、ただ存在しているだけで危険なのです。
人間の目には未だ見えない、測定できないエーテルレベルの領域に沢山の放射線が逃げ込んでいるのです。
世界中の科学者が今、発見しようとしている物質、ダークマターがそれです。

提案：
　核分裂ではなく、水のアイソトープから得られる低温で無害な核融合の研究、開発に力を入れてほしい。水は安価で、あらゆる所に存在します。
　
　夜間のエネルギー消費を押える。人工衛星から見た煌々と輝く、夜の日本列島は、ほん　とうに恥ずかしい。

一番言いたい事は広島、長崎で被害を受けた国民の悲しみを自分の事と受け止めて戴きたい。福島の被害を受けた方々を国会議員さん全員の身内と思って戴きたい。そう考えれば自然とな
すべき事が浮かぶ事でしょう。
１、原子力発電は今停止している所から廃絶に進めて欲しい。
　　　ただそれに変わるエネルギーとして提案が有ります。
　　　地域の特色を生かした発電、送電を認める。
　　　たとえば・・水の豊富な流れを利用した発電が出来る地域
　　　　　　　　　温泉とか地熱エネルギーを利用できる地域
　　　　　　　　　牧場からでる牛、馬等の糞を発酵させて発電
　　　　など、日本人は困った時に頭の良い方が多くいろいろな発電のアイデア　　　　を実現している方が新聞に載ってました。
　　　　そこへ補助金を出してその町なり市だけで利用できるようにする事です
　　　　広範囲に送電となると大きな発電所が必要になってしまいますが、
　　　　それこそ自然の豊富な水、地熱等はクリーンなエネルギーが使えます。
　
１、省エネに提案
　　宇宙飛行士が夜の地球を見ると日本は日本列島全体が明るく見えたそうです　　日本はバブルの頃からいろいろと無駄をし始めてしまい不景気になった今も　　たくさんの無駄を惰性的に続
けているように思います。
　　特に一日中、ネオンが点いていたり２４時間営業のお店が多いのは無駄と
　　同時に働いている人の健康やそこに来る若者の健康を悪くします。
　　人間の身体は日中に動き、夜は睡眠を取るように遺伝子が組み込まれて
　　います。交感神経のバランスを悪くする事にもなり悪い事ばかりです。
　　これから日本を背負ってくれる若者の健康を考えるのも政治の役割です。
　　法律で営業時間を決めなければ止めないでしょう。ネオンも消灯時間を決め
　　るのです。その分は今まで原発の夜間発電を安い料金で使っていたのでしょ
　　う。それが無くなれば止めるでしょう。
　　中国が日本の悪い所を同様にし始めていて少しずつ気が付いてきているよう
　　です。また電車も本数が多過ぎです。ラッシュアワーを避けるために導入を
　　と言っていたフレックスタイムも本数が多いので影響ないらしく実地してい
　　る会社は少ないのでは？と思います。
　
１、手間は掛かりますが、各地域でどのような発電が出来るか、これから各地域
　　に聞いて、まずその地域だけの発送電を認めていくべきと思います。
　　中には独自に工場の廃熱で発電している所もあるようですし、相談にも載れ
　　る体制も必要に思います。

26581 個人 自営業 ７０代 女性 二度も原子力爆弾の被害を受けた国が５５個もの大
量な原発を持つ事は世界からは呆れたようです。まし
てまた福島原発での放射能被害です。今停止してい
る原発から廃絶して欲しい。電気の無駄使いを止め
れば出来ます。



26589 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロシナリオを希望します。
当面は火力発電を主とし省エネと自然エネルギーへ
の転換を進めることで2030年と言わずそれよりも早く
原発ゼロの実現を希望します。

3.11の事故により原発の安全性に問題がある事が分かりました。
いえ、もともと安全性に問題はあったのです。ただそれを見ないふり、気がつかないふりをしていただけと言うことを改めて思いました。

福島の事故も終息の目処も立たないまま「電力不足」という掛け声で強引に原発を再稼働させるなど考えられないことです。

さらに原発から出る放射性廃棄物の処理方法が決まっていない。この先決まるとも思えない。

そんな状況でいつまでも原発を続けるつもりなのか。後の世代に問題を押しつけることは止めましょう。

26592 個人 無職 ５０代 女性 原子力は取り返しのできないエネルギーであり人類ぜ
んたいにとって未来に強い害であるリスクが地狭い国
土、少子化、経済の緊縮を考えたらすでに脱原発に
進んで欲しい。

未来、子供たちにつないで生きていく為に原発にはNOと言う。
NO MORE HIROSIMA
NO MORE FUKUSIMA

26593 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ゼロシナリオを支持します。
２０３０年を待つことなく、直ちに全ての原発を廃炉に
すべきです。

　福島第一原発事故により既に１００人を超える命が失われ、１年４ヶ月を経た今も１６万人にも及ぶ人々が避難生活を余儀なくされています。この現実は、膨大な放射能を生み出す原発の稼
働は社会的な暴力であることを証明しています。従って、国策としての原発推進は国家権力による犯罪行為だと確信します。
　この夏、原発による発電が無くても電力供給に不足は生じないことが証明されるでしょう。野田首相は「原発を止めたままでは日本の社会が立ち行かなくなる」として、大飯原発の再稼働に踏
み込みましたが、原発を止めて立ち行かなくなるのは（株）関西電力をはじめとする電力会社の経営であって、国民の生活でないことは明白です。「原子力ムラ」を温存するために国民に犠牲を
強いることがあってはなりません。
　使用済み核燃料の無毒化には１００万年を要します。将来世代の人々は何の益も生み出さない危険物を半永久的に管理していかなければなりません。将来世代へのこれ以上の負担の押し
つけは倫理的にも許されないことです。
　原発推進のエネルギー政策から脱却することによって、未来はどのようにも開けてきます。省エネ技術の普及と自然エネルギーの開発は新たな産業の育成となるはずです。
　今の民主党政権は理性が働いていないようです。官僚組織の手のひらで踊らされているように見受けられます。この三つの選択肢などという発想そのものが官僚的発想だと思います。国民
の生活が第一というのであれば、国民の一人一人の命を第一に考えてください。
　賢明な判断によって、原発全廃を直ちに宣言されるよう要請します。

　

26594 個人 学生 ２０代 男性 原発推進派の意見。おそらく反原発派のコメントが多
いと思うので。

東日本地震以降、日本ではエネルギー制作の見直しが論争になっている。私としは「電力自由化」「スマートグリッド」「自然エネルギーの研究」が進むと思った。しかし現実で、重大な過ちである
「再生エネルギー法」では太陽光発電を法外的な値段で電力会社に買わせている。

そもそも、なにゆえ東京電力をデフォルトにしないのか？本流を辿っていくとこれが一番の問題ではないのか。インフラ産業は、国有化もしくは完全民営化が望ましい。民間で独占とはありえな
い。
一言、電力自由化をしてしまえばいい。「クリーンなエネルギー」とやらを買いたい人は○○クリーン電力なる会社から買えばいい。

将来的には原発は不必要になる可能性はある。しかし、今日の技術・情勢では懐疑的である。なぜなら、エネルギーとして原発は効率がよいからである。しかし社会的コストが高いので、民営
化した場合は採用する企業も減ると思われる。

今日、日本の原発は非常に古い型を使用している。これが問題であり、今回の事故の問題であった。古い型なので地震に非常に弱い構造をしている。

まとめると
「電力自由化」
「原発は短期的には続ける」
「中長期的に見ると、リプレイスが必要」

26595 個人 自営業 ３０代 男性 「原発の原子炉は国家管理、原子炉以外は電力会社
管理」と明確に分離すべきだ。現状の体制が続くので
あれば国内の原発依存度は「１％以下」と制限が必
須。

核事故時の対処を私企業に任せる事の恐ろしさと愚かしさを我々は学んだ。

原子力依存度は多分に政治的目標値であり、個人がコメントする余地に乏しいが、もはや原子力推進の意義が薄れているのは誰の目にも明らかだ。

私も、長年住んだ故郷である福島県を近々離れる予定である。今後、再稼動が進み、20～30年後には国内あるいは中韓のどこかの原子力発電所で重大な事故が発生するであろうから、その
時にまたこのようなコメントを書く事になるだろう。

その時の政体が正しい判断をするかどうかは、我々の選んだ政体が正しく機能していたかどうかの「結果」となる。現行の政体および官僚機構が、将来の被害を予め低減する措置を今、決断す
る事を求めたい。

26596 個人 自営業 ４０代 女性 ゼロシナリオを支持します。自然エネルギー開発、蓄
電池、エネロスの少ない送電線の開発など、日本の
技術を持って世界をリードしてほしいです。

原発は、活断層上に立地していることが判明するとともに、日本が地震の活動期に入っているなど、リスクが顕在化しているところ、リスクが現実化した時には取り返しがつかない発で方法で
す。
人智を持ってコントロールできていない原発にしがみつくより、新たな自然エネルギー（再生可能エネルギー）に資本を注入して、産業として育てることの方が合理的だと思います。
環境が変わったら、政策を変えるのは、当然のことです。
勇気をもって政策転換していただきたいと思います。

26597 個人 家事専
業

３０代 女性 私は原発はゼロになってほしいです。
でもだからといって、その他のエネルギーに切り替え
るからといって、
国民が高い電気代を払うのは、お門違いだと思いま
す。

福島で、原発事故が起こってしまい、その後の政府や東電の後手の対応や情報に、
私は大変な不安と落胆を感じています。なぜなら、私には7歳と4歳の子供がおり
守られるべき子供達が、守られていない、そんな現状にあるからです。
今のような体制をとられては、原発はゼロにして頂きたい、そう思います。
もし、これから体制をしっかり整え直して、安全にやりたいと言われたとしても、
もう放射能がたくさん撒き散らされてしまっているので、もう手遅れです。
これ以上、リスクを抱えた原発を続ける事は賛成できません。
また、火力や自然エネルギーになるからといって、電気代が今までより上がる
というのも、納得いきません。原発のリサイクル施設やもんじゅ等をこれ以上
続けなければ、そこで使われていた莫大な費用をあてられるのではないですか？
原発をこれ以上続けなければ、国民はリスクにさらされる事もなく、値上げされた電気代を負担することもないでしょう。
原発以外でエネルギーを生み出し、電気代は上げない、この2点を私はやって頂き
たいです。今はその努力すら見えません。

26598 個人 パート・
アルバイ

３０代 女性 原発ゼロシナリオ（即時） no more nukes!!

26599 個人 自営業 ５０代 男性 早急に原発ゼロを目指すべき。ただし現政権には長
期のシナリオを決定する資格がない。安全性の保障
なしに原発の再稼働を前提としたシナリオを描くことも
無意味。安全性の確保の道筋を示すことが先決。

　早急に原発ゼロを目指すべきです。

　ただし、現政権には2030年までにわたる長いスパンのエネルギー・環境シナリオを決定する資格はありません。
　意味不明な収束宣言、口だけの安全確認による大飯原発再稼働の決定、他の原発の再稼働を正当化しようとするためだけの原子力規制委員会の人事発案、どれひとつとしてまともなものは
ありません。
　国民に、こんな政権が作成したシナリオの選択を求めるなど、勘違いにもほどがあります。
　現政権にできることは、原発を再稼働しないこと。原子力規制委員会の人事案を撤回すること。そして１日も早く政権から退くべきです。

　そもそも、安全性の確保が保障されていない現時点で、原発の再稼働を前提としたシナリオを描くこと自体、意味がありません。
　どのように安全性を確保していくのか、その道筋を示すことが先決です。

26600 個人 自営業 ４０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を選びます。 「原発ゼロシナリオ」を選びます。
原発の危険性について語る前に、これ以上核廃棄物を増やして欲しくないです。
現時点で処理方法がなく、未来に向けて埋めて管理してゆくしかないものをこれ以上増やすのは自殺行為です。
核廃棄物を安全に処理する方法が開発されたうえで、原発の安全性について語るべきだと思います。現在の状況ではたとえどんな理由があろうとも原発はゼロにして欲しいと思っています。
廃棄物の安全な処理方法が開発された後、原発については考えたいと思います。
もしもの時に、現在のように汚染に対し効果的な手が打てない。この状況での原発稼働は認められません。どんなに不便な世の中になっても、とにかく現時点では「ゼロにしてほしい」と思って
います。

26601 個人 自営業 ５０代 女性 将来の原発比率の選択肢(1)ゼロシナリオを強く希望
致します。

昨年の震災の際、福島をはじめ原発事故で多大な被害が生じました。その際、原発事故に対する政策や対応の不備が顕著となりました。１年以上経過しても事後収拾が余り進んでいない現実
に地元住民は大変苦しんでおります。また、核廃棄物処理方法も無策なままです。豊かな自然、地球崩壊を招く危険性、人類のみならず生きとしいけるもの全てを蝕むリスクの極めて高い原発
ではなく、安全で環境に優しいエネルギー政策を是非推進して頂きたいと強く望んでおります。そのようなエネルギー開発の推進は、日本そして世界における大きな貢献であり、日本経済の活
性化への活路となると考えます。

日本は誤った道を歩もうとしているのか？

震災前、日本では原子力立国の計画が取りまとめられ、原子力比率45％の目標も立てられました。エネルギー自給率の低さや地球温暖化対策といった日本を取り巻く問題は震災以降も何も変
化していないにもかかわらず、日本は原子力（というよりも放射能）への過剰な拒否感から、国家百年の計の根幹ともなるエネルギー政策をここに来て大きく転換しようとしています。

勿論、震災前までの電力会社、特に東京電力の安全面に対する取り組み姿勢は、今回の事故を引き起こした最大の要因のひとつとして厳しく追及されて当然ですが、それと一国のエネルギー
政策とは別の次元だと思います。日本は京都議定書でＣＯ２削減に関して国際的なコミットメントを行ない、低炭素社会の実現に向け国際的なリーダーシップが期待されていたにもかかわらず、
被害は甚大でしたが本来は防げた一度の原発事故で、世界のエネルギー政策を大きくミスリードする脱原発の方向に本当に転換すべきなのでしょうか。それほど震災前のエネルギー政策がい
い加減なものだったとは思っていません。

福島第一原発は確かに事故を発生させましたが、福島第二原発や他の原発はギリギリながら持ちこたえ冷温停止まで安全に誘導できました。1970年代の旧式の輸入原発の事故を捉えて全て
を否定するのは、一時の感情でやむを得ない面はあるにしても、客観的な事実を見ようとしない盲目的な行為だと思います。

エネルギー政策はベストミックスが大切です。原子力を安定した基幹エネルギーと位置付けて、それに新エネルギーや省エネを組み合わせたシナリオを推進しようとしていた矢先に発生した福
島の事故をどう捉え、それにどう対処するかは日本人の本当の知恵の見せどころだと思います。単に感情的に反応してしまうのか、もっと先をみた賢明な行動を取ろうとするのか日本人の真価
が問われるでしょう。

また、放射能に対する誤解に基づいた国民の感情に対して説明責任を果たさず、日本の安全保障を軽視した妥協的な政策（パーセントシナリオ含む）を見るにつけ、この国の抱えた不安定要
因と衰退要因に半ば絶望的な気持ちになります。

すでに開始された電力買い取り政策や新エネルギーに対する補助金制度により、ここ数年で電力コストは企業にとっても民間にとっても許容しがたい水準まで上昇するでしょう。その時、今は威
勢の良い脱原発派のなかからも見直しの要求が出て、分裂した意見が国中に渦巻き、国内が一層混乱すると予想します。最悪、今回の事故を切っ掛けとした混乱は、膨大な貿易収支の悪化と
ともに10年間ほど継続して日本を疲弊させ、1960年代の中国の文化大革命のように国家の発展に大きな傷跡となって発展を妨げはしないかと本当に心配しています。

今、脱原発派の人たちは金曜日の夕方に首相官邸を取り捲き、表面的には人の命を大切にせよとか、みんなで電気を我慢してでも原発をなくそうとか主張していますが、人の命を大切にする
のは当たり前であり、それよりも電気が不十分で停電の恐怖に怯えながらの生活や、国富が流出して海外からの輸入に制約が出て、今までのような衣食住のレベルや医療の水準が維持でき
なくなり、失業者が街にあふれて自殺者が増え、日本が先進国から滑り落ち、隣国の中国や韓国に対する誇りも失い、貧困生活を強いられた高齢者が溢れる国に我々が陥る危険性をどう認識
しているのでしょうか？

戦前の日本が一部の戦争を煽る新聞や軍部のプロパガンダにより、冷静に考えれば負けしかあり得ない戦いに竹槍戦法で挑み、最後は一億総玉砕の道にまで危うく歩みかけたときのように、
今は新たな国家衰退の危機に向け、冷静さを失った一部の集団に扇動された多くの国民が、歴史の誤った道に足を踏み入れようとしていることを懸念しています。人は個人では賢明な選択を
する場合でも、集団では時として結果的に愚かな判断の誤りをするものです。また最近は、世の中で反原発派からの度を越した非難や中傷も多々見受けられるようになりました。

状況は悲観的です。過去の首相経験者も日本の足を引っ張っています。大衆に迎合し自らの頭で考えようとしない政治家や一部の有名人、芸能人、マスコミ、宗教家までもが冷静さとバランス
感覚を失い、現象のみを表面的に捉えて条件反射的な発言をネットでも繰り返しています。

今、日本は戦後最大の社会的経済的な危機にあります。心ある政治家や専門家は、もっと勇気を持って信念を表明し、反対派と対話して相互の論点を整理し正しい主張を広めていかなけれ
ば、日本の将来に大きな禍根を残すことを強く危惧します。以上

26591 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 日本は一部の反原発活動家に扇動され多くの国民が
誤った道を選択しようとしている。その原因は政府・専
門家・マスコミが正しい情報を流していない面あり。長
期的な原子力を基幹としたエネルギー政策が不可欠
である。

人間社会の営みについて議論をするには、突き詰めれば、宗教的・哲学的な議論まで遡らなければならないが、ここでは「文明の進歩発展の動きを逆転させることはできないし、そうしようとす
べきではない」という結論のみを主張しておく。その考えに従って原発について検討する。
科学技術を使用するに当たってはメリットとディメリット、そして国益、国家の安全保障も勘案しなければならない。そして「最大多数の最大幸福」を目指して政治的決断をしなければならない。
現在日本の置かれているグローバルな環境をみればエネルギーの供給状況は楽観できるものではない。シェールガス、メタンハイドレード、再生可能エネルギー源の開発等、石油以外のエネ
ルギー源の開発が進んでいるものの、国際的に見ても、今後エネルギー源の需要はますます増大する。少なくとも再生可能エネルギー源、あるいは全く新しいクリーンなエネルギー源が原発の
代替として充分実用化するまでは原発を捨て去るべきではない。今、原発を停止することは石油への依存度を拡大させることに他ならない。産油国の政治的不安定、シーレーンの安全保障上
の不安定要素を考えれば、石油への依存度を拡大すべきではない。また、CO2排出削減のためにも化石燃料の消費を抑えなければならない。今まで実用上問題無いレベルで運転していた原
発は再開すべきである。また、核弾頭が日本に向けてセットされていると言われるような世界情勢の中で、潜在的核兵器開発能力を維持することは安全保障上有利なことである。また原発技術
開発競争からも撤退すべきではない。
次に経済的観点から。脱原発はエネルギーコスト増大に直結している。世界的不況のなか、日本においては政府がさらに増税して景気後退をさせる動きをしている。個人の生活や産業の負担
を増やすようなことはすべきではない。特に産業においては国際的競争力の低下、工場の海外移転への圧力となる。コストの増大は景気後退、税収減にもなる。また外国からの燃料購入にお
いて、取引を有利に進めるためにも多様なエネルギー源を確保しておくべきである。原発の建設にはすでに多くの投資をしている。たとえ廃炉にするにしてもコストがかかる。運転を続け利益を
出すことができるのであれば運転を継続するのが合理的判断である。
震災後もなお日本製の原発の導入を希望する国がある。これは日本の技術力への信頼に他ならない。教訓を生かしより安全性の高い原発を開発することは国益でもあり、世界への貢献でもあ
る。
原発廃止を主張する人々は安全性に対する不安のみを観点として被害が広域、長期間に及ぶことを懸念している。政府当局も非常に厳しい安全基準を設けている。またマスコミも、ほとんどそ
の数値がどのようなことを意味しているのかを詳しく説明することなく、ひたすら基準値を超えたということを繰り返し、情緒的な不安を訴える市民の声を報道するのみである。
しかしそれは真実だろうか？世界各地で放射線被害を調査している札幌医科大学の高田純教授は、政府の定める帰還困難区域であっても、そのままでも健康被害は起きないと発表している。
今年5月中旬、世界の専門家が4年に一度集まる国際放射線防護学会(IRPA)がスコットランドのグラスゴーで開かれ、そこでは放射能と原発に過度な反応をする日本の風潮への批判も多く出た
とのこと。アルゼンチンの研究者は、内部被曝が外部被曝より危険だとする一部の見解を否定し、食品に含まれる放射性物質の基準を自然放射能よりも強化したことも批判した。フランスの研
究者は「エネルギー資源のない日本が全原発を停止させてどうするつもりなのか」と語り、混乱する日本の状況を批判したとのこと。また、「私が驚いたのは、今回の国際会議に日本のメディア
が1社も来ていなかったことです。あれだけ福島について悲観的な報道をしながら、『世界の専門家が福島の現象をどう考えているのか』については興味がないというのは大いに問題です。日本
は世界に恥をさらしてしまったのではないでしょうか。」とも述べている。（雑誌「ザ・リバティ」２０１２年８月号より）
それが真実ならば、多くの避難者を生み出しているのは、多々指摘されている震災当時の首相の判断の拙さ、行政府の判断ミスや、日本特有の過剰なまでの潔癖性が原因と言える。
放射線による発病の確立を数値的発表しているが、喫煙と比べてどうなのか、生活習慣病と比べてどうなのか、交通事故で死亡したり怪我をする確率と比べてどうなのかといった議論は聞いた
ことがない。交通事故による死亡は確実に毎年数千人に達している。しかし自動車を一切廃止しようという議論は聞いたことが無い。また自殺者数は毎年３万人を超えているが、電気代の上昇
による景気の後退は自殺者の増大を意味する。
情緒的な不安を増大させ、冷静な情報分析をすることなく反原発のバイアスのかかった偏ったマスコミの報道姿勢も問題である。また中国はあらゆる手段で日本の防衛力や経済力を下させよう
とする工作をしているとも言われている。日本の核兵器開発への道を確実に塞ぐために工作をしている可能性も否定できない。中国の工作員でなくとも、日本国民でもイデオロギー的に政府の
政策や企業家の活動に対してことごとく異を唱える勢力が存在する。
このようなパブリックコメントにおいても、声高に政府に反対する勢力が活動していることが懸念される。またマスコミの影響で情緒的な不安感のみで原発反対の活動に参加し始めた人達もいる
ようだ。
行政府にはリアルな世界情勢の分析、科学技術の評価、将来を見据えた経済的影響、原発の管理体制、官民合わせた危機管理体制の見直し、正確な情報公開などを期待するものである。

会社員・
公務員

５０代 男性 原発の運転は再開すべきである。原発への依存率は
下げるべきではない。むしろ、より安全な原発を開発
すべし。

26590 個人



26602 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 原発０　です。 ０シナリオ、
『２０３０年までに』ということは当然２０１３年も含まれますね？
２０３０年には当然０。

理由は書ききれないほどありますが、
なにより重大な理由は現実的に『使用済み燃料が処理出来ない』ということです。
貯蔵先もじきに満杯。外国に持って行くとか、
地中に埋めるなどと言うのは、無責任極まりないやりかたです。
でも、他に方法は無い。再処理したって同じです。
廃棄物が０になるわけではない。
これは人間には処理出来ないということです。

もう、１グラムの廃棄物も後世に残したくないのです。
いまあるだけでもとんでもない量なのですから。
経済云々言う人達がいます。電気が使えなくなったら
どうするんだと言う人もいます。
ですが、
どんなに困っても、人としてやってはいけない事があります。
核廃棄物を、自分たちの生活のために作りつづけるのは
これ以上無い、恥知らずな行いであると思います。

ですから、20年などど悠長な事を言うつもりは毛頭ありません。
即時廃炉。

次回の選挙では、ちょっとでも容認するような候補者には
絶対に投票しません。

26603 個人 無職 ３０代 女性 原発ゼロシナリオ（即時） 今回のような原発事故はあってはならないと思います。原発に替わる自然エネルギーの開発にシフトしてください。

26604 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 0%を目指すが、移行措置として最低限、5%程度の稼
働は認める。

高レベル放射性廃棄物の処分場は決まっていない。
使用済み核燃料の再処理工場が稼働しておらず、これから一体いくらかかるか分からない。
再処理を諦めて、全量、地下埋設としても日本に適地がない。
福一の4号炉の使用済み核燃料の処理に一体いくらかかるか分からない。新型のロボット開発が不可欠で、高線量の中で使えるロボットを作れるまでにかなりの期間を必要とする。
上に例示したように、原発の安全管理コストはうなぎ上りで、かつ天井しらずなので、脱原発の方が経済的負担が少ないからである。

26605 個人 その他 ６０代 男性 原発にたよらない自然エネルギーの社会を実現させ
て下さい。

今、あなた方が「福島」を中心としてだしている「安全数値」が本物なのか…どうしても疑いです…

疑いが無いとしても、ほんらいは「放射能は、限りなくゼロ」が正しいと思います。とくに子どもたちにとっては、安全数値では無くて、ゼロへ、ゼロへと行くべきではないでしょうか・・・

再稼働などもっての他です、電力不足・・？・・先日、ある水力発電所を見学しましたが、「半分稼働」しかしていませんでした…いま、やすまされている「水力発電」が日本中に幾らあるのか知り
ませんが、国民へ「節電要請」だけでなく、原発以外のすべてのエネルギーが、どうなっているのか、フル稼働したらどうなるのか、などディタ―を出したください。

26606 個人 その他 ４０代 男性 選択肢の中ではゼロシナリオを支持する。ただし、こ
のシナリオは現状の成長戦略の延長線では達成が難
しいと考えるので、国家の構造、国土軸の変革を含め
た大胆な戦略が必要と考える。

原発については、新たな建設を行わず、リスクが高い原発の即時廃止、比較的低リスクな原発の稼動は適正な（当初の設計に基づいた）期間に限定して行うと、2030年にはおおむね0になる。
この間、核廃棄物の最終処理に向けた対策を、大胆に、かつ、安全性を最大限高めて実施することが最重要である。また、稼動期間の決定については政府、住民、国民の合意形成を適正に
行って進めてほしい。
化石燃料の使用については、シナリオをおおむね支持。再生エネルギーについては、比較的安定利用が期待できる、地熱利用に関する技術開発と合意形成のための法整備を優先するべきと
考える。シナリオにはない潮せき力、海流利用など持続的利用が可能な研究開発にコストをかけるべきと考える。CO2削減対策を含めて研究開発予算を増やす必要がある。
省エネルギー対策については、現在の東京を含めた人口・産業集中を改める国家戦略の大転換を検討するべき。この中での人間の移動・活動がエネルギー消費の無駄を生む。まずは都市の
生産活動に関与することが少ない国家公務員を夏季は比較的涼しく、冬季は極寒でもなく人口密度も低い地域（今回の被災地である福島県浜通り、北海道根釧）に移し、首都機能を一部移転
することなど検討してはどうか、地方分権も大胆に進めるべきである。北海道は涼しくてよいよ。

26607 個人 その他 ４０代 女性 原子力発電の再稼働、利用に反対です。 事故が起きた場合誰も責任がとることのできないものは使用するべきではありません。日本では地震が起こる可能性が大きい事実を無視する事はできません。しかも核廃棄物の処理法も世界
的に解決していないのに、これ以上廃棄物をだすことも即やめるべきだと思います。環境が破壊されたら経済成長にも何の利点もありません。その逆に様々な再生可能エネルギーを開発し、支
持するのは経済面、環境面にも未来があります。

26608 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 女性 原子力発電、ゼロシナリオを支持します。 個人的には2030年では遅すぎると感じています。
福島事故の収束すらままならない現状に加え、いつ次の大震災が起こるともしれない地震国日本での原子力発電はあまりにもリスクが高いと思います。
国には国に見合った発電方法があり、日本では原子力発電以外の方法をとることが妥当だと思います。
太陽光発電や地熱発電など、研究開発を重ねればいくらでも補う方法はあるはずです。
これ以上原子力発電によって大量に生まれてしまう放射能汚染廃棄物を次の世代に押し付け続けるのは辞めましょう。

26609 個人 自営業 ６０代 男性 (1)ゼロシナリオを選択します。

最終処理のできない核燃料を使用する原子力発電に
反対します。

意見
本当は、ゼロか原発利用かの選択とすべきです。
１５％も２５％もリスクは同じで、リスク率が高くなるだけのことと思います。
一言でリスクと書きましたが、昨年の福島原発で明らかなように、
一企業が持ちこたえられるようなものではなく、国が推進してきた上での負担責任は国民全体、
国の全面負担でするべき事です。
原発に関して積極的支持者も反対意見者も、現実にその恩恵に依っている以上、
リスクが現れた時には当然のことながら負担責任は平等に負うことになります。

最終処理の出来ない原子力発電には反対します。これがゼロシナリオ選択の理由です。
一基でも原発を使えば、抱えるリスクは変わりません。（絶対安全などはありえず、いったん事故やトラブルが起きた時には、昨年の福島原発で明らかです。それに依る放射能被害の影響等は
各方面の専門家がデータを出して居られますのでここでは書きません。）

原発を利用し続けるか、否かはこのﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｺﾒﾝﾄの収集といった短期日で結果をだそうとせずに、
一年先に国民投票で方向選択をすることを決め、投票までの一年間に各方面での議論、勉強会等
国民すべてが責任を持って直接選挙で結果を出す。といった方法を切望します。

一個人に意思表明の機会を得た、この時に、未来の自分及び家族に恥じることのないように、
誠意をもってこれを提出する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2012年8月5日

26610 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 (1)のゼロシナリオを支持します。 理由
１．放射性廃棄物の処理方法が確立されていない、これ以上廃棄物を増やすのは子孫にそのつけをまわすので絶対反対。
２．原子力発電は最終的に労働者の被爆を防げないこと。
以上によりすぐにでも原発はゼロに。

26611 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 　東電福島第一原発事故直後の２項対立の中、提供
されている判断要素も不足している状況で、稚拙に３
択問題のように取り扱ってよいのだろうか。しかも、拙
速に８月には政府が責任ある決定を行うなどおこがま
しい。

　特にエネルギー問題に関しては、世界でも過去に戦争までに発展した歴史的な事実もあり、国家・国民の存亡にも係る最重要課題と考える。
　然るに、わが国の将来を決定しうる重要な施策の選択にしては、提供されているデータ等があまりにも狭小で限定されており、慎重かつ適正な判断ができない。それぞれの選択肢に対する
もっと多岐にわたる客観的な得失データを提供して欲しい。

26612 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を主張する

このパブコメ募集の前提は「2030年までは原発が維持
される」だが、想定外のことは常に起こりうるので、原
子力発電は使うべきではない。

エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見

「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を主張します

２０３０年まで原子力発電を容認するという前提にそもそも反対です。

確かに関西エリアは原子力発電がないと計画停電の危険があり、生命にかかわる危険があることから、今夏の大飯の再稼働はやむをえなかったと思います。

しかし、それはあくまでも緊急避難的な意味合いであり、これからも原子力発電所を使っていい、というものではないはず。

今回の事故で明らかになったように、原子力発電は、事故の被害が桁違いです。そして、すべてのリスクを想定して対策を打つなどということは不可能です。ならば、使わないことが最高のリス
ク回避策だと思います。

「もう原子力発電は使わない」ということをはっきりさせておきたい。そして、再生可能エネルギー開発に尽力し、供給電力量を増やしていくロードマップを国民に示してほしいです。

26613 個人 家事専
業

６０代 女性 すべての原発を即時廃炉にしてください。 現世代だけの便利さや経済性よりも子々孫々までの安全性のほうが大切です。大企業が出て行ってもかまいません。これからは緑の産業の時代になると思います。

26614 個人 家事専
業

５０代 女性 原発は、ゼロ。そして、再生可能エネルギーにシフトす
べき。と同時に、使用済み燃料の貯蔵についても、早
急に研究すべき。これを５年をめどに、行う。予算を集
中的の割り当て、この分野を育てる事が大事だと思
う。

現在の日本は地震が活発化している。その中で、沿岸部に集中した原発は、非常に危険です。また、福島の事故のような事が起これば、日本の再生は不可能でしょう。
今回の事故で、政府は放射能汚染の封じ込めに失敗しました。本来、年間一ミリシーベルトであるべき基準を勝手に変え、現在もあやふやなままです。
そのそも、あの初期対応をみれば、日本は原発を動かす能力があるのか？と疑わざるえません。そのような中、原発を今後も続けるなど、とうてい納得できないし、これは世界の人々にとって
も、納得できる事では、ないでしょう。
原発はゼロにすべきです。これは、福島原発事故をおこした日本のやるべき事。当たり前の事です。
原発を残すシナリオ、なぜ、このようなシナリオができあがったのか、不思議でなりません。
普通に考えれば、原発ゼロしかないでしょう。それが良識というものです。

26615 個人 無職 ６０代 男性 ゼロシナリオを支持する。設計・危険予知・運転等全
てに必ず、過失・想定外が生ずる、大惨事の危険度
は０にはならない。最高級電磁鋼板を鉄心材料に用
いた発電機・変圧器に更新し発送電中の電力損失を
最小にする。

人間の行動は完璧ではなく、必ず、過失・想定外が生ずる。他の災害と異なり原発事故の影響は、国内・当世代に留まらず、地球規模・世代を超えて続く大惨事でなり、その危険度は０にはなら
ない。
代替エネルギーの議論の前に、先ず電力損失を最小にする施策を採るべきである。海外では、Ｌｏｓｓ　Ｅｖａｌｕａｔｉｏｎ制度により、最高級電磁鋼板を鉄心材料に用いた発電機・変圧器が普及して
いるが、国内電力会社は投資抑制上、この点に意を用いていない。

26616 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ３・１１の福島原発事故で明らかな原発の危険性から
私たちの命を守るには，｢ゼロシナリオ｣しかありませ
ん。

地震国日本では，近い将来相当大規模な地震が想定されています。その中で，原発の安全性を保つことは不可能だと考えます。将来の日本を担う子どもたちに，そして今を生きる私たちの安
全を確保するためには，｢ゼロシナリオ｣しか考えられません。

26617 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 2030年までの原発比率は”０％”が当然であり、2030
年では遅すぎ、もっと早い時期に原発０％が必達であ
る。

そもそも「2030年までの原発比率の選択」はまったく議論の対象にもならない。
震災後の日本においては”即刻０％”が当たり前だが、これではパブリックコメントに対する選択肢にないため、恐らく無効意見として処理されてしまうと思われるため、あえて上記意見を回答し
た。
　電力需給、代替発電、雇用確保をしっかり検討して何年なら原発を廃止できるかを議論すべきで、出発時点で全く違う方向を向いている。

以下の理由により原発は不要と考える。

原発の安全性について：
　震災後は全く安全とは言えない。何故、安全と言えるのかの理由が明確に開示されていない。
　安全が確保できないのに大飯原発再稼働も理解できない。
　安全第一とあるが、その意識は無いのか？
電力需給について：
　電力需要予想は原発再稼働ありきで作られたとしか思えない。
　国、電力会社が停電停電と不安を煽っているとさえ感じる。
発電コストについて：
　震災後の保障費用を考えると本当に原発の発電コストは安いのか疑問。
核廃棄物について：
　この処理方法が明確になっていないのに、廃棄物を出し続けることが何故できるのか理解できない。

26618 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発は、可能な限り早急に廃止すべき。
また、40年上継続して使用させてはならない。
40年を超えるものは即刻廃炉すべきである。

今度の福島原発の惨事を見て、本当に、被災された方々に申し訳なく、自分も原発ではないものの技術で生活している者として、この日本国が進むべき道を誤らないために、一言意見を申し上
げさせて頂きます。

今の、世界、日本は、全ての技術が自分たちにあり、どのようにでもコントロールできるように考えていますが、このように考えるのは人間のおごりであって、
人間の知識がDNAが、完成されたものではない証拠です。

人間の現在の最高の技術を使っても、人を殺すことは出来ても、人どころか下等動物すら、自らの技術で作ることは出来ません。

まして、核物質の廃棄については、自分の一生の範囲内で処理することは出来ず、気の遠くなるような年数を管理しなければ、人類に危害が加わります。

このような技術は、利用すること自体、悪で、人類に対する犯罪で、無責任極まりない選択です。

是非、自然と共生する技術のみを選択され、おごることなく未来の人類のために、今現在、共生出来ない技術は廃棄してください。

将来に、不安を残す技術は、即刻、廃棄してください。

切に、お願い申し上げます。

26619 個人 家事専
業

３０代 女性 「エネルギー、環境に関する選択肢」に対し、原発は
０％に。

原子力発電は、すべて、即停止してください。
私たち人間は、知恵を持ち合わせていますから、原発という管理しきれないエネルギーを使わずとも豊かで平和な生活を営めるはずです。事実、原子力発電の稼働が０基の時期でも問題なく
生活できていました。
原発事故のために奪ってしまったものに対し、恥を知り、反省し、つぐない、そして平和な未来を受け継いでいくべきだと思います。



26620 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 2030年段階の全電源に占める原発の比率
(1)　0%

福島第1原発事故が証明したように、原子力発電は放射能汚染が起こる。
可能性うんぬんではなく、実際に原発事故が起こったことは重く受け止めなければ
ならない。
　原発0　を日本は目指すべきである。

26621 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ３つの選択肢から敢えて選択するとすれば20-15％を
選択する。

３つの選択肢ともに、GDP成長率を約１％としているが、国の成長戦略2％と整合性がない。その中で戦力供給量を10％削減しているので、将来の安定的供給に対し不安が残る。
またどの選択肢においても大幅なコストアップが見込まれており、国際競争力に晒されている日本産業は、益々国内での生産が困難になり、海外移転がより、国内産業空洞化が進むむことに
なる。その結果、地方にある生産拠点がなくなり、地方経済に打撃をあたえ、雇用がなくなる。
その中で、コストアップの上昇幅が比較的小さく、エネルギー構成に幅のある20-25％を選択する。

26622 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 ゼロシナリオ
全原発即時廃炉、即再稼働停止を求めます

(1)危険な活断層や、南海・東南海・東海地震の震源上の原発も今回の福島原発以上に大きな被害をもたらすために即廃止を！
(2)ひとたび事故が起きると人間の手には負えない状況が続き日本だけでなく世界中に被爆が広がる
(3)作業員の被爆やその土地に住めなくなりせまい日本では住むところがなくなる
(4)原発より安全な(被爆しない)天然ガスの利用を

26623 個人 家事専
業

７０代 女性 2030年に原発０となるよう希望する。 使用済み核燃料の処置が出来ず　現状の処理にも膨大な年月の掛かる原発には反対する。

特に地震国日本においては　再びフクシマが起こらないため脱原発を目指すべき。

2030年に向けロードマップを作り　我々国民も共有して
すすんでいきたい。

26624 個人 その他 ７０代 男性 原発は即廃止すること 国民の幸福度を上げるには、原発は即全廃しなければなりません。
健康や生命に不安があっては、幸福も何もあったものではありません。
原発の廃止など、あまりにも当たり前の自明のことです。
パブリックコメントの必要もないことです。

26626 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 使用済核燃料は百万年間毒物であり続ける。原発１
基が１年運転する毎に核のゴミが１トン増える。これを
無毒化する術を人類は持たない。後世へこれ以上負
担を強いてはならない。

タイトル：原発稼働、即刻ゼロにすべき

理由：原発を運転すると核分裂生成物が否応なしに作られる。100万kw/hの原発１基を１年間運転すれば、その量は約１トンになる。原発を運転すればするほど、この「核のゴミ」が貯まってゆ
く。貯まったゴミ＝使用済核燃料棒は使用済核燃料プールで冷却し続けなければならない。冷却不能が続けば、やがて冷却水が蒸発し、使用済核燃料棒がメルトダウンして大気中に放射能が
放出され、我々の生命・健康を脅かす。核分裂生成物を無毒化する技術は無く、処分方法も確定していない。後世に危険と負担を押し付ける「核のゴミ」をこれ以上増やしてはならない。

再処理と聞くと、何やら放射能を無毒化してくれるように誤解されるが、再処理工場は、使用済核燃料棒からプルトニウムを取り出すための工場であり、無毒化するためのものではない。むし
ろ、プルトニウムを取り出す過程で膨大な放射性物質が放出されてしまう。それは、原発１基が１年間で環境に放出する量を僅か１日で出してしまう程である。しかも、捕捉が可能なトリチウムや
クリプトンなども、捕捉に費用がかかり過ぎるのでそのまま環境に放出するという。人と環境への影響を重視するならば絶対に運転すべきではない。

原発を稼働させるために火力発電所の半分も停止している。つまりそうしなければならない程発電所が余っている。火力発電所の70％を稼働すれば原発分の電力は賄えてしまう。電力会社は
「最大電力需要」に対応するために原発が必要だと主張するが、「最大電力需要」が「火力＋水力の供給量」を上回った事は1990年代に僅かにあった程度である。そもそも「最大電力需要」とは
「真夏の数日間」の「午後の数時間」の事でしかない。企業などの自家発電全国総量は東京電力１社分の供給量に匹敵する。「需給調整契約」「自家発電電力の購入」を活用すれば原発に頼る
必要は無い。

「原発を稼働しないと電気代が上がる」と政府や電力会社は言うが、詭弁もいいところである。政府発表の原子力発電のコスト計算には、立地費用、廃炉後の費用、事故時の賠償費用が含まれ
ていない。含んだ場合のコストは火力より高い事は、立命館大学・大島堅一教授が有価証券報告書を精査した結果、証明されている。

火力発電の内訳では、石油火力の比率は年々下がり10％程度しかなく、LNGが主力になっている。しかも、石油を１ドル＝107円のレートで購入し、値下がりし続けるLNGを石油価格と連動した
価格（米国の９倍）で購入しているのは大問題である。理由は、総括原価方式により、資産が増えれば増えるだけ電力会社の利潤（資産の３％を電気代に上乗せできる）が大きくなるからだが、
これでは到底消費者の理解は得られない。即刻適正価格で調達するようにすべきだ。

新エネルギーの技術体系が確立されるまでは、原子力を除く既存のエネルギーでしのぎ、次第に新エネルギーにシフトしていけば良いと思う。
26627 個人 会社員・

公務員
４０代 男性 (3)を支持。国民の命を守るのは経済力である。経済

力を維持するには原発は必要不可欠。エネルギー安
全保障の面からも原発は重要である。オイルショック
の教訓を忘れるな。また、再エネは、国民負担を莫大
に増やす。

私は(3)の20～25％を支持する。理由は以下の通りである。
１　経済力の維持
　日本は、企業の努力で、強い経済力を持つことができた。原発反対派は、これを経済至上主義とか、人より経済かとか、命より経済が大事かという。しかし、冷静に考えれば、現在の日本で、
健康で文化的な生活が維持できているのは、強い経済力のおかげではないか。原発が停止してから、３兆円ともいわれる国富が海外に流出し、一時的であるが貿易赤字に転落したという。もう
一つ、重要な視点が1000兆円を超える財政赤字である。これを返していかなければならない。原発が止まれば、安い電力が維持できず、経済力は弱まり、貿易赤字が増え、ますます財政赤字
の増加が予想される。そうなると、財政破綻、ハイパーインフレ、ギリシア以上の混乱が予想される。また、世界経済への甚大な影響もある。なるべく早く原発を再稼働し、電力の安定供給を目
指すべきである。
２　エネルギーの安全保障
　原発が止まり、化石燃料の輸入が増えた。現在、世界の至る所で紛争が起こり、いつどこで、化石燃料の輸入が滞るかわからない。エネルギー自給率４％の我が国にあって、多様な電源確
保は重要な安全保障である。原発の燃料であるウランは世界各地に分散し、政情の安定している国からの輸入が多い。また、電力会社は、当面のウラン燃料をいつも先んじて確保していると
聞く。日本の安全保障上、原発は重要な電源であることは明白である。オイルショックの教訓を忘れてはいけない。
３　再生可能エネルギーの危うさ
　原発比率を下げ、再生可能エネルギー比率を上げようという流れであるが、現在２％である再生可能エネルギー比率を30％に上げるのは、国民負担を途方もなく増加させる。そもそも再生可
能エネルギーは、非常に薄いエネルギーを集約して利用する。これには莫大な設備投資が必要である。原発に比べて何倍もの設備投資が必要となってくる。その資金をどこからもってくるの
か。国家財政は破綻寸前である。効率の悪い再生可能エネルギー開発に財政から投資するのは財政破綻を確実に早める。また、もちろん電力料金も上がる。資金がいるのは発電所だけでは
ない。不安定な電力を受け入れるため、電力網の改善も考えなければならない。再生可能エネルギーを30％までにすることは、財政破綻を早め、国民の負担を増大させるだけである。
　以上の３点を主張したい。冷静に考えればシナリオ(3)しかありえない。私は、多くの国民に子どもたちのことを考え冷静に判断してもらいたいと心より思う。

26628 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 ２０３０年を待たず、早急に原発を0にする 私は福島県出身です。生まれ故郷は「うつくしま」というキャッチフレーズの県でしたが、今は汚染された県となりました。
福島の原発も安全性をうたわれていました。現在ほかの原発も安全性をうたっていますが、今回の福島原発事故により、リスク管理を見直さなければならないと考えます。
福島原発でこうむった被害額は、壮絶なものです。もう一つの事故があれば、日本は破産するだろうと考えます。
一般家庭で大きな損失が出れば、もう一つの損失の可能性を是正していきます。原発を続けることは、賭け事で損失したものを賭け事で取り返そうとして破滅することと同じ状況と考えます。
賭け事で家庭を破壊する家族は、被害をこうむる家族のことを顧みません。自分のことしか考えず、国や国民のことを考えない推進派の考えには腹立たしい限りです。
原発なくても安心して生きていける国こそが、本来の政治がなされている国だと考えます。
不安の中での繁栄は、国の政治ではなく、賭け事にのめりこんでいく恐ろしい家族と同じです。

26629 個人 家事専
業

４０代 女性 (1)ゼロ
原発は要りません

このような
国民の意見を募集する場を与えて下さったことに感謝いたします。

さまざまな書籍や勉強会などで自分なりに考察してまいりましたが、

原発の恐ろしさ、
そこから出る廃棄物の処理方法がまだないこと、
日本は地震大国であること、
原発がなくてもエネルギーは足りていること

を考え合わせまして原発は必要ないと考えます。

日本は豊富な自然エネルギー資源とその高い技術力を使って、脱原発によるエネルギー国家として世界のリーダーになって欲しいです！！

26631 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発の稼動をゼロにして、代替エネルギーの研究開
発を、経済政策として推し進めていくことを求めます。

原発は科学技術そのものとしては可能性を持っていても、実際にそれを推し進める体制、現場はずさんであり、稼動を続けることはフクシマの事故を繰り返すことにかならずや繋がる。経済政策
としては、たとえば観光立国をめざすにしても、まったくマイナスの要素にしかならない。環境技術の先進性を軸に、産業構造の見直しも進める。

26632 個人 家事専
業

４０代 女性 原発は0%にしてください。 経済面、安全面すべての面において、原発がない方が、世の中うまくいく。
自然エネルギー先進国として、世界に誇る日本を実現しましょう。

原発を動かすだけで
被爆者の出ること

非常に危険なごみが出ること

そのごみの処分の方法も不安の残る形で
今もプールが満タンになっていること

再処理にも、大きなお金が消え
かつ事故が多発していて困難なこと

もし成功しても、大きな危険が伴うこと
核兵器に簡単に転用できるようなものを作り出してしまうということ

たくさんの事実を知りました

今の、私たちの暮らしは
電気に大幅に依存しています

しかし、本来は、電気を使わなくてもできることに
大きな電力を使い、浪費しているところがあるようです

IHコンロの強火３ｋｗとか、もったいないです
熱を使って、発電して、それをまた熱に変える
その間に、エネルギーのロスも出てきます

見直していくことにより
もっと電力に頼る暮らしから、変化することができるはずです

さらには、電気がなくても
生きて行くことはできるのに
そのために、大きな危険を伴う発電方法を選択しつつけるそのメリットは何でしょう。

現状は現状として、
どうしたら、ゼロへ向かえるかを
国全体で考えていきましょうよ！！！

26630 個人 その他 ３０代 女性 原発ゼロの未来を選びます

原発を今すぐとめ廃炉に向かう

現状では火力を使い、その上で、大幅な節電もしてい
き
さまざまな発電方法へ移行していく形を希望します

与えられた選択肢では、「原発ゼロシナリオ」しかありません。それも、即刻、すべての原発を廃炉にすべきです、猶予はありません。
一つ目の理由について。
まず、原発を稼動すると少なからず放射能を出します。その上に、海水の温度を上げます。原発を短期間止めただけなのに３度も下がったといいます。今の温暖化や異常気象の原因の一つに
もなっているのではないでしょうか。海水の温度を上げてしまうことがどれだけ重大な問題なのかわかっているのですか。
つぎに、原状回復に関して、原発震災によって自然、物のほか、生活や心までずたずたにしてしまいましたね。絆なんてきれいごと言っている場合ではないのです。現実を見てください。庶民の
生活を見てください。
原状回復できるというのであれば、即刻戻してください。できないでしょう。

二つ目の理由について。
あげればきりがないですが、まず、原発で地球温暖化を防げますか？　嘘は言わないでください。まだだますつもりですか。ウランを採取するときから、炭酸ガスを全くださいなのですか。また、
原発は安いですか？　廃炉まで含めて考えれば何も安くはないはずです。安定して電力を提供できますか？　くらげが大量発生する程度でおかしくなる上に、ウランの量だってそんなにありま
せん。
つぎに、チェルノブイリ異常の事故を起こしておいて、矮小化したり、本来強制的に非難させるべきところを故意に怠ったり、活断層の上であることを認識しながら原発を造ったり、多くの利権が
絡んでいたり、人口の少ない漁村等を差別して麻薬付け（原発関連の交付金なしでは生活が立ち行かないようにすること）にしたり、このようなパブリックコメントで作為的に意見を誘導しようとし
たり、やることなすことすべてウソ。悪事はみえみえです。
本当に問題を考えるならば、まずは責任の所在を明らかにして、すべての人間に責任を負わせるべきです。中曽根元首相を含め、すべての人間にです。資財没収もすべきです。税金を使う必
要などまったくありません。日本には生活保護という有難い制度があるのですから、そのくらいやって、しっかりけじめをつけるべきです。新しい組織づくりについても、これまで原発に関わってき
た、御用学者や官僚をすべて排除しなければなりません。それもできずに、未だに御用学者を採用して何ができるのでしょうか。意図は見え透いています。
野田首相が、福井県知事の意見を受けて国民に向けて意見を言っていましたが、あれなど愚の骨頂です。発言内容がすべてウソ。
例えば、「福島を襲ったような地震津波が起こっても、事故を防止できる対策と態勢は整っています」など言っていますが、大飯に免震棟ができるのは３年後とのこと。まっかなウソです。「安全性
が確保されている」って、誰が保障しているのですか。何かあったときにはどのように責任を取ってくれるのですか。
「国民の生活を守るため」に電力が必要とも言うが、去年だってあまっていることを隠してウソをついていた。今年だってそうだ。医療機器をしようする人に恐怖心をあおりたてながら、電力が必
要とそればかり。経団連等の言いなりです。また、恥も外聞もなく「電力コスト」についても、安いと主張しているが、前述のように廃炉まで含めて考えれば安いわけはないはずです。
「化石燃料への依存を増やして電力価格が高騰すれば、ギリギリの経営を行っている小売店や中小企業、そして家庭にも影響が及びます。空洞化を加速して雇用の場が失われてしまいま
す。」
「夏場限定の再稼働では、国民の生活は守れません！　さらに我が国は石油資源の７割を中東に頼っています。仮に中東からの輸入に支障が生じる事態が起これば、かつての石油ショックの
ような痛みも覚悟しなければなりません。」
あげればきりがありません。原発ならばそのような問題がないのか、そのようなことには一切触れず、押し通す愚かさがよーくあらわれています。これで納得ができるものではありません。滋賀
県知事が、圧力を受けた、脅されたといっていたが、政府等のやることには、全く信用ができない。これが現実です。　「国民の生活を守る」のが大事であれば、まずは、危険を取り除きましょう
よ。地震や事故はいつ起こるかわからないものですから。
原発を存続させたい政府の本心は、核でしょう。そんなことも、庶民はわかっています。
「福島で避難を余儀なくされているみなさん、福島に生きる子どもたち、そして不安を感じる母親のみなさん、東電福島原発の事故の記憶が残る中で、多くのみなさんが原発の再起動に複雑な
気持ちを持たれていることは、良く、良く理解できます。しかし私は国政を預かる者として、人々の日常の暮らしを守るという責務を放棄することはできません。」ならば、即刻廃炉にしてください。

26625 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を選びます。
理由は大きく二つに分けることができます。
一つは、稼動自体が環境を破壊する上に事故が起き
たときに回復ができない。もう一つは、政府等のやり
方が汚いからです。



26633 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ”原発ゼロシナリオ”を選択します。  3つの選択肢の中から”原発ゼロシナリオ”を選択します。
 
 2030年までに原発ゼロをめざすべきです。
2012年5月に稼動原発ゼロの日があり、夏のﾋﾟｰｸ時も国民的節電でこの猛暑もｵﾘﾝﾋﾟｯｸを応援しながらも、それなりの電力消費もありながらも、乗り切れるとおもわれます。
原発は再稼動すべきでなく、これ以上の廃棄物を出さない為にもいち早く停止すべきです。

 人類は放射性物質をｴﾈﾙｷﾞｰ分野でも止めるべきです。
その方向性を日本もいち早く推進し世界に示すべきだとおもいます。
省ｴﾈ対策の他に、日本にむいている地熱発電、潮力発電等の開発推進と、大規模送電の必要性の無い
自家発電の推進も平行すべきです。

また、身の回りの“振動”などのｴﾈﾙｷﾞｰを利用する“ﾌﾟﾁ発電”など
最新技術を国家ﾚﾍﾞﾙでも後押しし、
原発技術より世界に輸出する技術としてこれからは推進すべきだとおもいます。

26634 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 パブコメや意見聴取ではなく、原発政策をテーマに広
く国民にその是非を問う国民投票を行い、国民意思
の所在を明確にすべきだ。長年の「無責任民主主義」
にピリオドを打ちたい。

原子力発電に関する「国民責任論」に反発する人が多いのは、自らが原発を選択したという認識ないし自覚がないからだろう。確かに、原発の是非をめぐって国民投票が行われたことはない。
国民が投票で選んだ議員の代表が政府を構成して、その政府が原発政策を推進してきたのだから、間接的に国民が原発を支持してきたことになるという論法も、国民と政府との関係が疎遠な
この国ではスンナリとは通らない。外国から見れば、自らの政府の行為について国民が全く責任を感じない国というのは奇妙な存在だと感じられるに違いない。実際、原発事故の海洋汚染で外
国に被害が及んだ場合、「それは政府の責任であって国民に責任はない」などという弁明は、世界に通用すまい。
国民の選択をはっきり目に見える形にすることは大きな意味がある。したがって原発政策をテーマに国民投票をすることは重要な前進である。国民の選択を明確にすることによって責任の自覚
がそこから生まれるはずだ。投票で結果を出せば、誰も他人のせいにはできない。
国民意思の所在を明確にすること自体に意味がある。長年の「無責任民主主義」にこの際ピリオドを打ちたいと思う。

26635 個人 自営業 ５０代 男性 福島原発事故を体験し、何の解決もできない事実を
知り、原発エネルギー即時、0パーセントを強く求め
る。

福島第一原発事故の未曾有の大事故に際し、原発政策の舵をとって来た、東京電力も日本政府もなんら事故を知らしめ、国民の命を守り、安全に避難させ、事故の収束に向かわせるような、
当たり前に持っていなければならない何も持っていないことが明白になった。福島の子供達は今も日々被曝の危険に曝され続けている。こんな政策しか持っていない政府に原発政策を任せて
行く訳にはいかない。各地の地震の予測の不備も明らかだ。エネルギー政策そのものを即時転換し、世界の模範になるチャンスだ。プルトニウム軍事転用等のくだらない、人の命を無視した茶
番に人々を巻き添えにするな。エネルギーは足りている。企業用エネルギーを少しだけ増やす協力をすれば良い。節電と、代替エネルギーで充分。即時0パーセントを決意して、次の未来へ、い
ますぐ舵をきれ！

26636 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力発電はゼロにしてください 福島を見てもらったらわかるはずです。郷土を汚染された人たちの気持ちを考えると経済性なんて考えられない。まず、原子力発電はゼロにすること。太陽光、風力、地熱の研究に原子力の資
金を投入してください。このような状況であれば、停電もやむ負えない。

26637 個人 その他 ５０代 男性 高温温度差発電が太陽光発電より有望な次世代発
電で、２００ボルト配電の促進がエコ家電減税より有
効な節電策になると考えます。それらを実現するに
は、電力事業を発電と送電、配電に三分する必要が
あると考えます。

海洋温度差発電等の経験から、２０℃以上の水温差があれば温度差発電が可能であることが分かっている。そして、８０℃前後の高水温差を活用する温度差発電を、「低温火力発電」や「バイ
ナリー発電」と呼ぶ人もいるかもしれないが、ここでは「高温温度差発電」と呼ぶことにする。高温温度差発電は製鉄所や化学工場等で行うことができるが、大都市のゴミの焼却炉や銭湯等で行
うこともできる。銭湯等で行う場合、燃料に廃油や褐炭のような安い化石燃料が使え、あるいは木材等を使うこともできる。おそらく、キロワット時あたり１０円前後で電力を供給することができる
と予想するが、技術上の詳細は別の機会に譲りたい。重要なことは、そのような大都市内の地産地消型発電を商用レベルで実現するには、電力事業を発電と送電に二分するだけでは不十分
である、ということである。電力事業を、発電と送電、配電に三分する必要がおそらくある。電力事業の三分化により、２００ボルト配電を促進することもできる。ヨーロッパでは、家庭で使用する
電気は２２０ボルトあるいは２４０ボルトである。２００ボルト配電に安全上の問題はない。日本の家庭で使用する電気が１００ボルトから２００ボルトになれば、分電等での損失が低減するため、
家庭の消費電力量を１割前後削減することができると考える。そして、最近の家電製品等の電源は、１００～２２０ボルトあるいは１００～２４０ボルトの範囲で使えるものが多い。

26638 個人 自営業 ５０代 女性 原子力発電については即全面廃炉を希望する。これ
以上次世代に負の遺産を
残す訳にはいかない。政府の良識ある結論をせつに
希望する。

原爆による被爆国日本。世界で一番放射能の脅威を知っている日本人の良識として
、世界中の原発の廃炉に向けて訴えなくてはならない立場。それにも関わらず、安全性に対して嘘で固めた電力会社及び経済産業省、政府に怒りさえ感じる。今後、エネルギー購入の自由化
に向け考えて頂きたい。高くても安全な自然エネルギーを希望する。

26639 個人 自営業 ７０代 男性 日本人には危機管理が出来ない。原発の総管理者が
いない。事故原因すら解明できない。隠ぺい体質が大
きい。ベント、水素が分かってない。計器すら読めな
い。原発全体が分る者がいない。地震国に原発は危
険、不要。

日本人、原発関係者は原発に関して改悪はすれ、特に安全、改善の意識がない。
諸外国が改善を積み重ねているのに、地震国日本で全電源喪失を安全基準から削除した。電力会社だから電源はどうにでもなると考えたのかもしれないが、東電など電力会社が原発の電源
について分かってなかった。
復水器などつけなかった。つけてた1号機の復水器が働かなかった。
ベントが分かってない。水素の知識がなかった。計測データが異常を示してるのに気が付いてない？全体評価が出来てない。あるいは隠ぺいかもしれない。
事故後の対応は泥縄式以下の情けない状態だ。
原発の専門家がいたら一見しただけで危険に気づき改善をさせたはずだ。
専門家、技術者が空き（削除）だったとしか言いようがない、役立たずばかり。
日本は世界でも有数の地震国です。原発では安心安全は守れません。
再生可能エネルギーなど技術はあるのです、新エネルギーの開発もできるのです。何故、原発にこだわるのですか？
二酸化炭素問題ですか、二酸化炭素温暖化説は間違いです。科学の悪用、トリックです。捏造です。温暖化は太陽活動の影響しかありません。
原発も温暖化問題も嘘や、捏造を重ねては前進できません。
政府は本物の科学、技術、日本人（人間）の気質を冷静に評価すべきです。
日本人は原子力村の様なものに弱い。同様に温暖化説にも弱い。研究予算に弱い、なびく、迎合しやすい。
日本人はいつ起きるか分からない、地震、過酷事故に対して緊張感を持って何十年もやれません。
再度事故を起こしたら日本人の住む場所がなくなります。
日本は直ちに脱原発宣言してに新エネルギーに転換すべきです。ここ2・3年が勝負、節電に協力して頑張りますから。

26640 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 3つの選択肢のうち、「ゼロシナリオ」（2030年時点での
原発依存比率ゼロ）を支持します。

3つの選択肢のうち、「ゼロシナリオ」（2030年時点での原発依存比率ゼロ）を支持します。2030年までは、安全性の確認が取れた原発の稼働は止む無しと考え、2030年をターゲットとして積極的
に「縮原発」していき、2030年時点で「脱原発」を達成するというシナリオが妥当と考えます。その場合にも、再稼働等する原発は必要最低限とすべきと考えます。

日本の人口（とりわけ若年、労働力人口）の増加の見通しが立たない以上、中長期的に年率1％以上のGDP成長、という推計に基づと、過大なエネルギー需要を想定することになると考える。
拠って立つべきは、一人当たりGDP規模の維持または緩やかな上昇であろう。そうであると、電力需要の伸びに備えるためという趣旨で「20-25シナリオ」が支持される考え方はその根拠が大き
く揺らぐものと考える。

「ゼロシナリオ」を取った場合、再生可能エネルギー・省エネルギーのための初期設備投資コストや化石燃料の輸入コストを要するものの、それは、原発を維持することの可視／不可視なネガ
ティブコスト（注）に比べれば、比較にならないほど安価であると考えられる。
（注）事故時の賠償金、安全対策費用、高レベル放射性廃棄物の処理・保管費用等

「15シナリオ」も中庸として考えられるが、原発を１基でも維持すること自体、上記の「注」に上げたコストやそのための人材育成、Ｒ＆Ｄ費用が大きくかさむことになろう。「二兎負うものは一兎を
も得ず」の格言よろしく、メリットよりも失うものが多くなることを危惧する。

将来世代の安全な暮らし、美しい国土、周辺国への責任を考えると、やはり原発ゼロを目指すことが現在世代の責任と考える。

また、再生可能エネルギー・省エネルギーの振興により、新たな産業・雇用を生み出し、日本が有する技術と文化的価値（自然度の共生等）を磨き、それを世界各国と共有していくことこそ、日
本の生き残る道であり、国際貢献・国際協力の目指すべき方向性と考える。

26641 個人 家事専
業

３０代 女性 原子力ゼロシナリオを推薦 東日本大震災で原子力のコントロールの困難さを経験しました。ウランは使用後、どこに処理するのですか。処理する場所も確保できず、できないリサイクルに費用をかけたり、原子力行政は
信用できません。原子力が利用できず、少々不便があっても安全性、命には代えられません。我慢できます。ゼロシナリオを推薦します。

26642 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 日本国内の原子力発電所は、可及的速やかに廃止
すべきと考えます。また我が国が主導的に核廃棄物、
廃炉の技術を開発し、国際社会において尊敬される
役割を果たすべきと考えます。

核燃料サイクルが、問題なく機能する目処が、立っていないこと、ウラン産出国の環境問題が深刻であること、また、原子力発電所の安全性に重大な疑念があることから、原子力発電所は稼働
させるべきではないと考えます。

26643 個人 無職 ５０代 男性 直ちに全原発を廃炉にすべし 既設の原発は直ちに全基廃炉にすべきです。
核のゴミの処理方法も決まっていないのにどんどんゴミを作るのは
キチガイ沙汰です。

電気料金が高くてもいい。停電してもいい。でも、原発はゴメンだ。
地球を守るには原発をなくすことが近道。

26644 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 選択肢該当なし
成長率および省エネ技術に問題ありでは？

経済成長率２％かそれ以上のシナリオで検討していただきたい。

さらに、省エネ技術が3割とか無理があるので、もっと現実的な水準で選択肢を示していただきたい。

新たなエネルギー源を増設するには何年もかかるので、馬鹿げだ選択肢を挙げて国民を馬鹿にするのはやめていただきたい。

26645 個人 家事専
業

５０代 女性 原発ゼロシナリオを希望します。２０３０年ではなく、今
すぐに稼働をやめてください。日本では今、大地震が
起きると予測されています。事故が次にどこで起こっ
ても、日本の国土の放射線汚染は取り返しがつきま
せん。

原発は今すぐに0％にするべきです。これまで、様々な災害がありましたが、原発事故ほど取り返しのつかないものはないということを、福島原発事故でしりました。福島原発からの放射性物質
の漏れをなくし、安全な状態にするためにどれだけの時間がかかるか見当もつきません。今も危険な状態にある原発に対して安全宣言をする総理の考えは理解できません。今、大切なのは目
先の経済的利益（しかも一部の人々の）ではなく、これから生まれてくる子どもたちの未来のための大きな決断です。つまり、原発はすべて止め、廃炉にする、ということです。現在、多くの人々
の願いとは反対に、大飯原発が再稼働されました。福井県は多くの活断層があり、大飯原発の付近にも可能性が疑われています。電力会社ではなく、今すぐ第三者の活断層専門家の調査を
するべきです。大飯原発は1日動くと原爆3個分の死の灰ができるといわれています。それを10万年にわたって保管しなければならないのです。すでに、各地の原発にはそのような放射性廃棄
物がたまり続けています。赤字国債どころではありません。こんな危険なものを電気を使っていない未来の子どもたちにおしつけるのですか？目先のお金より、未来の子どもたちの命です。今、
決断できないなら、日本は地球上のすべての生物にとって危険な地域になることでしょう。今いる大人がするべきなのは、原発を廃炉にするという決断以外にはありえないのです。

26646 個人 パート・
アルバイ
ト

６０代 女性 どういう社会を目指すのか、また未来世代へ何を引き
継ぐのかを考慮するのが今を生きる私たちの選択す
べき道ですし、また責任であると考えます。そのため
には原発は０にするのがもっとも賢明であると言えま
す。

　原子力の怖さを広島、長崎でもっとも知る日本人が、フィリピン海プレート、太平洋プレートの沈み込む地震国日本が、これだけ多くの原発を抱えているのは不思議です。福島以前に大きな災
害にならなかったのはむしろ幸運だったと言えるのではないでしょうか。
　世界人口の約半数は１日２ドル以下で暮らしているという統計もあります。「経済」は確かに重要ですが、私たちが実際求めているのは何なのか改めて考える必要があるのではないでしょう
か。夏に寒いほど冷房をきかせ、冬にアイスクリームが食べたくなるくらい暖房をきかせたいのか、そしてそれが幸せにつながるのか、昭和３０年と今を比べると私たちの暮らしは格段に便利に
なりました。では日本人はあの頃よりずっと幸せになったでしょうか。
　たくさんの税金を投入しながら、発電したのは１時間ほど、と言われる「もんじゅ」災害リスクを発電コストに入れない計算方法等、原発政策には不明な点が多くあります。またもっとも懸念され
るのは核廃棄物です。安全な処理方法が定まらない危険なものを私たちはこれからも出し続けてよいのでしょうか。これまでの人類が私たちに安全な地球を残してくれたからこそ私たちはこの
地に暮らしてこられました。これを私たちが破壊する権利はありません。今こそ勇気をもって原発は０にしていきたいものです。その政策で私たちは１日２ドル以下で暮らす必要などないのです
から。
　私たちは自民党が推し進めてきた政策に大いに疑問を持ち、民主党ならばこれを変えていただける、と信じて一票を投じてまいりました。原子力政策に関しても同様です。現在の原子力行政
はほとんどが自民党によって進められてきたものです。それを民主党が処理するのは悔しいかぎりですが、ここでこそ政権交代の意味を示す絶好のチャンスと考えていただければ、と思いま
す。国民の、いえ人類の安全を追求するのは現政府であると勇気を持って決断していただきたい、と思います。
　福島の危険が去ったわけではありません。３月１１日の恐怖は二度と味わいたくありません。後世の人々に日本政府の英断と呼ばれるような決断、すばわち原発０を一日も早く進めていただき
ますよう、期待しお願い申し上げます。

26647 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 原発ゼロをめざすべき。 いまなお、復旧の進まぬ、福島。風評被害に苦しむ東北。現状を考え、国民の安心安全を考えるなら、いますぐ原発ゼロしかありえないと思います。
日本の技術力をもってすれば、原発に代わる新エネルギーを軌道に乗せるのは
絵空事ではないと思います。そこに、新たな雇用や可能性も生まれるでしょう。
もう、次のフクシマを生み出すのはやめていただきたい。

26648 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロシナリオを選びます １　福島第一原発事故の原因が究明されていない
２　事故が起きた場合のリスクが大きすぎる
３　核の「ごみ」の問題が解決されていない
４　推進をする人たちが信用できない

26649 個人 自営業 ５０代 男性 「ゼロシナリオを支持します」 原発事故は又、必ず発生する。自然災害、設備の設計不具合、施工不具合、人的ミス、テロ攻撃。ひとたび事故れば膨大な範囲に影響を及ぼし、住民の生活圏が奪われ、地価は暴落、天文学
的な保証金が必要になります。事故というのは、まさか想像できない場合が多いのです。だれも想定できない事故が発生します。しかも原子物理学、素粒子理論がやっとフィックス粒子の存在
が確認できた程度なんですよ、まだ原子が解明されていない、未解決なエネルギーを利用している原子力は、非常に危険です。なんでも原子の大きさを東京ドームの大きさにすると、原子核は
鶏の卵の大きさだそうです。そして、その卵の質量は、なんと３億ｔだそうです。ものすごい質量です。人間の想像を超えた神の領域なんです。まだ、まだ、現代科学では扱えないエネルギーなん
ですよ。人間が完璧に制御できる技術になるまで原発はＮＯです。

26650 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 3択のなかでは、「1.ゼロシナリオ」を希望。
原発は早期にすべて廃炉にして、当面は不足分を火
力等で補う。将来的には、再生可能エネルギーです
べての電力をまかなう。

事故による影響について。
福島第一原発によって、原発は安全ではなく、事故が発生した場合の影響が甚大で取り返しのつかないものであることが証明されました。
他の発電方式では事故による影響は軽微であるが、原発事故による影響は多くの住民が半永久的に住めなくなるなど生活を奪われてしまう。
どのような人であれ、他人にそのようなリスクを負わせる権利はありません。
原発事故被災者を二度とだしてはいけないと強くかんじました。

発電費用について。
原発は安いといわれてきたが、実際はそうでないことがわかってきています。
廃炉の費用、使用済み燃料の処理費用、国費で補填されている費用等、発電費用にふくまず計算されています。
公正に計算しなおせば、どの発電方法よりも高いことは明白です。
太陽光発電等の再生可能エネルギーの費用については、悪意があるかのような計算をされています。太陽光発電は機械的ではないことから他の発電方法よりもはるかに長寿命であるはずで
す。なのに、不当に短い寿命で計算されているために、高い発電方法とされています。
このように発電費用の面でも原発よりも再生可能エネルギーのほうが優れていることから、原発は早期に廃炉にすべきです。

原発立地地域の経済について。
原発の廃炉には数十年という長い期間と多くの労働をともないます。
ですので、廃炉によって発生する仕事を立地地域の人に優先的に配分すれば、経済の問題は解決されます。
さらに再生可能エネルギーについても、立地地域に優先的に設置することで将来的にも立地地域に貢献すると考えます。

これらの理由から、原発を早期に廃炉にして、再生可能エネルギーの普及に国家規模で取り組むことが日本の将来の幸福につながるものと確信します。

26651 個人 自営業 ６０代 男性 ３つのシナリオの内、ゼロシナリオを支持します。
原子力は将来コストも含めて社会的負担が大きすぎ
るからです。

・原子力のみならず技術に絶対安全などあり得ないのだから、ことエネルギー源については被害が甚大で深刻となる原子力技術は最も排除されるべきである。
 （「原子力」は「核」と同義語であり、世界唯一の武器被爆をした国として戦後活動してきたことを考えるなら原子力発電所と言うようなまやかしではなく「核発電所」と言い換えた方が良いと思
う。）
・震災前の２６％を代替する電源エネルギーはゼロシナリオを容認するが、再生可能エネルギーを中心に「地産地消」のシステムづくりが必須と考える。そして、多極集中型の電気消費地に変え
る国づくりが大事だと思う。
・小水力発電と地熱発電への地方自治体支援を後押しすべきと考える。

26652 個人 家事専
業

４０代 女性 ただちに原発ゼロへ！！ 人間に制御できず、地球上にゴミ捨て場も足りないものを作り、使い続けるほうがおかしい。
原発関係で働く人たちを、自然エネルギーの会社で優先して働けるようなシステムを作れば、安心して、本当は原発には頼りたくない、原発ゼロへ！という声が大多数になるのでは？



26653 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発ゼロに賛成です 原発ゼロに賛成です。原発は人間が安全に管理できるモノではないと思います。
危険を冒してまで、代償を払ってまで、甘い毒にすがる必要はないと思います。
そして、代わりのエネルギーを求めるだけではなく、電気に頼り切った現代の生活を変えていく取り組みが早急に必要になります。何にでもより便利で楽なものを作りすぎ売りすぎたと思います。
国が動かないと、国民が自発的に省エネ生活になることは難しいでしょう。
このままでは、原発を増やしても電気が足りなくなっていくのではないでしょうか。いたちごっこで原発を増やしていくのでしょうか。
国民の安全を守ることに重点をおいていただきたいです。

26654 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 自然災害の多い日本に原発は向かないので、０％を
目指すべきである。再生可能エネルギーは安定供給
が難しいので、火力・水力の更新を政策の中心に据え
つつ、長期的課題として風力、地熱などに取り組むこ
とが望ましい

・日本は地震や津波、火山噴火など自然災害が多く、国土も人口に比して狭いため、原発事故が起こった際の被害が激甚であることが福島第一の事故で明らかになった
・『もんじゅ』など核燃料サイクルをめぐる一連の技術開発が破綻しているのは明らかだが、仮に技術的な問題が解決しても上記安全性の問題は変わらないため、廃止するべきである
・再生可能エネルギーは安定供給が難しいものが多く、太陽光などをエネルギー政策の中核に据えるのは困難である
・既存の火力・水力発電所が老朽化しており、電力会社はこれを原発再稼動の口実としている。短期間に実施できる唯一の現実的なエネルギー危機への対処は、既存の火力・水力発電所を更
新して稼働率を高め、最新技術の導入で発電効率を高めることと思われる
・再生可能エネルギーの中でも、天候などに左右される安定したエネルギー供給が可能とみられる風力や地熱などは、長期的に総需要の２０％前後を担えるよう、技術検証を行うことが望まし
い

26655 個人 家事専
業

３０代 女性 2030年と期限を設定するのではなく、より早い時期に
エネルギー政策の抜本的転換を図り、" 原発の依存
度を0 % "にするべきと考えます。

大飯原発の再稼働のプロセスを見ていると、今の政府には、福島の事故から客観的に、謙虚に学ぶ姿勢が全く欠けていると思います。根拠の無い安全性を強弁する政府を見て、むしろ、この
ような政府の下では原発を動かすことが危険であるとの認識に至りました。

26656 個人 法人等 ４０代 女性 原発比率０％を支持します。 我が国のエネルギー自給率は約１０％
９０％が輸入で、ほとんどが温暖化の原因となる化石燃料です。

石油や石炭も有限、海外依存減らしていかないと、海外情勢によって価格が上がったり下がったりしながら将来徐々に上がっていきます。
それは、すべて今対策をしなかった私たち世代が次世代に借金を先送りすることになります。
そのために、現在電気代が上がるなどの負担は私たちの世代が引き受けるべきだと考えます。

エネルギー政策を国民に問えるようになった今、持続可能で平和的な事前エネルギーへ大きく転換するのが良いと思います。
政府と国民が目的「自然エネルギーへの転換」を共有すれば、新たな産業にもつながると信じます。

日本は自然エネルギー産業に出遅れ感がありますが、丁寧で精密なもの作りの技術をもってすれば、まだまだ挽回できると思います。

最後に、
未来の子供たちや孫、その後の世代が、職業を持って自立して生活ができ夢をもって生きられる日本であることを望みます。
そのために、エネルギー自給率（食料自給率もだと考えます）を上げる将来計画がぜひとも必要です。

26657 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発、即時全廃炉を基本として早急に原子力エネル
ギーから脱却する。太陽光発電などのクリーンエネル
ギーに替えていく。

世界で唯一原子爆弾の投下を経験した国として、そもそもクリーンエネルギー、核の平和利用という根拠のない喧伝の下、原発に手を染めたことが誤りである。世界の中で日本だけが経験した
核の苦しみを、ここまできても学ばないという愚かな選択は絶対に避けるべき。
政府は国民を愚弄している。国民は政府を信用していない。マスコミも信用していない。

26658 個人 家事専
業

５０代 女性 原発は０％にしていかなければならないと思います。 大震災がきっかけとなりましたが、福島の原発がおこした事故によって、いままで無関心でいる間に、これほど日本中に原発が作られ、そのいずれもが、何かあったら
すべて危険なものだと知りました。こんなものに頼って豊かな暮らしを維持しようとするのは愚かなことだと思います。
地震国であることは避けがたい事実ですし、使い終わった燃料の処理も捨て場もないような、未来が見えないような事を推進し続けようとする人達の気がしれません。地球は今日の豊かさのた
めだけでなく、未来へも美しくつなげていかなければならないと思います。０％へむけて今舵を切るべきだと思います。

26659 個人 無職 ８０代以
上

女性 原子力比率は０％が必須である。 (1)現在の地球環境を地球規模で俯瞰すれば地球破壊につながるエネルギー政策は　安全が保障されていない原子力にたよることの誤りはおのずから明らかで　あ　る。
(2)地球上に生息する人類として将来の保障があやうい。
　成長過程にある子どもたちに安全な環境・地球をひきついでいくのは成人達の　責務である。
(3)現在、原子力エネルギーに依存する勢力は現状の経済政策を維持するという側　面でのみの判断であり、大所・高所にたった判断に基づいているとは理解しが　たい。

26660 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 2030年の原子力比率は、決めない。ただし、減原発を
目標とし、電気料金を原発の認否によって、2種類選
択方式にする。

2030年の原子力比率は、決めない。ただし、減原発を目標とし、電気料金を原発の認否によって、2種類選択方式にする。
原発を認める認めないを、事前に電力会社に申請し料金設定を決めおく。原発を認めるひとは、現行の料金とし、否原発の人は、原発なしによる化石燃料増分を仮定し料金に上乗せする。否
原発の納めた料金余剰分で再生可能エネルギーの開発を進める。開発された電力量(wh)と同量の原発を廃炉にしていく。もし、原発事故が起きた場合は、原発を認めた人が、賠償金を含めた
料金で事故後、倍賞する。このように、電気料金を2種類設定し減原発を進める。
原発を止めると、化石燃料の消費が増えるので、化石燃料を増やさない事が重要です。

26661 個人 学生 ２０代 男性 地震大国日本において、原発との共存共生は不可能
です。2030年の時点での原発全廃を支持します。

2030年迄に原発を全廃してください。
地震がおこらないようにならない限り、日本
では原発はいりません。安全な立地など
幻想です。
廃棄物の処理方法すら決まらないまま危険な
ゴミを増やし、我々の世代に解決を押し付ける
のは我慢なりません。

震災後、原発事故後の政府の対応次第では意見
が変わっていたかもしれませんが、これまでの
政府の対応を見ていると、何も信用できなくな
ります。

よって、原発全廃を支持します。

26662 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 ゼロシナリオを支持いたします。被害が膨大すぎるの
で、原発反対です。

安全を考えると、原発は無理です。今回の恐ろしい福島第一原発の事故による放射能汚染、福島に限らず世界中にある放射性廃棄物。地震が、多発する日本でいつまた同様の事故が起こる
かと思うと、不安です。活断層の上またはその近くにある原発や老朽化した原発は、すぐ廃炉にしてほしいし、できる限り早く全ての原発を廃炉にしてくださることをお願い申しあげます。私は、
人類にとって健康より大切なものは無いと思っております。環境にやさしい自然エネルギーの比率を増やすことが理想ですが、現段階では、自然エネルギーは供給が不安定なので、火力発電
と自然エネルギーの併用を支持いたします。化石資源は、今すぐ枯渇するわけではないので、無理なく電気を供給できる火力と、環境にやさしいと思われる自然エネルギーの併用をし、将来的
にさらに環境に良い方法を考えていくのが良いと思います。原発は、絶対だめです。あんなに環境を汚染するものはありません。2011年3月の福島のような大きな事故が起きなくてもそれなりに
確実に放射能汚染をしているのだし、原発施設を建設する時に多大な環境汚染をしているし、第一多くの原発作業員の方等の健康を害しています。原発は、できるだけ早く確実にやめてくださ
い。日本は、広島・長崎に原爆を投下された国です。今回の福島の事故で、原爆も原発も同じだということがわかりました。日本が、脱原発・反原発になるのは、当然だと考えております。

26663 個人 家事専
業

５０代 女性 ゼロシナリオを指示します。 ２０３０年と言わず、もっと早く、すぐにでもゼロにして欲しいです。

原子力発電は０にして欲しいです。
理由は危険だからです。
原子力は人間の科学の力では制御しきれないと思います。
いくら準備しても想定外の自然災害は起きてしまうものだと思います。
そして、核廃棄物の処理をする事は限りなく不可能だと思います。
六箇所村で再生するなど、とんでもない話です。

そして、再生可能な自然エネルギーを指示します。
国をあげて自然エネルギーの開発をすれば、経済発展にも繋がると思います。
自然エネルギー比率を５０パーセント以上にすることは、六箇所村で核廃棄物を再生する事より遥かに容易いと思います。

子を持つ母親として、美しい日本の自然を愛する者として、ゼロシナリオを指示します。

26664 法人・団
体等

自営業 法人等 法人等 原子力発電は事故防止、放射能汚染、莫大な廃炉の
費用等を考えるときとても低コストな発電とは言えな
い。危険な放射能を放出している限り即刻停止すべ
き。
風力、太陽光、地熱、小規模水力発電を推進すべき。

原子力発電は事故防止、放射能汚染、莫大な廃炉の費用等を考えるときとても低コストな発電とは言えない。
たとえ事故が起こらないとしても、発ガン性がある危険な放射能を放出している限り即刻停止すべきであろう。
代替エネルギーとして風力、太陽光、地熱、小規模水力発電を推進すべきである。
特に太陽光は日本のメーカーを育成し将来の地球環境にも優しいので特に推進すべきである。
今日本の農業は高齢化と後継者不足にあえぎ壊滅的な状況にあり放置された農地が多い。
原子力発電の改修や強化などに費やす資金を中止、変わりに太陽光パネル設置の投資とし、電力の売電収入の１～３％程度を固定資産として徴収、農地の所有者に１０～20%を還元、あとは
投資金額の回収と維持費用に回すことによって国家百年の計をたてることが出来る。
農家も安定した副収入を得ることが出来、後継者の育成と地方の活性化につながり、荒れた農地ではなく景観も良いものとなる。将来を見据え環境に配慮した英断を望む。
今問われているのは命を選ぶかそれとも金を選ぶかである。どちらを重視しているか問われているのである。

26665 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発０シナリオを支持します。 　宮城県に住み、被災県民として今回の事故及び現状は耐え難いものです。今やあたりまえの風景となってしまった放射能測定、本当に安全なのか？計測値を発表するから安全なのか？わた
しは、信じられないような光景も目の当たりにしましたので、発表される数値の信憑性はないと思っています。こどもたちへの健康を考えたときに耐え難い悔しさと辛い気持ちになります。
　随所で小さなごまかしが積み重ねられ、結局は自分たちの生活圏を脅かし健康を損ねていくような現状はおかしいと思います。
　ひとりひとりがエネルギーへの正しい理解（省エネルギー・創エネ・蓄エネ等）をし、実践をしていく世界を構築することが大切と思います。これまで原発建設や研究・事故処理に費やしてきたお
金を考えれば、今後の新エネルギーへの投資は決して高いものではないと思います。そして、さらに（特に民生部門への）省エネ教育と対策を細やかに行うことが大切と思います。

26666 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発反対 日本海側で事故を起こせば日本は終わる

26667 個人 その他 ４０代 男性 (1)ゼロシナリオを選択。（ただし即時。） ・もともと核分裂ウランは貧弱な資源。そこで計画された核燃サイクル事業は実質絶対的に破綻している。
・日本は地震活動期に入っており、そもそも原子炉立地審査指針に適合する原発は存在しない。原発の稼動自体が違法である。
・核分裂によって必然的に発生する核廃棄物はたまりにたまっているうえに、最終処理は不可能で、次世代以降にも重たい負担を残す。

以上の理由により、即時に原発の稼動を止めなくてはならない。
エネルギー政策は当面は効率よいガスコンバインを用いた天然ガス。それと石炭の火力発電に軸足をおきながら再生可能エネルギーを模索する必要が必然的にある。

26668 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 原子力発電は、ゼロを求める。安全な原子力発電は
ない。
事故がおきれば、とりかえしがつかないということを、
福島原発事故が証明した。原子力をやめ、再生エネ
ルギーで企業を立て直すように国も指導する。

福島原発事故は、人災であると調査報告でも証明された。今、人類は、原子力を制御できない。コメントはすべて公表して。

26669 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 どうしても選ぶとするならば、ゼロシナリオを選びま
す。

福島の事故が及ぼした影響は、国内だけでなく全世界に広がり、未だに収束の兆しを見せない。副島の事故を契機に、世界の国々が脱原発に舵を切る中、日本は率先して原発を廃止して行
かなくてはならない。国民の多くが脱原発を望んでいるにもかかわらず、原子力村の利害だけのために再稼働を進めている政府は、許すことができない。国家によって間接民主主義が破壊され
た時、何が起こるかを想像するのは恐ろしいことだ。コンどこ度、国民の意思を尊重すべきだ。

26670 個人 その他 ６０代 男性 「原発依存度ゼロ」シナリオに賛成。原発は即刻停止
すべし。

放射能の悲惨を体験した被爆国日本に、多数の原発が存在すること自体、世界
からは理解しがたいことと見られてきた。その上で、福島第一原発事故を体験したのになお、原発を再稼働させる神経に、世界は呆れている。「経済優先」からしか考えられない国作りは、もう止
めよ。

26671 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発0%シナリオを選択します。 原発0%シナリオを選択します。
「原発は絶対安全」という嘘がバレてもまだ「安全である」と言い続ける専門家も政府も議員も信用出来ない。「原発は危険である」という事実から出発して、どこまでリスクを減らしたか、どれだけ
リスクが残っているか、素人でも分かるように説明した上で国民に選択させるべきである。
決める場合は受益者の多数決ではなく、リスクを負う人たちの安全が確保されるか否かで決めるべきである。
使用済み核燃料の廃棄先も廃棄方法も決まっていないということは、廃棄費用が決まらず、最悪、無限大の費用を想定すべきであるのに、そのコストを原発の費用に含めないのは国民を欺い
ている。嘘の情報で判断させるのは二重の裏切りである。
このパブリックコメントの結果を発表することになっているが、政府が嘘の発表をしていないということを証明すべきである。政府はどのようにして正しい結果を発表しているということを証明する
のか。第三者が検証できるようになっていないのでは意味がない。

26672 個人 家事専
業

４０代 女性 ゼロシナリオを選択します ・全原発が停止しても、なんら生活に影響はなかった。つまり必要悪だとされていた原発が必要でないことを全世界と確認できた。必要でない原発は、ただの悪。これ以上、金の亡者の嘘にはめ
られ続け、子孫を犠牲にしては生きる価値がないと思う。

・大飯原発再稼動後に、電力が余っているという報道。政府、マスコミはまだ国民を愚弄し足りない、という証拠が出揃い、一基も必要ないことが再確認された

・危険な原発を全部廃炉にして、何万年も核廃棄物を管理する意思を国際的に表明し遵守する義務を遂行させないとすべての生物に向けた殺戮行為と言われても仕方がない。再稼動の愚行
を許さず、本当に核廃絶へ進路を変えるべきだから、ゼロ以外の選択はない

26673 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原子力発電所は最短でゼロ（廃炉）にするべきです。 種種の発電システムのイニシャルコスト、ランコストの数値比較が報道されていますが、原発の二次生成物の完全処理費、廃炉費用等その施設設置前の状態に復帰するまでの費用も加算す
るべきです。（人が住めない状態の土地を元に戻すことが可能であれば、その費用も見込むべきです。）
原発無しによる経済的負担増、企業競争力低下、企業の海外流出等が言われますが、人の健康を守る、人が住めない土地は作らないことが、一番大事なことであり、それなくして国は存在でき
ません。国民が安心できる国があっての経済発展です。目先のことで原発は選択すべきではありません。
放射能廃棄物の処理処分を次世代に先送りすべきではありません。埋め立て一時保管は、先送り以外の何者でもありません。

26674 個人 無職 ７０代 男性 原発は即時撤廃すべきである。 人類は未だ放射能物質の処理方法を持っていない。



26675 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 一時の感情に流されて、産業と生活に必要なエネル
ギーの欠乏は許されない。
安全が確保された原発を稼動するしか現状のエネル
ギー確保はできない。
原発稼動は、シナリオ３を支持する。

＜はじめに＞
　原発の事故が大きな被害を出すことは、先進国の日本において事実となった。日本は資源の乏しさを補うために原子力を推進してきたなかで、不幸なことに安全面の検討不足があり、今回の
未曾有の大事故が発生した。
この安全面の検討不足は、これまで原子力に携わってきた全ての者の責任であり、深く反省し、今後の糧としなければならない。
　事故の犠牲となった福島の復興を最優先で実施することは当然であり、あわせて、今後のエネルギー選択をすることは福島復興と同等以上に重要な事項である。
　政治・行政を司る立場の人は一時の感情に流されて、産業と生活に必要なエネルギーを欠くことは許されない。現時点で活用できるあらゆるものを利用してエネルギー確保に努めてもらいた
い。

＜シナリオ３の選択＞
　日本は、数十年に渡り原子力を基盤とするエネルギー構成を目指してきた。国民の意見も取り入れて国の方針として進めてきたのである。
これまで進めてきたインフラを無視して生活と産業を維持することはできない。現状では、安全を確認した原子力発電を利用するしか、エネルギーの安定供給は確保できないと考える。
　一時の感情から原子力の利用を止めた場合は、生活と産業に多大な影響がでることは必至である。昨年と今年の節電が、その影響を証明している。
　もちろん原子力に代わる基盤エネルギーの研究開発は続けるべきであり、コスト面・安全面・供給力から原子力に代わる新しいエネルギー源が確保できる見通しが立った時に原子力からの移
行をすることは異存がない。
　しかし、当分は再生可能エネルギーが基盤となるのは難しい。水力を除く再生可能エネルギーは現在１％程度であり、これを各シナリオではわずか１８年間で太陽光利用を１８～１９倍、風力
利用を１５～２１倍にすることが示されているが、楽観的過ぎる。火力については、地球温暖化対応を踏まえて資源不足の日本において縮小させることが議論されてきたし、その状況は変わって
いない。
現実的に考えると福島原発事故を踏まえて安全が確保されている原発は稼動するべきと思う。
どれだけの原発が安全確認されるかは今後の審査によるが、シナリオ３以上の原発依存は可能と推察する。
したがって、２０３０年の目標としては、シナリオ３が妥当と考える。
　人類は幾多の試練を乗り越えて文明、文化を発展させてきた。
原子力のエネルギー利用も人類の英知を用いて進めるべき科学・工学の目標と思う。
現状の世界のコモンセンスは原子力の有効利用であり、福島の事故を乗り越えてより安全な発電を心がけようとしている。
　今回の事故を後世の教訓として世界一安全な原子力システムを日本が主導して構築して欲しいし、その責任があると思う。

26676 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ２０３０年の全エネルギーにおける原子力発電比率
0％の支持

　１、昨年の震災に伴う福島第一原子力発電所の崩壊により当該地域はもとより世界中に及ぼした被害は、収束の当てもなく、制御不可能な技術に頼り続けるべきではない。
　２、放射性廃棄物が発する有害分質は、10万年もの間発生し続けると言われ、その危険性や管理の方法に問題がある。

26677 個人 家事専
業

６０代 女性 今すぐ、0％にする脱原発を支持します。そのためなら
節電もあらゆる努力をする覚悟が出来ています。

原発事故が起これば、孫を連れて沖縄にしか逃げられないと思いましたが、その後も日本に住めなくなれば母国を亡くした原発ジプシーになるのだと。目先の経済利益より、自然に恵まれた日
本を大切にしたい。ひとたび事故が起これば経済どころか、企業も人も全て流出してしまうでしょう。私たち日本民族はギャンブルを受け入れられません。失うものがあまりにも大きすぎるから。

26678 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 即刻、原発は全停止し、原発ゼロ比率にすること。 日本のような地震の多発する国で、原発を設置するのは考えられない。
政府は自然エネルギーの導入を各家庭や、企業がしやすいように制度を充実すること。

福島の原発事故が起こり、多くの国民が不自由な生活をしていることをもっと重く受け止めて、この原発比率にぜひ反映されることを望みます。

また自分や、自分の大切な家族が原発事故の影響のあるところに住んでいると想定してください。15％や30％を選択した人はそのような地域に住めばいいと思います。

電力会社の人が30％を選択し、会議にも出ていますが、ぜひ原発のすぐ近くに住んでほしいですね。

26679 個人 無職 ７０代 男性 すべての原発を廃止すること 放射性廃棄物の安全な処理方法があやふやである

安全に関する責任者が明確になっていない

その処理に関する費用が膨大であり、税の適正な利用と言えない

放射性廃棄物の最終の処分地が決まっていない

26680 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロ%の社会の優先的実現をお願いします。 すでに原発事故で私たちは環境を汚染してしまっているのに、今でも日々、今の私達では分解処理不可能な放射線汚染物質を作り出していることに納得がいきません。放射線性物質は濃縮す
ることはできても存在し続け、それを管理するのにどれだけの人命とコストをかけないといけないかを考えると、原発でどんな経済的豊かさが得られたとしても代償が大きすぎます。地球規模で
地震の活動期に入っていることを考えてもできるだけ早く原発ゼロの社会を構築してほしいと強く思っています。

26681 個人 無職 ６０代 男性 これからは原発ゼロでお願いします。
２０３０年までと言わず、即時ゼロに向かって頂きます
ようお願いします。

大切なのは命です、国民の命、子どもの命です。命と引き換えにできるエネルギーなどあってはならないのです。安全で安心できるエネルギー政策に転換しえ欲しいと強く望みます。

26682 個人 無職 ６０代 男性 「2030年に原発セロ」ではなく、「即刻、原発セロ」を主
張
《政府は再稼働させることなく廃炉に尽力すべき》

政治家も官僚も学者も東電も原発を制御できる能力がないことが明らかになった。地震列島の日本に原発を作ること自体が間違っていた。猛暑にもかかわらず、大飯を稼働させなくても関電の
電力供給は間に合っている。原発をなくすことで日本は世界トップレベルの廃炉技術、省エネ技術、詩自然エネルギー技術をもつことができる。地域分散型の新しい自然エネルギー開発は地域
に新しい産業と雇用を生み出し、地方の活性化につながる。

26683 個人 その他 ６０代 男性 原発は全て即刻廃炉にすべし。 使用済み核燃料の処理もできないのに原発を稼働させるのはもっての外。関電が喧伝していたこの夏の電力不足は、この猛暑のなかでも起きていない。原発を稼働させなくても十分に足りて
いる。原発を稼働させると並行して火力発電を止めてしまうとは…。この会社の思惑が透けて見える。どこの電力会社も大同小異だろう。
この際政府が主導しなければならないのは、新エネルギーの開発だ。世界に誇れる日本の技術力を傾注して新たな産業を起こすべきだと思う。自分の会社しか眼中にない我が国の経営者は、
思考を切り替えるべきだ。

26684 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原子力発電所の廃止と、原発依存度０％を目指して
の活動を望みます。

　福島原発事故は、原発は私たちが制御しきれない未完成な技術ということを、大変悲しい形で証明してしまいました。
　事故の避難指示のため、救助できずに見捨てられた多くの人命があったことを忘れてはならないと思います。
　私は原発で作られた電力は、人の命を大切にしない電力というふうに思い、使いたくはありません。
　日本の技術の総力をあげて、原発からの脱却と再生可能エネルギーの開発にあたっていただきたい。そのために私自身も無駄を省いた暮らしを作って行きます。どうぞ良識にたった、日本人
として誇りに思える政策を打ち出してください。

　

26685 個人 学生 １０代以
下

男性 ０％が
いいです

日本は地震国なので原発はないほうが安心

26686 個人 家事専
業

６０代 女性 事故後の放射能をコントロール出来ない原発は、再
稼働すべきではないと思う。

福島からは、まだ放射能が出ています。　一年半近く経ってもまだ止められない放射能、地震国である日本がこれから幾らでも事故があり得ることを考えると、経済活動は少し落ちても、原発は
止めるべきだと思います。

私にはまだ孫はいませんが、これからの日本がずっと安心して住める国であって欲しい。　人や動物が住めない国土にしては、いけないと思います。

尚、電力の不足は、新しい画期的な技術が発明されるまで、不可欠でないもの（パチンコ等遊技場）から制限して行ったら良いと思います。　あらゆる事をやって、原発の発電なしで生活レベル
がどの位下がるのかを、シミュレーションしながらやって行ったら、いいと思う。

26687 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 日本のエネルギー政策は原子力発電に比重をおくべ
きではない。原発は0をめざすべき。近い将来の自然
エネルギーに移行に向けて、国は早急に環境を整備
すべき。

1.原子力発電は、製造、設置地域への対策、廃炉にするにもコストがかかりすぎる。実際、福島の原発事故は未だ収束していないうえ、明確な収束の予測もなく、その損害額さえ予想をはるか
に超えるでしょう。
2.原子力発電所は地震の多い日本では危険すぎる。原発事故が二度と起こらない保証が全くないことが怖い。
3.今こそ、安全で、クリーン、コストの低いエネルギーについて考え、投資するべき時だと思う。

26688 個人 無職 ７０代 男性 原発は可能な限り一刻も早く廃止すべきです。
何故ならば、現在の科学では、放射能を除去する知
恵をもつていないからです。

(1)福島の惨事を今まだに解決できていないこと。

(2)放射能を現在の化学では、制御できる能力をもつていないこと。

(3)使用済み核燃料の処理が現在ではできないこと。
　このまま原発を続けるならば、使用済み核燃料が貯まるばか　　り、この事態を直ちに処理出来るまでは直ちに原発は止めるべ　きです。
　このまま進めることは、将来の子供、孫たちに負の遺産を残す　ことになります。

　　以上の理由で直ちに原発止め、自然エネルギーへの転換を求　める。、

26689 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発０％脱原発の実現 福島原発で事故が起きて未だにその収束も出来ておらず、放射能は放出され続けています。震度６の地震で原発が壊れるという事もわかりました。地震国日本で、原発を動かす事は不可能だ
という事が今回の地震で証明されました。そして原発の暴走を止める技術を人類は持ち合わせていない事も証明されました。事故が起きても避難や国民の命を守るという事よりも、経済優先を
する国の方針というものも、よくわかりました。戦後、経済優先、成果主義になった日本ですが、物質的な豊かさを手に入れたかわりに心の豊かさを失ってしまったと思います。それがこの国の
閉塞感に結びついていると思います。リストラ、自殺、いじめ、凶悪犯罪…。日本は唯一の被曝国です。その日本でこの様な原発事故が起きた、そこに皆が考えなければならない大きな意味が
あるのだと思います。幸いにも日本は自然の豊かな国です。自然エネルギーにシフトしていく事がベストな選択だと思います。こちらの技術を伸ばしていく事。火力発電。被爆国であり、福島原
発事故を経験した日本が原発を０にして新しいエネルギーにチェンジして、人の命や健康、心を大切にする。動物や自然を大切にし守る。そんな愛や平和に満ちた世の中に創り変える。そして、
いい意味で生まれ変わった日本を世界に示していく事が大切ではないかと思います。政治家の皆様も日夜、本当に日本の為に懸命に働いてくださり、感謝の気持ちでいっぱいです。これからは
皆でよく話し合いながら、日本が本当に正しい方向、良き方向に進んでいく事ができます様に、お互いに協力しながら進んでいけたらと思っています。どうぞよろしくお願いいたします。この様な
機会をこれからもよろしくお願いいたします。ありがとうございました。

26690 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 将来の原発比率をどうするか?  私の回答、０％です。 わざわざ超危険な原子力でお湯を沸かす必要は無い。危険な上に、膨大な経費がかかりすぎている。
火力発電にすぐさま切り替えるべきだ。原発に投入している５０００億円を有効活用してほしい。

26691 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 即時原発０％にすべき 福島の事故から１年以上経っても安全性が担保される根拠が出せていないこと、危険な廃棄物の処理が決まっていないのに、増やすことは止めるべきだし、異常時にコントロールできないもの
を商業的に利用することは異常です。製造物責任はなにも家電とかのことではないと思うので、廃棄物は作った会社が引き取るべきです。

26692 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ゼロシナリオを選択すべきである。これからの社会
は、「経済成長」よりも「生命の安全と安心」「環境の保
全」を優先していくべきである。

ゼロシナリオを選択すべきである。これからの社会は、「経済成長」よりも「生命の安全と安心」「環境の保全」を優先していくべきである。それが、未来の子どもたちに対する私たち大人の社会的
責任であり、東北地方の被災者に対する道徳的な責任の果たし方である。

＜理由＞

・「生命尊重」は「経済成長」に勝る価値基準であり行動基準である。
・政府は、原子エネルギー開発へのこれまでの投資は「失敗だったこと。方向性が間違っていたこと」を認めなければならない。絶対の安全はないことは、３・１１の震災で実証済みである。
・生命尊重の行動基準に立った時、ゼロシナリオを推進することこをが、未来の子供たちに対する、今の大人の社会的な責任である。また、脱原発を進めていけないのであれば、福島で被爆し
た方たちに申し訳が立たない。

・自然エネルギーへの転換を多くの先進国が図っている。３・１１を経てもなお原発に依存する社会の存続を日本を進めようとする場合、世界に対しても責任を果たせない。

＜方向転換にむけて＞
・二酸化炭素排出量の削減と脱原発の両方を進めていくための、効率的な自然エネルギー開発「風力・地熱・太陽光etc」に対して、今後の政府の投資がなされなければならない。

・原発をすすめることで恩恵・既得権益をうけていた研究者・企業は、これまでの研究の成果、業績の成果が無駄になることを覚悟しなければならない。

・原発を受け入れることで権益を受けている地方・政治家・官僚は、既得権益を手放すことを覚悟しなければならない。

＜最後に＞

・３・１１を経てなを「経済成長」「二酸化炭素量排出」を理由に原発を進めるような日本政府であれば、国民はそこに「政治家・官僚と原発産業の癒着」を読み取らざるをえない。
・政府には、民意をくみ取り、投資先を原子エネルギーから自然エネルギーへと大きく舵をとって欲しい。
・日本国民が日本政府の決定に誇りをもち、世界や未来や、東北の被災者に堂々と説明できるような、方向転換を強く求める。

26693 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 現在稼動しているすべての原子力発電所を停止して
廃炉とする。０％とする。
１、原発での大事故が福島第一原発で発生している。
２、原発で実際にメルトダウンが発生している。

１、ウランやプルトニウムの活用は原子爆弾としては成功している。それは瞬間的に核分裂を引き起こし膨大な熱エネルギーを放出する技術です。原発はウラン型原爆の４０個分を燃料として
ゆっくり核分裂を引き起こし熱エネルギーを取り出す技術です。これらの技術は最近のものであり安全管理としての実績もほとんど無い。原発での故障はこの５０年間で数多く発生している。小
さな故障も対応を間違えれば大事故になります。原発を運転するに対して大事故に陥らない訓練や対応マニュアル、原子力に関する法の整備が遅れている状態である。
原発事故の発生確率は０％か１００％しかありえない。数学的に考えてはいけない分野も世の中には存在します。日本国内には無数の活断層があり「いつ、どこで、どのくらいの規模で発生す
るか」地震学者にもわかりません。
日本は地震大国であり安全な土地はほとんどありません。
２、原発はいかなる事態が発生してもメルトダウンをしないと言われていたが現実には発生している。原子力の学者はメルトダウンという言葉を恐れていたのではないか。国民がパニックになる
から発表しなかったのではなくメルトダウンをした原発を止める方法が無いために専門家＝原子力の学者が責任を放棄したのではないかと思われる。メルトダウンを経験したことが無い学者が
専門書を見て話す態度はやめるべきである。自分独自の意見や対策案は無いのか。
コピーしたような意見は今はいらない。
福島第一原発にメルトダウンをした原発がある今こそが学者は現地調査をするべきである。学者の仕事はこれからである。安全神話は忘れて下さい。



26694 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 現時点で我が国の将来のエネルギーや電力事業の
あり方を選択できる段階に至っていない。
ついては、現在の議論を一旦白紙に戻し、あらため
て、事実・現実に基づく議論をお願いしたい。

まず、今回の政府資料（検討）や各地での意見聴取会での議論、各種団体からの意見・提言等を踏まえると、現時点で我が国の将来のエネルギーのあり方や電力事業のあり方を選択できる段
階に至っていないと申しあげたい。
ついては、以下の意見も参考にしていただき、現在進められているエネルギー・電力事業に関する議論を一旦白紙に戻し、あらためて、今後、３～５年程度をかけて、事実・現実を正面から直視
した真摯かつ真剣な議論のうえで、政府が責任を持って、結論を出し、国民を説得していただきたい。（これができない（すべて民意に決めてもらう（ポピュリズム））政府であれば、それができる
政府（政権（政党））にその立場を譲っていただきたい。）

１．そもそも、今回の議論の発端から考えると、原子力発電のパーセントの議論ではなく、国のエネルギーの“安全保障面”から議論すべき。
要するに、原子力発電に代わる“ベース電源 かつ 国産（準国産）エネルギー”を「何で、いつまでに、どのくらいにするのか（できるのか）」について議論すべき。（この結果として、原子力発電の
パーセント（依存度）が決まってくると考える。）
つまり、原子力発電に代わることができる上記エネルギーを目標設定して取り組みを進め、その実際の達成量から原子力発電量を引き算するという考え方のほうが、現実的かつ実践的であ
る。
２．（百歩譲って、１．のそもそも論を避け、今回提示された選択肢を議論するとした場合でも）　　各選択肢における経済成長率（実質ＧＤＰ）の前提１．１％と、新成長戦略で目標に掲げている
２％が乖離しているもので、議論すること自体に問題がある。（現下のデフレ状況を鑑みると、２％成長を前提として、選択肢も作り直すべき。）
３．本選択肢の議論に関連して、別に同時並行的に議論されている電力システム改革について、意見を述べさせていただきたい。
電力システム改革については、電力システム改革専門委員会(H24.1設置(議論は第1回H24.2.2）)で議論されてきたが、その結論(7/13)は、“今後、全面自由化、発送電分離等を積極的に行う”と
いったものであったが、そもそも、電力システムの議論に出発点は、東日本大震災(福島第1)における原子力発電に対する安全性への不安に伴い生じた電力不足を教訓とした“今後の将来に
わたる電力の安定供給をいかにして実現していくか”が最も重要かつ喫緊なテーマ（論点）であったと自分自身は考えている。（これは、H24.2.2の第1回電力システム改革専門委員会の資料３
「電力システム改革専門委員会の設置について(H24.1)」にも記載※されている。）
しかしながら、先般、専門委員会で出された結論は、“電力の安定供給をどう確保するか”といった視点から、“全ての国民に『電力選択』の自由を保証する”に変貌したことに非常に違和感を感
じている。
したがって、電力システムについても、あらためて、原点に戻った議論をお願いしたい。
※第1回電力システム改革専門委員会の資料３から抜粋
“我が国が現在直面している喫緊の課題は、震災を契機とした大規模電源の停止による供給力の不足に対応し、どのように効率的に安定供給を確保していくか”である。

26695 個人 その他 ５０代 女性 2030年に０％ではなく、即刻０％ 現在ある原発の後処理だけでも、地球にとっては過重な負担です。即刻ゼロとし、福島を含むすべての原発の処理について取組が必要です。

26696 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発依存度、ゼロを選択します。 1.　安全が確保されていない原発の存続には反対です。ゼロシナリオ選択です。

地震大国の日本では、原発のある地域で地震が起こる可能性があります。その際にまた原発事故が起こる可能性は否めません。電気は必要ですが、安全を確保できる原発以外の電気で、こ
れからの経済を立て直すべきです。危険と隣合わせの原発は早く止めるべきです。原発依存度ゼロシナリオ選択しか、選択の余地はありません。

2.　放射性廃棄物の安全な処理に今から取り組んでください。

放射性廃棄物の処理は、安全になるまで10万年余りかかると言われています。今の日本では廃棄物の処理をどうするか、きちんと計画、予算の確保をしていません。放射性廃棄物処理にかか
る費用をきちんと入れずに、原発を使用した際の電気価格を算定して、その方が原発廃止よりも良いという想定は間違っています。現在でも莫大な予算のかかる廃棄物が増える原発の存続に
は反対です。依存度ゼロにするべきです。

3.　安全な再生エネルギー開発に予算を出し、取組を強化してください。

一定の電気は生活に必要です。これまで安全な再生エネルギー開発にもっと予算を出して、継続可能なエネルギー政策を考えてください。

26697 個人 法人等 ３０代 女性 「原発ゼロシナリオ（即時）」を求めます。地震大国に
原発は不要。エネルギーは自然エネを進めればも雇
用も増え経済も発展。ドイツに習って。体内被爆の恐
怖はストレス。米国の言いなりでは近いうち国家破
綻。

・大地震はいつ起こるとも限らないということが検証されている。
・日本の山林や海などは、地熱エネルギー、波力エネルギー、風力エネルギーなどの宝庫。世界にエネルギーを輸出することができる。原発のリスクは誰にとっても不要。
・体内被爆の情報が隠蔽されている。議員さんであろうと、誰であろうと、空気、水、食べ物から被爆が始まっている。とくに、子どもの被爆の影響の強さを考えると、これ以上子どもの出生率が
下がり、健康な子どもが減ることは、国家の存続の危機以外のなにものでもない。
・米国も今のままでは破綻してしまう。宇宙開発を進めたところで、結局は資源を食いつぶすやり方は先がない。

26698 個人 その他 ５０代 男性 原発の比率は０％を選択 もしも各種エネルギーシステムをゼロの状態から選び直すとして、原発が他より優れる理由を見出そうと懸命に頭を絞ってみたが、何もなかった（あったらぜひ教えてほしい）。つまり、原発を使
うのは、すでに存在しているからという理由しかない。惰性で使って、解決不能の核廃棄物の問題を深刻化させていくのは利口だとは言い難い。

26699 個人 その他 ５０代 男性 直ちに、すべての原発を廃炉に。原子力の制御は人
類にはできない。放射能は処理できない。

　2030年すなわち今から20年近くも原発を稼働するべきではない。もともと、日本の地形は地震・津波などの災害が多発する特徴をもっており、仮に断層のずれが生じた場合、どんなに建造物、
配管などを頑丈に作っても破壊されずにすむという評価はできない。こんなに危険なエネルギーに依存する必要はない。そもそも原子力設置基準に違反している。
　経済よりも命を選ぶのが人間として当然の選択である。まさに、命あっての物種といえる。今の政府・多くの官僚・一部の産業界・一部の学界が、正確で正直なデーターや情報を隠すことが、
原発が安全ではないことの何よりの証明であろう。もし、本当に安全を主張するならば、なおさら情報隠しは愚の骨頂である。少なくとも、アメリカ並みの対策は必要である。
　大飯原発の再稼働は東京電力・原子力委員会・保安院のすべての関係者に対し刑事罰を与えた後に、検討すべき課題である。ましてや、活断層がないと主張するならば、活断層の専門家に
よる検証を直ちに行うべきである。本当にないのであれば、なんら不都合なことはないはずである。再稼働を決めて、これからさらに原発を推進しようとする人々は2030年にはほとんどいなく
なって、責任をとらせようとしてもとらせることはできない。将来の子供たちの未来を目先の利益のために暗いものにしては鳴らない。
　仮に、それほど安心安全で経済的にも優位な原発ならば、100％依存すればよいではないか。
　核廃棄物の処理を具体的に示してほしい。
　福一を世界的な知見を集結させ処理を行ってほしい。仮の循環装置などすでに本格的な装置が稼働していなければならないのに、そういう予算は削減し有害ながれきの地方処理にお金をま
わし、復興予算を余らせるなどというばかげた知恵しかない政府には即刻解散し、責任をとってほしい。

26700 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ゼロシナリオを選択します。その他の選択は考えられ
ません。

何万年に亘って培われてきた福島の風土と文化と生態系は一瞬で歪み、様相を一変させました。深呼吸して心癒された福島の自然はもうありません。一つの事故が複数の都道府県を何世代
にもわたって凄惨に陥れるような、そんなエネルギーはもともと選択できるエネルギーではないのです。

26701 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 「ゼロシナリオ」を支持します。
日本が放射能を撒き散らした国という非難の目で見ら
れるようなことにならぬよう、目先のことにとらわれ
ず、後世の日本人が、自国に誇りを持てる国にして下
さい。出来るはずです。

「ゼロシナリオ」を支持します。
福島の事故が起こるまで、原子力は安全でクリーンなエネルギーであるという説を信じていました。しかしこのような甚大な事故が起き、そのような説をなにも考えず単純に信じていた自分が恥
ずかしいと思います。今でも私が原子力や電力事情、産業界の事情に精通しているわけではありません。しかし、事故の前よりは少しは多くを知り、少しは真剣に考えるようになったつもりです。
このように、ひとたび事故が起こればこのような多大で、しかも後世まで消えぬ被害を起こしてしまう原子力を使い続けることは、なるべく早く止めるべきだと思います。そもそも、事故がおこらず
とも、使用済み核燃料という、我々が原子力を使い始めて何十年も経っても未だに処理方法が確定していないものを多く抱える原子力発電です。元々無理があったのです。

電力会社や原子力をめぐるシステムに対し、このまま原子力を使い続けても、もう事故は起こさない、という信頼は、正直ありません。人間は失敗する生き物です。失敗しても自然や人々の生活
に及ぼす影響が少ないものを求め、日本は努力していくべきだと思います。日本で起きた災害が大きかったゆえ、今はまだ世界の人々も、結局人災であると結論づけられた原子力事故に対し
てまだ同情的な目を向けてくれている人達が多いかもしれない。しかし、我々が海や自然に放射能を撒き散らしてしまったということは事実です。もしまた何かあれば、取り返しがつきません。次
の大地震は明日にでも起こるかもしれないのです。私の母国である日本が、放射能を撒き散らした国という非難の目で見られるようになることは、耐えられません。日本はあらん限りの知恵を
絞って原子力を迅速に減らし、残った核廃棄物も安全に保管する技術、再生可能エネルギーの効率的な利用法を探っていこうと努力している姿を示していかなければなりません。そして努力す
るだけではなく、結果を出していかなければなりません！そのために我々ができることはなんでしょうか？

残念ながら、官僚の方々には、この期に及んで未だに自分の省庁の権益だとか、天下り先の確保に頭を使っているという見方があるのも事実です。私は実際のところは知りません。しかしきっ
と、日本の未来を真剣に考えて、さらに実際に変えていける知識と知恵と行動力を持っている人達もたくさんいるはずです。どうか、どうか、目先のことにとらわれず、後世の日本人が、自国に誇
りを持てる国にして下さい。

私は日本を離れて10年以上になります。外に出て暮らしているからこそ強く、日本人であることの誇り、母国への愛情を感じています。日本の優秀な製品、日本食レストラン、日本の文化・文学
がこちらでも親しまれていることが誇りだし、オリンピックでも、自然と日本の選手に大きな声援を送っています。素晴らしいものをたくさん持っている日本を守りたい、よりよい方向に行って欲しい
のです。日本は本当に素晴らしいところなのです。それを台無しにするわけにはいきません。

日本人になら出来るはずです。どうか、よろしくお願いします。
26702 個人 その他 １０代以

下
女性 原発ゼロシナリオを選択します 六歳の意見を代筆します。なお、これはいっぺんに出た発言ではなくて、

折々の発言をまとめたものです。

『げんぱつはいらないですだよ。
だってね ななおのかかは デモとかいきます。
でも ななおは かかと ちがうあそびしたいの。
でも じしんグラグラするとばくはつして こまるから
わたしも いらないの。

おばあちゃんのきょうこの おうちも
ななおんちよりも げんぱつの ちかくにあるから
いけなくなっちゃうとイヤだしさ。

じめんのキラキラいしを たくさんひろってあそびたいの。
いまは ちゃんとあらってから キラキラばこにしまうの。
あらわなくて いいよ に はやくなるといいな

あと おはなのみつ を チューチューできなくなったから
チューチューできるようになったらいい

げんぱつをつくった だれかちゃんのおとうさんとか おじいちゃんのこと
バカ！！！』

26703 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 女性 原発0パーセント
原発で作る電気なんかいらない
命が犠牲になる電気なんかいらない

福島が収束してないのに大飯原発の再稼働
たった数パーセント電気が足りないから原発が50機以上必要？
自分の家族を福島に住ませたくない
できますか？
故郷を追われる人
命を削り電気を作る人
自然を破壊しなきゃ作れない電気なんか核です
絶対にいらない。

全ての原発を廃炉に。
福島をみたらそれ以外ありえない。

26704 個人 家事専
業

５０代 女性 原発ゼロシナリオを希望します。
国の明るい未来のために、何が起きても環境を破壊
することのないエネルギーの開発に力を注いでくださ
い。

原発ゼロシナリオを希望します。
地震多発国日本で、原発を安全に維持できるかどうかは、勝てない賭けをするようなものだと思います。これ以上、国土が汚染されるようなことが起きたら、国民も経済も立ち直れません。
生きていけないような環境を創り出してしまう原発を稼働させるのは、自殺行為です。
地震や津波が起きて、発電所が破壊されてしまうようなことが起きても、国土が汚染されるようなことのない、新しいエネルギーの開発に力を注いでください。

26705 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 先ずは、既存の原発の安全性を再確認した後、速や
かに再起用すべき。新増設については一定の規制を
行っていくべき。向かうべき方向性は脱原発であるも
のの、原発に置き換わる発電設備の開発がない限り
不可能。

電力不足を補うために、大飯原発を再稼働せざるを得なかった現実。原発即廃止を訴える方の気持ちもわかるが、人々が生活していく中で電気が必要なのも事実。今の日本人の生活の中で、
原発を停止してもいいから、その分の電力を節電できる人がいるだろうか？放射能は怖いけど地球温暖化は進んでもいいのだろうか？現実の生活を直視すべきではないだろうか？いつ来るか
わからない天災を想定した安全性の再確認を行ったのであれば、日本の国益・地球環境の保全のためにも即再稼働すべき。同時に、原発の代替発電設備の開発も進めていくべき。自然エネ
ルギーの有効利用という手段を掲げているが、現実的に利用できるものに投資していくべき。

26706 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 エネルギーセキュリティの観点から発電構成の多様
化が不可欠であり、原子力以外への過度の依存は結
果的に化石燃料依存となることから老朽原発の建て
替えを条件に２０～２５シナリオを支持する

エネルギーを安定的に供給するためには、一つの発電方法に偏らず多様化を図る必要がある。すべてのシナリオにおいてある程度のリスクが存在するが、事故時のリスクだけではなく、エネル
ギーが安定的に確保できなくなるリスク、特に化石燃料については輸入そのものが制限されるリスクも考慮する必要がある。一方で再生可能エネルギーや省エネに過大に期待することは、達
成できない場合に結果的に化石燃料に頼らざるを得なくなり、経済に及ぼす影響が大きい。また、自然条件の変化や原油価格の高騰など今後も予測できないことが起こる可能性もある。した
がってできるだけ多様な発電方法でリスク分散を図る必要があり、そのために一定の割合の原子力発電を継続的に行うことが適当と考える。その際の条件としては原子力発電の絶対的な安全
確保を図る必要がある。その対策として一つは老朽化した原発を最新の安全性の高い原発へ建て替えを行うこと。二つ目は万一の場合の事故時の対策として全国規模での対応を図ることが
できるようにする。たとえば１サイトで事故があった場合に他サイトや地域から機材、要員を含め、支援やバックアップが可能な体制を整備すること。
以上の条件で２０～２５％の原発依存度を維持していくことが適当と考える。

26707 個人 その他 ６０代 男性 (1)原発依存度は０に下げるべき。(2)できる限り、太陽
光、風力、地下マグマ等の自然によるエネルギーを今
後増やすべき。(3)直ちに又はゼロシナリオにより転換
すべき。現在より、コストが多少かかるのはやむを得
ない。

(1)理由は、燃料使用後に放射能の人体等への影響を直ちになくす方法が確立されていないため。日本は地震大国ですよ。長崎、広島の被爆経験があるのになぜ反省しない。普通の生活がで
きないよ。経済効率優先を見直すべき。(2)(1)の理由と同じ。(3)(1)の理由と同じ。

26708 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 2030 年までのなるべく早期に原発比率をゼロとする。 原発の廃炉には30年以上かかると聞いています。老朽化した原発の延長をすることなく、また新設することなく、今すぐにでも全ての原発の廃炉作業に取り掛かってほしいです。

26709 個人 その他 ６０代 男性 　いったん事故が起きたら逃げるしかない原発は即刻
止めるべきです。

　なぜ日本の安全のカギを握る原発内の作業員が、危険を熟知し、責任もある東電の正社員じゃないのか理解不能でしたが、被ばく量の限度を超えると、使い捨てのように扱われる作業者の
立場を知って、納得しました。すでに放射性廃棄物が、そこここにあふれ出しています。近くの校庭にも、やまずみの高濃度に汚染された土が頭を見せています。もう１年以上、そのままです。は
やく、政府の方針を立て、処理してください。

26710 個人 無職 ７０代 男性 原発ゼロパーセントのシナリオを選択します。 広島・長崎での原爆、福島での原発事故とわれわれは3度の放射能の脅威にさらされた。原発事故の原因が究明されていない今原発の再稼動はありえません。又、絶対安全が確立できない
今、地震・津波・台風と自然災害の多い我が国で原発を使い続ける理由はありません。

国は、太陽光・風力・地熱・天然ガス・シェルガス・・・・に続く新しいエネルギー源を開発し、原発を0％にすべきです。
放射能の脅威にさらされるのはもう懲り懲りです。原発ゼロパーセントのシナリオを選択します。



26711 個人 無職 ６０代 男性 原発は即廃止する。
提案されている２０３０年までの３つのシナリオからの
選択ではなく、今すぐに再稼働している原発を停止
し、すべての原発を廃炉とする。

１．核は制御できるものではない。
　福島での原発事故は「原発は安全、クリーンなエネルギー」という押し付けられた安全神話が完全にウソであることを証明している。「核の平和利用」と言う美文のもとに開発されてきた原発
は、核暴走し制御不可能となる原爆と原理は同じものだ。制御し得ない核爆発となる原発はただちに廃炉とすべきものである。今更「原発には徹底した安全対策を施す」なんて言う政府や原発
関係者の言葉をだれも信じるはずがない。放射能汚染によって故郷に戻れない福島の人々、また戻っても健康被害を心配し続ける福島の人々。この悲しい現状を目の前にし、また福島原発事
故の原因究明と対策がまだ始まったばかりだと言うのに原発を再稼働させようと考える人がいることが不思議だ。怒りが込み上げてくる。

２．核廃棄物はそこらに捨てられない。
　廃炉と言っても、もう遅いのかもしれない。各原発に保管されている核廃棄物はもう満杯となっている。各地のゴミ焼却場に保管されている汚染灰ももう満杯。六ヶ所村の稼働できないまやかし
の核再処理工場。さらに各原発の中には原爆ン百発分の核分裂した放射能が詰まっている。「トイレのないマンション」と言われる捨てられない核廃棄物はこの先地中に埋めたとしてもン百年も
放射能を出し続ける。後々の地球の人々にどう謝れるのだろうか。もう遅いかもしれないが、即刻原発は廃炉とするべきものである。

３．原発がなくても十分に産業は成り立つ。
「原発の作り出す電気は安く作れる」…原発事故の後、こんなことを言う人はうそつきだと言われる。事故補償を考える前から原発電気の原価計算はデタラメだったし、儲けを上乗せして大儲け
していた。我々消費者は世界一高い電気を買わされていたのだ。
「原発はクリーンなエネルギーだ」…これだけの環境汚染を起こしてそんなことは言えない。森を、畑を、川を、海を原発は決定的に汚してしまった。
「原発を止めたら日本の産業は衰退する」…原発によって利潤を手にしようとしているものたちの悪あがきだ。日本の技術は原発エネルギーが０であっても、いや０である方が、新たなエネル
ギー（シェールガス、風力、地熱、太陽光・太陽熱…）を生み出す力を持っている。今までの安直な原発依存がなくなれば新しいエネルギー開発への真剣な取り組みは一層進められる。
　人間の命はなにより尊い。人間の命を傷つけ奪うものは許されるはずがない。日本は3.11を境に新しく出発する決意が必要だと思う。

26712 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発ゼロ（脱原発シナリオ）に一票を投じます ここまで原発依存していたことを意識したことはありませんでした。しかし、今回の地震と原発事故を経験し、そこに目を向けざるを得なくなりました。また、微力ではありますが脱原発に向けた取
り組みを開始しております。エアコン等の電力消費が多い機器の使用を避け代替手段を工夫しておりますし、今年は神奈川県が進めるソーラーバンク構想に参加して自家発電を開始いたしま
す。経済的に余裕があるわけではありませんが、家族皆がやり繰りして実施する覚悟です。多くの国民が同様の気持でいることを想像します。志ある国民の声が無視されないように一票を投じ
て意志表明をいたします。

26713 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 計画的、段階的に原発依存度を下げ、将来は原発が
なくてもきちんとやっていける脱原発社会を実現する
ためは、原発の新規建設を禁止する「原発新設禁止
法」を制定するべき。

計画的、段階的に原発依存度を下げ、将来は原発がなくてもきちんとやっていける脱原発社会を実現するためは、原発の新規建設を禁止する「原発新設禁止法」を制定するべき。

26715 個人 家事専
業

４０代 女性 現在、日本にある原発をすぐに稼働停止という方向に
もっていかなければ第二の原発事故は決して防げま
せん。すぐに停止しても間に合わないくらいです。
ゼロシナリオは必須です。

今回の事故で、国民は原発について様々に考え、また知ることとなりました。無関心でいたために知らなかったことが多かったことも反省しました。
原子炉冷却のこと、使用済み核燃料のこと・・・

事故によって、福島の人たちは今でも生活を奪われ苦しんでいます。これからも苦しみは続きます。第二の福島を生み出すことがあってよいのでしょうか？
この狭い日本に、このようなことが二度と起きてはならないことは誰にでもわかります。国が守るべきは、国民一人一人です。

26716 個人 パート・
アルバイ

３０代 男性 0%、即刻全ての原発を廃止するべき。 人が制御できないものを動かしてはならない。

26717 個人 家事専
業

５０代 女性 是非とも、原発０シナリオで推進して頂きたい。どれほ
どの経済発展も、命と引き替えには出来ないから。

まず、選択肢の設定の仕方について。原発が安全ではないと証明された今、私達国民が選択すべきは「有りか無しか」の２択でなければならないはずだ。薬だと思っていたものが、命を奪う毒
物になり得ると判明したとき、医者が患者に問うべきは「止めますか、続けますか」であるのが常識であるように。その上で、国民が「有り」を選択した場合のみ、「どれくらいの割合か」で再選択
するのが常まっとうなやり方だ。しかし、提示されてしまったからには仕方ない。是非とも、原発０シナリオで推進して頂きたい。どれほどの経済発展も、命と引き替えには出来ないから。

26718 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 選択肢(1)「ゼロシナリオ」を選択します。 選択肢(1)「ゼロシナリオ」を選択します。
安全性が１００％ではない選択を行うことは、極めて危険であると考えられます。

26719 個人 パート・
アルバイ

６０代 女性 原発は０％に！ 福島の人たちの悲しい人体実験で、怖さは十分わかりました．二度と事故を起こす危険をなくすことはもちろん、廃棄物の処理を未来の遺産にしたくありません。

26720 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発依存0パーセントを支持します。 電力会社は原発を管理出来ていない。今まで事故をどれだけ隠蔽してきたか？技術の面、安全に対する意識、共に安全を二の次にする姿勢が明らかである。
 なぜこれだけの事故を起こしながら、誰も責任を取らないのか？こんな無責任な組織に任せれる訳がない。

26721 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発は即刻全停止し廃炉をすすめ、再生可能エネル
ギー、コジェネレーションシステムの確立やアメリカサ
クラメントのように地域電力公社などの参入による電
力自由化を進めるべきである。原発は0パーセントに
する。

今回の原発事故の被害の深刻さを考えれば、地震国日本で原発は無料、事故が起きれば経済的にも大きな損失がある。また国は国民の命を大事にするように政策を変更し、原子力規制委員
会のメンバーも白紙にもどし、小出裕章氏、田中光彦氏、肥田舜太郎氏をいれて欲しい。さらに大飯原発の再稼働を直ちにやめ、核エネルギーに頼らない安心安全な日本にして欲しい。

26722 個人 自営業 ３０代 男性 今回提示されている3つのシナリオ（ゼロシナリオ、15
シナリオ、20～25シナリオ）のうちから選択するとなる
と、ゼロシナリオ以外にはあり得ない。

　今回、3つのシナリオが提示されている。

・ゼロシナリオ
・15シナリオ
・20～25シナリオ

　日本における今後のエネルギーや環境を考えてゆくに当たり、取り得る選択肢は、この中から選択するなら、「ゼロシナリオ」以外にはあり得ない。

　2011年の東電原発事故以降、今もってなお被災地の除千もままならないばかりか、放射能汚染を拡散させている現状においては、次に同様の原発事故が発生した場合、おそらく日本国内の
ほぼ全域が居住不可能となってしまうと思われる。

　発電所の事故は原子力発電所以外でも当然ながら発生のリスクはあるが、事故による被害は原子力発電所よりも遙かに限定的であり、また放射能汚染のような副次的な被害も発生しない。

　上記の理由により、たとえ1％でも原子力発電所依存の道を残すことには賛成できない。

　ゼロ品リオの場合、化石燃料依存が相変わらず高水準となるが、再生可能エネルギーへのシフトを推し進めることは当然のこと、これまでの大量消費社会を見直し、エネルギー消費そのもの
の低減も薦めてゆくべきではなかろうか。たとえば、街中のイルミネーションの低減、事業者への深夜残業の抑制（労働環境改善にも繋がる）、エネルギー消費の高い娯楽分野の見直し等、エ
ネルギーを消費する側の対策も併せて検討すべきと思われる。

26723 個人 無職 ６０代 男性 脱原発依存。原発比率０％。即時廃炉。 原子力発電装置は、現在の人間の技術では制御しきれない巨大エネルギーと放射能汚染源である。今回の福島原発で不幸にもそのことが証明された。どんな装置にも欠陥は存在し、人的ミス
も起こり得る。人間が制御しきれない地震列島の上に、制御しきれない原子力装置を稼働させていれば、今回の福島原発と同じ事故はまた起こり、日本は放射能まみれになる。福島の犠牲を、
目の当たりにして、即時脱原発を決めない政治家は、即刻全員辞職してもらいたい。ドイツを見習うべき。
普通の一般的な装置、設備でも同じように火災事故は起こるが、火が消えれば、事故は終息する。原子力事故は、汚染の規模、汚染範囲、汚染年数を考えれば即時廃炉が当然。10年の内に
など悠長なことを言っている場合ではない。明日事故を起こすかもしれない。明日、地震が起こるかもしれない。そういう危機感で対応すべき問題であり、そういうことを考えるために、高い給料
を取って政府、議員は存在する！！！！！！！！！。

26724 個人 無職 ６０代 女性 2030年までの日本の原発のあり方は「原発ゼロ」を支
持します。

原発はいったん事故を起こしたら人間の未来を奪います。それは福島の事故を見ても分かる通りです。
放射能で死んだ人はないと言った中部電力の社員がいます。津波の後、放射能のせいで助けに来てもらえなかった人たち。入院患者を移動させないといけなくなって移動中に亡くなった人た
ち。故郷や仕事を奪われて自殺した人たち。原発事故さえなかったら死ななくてよかった命がたくさんあります
放射能は直接たくさんの人の命を奪っています。
原発は絶対に事故は起こさないと言っていたのに、あのような大事故を起こしました。
これからどんな対策を練っても、講じても事故を起こさないという言葉は信じられないし、絶対に安全な原発はありません。
節電して、代替エネルギー開発をしていけば、原発なしでも生きていけるはずです。
原発が必要という人は、原発でお金儲けをしようとしている人たちです。
お金より経済より命が守られる未来を子どもたちに残す責任が私たちにはあります。
2030年までに日本の原発はゼロにする道を私は選びます。

26725 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 即時、原発は廃止すべきです。 原子力発電で生まれた核廃棄物は、その後の処理技術が確立していません。
保管を行うにしても、数万年後のことを保証出来る人は誰もいません。
また、コスト的にも、原発周辺の住民への補助、数万年の保存コストを考えれば、原発がコスト高なのは明らかです。
原子力発電は、現状では人類が扱える技術ではありません。
即時、原発は廃止すべきです。

26726 個人 自営業 ２０代 男性 将来の原発比率について ２０３０年の原発比率目標の三択ですが、私は０パーセントが良いと考えています。今すぐ全原発廃炉を願っています。
コストが繋り過ぎるという問題は、税金で賦課して頂ければと思います。
または電気料金をもっと上げてもらっても構いません。

目的がはっきりしている値上げなら納得出来ます。
以上です。

26727 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 将来の原発依存率０パーセントを支持します。 私が原発依存０パーセントを支持する理由としては、言うまでもなく福島第一原子力発電所の事故が収束されていない中事故原因が確定されていないことが挙げられます。事故原因がわから
ないのにどうして安全対策が立てられるのでしょうか。除染もできず事故の後始末も何一つできないのにどうして再稼働なんかできるのかわかりません。野田首相は現在起きている事故にも何
一つ対応できていないのにどうして「私の責任において再稼働する。」などと言えるのでしょうか。いったいどのような責任を取れるというのでしょうか。責任などとれもしないのに軽々にそんなこ
と言ってほしくありません。消費税増税においては「将来の子供たちに負担を負わせてはならない。」としていますが、原発の存在そのものが将来の世代にとてつもない負の遺産を残すことにな
るのですよ。なぜならそこから出る核廃棄物はその処理方法が確定されていないからです。消費税増税の論理で行くならば原発など即廃止すべきです。
日本は地震国です。当然津波も起こりうるし国土は狭いのです。アメリカのような国とは違います。１度事故が起こってしまえばどうなるかは今回のことで分かったはずです。原発は日本という国
には合わない発電方法です。あまりに危険すぎます。経済が大事なのはわかりますが、国そのものがそこに住めないようなこととなる恐れを考えたら原発を存続させることはあり得ません。
私は今ほど日本という国の国民であることに恥ずかしいと思ったことはありません。あなた方は我々福島県民をなんだと思っているのか。原発の即時廃止ときちんとした補償、除染、責任の所
在を明確にし目に見える形できちんとした責任を取ってもらうことを求めます。

26728 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発は止めてはならない。 原発のエネルギー量、北朝鮮、中国の軍事的抑止力に匹敵する代替エネルギーが
ない時点でのシナリオ選択は茶番にしかみえない。
経済、軍事、生活、国際科学競争など様々な面から検討するべきであり、国民が
節電を心掛ければいいという小さなレベルの問題ではない。いいかげんに眼を覚ましてほしい。

26729 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力発電比率を当面は震災前の比率である２
５％，２０３０年には１５％，２０５０年には０％を目標と
すべきである。

現在は、福島第一原子力発電所の事故で東京電力管内は電力単価が著しく上昇し、経済環境、一般市民の生活を揺るがし始めている。東京電力管内における産業は既に大きな影響を受けて
いる。電力価格上昇は国内の電力会社全て同じ状況であるため、日本国内同様の現象となる。このままでは、日本国内での産業は成り立たず、日本人の働く場所がなくなってしまう。従って、
一度は震災前の状況に戻すべきである。その後、電力は火力にて補いつつ、企業及び一般家庭における省エネルギーを推進する。その結果として２０３０年には、原子力発電比率を１５％程度
まで低減させることが必要である。石化燃料は有限であるため、省エネルギーと共に再生エネルギーの利用を進め、２０５０年には原子力発電比率を０％とすることを目標とする。それまでの間
に核燃料処理方法を確立し現在使用している核燃料を将来に禍根を残さない形で廃棄できる技術を確立しなければならないと考える。

条件付きで「原発ゼロ」を選択します。条件は、２０３０年時点でゼロは遅すぎる。遅くても５年後までに完全に全炉廃炉すべき。もんじゅおよび六ヶ所村再処理システムを含め廃炉、使用済み燃
料は全量直接処分とすることです。

原発の新指針・基準を以下のように設定していただきたい。
(1)運転期間が４０年に達したものは廃炉。例外を許さないこと。
(2)新安全基準に基づき審査し、追加安全対策（完全なバックフィット）が速やかに（２年内程度に）完了しないものは廃炉すること。
(3)現在新規計画中および建設中の原発は建設中止すること。
(4)使用済核燃料は全量直接処分すること。地下貯蔵は安全管理が行き届かなくなる恐れがあるため、管理が厳格に行いやすい乾式地上保管を当初数百年間程度行うこと。
(5)核燃料サイクルシステムは中止し、「もんじゅ」「六ヶ所村の核燃料サイクル施設」は廃炉すること。

代替電源確保等の諸新対策
(1)再生可能エネルギー（特にバイオ発電：森林保護、間伐材やスギ花粉対策にもなる）利用を開発・普及すること。省エネ対策を強化実施すること。
(2)当面は天然ガス利用（シェールガス導入やコンバインドサイクル、家庭用燃料電池を含むコージェネレーション等）を普及強化すること。原発立地地域へのＬＮＧ基地とコンバインドサイクル発
電所建設は有効な代替手段である。
(3)電力の自由化抜本改革（全電力小売りの自由化、発送電分離、新規事業者参入促進、総括原価方式の廃止等）をすること。電力システム改革と再生可能エネルギー利用普及は車の両輪で
ある。発送電分離は、確実な分離がしやすい機能分離を採用すべきだある。
(4)原発立地地域への電源立地等の交付金類は中止し、新規事業興し、雇用対策に衣替えすること。
(5)日本の産業構造（重厚長大産業、燃料電気多消費産業から知識・サービス産業へ転換）の変革を受容し、むしろ積極的に変革を推進すること。既存利益団体を守る制度から新利益団体が
参入しやすい社会制度、法制度への移行（既存規制の撤廃と新監視ルール・制度の強化・創設）。

脱原発を早期達成すべき理由
(1)原発事故は原爆と同じで被害が甚大で想定不能であり、受容限度を超える。事故のデインジャーは倫理的道徳的に許されない。いかに安全対策を施しても事故は起きることを前提に新たな
追加安全対策をとらなければならないというエンドレス循環に落ち入る。だから、結局事故を防止するには、原発をゼロにする以外に解決策はない。今即すべてを廃炉しても今後１０万年の間、
子孫に負の遺産を残すことになる。だから今後原発を運転したり、増設することはもっての外である。
(2)高レベル放射性廃棄物は、１０万年後の将来まで管理が必要である。我々人類が責任管理できない長期に及ぶ。現状を観ると、大量の廃棄物が貯まっているにもかかわらず、未だ最終処
分場所も見つかっていないお粗末さである。これ以上廃棄物（使用済み燃料等）を増やすのはもっての外である。
(3)各種自然災害はもとより、サイバーテロ、武力テロ・戦時の標的、ロケット・飛行機の墜落、突発的な精神的・肉体的異常による作業員の故意または過失操作等等、あらゆる事故発生原因に
対しての対策が必要であるが、実際には十分な対策実施は困難と言える。
(4)原発と核燃サイクルの全体システムは原爆を作る材料と人材、システムを確保する裏の対策であり、これらは人類が持つべきでない技術と物質である。世界の核廃絶を目指すことを方針と
する日本にはマッチしない。
核爆弾の潜在力保持が目的なら、別途堂々と国民的議論を行い、国民合意のもと目的限定的な対策がとられるべきである。
安全神話からの脱出が本当にできるか？　政府・電力会社・学者・メーカ―等原子力村の住人は、大飯原発再稼働の説明にみられるように安全は確保できていると主張し、安全神話から脱出
できていない。現実には、利益共同体だけで結論を下し、国民に対しては、ただ安全を確認済みであると叫んでついて来させようとしている。
本来、原発の危険性（デインジャー：想定できない有りうる危険）、放射能物質、使用済燃料等の問題は広く国民の間に公開し透明化し、議論を尽くした上で、方針・結論を出すべきである。
(5)原子力村の解体は無理ではないか？
本来は、原子力村の解体と独立性の高い新規制・監視組織の構築が必要である。
しかし原発は超・長・ビッグビジネスであるために、利権構造、利益共同体が生まれる。
金で強固に結ばれた「政・官・財・学・（マスメディア）」が再結集するだろう。現にその動きがある。原発が存続する限り、また原子力村は蘇生するだろう。
新しい安全規制庁の委員候補案が細野大臣から発表されたが、規制を受ける事業者からの委員が５人中３人もいるではないか。これでは安全規制に手加減をする恐れがあるではないか。最
低２人程度の委員は脱原発反原発の意見を持つ人を選ぶべきである。
(6)政府は「原発依存度をできる限り減らす、これは福島事故を踏まえた政府の方針である」と言っているので、２０～２５％案は現状実績値２６％との差異がほとんどないため、この案は政府方
針に適合しているとは言えない。
(7)説明資料では、原発事故が起きた場合の社会的費用は「１．７円/ｋＷｈ を下限として試算」としか記述されていないが、これは問題である。下限ではなく、最大想定値あるいは、最大想定値と
下限値の平均値等を記述すべきである。また原発立地交付金、原発事故対策費用、賠償金にかかる金額を明示すべきである。さらには仮に東京都に放射能が流れてきたら３，５００万人ある
いはその内半分の人々が、福島事故のように長期に避難せざるを得ないとして、試算したケース等も例示すべきである。

無職 ６０代 男性 条件付きで「原発ゼロ」を選択します。条件は、２０３０
年時点でゼロは遅すぎる。遅くても５年後までに完全
に全炉廃炉すべき。もんじゅおよび六ヶ所村再処理シ
ステムを含め廃炉、使用済み燃料は全量直接処分と
する。

26714 個人



26730 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原発ゼロに賛成 狭い日本の中で、福島原発にようにいまだに、完全解決策が取れない原発は、完全ＳＴＯＰすべき。継続し、想定外の天災があれば日本は廃墟と化す。目先の利害にとらわれることなく将来の
日本の安心、安全を創造して欲しい。

26731 個人 学生 １０代以
下

女性 ゼロパーセントにしてください。 今、避難している人がいてとても苦労しているから。

26732 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 全原発即廃止、即廃炉へ、 原子力発電が従来喧伝されてきたような安全なものでないこと、それどころか、非常に危険であり、一旦事故がおきれば取り返しがつかない結果となり、国民の命を脅かすものであることは福
島第一の事故をみても明らかです。また使用済み燃料処理、事故が起きた後の処理を含めれば、安いエネルギーでもありません。地球温暖化対策との推進理由もいまやその根拠を失ってい
ます。全原発が停止しても、電力は足ります。これまで原子力開発にあてられていた開発費を地熱等の自然エネルギー開発に向け、かつ省エネ技術では最先進国を目指すべきです。野田首相
は豊かな生活を守るといいますが、まず生きる、命を守ることが人として第一優先です。

26733 個人 無職 ３０代 男性 脱原発（原発依存率ゼロ％） 現行の原子力依存が日本国民のみならず人類全体の将来にたいしてリスクの大きすぎるものであるとつくづくと感じさせられた。

近視眼的な視点で電力コストだけを考えるのではなく、脱原発（廃炉）と再生可能エネルギーへのシフトを重点的・先進的な取り組み課題にしていくことが「技術立国・日本」が次世代をリードして
いくための課題だと思う。

さらにいうと、現在の政治・官僚・経済界・電力会社、なかの個々人はともかく、システムとして全幅の信頼を置きづらい、ということも理由の一つ。

26734 個人 無職 ７０代 男性 再生エネルギによる発電を主要な電力供給源にする
ためには莫大な費用が必要である。原発を全部稼働
させて、それで稼いで再生エネルギ発電の建設に充
てる。

福島第一原発事故の原因は原子炉を支える付属施設が地震と津波で壊滅、支援を失った原子炉がメルトダウン、放射線物質の放出による住民被害に至った。この３段階を追って考えることが
必要である。原子炉を守っているのは原子炉容器や格納容器だけではない。熱交換器、配管、冷却ポンプ、計測・制御装置、電源、送電設備などであり、これらの関連設備の強度設計、強度管
理が重要であるが、見逃がされていた。津波の対策には原子炉や関連施設のレイアウトが必要であった。原発のことを冷静に考える時期に来ている。エネルギの選択において、エネルギ基本
計画に掲げているエネルギの安定供給の確保、エネルギ利用における環境への適合、エネルギの海外依存による市場原理の活用などを考慮しなければならない。さらに、我が国は地震、津
波、豪雨、竜巻など災害の多い国である。水力、風力、太陽光、地熱、バイオなどの新エネルギは自然の脅威に対して原発よりは被害が少なくてすむ。しかし、これらを主要なエネルギとするた
めには莫大な費用が必要である。買取価格を電気料金に上乗せして開発費用に当てているが、経済活動を冷やし、デフレ経済をもっと悪くする。原発を全部稼働させて、それで稼いで再生エネ
ルギなどの新エネルギの開発にあてることが必要である。エネルギの選択にあったては費用対効果を重要視しないと、空論に終わってしまう。

26735 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します。再稼働された大飯原
発は即刻停止すべきで、現在停止中の原発の再稼働
に反対します。地震活動期の日本列島で原発稼働を
つづけることは危険で、今すぐに全原発の廃炉を求め
ます。

２０１１年東日本大震災と福島第一原発の事故で、原発事故の危険性と問題点を、わたしたちは身をもって知りました。原子力発電は、廃棄物の問題、労働者の被爆、都会と地方との差別、燃
料ウランの有限性など、多くの問題を抱えた発電方法ですが、とくに、地震の多い日本列島での発電方法として不適です。東北地方太平洋沖地震をきっかけに、日本列島の地殻のひずみ状態
が変化し、地震が生じやすい状況になっていることが指摘されています。このような中で、原子力発電を続けることは、第二、第三の原発事故につながりかねません。2030年までに大きな地震
が来ないという保証はどこにもなく、プレート境界地震発生の可能性も、内陸活断層による直下型地震の危険性も、常時はらんでいます。西日本のどこかの原発の重大事故がおきれば、もう日
本には住める場所がなくなり、日本という国家自体の存亡にも関わります。日本のすべての原発をいますぐ停止、廃炉にしてください。当面は火力発電に重点をおきつつ、再生可能エネルギー
や新たなエネルギー技術の開発に力をいれ、将来的にはそのエネルギー技術を世界に発信していくことがよいと考えます。

26736 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 選択肢３．資源を持たない日本はエネルギー安全保
障の観点から多様なエネルギーを確保すべきで原子
力発電を維持すべきである。

　福島事故で今尚１０万人以上の方々が避難生活を強いられており、このような事故は今後絶対に発生させない覚悟が必要である。福島事故は原子力発電の内側に存在する欠陥ではなく、結
果として津波という外的事象に対する備えが不十分であった。今回の事故を教訓に適切な対策が取られればより安全な原子力は達成できる。決して原子力のリスクはゼロにできないとの主張
はそのとおりであるが、脱原子力のリスクも考慮すべきである。
　以下の理由から安全な原子力を前提に選択肢３を基本に原子力を重要な基幹電源として位置付けるべき。
・日本のエネルギー自給率は４％と非常に脆弱であって、エネルギー安全保障の観点から多様で準国産エネルギーを確保する必要がある。太平洋戦争はABCD包囲網による資源遮断が開戦
に至った要因の一つであった。
・各選択肢は風力・太陽光等の再生可能エネルギーの大幅な伸びを前提にしているが気候に大きく影響される欠点や電力送電網の安定性等の課題があることを考えれば、現実性に疑問があ
る。節電や省電力も含めて過度な期待を前提にした議論はリスクが大きい。再生可能エネルギーは化石燃料依存度を下げ、温暖化ガスの低減の目的で取り組むべき。
・世界、特にアジアは原子力に積極的であり、脱原発政策は日本の技術を維持できないばかりでなく、世界の原子力安全、エネルギーの安定供給に寄与することもできない。
・国のエネルギー政策は国民生活、経済、外交に大きな影響を及ぼす。一たび舵を切れば大きな慣性力が働き方針変更は非常に困難である。正しい現状認識で感情的・表面的ではなく、冷静
かつ深い議論を期待する。

26737 個人 自営業 ６０代 男性 原発はゼロパーセントにすべきです。 人類にとって、制御不能な装置であり、使用済み核燃料も子々孫々にまで大きな負担を強いることになる。今まで原発推進に使ってきた開発費を、自然エネルギー開発に使えば、将来の電力
需要の相当部分をまかなえるし、二酸化炭素の排出を抑えることも可能だ。原発が地球温暖化防止の切り札のように言われたこともあったが、冷却水のことはどう考えているのでしょう。直接の
海洋温暖に資しているのでは。

26738 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 脱原発、すべて廃炉。ゼロシナリオを希望します。 福島の原発事故で、原発がどれだけ恐ろしいものか知りました。危険性を肌で感じた以上は、安全性も高く環境に優しいクリーンエネルギーに完全に切り替えてほしい。原子力発電にはもう頼
れません。
机上の空論で原発の安全性を唱えている時間はもうありません。
現に、安全とされていたものが崩壊したのですから。
毎週の官邸前のデモで、国民の声は届いているかと存じます。
どうか無視しないで下さい。
そしてTPPが仮に導入されることになったとしても、自国の意思に反して原発の再稼働がされることのないように、早く廃炉の方向に話を進めて下さい。
原発もTPPも反対！！国民が安心して住める国を、どうか取り戻して下さい。

26739 個人 家事専
業

５０代 女性 原発０％に投票。福島の住民を避難させないのは虐
殺を意味します。原因究明もせずアメリカのご機嫌取
りのために国民を殺すなんて許せません。

もう原子力は古い。

26741 個人 会社員・
公務員

６０代 女性 原発は直ちに廃路に。 核のゴミも含め、人間にとって危険なもの、不必要なもの。

26742 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発廃止について。 原発は今後10年以内にすべて廃炉にすべきです。無駄な税金を使わない為にも。もんじゅも当然廃炉です。福島の事故で分かっているはずです。国民のみんなは不安なのです。一部の権力
者や企業の為に原子力を進めるなんて、ばかげている。国民が節電すれば、原発は１基も必要ないはずです。経済が停滞するとか言ってる経団連もいるが、原発による被害と、経済、どちらが
重要ですか？国民は原発の被害が重要とわかっています。そんな事しか思いつかいない者の為に原発を進めることは大間違いです。福島の事故は、戦後日本が復興したように、大きな分岐
点となります。そんな事があったな。では終わらせない。原発に頼らない国にしよう。それは、全国民の願いです。

26743 個人 その他 ６０代 女性 原子力発電所の電気は即刻ゼロにしていただきた
い。

電気量、ひいては経済と命の重さを比べたら一目瞭然で命が大切に決まっています。電気量は不足であったとしても２，３年でめどがつきますが、命が失われたら取り返しがつきません。それど
ころか、放射能で日本のみならず世界の空、大地、海など環境を汚染したら、どうやってとりかえすのですか。原発は地震の活断層の上に建設されているのがほとんどの上老朽化しています。
危険を感じないのでしょうか。原発推進の方々の価値観と人間性を理解できません。

26744 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発依存度をゼロにすべきである。原発の１００％安
全を保障できない以上、国民を守る国家は原発を推
進してはならない。人間の生命と経済は天秤にかけら
れず、経済のために一部の人間を犠牲にしてはなら
ない。

原発依存度をゼロにすべきであると考えます。その理由は今の科学では、原発は人間の力を超えるものであり、コントロールできないものであると思われるからです。人間では制御できないも
のに対しては、１００％安全は保障できなく、われわれの生命までも脅かす存在となります。生きることは人間の権利であり、最低限の権利を保障するのは国家の義務であり、憲法の趣旨であり
ます。政府はどんなことがあっても国民の命、生活を守らねばなりません。国家としての財政基盤をつくり、経済成長を図ることも必要な役割ですが、経済のために安全性が阻害されることは
あってはなりません。経済が成長がストップし、国民は貧しい生活を余儀なくされるとしても、国民の命は守らなければなりません。９０％の安全は安全ではなく、１００％安全であるといえない以
上、原発を進めてはならないと思います。その判断の上で経済政策を考えていただきたい。

26745 個人 その他 ４０代 女性 2030年には当然０％ですが、今すぐに０％にするべき
です。

夏のピーク時の電力は、原発なしでもやっていけることがこの夏証明されました。
政府は電力が足りなくなるからを理由に大飯原発の再稼働と強要しましたが、火力発電８基を止めてもなお10％余るという結果になったことは、まったく原発は必要ないということですね。即時
廃炉を求めます。

それに、2030年までにという設問自体が欺瞞。１５％ということは、原発の耐用年数を伸ばすか、新増設をするという計算ですよね。そのことをはっきりと書かずにこの選択肢を出すということ自
体が国民をだまそうとしているのではないですか。

今すぐ舵を切れば、原発なしにやっていく解決策はじゅうぶんにあり、経済の空洞化という幻想で脅迫するのはやめてください。

26746 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 2030年、日本で稼動している原発は0を希望します。 原発は人間の手に負えるものではなく、それを人間の傲慢さで無視し続けることは不可能です。
また、すでに大量に発生しているゴミたちを処理する手段さえ持っていないことが分かりきっているうえで更にそのゴミをまるで後世へ責任をなすりつけるように増やすことが理解できません。
日本中の誰もがそのゴミを受け入れる覚悟もなければ、受け入れたいとも思っていません。
もし、将来に渡っても原発維持を"政府"が唱えるのであれば、まずは国会議事堂や首相官邸の真下にでも処理してはいかがでしょうか？

26747 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 政府は国民の意見を聞き、直ちに「原発ゼロ政策」に
切り替えてもらいたい。もうすこし生活が不便になろう
と、光熱費がＵＰしようと、原発を無くしたい国民の切
実な思いを政府は真摯に受け止めるべきである。

反原発デモは週を追って参加者が増加している。大飯を再稼働させた政府への憤りは巷のいたるところで語られているのが現実である。１１都市で行われた聴取会の結果も67％が「原発ゼロ」
を指示した。国民は原発など望んではいない。
何故かと言えば、原発マネーのからくりは解き明かされ、安全神話は地に堕ち、福島の人々は未だ悲惨な生活を強いられている現実を知ってしまったからである。
原発をゼロにしたからと言って、核の火はすぐに消すことが出来ない。放射能の半減期は、長いものでは何十万・何百万年である。そのような性質をもつ核を、たかが１００年に満たない今ここ
に生きている人の暮らしのためになぜ用いる必要があるのであろう。
核は人間の奢りでしかない。人間は生きとし生けるもののトップに君臨しているのではない。人間も一つの生命であることは、他のどんな生命とも変わらない。人の生活には環境があり、国があ
り、地球があり、宇宙がある。人間だけでは生きていくことが出来ない事を忘れるべきではない。
政府は核に対する間違いを早急に認め、共生社会に向けて目標を設定し直し、原発で浪費している莫大な資金を代替エネルギー開発に注ぎ、人間回帰したエネルギー政策を推進していくべき
である。

26748 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発ゼロを目標に、計画的廃炉を目指すこと、自然エ
ネルギーに切り替えること望む！！

日本は地震列島です、活断層が日本中に存在します、阪神淡路大震災の時、淡路の野島断層が動いたと聞きました。その後野嶋断層記念会館に見学しました、断層の割れ目を見て、そのす
ごいエネルギーを感じました。原子炉が、活断層の上に、又は近くにあると思われます、震災の時私たちの町にも、活断層があると聞きました。日本中危険がいっぱいです。原発の事故は取り
返しが出来ません、そうであるならば、計画的に原発予算を、自然エネルギー開発予算に変えるべきであります。
日本は地震列島です、地熱発電の活用をして下さい。

26749 個人 その他 ５０代 女性 脱原発！　原発ゼロシナリオ！意見聴取会でも７割が
ゼロシナリオを支持しています。国民の声を聞いてく
ださい。地震大国日本の上に原発は不必要です。見
えない放射能で命を奪う危険性のある利便はいりま
せん。

原子力発電はごみ処理の方法を得ることができないまま見切り発車した欠陥列車だと思います。すでに処理しきれない核のごみが飽和状態に近いことがわかっているのに大飯原発再稼働さ
せることは信じられません。

原発自身の欠陥、設置のずさんさ、メンテナンスの不備を指摘されているにもかかわらず　他人事のように原発を進めようとすることは　国民の便利な生活を守るという甘い言葉を隠れ蓑にして
いるように見えます。国民は原発ゼロを求めているのに　それを無視するのは　やはり利権ですか？？？

福島第一原発事故は人災です。
ここにくるまで関心をよせず見逃してきた国民の責任でもあります。
私は反省し　それゆえに　原発ゼロを求めます。

日本は巨大地震の激動期に入っています。
堤防や砂丘では対策にならないと思います。
今　生きている私たちは　負の遺産を未来に残してはいけません。
たとえ事故がおこらなくても　核のごみ処理は立派な負の遺産です。
　
ここでふみとどまる勇気を皆で持ちましょう！

26750 個人 自営業 ５０代 女性 (1)のゼロシナリオを選択します、２０３０年まででなく、
即刻のゼロを求めます、もし再稼働し再び過酷事故
が発生すれば日本の未来は断たれます、日本の回復
は原発では成し得ません

福島第一の過酷な事故、これ以降の日本の未来を考えると地震の巣のような日本では原発による発電は百害有って一利なしです。現在関電が大飯を稼働させていますが、この猛暑にもかか
わらず電力消費量に大きな無理はなく日本は原発の電力なしでやっていけます、当然安全安心な電気を作るための開発努力は必要ですし、廃炉に持っていく工程技術のための研究も必要で
す、そこに雇用の活路も広げねばなりません、福一事故の大きな傷を負った我々は未来に果たす役割の一助として即原発廃止の道を選ぶべきです

26751 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロシナリオ
原子力発電所全廃を希望

核燃料廃棄物は長期間に渡り、放射能等の有害物質を発生させる。
原子力発電所全廃以外に核燃料廃棄物を無くす方法は無く、原発ゼロを求める。
また、核燃料リサイクルも最終的には核燃料廃棄物を発生させるため、核燃料リサイクルの廃止も求める。

まず、原子力を積極的に推進する人間は、精神異常者です。そして、広く全国の日本国民を、現在から将来の子々孫々までにわたって、危険と健康被害に晒す事に全く疑問を感じない、無責任
な者です。はっきりいって、そんな存在は、人間というよりは、人間性を損なった、機械装置と言っても良い位です。

★判りますか？これを薄笑いを浮かべながら呼んでいる、原発推進者のあなた達全員の事です。★

原発の原料は、もともと原子爆弾と同じであり、瞬間的に原子爆弾が爆発するのに対して、原発は人間が制御してゆっくり原爆の原料を燃焼させようとするものです。

原発で、原子爆弾の燃料を、人間が制御して、安全に燃やせるとしたのは、チェルノブイリや、スリーマイルは、福島での、それぞれ原発の激しい過酷事故を経て、虚言であり、『原子爆弾の原
料を人間が制御してゆっくり燃やす行為を安定的に半永久的に継続することは不可能であることが明確に証明された。』

そして、チェルノブイリや、福島の過酷事故を経て、一度原子炉が過酷事故に陥って、炉心溶融して、メルトスルーしてしまうと、ずっと燃え続けて、人間の手に負えるものでは無い事が示されて
おり、福島第一原発では今での日々、政府が収束したと嘯いている爆裂した１～３号機の原発瓦礫群から、毎日の様に蒸気や煙が上がり続けている。特に放射線量の高い箇所では、人間がそ
こに入ると即死してしまうような場所させ未だにあって、どうしようもない状態である。
また、報道も調査も全くされていないが、地上でそうであるという事は、高濃度で、人が近づくと即死する様な、高濃度の汚染物も、日々地下水に漏出し、地盤に浸潤して、日々生みに染み出し
ている筈だ。

福島第一原発の爆裂によって、地上の山、川、湖、市街地、そこでの水、土壌、木々が広く汚染されている。その汚染は、セシウム１３７の半減期だけで３０年かかるものであるから、実質的に人
間が安全に暮らせるようになるには、１００年、あるいは、２００年以上の時間の経過を待つ意外にない。政府は放置しているが、福島の周囲の東北、福島より南の、茨城、千葉、東京、埼玉、栃
木、長野、など、広範囲に汚染されている。本来は、非難して当然の場所に、国民を平然と住まわせている政府は、まったく異常である。

さらに、これまでに原発の稼動によって生じた、使用済み核燃料や、低レベルと言われる放射性廃棄物が、そこら中の原発で大量に溜まっており、置き場がもう無くなって来ている。核燃料サイ
クルは、未だにまったく成立していない。六ヶ所村の再処理施設は全く動いていない。もんじゅはトラブルを起こすだけで、まともに動いていない。日々、無駄な実験費や、施設の維持費や、無駄
な電力を浪費するだけで、全て計画は先送りとなっている。本来は、そういった、再処理の技術と設備が確立しなければ、原発は動かしてはならないのに、自転車操業よりもまだ悪い状態であ
る。さらに、コスト的にも、使用済み核燃料を再処理してしようするよりも、地層処分した方が安いという資産すら政府自身が出している。　要するに、自身で破綻していることを示しているのだ。

最後に、エネルギー効率について。原子力発電は発電効率が、３０％程度である。要するに、原発が電気にするエネルギーの二倍以上を、廃熱として捨てて、海を無駄に暖めているのである。
この様に、尋常でなく無駄な発電方法を使うのは、技術立国日本としては許しがたいことである。

結論１　原発は、人間がコントロール出来ない。そして壊れたら収束出来ず、爆発により広範囲に飛散する放射性同位元素で広範囲に汚染し、１００年～２００年以上長期にわたり人が住めない
土地がひろがる。原発が壊れたときのリスクを正しく評価して、誠実に対応出来る人間の合理的な判断であれば、原発を金輪際一秒たりとも稼動させてはならない。

結論２　原発から大量に出る使用済み核燃料の処分方法、処分するための技術、設備すら確立されておらず、そこら中日本全国で、これらの原発廃棄物が溢れかえっている。発電によって生じ
る放射性廃棄物の処分方法が無い発電方法を使い続けるのは異常であるので、そのような発電方法はすぐに法律で使用禁止とすべきである。

結論３　発電効率が３０％程度と非常に効率の悪い原子力発電を、技術立国日本が使い続けるべきではない。

個人 会社員・
公務員

４０代26740 男性 原子力を使用する割合をゼロとする『ゼロシナリオ』以
外にない。原発を全部停止して、廃炉にして、解体を
進めること。　今日、今すぐに、原発を全部止めて、全
ての原発の廃炉に着手せよ。



26752 個人 無職 ６０代 男性 原発ゼロシナリオを選びます。 原発ゼロシナリオを選びます。
原発は放射線被曝の害があり、使用済み核燃料の安全な最終処分ができません。
狭い地震国に原発を並べ、地震で４つも大破し、放射能で地球を汚染しました。
原発ゼロを選ぶことが日本のためにもなり、世界に対し責任をとることになります。
電気は原発なくても足りています。
再生可能エネルギーも増やせます。

26753 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 第４のシナリオを支持します。原子力発電からの完全
な撤退をし、自然エネルギーと火力発電の割合を
半々に、地球温暖化防止は最低でも－３０％を望みま
す。

　原子力発電からの完全な撤退、原子力発電所を１基も残さないで、安全な手段で廃棄することを望みます。そして、自然エネルギーへの１００％の切り替えを望みます。ただ、これには時間が
かかるかもしれないので、２０３０年の段階では、火力発電と自然エネルギー発電の割合を５０％ずつ。そして、地区う温暖化防止の割合は－３０％というのが私の意見です。
　原子力発電は、火山列島である日本には合っていません。地震はいつか必ず起きます。定期的に起きます。地震にあらがうよりも、地震がいつ起きても全く問題のない発電システムを望みま
す。
　原子力発電はお金もかかります。原子力発電所はコストの割にすぐに老朽化します。しかし原子力発電所を新たに作ることは望みません。
　既存の原子力発電所は、地震への安全対策が万全ではありません。地盤の弱さや交通手段が不便な場所もあります。
　福島原子力発電所での事故への政府の対応は、国民に正確な情報を提供をしませんでした。過去の原子力発電所での事故でも情報の提供が遅れたり、されなかったりすることもありました。
電力会社にも、同じ隠蔽体質を感じます。ですので、余計に、命の危険性のある原子力発電所はゼロにしてほしいです。
　廃棄物も出ます。自分の世代で排出された、それも今の段階で海の底に閉まっておく技術しか持たない非常に危険性の高い廃棄物を、次世代に残していく行為もしたくありません。
　きれいな山々に鉄塔が建っていますが、その建設のためだけに道路が作られたところも多くあります。鉄塔がなくなり、日本の原風景が戻り、地域に見合った自然エネルギーシステムによって
暮らせる社会を望みます。

26754 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を支持します。
原発はゼロにするより他にとるべき道はない。運転中
の大飯は早期に停止し、全ての原発を順次廃炉にし
てゆく手順を具体的に検討すべきである。

・ひとたび事故が起ればその影響を制御できず、命・暮らし・国土に取り返しの付かないダメージが降りかかる原発を人間が動かす資格は無いこと。
・何万年後にも渡って放射性廃棄物という毒物を未来に押しつける人類最悪の犯罪が原子力発電であること。
・電力不足や経済問題は、原発稼働と天秤に掛けて論議すべき問題ではないこと。（命が犠牲になる経済発展などあり得ません）
・3.11という史上最大のクライシスを経験した日本人がここで変わらなければ二度と変われないという危機感があること。

地震国・日本において、100％安全な原発を造ることは不可能です。自然の力は人智をはるかに超えたものであることを、昨年の東日本大震災で私たちは学びました。研究が進めば進むほど肝
心なことは分からないことが分かるというのが先端科学の現状ではないでしょうか。東日本大震災以前にも、設計用限界地震動Ｓ２を超える揺れが何度も観測されてきました。福島第一原発事
故は、津波以前に地震で損傷を受けていた可能性を国会事故調が指摘しています。各地の原発で活断層の過小評価が行われています。もう二度と福島第一原発事故のようなシビアアクシデ
ントを起こしてはなりません。そのためには、できるだけ早期に原発をなくす以外にありません。
　また、大都市の電気のために、そうした危険を過疎地に押し付ける差別の構造も見逃すことができません。原発は、ウランの採掘から最終処分に至るまで、現地の人々に被ばくの危険を押し
付け、さらに長く将来世代にまで負の遺産を残すことになります。現在のほんの数十年間の大都市圏の人々の豊かな生活のためにです。
　私たちは物質的な豊かさが必ずしも人間の幸福と結び付かないことも知っています。また、最近ではオール電化などで電気の需要をやみくもに増やしてきた感がありますが、熱を電気に変え
てまた熱利用するのは本当に捨てる部分が多く無駄の多いエネルギー利用です。電気でなくても済むものを、オール電化以前に戻すだけで、生活の質を落とすことなく電力需要は簡単に減ら
せます。
　また、原発以上に危険の大きい高速増殖炉や核燃サイクルはストップすべきです。これ以上、使用済み燃料を増やすことなく、現在既にある使用済み燃料のできる限り安全な処分方法を検討
すべきです。

26755 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力はやめましょう。
非核三原則を守りましょう。

核事故や核廃棄物はこの先何万年も管理して行けないと思います。
人類には核は制御できていません。核融合炉もまだまだ一緒。
経済より人類の存続を希望します。

26756 個人 無職 ４０代 男性 原子力発電所の再稼働に反対します。新たな原子力
発電所の建設に反対します。
全ての原子力発電所の廃炉を求めます。

もう二度と福島第一原子力発電所のような事故を起こさないために
原子力発電所の再稼働と新たな原子力発電所の建設を止めるべきです。
そして出来るだけ早く全ての原子力発電所を廃炉にし、太陽光や風力
、波力などの自然エネルギー発電に切り替えるべきです。近い将来
必ず福島のような事故が起きるはずです。

  
26757 個人 パート・

アルバイ
ト

５０代 男性 2030年0%案を支持。原発再稼働を止め、ただちに全
機廃炉計画を立てることにより即時脱原発の実現を
図るべき。省エネと再生可能エネを最優先することと、
電力会社の資産消失への補填で対応できると。

・15％、20-25%提案
　これらの提案は、それぞれ核燃料サイクルの継続を大前提としているが、実際には、開発が手遅れなもんじゅ（高速増殖炉）やプルサーマルという原発継続を前提としている六カ所村再処理
工場などの核燃料サイクル政策は破綻している。　この破綻した政策を生き延びさせるためだけにオプションを２つも提示したこと自体が、経済産業省の暴走、審議プロセスの乗っ取り行為であ
る。下位の審議会での審議プロセス自体が破綻をしたものであったため、これらのオプションを選ぶ余地はなくなっている。

・0%提案について
　また日本政府はこの期に及んで、福島の事故の教訓をくみ取ろうとしていない。その結果、
1)IAEAの深層防護の内4層目の過酷事故への対応対策も電力会社に対して義務化していない。（すなわち、過酷事故が起こった後の対策を評価するストレステスト2次評価は、原発再稼働の条
件からは除外した。）
2)IAEAの５層目の原子力防災も自治体に実現させようとはしていない。（SPEEDIのデータを、福島事故並みの想定を自治体には使わせようとしていない。）
3)独立性が必要だと第三者委員会方式で新原子力規制委員会が規制する法律に改正したが、肝心の委員会人事を、原子力ムラの牙城にするという論外の人事提案を行っている。
　このようにIAEA基準すら満たせない推進体制そのものが変わらない現状では、福島事故の再来は否定できない。
　そして2030年までは運転を継続する、という場合には、確率論的には、もう一回福島事故が起こりうる、という報告も行われている。
　つまり「福島級の事故の再発を許さない」ということを最優先の政策目標とするべきであり、その場合には2030年0%だけではなく、即時廃炉を行う必要がある。
エネルギー政策としては、省エネと再生可能エネを最優先することと、電力会社の原発という資産消失の不良債権問題への補填を公約することで対応すべき。

26758 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発は1秒でも早く廃炉にし、原発０にするべきです いままで原発は安全と思ってましたが、福島の事故後に自分や世の中の人が如何に原発について無知だったか思い知らされました。

(1)使用済み核燃料の廃棄方法が決まっておらず、何百万本の燃料棒が残っている。
冷却プールが地震で破壊されれば汚染される。
これらの処置を棚上げしたままにすることは、子孫に莫大な費用と危険を遺産として残すことになる

(2)電力問題については、石油石炭などの化石燃料かまだ世界には1万年分は残っており、自然エネルギーで代替しなくても充分足りる。
また、地球温暖化なんて心配いらなく、むしろこれからは氷河期に入って行くので問題がない。CO2削減をしてるのは日本だけ。

(3)今回の福島の事故での政府の対応を見ると、SPEEDIの情報は開示されない、避難勧告や安全基準がいいかげん、チェルノブイリの状況を勉強していない、反省もない、要は危機管理体制
が全くできていない。
情報開示ができていない。マスコミも口止めされている。

以上の状況の中で原発を残そうとするならば、アメリカからの言いなりで日本に主権がない。あるいは、経済や一部の人の利権を優先して、国を滅ぼそうとしているとしか思えない。
地震国で国土の狭い日本で原発を稼働することは、「国汚れて、山河あり」という状況になります。日本人は国を失い、イスラエルのようになります。
日本の文化は失われ、世界の損失です。

国民にも責任があります。
政府は情報をしっかり開示し、いままでの過ちを認め、正しい方向に国民を導いてほしいです。
よろしくお願いします。

26759 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 時代遅れの原子力発電は、即０％にすべき。
同時に急ぎ、今ある原子力技術者を活用して、廃炉
技術と放射性廃棄物の処理技術の確立をはかるため
の施策を推進すべき。

CO2増加、温暖化は、これまでの地球の歴史から考えれば、近々の問題ではない。むしろ、放射性廃棄物をどうするか、将来に向けての負の遺産を如何に減らすかが、今の人間（特に大人）に
課せられている。従って、急ぎ新たな放射性廃棄物を増やさない施策と、廃炉の議論が必要である。

廃炉やリスクを考えた原子力発電のコストを考えると、シェールガスなどを使いつつ、エネルギーシフトに全力で取り組むべきである。日本人は、目標を設定すれば力を出せる。今や時代遅れの
原子力発電から、新エネルギーを開発す適当ることで、将来の日本の基盤技術を担うことが適当である。

そもそも、発電時にCO2を原子力は出さないが、発熱の多くを海に廃棄することで温暖化を加速している。また、ウラン濃縮過程および廃炉・使用済み核燃料の保管で膨大なエネルギーを必要
とすることからも、原子力発電をCO2や温暖化の議論の中で行うことは意味がない。

26760 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロシナリオを支持します。 日本はいつ巨大地震が起きてもおかしくないほどの活動期に入ってしまったらしいので今できる最善の選択をお願いします。

26761 個人 自営業 ４０代 男性 選択は「１．ゼロシナリオ」です。 瞬間的な高リスク選択は、その場にいる人たちが同意できれば行えることですが、原発のリスクは瞬間的なものではなく長期に渡るので、不可抗力的に負担を背負わされる可能性のある後の
世代のことを考えると、現時点のリーダーが選びうる方向性ではないと考えています。

26762 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 即刻、日本中すべての原発を廃炉にすること！ ・原発がなくても、もともと日本のエネルギーは足りる。休ませている火力を稼働させれば、全く問題はないはずだ。火力の燃料となる原油、天然ガスは２０００年以上分存在する。原発の燃料と
なるウランの方が希少燃料である。
・大飯原発を再稼働し、火力を止めて電力量を調整した関西電力と政府は許し難い！その行為こそ、原発がなくてもエネルギーは足りるとの根拠ではないか。
・チェルノブイリでは、天文学的な数の健康被害が報告されており、福島第一原発の事故後の影響も軽視すべきではない。もし、日本で次なる原発事故が起きれば、日本民族は核の影響で滅
びるだろう。

26763 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します ●原発ゼロシナリオを選択します。

・全国聴取会でも約７割の国民が原発ゼロを支持しています。国民の声を政府は尊重しなければなりません。
・石油やＬＮＧの燃料購入単価を韓国並みに引き下げることで、原発をやめても電気料金を引き下げることが可能です。燃料調整制度を撤廃しましょう。殿様商売を見直すことです。
・各原発には廃炉積立金、減価償却引当金が積み立てられており、電気料金値上げすることなく、廃炉は可能です。廃炉ビジネスに転換していきましょう
・命あっての経済です。地震立国、日本に原発は危険過ぎます。原発再稼動には絶対反対です。
・原発が無くても電気は余っています。東京電力は今夏、節電ＰＲはしていません。ピーク時でも予備率４．５％もあります。夏以外は電気が余って需要喚起に必死です。

26764 個人 自営業 ４０代 女性 原発依存度はゼロ％にするべきです。原発を2030年
まで稼働させる必要もありません。今すぐに全原発の
稼働を停止し、現在の原発依存度ゼロ％を前提にエ
ネルギー政策を策定するべき。

浜岡原発、志賀原発など、地震の際の事故リスクの高い原発が全国に立地しています。地震国日本で原発を稼働させることの愚を、わたしたちは福島の事故で目の当たりにしています。福島
の人たちの現在進行形の甚大な被害を考え、原発への依存度は今すぐゼロを前提にエネルギー政策を立てるべきです。

26765 個人 自営業 ３０代 女性 原発ゼロを選択。
でも選択の中のゼロシナリオでは不十分。
外国の化石燃料に過度に頼らない地域資源を生かし
たエネルギー供給への多様な取り組みと、料金体系
の見直しなど省エネを推進する必要があると思う。

原発のある隣り町で生まれ育ちました。
原発を抱えるその隣り町がとても、ため息が出るほど自然、地形の美しい所なことも見てきました。
結婚に伴い引越しましたが、福島での事故が人ごとには思えません。
事故の後始末のメドもたたず、避難区域・その周辺区域での以前の生活への回復がほぼ不可能なだけでなく、福島周辺で生活してある方々への今の、そして長期的なサポートに誠意があるよ
うにも感じられません。政府も、東電も。
そもそもこれだけのことが起こったことに誰の責任も追求されず、今までの仕組みと同じ人達によって「規制」や「安全」という言葉を冠した組織をつくられても、何の信頼感も、安心感ももてませ
ん。
水と空気と土が健やかであることは私たち・子どもたちの幸せな毎日の前提です。
事故があっても無くても私たちには処理能力がない放射性物質を作り出し続ける原子力発電はいりません。
どの原発も、再稼働させないでください。

エネルギーを大型集約型施設だけでなく、もっと多様に、身近に、それぞれの地域に最適な形で再構築し直す必要があると思います。
そのためのアイディアや取り組み、考え方の転換が個々の地域の活性化や自立につながるよう、政府のサポートをお願いします。

26766 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発は０％。即刻廃炉の工程表を検討すべきです。 現実廃炉にするしないは別としても工程表を作って検討しておくべきではないでしょうか？やろうと思った時にすぐにできないですよ。信用回復は絶対不可能です。放射能の実質的被害がでる
のはこれからだと考えられるからです。

26767 個人 パート・
アルバイ

６０代 男性 「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を主張 このパブコメ募集の前提が「2030年までは原発が維持される」というもの。前提自体が国民を騙すトリックです。再び事故が起これば、日本は再起不能になります。

26768 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 「原発ゼロシナリオ」で　推進していくべきです 基本的に科学の問題は科学で解決すべきと考えますが、核物質廃棄の問題を代表的に、科学的に成り立っていないのが　現在の原子力発電だと思います
多くの活動的な大陸プレートのまっただ中に位置する日本では地層処理は危険すぎます
原子力発電による産業の育成よりも　自然エネルギーの開発などで雇用や新技術を育成することが　今後の日本のものづくりを強化する柱になると思います
まずは勇気をもって　原子力発電を廃止するべきと考えます

26769 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ご意見ではありませんが、エネルギー・環境に関する
選択肢の概要で原発依存度を可能な限り減らす選択
でのゼロシナリオに賛成です。

同左

26770 個人 自営業 ４０代 女性 原発ゼロの選択 人の命を犠牲にしてもよい、エネルギーなどあってはならない。
そもそも原子力エネルギーそのものも、科学の進歩のなかで生み出されたエネルギーであるならば、安全性の保証ができない現状の中で、次のエネルギーシステムを開発・研究に注力し具体
的に取り組む姿勢を政治に期待しています。

26771 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原子力ムラの住民は即刻退場せよ
脱原発はできても脱放射能汚染は不能
幅広い除染技術を試せ

 フクシマを招いた関係者は即刻、責任を取ってエネルギー界から退場すべきだ。そこから始めないと筋が通らない。
 その上での議論から日本の未来を決めるべきだ。
  政府がいくら原発事故の終息宣言をしても、放射能汚染を制御できるはずもないことは誰の目にも明白だ。それは脱原発後でも同じ。
 脱放射能汚染は現段階では不可能であるということを大前提にした議論以外は無意味だ。
  議論といっても、日本人に選択肢は一つしかないのだ。全原発即廃炉である。

  小川眞氏らが提唱する、キノコ、微生物を生かした山林の放射性物質除去法など幅広い技術を一刻も早く試験しないといけない。政府が主導してそれをやらないでどうする。国民を守るべき
は国なのではないのか？このままでは国土汚染がどんどん進行してしまう。

26772 個人 その他 ６０代 男性 原発比率「ゼロ」全ての原発の即廃炉 今でも長崎、広島の原爆被災者の問題が残っている事。

地震、津波大国の狭い日本に原発は不向きであり不要。

事故時の；農、漁業への甚大な影響があり損害が大きすぎる。
　　　　　生活基盤の崩壊を目の当たりにし不安だ。
　　　　　動植物への影響が将来的に心配だ。

再生可能エネルギーの開発を推進する事により新産業の発展が見込め、エネルギー安全保障上好ましい事。また原油、ＬＮＧ輸入量が減少し貿易収支がより好転する事。

　



26773 個人 家事専
業

３０代 女性 (1)のゼロシナリオを選択します。 　「２０３０年までに」となってますが、地震への安全対策もないまま原子力発電所を稼働するのはとても心配です。
　火力発電所を整備し稼働すれば電力は足りるはずです。
　原子力発電所は海を温めます。むしろ地球温暖化を促進させているのではないでしょうか。原子力予算を再生可能エネルギーにまわせば雇用も生まれ、経済も活性化するのではないでしょう
か。

　原子力発電所の事故を起こせば、国土と人命が失われます。元に戻すことはできません。未来がありません。
　
　多くの犠牲を覚悟してまで原子力を維持する必然性はありません。
　
　国の責任として早急に廃炉に向けた政策をとって下さい。

　私は、即時ゼロを訴えます。
26774 個人 その他 ５０代 男性 2030年における原子力発電の比率は0にすべきであ

る。再生可能エネルギーを普及促進する。シェールガ
スの発掘実用化を積極的に行う。省エネについては
長距離トラックの鉄道へのモーダルシフトを徹底的に
行う。

日本人は福島第一原発事故の教訓を忘れてはいけません。被害を受けた人は不幸だったとだけ歴史の１ページとして残し、しっかりしたエネルギー政策もなしに大飯原子力発電所を再稼働さ
せるとは納得できることではありません。教訓として学んだ対策を全部完了させたのでしょうか。来年完成するもの、数年かかるもの、そんなことでは全ての国民を納得させられるわけはありま
せん。
日本の国土は、いつ起こるともしれぬ地震の巣でいっぱいです。原子力発電は、日本という国には向かないシステムだったのが3.11でわかったのです。
また、核のごみはどうしたらいいのでしょう。どこか受け入れていただけるところがあるのでしょうか。ですから今の原子力発電所を全て40年の経年で廃棄し他の方策に進まなくては無理じゃな
いでしょうか。
原子力発電所維持ならびにその燃料サイクルなどに膨大な国家予算を使っていますし、今回の原発事故の後始末に莫大な資金が必要ですね。これは全部原子力発電のコストでしょう。火力発
電より安いというわけはないと思われます。
それらの予算は、新エネルギーの実用化のために使うべきだと思います。
省エネのための方策はどうでしょうか。夜間の高速道路は、長距離トラックの軍団が走り回り、乗用車は遠慮して走らなければならないのが現状です。サービスエリアはエンジンかけたままでも
うもうと黒煙を上げている長距離トラックの集団に手をこまねいているだけのようです。環境問題なんてどこ吹く風ですね。

26775 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発０％とし、再生可能エネルギーで代替すべき。原
発は災害に弱く、一度事故が起きれば、環境に重大
な後戻りできない悪影響を与える。政府、行政、電力
会社他、災害を収拾できる者は日本には誰もいない
のだから。

2030年にゼロにするのでなく、今すぐにでも原発を停止すべき。
日本は地震国であり、原発を建設して安全な場所はない。
10年後、20年後に先送りすべき問題ではなく、今、決断すべき。
将来の世代にマイナスの遺産を残すべきではない。

26776 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力発電を即時廃止を要求する。
国家は、民間から出ている再生エネルギー開発の
あらゆるアイデアに着手し全力でサポートする。

原子力発電事故の責任や原因を総括しないまま、
日本国民や世界全国に対して
政府は政府外部の
公正を保つための民間調査団や
機関を利用した調査報告書も
作成公開しようともせず、
明解な弁明もしてない。
東京電力福島第一原子力発電所の
メルトダウンした燃料棒の回収処理も済んでない状況で
原子力発電を維持し再稼働すること自体、
地球人類に対して許されない行為である。

26777 個人 自営業 ４０代 女性 ゼロシナリオです。使用済み燃料は直接処分。
2030年といわず、スピーディーに原発ゼロを進めてほ
しい。
電気代が高くなっても安全には替えられません。送電
分離、スマートグリッドを推進してください。

小学生の子どもを持つ母親です。
震災後、娘のクラスに仙台や茨城など被災地からの避難者が転校してきました。
父親と離れて暮らしている子もいます。
原発は万が一事故が起きた場合の代償が大きすぎます。

震災後、マスコミの報道も、政府の発表も、
すべてが信じられなくなりました。
国が信じられないというのはすごく不安なことです。
はっきりと原発ゼロを打ち出して、信じられる国をつくってほしいです。

26778 個人 その他 ５０代 女性 ３つの選択肢からは０シナリオを選ぶ。
さらに、早急な全原発の停止、速やかな廃炉、再生可
能エネルギーへの政策転換をを政府・電力会社に求
める。

エネルギー問題の大前提は原発に代表される大規模集中方式でなく、再生可能エネルギーを地域分散で利用する方式に転換することと考える。

東京電力福島原発の事故の後、東京電力の対応・意識を知るにつけ、「東京電力から電気を買いたくない！」と強く思った。ものを買うということは、その企業への賛成投票である。なぜ電気購
入は消費者が選択できないのか？
私はものを買うとき、原料はどこでどうやって作ったものか、加工はどこで誰がどういう環境でやっているか、そういった情報を意識して購入する。そうした一般常識がなぜ電気には当てはまらな
いのか。

電力会社・政府が描いている豊かさと、私が考えている豊かさが乖離していることを実感する。
自分の住む地域で環境を汚さない方法で必要なエネルギーをまかない、その土地の良さを生かしながらできるだけ地産地消で他の消費もカバーする。遠くの国から「安けりゃいいだろう」と金に
任せてじゃぶじゃぶ持ち込むのではなく、地域で循環する経済。その一環としてをエネルギー考えたい。従来のやり方の変更、更なる省エネ、過渡期の不便さは引き受ける覚悟だ。

すでに、使用済みウラン燃料は各原発プールに溜め込まれている。ガラス固化技術はまだ確立されているとは言えず、廃炉を決めない政府・電力会社は最終処分地を定められずにさらに放射
性廃棄物を出し続けてどういう未来を描いているのか。報道される政府・電力会社首脳陣のことばは空しいだけである。

26779 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発には反対です。 お金より命が大事だからです。
原発推進される方、今回の汚染地域で住んでください。

26780 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロシナリオ 制御できないときには、始まりの爆発的被害に加え、長期にわたる環境汚染まで引き起こす原発は使わないべき。通常事故・自然災害においてさえ、想定外事態が起きているのに、何らかの
攻撃標的とされることもありうるので、破滅の可能性は高い。日本のみではなく人類全体にも関わることなので、まず日本が原発に頼らない姿勢を示す。電源の代替にはとりあえず火力発電を
用いるが、循環利用可能な自然資源の活用法開発を急ぐ。

26781 個人 法人等 ５０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます。 原発ゼロシナリオを選びます。
大きな地震がいつ起きてもおかしくない日本列島に原発は危険過ぎます。福島の人々が私たちの犠牲となっています。これ以上彼等に背負わせてはなりません。地熱発電、風力、バイオマス
等々自然エネルギーを推進して下さい。ゼロからの仕切り直し、地域分散型のエネルギー供給を進めるよう、電力システムを改革して下さい。そして、どうか国民一人一人の声に耳を傾けて下
さい！！
沢山の意見を誠実に聞き、隠すことなく民主的に進めて下さい。

26782 個人 無職 ６０代 女性 原発はいりません。すべてを廃炉に。 原発はいりません。すべてを廃炉に。

26783 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 　原発ゼロシナリオを選択し、早期にエネルギー構造
改革の方向性を示し、脱原発への道筋を確立して欲
しい。

　３．１１の東日本大震災は、自然の脅威のもとに人はいかに無力な存在かということをまざまざと見せつけました。そのことに加え、福島第一原子力発電所の事故は「想定外」と事故当初言わ
れた言葉からも分かるとおり我々人智の及ばぬところで災害が起こりうることをいみじくも証明しました。
　福島第一原発の事故究明はまだ道半ばですが、上記からも分かるように放射能の安全管理に100パーセントの安全保証はあり得ないということです。そういう意味で野田首相の大飯原発再
稼働への安全宣言には怒りさえ感じます。
　今この時点で私たちがめざすべきは、原発に依存しないエネルギーを模索することです。その点からすると、１５％シナリオも20～25％シナリオも当然違う選択肢ということになります。
　今回の原発事故で16万人もの福島の方々が県外・県内の避難生活を余儀なくされています。国民の生命・財産を守るのが政府の務めであるのならば、７割を超える国民の声に謙虚に向き合
い、国民のリーダーとして堂々と胸を張れる施策の提示に期待します。

26784 個人 その他 ６０代 男性 原発は全機即時稼働停止、廃炉とし、自然エネル
ギーを強力に推進する。

　原発は人類がコントロールできない技術である。特に地震国日本においては使うことが出来ないことを311が示した。いくら地震・津波対策を施しても自然の挙動は人間の予想を超えうるので、
常に「想定外」の危険が残るのである。
　原発に替って自然エネルギーを強力に推進する。ドイツ同様、2050年の自然エネルギー比率を80％とする国家目標を設定し、全力を投入する。特に太陽、地熱、潮流、水力、バイオマスにお
いてはドイツよりも日本の方が賦存量が大きく、また自然エネルギー分野の日本の技術もドイツに劣るわけではないので、ドイツに出来て日本ができないわけがない。
　また、自然エネルギーはウランや火石燃料と違って枯渇することがなく、自国で生産できることから、エネルギー安全保障上も有利であり、新規雇用を創出し、日本経済の活性化に大いに貢
献する。
　自然エネルギーが立ち上がるまでの期間は、供給量・価格が安定しており、比較的二酸化炭素発生が少ない天然ガスによる火力発電で補う。
　放射性廃棄物は直接処分とするが、日本には最終処分場の適地が無いことから海外にお願いするか、ロケットによる大気圏外放出技術を確立する。
　こうして日本は、自然エネルギー、廃炉、核廃棄物処理技術を推進・確立し、自国の経済を活性化しながら世界に貢献できるのである。これこそが３度のヒバクを被った日本の進むべき道であ
る。

26785 個人 家事専
業

６０代 女性 1番の０％を選択します、即時全原発を廃炉にしたい。 福島第一原発の事故原因がわからないのに再稼働や原発推進はありえません。
また使用済み核燃料の処理技術も無く危険性を将来に持ち越す事も有りえません。

26786 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発比率は、0パーセントを希望します。 安全性の問題において、福島の事故の検証もおわらないうちに何を持って安全性が確保されたと言えるのでしょうか？また、大飯の再稼働に野田首相は、責任を持つといっていますが、何か
あったらどう責任を取るのか、明言して欲しい！

26787 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 将来の原発依存率は70％以上とするべきです。
そのため、核燃料リサイクルにお金を投入してくださ
い。

日本の将来において、CO2を25％削減し、電力料金も値上げせず、
安定した電力を供給するには、原発推進と核燃料リサイクル技術の
確立を万難を排して実施する必要があります。

風力や太陽光などの技術は、本質的に不安定であり
おまけ電力以上のものとはなりえません。

メタンハイドレードも少ないとはいえCO2を出す化石燃料です

輸入燃料は、国際的需要の爆発的増加によって高騰するのは
避けられません。

日本の生活レベル維持には、原発推進以外の選択肢はありません。
生活レベル維持しないのであれば原発は減らせますが、
それは、政府として許さらない選択です。

CO2の垂れ流しも国際公約的に許されません。

意見など聞くまでもなく選択肢は一つです。

26788 個人 自営業 ３０代 男性 将来的な原発依存は0％が望ましいと思います。 原発自体の安全性が確立されても、それを管理する人間や政府の安全性は常に変化して不安定なであるからです。

26789 個人 家事専
業

６０代 女性 2030年のエネルギーの原発依存度
・0％

今現在、事が起こったときに原子力をコントロールできない。
人間が完全にコントロールできないものをつくるべきではない。
経済活動が停滞しても、一人ひとりが少しずつ不便を我慢すれば乗り切れる問題だと思う。
原子力を止めなければ安全なエネルギーの開発を本気で政府がするとは思われない。
原子力発電が安全だと言う会社は会社自体を発電所の隣に作り。家族もその近くに住まわせるべきだと思う。

26790 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 将来の原発比率は０％にすべきである。
全ての原子力発電所を即時廃炉にすべきである。

将来の原発比率は０％にすべきであり、全ての原子力発電所を即時廃炉にすべきである。
日本は地震が多い国である。今、どの地域に巨大地震が起こってもおかしくない。ということは、現存する原子力発電所が、全て第２の福島第一原発事故を引き起こす可能性があるということで
ある。
にもかかわらず、政府が大飯原発を再稼働を決断したことは、行政機関が「今は地震がおこらないだろう」という安全神話の中にあることの証である。例えば今、もし福井を震源地とする巨大地
震が発生したら、福島でおこったことが、福井でおこり、京都、滋賀、大阪は都市機能を失う。そして今、比較的安全と言われている西日本も、日本海も放射能に汚染されてしまう。国産の安全な
食料は激減し、日本に安全な生活圏が激減してしまうのである。それはどの原発についても同じことが言える。第２の福島を経験し、日本の国土の大半を失ってから脱原発、即時廃炉に舵を
取っていたのでは遅すぎる。
世界唯一の核兵器による被爆国民である私たちは、今こそ謙虚に福島の事故から学ぶべきである。

26791 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発の安全が最優先であり、それを示さずに何年後
に何％と言う事は本末転倒ではないでしょうか？

今回の原子力規制庁設置に当たり、委員長の選任問題で与野党から反対意見があるようですが、政府がきちんと与野党に対して説明してこなかったこともあるだろうし、反対意見に対しても政
府から委員長を擁護する意見がなかったように思えるのは甚だ残念です。
今ある原子力暫定安全基準自体正式なものではないと言う事は、国民が納得するはずがないという原因を作り出しています。
いたずらに国民の不安を仰ぎ、掻き立てる以外の何物でもありません。
立ち返って、まずは国の正式な安全基準を作り、政府が責任を持って全国民に対し説明して、納得を得る事が最重要課題です。その上でこの基準だから何年後にこうしたいと言うべきではない
でしょうか？
原発立地県に住むものとして、本当は危険物質以外の何物でもない原発は、即刻廃止すべきだと考えます。
ただ、今の電力事情を鑑みた場合、代替エネルギー源が確保できていないのに、すぐに全ての原発を廃止出来る筈はありません。
代替エネルギーにしても政府主導で行うのが本来あるべき姿であり、仮に民間に依存するのであれば開発費用や資金的援助は積極的に行うべきです。
化石燃料を使用する発電は地球環境を考慮して徐々に削減すべきです。
従って各種再生可能エネルギーを最優先として開発すべきと考えます。
一般家庭においても太陽光発電パネル設置が急激に増加していると聞き及んでいますが、国や地方自治体の助成金が多くなれば、今よりも格段に増えるものと思います。
現に私自身も設置を検討しましたが、個人負担が多すぎて二の足を踏まざるを
得ない、というのが現状です。
原発がなくなればそれによって生計を立てていた人たちのその後のことも考慮しなければならないかも知れません。でも、代替エネルギー開発が進めば、その人たちを雇い続けられるかもしれ
ません。さらに言えば、原発がなくなれば、政府の原子力関係機関も不要になるでしょうから、予算の削減にもなるでしょう。
やみくもに「何年後に何％が良いですか？」なんて聞くこと自体、大きな間違いです。電力会社で働く人にしたら、現状維持かそれ以上というのが当然の結果です。
専門家ですら安全確認出来ていない、と言っているのに、一般国民が残すべきだという話にはならないと思います。

26792 個人 無職 ６０代 男性 「 エネルギー・環境に関する選択肢」では原発依存度
は０％しかありえません。

(1)日本は世界有数の地震・津波多発国であること。
(2)使用済み燃料の処分方法が確立されていないこと。
(3)一旦事故が起きれば放射能汚染を除去する方法が確立されていないこと。
(4)原発ではなく、自然エネルギーやメタンハイドレードなどの新しいエネルギーが存在すること。



26793 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 当面の間は「原発依存度１５シナリオ」を中心に考え、
引き続き、安定的な代替エネルギーの開発を目指し、
２０３０年以降出来るだけ早い段階で将来的には「０」
とする。

現実問題として、「０シナリオ」は日常生活、国内経済の活性化と国内生産の増強による、ＧＤＰ大幅伸長を目指す上では大きな障害となる。
１５％と言うのは、必要最小限の原発可動であることを指す。
但し、稼動させる原発の安全性を徹底的に追求し、厳しい安全基準の元で稼動させ、「想定外」と言ういい訳が出来ないようにする。
１．その為には、現在５４基ある原発の中で、新しくても廃炉にする勇気が必要。
２．稼動させる原発には。徹底した厳しい安全基準を課す前提で再稼動を認める。このための費用は惜しみなく使う必要があり、国も最大限の支援をする。
３．その間、代替エネルギーは、日本の技術総力を結集して開発し、安定的に供給が可能なエネルギーとする。この分野は、政府が主導となり、企業技術者の英知を結集する為の組織も創設
することが望ましい。

再稼動にについて
先の大飯原発２基の再稼動にあたっての説明内容には不満があり、更なる国民に対する、信頼出来る情報提供の元、きっちっりとした説明を行う必要があると感じる。

代替エネルギーの価格について
原発減少による、電気料金の値上げは消費者として理解できるが、電力会社の大きな利益を基にした価格設定は納得し難い。更なる、コスト意識を持った経営にする必要がある。（現在の電気
料金価格設定の仕組みも変更する。）

26794 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 取り返しのつかない事故の起こりうる原発からは撤退
を（原発依存率０パーセントシナリオを支持します）

　東日本大震災とそれにともなう福島第一原子力発電所の事故以前は、率直に言って私は原発問題について特段の発言をしてこなかった。と言うより、「特段の意見がなかった」と言った方が
実態に近い。
　原発について「賛成ですか？　反対ですか？」と言われれば、所属政党の社会民主党が「脱原発」を掲げているため、「あえて言うなら反対」と言ってきたが、「理由は？」と言われると答えられ
ない、という情けないありさまであった。
　その根底には私の中で、「地震で潰れるような原発なら、誰もこの国で建設を推進するはずがない」という大前提があったのだ。
　だから、３月11日の東日本大震災と、その後の福島第一原子力発電所の事故はある種の「カルチャーショック」であった。長年反原発運動をしてきた人に言わせると笑われるような感想かも知
れないが、「原発って、地震や津波で壊れるんだ」ということにものすごく素朴な驚きを覚えたのだ。
　福島第一原子力発電所では、地震と津波の直撃の結果、６機ある原発のうち１号機から４号機が制御不能となった。
　これがまだ、６機あるうちの１機が潰れたということであれば、これほどのショックは受けなかったと思う。「普通に点検やメンテナンスをしていれば壊れない」ということを前提に、「まったく東京
電力は……。ちゃんとメンテナンスを徹底して安全性を確保しろよな」と思ってそれで終わりであったのではないか。
　けれど現実には地震がくると、６機ある原発のうちの４機が制御不能になったのだ。つまり、原子力発電所というものは、「地震や津波があれば壊れてしまうものなのではないか」と思いはじめ
たのである。
　そして、地震大国であるこの日本に50機以上の原発があるということが初めて恐ろしく感じられた。
　原発が「絶対安全」であるのなら、原発依存率15パーセントや25パーセントという意見も成り立ちうる。しかし、原発が「絶対安全」ではないことが証明されてしまった以上、国土に壊滅的な打撃
を与えうる原発からは早期に撤退しなければならない。これが私の見解である。

26795 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 『原発はすべて廃炉』にすべきです。
原発は日本という狭い国土にはふさわしくない、事故
により居住できなくなるなどと言うことは2度とあっては
ならない。

今回の震災が起こるまでは原発は安全という事であったが、今回まったくノーコントロールで、周辺の関係者が以下に無知、無能であったかが露呈し、国民の信頼を失ったことは事実である。
このような状況で原発を維持、利用することは許されない。今後は現有原発を廃炉する方向で、設置地元に協力を得、もっと自然エネルギーの開発に力を入れるべき。われわれは原発をなくす
ための節電にはいくらでも協力できる。
原発がどうしても必要ということであれば、もっとも国土と地震・津波の影響の無い沿海の海中（海上、原潜みたいな）とかに作って係留、冷却不測で爆発などと言う事の無い環境でしか不可能。

26796 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロシナリオを支持します。 福島事故の教訓として、原子力発電は震災等の事故が起きた場合、多くの人命が失われる上に、事故後の復旧には放射能の処理を含め、多大なコストが必要となることが分かりました。
地震国である日本には、まるで適さない発電方法と考えます。
電力供給の問題に関しては、無駄な電力消費をしない（省エネ）と再生可能エネルギーへのシフトをセットで行うべきと考えます。
自宅の電気代は震災前の５割減を達成していますし、企業／自治体でアイディアを
出せば、相当な省エネが実現出来ると思います。
ただし、個人商店など生活の基盤となる電力は、無理に削減せずに適正に供給すべきと考えます。
また、政府に対しては、再生可能エネルギーへのシフトに対して、早急に議論し支援を行うようにお願いします。
太陽光のみならず、火山国であり島国の日本は、潮流／地熱など多くの自然資源を
保有していますので、原子力発電よりもはるかに適した発電方法があると思います。
従って、原発ゼロのシナリオは可能と考えます。

26797 個人 無職 ７０代 男性 原子力発電所の比率は０％にすべきです。 温暖化との関係＝「発電時には」原発はCO2を出さないとことわっているように、他国での採掘・濃縮・運搬等々によるエネ消費・CO2発生量を国民に隠している。地球規模で考えねばならない。
国民の省エネ（節電）努力効果＝7/30関電八木社長記者会見でも、一昨年夏猛暑に比べ「９％・約２４０万ＫＷ」減少したとのこと。つまり大飯原発３・４号計２３６万ＫＷに匹敵している。今すぐ原
発ゼロでも可能と思えるほどの国民的努力であり、福島事故への恐怖による対応を行政府はしっかり心に納めるべき。

26798 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 1．ゼロシナリオを選択します。
(1)安全性について：福島原発事故により、原子力発
電の安全性は否定されました。
(2)日本経済とコストについて：原子力発電は最終コス
トの算出が難しく、経済が成り立ちません。

「１．ゼロシナリオ」に向けて、一日でも早く日本国全体で進めるべきです。
　日本は幸いにも、全国どこにでも河川（いわゆる水流）があります。この利用を再度調べることにより、少ないコストでエネルギーを生み出すことが可能だと思います。以上

26799 個人 自営業 ４０代 女性 原発の即時停止を希望！！ 地震の多い日本で　原発は無理だとおもいます！！
原発の即時停止を希望します！！

26800 個人 無職 ６０代 女性 原発即時廃止を願います。国会事故調報告にもある
通り、福島の事故は人災です。

そもそも電気を作る為に電気が不可欠、というのが可笑しな話です。電源が途絶えれば放射能汚染。福島原発事故で、政府は一体、何を学んだのでしょうか。大飯原発を再稼働させた理由を
明確にして下さい。原発が絶対安全、というのであれば　首相自ら、臨時政府を原発施設の側に置くとか、ご家族全員を危険地域内に転居させるとか、して下さい。そのくらいの事をしなければ
国民を納得させる事は出来ませんよ。

26801 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 人間の命と引き換えに電力を得ようという原発は不要
である。被曝国日本は原子力エネルギーに頼るべき
ではない。全国の原発は即時廃炉にすること。

福島原発事故の放射能汚染により人間の生命はもとより、自然界の営みにも、現代科学では解決できぬ、どうしようもない危険と不安を与えた。時間の経過に伴ない、地域限定できぬ影響の
拡大も今後心配である。その原因の究明がなされないうちに政府は、大飯原発の再稼働を決定し、実行した。これは今後全国の原発をなし崩し的に再稼働していく第一歩となり、到底許される
ことではない。日本は地震列島であり、活断層が原発周辺にもたくさん走っている。原発依存のアメリカですら西海岸には活断層が多いので原発は建てていない。日本の原発立地は危険極ま
りのないものであり、全国にある既存の原発は、即廃炉にすべきである。しかも、使用済みの核燃料の最終処分方法も確立していない中での原発によるエネルギー確保はやめるべきである。
日本は広島・長崎・ビキニ・福島と４度の被曝体験を持つ国である。その国が、科学的根拠もなく原子力に依存するエネルギー確保は許されない。

26802 個人 家事専
業

５０代 女性 0シナリオを支持します

次の事故が起きる前に日本は原発をやめるべき　フク
シマ後の日本に原発を動かす資格なし　埋蔵電力を
もっと利用し再生可能エネルギーの利用促進を!

核廃棄物処理や　事故後の後始末は子孫に先送りして便利な生活を享受してきた日本には　フクシマの事故後にまだ原発を動かす資格などないと思います。

次の事故がもし起きたら日本は終わるのではないか　また活断層の存在を確認せずに再起動するのは本末転倒です。
原発を作れば作るほどもうかる社会の仕組みを作ってきてしまったが　まさに｢原発バブル｣であり　事故が起きたらもう終わりです。

フクシマの事故では世界に対して大きな迷惑をかけてしまいました　原発をやめた国もあるというのに日本は再稼働　100%事故を起こさないと言えないうちに動かすのは無責任きわまりない　特
に4号炉の使用済み核燃料プールが大きな地震で水が抜けたら最悪の事態になります　全世界の英知を結集して一刻も早く燃料を安全な場所に移してください　安心して暮らせません。

再生可能エネルギーの利用促進を! レスター・ブラウン　ワールド・ウォッチ研究所設立者は数年前から来日のたびに講演等で「温泉の多い日本がなぜもっと地熱発電を開発しないのか」と訴え
ていました。
　
未来のない「もんじゅ」などの再処理事業に金をつぎ込む代わりに、再生可能エネルギー開発・節電技術・埋蔵電力　*1)を参照　の利用普及にもっと予算をまわしてほしい(もっと前からそうすべ
きだった)。　原子力エネルギーに未来はないと思います。

1)　「埋蔵電力」をもっと利用してほしい
大企業とはピーク時の停電を考慮に入れた随時調整契約をしており　自家発電などで賄えればピークカットにつながり　それで猛暑の夏も乗り切れるはず　「電気が足りないから原発は必要」と
いった嘘はやめてほしい。以下は抜粋です:

「第1の埋蔵電力は自家発電。企業などの自家発電設備（1000kW以上）は全国でほぼ東電1社に匹敵する5373万kW分ある。昨年はそのうち2213万kW分が東電や東北電力に供給されたが、残
る約3200万kWからも掘り起こせるはず。

第2の埋蔵電力は企業の非常用電源、2300万kWある。企業が工場などのいざというときのバックアップ電源として設置する発電機で、常時使われてはいないため送電線に接続されていない。こ
れをピーク時に稼働させれば電力会社の負担を減らせる。

第3が電力会社がひた隠しにしている大手企業との「需給調整契約」。電力不足になったときには供給を停止できるという条件で、電力会社が企業の電気料金を大幅に割引する制度（随時調整
契約）で、条件によって割引率が違う。

26803 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発は推進してはならない。
理由は大きなエネルギーの代わりに、生物を危険に
晒す廃棄物の問題とウランの生成過程における放射
能の汚染の問題があるから。

なぜ原発を推進するのか？
莫大なエネルギーとはいえ、たかだか原発1基で東京ディズニーランド分程度のエネルギーを賄うだけで、それが産業界に大きなインパクトになるのか？
電力会社から発表される数字が本当なのかどうか、経産省の発表する数字も疑問が残る。
このような状況で、正しいエネルギー政策などできるわけがない。
経産省と電力会社全員がそれぞれの原発の敷地内に家族と共に住んで暮らすのならばともかく、責任を取るという言葉だけの責任などいらない。
大飯原発を稼働させて、それでもまだ原発を稼働させるという電力会社に政府がお墨付きを与えている事自体、責任の在り方を考えねばならない。
今後、原発を稼働させれば最終処分場の問題、プルトニウムの廃棄処理の問題、生産過程における放射性物質の拡散の問題、ウラン自体の枯渇の問題が出てくるだろう。
それらを無視して自然エネルギーなどありえないとか議論する電力会社に信頼はできない。
そもそもドイツは自然エネルギーで賄えないとしながらも、原発を停止し、そしてその半年語には自然エネルギーでまかなえる状態にまで持って行くことができた。
なぜ、日本はそれをできないだろうという前提のもとで動くのか？
新しい産業の創出になぜ向かわないのか？
原発の敷地をすべて自然エネルギーの開発に向けて国策として推進していけば、地域住民だって納得できるはずだ。
あまりにもふがいない政府、そして経産省ではないか。
電力会社にぶら下がった官僚などいらない。
本当にほしい官僚は国を思い、国民のために新しい100年、200年の構想をモテる官僚である。
原発を推進していただきたくない。
それは、事故だけの問題ではない。
今後、のしかかってくる、最終処分場と、常に生物を危険に晒す副産物の問題が重要である。
電気料金にのせればいいと考える電力会社によって日本の産業が潰されかねない。
このままでは電気料金が高くなり、優れた労働者が世界に散らばってしまう。
産業を考えるならばここ数年ではなく、数十年、数百年を考えてもらいたい。

26804 個人 無職 ６０代 女性 脱原発、「ゼロシナリオ」を求めるものです。 私は、原発３５kmのところに住んでいます。
原発を続けることは、将来の子どもたちにどうすることも出来ない危険な放射能を残すことです。
使用済み核燃料をどうするのかの技術も処分場所も不確定で、原発を動かしていくことは出来ません。
即・脱原発「ゼロシナリオ」しか選択肢はありません。

26805 個人 無職 ６０代 女性 原発には、反対です。もう再稼働はせず直ちにすべて
の原発を止めるべきです。もっと節電を。無駄遣いが
多すぎます。

経済発展には電力が必要だと政財界は言うが、それで暮らしが良くなっているとはとても思えない。それどころか福島の人々は、家を失い、職を失い、いまだに先の見通しのない避難生活を強
いられている。また同じことがどこで起きるかわからない危険の上に今の電力政策はすすめられている。
また経済が発展するにつれ、職に就けない若者、職を失う人々という貧乏人が増えている。これはおかしいではないか。
経済発展はもうたくさん。電力は足りている。
原発に頼らず質素な生活を考えるときに来ている。

26806 個人 その他 ７０代 女性 世界的な気象異常について検討すべきで、風力も太
陽光熱も安全性と効率性が検証されているのか、未
来への展望をもって議論してほしい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以
上

反対ばかりでは何も生まれません。ネットも反対派に占領され、まるで魔女狩りです。ニュートラルで広い視野から建設的な議論を望むものです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

26807 個人 無職 ７０代 男性 エネルギー代替できるなら、ゼロシナリオがよい。 電力の安定供給のため

26808 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 まずは原発をゼロにするという前提に立って、そこか
ら産官学の叡智を結集して、自然エネルギー活用を
視野に入れた新たなるシナリオを再考する必要があ
ると考えます。

３つのシナリオの原発ゼロシナリオは、原発をゼロにすると、火力に戻らなければならないような数字になっていますが、本当にそうでしょうか。原発を残すシナリオを選択させようとしているので
はないかという印象を受けました。原発を残すことは、問題を後世に（後生に）先送りしてしまうだけです。まずは原発をゼロにするをスタートラインにして原発を使うという退路を断って、そこから
考えてみることが必要だと思います。

26809 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を主張。
政府はクリーンエネルギーの利用開発にもっと本気に
なって取り組みなさい。

そもそもなぜ「2030年」なのか。これだと2030年までは原発が稼動していることになる。その間に大地震が再び日本を襲ったらどうするのか。貞観地震でもその後数十年の間に各地を大地震が
襲っている。
大飯原発、志賀原発、敦賀原発、ほぼすべての原発直下に活断層の存在が指摘されている。再び福島のような深刻な事故が起きたら日本は再起不能となる。そのとき政府、電力会社はどう責
任をとるつもりか。
原発再稼動ではなく、原発廃炉。そしてクリーンエネルギー比率の増加にむけた技術開発、政策スケジュールの立案・提示に政府はしっかり取り組むべきである。

26810 個人 その他 ５０代 男性 なるべく近い将来に原子力依存の発電を終了。原子
力発電所を解体して下さい。

この日本だけでは無くこの地球で人類が自由にコントロール出来ることの無い原子力に依存するべきでは無い。ましてこの地震大国日本に原子のゴミの最終処分場は作ることが出来ないのが
解っていて将来の世代にその問題を持ち越すのは今を生きる我々の大変な責任逃れである。今回の東日本津波と地震による原子力発電所の大災害でも政治家及び東電の誰一人として（国
民が納得出来る）責任を取った者は一人も居ない居ない。このような無責任な行政や社会理念の欠如した電力会社の元で原子力発電が管理出来るとは到底思えない。

26811 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発ゼロシナリオを選びます 原発ゼロシナリオを選びます。
福島の原発事故は大きな衝撃でした。首都東京でさえ、計画停電や取水制限、さらにもう少しのところで避難区域になるところだった訳ですから、政府がしきりにもう大丈夫ですと言ったところ
で、もう今までどおりには生きていくことはできないと東日本の人は皆感じているのです。経済性と日本の存亡を天秤にかけるような場合ではありません。すべての原発は停止させて、地震や津
波が襲ってきても事故を起こさない状態にすることが急務です。日本は火山列島であり巨大地震が繰り返し起こることからは逃れられないのです。今夏の電力需給をみても原発がなくてもやっ
ていけることが、はっきりしました、原発はゼロにしてください。また1966年から今日まで原発が生み出した核分裂生成物は広島原爆の120万発といわれています。人類はこれを100万年にわ
たって無害化することはできません。再処理しても放射能は減らない、プルトニウムを取り出すための再処理など日本に必要ありません。日本人が放射能汚染で日本に住めなくなる前に、ただ
ちにもんじゅや再処理も含めてすべての原発はゼロにしてください。

26812 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオに賛同する。
四方を海に囲まれ、活断層のない地域がなく、住民の
居住地域を制限してもいないわが国で、原子力機関
の安全性を担保出来るはずがない。

津波や地震に対する防護措置が完全となるか、１００キロ四方に住民の居住を禁止するかせずに、原子力機関は設置するべきではない。どうしても必要かつ、安全と言えるならば、まずは日比
谷公園にでも設置してみてから、原発存置は検討するべき。
なお、化石燃料依存度が上昇する対策として、中心市街地への乗り入れ制限にとどまらず全ての化石燃料使用マイカーの使用制限を課し、国全体の化石燃料使用量及びCO2排出量において
現状維持を図るとともに、公共交通の使用率を回復させ、現在の生活交通維持の問題をも解消すると良い。
再生可能エネルギーとしては、太陽光発電効率を現状の２０パーセント台から３０パーセント台以上に向上させる研究分野に集中投資し、また、全ての鉄筋構造物に設置を義務づけると良い。

26813 個人 無職 ７０代 男性 日本国民の安全を守るためには原子力の発電への
利用は即やめルべきである。発電力が減少して、原
子力以外の発電に変更してコストが高くなってもガマ
ンできる。

即、原子力の発電への利用は中止すべきである。福島第一原発の事故と同じような天災が起こらないとは断言できない、不安定な状況にある。日本国民をこのような不安定な中に放置できな
い。また北朝鮮を初めとするどこからかのテロ攻撃の不安もある。テロが原子力発電施設を狙って攻撃を仕掛けてくる可能性が無いとは言えない。これをネタにして脅される場合もある。このよ
うな国民全体を脅かす材料となる原子力の発電は即中止すべきである。



26814 個人 家事専
業

４０代 女性 原発は2030年と言わず、一刻も早くゼロパーセントに
するべきだと思います。
そもそも大飯原発が再稼働される前まで、日本は原
発とお別れしたと思っていました（もちろん冗談です、
あくまで希望です）。

　原発を2030年より早くゼロパーセントにする事は、容易ではないことは想像できます。しかし、自分の家や街にある日突然近寄ることもできなくなったり、自分の土地でとれた作物などを人に
「召し上がれ」と言えなくなるなどという事態、二度と御免です。これからの福島周辺の方々の健康被害も気になります。

　原発が無くなると暮らしに困る方は大勢います。電力会社は原子力に替わる自然エネルギー事業を展開すればよいし、一級地に構えている電力会社の本社・営業所はフィンランドを見習って
原発の敷地内に引越せば、その周辺の地域の生活は守られ、活性化にもつながると思います。

　電気が思うように使えないと、商売や命にかかわる事も大いにあります。例えばこれから新たに開業する病院や工場などは、太陽電池などの自家発電装置の設置を義務付けるというのはどう
でしょうか？既に営業しているところもある程度助成して推進するとかどうでしょう。

　放射性廃棄物に対して、今我々は最後まで責任が取れる状態にあるでしょうか？「次の世代のみんな、あとはよろしく。」という状況で原発を稼働し続けていいのでしょうか？私は鹿児島に川
内原発ができると決まった時、本当に鹿児島を出たいと思いました。今、原発ゼロパーセント以外のお考えをお持ちの政治家の方々は、きっとまた放射能がもれたとしても、自分や家族を安全
な所に避難させるだけの経済力をお持ちなんだろうな…と思ってしまいます。

　放射能は目に見えないし、国境もありません。世界も日本の動向に注目しています。政府には世界から「思いきって原発ゼロを目指したか、かっこいいじゃん！」と思われるような、心意気を見
せて頂きたいです。大変なこととは思いますが、私自身も我慢、辛抱は覚悟しています。応援しています！

26815 個人 学生 １０代以
下

女性 将来の原発比率は０％がいいと思います。 将来の原発比率は０％がいいと思います。
どこでも、安心して暮らせる日本にしたいです。放射はこわいです。東京にも放射能で汚染された地域があると聞きました。ディズニーランドに安心して行きたいけれど、今のままでは心配で行
けません。私はお刺身が大好きですが、今、安心してお魚が食べられなくなりました。漁師の方もかわいそうです。そんな日本はいやです。
だから、原子力発電にたよらない暮らしをしたいです。

26816 個人 家事専
業

５０代 女性 0％。期間を明確にせず、なし崩しに原発依存を続け
ることは課題の多いエネルギーシフトを困難にし、資
金や労力の配分について過小になりがちで、結局は
無駄なコストと時間をかけて失敗する可能性が高い。

0％希望。即原発全停止は、事実上不可能かもしれないけれど、原発に頼らないエネルギー政策に全力を傾ける決意がまず必要だと思う。
　
原発は、第一に廃棄物処理が限界に近いし、技術上も長期間の保管とその管理維持、またそれに多くのコストがかかることから、必然的に稼働数が制限されなければならないと思う。

第二に、廃炉処理の技術がこれから開発されるものであり、ということは、かかるコストも計算不能で、電力料金に適正に含まれているわけではないこと。チェルノブイリの新石棺の建設コストを
見ると莫大すぎて気が遠くなる。技術的にも可能なのかどうか、不安が残る。

第三に、定期検査や軽微な故障の復旧などを含め、原発の稼働率は、重大な事故がなくても４割程度だと思われる。これは他の発電設備に比べて、決して効率がいいわけでなく、今回の事故
を踏まえ、安全に稼働するためのメンテナンスにさえ、現場で作業にあたる作業員のコストが上がるなど、ランニングコストの上昇が見込まれるのでは？
　原発が、補償費など税金負担分のコストを計算に入れれば、初期コストを消化しきるほどの利益を得られるものなのか、不明部分も多く、他の発電設備に対して、コストパフォーマンスがよいと
はいえないと思わる。

第四に、これまでの安全管理が、安全神話を守るためにのみ働き、原発設備や地域住民の安全や国土、国民の安全を守ろうとはしていなかったこと。事故中も隠そうとする圧力が高かったこ
と。その体質が急激に変わったとも思えないこと。もし原発のコストパフォーマンスがよくなく、安全のための費用が拡大すれば、さらに骨抜きになるかもしれないこと。

26817 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原発は０％にしてください 福島の原発事故以来、日々、同居の未就学の子供や、千葉や練馬に住む子供や未就学の孫たちの被曝に気を遣いながらの生活が続いています。
原発依存を０％にし、地域分散型の再生可能エネルギーで、原発の心配をしなくていい生活を取り戻したいと思います。
全原発の稼動を停止し、再稼動せずに原発０％を実現してください。
その為の電力使用制限が必要であれば、全家庭一律１０％の諸費電力削減の義務付けも厭いません。
電気料金に原発のための税金を支払ってきた上に、東電の原発事故救済に1兆円以上の税金をつぎ込み、原発維持の為にもんじゅ他の原発関連施設や立地補助金や交付金、更には関係団
体の予算と毎年1兆円を使うのはやめ、直ちに全炉を廃炉にしてください。

26818 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原発の即時中止を求めます。 原発事故が起こった場合誰も責任が取れないから。

26819 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 化石燃料から脱却すべく、政府として選択した原子力
は正しい
1000年に一度の天変地異を恐れていたら何もできな
い
耐震化&危機管理向上で２６％を維持でもよい。

２５％を目指すにしても１５％以下を目指すにしても化石燃料使用割合を効果的に減らすには原子力しかないという政府判断は正しいと思うから

26820 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 女性 即時 0% 311の福島原発事故依頼、放射能汚染の影響を考え
子供を持つことを諦めかけています。自分の将来の健康面にも不安が増えました。
様々な問題に苛まれ、ただでさえ子供を生むのが難しく、少子化のすすむ世の中で、これ以上生命に脅威をもたらす原発を巨額な予算で維持する必要はないと思います。未来の日本のために
も自然エネルギーへのシフトを強く求めます。

26821 個人 学生 １０代以
下

女性 原発ゼロシナリオがいいです。 安心してすめる未来の地球にしたいからです。

26822 個人 自営業 ３０代 女性 2030年といわず、原発を直ちに停止して下さい。
原発はいりません。大飯も志賀も敦賀も活断層の上
に建設されている原発。
地震はいつ起こるかわからない。経済よりも人の命を
優先に考えてください。

2030年までと言わず、直ちに停止するようお願いします。
大飯原発を停止してください。

地震が頻発するサイクルに入った今、1年以上経過した今も福島の事故が何ら解決されず、放射能が今も垂れ流されている状況の中、原発を2030年までは稼働するという前提のような今回の
提言はあまりにもリスクがありすぎると思います。
原発ではない、リスクの代替エネルギー＝自然エネルギーに視野を向け、自然エネルギーの研究に力を注ぐ企業やNPO、個人や地域団体を応援する補助金制度などを立ち上げていただきた
いです。

26823 個人 自営業 ５０代 男性 核エネルギーによる発電は認められません。 核エネルギーによる発電は認められません。

それは下記、４つの理由によります。

１．差別を助長する
　ウランの採掘は原住民の土地であることが多く、掘り出してはならなかった
　ウランを採掘しすることで、原住民が放射線に曝される。

　原発の作業現場、とくに定期点検の時などは人件費の安い日雇い労働者を大人数う雇わなければいけない。
　原発に頼る生活は差別社会、格差社会を助長している。

　原発や最終処分場の立地についても同じようなことが言える。

２．環境
　放射能の消し方を知らない人間は核廃棄物を捨てるしかない。核分裂生成物によって世界中にひとが住めなくなる。

３．エネルギー資源
　ウランの埋蔵量は石油や石炭に比べはるかに少ない。

４．核兵器はもってはならない。
　核エネルギーで広島、長崎を破壊され、核エネルギーで福島を人が住めない土地にされてしまった日本人は、決して核エネルギーを欲してはならない。
　

26824 個人 自営業 ４０代 男性 「原発ゼロシナリオ」の実現を求めます。 できるだけ早期にすべての原子力発電所の稼働をやめ、むろん再稼働もおこなうことなく、火力発電や再生可能エネルギーによる発電を導入／推進することを求めます。子孫代々の健康を脅
かす可能性が甚大であり、人類にはコントロールができないばかりか、できる見込みすらない技術を用いたままの高リスクなシステムである原子力発電は、もはやお役御免です。

26825 個人 その他 ６０代 男性 原発を直ちにやめて、自然再生エネルギーへの転換
を。

　絶対安全な原発はありえない。特に地震国日本には危険すぎる。地震がなくても放射能は人類と共存しない。ひとたび事故が起これば人が住めなくなり、自然環境が破壊される。
　今なお、収束のメドもたたず、１６万人もの福島の県民が故郷を追われ、避難生活を余儀なくされている事実を直視すべきだ。
　原発は二酸化炭素を出さないので地球温暖化に有効と言うが、建設までに膨大な化石燃料を消費している。通常運転でも放射能を放出しており、こちらの方が問題。また、コストが安いと言う
がウソ。自治体への交付金や事故時の費用、使用済み核燃料の処理など膨大な費用がかかる。
　電気は足りている。夏場の数日数時間のピークだけ節電すれば全く問題ない。雇用にしても、地域経済への影響にしても、そこに原発のかわりに風力や、ソーラーパネルなどに切り替えれば
問題はない。
　カネ（経済）より、生命が大事。日本経済は縮小の方向にある。愚かな再稼動をやめて、地産地消型の自然再生エネルギーへの転換をはかるべき。

26826 個人 無職 １０代以
下

女性 原発はこわいのでいやです。将来の原発比率は０％
にしてほしいです。今すぐ、全部の原発をなくしてほし
いです。

ニュースやお父さんお母さんから話を聞いて、原発の事故による放射能のこわさを知りました。
私は海で遊ぶのが大好きです。よく福井県に海水浴に行きます。でも、もし福井県で地震がおこって、原発事故がおこったら、もう海水浴にいけません。
原発はこわいのでいやです。
将来は０％にしてほしいです。
今すぐ、全部の原発をなくしてほしいです。

26827 個人 その他 ３０代 男性 エネルギー環境に関する選択肢に対する意見

「2030年に原発廃止ではなく、今すぐ原発廃止」を主
張する

『即原発廃止！！電力不足時は弱者の保護を優先』

大飯原発、志賀原発、敦賀原発。ほぼすべての原発直下に活断層がある。

そして、多くの地震学者達の共通の見解は地震の活動期に入ったとある。

原発廃止時には、2年程度の計画停電も仕方がなかろう。

（病人、子供、老人には優先的に電力供給する事！）

26828 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 0%の考えでいます 事故によって日々の生活にこんなに悪影響、不安感を持つものは結構です
。

26829 個人 無職 ６０代 男性 未来のために原発はただちに廃炉へ。政府や国、原
子力ムラのひとが、今こそ賢明な決断をされて、あな
たがたのお子さんやお孫さん、曾孫さん、近親の人、
国民にこの国の誇りをもたらしてください。

原発はただちに廃炉です。原発がなくても電気はあります。原発がなくても日本経済は潤います。原発は国民の生命を踏み台にした、政府、国、原子力ムラのひとだけが潤う仕組みです。3.11
以後、そのことがはっきりしました。核燃料サイクル事業も同様です。巨大技術にはその利権に群がるひとたちが必ずいます。それが政府、国、原子力ムラのひとです。一方、溜まった放射性廃
棄物の処分方法はまったく解決をみませんし、いつ解決されるともわかりません。放射性廃棄物の処分場は大都会の地下に埋められるはずもなく、いずれ過疎の地方や後進国におしつけられ
ます。それでも放射性廃棄物はなくなるわけではありません。死の灰は増え続け、わたくしたちの命を脅かし続けます。このように、原発はわたくしたち庶民にはなにもいいことはありません。電
気が足りなければ、電気を使うのを10パーセントか20パーセント控えればいいだけです。しかし、ひとたび地上に解き放たれた放射能は避けようがありません。福島では除染をしているといいま
すが、川や野山どうするのでしょうか。森の動物だって放射能を被っています。森の動物は放射能を背負ったまま人里に下りてこないのでしょうか。
被爆国である日本みずからが被爆者を生み出すとは到底許すことができません。放射能という負の遺産を未来の子供たちに残すことなく、政府、国、原子力ムラのひとが反核、反原発にむけて
賢明なる決断と行動を起こされることを祈るのみです。後世、いい判断をされたと歴史から評価されるためにも。

26830 個人 無職 ７０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます。 原発はもう不要です。自然エネルギーを増やしていったほうがよいと考えます。

まずこのような国民の意見を聞く場を作ってくださり感謝します。

私は、現段階での原発は容認派です。
なぜかというと、それは経済・雇用が切っても切り離せないぐらいまでに癒着してしまっているから。
だからこそ政府が長期的なスパンで脱原発計画を立てていくことで、脱原発の流れを作っていくことが重要です。

ただ、学生の視点から言わせていただきますと、
学生の間の中でも
「もう政府やマスコミは信用できない」
といった流れが3.11以降溢れてしまっています。

ここで原発推進に移れば本当に色々な面で日本は世論を考慮していない、
独裁国家となってしまいます。

政治家の皆さん、こんな学生に意見を言われて少し腹を立てるかもしれませんが、初心に戻ってください。

あなたがなぜ政治家になろうとしたのか。
大抵の方が良い政治をするため、癒着を切り離すため。

そう考えていたと思います。
今、日本はまだターニングポイントを決定する時期の圏内です。
世界的にどう思われているのか。
そういった視点を持って、原発を廃止する方向性を具体的に示し、
自然エネルギーで世界をリードするような国になって欲しいと思っています。

唯一の被爆国として、世界に原子力のない未来を訴える義務が、
日本にはあると感じています。

今、官邸前ではデモ活動が活発に行われていますが、
少し彼らの声も聞いて頂けると嬉しいです。

ただ、彼らにも彼らなりに問題はあると思います。
意見のぶつかり合いは生産性がありません。
だからこそ対話です。

国民の1人の意見として、この考えが政府の方に届くことを祈っております。

26831 個人 学生 １０代以
下

男性 私は学生ですが、政府の方に2030年までに0シナリオ
を考えて頂きたいと思っています。政府が長期的なス
パンで計画を立てて、その過程で自然エネルギーへ
シフトしていくことが理想であると考えます。



26832 個人 無職 ６０代 男性 即原発ゼロにする １、原発は安全だと教えられてきました、しかし、福島第一原発の事故で分かる　　ように、人類と核は共存できません。
２、日本は地震国です、配管一つ壊れても、人為ミスでも大事故に?がります。
３、福島で分かるように、放射能に汚染され、土地に住めなくなっています。
４、新しいエネルギーを作りましょう、太陽光、水力、風力、地熱、バイオマ　　　ス、燃料電池、水素エネルギー、オーランチオキトリウムなど一時的には
　　天然ガス、石炭液化天然ガスを発電に増やす、原発よりは安全です。

26833 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ゼロシナリオを選択します。また、事故等による放射
性物質拡散の懸案が払拭されないことから、2012年
中の依存比率ゼロを要望します。

福島第一原発の事故の原因が「想定外の津波」とされていることから、国・電力会社には原発のシビアアクシデントを想定する能力がなかったことが明らかになりました。
事故後、免震等や防潮堤の設置をせずに福井・大飯原発を再稼働させたことだけを見ても、この想定能力には改善がないものと認識してます。
一方で、考えられる事故防止策を施したとしても100%の安全は保証されないと思われ、シビアアクシデントに伴う放射性物質の拡散は想定せざるを得ません。
福島事故を見ても、放射能汚染に対する防護策を万全な体制とするだけでも相当なコストと労力が必要で、
実際に事故が起きた場合は経済だけでなく、環境被害、健康被害など莫大な損失を受けます。

以上から、原発稼働は放射能汚染リスクが前提であると私は考えているので、これを受け入れてまで稼働させることは反対であり、2012年中の依存比率ゼロを要望します。

26834 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 即時全原発からの撤退を望みます。（即ゼロシナリ
オ）

原発を運転する限り、半減期の長い放射性物質廃棄物を生み出し、何十万年も環境中に放出しないよう管理し続けなければなりません。また、地震国である日本で原発を運転することは、第
２、第３の福島を作る可能性があります。活断層が直下にある可能性のある大飯原発を真っ先に再稼働するなどとは言語道断です。
即、全原発を停止し、燃料棒の取り出しに向けて工程を作る必要があると考えます。
また日本の原発を停止したとしても、アジア地域に原発がある限り、日本が再び原発事故により汚染される危険があり、また、新たな核被害国を作り出す可能性があります。アジア、世界の原
発廃止を、広島、長崎、福島と３度の核災害を経験した日本が訴えていくと同時に、原発の輸出も即時停止すべきです。
いったい誰が、原発から出される高レベル放射性廃棄物を、何十万年も責任を持って管理するのですか？

26835 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 １、住宅建設に関わる木製品の生産地表示の義務化
並びに、各国にて伐採後の植林支援の義務化。
２、各国樹齢千年木材生育支援と樹齢千年木材使用
による建築指導実践による各国の伝統的技術の継承
と育成。

現在、日本の住宅メーカーでは輸入木材による建築が主流である。しかも入居者は自ら住んでいる住宅木材がどこで生産されたものなのかもまるでわからないものが殆どである。これを、食料
品のように生産地表示と伐採後の植林迄も義務化しそれを入居者がわかるようにする。
また、奈良の法隆寺のように樹齢千年の建築物や住宅を各国伝統の技術継承とともに支援し日本が世界から尊敬されるように千年プロジェクトを各国と共に立案し実行する。

26836 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 ゼロシナリオを選択します。また、事故等による放射
性物質拡散の懸案が払拭されないことから、2012年
中の依存比率ゼロを要望します。

福島第一原発の事故の原因が「想定外の津波」とされていることから、国・電力会社には原発のシビアアクシデントを想定する能力がなかったことが明らかになりました。
事故後、免震等や防潮堤の設置をせずに福井・大飯原発を再稼働させたことだけを見ても、この想定能力には改善がないものと認識してます。
一方で、考えられる事故防止策を施したとしても100%の安全は保証されないと思われ、シビアアクシデントに伴う放射性物質の拡散は想定せざるを得ません。
福島事故を見ても、放射能汚染に対する防護策を万全な体制とするだけでも相当なコストと労力が必要で、
実際に事故が起きた場合は経済だけでなく、環境被害、健康被害など莫大な損失を受けます。

以上から、原発稼働は放射能汚染リスクが前提であると私は考えているので、これを受け入れてまで稼働させることは反対であり、2012年中の依存比率ゼロを要望します。

26837 個人 自営業 ４０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します 私は原発ゼロシナリオを選択します。

私は人間であることを忘れたくありません。

私たちは、自然の中で生きています。
木や水や土と生きています。

そのことを忘れたくありません。

そのことを忘れた社会では生きていたくありません。

そのことを忘れた人をリーダーにしたくありません。

ですので私は原発ゼロシナリオを選択します。

26838 個人 その他 ３０代 女性 エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見 2030年など不明瞭なものではなく、即刻原発0を主張。
政府の前提が「2030年までは原発が維持される」というものだ。
再び事故が起これば、日本は再起不能なのは誰にも明らかなこと。
政府は自然エネルギー比率を増やすスケジュールを国民にしっかり示すべき。

26839 個人 その他 ６０代 男性 原発ゼロシナリオ（即時） 神様から与えれた貴重な自然を人間が制御できない原発の放射能で汚染してはいけない。また原発のゴミ(放射能廃棄物)をこの地球、宇宙にまき散らしてはならない。将来の我々の子孫の健
康の為にも絶対に禍根を残していけない。
費用がどれだけかかっても、代替エネルギーに転換すべきです。

26840 個人 学生 １０代以
下

女性 ゼロシナリオを選択します。また、事故等による放射
性物質拡散の懸案が払拭されないことから、2012年
中の依存比率ゼロを要望します。

福島第一原発の事故の原因が「想定外の津波」とされていることから、国・電力会社には原発のシビアアクシデントを想定する能力がなかったことが明らかになりました。
事故後、免震等や防潮堤の設置をせずに福井・大飯原発を再稼働させたことだけを見ても、この想定能力には改善がないものと認識してます。
一方で、考えられる事故防止策を施したとしても100%の安全は保証されないと思われ、シビアアクシデントに伴う放射性物質の拡散は想定せざるを得ません。
福島事故を見ても、放射能汚染に対する防護策を万全な体制とするだけでも相当なコストと労力が必要で、
実際に事故が起きた場合は経済だけでなく、環境被害、健康被害など莫大な損失を受けます。

以上から、原発稼働は放射能汚染リスクが前提であると私は考えているので、これを受け入れてまで稼働させることは反対であり、2012年中の依存比率ゼロを要望します。

26841 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 一切の原子力エネルギーに依存せず、他の自然エネ
ルルギーなどによること。既存の原発は即時廃炉に
するべきである。

福島原発事故の原因の究明がまだなされていない中で、大飯原発再稼働がなされた。これは、全国にある停止中の原発再稼働の第一歩となり、断じて許されない。専門家の中には、浜岡にも
大飯にも、他の原発にも活断層が走っているのではないかとの指摘があり、その解明もなされていない。原発依存のアメリカですら、西海岸には地震が多く活断層が多いので原発は建てていな
いという。日本は地震大国であり、原発を建てても心配ないというような立地条件はない。また、原発使用済み核燃料の最終処分方法も確立していない中では、全国に危険をまき散らすこととな
る。いったん今回の福島事故のようなことになると収拾がつかないのが現状である。人間の命、未来のある子どもたちの安全を損なってまで原子力による電気エネルギーに頼ることはない。自
然エネルギーなどに依拠した方向に日本は転換すべきだ。広島・長崎・ビキニ・福島と四度の被曝体験を持つ国として原発廃炉は世界の人々へのメッセージともなる。

26842 個人 学生 １０代以
下

男性 ゼロシナリオを選択します。また、事故等による放射
性物質拡散の懸案が払拭されないことから、2012年
中の依存比率ゼロを要望します。

福島第一原発の事故の原因が「想定外の津波」とされていることから、国・電力会社には原発のシビアアクシデントを想定する能力がなかったことが明らかになりました。
事故後、免震等や防潮堤の設置をせずに福井・大飯原発を再稼働させたことだけを見ても、この想定能力には改善がないものと認識してます。
一方で、考えられる事故防止策を施したとしても100%の安全は保証されないと思われ、シビアアクシデントに伴う放射性物質の拡散は想定せざるを得ません。
福島事故を見ても、放射能汚染に対する防護策を万全な体制とするだけでも相当なコストと労力が必要で、
実際に事故が起きた場合は経済だけでなく、環境被害、健康被害など莫大な損失を受けます。

以上から、原発稼働は放射能汚染リスクが前提であると私は考えているので、これを受け入れてまで稼働させることは反対であり、2012年中の依存比率ゼロを要望します。

26843 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 当然、１、ゼロシナリオです。 事故が現実に起きたのですよ。こんな大変なことが起きたのに、まともに検証も出来ない現実を見せられてこれ以上、続けるという考え方が持てる訳がないです。当然その後の廃炉への過程が
恐ろしく大変なことも十分理解しているつもりです。ただ、反対しているひとなんかいませんよ。お役人様、そろそろその優秀な頭脳を良いことに使いませんか。これから日本を救えるのは良心で
すよ。

26844 個人 家事専
業

５０代 女性 2030年までの原発依存度は(1)ゼロシナリオにすべき
であると考えます。

地震が多くまたその活動期に入っていると思われる日本で原発をひとつでも動かす事は、国の自殺行為であると思います。今なら、やめる事によって地元の人の生活の糧が奪われるとか、経
済が停滞するという事は国民皆で考えて解決法を探ればきっと道はあると思います。でももしもう一度事故が起きればその力はその時日本には残されていないと思います。だから絶対原発は
2030年と言わず明日からでも止めてほしい。その上ですべての原発を廃炉にするために皆で力を合わせ、あのふるさとの歌を皆で歌える日までがんばりたい。政府にはそういうふうに国民を鼓
舞してほしいと思います。

26845 個人 会社員・
公務員

７０代 男性 前提が違えば正解が得られない本会議に、同期発電
機を熟知し電力系統態が分かる電力工学者等を早急
に招き、手元に安定に届く電気という視点で、全委員
の共通理解を得ないとわが国の電気エネルギーが崩
壊に向かう。

求めているパブリックコメントは、大震災で被災した福島第一原発事故が契機になる、「原発のあり方」とともに、「省エネルギー」と「再生可能エネルギー（以下、「再生エネ」と略）」を含めた、ライ
フラインで基幹エネルギーの「電気（エネルギー）のあり方」と受け止めている。「手元に届き安心して使える電気」の視点で、丁寧すぎる以下の書き方で分かってほしいが、「同期発電機が主体
の現電力系統を無視した電気のあり方」は、取り返しができない禍根をわが国に招く。すなわち、誤解から世情に広がる、インバータ（＝逆変換装置）を介した交流が、電力系統に増えれば増え
るほど、経済学でいうグレシャムの法則が適用できる「悪貨」相当の電気が増えてしまう。理由は、同期発電機の交流電気が相対的に減り、電力系統の不安定要因が確実に増えるからである。
(1)数が限られるが、同期発電機を理論や実務で理解できる電力工学者や電力技術者に自明でも、同類会議にもいえて、失礼とも思うが、本会委員の方にも電気の致命的な理解不足がある。
電気は、直流や交流の別なく、「電気の形で貯められない」の認知がまず必須である。「同期発電機」と呼ぶ回転機を使った交流電力系統は、直流系統作りを主張したエジソンと競い、１２０年前
の米国でテスラが実用化して以来、世界共通で今も変わらない。この仕組みは誤解されているが、「物理事象に基づき発送電一体で挙動する仕組み」である。どの発電方式も同じ「消費（需要）
先行の発電従属」形で、需要が使う量に、途中に若干存在する送（配）電ロス分も加え、発電が瞬時瞬時一致地させている（これは身の回りで電気だけ）。これが広く知られる「需給の同時同量
が必要」の理由で、確実にできるのは「同期発電機で作る電気だけ」で、スマートグリッドも含め対抗技術はない。(2)２０年ほど前から、自然エネルギーとか再生エネと呼び、直流からインバータ
を介して作る交流が広がりを見せている。この交流は外観が同期発電機の交流と似ているので、「同期発電機の交流と性質も同じ」と本委員の大方も信じているであろう。しかし、二つの電気の
性質はまったく異なる。条件が合えば混じり合える交流の特長は、需要から見てつながり合う多数の同期発電機が一台のように扱え、容量（規模）や扱う電圧に関係なく、混じり合いは、「個々
に作る周波数」と「つなぎ合う所の交流電圧」の一致でできる。(3)同期発電機で作る周波数は、当該発電機を水や地熱を含む蒸気やガスなどの外力で回転させる、原動機の回転数に比例す
る。すなわち、同期発電機の回転軸につながる、個々の水車や蒸気タービンやガスタービンが、瞬時瞬時に作る回転数が元になる。多くの同期発電機がつながる（「並列運転」と呼ぶ）場合、当
該電力系統上共通に現れる瞬時瞬時の周波数は、個々の同期発電機が作る周波数と厳密には異なるので、同一交流電力系統上の周波数を「系統周波数」と区別して呼ぶことが多い。(4)同期
発電機が回転軸を介してつながる、水車や蒸気rタービンやガスタービンが作る回転数は、水量や蒸気量やガス量の調整で行うが、同時に、回転数は需要で消費する有効電力の大小でも変化
する。すなわち、同期発電機の回転数は、需要を含む電力系統側の影響も常に受けている（このことから「発送電は分離できない」）。
(5)同期発電機の回転力と需要の影響も受けて生じる、「系統周波数」を使えば「需給の同時同量の把握」ができる。理由は、当該電力系統上に共通に現れる系統周波数が、「需給の同時同量
の指標になる」からである。同期発電機が発生させる（有効電力の）発電出力と周波数の関係は、グラフの縦軸に周波数、横軸に発電出力をとると、「発電が増えるに従い右下がり」、同じく、横
軸に需要をとると、（有効電力）需要と周波数の関係は、「需要が増えるに従い右上がり」になる（傾斜などは個々に異なる）。これら特性を同じ紙上で表すと、同一周波数から横軸に平行に引い
た、二特性の交点が「需給の同時同量点」で、若干存在する送（配）電ロスは需要側として扱う。(6)同期発電機に着目して、「需要が増えて需給の同時同量が崩れる」とは、発電機から需要に流
れる電流が増えることで、瞬間に発電機にブレーキ効果が生じ、回転数すなわち周波数が低下する。「需要が減って同時同量が崩れる」とは、発電機の電流が減ることで、荷が軽くなり、周波数
が上昇する。こうして、同期発電機主体の電力系統では「周波数が需給バランスの把握」に使える。個々の同期発電機が備える出力調整装置を使えば、変化している周波数を「規定値に戻せ
る」ので、よほどの小規模は除くが、１００年以上も前から、世界中の電力系統は同期発電機が主体で、これを凌駕できる技術はまだない。(7)ここ２０年ほどの間に、期待が高まったインバータ
類を介した交流は、太陽電池や一部の風力発電などと、再生エネではない燃料電池や蓄電池がある。これらは、電力技術上から、「需給の同時同量維持が実質困難な電気」なので、電力系統
につなぐことで、「同期発電機の交流に助けられ」欠点をカバーしている。具体的には、常に電力系統から一サイクル毎に交流周波数を受け、「インバータ内で疑似交流を作る」仕組みで、この
交流は、同期発電機主体の電力系統があって「使える電気」になる。(8)地域電力会社が基本単位になる、現在の需給の仕組みが、「供給側だけの論理」という誤解がある。このことでも、上記し
た同期発電機の優れた能力に加えたい。送電線を介して離れた同期発電機間で、「安定運用が図れる（有効電力を扱う）同期化力」と「相対的な電圧調整が図れる（無効電力を扱う）無効横流」
と呼ぶ、二つの機能が同期発電機にはあり、これが常に働いている（このことからも「発送電は分離できない」）。以上です。

26846 個人 自営業 ４０代 男性 原子力発電は即刻廃止してください 原発は即時廃止で問題ない。経済産業省の資料から電気は余っているのだから原発を廃止できない理由はない。火力発電燃料の天然ガスをまともなルートで輸入すれば良いことだし、一刻も
早く各電力会社の独占体制を無くして、電気購入者とのまともな取引が成り立つようすれば良い。いままでの異常なかたちを一刻も早く無くしていただきたい。

26847 個人 自営業 ４０代 男性 全ての原発は，可及的速やかに廃炉すべきである。
事故原因が未解明で，かつ，安全性を確保する新基
準もないのだから再稼働はありえない。核廃棄物の
処理に目処がないからこれ以上の稼働は許されな
い。

全ての原発は可及的速やかに廃炉にすべきである。当然、再稼働すべきではない。
理由は以下のとおり。
(1)福島第一原発事故の原因が未解明である。原発中枢構造の耐震脆弱性がそもそも事故原因だったとすれば、津波対策を講じたとしても、今後の大地震により放射能漏れ事故を起こす可能
性がある。そして、実際に大地震が発生する可能性があることが専門家により指摘されている。
(2)安全を確保するための指針がない。現状は、９月上旬に原子力規制委員会が発足する見込みというのみであり、新指針制定時期は未定である。しかも、規制委員会の構成員候補にも偏り
が見られる。
(3)政府の暫定基準は安全基準ではない。政府の基準の中には、安全性が実際に確保されずとも、電力会社がその計画さえ示せば達成されるものもあり、到底安全性確保の基準として機能す
るものではない。
(4)過酷事故対策の不備が露呈している。重大事故についてのシミュレーションが欠如しており、さらには緊急事態のおける指揮系統の機能障害も露呈した。にもかかわらず、現在も過酷事故
対策として実効性のある対策はまとまっていない。
(5)自治体の避難計画策定は困難である。そもそも地域防災計画を策定するための指針も存在しない状況であり、原発から３０キロ圏内の自治体が実効的な避難計画を策定することは不可能
である。
(6)　原子力規制組織の実効性は不透明である。今回、浮上している原子力規制委員会の委員長候補田中俊一氏は、前原子力委員会委員長代理であり、規制委員会の委員長として適任かど
うか、疑問を呈さざるを得ない。
(7)　そもそも核廃棄物の処理に目処が立たない。負の遺産を生み出し続ける原発をこれ以上稼働すべきではない。
(8)　原発に依存しなくとも、電力の供給は十分であると考えられる。大飯原発再稼働前の状況がそれを証明している（再稼働が必要であったとも思われない）。また、今後代替エネルギー、再生
可能エネルギーの開発、利用に国をあげて取り組むべきである。

26848 個人 その他 １０代以
下

女性 ゼロシナリオを選択します。また、事故等による放射
性物質拡散の懸案が払拭されないことから、2012年
中の依存比率ゼロを要望します。

福島第一原発の事故の原因が「想定外の津波」とされていることから、国・電力会社には原発のシビアアクシデントを想定する能力がなかったことが明らかになりました。
事故後、免震等や防潮堤の設置をせずに福井・大飯原発を再稼働させたことだけを見ても、この想定能力には改善がないものと認識してます。
一方で、考えられる事故防止策を施したとしても100%の安全は保証されないと思われ、シビアアクシデントに伴う放射性物質の拡散は想定せざるを得ません。
福島事故を見ても、放射能汚染に対する防護策を万全な体制とするだけでも相当なコストと労力が必要で、
実際に事故が起きた場合は経済だけでなく、環境被害、健康被害など莫大な損失を受けます。

以上から、原発稼働は放射能汚染リスクが前提であると私は考えているので、これを受け入れてまで稼働させることは反対であり、2012年中の依存比率ゼロを要望します。

26849 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 原発事故で、原発が現在の技術ではコントロールでき
ない恐ろしいものだとわかった。日本は原発を０にし、
自然エネルギーに大転換すべき。他国の自然エネル
ギー政策に学べば、必ず転換できるししなければなら
ない。

今回の事故で、日本政府は国民の声を聞くことなしに、政府と原発に群がる企業で原発導入を決定し、マスコミも使いあらゆる手段で、原発は安全だと国民に信じ込ませてきた。放射能のごみ
もたまるいっぽうで処理ができない。今回の事故直後の対策もミスばかりで、助かるはずの命も失った。未だに故郷に帰れない人々、保障もままならない人々の思いを考えもし自分だったら・・と
考えるとつらい。福島の人々を犠牲にし守ろうと思ったのは何か？一部の企業の利益とそれに群がる政治家と学者たちの利益ではなかったか？もっと早くこのことに気づきエネルギー政策の転
換ができなかったかと悔まれる。早期に日本の政策として自然エネルギー開発を行い資金投入し、企業を育てるべきだった。日本の技術とマンパワーの力があればできたことを、しなかったの
は政治家の怠慢とそれを選んだ私たち国民の責任だと感じている。今国民の責任として声を出さねばならない。日本国土は５０基以上の原発に囲まれ、放射能汚染の真っただ中にあり、生存さ
え危ぶまれる。そんな日本の未来はない。子どもたちに安全と安心できる暮らしを保障するのが国民と政府の責任。放射能で誰一人として病気になったり、命を落としたりさせてはならない。福
島の子どもたちは自分の命の危険と生涯向きあわねばならない。誰が責任を取るのか？今回の事故の終息も原因究明もできないのに再稼働などありえない。電力が足りないとマスコミを使っ
た宣伝をしているがそれも信用できない。ある学者によれば今のエネルギーで十分まかなって行けると言う。不安をあおるやりかたはさらに不信を招く。国民は今あらゆる情報を入手し、真実を
知ろうとしている。自分の力で考えようとしている。国民の命こそ宝だという声に耳を傾け、国内外のあらゆる英知を注ぎ、原発を０にし、自然エネルギーへの転換を国の政策として、予算を投入
すべき。原発維持の為の膨大な予算をすべて投入し転換させる政治判断こそ求められている。

26850 法人・団
体等

法人等 法人等 法人等 脱原発、自然エネルギーの促進 電力確保、産業振興だの理由をつけても、命あってのものです。
生命を危険にさらして、産業も暮らしもあり得ません。
原子力発電所は、停止すべきです。
また、多額の税金を投入するのであれば、自然エネルギー（特に地熱）からの
発電技術の研究開発費に使い、原子力発電関連の雇用をそちらに振り向けるべきです。



26851 個人 無職 ６０代 男性 原子力発電を「０％」にして安心、安全の社会を構築
する！
未来に対する責任を今こそ取るべき時代と思います

１）原発事故原因不明
２）使用済み核燃料の処理方法が確立されておらず、日本全体が汚染される
　　心配
３）福島の事故に限らず　核を人間がコントロール出来ない。事故に対し
　　予測不可能だったとか、言い分けで責任を誰も取らず（政府、科学者、無論発電会社、建設、設計等）無責任社会を日本が世界に対して作っている。

４）日本は資源の無い国　経済的輸出依存（技術：加工物：その他）が必要
　　との理由は理解するが　安全第一が基本
５）電気無くして　生活も産業も成り立たない（人命も！）と言う意見もあるが　知恵が出てきます

６）急速な高齢化と社会保障費の伸び、若年者の雇用不安等
　今こそ　責任ある大人が子供達に　未来をえがき出せる社会を作ること

26852 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 原発施設、ウラン購入、核廃棄物を外国にまで波及し
てまで日本のエネルギー、経済の維持をすることは反
対です。原発依存度ゼロにし、自然エネルギー１０
０％に向けて日本の知恵、技術を使うべきと考えま
す。

福島の原発事故現場の検証が出来ていない現状で、原発再開は国民には理解できません。
大災害、原発事故を経て、いまこそ、経済が潤えば良いではなく、日本人自らが愛せる国＝日本、海外からも尊敬される日本を目指すべきと思います。

26853 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ２０３０年時点の原発依存度「０％」に賛成します ２０３０年時点の原発依存度０％に賛成します。
ただし、本来でしたら現時点でも原発の再稼働をすべきではないと考えます。それは、福島第１原発事故の機械的な事故原因究明が完了していないからです。
事故をめぐる「状況」分析は、調査委員会による検証で報告書の形にまとめられました。しかし発電システムそのものの機械的な破壊真因解明は、調査対象である原子炉に人間が立ち入れな
い状況では期待できず、あくまで間接証拠による原因推定の域を出ません。
現在の状況は、飛行機事故でいえば「海上への墜落事故を起こした飛行機そのものは海溝に沈んでもはや物的な真因究明は不可能だが、状況から見ておそらく事故原因は◯◯であろう」とい
うレベルではないでしょうか。
一旦事故を起こせば（事実上）国土を失うようなハイリスクなシステムでありながら、放射能の持つ性質ゆえに事故の真因究明も不可能となる。このような工業製品が今まで運用できたのは、過
酷事故は起きないと想定する安全神話がセットになっていたからです。逆に言えば、安全神話のような前提がなければ製品化できなかったともいえます。
私は、今回の事故で明らかになった上記のような運用上の根本的問題、さらに廃棄物処理の未解決問題などから考えて、原子力発電システムは完成された工業製品とはいえず、これ以上運
転すべきではないと考えます。

26854 個人 無職 ６０代 女性 原発の比率について 原発は要りません。０％で即時廃炉を希望します。

26855 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 すべての原発は即時廃炉にし、中期的にはＬＮＧ等の
火力発電で、長期的には再生可能エネルギーにて電
力を賄うのが適当であると考える。

1．福島原発の事故で、原発は安全でないことが事実をもって明らかになった。
２．福島原発事故は収束しておらず、ひとたび過酷事故が起きると、広大な国土が放射能によって汚染され、取り返しがつかない。放射能を消す技術は存在せず、国土を除染することは不可能
である。
３．過酷事故対策は事実上不可能である。
　国会事故調の報告によれば、福島原発事故の原因は津波だけでなく、地震による配管破断の可能性が指摘されている。日本は大陸縁辺部に位置しており、プレート境界型地震や内陸直下
型地震など世界で最も地震リスクが高い。原子炉本体や建屋は耐震設計がなされているが、配管のひとつひとつは十分な耐震性は考慮されておらず、配管が損傷するリスクを０にすることは
できない。
　さらにそれだけではなく、事故というのは、さまざまな要因や、複数の要因の組み合わせで起きるのであり、すべての事故シーケンスに対応するのは原理的に不可能である。原発はフェールセ
イフが作動しない致命的なリスクを抱える危険な施設である。
４．原発は倫理的に許されない。
　原発からまき散らされた放射能による被曝リスクや、処理する方法も場所もない使用済み核燃料を引き受けるのは、私たちの子孫である。今の電力のために、私たちの子孫に解決不能な問
題を押し付けることは倫理的に許されない。

26856 個人 自営業 ４０代 女性
『 原発０シナリオ 』

【 全ての原子力発電所、高速増殖炉もんじゅの即時
停止と廃炉、及び原発輸出の撤退による「０シナリオ」
を求めます 】

『 原発０シナリオ 』

【 全ての原子力発電所、高速増殖炉もんじゅの即時停止と廃炉、及び原発輸出の撤退による「０シナリオ」を求めます 】

このパブリックコメントは日本国民を対象にしたものですが、私たちは原子力というものを考える際に、まず一人ひとりが地球市民であるという観点に立つ必要があるはずです。生を受け、この
地球で暮らすものであることを念頭に置くこと、国家政策、国家戦略、国家防衛などという限定的な見方や、また、それぞれが従事している役職や立場からものごとを見ようとしているのであれ
ば、必然的に事実を歪曲して受け止め、解釈してしまうため、そこからの対策というものは、やはり歪んだものになってしまうからです。

～地球市民の視点から問題と思われる点～

・ウラン採掘における環境汚染と、その隠蔽の不実、およびその現実そのものに対してほとんどがいまだ無知である。

・原子力エネルギーは、それを実際、＜完全に把握、コントロールしきれない危険＞を常に孕んでいる。

・自然エネルギーを利用することはできても、そのエネルギー現象自体に人為的操作と処理を加えることは不自然を生み出す。ゆえに環境は無秩序をもたらされ、おのず生命自体に影響を及
ぼしてしまう。

・今なお不透明な放射性核廃棄物の処理。この無秩序を今後もさらに環境に与えることについて、様々な正当化、言い訳を繰り出しながら先送りし、拡張し続けることは、人として愚かであるほ
かない。

・各々の専門分野から意見出しをし、それを摺り合わせることでは、単に分断を強めるだけであり、真の解決へは至らない。

・世界は人間の所有物ではない。人間だけで成り立っているのではない。

・これらのことに気づくことができないほどに、私たちが感受性を失っていること。この蔓延している鈍感さを助長する社会をさらに維持しようとすることは、子どもたちに精神的不具の影響をもた
らしている。まずは大人が、それを粛々と自覚しなければならない。

-------26857 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「2030年に原発0」ではなく，「即刻、原発0」を主張 経済再生と経済復興と言うが，原子力政策そのものが，再生可能エネルギーの自由な研究を不可能にしており，その経済効果を阻害している。日本は安全で効率の良い再生可能エネルギー
の研究開発を進め，その輸出によって経済再生に取り組むべきである。

26858 個人 無職 ７０代 男性 以下の要因により脱原発については反対です。エネ
ルギー安全保障、電力コストの上昇に伴う電気代の
値上げ、それによる景気のさらなる悪化、過度の節電
による文化的な生活ができなくなる恐れがある、

　3.11の東日本大震災前は、日本の電力量の約30％弱を原子力発電（以下原発という）が担っておりました。そのような状況から、脱原発、原発すべての運転をやめよというような理性を欠いた
意見には真っ向から反対をします。
　
　大飯原発の3・4号機が稼働しましたが、まだ日本の52機の原発は稼働の見通しは立っておりません。大変憂慮するものであります。原発の代替えとして火力発電設備をフル稼働している現
在、多方面で支障が出ております。先ず原油、天然ガスの大量の輸入による貿易収支の大幅な赤字が顕著になっております。貿易収支の悪化は国力の低下を意味すると思います。
次に火力発電による発電コストの上昇により、電力会社は大幅な赤字となり、電力代金の値上げは必至の状況です。電力費の値上げは、家計を圧迫し消費を低下させ日本の景気をさらに冷え
込みさせることでしょう。企業においては、電力費の値上げが経営を圧迫し中小においては廃業、事業の縮小を余儀なくされます。大企業においても電力費の価格転嫁をすれば、コストが上昇
し外国企業との競争に負け、製品は売れなくなり日本の景気はさらに悪化することになるのではないでしょうか。
さらに、イランをめぐる中東情勢の不安定さが危惧されます。ホルムズ海峡の封鎖という緊急事態となれば、日本に原油がほとんど入って来なくなり、電力を含めたエネルギー状況は大混乱と
なるでしょう。
　現在進められております、太陽光発電、風力発電は、コストが高く、安定性に欠ける面があり次世代の主力設備としては不十分であると考えます。
　
　まとめとして、原発については、次の新たなエネルギー、発電設備が開発されるまでは地震、津波その他に対する安全設備を拡充して運転を再開していくべきであると考えます。

26859 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力発電は廃止するべき。 原子力発電は、廃棄物処理の方法が明確になっていないまま、
危険な放射性廃棄物が増え続けている。
国民は、低放射能の震災がれきの受け入れにも反対している状況では
将来的に高レベルの放射性廃棄物の受け入れ先がないまま増え続けて
処置できなくなってしまうことは子供でも想像できる。

こんな将来のない発電はやめて、それに使う資金を
再生可能エネルギーと呼ばれているものの開発と普及に
使うようにエネルギー政策の仕組みを変えていくべきだ。

消費税をコンクリートに使うなら、それも役に立たない箱ものでなく、
前向きなエネルギー開発の施設、設備につぎ込んだらどうか。

そのほうが理屈も通って、国民も納得してくれると思う。

26861 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原子力発電はやめること。 現在も福島原発から空中、海中に放出されているはずであるが、事実が知らされていない。発電所も危険であるが、廃棄物がある限り半永久的に地球上の生き物の生命は脅かされている。無
毒にするものはないのか。

26862 個人 家事専
業

３０代 女性 1.　原発ゼロシナリオ
原発はゼロに！！

原発と、原発に関わりうまれたものが地球上の生物に悪い影響を与えることは、あきらかです。
子孫に、豊かな地球を残すためにも、環境にやさしいエネルギーを作り出すことは必須です。
よろしくお願いいたします。

26863 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発依存度(3)の２０～２５％以上を支持します。電力
の安定供給には原発は必要不可欠であり、経済、産
業、国民の生命を保護する上で、原発無しにはエネル
ギーセキュリティは成り立ちません。

日本の経済社会において、安定した電力供給システムは必要不可欠である。日本は、これまで安定供給と電気料金の低廉化によって、欧米諸国や韓国、中国をはじめとする東南アジア諸国と
対等な生産能力を維持し、国民生活の安定を図ってきたものと確信しています。東日本大震災、福島原発事故を契機に国民の原子力に対する信頼は大きく低下しましたが、原子力の更なる安
全を確立し、国民の原子力に対する不安を解消し、一刻も早く経済の活性化を図らなければ、日本の将来はあり得ないと考えています。
資源の無い我が国とって、エネルギーセキュリティーは、外交・防衛と同様に国家の基盤を支える重要な政策でもあり、揺るぎない確固たるエネルギー政策を確立し、私たちの子供や孫に誇れ
る国づくりが今求められています。
今回のエネルギー環境会議において、原発依存度についての３つのシナリオによって国民の声を聞き今後のエネルギー戦略の方向性を考えることについては、否定するものではありません
が、国民の生命、財産を守り支える基盤となる電力供給に国家として不断の決意で取り組む必要があります。１億３千万人の国民の命を守るためにも安定した電力供給を望むからです。
シナリオ(3)の２０～２５％でも電気料金の値上げは避けて通れないと思いますし、自然エネルギーの導入も不可欠でありますが、安定性や経済性に劣る自然エネルギーを大量に導入すること
は、安定供給にも多大の不安定性を意味します。国として、今回の３つの選択肢を示す上で、前提となる根拠と客観的データを国民に示し、議論されるよう望みます。

原発0を希望。また、核燃料サイクルは中止、廃棄物は直接処分を希望。
　一つ目に独占による原発ムラと呼ばれる利権構造、二つ目に長期間有害な行き場の無い廃棄物、三つ目に安全神話の崩壊が主な理由。なお、この選択肢の作成経緯が推進派の意向に
沿った物、15パーセント案へ持って行くと思われる事、これ自体使われ方も不詳なアリバイ作りと思われてもおかしくない等、前提からやり直してほしい。既に原発ゼロを経験し極論ではないの
に、この選択肢の中に期限の分類が無いのはおかしい。
　独占は関連する企業にも確実な利益。財界、政界、学術、マスコミ等を巻き込む巨大な利権構造の存在を知らされたのは事故が契機。日本が技術と普及でトップだったが急速に地位を奪わ
れた太陽光発電。法の抜け道で買い取りが進まない風力発電。発電送電分離案も実態は殆ど変わらない。新たな電力買い取りも、新設だけでなく既設も含める。このようにいくらでも現状の利
権構造の維持するための事が出てくるのは誰の眼にも明か。事故から何を学習したのだろうか。
　料金値上げは権利と発言など事故後繰り返される東京電力の不誠実。いまだに情報の出し惜しみ。事故の責任は誰も取らない。東電を破綻処理、賠償の払いきれない分は推進して来た政
府が払うのが筋。賠償も結局は被害や不便を受けた人々の電気料金が廻る事になるのは不条理。賠償を保険料で払いきれないと言う事は安全性の評価に問題があった証。これだけでも原発
は最も高コスト。例えば極一例だが、シェールガスは安価で今後大量に供給され、米国の原発メーカーGEでさえ、もはや原発のメリットは無いと言っている。これまでのコスト計算はもはや信頼
できない。
　最終処分場が決る見込みがない放射性廃棄物。期限付きの仮置き場は一時しのぎ。このまま何万年も同じ国境線で同一国家はあり得ず負の遺産。提示された資料は経済性、安全性が中心
で、身体や精神の健康への考慮が不明な点、医療従事者として気掛り。大きな危険性を伴う技術を、それに不釣り合いな理由を重ねて使うことには賛成できない。
　安全宣言はずっとされ続けていたが大事故。にもかかわらず、誰の目にも分かる一部の関係者の形だけの議論と、野田総理の個人の責任と安全宣言で再稼働。具体的にどんな責任を取る
のか不明。機械は宣言より自然法則に従う。外部電源対策は福島の事故形態に対するただ一つの物理的方法。検証で示された人災の対策こそ必要。地震以外にも隕石、強い磁気嵐による制
御不能、昭和新山のような火山の発生、衛星落下、ミサイル、テロ、操作員のミスや造反や精神疾患、手抜き工事、トラブル隠しによる事故の拡大等、笑い飛ばすようなことでも起これば想定外
では済まされない。しかも、事故は想定できていた。これまでの結論ありきの活断層調査は第三者が行うべきもの。煙草の害と違い個人で避けられない。安全に絶対はあり得ない。絶対起こっ
てはならない事は初めからしてはいけない。
　バブル崩壊後も原発は増えたが経済は停滞。逆に殆どの原発が止まった今年の初めに経済は上向き。原発は喧伝するほど経済と相関しなかった。原発率世界一のフランスが経済で世界一
にならないではないか。産業の空洞化は原発停止以前からで、円高が主要因。再稼働の理由にはなり得ない。停止による資産価値低下や出資者の損得は自らの過去の判断に責任。資本主
義の原則。
　2,3年の貿易赤字は事故以前からの輸出の減少傾向の現れで、犯人扱いの燃料代は付加的要因。今後人口の減少、産業、生活の省エネ化で事故前の原発分の電力は早晩不要となる。推
進する意味など全くない。
　また、原発輸出は製造責任の覚悟が必要。一昨年トヨタはアメリカからあれだけバッシングを受けた。政府が輸出を奨励したら他国での事故の賠償は国家予算に甚大な損害を与え、私の払っ
た税金も無駄になる。国の後押しには強い不安を覚える。
　2007年の日本の全原発のエネルギー量は2.32X10 の18乗J。一方、2007年から2009年の間に日本の総エネルギー量は2.31X10の18乗J減少した。ちょうど、国内の全原発分の減少であった
事は原発ゼロでも二酸化炭素は同量ではないか。日本の総エネルギー量の21パーセントは石炭。再生可能エネルギー普及まで天然ガスへ転換を更に進める方がずっと安全と考える。電力会
社が代替えとして意識的に見積もる石炭火力より遥かに低炭素。海外ウラン探鉱支援事業補助金を再開しながら、次世代風力発電技術研究開発、省エネ対策促進事業等の予算は縮小。ここ
から、今の政府の姿勢は温暖化や空洞化を口実に原発の利権構造を保持する事は積極的だが、再生エネルギーの発展や、省エネには消極的と読み取れ、脱原発依存発言との言行不一致は
明か、こっそり進める内容はとても先進国ではない。
　全原発が停止した時こそ再生可能エネルギーを世界に先駆けて発展させる二度と無い大きな好機。当面の地域経済救済にはこれまでの原発への投資を新たなエネルギー産業へ向ける等、
他の方法を考えられるはず。たとえ生活水準が下がっても、不安も無く、原発ムラ構造への不満も無い方が遥かに良い。
　その他。１）自然エネルギーも多種類を広域で結べば、安定する。しかも、太陽光発電は夏のピーク時に最も働く。２）送電距離が長いのは風力も原発も同じ。３）原発はコストを将来に先送りし
ているだけ。発電が高コストであるほど、より低コストな技術を早く持った国が勝ち組。原発停止の今がコスト競争促進の好機。４）事故で失った農地は尖閣諸島より広い。放射性物質拡散の危
険性は生命と食の安全保障に逆行。また、既に原爆製造に向くプルトニウムが数十発分あると聞いていますが、欲しいのでしょうか。
　野田首相の個人的考えで再稼働。間接民主主義の欠点が出た。結局どの施策も原発ムラを利するための圧力でなされ、広い分野で新たな発展を阻害し、長い目で見て日本にマイナスと考え
ます。

原発0を希望。また、核燃料サイクルは中止、廃棄物
は直接処分を希望。
　一つ目に独占による原発ムラと呼ばれる利権構造、
二つ目に長期間有害な行き場の無い廃棄物、三つ目
に安全神話の崩壊が主な理由。

26860 個人 その他 ６０代 男性



26864 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原発比率０％にすべきであり、そこから出発する以外
に日本再生の道はない。

　福島の原発事故避難民１６万人の現在の生活と将来を考えれば、それとは全く別次元に将来のエネルギー政策を経済性を中心に原発の比率を議論すること自体が、人間として不遜であり、
同じ日本人として恥ずかしいとすら思う。
　原発比率０％に向けてのエネルギー政策こそがそれに報いることになる。
　撒き散らされた放射性物質の除染の問題、事故原因の徹底究明、放射性廃棄物最終処分の問題等、原発再稼働の前に解決せねばならない多くの課題に真摯に向き合わなければならない。
福島第一原発の事故に何を学びこれからの日本にどう生かすかが、日本のエネルギー政策の出発点である。
　４つの事故調が報告書を提出したが、まだ未解明の点も多く、いずれも引き続き原因究明の必要性に言及している。これら事故調でも扱われなかった、ＮＨＫの特集番組で報道された重要な
指摘として、(1)注水するため高圧の炉内の圧を抜くＳＲ弁の構造的欠陥。高圧の格納容器内の圧力が弁そのものを押し下げ肝心な時に開くことができなかった点。国内の２６機の原発に同型
の弁が設置されたままである。(2)２号機では最終の緊急避難的措置であるベントすらできず、格納容器の一部破損に至り、大量の放射性物質を撒き散らすことになった。その原因としてベント
を動かすエア配管の破損が考えられ、津波以前に地震による影響の可能性が高い。これら主要部ではない耐震性ランクＣ扱いの部分でも、緊急時に致命的な影響を及ぼす。耐震性の設計思
想そのものが問われており、原子力ムラの専門家と言われる技術者達の技術力の稚拙さに不信を抱かざるを得ない。(3)事故時の物資調達のシステムがなかった点。全電源喪失の中でＳＲ弁
開操作やベント操作を行うためのバッテリーとして１２Ｖ用が手配できず、現地作業員の自家用車のものを外して行うなど、最前線現場作業員を支援できず、事故対応の遅れを招いた。等々、
非常に重要な指摘である。
　これら事故調報告やＮＨＫの指摘に目をつむって再稼働を推進することは電力事業者も国もすでに犯罪行為に走っているとしか言いようがない。
　世界的に見ても類を見ない地震の巣窟としか言いようのない地盤の上に５０機以上の原発を建設するという誤りを結果的には許してきてしまった我々。その反省を深く心に刻み、再生可能自
然エネルギーの比率増大へ向けて進むこと以外に日本再生の道はない。
　

26865 個人 パート・
アルバイ

４０代 女性 0% 生き方を変えて行く時だから。

26866 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 私は(1)に賛成です。４０年以上使用した原発から使用
禁止していくべきと考えています。
心情的にはすぐに全件使用禁止としたいところです
が、２０３０年までは、使用することを認めざるを得な
いと思っています。

２０３０年までには原発をやめるという(1)に賛成です。
心情的にはすぐに全件使用禁止としたいところですが、再生エネルギーを使用するにあたっての様々な規制緩和が必要で、その仕組みが整うために２０３０年までは、使用することを認めざるを
得ないと思っているからです。
原発を廃止する理由の最もたるものは、
１、原発からでた廃棄物の処理方法・場所がいまだに決まっていない。世界中　で最終処分方法を決めたのはフィンランドだけです。
福島の事故以前から疑問に思っていることですが、年々増え続けている廃棄物をこの狭い日本でどうしようというのでしょか。福島の汚染された土などでさえ処分先が決まっていないというの
に。数年前からMOX燃料を利用する原発を増やして、あたかもリサイクルして燃料資源として効率がいいかのようなイメージを与えていますが、それを使用した後の廃棄物のほうが扱いづらい
ことは、専門家のかたならわかっていることです。
２、原発は地震・津波がなくとも安全ではない。
過去の隠ぺいされた原発事故を検証していると、長年使用したことによる摩耗箇所が増え、それを完璧に修理していくことが難しいことが伺えます。機械はいつか壊れるものです。修理できる箇
所が本体に及ぶ場合は破棄するしかないと思います。
３、再生エネルギの利用は進むであろう。
１０年ほど前から我が家は太陽光発電を使用しています。マンションには必ず公園ではなく、屋上に太陽光を！今後もっと再生エネルギーの利用ができるよう法整備をすれば、電気の自給自足
は進むと思います。国民に(1)のシナリオのために協力を要請すれば、必ず答えてくれます。

26867 個人 無職 ７０代 男性 事故が発生した場合の生命への影響を最重要視して
原子力発電を０％を目指すべき。自然エネルギーへ
の変換や無駄の削減で賄うべき。

２０３０年には原子力発電０％を目指すべきです。
その１番の理由は生命への危険度を最重要視するためです。
日本は長崎、広島で放射のによる多大の犠牲者を出し、今もこの影響に苦しむ人も多くいます。こんな経験がある国だからこそ、放射能に対してより慎重になるべきです。
今回の福島第１原発の事故でも１つ間違ったらチェルノブイリの事故に匹敵したかもしれません。それ以上のことだってあり得ます。
もう１度福島第１原発のような事故が起これば、日本の経済も立ち上がれないでしょう。
安全な自然エネルギーによる発電に切り替えるべきです。優秀な日本の技術がきっと効率の高い経済的なシステムを生み出してくれると信じております。
また、原発０％を決定することでシステム開発へと弾みがつくと考えます。

26868 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 再稼動はしないでほしい。今すぐ脱原発をしてほし
い。

原発の安全保障はない。使用核燃料の処理方法も決まっていない。一端事故が起これば故郷を奪い健康被害も起こる。政府は人の命と電気の優先順位を間違えており原発を止めてください。
政府にも不満がある。企業との癒着はやめ、国民の意見を聞いてほしい。
７８０万人の署名を無視し再稼動させた政府に腹が立ちます。本当に再稼動は必要であったのか疑問。またどうして再稼動後、関西電力は火力発電をとめたのでしょうか。政府は電力会社の方
にばかり向いており国民の声を無視しています。
本当は、再稼動させなくてもできたのではないでしょうか、国民を馬鹿にするのもいいかげんにしてください。
　本当に再稼動が必要であったのか再検証し詳細なデータを国民に公表してください。夏をすぎたら再稼動した原発を止めてください。政治が強引過ぎるいいかげんにしてください。原発はや
め、自然エネルギーを増やす施策をする党に投票します。

26869 個人 家事専
業

３０代 女性 今すぐ原発全炉廃炉希望！ 母子避難中です。福井の原発で何かあると風下の岐阜県は大きな被害が予想されます。
安心して子どもを育てたいです。子どもたちの未来に核のゴミを増やすことにも反対です。

26870 個人 無職 ７０代 女性 原発０シナリオを支持します。しかも今稼動させないと
いう条件で。
省エネと再生可能エネルギー導入に力を入れること。
原発のコストは、もっとも高くなるからです。

■原発は今０にする
３・１１には原発事故の影響で、放射性物質により住むことができない土地ができてしまいした。人体にどれほどの影響が出るか、分かりません。今までに経験したことのないものだからです。こ
のことから、日本が地震国であることから、今後原発を稼動させないようにすることで、これ以上の被害を出さないことです。
原発の「ごみ」の処理方法も定まっていません。これ以上続けるべきではないです。
■省エネをもっとすすめる
　技術開発をすすめ、省エネが得になるような制度を作り、すすめればできます。
■再生可能エネルギーの導入すすめる。
　あらゆる技術を動員し、制度を作り、すすめるならもっとできるのです。
原発コストは高くなる
　いつまで続くか分からない放射線被害（人体・土地・大気・海洋など）の賠償、高レベルハイ社製廃棄物処理コストを含めねばならないからです。

26871 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 　子どもたちや日本の将来のことを考えると「ゼロシナ
リオ」の実現に向けて、施策を進めていくほうががい
いと思います。

　3･11の東京電力福島原発事故で明らかになったように、原発の危険性から私たちの命を守るには「ゼロシナリオ」しかありません。
　原発を続けることは、将来の日本や子どもたちの未来を奪うことに他なりません。原発で電気を作った後の放射能廃棄物の処理技術すら開発できていない私たち現在の大人は、負の遺産を
孫・子の代に押し付けてはいけません。国を愛する日本人だったら、わが国土に2度と国民が住めない地域（福島原発周辺）を作ってしまったことを猛省すべきであり、再度同じようなことが起
こってはならないのです。
　放射能は、いったん外部に漏れると私たちの生活環境を破壊してしまいます。「ふるさと」を失った福島県民のことを考えれば、原発をなくすことが重要であり「ゼロシナリオ」しか選択肢はあり
ません。「ゼロシナリオ」を決定し、原発立地市町村には、新しい地域経済復興の施策を実施することを求めます。そして、自然エネルギーの拡大に努力していくことが、新しい日本の経済成長
にも必ず寄与するはずです。

26872 個人 無職 ４０代 女性 原発の依存ただちにゼロを希望します。せまい国土で
一度事故が起きてしまうと風向きにより広範囲に汚染
されます。本当に必要な電力を精査し、自然エネル
ギーをメインに足りない部分を火力で補う方向を希望
します。

日本は地震国家です。いつ、どこで起きるかわからない大地震を想定することもなく原発を動かすのは危険です。福島の悲劇をもう2度と起こしてはいけません。事故が起きてしまうと制御不能
になるようなエネルギーを当てにするのはもうやめましょう。美しい国を孫に残しましょう。

26873 個人 無職 ６０代 男性 (1)のゼロシナリオにすべきと考えます。 原発は人類の歴史規模の時間にわたり、影響を及ぼし、決してコスト面でも優位性は無い事が世界的に立証されている。
一方原子力をコントロールする技術も有りません。
これは化学的なものではなく、絶対的な原子のメカニズムによるものであり、今後に期待出来るものでもないからです。
そのようなものを目先の利益のために、将来の世代のみならず、人類に対する冒涜を行うべきではないと考えます。
今こそ、我々の時代の叡智を示す事が、必要と考えます。
日本はかつて未来の人たちにとって負の種まきをした事がありました。そのため多くの屈辱的な苦しみを受けて来た事を忘れてはいけないと思います。
日本の尊厳のために、大きな勇気を示す事が重要と考えます。

26874 個人 自営業 ３０代 男性 将来のエネルギーにおける原発の割合ですが２０３０
年までに０％をのぞみます。

一番の理由は核廃棄物です。原子力発電のメリットは低コストだということですがそこには原材料費のコストのみで考えられています。しかし実際には核廃棄物の処理保存にも膨大なコストがか
かりまた原子力発電所の維持やまた古くなった原子炉の廃炉にも火力発電所などとは比較にならないコストがかかると思います。これはコストを先の世代に先送りにしているとしか思えません。
また福島のように事故がおこった際のリスクは日本経済全体をみてもはかりしれないものがあると思います。即に０％にすることは難しくても段階的に減らしていくことを望みます。

26876 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力政策の件ですが、徐々に比率を減らして約50
～70年以内に撤退する方向に進んでください。

パブコメを書いた方には「即時廃止」をコメントした方もいると思いますが、代替エネルギーの確保（火力主体だと温暖化促進になるのでは）および放射性廃棄物の最終処理等の解決案が未だ
出来上がっていないからです。

26877 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原子力発電所を維持稼働すべきである 　反原発論者は今の発電量の４０％を占める原子力発電量を原子力発電以外でどうやって補えると思っているのか理解できない。　原子力発電所が稼働していない現状、電力会社　は苦労し
て老朽火力発電所をなんとか稼働して高い化石燃料を輸入して電力をひねり出しています。　それに伴う２酸化炭素の増加、地球温暖化の問題に一切口を閉じているのはおかしい。
　現状微々たる発電量（３％未満）で不安定の太陽光、風力等の脱化石燃料の発電量をどのように飛躍的に増大させることができるのか示して欲しい。
　又、反原発ばかり報道するマスコミもおかしい。　反原発デモに中国の工作員が多数入って扇動しているのは常識である。　そもそも反原発論者は全く違う原発と原爆を混同しているのではな
いか！？
　安全保障面からも原子力発電所を維持稼働すべきである。　原子力発電所には多額の建設費がかかっているし、中国北朝鮮に対し、いつでも核武装できるぞということを示さななければなり
ません。
　事故後各原子力発電所は今回の事故に鑑み２度と起きないよう十分な安全対策をしていると思います。

26878 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 安全性が確認された原発は早急に再稼動し、維持し
ていくべき。
新設、更新もある程度必要である。
よって、最低でも25％は原発維持。

電力の安定供給は、市民生活にとっても経済にとっても、まさにライフラインそのものである。
現状では再生可能エネルギーで安定供給を維持できないのは明らかであり、原子力と火力が電源のベースとならざるを得ない。
ただし、化石燃料は温暖化や地政学上の問題があるし、価格のボラティリティも高く、不安定である。
2030年には再生可能エネルギーの技術も進み、コストも下がるという意見もあるが、それは可能性を述べているに過ぎず、実現できなかった場合のリスクについては聞こえてこない。つまりは
希望的観測であり、現時点では議論以前のものだ。
水力も今後国内での大規模開発の余地は小さく、大幅な増加は望めないだろう。

よって、今現在の選択肢としては、原発の安全性を早急に確認し再稼動していくほかないと考える。
また、今後も原発の安全性を維持していくためには、研究開発を絶やさず技術を磨いていくことが必須であることは言うまでもない。
そのためには、原発を絶滅危惧種にしてはならず、種の保存、すなわち、一定量の新設や設備更新が必要となる。

今後、より安全、安定、安価な発電技術が開発された時は、改めて原子力のあり方を議論して欲しい。

26879 個人 家事専
業

６０代 女性 原発は即刻、廃止するべきと思います。 原発の使用済みの放射能を含む燃料を、処理することが出来ないため、大変危険だと思います。

26880 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 ゼロシナリオ（原発0％、自然エネ35％、火力65％）
全基即刻廃炉を望みます。

先ず福島第一原発の事故が全く収束目処がついていない事、事故被害者への対応も殆ど出来ておらず未だ厳しい避難生活を強いている事、事故に関しての原因追及が曖昧で誰もが責任を
取っていない現状において、尚原子力発電を頼りに利用するメリットが見当らない。この現状を踏まえ、更に世界的にも放射性物質は人体にとって強力な有害物質であるという共通認識の元に
今後のエネルギー・環境を考えれば、万が一再び原発事故が起こった場合の経済・安全保障は皆無に等しい。又、一般国民にとってはこのシナリオのどれを選択しても何の得も得られない様
に見受けられる。先ずは廃炉ありきで安全保障を極めて行く事が最重要である。原発事故が収束しない限りは経済復興も、地域復興も有り得ず、夢の話でしかなくなる。経済復興を考慮すれば
再稼働・原発新設よりも廃炉や、自然エネルギーのビジネスに政府が力を注ぐ事の方がよほど合理的で現実的であると考える。

26881 個人 自営業 ４０代 男性 即時「０」にすべき。 「(1)ゼロシナリオ」を選択する。だが、「2030年の原発依存度」という前提は間違っている。今年から原発依存度を「０」にすべく計画しなければダメ。次の事故が起きたら、もう、この国には対応で
きない。

26882 個人 学生 ４０代 男性 既存原発の即時停止と廃炉へのロードマップの作成 東電の原発事故の原因究明もまだなのに原発再稼働はあり得ない。まして、使用済み核燃料の処理が次世代以降に付け回すのみで何も解決しない欠陥エネルギーは、絶対になくしていかな
ければならないと思う

26883 個人 自営業 ４０代 男性 原子力発電は即時廃止すべきです。 事故が起きたときに現在の技術では、収束できないのは明らかです。発電コストにつきましても、原子力発電が安いというのは粉飾です。立地対策費・廃棄物処理費用・保険料とうをすべて算
入して計算すべきです。政府・与党の好きな市場原理に任せても消えていく設備です。

人間の都合で創りだしておきながら、
そのチカラをセーブできない、
そんなものが存在するということがおかしいでしょう。
漏れたら人が死ぬ性質のものを、
人のすぐそばに置いておく必要は皆無です。

何をどう考えたって、
必要ないとしか言いようがないのです。

あんなにたくさんの人が集まって、
毎週金曜日に「やめて」と言っているのに、
どうして聞く耳を持ってくださらないのでしょう。
おいしいセシウムの呑み方とか、
プルトニウムを食べると痩せるとか、
なにかそういう秘密でもあるんでしょうか。
あるなら公開してほしいです。

あなたもわたしも地球に住む人間同士ですね。
人が死ぬ成分を含むものを作る施設が必要か必要でないかと
聴かなければわからないなんて、
ニッポンのトップのみなさんはどうしちゃったんでしょうか。

もういい加減にしてほしい。
わたしの大切な人が、あの集まりに参加しているのを
遠く離れたところからハラハラして見守っているのです。
もうやめてください。

これ以上、未来の地球に住むひとに
課題を残さないでください。

原発ゼロ。これが当たり前です。
あたりまえだのクラッカーです。

今笑ったでしょ？
じゃあ、原発ゼロね。よろしく。

26875 個人 その他 ３０代 女性 原発は、ひとつも必要ありません。ゼロにしてくださ
い。



26884 個人 その他 ４０代 女性 ゼロシナリオを選択します。 日本は世界有数の地震国であり、2011年の大震災で、
原子力発電所の危険性をまざまざを見せつけられました。
原子力発電所でひとたびシビア・アクシデントとなると、
土地や食品等への汚染、健康被害など、世代を超えて影響します。
他のエネルギー手段への変換を遅らせるべきではないと思います。

26885 個人 自営業 ３０代 女性 ゼロシナリオを支持します！ 子供もたちの未来のために、原発は要りません。

26886 個人 自営業 ５０代 男性 ゼロシステムを指示。今後環境汚染に対する安全規
制が強くなり、原発の稼働及び廃棄コストはもっと上
がると予想される。自然環境、社会面も含めた人間性
と国益の総合評価からを見直すと原発は極めて不利
益

ゼロシナリオを指示します。
経済性と安全から
現在の甘い環境基準を元に試算した原発コストだが、今後世界的に環境汚染に対する安全規制が強くなり稼働及び廃棄コストはもっと上がると予想される。
次に原発の安全性の一つに事故率の低さがあったが、人為的ミスは永遠にゼロにはならないので、非現実的指標だ。むしろ事故が起きる事を前提に被害を最少にする計画が重要と思う。原発
に限らず事故が起きる事を前提に、その被害予測から発電所の施設規模を規制する必要がある。原発は被害地域もおおきく規制に合わせた小さな発電量ではさらに不経済になる。
co2排出量の多い火力発電の依存度が高いのは課題だが、今後の発電所の性能の向上によりco2削減が期待できる。燃料資源もメタッンハイグレード、シュールガス等の実用化が進む事が予
想される。また民間の活力により自然エネルギーの活用技術および新たな自然エネルギーの開発も現在の予想よりすすみ、co2削減につながると思われる。経済性、安全性から原発の必要性
は無い。

総合的に評価
エネルギーの視点だけでなく社会面、文化面からもエネルギー政策の検討が重要と思う。ハード面の供給の仕方だけでなくソフト面のエコロジカルな使い方が問われている。両方のバランスが
とれないとCO2削減に結びつかない。たとえ原発でCO2が抑制されても、生きていく為の自然環境が破壊されては本末転倒で生活者の支持は得られない。
今回の原発事故で予想を超える環境汚染および破壊が現実となり全世界が驚愕した。事故が起きるとコントロール不能で、放射能の汚染も半永久的だ。人が生きていく自然のサイクルを逸脱
している。
また、自然に寄り添う日本の文化を根本から破壊してしまった。花鳥風月に親しみ四季の野の物をいただき御返しする何千年もの文化の営みが、目に見えない放射能汚染により不用意にでき
なくなってしまった。
いま子供に春の七草をたべ、池で小魚を捕る事をすすめられない。私たちは誰でも自然の恵みを享受して生きていく権利がある。
赤ん坊でもお年寄りでも目の不自由な方でも貧しい人でも。
しかし今、私たちは線量計無くしては山の幸、海の幸、農作物、木材等自然の恵みがうけられなくなってしまった。自然は危険という思想が怖い。
世界から高い評価をうけている日本人のきめ細やかさは豊かな自然感が元だ。その感性が薄らげば日本の物づくりの未来も国際競争力も暗くなる。
豊かな心が育てられない環境破壊をまねく原発はいらない。

26887 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 節電によって家電がが使えなかったり、トイレ、電話、
エレベーターなど日常生活に支障がでるのは困る。し
かもそれは高齢者や弱者にとっては致命的になること
さえあると思われるので原発ゼロという選択はありえ
ない。

原発の怖さは震災により必要以上に報道されている感がする。なのに、原発ゼロあるいは１５％、２０％にした場合の日本経済や節電によって庶民の生活がどのような支障をきたすのかの報道
は少ない。そのようなマスコミによって偏った情報しかない状況で庶民が起こすデモや世論をもって政策を決めようというのは間違っていると思う。現在の日本の繁栄や今後の発展があってこそ
の我々の生活なのだから、もっとフェアにそして日本の繁栄発展の視点をもって政策を決めてほしい。

26888 個人 学生 １０代以
下

男性 ゼロシナリオを支持します！ 僕たちのために原発をなくしてください。

26889 個人 学生 １０代以
下

男性 ゼロシナリオを支持します。 僕たちの未来のために原発は要りません。

26890 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 (1)ゼロシナリオしかあり得ません。 いったん事故が起きれば、人間には制御できないのが原子力です。数十年から数百年にわたって危険な放射性物質をまき散らします。
福島第一原発事故は、収束したと政府は言いましたが、核燃料を取り出すめども立たず、プールの燃料も水がなくなれば日本に壊滅的な結果をもたらす状態にあります。危険な状況は、作業
に当たる方々の命がけの作業の結果、持ちこたえているにすぎません。
核のリサイクル計画も、すでに破綻しています。六ヶ所村のプールは、使用済み燃料で溢れ、廃液を海に垂れ流しています。このプールに更に使用済み核燃料を溜めていくことなど狂気の沙汰
です。
とりあえず、原発は止めて、火力、水力で発電すること。そして、再生可能エネルギーの確立に全力をあげること。また、今まで蓄積した放射性廃棄物の処理に全力を挙げ、世界にも原発廃止
を発信し、その処理方法でも先端になっていくこと。
自然エネルギーは、不安定だという論者がいます。しかし、電力がいるのは、夏場の猛暑の時期です。猛暑の時期ならば、太陽光発電は、フル稼働することができます。また、蓄電技術は、日
進月歩です。風力、地熱発電も、もっと進めるべきです。発電量の調節は、火力で行うことでできます。今までだって、原発は調節ができないから、火力がその役を担っていたはずです。
これらが、今、日本が取るべき、そして、日本がとれる方法です。これ以外の方法では、日本は、人の住めない廃墟となる以外の結果は、生まれません。

26891 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 １０年かけて全ての原発を廃炉にすると共に、日々捨
てられている電力を蓄電する電力蓄電プラントを創設
することです。
雇用問題も取り上げながら最も安全な原発である脱
原発（０％）を進めべきです。

原発が再稼動されています。

確かに中小企業の方々に電力を安定的に供給することが必要のようですが、それは再稼動の要求ではなく、電力の安定供給問題なのです。

安定的な電力供給に原発の稼動が必要であれば、しかるべき手続を踏んでから行うべきと考えます。

その手続は、安全性に加えて、原発の今後の扱い方を明確化することと考えます。

原発のない（０％）わが国を造るために、１０年かけて全ての原発を廃炉にすると共に、使用済み核燃料の撤去と安全な保管を行うのです。

さらに日々捨てられている発電電力（日々１００万ｋＷ以上の）を蓄電する電力蓄電プラントを創設することだと思うのです。

このような展望を示しながら、もしも原発の再開が必要であれば再開するのだと考えます。

そうは言っても活断層の真上にあるようなところの原発は再稼動することは適切ではないと考えます。

ですから、そのようなところから原発の仕事に携わっておられる方々の再就職先の確保進めて行くことも同時に開始することが必要と考えます。

場合によっては、この再就職先の確保が一番困難なことかもしれません。

廃炉にするということは原発が無くなることもさることながら、雇用がなくなることになるのですから。

つまり、電力供給の転換と同時に、雇用の転換も必要と考えます。

このような多面的な事柄を考えながら最も安全な原発である脱原発（０％）を進めることが必須と考えます。

26892 個人 学生 １０代以
下

女性 ゼロシナリオを支持します。 私たちのために原発をなくしてください。

26893 個人 自営業 ４０代 男性 私は日本人のエリート層のメンタリティの面から、原子
力発電に反対します。
故に将来的に、原発依存度を0にしていただいきたい
と考えます。

私は福島県出身です。

私は日本人のエリート層のメンタリティの面から、原子力発電に反対します。
故に将来的に、原発依存度を0にしていただいきたいと考えます。

福島原発事故は、人災でした。
震災後、官民問わずおろおろバタバタしていただけ。

どうもこの国のエリートさん達は、青びょうたん、ペーパーテストだけで地位に上り詰めたタイプばかりなんではないでしょうか。

原子力発電は、武士道の無い、青びょうたん達に任せられるものではありません。

もし、今後原発を再稼動したいなら、自ら「素人」を名乗る経済産業副大臣を現地に張り付かせるのではなく、江戸時代の参勤交代方式で、
・経産大臣
・環境大臣
・電力会社幹部
以上の妻子の方に、立地自治体で生活していただきたい。
2km圏内ぐらいに。

「そんなことは人道に悖る」というなら、じゃあいったい福島県はなんだったのか。

「いじめ」も問題になっていますが、お子さんの世界ばかりじゃない・・・原発の建設は「僻地いじめ」でしょう。

原発依存は0へ。「いじめ」の無い社会を目指していただきたい。

26894 個人 自営業 ３０代 男性 すぐに0％に
原発のエネルギーに頼らない国造り

１０年で公共事業２００兆使うと言うのなら、もっと太陽光や地熱にお金をかけてほしい。そのお金は地方に回り地域は活性化すると思う。
原発の事故って予測不能、収束不能、収集不能です。あるだけで不安な気持ちになるし。地震大国には管理できないですよ。
今回のパブコメをすべて公開してほしい。恣意的に選んだものだけをマスコミに流さないでほしい。今、本当に官僚は信用できない。
官僚を信用できれば、もっと日本も好きになれる。

26895 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力発電所は完全撤廃。ゼロシナリオの推進を即
時採用するべき。

福島の事故から１年経つのに、ほうぼうからいろいろな意見が出て、一体どれが本当なのか、直接見聞できない国民には判断ができない状態にあります。
楽観視するものもあれば、危険視するものもある。
だとしたら、国民は何を選択したらよいか・・・。

当然、危険回避の選択をするのが当たり前と思う。

日本国民は危機意識の低い国民と言われることがありますが、常に危機的状況を意識しておかないと、狭い国土ですので被害が拡大して、どこにも住めなくなるという状況が起こらないとも限
らないのです。
楽観する人は、事故が起きたあとの責任を取れないと思います。責任を取れる人だけが、原発推進の発言をするべきです。そんな人、どこにいますか？
今持てる技術で、安全を保証できない、事故が起きた場合の補償ができない、処理（処分・処置）ができないのであれば、そんな中途半端な技術を使うべきではないと思います。
原子力発電所の隣に土地をあげるから、家を建ててごらんといわれて、喜んで建てる人がいるでしょうか？　自分の家の前に原子力発電所ができるから大歓迎という人がいるでしょうか？

電気はほかの方法でも作れます。電気を出来るだけ使わないで済む技術は以前より進んでいます。
原子力関連の仕事で生計を立てる人は、そういった方法に転換される新しい産業にシフトすることができます。

原子力だけは使わない。４回も被曝を経験した国民は世界にたった１つだけですし、４回被曝してもまだその危険を意識できない国民も世界にたった１つだけです。世界に顔向けができません。
恥ずかしいことだと思いませんか？

原子力だけは使わない。ただそれだけのことです。こんな危険な国から逃げ出せるどこでもドアは、誰も持ち合わせてはいないのです。
26896 個人 パート・

アルバイ
ト

５０代 男性 原子力発電所の即刻の廃止決定。原発比率０% まず国民にい真実を伝えない詐欺政治は民主主義ではない。今の議員と公務員による政治行政は国家国民の敵であり憲法の敵である。
また、原発事故にかかる政府と行政庁、東電の関係者の行為は、国民傷害殺人行為だ。
法のもと告訴告発をししっかりと個人責任および刑事責任をとることを国民の名において要求する。公務員や大企業職員が例外となることは法治国家ではない。
原発がなければ産業に影響がでるなどとの、主権者である国民脅迫の政治はやめなさい。国家として二度と放射線汚染を置こなさいことが重要であり、国家として原発のないエネルギー政策を
知恵を絞り計画し実現するプロセスの提示が重要なのだ。
世界の例をみても脱原発はでききた国はある。日本の地理的環境もあろうがそれを乗り越えてこそ
原爆のホロコースト被害を受けた日本のとるべき道であり。主権である国民の多数の意である。

26897 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 技術的なことについては素人ですが、ゼロシナリオを
支持します。
国民全体で自然エネルギーの活用、節電意識の浸透
を真剣に考えれば不可能ではなく、海外へのメッセー
ジにもつながると考えます。

リスクが高すぎる原子力を使い続けるには、まだ100% できることをやっていないと思います。

国の姿勢を示し、費用補助できるものは補助し、反する場合は「税金」として徴収して欲しいです。
国があるべきに沿った徹底した方針を出し、実現すれば海外も参考にしてくれるのではないでしょうか？

温暖化をとめる（緑化）
・企業には敷地のX% を緑化するよう義務付ける（壁の苔でも可など）
・住宅地にも、緑化を義務付ける

エネルギー消費を減らす
・都市部でのマイカー規制（さらに公共交通機関を充実する必要がある可能性もあり）
・共同生活を推進（一人暮らしは効率が悪い）

自然エネルギーの活用
・地熱・温水・工場排水熱.. 特に夏のアスファルトが異常に暑い。
　地下に水を通して温水を作り、
　温水から発電すればアスファルトの冷却にもなり一石二鳥では？
・振動熱..高速道路、公共の建物
・太陽熱..建物、塀、車の屋根、電車の屋根など、日が当たるところに設置
・風力..山上、海上
・水力..海の潮の満干

26898 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原発に依存する、エネルギー政策に反対します。
　そして、点検中の、すべての原発の再稼働に反対し
ます。

＜反対の理由＞
１．福島の事故で明らかになったように、原子炉は冷却不能な事故が起これ
　ば、人間の手に負えないものだからです。
２．福島の事故後、それぞれの原発での事故を想定した、３０Ｋｍ圏外での避
　難受入れ調査も行われているようですが、そもそも絶対安全なものが、万が
　一の事故に備えた避難場所を想定するなど、全くナンセンスな話です。
　　何よりも、もし、もう一度この国で原発事故が発生すれば、この国には住
　めなくなるでしょう。そのことをよく考えるべきです。
３．原発を使い続けるということは、放射性物質である、使用済み核燃料を出
　し続けるということです。何万年も管理し続けなければならない、負の遺産
　を後世に残すことは、あまりにも身勝手です。
４．利益至上主義でなく、被害に合われた人達のことを真剣に考えましょう。
５．本当に美しい日本を残すためには、原発は不要です。



26899 個人 無職 ７０代 男性 ウラン・プルトニウム固体燃料炉ではないトリウム溶
融液体炉研究開発助成を古川先生の遺志を継いだト
リウム熔融塩炉国際フォーラムに研究開発助成をす
ること

次世代の原子力に関する提案の中に、トリウム溶融塩炉の開発をもっと重視して取り組むべきです。昨年亡くなった古川和男の著作原発安全革命でも繰り返し提案されているトリウム熔融塩炉
は、1960年代後半にアメリカのオークリッジ研究所で実証実験運転が行われた実績もあり、かつ1980年代に日本ではトリウム研究学術委員会（茅誠二東大総長）まで組織され田にもかかわら
ず、無視されてきました。このトリウム熔融塩炉に関して積極的に推進しようとした西堀栄三郎、古川和男、石谷清幹先生も亡くなりました。それでも古川先生や石谷先生の遺志を継いだトリウ
ム熔融塩炉国際フォーラム等に集まっています。このトリウム熔融塩炉の開発の意味は、日本の使用済み核燃料にたまったプルトニウムとトリウムを混合して、熔融塩炉でもやし、プルトニウム
を消滅させていくことにつながるということです。
　トリウム熔融塩炉に関しては1990年代にも日本原子力学会で調査研究もし報告書もできています。中国もインドもトリウムをを使うことを公式に決めています。なぜこの研究開発をしないの
か、ウラン軽水炉路線を固持しようとしているからとしか考えられません。検討してみてください

26900 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ゼロシナリオを選択する。2030年までではなく、今すぐ
に原子力発電は廃炉にすべき。

すぐに脱原発するべき。
福島第1原発の事故は収束しておらず、多くの国民が被爆している中で原子力発電の推進は有り得ない。安全性も確保できておらず、廃棄物の処理も出来ない原子力発電は使用すべきではな
い。
すぐに自然エネルギーを使用した発電にシフトするべき。

26901 個人 無職 ６０代 男性 再稼動すべきではありません。福島原発人災は、未
だ収束せず、原因も不分明。メルトスルー、が深刻過
ぎ！再発を避ける処方箋もない、再稼働なんて！方
針は、大転換すべき。脱原発、反原発へ！諸外国の
所見も受容。

最低でも、選択肢は、(１)０％しかありえません。再発防止の策もない現状では、そういうことです。しかも、日本は、地震列島。地震のリスクは、あるいは、その後の大津波は、視野に入れるべき
です。更に、原子炉のみの耐震のみならず、これと繋がる、ボイラー、タービンなどとの配管系等も、軽視してはなりません。更に、放射能汚染下の配送、物流の確保など、いくらでもあるではあ
る。安全神話は、徹底的に廃棄、放棄すべきです。永遠に、です。序でに言えば、国会事故調の指摘した、「規制の虜」「政官業の癒着」等々、断罪、反省し、出直すべきです。以　上

26902 個人 学生 ３０代 女性 原発0％を指示します。 1.新規での建設はしない
2.４０年で全て廃炉にする（例外なし）
3.新しい安全なエネルギーの開発に力を注ぐ

原発は今後、古くて危険なエネルギーとして世界的に衰退していくであろう。
自然エネルギーを活用した安全で新しいエネルギー開発に力を入れることが、新しい時代に生き残っていく国となるのではないか。

26903 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ・原発ゼロシナリオを支持します。
　ただし、2030年では遅すぎると思います。
・今後は再稼働せず、凍結させ、廃炉の方向に進む
べきと考えます。

　原発ゼロシナリオを支持します。

　その理由は、福島で起きた事故により、放射能汚染が起きたことや原発のコストが決して安いものではないこと、安全性が確認できないことです。
　今までは、エネルギーに対し、私自身が無頓着であったと思います。しかし、あれだけの事故が起き、未だ、故郷に帰れない人がいる。そして、今後もその地に足を踏み入れることもできるかど
うか分からない。こんな地域を日本に作ってよいのでしょうか。
　福島は、観光に何度か訪れたことがあり、素敵な場所でしたが、今後の人生において、再訪する気にはなれません。福島に限らず、東北へも躊躇します。
　日本人の私ですら、この感覚なのですから、外国人はなおさらのことだと思います。日本は貴重な観光地を失ったと思います。
　　原発により失ったものは、あまりにも大きすぎるのではないでしょうか。
　そして、再稼働させて、万が一事故が再び起きたとき、世界における日本の信頼度は明らかに低下することは明白です。
　福井県は京都などの世界的にも有名な観光地が近くにあります。万が一、大飯原発で事故が起きたら、観光客はどうなるでしょうか。
　それでなくても、関東～東北の食べ物は小さい子供がいるため、食べさせていません。関東の友人も関西から食べ物を注文しています。もし、別の箇所で事故が起きたら、一体どこの食べ物
を食べたら安心でしょうか。どこに住めばあんしんなのでしょうか。
　今回の地震も原発事故が無ければ、ここまで復旧に時間はかからなかったことと思います。
　日本は、かつて戦後の荒れ地から先進国へ発展を遂げました。原発をなくしたとしても、日本人の知能・精神があれば、必ず乗り越えられるはずです。
　一部の人々の目先の損得や己の利得ではなく、子供たちの将来を見据えた決断をすべきだと思います。日本人ならできるはずです。
　ドイツ・イタリア・スイスは自国で事故が起きていないにもかかわらず、福島の原発事故の後、原発停止を決めています。
　事故が起きた国、日本は正しい決断をすべきだと思います。子供達にはゴミをおしつけるのではなく、新しい日本の電力の形を残してあげるべきです。
　電力会社も原発の廃炉などで、巨額の赤字がでるかもしれません。しかし、新しいエネルギーの実用化を進め、他国へ技術を輸出できるようにすることは可能ではないでしょうか。目先の損得
ではなく、今、苦しい思いをしてでも、未来の可能性につなげてほしいと思います。
　原発に賛成の方がいらっしゃるのであれば、福島のまだ立ち入りが許可されていない場所に住んでみてもらいたいと思います。福島の人たちは帰りたいのに帰れない。明日は我が身です。も
し、自分の町内に原発があったら。それでも賛成できるのか。よく考えてもらいたいです。
　また、再度事故が起きた時、日本は持ちこたえられるでしょうか。世界における日本の信頼度の低下、観光資源の喪失、富裕層の海外流出、原発事故に対する巨額の補填。
　目先の損得、利権を考えず、公正公平な眼でみれば、原発はゼロにすべきです。
　日本が脱原発を決断すべき時です。
　
　
　26904 個人 その他 ６０代 男性 ゼロシナリオの「原子力のエネルギーゼロパーセント」

を選択します。エネルギー政策のエネルギーミックス
議論に火力、自然エネルギーと同列に原子力エネル
ギーの発電量比率を組み入れることに無理がありま
す。

私は、これからの日本のエネルギー政策として「原子力のエネルギー０％」を選択します。
原発で使われる燃料の放射性物質は、それ以外の燃料とは全く次元のことなるものです。
最終的に廃棄物を含め原子力は人間が制御できるものではないことを知ってしまった以上、核分裂反応を止める以外の選択肢はもうあり得ないとの結論に至りました。
2030年と言うタイムスパンはともかく、「原子力による発電依存をゼロにする」という強い意志と決断をここでしなければ、日本のエネルギー政策の転換は図れません。2030年と言わずできるだ
け早期に０％を実現するには、廃炉にするための政策決定とそのタイムスケジュールおよび、火力、再生可能エネルギーへの転換政策、配送電分離による開かれたエネルギー政策を推進して
いくことが必要です。最後に、このような姑息なシナリオによる選択肢のパブコメは止め、可視化された意見公開の場の提供を推し進めていただきたい。

26906 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発を0％にする 国家が3.11の災害を機に、自然エネルギーへの転換という腹を固めることが重要だと思います。
災害直後の国・電力会社の体たらく、保安庁と電力会社の癒着体質、札束で地方を牛耳って建設工事を進めてきた経過、廃棄物処理方法の未確立、安全神話を振りまいてきた政府の重大な
責任、政府の事故調査委員会の答申！どれを取れば再稼働というような結論になるのか！
誰のための国家なのか？財界か！
原発０％の方針以外にありえない！そのための節電なら国民は必ず協力する。
ここで国のあり方を転換することを切に要望します。

26907 個人 無職 ６０代 男性 原発は速やかに0％にするべし 人間が制御できない設備は、人間が使う資格はない
原子力発電はその一つであることが今回の事故で判明した

26908 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発は即刻廃止にする。 様々な事業の事故に想定外はつきもの。原発で事故があった場合は長年逃げ場所がない状態が続く。
原発の廃棄物は将来の人類への負の遺産であり、できるだけ少なくすることが重要。だから今、廃止するしかない。

26909 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 福島事故の経験からは、ゼロシナリオ以外の選択肢
は、ありえません

日本社会の未来のためにも、ゼロシナリオ以外の選択肢は、ありえません

(1)　日本のような地震大国で、原発を運転するのは危険。

(2)　核燃料サイクルのめどが立たない以上（高速増殖炉の実用化は不可能）廃棄物処理のコストからみてもも原発維持は「高価」なものにつく。

(3)　自然・再生エネルギーこそ長期的に見れば、資源としても無尽蔵であり、コスト的にも安くつく。

26910 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 将来の原発比率０％ 福島原発事故以来、再稼動がないまま節電で夏を乗り切ってきている。地震国の日本では原発を動かすことが非常にリスキーだというのが改めて実感でき、電気代が多少あがろうとも、原発は
将来的には止めるべきだと考える。
愛知のそばにも浜岡原発や福井の原発があり、ひとたび何かあったときの被害が想像もつかないでいる。福島の４基の後始末でも人が足りるかどうかも分からない中で、第２、第３の事故が発
生したときにどういった対応をするのか、また、１度でこりずに２度、３度と事故を繰り返したときに国際的に恥ずべきことではないか、そういったところも考慮して将来像を描いていただきたい。
なりふり構わず太陽光の補助金をあげたりしてでも電力供給量を上げようとしないところに、実は今のように原発を動かさない状況でも生活していけるということに、国民は気づいてきているの
ではないかと思います。
原発を将来的に動かすというのであれば、他国の調査団が介入しての事故原因調査、公表、また、事故原因への万全の対策（天災が原因の限り、万全はありえないと思いますが）を示し、国民
投票を実施してでも進めていく、という方法をしない限り、国民からの信頼を得られないと思います。

26911 個人 家事専
業

６０代 女性 　ゼロスタイルを支持します。さらに言えば、２０３０年
までにするのでなく、もっと早く原発依存をゼロにすべ
きです。

　昨年の原発事故は、改めて我が国のエネルギー需給とりわけ原子力による電力の依存実態と、そこに由来する多くの課題と問題を深く提起させてくれました。　将来の日本の姿を想起する
に、まず一番は国民とくにこれからの若い世代に安心して生活できる国土の保全が肝要です。政府は原発の収束宣言を出しましたが、福島の現状・事故原因の判別等どれをみても未解決なだ
けに、信じられないその判断には驚きどころかあきれ果ててしまいます。
　原発を維持推進しようとする向きの論には、あまりにも足元しか見ようとしない打算的な経済観しか感じ取れません。たしかに依存度を下げれば、日常生活の不自由さや経済力の低迷は今よ
りあるでしょう。しかし、何が大事であるかを考えれば、そうしたことを乗り越えていく知恵や努力は必ず生み出されていくはずですし、日本人なら立ち向かっていく力を持っています。
　我が国が経験したこれだけの災害と事故を繰り返すことなく、未来の子ども達が安全に安心して暮らしていけるようにすることが、今の大人の責務でしょう。原発の持つ諸リスクを残存してはな
らないはずです。
　「カネよりイノチが最重要」であることを、為政者は何としても心して見据えていってもらいたいものです。

26912 個人 学生 ４０代 女性 １．ゼロシナリオを選択。ただし、内容は変更し、「即時
原発依存ゼロ」とすべきである。三択案の作り直しが
必要。

止むを得ず「１．ゼロシナリオ」を選択するが、実際には原発依存即時ゼロ以外認められない。

各家庭などにおいて、ソーラー、風力発電などの自然エネルギー、及びガス発電を順次設置。
電力会社など大規模発電には、国産石油、メタンハイドレートの開発を進めつつ、水力、火力発電をメインに。水力発電は全国にいくらでも有る貯水池などにも設置してはどうか。
再生可能エネルギーは、自治体など小規模団体、個人に補助金を出し、多様に開発していくべき。
原発は即時全部停止、順次廃炉に取り組みつつ、最終処分場の建設も同時進行。

放射性廃棄物を無害化する方法が見つからない限り、原発を動かすことは認められない。世界を滅ぼす結果になる。

26913 個人 その他 ４０代 男性 「原発0」を主張。即刻です。原発の危険性は今となっ
ては誰もが認識しているもの。地震大国ニッポンにお
いて「完全なる安全」が確認できない原発の稼働は許
されない。

「2030年」ではなく「即刻原発0」を主張する。
原発の危険性は、今となっては誰もが認識しているもの。
地震大国ニッポンにおいて、想定外の事態までをきちんと想定した上で「完全なる安全」が確認できない以上、原発の稼働は絶対に許されるべきものではない。
世界の未来のために、まずは日本の土地や子供たちの将来を脅かすようなものを作り、使い、その前提で成り立つような幸せは、私たちは望んでいない。
ほとんどの人がそうではないか。
第一に考えるべきものは、裕福さや快適な暮らし、経済ではないはずです。

26914 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 2030年時点でのエネルギー・環境に関する選択肢
「ゼロシナリオ」を支持します。

2030年時点でのエネルギー・環境に関する選択肢
「ゼロシナリオ」を支持します。

今回の福島の事故で、原発が人間の管理下には置けないことが証明されたのではないでしょうか？
なによりも最優先すべきは安全です。
目先のことではなく、視野を広げて未来に生きる人々のことを考えた時に、
原発をゼロにして（処理に10万年もかかるような）危険なものを無くしていくのが当然の流れだと思います。

今回の悲劇を忘れず無駄にせず、この経験があるからこそ、日本がやれること。
それは脱原発し日本の技術力をもって安全なエネルギー環境のモデルを世界に広げていくことだと思います。

がんばろう！ニッポン！
お願いだから自分のことばかり考えないで。

１はじめに
　原子力発電は、各種あるエネルギーの１つの形態である電力の、その発電手段の1つに過ぎません。
　日本国の将来的な核武装の可能性という、別の目的の存在を指摘する人もいますが、それは以下で論じるとして、ここでは、発電手段の1つとしての原子力発電に限定して論じます。
１－A　安全対策費の側面
　あらゆる発電手段においては、事故が起こり得ます。原子力発電とて例外ではなく、福島での事故はそれを証明したと言えます。
事故を防ぐには、その対策が必要です。そして、対策に費用をかけるほど、事故発生の確率は低下しますが、ゼロにはなりません。また、ゼロに近づけば近づくほど、よりその確率を下げるため
には膨大な費用が必要になります。
事故の発生率をどの程度に想定するかは、事故をどの程度許容できるかにより判断されます。
原発が一旦事故を起こすと、放射性物質を拡散し、広大な国土が失われる結果となります。今回の福島原発事故で、東京が避難の対象とならなかったのは単なる偶然にすぎません。日本国に
おいて東京を失うことは、国家の存続にも影響する重大な問題です。そうすると、原発事故の発生確率は、実質的にゼロにする必要があります。しかし、そのようなことは理論的に不可能です。
また、ゼロに近づけようと費用をかけた場合は、原発による発電コストは極めて高いものとなり、発電手段としての優位性は全く無くなります。
以上より、仮に安全対策を採った場合でも、その対策は事故発生率ゼロを想定したものでなければならず、そうするとその対策費はほぼ無限となりますので、原発による発電コストは極めて高く
なり、その優位性は失われます。

１－B　使用済み核燃料の側面
　核燃料のリサイクル事業が実質的に破綻していることは、もんじゅの状況をみれば明かです。現状において、高速増殖炉を日本国内に新設することについて、合意が形成される可能性はない
と考えられます。そうすると、使用済み核燃料を埋設処分することになりますが、現状ではその実施に目処すらありません。このような状況で、さらに使用済み核燃料を増やす原発稼働を続ける
ことに、合理的な説明をすることは不可能です。

１－C　産業界の側面
　産業界においては、良質なインフラは必須のものであり、電力の、安価での安定供給が求められています。しかし、産業に影響を与えるのは電力料金のみでは無いことは明かであり、福島原
発事故以前の段階で、(原発稼働による良質の電力があったにもかかわらず）既に産業の空洞化が進んでいます。
　また電力は、その性質上、消費地の近隣で、タイムリーに発電した場合に最も効率がよく、それをコストに反映させることが可能です。そうすると、規制緩和により、競争を促し、それにより電力
の価格を下げることこそ行うべきと考えます。
　そもそも、原子力発電により、安価な電力が得られるということは、上記の通り根拠がなく、今後、安全対策を行う場合には、原子力発電だから安価な電力がえられる、との結論にはなり得ま
せん。

２　安全保障の側面
福島第一事故は、日本国の国家としての脆弱性を内外に示す形になりました。
今後、有事となった場合は、仮想敵国は日本の原発に攻撃を加えることが明かです。そうすると、将来的な核武装など、絵に描いた餅に過ぎません。すなわち、日本における原発の存在は、安
全保障上の弱点にすぎません。

３　今後の対応について
原発を直ちに全廃することは、各方面への影響が大きく、難しい側面もあると思います。
しかし、できるだけ早い時期に原発を全廃するために、スケジュールを策定すべきと考えます。それが、日本国内での新たな内需の拡大や、自然エネルギー関連の産業の育成につながり、日
本国の経済にむしろいい影響を与えるものと考えます。

26905 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 単なる発電手段の1つに過ぎない原発は、それを維持
する合理的説明を行う事は困難です。
原発はできるだけ早い段階に全廃できるように、計画
を立てて進める必要があると思います。



26915 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 提示されている３つの中では、(1)ゼロシナリオを選択
します。

ゼロシナリオは２０３０年に原発０を目指すものであり、３つの中では仕方ないのでこれを選択しますが、実際には即刻原発を止めて、今すぐ０を目指していただきたいと思います。
地震大国であり、かつ唯一の被爆国である日本に原発は不要です。
今の福島を見て、再稼働云々、ありえないと思います。原発がなければ福島も、地震、津波の被害だけですんだのです。
また原発が稼働している限り、核のゴミも増え続けます。そういうものと共存はできません。
そして今、被爆しながら福島で原発の処理にあたられている方々もいます。お金のために働いている方も、日本のために働いている方も、理由はさまざまかと思いますが、そういう危険な仕事を
しなくていい日本であってほしい。
それは原発のある他の地域でもそうです。作業員がいなくなってさびれてしまう・・・そういう構造にしてしまったのは、日本全体の責任です。きれいごとかもしれませんが、原発がなくても活性化
への道を皆で探していきたい。
またもし再び原発事故が起きれば、日本全体で産業再生どころではないとも思います。
正直いって、日本にこんなにたくさん原発があることさえ知りませんでした。本当に自分の無知を恥じています。
そして今まで声を上げるということもしてきませんでしたが、もう静観はしていられないと思いました。日本の未来のために。
政府の皆様には、意見聴取会やパブリックコメントでの国民の意見を、どうかきちんと反映させて、今後の日本に明るい未来を作っていっていただきたいと思います。

26917 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発はゼロにすべきだと思います。このままの状況で
は、世界中でウランの争奪戦が勃発するのは目に見
えています。結局、生き残るのは、核に依存しない国
ではないでしょうか。一刻も早く脱原発に方向転換す
べきです。

ウランも有限な資源ですが、核燃料サイクル技術はいまだに技術が確立されてないどころか、実用化の目処すら立っていません。こんな状態では、将来資源戦争が各地で勃発する可能性が高
いと思います。正直、人類存亡の懸念を抱かざるを得ません。原発の安全性なんか議論しても無意味です。日本人は、やろうと思えば身の丈に合った生活ができる民族だと思います。とっとと
脱原発をした者が将来の勝者になると考えています。

26918 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 「エネルギー・環境に関する選択肢」について、将来の
原発依存度をゼロシナリオにすることを求めます。

福島の事故により、私達は改めて原発のリスクを思い知らされました。もちろん、何事にもリスクはつきものです。しかしながら原発のリスクは、例えば自動車や鉄道と違い人間の制御ができな
いものであり、長き将来に渡り禍根を残すものだと思います。

現在の原発依存度は２６％にすぎません。小さい比率ではありませんが、再生可能エネルギーなどでカバーできない比率ではありません。当然、継続的な節電による電力需要の抑制も前提に
考えています。それによる不便は覚悟しています。

原発から生み出される使用済み核燃料や放射性廃棄物の処理も大きな問題です。行き先の決まっていない危険物を出し続けることは、後世へのツケに他なりません。原発で働く人たちへの被
曝など、問題点を挙げていけばキリがありません。
　
普通の企業であれば、大事故が起きれば事業継続が出来なくなるどころか、国全体に重大な影響を及ぼすほどのリスクがある事業からは撤退するのが常識的な選択ではないでしょうか。まだ
福島の事故が収束していないのに（政府は終息宣言を出しましたが）、再稼動を進めることにも納得がいきません。

原発の依存度をゼロにすることこそが、責任ある現実的な選択肢であると考えます。菅直人前首相は、曲がりなりにも脱原発の方向性を示しました。困難な選択肢であることは理解しています
が、方向性さえ決めれば国民一丸となって達成できる目標です。
　
　

26919 個人 家事専
業

３０代 女性 原発「０」の日本にしてください 栃木県宇都宮市出身、薬剤師です。今は家事育児のため無職です。
震災により、実家も被災し家屋が壊れたり、買い物中だった両親も怪我をおいました。知り合いの農家は放射能の影響により、実害や風評被害を受けました。
私は授かった第三子を流産しました。
今回の福島の事故とは無関係ですが、夫は甲状腺乳頭癌を患っています。
甲状腺癌は「直ちに」は命には関わらないのかもしれませんが、喉の神経麻痺による嗄声、慢性的な体調不良や、通院、毎日の服薬等、本人にとっては大変な苦痛です。

今回の事故を受けて、放射能の影響による甲状腺の障害が改めて注目されました。
こどもたちには、夫の病気を患ってほしくありません。
チェルノブイリの様な、事故後の子供達への甚大な健康被害を考えると、一刻も早く危険な原子力発電所はなくなってほしいと願います。
原爆症の患者さんに接して、原爆の恐ろしさも知りました。
世界唯一の被爆国なのですから、日本の技術力を持ってその他の安全でエコな天然エネルギーに今こそ転換してください。原発「０」を願います。

26920 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発への依存を即刻ゼロにするべきだと思います。

原発が大規模地震に襲われた時、仮に津波の被害は
防げたとしても、大きな揺れによる被害を完全に防ぐ
ことは不可能だと思います。

原発の問題は、地震や津波による被害だけでなく、核廃棄物の処分についても未解決なままです。

これを機に原発の依存度を即刻ゼロにし、なおかつ「節電」と「再生可能エネルギーの普及」を進めて、火力発電への依存も減らしていくことは可能だと思います。

電力不足の心配があるのは主に夏と冬の冷暖房の時期でしょうから、地中熱などを利用した空調システムを普及させることで、電力使用のピークを乗り越えることができると思います。

26921 個人 自営業 ５０代 男性 国民に一番保障されるべき権利である「安心安全に
暮らす権利」を守る為にも、早急な脱原発、卒原発を
お願いします。

私達は不幸にも福島の事故を経験しました。原子力は未解明の多い分野であるがゆえ、いろんな立場で意見がありますが、多くの現実的表象を情報収集するに身近に原発という脅威が多数
基存在する現実がとても辛く、苦しいんです。文明の力でどう対抗しようとも自然の脅威に１００％打ち勝つ事が不可能な事は周知の通りです。多くの国民が同様の思いで政府の原発政策を注
視してます。

26922 個人 無職 ６０代 男性 原発ゼロを支持する
・原発は、人間のコントロールが不可能であり事故の
予測も不可能である。
・事故は、広範囲に重大な被害をもたらす。
・放射能廃棄物の処理方法さえ決まっていない。

原発ゼロを支持する。
　原発事故が起きるまでは、政府・東電は、原発は絶対に安全だといってきた。しかし、福島の事故が起きると、これは、予測不可能な事故と言い出した。すなわち、原発については、予測が不
可能な事故が起きるということである。巨大な機械の集団である原発に絶対安全などありえないのある。
　事故の可能性をゼロにすることができない放射能をまき散らす危険な原発は、ただちに廃炉にすべきである。福島の例をみても事故が　発生した場合、その被害は、深刻であり広範囲・長期
間に及び住民や自治体は塗炭の苦しみを強いられる。再度事故が起きた場合、もう取り返しがつかない。
　原発をとめた場合、国民生活や企業活動に影響がでると政府は言うが、これは、経済活動（お金）を大事にするか日常生活（命）を大事にするかの問題だ。電力が足りなければ、節電の徹底・
代替えエネルギーへの予算の重点配分による代替えエネルギーの推進など国を挙げて対応すればよい。
　また、放射能廃棄物特に高濃度廃棄物の処理のめどさえ立っていない。これで、原発を稼働させることは、まったく無責任である。
　費用の問題についても、原発に廃棄物処理費用、事故費用などを加算すれば原発が必ずしも安くはないのである、

26923 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 (1)ゼロシナリオを選択します。
この三つしか選択肢が与えられないのであれば、(1)
を選びます。
それ以外の選択は考えられません。

(1)ゼロシナリオを選択します。
この三つしか選択肢が与えられないのであれば、(1)を選びます。
それ以外の選択は考えられません。

不当にも選択肢には含まれていませんが、本来ならば全原発の即時停止、ただちに廃炉作業に着手することを求めます。

理由は以下のとおり。

１．原発は危険である
　原発が安全でも安心でもないことは、福島第一原発事故という現実によって証明されています。抜本的な安全対策のないまま既存の原発の運転を継続することなど考えられません。

２．原発を止めても電力は不足しない
　これはまさに現在の猛暑によって証明されています。関電は大飯を再稼働する一方で、それ以上の発電量の火力を止めましたが、電力は不足していません。電力不足キャンペーンは悪質な
デマでした。

３．原発は安価なエネルギー源ではない
　原発の発電原価に様々なごまかしがあり、適切に評価すれば安価なエネルギー源などでないことが、既に明らかになっています。経済的にも原発を継続する理由はありません。

４．発電事業者・監督官庁に当事者能力がない
　事故を防ぐことも、事故に適切に対処することも、事故の責任を取ることもできないことが既に明らかになっています。このような無能・無責任な人間たちに危険な技術の運用を任せることはで
きません。

26924 個人 無職 ７０代 男性 原子力に安全はありません。原子力発電はすぐに止
めるべきです。

何よりも、永久に生物に有害な放射性廃棄物を増やし続けることは、人類の住処「地球」をやがてはなにも生きられない星にしてしまうことです。
　こんな愚かなことは、絶対にしてはなりません。原発はやめて発電は他の方法を全力を挙げて開発することが求められます。

26925 個人 自営業 ６０代 男性 １、原子力発電所は速やかにその全てを廃止するこ
と。
２、原子力規制委員会の人事案を撤回すること及び
首相は辞任すること。

意見１について
地震・津波等の自然災害、飛行機等の墜落、テロ攻撃、作業員の誤操作あるいは機器の損傷等々によって、原子力発電事故は生じます。
一旦事故が生じた場合には、3.11事故（人災）に見るように原子力の制御不能の状況となり、地域全体、場合によっては日本全体が壊滅的な被害を受ける危険があります。
この様な危険を回避するには、原発の廃止しかありえません。
国民と将来の国民のために、速やかに全ての原発を廃止する必要があります。

意見２について
（１）原子力規制委員会委員候補5名の内、田中俊一氏、島崎邦彦氏、中村佳代子氏及び更田豊志氏は、原子力推進団体との関係が深く、かつ、推進団体から報酬を受けている人々です。い
わゆる「原子力ムラ」の住人に準ずる人ないしは住人の方々です。
この様な人々に、原子力規制を任せるわけにはいきません。大島賢三候補を除く他の委員候補を撤回することが、健全な原子力規制を進めるうえで必要となります。
（２）野田さん（首相）は、3.11の復旧・復興及び住民の帰宅も実現できていません。このように3.11に対する責任も全うできてない状況で、かつ、原子力規制委員会発足を待たずに、暫定安定を
言い、大飯原発の再稼働を容認し、加えて、将来の事故に対し、自身が責任を取ると発言しているようです。どのような責任を取ることが出来るのでしょうか？
彼の認識の誤り・無責任及び国民の脱原発の願いを踏みにじる大飯原発再稼働容認の行為等は、国政のトップにある者がいわゆる「原子力ムラ」の住人となり、ムラの代表となっている感があ
り、首相の資質に疑問を持つ原因となっています。
原子力規制委員会の委員候補者の撤回が、原子力規制に必要である以上に、この様な首相の下での原子力規制は事実上不可能であり、野田さん自身が首相を辞任する必要があります。

会社員・
公務員

３０代 男性 日本は、良い国だと思います、日本に生まれて良かっ
たです
(1)原発は、反対です。100年後を考えると後世の人が
困ると思います。
(2)原発の是非、消費税増税の有無は、解散総選挙で
国民が判断すべき。

日本は、良い国だと思います、日本に生まれて良かったです。
本当に、感謝しています。ご先祖様ありがとう。

(1)原発は、反対です。100年後を考えると後世の人が困ると思います。
100年後を目途に、原発を順次廃止していくことが必要と思います。
福島原発では、土壌以外にも海洋汚染で世界の人々に迷惑を掛けています。
放射性物質の廃棄方法が地中に埋めるくらいしかないので、
現代の科学技術で取り扱うのは不可能と思います。
逆に、無害な物質に分解できる位に科学が発展すれば可能と思います。
ですが、長い年月が必要で、太陽が燃え尽きると思いますので、
原子力発電よりも他の方法を探した方が、効率が良く、経済的だと
思います。
発電の本質は、お湯を沸かして、蒸気でタービンを回せれば良いだけの
話しですので、別に原子力にこだわらなくても良いというところです。
原発は、新しい技術に見えますが、実は古い技術ですので、他の発電
方法を研究開発して、海外に販売した方が、日本経済にも良いことと
思います。原発はもう輸出できないでしょう。お客さんである外国は
買ってくれないと思います。親が子供を乗せるのに、事故の可能性が
ある車を買わないのと同じではないでしょうか。それよりも、エコで
安全な車を買うと思います。身近な例に置き換えてみました。

(2)原発の是非、消費税増税の有無は、解散総選挙で国民が判断すべき。
現在は、前回の選挙時の国民に対する選挙公約（マニュフェスト）が
守られていない状況ですので、原発の是非、消費税増税の有無を
決める前に、解散総選挙をして、日本国民が、意思決定するべきだと
思います。
小学校のときに、先生から教わりましたが、日本国憲法の前文を
真摯に受け止めるべきと思います。原点に立ち返るのはいかがですか。

日本国民は、正当に選挙された国会における代表者を通じて行動し、
われらとわれらの子孫のために、諸国民との協和による成果と、わが
国全土にわたって自由のもたらす恵沢を確保し、政府の行為によって
再び戦争の惨禍が起ることのないやうにすることを決意し、ここに
主権が国民に存することを宣言し、この憲法を確定する。

そもそも国政は、国民の厳粛な信託によるものであって、その権威は
国民に由来し、その権力は国民の代表者がこれを行使し、その福利は
国民がこれを享受する。これは人類普遍の原理であり、この憲法は、
かかる原理に基くものである。われらは、これに反する一切の憲法、
法令及び詔勅を排除する。
 
日本国民は、恒久の平和を念願し、人間相互の関係を支配する崇高な
理想を深く自覚するのであって、平和を愛する諸国民の公正と信義に
信頼して、われらの安全と生存を保持しようと決意した。われらは、
平和を維持し、専制と隷従、圧迫と偏狭を地上から永遠に除去しよう
と努めてゐる国際社会において、名誉ある地位を占めたいと思ふ。
われらは、全世界の国民が、ひとしく恐怖と欠乏から免れ、平和の
うちに生存する権利を有することを確認する。
 
われらは、いづれの国家も、自国のことのみに専念して他国を無視
してはならないのであって、政治道徳の法則は、普遍的なものであり、
この法則に従ふことは、自国の主権を維持し、他国と対等関係に立た
うとする各国の責務であると信ずる。
 
日本国民は、国家の名誉にかけ、全力をあげてこの崇高な理想と目的
を達成することを誓ふ。

26916 個人



26926 個人 無職 ４０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を支持します。
原発はゼロにするより他にとるべき道はない。運転中
の大飯は早期に停止し、全ての原発を順次廃炉にし
てゆく手順を具体的に検討すべきである。

・ひとたび事故が起ればその影響を制御できず、命・暮らし・国土に取り返しの付かないダメージが降りかかる原発を人間が動かす資格は無いこと。
・何万年後にも渡って放射性廃棄物という毒物を未来に押しつける人類最悪の犯罪が原子力発電であること。
・電力不足や経済問題は、原発稼働と天秤に掛けて論議すべき問題ではないこと。（命が犠牲になる経済発展などあり得ません）
・3.11という史上最大のクライシスを経験した日本人がここで変わらなければ二度と変われないという危機感があること。

地震国・日本において、100％安全な原発を造ることは不可能です。自然の力は人智をはるかに超えたものであることを、昨年の東日本大震災で私たちは学びました。研究が進めば進むほど肝
心なことは分からないことが分かるというのが先端科学の現状ではないでしょうか。東日本大震災以前にも、設計用限界地震動Ｓ２を超える揺れが何度も観測されてきました。福島第一原発事
故は、津波以前に地震で損傷を受けていた可能性を国会事故調が指摘しています。各地の原発で活断層の過小評価が行われています。もう二度と福島第一原発事故のようなシビアアクシデ
ントを起こしてはなりません。そのためには、できるだけ早期に原発をなくす以外にありません。
　また、大都市の電気のために、そうした危険を過疎地に押し付ける差別の構造も見逃すことができません。原発は、ウランの採掘から最終処分に至るまで、現地の人々に被ばくの危険を押し
付け、さらに長く将来世代にまで負の遺産を残すことになります。現在のほんの数十年間の大都市圏の人々の豊かな生活のためにです。
　私たちは物質的な豊かさが必ずしも人間の幸福と結び付かないことも知っています。また、最近ではオール電化などで電気の需要をやみくもに増やしてきた感がありますが、熱を電気に変え
てまた熱利用するのは本当に捨てる部分が多く無駄の多いエネルギー利用です。電気でなくても済むものを、オール電化以前に戻すだけで、生活の質を落とすことなく電力需要は簡単に減ら
せます。
　また、原発以上に危険の大きい高速増殖炉や核燃サイクルはストップすべきです。これ以上、使用済み燃料を増やすことなく、現在既にある使用済み燃料のできる限り安全な処分方法を検討
すべきです。

26927 個人 家事専
業

５０代 男性 今の生活を維持するには原発は必要。 ここまで電化製品に囲まれて生活していてこれをやめる事はできない。
製品の生産にも支障が出たりして困る。

出来ればないほうが良いのだろうが代替が決まり運用までは時間もかかるのだろうし、その間は仕方がないが原発を使うしかないと思う。

ただ「危ない」とか「子どものために」とかで反対されても困ると思う。
原発ほどではないにしろ怖いものは沢山ある！

26928 個人 学生 １０代以
下

男性 「原発ゼロシナリオ」を支持します。
原発はゼロにするより他にとるべき道はない。運転中
の大飯は早期に停止し、全ての原発を順次廃炉にし
てゆく手順を具体的に検討すべきである。

・ひとたび事故が起ればその影響を制御できず、命・暮らし・国土に取り返しの付かないダメージが降りかかる原発を人間が動かす資格は無いこと。
・何万年後にも渡って放射性廃棄物という毒物を未来に押しつける人類最悪の犯罪が原子力発電であること。
・電力不足や経済問題は、原発稼働と天秤に掛けて論議すべき問題ではないこと。（命が犠牲になる経済発展などあり得ません）
・3.11という史上最大のクライシスを経験した日本人がここで変わらなければ二度と変われないという危機感があること。

地震国・日本において、100％安全な原発を造ることは不可能です。自然の力は人智をはるかに超えたものであることを、昨年の東日本大震災で私たちは学びました。研究が進めば進むほど肝
心なことは分からないことが分かるというのが先端科学の現状ではないでしょうか。東日本大震災以前にも、設計用限界地震動Ｓ２を超える揺れが何度も観測されてきました。福島第一原発事
故は、津波以前に地震で損傷を受けていた可能性を国会事故調が指摘しています。各地の原発で活断層の過小評価が行われています。もう二度と福島第一原発事故のようなシビアアクシデ
ントを起こしてはなりません。そのためには、できるだけ早期に原発をなくす以外にありません。
　また、大都市の電気のために、そうした危険を過疎地に押し付ける差別の構造も見逃すことができません。原発は、ウランの採掘から最終処分に至るまで、現地の人々に被ばくの危険を押し
付け、さらに長く将来世代にまで負の遺産を残すことになります。現在のほんの数十年間の大都市圏の人々の豊かな生活のためにです。
　私たちは物質的な豊かさが必ずしも人間の幸福と結び付かないことも知っています。また、最近ではオール電化などで電気の需要をやみくもに増やしてきた感がありますが、熱を電気に変え
てまた熱利用するのは本当に捨てる部分が多く無駄の多いエネルギー利用です。電気でなくても済むものを、オール電化以前に戻すだけで、生活の質を落とすことなく電力需要は簡単に減ら
せます。
　また、原発以上に危険の大きい高速増殖炉や核燃サイクルはストップすべきです。これ以上、使用済み燃料を増やすことなく、現在既にある使用済み燃料のできる限り安全な処分方法を検討
すべきです。

26929 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 原発20~25%シナリオ 原発を廃止すると経済に悪影響をおよぼすからです。
原発を廃止し足りない電力を火力発電で補った場合、発電コストが上昇します。それによって電気料金が値上がりし、企業収益の悪化、家計の悪化のよる消費の低迷が起こり景気が悪くなると
考えられます。
　景気の低迷により税収が少なくなり、それをカバーするために贈税するでしょう。増税によって企業収益の悪化、家計の悪化のよる消費の低迷が起こりさらに景気が悪くなる負のスパイラルが
できると考えられます。

26930 個人 法人等 ３０代 男性 ゼロシナリオを切望します。原発の再稼働は、この国
に暮らす者全てをリスクにさらすものです。いつ大地
震が起きてもおかしくない今日、再稼働を撤回し、全
原発の廃炉に向けた対策を早急にとるべきだと考え
ます。

現行の制度では、原発のコストが公正に勘案されているとは言えません。

とりわけ、万一の大事故が起きた場合、被害補償等をめぐって莫大なコストがかかることは、目に見えています。

これに加えて、大きな事故が起きた場合、海外からの日本企業に対する信頼低下にもつながり、それが日本経済の全体の点から見ても長くマイナスの影響をもたらすと思われます。現に、私が
住む栃木県全体の農産物は、昨年の原発事故以降、海外への輸出が完全にストップし、例年に比べて3400億円の損失になりました（地元の下野新聞で報道されています）。

福島第一原発事故による日本経済全体へのマイナスの影響は、今後も厳しいものとなることが、十分に予測されます。もう一度、事故が起きてからでは、もはや取り返しがつかなくなる恐れが
あります。

少しでも早急に、事故への本質的な対策に取り組むためには、まず何よりも、すべての原発を止めること、そして、これまで放置してきた廃炉へのコストをきちんと計算し、その手続きに取り掛か
ることが必要だと考えます。

26931 個人 無職 ７０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を支持します。
原発はゼロにするより他にとるべき道はない。運転中
の大飯は早期に停止し、全ての原発を順次廃炉にし
てゆく手順を具体的に検討すべきである。

・ひとたび事故が起ればその影響を制御できず、命・暮らし・国土に取り返しの付かないダメージが降りかかる原発を人間が動かす資格は無いこと。
・何万年後にも渡って放射性廃棄物という毒物を未来に押しつける人類最悪の犯罪が原子力発電であること。
・電力不足や経済問題は、原発稼働と天秤に掛けて論議すべき問題ではないこと。（命が犠牲になる経済発展などあり得ません）
・3.11という史上最大のクライシスを経験した日本人がここで変わらなければ二度と変われないという危機感があること。

地震国・日本において、100％安全な原発を造ることは不可能です。自然の力は人智をはるかに超えたものであることを、昨年の東日本大震災で私たちは学びました。研究が進めば進むほど肝
心なことは分からないことが分かるというのが先端科学の現状ではないでしょうか。東日本大震災以前にも、設計用限界地震動Ｓ２を超える揺れが何度も観測されてきました。福島第一原発事
故は、津波以前に地震で損傷を受けていた可能性を国会事故調が指摘しています。各地の原発で活断層の過小評価が行われています。もう二度と福島第一原発事故のようなシビアアクシデ
ントを起こしてはなりません。そのためには、できるだけ早期に原発をなくす以外にありません。
　また、大都市の電気のために、そうした危険を過疎地に押し付ける差別の構造も見逃すことができません。原発は、ウランの採掘から最終処分に至るまで、現地の人々に被ばくの危険を押し
付け、さらに長く将来世代にまで負の遺産を残すことになります。現在のほんの数十年間の大都市圏の人々の豊かな生活のためにです。
　私たちは物質的な豊かさが必ずしも人間の幸福と結び付かないことも知っています。また、最近ではオール電化などで電気の需要をやみくもに増やしてきた感がありますが、熱を電気に変え
てまた熱利用するのは本当に捨てる部分が多く無駄の多いエネルギー利用です。電気でなくても済むものを、オール電化以前に戻すだけで、生活の質を落とすことなく電力需要は簡単に減ら
せます。
　また、原発以上に危険の大きい高速増殖炉や核燃サイクルはストップすべきです。これ以上、使用済み燃料を増やすことなく、現在既にある使用済み燃料のできる限り安全な処分方法を検討
すべきです。

26932 個人 その他 ４０代 男性 原発０％希望！　また三つの選択肢しかないのは、作
為的で国民をミスリードする大きな問題でもある。

今回の２０３０年までの原発のあり方の選択肢が、原発０％、１５％、２０～２５％という３つしかないのは、非常に作為的な上に、公正な原子力政策を阻害していると思います。上記の三択の中
では０％を選ぶしかありません。
しかし本来は原発や原子力利用に対する知識や人材を日本国として絶やさないため、２０３０年の時点では、立地条件が一番安全でかつ地元の理解も得られる場所に、一つか二つだけ原発を
残す、という選択肢もあるべきだと思います。そして、同時に核廃棄物を処理する方法を真剣に開発するべきです。
原発に関する、いままでのあまりに多くの問題点が露呈され、かつそれが隠蔽されていたことが明らかになったいまでは、１５％や２０～２５％などという選択肢は不可能です。再生可能エネル
ギーをあえて押しつぶして、役に立たなくかえって高くつく発電方法だと国民を思いこませるようなキャンペーンもやめていただきたい。
日本のような地震国に原発は危険過ぎるだけでなく、世界中のどこにでも起こりうるテロや、また戦争といった未来の悲劇の中で、原発ほど破局的な結果にいたるターゲットはなく、そのことをい
ま無視して自然災害や人災などだけを論議していることは、恐ろしいことです。未来に向かって、世界中から原発と原子力兵器を無くしていく努力は、日本だけでなく世界の全ての国々に課せら
れた使命です！

以上。
26933 個人 無職 ６０代 女性 直ちにすべての原発の廃止、再処理、もんじゅの廃

止。確実な放射性廃棄物の処理に全力で取り組むこ
と。脱原発での電力確保、電力自由化、発送電分離
等での電力安定供給の具体策を検討すること。

福島原発の事故収束こそが先決課題
それなくして、他の原発再稼働はあり得ない、直ちに全原発の廃炉を求める。

東京電力管内だけでも、先行して、すべての原発を廃止にすること。
東京電力には、この先、原子力発電所の安全操業は任せられない。福島原発事故収束に専念し、全力をあげて取り組むこと。そして、東京電力管内の原発を、安全にすべてを廃炉にすること。

脱原発での電力確保
電力自由化、発送電分離等での電力安定供給をすること。当面の火力発電によるコスト増加も、電力自由化で競争力を持たせてコスト削減をすること。そういう具体的政策の工程表こそ作成す
べき。

抜本的な再生可能エネルギー事業者育成、
固定価格買い取り制度だけでは再生可能エネルーギーは育たない。買い取り期間内だけの供給増加では困る。抜本的な事業者の育成、再生可能エネルギーの確保のための制度を作ってほ
しい。

海外への原発輸出に反対
国内の事故も収束できないのに、海外でも原発建設などとんでもないこと。政府の、自民党から引き継いだ原発政策に、それに輪をかけた、原発推進政策に幻滅を覚える。

26934 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 住民影響大の現立地商用原発は設備面に加え、電
力会社から下請けに至る創業体制の問題の改善が
難しく一旦ゼロ。原子力研究開発は継続、再エネも含
め南鳥島を国産創エネ基地とし電気から液体燃料に
変換し本土に移送。

昭和30年代の経営者,技術者,労働者の質なら、原発の安全性を確保できるかもしれないが、現在の創業体制では経営陣のメンタル面も含め難しく、今後の労働者の質の向上も期待できない。
いわば車検証だけでなく免許証もない自動車運転に相当する。しかし、現原発の高い要素技術を人的にも維持する必要はあり、伊勢神宮の20年毎の式年遷宮によって宮大工技術が維持され
ているように、一定の実験検証の場が必要である。原子力開発は、核廃棄物処理技術、廃炉技術やトリウム原発、核融合まで含め、宇宙開発におけるJAXAのような、高度技術集団を構成して
実施するのがよい。実験検証の場は、本土から遠く離れた南鳥島を、いわば宇宙ステーションのような感覚で、使用する。技術の粋を集め、原子力だけではなく、海洋エネルギーや、風力、太陽
光も利用した国産エネルギー基地を建設する。生成するエネルギーの大半は電力であるが、これを本土に送るため、海底ケーブル意外にも、JAXAが宇宙用に開発しているレーザー送電、マイ
クロ波送電、あるいは超伝導送電等、最先端技術を開発、適用する。また、使用エネルギーの1/4に過ぎない電力にこだわることもなく、洋上で電力から水素、水素から液体燃料に、太陽熱を利
用し化学工学的に変換、これをタンカーで本土に運ぶのも、中東から遠路運ぶのに比べ、遥かに良い。南鳥島周辺はレアアースなどの海底資源でも注目を浴びているし、畜養漁業基地としても
展開が可能。うなぎの産卵がマリアナ海域で確認された例もある。すなわち、エネルギー、資源、食料の安全保障の観点からも、量的には一部であってもこれらが日本独自でできることは重要
である。しかし、このためには単に船舶技術に伴わない裾野の広い海洋産業の育成が必要である。これは、主要工業製品の海外生産が進む中で、日本の中小企業の高い技術を活性化し、活
かす大きな効果をもつと考えられる。

26935 個人 無職 ７０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を支持します。
原発はゼロにするより他にとるべき道はない。運転中
の大飯は早期に停止し、全ての原発を順次廃炉にし
てゆく手順を具体的に検討すべきである。

・ひとたび事故が起ればその影響を制御できず、命・暮らし・国土に取り返しの付かないダメージが降りかかる原発を人間が動かす資格は無いこと。
・何万年後にも渡って放射性廃棄物という毒物を未来に押しつける人類最悪の犯罪が原子力発電であること。
・電力不足や経済問題は、原発稼働と天秤に掛けて論議すべき問題ではないこと。（命が犠牲になる経済発展などあり得ません）
・3.11という史上最大のクライシスを経験した日本人がここで変わらなければ二度と変われないという危機感があること。

地震国・日本において、100％安全な原発を造ることは不可能です。自然の力は人智をはるかに超えたものであることを、昨年の東日本大震災で私たちは学びました。研究が進めば進むほど肝
心なことは分からないことが分かるというのが先端科学の現状ではないでしょうか。東日本大震災以前にも、設計用限界地震動Ｓ２を超える揺れが何度も観測されてきました。福島第一原発事
故は、津波以前に地震で損傷を受けていた可能性を国会事故調が指摘しています。各地の原発で活断層の過小評価が行われています。もう二度と福島第一原発事故のようなシビアアクシデ
ントを起こしてはなりません。そのためには、できるだけ早期に原発をなくす以外にありません。
　また、大都市の電気のために、そうした危険を過疎地に押し付ける差別の構造も見逃すことができません。原発は、ウランの採掘から最終処分に至るまで、現地の人々に被ばくの危険を押し
付け、さらに長く将来世代にまで負の遺産を残すことになります。現在のほんの数十年間の大都市圏の人々の豊かな生活のためにです。
　私たちは物質的な豊かさが必ずしも人間の幸福と結び付かないことも知っています。また、最近ではオール電化などで電気の需要をやみくもに増やしてきた感がありますが、熱を電気に変え
てまた熱利用するのは本当に捨てる部分が多く無駄の多いエネルギー利用です。電気でなくても済むものを、オール電化以前に戻すだけで、生活の質を落とすことなく電力需要は簡単に減ら
せます。
　また、原発以上に危険の大きい高速増殖炉や核燃サイクルはストップすべきです。これ以上、使用済み燃料を増やすことなく、現在既にある使用済み燃料のできる限り安全な処分方法を検討
すべきです。

26936 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 「即」原発０ この事故で、私はいかに第一次産業に自分か支えられていたかを痛感しました。福島、関東圏、東北の放射能汚染、海の汚染、さまざまな風評被害、・・。どれだけの人々が傷つき、どんなにか
傷つけあったでしょうか。今も、これからも地震に伴いこんな恐ろしい事故におびえなければなりません。こんな危険性を、将来の子どもに託したくはありません。何と引き換えに選んだのかと問
われたとき、心から自信を持って何と言えるのでしょうか。

原発再稼働は残念で仕方ありません。他の国はなんて利己的なんだろうと怒っているでしょう。自分が他の国がそんなことをしたら、納得できる危険性への対応が説明されてないのに、迷惑も
はなはだしい、地球を汚すな、と怒ると思います。まだ、諸外国の原発の危険性への対応のレベルにも、日本は達していないと、この事故で分かったばかりではないのですか？原発反対の学者
を納得させるだけの努力や知恵を、国民に十二分に見せつけてから、原発の使用を検討してください。知恵がないのに、使用を進めないでください。

求めるのは、冷静で建設的な、開かれた議論の場です。もっと知恵と工夫を出せる国だと思っています。

26937 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 今後の原発の撤退、ゼロシナリオを指示します。 福島第一原発の事故により周辺住民に与えた影響を考えれば、誰でも原発はいらないと考えるのは明らか。しかし、すぐにゼロにするのは難しいのもわかる。原発の産業構造があり、それに携
わる人々、家族のことを考えれば。
過去を見ても、政府の方針、決定により、一方が繁栄し、他方が衰退するような選択、判断はあった。全てがwin-winとなることはほとんど不可能だろう。国の発展には、誰かが「泣き寝入り」をし
ないといけないのである。誰かの犠牲に今の日本はある。しかし、産業構造の大きさや今まで政府が推進していたといことだけで、原発産業が守られるのはおかしい。福島住民の意見、国民の
意見を今回のように平等に募って、判断されるべきだと思われる。
　
再生可能エネルギーについても、過小評価し過ぎではないか。技術革新というのは、今まで規制や難題を乗り越え成長してきた。原発に今まで税金をつぎ込んで来たように、再生可能エネル
ギーにも同じように税金により技術革新を手厚く後押しすれば、再生可能エネルギーだって、一人立ちできるくらいの規模に成長出来る可能性はある。日本の技術力を舐めてもらっちゃ困る。

26938 個人 無職 ８０代以
上

男性 日本のエネルギー政策は原子力に頼らないことを前
提にすべきで、現在ある原子力発電所は可及的速や
かに安全な方法で廃棄するべきです。これこそ、日本
が安全で平和な国として世界に指導力を示す道にも
なります。

原子力は、いかなる技術をもってしても、現在の人類には絶対安全に使いこなすことはできないと考えるからです。世界から原子力を無くすことが人類に与えられている課題だと思います。特に
地震国日本には、原子力発電所を安全に立地できる地域はありません。電力は原子力に頼らず、安全で環境にも優しい方法を開発すべきです。また電力の使用を如何に減らすかも重要で、国
の対策が望まれます。原子力発電所を廃止することによる日本経済の停滞はやむをえません。これを如何にして乗り越えるかが重要な課題です。

26939 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 原発依存度ゼロを支持します。 焦点は、依存“度”ではなく、有るか無いかの二択です。それであれば、ゼロシナリオ以外考えられません。

原発がある限り、私たちの不安は消えません。
確かに、原発ではCO2の排出がなく、地球温暖化防止には効果的であるかと思います。しかし、福島の事故のように、一瞬にして災害につながる、とても危険なものです。今後リスク対策を強化
すると言っても、そこには必ずリスクがあり、発生する可能性は0ではないのです。そしてそのリスクは、もう２度と起こしてはならないものです。それであれば、原発をなくし、リスクを0にする方が
賢明です。

地球温暖化防止については、他にも防止策の選択肢があります。
当面は、「エネルギー・環境に関する選択肢」にもあるように、二酸化炭素排出量の少ないLNGを増やし、他のクリーンエネルギーの開発を進めて行けばいいだけではないでしょうか。
実際にゼロシナリオが用意できているのですから、それに従えばできないことはないのでしょう？

また、現在のビジネスシーンでも再生可能エネルギーや蓄電システムへの関心が増加しています。多くのビジネスマンが、こういった内容のセミナーや研修を開催し、参加しています。これから
のエネルギービジネスは、これまでとは大きく変化してくるはずです。政府が原発依存度ゼロを決め、再生可能エネルギーへ政策の重点をシフトすれば、また新たなビジネスが生まれていきま
す。私たち、日本のビジネスマン達は、次へ次へともう目を向けて頑張っているのです。私たちは弱くありません。私たちを支持してください。

原発をゼロにしても、それを補うだけの策はあると思います。まだ不十分というのであれば、なんとか十分にしてください。できない理由を並べる前に、できる方法を探してください。
原発はいりません。原発ゼロ社会を期待しています。



26940 個人 その他 ３０代 女性 ゼロシナリオを支持。有能な国民が育つ為にも、最も
困難な目標が必要。その他のシナリオは、原発の新
規増設なしにはなりたたず、核廃棄物の最終処分場
の決定を先送りするための「逃げ」の政策である。

　ゼロシナリオを支持します。私が本当に望んでいるのは、その土地土地に根付いた人間らしい生活です。足るを知り、欠けているものはみなで補い合う、横に強く繋がった暮らしは、巨大なエ
ネルギー産業がないほうが上手くいくと考えます。
　上から押し付けられた電力を買う、という事に国民の多くは疲れ果てています。その上、数万年はかかると言われている大量の核のゴミ処理を思えば暗鬱とし、放射性物質に日々うっすらと汚
染される国土や海を思えば、遠い遠いご先祖たちの繊細な営み、その積み重ねのはかなさを感じます。
　１５シナリオ、２０～２５シナリオが描く未来には、原子炉の新規増設が当たり前のように必要であり、さらなる徒労感と無力感しか感じられません。そこには、原子力産業がもたらした負の遺産
から学び、人類にとっての新たなエネルギー問題を突破していくという喜び、達成感が最初から奪われているからです。核廃棄物の最終的な処理の仕方や処分場の決定を先送りし、人間全体
の、本来の成長から逃げるための、非常に幼い考え方に思えるからです。
　私はもっと成長したい。成熟した日本社会をみてみたいのです。その為に、ゼロシナリオ、というもっとも困難で、高い目標を政府が掲げてくれることを求めます。
　

26941 個人 法人等 ６０代 男性 結論
「ゼロシナリオ」を支持する。

結論
「ゼロシナリオ」を支持する。

理由
（１）２６％程度の原発の電気は、安全で持続可能な発電方法である自然エネルギーと省エネルギーとにより量的にも経済的にも十分代替可能である。
（２）やっかいな使用済み核燃料をこれ以上出来るだけ増やすべきではない。空想的な核燃料サイクル構想は即時に破棄し、原発が近いうちにゼロになるということを前提として、既存の使用済
み核燃料の廃棄処分方法について国民的議論をすぐに開始すべきである。
意見
（３）原発が近いうちにゼロになるということを前提として、原発立地地域住民の生活を保障するための方法をについて、国民的議論をすぐに開始すべきである。

26942 個人 自営業 ６０代 男性 ゼロシナリオ
2030年までに→即刻
発電に「核」はいらない
代替エネルギーに移行するまでは、「コンバイン型ガ
スタービン」を代用

2030年までに原発ゼロでは、あまりにも遅すぎます。
即ゼロにしてください。そのためには
再稼働してしまった大飯を今すぐ停止してください。

まず、電気はたりています。
関西電力は大飯を再稼働したとたん、火力発電8基をとめました。
それ以前に原油高を理由に火力発電の多奈川第一発電の1、2号機（120万kw）
宮津エネルギー研究所の1、2号機（195万kw）を止めたままです。
怠慢。企業努力のカケラもありません。

原油が高くて発電コストがかかるのであれば、
液化天然ガスをシエールから安く仕入れ、コンバイン型ガスタービンを
稼働させればすむ話です。熱効率50％、工期1年、原発の1/10の建設費。
場所もとらず、運転コストも安い。
3.11後すぐに計画を立ち上げ、建設していれば
大騒ぎすることもなかったのです。

安全が担保されない危険な「核」を発電に使用することは断じてゆるされません。

26943 個人 学生 ４０代 女性 原発比率「０％」です。一部が潤う経済重視でなく、
100年後、1000年後、10万年後の子孫と環境に責任
が持てる決定をしてください。

原発比率「０％」の政策を行ってください。
それは、爆発前から爆発時、そしてその後をみていて、今の日本に原発を持つ能力はないと痛感したからです。原発に対する産官学法一体の安全に対する無策と、マスコミの事実を報道しない
という姿勢がある以上、このようなハイリスクの政策を続ける基盤はないと考えます。新聞に、原発比率に応じたコスト計算がでていましたが、稼働している場合、爆発に伴う補償などが加われ
ばあのようにコスト安になることは考えられません。
この原発比率を決める会議もたびたびネットで拝見しましたが、最初に原発推進の結論ありきの人事と議論内容は、一部の真摯な専門家の発言を無視したり、関係ないところでまとめたりと、ひ
どいものでした。不実が一向に改められない現状に、不信感でいっぱいです。
原子力規制委員長に田中俊一氏をすえるのも絶対に反対します。このような人事を依然続ける政府に、原子力を規制する力はありません。つまり現状で原発を継続あるいはすすめるシナリオ
は、ブレーキのない政策であり支持できません。
また、これからの日本の経済・技術の発展の鍵は、原発をやめるという決断のもと、廃炉に関することや自然エネルギーの推進にあると思います。

26944 法人・団
体等

法人等 法人等 法人等 横須賀市夏島沖二百メートル×三百メートル１３発電
船団電力管理、横須賀パワーステーション貝山変電
所送電

米国海軍横須賀基地六号ドック東経線上の夏島沖（１３船団）横浜八景島先（八船団）根岸湾（１５・１６計３１船団）＝城ヶ島ー金田湾ー横須賀YＲＰ－横須賀どぶいた通ー１２号ふ頭ー横浜本
牧ー横浜駅ー武蔵小杉駅…都京都内…南浦和経由相模湾国際港湾空港行きマリンリニア鉄道等の物流航路内消費電力等を、すべて、自然エネ電力で賄う。発電船団方式は横須賀市秋谷１
－１１－１３敷地（戦時中の公有水面埋立地）から約５キロメートル沖合いの百メートル幅の相模湾海底津波減少用ふ頭兼用施設内に、造船業界のメガフロート技術応用方式で三浦半島側の
海水域に海洋深層水を表層水と混合しての栽培漁業施設と、観光潜水艇施設も開設する。小水力発電と海洋深層水淡水化水で、武山・大楠海兵団周辺住民等の生活水生産供給施設と首都
圏への供給導水管路併設。１３船団と８船団管理運営を東京ガス横須賀パワーステーションで貝山変電所経由で東京電力に売電契約を継続させて、発電船団売電電力料金は福島原発人災
事故での東電原発周辺自治体の★生業★回復恒久財源に充当すること。建設費用は米軍への★思いやり予選と被相続団体防衛省所有イージス艦等★米軍等との環太平洋での集団自衛権
艦砲射撃訓練予算を福島原発被害自治体の恒久支援電力生産発電船建造費に。　尚、大楠ふ頭建設費は被相続団体防衛省発注イージス艦・潜水艦建造で不当利益を得てきた大手造船業
界に協働建設させること。　東京湾海ほたる周辺海域の発電船電力は東北三陸沿岸の鉄道と観光施設・観光者宿泊施設の★生業回復恒久財源★として、中小漁港整備費等に充当すること。
原発ゼロ社会で、日本の皆保険制度を進化向上させて、医療機関受診者の自己負担ゼロ社会のプログラムを国・政府の責任で立案し、消費税ゼロ社会を実現させてください。憲法第九条・９９
条・軍転法第八条を法文通りに行政を進めてこなかった国・政府の責任を正してください。　原発高濃度放射能処理問題を未来国民に先送りは許せない。

26945 個人 無職 ６０代 女性 私たち一人ひとりの要望がパソコンによって変えるこ
とが出来ると思うと嬉しくなります。皆の意見が取り上
げられて核撲滅になりますようにおいのりしています。

私たちは諦めましてもつぎの世代の子供達が心配です！
子供達が笑って暮らせる、外でのびのびと遊べる日が来ます様に核撲滅を願っています。
電力が不足なら個人、個人が節約して昔の生活を思い出して節約に心掛けていきたいと思っています。

26946 個人 その他 ３０代 女性 今すぐ(1)ゼロシナリオを希望 原子力発電はリスクが大きすぎると思います。

現在２０１２年の視座で世界をみると、どこの先進国も原子力発電について、エネルギー政策について、国としては明確な立場を表明している国でも、戸惑いを感じているはずです。
その国に住まう一人一人にいたっては、さまざまに考えがあることでしょう。
そのように世界が躊躇しているなかで、日本は「原子力」と縁が深い国として、次の世界のモデルになれないでしょうか？

今までは原子力エネルギーの恩恵をうけてきました。その過程は正しかったはずです。
しかし現在、多くの人がその恩恵をある程度返上してでも原子力エネルギーはやめませんか、と問いかけているのです。
国として経済的な理由もあるでしょう、けれども、一度、ゼロシナリオを実践してみることはできないのでしょか？
その様子を国民全員で見守り判断し、国民全員で責任をとっていくような政治のリーダーシップはとれないのでしょうか？

そのことと並行して、原子力エネルギーを凌ぐ、より効率的かつリスクのない新しいエネルギーの開発を推し進めていくことも不可欠だと思います。

どうか、国民一人一人の顕われとして代表として、公権を行使していただけますように、くれぐれもお願いいたします。

26947 個人 パート・
アルバイ
ト

６０代 女性 福島原発事故から学んだ事は、原発は「安全」で安全
ではなく、即刻廃炉にすべきだという事です。

火山国日本では、原発は危険以外何物でもありません。技術がどれだけ進んでも、「絶対」はあり得ず、事故が起これば、暮らしも、土地も、仕事も、海も、一瞬にして失ってしまいます。
従って、原発をやめて、自然エネルギー政策に転換すべきと考えます。
地域ごとにコンパクトな電力発電企業を起こせば、雇用も経済も上昇します。ドイツやスウェーデンなどに学び、日本らしい循環型自然エネルギーの発達で、ＣＯ2も削減ながら、地球温暖化ス
トップにも実現の道ができるという、私の意見をお伝えします。

26948 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 将来の目標として「今現在の電気需要を確保できない
＝原発が必要」というのはあまりにも短絡的。
・送電線を増設し送電ロスを下げる
・民間の古い設備の更新を促進
など、効率を上げるだけでも確保できる。

<<原発の必要性について>>
将来の目標として「今現在の電気需要を確保できない＝原発が必要」というのはあまりにも短絡的である。２択ではない。
「将来的に電力需要をまかなえる安全で安価な形」が目標になるべきである。
<<電力の確保について>>
・電力を確保する＝(1)供給量を増やす、(2)需要量を減らす、
という方法がある。
ここで、
・(1)供給量＝(3)発電能力－(4)ロス（発電ロス、送電ロスほか）
・(2)需要量＝(5)必要エネルギー＋(6)ロス（設備効率、事業所内送電ロスほか）
である。
(3)発電能力の向上（確保）、(5)我慢して電気を使わないという２択ではなく、
１、供給側では送電ロス(4)を減らすことで、必要な発電能力(3)を下げられる
２、需要者側では、効率の悪い設備を更新する(6)ことで、需要量(2)を減らせる。
<<ロスを減らす方策>>
たとえば、
(4)：送電線を増設して送電網の太さをあげることで、電気抵抗を下げ、送電ロスを減らす
(6)：多くの企業でまだ使用している古い設備の更新を促進する（補助金等）
など、原発なしでも需要をまかなえるような方針で舵取りをするべきである。こういった、客観的にも合理的な方法を見出せる政党であれば、国民はついていけるのである。

26949 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発比率0以外は脱原発にならず、従って0。 一見すると、15%がもっとも合理的数字かと思われるかもしれません。ただ、40年廃炉を原則としても15%とは、国内の原発すべて再稼働を原則としている。さらに、柏崎原発にしろ女川原発にし
ろ今回の地震で損傷はげしく再稼働はできるのだろうか？結局、15%とするには、数カ所に新しく原発を建設しないといけない。つまり、脱原発にならない。

  原発はすべて国が責任をもって廃炉にすべきである。原子力関連の会社に事業として発注すれば、彼らの雇用だって安定するだろう。

原発が、安全で安定であると、電力会社社員は主張される。しかし、ひとたび天災で全電源喪失し過酷事態になると、原発の強大なエネルギーは制御不能になる。今回の原発事故では24時間
で水素爆発に至った事をわすれてはならない。原発が停止すれば、そして大規模な電力不足に陥る。常識的に安全安定とは言えないでしょう。放射能汚染の恐怖に計画停電を経験した関東圏
3000万人は騙す事できない。

26950 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 男性 「原発ゼロシナリオを選びます」 「原発ゼロシナリオを選びます」

福島県の原発事故で、原発の危険性がハッキリと認識できました。
ただちに全ての原発を廃炉にするべきです。
フリーエネルギーを推進してください。

26951 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原子力発電への依存度を即時０％にするべきだ。こ
の観点から(1)ゼロシナリオを支持する。但しシナリオ
(1)は、2030年まで既存の原子力発電所による発電に
依存する可能性を包含するので全面的に支持できな
い。

私が原子力発電への依存度を即時０パーセントとすべきだと考える理由は、核物質の不拡散というわが国の安全保障上の国益を最優先すべきであるという判断によるものです。第一に、既設
の原子力発電所において膨大に蓄積されている使用済み核燃料、MOX燃料、特にプルトニウムは、民間の一電力会社が管理するには安全保障の観点から危険すぎる物質であり、本来、国が
直接責任をもって一元的に管理すべき危険物質であり、第二に、こうした放射性物質によって日本国土を汚染させるという悪意ある目的で原子力発電所に対するテロ攻撃がなされる危険性に
対してそれを防御することが非常に困難です。この意見募集は、第一義的にはエネルギー・環境戦略という観点からのものですが、このエネルギー・環境戦略よりも優先すべきものとしてわが
国の安全保障という観点からみて、原子力発電所をわが国に設置し、運転し続け、これ以上の核物質の蓄積をし続けるということは、わが国の国土の平和と安全にとって大きな脅威であるとい
う趣旨・論拠によって、冒頭の意見を表明するものです。

26952 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 もちろん原発ゼロシナリオです。しかも即時に行って
頂きたい。

第一で最も大きな理由は、一度原発事故が発生したならば国としても、一人一人の国民としても取り返しのつかないことになってしまうことは、今回の福島第一原発事故で明らかです。そして、
日本でその事故要因の最大なものとなる地震津波は我が国においては、その発生確率が非常に高いことは誰でも知っていることです。いくら多額の国の予算を使い科学技術を駆使しても地震
津波被害を抑えることはできないばかりでなく、いつどこでどのくらいの規模で起こるのかさえ把握することができないことは明白になってしまいました。そのような危険なものを今すぐにでも廃止
しなければ、現在生きている私たちの世代の人間は、この国土を引き継いで下さってきた祖先や未来に受け取るはずの子孫たちばかりでなく、私たち人間を育んでくれてきた自然に対しても責
任がとれません。それにもかかわらず現在国を動かしている政治家、官僚、経済界の人々は「国民の生活、経済のため」にすりかえて脅すことにより、自分たちの利益を守ろうとしているので
す。彼らの子孫にとっても住める国土が失われるというのに。
第二は国民の幸せは経済の発展（ＧＤＰの増加）やエネルギー消費量の増加とは全く関係がないからです。戦後、経済発展の中でお金＝幸せというのがあたりまえという貧弱で寂しい幸福感を
国全体で国民に植え付けたため、もともと自然や文化に深く感銘し幸福を感じてきた日本人ならではの誇るべき感性が失われてしまいました。エネルギー消費量を減らすことは、国民に暗い生
活や我慢を強いることではなく、環境を汚さず、ゆとりのある生活を取り戻させることなのです。
もちろん未来のために我慢することとそれを喜びとすることは日本人に培われてきた本来の美徳です。
第三は国の将来見通しがいつまでたってもエネルギー消費量は増加していくものとしている誤りです。エネルギー消費量の増加がＧＤＰ増加に結び付かないことは明らかです。ドイツなどを見れ
ば逆にエネルギー消費量を減らすことがＧＤＰ増加につながっています。そのような都合の悪い事実は発表せずにさも常識といった説明でＧＤＰは増大するのがよい。そのためにエネルギー消
費量は増加しなければならないということは日本国民を欺いているとしか思えません。
以上の観点からエネルギー・環境に関する選択肢は原発ゼロシナリオ（即時）です。

26953 個人 学生 １０代以
下

男性 2030年までの原発によるエネルギーを0%にする、ゼロ
シナリオを支持します。

2030年までにゼロにすることを目指すべきだと思う。
出来る限り自然エネルギーの推進を進め、徐々に減らしていく。
全ての原発の廃炉自体は2030年以内は難しいが、稼動は完全にゼロにすべきだ。
そこに電気料金の値上げが関わるのは仕方ない。
とにかく安全の為にゼロにして欲しい。

26954 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原発は即刻廃止することを強く求める 事故時制御しきれない原発は人間には使用不可能。
原発の稼働を続ければ使用済燃料の置き場所が近いうちに無くなる
発生した核廃棄物の処理が不可能(１００万年管理する事など非現実である)
こんな無責任な設備は使ってはいけない

26955 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 (1)の０パーセントを目指してほしいです。クリーンなエ
ネルギーで世界に誇れる日本を。

原発が他の発電に比べ、格段に危険なもの、扱いがむづかしい物であるということが、今度の震災によってわかりました。また発電すれば出てくる核燃料廃棄物の処理技術も確立していませ
ん。どんどん廃棄物を増やしていくことも問題と考えます。原発を即時なくすのは、廃棄物処理の技術を確立するためにも、また代替のエネルギーがない現状に照らし合わせても現実的ではな
いと考えます。しかし近い将来原発をなくすという大目標を持つことなしには、本気で新しいエネルギーを作り出したりすることはできないと思います。
原発をなくす!だからこうする！という意思を国が持つことで新しい技術革新がすすみ、新しい産業が生まれ、新しい雇用が生まれるのだと思います。ですから中途半端な１５パーセントという目
標ではなく、日本は原発を持たない！世界に先駆けて、エネルギー開発のリーダーを目指してほしいのです。これこそ、１番じゃなくてはだめなんじゃないでしょうか。世界に誇る日本の技術を発
揮する時です。

26956 個人 その他 ６０代 女性 原発ゼロシナリオを支持する。制御方法もなく、最終
処理技術も持たずに地震国日本で原発を温存するこ
とは、最悪国土をすべて消失し国民を路頭に迷わせ
る。皆が共存できる再生可能な自然エネルギー政策
に転換すべき。

今年５月５日すべての原発は止まった。
政府はここから新エネルギー政策を打ち立てるべきだ。
いま政府のやるべきことは電気事業の民主化。発送電分離を確実に実施すること。再生可能エネルギーの開発・推進のために固定買取価格制度などの優遇を政策的に推進すること。その上
で企業等大口使用者へのペナルティ施策、エネルギー政策実施機関の中立性、透明性、情報公開と国民参加の実現が必要だ。
地域分散型のエネルギー政策の樹立のためにも、既に自発的に市民ファンドなどを活用して自然エネルギー電力の発電供給をすすめている市民事業を支援する制度の制定も急がれる。
生存の危機を抱えながら日本の繁栄はないという世論をしっかり反映した新エネルギー政策を是非作って欲しい。



26957 個人 自営業 ４０代 女性 自然エネルギー100%を推進します。 被爆地出身なので　原発は反対です。でも　その場所で育って来た人の考える危険と　知らないエリアで何か？あった時だけに危険と言う意見も違う物があるのと
思うので、自然エネルギーに変えて行くなかで、原発のあるエリアの方々の雇用や
フォローを第一に、原発のエリア以外は節電対策のある意味差をつけたり、
自然エネルギーでコストアップになったとしても、日本中で補いあえると
思います。日本にはいい研究者もたくさんいると思います。
トップの利権関係だけの世界での！自分達だけの守りの中での！
勝手な判断では無く、垣根を取った本物の研究者に任せてほしい。
原発停止しても　処理問題などたくさんの問題があり、時間はこくこく進みます。
どうするか？に考える時間は無いので　原発は問題なのだから、別の物に変える！
それしか無いので、前に一日も早く進んで下さい。
考える時間と皆の税金はプラスの物に活用して下さい。
国会で意味の無い討論にいい加減、国民がストレスを感じてるのに
気づいてください。
日本人のテンション下げて　景気を下げてるのがそこの人達です。

一日も早い判断をどうかお願いします。

26958 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 私は即時『原発ゼロ』がいいです。 原発の問題は様々あると思いますが、福島の原発事故が起こった事でも分かるように、一度事故が起こると大量の放射性物質がまき散らされてしまう事。
事故が起こらなくても、使用済み核燃料の最終処分が確立されてない事。
などがあります。
なにより、日本みたいな地震大国に原発は不向き。即時、原発から撤退して貰いたいです。

26959 個人 無職 ６０代 男性 原発ゼロシナリオを選びます。 原発ゼロシナリオを選びます。原発がある限り、原発の過酷事故は必ず起こり、国土を汚染し国民の生存権を奪ってしまう。仮に事故がなくても増大する放射性廃棄物は、将来に亘って人類及
び地球上のあらゆる生物にとって、永遠に負の遺産となってしまう。自然エネルギーを利用した原発に頼らない有力な発電方法は多数あるし、これを開発し利用していく方が、地球環境の保護
と永続的な経済発展を必ずもたらしてくれる。大学・大学院と物理学を学んで来た私から見て、核分裂はもちろん核融合すらもいわゆる平和利用は、永遠に不可能であると確信します。

26960 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 猛暑にもかかわらず原発なしでも電力が十分に足り
ていることが日々実証されており、よって即時に原発
比率を0パーセントにする（廃炉にする）べきである。

猛暑にもかかわらず原発なしでも電力が十分に足りていることが日々実証されており、よって即時に原発比率を0パーセントにする（廃炉にする）べきである。

26961 個人 自営業 ４０代 男性 「ゼロシナリオ」を選択します 40年廃炉＋原発新設無しは必須だと思います。そのため、今回選択肢の中では「ゼロシナリオ」以外選べません。即刻全原発廃棄と思っていない者にとっては、0～15%から他の選択肢を作成
していただけなかったことがとても残念です。

さて、40年廃炉＋原発新設無しは必須と思っているのは、原子力行政への不信が理由です。
東京電力の事故以降、避難を強いられている方々が多くいる状況にも関わらず、行政の改善は全く見えて来ません。たとえば、原子力規制委員会の人選、意見聴取会の進め方、そして、この
選択肢の作り方、事故前と全く同じ発想で進められているとしか思えません。

人類が原子力をコントロールできないとは思いません。しかし、この１年半を見ている限り、日本の原子力行政に原子力をコントロールすることは不可能だと思います。

26962 個人 無職 ６０代 男性 (1)ゼロシナリオを選択します。

2030年と云わず一刻も早くゼロを目指すべきである。

　2011年３月11日、福島第一原発が壊れたときの衝撃は「ああ、これで日本も終わりか！」という恐怖でした。
　広島、長崎と同じ「死の灰」が、戦争もない平和な町や美しい野山に降りそそぐ。目には見えず音もなく、我々に忍び寄り命を脅かす。高濃度汚染地区はいつになったら人が住めるのだろう
か。美しい日本は穢れてしまったのだ。
　平和利用とはいえ、原発を運転すればするほど、原子炉の中には原爆と同じ死の灰がたまり続けていく。しかも、技術大国の日本の技術をもってしても死の灰は無毒化できないという。そして
死の灰を閉じ込めておくべき原子炉格納容器も壊れてしまった。みんな壊れて吹き飛んでしまった。
　今回の事故で、原子力発電は我々人間の手には負えない「鬼火」であることを思い知らされました。
一刻も早く原子力発電への依存から脱却して、クリーンで安全なエネルギーに転換してください。国を挙げて取り組んでください。
我々国民は少しくらい不自由でも、生活レベルが下がっても我慢します。安心・安全が何より大切だと思います。

26963 個人 無職 ６０代 男性 原発は停止し、廃炉にすべき 日本は「侵略戦争」の結果として、連合軍（アメリカ）により「広島・長崎」に「原子爆弾（核爆弾）」を投下され、多数の国民に「被ばく」をさせ死に至らしめたことを忘れ「原子力」の平和利用と誤魔
化し「東電福島原発」事故の反省もなく、「関電大飯原発」の再稼働を強行したことに嫌悪感を覚える。
また、「核廃棄物（使用済み核燃料）」の最終処理案の方針施策もなく、後世にに先送りに後ろめたさを感じるためです。

26964 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 ゼロシナリオを支持します。原発再稼働反対です。 世界中で原子力に頼らず、電力を確保している国はたくさんあるのに、なぜ、日本にできないのでしょうか。省エネや自然エネルギーをもっと促進することは可能なはずです。例え、それによっ
て、電気料が値上げされることになっても、電力供給量が減少して、街のネオンが減っても、不便な思いをしても、子供達またその先の子孫のため、日本の将来のためでもあるのです。世界で
唯一の原子力爆弾被害国である日本が原子力による被害を受けている。今こそ日本にできること、説得力を持ち、世界に原子力の恐ろしさを発信・アピールできるときだと思います。

26965 法人・団
体等

無職 ６０代 男性 すぐに、既設の原子力発電所を廃棄するよう求めま
す。
、

　メルトダウンのような破滅的事故は絶対に起きないと、これまで国民の不安の声を抑え込んできた政府・電力会社・メーカー・学会・マスコミの誤りが不幸にも明らかになった福島第一の事故で
した。原発そのものの技術も未確立なうえ、使用済み燃料の処理方法も数十年経つもいまだにできず、子子孫孫に危険極まりないものの扱いを任せるという、実に退廃した思想にもとづくもの
です。
　有限の地球で、問題を先送りしていけば、いずれ破綻が来るのは目に見えています。すでにアメリカのＧＥすら、原発の将来性に懐疑的で、太陽光・風力・ガスの３つが将来の基幹エネルギー
になると言っています。
　福島の悲惨を見て、長期的視点をもった組織や国家や個人は、脱原発にシフトしています。中国や発展途上国の一部に、遅れた原発信仰の意識がまだありますが、今こそ日本は即時脱原発
の声を高らかに世界中に響かせてほしいものです。被災し今なお漂流状態にある福島の方々を旧来に復しもせず、よくも原発再稼働が言えたものです。

　この夏の電力需給も節電により安定的にされています。経済的に立ち行かないとの一部経済界の意見も、新しいエネルギーを立ち上げようとする力を抑えこもうとの意図が見えます。大飯３・
４の再稼働がなくても、広範な節電と火力発電所のフル稼働、近隣電力会社からの融通で電力需給バランスは取れていました。福島の悲惨と長期にわたる孫や子孫への責任転嫁を思えば、
全原発の即時廃炉しか選択の余地はありません。

26966 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 全原子力発電は、即時停止及び廃炉にすべき。 原発
は0%！

1.使用済み核燃料、核廃棄物の最終処分方法及び処分場がない中で、これ以上核廃棄物を増やし続ける事は、人類の生存にかかわる。

2.福島第一原発事故の収束出来ていない。
原因の究明も対策もされていない。

3.原子力発電がなくても電力は十分に供給出来ている。

4.原子力発電以外の発電で新しいエネルギー産業を育成すべき。

26967 個人 その他 ４０代 女性 原発比率は０％にしてください 福島の事故があり、多くの人が住む場所をなくし、仕事をなくし、内部被ばくの恐怖と闘いながら日々を送っておられることを考えると、二度とこのような事故は起こってはいけないと思います。１
００％原発は安全という神話が壊れた今、原発にたよることは勇気をもってやめなければならないと思います。

26969 個人 無職 ７０代 男性 ○　比率だけを示して選ばせるのはおかしい。比率ご
とに電　　力料金、人口、経済規模、雇用や給与の推
定値を示し　　て再調査せよ。
○　原発比率３０％以上に賛成。電力社員にも発言さ
せよ。

　原発比率３０％以上に賛成する。
１．原発比率０％が、何の問題もなく実現できれば皆賛成
　するにきまっている。しかし、０％支持者は、その時に　電力料金が今の倍以上になるかもしれないことを全く知　らず、企業の国外脱出によって自分の雇用が危うくなる　ことも知らず、年収が
大幅に減ることも知らずに毎週官　邸を取り巻いているのだ。したがって、このパブコメの　前提として、原発比率ごとに３０年時点でのこれらの数　字を示した上で再募集、再聴取すべきである。
これを示　さなかったために０％支持が７割にもなったのだ。もう　いちどやり直すべきだ。もしかしたら、彼らはそうなっ　ても良いと本気で思っているのだろうか。
２．０％支持者は、３．１１のような原発過酷事故が今に　も起こるようなことを反対理由にしているが、０％にな　れば自分たちの生活そのものが崩れる方が先に来ること　には気付いていない
のだ。０％の場合には、確率的には　日本経済沈没、国民生活の崩壊のほうが過酷事故発生よ　りも早く来る可能性が高い筈だ。したがって、欧米の原　発依存国、推進国のように、ランニング
コストの安さを　重視し、もちろん今検討されている強固な安全基準を満　たしたうえで、原発を推進した方が国民のためになるの　は当然だ。政府は上記の数字を示したうえで意見募集を　や
り直すべきだ。結果は逆転するのではないか。３０年　までには原発設備の技術革新も期待できるのだ、
３．自然エネルギーの活用は、一見もっともらしく聞こえ　るが、自然条件の影響が大きく、安定的な良質のエネル　ギー源とはなりえないのは当然だ。太陽光パネルをつけ　た翌日に巨大地震
が起これば（０％支持者は今にも起こ　ると言っているのだから、その言葉を借りる）、高額な　パネルはがれきの山になるのだ。０％支持者はそうなっ　ても良いと思っているのか。原発が過酷
事故に至らない　程度の地震でも、民家のパネルは崩壊するだろうから、　それに依存するのは費用的にもリスクが大きすぎる。や　はりベース電源としての原発の必要性は大きい。経済な　く
して国は成り立たないことはギリシャやイタリア、ス　ペインの例を見ても明らかだ。
　政府は、選挙での得票がどうなろうと、この基本原則を　貫いて原発を再稼働し、３％に見合う新規原発も作るべ　きだ。反原発の一部マスコミの扇動に煽られることな　　く、断固として原発存
続政策を死守すべきだ。それが国　民のためになるだ。東電の賠償も再稼働がなければ進ま　ないのだ。原発には反対、値上げにも反対というのは成　り立たない議論だ。０％支持者には、こ
れらの矛盾を突　きつけるべきだ。
４．聴聞会から電力社員を締め出したのは、このような正　論を国民に知らせる機会を逸した点からも暴挙だ。議論　の公平さを担保できず、感情的な反対論に与することに　なったのだ。まさか
政府は再稼働政策を破棄して、０％　に舵を切り替えたのではないと思うが、どうか。
５．経団連は２５から３０％でも政府の目指す成長率（名　目３％、実質２％）は達成不可能だと試算している。こ　の政府自らの矛盾をどう説明するのか、聞きたい。
６．原発０にしたら、税収が減るうえに失業者や低所得層
　が増え、生活保護費や失業手当が増えて、国家財政は更　に逼迫し、赤字国債増額、さらには大幅な増税が必要に　なることは明らかだ。０％支持者はそうなっても良いと　思っているのだろ
うか。こういうことも説得すべきだ。

26970 個人 その他 ６０代 女性 原発ゼロシナリオをえらびます。 福島の原発事故でどれだけ原発が危険かがはっきりわかってきました。電気を作るのにはもっともっと自然のエネルギーを生かす道があります。人類の英知を生かしましょう。お金ではありませ
ん。命が大事です。

26971 個人 無職 ７０代 女性 「2030年原発ゼロシナリオ」を選びますそのうえ出来る
だけ前倒しで脱原発を実現してください

３，１１の大災害以後日本中の市民は目を覚ましました。これまでの生活様式にメスを入れなければならないと肝に銘じています。子孫のためです。
核燃料サイクルもすぐやめてください
国を挙げて脱原発の行程を歩み始めましょう

26972 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 我が国だけでなく世界的に、エネルギーは原発に依
存してはいけない。直ちに廃止すべきである。国内だ
けでなく輸出についても政府は禁止すべきである。他
国で事故を起こしたときの賠償で日本は衰退する。

1．使用済核燃料の処理法の目途がつかないのに運転するのは、電力会社の目先の経営破綻を取り繕うために未来に危険な負の遺産のみを残す倫理上許されない行為であり、してはいけな
いことは自明である。
2．事故時の被害の大きさを考えれば、場当たり的な手続きで大飯原発を再稼働したことは間違いであり、福島の事故から何も学んでいないと言われてもしかたがない。政府は再稼働を直ちに
撤回すべきである。
3．原発は倫理上許されないだけでなく、事故時の被害額の大きさを考えれば本来経済的にも見合わないものである。

26973 個人 自営業 ６０代 男性 ゼロシナリオを選択、又、設定時期を今後１０年に前
倒しする意見。

２０３０年を設定時期を今後１０年を目標にする事を提言する。更には原子力発電の全原子炉（もんじゅを含め）を廃炉にすること。
一部に経済及び産業に大きな影響を及ぼす事から、原子力発電を容認する意見があるが、原発事故により国土が汚染され使用不能になれば、国の経済だの産業だのは無に等しい。
以前のオイルショック以上の危機に面して、政府役人、民主党と全国会議員はこの日本国の将来を見据えて、"利権" に目の眩む事の無い様に、本当の「民」のためのかじ取りをする事を切に
望む。

26974 個人 家事専
業

６０代 女性 (1)　原発ゼロ 今回の事故で被害者です。被爆しました。菜園にも影響ありです。困っている。東電に賠償を申し立てる積りだ。空気も水も土も安心出来なくなった。

26975 個人 自営業 ６０代 男性 原発依存度０％。達成期限は１０年以内 現在原発が動いていなくとも電力は余裕を持って供給されている。
代替自然エネルギーの開発を進めるべきだがその間の経過処置として効率のよいガスコンバイン発電を推進。天然ガス、シェールガスを利用。
人口も減るしエネルギー総量も徐々に減少する。
高濃度放射能汚染の廃棄物の最終処理もできない現状では仮に今後原発再稼動をしても使用済み燃料の貯蔵も不可能になる。
原発のほうが廃棄まで残すと派フォー真数を考えれば高いものに着く。
「国民の安全と健康が第一」
原発は行き原発０が一番の選択。

26976 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 稼働率0%でお願いします。 世界環境に多大な影響を及ぼした日本は、原発を稼動する権利がありません。廃炉に莫大な基金が掛かる原発の増設は無理です。40年超の原発の危険性は科学的に証明されています。

 2030年のエネルギー・環境に関する3つの選択肢（原発依存度を基準に、(1)ゼロシナリオ、(2)15シナリオ、(3)20～25シナリオ）を選択するに当たり、「エネルギーの選択を行うに当たって重要と
なる4つの視点」から考察すると、以下の通りである。
1．原子力の安全確保の観点からは、原子炉のみでなく配管、電力供給等を含めた原子力発電所総体の安全性を確保する必要がある。マグニチュード9.0超の地震が幾度となく観測されている
地震多発地帯の経験から、過去に経験のないマグニチュード10.0クラスでも従充分耐えうる想定で安全性を確保する設計に基づく原子力発電所が設置されて、初めて国民の安全が確保された
と言うことが可能になる。この想定震度に耐えられない原子炉並び原子力発電所は、国民の信頼を勝ちうることができないため安全確保の観点からは即刻廃炉にし、新規原子力発電所の設置
が可能かどうかを検討することが必須になると考える。安全立地、耐震技術、商業採算等の観点から充分適うことが要件になるが、現時点では充分に満足できる情報の開示がなされていな
い。
2．エネルギー安全保障の強化の観点からは、過去の大戦の経験から関係諸国との友好関係を継続的かつ多面的に高めることが必須であると考える。いついかなる時も作為をもった国からの
挑発が起こり得るので、当該事象に対抗するため、当該国による挑発を起こしづらい関係を構築するとともに、当該国との関係が緊張化している中でも当該国以外の国との友好関係を継続し
得る、日本国としての強靭な国家戦略並びに多面的友好関係を絶えず構築しておく必要があると考える。これは、化石燃料及びウラン燃料が乏しい我が国においては、化石燃料調達問題と、
原子力燃料調達問題を検討するうえで、なんらの差異も生じない。
3．地球温暖化問題解決への貢献への観点からは、再生可能エネルギーの長期的に開発努力を行うことは、言を俟たない。現時点での火力発電並びに原子力発電の技術は、水の沸騰による
タービン回転に基づく発電として、必要水量の沸騰カロリー及び当該沸騰水の冷却に基づく海水への熱放出量には何らの差異もない。よって、火力発電と原子力発電に基づく沸騰カロリー及び
放熱を考慮するに、温暖化問題としての双方の発電に対する熱量に対しては、何らの差異も見出せない。火力並びに原子力の燃料調達並びに燃料生成、水分沸騰に関する熱効率、発電終了
後の燃料冷却に関する残余熱排出、使用済み核燃料管理エネルギーを総合した総熱量排出については、現時点での情報開示がないため判断ができない。
4．コストの抑制の観点からは、地方自治体への交付金等を含む発電所立地コストから廃炉コスト、特に原子力発電所においては10万年間に及び保管する必要がある使用済み核燃料の保管
に基づくコストを含めたライフサイクル総コスト算定により、他の発電総コストと比較すべきであると考える。現時点において、長期に亘る使用済み核燃料を含む放射性廃棄物の安全保管場所
並びに技術的に達成可能な保管方法の目途がたたない中での原子力発電総コストの算定が非常に困難であることと、技術革新が著しい再生可能エネルギーの総コストの算定は困難であると
想定されるため、他のエネルギーに基づく発電コスト同様、現時点での想定に基づく総発電コストにより見積もるべきであるが、保管場所並びに保管方法を含めた総コストについて、現時点で
の情報開示がないため判断ができない。
5．空洞化防止の観点からは、電力の安定供給問題と、電力価格問題がある。電力安定供給に関しては、現在ある元日以外の祝日14日をすべて夏季の電力ピークの2～3週間に充当すれば、
現在の企業活動コストとなんら変えることなく電力ピーク問題を解決しつつ、企業の操業稼働日問題としての企業のコスト問題並びに不安定操業に基づく空洞化防止は達成されると考える。ま
た、電力価格に転嫁される資源調達コストは、長期的視野で判断すべきものであると考える。原油価格相場に関しては、2000年当時は1バーレル当たり20ドルを割り込んでいた。また原油価格
相場が上昇するに関連して、非従来型資源であるサグディー法によるオイルサンドからビチュメンの抽出等の新たな資源・技術に基づく採掘が実施されている。当面の原油枯渇問題は原油相
場並びに生産コストと強く関連した問題であり、短期的に原油が枯渇することを前提に判断するのは、拙速な判断であると考えられる。尚、祝日の移動は国民の長期休暇の過ごし方の変化を
誘発することができ、観光振興等の施策により、観光業、飲食業、商業、運輸業等の関連事業の活性化が期待されるため、経済活性化メリットの享受が期待できる。

以上の「4つの視点」による考察の結果、地震国におけるマグニチュード10.0クラスでも従充分耐えうる安全立地、耐震技術、商業採算の観点から充分に満足できる情報開示がなされていないこ
と、及び、使用済み核燃料の保管場所並びに保管方法が決定できない中で総コスト議論の情報開示がなされていないことは原子力発電を継続する議論としては致命的な問題であると考える。
これらの問題は、過去の原子力発電の発展の歴史的経緯から容易に解決できない問題であるため、3つの選択肢としては(1)原発依存度を基準にゼロシナリオの選択が最も妥当であると考え
る。具体的には、原子力発電所の即時停止および上記問題の解決に向けた国民的議論を経て新規発電所の開設の是非の検討が必須であるが、2030年までに上記問題の解決ができない限
り、原発依存度ゼロ以外あり得るべきでないと考える。

26968 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 大地震による安全立地、耐震技術、商業採算等の観
点から満足し得る情報開示がなく、使用済み核燃料
の保管場所・方法が未定な中での原発総コスト情報
開示もないため、原発継続の前提でない(1)ゼロシナ
リオを選択する。



26977 個人 自営業 ６０代 男性 脱原発 野田内閣は大飯が事故が起きれば責任を取ると言いますが。民主党、総理等が保障等できるはずもなく最後は国民の血税で処理になります
多少の不便はみなさんで協力できます
核廃棄物のことを考えてください
次に原発事故が起きた時　野田総理考えた事ありますか
あなたの。嫁。子供。孫たちが被害に会わなければ判りませんか
あなた方福島の避難所で　1年。2年そこで生活してください　官邸で暖かい食事。静かな環境で
生活していては　まったくわかりませんよ

26978 個人 その他 ６０代 男性 原発は、いらない。０％がよい。できるだけ早くすべて
の原発を廃炉してください

原発は、人間が制御できるものではない。
原発は、いったん事故が起こると、壊滅的な被害を与える。
活断層が多く、地震多発の日本には原発は危険だ。
原発が生み出す放射性廃物の処理はできていない。未来の人類に危険を押し付けることをしてはならない。
原発は、廃炉しかない。

26979 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原子力は絶対反対です。 事故を起こしたら　そこに一生住めなくなる恐れがあるため。
一刻もはやく資源のある国へするべき！
いや日本はすでに資源のある国です。
青山繁治のメタンハイドレイドの採掘に協力し、いままでの国のプライド（１０年で５００億円の投資）など捨てて、祖国日本の為に資源立国をめざしましょう！

26980 個人 無職 ６０代 男性 三つの選択肢は2030年目途のものであり、また、原
発依存度が課題となっている。この条件の範囲では
15シナリオを妥当としたい。しかし、もっと長期のエネ
ルギー政策の一部としてシナリオを策定する事を望
む。

　我が国の社会活動は2030年に終わるものではなく、地球全体の一部としての日本はその後も長く存続・繁栄すべきものとすると、2030年までの具体的な活動には変化が無いにしても、もっと
先の時点の姿を明確にしつつ、その実現のための2030年までのアクションである必要があると思う。
　そもそも、エネルギー源は化石燃料、原始燃料とも人間の寿命で計っても有限のものであり、新たな探鉱によって、その時期が延びるにせよ、早晩枯渇する事は目に見えており、また、それに
至る前に争奪戦が繰り広げられ、同資源の埋蔵量が十分でない我が国は有利な燃料確保ができなくなる事は容易に想像できる。それゆえ、最終的に我が国は全エネルギーを自然エネルギー
に依ることとして、先行して自然エネルギーの開発に注力する事が得策であると考える。この考えに基づくとシナリオは2030年を含む将来、火力も0%に終息し、再エネが100%に拡大するような形
になる。このシナリオを発表するだけで世界に衝撃を与え、我が国に有利に事が展開するようになるかもしれない。
　それを踏まえると最終目標は2030年以降の時期なので、実は2030年までのシナリオはどれでも良いと言える。しかし、一時的な高揚かもしれないが現にある広範な国民感情を治めるという政
治的要素を考慮すれば15シナリオが現実的であり、諸方を納得させやすいものであると言えよう。あえて2030年までのシナリオというならば上述の長期シナリオを掲げつつ、そのサブセットとし
て15シナリオを確定させる事を望む。
　なお、シナリオでは内訳は示されてないが、再生可能エネルギーつまり自然エネルギーについて構成を明確にする必要があろうと思う。それは、エネルギー開発のリソースには限界があり、
特に現在の官民の経済状況を見るに、現在考慮の範囲にある太陽光、太陽熱、風力、波力、地熱、夫々について投資の割合と時期とを短期・長期の投資対効果の観点から定める必要がある
からである。それによってシナリオの評価も変わってくる可能性があり、再エネひとくくりでは正確な議論にならないのでないか。長期に考えればマグマ熱の利用まで広げる地熱発電が最も良質
な再エネではないかと思う。

26981 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 「原発ゼロシナリオ」の選択を希望します。 福島の事故は、起るべきして起った事だと思います。
この機会にぜひ、自然エネルギーに転換していく事を選択してください。
太陽光、地熱発電。安全で、クリーンなエネルギーへの転換。
今までの研究の中では、コスト問題など難しいと言う意見も多いですが、もっと真剣に取り組めば、できない事はないと思います。

26982 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 男性 　古川　元久大臣へ
原発維持率３案とも非現実的との識者の考えがあり
ます。もっと幅の広い案が必要だと思います。

　古川　元久大臣、次のような、驚くべき卑劣かつ許しがたい行為がネット上で存在するのをご存知でしょうか！？
　私はこのパブリックコメントをフェイスブックにて友達から紹介されたのですが、その友達はこのパブリックコメントとそっくりなものと一緒に紹介し、区別もし難いような形で送ってきました。その
そっくりなものの内容は、ゼロシナリオに自ずと人が納得して流れていくようにする意図で作られたとしか、思えない内容なのです。名は＜パブコメで未来を変えよう＞で、同じフェイスブックの大
勢の人にそれを送っていました。
　大衆は常に柔軟な発想で未来へ向かい、また、己の判断力も省みて、修正、強化、柔軟化していくように努めなければならない！
　本来の、そうした人間観をすっかり忘れてしまったような行為です！
　原子力には確かにゾッとするような恐ろしい側面もありますが、原子力発電所は、近代的な文明にとっての心臓の一部と化していたのです（つまり電力供給網にとっての元、数々の発電所のこ
と）。現代人はみんなその心臓からのびる毛細血管によって生きている細胞のようなものです。
　断定的に「原発いらない！」とする発言がいかに身の程知らずかが分かります。
　私は、こうした大きな視点で、原発、放射能、文明論、人間論、自然論を作ってきました。しかし残念ながらまだ社会のために役立てられた事がないので、この機会に政府に役立ててもらいた
いくらいですよ！よろしければお送りいたしましょうか？日本のためにそうしたい気持ちももちろんありますが、私はせっかくの自分の表現力が役立たないのも悔しいですよ！！

26983 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見
「2030年に原発0」ではなく、今から再稼働せずそのま
ま廃炉に。日本全体を見たとき、今後の大地震の可
能性の高さのため、原発の再稼働は避けるべき

あと10年で、54基の原発のうち半数が40年を超えます。54基の原発は、老朽化により、いずれは廃炉に向かわざるを得ません。できれば福島第一原発のような事故を起こしてから廃炉をする
のではなく、正常な状態からの廃炉を望みたい。どのみち廃炉の費用はいつかかかるわけで、正常な状態から廃炉するほうが経済的にリーズバブルです。

今後、70年に1回、M8以上の大地震や津波が、どこかで起こるとすれば、全国19カ所の原発では、［70年÷19カ所＝3．7年］に1回、放射性物質が原子炉の外部に漏れる福島第一のような、シ
ビア・アクシデントの可能性があります。

今後30年のいずれかの年、東南海で87％の確率とされているM8級の地震（文部科学省 地震調査研究推進本部の公表）が、日本のどこかを襲えば、確率は［30年÷19カ所＝1．6年］に上がり
ます。1年半で1回の大事故の可能性です。

事故ではない正常な廃炉にも、停止後に20年、廃棄された核燃料の保管では、ほぼ安全になるのに、10万年を要します。

今後の地震を考えれば、54基の全原発を再稼働はせず、そのまま停止し20年の時間をかけて全部を廃炉に向かわせないと、日本の国土は、原発で危険にさらされている状態だと言えます。

26984 個人 自営業 ６０代 男性 原発再稼働反対および原発完全撤廃を希望します。 60余年、ノンポリに生きてきたことを恥ずかしく思っています。この国に誇りを持っていましたが、原子力発電に関する政府、国会、経済産業省、東京電力をはじめとする電力会社各社の欺瞞
に、その誇りを砕かれ失望しています。
国民の指導者であるべき立場の人たちが、何ひとつ信用できない状況に私たちを追い込んでしまっているのです。こと原発問題に関して言えばすでに私たちは亡国の民です。
原子力発電は事故の場合、制御不可能であることをフクシマが証明しています。その制御不可能なリスクの上に人類の未来はあり得ません。世界中の核廃絶理念と同じではありませんか。な
のに何故まだ安全神話をでっち上げようとしているのか分からない。
今すぐ原発再稼働を中止し、原発完全撤廃を表明し行動してください。そして私たち国民の信用を回復してください。

26985 個人 学生 １０代以
下

男性 日本の原発、即廃炉。 今すぐに日本国内にある原発を全て廃炉に。

26986 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 早期に全ての原子力発電所は廃炉にし、できるだけ
早く関西電力は、原子力発電所を止めるべきだ

原子力発電所はリスクがあまりにも高い、発電方法と思う。

26987 個人 自営業 ５０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を支持します。それ以外の選択は
あり得ない。

福島の原発事故収束の目処すら立っていない今、
再び原発稼働を画策しようとしている政治家、官僚、電力会社の人間達よ、
日本国民はキミ達の家来でもなければ奴隷でもない。
なぜ、キミ達の金儲けのために、私たち国民は、
いつ起きるかわからい次の原発事故に怯えながら生きなければならないのか？
たかが電力のために、なぜ命の危険を脅かされる必要があるのか？
もともと核エネルギーは、大量殺戮兵器である原子爆弾のために開発された。
それを正当化するために、平和利用という詭弁を弄して、
開発されたのが原子力発電所にほかならない。
つまり、爆弾の材料で電力を作るということが初めから間違っている。
人の命を奪うという危険性は、原爆も原発も同じだ。
さらに、使用済み核燃料の処分方法も、最終処分地もないままに、
核のゴミを毎日作り続ける原発は、数万年後の子孫の命まで脅かす。
電力は一瞬で消えてしまう。
だが、そこで作り出された放射性廃棄物は、
想像もできない年月を危険に晒し続けるのだ。
「未来に危険を委ねる」という傲慢でわがままな原子力ムラの人間達は、
どんな極悪人よりも重い罪を背負って、
現世だけでなく後世の人間からも想像を絶する恨みを買うことになるだろう。
原子力ムラのキミ達よ、今ならまだ間に合う。
キミ達に、人間としての心、人を思う良心のかけらが少しでも残っているのなら、
今すぐ福島の罪滅ぼしをしてほしい。
原発はもうやめてくれ。
5年後でも、10年後ではなく、それは今。
どうか手遅れにならないうちに…。

26988 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を選びます。 「原発ゼロシナリオ」を選びます。
放射性廃棄物処理の道筋がついていない中、そのツケを次世代に回しながら自分たちの世代がその恩恵だけを享受するのは人の道に反すると思います。原子力エネルギーを使いたければ、
次世代に迷惑をかけないところまで、放射性廃棄物処理の技術開発が進んでから。自分たちの子孫から「あの時代の人たちは自分勝手な世代だった」と後ろ指を刺されるような世代にはなりた
くない。次世代には今よりよい社会を受け継いで行きたい。そのためには経済成長を犠牲にすることも当たり前。いずれこのままの方向で進んでいたのでは、世界は破たんするのだから、この
機会に幸せのベクトルの方向を変えるべきでしょう。エネルギーを使わなくたって雇用や付加価値は生み出せるし、幸せになれると思います。

26989 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 エネルギー・環境に対する選択肢のうち、(1)ゼロシナ
リオ　を支持いたします。

エネルギー・環境に対する選択肢のうち、(1)ゼロシナリオを支持いたします。

3.11以降、日本人にとって地震が大きな不安要素であるとともに、それに伴う原発被害が大きな不安となっております。
いままで原発による潤沢な電力供給と経済効果を享受しておきながら、手のひらを返したように脱原発を唱える国民に、内閣の方々も思うところはあるかもしれません。しかし、一度これだけの
危機的状況を体験しておきながら、再度原発に頼るままの社会を残したのでは震災で得たものがマイナスになってしまう。天災は、我々にはどうしようもない部分もありますが、原発被害は人災
となります。少なくとも、ここで原発を選択した場合、それは重大な人災となります。
どうか、日本人を歴史上最もおろかな選択をした国民　にはしないでください。
もしかしたら、他のシナリオを選択したところで、地震も何も起こらず杞憂に終わるかもしれません。でも、地震が起こるたびに人々の安否だけでなく、原発施設の事故まで不安に思う恐怖を考え
たら、杞憂の方がどれほどましか。
単純に原発稼動を止めたところで全くの安心というわけでもありませんし、負担が多いのは承知のうえです。
これまで原子力に関して多くの研究をされてきた方々の努力と貢献は、同じ研究者（生物学ですが）として尊敬しております。そんな方々の存在もあるからこそ、ここまでくることができたのだと
思っております。どうか、今後はその研究を、原発をなくすために使っていただき、種々のご助言をいただきたい。去年の節電後、易々と元の生活に戻ってしまった我々に対しても戒めが必要だ
と思っております。負担も、それを軽減させるすべも、我々も今後懸命に考えます。
だからどうか、少しでも原発を減らす方向へ考えを向けてください。そちらへ国民をひっぱっていってください。日本国民が変わるときです。国民が一致団結できるチャンスです。
お願いいたします。

26990 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原子力発電は即刻全炉廃炉にするべきです。
（このまま秋に大飯を止めればよい。）

電気は足りているので問題ない。この夏で証明済み。
たとえば、東京電力管内で５０００万キロワットを超えたのはわずか一日だけ。　ちなみに原子力ゼロでも電気は５７００万キロワット発電できると聞いている。余裕すぎる。一年を通して５０００万
キロワットを超えるのは本当にわずか。他の電力会社にいたっては言うもおろか。

こんな危険な電気を使う理由は全くない。ゼロにするべき。
スパッとやめればいいだけ。原子力は必要ない。

26991 個人 その他 ４０代 男性 エネルギー環境に関する選択肢に対する意見

３つの選択肢からなら、(1)ゼロシナリオを選択。
しかし、今すぐとは言わないが、１０年以内に０％を希
望。
再生エネルギーの開発を早急に進めるべき。

次々と原発直下に活断層が発見され、原発の老朽化も懸念。
そんな中で確実な安全対策もなく、２０３０年まで
安心という保障もない。

ならば政府は再生可能エネルギーの開発、比率を上げ、
原発をなくす事をより早く遂行するべき。

１０年以内になされる事を、心より望みます。

26992 個人 自営業 ７０代 男性 原発ゼロは当然。直ちにお願いします。原発を動かす
理由がない。日本の原発技術は拙劣、特に管理運転
技術です。日本には原発が分かった専門家がいな
い。
地球温暖化の二酸化炭素温暖化説は間違いです。

原発ゼロは当然です。日本に原発は不要です。一部の利権屋のために原発など馬鹿げている。
日本の原発はシステムとして拙劣だ。技術は一流、システム、運転管理は4流、過酷事故対応は番外、評価の対象にならない。
地球温暖化対策として、原発を考えている方々は二酸化炭素温暖化説を悪用してるか、科学が理解できない権威に弱い方とみる。
二酸化炭素による地球温暖化説は科学の悪用、トリック、捏造です。
温暖化は太陽活動の高まりで、地球の雲の発生に影響し、温暖化が進んだのです。
今後は寒冷化の方が心配されています。最近の豪雨やゲリラ豪雨などは気候変動の過渡期の現象と考えています。
原発は即時廃止、決断が早いほど再生可能エネルギーなどへの転換がスムースに行きます。次の新たなエネルギー開発が進展します。二酸化炭素は新エネルギーの原料になります。作物生
産も増産、安定化しています。



26993 個人 自営業 ７０代 男性 ゼロシナリオを選択。３．１１事故により原発安全神話
の嘘は崩壊。
首都圏も避難地区となっていたかも。地震大国日本
は速やかに全原発を廃炉にし、再生可能エネルギー・
省エネ・廃炉技術を世界に売れば良い。

絶対に原発ゼロシナリオを選択すべきです。

　３．１１事故により、国や電力会社などがこれまで国民を欺いて推進して来た
「原発の安全神話」の嘘が明白となりました。福島第１原発に依る大規模な
放射能汚染被害は未だに解決していませんが、ある意味ではまだ「不幸中の幸い」で、偶然の幸運によりこの程度で収まったのであって、もしも運が悪ければ福島第１原発全機が連鎖的に大
爆発を起こすか、或いは福島第２原発や東海第２
原発も爆発して、首都圏３０００万人以上が避難を余儀なくされていたかもしれないと指摘されています。その可能性を考えて当時日本国首相であった菅氏は
「背筋が凍る思いをした」と述べています。

　もし、この地震大国日本で再度同様の原発震災事故が起こったら、もう日本は
終わりです。数千万人の国民が避難を余儀無くされ、工場は閉鎖され、農地は
放棄され水産物も汚染されて食料が収穫出来なくなり、さらには日本の未来を
担うべき子供達が放射能被爆により健康被害を被れば、この国は滅びるしかありません。国が滅びて何が「経済」ですか！？

　更に、使用済み核燃料の処分方法や処分地も未だに決まっていません。今後
数十万年に亘って強い放射能を放出し続ける負の遺産である危険な廃棄物をどんどん蓄積し続けて、この狭くて地殻変動の激しい日本国土の一体何処に処分するというのでしょうか？

　日本は活発な地震活動期に入りました。次の大震災がいつどこで起きてもおかしくないと恐れられています。この様な危険な原発は少なくとも地震大国日本に於いては、「２０３０年迄にゼロに
する」」などと悠長な事を言っていないで、
次の致命的な大震災に襲われる前に、一刻も早く全て廃炉にするべきです。
そして再生可能エネルギーを賢明な政策誘導によって早急に発展させ、これらの
諸策によって得られた再生可能エネルギー・省エネ・原発廃炉の優れた技術を
世界各国に輸出すれば良いのです。

26994 個人 その他 ４０代 女性 今すぐ原発停止 あれほどの事故を起こし、安全対策がままならないまま、福島にもう戻れない人々がいるにも関わらず、制度としては何も変わっていないため（原子力規制委員会の人事など）

26995 個人 無職 ７０代 男性 原発はゼロにすべし。原子力については、今だ解らな
い点があり、人類がコントロール出来ていない。人々
の命、自然環境に重大な影響を与える放射能を放出
する原発は、コントロールが出来ない状態で使わうべ
きでない。

アメリカ、ソ連の原発事故のあと、今度は日本で起こるのではないかと言われていた。それは、日本が原発の事故回数が高かったことにある。
原発事故が危惧される中で、日本が取ってきた原発行政は、「原発の安全神話」で国民の目を塞ぎ、安全対策を怠ってきた。そのことが今回の福島原発の事故に繋がったと言える。
原発行政に携わってきた政府と地方、官僚、政治家、学者は国民に謝罪し、二度と起こさないことを誓うべきだ。
原子力をコントロール出来っていない中で、命をかけて二度と起こさないと、言えるのか。
福島の事故で、原発行政に携わってきた人たちで、どれだけの人が責任を取ったか。
原発を推進してきた政治家、学者、官僚たちは許せない。
これまで原発行政に携わってきた全ての人たちは、国のエネルギー政策から身を引くだ。
原発抜きの代替えエネルギーで、やっていくることが出来る現在、自信を持って国民の命と国土を守る原発ゼロ政策を進めてもらいたい。

26996 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 原発は０を指示します。絶対安全なんてありえないと
思います。特に日本は地震国。人の予想を超える地
震、津波が襲ってくる可能性は大です。テロの標的に
もなりえます。予想のつかないことがいつか絶対に起
こります。

今の電力政策に疑問だらけです。ピーク時に足りないというならそのときだけ
節電、計画停電を考えたら電力不足は補えると思います。

これからの日本は成長戦略から舵を変更し、もっとスローな成熟社会を目指すべきです。なんでも便利、快適なのはかえって人をだめにしていくのではないでしょうか。

原発事故が再び起きたら日本は壊滅的な被害を被ります。原発推進は日本を破滅に追いやるものだと感じてます。

26997 個人 家事専
業

６０代 女性 原発ｾﾞﾛを希望します。
自然エネルギーへの転換を促進してください。

原発ｾﾞﾛ
太陽熱発電、地熱発電等安全でクリーンなエネルギー促進、開発を行ってください。
原発稼働を主張されるなら、避難をしている福島の方々や不安を抱きながら生活している原発周辺の方々を３．１１以前と同じ生活に戻されてから原発の稼働を議論すべきです。

26998 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 全ての原発直ちに廃炉にせよ 放射能こわーい

26999 個人 学生 ６０代 女性 現在ある原発を即刻停止してください。私たちの未来
のために、子どもたちの未来のために、クリーンな環
境を残しましょう。

　現在おなかの大きい娘が東京に二人います。彼女たちが小学生のころ、原発論議が活発に行われました。知識を得るごとに、ますます恐怖が募るのに、関電の方は、１００パーセント事故は
起きない。だからもしも…ということは想定しないとおっしゃっていました。ですから、対話にもなりませんでした。
　東日本大震災が起きた今、あのときの関電の方の言葉通りだったら、どんなに良かったかと思います。
　世の中に、１００パーセントとか、絶対という言葉はないと思っていますが、やっぱりそうでした。
　１００パーセント事故は起きないという発想はどこから来たのでしょう。大衆をごまかすために、職員まで洗脳したのでしょうか。
　クリーンなエネルギーとよく言えたものだと思います。後処理のことを考えると、これほどダーティーなエネルギーはありません。
　今も、事故の危険性を抱えながら原発が稼働していることを考えると、本当に胸が痛みます。
　これから生まれてくる子どもたちに、人間の力では処理できない、こんな大きな負の遺産を残してはいけません。
　もしもあなたの子が、孫が、放射能被害を受けても、それでもお国のために原発を推進するのでしょうか？　一般大衆の被害など電力会社の方々には関係ないことなのでしょうか。
　今すぐ、今すぐ、原発を止めてください！！

27000 個人 その他 ６０代 男性 原発依存度(1)ゼロシナリオを支持。理由1．グリーン
ランドの氷河消滅などにより北米プレートが不安定に
なっており、M９クラスの地震が日本を再度襲う可能
性が高い。理由２．使用済み燃料の処理問題が未解
決。

２０３０年のエネルギー・環境に関する３つ選択肢の中なら原発依存度(1)ゼロシナリオを支持する。
理由を二つに絞ると次の通り。
1．グリーンランドの氷河消滅などにより北米プレートが不安定になっており、北米プレート周縁部で大きな地殻変動が生じる可能性が高まっている。マグニチュード９クラスの地震は滅多に来な
いと考えるべきではなく、明日再来しても不思議ではない。とにかく危険度の高い原発から順にまず燃料棒を抜き取り、安全な場所に保管すべきである。
２．使用済み燃料などの処理問題の目途がたつ見込みがない。再処理の技術も確立してないし、仮に再処理ができても完全な解決にはならない。
電力需要に対しては、再生可能エネルギーの開発が一層進むよう、たとえば水利権や工作放棄農地の転用などについての規制を大幅に緩和すべきである。

27001 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力発電はもう、やめてください。 原発で１００％の安全は不可能だと思います。
安全だと言っているのは、都合の良い想定内だけでの話で
それ以外の事象が起きたときには、また福島のようなことが
繰り返されるのだと思います。
私は、敦賀の原発から３０ｋｍ圏内に住んでいます。
どうか、もう原発は再稼動しないでください。
もうこれ以上、子供たちの未来に負の遺産は残さないで
ください。

27002 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発ゼロシナリオ（早期実現）を支持 原発ゼロシナリオを支持。
地震の多い日本で、原発を続けようとする政府は日本を滅ぼしたいのかと思える。議論の場と言って無理に原発を続ける方向にもっていく手段としている様に思える。
現在の節電で電気需要は足りていると思うが、それでも切迫しているというなら冷房を我慢して命を落とすよりテレビを消すしかないでしょう。品川駅の無駄な多数のディスプレイ等もっての他だ
と思う。省エネを行った上で、電力自由化や発送電分離と新たなエネルギー政策を進めるのは、日本の技術を持ってすれば難しくないと思われ、早急にとりかかっていただきたい。
内閣府にも心ある人が多数いる事を願います。

27003 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発は即刻止めるべきだ。放射能の恐ろしさをもっと
理解すべきである。処理できない廃棄放射性物質を
大量に持って、原爆でもつくるつもりか。今回の地震を
転機に世界に誇れる地域循環型の社会に舵をきるべ
きだ。

原発は即刻止めるべきだ。原発の安全性の問題だけでなく廃棄物の処理が30年の期間をもってしてもいまだ先がみえない状況で、今ある大量のプルトニウムでさえどうするつもりか。今回の地
震を転機に大量に電気をつくり大量に電気を送るのでなく、必要な電気を必要な場所で生産する地域循環型の社会に舵をきるべきだ。原発輸出などという本当に恥ずかしいことはすぐにやめ
て、世界に誇れる新しい社会のエネルギーモデルをつくりだしていくことに税金をつかうべきである。

27004 個人 学生 ２０代 男性 脱原発(ゼロシナリオ)が良いと思います。 新設も増設もできる案が真中にあること自体おかしいと思います。
これでは新設出来る案が卒原発のように見えてしまいます。
それがねらいと言われても仕方がないですよ・
15％が新設出来る案ということもほとんどの人が知らされていないし、マスコミも放送しません。
戦時中とたいして変わらない状況なのは分かっている人は分かっていますよ。
新設はコスト面のメリットもなく絶対にあり得ないと思います。

27005 個人 自営業 ３０代 男性 原発ゼロシナリオを選びます。事故により原発への安
全の信頼感と危険性を感じ、そして放射性廃棄物の
処理の難しさ。現代の快適な暮らしを支えるためにこ
れほどのリスクを背負って生きていくことに疑問を感じ
ます。

もう経済性だけを重要視した生き方は改めていきたい。原発をゼロにすると経済がダメになるという意見や、原発のコストが高い、安いという物差しで議論するのはもう止めましょう。人々の安心
安全な暮らしに勝るものはないと思います。これからの日本は先進国の一歩先行く国として世界にモデルとなるような国に変わりゆくべきだと思います。今はそのよい転換期ではないでしょう
か？地球全体の生命を見渡しても、これほど過度にエネルギーに依存した生命はないと思います。人間の知恵で再生可能エネルギーなど、新たなエネルギーによるうまくバランスのとれたシン
プルな生き方ができるはずです。それを国民全体で模索しながら考えていければ良いと思います。未来の人々、地球のために。そのためにはまずは原子力発電を止めるという第一歩を。

27006 個人 自営業 ５０代 男性 即脱原発 安全の確保が出来ていない原発は危険が重大すぎる。
(1)重大事故時の対処・対策が出来ていないし、国民にも周知されていない。
(2)重大事故（地震、津波、テロなど）の想定レベルが低すぎる。
(3)最終処分技術がない。
(4)限定的業界や限定地域住民だけを買収する方式が好ましくない。風評や心理的なものを含む、全ての実害を受ける可能性のあるより広い国民の理解を得ていない。
よって。今回のパブリックコメントは地域自治体の決定に優先すべきものです。

27007 個人 学生 １０代以
下

女性 1・ゼロシナリオを選択します。 原発じゃなくても電気を作れます。
廃棄物の処分も出来ないようなものを
使うべきではないと思います。

すべての原発はすぐに廃炉にしてください。

27008 個人 無職 ４０代 女性 原発はいりません！　ゼロパーセント！！！ 理由は、原発を勉強していない人が、東電、環境省、政府にいるからです。
しかも、核をコントロールできる！と言う人まで、いますよね。
そういう人で構成されている現状では、恐ろしくて、たまりません。
今度事故が起きたら、日本はおろか、地球も亡くなってしまうでしょう。
そういう危機意識を持っているのは、いったいどれくらい、原発関係のお仕事をされている方々は持っているのでしょう。
政府も、原発関連の方たちも、報道も信用できなくなった今、こんな危ない危険極まりない原発をゼロに持って行くしかないじゃないですか！！！！
日本国民だけじゃなく、地球のために。
バカで勉強不足でうそつき集団の日本人には、核は無理です。やめましょう。

27009 個人 学生 ３０代 男性 ゼロシナリオを選択します。
イノチの問題はアタマで考えるのでなくココロとカラダ
で感じましょう。
原発事故はまた必ず起きる。想定外は防げない。
自然と調和し世界から尊敬される日本を目指そう！

福島第一原発事故で避難生活を強いられ亡くなった方々、いまもなお厳しい避難生活を強いられている16万人以上の方々、本当にごめんなさい。僕たちは犠牲となっている彼らのことを第一に
考えて行動していくべきです。

1960年代から2011年3月11日まで、日本国は原子力を基幹電源とするエネルギー選択をしてきました。これは国民の総意であり、経済的・物質的豊かさを手に入れるための選択であったと思い
ます。みんなで”安全神話”というお伽話を信じるふりをすることで、我々は望んだ豊かさを手に入れてきたのです。
しかし、福島第一原発事故が起こり、やっぱり安全神話はお伽話だったんだということにみんな気が付きました。だから今、多くの日本人が原発の危うさを感じ、脱原発を叫んでいるのです。

脱原発はエモーショナルだと批判されることがあります。なぜそれがいけないのでしょうか？これはイノチの問題です。僕たちはアタマで考えるのでなく、ココロとカラダで感じているのです。Don’
t think, Just feel.です。人間は地球という素晴らしい星に生命を宿らせてもらい、脈々といのちを繋いでいるのです。地球人は地球と共生し、全ての生命体と調和して生きていくことがなによりも
大切なことなのです。日本国の短期的な経済的損得とはまるで次元が違うことなのです。

原発事故は、また必ず起こります。明日かもしれないし、3年後かもしれないし、100年後かもしれない。でも必ず起こります。ヒューマンエラー、大地震、テロ、etc。キング・ギドラが来襲するかもし
れない。ファクターは無限です。その全てを想定して対策をとることができますか？必ず「想定外」な事象は発生します。
その「想定外」が起きた場合に文字通り取り返しのつかないダメージを受けることになる。これが今回我々が学んだことなのです。誰もそのリスクを引き受けることなんて出来ないのです。

原発が無くなれば経済的に苦しくなるから事故は怖いけど原発に依存して生きていきたいという気持ちもわかります。でも、福島第一原発事故が起きる前から既に日本の経済はかつての栄光
を取り戻すことができない状態に傾いていたのです。グローバリゼーションの流れは誰にも止められないのです。もし脱原発ということになれば、その傾きは角度を多少増すでしょう。
でも、これはチャンスです。物質的豊かさを重視してきた成長期から、精神的豊かさを重視する成熟期へのパラダイム・シフトのチャンスです。
恐れなくても大丈夫です。僕は日本人は世界一よく働き、知的で、調和を重視し、平和を重んじることができる国民だということを知っています。原発が止まったくらいで我々の暮らしは揺らぎま
せん。
自然エネルギー技術や環境技術、農業復興などで世界をリードしていくことができるはずです。
そして、ちょっとずつ気持ちを切り替えていけば、もっと暮らしが楽しくなっていきます。

政界・経済界の方々は高齢者が多いから、きっと次の世代に貧しい暮らしをさせたくないと頑張ってくれているのでしょう。でも大丈夫です。僕らはちゃんとこれからの世界がどうなっていくかをわ
かっていて、それに対応した生き方を知っています。
いままでお疲れさまでした。そしていまは、僕たちの声に耳を傾けてください。アタマをからっぽにして、僕たちの声を聴いてください、そして感じてください。
もう、原発はいりません。
僕はゼロシナリオを選択します。

27010 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ２０３０年段階の全電源に占める原発の比率は
0％にしてください。

もう原子力発電はやめてください。
安心、安全を犠牲にしてまで、便利快適、経済発展なんて
求めません。
２０３０年といわず、直ぐにでも、原発の比率を０％に
してください。

27011 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 エネルギーの安定供給は必須である。再生可能エネ
ルギーは不安定、化石燃料も安定輸入の不安があ
り、ＣＯ２も発生する。リスクを下げるため、エネルギー
源は分散すべきであり、原発依存度は２０～２５％と
すべき。

インドの例を見るまでもなく、エネルギーの安定供給は必須である。そのなかで再生可能エネルギー（太陽光、風力）の安定化は不安である。化石燃料も海外依存率が高く、今後の安定輸入に
不安があり、また地球温暖化の二酸化炭素発生も高い。
エネルギーの供給不安のリスクを低くするためにも、その原料は分散すべきである。ゆえに原発依存度は３つの選択肢のなかの２０～２５％を取るべきであると考える。

27012 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 シナリオ：０％ 核廃棄物処理の確たる方法が確立していないのに、ゴミを増やすのは、
どう考えても筋が通っていないと思います。



27013 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 (1)ゼロシナリオ　（できれば
即刻全国の原発を廃止希望）

＊原発はゴミ処理の方法さえ決まっていない

＊ゴミのお守りを何十万年も誰ができるのか？

＊東電の支援も税金、事故の処理等も電気料ｱｯﾌﾟ
　で市民が負担　納得できない

＊原発が無いと経済が逼迫するという嘘はもう
　止めて欲しい

＊一部の既得権益の為だけのｴﾈﾙｷﾞｰは最悪

＊原発事故が起きても、結局誰も責任とらないで
　すませる

＊地震国の日本に原発はそもそも論外
　何が起きても想定外とは言えない

＊福島で日本が今学ばずにいつ学ぶのか？

27014 個人 無職 ６０代 男性 １、既存原発は安全対策多重化を施して再稼動
２、再生可能エネルギーに原発代替の多くを頼るのは
非現実的である
３、産業界の国際競争力を維持・向上するためにも、
電力コストは重要

１、既存の停止中原発を再稼動せずに、「想定外の天災」を理由に廃炉にするのはあまりにも場当たり的過ぎる。　稼動停止から廃炉までの道程にも稼働中と同様に危険性は存在するし、追加
安全対策も必須で莫大な廃炉経費もかかる。
　当面は停止中原発を再稼動することが、現実的に最善の策である。原発維持と併行して、日本近海の海底ガス田等の開発に注力し、エネルギー供給元の多様化を図るべきと思う。

２、昨今の日本の反原発運動はあまりに感情的・滑稽で身勝手過ぎる。脱原発政策のドイツのように原発推進国である隣国のフランスから電力の供給を受けているのは、身勝手ではあるが、
陸続きだから出来る。日本の場合は不可能である。また、再生可能エネルギーの固定価格買取制度・「賦課金」負担方式も納得できない。（「太陽光発電」を導入できない貧乏人ほど、高負担を
強いられることになる）
　
３、産業界にとって、高電力コストは死活問題であり、国内空洞化・技術力の廃退につながる。また、原子力技術の維持向上は日本の安全保障にとっても、核抑止力として、有用であり重要と思
う。現在の日本を取り巻く国々は「核」で恫喝する敵対国家ばかりである。

27016 個人 その他 ７０代 男性 原発は将来的にはゼロとする。 (1)まず第一に福島原発事故の原因を徹底的に究明して世界に公表すること。
(2)国は福島原発の収束に全力を注ぐこと。
(3)国は福島原発の避難民が幸せな生活に戻れるよう、経済的、精神的支援を十分行い、安心させるこ　とが最も急がれる。
(4)国は福島原発の被爆者に対し生涯にわたり健康管理をおこなうこと。
(5)現在の日本の原子力発電の技術は安全性において未熟なものであることを福島原発は世界に証明し　ている。
(6)大飯原発の再稼働は乱暴すぎる。
(7)今は自然エネルギーの開発に全力を注ぐ時である。
(8)現在ある原発は地震、津波、テロなどに十分に耐えられる世界一安全なものに作り変え、日本国民　および世界の専門家の批判を仰ぎ、安全が確認できれば設立後４０年間の再稼働をみと
める。

27017 個人 無職 ６０代 男性 今ある原発は、即時廃炉にし、電力は全て再生可能
なエネルギーに依拠すべきである。

　科学がいかに進歩しようと、放射能のセシウムやストロンチウム等の危険性を除去できるわけではない。また、無害化の時間を短くできるわけでもない、原発が一旦事故をおこしたら、、２０００
度以上の高温を発して生物を死に至らしめるだけでなく、手の施しようのない放射能は、100年単位、３００年単位の長期間地球上のあらゆる生物の命を蝕んでいく。
　事故がおきれば、安全性の担保などまったくないのに、このような危険なエネルギーに文明の進歩を委ねようなどとは余りにも無謀で、あさはかで、常軌をを逸していることは、幼児でもわかる
ことである。
　生活の道は、日本国民全ての叡智を結集すればこんな危険な原発に頼らなくても、別にあるはずである。
　国民の命を危険にさらし、国土を破滅に導くことさえある原発の建設、稼働は絶対にしてはならないと思う。

27018 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 核物質を使用する一切の活動を即刻禁止する事を希
望します。

核物質を使用する一切の活動を即刻禁止する事を希望します。これは日本以外の国・機関を含め同様です。あれを再稼働しなければ昨年の3.11で体験したもの以上の恐怖が訪れるのでしょう
か。タイミングは今がベストなのに再稼働するとは。世界中の子孫に今より上の安心をプレゼントしたいと思います。地球は次世代からの借り物です。
国家主導によるクリーンエネルギーへのシフトおよび開発を希望します。

27019 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 2030年の電力に占める原発の割合0％ 福島の原発事故で、事故が起きると大変なことになることを知りました。目に見えない放射線が降り注ぎ、放射線量が高い地域は住むことができなくなります。そんな恐ろしい事故を起こす可能
性がある原発はなくしてほしいです。

27020 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発を廃止し、再生可能エネルギーへの転換を図る
べき。使用済み核燃料や放射性廃棄物の処理等、原
発には解決の糸口さえ見えない問題が多過ぎる。

福島の原発事故を経験してなお「原発維持」を謳う方々は、「脱原発」の主張を「感情論だ」などと一蹴し、今後も原発を維持することこそが合理的かつ理性的なものの考え方であるとうそぶいて
います。ですが、これまでの原発政策の瑕疵や失敗について何ら責任を取ろうともせず、性懲りもなく未だ原発維持を唱える政・官・業・学、等々の方々の主張は、もはや何の説得力もありませ
んし、その信頼は地に堕ちたと言っても過言ではありません。それでも原発に固執したいのであれば、原発維持を訴える方々全てが自ら体を張り、今もなお危機的状況にある福島原発において
当該事故の収束にあたるべきです。もはや、そうするよりほかに、失墜した国民の信頼を回復させるすべはないように思われます。安全な場所に身を置きながら「国民のため」「生活の豊かさの
ため」「経済政策重視のため」などともっともらしい主張を繰り広げる一方で、原発事故の収束という危険極まりない作業は末端の労働者に押し付けるなどといった姿勢はあまりに理不尽であり
到底容認できませんし、多くの国民が抱く不信感はますます深まるばかりでしょう。他にも、使用済み核燃料の問題や放射性廃棄物の処理等、解決の糸口さえ見えない問題が山積しています。
そもそも、環境に多大な負荷をかけ、かつ、誰かの犠牲の上でしか成り立たない「豊かさ」とは一体何なのでしょうか。原発は廃止し、速やかに再生可能エネルギーへの転換を図るべきだと考え
ます。

27021 個人 法人等 ２０代 男性 反原発の末の企業の工場国外移転は、雇用の喪失
を招き、原子力やCO2を国外に押し付けているに他な
らない。これ以上税収が悪化し、社会保障がままなら
ない事態にならないためにも、原発は最低限現状維
持をすべき。

　日本は工業立国である。資源を買い、製品に加工し、輸出をしてきた。そして今現在でもそうだと考えています。(財務省貿易統計を参考)
これから、原発削減をすすめる風潮に乗ってしまえば、電気料金は引き上げられ、只でさえ円高でダメージを受けている企業は、今にもまして、どんどん工場の海外移転をすすめる。そうなれ
ば、国内は雇用は守れない。
　私が思うのが、企業が国外に移転した場合、現地ではどのような電力を使うのかということ。コストを考えれば企業は当然、先進国ではなく発展途上国を狙う。その国々は自然エネルギーを推
し進める体力があるのか。あったとしても、「経済成長を重視」し、火力や原子力を使うのではないか。日本人が今の文明の利器を手放せない以上、国内で生産していないものは海外から買うこ
とになる。これは、原子力やCO2を海外に押し付けていることに他ならない。反原発を掲げるのは良いが、そこまで考えている人はいるのか。
　私は日本がこれからも高い経済力・技術力・社会保障・安全保障を維持し続ける為にも、原発は適時最新の型に更新しつつ、最低限現状レベルは必要だと思う。
　エネルギー政策は長期間にわたって議論を深める話であり、目先の状況で決められる話ではないと考える。
　政府は、反原発が推し進められたらどうなるか、国内の企業活動、貿易収支、などなど広範囲を考慮し、メディアを最大限活用し、すべての国民に具体的にきっちりと説明すべきである。

27022 個人 その他 ２０代 女性 原子力発電に代わるエネルギー策を進めて下さい。 福島第一原発から学んで下さい。
何のために事故は起きたのでしょうか。

27023 個人 自営業 ５０代 男性 (1) ０シナリオ 　東日本大震災での福島第一原発事故の現状を見ていて、いかに原子力発電所がエネルギー（発電）に優れたものであっても、放射能、あるいは放射性廃棄物という2012年における人類では
（完璧に）コントロールしきれない生成物を生み出す以上、選択肢はないと思います。

・原子力発電依存の脱却
・放射性廃棄物の処理
・代替エネルギーの開発．転換

　これは日本に限定されることではなく、地球上の人類全体の問題として取り組むべき問題と思いますが、まずは事故の発生した日本において早急に取り組むべきことであることは間違いあり
ません。

27024 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 ゼロシナリオを支持。が、意見交換・説明が一般国民
に対して不十分なまま、ただ提示された選択肢の中
から選べというのはあまりにも軽率だ。省エネや温暖
化対策防止目標はどれも不十分で新しい選択肢を用
意するべき。

何よりもっと時間をかけ、情報をきちんと公開し、国民一人一人が真剣に今後のエネルギー対策を考え選択する機会をつくることが、まずもっとも大切なのではないでしょうか？
だだでさえ夏場のイベントごとが盛んで、しかもオリンピックの開催など重なり、メディアや大衆の目がそちらに集まるのはいたし方が無いことであり、この時期にパブリックコメントを締め切るの
は妥当だとは思えません。
そもそ選択できるほどの知識も持たないのに、なんとなくで選んだこと、ましてはコメントをしない人の数のほうが圧倒的に多い中、その結果が「国民のこえ」として反映できるはずがありません。
原発支持派と原発反対派の専門家の意見や資料をもっと一般人にも分かりやすく解説し、意見交換会を市町村単位で開くぐらいのことは必要だと思います。そうした後、各自が選択できる部材
を持った時点で国民投票を行うなら、まだ意味のあるものになるのではないでしょうか？

今の私の乏しい知識では、放射能の汚染や放射能廃棄物の門題が残る中原発の隣で子供を育てたいと思えない以上、原発反対の姿勢をとるしかありません。
それでも次世代のクリーンなエネルギーとして研究を続けないといけないと言うのならば、世界中のトップの技術者を一箇所に集め、廃棄物の処理などの問題を全て解決してからでないと、実
用はしてはいけないと思います。

またのエネルギー問題が経済問題と切っても切り離せないことは誰もが承知のことであり、同時に考えて行く他ありえないと思います。
大国の軒並みの経済不振からみても、今までのような経済成長はもはや頭打ちであり、1972年にローマクラブが発表した「成長の限界」が訪れたのではないでしょうか？
大量生産大量消費で資源を食い荒らして作ったものが大量にあまり、さらにコストを下げるために大量に作り、人件費を削り雇用は下がり、残業は増え心身を蝕んでいく・・・そして作られたもの
が大量にあまる。
人も地球も有限であり、拡大し続けることなど不可能です。
たとえ資源が果てることが100年以上先の話であっても、自らの首を絞めながら成長を夢見つづけるなどあまりに滑稽ではないでしょうか？
社会主義を支持している訳ではありません。でも成長可能ではなく、持続が可能な社会がいかなるものか考えるときだと思います。

27025 個人 自営業 ５０代 男性 エネルギー安保のためにこそ原発反対、即日廃炉、
自然エネルギーの推進

人間が作ったものにトラブル０はあり得ない。一度福島のような過酷事故がおこれば燃料がなくなるまで止まらない。
 火力は例え同じような事故があっても原油がなくなればいずれ止まる。
 
核廃棄物はもうすぐに溢れかえる。

核燃料が安いと言われているが、ウラン鉱山労働者はその地域が被曝の危険や彼らからの搾取によって成り立っている価格であろう。

テロ対策から考えても周辺設備を数人で破壊してことは容易である。フランスでさへ反対派が一週間も各施設内に隠れることができた。日本がフランスより徹底した対策を施しているとは到底考
えられない

国土の単位面積当たりで比較すれば米国の十倍も原発をこの日本は今現在所有している。もう一機（大飯）で一旦事がおこれば日本人はどこに避難するのであろうか。

溶融温度が一千度の容器に、一旦暴走すれば二千七百度に達する核燃料を格納するなどは、論理的に矛盾している。
 その矛盾を糊塗するためにあらゆる嘘がつかれている。

原発は真のエネルギー安全保障にはならない。自然エネルギーの拡充などによることこそ、自立した国家への道であるー

27026 個人 その他 ６０代 女性 地震国日本においては原発は即時に廃炉にし、自然
エネルギーに転換すべきです。

福島の実態を見て、孫子の代ではすまない長期にわたる放射能汚染の影響を考えると、自然エネルギー政策による産業を育成していくことが必要と思います。

27027 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロシナリオを選びます． 原発ゼロシナリオを選びます．その理由は第一に原子力発電のゴミ処理や廃炉方法に関して何も解決できていない段階でこのまま原子力を使い続けるのはあまりにも無責任すぎる．将来の世
代へ安全安心を引き継いでいくためにもこれら問題を抱えたままに原子力発電をいまのまま無責任に使い続けることは許されない．第二に福島の原子力発電所で今回起きた事故が収束も出
来ていない状況で，他の原子力発電所で同じことが起きないとはいえず，この悲惨な状況を生み出す可能性があるものは使えない．事故が起きたときに元に戻せないものや，その戻し方すら
わからないものを，どうして使い続けることが出来るだろうか．
今こそ思い切って新しいエネルギーや価値観を作り出していくときではないだろうか．現代だけでなく将来の世代に責任を持つためにも．

１．シナリオの選択について
　私は３つのシナリオのうち「15シナリオ」を相当と考えます。
　「稼動40年から45年を経過した原子力発電所は停止・廃炉とする」ことを前提とし、それによって減少する電力供給分を補えるように自然エネルギーを普及させていくことで、国民・経済へ過大
な負荷をかけることなく自然エネルギーへの転換が進むと考えるからです。
　ゼロシナリオは理想ではありますが、急速にIT化が進んでいる経済活動や社会の状況、技術開発や住宅の更新の早さなどを考慮に入れると無理があります。一方で原子力発電を使い続け
る20～25シナリオは、地震国日本の選択としてはリスクが高く、古い原発の更新は国民感情からもリスクからもペイしないと考えます。
　先述した、原発寿命による廃炉を基準とすれば、計画性を持って確実に脱原発が推進されるだけではなく、国民にも明確にその方向性が監督できることから、透明性・公開の観点からも受け
入れやすいと思われます。また段階的な脱原発が保障されることで、経済界も長期的な視点を持った技術開発・生産のコントロールが可能になるのではないでしょうか。

２．2030年以降の方向性について
　一方で、当然のことながら2030年以降も脱原発の方向性を維持し、最終的に2050年前後には稼動する原発をゼロにすることを期待します。2030年までのエネルギーシフトが円滑に進めば、そ
れ以降の完全転換までのビジョンも描きやすいはずです。
　原子力発電は、二酸化炭素排出量の削減の観点から見ればクリーンエネルギーかもしれませんが、廃炉・使用済み核燃料の取扱・核兵器との兼ね合いなど、それ以外のリスク・コストが非常
に大きい発電方法だと思います。廃炉後の処分方法や使用済み核燃料の処理方法が確立されていない状況で「積極的に原子力を使い続ける」という判断をするのは、後の世代にとっても、国
際社会にとっても非常に無責任なことです。これらの技術の確立を急ぐとともに、可能な限り速やかにエネルギーシフトを進めていくことを、政府・産業界には望みます。
　2030年での目標を第1段階として、2050年（前後）に原発をゼロとすることを最終目標とし、その時点においてめざす火力／再生エネルギー比率も同時に提示してほしいと思います。
　
３．自然エネルギーの内訳について
　日本は自然エネルギーについて、太陽光・風力・地熱・水力が主軸とみなされています。このうち太陽光発電以外の３つについては地理を選ぶほか、大規模水力発電については環境保護との
兼ね合い、太陽光についてはエネルギー変換率の相対的な低さ、太陽光・風力に関しては頻繁な設備更新の必要性に伴うコスト、など、課題も残っています。これらについて課題を解決して推
進していくとともに、私はバイオマス（木質）発電と波力・潮力発電の拡大を提案します。
　木質発電は、カーボンニュートラルの考え方からクリーンエネルギーと言えるだけではなく、林業や製材業などの関連産業を活発化し、国産木材の供給を促進する効果も期待されます。現在
国内の森林において間伐などの管理が十分になされているのは10%に満たないとも聞きます。それは林業従事者の労働環境がよくないこと、輸入材の価格に押されていること、間伐してもその
運搬・加工に労力がかかるうえに活用先に乏しいこと、などによるものです。
　林業そのものへの支援を拡大し、定期的な間伐が行われることで、木材の地産地消も拡大し、木質バイオマスも安定的に供給されるうえ、安定的な森林管理が担保され、森林の二酸化炭素
吸収率が向上し、鹿害なども減少することも期待されます。エネルギー政策にとどまらない効果を十分期待できるのではないでしょうか。
　また潮力・波力については、国内全域で活用しうる技術であり、とくに浮き型の発電機による発電は漁業資源の回復にも役立つと仄聞したことがあります。こちらも漁業振興との一石二鳥が期
待できる、活用に値する技術だと思います。
　化石燃料や核燃料の自給率が低い日本において、見出しうるエネルギー資源をフル活用し、多くの手段から電力を確保していくことが肝要と考えます。

４．エネルギーに関する国際貢献について
　いわゆる「原発輸出」については、大事故を起こした今となっては国際社会からの共感は得られないと思います。仮に輸出先国が地震国でなくとも、内戦や暴動、ほかの自然災害、人為的事
故・トラブルなど、原発事故を引き起こしかねない要因はいくらでもあります。ましてや今回の事故の教訓が技術として確立されていない状態で「安全です」ということは無責任ともいえますし、仮
に事故があって「大丈夫だと言っていたじゃないか」と言われれば返す言葉がないのではないでしょうか。
　原発技術の輸出はやめ、自然エネルギーの開発促進や原発防災について他国と協働していくことが、今の日本が担うべき役割であると思います。

５．電力料金について
　この１年半、私たちは「意識すれば電力使用は減らすことができる」と学びました。現在、脱原発に伴う火力発電の割合増加による電力料金値上げが話題になっていますが、私は一定程度の
値上げは容認すべきと考えています。自治体でのゴミ排出への課金と同様、意識せず電力を浪費してきた生活を見直し、生活に伴う使用電力量を把握すると言う意味で、いい契機になったと思
うからです。もちろん命にかかわる節電は避け、必要以上の値上げは避けられるべきですが、必要であれば国民も値上げを受け入れる姿勢を持つべきだと思いますし、持ちたいと考えていま
す。
　そのためにも、政府や電力企業には、値上げが妥当である理由や、着実なエネルギーシフトを進める決意・意欲、そして脱原発へのステップと達成状況を明確に国民に示し続けることを強く望
みます。

以上

27015 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 私は「15シナリオ」を支持します。原発を寿命にあわせ
て廃炉し、自然エネルギーで補うことで、安定して脱
原発ができると考えます。同時に2050年時点での原
発ゼロ、より多様なエネルギー資源の開拓も望みま
す。



27028 個人 家事専
業

４０代 女性 原発ゼロシナリオ（即時） 原発がなくても電気は足りていること、福島第一原発は今も危機的状況が続いており収束していないこと、これからまた大きな地震が必ず起こること、世界に迷惑をかけていること。即刻全原発
を廃炉にしてください。

27029 個人 自営業 ３０代 男性 ゼロシナリオを支持します 核燃料サイクルは実質不可能。高レベル廃棄物の最終処分方法も未だ見つかっていない。水力・火力を中心に再生可能エネルギーも開発していくべきである。

27030 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発は０％にするべきです。 原発を０％にする理由は下記内容からです。対処方法が確立されてから、原発の稼動有/無を検討するべきです。
<理由＞
(1)原発事故が起きた場合、対処方法がないことです。
(2)使用済み燃料の処分が出来ていないからです。

27031 個人 自営業 ４０代 男性 原子力への依存は０％でなければならない 人道的に原子力を運営することが不可能であると考える。原発立地地元は継続したそうだが、仕事があれば、それが原発でなくてもかまわないだろう。とにかく、原発を爆発させてしまう様な組
織に原発を運営する資格が無い。

27032 個人 会社員・
公務員

６０代 女性 原発０％
選択方法も問題です。３選択でなくあるかなしかです。

何よりも命が大切です。
世界的な事故が起こり、多くの人が
大変な苦しみをしているのに
一部の人の利益のための再稼働など
広島・長崎に苦しんでいる国の
選択でしょうか？
民主党には以前期待していただけに
がっかりです。
民の声を聞いてください。

27033 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロシナリオを選びます。 原発ゼロシナリオを選びます。

安全性について。
電力は足りているのに、原発という、事故時のリスクが高い発電方法をとる必要はない。

電力の安定供給について。
不測の事態に備えるための予備電力として、自然エネルギーを活用する。

コストやCO2の削減について。
火力発電を、効率のよいシェールガスに転換していく。

いますぐに原発を止めて、廃炉工程へ。
使用済核燃料の最終処分について、議論をはじめるべき。

27034 個人 自営業 ４０代 女性 大飯原発再稼働反対。いますぐ止めて、脱原発を推
進して下さい。

野田首相は、原発の安全性を確認して大飯原発再稼働というが、どのように安全性を確認したのか。福島原発事故はまだ収束していないし、事故原因もわかっていない。その最中でどう安全
性が確認できるのか。できるはずがない。国民に嘘をつき、巧妙に欺くような政治はやめてほしい。
福島原発事故のせいで、どれだけ多くの人がいまもなお苦しんでいるのか、また、これから多くの子供たちが放射能に起因する疾患に罹患する可能性もある。現状への理解や思いやりがあれ
ば、日本の／世界の未来を愛おしむ気持ちがあれば、原発を根絶していくしかないことは自明の理。
命がなによりも大事。一部の原発利権者を優遇するのはやめて、脱原発を推進してほしい。

27035 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 （１）ゼロシナリオを選択します。
しかし、「2030年までに」という期限には反対します。
「可及的速やかに」以外には表現しようがありません。

日本における原発の商用運用は、下記一覧に述べる理由で反対します。

また、活断層や炉および周辺設備の老朽化状況など、311後の視点に立ち、正当性の高い調査方法を検討した上で、改めていつまでどの炉が稼働できるかを決定すべきであり、あらかじめ「10
年間」「20年間」といった期限を設定することはまったく不条理です。

＜日本の原発商用利用の不可能性＞
・核廃棄物の処理方法が何十年もの間開発できておらず、今後も見込みがない。廃棄物は百万年単位で保管しなければならず、それをこれ以上増やすべきではない。
・原発における被ばく労働は、他の労働リスクに比べて死亡や発病のリスクが格段に高い。特にリスクが高い仕事は、現行の基準でまかなえず、基準を適用しなくてよい外国人や身元不明の弱
者に押し付けられている証言が多くある。このような非人道的労働によって成り立つ原発の商用利用は、人道的にみて許し難い。
・日本は世界一大地震が頻発する国である。また、10年ほど前から地球は地震活動期に入っている。大地震発生の確率が全国的に高く、しかも国土が狭く逃げる場所を持たないような国で、事
故の際の被害が大きすぎる原発を建設すべきではない。
・原発は大企業を儲からせるだけ。地方には国から多額の交付金が出るいびつな構造。こうしたいびつな経済構造を継続すればするほど、最終的には日本における経済格差は広がり、日本人
全体の不幸度は高まる。
・原発は失敗できない
「通常の技術は、百パーセント完璧にできていることなどあり得ないので、故障や事故のたびに改良改善し、安全性を向上させる」一方の原子力は「一度大事故を起こせば修復不可能で、人類
の破滅につながる。
・一度でも大事故を起こせば経済優位性がふっとぶ
・原発のリスクは予測不可能
・これまでの事故対応を見ていて、政府も電力会社も、原発のような失敗の許されない致命的な設備を運用できるだけのプロセスを設計できていない。原発を運用するには能力不足である。

27036 個人 自営業 ４０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます。 昨年の福島第一原発の事故で、広範囲の地域が放射能で汚染され、今も多くの人たちが避難生活をしいられ、帰る見込みも立ちません。農作物も海産物も、安心して口にできなくなりました。と
ても悲しいことです。
原発はリスクが大きすぎます。子供たちが安心して暮らせるよう、再生可能なエネルギーへの転換をできる限り早く図ってほしいと思います。

27037 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 将来のエネルギー基本政策を検討するにあたり、偏っ
た情報、現況を基にした議論は、国の将来を危うくす
る。もっと、時間をかけた議論と国民任せにしない政
治力を発揮していただきたい。

原子力「０」を主張される方も冷静に判断しているとは思えないほど、偏った意見が多い。
中立であるべき経済産業大臣も本来、原子力反対の意見をお持ちのようで、反対される方の立場を支持する発言も多く、選挙のための発言ではないかと感じることもある。国の将来を考えれ
ば、エネルギー資源の殆どを海外から調達している我が国にとって原子力が必要であることは明白である。政治なり政治家が責任をとる姿勢を示さず、議論だけを進めては、いけない。本当に
重要な政策は、国民的議論で進めていくだけでは、国を滅ぼしかねない。強い政治力とリーダーシップを、今こそ発揮すべき時である。

27038 個人 その他 １０代以
下

男性 ゼロシナリオ 国内全ての原発を今すぐ止めるべき｡
利権より､電気より何より命が大事｡

27039 個人 その他 ６０代 男性 １＞商業原発ゼロ％へ ２＞研究・実験は持続必須 １＞使用済み燃料を日本では処理できない。２＞不公平・差別を伴う構造となる原子力発電はなくすべき。３＞将来への発展、それに廃炉に伴う研究は続けることが必要。

27040 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」。 正直、即刻原発０の場合、経済に対するインパクトが多少あります。ただし命には代えられません。命があれば次の手段が考えられます。

27041 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 男性 政府の提示した案にはないが、原発の比率は３０～４
０％程度は必要と思う。

安価かつ安定した電力は経済の重要なインフラ。政府は将来に向かって日本の再生戦略なるものを策定したようだが、安定した電力が提供されなければ、日本から企業が脱出し、雇用の場が
なくなっていくのは当たり前。

政府の役割は国民に雇用のインフラを提供することが仕事のはず。原発比率を下げれば、国内への事業所立地は減少して雇用の場はその分なくなってしまうのは一目瞭然。
地震や津波で原発事故が起きたことは不幸ではあるが、だからといって日本経済を沈没させてよいという理由は成り立たない。
安全確保をしながら原発を稼働させるとともに、新規の建設を積極的に推進していくべきと思う。

27042 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 エネルギー比率０％支持 東日本に対する落とし前がついていないのに、東日本に住む人達、原発事故の対応をしている人達の目を見て堂々と、原発使用を支持するなんてことは、図々しくも恥ずかしくて言えません。
終戦記念日を控えて、益々、原爆の被害を受けた国として、原発使用を見直すべきではないかと考えるようになりました。
福島県に住む子供達が大人になった時、就職差別や結婚差別を受けるのではないか、危惧しています。

27043 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ゼロシナリオ 国内の原発全てを今すぐ止めて廃炉にしてほしい｡
東電を潰さない為に､利権やお金の為に原発を再稼動するのはやめろ｡
東電､自民党､原発を推進してきた人達は今回の福島原発事故の責任をとるべきだ｡

27044 個人 無職 ６０代 男性 2030年までに原発をゼロにしてください！ 　福島第一原発の大事故を目の当たりにして、原発という「麻薬」にサヨナラ
すべきと思いました。2030年までに原発をゼロにするという「原発ゼロ宣言」
を出し、その実現に向けた行程表を提示されるようお願いいたします。このこ
とこそ安心社会の創造に必要不可欠と思います。
　原発ゼロにどうしても不安があるのであるなら、一定期間ごとの進捗管理の
中で適切な選択肢を考え、その妥当性について議論すればよろしいのではない
でしょうか？　その不安を思うよりも、自然エネルギーの活用や廃炉に向けた
技術の開発に懸命の努力が払われるべきです。　プルトニウムの保有は張子の
虎で、時代錯誤の考えではないでしょうか？
　今も16万人からの避難者がいることを重く受けとめてください。「2020年の
グッドニュース」に「2030年を前に原発ゼロ実現の見通し」が含まれることを
願っております。ありがとうございました。

27045 個人 学生 １０代以
下

男性 「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を主張
原発に明るい未来はない。

使用済み核燃料は増えるばかり。僕たち次世代の未来に原発の付けを回すべきではない。即刻全原発を廃炉にし、エネルギー政策を転換すべきである。

27046 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を選択します。 放射能汚染や核燃料廃棄物への対応が実質確立されていない現状では、
これ以上の原発推進は将来のリスクが大きすぎます。

省エネ＆再生可能エネルギーの開発・導入により力を入れてください。
経済的負担はあるかもしれませんが、それは将来への投資でもありますし、
新分野で経済が活性化することも見込まれると思います。

エネルギー政策は転換するべき時に来ていると思います。
原発ありきの社会から脱却し、環境にも配慮したエネルギー政策を
実現することが原発事故を起こした日本の今後の使命と思います。

27047 個人 その他 ３０代 男性 1)ゼロシナリオの中で「即座の全原発停止・廃炉」と
「2030年までの原発稼働を許容」する場合を区別して
選択できる選択肢の設定とすべき。
2) 「国民的議論」のプロセスが不十分。見直すべき。

1) 現在挙げられている３つの選択肢(シナリオ)は2030年時点での原発依存度を(1)0%(2)15%(3)20-25%　とそれぞれするものであるが、(1)のゼロシナリオの場合には、「2030年まで原発の稼働を
許容する」場合から、「もっと早期に(究極的には即座に)全原発の稼働を停止し廃炉にする」場合までのかなり幅の広い可能性が含まれている。これらの選択を明確に区別出来る選択肢の設定
が必須であると思われる。新たな原発事故につながる大地震が起きることが十分に懸念される現在の状況では、「即座に全原発の稼働を停止し廃炉にする」シナリオへの国民の需要を明らか
にすることは必要である。

2) 決定までの時間が極めて短く、「国民的議論」に関しても十分な数の国民の意見を汲み上げられるプロセスになっていない。見なおすべき。
27048 個人 その他 ５０代 男性 どこにも、そして誰にも負荷をかけない夢の再生可能

エネルギー
マグネシウム発電、こんな夢のような技術があるのになぜ補助金をもっと出して実用化しないのですか？
大手石油元売りメーカーの献金の絡みですか？
そんなしがらみにばかり振り回されていると、ほんとに日本はあらゆる面で沈没してしまいますよ。
太陽光だ、風力だと言っていますが、残念ながら膨大なエネルギーを叩きだすことはまだ無理です。そうなると火力発電・・・それでも足りないからやはり原発なんて負の連鎖のような話になる。
このマグネシウム発電はすべてを解決してくれる画期的な技術です。
再生可能で二酸化炭素を出さない。電気と違って持ち運びが可能であるという面も見逃せない。

よその国が開発に乗り出す前に取り組むべきです。それが日本浮上の切り札になります。

27049 個人 その他 ３０代 男性 ゼロシナリオ 地震の巣の日本に原発を建設すること自体がきちがい行為としか思えない｡
今すぐ全ての原発を止めるべきだ｡

27050 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 国民の意見を尊重して、原発ゼロを目指すことを宣言
してほしい。

福島の事故の原因も解明できていない状態で大飯原発を再稼働させる等、国民不在の状態で物事が進んでいることに腹が立つ。
政治家（政治屋）及び厚生労働省及び経済産業省の官僚は、まず、福島に全員
行って、現実を理解してほしい。
また、原発ゼロでは、経済性が維持できないと政治家等は言っているが、やる気があれば、できないことはない。
まず、日本の将来をどのようにするかのロードマップを国民の意見を取り入れて、決めていくべき。
そうすれば、いつまでにどのような技術が必要かが、わかってくるはず。

27051 個人 自営業 ５０代 女性 「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を主張しま
す。
《政府は本腰を入れて再生可能エネルギー開発に尽
力すべき》

このパブコメ募集の前提が「2030年までは原発が維持される」というもの。それはおかしくありませんか？どういう事情があるのか、その出資者である国民につまびらかに隠さずに知らせるべき
です。もうこれ以上愚民政治はやめてください。国民を騙すトリックを仕掛けないでください。再び事故が起これば、日本は再起不能になります。住むところもなくなり、第二のユダヤになってしま
います。自分の子や孫にそんな体験をわざわざさせる国政などいりません。心底国民の命と国の存続を考えるならば、政府は自然エネルギー比率を増やすスケジュールを国民にしっかり示す
べきです。

27052 個人 学生 １０代以
下

男性 Japanese government, Tepco and the mass media
concealing information about Nuclear Disaster

I personally believe that Japan does not require Nuclear Reactor because of the Fukushima Daichi disaster that happened in May 11 2011. That catastrophic disaster has truly leaded to crisis,
but I believe that this disaster is not finished yet. First of all nuclear material such as Cesium and Strontium has been spread around through Japan by the Fukushima Daichi. I believe the
mass-media and the government is concealing information from the Japanese citizens because they are not notifying of the danger of these nuclear material. The government is trying to tell
us that these nuclear materials are "harmless" and does not "lead to immediate danger", but I think this is completely a lie. Nuclear material such as cesium and strontium spontaneously
emits harmful alpha ray, which is extremely hazardous when ingested to our body. As I stated before, these nuclear material have been spread throughout Japan, and also to the farmlands
where we grow our food. Cesium and Strontium has a extreme long half-life, which means that it takes a long time for it to disappear or decay, therefore we are continuously eating food that
is radioactively polluted. You said that we will not be in "immediate danger" but what will happen to us in long term? I am sure that more and more Japanese people (especially young children
as children are more influence by internal exposure to alpha ray than adults) will have cancers and leukemia. The government should appeal more to the Japanese the danger of nuclear
reactor to the people, and to avoid future danger to the children.
Also I disagree on reactivating the other nuclear reactor in Japan and also building additional nuclear reactor. Japan is known as a frequent earthquake zone by the world and I think it is
foolish to depend on nuclear reactor when we have many earthquakes happening to our surrounding. Tepco states that these reactors is safe and can withstand earthquake, but the 3.11
earthquake proved that these nuclear reactors are not safe at all. The Japanese government should notify all the Japanese citizens that we are living next to a great risk. Tepco should bear
more responsibility that they told lie to the Japanese people and consequently taking the living place of the resident of Fukushima.

27053 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発依存は、ゼロに
自然エネルギーの活用を進める。

１００％の安全が保障されない原子力エネルギーの利用はやはりやめるべきである。
自然エネルギーは、現時点では割高ではあるが、今後の技術の進歩と量拡大でこコストの低減は必ずできる。



27054 個人 家事専
業

４０代 女性 原発即時廃止と福島県および周辺放射能汚染地域
の住民の救済

地球上のあらゆる生命と共存することのできない原発というエネルギーは、もはや時代遅れであり、且つ全く未来がないエネルギーだと思います。
今原発を廃止しなければ、無駄なお金を費やし同時に人間だけでなくその他多くの生命を奪うことになるのはもうはっきりしています。原発はもう要りません。
そして、１年５ヶ月もの間被爆させられ続けている福島やその周辺地域の人たちを一日も早く助けてください。原発事故後、私の友達、知人、友達の家族がどんどん亡くなっています。私は放射
能のせいだと思っています。
私の家族友人は全員南東北、関東に住んでいますから。
大事な人を奪われた恨みは大きいですよ。

27055 個人 無職 ６０代 男性 原発は火力に次いで今後も重要な電源であり、２０～
２５パーセント程度の比率は維持すべきである。

・電源については特定の供給源に依存し過ぎて供給遮断が起きることがないように出来るだけ多様化を図っておくことが必要である。今後も原発は火力に次いで重要な電源である。その比率
は現行に近い数値が望ましい。
・火力のもとになる石油、石炭、天然ガスなどの化石燃料は中長期的に枯渇が懸念されており、今後ますます供給量、価格とも購入条件が悪化すると考えられる。また、政治や戦略上からその
供給が不安定になりかねないことは経験済みである。
・再生可能エネルギーへの期待が大きいがヨーロッパの一部の国を除き実績も少なく、先行きもかなり不透明なだけに大きな依存は危険である。ヨーロッパで再生可能エネルギーの主流となっ
ている風力発電は山岳の多い我が国の地理的条件から多くは期待できず、太陽光発電に多大な期待がかけられているが、お日様しだいという特性から、その稼働率は１０数％に過ぎないとい
われ、基幹電源とはなりえない。家庭用としてどれだけ普及していくかであろう。
・節電については、家庭用は我が家（普段から節電済み）の経験からはそれほど余地がないと考えている。
・原発は今回の事故を教訓に十分な対策を取れば深刻な事故は防げると考える。
・世界、とりわけ新興国を中心に知見を活かした「安全な原発」の開発が進められている。
・原発の弱点である使用済み燃料の処分であるが、世界共通の課題であり世界規模で考えて知恵を出していくしかない。

27056 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 選択肢の設定にいろいろと疑問はあるが、3つの中か
ら選ぶのであればゼロシナリオである。

選択肢の3つのシナリオは、原子力以外の他のエネルギー源の比率も規定されているが、8月12日までに、なぜ原発以外のエネルギー比率も急いで決めねばならないのか理解できない。福島
第一原発事故の原因、被害の全容、他の原発の安全性も確認されていないなか、現時点で決めるべき事項は、原発をどうするかのみである。この観点からからすると、今回のパブリックコメント
に対する意見は、大飯も含めて原発は即時停止、再稼働無しである。他のエネルギーの割合はもっと時間をかけて決めればよい。なぜ拙速に決めようとするのか、不信感でいっぱいである。
また、シナリオの内容以前に、今まで原発を推進し、福島の事故を過少評価している政府、東電、財界、学者、政治家はまったく信用できない。このパブリックコメントの結果を政策にどのように
反映させるのかも明らかでない。原発安全神話をばらまいてきた者たちが、相変わらず責任もとらずに将来を決めようとしている。このパブリックコメント自体も茶番ではないか。しかしながら、茶
番であっても、一般国民は意見を言う場が少ないので、貴重な時間をさいてこのコメントを書いている。このパブリックコメントを処理する官僚も子供がいる人は多いだろう。あなた方は子供に対
して、「お父さんは国民や原発事故被災者のために、誇りを持って仕事をやっている」と言えるのか。パブリックコメントの結果とその扱いを、国民は見ている。原発が無いと日本の産業が競争力
をなくし、国が衰退すると吹聴する輩もいるが、このような事態を引き起こし、事故後も醜態をさらしている日本は、世界中から信用を失っている。原発事故も悲しい事態だが、このような政府を
もっていることはもっと悲しい。この悲惨な事態を乗り越え、若い人が希望が持てるような国にするためには、原発を可能な限り早くゼロにし、再生可能エネルギー技術で世界の先頭を目指す以
外に道はない。

27057 個人 家事専
業

３０代 女性 ３択ならば、ゼロシナリオに賛成。 どうしても２０３０年目標を作るなら３～５％でも可だが、１５％シナリオでは原発全廃に向かっているとは到底認められない。せめて１００年以内には全廃・全解体処理終了になってほしい。

再生エネルギーや節電等では間に合わないのであれば、電気代が高くなってもやむを得ないと思う。その代わり東電などの電力供給元および国は、既存原発の解体処理を先延ばしにせず進
めて、結果を国民にしっかり公表してほしい。

原発がなければならない理由がどうしても分からない。
景気とか金とか産業も大切かもしれないが、命には代えられないでしょう。
比べるレベルが違う。
子供・孫世代を常に命の危険と向かい合わせにする気ですか。
これ以上、破壊行為の責任を次世代に持ち越すようなマネはできません。

27058 個人 その他 ６０代 女性 1．原発ゼロシナリオを選びます。
福島原発事故が現実となったいま、原子力政策は、
早急に転換すべきです。
核燃料サイクル政策はただちにやめるべきです。

１．2030年までに原発ゼロを達成するために廃炉シナリオを作成し順番に廃炉にしていく
２．核燃料サイクル政策はただちにやめる。もんじゅも、六ヶ所再処理工場も、何年かかっても完成出来ないことを直視すれば、これ以上無駄なカネを使うことは無意味です。加えてＭＯＸ燃料
加工工場の建設もただちに中止する
３．建設中の原発は、建設中止
４．計画中の原発は、中止
５．原発輸出の中止
６．エネルギー消費を少なくする政策へ転換。エネルギー多消費型構造から脱却する。廃熱削減政策を追求する

27060 個人 自営業 ５０代 男性 原発はいらない！ そもそもコントロール出来ないワケだし、原発の需要の割合は低く、無くても全く問題ない。

27061 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 ゼロシナリオを選択します。 先日大飯原発が再稼働されましたが、ひとたび事故が起こると人類では制御できない原発を、この期に及んで再稼働するとは、同じ人間がしていることとは思えません。
「事故は絶対に起こらない」とか「事故が起こっても大丈夫」とか、まさかそんなことは信用できません。
福島の原発は廃炉にも出来ないだろうと言われています。「原発反対派は感情論で反対する」という方もおられるようですが、原発事故の収束もつけられず周りに放射能をまき散らした日本が、
一体どの口で「原発再開」「原発技術の輸出」などと言えるのでしょうか。
日本の原子力技術が優れているのであれば、廃炉にする技術へ活用すべきですし、代替エネルギーへの移行への道を探るべきだと思います。
原発も実は一部の人間の利益の為に進められているように思えます。
原発のある地元で再稼働賛成の声がある理由には、働き口や収入が原発に依存しているため生活が困窮する人がいるからでしょう。原発にかわる産業を模索することが先だと思います。
東京で市民レベルで毎週行われているデモが無視されるのであれば、日本は民主主義国家ではないと私は思います。

27062 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 「ゼロシナリオ」を支持します。 将来のことを考えれば、このまま原発に依存したエネルギー政策を続けていくのはあまりにも危険だし、自然エネルギーをもっと重視して推進していかなければならない時が来ていると強く言え
る。
但し、地球温暖化対策については不十分なので、その点についてはもっと検討するべきだとは思われる。

27063 個人 自営業 ４０代 男性 日本から原子力発電所は全廃すべきだと考えます。 福島第一原発で発生した事故の大きさ並びに、未だに収束していない現実を見れば。日本に原発を制御する能力がない事は明白です。したがって、2030年までに○％となどという考え自体が
大きな誤りです。即刻、大飯原発を止め、他の休止中の原発ともども、廃止する方針にしていただきたいと考えます。

27064 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 「ゼロシナリオ」を支持します。石油、天然ガスといった
火力エネルギーのイメージを見直し、クリーンで効率
のよいエネルギーとして再認識し、原発ゼロ、安価で
クリーンな火力発電の依存を推進します。

原発の安全性が担保できない、また、頻発する地震の危険性が増している中での原発をエネルギー政策に加えること自体が論外だと考えています。
地球温暖化にしてもCO2による原因かどうかも甚だ疑わしいものであり、事故が行ったときの莫大な被害など含め、原発によるエネルギー政策自体が、政策として成り立たないものと認識し、よ
り安価でクリーンな石油や天然ガスといった火力エネルギーに軸足を移しつつ、再生可能エネルギーの実用化の実証実験を進めて行くべきときかと思います。

27065 個人 その他 ６０代 男性 原発依存０％を支持します。
原発以外のエネルギーの比重を早く増やして、速や
かに原発の稼働を止めてください。

１.現代社会において電力が必要なことを否定する人はいないと思います。
ただ、電力を生み出す方法は安全を第一に考えてほしいと思います。
その点、「原子力発電」は事故がない限り効率では一番良さそうに思えますが、使用済み核燃料の後始末や劣化した廃炉の後処理のことなどを考えると、必ずしも効率が良いとはいえないで
しょう。
２.原発が事故を起こしたときの環境や人々の生活に及ぼす影響の甚大さは今回の福島原発のことを考えれば誰の目にも明らかでしょう。公聴会の時に東北電力（？）の職員が発言した「今回
の事故で直接死亡した人はいない」という内容は論外で、被災した方々の感情を逆撫でするにとどまらず、直接の被害を受けていない私の気分さえ不愉快にさせるものでした。
３.原子力発電所を抱えている自治体への過剰とも思われる助成金は「原発推進政策」の不信を煽るものです。特別なことでなければ助成金はいらないはずです。過剰な助成金を出すということ
はそれだけ「危険」ということを表しています。また、立地している近隣の自治体に対しては今回の福島の事故が起こるまで何の協議もなかったことも不思議です。
４．原子力発電に関わる様々な組織があまりに多すぎて詳細なことがわからない点も私たちに不信感を植え付けます。
５．政党に関して：民主党は東日本大震災直後の菅前総理大臣が発言した「原発政策見直し」を誠意を持って進めてください。自民党は論外です。今まで原発政策を進めてきたことを反省も謝
罪もせずにいることは厚顔無恥と言っても良いと思います。公害をはじめとしてこれだけ日本の環境を悪化させてきたことにまだ気づいていないのでしょうか。

27066 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発比率0%案を支持します。
代替エネルギー導入促進のためには、何年迄に何
kWh分導入して、そのため何年迄に何をしていくという
政策と、詳細ロードマップが必要です。実効性の検証
委員会も作るべきです。

原発比率0%案を支持します。
今回の事故は人災だったという結論が出されている通り、如何に技術が優れていてもそれを扱う人間が完璧ではありません。そしてその規制を作っている貴方がたも完璧ではないことは分かっ
ているはずです。

今回の事故で責任者が明らかになったでしょうか。
東京電力、政府、過去の政府、国会、官僚、そして国民を含め責任者が明らかにされていません。

もんじゅ開発の目途は立っているのですか？　後何年で幾ら投入すればできるのですか？
使用済み燃料はどうするのですか？
地中に埋めて100% 問題無いと言えますか？

民間保険が引き受けないものを国が引き受けて、事故が起きたらまた国民に転嫁するのですか？
そもそも、事故が起きないとまだ100% 言えるのですか？

技術者としての考えでは、100% 安全なものは経済的にもつくれません。
それより、事故が起きたときに解決する技術を開発すべきです。

しかし、一番の問題はそれを扱い規制するのが、結局は完璧ではない我々人間です。
であれば、以下に技術が優れていても、今回のように経済を優先させれば安全性は骨抜きになります。

代替技術の経済性が問題であれば開発しましょう。支持政策を創りましょう。
10～20年かかるかも知れませんが、
必要なのは政策とロードマップです。
20xx年迄に何kWh分導入して、そのため20xx年迄に何をしていくという、詳細ロードマップです。そして実効性の検証委員会も作るべきです。
国が方向性を決めれば、不可能ではないと思いませんか？

民意は選挙の結果ですが、今回のパブコメや討論会で0%案が支持されれば、それも民意ですよね？
私の答えは0%案です。

27067 個人 家事専
業

６０代 女性 原発依存０に賛成します。 放射能は目にみえない、臭いもない最悪最強のものです。私は60代で、今まで原発の恩恵受けて電気を当たり前の様に使ってきました。しかしあの福島の現実を目の前にし、チェルノブイリの
時子育て真っ最中だった自分を思い出し、子や孫、ひ孫の世代にとんでもない環境をのこすことになると確信しました。皆が少し前の時代の暮らしにもどればいいのです。０にして下さい。どんな
人にも子孫はいます。原発推進の人にもです。その未来ある子孫の為原発NOと言います。お願いします。

27068 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 ゼロシナリオをすすめる。今こそ、原発から脱却すると
き。

理由：一、震災で壊れた原発の後処理さえも先が見えていない。二、これからの日本にどれだけ電力が必要なのでしょうか。
三、多少の不便は、我慢できる。
四、今年これだけ暑い夏でも、電力に余裕がある
五、経済のためと言っても、結局、円高で企業はどんどん海外に工場を移していく。
六、少子高齢化社会で今より電力が必要になると思えない。
税金を投入して原発を勧めるより、新しいクリーンなエネルギーを開発するのに国の力を投入して欲しい。とりあえず原発作って電力を賄うというような考え方は、借金を重ねて自転車操業の日
本経済と同じ。もっと、先が見える政策をとってほしい。

27069 個人 その他 ７０代 男性 原発は０にすべき。放射能は人間の制御を超える。廃
棄する燃料棒は長く放射能を出し続ける。事故があっ
てはなおさらである。一旦事故あれば他の生物にも大
きな影響があり、地球自体を死に至らしめる。

原発は人間が扱うには無理な技術を要する。代替エネルギーを開発し、安全に生活できるようにすべきである。人間の問題だけではない、地峡そのもの、生きている多種多様な生物の生活の
場である。

個人 自営業 ６０代 男性 1000兆の借金を未来の借金を押しつけて、さらに原子
力の負の遺産を残すべきだはない、いやすでに残っ
てしまった。これ以上遺産を増やすべきではない。原
子力発電は直ちに停止するべき。

27059 　原子力発電でウランを燃やすと、プルトニウムと高濃度核破棄物ができる。
　このプルトニウムは極めて毒性が強く、ウランの1/10の量で原子爆弾ができ、現在45ｔほど溜まっており、4500発の原子爆弾が製造可能なのだ。

　原子力村の連中はこのプルトニウムの処理に困り（IAEAに厳しく査察されている）高速増殖炉というものを考えだした。世界の各国も同様の考えにより高速増殖炉の研究に着手したが日本を
除いて他の国、全てがギブアップしたのに日本だけがまだしがみついている。

　高速増殖炉がうまくいかないものだからブルーサーマルなるものを考え出した。ブルーサーマルは、例えて言うならば、ジーゼルエンジンの燃料の軽油にガソリンを混ぜて燃やすようなもので
極めて危険な代物なのだ。

　さらに高濃度核破棄物は冷却保存が40－50年間必要であり、この間電源消失が生じれば福島と同じことが起きる、いやそれ以上の惨事になるのは明白だ。さらに20万ｔに及ぶ核破棄物をどこ
に埋めるのだ。

　原子力村の人達は「福島第一原発事故では一人も死んでいない」と公言した中部電力社員の話を聞いたとき、よくぞ言ってくれたと拍手喝采したに違いない。　原子力村の人達はプルトニウ
ムと核破棄物のことなど知らないか、もし知っていても考えることをしない、幼稚で自分勝手な思考しかできないのだ。

　原子力村の人達でプルトニウムの問題、高濃度核破棄物の処理、核破棄物廃棄、原子炉の廃炉の問題を理解している人達は、今全ての原子炉を廃炉にしたら、これらの問題が白日の下に
さらされ、気の遠くなるような保存、破棄の問題及び費用が掛かるということが大問題になることを恐れているのだ。

　福島の原子力の運転期間を30年から10年延長（当時は30年。申請すれば40年）したのも経済的な理由ではなく、単に廃炉技術がなかったからだ。この状況は現在も変っていないし、将来も変
わるとはとても思えない。それ故政府が原発稼働が40年とし、さらに例外規定で60年まで延長可能としたのは、ようするに自分たちが生きている間は問題を起こしたくない、問題の先送りをして
自分たちは安泰に暮らし、楽しい人生を送りたいと思っているだけなのだ。

　原子力村の人達は自分たちの既得権を守るために、多くの嘘をついてきた、原子力発電は安全、原子力は安い、原子力はCO2は0（発電そのものにはCO0は0しかし建設、そして廃炉には想
像を絶するお金＝エネルギーが必要なのだ）、原子力は化石燃料ではない等々、そして化石燃料から再生可能な自然エネルギーの開発に投資の矛先を変えなければならないのに、その矛先
を間違った方向、つまりその芽を蝕んできた。その結果日本は世界の再生可能エネルギーの開発の潮流から完全に取り残されてしまったのだ。

　化石燃料には限度があることは、月から地球を眺めてた写真を見れば一目瞭然だ、だから最終的には再生可能エネルギー又は核融合しかない。だから原子力を直ちに停止して、再生可能エ
ネルギーの増大を図り、それが安定化したら石炭、石油、ガスと徐々に減らしていったらよい。今年（2012年）原子力止めても１部の地域で停電が起き、全体的に電気料金が上がるだろう、しか
しそれは未来の日本人への送り物と考えればよいのだ。そして最終的に再生可能エネルギーだけで2030年までには可能だと思う。（瞬間的だがスペインで瞬間的に風力発電だけで総発電量の
60％に達している。）。1945年戦後ほとんどの大都市が廃墟になりその19年後1964年東京オリンピックを開いたではないか、2030年といえば後18年もある。

　経済界の意見を聞いていたら何も進まない、経済界は今の自分の既得権を守りたいだけだし、将来の日本のあり方なんて何も考えていないのだから。野田首相の耳元で囁くのは業界団体と
官僚だけにするから可笑しな判断になってしまうのだ。全く何の団体にも所属していない、業界と無縁な町内会の10人か20人くらいの会合に出席したらよい。官僚に任せるから圧力団体がまぎ
れ混むのだ。野田首相を外から見ていると業界と官僚の言いなりになっている単なる馬鹿にしか見えない。

　結論として原子力発電を直ちに停止して、日本政府は再生可能エネルギーに軸足を移したことを全世界に知らしめれば良い、幸いにも日本には再生可能エネルギーの基本技術がある。方向
性と資金を供給すれば世界の潮流からトラック３周以上遅れている日本の再生可能エネルギーも息を吹き返すに違いない。

　全世界に向けて原子力を直ちに停止し、全力を挙げて再生可能エネルギーにかけることを声高らかに宣言したらよいのだ、それが日本を救うただ一つの道なのだ。



27070 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 (1)ゼロシナリオを選択します。

３つのシナリオの中ではゼロしかありえません。
未来に負の遺産を残してまで利便性を求めるわけに
はいきません。

　福島原発の事故で、一たび事故が起これば、人間や自然環境に多大な影響を与え、取り返しのつかない事態を招くことを知りました。
また、人類の英知をもってしても原発は制御できないし、ましてや暴走する原子炉は凶暴な「悪魔」そのものであると実感しました。
　増え続ける核のゴミを処理する技術も確立できておらず、将来へ重たい負の遺産を残すわけにはまいりません。
２０３０年とは言わず一刻も早く原発依存を脱却して、自然エネルギー主体のエネルギー政策を進めていってほしいです。
もちろん多少の不便さやコスト高は覚悟の上です。何よりも安心・安全が第一、これにつきます。

27071 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 　エネルギーは、原子力発電でなく自然エネルギーに
転換すべき。

　今回の福島第１原発の事故により、放射能汚染が広がりました。原子力に頼る限り、放射能汚染からは会報されません。子どもたちに与える影響は計り知れません。自然エネルギー開発・省
エネなどに努力し、少しでも早く原子力発電は０にして欲しい。

27072 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 福島原発事故(事件)で何も後処理が終わっていない
状況での民意を蔑ろにした、原子力再稼動に嫌悪感
を抱きました。
今後のエネルギーを考える時、とても危険な原子力発
電は即刻廃止すべきであると考えます。

100%安心安全なものはありえないのかも知れませんが、原子力はあまりにも危険です。

国土が限られ且つ地震大国であるこの国の発電所には適していません。

クリーンエネルギーを一刻も早く導入すべきであると感じます。

27073 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 「エネルギー環境に関する選択肢」に対して、
「2030年に原発0」に向けて、既存原発の全廃炉を希
望
既存の原発は全て廃炉とし、使用済核燃料をこれ以
上増やさず既存の燃料は全て直接処分をして下さ
い。

三つのシナリオを見る限りでは、15シナリオ、20-25シナリオでは、使用済核燃料は再処理される可能性がある。欧米各国が再処理には技術的に否定的な結論を出しているにもかかわらず、日
本だけがそれを頑に行う姿勢には反対。
国内の再処理場はどこもうまく機能していない。特にナトリウムを使っての冷却は非常に不安定で危険だと考える。
事故が起こった時にどのように対処するかのマネジメントができない／制御できないということは、昨年の福島第一原発の事故で世界中が知っている。制御できなくなった際に人間が被る損害
があまりにも大きいことが判った今、原子力を使った発電は続けるべきではない。
原子力発電所への依存が大きく雇用と財政を支えられている自治体が多いが、再生エネルギーへの転換を図りつつ地方の雇用もそちらにシフトして、持続できる＋自治体が自立できるように
政府は技術支援／雇用支援を行うべきである。

27074 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 原発を0％にしていきたいと考えている。 これまでの多くの原発事故により、原発が決して安全ではないことは証左され続けてきており、福島第一原発事故は、いよいよは私たちが原発に依存した生活を乗り越えて行かなければならな
い時期に来ていることを示した。再生可能な自然エネルギーの利用の探究と節電対策（個人の努力だけではなく、より電気を使用しないでも過ごせるまちづくりの志向なども含めて）を社会的な
合意にしていく努力をしつつ、私は原発を0％にしていきたいと考えている。誰かの幸せの背後で誰かのいのちや健康が脅かされる事態は、限りなくゼロにしていきたい。そう私は願っている。

27075 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 1番「ゼロシナリオ」を選択します。どうしても3択の中
から選ばなければならないとするとこれ以外にはあり
ません。

原発に対する安全神話は昨年3/11で崩れ去りました。

直接的被害だけを考えがちですが、汚染された土地とそこに居られなくなった人々の被害のみならず、健康被害を考えながら暮らさなければならない人たちの生活、そして震災・津波被害だけ
ならまだしも放射能の影響、さらには風評被害も含めてなかなか進まない被災地の復興への影響は計り知れません。

目先の経済だけでの判断は日本を衰退させます。
原発事故が起きてしまった日本だからこそ、原発に対する姿勢を変えねばならないはずです。

原発に限らずどんな物にも100％の安全はありえません。
であればいざ何かが起きたときに人間が対処しきれるかどうかが重要な判断基準になります。
現に今回対処し切れなかった日本政府、東京電力が、その反省や最終処理も出来ていない以上、原発の再稼動を進めることを大多数の国民が支持できるはずがありません。

「2030年までに原発ゼロ」ではなく、即時即刻原発ゼロを目指さなければ、起こしてしまった原発事故への反省が日本は出来ていない、と言わざるをえないでしょう。

いいかげん日本政府、そしてその長たる内閣総理大臣野田佳彦氏には目をさましていただきたいと切に願います。

27076 個人 無職 ５０代 女性 ”原発ゼロ”を望みます 未だに原発事故の原因が究明されず、被災者が救済されていない、国内の子供たちの放射能被ばくによる健康被害が懸念されている時です。二度と原発事故を起こさない為に、再稼働せず、
全ての原発を無くすべきです！日本に人が住めない地域をこれ以上作ってはいけない！子供たち、そしてこれから生まれてくる子供達に、これ以上核廃棄物を残してしまう事は、私たちのエゴ
です。
国民の血税が多額に投じられ、危険極まりない六ヶ所再処理工場や高速増殖炉もんじゅを即刻止めるべきです！
地震大国の日本で、地震が起きる度に活断層が地下にある原発への不安が募ります。
未来に渡り、安心して農業や漁業ができて、国民が安全な食品・飲料水を安心して食する事が出来る社会を望みます。
豊かな自然エネルギーを利用した分散型のエネルギーシステムの方が安心出来ます。その地域・特性にあった再生可能エネルギーシステムを住民が選択できるように法制化するべきです。勿
論省エネルギーに対する施策もその地域の沿った努力が求められます。
ゼロシナリオの２０３０年の具体像においても、核燃料サイクル政策に関して、使用済核燃料を直接処分する政策は断固反対です。
　２０３０年ゼロシナリオといわず、即刻原発ゼロにして下さい！

27078 個人 自営業 ６０代 女性 原発を廃止してください。 原発は人間ではコントロール不能のものであることが、
福島原発事故において証明されました。
この事故を終息できず、なお放射能汚染を残したままであることを
重大に受け止めてください。
私は過剰な電力使用の生活をしていません。
減速しても、健康な生活を望みます。

27079 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原子力発電を直ちに全廃すべきです。 ・人は自然の中の一員であり、自然から離れて人だけで生きてゆくことはできません。豊かで健全な自然があってこそ、人は世代を重ねていくことができます。近年、「自然との共生」という表現
がありますが、これはあまりにもおごり高ぶった考え方です。人は自然のおかげで生かしてもらっているのです。まず、この考え方を基本とすることが必要です。
・福島原発の事故で、原子力発電は人だけでなく、自然の中の他の生き物にも大きな影響を与え、地球全体の自然環境を破壊する危険性を持っていることがわかりました。また、多くの人たち
の「ふるさと」を奪ってしまうことを知りました。
・放射性廃棄物の処分問題が解決されていません。長期間に渡る廃棄物の管理を前提とする処分方法は、次代の人たちへの問題の丸投げでしかありません。
・日本は、もうこれ以上経済的な発展を目指すのではなく、世界中から「尊敬」される国を目指すときです。原発全廃と併せ、地球温暖化対策も進め、世界の範となるべきときです。

　以上のことから、日本は、原子力発電を直ちに廃止するべきです。

27080 個人 自営業 ６０代 男性 (1)「ゼロシナリオ」原発は核廃棄物の無害化処理が不
可能な欠陥システム。事故が起きた原子炉内を目で
見られず、制御すら出来ないとは、非常識なシステ
ム。内部被ばくの恐ろしさを政府はなぜ直視しないの
か。

　さんざん言い古されているが、原子力発電に対する「トイレのないマンション」との揶揄に、政府、経済産業省、原子力技術者達はいったいどう答えるのか。廃棄物を無害化できてこそ欠陥をク
リアできたと言えるだろう。しかし、物理学の基礎をご存知であれば、放射能物質を放射能を出さないように変えることなど、どんなに科学技術が発達しようと不可能。それこそ太陽に匹敵する
熱と圧力が必要であり、この地球上でそんなことなど不可能。つまり原子力発電は水俣病以上の公害であり、廃棄物処理すら出来ない大欠陥システムである。水俣病は原因が解明されたのち
工場排水を無害化する技術が開発された。しかし、放射能を基礎にする原子力発電技術は未来永劫欠陥技術のままである。そうした大欠陥システムを我々の子供や孫たちに押し付けることな
どできない。
　日本の車産業が世界一になれたのは、難題に立ち向かい、新たな技術開発を継続してきたからであろう。遵守困難と言われたマスキー法に対し本田総一郎さんはCVCCエンジンで世界を驚
かせた。今の経済界の人たちにそうした気概はないのか。新たな発電技術を開発しよう、そして世界を席巻してやろう、と気迫がまったく全く感じられない。昔の経団連には重みがあった。しかし
今の経団連の発言には正直失望するだけ。若い人たちはそうした経済界の情けない言動をじっと見ている。そして国力がどんどん落ち込んでいくだけ。

27081 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 2030年に原発ゼロ、ではなく、即刻原発ゼロ パブコメ募集の前提が「２０３０年まで原発維持フル稼働」であり、原発即時ゼロを願う国民の意思に反している。原発システム、自然条件に由来する安全性の保証がゼロであるから、政府は即
刻、全原発停止廃炉を行い、代替エネルギーの更なる開発とその比率増大を行うこと。

27082 個人 その他 ６０代 女性 2030年を待つまでもなく、原発に頼らない社会を作る
べきです。全ての原発について直ちに廃炉に向けた
作業を開始して下さい。再稼働を始めた大飯原発に
ついても、すぐに停止し、廃炉作業を行って下さい。

福島第一原発の事故は、1年半近くを経た今でも未だにその原因すら分からず、福島を中心として、世界に及ぼした被害は今後もますます広がり深刻度を高めるばかりです。このように、原発
は一度事故が起きれば、地域的にも世代的にも取り返しのつかない被害を与えます。しかも使用済み燃料の処理方法もわからぬまま、原発を使い続ける事は、10万年以上に亘って将来の人
類や地球につけを回す結果となります。このような原発は、もはや人類社会に貢献するものではなく、非常に危険且つ犯罪的なものであることが明らかです。原子力は、人間の制御できないも
のであり、平和利用など幻想にすぎなかったと知るべきです。
　日本は、広島・長崎に続いて３度まで国民的な被曝被害を受け、今回は世界に対する加害者ともなりました。この日本こそ、世界に向かって脱原発を宣言する責任があると思います。このまま
原発を推進するならば、必ず世界的に、また歴史的に人類への罪を犯した国家として記憶され、恨まれ続けることになるでしょう。
　国内の経済界からは脱原発に対する大きな反発がありますが、この世界１の地震国において未だに安全神話を信じているのでしょうか？今回の事故でも国内市場が大きく損なわれることは
よくわかったはずです。
日本には、人間サイズの優秀な技術があります。これにより、自然に依拠したエネルギーの推進や新たな技術、産業の開発が可能であり、一時的な落ち込みもじき回復できるはずです。今回
の事故で明らかになった、電力の供給システムを改革し、地域分散型のエネルギー供給へと変えていくことも重要です。
私たちも、従来の大量清算、大量消費の価値観を変え、つつましくても平和で自然との共生から生まれる暮らしが本当の意味で豊かであり大切であることを知りました。
　保育の仕事に従事している私は、今回の事故で子どもたちの暮らしや遊びをどうすべきか、親たちと共に本当に悩み、今も不安と共に模索する日々が続いています。このような経験からも、ま
さに命と原発は相いれないものであることを確信しています。
　日本の未来のために、人類の未来のために、日本と地球の自然と命の営みのために、直ちに脱原発に舵を切り、自然と命と共生できる社会への転換を図るべく、エネルギー政策を転換して
下さい。

27083 個人 無職 ７０代 男性 原発依存による発電比率は、ゼロにすべきです。ま
た、現在の状況をベースに多国間論議を進めるべき
です。

　福島原発震災事故の発生以前から、原発システムは曖昧運用至る論議がされてきました。重要な国のエネルギー政策は、常に結論ありきによる方向付けで経緯してきました。今回の調査は
電力をメインに捕らえているかと思いますが、(1)エネルギーの効率的利用、(2)エネルギーの供給方法、(3)エネルギー原料の安定調達、(4)国民・国土の保全、の各項を平行論議すべきかと思
います。背景説明、客観的なデータも未整理のまま、唐突に原発依存比率の数値を求める方法は如何なものでしょう。
　震災による福島原発（日本の原発）の現状を熟考した場合、数値のみへの論議では、「原発依存比率はゼロへ」と帰結せざるを得ません。
　放射能汚染は、国境を越え全世界に影響する問題です、韓国・中国など近隣の原発事故の発生も懸念されます。国際的な論議は急務であり、広域を放射能で汚染している日本の義務と考え
ます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上

27084 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ３つの選択肢の中では「ゼロシナリオ」を支持する。総
人口が減少局面に入った中、総需要量は、節電意識
の高まりとスマートグリッド等の省エネ技術などと相
まって、予測値よりもさらに減少すると考えられる。

福島の事故で証明された人為的要因による原子力発電の制御困難さや、ひとたび事故が起きた場合の被害の不可逆性と除染の困難さ、さらに使用済み核燃料の保管問題等に鑑みて、今後
も原発を主要電源の１つに据えることには反対である。原発を中長期的に「ゼロ」にするという明確な目標を政府として国内外に早急に打ち出すべきである。近視眼的に、短期的な経済合理性
に囚われた結果、将来世代にも負担を押し付けるという愚を繰り返すべきではない。

27085 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発はクリーンでもなければ安全でもなくお金がかか
りシステム。何よりも地上の生物全てに恐ろしい影響
を及ぼします。即刻廃止すべきです。電力の問題じゃ
ない、命の問題です！

普通に考えて当然です。

３つのシナリオは日本人にありがちな「揉めたら真ん中取って１５％にしよう」と結論づける心理を巧妙に利用した、如何にも永田町（政府・経済産業省）で考えた誘導尋問。
しかも、これであたかも国民の声を聞いた事にしようとする極めて悪質な意図を持った政府・国家戦略室の策略。
こう言う見え透いた姑息なやり方は絶対に許されません！

そもそも原発再稼働に対し何故国論を二分しているかと言うと、再稼働賛成派はビジネスや生活に直結している事が多いから。

原発再稼働問題は、その複雑さからエネルギー政策、経済への影響、国防と、多面的に判断する必要がありますが、物事の複雑さを回避し純粋に考えていけば結論は明白。
原発再稼働はありえません。

原発だけの事を考えて必要か必要でないかと言えば、今回の原発被害でわかったように、エネルギー政策上原発は必要でなく、むしろ議論は原発依存度０％から始めなかればならない。
なのに、いきなり３つのシナリオを上げて国民に選択させ、真ん中取って１５％を落としどころにしようとしている永田町（政府・経済産業省）に悪意を感じざるを得ない。

原発依存度０％の理由は、

原発事故以来未だ原子炉格納容器は開いてもおらず、事故原因が徹底究明出来ていない事、原発事故に対する対策も出来ていない事

原発事故に対する責任を誰も取っていない事

原発は電力コストを抑えるかのように言って来たが、廃炉費用まで含めると
コスト的に全く安くなく、むしろ高くなる事

原発被害での避難者が故郷に帰れる時期や見通し（恐らく高齢者は存命中に故郷に帰れないだろう）が全く立っていない事

核廃棄物の処分方法すら決まっていない事

にも拘らず何十年と見切り発車で進めてきた自民党や民主党の原発行政は許せません。
ましてや今回の地震・津波で被害を発生させたくせに、この期に及んでまだ原発再稼働なんて狂気の沙汰。

原発再稼働に対し、「原発の安全性は確保された。私の責任で再稼働を判断する」と、一国の総理大臣が国民に対し公然と嘘を言った事は断じて許されません。
もはや、「この国の政府は国民の生命を守ってくれない」事を確信しました。

次に、経済への影響を考える。
原発の稼働を止めるとなると、現状では火力と水力による発電ウェイトを上げる必要があり、その分国民の電気料金等が上がり負担が増える事になる。
しかし、私は電気料金の多少の値上げは受け入れる。
原発の廃炉費用までコストに含めて考えれば、電気料金の多少の値上げの方がむしろ安いのではないかと思うし、国民も節電努力を惜しまないのではないかと思う。
原発の廃炉費用については、原発事故以来未だ原子炉格納容器の状態を確認出来ていない状況から、本当の廃炉費用や廃炉までの時間の目処すら立てられていない状況である。

次に、国防面から考えた場合、現在平和利用目的として原発を使用しているが、原発の稼働を止めるとなると核保有の抑止力効果が薄れる可能性は考えられる。
北朝鮮の弾道ミサイル発射や核実験、中国の領海侵犯、ロシアの領空侵犯等、近隣国の昨今の挑発行動を考慮すると、最低でも核抑止力の効果を維持する必要はある為、平和利用目的とし
て原発使用から、いつでも軍事目的での核使用に転用出来るポーズは取っておく必要はある。

しかし、結論でも述べたように、原発依存度は０％を死守すべきである！
その上で現状はどうなのか、
どうすれば原発依存度を０％にする事が出来るのか？
出来なければ出来るようにするのに今何が必要で、いつまでのそれを実行し達成するのか？
だから国民に今は原発を再稼働させてくれと言うならまだ話はわからないでもないが、一方的に「私の責任で再稼働を判断する」とは、あまりにも無責任過ぎる。
こう言うのを（政治的に言う）結果無責任という奴だ。
総理・政府・経済産業書には、真の意味で結果責任を取れる決断と行動を今後も強く求めます。

それが出来ないのなら、政権後退！　政権交代！です。

27077 個人 無職 ４０代 男性 原発依存度は０％シナリオを死守すべき！
即刻、大飯原発再稼働を撤回し運転を止めて下さ
い！
そもそも３つのシナリオ（原発依存度　０/１５/２０～２
５％）の％数字には根拠がありません。



27086 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 即時全廃。原子力は人類と共存できない破綻技術
だ。戦後復興のように国の総力を挙げて再生可能エ
ネルギーに注力すべき。原子力を放棄した賢明な民
族として国際社会で名誉ある地位を占めるべく国家千
年の計の英断を。

○日本国・日本国民統合の象徴である天皇陛下と皇族を避難させず被曝させたのは許し難い。
○昨年３月に福島第1原発が連続爆発して東日本が甚大な被害を被った事実を国民は決して忘れない。いくつもの幸運が重なってあの程度の被害で済んでいるに過ぎないし、4号機の燃料
プールは今でも余震で倒壊して放射能をまき散らしかねない。
○放射能のせいで農民も漁民も生活の糧を失い、何人も自殺に追い込まれ、避難民は故郷を失った。原発さえなければ、瓦礫処理の問題も農産物の汚染の問題もなく、今頃東北は着々と復
興に向かっていた。
○近い将来確実に起こる首都直下・東海・東南海・南海地震に現在の原発は耐えない。
○もう一度大事故が起これば、さらに広大な国土が住めなくなり、膨大な人数の国民が被曝し、農産物・工業製品輸出、観光客・留学生誘致等あらゆる経済活動が打撃を受け、外貨を稼げず
食料を輸入できずに国民は路頭に迷って飢える。放射能の寿命の長さから戦後と違い「奇跡の復興」は望めない。そのリスクは原発停止による電気代上昇の弊害をはるかに上回る。
○日本中が焦土と化し、広島と長崎に原爆を投下されなければ決断できなかったように、もう一度大事故が起きて日本中が放射能汚染されなければ決断できないのか。
○再び事故を起こせば、教訓から学べず地球環境を汚染した民族の烙印を押され、戦後築いた平和な民主主義国家日本、安全・品質・信頼といった高い評価が消え失せ、二度と「国際社会で
名誉ある地位を占める」ことはできなくなる。
○たとえ政府が因果関係を認めなくても、今後低線量内部被曝による健康被害は増える。それに伴う医療費の増加、労働人口の減少、労働者の質の低下、少子高齢化の加速は日本の国力
低下につながる。
○たとえ事故がなくても、貯まる一方の放射性廃棄物の処分方法がない。地盤の弱い日本列島に安全な保管場所はない。
○たとえ事故が起きなくても、原発労働者や周辺住民に被曝を強いている。
○原発を停止しても廃炉や再生エネルギー開発で十分新たな雇用を創出できる。
○原発の経済性のウソにすでに国民は気づいている。
○原発がなければ電力が足りないというウソにも気づいている。たとえ足りなくても、国民の命と未来を犠牲にすることは正当化できない。
○時代の流れは再生可能エネルギーであり、賢明な国は技術開発に取り組んでいる。この流れに乗り遅れると、またしても国際競争に敗れることになる。
○国民の生命を預かる為政者と官僚には、目先の利益しか考えない経済界ではなく、国家百年・千年の繁栄を考えて英断をお願いしたい。

27087 個人 その他 ６０代 男性  現況原発は０(ゼロ)とすべきである。 原発は一度事故を起こすと長期に亘り取り返しのつかない結果をもたらすこと、残念ながら福島でも再度確認されている。この原発を規制・管理していた政府組織は、全く機能していなかったこ
とも、これまた明白である。現在９月に設立されると言う、新たな原子力規制委員会も残念ながら全く期待できない。委員の任命からして、原子力村の力が働いていると思わざるを得ない。ま
た、国会が自ら設立した国会事故調の国会での意見聴取も出来ない（やる気の無い）政府に誰が期待できる（信頼できる）であろうか。また、政府は官僚を全くコントロールできていない。最近の
官僚は自らの省益のみで動く。政府は官僚の不正行為はもとより、あらゆる背任行為と看做される事項につき、即追及できる様にしないと、この傾向は続く。誰が考えても、福島であれほどの事
故を起こし、誰も刑事責任を取られることがないと言うのは、一般的に考えられない。組織・個人の責任を追及しない事故調（国会事故調のみでなく）などあり得ない。全く日本的な結末に持って
いこうとする流れであり、これでは将来の安全対策も生ぬるくなる。然るにこれでは、絶対に原発を任すことは出来ない。政府の国民に対する責務の一つとして安全・安心の提供・確保がある
が、日本政府はこの責務に対する自覚が不足している。安全・安心の確保があり経済は廻るのである。もし、原発での安全・安心が確保できなければ、経済は成り立たない。良く電力がなけれ
ば経済が成り立たないと言う人達政府を含め居るが、もし原発事故が（再度）発生したら経済は無くなることもあり、この発想には安全の認識が欠如していると言わざるを得ない。また、将来の
日本人に対し放射能の心配の無い国土を残すことも我々現代人の義務である。個人的には、このまま技術的に不明瞭は決定の元、原発政策を推進するのであれば、日本からの移住も選択す
る。

27088 個人 自営業 ５０代 男性 他の選択肢が示されないので、不満ながら「ゼロシナ
リオ」を選択する。福島第一の、何の処理作業も開始
されない現状を考えれば、一切の原発の即時廃炉処
理という選択肢が示されない不感症ぶりに、呆れ果て
ている。

まだ不足だと思うが、選択肢がそれしかないなら、「ゼロシナリオ」を選択する。
このシナリオを作成した者は、福島第一の現状をどのように理解しているのだろうか。冷温停止の意味がわかっているのか。壊れた炉と溶けた燃料と、使用済み・使用中の燃料棒の取り出し
と、廃炉までのことがなぜ記載されていないのか。それをシナリオに書き加えたら、即刻全原子炉の廃炉処理以外に選択肢はありえない。
各コストが書かれているが、電力会社が民間企業だと言う・言わせるなら、競争原理が働くような政策を本気で考え施行して、コストが下がる立法をすぐにでも検討すべきで、これに関する考察
も記述も行われない選択肢の提示など、よくもまあ国民に開示したものだ。
行政府や立法府の不手際の後始末を、なんでも国民負担にして白を切る連中に、この国の未来を描けるわけが無いのだろうね。

27089 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 全ての原発を速やかに廃炉してください 日本では原発はこれ以上無理です。　すべて廃炉にして、脱原発しなければなりません。
なぜなら地震がおきれば、どの原発も大きな災害を引き起こすからです
原発にこだわらず、地熱や潮力、太陽光などいくらでも選択肢があるのですから、国民を守るために政治の決断が必要です

27090 個人 家事専
業

６０代 女性 現時点で原発依存度基準は＜ゼロ＞シナリオに賛成
です！

(1)福島第一原発事故の原因が徹底解明されていない。
(2)国策としての原発事業でどこも責任を取とらない
(3)原発を維持するだけの原発廃棄物処理の目途も立たず
(4)原発立地下の活断層の有無も曖昧
(5)原子力規制委員会の組織決定方法に疑問あり

以上を持ってこれからの子供たちへの責任として＜ゼロ＞に賛同します。

27091 個人 その他 ４０代 女性 原発ゼロシナリオでお願いします 人間が制御できない原発をいつ地震が起こってもおかしくない日本で、再稼働はありえないのではないでしょうか。廃炉に向けて動き出していただきたいです。今回の福島原発の事故があった
からこそ世界にさきがけて日本がエネルギー問題の方向転換していくことが使命と考えます。

27092 個人 その他 ６０代 男性 原発依存度は　ゼロとすべき。天災大国日本で再び
（行政や電力会社の好む）「想定外事故」が起こったら
国の存在を危うくする。ＧＤＰがどうの電力料金がどう
のという根幹にかかわる問題である。

いうまでもなく原発ゼロへの途は厳しいことは重々承知している。

過去の行政のアセスメントデータとかその他の予測調査の数字などで作為や水増しなど散々ごまかされ続けてきた身としては、原発比率の各選択肢付帯データは「本当なの？」と思ってしまう
悲しい癖が抜けきれないのも事実。

データの信憑性はさておき環太平洋火山帯にあり地震大国のこの国で原発を運用して行くのは危険な賭けと言わざるを得ない。
原発事故は引き起こされる結果は航空機やプラント等の事故とは全く異質のものである。

１．影響が広域にわたりひいては国際的なものとなる
　福島は面積が大きいため避難対象となった方々はほぼ県民にとどまった。このため西日本の方々は原発事故に影響を限定的にとらえていた。もし福井ならば関西経済圏を、伊方でなら瀬戸
内各地を、日本海沿岸に立地するところでなら沿海の各国に後戻りできない影響を与えることになろう。
２．事故は必ず起こるし最悪制御不能になるおそれがある
　「原発事故は絶対起こらない」などというおとぎ話は誰も信じない。防護や制御、抑制には多大出費が必要となろう。放射線量次第では制御作業すら不可能になる。プラントの事故であれば原
因物を除去するか費消し尽くせば終息できるが核燃料はそうはいかない。

かくも始末に負えないシステムは早急に廃棄することが「国の安全」を守ることである。
国土防衛とはまた別の次元での話である。

過去の行政によるこの種の調査は「意見はお聞きした。政策に反映させていただく」といいながら臆面もなく行政の筋書きどおりに事を進める際のアリバイ作りに利用され続けてきた。この調査
を隠れ蓑として、過去の行政による決定と同じ轍を踏まないことを祈る。

過去の「お上の言うことなんでも了承」の高齢者票に依存した政権による旧態依然とした政策決定方式から早急に脱却すべし。
「物言うじいさんばあさん」の大量増加など有権者の意識を軽んじた時代錯誤的な政策決定はもはや続けては行けないと認識を新たにすべき。

27093 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力発電依存度について 依存度は0％で。
コントロールできない危険な巨大湯沸器はいりません

27094 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発比率０％を支持。
原発事故の収束をみないままの再稼動は論外。
原発が稼働する限り核廃棄物は増え続ける。放射性
廃棄物・使用済み核燃料の処理方法すら確立されて
いない現状での原発存続は愚か。

再び原発事故が起きたら産業低迷どころではない。
火山国、島国日本で原発活用はあってはならない、真に国家・国民のことを考えて日本再生に踏み出すことが肝要。

27095 個人 家事専
業

３０代 女性 原発ゼロシナリオ(即時)を支持します。 原発事故の損害補償による日本の経済的な損失は非常に大きく、原発の稼働により多くの日本人の健康が損なわれ、原発を稼働しなくても必要な電力を供給することができるため、原発ゼロ
シナリオ(即時)を支持します。

27096 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます ・福島第一原子力発電所の事例から、事故が起こった場合、対応策も責任の所在も明らかにならないと分かった。また、起こる被害は計上不可能なレベルであることが分かった。

・発電される電力と、発電に必要な電力・放射性廃棄物の管理に必要な電力を考えた場合、後者の方が大きい。

・放射性廃棄物の保管・処理の目途が立っていない。

・ウランの残存量は石油より少ない。

27097 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 脱原発　ゼロシナリオを目指す。 自然以外で人間がコントロール出来ない物を作り出した。
科学が超えては行けない領域に達している。

27098 個人 その他 ４０代 男性 これまでの原子力行政への不信、そして原発事故対
応への不満。放射能廃棄物の処理法が見つからない
現状では、原子力発電そのものを０％にシフトすべ
き。

チェルノブイリを超えると言われる福島第一原発事故への対応に対する不満と、原子力村依存を続けざるおえない現状に対して、国民の一人として不信と不満が臨界点に達しています。あれだ
けの事故をおこしていながら、大気への放射能汚染、深刻な海洋汚染に対して、放置しているとしか思えない対応。国民が被曝の恐怖に日々晒されているにも関わらず、それがなかったのか
のように振る舞っている政治家、官僚に対して、怒りが収まりません。命の危険よりも経済性。百歩譲って経済性を優先させても、原子力発電のリスクとその事故対応費用の、不経済性はどうな
るのでしょうか？ 発電所から出る核廃棄物の処理問題を棚上げにして、原発是歌碑かの議論はナンセンスだと思います。将来的にといわず、直ちに原発依存０％を目指さないと、日本の、とい
うより日本国民の明日はない、と思います。原子力規制委員会の人事についても、承服できません。俗に原子力ムラと呼ばれる人達に、判断をゆだねるというのは愚行です。まず事故を起こし
たのは東電、原子力を推進してきたのは日本政府です。国民の怒りを真摯に受け止め、今日から、明日の日本を作り直さねばならないと思います。まずは原発0％です。

27099 個人 家事専
業

４０代 女性 ゼロシナリオを選択します。
原発事故が人知で制御不能なことが明らかになり、使
用済み核燃料の処理さえも、未だに解決していませ
ん。

2030年（までのなるべく早期）に向けた、ゼロシナリオを選んだ場合、

?発電構成を見ると、火力発電を減らす工夫が必要。
?再生可能エネルギーの開発、普及のためのコスト負担は、未来への投資として考えられないか。
?経済への影響を抑える電力システム仕組みを改訂する
?もんじゅ開発から撤退

27100 個人 自営業 ６０代 男性 原発は直ちに廃炉にするべきである。ゼロシナリオで
いう2030年までは依存することがあるという選択肢で
は認容できない。

　福島の結果を見てこれからも日本が世界のリーダーの一翼を担い、日本人として
諸外国の期待に答え人類の進むべき道を開拓して行くことを誇りを持って選びたい。
媒体等の伝えるところでも、原発の再稼動をしてはならないという国民が過半数であるというのに、この三択の中にその選択肢が無い。
ここまで国民を蔑ろにした政権と行政の存在を恥ずかしく思う。
国民は先進国の構成員として未来に向かって挑むことを選択している。それを喜ぶような施政者であり、行政府であることを期待する。

27101 個人 その他 ４０代 女性 原発のエネルギーはもういらない。原発はいらないけ
ど、生活する上で電気は必要です。そしてそれは誰に
とっても必要。だから1人ひとりみんなで考えていかな
くてはならないと思います。

3.11に東日本大震災が起こり、福島第1原発事故が起こった！そして日本中の人々が放射能におびえながら生活しています。生活していく上で電気は必要です。でもだからと言って原発に頼っ
ていってしまっていいのでしょうか？もうすでに大飯原発を再稼働しています。どうしてこのような判断をしてしまったのでしょうか？福島第1原発メルトダウンしてメルトスルーして燃料棒がどこに
行ったのか分からず、取り出せていない、建屋もないまま、放射能はダダ漏れで～放射能汚染水も海に垂れ流して海水も汚染させておいて。1度事故が起きてしまうと取り返しがつかなくなるこ
とを知っていてどうして再稼働させるのでしょうか？政府の方々にとって国民の命なんてどうでもいいと思っているとしか思えません。政府や官僚の方々に対して不信感を持っています。もう信じ
られません。
そんな国に税金だって払いたくありません。政府や官僚の方々だけで決めないでほしい。私達の意見にも耳を傾けてほしい。同じテーブルについて話し合いたいです。

27102 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 (1)ゼロシナリオを選択します。
2030年までと言わず出来るだけ早期に廃炉を望みま
す。

使用済み核燃料の処理が決まっておらず、国はいまだに核燃料リサイクルを進めようとして、高速増殖炉もんじゅが実用出来ないにも関わらず、莫大な費用をかけている。
高レベル放射能廃棄物を一体どうするつもりなのでしょうか？
仮にもんじゅが稼働したとしても、今度はプルトニウムがどんどん増殖するわけですから、そのプルトニウムを使って核兵器でも作るのでしょうか？

火力発電はコストがかかり、電気料金が上がるとされていますが、確かに原発の燃料代は安いのかも知れません。

しかし、高レベル放射能廃棄物を今後いずれにしても処分する費用は原発コストに全く含まれていないから火力発電は高いとされています。

将来とんでもないツケを払う事になります。

地震や設備の事故による放射能漏れの危険は福島で十二分に分かっていると思います。

運よく事故がなかったとしても、高レベル放射能廃棄物を人類が解決できない以上、原発は即停止廃炉に向けて進むべきです。

問題を先送りにして、今さえ良ければいいという発想を捨て、将来に向けて勇気ある決断を望みます。

原発がなくなれば、必然的にシェールガスや自然エネルギーが発達します。

27103 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ３つの選択肢とも経済へのマイナス影響があるが、経
済への影響を和らげ、成長と両立する選択肢のあり
方を考えるべきである。

経済成長なくして、経済、雇用、国民生活の安心・安定はない。３つの選択肢とも、電気料金の大幅な上昇を通じて経済に大きなマイナス影響がある。経済へのマイナス影響を和らげ、経済成
長と両立するような選択肢のあり方をいま一度議論していくべきと考える。たとえば、３つの選択肢とも、ＣＯ２削減目標が厳しすぎるし、すべて国内分での削減で達成と読みとれる。したがって、
ＣＯ２削減目標を緩和させて、経済への影響を和らげることも検討すべきである。国内削減分を無理に高めず、日本の省エネ技術・環境技術をグローバルに活用していくことで海外での削減に
貢献するようにするのが適切である。

27104 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロシナリオを取るべき（即時）。 原子力発電は、事故時の環境汚染、運転中の放射性物質の環境への排出、核廃棄物の半永久的な管理など、重大な問題が多い。これらを勘案するとコスト的なメリットもない。
大飯原発再稼働後に火力発電所の運転を停止していることから、原発なしで電力は足りている。
また、少子高齢化による人口減少や製造業の海外移転、産業の空洞化などで、長期的には電力需要は減少すると考えられる。
以上のことから、原発は危険なだけで、継続させるメリットは全くない。よって即刻すべての原発を廃止するべきである。

27105 個人 家事専
業

３０代 女性 日本の全原発の即時停止をお願いします 子ども達の未来に原発必要ないと考え、脱原発の活動をしています。

核のゴミの処理方法も明らかにしないまま、原発を動かし続ける国の姿勢は
支持できません。他の多くの問題と同じように、解決策を先送りにしたまま
今の繁栄のためにエネルギーを使いつづけるつもりでしょうか。
未来を支えるのは、今の大人ではありません。目の前の子ども達です。

原発を動かすために世界のウランを採掘し、現地の方々を被ばくさせ
核が海を渡るたびに、非難の声がでています。

自国の子ども達に、どう処理もできないゴミを残し、世界に被ばく者を
出し続けている原発は必要ありません。
被害者も加害者もださず、みんなが幸せになれる方法を考えていくべきです。



27106 個人 その他 ４０代 男性 原子力エネルギーの比率は0パーセントにすべき。 福島第一原子力発電所での事故で、これだけの過酷事故にもかかわらず適切な補償が該当地域の住民になされず、実際のエネルギー効率はガスタービン発電よりきわめて劣る原子力による
発電は直ちにやめるべきであり、それにむかって立法・行政は動くべきだ。

27107 個人 家事専
業

３０代 女性 原発は地震大国に原発は無理。霞ヶ関と永田町＆公
務員宿舎＆議員宿舎に原発＆最終処分場をどうぞ！

人間・動物・土地・水・山林・海を放射能で汚染する原発はいらない。
経済発展のためというなら、電気の恩恵を受けている土地で最終処分場を受け入れるべき。
放射能の完全な除去も出来ないのに、原発をこれからもやり続けるのはおかしい。
福島第一原発は、制御出来てるですか？
政治家が責任を取るといっても、ただ議員辞職しても放射能は無くならない。
今でも放射能が出続けている福島第一原発を完全封じ込めてから、原発推進するかどうかを決めて下さい。
経済産業省、文科省、原子力委員会も、政治家も、東京電力も誰も責任をとっていないのに、この人達が原発をやり続けると言える立場にいないと思う。

27108 個人 無職 ６０代 女性 ゼロシナリオ 人類を破滅に追い込む原発はいかなる理由があろうと稼動すべきではない｡
生活の便利さを追求することと､人類を存続させること､どちらが重要か考えれば､当然原発は今すぐ廃止するべきだ｡

27109 個人 法人等 ４０代 女性 原発ゼロを強く希望します。 もう政治の中心に経済を置かなくてもいいんじゃないでしょうか。先代の努力のお陰で物質的な富を享受させていただいていることに感謝していますが、時代は変わり、これまでの経済史上主
義の生き方には大きく疑問視しています。なぜならそれによる弊害の方が大きくなってきているからです。これからは自然との共生や、精神的で本質的な幸福を追求する時代に入っていきま
す。

原発に執着する理由の一つに、大量生産・大量消費を前提とした消費社会を維持するための莫大な電力の確保があります。このために、利益を優先する経済界の圧力が一般社会だけでなく
政治の世界に多大な影響を与えて、正しい民意が反映されなくなっています。

しかし、その消費社会に限界が来ています。欧州のように、これまでの産業革命による破壊的な社会構造を反省し、平和的で持続可能な社会への転換を着々と推し進めている国々を、日本は
謙虚に学ぶべきだと思います。

原発ゼロに向けて努力することは、メディアが煽っているような負担なものではなく、大事な人間や自然を犠牲にして成り立っている社会構造から脱して、安全で平和な新しい時代を築くための
重要な私たちの責務だと思います。未来世代に配慮しない近視眼的で、一部の人間の私利私欲を優先させる政策には断固反対です。

原発がなくても、今後、再生可能エネルギーで十分やっていける試算が出ています。また国民のやる気もあります。福島第一原発事故で大きな犠牲を払ってやっと多くの国民が自分たちの置か
れた立場を知ることになり、その結果、原発を失くして、再生可能エネルギー社会に切り替わろうと大きな波紋が広がっています。また自分たちのライフスタイルの見直しも行われています。

原発は日本だけの問題じゃありません。放射能汚染による世界の国と人々に対する安心と安全を脅かすようなことでは、世界からの日本という国に対する尊厳を失墜させることになります。

今後の日本国と私たち日本国民と、また世界の人々の安全を第一に優先し、「原発ゼロシナリオ」という政府の英断がなされることを期待します。また、今回提供された選択肢にその時期が明
記されていませんが、「可及的速やか」な原発ゼロ政策を行っていただくことを切に願います。どうぞよろしくお願いします。

27110 個人 無職 ６０代 男性 エネルギー環境に関する選択肢」の「０シナリオ」を選
択。
「2030年に原発0」ではなく、直ぐに全原発の稼働を停
止し、廃炉を進めるべきである。電力は地熱等の自然
エネルギー利用の発電に力を注ぐべき。

理　由
(1)　核分裂を利用する原発は人間のコントロールの及ばないきわめて危険なもので一旦過酷事故が起これば取り返しがつかないことは既に実証されている。かつ、その使用済み燃料は未だ
安全確実な処理方法が無く、後世に危険きわまりない負の遺物を残すことになる。そのような原発は造るべきでなく、即刻廃止するべきである。
(2)　今まで原発事業を過度に進めてきたため、地熱や潮流などの自然エネルギー利用の開発には力を入れてこなかったのでその利用はあまり進んでいない。これからは、環境への影響を考
慮しながらこの方面の開発に注力すべきと思う。

27111 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ご提示の3つの中から選ぶしかないとするのなら、仕
方なく1の原電0%を推します。0%選択の道が複数示さ
れていないのは、選択の狭さを感じます。

現在、ほぼ0%の稼働で(今稼働している関電以外は0。関電エリアも電力不足に疑問です)0%以外の選択をすることは、今以上に原電を増やすことを意味します。発電すれば使用不可能で、少な
くとも数百年監視の必要なごみをまだ増やすことになります。全国の入れ物は数年で枯渇し、最も大きな福島県の入れ物は、事故で使えなくなり、今なお原因究明がなされていない現状です。
そのような50年前の技術に固執するよりも、造ってしまった54基を少しでも安全に廃炉手続きを踏む技術に注力した方が、日本の産業復興に多大な貢献がなされます。過疎が欲しいのは産業
であり、原子力ではありません。私は10km圏内、家から設備が見える海沿いで暮らしています。浪江町等の悲劇はとても他人事に感じられません。その設備は、全国でも稀有な「動いている原
電」になってしまいました。早くとめて、将来を待たない0%にしてください。動かすことが世界から失笑を買う技術から、早く手を引いて、より「産業発展が見込まれる」長期的な分野に予算を配分
してください。

27112 個人 自営業 ５０代 男性 福島原子力発電事故の収束が全く見えない中、この
まま原子力発電を続けることは国民の生命、財産、文
化を脅かす事になります。即時廃炉、全原発廃炉を要
求します。原発比率は0％。それ以外は考えられませ
ん。

福島原子力発電事故の収束が全く見えない中、このまま原子力発電を続けることは国民の生命、財産、文化を脅かす事になります。即時廃炉、全原発廃炉を要求します。原発比率は0％。それ
以外は考えられません。

原発は一旦事故を起こすとその周辺地域には人が住めなくなる、文化、伝統が破壊されます。そんな危険なものが50基以上も存在する事が異常事態です。

電力会社は廃炉にした場合の負債額の事しか頭に無いようです。「人間としてどうあるべきか？」という視点が完全に欠落しています。

放射性廃棄物の処理場所、処理方法も全く決まっていない中、見切り発車してしまった原発は一刻も早く止めなければいけません。これ以上国民を不安にさせないでください。恫喝的な停電や
値上げなどで延命させようとする事もやめてください。

経営が生き詰まった電力会社は一度破綻させてください。そして送電の電力を自由化し国民に電力会社を選ばせてください。

原発比率は0％。原発比率は0％です。

27113 個人 自営業 ６０代 男性 原子力発電はただちにゼロにすべきです。
リスクの大きさは昨年の福島の事故であきらかになり
ましたので、論ずる必要はないでしょう。残る二点の経
済性、温暖化防止についても原子力は優位性を持ち
ません。

電気技術者です。
原子力発電所は再稼働を止め、ただちに廃炉の手続きにはいるべきです。
いったん事故を起こしたときの被害の大きさ、深刻さは今更言うまでもありません。福島第一発電所の事故はいまだに収束の見通しもたたず、このさきどれだけ被害が拡大していくのかさえわか
らない状況です。他の発電施設でこのようなものがあるでしょうか。

これまでは経済的な優位性が事故のリスクを上回るという理由で原子力発電が水深されてきましたが、使用済燃料の処理費用、周辺地域への補償、事故時の補償などを考慮に入れると化石
燃料よりはるかに高コストであることが明らかになっています。

では温暖化防止のための二酸化炭素抑制の観点からはどうでしょうか、たしかに発電時には原子力は二酸化炭素は排出しません。しかしウランの採掘運搬、使用済燃料の運搬、処理、保管の
ために多くの化石燃料を消費するため、抑制には効果がほとんどないし、最新のＧＣＣに比べると抑制効果は下回るとさえ言われています。

猛暑といわれている今夏も、大飯以外の原発が停止したまま乗り切れるようです。
わたしは原子力発電の再稼働手続きを停止し、既存の火力のＧＣＣへの切替、新設によって電力をまかなっていくべきだと考えます。

27114 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 20～25シナリオを支持します。将棋の羽生善治氏も、
難しい局面では含みのある手を指すと言われていま
す。電源選択肢の多様化を図る必要があります。省エ
ネ･再エネの大量導入には、やはり限界があります。

20～25シナリオを支持

（理由）

1.難しい局面では含みのある手を指す。（将棋：羽生善治氏）

2.電源選択肢の多様化を図る。

3.省エネ･再エネの大量導入には、限界がある。（国際エネルギー機関：2030年に再エネは水力を入れても２割止まり、ゼロシナリオ：35%）

4.化石燃料の使用量（国費流出）を抑える。（ゼロシナリオ：17兆円、20～25シナリオ：15兆円）

5.原発関連技術･安全対策を進化させ、次世代に引き継ぐ。

6.放射性廃棄物の処分にも道筋をつけ、次世代に引き継ぐ。

7.日本の電力網、パイプライン網は地域に限定されている。（脱原発のドイツ等、欧州は電力やガスの融通が容易にできる）

8.国際的な役割を果たす。（4-5項：ゼロシナリオはあまりにも内向き）

9.ゼロシナリオの難しさが十分理解されていない。（追加対策：広範な規制と経済負担、CO2排出量抑制）
　
10.女性の多くは本能的（母性）にゼロシナリオ（原発ゼロ）を選択しているようである。

（以上）

27115 個人 家事専
業

４０代 女性 今後の日本の電気エネルギー政策について フクイチの事故の規模はチェルノブイリを遥かに越えた大きなものです．２６年経った今でも、奇形児の発症率は高く，知能の低下の他に全身の症状やあらゆる疾患が蔓延しています。それら
は、我が国の将来の姿を如実に示し、少しでも，被害を少なくするには，汚染を広げない事，病気の把握と治療検診、予防の普及、汚染の酷い土地を立ち入り禁止とし，農産物や漁業を賠償金
を払った上で規制し、内部被曝を防ぐ事だと思います。原発は、絶対、即日を以て廃止しなければ，いけません。地震も頻発しています，事故がもう一回起きれば，日本は壊滅するでしょう。

27116 個人 その他 ６０代 男性 ゼロシナリオを要望します。

福島原発事故の原因が究明されておらず、事故が終
息されていない現状で、原発再稼働はありえない。
現時点においても処理のめどが全くたたない廃棄物
が山積している。

まず　福島原発の事故を終息することが大事である。
原因解明とともに、避難を含めた対応が可能か否か検討が必要である。

福島の人々の現在受けている心身ともの苦痛は甚大である。人としての尊厳を傷つけられている状態であろう。棄民ではないだろうか。さらにこのような被害者を生みだす恐れのある原発の再
稼働はゆるされない。だれが責任をとるのか。

廃棄物の処理のめどがつかなければ、再稼働はゆるされない。世界のどこの国もなんら対応が見出されていないのが現状。原発稼働のためだけの再処理研究続行は許されない。技術的なめ
どがたたず世界のどの国も諦めた再処理をどうして続けるのか。しかも多額のコストを国民・利用者におしつけている。
これらのコストを正確に電気料金に反映させれば、シナリオゼロ以外の選択肢はない。

今年の大飯原発の再稼働がなくともこの猛暑も十分のりきれることが証明されている。また東電管内も原発なしで乗り切れている。
再稼働しなければ日本の産業は空洞化するとの考えは一方的にすぎる。再稼働しても空洞化していくのではないか。原発電力問題にすり替えることは許されない。

シナリオより、まず原発ゼロにもっていくことを決定し、そのための方策を国民的討議するべきである。

27117 個人 法人等 ４０代 女性 (1)の原発０シナリオを支持します。 地震がいつどこで起こるかわからない日本で、将来、子供たちが安心して、安全に暮らすためには、原子力発電はすべてなくすべきだと思います。現在、中学生と高校選になった二人の子供た
ちは、生まれたときから食物アレルギー、ぜんそく、アトピーの闘病を続けています。福島のような事故がまた起こり、被災、避難生活を余儀なくされた場合、食物アレルギーの子供たちの食糧
の確保が難しいことは目に見えていて日々不安です。また、私は精神障害者の福祉の仕事をしており、今回の震災で、障害者の死亡率が大変高いこと、なかでも精神障害者は二番目に多かっ
たことを知り、情報の収集が健常者より困難で、逃げ遅れてしまうリスクの高い人たちの安全を守るためには、事故が起こった場合、目に見えない放射能がまき散らされる原発は廃棄するべき
です。不便な生活をしても、原発に依存しない生活を選択します。

27118 個人 法人等 ５０代 男性 理念として原発をエネルギー源として用いることのな
い社会を実現すべく努力すべきである。そのための具
体的な戦略を考えなければいけない。ゼロシナリオに
賛同するし、それ以外の選択はあり得ない。

原発の安全性の是非と、安全性の問題を同じまないたの上で論じることはできない。

まず、原発をゼロとすることを明確に宣言しないとならない。その理由は下記の通りである。

(1)はからずも福島の事故（および歴史上の複数の事故）により明らかにされているように、原発による事故は自己完結的ではなく、その被害は想定を超えた膨大なものとなる可能性を常に秘め
ている。技術の改善や工夫により、想定される被害を軽減することはできても、本質的な解決にはならない。

(2)廃炉を含めて、使用済み燃料処理の問題など、後の世代に先送りせざるを得ない課題が多すぎる。未来の歴史に私たちは責任を負うことができないし、子孫にその責任を転嫁してこの世を
去る選択をしてはならない。

(3)短期的、局所的には原発によるエネルギー供給は冨を生み出すが、長期的、俯瞰的にはそれがいかに貧しい選択であるかは歴史が教えてくれている。原発は過疎地、貧困、そして未来へ
の責任転嫁でしかない。

上記を踏まえて、現実的には下記の問題を解決すべく戦略を早急に練る必要がある。原発の早期稼働や発展途上国への輸出などという寝言を言っている暇はない。

(1)使用済み燃料処理の方法論、技術論の開発とそのための研究普及、研究者の養成。これらの研究が negative で非生産的にならないための新しい学問領域の創世。
(2)現在、原発によって経済が維持されている自治体の経済構造変換のための政策の実現。
(3)現行の原発の安全性担保のための、正しい管理システムの導入。

27119 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 選択肢として提示されたものではなく、原子力ゼロに
加えて、温暖化対策を強化した第四のシナリオを支持
します。

脱原子力発電とCO2削減の二者択一のようなゼロシナリオの
説明の仕方には違和感を覚えます。

脱原子力発電を進めると同時に、東京電力中心の電力供給システムを改め、
エネルギーを地方でも、生産・供給できるシステムの構築を進めていただきたいです。

小規模かつ、多くのサイトで電力が生産することで、今までのような、大規模かつ発電所がある地域だけに負荷のかかった発電システムを根本から変えていきたいと思います。

27120 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発依存を０％を希望です。原発再稼動も反対。　現
在再稼動している原発も直ちに、停止してください。」

安全が第一。地球、我々の命にかかわります。



27121 個人 その他 ４０代 男性 １．原子力発電所の再活動には反対です。
２．日本国の身の丈にあった電力政策を

１．原子力の事故に対して処理能力が各電力会社・政府・各省庁にない。
２．事故に対しての責任感がない。
３．放射能の除去技術・処理技術が確立されていない。
４．放射能の処理技術の研究に本腰を入れていない。
５．福島の原発処理を本格的に行わず、先送り作業をしている。
６．各電力会社・政府・各省庁は加害者なのに被害者と思っている。
７．各省庁の役人が現地に行くのに、出張費や手当をもらっている。そして、出張費の余剰金は、闇に消えさせている。
８．政府・各省庁は、予算拡大のため事故処理が長引けばよいと思っている。
９．各電力会社・政府・各省庁は国民の生活のためではなく、原子力関係の予算を確保してそこから生じる余剰金を合法的に受け取るために、原子力を再活動させようとしている。
10．正しい情報は伝えない。
11．虚偽の情報は伝えない。
12．都合の悪い情報は踏みつぶす。各電力会社・政府・各省庁にとって都合のよい情報は有効的に利用する。
13．都合の悪い人は排除・各電力会社・政府・各省庁にとって都合のよい人は有効利用
以上なことから、この国には原子力を扱う能力もなければ器量もないので、原子力発電所の再稼働には反対します。

２、についての理由
日本は、資源のない国です。資源のないなら、無いなりにエネルギー政策を考えるべきであると思います。具体的には、地熱発電所・渓流発電所・太陽光発電所・海洋発電所など、日本国の地
理に沿ったエネルギー政策につとめるべきだと思います。

27122 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発は即時廃止するべき（０％）です。不測の事態が
発生した時の制御が困難で破滅的な事態を引き起こ
す装置、使用後の燃料の廃棄も出来ず未来の人たち
につけを残す不出来な発電機は不要です。

原発の事故は他の産業のあらゆる事故（航空機や鉄道、化学工場等）に比して破滅的であることは今回の福島で明確に認識しました。多くの国民も同じ思いを抱いたからこそ全国の反原発デ
モが一般市民を中心として発生したのだと思います。３１１後に文部科学省前で福島から来た主婦等が抗議をしている姿が今でも目に焼き付いています。全国に５０以上ある原発は今やいつ爆
発するかわからない時限爆弾と同じ恐怖を与える邪悪な装置となり、国民にクリーンな電気を供給するシステムでは一切ありません。したがって即刻廃棄するべきです。すぐに廃炉にしたところ
で破棄処理にはかなり長い時間と費用を要すことは誰もが知っています。であればこそ決断は急いだ方がいい。時間が経つほど核廃棄物は増え子孫に処理不能のごみをより多く残すこととな
るからです。電力業界は産業構造を変えざるを得ないし、行政が配慮すべき存在ではない。行政と電力業界との共犯関係を断ち国民の未来に向けて政治の方向を転換する時です。私はそれ
を望んでおり多くの国民も同じだということは最初に述べました。ガスや石炭で多くを発電している現状にいくばくかの原発の発電を残しておく理由はもはやこの国には存在していません。夏季
の最大需要のほんの一時電力需給が逼迫することは知られていますがたかがその一瞬のためだけに原発を動かす理由はありません。発電コストも他の電力に比べ掛かることも誰もが知って
いる事実です。発電の原料であるウランは特定の地域でしかとれず資源の埋蔵量が限られていることは専門家が指摘していることです。ウランの供給を管理している勢力も極めて限られた外
国勢力です。高速増殖炉などは技術的な破綻を来しており明らかに政治の失敗で総合的に考えて全くいいことがない発電を続けて行く理由を探すのは困難でさえあります。核兵器に使用する
プルトニウムの製造が目的だとしたらそれこそ安全保障上の問題として自身に帰ってくる。最早原発は前世期の遺物ではないでしょうか。

27123 個人 家事専
業

３０代 女性 原発比率は0%です。 一度事故が起きたら取り返しのつかない悲惨な状況になる原子力発電で作られた電気で暮らす事に大きな抵抗があります。原発比率は0%。これ以上も以下もありません。何度でも書きましょ
う。原発比率は0%です。

27124 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます もう二度と、福島原発の事故のような事がないように願うのみです。
もう原発が始まってしまった今、私の意見も今更なのかもしれない。でもお金のためだけに動く原発は核兵器と一緒だ！

27125 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発の危険性はもとより目処の立たない核燃サイク
ルと使用済核燃料の処理を思うと２０３０年を待たず
原発０達成を望む。日本の総力を結集し逆に省エネエ
コ技術・発送電分離・他国燃料不依存を経済発展の
起爆剤にする

ゼロシナリオを選択します。それもできるだけ早期に。原発はクリーンでコストもかからないような印象を与えようとしていますが、今までの状況を見ると人的ミス・故障・老朽化等絶対安全はな
い。また万が一の場合は取り返しのできない被害が出る。原発に関わる費用（建設費用・建設地にばらまかれる交付金・使用済燃料の処理費用・もんじゅや研究費・諸々の人件費等）は税金や
電気料金に反映され膨大な金額になりとても安いとは言えない。使用済核燃料の処理に至っては埋めることしか決まっておらず、どこに処理するかも決まっていない。今すぐ原発等を止めても
相当な処理費用は掛かると思うが、それでも早期に止めることで少しでも少なくできると思う。減らすことができた費用を省エネやエコ技術・発送電分離・地熱発電やメタンハイドレートなどの開
発（他国燃料に依存しないようにする）等に廻し更にお金をかけることにより、それらを経済発展の起爆剤にする。実際に自動車産業ではハイブリッド車や低燃費車で成功している。直接の生産
性に結びつかなくとも省エネやエコに対しても国がお金をかけることが必要。国民もかなり意識が浸透していると思われ、ほとんどの人がそれなりの我慢や出費も厭わないのではないか。

27126 個人 家事専
業

７０代 女性 新規原発は建設せず、既存原発は廃炉にすべき。 福島第一原発事故で故郷を失った人や家畜を飼っていて手放さざるを得なくなった人が、どれだけいると思っているのか？過疎地に原発を建設すると言っても、過疎地の人間から生きる権利を
はく奪することは、たとえ国家としても許されるはずがない。地震国日本に原発は建てるべきではない。放射性廃棄物の処理はどうするのか？

27127 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 「ゼロシナリオ」を主張する
「絶対」事故を起こさない事は不可能である。そして原
発事故発生時の被害は未だ明らかではない。万一の
リスクを計算できない時点で経済的な比較をする前提
を満たしていない。

「ゼロシナリオ」を主張する
「絶対」事故を起こさない事は不可能である。そして原発事故発生時の被害は未だ明らかではない。万一のリスクを計算できない時点で経済的な比較をする前提を満たしていない。

27128 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発ゼロシナリオが当然。即刻停止・廃炉すべき。 原発事故による土地汚染や環境汚染を取り除き、事故前の状態に復帰される事。原発事故の原因究明とその予防対策が取れない限り、原発は停止（稼働中は即刻停止）し廃炉する事。
ゼロシナリオの２０３０年の具体像においても、再生可能エネルギー政策を推進する事、即刻原発ゼロ（廃炉）を決定することとして下さい。

27129 個人 その他 ６０代 女性 これまでの生活を見直し、工夫すると節電もできま
す。日本という国の存続のために原発０％を強く支持
します。

○今回のフクシマの事故で明確になったように、原発は一たび事故が起きると、市民の生活（生命、健康、日常、財産、尊厳、希望等等）が奪われます。さらに、市民が生きていく上になくてはな
らない自然環境も汚染され、何年も何十年も住めない環境と化してしまいます。
○放射能で汚染された福島第一原発で、今も必死で働いている原発労働者がいます。このように誰かの犠牲の上に成り立っている原発を続けてはいけません。犠牲ではないと思う政府の人や
東電の幹部の人は、実際に行って同じように働いてみてください。
○今後大きな地震も起きると予知されている地震国日本。全国あちこちに活断層もあります。再度事故が起きれば、日本という国の存続の問題です。これからの世代につけをまわしてはいけま
せん。
○原発はまだ人類が完全にコントロールできない未完成品です。さらに、使用後生み出された核廃棄物の処理の方法も確立されていません。人類と核は共存できません。
○日本は世界に誇れる技術国。自然エネルギーの技術を開発する技術は十分持っています。もうすでに始まっていて、外国からも注目されている人、企業があります。後は、政府が原発０％へ
の道筋を示すだけだと思います。

27130 個人 自営業 ６０代 男性 1.ゼロシナリオにすべきです。 　3.11からの教訓は、自然災害であれ人為事故であれ事故が起これば取り返しのつかない大惨事なるということです。事故を起こした東電は莫大な賠償金で倒産し福一の半径20キロの土地は
不毛の土地となり30キロ圏も人も住めない土地になってしまいました。原子力発電はトイレなき高級マンションといわれるとおり核廃棄物を出し続け、被爆労働者なしでは動かせないシロモノな
のだ！！
　福一原発事故は、現在も進行中で事故後毎日3000～5000人の人たちが事故収束に向けて高放射能の現場で働き続けていることを忘れてはなりません。
メルトダウンした核燃料は未だ回収の方法さえ見つからず深刻な事態が続いているのが現状です。
にもかかわらず、政府民主党は大飯原発再稼働という暴挙を行いました。
経団連、大手マスゴミ、官僚、再稼働推進派議員さん達、人間の生き死にの問題とカネの問題とどっちが大事なんだ！！
そんなこともわからないんだったら30キロ圏内の有様を一度でいいから自分の目でみたらいい！！

27131 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ゼロシナリオを支持します。原発をなくすのはなるべく
早い方がいい。エネルギーの消費量を国全体として
下げていくことが必要です。

　原発稼動によって核燃料などの廃棄物が発生し続けること。数百年にわたり冷却し続ける、電源の確保が必要である。将来にわたって核廃棄物を１００％安全に管理することは難しいと思わ
れる。今の発電費用が安いからといって、危険な核廃棄物を出し続けることは考えが足りないように思います。
　原発なしで現実的に大丈夫か？という意見がありますが、「何が大丈夫なのか」というポイントをおさえることが必要。原発なくても人間は何の問題もなく生きていけます。現状からそうそうは電
気が足りなくなることもない。ただし電気の価格が高くなるということはある。それが企業の国際競争力において大丈夫なのか？ということが問題。電気料金は安ければ安いほうがよい。しかし、
国際競争力において原発稼動によって安い電気料金か、すこし高い料金か、ということは小さい力なのではと僕は考えます。企業の国際競争力において電気料金の単価よりも、もっと重要な要
素はたくさんある。多少電気料金の単価が上がっても大丈夫でしょう。
　原発をすぐに止める。CO2の排出量を減らす。このためには、エネルギーの消費量を減らす必要がある。日本国全体としては物質的には十二分に豊かです。エネルギーの消費量を減らして、
経済成長がマイナスになっても、国民が毎日食べて、寝て、遊んで、幸せに暮らしていくことが大切。これからはそういった観点から、行政、政治を実行していくことが必要です。どうかよろしくお
願いします。

27132 個人 家事専
業

６０代 女性 原発　ゼロです。 処分出来ない物を　作ってはいけないし、使ってもいけない。

とてもシンプルな答えだと思う。

福島の事故処理も全く終わってないのに、なぜ原発を稼動させるか不思議。政治家や官僚は、まず被害にあった人達を救うのが仕事だろう。経済界の意向よりも。

もし、またあの様な事故が起きた場合、日本の経済界や産業界も
立ち上げれなくなると思う。

野田総理は何考えてるのか？　　官僚の言いなりにならず、自分の
考えとかないのかね。　　　このごろは、顔付きが卑しくなってきたね。　　　もっと、普通の人間らしい考えで、誰にも左右されず
原発ゼロと決断してもらいたい。

まず、国民の命を、きれいな空気を守っていきたい。
政治家は全員福島で暮らしてみれば良いのでは。

27133 個人 自営業 ４０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を選択します。 「原発ゼロシナリオ」即時原発ゼロ・すべて廃炉を望みます。
少しでも動かせば大量の放射性廃棄物を生み出し続ける原発は、世界中を汚染した日本が稼動させてよいものではないと思います。
廃炉にしても何万年も管理していかねばならないし、原発ゼロにすることで技術開発がどんどん進みます。
原発があるだけで大量の税金をつぎ込まなければなりません。
弱者切捨ての消費税増税を強行しなければならないのであれば、原発をすべて廃炉にすることで、たくさんの税金が節約できます。
もちろん夢の高速増殖炉もんじゅも、即廃炉にすべきです。
また、原子力推進派で作られる絶対的な権力を持つ「原子力規制委員会」の設置にも強く反対します。
また、「脱原発基本法」の制定も願います。

27134 個人 家事専
業

７０代 女性 過剰な消費はやめて、心身の豊かさを見つめて暮ら
します。
公僕であられる皆さんはいかが。恥の文化・敗北の美
学も知っていますよね！

原子力で生活したくない。マイナスのエネルギーにかかわる人達（企業人　公僕たる役職者）もそうし得るはずですし、そうすべきです。

27135 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発の再稼働はしないでください。
人々は，二代三代とさかのぼれば，多くの方々とご縁
があります。
そして，私たちは生かされています。そのご縁のある
方々が，
健やかに過ごせるようお願いいたします。

今まで以上に自然エネルギーを推進してください。
誰もが安心してエネルギーをつくったり，使ったりすることができるよう
力をそそいでください。

27136 個人 家事専
業

３０代 女性 原発依存度ゼロ％にしてほしい まず、この用紙で、ゼロか15か20-25を選択して提出できないのに不満です。
意見聴取会や世論調査に参加できるのは、わずかな国民です。
この用紙でもはっきりと3つのどれが希望なのかを募ったほうがいい。
この書き込みができることを知っている人は、国民の半分にも満たないと思います。
これからの将来がかかった大事な選択なのですから、もっと大々的にＣＭや新聞に載せるべきです。
それに、8/12までとは、期間が短いと思います。短いなら、もっと宣伝しなくてはなりません。
ゼロにする理由ですが、安心と安全が一番だから。核のゴミを埋める計画のないまま進めるのはおかしいし、何十年も何百年もその問題に向き合わなくてはならないなんて、子供がかわいそ
う。地震国が原発を持つのは危険。太陽光は当たり前という社会にしたい。自然とともに暮らすのだから。

27137 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ゼロシナリオにしてください。 ゼロシナリオを選択したのは、原発の突発的な事故に対して、今現在では人類は対処の仕方を知らないと思うからである。もし、どこかで何らかの事故が起こっても福島第１原発のようになるこ
とは目に見えていると思う。いまだに収束していない福島での教訓をきちんと踏まえて、ゼロシナリオを選択すべき時が来ている。未来に永遠に残るようなゴミを作り続ける原発を止めるのは当
然であろう。

27138 個人 自営業 ４０代 男性 電力供給の方式としての原子力発電は重大な事故を
起こした時のリスクが人間の制御可能な範囲を超え
ており、あまりにリスクが高すぎる。即刻廃止すべきで
あると考える。

１，福島の原子力発電所事故の悲劇から学ぶべきであること
我々はすでに福島の原子力発電所の悲劇を経験しており、この悲劇を無視して議論をはじめる訳にはいかない。当事者である福島の方々の意見は十分尊重されるべきであるし、また現行で日
本の国土のいたるところに原子力発電所が存在する事実に鑑みれば、誰もがこの悲劇の当事者になり得るのである。例えば四国の伊方原発が同様の事故を起こせば瀬戸内海は従前の自然
豊かな豊穣な海であるわけにはいかず、柏崎原発が事故を起こせば再び福島の地に悲劇が振りかかる可能性も排除できない。
このような悲劇が起こることを容認するのであれば電力供給を原子力発電に依存する論も成立するが、容認しないのであれば原子力発電による電力供給は縮小廃止の方向に舵を切るのが当
然の結論である。
２，現行の電気に依存したライフスタイルを変更すべきであること
電気が効率の良いエネルギーであることは自明であるが、産業用はともかく家庭用は効率が良いことすなわち優れていることとはならないはず。例えば欧州などでは家庭でも薪を燃やして暖房
したり料理をするなどのライフスタイルが見られる。このようなライフスタイルは一見非効率的ではあるが、生活といった視点から見た場合、非効率的であることが悪であるとは限らない。
また電気以外にエネルギー源を求めることは危機管理上もリスクヘッジとなり有効なはず。電気万能の考えは捨てるべき時に来ている。
３，原発かが稼働しないと電力不足に陥るといったミスリードはやめるべきであること
平成24年７月の電力需給状況を見るに「原子力発電所が稼働しないと電力不足になるという」一般に流布されている言説は完全に間違っており原子力発電所が稼働しなくとも電力需給は十分
足りるのである。
巷間言われるように原発の再稼働問題は電力会社の財政問題とリンクしていると考えるのが合理的であり、このことについてもそろそろ明らかにすべき時期である。
しかしながら例え現行の状態で原子力発電所を再稼働したとしても、核燃料のサイクル問題、最終処理問題、原子炉の廃炉問題が経済的に解決されなければそれは単純に問題の先送りにす
ぎず、それであればこうした機会に原子力発電所の経済的合理性について正面から向き合うべきであろう。
４，原子力発電所を廃止したとしてもそれに伴う廃炉業務の事業化などイノベーションの機会はあること
一部では原子力発電所を停止すれば電力会社に過大な損失が生じると見る向きもあるが、残された核燃料は最終処分の方策を探るための、また原子炉は廃炉を現実化するための貴重なリ
ソースであり単純な負債ではないといえる。所謂「廃炉」を経済合理性のもとで事業化することにより世界的な規模での避けて通れない課題に解決策を提示することも出来る。電力会社から原
子力部門を切り離し廃炉の事業化を即刻すすめるべきである。
５，原子力は存在するだけで人間の心を荒廃させるものである
今般の原発事故で以下のような対立が表面化した。
電力消費地と供給地の対立、農業や漁業など一次産品生産地と消費地の対立、放射性物質に汚染された地域とそれ以外の地域の対立など。
一部ではこうした対立を「風評被害」や「絆」といった情緒的言葉で押さえ込もうとする風潮もあるようだが、これはあまりに人間の本質を無視したものである。原子力発電を続けることによりこう
した対立が内在化することは不可避なのでありそのことにしっかり目を向けるべきである。

27139 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロシナリオを強く支持します。将来を見据える
と原発を持つべきではないと思います。経済合理性か
ら考えても原発は不要と考えます。日本から原発ゼロ
を世界に向けて発信していきたいと思います。

１．原発ゼロを推進する理由
原発ゼロシナリオを強く支持します。その理由として下記を示します。
（１）原発から排出される放射性廃棄物の処理問題。責任を持って長期間に渡って管理できるか？という問題があります。特に地層処理だと数万年後に渡って管理する必要があるといわれてい
ます。私はこのような長期に渡る管理は無理だと考えます。今ある原発を止めても、放射性廃棄物は残ります。この問題がある限り、原発に頼るべきでないと考えます。経済的にも長期に渡っ
て考えると不利になります。即刻、原発はやめるべきです。
（２）原発はコントロールが難しい。一度暴走すると止められなくなります。今回の東日本大震災のような自然災害だけでなく、テロ等の人災に対する備えも重要です。天災人災に対する備えを行
うだけでも、経済的コストは多大なものになります。
２．今後の日本のあるべき姿
今後の日本は如何にすべきということを下記に提案します。
（１）できるだけエネルギー消費量を抑える方策を考えていくということが重要です。低消費電力化の技術を開発するだけでなく、生活スタイルを見直していくという方向に持っていければと思い
ます。たとえば、季節のものを食す（これだけで、温室ハウスの管理エネルギーが不要になる）などの小さいことの積み重ねだと考えます。
（２）発電だけでなく、送電/変換のロスにも目を向けるべきと思います。送電/変換するとどうしてもロスが発生してしまいます。やはり、エネルギーを使うところに近いところで、電気に限らず最適
なエネルギーを作り利用するという考え方を進めていく。つまり、エネルギーの地産地消。電気エネルギーだけでなく、できるだけエネルギー変換しなくてもよいことを考えるべきと思います。
３．日本から世界へ
原爆、および東日本大震災という放射性の問題と向き合った日本から、原発ならびに原子力利用兵器反対という主張を世界に向かってすべきと考えます。将来の世界をよりよくするために、日
本がリーダーシップをとっていきましょう。みんなが幸せに過ごせる世界に向けて、がんばりましょう。



27140 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発比率０％に賛成です。 核のゴミを未来の人類に託すのは無責任だと思います。

27141 個人 無職 ６０代 男性 (1)原発０%を支持
福島原発のように、一度でも大きな事故が起きると国
全体が将来にわたって取り返しのつかないことにな
る。

日本列島は地震列島のため、この国に原発を設置することに、無理がある。

27142 個人 無職 ７０代 女性 原発再稼働に全面的に反対。昨年のように国民全体
で節電意識を高めてここ数年の電力不足を切り抜け
たい。代替エネルギーの開発と実現の方に民間と共
に全力をつくしてほしい。

福島の原発が未だ完全に収廃されず、更に、まだ放射能が出ているかもしれないこと。六ヶ所村では放射能廃棄物を完全に再処理できていないこと。（海に冷却水を流すことで、海水の温度の
上昇を引き起こしていること等）。
これから2－３０年後くらいに広島原爆被害者の様な放射能後遺症に悩む人々が
今回も出てくるかもしれないと思うとそれの償いだけでも大変な費用です。（私は第二次世界大戦の被害者、満州からの引揚者の一人です。）
世界中で2度も放射能の被害を受けた国民として、今度こそどこの国よりも原発撤廃をして行かなくてはいけないと思う。
代替エネルギーの開発には５年程度はかかるだろうと予測しましたが、世界中から積極的にアイデアとノウハウを取り入れて、開発の時期を早めてほしい。
また、シニアの国債を買うお金等を有効に活用させる工夫をしてはどうでしょうか。

27143 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原子力発電に反対します。 原子力発電による電力で今まで豊かで便利な暮らしをしてきたことは承知しております。企業、家庭でも電力無しでは立ち行かないことも判っております。しかし、ひとたび、事故が起きると　人
間が命がけで制御しようとも出来ない事が私のような一般人でも気がつきました。
原子力でないエネルギーで、少し我慢する生活を私は望みます。
最近では節電も楽しいと思えるようになりました。

27144 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 意見：ゼロシナリオ
2030年まで、現存する原発の防災対策と核燃料廃棄
物の処理、福島被災地へのケアを行うことに注力し、
エネルギーの選択肢は、2030年を生きる世代が議論
すべきである。

現在目の前にある課題を整理する前にエネルギーの選択肢を議論することは本末転倒です。課題を解決するまではゼロシナリオでエネルギーをまかなうことが当然の判断です。

即刻解決すべき課題とは
(1)稼働後40年以上経過した原発の廃炉処理、(2)核燃料サイクル研究の取りやめおよび核燃料廃棄物の最終処分に向けた研究費の増額と研究者の育成、最終処分場の選定と運営に関する
実務的協議と実施、(3)既存原発周辺の防災対策および災害時の対応策(4)福島原発被災地の除染、被曝された原発作業員への医療ケア、など。

また、エネルギー選択肢を議論するためには必要データが不足しています。
現在公表されているエネルギー実績データと将来予測需要は右肩上がりの経済成長にもとづくものであり、また電力会社による公表資料です。情報の非対称を是正するため、すべての現状
データの情報公開と第三者機関による査察を求めます。

27145 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 これ以上の原子力開発はやめて下さい。原子力から
の撤退と後始末を即刻開始して下さい。

コストも安全性も、持続可能性もないことがはっきりしているにもかかわらず一部の利権のために暴走しているとしか思えません。
　すでに原子力政策への信用は失われています。国民の圧倒的多数の危惧の声を聞いて下さい。
　再稼働中止、廃炉の開始、汚染地域（政府の恣意的な基準ではだめです）からの住民避難支援を強く訴えます。

27146 個人 自営業 ３０代 女性 どんな理由であれ、0%希望です。 代替エネルギーがどうかが問題ではなく、
非核三原則と同じように、
持ってはいけない、作ってはいけない、使用してはいけないものだと思います。

この世界に例をみない美しくすばらし国を守ってください。

27147 個人 パート・
アルバイ
ト

６０代 女性 原発からグリーンへとエネルギー構造の転換に際し、
３つのシナリオからゼロシナリオを支持します。

理由として、
・先ず日本は地震大国です。これは動かしがたい事実です。その様な状況下で、原発の安全神話を下に、長年、万一の事故への対応を怠ってきた結果が、３．１１の人災を引き起こしたと考えま
す。地震大国の日本に原発は不向きです。

・原発は本当に安価なのか甚だ疑問。長い間、左記の様に言われてきましたが、原発立地自治体への財政支出、設備稼働率や耐用年数、また、放射成敗器物の処理費用などを含めれば、決
して安い電力とは言えません。政府・企業そしてマスコミも含め、安価神話に騙されてきた思いがします。

・更に私が一番懸念するのは、廃炉への対応技術が、未開発だと言うことです。５４基の原発の廃炉に向け、世界と協力しつつ、技術開発を早急に進めなければならないと考えます。現状では
トイレのない家に住んでいるかの如くに感じます。

・併せて、再生可能エネルギーの技術開発にも、政府の助成金をつけるべきです。エネルギー政策の根幹に、再生可能エネルギーを据えることで、技術の進歩・需用者への普及が図れると考
えます。自然エネルギーの普及が拡がれば、CO2対策にも寄与できると考えます。

これらの理由により原発依存度をゼロにすることが、生活の安全・安心に繋がるのだと強く思います。無論私たちが、各家庭や会社で日常的に省エネに取り組む
ことを約束致します。
また、自然エネルギーを導入した場合の、電力単価や万一の停電リスクなどについて、詳しい情報提供を望みます。

27148 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 全ての原子力発電所を、一刻も早く廃炉にして、環境
負荷の低いエネルギーの開発に力を注いでほしいと
思います。日本の技術力なら可能だと思います。

原子力は、人間が制御できるものではありません。核廃棄物の処理もままならない状況もあり、このまま進めるのはリスクが多過ぎます。

27149 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます。 誰かの犠牲のもとに成り立つエネルギーはおかしいと思います。
もっと省エネルギーの取り組みを進めて欲しいです。
未来の子供達に負の遺産を残したくありません。

27150 個人 学生 ２０代 男性 　私は、「原発ゼロシナリオ」を推進します。私達日本
国民が、原発システムに頼り切っていたという事実で
はありますが、心が痛みました。今後のエネルギーの
在り方を左右する大問題なので、投稿させて頂きまし
た。

　現実性のないことを言う学生の一意見と思われるかもしれませんが、自分の考えを政府の方々に届けることに、ほんの少しでも意味があると思い、投稿させて頂きました。

27151 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 エネルギー・環境 原発ゼロの方向へ向かうべきだと思う。
人間が制御出来ない物なんか作る事も稼働べきじゃない。

人の命の重さなんか、何とも思ってない。
そんな考えは捨ててほしい、自分の家族が被害にあっても
文句は言えないぜ？

安全じゃないから、海岸線沿いに建ててんだよね～。
安全だったら国会議事堂の横とか
皇居の周りに建てたらいいんじゃないの？

使用済み燃料棒の処分場すらないのに稼働とか
街中の煙草のポイ捨てとは訳が違うんだから
何ともならんゴミ増やして、何がエコなんすかね？

27152 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 今回の選択肢の内容、前提には疑問が多いが、あえ
て選べば、原子力比率20～25％の選択肢３を支持す
る。
エネルギー政策は、今後、各種状況に応じた柔軟な
見直しを随時行っていくべき

原子力に頼らなくてよくなるよう国内資源の開発、再生可能エネルギーの普及に力を入れることは必要だが、原子力という選択肢を捨てるべきではない。
価格が適度で安定的なエネルギー供給なしでは、経済力、国力は維持できないし、暮らしや生命を守ることはできず、少子化もいっそう進むことになる。
当面、日本は原子力を上手に使っていかざるを得ない。

ただし、原子力を安全に動かしていく上で真に必要な対策は取って行くべき。
一方、再生可能エネルギーの実力も冷静に見ていくべき。さらに海外権益の確保など、化石燃料の供給体制の強化も必要。
これらをその時々でしっかり評価し、柔軟なエネルギー政策を採っていくためにも、今選択肢を狭めるべきではない。

広く意見を聞くことは重要だが、責任を取れない一般市民の感情的な議論に過度に影響されることなく、政府として大局的に判断することを期待する。

27153 個人 その他 ５０代 男性 原子力発電の即時停止を求める。 原発事故による放射能の人体に対する被害および風評被害は、
福島の問題にとどまらず、日本国と日本人という人種にも及んでいる。
居住の場所も権利もを失った人々や世界が日本に対して失った信頼を
どう取り戻すのか。
原子力発電ゼロからの解決こそ日本の復興と信頼回復の唯一の行程だと考える。

27154 個人 家事専
業

４０代 女性 2030 年のエネルギー・環境に関する３つ選択肢のう
ちでは、ゼロパーセントのシナリオが最も良いと考え
ます。

東京電力福島第一発電所が、大規模な事故を起こし、いまだにその収束作業が続き、10万人を越す人々が避難生活を送る現状をみて、地震をはじめ、あまたの天災が起こる日本では、原子
力発電は、国土に合わない発電方法であることが、立証されたと思います。出来るだけ早く、エネルギーを他の発電方法にシフトすること。全原発を廃炉にする政策を転換し、叡智を集めて、福
島の事故の収束や、使用済み燃料の処理にむけて、国家をあげて向かうべきです。２０３０年といわず、もっと早い段階で、０パーセントにするのが、望ましいと思います。

27155 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発はいらない。廃絶しよう。 核分裂をコントロールできるだけの技術を持ち合わせていないから。
また放射能を垂れ流すだけで、その後始末を後の世代に押しつけるという無責任きわまりない状況になるから。
原発無しでも、知恵と工夫で電気は不足することなく乗り切れるものだと思うから。それを大々的に取り組もうとしないのは、現政府の弱腰、やる気のなさの現れでしかなく、それは、電力会社や
経済界の意向を受けてのことで、利益優先の考え方があり、国民の健康や被害を切り捨てているから。

27156 個人 無職 ７０代 男性 「原発ゼロシナリオ」・・・これは唯一の脱原発シナリオ
を選びます。
政策を曖昧にする意見として：
「上記以外のシナリオ」に対する意見は絶対反対、
即、実行しかない。

現実的に、「大飯原発再稼働」は責任を自覚しない政治家や関係市町村の傲慢な意見であり、東日本大震災を経験した多くの国民は支持できない。
戦後、非核３原則（核兵器を持たず、作らず、持ち込ませず）に照らし合わせれば、原発も同等に扱うべきだ。
例え、原発が産業に必要であっても、人類に安全な「核廃棄物処理」が実行できる見通しを確認できなければ、将来的に安全ではない。
現在までに所有する「核廃棄物」は一時的（中間的）保管であり、この処理もできない「原発」を続ける「原子力ムラ」の関係者の未来に対する姿勢を理解できない、と言うよりも「考えていない」、
「考える能力を持たない」に等しい。彼らは「将来に対する政治的判断」よりも「現実的な拝金主義」による判断で、日本、アジア、世界を見極めた判断を忘れた愚かな集団としか思えない。東京
電力の経営姿勢は全く商業思想に気が付かない自己中心的な思想で、
消費者のことなど全く頭になく、経営者として失格。万一、原発ゼロにより電力料金が上昇しても必要な電気料を払うつもりはあるが、現在の東電のような経営姿勢に対して「高い電気料」を払う
お金は持ち合わせておりません。
結論は、「電力専売」である限り「経営努力」を考えない経営者がはびこり、
消費者を卑下する経営態度に止めを刺す義務が必要だ。
核廃棄物から発生する放射能の半減期は非常に長く、原発、核兵器なしの自然な状態に戻るのに、１０万年から２０万年を必要とし、我々の子孫が安心して住める地球を残す「義務」が政治
家、保安院、市町村の関係者にある事を忘れてはならない。

27157 個人 無職 ６０代 男性 原発は０にすべきです。 原発を動かせば核廃棄物が出ます。処理方法も無い物をどうするんですか。子孫に押し付ける分けには行きません。

27158 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 今回提示されている3つのシナリオの中から選ぶなら
ば、ゼロシナリオ。しかし討論型世論調査で吉岡斉氏
が言われていたように、これは仮置きの数字であるの
で、原子力発電はこのまますぐに停止すべき。

今回エネルギー政策について見直すことになったのは、福島原子力発電所の事故が起こり、政府として脱原発依存(最初は脱原発だったはず)の方針を打ち出したからだと思います。原発をや
める、というチャレンジをするべきです。
福島原発の事故の技術的な原因は明らかになっていません。明らかになるにはまだまだ時間がかかります。それなのに、事故を起こさない安全な原発の開発利用などできるのでしょうか。たと
え今以上に安全だと思われる原発が開発されたとしても、事故を100パーセント防ぐことはできません。原発はいったん事故が起こった場合の被害・影響が大きすぎます。今回の事故でそのこと
がはっきりとわかりました。このリスクは許容できません。二度と事故を起こしてはならないのです。
事故が起きなくても、原発は、まだ処理の方法さえ見つかっていない使用済み核燃料を作り続けます。すでに私たちが作ってしまった使用済み核燃料さえどうしたらいいのかわからずにいるの
に、これ以上作りだすわけにはいきません。
また、原発労働者の被曝の問題もあります。
原発の利用はやめたいと思います。

発電に関するコストや産業への影響などが原発のリスクと並べて議論されていますが、今決めなければならないのは、原発をやめることにチャレンジするかどうかということです。そこから、省エ
ネルギーや再生可能エネルギーの拡大や、国民の生活の仕方の転換が考えられるのだと思います。
まず、方向をはっきりとさせなければならないと思います。
また参加型世論調査の助言に当たる専門家には社会学者等が入っていません。ドイツでの国民的議論のように、原発の是非についてまず議論すべきではないでしょうか。

今回の国民からの意見聴取について、どのように扱うのかがいまだに明らかにされていません。分析結果とともに意見の内容も公開してください。また、エネルギー・環境会議での議論も公開し
てください。政策決定の透明性を確保してもらわなければ、決定を支持できません。

27159 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 日本におけるエネルギー消費量のうちに占める原子
力発電の比率を0%にすべきと考えます。エネルギーを
浪費しない社会をめざし、最終コストの見えない原子
力発電は取りやめるべきです。

1.  日本は米国などに比較するとエネルギーの効率的利用が進んでいると考えますが、さらにいっそうの効率利用技術を基幹産業として定着させるべきです。重厚長大産業から情報革命を経
て産業形態が変化したように、エネルギーに関するパラダイム変化のトップランナーとして日本の先端技術を生かすべきです。

2.  2011年における、エネルギー節約は、現在のエネルギー浪費社会の不自然さを実感させました。暗くなった町は自然に受け入れられるようになりました。この流れを加速させ、深夜のテレビ
放送や500mlのペットボトルなど、「必要のないもの」を廃止すべきです。なるべくエネルギーを消費しないで、生活感の豊かな社会を目指したいと考えます。

3.  いずれをとっても原子力発電のは経済的合理性がないと考えます。確かにここ数年のことを考えれば優位なエネルギーかもしれませんが、その安全対策には途方もない費用がかかります。
とりかえしの効かない事故を起こした今、安全対策にかかる費用を値切ることは不可能でしょう。また、廃炉、廃棄物、再処理、最終処分にかかる費用は算出不可能なほどのコストです。巨艦、
巨砲主義で袋小路に陥った旧海軍の轍を踏まないためにも、割に合わない原子力発電は集結すべきです。

27160 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原子力発電所は、このまま運転を止め、旧さ・地震等
の危険度の順に、解体するべきである。

原子力発電所の存在やその運転による危険を、エネルギー調達コストの話と同列に扱うのは無理がある。すでにたまっている使用済み核燃料や、運転にともなう放射化によって巨大かつ強力
な放射能発生源となっている原子炉本体（沸騰水型の場合は発電タービン等も）を処分するだけでも大変な問題である。結局の所、地下資源の１つに過ぎない核燃料では１００年単位のエネル
ギーたり得ず、逆に万年単位の悪影響を後世に残すことになる。基本的に日本列島はどこであっても地震あるいは津波の影響から免れることはできない。言い換えれば、運転の滞りによって数
分～時間単位で爆発する可能性のある現在の原子炉、運転しなくても万年単位の安定が求められる最終処分施設…どちらにしても無理がある。何にしてもまず探すべきは最終処分をどこでど
のように行うかを決め、既にできてしまっている「核のゴミ」を確実に処分してから次を考えるべきである。放射性物質はどのような方法を持っていてもその放射能を消し去ることはできない。これ
は技術の問題ではなく、宇宙の原理である。「原子炉を運転し子孫に負債を残さない」これは木を見て魚を求むのレベルではない、最初から論理として成り立っていない。なお、原子炉の安全な
解体に向けての実際の課程やその技術開発には数十年の時間がかかり、たぶん今後原子力発電所をただ運転できる時間と変わらないであろう。そしてそれにかかる費用は莫大なものにな
る。（このお金を無視して、発電コストを云々している欺瞞ももっと非難されてしかるべきである。）言い換えればこの点に関しては原子力発電所を立地する地域においては雇用を産みだし、解体
技術開発は輸出も可能であろう。原子量発電所を立地している自治体を金銭的にソフトランディングさせるためにも、原子力発電を止め、順次解体すべきである。

27161 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 2030 年のエネルギー・環境に関する３つ選択肢のう
ちでは、ゼロパーセントのシナリオが最も良いと考え
ます。

原発が、酷い事故を起こして、それがまだ、収まっていないのに、原発をそのまま稼動させるというのは、ありえないと思います。出来るだけ早く、廃炉にしてください。



27162 個人 家事専
業

５０代 女性 原発は全廃炉！！！！ 放射能をうみだすようなものは未来の世代には渡せない
福島事故からいったい日本は何を学んだのか
核のごみはどうなるのか
経済優先ばかりで、話をすすめると、もはや、原発から脱却できません

27163 個人 自営業 ６０代 男性 世界の核を無くしたいから 世界で唯一原爆を落とされた国が  どうして又福島の原発で放射能汚染に苦しまなくてはいけないのか  これ以上  何十万年も放射能を出し続ける  核のゴミを増やしてはいけない  唯一の被
爆国が世界に向けて 反原発を訴えるべきである。 そして再生可能エネルギーを日本の技術として先進国に成るべきだ ！

27164 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ２０３０年の原発比率を現断面で決めることはナンセ
ンスである。

　現在の日本の豊かな暮らしを支えているのは電力の低廉で安定した供給があってからこそと考える。そのことをベースに日本経済は成り立っている。
　資源の乏しい日本がこれまで国際競争に打ち勝ってこれたのは、原子力を含めたすべてのエネルギー源を駆使し、その時々で最適な組み合わせ（ベストミックス）を実現しながら、世界でも例
をみない低廉で質の高い安定した電力の供給のもと、質の高い物作りを継続してきた結果である。
　このことは周知の事実であり、今後も今まで以上にグローバル化が進んだ世界の中で国際競争力をより一層強化し、日本の高い地位を継続して実現させていくためには低廉で質の高い安定
した電力の供給が必要不可欠である。
　原発に代わる経済性の高いエネルギー源がなく、再生可能エネルギーの比率が低い現在において、実現の可能性が不透明な１８年後（２０３０年）の原発比率を決めるよりも、大きな方向性を
示し、それに向かって対策を講じた結果として、原発比率が下げられる状況であれば実態に合わせて下げていく方が現実的である。
　ただし、その前提条件としては、火力発電所の増設など化石エネルギーを増やしていくやり方ではなく、他のエネルギー比率は大幅に変えずに、省エネ対策（省エネ機器の導入や無理のない
範囲での節電等）の促進や経済に大きな影響を与えない範囲（電気代の値上げなど）で再生可能エネルギーの導入拡大を実施していくやり方でなければ、３Ｅ（安定供給確保・環境保全・経済
性）の同時達成は実現できないと考える。
　そのためには、電力システム改革を行い、発送電を分離し、システムを複雑にするよりも、発送電一貫体制のもとで効率的に転換を進めていくほうがより迅速で経済的で効率的であると考え
る。発送電分離はその後でも遅くはないと考える。

27165 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ３１１以降の福島の実情から判断するのは、原子力発
電は即停止から廃炉への決断しかありえない。即時
に原発をゼロにすべし！

１．原子力のゴミは現時点で人間の手におえないものである。
どんな廃棄処理をしても、その後に悲惨な災害を生む可能性を人間がいなくなるまで続く。未来の人々に対して誰も責任が取れない。
２．選択するエネルギーは火力、水力、風力、太陽熱、地熱、海洋資源他にもたくさんある。今それが量的、規模的に不足しているのは、過去からの国策で原発依存している間違った政策の責
任。官僚依存のご都合情報のみで動いている国会議員も同じく責任重大！
３．今夏の電力不足に対するマスコミを利用した国の脅迫宣伝は醜い。原発が不良資産となったら経営が成り立たない電力会社を保護するだけのモノ！国民は節電の我慢ぐらいはなんとでも
出来る。天気予報や色んな情報番組で熱中症に注意注意とか騒いでいるが、夏の熱いのは昔から、皆が工夫して過ごしていた、無理せず、日陰で休んだり、水を飲んだり、風通しの良い所で
昼寝をしたり…
４．電力会社の経営努力不足も改善に必要あり。
原発を作れば儲かるからと言ってたの他の電力資源の開発や研究を怠ってきた。
また、地域独占の電力会社がなぜ大きな広告宣伝費を使う必要があるのか、テレビや新聞、雑誌をスポンサーという立場でコントロールしようとしている姿！加えて官僚機構もそこに天下りとい
う相互の権益を守ろうとしている。喝！

27166 個人 自営業 ４０代 男性 選択肢が少な過ぎると思います。選択の誘導の意図
はないかと思いますが、誘導と解釈されても不思議で
はないと思います。その中で、選択するとすれば、一
番私の選択肢に近いのは(1)の原発ゼロです。

私は、20年前から、即時原発を停止し、すべての原発、核燃料サイクル関連の施設を廃炉、廃止を求めています。そして、核燃料、核廃棄物を、安定に管理する技術を、早期に確立して頂きた
いと思っています。

脱原発では、主に1.経済の空洞化、2.CO2の環境問題、3.化石燃料の高いコストが取り上げられますが、1は、空洞化になる明確な根拠を見たことがないので、その根拠をお示し頂きたい。ま
た、電力自由化を強力に進め、発送電分離など、あらゆる経済効果を考慮してお示し頂きたい。
さらに、放射性廃棄物の管理費、大規模の原発災害時の経済損出など、過小評価せずに、経済の空洞化をお示し頂きたい。

2は、CO2が温暖化の原因という前提だと思いますが、近年の温暖化が、CO2ではないという説を唱えている専門家もいます。CO2の問題は、国や世界で大きく不安を煽り、人々がCO2が原因と
して思い込まされている気がします。CO2が原因かも知れませんが、そうではないという専門家の意見も充分に踏まえて、取り上げて頂きたいと思います。

3については、円高にある現在、それでもコストは下がっていないのでしょうか？下がっていなくとも、再生エネルギーが軌道に乗るまでは、化石燃料に頼るしかないと思います。また、20年以上
前から、広瀬隆さんが、日本の海域には、ガス油田があると指摘されていました。なぜ、ガス油田然り、レアメタル然り、自国にある可能性を積極的に行わないのでしょうか？その付けが、尖閣
諸島など、日本の国益を失う可能性に繋がっていると思います。

他にもありますが、すべては書ききれません。私は日本が好きです。日本人としての誇りもあります。家族や子孫の未来を守りたいだけです。歴史上の流れで、原発を進めなければならない理
由はあったと思います。でも、福島原発事故で、答えが出たはずです。日本から、原発や核兵器が無意味であることを世界の貢献のためにもアクションを起こす良いきっかけだと思います。

27167 個人 法人等 ４０代 男性 　原子力発電　依存０％を支持します。多額の費用を
かけ、危険なものを作り、稼働する必要は無いと考え
ます。

 原発依存度０％を支持します。原子力発電に依存しない社会を目指し、そうなってほしいと願います。
　昨年の震災、それによる福島原発にる被害は、甚大です。
　一つの地震、一つの事故で長期間にわたる多大な被害の原因となる原発。被害に対しても、先の見えない解決策が多い現状です。
　多くの金額を費やしたものが、この結果になるのであえば、原発の必要性は無いと思います。
　
　原発が無くても、電力がまかなえるということは証明されています。

　わざわざ危険なものを作り、稼働する必要はどこにあるのでしょうか？

　原発依存度０％を支持します。

27168 個人 家事専
業

６０代 女性 福島の原発事故で、生活を奪われ、苦しんでいる人
が多いことに目をつむり、原発を再稼働させるべく動く
政府は国民を殺す気ですか。国民の命を第１に考え
るのが政府に仕事！！国民のための政府になってく
ださい。

福島県で放射能被害を受けている方々から直接、苦しい日々の様子をお聞きしました。このような苦しみを作り出す原発に断固反対です。

27169 個人 家事専
業

３０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します。 原子力発電とは、消費してしまう「電力」というものを生み出す為に、何万年も残り続ける毒物を生産する事だと私は思います。

無害化する手段のない毒物を延々と作り出してどうしようというのでしょうか。

「風評被害」に苦しむ人々には何の非もありません。
毒物から、自分と子どもを守ろうとする事も、何も悪くありません。

原子力を推進し、毒物を作り続る事を指示してきた人々はどのような償いをしたというのですか。

始末をつけられない人の尻拭いほど嫌な事はありません。
始末のつけられない物を、これ以上子孫に残したくはないです。

CO2を出さないという事で原子力が重視された様ですが、燃料のウランを取り出すためには多くのCO2が出るそうですね。
また、地球の温暖化といえばCO2ですが、原発の冷却水の廃熱も、温暖化に影響を与えると思いますが、一般的には聞こえてこない話ですよね？
原子力を推進したい人の情報操作に感じられます。

長いものに巻かれる傾向の強い日本では、「原発をゼロにする」と決めなければ、このままズルズルと毒を作り続けることになると思います。
原発がある限り、他の発電方法はないがしろにされ続けると思います。

コスト面でも、原発推進のために使われているコストを自然エネルギーの推進に使えば良いのではないですか？

エネルギーの確保という面でも、電力という大切なものを一企業に任せている事が問題なのではないですか？
送電網を国が管理し、複数の会社が競い合う事によって、より良い経済環境・エネルギー環境ができるのではないでしょうか。
また、いざという時は、大震災で知る事ができた、日本人の「絆」で、お互いに融通できると信じます。
一手独裁よりずっと良いと思います。

27170 個人 無職 ７０代 男性 政府は　原発の再稼働より、自然エネルギー開発に
取り組むべきです。

福島県で放射能被害を受けている方々から直接、苦しい日々の様子をお聞きしました。このような苦しみを作り出す原発に断固反対です。
以前から世界的に自然回帰を提唱している国々に習いたいです。

27171 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を希望す
る。その理由と代替案について

・即時、原発０を希望する。
理由の１として、明日にでも巨大地震が起きるかもしれない。この国は活断層の上に作られている。地震を止められないなら、明日にでも原発を止めてほしい。
理由の２として、QOLが格段に下がったのを感じるからである。震災後、「原発や使用済み燃料があるなら安心して生きて行けない」と、心のどこかで常に思ってしまう日々となった。
3.11から、どれほど事故の収束が進んでいるだろうか。福島を置いておいて、再稼働を行うのは、国を指導する立場の人々が、国民の心の豊かさよりも経済合理性、金や物を選んでいると感じ
ざるを得ない。
理由の３として、廃棄物の処理が全く分からない現状では、使用に値する技術ではないと考えるからである。
理由の４として、原発への不信は、科学技術はもとより、それを制御する人間や官僚システムへの不信から成っているために、簡単には原発の利用を信じることは出来ないことがあげられる。

・ 原発の代替エネルギーの可能性
今回、東西で送電がやりとりできないという基礎的な問題が放置されていることを知った。電力自由化や発送電分離等を進めないと効率化や技術革新が期待出来ない。
また、政府は代替エネルギーについて、どこに重点投資を行うのか、スケジューリングをどのように考えているのか明示してもらいたい。
私が最も可能性を感じるのは揚水発電である。夜から昼への送電について、西澤潤一さんの長距離送電の論にも着目してほしい。

27172 個人 無職 ７０代 男性 　３シナリオ共、電力コストが1.6-1.7倍となる。買取価
格を、太陽光なら、受電電力料金と同じとして割合を
減らすことが必要。自然エネルギの変動に対応する
火力も必然的に稼働率が悪くなる。

　この問題は、政府主導で決定するべきものである。電力問題は、電力工学の基礎知識がないと、正しい判断は困難。今のままでは、大衆討議の結論（おそらくゼロシナリオ）が錦の御旗とな
り、それを疑問に思いつつも、無視できずに実施せざるを得ない状況である。大衆討議の結論は、参考にしながら、あくまで、政府が正しいと信ずる策を実施するべきである。

27173 個人 自営業 ３０代 男性 原発依存は0％にすべき。 人の住めない地域を作る恐れがある原発は未来にふさわしくない。

27174 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 今後、日本の原発依存は０％を目指すべきです。多
少の非自由はあるでしょうが、みんなで辛抱してがん
ばっていくべきです。

首相官邸を取り巻くデモが起こっていますが、なんとみんな行儀よいことか。そんな穏やかな国民に甘えて、一部の人の利益を保証するためだけの原発政策を推進していくことに政府の皆さん
は恥ずかしさを感じないのですか？

27175 個人 その他 ７０代 男性 ゼロシナリオを支持します 電力エネルギー不足するとすれば、我慢します。
命を脅かされながらの快適な生活はありません。
これから何十年何百年の未来の、あなたの家族を犠牲にはさせたくありません。
指導者の皆様よろしくお願いします。

27176 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 エネルギーセキュリティ、安定供給がなければ、日本
は成り立ちません。資源、食料もない国が世界で生き
ていくことはできません。国民の生活を守るために原
子力は絶対必要です。

　現時点において、日本で、原子力を捨てることは、将来国民が生活できなくなることを意味します。
　まず、事実を正確に把握せねばなりません。
日本は戦後、めざましい経済成長を遂げ、国民の生活は豊かになりました。
それは、ひとつに電力の安定供給があったからです。ＧＤＰが成長すれば、エネルギー消費は当然増加します。
エネルギーセキュリティ、安定供給がなければ、日本では国民は生きていけません。
　選択肢は、太陽光や風力や省エネを大幅に見込んでいます。それは、願いであって、本当に実現する確証はありません。民主党は３年前にも国民を騙したではないですか。また、同じことをす
るのでしょう。
　原子力の選択肢を捨てることは、エネルギーセキュリティを放棄することを意味します。日本のエネルギー自給率は、４％です。国民が生きていくため、化石燃料を買い、国富が流出します。原
子力の選択肢がないため、足元をみられ、益々高価な化石燃料を買うことになります。太平洋戦争や石油ショックを忘れたのですか。絶対に原子力の選択肢を捨ててはいけません。
　当然、原子力の安全性や省エネといった技術開発を進めることは必要です。
「たかが電気ではありません。電気がなければ、生きていけないのですから」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上

27177 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発は即時ゼロにしてほしい 日本は、産業活性化を原発にたよらず省エネ技術や再生可能エネルギー技術で達成すべき。家庭に太陽光発電をつけるだけで電力のピークをおさえることが簡単にできる。一刻も早く省エネ
技術立国を目指すべき。

27178 個人 家事専
業

４０代 女性 脱原発 原発再稼動、絶対反対!!
原発がなくとも、経済は破綻しない。
日本はそれほど脆弱ではない。
日本は生き抜く知恵と希望を持っている。
即時廃炉を要求する。
日本における原発稼働率の0％を強く希望する。

27179 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原発ゼロシナリオを選び、直ちにすべての原発を停止
することを求めます。

原発ゼロシナリオを選びます。
１．すべての機械設備は事故を想定し、最悪の事態に備えた危機管理を必要とします。しかし、いったん事故が起これば最悪の場合、制御不能となり、一地域、場合によっては一国が生活・生
存危険地域となる原発は、危機管理の範疇をこえており、このような設備をつくることそれ自体が間違っています（建物設備管理技術者としての意見）。
２．地震国日本において原発の安全性を保障するのは至難の事柄ですが、仮に総定しうる範囲での安全を確保するとしても、そのコストは他のエネルギー設備の比ではなく、事故時の補償額
をも計上すれば、原発は最もコストのかかる発電設備だといわざるを得ません。
３・仮に事故なく稼働していても、原発は従事する労働者をたえず放射能で汚染します。被曝量を厳格に制限かんりするにはまた多大なコストを要するので、従来どおりの超過被曝、労働者使
い捨てが繰り返され、人権上も、企業倫理の面からも許されない事態となることが予想されます。
４．六ヶ所村ですでに満杯の使用済み核燃料（核燃サイクルは破綻している）をこれ以上増やしてどうするのですか。
５．代替エネルギーへの転換は可能であり、またそれ以外に道はありません。「原発ありき」ではなく「原発ゼロありき」の政策に踏み切り、当面火力その他の既存施設を活用しつつ早急に天然
ガス、自然エネルギー開発に取り組むべきです。「電力が足りない」などと国民を脅迫するのはもうやめてください。「核」に無理やり頼らされた今までの社会経済のあり方を根本的に転換し、安
全で、真に豊かな生活を保障する社会の実現に向けて、誠治が大多数の国民と一体となって進むべきだと思います。

27180 個人 無職 ７０代 男性 原発ゼロシナリオを選びます。 原発ゼロシナリオを選びます。その理由は以下の通り。
１．原発設置場所の地殻・地層環境：日本列島及びその周辺海域は環太平洋プレート沈み込み帯に属し、昨年の東日本大地震を含め、1950年以降マグネチュード９以上の地震が5回も発生し
ている。今後も日本周辺で同規模の地震が発生する恐れがある。
２．原発事業者の責任感：事業者は、上記の設置環境に対して原発の安全性を確保する，という重い責任が課せられている。しかし、原発事故における東京電力の対応、及び原発再稼働に中
部電力、九州電力、関西電力の対応には、経営の大前提に安全性の確保を据えるという真剣さが認められない。これでは、原発事業者としは失格であり、全原発ゼロ以外の選択はあり得な
い。
３．規制機関及び政府の責任感：原発事故の国会調査委員会及び政府調査委員会の報告書はいずれも、国の規制機関が役割を果たしてこなかったと指摘している。政府はこれらの報告書の
指摘を重く受け止める責任がある。特に国会調査委員会報告書の提言は無条件に尊重すべきである。しかし、野田政権は全く反対の行動をとっている。また、今後政権与党に復帰する可能性
がある自民党と公明党も同様の態度をとっている。これでは、規制機関及び政府としては失格であり、再び事故が起こさないためには全原発ゼロ以外の選択はあり得ない。



27181 個人 その他 ５０代 女性 ０パーセントを選択します。

即刻停止でお願いします。

２０年以上前から原発に対する危険を感じていながら、声をあげてこなかったことに自責の念を感じています。再処理工場のそばに親せきがいます。

労働者の被ばく、事故があったときの特殊性と非人間性、使用済み燃料の問題、どれをとっても、これ以上原子力を使っていくことはありえません。

こんな状態ですすめようとしている人がいることは理解不能です。
このまま突き進めば、おそらく、世界からも見放され、目先の経済どころではなくなるでしょう。

もっと長い目で、命や地球のことを考え、全世界に日本の叡智を見せるべきです。抱え込み、うやむやにしては、日本の未来はありません。

岐路に立っていることを、各々が自覚し、原発をなくすことを「最優先」するべきです。
消費税は許せても、原発再稼働は許せません。

27182 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発の可能な限りの早急な全停止及び廃炉を求めま
す。

使用済み核燃料の安全な処理技術も処理方法も確立されていない現状で、原発を使用し続けることは、未来に危険なゴミと無用な費用を押し付ける事にしかなりません。

被爆の正確な影響もわからない中、何万年もの地中処理を受け入れることができません。

放射能の処理の研究レベルに止め、エネルギー政策としては安全な政策へ日本は舵をきるべきだと考えます。

再生可能エネルギー、送電・蓄電技術の発展に官民一体となって取り組み、世界に売れる再生可能エネルギー体系を構築する方が日本の未来のために有効な政策だと考えます。

再生可能エネルギーだけでなく、ごみ処理や振動発電などありとあらゆる方法を商業レベルにすることを目指していくべきだと考えます。

27183 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発比率の維持（25%以上）を希望します。 　日本は天然資源に乏しい国です。福島第一原発の事故から学んだことを生かし、全国の原発の安全性を高め、早く再稼動させるべきです。原発の代替としてLNGなどを利用した火力発電が
増えているようですが、燃料を輸入に頼っている以上、国富の流出は無視できない金額となります。今は円高ですから、それでもまだ外国から燃料を輸入することはあまり難しくないですが、日
本国債の暴落で円が急落したら、ますます日本は大変な状況におかれてしまいます。
　また、原子力発電をあきらめるという方針ができてしまえば、原子力の技術者になろうとする若者が激減するでしょう。今後の廃炉には何十年もかかるのに、技術者がいなくなってしまったら大
変なことになります。
　東京新聞の8月5日の記事によれば、「全国十一会場で参加者が突きつけた声は、７０％近くまでが原発ゼロだった」そうですが、このような聴取会に、「『すべての原発の即廃炉』は副作用が
大きすぎます。冷静な議論をしましょう。当分の間は原発とうまく付き合っていきましょう。長期的には、原発比率を下げていきましょう」と意見を言いにくる人はほとんどいないのではないでしょう
か。
　あくまでも、全国11会場で開催された聴取会に参加した人のうち、67.9％が原発比率0％を希望したに過ぎません。
　原発の是非を問う国民投票をして、その結果、7割近くの人がゼロを希望するなら、「脱原発　民意明確に」という記事が書かれても違和感はありませんが、この記事のタイトルは、実態を的確
に表現したものとはとうてい思えません。
　マスコミは反原発原理主義者に受ける記事を書いたほうが受けるものですから、このような変な記事が今後も続く可能性があります。政府におかれましては、原発の利害得失を国民に詳しく
説明していただくことを強く希望します。

27184 個人 無職 ７０代 男性 原発ゼロシナリオを選びます。
　死の灰を大量に作り出し､将来にわたり人類に害を
及ぼす。

原発ゼロシナリオを選びます。
　福島原発の事故は、心ある学者や政党がその発足の以前から、人類のコントロールできない技術であり、発電後の燃えかすは恐ろしい死の灰となり、長期間人類に害を及ぼすと指摘してい
た。
　それなのに、原子力村に集う面々は､利益のために安全神話を振りまき､今回の大惨事を招いた。
その責任さえも取ろうとしていない。
　人類にとって最悪の原発は廃止し、もっと安全な自然エネルギーを利用する方向に切り替えてほしい。

27185 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発再稼働絶対反対 本当の意味での「先進国」になりましょう。

27186 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原子力発電に全面反対です。新規はもちろん、既存
の原子炉も全て廃炉が希望です。

原子爆弾で苦しんだ国が原子力に頼り、事故を起こし、未だに汚染水、土などの処理はどうなってるんですか？
処理の出来ない施設を作るのは反対です。
原子力依存はゼロ、これ以外の選択はありません。

27187 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「2030 年のエネルギー・環境に関する３つ選択肢」に
つきまして、
「2030年に原発0」を主張します。
できれば「即刻原発0」でいくべきです。
原発0でも日本は必ずやっていけます。

子どもたちに負の遺産をこれ以上増やしてはなりません。
原発をやめることにより、確かに一時的に産業に悪影響が出たり、大勢の方が職を失います。
しかし、電力が不足するようになれば、さらに少ない電力で動かせるものが開発されたり、自然エネルギー産業の発達など、電力不足を補うような新たな産業が発展し、雇用も増えます。

これまで人間は転んだってちゃんと立ち上がってきました。
大切なのは「どう立ち上がるか」です。

27188 個人 自営業 ５０代 男性 ０％シナリオを支持します。太陽光、風力以外にも地
熱や波力等も幅広く研究し積極的に進めるべき。発送
電の分離、中小規模の発電源分散、スマートグリッド
化に技術開発力を集中させる。

原発が一旦事故を起こした時のリスクは計り知れません。次に起こる事故が、今回の福島よりも小規模である保証などどこにもありません。数十万の人が家を失い、地域社会が崩壊し、農水産
業が大きなダメージを受け、多くの被爆労働者を生み出し、誰もまともな補償さえ受けられない。このような状況に対して原発のメリットなど取るに足らないものだと思います。

原子力発電からの脱却、実現可能性の無い核燃料サイクルの停止を国が明確に表明すべきです。使用済核燃料の処理方法に関しても、先延ばしにせず決めていかなければいけません。

太陽光、風力以外にも地熱や波力等も幅広く研究し積極的に進めるべきですし、発送電の分離、中小規模の発電源分散、スマートグリッド化に日本の技術開発力を集中させる必要がありま
す。

原発の即時停止がもっとも望ましい方法ですが、それができないとしても稼働は最小限に抑えるべきです。大飯原発の再稼働のような、いいかげんな判断基準で動かすようなことがあってはい
けません。規制体制の見直しは急務ですが、現状ではまともに取り組んでいるとは思えません。

27189 個人 自営業 ６０代 女性 できる限り早く原子力発電所は廃止すべきです。 ２０１１．３．１１の地震津波によって、目を覚まされました。それまでも電力会社のいう「原発は絶対安全」を信じてはいませんでしたが何となく流され便利な生活を享受して来ました。
　私たちは戦後生まれですが、第二次大戦や広島長崎を経験された方たちから直接話を聞いて育ちました。放射能の恐ろしさも見聞きしてきました。唯一の被爆国の日本の国民として、もっと
早くから原発に反対すべきだったと悔いています。経済を心配する方たちがいますが、経済が栄えて、人が住めなくなったのでは何の意味もありません。
　国土が狭く地震の多いこの国では、原発は恐ろしすぎます。もう原子力は無いものと考えて違う道を追求していくべきです。これまで原発につぎ込んだお金や知恵を自然エネルギー等のより
安全な技術の開発へ注げばきっと道は開かれます。私たち国民も少々の不便は忍ぶ覚悟は出来てます。子供達が外で駆け回れる自然を残してあげられなければ本当に次の世代に申し訳な
いです。

27190 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 脱原発のゼロシナリオを支持します。
また、今すぐに大飯原発の稼働を止めるべきです。

たかだか電気をつくるのに原発はリスクが高すぎます。チェルノブイリの例をっみても、まだ高濃度放射能汚染地区にか住民は住むことができません。事故が起きてしまえば、誰も責任なんて取
ることはできませんよね。

また、核廃棄物の管理というリスクも抱えたままです。誰がいつまで、どうやって核のゴミの面倒をみるのか？　こんな面倒な原発を動かして喜ぶ国民はいませんよ。その利権にしがみつく一部
の人だけが利益を得ますが、彼らにだって子孫にリスクある状態で日本を引き継ぐのです。そこまでしてお金儲けがしたいですか？

この期に及んでまだ原発に依存するという考えは、まったくもって理解できず、国民の意見とかけ離れています。どうか目を覚まして、未来の日本をこれ以上汚染することはやめてください。

繰り返しになりますが、３つの選択肢ではゼロシナリオを支持しますが、今すぐに原発を廃炉にして自然エネルギーの普及にお金を使ってください。電気を牛耳って一部の人だけ儲けるのはもう
おしまいにしてください。心からお願いします。

27191 個人 自営業 ５０代 男性 「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を主張す
る。
政府は本腰を入れて再生可能エネルギー開発に尽力
すべきだ。

今までの原子力発電によって生産された放射性廃棄物を安全に処分する方法が確立されていないのだから、これ以上放射性廃棄物を生産することは即刻やめるべきだ。将来の世代にこれ以
上の負の遺産を残してはならない。

27192 個人 自営業 ６０代 男性 ０％　です。 原発は人類がコントロール不可能なものだから
　事故が起きる可能性があるから

日本は地震が多い国、しかも今多発期である。
　今後もいつ起きるかあぶないから。

放射性廃棄物が何十万年もの間管理はできないから。
　そんな危ないものを子孫に継げれない。

将来、原発が核兵器に使用される可能性があるから

２０３０年にゼロではなく
　即時に　明日にでも　停めるべきです。

　電力は余っています。
　天然ガスを国際協力を使い安価輸入努力すべき

　なにも困ることはありません。

27193 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 できるだけ早くに原子力発電「絶対」ゼロ％。
早く決断しないと経済優先で実行が益々困難になる。
まず決定をしてください。

原子力発の安全が机上の空論だったと今ほど全国民が実感している時は無い。意見がまとまっている今が国民の負担の理解を得られるチャンスです。
原子力発電の代替案検討も大事ですが、原子力が無い場合に使用できる少ないエネルギー/コスト高になったエネルギーの優先順位を細かく検討してください。
何故ならエネルギー資源は国外に頼っていてコスト予想が難しいし、再生可能エネルギーの普及・開発を待てない状況だと思うからです。

急な停電もやむなし。家庭や企業や学校での利用制限。電化製品の規制。国際競争、国内雇用の悪化。
さまざまな問題があったとしてもそれは　人類が必要なエネルギー量を大きく超えてしまった事なのでいつかは方向を転換しなくては破滅すると　多くの人が実感しています。しかし個々ではな
にも変えられないのです。

早い時期に国が確固たる決意を示さなければそれに伴う大規模な努力・変革は現実化しません。
決断が遅れるほど経済優先で、企業や国家間の利益が優先され、本来ベースになるべき人々の安全な環境、未来が犠牲になり取り返しがつきません。

27194 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ゼロシナリオ
原発０％を選びます。子供の将来に原発を残さない。
子供に原発事故の危険性を押し付けないために。ゼ
ロシナリオです。

福島第一原発事故あんな大事故を起こしたのに、いまだまったく収束もしていないのに、その当事者の東電と政府がまだ原発を動かそうとするのが３１１からずっと信じられません。
二酸化炭素より放射能がもっとも恐ろしいことに気づかないふりをしないでください！経済より企業より人の命、子供たちの将来を大切にしてください。
福島事故から関東東北に撒き散らされた放射能の子供への影響が恐ろしくて鳥取に引っ越してきました。もうあんな思いはしたくありません。

電力会社　大飯の再稼働と同時に火力発電所を止めたように、原子力発電所がなくても電気は足りています。更に、現在の日本は電気を使いすぎです。今の節電の風潮を続けていけば電気
が足りるどころか、電力会社は電気を使ってくださいと言いたくなるくらい電気は足ります。
実際３１１直後の東京がそうでした。嘘の計画停電により、交通事故やペースメーカーなど人まで死んでしまいました。そして、その後電気は足りていますと。
人の命よりお金や経済や力のために原発を動かそうとするのをやめてください。４０年後に忘れた頃に事故がおきて責任がとれますか？１００％事故を起こさない原発などありえません。人が
作ったものですから。ゼロシナリオでお願いします。

27195 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 今回の提案は負担増のみで未来の絵がなく、日本を
豊かで幸せな国にするビジョンのあるものがない。そ
の中で選択するとなると２０～２５シナリオである。原
発は総括が終了後方針を決めるべき。

すべてのシナリオが個人にとって負担増、ＧＤＰが減少するものばかりである。このケーススタディの結果、どのような対策をうちどのような政策をするのかを明示しないことは、いくら社会のイン
フラといっても、エネルギー政策がすべてに優先するような誤解を与える。これはあくまでも、実現性を最大限に仮定したケーススタディであると考える。また、エネルギー政策に関して、国民へ
の負担増の免罪符と考えているのか。、原発の議論は、いろいろな意見書、報告書がでているが、総括して結論を出すべきである。これがない状況で原発稼動の意見を聞くのは、東日本大震
災の事実のみを提示して、それで結論を出せという危険な問題提起方法である。それが明確にならないうちは、選択肢の幅を拡げておくべきであり、２０～２５シナリオを選択した。また、例えば
ゼロシナリオでの再生可能エネルギーの普及に関しても、国民は、政府が提示したことは出来ると勘違いしてしまう。このような法律的に根拠のない机上だけの数字の遊びは誤解を招く。繰り
返しになるが、逆に言うとどのシナリオでも国民が幸せと感じる社会を目指す本当のシナリオが必要である。

27196 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「ゼロシナリオ」を支持する。現在稼働中の大飯原発
もすみやかに停止しなくてはいけない。その上で、政
府は現在進行中の人類史上最悪の原発事故の収束
に全力をあげて取り組むべきである。

　「ゼロシナリオ」を支持する。本来は原発比率を即刻ゼロにすべきという立場であるが、選択肢の中から選ばなくてはいけないとすれば「ゼロシナリオ」となる。２０３０年までのなるべく早い時期
にということだが、逆に最大２０３０年まで時間をかけてもよいとう解釈をしてはならないと考える。現在、日本列島は地震活動時期に入ったといわれている。さきの福島原発の事故の直接原因
は津波ではなく、地震である。また現在稼働中の大飯原発の下には活断層がある可能性が非常に高い。即刻停止しなくてはいけない。そもそもこの狭い上に地震大国である日本の国土におい
て原発の立地に適した土地は存在しない。そう意味で「ゼロシナリオ」以外の道を選ぶことは狂気の沙汰といってよい。
　日本政府が今なすべきことは人類史上最悪の原発事故である福島第一原発事故の収束、原因解明でなくてはいけない。特に崩壊の危険性が高い４号機建屋の問題に最優先に取り組まなく
てはいけない。この４号機問題は日本という国家の存亡に関わるばかりか、日本人を含む北半球の人類の生存に直接関わるといっても大げさではない。１号機から３号機までのメルトダウンし
た核燃料が地下水を汚染し、太平洋を汚染する状況も問題である。
　原発は発生させる熱の７０％を排水として海に放出する。海水を温めることで、稼働中に直接地球を温暖化している。地球温暖化が事実であるととすれば、その人為的要因の最たるものとさ
え言える。また人為的ＣＯ２排出が地球温暖化という仮説は現在かなり疑わしいものとされている。その意味でも人為的ＣＯ２削減対策としての原発を推進すべきという論拠も疑わしいものと
なっている。
　以上から政府は「ゼロシナリオ」をまず決定し、即刻廃止に向けた準備を早急に始め、福島第一事故の収束を最優先課題として全力で取り組むべきであると考える。

27197 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 エネルギー環境に関する選択肢に対する意見

２０３０年に原発０、ではなく即刻、原発０を。

あの地震で重大な事故を起こしたにも拘らず、なぜまだ原発を必要と言うのか理解に苦しみます。
本当に国民の事を考えているのでしょうか。
あのような大きな地震がもう起きないと思っているのでしょうか。
この不安を抱えた今の日本に、明るい未来があるとは思えません。
原発はすぐにでも無くして欲しいです。

27198 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ２０～２５シナリオのもとに緩やかに原子力依存度を
低減する道が現実的と考える。

　他のシナリオに比べて、一番ましな２０～２５シナリオを選んだ。その理由は以下のとおり。
(1)再生可能エネルギーでの代替は未知数
(2)継続的、大量に輸入しなければならない石油、石炭燃料依存度を下げることがエネルギー安全保障上重要
　（国際情勢の変化による資源確保の制限や費用増のリスク）
(3)エネルギーコストの上昇による企業の海外移転＝産業構造の空洞化
(4)核拡散防止、原子力平和利用推進の先進国としての原子力平和利用技術の開発継続と人材基盤維持による国際貢献は唯一の被爆国で先進国である日本の責務。
　日本は加工貿易で成り立っているので、その基盤となるエネルギーを安定的に確実な方法で確保することを続けない限り、今の国家体制を保つことができない。原子力に代わるもの（確保上
のリスクが少ない持続可能なエネルギー源）が明確でない以上、省エネ推進や自然エネルギーへの代替では原子力低減は困難。化石燃料依存度を増加させることは論外。
　国民は一方向からの感情で厳しい道を選択している。シナリオの内容がどれも一見可能と思わせる表現が大きな原因である。

27199 個人 家事専
業

３０代 女性 これ以上我々を欺くのは終わりにして頂きたい。とに
かく原発はやめなければなりません。再稼働した大飯
3、4号機を即時停止させ、その他停止中は順次廃炉
にしてください。

電力は足りています。代替エネルギー開発まで、火力発電で十分な時間は稼げます。原発は悪です。今やめないのは狂っています。原発がないと電気が使えない、経済が成り立たない、死者
が出る、などといった脅しで推進しようとしてももはや騙されません。



27200 個人 その他 ６０代 女性 ０％を望みます ０％で　40年の年限未満の原発も早急に止めてください。原発に頼らないエネルギーを選択しそこから雇用を創出すべきだと思います。

福島原発の激烈な事故を体験した日本人が地球と言う星で生活している人間として０％は当然の選択です。

政府は早急に郡山や福島等の放射線量の高い地域からの避難を責任を持ってしてください。

再稼働の安全性に対して明確な理由（経済性のみ）を提示できずにいる政府は人間性無視も甚だしいです。

私たちの税金で生活している議員の方々はそのことを肝に銘じて、安全と将来を担う子供たちに明るい希望に満ちた未来を描けるように尽力して下さい。

27201 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 原発０シナリオを選択すべきです。 原発０シナリオを選択すべきであると考えます。

今回の事故で実証されたように、ひとたび原発事故が起こった場合、取り返しがつかないのが放射能汚染です。百歩譲って除染が完璧に行われたとしても、その「除染」で除かれた放射性物質
は単に別の場所に移動させたことに変わりありません。その危険な物質をどのように管理するのでしょう。
美しい福島の地は汚されてしまいました。これだけの過酷事故を起こしておきながら原発を再稼働させることは到底かんがえられないことです。

原発施設に十分な安全対策を施したからといって稼働させるという言い訳はできません。増え続ける放射性廃棄物はどうするのでしょう。危険なプルトニウムが貯まり続ける状態に変わりはあり
ません。最終処理の道筋を示せないまま、稼働させることは、まさに未来の子や孫にたいへんなつけを押しつけることです。プルトニウムの保有は軍事上も大変危険なことです。

政府には勇気を持ってぜひとも「原発０」を選択していただきたいです。
国民の多くがそれを願っています。
広島、長崎、ビキニ。そして福島。核の恐ろしさを世界のだれよりも知っている日本なのです。日本が原発０シナリオを英断を持って選択していただきたいと思います。

私の両親は３．１１の大津波で亡くなりました。
本当につらい出来事でした。

私が生まれる前に戦争がありました。どうして戦争を止められなかったのかと両親を責める気持ちがあります。戦争が始まった時代は国民は自由に意見を述べることはできなかったのですよ
ね。
現在は主権者は私たち国民です。政府は私たちの意見をどうか聞いてください。それが民主主義でしょう。国民の多くはもう二度とフクシマを繰り返したくないと考えています。孫たちに原発を止
めたと伝えたいです。
電気についての意識変革も進んでいます。どうか国民を信頼してください。

勇気ある判断を願っています。
27202 個人 家事専

業
６０代 女性 日本の将来の原発比率は、０パーセント以外の選択

肢はありません。
使用済み核燃料の処理方法もないまま原発を使い続けていたら、やがて地球は核のゴミで一杯になることは自明の理です。この一点を考えただけでも直ちに原発を廃止すべきです。2030年で
は遅すぎます。
推進派の人々は原発を止めると日本の経済が立ちゆかないとか、雇用の問題が起こると言いますが、それを言っていたらいつまでたっても原発を廃止できません。原発に頼らない再生可能エ
ネルギーの開発こそが地球環境を守り、また日本の産業の発展に寄与するものです。

27203 個人 パート・
アルバイ
ト

６０代 女性 提示されている3案ではゼロシナリオ。
すべての原発をすぐに停止し、省エネ拡大、自然エネ
ルギー導入強化とともに、石炭火力ではなく天然ガス
をエネルギーシフト過渡期の橋渡しとして選択すべき
である。

・今ここで、立ち止まって考える。
　(1)今までのような経済発展最優先の社会は終焉を迎えている。ここから
　　新しい社会のありようを考える。
　(2)エネルギーのありかた・使い方に関しては、省エネルギー　自然から
　　作り出せるエネルギーに　さらに知識・知恵を絞れば、現状を必ず
　　変えられる。これは新たな産業につながる。
 
  

27204 個人 家事専
業

４０代 女性 ０％
全原子力発電所の即時廃炉。

原発のリスクは、ひとたび事故が起きてしまえば、総理大臣といえども責任が取れるものではない。
福島の事故を起こしてしまった日本は、原子力発電を必要としない暮らしを作るべく世界をリードすべきだ。

27205 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオ追加対策後を支持する。原子力発電を
行わないことが、一番の安全確保、リスクの最小化。
確実な代替エネルギー確保、そこに雇用を創出する
のが政治の役割。CO2削減が地球温暖化抑止に直結
していない。

2030年における3つのシナリオからゼロシナリオ(追加対策後)を支持し、その理由は以下の通り。

1)原子力の安全確保とリスク低減について。
地震の発生を止めること、原子力事故を無くすこと、使用済核燃料や放射性廃棄物の処理が進まない限り、原子力発電を行わないことが一番の安全確保、リスク低減になる。また、使用済核燃
料はすべて埋設して直接処分する。なお、原子力を安全に利用し、コントロールする技術開発、研究の必要性は理解するが、国内における原子力発電所の維持、建設は立地条件から困難と考
える。

2)エネルギー安全保障の強化について。
原子力が安価で安全保障上も優れるという前提は崩れている。原子力事故による復旧、除染、賠償費用はコストの大幅増となり、事故がなくても、いずれ廃炉となる費用、使用済核燃料の処理
費用を勘案すれば安価とはいえなくなった。また、核燃料サイクルは確立できておらず準国産電源とはいえない。人口減少、省電力化などを加味すれば需要は自然減すると考えられ、再生可
能エネルギー、クリーンエネルギー等、国内で得られるエネルギー源の開発、促進により、原子力に依存しないエネルギー安全保障を確保すべきだ。

3)地球温暖化問題について。
温室効果ガスは地球温暖化の一因といわれているが、CO2削減による温暖化の抑制効果は科学的に立証されていない。また、原子力発電の温排水が、地球温暖化の原因ではないと否定でき
るものでもない。外交上CO2排出削減は国際的な大切な約束だが、CO2排出が本当の地球温暖化の原因か科学的な知見を踏まえ、統計データの断片的な分析で相手を惑わす狡猾なマネー
ゲームを見抜き、正しい判断をすること、地球温暖化問題を多角的に別の視点からも世界をリードすることは立派な国際貢献になると考える。被爆国の日本がCO2排出を削減し、放射能排出を
増大させていることの方が、国際貢献どころか非難さえされるところだ。

4)コスト抑制、空洞化防止について
コスト上昇は発電事業者自らが、先の2)で述べたように安価でなくなった原子力をやめること、低コストエネルギー源の開発、発送電分離の推進により抑制する。また、需要家自らが生産するエ
ネルギーの促進、従量制料金の大幅改定によって使用量削減を促し、エネルギー需要を抑えることで産業への影響は最小限にする。東電福島原発事故により、放射能で汚染された農産物、
工業製品等は、国内流通はもとより海外輸出にも影響が大きかった。原子力事故による産業へのダメージの大きさと比較すれば、エネルギー不足の方が、産業への影響は小さいと考える。雇
用は新たなエネルギー源開発で創生する。その費用はCO2排出権の支払いをやめて、その資金を転用する。

以上、目先のエネルギー問題が看過できないなか、50年、100年先を見据えて、今以上に放射能に振り回され、放射能の被爆に脅える生活を国民に強いることのない、賢明な選択がなされるこ
とを切望する。

27206 個人 無職 ６０代 男性 原発依存度を20～25％とする。 　原発という手を出してはいけないものに手を出してしまい、3.11の惨事に遭遇してしまった。これから先５０年から１００年の単位で国を挙げて復興に取り組まなければならず、それには莫大な
税金を投入することになる。
　
　しかし、それだからと言って今更原発ゼロにすることは現実的ではない。我々は原発の恩恵を骨の髄まで受けてしまっており、そこから一気に抜け出せるとは到底思えない。残念ながら3.11で
被災し、生きる希望を失った人たちの思いを己の問題としてしっかり受け止めている国民がどれほどいるのか、瓦礫処理受け入れ問題を見ても良く分かる。クーラーの効いた部屋から「原発反
対」を叫んでいる人たちが多いように感じる。
　
　原発依存度を20～25％にするには前提条件がある。それは、出揃った事故調査委員会報告書の中で重要な提言が様々出されており、それらを確実に実現化すべく具体策をたて、スケジュー
ル化して国民の前に提示し、形だけではなく丁寧にかつ徹底的に説明し、納得してもらうことが必要だ。

27207 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 「原発ゼロシナリオ」に賛成。即時に全原発を停止す
る。核燃料サイクル・再処理は中止し、既存の原発の
廃炉と核廃棄物の安全な処分のための技術を確立さ
せる。

理由１
再び福島第一原発事故レベルの事故が起こったら、日本はあらゆる分野において、おしまいでしょう。そして、原発事故は地震や津波だけでなく、人為的ミスや想定外の原因もからも起こりま
す。原発の100％安全はありえません。

理由２
原発施設、核廃棄物は、私たちの世代だけでは処分できません。それをこれ以上増やすことは、子孫に対してあまりに無責任です。私たちの世代は、今すぐに、この問題解決への道筋を作る義
務と責任があります。

理由３
国内に54基、全世界には400基を超える原発があります。これらを安全に廃炉にし、そこで生成された核廃棄物を確実に処分し保管する技術は確立されていないと聞きます。世界で最も危険な
立地条件にある日本の原発で、その技術を開発することは、日本のためだけでなく、全世界の安全のための大きな貢献となり、経済的にも大きなビジネスチャンスになると思われます。

27209 個人 その他 ６０代 男性 日本は即座に原子力発電からの全面的撤退を選択
するべき。

1960年の原発初稼働から僅か52年にして国内で炉心溶融や爆発などの巨大事故が４炉で起き、また福島第二や女川を含めて13基と言う全交流電源喪失事故が発生しました。

　この事により原子力発電の安全性は完全に否定されました。

　原子力発電は危険極まりなく、一電力会社の能力では到底制御出来ない物である事が全世界注視の中で証明されたのです。

　また使用済み核燃料の処分も見通しが立たず、更にウラン原料その物の資源の劣悪さを見る時、日本は即刻原子力発電から完全に脱却し、シェオールガスやメタンハイドレートに地熱発電
などの他の有望な資源の利用の促進こそ賢明な国家エネルギー政策です。

　　また、世界一の地震大国である日本国はかかる脱原発を選択する以外には、さらなる原子力事故から国家国民と国土を破局的放射能汚染から防ぐ手だてはありません。

１．原発依存度について
「即刻」原発依存度を０％にすべき。その理由を以下に示す。
（１）原発事故の悪影響について
　東電福島第一原発事故によって、東北から関東までの広大な土地、河川、海が放射能で汚染され、事故から1年5ヶ月経過した現在においても約16万人の住民が避難生活を強いられ、農業・
漁業・観光業は多大な被害を受けた。にもかかわらず、その被害に対する補償は大幅に遅れており、金額も十分ではない。
　また、放射能による健康被害が今後現れてくると考えられ、その治療費用や補償費用も莫大になると考えられる。しかし、２０mSv/年の土地に住民を帰還させようとしている政府や、現在の東
電の賠償の対応を見ていると、健康被害に対する治療や補償についても十分行われないことが強く懸念される。
　原発の発電コストには、それらの賠償費用を漏れなく考慮することは当然であるが、そもそも、コストとして整理してよいものでもない。たかが電気のために、東電福島第一原発事故のような被
害を許容すべきではない。

（２）原発事故の確率について
　これまでの日本の原子力発電所の事故発生確率（実績）は約１０００年炉に1回である。ゼロシナリオにおいて、仮に稼働する原発の数が現時点で５０基、２０３０年で０基、間は直線的に減少
する場合を考えた場合においても、次の原発事故が起きる確率は５０％となる。事故が発生した場合の影響については、１（１）項で記載したとおりであり、原発は全て即刻停止すべきである。

（３）原発の発電コストについて
　１（１）項で記載したような賠償費用は全て原発の発電コストの想定に含めるべきである。なお、現時点で東電福島第一原発事故の賠償費用に関する政府の想定は10倍以上過小評価と思わ
れるので適切に想定されたい。また、原発立地費用、廃炉費用、使用済み各燃料の処理費用も含めて評価すべきである。なお、これまでの研究開発の経緯を考えると核燃料再処理および高速
増殖炉は技術的に困難であるので、これ以上無駄な税金の使用を即刻やめられたい。

（４）日本政府の原子力行政に対する不信と原子力発電を扱う資格について
　政府自身が一番よく認識していると思うが、以下に示すことから、日本政府と電力会社の原子力行政に対して非常に強い不信を持っている。このまま原発再稼働を進めると、まだ事故を起こ
す可能性が高く、その負担は国民に押し付けられることになると考える。そのような日本の政府と電力会社が原子力を扱う資格はないと考える。
・事故が発生した後も、原子力委員会の原発推進派が秘密会議を行ったり、経産省の課長が脱原発を検討しないよう要請したりするなど、全く反省していない（あるいはうわべだけ反省するの
み）。
・東電福島第一原発事故の責任を未だに誰もとっていない。
・国民に対して放射能を拡散、電気代の値上げを行い、また、国民の税金を使用して電力会社および株主の保護を優先している。（利益は電力会社や株主に、負担は国民に、では不公平）
・国会事故調の提案が日本の原子力行政に全く取り入れられていない。
・大飯原発の安全対策（免震重要等建設、ベント装置の設置等）が不十分なまま、電力会社の利益のために、再稼働された。
・原子力規制委員会の委員に原子力推進行政の所属していた、また、現在所属している人が候補として挙がっている。また、候補選定の過程が不透明である。
など。

（５）原発に代わるエネルギーについて
　日本ではこれまで節電への関心が低かった（むしろオール電化等、電力消費を増やそうとしていた）ため、節電のポテンシャルはかなり高いと考える。まずは、各個人が無理のない範囲で節電
すれば大きく貢献できることは、昨年および今年の電力不足への対応で明らかである。また、今後はLEDなど、既製品の省エネルギー製品への切り替えを行うことで、資料にある数値以上の節
電を進めることができるとともに、経済効果も期待できると考える。
　再生可能エネルギーについては、原発関連の研究開発費用を投入することで発電効率や生産単価を下げ、自然エネルギー固定価格買取制度による導入推進で量産効果による生産単価低
下および経済効果を期待できる。
　電気代高騰による経済への悪影響が懸念されているが、総括原価方式によって電気代は元々高い。電力の自由化を行って競争を促進すれば、電気代は現状維持できる可能性もあると考え
る。また、それによって原発の真の発電費用を明らかに出来ると考える。
　なお、地球温暖化については、昨今懐疑的な意見もでており（そもそも「温暖化」としているのは日本だけである）、その可能性について見直す必要があると考える。

２．その他
（１）電力供給事業者の選択について
　一般家庭においても、電力供給事業者を自由に選択できるようにすることを要望する。１（５）項に記載したような効果が期待できる。
また、そもそも原発で発電した電気を使用したくない。さらに、原発事故を起こして１（１）項で述べたような被害を及ぼしているにもかかわらず賠償が不十分であったり、総括原価方式によって会
社帰責の発電費用増加を電力料金に転嫁したり、するような電力供給事業者とは即刻契約解除したい。

（２）政策資料の内容について
　原発事故の影響をもっと考慮すべき。たとえば、ゼロシナリオを選択した場合、全原発を停止した時点で事故の確率が０％になり、原発事故の影響を受ける可能性がゼロになるという非常に
大きなメリットがあり、逆に２０～２５％シナリオにおいてはそれがデメリットになるが、それが考慮されてにない。そもそも、東電福島第一原発事故をきっかけに、本政策を議論しているにもかか
わらず、原発事故の影響に関する言及が少なすぎる。

（３）パブリックコメントについて
　「国民の意見を聴いた」という「アリバイ」だけにしないよう、確実に政策に反映されたい。

以上

27208 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ・3つの選択肢においてはゼロシナリオを選択
・原発は全て即刻停止し廃炉を決定すべき
・使用済み核燃料の再処理は即刻断念し直接処分に
すべき
・原発事故の影響をもっと考慮すべき
・電力自由化すべき



27210 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 １．提示された３シナリオとも反対、現政策大綱の方針
にそって原子力比率を５０％程度まで引き上げるべ
き。
２．衆愚政治的手法はやめるべき。国民代表である政
治家の責任を全うすべき。

１．現在の政策大綱の方向で原子力を積極的に推進すべきである。比率は５０％以上が望ましい。東電事故の経験を踏まえこれを克服し、ＣＯ２問題等環境問題の点からも原子力で世界に貢
献するべきである。
(1)我が国はエネルギーのほとんどを外国に依存しており、原子力は準国産エネルギーとして極めて重要。
(2)再生エネルギーはいずれも将来的重要であるが、短期的に基幹電源としては不安定でこれに頼るわけにはいかない。
(3)ＣＯ２問題は人類にとって喫急の克服すべき課題であり、原子力が果たすべき役割は極めて大きい。
(4)原子力エネルギーは化石エネルギーと異なり人類の叡智によって生み出されたものであり、人類は原子力の内在するリスクと向き合って克服して今日に至っている。我が国は東電事故を踏
まえ、この経験を活かして更なる発展を目指すべきである。
(5)原子力関連の産業構造は極めて裾野が広く、エネルギーセキュリティ確保の点からこれまでの開発の中で国産化比率をほぼ１００％に高める努力を行ってきた結果、国内にその産業基盤が
構築されている。また、そのための開発、設計、製造、建設といった全ての分野で学生を含めた人材供給も可能である。雇用を含めて太陽光、風車といったエネルギーとは比べ物にならない重
要産業である。
(6)過去米国に再処理を認めさせた先人のエネルギーセキュリティに対する苦労の成果を無駄にしてはならない。
(7)過去の原子力への投資を無駄にしてはならない。過去原子力船開発も断念しているが大いに問題。もんじゅも早急に運転を開始するべきである。
２．衆愚政治的手法による政策選択はただちに止めるべきである。短視眼の市民運動や偏見に満ちたマスコミ報道にこびることなく、国民の代表である政治家が責任をもって判断してほしい。
マスコミは客観的報道姿勢が欠如しており国民ミスリードする危険性が大きい。
３．原子力を止めることで困るのは経済的弱者であり、現在反原子力を唱える富裕層と違うということをよく考慮すべきではないか。

27211 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原発の安全性を確保し、当面、原発を活用すべきと考
える。原発依存度は(3)２０～２５シナリオもしくはそれ
以上が必要である。

少資源の日本では、経済性・環境問題も含め、原発は必要不可欠である。日本の高い技術力を駆使して、原発の安全性を確保し、原発に変わる経済等に悪影響を与えない代替電源が開発さ
れるまでは、原発を活用すべき。原発に変わる石油火力発電や再生可能エネルギー発電は、コスト的に高く、日本は産業の空洞化を招くとともに、国際競争力を失い、日本は衰退する。

27212 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 15シナリオ 省エネ、自然エネルギーの取り入れ

27213 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ３つの選択肢のうち、１番の「ゼロシナリオ」を選択しま
す。
福島の事故は、今現在起こっていることです。地震国
家である日本に原発が稼働することは無理だというこ
とを、認めなくてはなりません。

１番の「ゼロシナリオ」を選択します。
「ゼロシナリオ」では、２０３０年までに原発をゼロにするということですが、
現在稼働していない原発はもう再稼働せず、大飯原発も停止すべきです。
　私たちは福島の事故から「何か」を学ぶ、という段階にはありません。福島の事故によって、日本は放射能に汚染されたのです。そこから、新しく生まれ変わらなくてはいけません。
　国民である私たちも、これまでの生活を改めて、原発に頼らない生活を作っていく責任があります。
　政府の皆様には、勇気ある決断をしていただいて、新しい再生可能エネルギーへの移行を進めていただきたいです。
　原発ゼロを進めていく上での様々なリスクや問題も、私たちの子どもたちへの責任として、私たちが当然負うべきものだと考えます。
　

27214 個人 自営業 ４０代 男性 原子力発電所はゼロ。 　そもそも、地震の多い国に原発は適当ではない。人間が作るものに完璧はありません。故障しても人が近寄れない設備などどうしょうもありません。これからは自然エネルギーに予算を導入
し、原発に投入していたお金をソーラー発電を設置する新築・既築に補助金とする。少々電気代が上がっても原発はゼロ。企業は自家発電を導入し、国はこれを補助するこれにより設備投資を
促す。一部の特殊な業界が運営できるより、全国の建築業が運営していける方がいい。放射性廃棄物の最終処分地など決まりません。これ以上無駄遣いはやめるべき。廃炉も莫大な費用・時
間がかかる設備はこれ以上いりません。人が近寄れるエネルギーにお金をかけるべき。

27215 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発は廃止にするべきだと思います。
ただ、放射能に関する研究は進めて安全にする方法
は探るべきだと思います、

たかが電気に、人の住めなくなる環境を生み出す原発はいらないです。
即刻廃止にすべきです。
放射能を安全にする方法は模索するべきだと思います。

27216 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 2030年の「エネルギー・環境に関する選択肢」に対す
る意見として「(1)ゼロシナリオ」を支持します。

原発事故発生時の多大な人的・環境的影響や通常運用時の放射性廃棄物処理方法が後世に渡る長期の保管しかない現状を鑑みると脱原発技術を確立しながら、原発ゼロへと移行するのが
望ましいものと考えます。

27217 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ２０３０年における原子力発電への依存割合は０％を
目標とすべきと思います。

（１）既存の発電所の寿命
全国５４箇所の原発の大半は、建設後２０～３０年以上経過しており、原発の寿命が４０年ぐらいだとすれば、２０３０年時に原発への依存割合を今並、あるいは今より減らした１５％程度を目標
とするには、老朽化更新が必須になってくるものと思われます。世界に対しても強烈な警鐘を鳴らした福島原発事故を経験した日本が、今後、原発を建設していくということは、被災者の心情を
踏みにじることにも繋がるので、認めてはいけないと思います。

（２）節電での対応
テレビの報道などで、以前は、原発なしではやっていけないという意見を耳にしましたが、今、現在の状況を見ると、滋賀県の大飯原発のみの稼動で、２０１２年の猛暑を今の所、乗り切れてい
ます。電力供給に余裕はないかも知れませんが、まだまだ節電すべき点はあるはずです。例えば、全国にあるパチンコは、あれほど、必要あるのでしょうか。パチンコ屋の電力がどの程度かは
把握していませんが、これを機に無駄な電力の削減を推し進めていくべきなのではないでしょうか。

（３）被災国としての役割
今、世界では原発反対の運動が活発になってますが、日本が２０３０年に原発を０にするという目標を掲げることは、世界に対しての大きなアピールにもなりますし、それは、被災国としての責務
のような気がします。
クリーンなエネルギーで新たな時代を切り開くリーダー的役割を日本が率先して担っていくべきなのではないでしょうか。

以上から、２０３０年の目標として、原子力発電への依存割合０％を掲げるべきと思います。もちろん、原発に携わっている方々の雇用の問題もありますので、今すぐに、原発０化は難しいと思い
ますが、あと約２０年あるのですから、雇用の問題も同時に考えながら、国が一丸となって、この目標に向かって進んでいくべきと思います。

27218 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 ゼロシナリオを支持します。 使用済み核燃料の最終処理、廃炉処理の技術も確立していないのに原子力発電を続けるのは非常に問題です。大都市の真ん中に原発を建設できるぐらい安全なものになるまで原発はやめ
るべきです。

27219 個人 自営業 ４０代 男性 「ゼロシナリオ」を支持します。不安定な再生可能エネ
ルギーだけでなく、ガスコンパインドサイクル発電な
ど、効率のよい火力を増やせば実現できる、と考えま
す

 原発をすぐにゼロにしにくい要因として、原発立地市町村の雇用の問題があると思います。賛成と言っている人でさえ、実際は必要悪として渋々賛成しているのが、立地市町村の本音として聞
こえてきます。「だから減らせない」ではなく「ゼロにすると決めて」しまえば、代替の発電所を提供したり、廃炉にあたっての道筋を提供したりすることができ、それは新たな雇用を生み出し、地元
の理解も得やすくなる、と考えます。
 これだけ日本の社会の中に根深く組み込まれた原子力発電ですから、無くしていくのは大変な障害や抵抗があるのは当然。一部の閣僚や官僚が、国民の見えない所で勝手に決めてしまうこと
に、私達は大変不信感を持っています、国民の多くがゼロを望むなら、そう決断し、皆で困難を乗り越えていく。それが、あるべき民主主義社会の姿だと思います。

27220 個人 その他 ３０代 男性 ゼロシナリオを支持します。原発事故が起こった国だ
からこそ、国内外に原発の危険を伝え、再生可能エネ
ルギーに関して世界を引っ張っていけるような開発に
できるかぎり力を注いでいただきたいと思います。

もちろん複雑な事情やコストなどの課題はあると思いますが、しかし原発事故を経験し、私は、何に優先してでも原発をとめるべきだと考えます。エネルギーのために、経済のために、国のため
にとは言っても、放射能汚染という代償はあまりにも大きすぎます。現在も原発事故が収束できていないのに、さらに子どもの世代に原発のリスクを残したくありません。どうか原発ゼロのシナリ
オに向けて、検討してください。お願いします。

27221 個人 その他 ３０代 男性 2030年のエネルギー政策に原子力の新設は必要が
ありません。
限りなく原子力ゼロに近い数％ぐらいは温存する程度
であるべき。

省電力への行政側の指導、勧告、助言を企業努力と並行して１０年間継続してやれば、原子力１０基ぐらいの電力は改善効果で賄えます。国家戦略としてスマ－トグリッド、関東と関西のヘルツ
の統一、コジェネレーション、メタンハイドレ－ト、送電網のロス削減、コンバインドサイクル発電とIGCCを活用することによって石炭３０％ガス３０％水力１０％石油１０％自然再生可能エネルギー
２０％を達成目標とする。
求められるベンチャー企業が参入しやすい規制緩和制度の確立と、海外技術との共同開発と世界特許取得を実行する。エネルギー研究開発の為に、独立行政法人へ学術者の登用とPFI制度
を活用して、既存の核燃料サイクルともんじゅ予算の完全凍結を大胆に断行するべし。

27222 個人 その他 ５０代 男性 天然ガス複合発電、最終エネルギー消費の削減、エ
ネルギーシステムへの転換で、短・中期的な脱原発
は可能。その上で自然エネルギー導入を進めれば、
将来自然エネルギーだけでまかなえる社会も実現可
能。

原子力発電は、事故による被害、核廃棄物処理問題が未解決なことなどを考えれば、これ以上続けるべきではない。2030年までに0％案を支持する。現実には2020年までに原発比率をゼロに
することは可能と考える。
その理由を以下に述べる。
１．2011年、2012年と実際に大規模停電は起きておらず、短期的には節電と休眠自家発電装置の稼働などでピーク時電力は十分乗り切ることができる。
２．原発に替わるベース電力は、向こう10年程度の間に天然ガスタービン複合発電を全国で40～60基（原発20基分）導入すれば十分に補うことが可能である。
３．今後のエネルギーシステムのあり方を大規模集中型から中小規模分散型へと転換し、地域熱供給やコジェネレーションを進めることで、低温の熱需要を化石燃料や電気から発電廃熱、工
場廃熱、バイオマス、太陽熱などへ置き換える。これによって一次エネルギー投入を大幅に減らすことができる。
４．最終エネルギー消費では、機器のエネルギー効率向上、住宅・建物の断熱性能向上義務づけなどにより、使用場面でのエネルギー損失を低減させる。
５．自然エネルギーに関しては小水力・太陽光・風力・バイオマスなどを地産地消を原則としてコミュニティーレベルでの電気と熱の「スマートグリッド」を構築し、これらを大きなグリッドにつなぎ互
いにバックアップさせるようなグリッド改革を実現する。
６．将来的には洋上風力を中心に風力発電をベース電源として化石燃料による発電を置き換えていく。風力エネルギーには地域的な偏りがあるので、系統を強化し、北海道・東北の風力を関
東でも使えるようにする。洋上風力は全国的に連系すれば出力変動の問題はかなり軽減できると思われるが、バックアップとしてはガスタービン発電やガスエンジン発電（天然ガス・バイオガ
ス）を組み合わせる。また余剰時間帯の電力の一部はバッテリーに蓄える。
７．それ以外にも地中熱の活用、マイクロバイナリー方式の100℃以下の廃熱を利用した発電などまだ未利用のエネルギーがある。こうしたエネルギーの落ち穂拾いを徹底して行う。
８．以上のような対策をステップバイステップで進める。人口減少も加味すれば2050年をめどに最終エネルギー消費を現在の半分に、一次エネルギー供給を同じく4割程度に削減することも非
現実的なことではない。

原子力発電はそもそも非効率であり、すでに時代遅れの技術と言える。社会全体のエネルギー効率を高めていくことで、よりエネルギー消費を少なく、豊かで快適な社会が実現できる。そのた
めにはむしろ原子力発電は邪魔ですらある。将来世代にツケを回さないためには、できるだけ早く持続可能なエネルギーシステム、社会構造へと向かうべきである。またこのシステム転換によ
り、省エネルギー・創エネルギー・エネルギーシステムマネジメントなどにおいてさまざまな新技術の実現が見込まれる。これは今後新興国、とくにアジアの新興国において水平展開が期待で
き、新しい「輸出産業」にもなりうるものである。

27223 個人 会社員・
公務員

７０代 男性 エネルギー環境に関する選択肢に対する意見

「２０３０年に原発０」ではなく、「即刻、原発０」とすべき
です。
今の科学技術では制御できない。安全性とコストを同
列に扱っていることに違和感がある。

エネルギー環境に関する選択肢に対する意見

ほぼすべての原発直下に活断層。日本の多くの地震学者の共通見解は『巨大地震のサイクルに入った』。現在、電力会社が所有している配電網は別会社として新規発電事業の希望者を参入
させコストを下げる。東西の周波数変換設備を現在の（１２０万Kw）から国策で飛躍的に電力の融通力を増加させる。
病院・介護施設などに政府は自家発電のための補助金を出す。
以上の事で、原発０でも電力供給と需要はマッチングさせられる。

原発０でも日本の産業は新エネルギー関連産業の参入で発展させられる。

27224 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 「2030年に原発0」ではなく、「もっと早い時期に原発0」
を主張する
もう少し期限の選択肢を増やして欲しい。「2015年、
2020年、2025年」など

2030年もの期間があると、その間に政府の方針も変わり、原発問題が曖昧になりかねない。2030年というのが時間稼ぎのように感じるから。

27225 個人 その他 ８０代以
上

女性 原発ゼロシナリオ以外には考えられない。　即時、廃
炉を！！

原発ゼロシナリオ以外には考えられない

その理由:
●危険な放射能を放出する放射性廃棄物、煮ても焼いても消えない放射能、腐らない放射能、そしてその捨て場が、世界中に無い以上、それを作り続ける原発は廃炉にするべきである。
放射能を放出する放射性物質の性質を科学的に操作すること（半減期を減少する、放射線の威力を無くするなど）が、人類の如何なる力によっても、不可能な以上、原発は廃炉にするべきであ
る。（人間は自然に対して、もっと謙虚であるべきである）

我々、大人は、原発のお陰で、豊かな電力を得て、快適な生活を送ってきた。今回の事故で原発の危険性を認識させられた。　その豊かさに大きな代償を支払うことになった。　このような危険
な原発設置に、我々大人は、種々のメリットに幻惑され、あるいは無知ゆえに容認してきた責任がある。原発の危険が分かった現在、それを取り除くことが、その責任のない幼児そして未来の
子どもたちに、私たち大人の成すべきことである。

●「再生可能な自然エネルギー」が、原発に代わるエネルギーになり得る。
原発に代わるエネルギーになり得るように、英知を傾け努力するべき、日本人はそれを達成する力量を持っていると信じる。

即時廃炉を！！　　再生可能エネルギーの開発に全力を！！

27226 個人 その他 ５０代 女性 原発の再稼働に反対です。また、現在運転中の原発
は即時廃炉にし、核燃料サイクルも廃止し、使用済み
核燃料も再処理せず、廃止すべきです。

福島原発事故が起こり、私たちは原発災害がとうてい回復不可能な甚大な被害を被災者に与えることを知りました。それは、生活を破壊し、故郷を廃墟に変え、自然を近寄ることさえ危険なも
のに貶め、子どもたちの未来を損ない、生活の担い手である壮年層から将来の展望を喪失させました。いつ巨大地震が襲ってくるかわからない国土に住む私たちが、「フクシマ」と関係ないはず
がありません。「フクシマ」の被災者はそのまま私たちすべての姿なのです。こうしたことがはっきりわかってもなお原発を維持するということは、それ自体で、国民はこの国で幸せに生きていくこ
とについては自己決定権がないと宣言しているようなものです。原発維持政策は、国民の意識の深いところで自分たちには何もできないという無力感と無気力感をはびこらせていくでしょう。
これだけの被害を真摯に受け止め、元凶である原発推進政策は放棄して、省エネルギーや自然エネルギー推進、地域経済の活性化など考えられるかぎりの知恵を絞り合い、勇気を持って実
践していくこと以外に私たちの、そして日本の未来はありえないと考えます。

27227 個人 無職 ６０代 男性 エネルギー源の多様性を維持するためにも、原発の
依存度を、維持することが必要である。老朽化した、
原発の更新も含め、安全性の向上に注力すべきであ
る。

現時点で原発に変わる、エネルギー源はない。当分の間、原発にも依存してエネルギーを確保することが必要である。安全性をさらに向上するためにも、研究開発も必要であり、新規建設も含
め、老朽設備の更新を進めなければならない。技術者の育成も必要である。
原発依存ゼロを選択した場合、技術者の急激な減少、特に新たに大学で学ぶ人が減少しことにより、廃炉の安定的な推進すら困難になる恐れが大きい。また、エネルギーコストの上昇を回避
するため、産業、特に化学などエネルギー多消費型の産業の海外移転は急速に進み、我が国の国力の急激な低下を引き起こすことになる。
政府は、放射線の正しい知識の広報なども含め、ヒステリックな原発即時廃止などの運動の沈静化にも、注力すべきである。

27228 個人 その他 ３０代 女性 原子力発電は人類の手におえない大変危険な発電。
時代遅れである

平素たいへんにご苦労さまでございます。

このたび３．１１原子力発電所の事故及び、度重なる事故に大変に
危惧を覚えるものです。

福島第一原発は、事故後もいまだ収束できず、１６万人も避難をしいられ
いまも放射能をまき散らし
日本国民の多くを被爆させ、さらに土壌海洋汚染、海外をも汚染したため
これから、訴訟問題に発達する懸念がございます。

このような、人類に負を与え、日本国民を被爆させ、脅かし、いまだ手に負えない原子力発電は不要でございます。

未来の子どもたちのことを考えると、本当に心苦しい思いでいっぱいです。
わたしたち大人は先が短いですが、子どもたちは放射能とともにずっと
暮らしていかなければなりません。
それを、どうかかんがみていただいて、原子力発電はやめていただきたい。
原子力発電所の建設もナンセンスです。みなさまのご子息ご令嬢も被爆
されるのですよ。どうか、賢明なるご考慮をよろしくお願いいたします。

27229 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 今すぐ、原発をゼロにすべきというのが私の意見で
す。即廃炉にすべきというのが私の願いです。

福島の原発事故で何一つ安心できる材料はない。今の民主党の政治に絶望している。国民の声を聞くべき。子供の未来に責任の持った判断をするべき。

27230 個人 会社員・
公務員

６０代 女性 原発には1基たりとも反対。 事故に対して、人間の手に負えない原発には1基たりとて反対です。
政府に早急に代替エネルギーの研究をお願いします。
祈るような気持ちです。



27231 個人 その他 ６０代 男性 原発ゼロシナリオを選びます 　原発ゼロシナリオを選びます。
　
　絶対安全な原発はありえない。特に活動期に入ったと言われる地震国日本には危険すぎる。地震がなくても放射能は人類と共存しない。ひとたび事故が起これば人が住めなくなり、自然環境
が破壊され経済活動どころではない。核開発にも繋がる。
　今なお収束のメドがたたず、16万人もの福島の人々が故郷を追われ、長期避難を余儀なくされている現実を直視すべきだ。
　原発は運転中に二酸化炭素を出さないので、地球温暖化に有利と言われるが、建設までに膨大な化石燃料を消費している。通常運転でも放射能を放出しており、こちらの方が問題。
　また、コストが低いと言われるが、関係自治体への交付金や漁業補償、事故時の費用、使用済み核燃料の処理など膨大な経費と時間がかかりむしろ高くつく。
　電気は足りている。夏場の数日、数時間のピークだけ節電すれば全く問題ない。雇用にしても、地域経済への影響にしても、原発の代わりに風力やソーラーなどに切り替えれば問題ない。
　カネ（経済）より生命が大事、日本経済は縮小の方向にある。持つリスクが高く、責任も取れない原発は直ちに廃炉にし、地産地消の自然再生エネルギーへの転換をはかるべき。

お願い　午前中に送信したものに訂正がありましたので、こちらと差し替えてください。

27232 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原子力発電は0%にすべきです。 自力で直せないもの、無害化できないものを作ってはいけない。
再度福島と同じことが、日本のどこかで起こった場合、
もう日本には住んでいられないです。

27233 個人 家事専
業

５０代 女性 原子力発電所の再稼動を認めません。即刻（遅くとも
半年以上）、すべての原子力発電所を廃止してくださ
い。自然エネルギーに賛成しています。

原発3・11の福島原発の事故は犯罪です。原発は歴代の日本政府が推進してきました。東北の犠牲は大きすぎ、声をだせない人々や生き物達、子供達は放射能管理区域の中で内部被爆を起
こしながら生活しています。55基の原発自体が核のゴミ、その上、最終処理場が見つからない使用済みの核燃料を未来におしつけれません。人間としての責任はいますぐ、全ての原発をとめ
る、しかありません。

27234 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ゼロシナリオを支持します。 原発の再稼働に反対です。
グリーンエネルギーはもちろん、都市部においては、ガスコージェネレーションによる地域冷暖房システムを導入し多様な電源を確保するべきです。
また、建築物の省エネルギーの推進。特にゼブを国の政策として推進するべきです。

27235 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 (3)原発20～25パーセントシナリオがよいと思います。 夏の電力不足で、体の弱い人が、熱中症で倒れることがおきると思います。お年寄りや子どもが、心配です。

27236 個人 学生 ２０代 女性 今すぐ全原発を廃炉に 人が安心して住める地であってほしい。

非人道的な発電方法は時代遅れ。

27237 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 ２０３０年の原発依存０「ゼロシナリオ」しかありえな
い！

　３．１１後の東京電力福島第１原発事故。このことの原因追究も明らかになっていない現状、また、ふるさとを奪われ、故郷に帰れない多くの人々が今もなお、大勢みえるのを考えたとき、脱原
発しかありえないです。
　地震や津波は自然災害、しかし、原発事故は人災です。この人災を二度と繰り返さないためには、脱原発しかありえません。
　命よりも大切なものがあるでしょうか？
　命を置いて守らなければならないものがあるでしょうか？

　経済発展が大切なことは否定しません。でも、命を守らない経済発展は必要ありません。

　国として、すべての国民、子供たちの命を守ることを最優先すべきです。あなたの家族、子供たち、孫・・・その子たちの姿を思い浮かべてください。国、政府が今すべきことは、安心して生きて
いける、安心して生活できる日本です。
　そこに原発はいらない。
　「安全神話」は崩れたことがどうしてわからない？
　今度、地震や津波で、原発事故後起きないと、わからない・
　また犠牲者が出ないとわからない？
　今回の事故の被害者、ふるさとを奪われている人の思い、なにもいかされない？福島の方にとって、大きな裏切りです、ゆるせない。
　お願いですから。ゼロシナリオを。

27238 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ゼロシナリオ 大切なのは命と未来。

発展を目指し、今や先進国り、原爆を受け、さらに今回のような出来事の生まれた日本だからこそ示すことのできる道に進むべき。

志を持ち、地球をよりよい方向に進ませるべく、行動を起こしたい。
我が国を誇れる国民でいたい。

27239 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発依存度は、０％シナリオがよいと考えています。
もちろん温暖化対策は急務であり、再生可能エネル
ギーの普及を全力で進めて頂きたいと思います。

どんなエネルギー源でも何らかのリスクはありますが、原子力は、万一の事故の場合、そのリスクが国難レベルの大災害となり、回復不能であるため、代替的な発電手段を確保していくべきだ
と考えます。
現実に、ヨーロッパ各国では、オーストリアのように原発が存在しない国もあります。そのため、将来的には原発依存度は０％にすべきと思います。また、増え続ける核廃棄物の問題も、原発利
用を止めない限り解決しないと思うからです。ぜひとも政策的に、再生可能エネルギーの推進を強力に推し進めていただきたいと思います。
また国民も、今までのようなエネルギー浪費型の暮らしは改めるべく、覚悟する必要があると思っています。テレビ放送やコンビニなど２４時間営業は、業態を改めるべきではないでしょうか。

27240 個人 無職 ６０代 女性 選択肢　１．原発を０％にする
原発を再稼動せず0％とせよ。100％再生可能エネル
ギーへの大胆な転換と省エネ政策の強化を行うこと。

地震多発国の日本で、ゼロシナリオ以外に国民の命と健康を守り、経済を発展させ、雇用を増やすシナリオはありません。
使用済み核燃料の処理方法がない状態で、人類は原発を持つべきではありません。

27241 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発廃止！ (1)　ゼロシナリオを選択します。
ヒロシマの惨状を忘れてはなりません。
フクシマの現状から目をそらさないでください。故郷を追われた人たちはいつ故郷に帰れるのでしょうか？！
地震大国の日本に原発は危険です。終息させられない福島第一原発を見ても稼動させるべきではありません。この国の未来、子供たちの将来を考えるなら再稼動した大飯原発を直ちに停止し
て残った原発を廃止にする準備を直ちに始めてください。
電力不足を政府は煽っていますが、それはうそですね！消費税増税しか頭にない
野田首相には一部の人たちの利益の為だけに原発を稼動させることはやめてください。原発再稼動に断固反対します！

27242 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発を廃止しましょう。 原発は危険すぎるものだということがわかった以上、この先も使い続けていく理由はありません。
自然や動物・人間が安心して住める、安全な地球にしていきましょう。
大きな変革のためには時間もエネルギーも必要ですが、皆で知恵を絞り、模索して、一番良い代替エネルギーを考えていきましょう。
できないことはないはずです。
きっとできると思います。

27243 個人 自営業 ３０代 女性 No Nukes, more love. 原発は危険すぎる

27244 個人 無職 ７０代 女性 原発０にしてください。日本の未来の子供たちに、安
全の国を取り戻していきたい。地球の安全を守ってい
きたいと心から願います。

原子力は、安心して使う技術は人間はもっていません。どれだけの人々が
昔から今に至るまで、病と闘ってきたことか、国の指導者の方々に考えて頂くときです。
原子力の研究者が、一番よく知っているはずです。
経済の発展をのみ、考えている人たち、政治家、経済会の指導者に真摯な
事を今しっかりと見つめてください。

27245 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原発はゼロにすべき。福島原発の事故原因がはっき
りしていない中で、大飯原発の再稼働などありえない
こと。極めて広範囲にリスクを発生させる原発は直ち
に廃炉にすべき。今後は自然エネルギー・省エネル
ギー中心に。

これまでの国策としての原子力政策が、今回の福島第一原発の事故により否定されたことを国は認めるべきである。今回の事故の責任は国と電力会社にある。本来100％安全でなければなら
ない原子力発電所で自然の力とはいえ事故が発生したことは、これまでの原子力政策がムラという言葉で象徴されるように推進だけが進められ、安全対策は置き去りにされた結果である。原
発に想定外などという言葉はないのである。今回新たに設置される原子力委員会のメンバーの選出方法もおかしいもので原子力ムラの方々が入っている。ひとまず国会事故調の提言通り進め
るべきでは。
今後のエネルギー政策は、電力会社の地域独占を改め、発送電分離を行い、原子力・化石燃料中心から自然エネルギー・省エネルギー中心へ、今回の3.11を教訓に、大規模集中型から小規
模分散型への転換が必要だ。

27246 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 　東日本大震災による東電福島第一原発事故は、１
年半を経過した今も収束にはほど遠い状況です。
2030年に向けて国民の総意で「原発ゼロ」のエネル
ギー政策を創造しましょう。

歴代自民政権と前自公政権が推進してきた、原子力発電を基軸としたエネルギー政策の脆弱性を、東日本大震災による東電福島第一原発事故で露呈しました。
　１年半を経過した今も収束にはほど遠い状況で、民主党政権の宣言をむなしく感じています。地震国である我国では、他の原発も同様の状態になる危険が存在しています。2030年に向けて
国民の総意で「原発ゼロ」のエネルギー政策を創造しましょう。

27247 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 即刻ゼロシナリオを選択すべきである 　この地震国日本で、原子力発電所が営業運転を初めて以来、地震により災害が生じなかったことがたまたま幸運だっただけであって、我が国に原子力発電所を設置するのは、そもそも無理
がある。今回の福島第一原子力発電所の事故は、不幸にも、そのことを証明してしまった。
　政府や電力会社は電力不足を盛んに宣伝するが、国民の努力によって、この夏も電力不足はおきていない。このことは、現時点でも原子力発電所に頼らずに電力供給を行えるということであ
る。
　一時的に火力発電の占める割合が高くならざるを得ないが、我が国の高い技術力を生かして、自然エネルギーによる発電比率を高めてゆくのが望ましい在り方である。地球温暖化防止を口
実に原子力発電を維持して次の事故が起き、日本という国が破滅するより、日本が原子力発電を止め、再生可能エネルギーによる電力供給国となる方が、長い目で見て世界の平和や安定に
も貢献できる。

27248 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 使用済み核燃料は非常に危険で、安全に処理する技
術はない。原発の稼働や増設は次世代に大きな危険
を押しつける行為であり、絶対にこれ以上増やすべき
ではない。原発は０は当然で、一刻も早い廃炉を求め
る。

　政府（厚生労働省）が社会（職場）をより安全にするために推奨しているリスクアセスメントの手法によれば、予想される災害の重大さとその頻度からリスクを見積もる。
　今回の事故から想定すれば、原発事故の重大さは少なくとも数十万人の生活に重大な影響を与え、少なくとも数万人はふるさとを失った。労働者や住民に今後病気の発症や死亡を増加させ
る恐れも高い（被災地の住民の超過死亡に注目）。
　頻度も事故が起こった後では限りなく０に近いとは言えず、仮に数百年に1回の事故発生率としても、原発周辺住民の事故遭遇確率は数十万人／数百年＝千人／年で、毎年千人が事故に遭
遇し、百人は故郷を失うという大変高い確率になる。
　このような重大なリスクに対しては、直ちに使用を中止し、速やかに代替え可能な、他のよりリスクが低い方策に変えるのが本質安全化の原則である。
　経済的に考えても、事故の補償費、復旧費、今後の使用済み燃料の処分費、原発地域の振興費など正確に積算すれば、他の発電費用を上回るのではないか。
　直ちに中止せず速やかに廃止しないとする他の2択の意見に、どのような科学的合理性があるのか理解に苦しむ。

27249 個人 自営業 ３０代 男性 原発は即廃炉。 即廃炉の意見は多数寄せられていると思うが、３つのシナリオに当てはまらないので恣意的に「その他」などとしないように！今の政府はやりかねないので。多くの国民が疑念を持っていると思
う。

27250 個人 自営業 ６０代 女性 0%シナリオを支持します。原発に注ぎ込む資金を再生
可能エネルギーの開発、普及に振り向けることで、日
本が生き残れる道も開けてくるはずです。

そもそも核エネルギーは人間が制御できる性質のものではありません。地震の巣のような日本列島に絶対安全な原発など作れるはずがないでしょう。それを目指したところでそれこそ途方もな
いコストがかかり、しかもなお“想定外”の災害は起こりえます。そのことをわかっていながらあえて想定しようとせずに原発を推進してきた日本のリーダーたちは、起こってしまった被害に対して
も責任の大きさにたじろぎ、逃げることしか考えていないように見受けられます。

我が家では東日本大震災の起こる10年以上前から反原発の意思表示として、自宅の屋根に乗せられる最大限まで太陽光パネルを導入し、節電に努め、余剰電力を東電に売ってきました。　投
資を回収できるとはとても思えませんが、孫たちの未来を守るための必要経費と考えました。　これ以上地球を壊さないでください。

これまで原発に投資してきた資金を再生可能エネルギーの開発、普及に注ぎ込んでいたら、日本は世界に誇れる環境先進国となっていたことでしょう。　今からでもまだ間に合います。　地球環
境を保持するために、クリーンエネルギーの開発に資金と技術、知恵を結集して、日本の、ひいては地球生き残りのリーダーシップをとっていきましょう。

27251 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 私たちは 3.11 から何を学び何をすべきか？
現実に起きた事と今後も起きる可能性に対する対処
を最優先し、あいまいのまま原発事業を進めるべきで
はない。

私たちは 3.11 から何を学び何をすべきか？
原発事業の安全神話は虚構にすぎない事を痛感させられた。
現実に起きた事と今後も起きる可能性に対する対処を最優先すべきで、あいまいのままに原発事業を進めるべきではない。
『 想定外 』では、弁明になっていないし、『 これで大丈夫 』 の説明に信憑性はみじんも感じない。
電力需給問題が経済へ影響する事や国民生活に影響する事は十分理解できるので対処もできる。　人は、不便さや苦痛があると必ず知恵を出して解決する。
3.11の悲劇を繰り返してはならない。
原発へ依存する事はもうやめよう。　原発反対。

27252 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 ゼロシナリオを選択。４０年以上経過した原発は順次
廃止し、自然エネルギーへの転換を急ぐべき。

　現在の科学では原子力を制御できない。原発は４０年以上経過したものから順次廃止し、自然エネルギーへの転換を選択すべきである。
　原発への各種補助金は廃止し、自然エネルギーへの助成に転換すべきである。そうすることにより自然エネルギーへの関心は高まり、市民が共同で各発電所を造り、地域的な発電所が日本
全国に建設され地産地消のエネルギーとなるであろう。
　ただし原子力に関する技術は将来にわたって残すべきである。廃炉にかんする技術も必要であるし、将来への可能性を秘めた原子力技術は今後とも研究すべきと考える。

27253 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 (3)原発　20～25％　シナリオ　が　適切です。 中東情勢は、いつ戦争が始まっても、おかしくありません。戦争が始まると、シーレーンが危なくなります。エネルギー安全保障のため、原発は維持しなければなりません。

27254 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロシナリオを支持します 　以下の理由から原発ゼロシナリオを支持します。
　まず、原子力発電という技術自体の抱える様々な問題があります。
(1) 甚大な被害をもたらした福島第一原子力発電所の事故は、いまだ原因の解明に至っていません。この事故により、原子力発電の危険性が改めて明らかになりました。
(2)日本は地震国であるにも関わらず、54基 もの商用原発を建設してきました。近い将来、東海地方を震源とする大きな地震が起こるという予測もあります。原子炉は十分な耐震性をもつ、とさ
れてきまし たが、しかし、前述の通り福島の事故の真の原因は未詳であり、国会の事故調査委員会最終報告も、地震による破損の可能性を否定していません。原発の運用を 続けることはあ
まりにも危険です。
(3)原子力発電によって出る放射性廃棄物の処理の問題は深刻です。再処理技術は完成のめどさえ立っていません。これ以上放射性廃棄物を増やさないことは喫緊の課題です。
(4)今後新興国で予想される原発建設ラッシュにともない、原子力発電の燃料である天然ウランが枯渇するのは時間の問題と思われます。
(5)原子力発電は定期検査時の作業員の被ばくが前提となっています（老朽化した原子炉の廃炉作業においても）。生命を文字通り削りながらの労働が不可避の技術は、完成した技術とは到底
言えません。原発の運転は即刻停止すべきです。
 (6)温室効果ガスの問題に関して、原発を減らすと、二酸化炭素排出量が増大するとされてきました。しかし、原発比率は二酸化炭素排出量や経済成長率にはさほど大きな影響を及ぼさないと
の研究成果があります（名古屋大・高村ゆかり教授 http://www.47news.jp/47topics/e/233056.php）
(7)原発を廃止することにより原子力発電関連技術が衰退することを懸念する声もあります。確かに廃炉のためには技術の維持発展が不可欠です。しかし、技術開発のために大規模なプラント
を稼働させる必要はなく、実験用の安全な施設が確保されれば充分のはずです。
　次に、これまでの日本の原子力行政が抱える問題があります。国会の事故調査委員会最終報告は福島 の事故は「人災」であったとしています。すなわち、原子力発電を担う事業者と、それを
監督・規制する側の双方に問題があったというのです。これまでの原子 力政策は、原子力基本法に謳われている「民主」「自主」「公開」のすべてをないがしろにしています。具体的事例を挙げ
れば、福島の事故後、SPEEDIデータが適切に公表されない事態が生じました。これは明らかに行政による隠蔽です（非｢公開｣）。さらに、規制機関である原子力安全・保安院が、原発推進の立
場にある経済産業省のもとに置かれ、規制者が有形無実化されていました。福島の事故以前、2002年 に東京電力によるトラブル隠しが発覚しました。にも関わらず、反省もしかるべき改善も行
なってこなかったために昨年の事故が起きたのではないでしょうか。 これは事業者と行政が完全に癒着し、一体となって原子力発電を推進してきた結果にほかなりません（非「自主」）。さらに、
市民が強く反対を訴えたにもかか わらず、現政権は大飯発電所の再稼働を強行しました（非「民主」）。以上から、事業者も行政も、原子力発電という技術を扱う資格を全く備えていないことは
明らかです。
　このように原子力に対する規制が機能不全に至っている背景の一つが、経済界からの強力な要請でしょう。今回のエネルギー政策の三つのシナリオについても、経済界からは、25パー セント
の選択肢でも不足だとの主張があると聞きました。この考え方は、従来の路線に従っていれば、特に苦労することなく、豊かな電力が手に入る、そういっ た安直な姿勢です。そして政府もそれに
追随しています。市民の立場からは到底容認できない状況です。大きな危険をはらむ不完全な技術を、規制機関が不十分 なまま維持・拡大しようとすることには断固反対します。
　日本は「資源が乏しい国」とされることがしばしばあります。しかし、太陽光、風力などの自然エネ ルギーを開発する可能性は十分にあります。日本の国土の特性を生かした地熱発電、潮力・
波力発電なども有望だと聞きます。これまで原子力のみに注力してき た結果、日本は高い技術力をもちながら、自然エネルギー分野では他国に大きく遅れをとっています。エネルギー問題の
議論では、原発推進の立場から｢代替エ ネルギーはコストが大きい｣「火力・原子力にとって代わるには時間がかかりすぎる」などの主張がなされることがしばしばあります。しかし、原子力は、
使用 開始以来長い時間が経過しています。わたくしたちは、この国に適さない技術を無批判に推し進めてきたことを、今こそ反省すべきです。そして、国の進路を大 きく変えていくには相応の
時間が必要なのは当然だと考えなければなりません。
　以上のことから、「原発ゼロシナリオ」を支持します。
　



27255 個人 自営業 ４０代 女性 私は脱原発、つまりゼロシナリオを支持します。
原発再稼働して得られることと比べられないほどに、
万が一の時の損害が大きいからです。もう一度、福島
のようなことが起きたら、日本は崩壊するかもしれま
せん。

大飯原発をすでに再稼働しているが、

１．地震のリスクについては、未だに明らかにされていないし、その対策も十分に
　　計られていない。

２．万が一の時の、住民避難のシミュレーションは、実はまだなされていない、
　　と細野大臣も認めていた。

３．原子力保安院や東電の担当者の責任が、まだ十分問われておらず、
　　体制も刷新されていない。保安院の人たちは、辞任してないどころか、
　　未だに偉そうな顔をして指示を出している。
　　そのような人たちが、また関わって、再稼働含め原発の将来を決めていいはずがない。

４．使用済み核燃料は再処理も直接処分も、未だに方策が立てられていない。

５．原発を再稼働するリスクを診断したり、リスク回避の対策に莫大な費用をかけるなら、その分、必死で、原発以外のクリーンエネルギーの開発に取り組むべきだ。ドイツの例がある（太陽光発
電など）。国のチカラだけでなく、国民全員が取り組めば実現不可能ではない。

６．原発事故が起きてしまえば、その被害は計り知れない。そのことは証明されてしまった。福島は、もういつ元にもどれるのか、誰にもわからない。それ以外にも、莫大な影響が出ている。
そのリスクがなくなっていない以上、原発の再稼働はどうしても認められない。
計画停電でさえ、いろいろ困難はあっても皆協力した。日本の国民は別の可能性を探れるはずだ。

27256 個人 家事専
業

５０代 女性 原発ゼロ　すぐに全原発を停止、核燃料サイクルと再
処理を中止する。

福島第一原発事故では、福島県をはじめ東北、関東の広い地域を放射能で汚染しました。汚染された大地はもう元にはもどりません。再び、このような事故を起こすことは、許されません。原発
は即時停止し、残された核廃棄物、および原発施設の後始末を開始すべきです。

27257 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 女性 原発ゼロシナリオを強く希望します。 日本の、世界の未来を守れるのは今生きている私たちの行動次第だから。
いくら利益が生まれても、死んでしまっては意味がない。
今の状況がこれ以上続くのは見てられないけど、自分の生まれ育った国がこのまま終わっていくのなんてもっと耐えられません。

27258 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 できるだけ近い将来に原発依存度ゼロ、ゼロシナリオ
を希望します。

あの原発の事故により、どれだけの家族が離散したか考えてみれば、わかるはず。これ以上、人を苦しめる原発は、近い将来ゼロとして欲しい。

27259 個人 自営業 ４０代 女性 ゼロシナリオの採択を希望します ゼロシナリオの採択を希望します。

廃棄物処理を筆頭とした原子力発電の技術的な未熟さ　また　膨大な社会的コストを考えた場合、国民のいのちを守る　説得力のあるシステムや対策もない現状も含めて、原子力発電は放棄
してほしいと考えます。

また、「未来へ手渡せる責任ある社会運営」という視点から見た場合、地域的に偏在する地下資源に頼るエネルギーというものは　地球上の人たちが平和に共存することも脅かすものであり、
地下資源に頼らない　つまりは　地球の大地を壊すことなく　運営できる社会へ　一刻も早く転換する必要性を感じます。
その意味からも　仮に　原子力発電が１００％安全になったとしても　廃棄物処理が未来への負荷とならずに処理できるようになったとしても、これから先の選択肢としては採用して頂きたくあり
ません。何よりも　地下資源が豊とは言えない日本の地における　社会の自立的な運営について考えるならば、おのづから　そのベクトルへ向かうのが　合理的な思考だと思います。

27260 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します。原発依存脱却を決断
することにより、新エネルギーの開発・発展が加速さ
れると考えます。今こそ過去の過ちを繰り返さないた
めに原発ゼロシナリオを選択すべきだと考えます。

原発ゼロシナリオを選択します。原子力は人間にはまだコントロールできるエネルギーではなく負の遺産を蓄積していってしまうものです。「高速炉もんじゅ」や「六ヶ所村再処理工場」ですら安全
な稼働に至っておらず膨大な維持費だけがこの先も延々とかかります。福島第一原子力発電所もいまだ高濃度の放射能汚染で実態は解明されずにいます。使用済み燃料や一旦事故が起こっ
てしまった時の事故処理の解決法がないまま使い続けることに強い疑問を感じています。また、原子力発電におけるCO2排出は発電時にはされないが、発電に至るまで、そして発電後の廃棄
物処理の工程まで含めると膨大なエネルギーを必要としやその結果CO2が大量に発生するということです。廃炉にするにも莫大なコストがかかり、事故が起こればその処理や補償にも莫大なコ
ストがかかります。代替えエネルギー発電所の計画を推進し、現在原発に関わっている方々の雇用をそちらにシフトしていくことにより雇用を補償できると考えます。
今こそ英知を結集し、新しいエネルギー政策を推し進め、エネルギーモデル国として世界に貢献していく時ではないでしょうか。

私は仙台に暮らしておりますが、福島第一原発事故以来、放射能汚染の恐怖から解放された日はなく、外出、買い物、食事などの日常生活にストレスを抱えて毎日を過ごしています。福島の
方々の犠牲とは比べものにもならないでしょう。しかし、毎日が、将来が不安でしかたありません。一般住民の平穏な暮らしを犠牲にし、事故が起こっても想定外のこととして誰も責任を問われな
い現在のシステムは異常であり、異議を唱えずにはいられません。同様の犠牲が二度と国民に強いられることがないように、ぜひ新しい政策を打ち出してください。

27261 個人 自営業 ４０代 男性 脱原発 これ以上日本国民及び世界中の人を危険にさらすことは国の存亡に関わると思います。
東電の対応も全く誠実さが感じられません。
当時の経営陣は刑事罰に問われるべき事故であるのに。

27262 個人 無職 ８０代以
上

男性 将来、原発を０とする。高速増殖炉の成功を目論んで
の努力が不幸にして未だに実らない上に、核燃料の
後始末も未解決。この辺で見切りを付けるねば悔いを
千載に残す。

理由（具体的方策）
 １．使用済み燃料を日本海溝へ沈みこませる。この実現を目指す研究を開発し世界の燃料廃棄物を日本が引き受ける。
>２．停止中でも地震・大津波には無力だった。東日本大地震で巨大地震の周期が新た に判明した。試すいでもそれが確認された。活断層の上にあっても次の危機の予測が容易になった。当
面の再稼働は認めざるを得ない。>
３．順次、廃炉を進めると共に未利用自然エネルギの開発に向う。先ず我が国に恵まれた地熱の活用を至急に開始し廃炉に合わせる。「国立公園に発電所は景観や環境を破壊する」との愚論
を至急払拭する必要がある。国立公園法を改正すれば足りること。岩手県松川温泉が格好の実例である。更に、地熱開発技術の向上を国家予算の最重点に置く>
４．東海沖の燃える氷の開発にも予算を十分に付け１日も早い実用>  ５．如何なる対策工事を施しても、空襲や、ミサイルに襲われたら、日本は絶滅する。廃炉完了までは絶対に戦争してはな
らない。>
６．最近の防衛力増強の意見は国境問題にある。日本固有の領土と云うが、それは明治５年の廃藩置県当時の領土を指すべきだ。尖閣は明治２８年、竹島は明治３８年の宣言で、日清、日露
戦争によるもの。北方４島は安政年間の日ロ条約に依るのでここだけは日本固有だ。しかし、太平洋戦争の結果と云われている。もし、それが怪しからんというのなら、南洋群島をアメリカら国
連信託統治としてアメリカ自治領としているのも怪しからんことになる。>
７．広島原爆忌を明日にして新たな発想で真の平和に向いたい。>

27263 個人 その他 ７０代 女性 原発ゼロシナリオを選択する。省エネ対策をさらに強
化し、自然エネルギー開発・研究にもっと予算を配分
し推進してほしい。地域分散型の電力システムに改革
して産業構造を転換していくべきである。

地震列島日本は、原発事故にあう確率が他国に比して高くいったん大事故が起こると地球規模で環境被害が拡大し、健康被害は次世代にまで及ぶことを痛感した。政府は真剣にゼロシナリオ
を推進するべきである。

27264 個人 パート・
アルバイ
ト

６０代 男性 ２０３０年原子力発電　０％ 核廃棄物を処理できる道筋ができていない。
未来に負の遺産として残す　現在の原子力発電は、止めて、
原子力発電所は即廃棄すべき。

電力料金の負担を増えても、仕方がない。
石油・液化ガスの輸入を民間任せ出なく　国が産油国と交渉すべき
問題である。国でいかに安く調達するかが　政府や役所が取り組むべきである。

また、再生エネルギーである小水力発電・波浪発電・バイオ発電などの開発に国も力を入れると同時に、新潟沖の海底ガス油田の開発のスピードアップやシェールガスの開発を重点課題とし
て、取り組むべきです。

27265 個人 家事専
業

３０代 女性 これからの地球には原発は必要ありません。原発ゼ
ロへ舵を切ってください。すべての原発の廃炉を求め
ます。
また、除染も利権等にとらわれずに迅速に行なってく
ださい

震災による原発事故
そのおかげで大切なことに気付きました
原発は必要ありません
それで多少不便になるならそれもよし
何より公園の草の上で子どもが赤ちゃんがハイハイできる幸せ
思いっきり落ち葉で遊べること
野外で走り回り、プールで泳ぎ、海で遊ぶ
太陽の光を浴びて子どもたちが元気に遊ぶことができる地球を残したいのです
そして、動植物と共存し、循環する世界を作る必要があると思っています

また、除染ももう技術があると聞いています
でも利権が絡んでいるために進まないのだとか
金のために命が奪われる
そういう世の中を変えていきたいのです
除染もぜひ金を優先ではなく、命を他の動植物の生命を優先し迅速に行なってください

原発だけが悪ではありません
いろいろな問題があります
ですが、まず原発のない社会を希求いたします

27266 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 (1)0％を選択します。ただし、２０３０年では遅すぎま
す。ただちに原発０を実現すべきです。福島第一原発
事故は、一たび過酷事故を起こすと甚大な被害をもた
らし人間の制御は不可能となることを明らかにしまし
た。

　原子力村の住人たちは、原発は過酷事故を起こさないと言い張ってきました。司法の場においてもしかりです。しかし、福島第一原発事故が起きた後も、原子力村の人々は何の反省もしてい
ません。原子力規制員会の初代委員長に内定したとされる田中俊一氏も然りです。しかも、今回の過酷事故の原因を巨大津波という自然現象に矮小化する人々には、次の過酷事故を予防す
ることはできません。これまでの制度や考え方に根本的な誤りがあることを深く掘り下げるべきです。
　また、もんじゅで取り組まれているプルサーマル計画はすでに破たんしているにもかかわらず、撤退することさえ決めることができていません。
　さらに、使用済み核燃料廃棄物の処理も、袋小路に追い詰められています。これは日本だけの問題ではなく、世界のどの国も対応できていない深刻な問題なのです。いまだに確立されていな
い、廃棄物処理の問題を後回しにして、目先の発電を選択しては、後世に多大な犠牲を強いてしまいます。すぐにでも原発０の方針を採るべきです。

27267 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 核燃料廃棄物が蓄積され、最終処分方法や処分場が
決まっていません。速やかに原子炉を廃止し、再生可
能エネルギーの開発・利用を促進し、世界へ輸出でき
る産業に育てることを提案します。

　夢の核燃料サイクルは、高速増殖炉「もんじゅ」が稼働しない限り、夢の夢となりつつあります。地震大国、日本には原子炉を安全に稼働できる所はありません。多くのお金をかけて、開発をし
た核燃料リサイクル施設などが無駄になりますが、放射性物質をこれ以上、地球上にばらまくのは止めてください。
　老朽化した原子力発電所は、速やかに廃炉にし、１０年後には原発ゼロになるよう、再生可能エネルギーの開発・設置を進めてください。自然エネルギーを利用した小さな発電所を多く作り、
地産地消を進めてください。開発された技術は、世界へ輸出できる産業になります。

27269 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原子力発電所は25パーセント必要です。 安全性を確認し、現状の必要電力を確保する事が大事。
電力がなければ、小さな子供や高齢者の安全が確保できないこと、経済発展が出来ないことになってしまう。

電力を確保することで、新エネルギー移行への原動力とする。経済発展を考慮し、今後20年は原子力発電所比率を25パーセント確保が必要と考えます。

27270 個人 無職 ７０代 女性 脱原発宣言に賛成します。 私は東日本大震災まで原発はクリーンエネルギーと信じて居りました。
処がそれが誤りだったっと事を思い知らされました。
日本は自然災害がとても多いところです。
こういう国で制御が完全に出来ない原発を押しし進めていくことに反対をします。
節電を心して生活をしていこうと思います。

１、原子力は最も高コストであり、経済のためにも存続は許容されない。
　　1-1、発電方式別に行われたコスト概算において、下記の大きな問題点が指摘できる。
　　　　・原子力の深夜電力を活用するための揚水発電を水力に転化してしまっている。
　　　　　このため、水力のコスト試算が不当に高くなり、原子力が不当に安くされている。
　　　　・原子力を優先的に稼動させる目的で、火力の設備利用率を下げてしまっている。
　　　　　このため、火力の発電量に対する設備コストが不当に高く評価されている。
　　　　・原子力のＰＲにかけたコストが原子力のコストに計上されていない。
　　　　・原子力のコストに電源三法交付金が計上されていない。
　　　　・使用済み核燃料の処分コストが十分計上されていない。
　　　　・廃炉コストが十分計上されていない。
　　1-2、上記を勘案し試算しなおせば、原子力の発電コストは実績ベースで12円/kWh以上と非常に高い。
　　1-3、上記のとおり、原子力は稼動期間中における経済性でさえ火力に比べて大幅に劣っている。
　　　　　なおかつ、廃炉後にかかるコストも莫大である。
　　1-4、日本の電力は原子力が原因で国際的に高コストとなり、アルミ精錬を始め国内産業は大きな痛手を被った。
　　1-5、以上により、日本国の経済発展のためには、一刻も早い脱原発、エネルギー転換が望まれる。

２、原発を存続させても核兵器の開発には何ら資するところがない。
　　2-1、「国防のため、核オプションを捨て去る事はできない」との意見もあるがこれに反論したい。
　　2-2、軽水炉で作られたプルトニウムは、240Puを多く含み、そのままでは核兵器を製造できない。
　　2-3、仮に240Puを取り除けば核兵器を製造できるとしても、既に原料を余るほど保有しており、
　　　　　新規にプルトニウムを生み出す必要性が全くない。
　　2-4、上記により、原発を存続させても核武装および国防に資する事が全くない。

３、福島第一原子力発電所において明らかとなった原発の危険性
　　3-1、日本は全土が地震多発地帯であり、原発の立地としては最悪である。
　　3-2、多くの原発において、敷地内に活断層がある可能性が指摘されている。
　　3-3、ひとたび事故が起これば取り返しのつかない事態となる。
　　3-4、福島の事故は、偏西風の風下で起きたのであり、非常に幸運であったと言える。
　　　　　仮に福井のような風上で事故が起これば、日本のほぼ全土を巻き込む事態となる。
　　3-5、上記の点から、美しい国土を守るため、原子力発電は絶対に許されない。

27268 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 「ゼロシナリオ」を支持します。



27271 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発０％を目指すべき。
原発には大きな問題がある。
・事故に対するリスクが大きい
・廃棄物処理問題
そのため、原発は稼働40年で廃炉を進め将来は原発
に頼らないエネルギー確保を進めるべきです。

原発に対しては大きな問題点がある
　・原発の事故に対するリスク
　人類の英知を越えた自然災害は起こりうる。その際、安全を保てる保証が無
　い。また、いったん事故となると被害は甚大。福島より酷い状況が起こらない
　保証は無い。
　・原発の廃棄物問題
　処理方法が確立していない。数千年と気の遠くなる期間安全が保てるのか
　疑問。
　・コスト
　安全対策を進めれば当然コストが上がる。今あるものをそのまま再稼働する
　なら安いのかもしれないが、万全の対策を行ってほんとにコストが安いのか
　疑問。
よって、原発は次のように処置すべき。
　・再稼働はリスクが少ないものを必要最低限の稼働とする。
　・稼働４０年で廃炉とし、新設は当然行わない

これからのエネルギー確保は再生可能エネルギーで対応できる。
　・風力発電はコスト対応力あり、また、有望な産業となりうる。
　・太陽光はコスト低減が進んでいる。普及とともにさらなるコスト低減も可能。
　・地熱も日本は資源量が多く有望。
　
　原発の開発、促進へ使っていたお金を再生可能エネルギーの開発、促進へ使えばよい。今後、原発の廃炉と廃棄物処理のみとすれば費用は捻出できる。
　再生可能エネルギーでエネルギー産業の多角化、自由化を進め、企業、個人が積極的に投資できる環境とする。雇用の促進にも進むし、デフレ脱却にも有効である。

省エネルギーの推進も進める。
　省エネ製品への買い替えに補助金を出すなどの工夫で普及を進める。省エネルギーを社会全体で進めて行く啓蒙活動も必要。
　

27272 個人 家事専
業

５０代 女性 地震国日本です原発をただちに全て廃炉にしてくださ
い
それは私達高度成長期を生きてきた者の責任と思い
ます

地震国日本まして逃げ場のない島国日本は原発を直ちに廃炉にしなくてはいけません
嘘で固めた原発推進が明らかになりました
絶対に事故はない！などと言いながら、出来うる対策をしてこなかった電力会社旧政府自民党、経産省などの官僚、原子力村の人間、あなた達人の血が通っているなら、これからは直ちに廃
炉にして行くことに努力を惜しまず働いてください
廃炉技術を世界に輸出できるくらいに技術を磨いてください
首相はご自分の責任の下に4号機の燃料棒もまだどうすることもできないでいる事故に安全宣言を出されて、断層の上にあるやも知れない大飯原発を再稼働させました。事故が起きたらいった
い貴方はどの様に責任をとる事が出来るのですか？
国民は、あの恐ろしい事故がまた起きるよりは暑くても、寒くても、不便でも我慢すると思います
そして、地震国を逆手に取った地熱発電（ななめ掘りなどせずにもっと規制を緩めて）や川の流れを利用した水力太陽光、都会の朝夕の雑踏を利用したりなど、自然エネルギーを増やす努力を
しましょう
未来の子供たちのためにこれ以上負の遺産を残してはいけません

27273 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 全ての原発を即、停止し、速やかに廃炉・撤去を。 　原発は、２０３０年を待つまでもなく、即、全基停止し、速やかに廃炉・撤去すべき。電気は足りている。
　安全が保証された原発は１基もない。将来に大きな禍根を残すべきではない。
　「安全神話」で国民を欺き、事故を起こしても誰も責任を取らない、これからも取らない原発再稼動は論外。
　東電経営陣・ＯＢは当然、原発利益共同体として潤ってきた者は、被害者救済に向けて進んで財産を拠出すべき。
　政府は、彼らに対し強く拠出を促すべき。
　真実、正義、良心を守ることが、今一番政府に求められていることです。

27274 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発ゼロシナリオ 一つでも稼働していれば、安全とは言えません。
人が作るものに、”絶対”というものはありません。
技術は進化しているもので、それを過信することはできません。

人間の弱さ、技術の不完全さを考慮すれば、手に負えない物を作るべきではないと思います。

誰かの権益を守る為に、他を犠牲にしたら、そのつけは未来永劫つきまとうのではないでしょうか。

27275 個人 自営業 ３０代 女性 原子力発電0％案に賛成です。ただちに廃止を希望し
ます。

3つの選択肢をよく読みました。正直、専門的な難しいことはよくわかりません。ですが、核廃棄物をどのように処理すべきか、その方法と解決策がないものに関して推進すべきではないと思いま
す。どうしても原子力発電を稼働させたい方がいらっしゃるなら、まずは核のごみについての議論をすべきだと思います。また、今後の地震の可能性など充分に考慮していただきたいです。政治
家・官僚の皆さんは日本を良くしようと必死でお仕事されていることと存じますが、現在は鎖国の時代ではないので、もう少し国際社会との協調など国外にも目を向けられたらいかがでしょうか。
一般の国民よりも高額なお給料をもらっている分、せめてきちんと仕事をしていただきたい。どうかよろしくお願いいたします。

27276 個人 自営業 ６０代 男性 原発ゼロシナリオを選びます 私は、原発ゼロシナリオを選びます。さらに、現在稼働している原発を直ちに停止することを求めます。
原子力発電は、燃料のウランの採掘の段階から、原発の定期点検、廃炉作などそこで働く労働者及び周辺住民の被曝を前提とする、とんでもないシステムです。
そして東電福島第一原発の事故が示すように、ひとたび事故が起こった時、影響の大きさ、収拾の困難さは、他に比べるものがありません。
また、使用済み燃料や放射性廃棄物の処分方法も定まっていないのに、原発を稼働して廃棄物の量を増やすことなど、決して許されることではありません。自分の寿命の尽きたあとのことなど
知ったことではない、「あとは野となれ山となれ」と言っているに等しい政策を、政府は行っているのです。
今行うべきことは、再生可能エネルギーの研究・開発・普及に最大限の力を注ぎ、同時に原発の廃炉・廃棄物処理のために、原子力関係者を動員する政策を行うことではないでしょうか。

27277 個人 学生 ２０代 男性 (3)原発20～25％に　賛成です。 原発停止が続き、電気料金が値上がりすることは、学生にとって、生活費切り詰めしかなく、とても困ります。

27278 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 男性 環境負荷の少ない「低炭素社会」を構築するために
も、省エネ対策をより推進し、原子力・火力発電を最
大限減らし、自然エネルギーの導入を最大限ふやす
べき。低炭素社会へのシフトが、今後の経済成長の
動力なるべき。

日本は、世界トップクラスの経済大国であるが、経済行動は必ず環境負荷を従うため、大きな環境負荷を地球に与えている。そういった観点から、経済成長を維持しつつも地球に対する環境負
荷をより減らすための「低炭素社会」への移行が進んでいる。
人類文明が継続できるかどうかすら不確定にさせる大きな環境危機を目の前にし、
環境負荷への懸念のない経済成長がどのような意味を持つのか。そのためには、社会全体において大きなパラダイム・シフトが必要となる。
そのため、以下の方向に政策を進めることを提案する。
1、省エネ対策の全面的かつ広範囲での推進しより、経済成長をエネルギー使用量のデカップリング（関係していた要因の関係性が薄くなる・なくなること）を進める。
2、環境負荷を大きく、エネルギー原料の多くを海外に依存しなければならない原子力・火力発電の比率を、最大限に減らす。
3、再生可能エネルギーの比重を最大限に増やし、関連産業を国家として全面的にサポートすることで、今後の国家成長戦略および地域での均衡な成長を促す起爆剤とする。

27279 個人 家事専
業

４０代 女性 「原発ゼロシナリオ」をのぞみます。 福島第1原発事故という悲劇的な大惨事を経験し、私たちは科学技術を過信して人間の限界をわきまえる英知をもたなかったこと、核廃棄物の保管責任を後の世代に半永久的に負わせてし
まったことを悔いました。地球温暖化の抑制と省エネ、自然エネルギーへの転換に力を注ぐことこそが必要です。私たちはあまりに大きな代償を払ってこのことを学びました。もはやこれ以上の
犠牲者も教訓も不要です。国内のすべての原発を即刻廃棄し、最大限の努力で自然エネルギーへの転換に取り組んでください。

27280 個人 無職 ６０代 男性 即時ゼロにすべき。すでに一万年以上も放射能と向き
合っていかねばならない現実。どんなに経済成長して
も原発事故で滅ぶ愚は止めるべきだ。

原発事故が起きれば日本だけでなく地球が滅ぶ。生命があってこそ経済だ。
風力、地熱、潮流、ソーラー発電などの研究・開発に日本人の知恵を生かすべきだ。このことで世界の平和に貢献すべきである。雇用も生まれる。
ニュージーランドを見習うべきである。

27281 個人 学生 １０代以
下

女性 即刻原発を廃止するべきだ。放射能がCO2より危険
な事実は明白だ。また、2030年までの原発稼働が前
提であることは国の作為であり、被爆の有無に関わら
ず後数十年で死ぬ年齢の者がこれを決定するのもお
かしい。

即刻原発を廃止するべきだ。放射能がCO2より危険な事実は明白だ。また、2030年までの原発稼働が前提であることは国の作為であり、被爆の有無に関わらず後数十年で死ぬ年齢の者がこ
れを決定するのもおかしい。

27282 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発依存度をゼロを目指すべきです。 　私は原発の隣の市で育ちました。子供のころから原発が立地するということは、「大きな地震や津波等自然災害も少なく安全な場所」だからと誰に言われたとかではなくそういう環境で育ちまし
た。だから大人になっても反原発の人とは安全であるといい視点で議論をしてきました。それが今回の福島第一原発の事故により裏切られた形になりました。
　子供を持つ親として低線量被ばくの影響下で暮らすことに若干の不安を抱えて生活をしております。福島の方はこの比ではない精神的苦痛を強いられていることでしょう。1度起こしたら取り返
しがつかないような原発は廃止し、自然エネルギーを利用した電力に切り替えるべきです。

27283 個人 家事専
業

３０代 女性 ０％シナリオを支持します。
技術継承に必要な分などは、ある程度必要かと思い
ますが、今回の事故の深刻さに鑑みて原子力発電の
維持は容認しかねます。

０％シナリオを支持します。
廃炉にかかわる技術継承に必要な分やコンバインドガスタービン発電の準備などにかかるタイムラグ解消のための時間中は仕方がないにしても、将来的には原発稼働は０にすべきでしょう。東
北地方の住民として今回の事故の深刻さに鑑みて原子力発電の維持は容認しかねます。

27284 個人 無職 ７０代 男性 ２０３０年までに原発は０に持っていきましょう。もっと
早い方がよいのですが脱原発のために準備が必要で
す。我が国の未来の為に、総力を傾けよう。

　１．原子力は非倫理的なエネルギーです。人間が制御出来ないものをあえて　　　利用していたのです。我々人間はほんとに愚かなものです。
　２．科学技術を否定はしませんが、ウラン燃料を燃やして熱を利用する、廃　　　棄物を地下に埋める。そのロジックは未来に危険を残すものです。
　３．日本の力で原子力がなくてもエネルギーは充分に賄えます。
　　　もちろん省エネ技術を追求しましょう。
　４．日本から有人宇宙船を飛ばそう等という事は２０３０年までは封印で　　　　す。そのエネルギーを脱原発に注ごう。
　５．１２年９月まで続いたあの我田引水の原子力村は解体し、いかに廃炉に　　　持っていくかを工程表をつくり国民の為に実行していきましょう。
　６．原発が０になると日本の経済は、産業は成り立たないという考えをお持　　　ちの方々、知恵と国民の総合力を引き出して行く努力を注ぎましょう。
　　　　　　　　　　　　　　以上

27285 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 (3)原発20～25パーセントシナリオがよいと思います。 原発を減らしたら、安定した電力供給ができず、電気代も上がるので、企業が海外に移転し、景気が悪くなって、失業者が増えます。

27287 個人 無職 ６０代 女性 　原発ゼロシナリオを望む。 　原発ゼロシナリオを望む。
使用済み核燃料の危険性や原発の作業員は常に被爆することや内部被爆・部被爆した場合の怖さまた事故が起きれば住むところがなくなってしまう怖さを認識すればゼロシナリオを願わない
ではいられない。
現在、官邸周辺他でデモが続けられているが、このパブリックコメントが原発を推進したい人々の声を掘り起こすためのものでないことを祈る。

27288 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 今回の福島原発の事故を踏まえ、原発はゼロ、原子
力に頼らない電力供給に切り替えて行かなければな
らないと考えます。

安全だと思い込んだふりをして、東京湾ではなく福島の原発で発電された電力を受容してきた一人として反省を込め、原発ゼロの社会を望みます。、今回の事故で故郷を失い、放射能の恐怖と
戦い辛い苦しい生活を送られている方々がたくさんいます。二度とこのような過ちを犯してはならないことは明白です。そのために最大限の節電の努力はもちろんいわず、少しでも早く再生可能
エネルギーへの切り替え開発を進めていくべきだと考えます。

27289 個人 家事専
業

４０代 女性 即刻、原発を０％にして、すべて廃炉にし、燃料棒をド
イツの使っているような丈夫なキャスクに入れて、保
管してください。
放射能を使う発電法をもう放棄してください。

２０３０年まで待てません。地震の活動期に入っていると言われているのに、即刻廃炉にすべきです。
２０３０年までに地震が起きて、原子炉の配管が壊れて、再び福島のような事故が起きないと誰が保障できるでしょうか。事故が起きれば誰が責任をとれるでしょうか。
国民の生命と財産に、国家は責任をもつべきです。
福島事故の検証もなされておらず、地震で配管が壊れた可能性が国際的にも指摘され、原発の下や敷地内に活断層が存在する可能性がある言われているのに、なぜ再稼働するのですか？
信じられません。
事故をまた起こしたら、また想定外だったというつもりですか？

27290 個人 その他 ４０代 男性 ゼロシナリオ。制御不能になるような物を続けてくべき
ではない。
地球を守る責任があるはず。

ゼロシナリオ。
原発に何かが起こった時には自分たちの力では制御不能なことが明らか。事故時に自分たちで対応が出来ない物を続けるべきではない。福島の事故でどれくらいの被害が地球規模で出てい
るか、また今後出るのか予測も立っているはず。原発をやめないことは地球を生物が住めない星にすること。原発以外でエネルギーを作ることに対して日本は全力で行って行くべき。地球に住
む世界中の人たちのため、また地球上に住むすべての生物のために全力を注ぐべき。

小さな4歳の息子を必死に育てています。
この子供は、高齢出産でようやく授かった自分と夫との間の
唯一の子供です。

子供のことを考えると、日本に住んでいるのすら怖くなります。
そして福島で生活をしている国民を考えると益々怖くなります。

私は毎日のようにネットで情報を確認しては、
今日、明日の家族のことを考えます。

今日の放射能はどうだろうか？買物に行けば、何処の産地のものかを確認。
それでも、不安になります。
その不安は私や家族だけでは無く、国民全体が不安に感じています。
デモを見れば、一目瞭然では無いでしょうか。

現状を考えれば、既に世界中を巻き込んで迷惑を掛けているのが日本。
財政状況が厳しかろうが、元はサムライの国。
まずは、サムライ魂を世界に見せる為に、ここは方向転換をきちんとしたコンセプトを持って世界に再度誇れる国にする以上のパフォーマンスは無いはず。
そして、今回財政状況が辛くなろうが、その方が住んでいる者には安全で信頼出来る国家の方が品があります。

サムライ魂は、全く無くなってしまったのでしょうか？
全て西洋化させる為に、親やそれ以上の世代は頑張って来たのでしょうか？

違うと思います。

再構築の為に、すぐに原発ゼロとし、新たなエネルギー政策を打ち出すしかこの先に、日本の存続の余地はないのではないと考えます。

これを機に、清く正しい決断をして下さい。

27286 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 どう考えようが原発ゼロしかありえません。



27291 個人 法人等 ４０代 女性 セロシナリオを支持します。 原子力ｴﾈﾙｷﾞｰの平和利用というのは、あり得ないことが、
今回の震災ではっきりわかった。今まで、恩恵を受けたことはありがたいとおもうが、
これまでの富と技術をもってして、日本が率先して省エネ「、再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ開発に
全力を注ぐべきだ。CO2排出が一時的に増えたとしも、誰も責任の取れない原発事故の
可能性は、即刻ゼロとしなくては、取り返しがつかない。
未来の日本のために、地球のために、今を生きる大人としてできることは、ゼロシナリオしかない。
日本ならできると信じる。
ヒロシマ被爆記念日前日に、日本人の一人として記します。

27292 個人 家事専
業

５０代 女性 原発反対です。 原発は安価なエネルギーでしょうか？比較するなら、もっと様々な費用をうやむやにせず積算して示してください。一部財界人や政治家だけで決めず、ぜひ国民投票を実施し、広く国民の意見
を聞き、脱原発に舵を切って欲しい。

27293 個人 無職 ６０代 男性 今すぐにでも原発はなくすべきです。でもそれは選択
支にはないので、やむ得ず、２０３０年の原発０シナリ
オを支持します。

原発を稼働したとき、放射能の放出は０ではありません。また使用済み核燃料棒の処理方法も確立していないではありませんか！。
原発はどんなことがあっても安全なのでしょうか。今後絶対に事故はおこらないのでしょうか。いくら政府が安全基準を作っても、それに従えばで絶対に安全だなどとい保障はありません。
も一度原発事故がおこったら日本は破滅します。国民生活を守ること、それは原発をやめることです。
経済より、国民生活を！

27294 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオ、かつ、即時原発廃止でお願いします。 まずは適切な情報を提示していただきたい。
情報提示無しに判断は出来ない。
マスコミを利用し再稼働ありきで話を進めている様では日本の発展はありえない。
他の国が出来なかった事を実現する事が日本の発展に繋がる。
出来ない理由ではなく、どの様にしたら出来るのかを考えるべきであるし、
日本の技術力が生かせるチャンスであると思う。
人体に影響を与える原子力は不要。

27295 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 将来の原発比率は０％しかありえません。

、

世界において唯一の被爆国であるわが国は、人類最悪の原発事故という人災を犯してしまいました。これは人の命よりも経済を優先してきたわが国の政策の誤りであり、そのような政策を是認
してきてしまった国民の誤りでもあります。核は人類の手には負えないものであり、生命を脅かすものである以上、直ちに原発は廃炉とする以外の選択肢はないと考えます。また、このようなパ
ブリックコメントを国民の意見を聴取したというアリバイ作りに利用するのでなく、真の民主主義、「国民の生活が第一」とする政治を行うために利用してください。（ドイツは原発全廃を決定しつつ
国際社会において名誉ある地位を築いており、原発がなくては経済的に立ち行かなくなるというのは詭弁ではないでしょうか）
財界の声にばかり耳を傾け、国民の声に耳を傾けなければ、世界有数の地震国である日本は将来においても原発事故という人災にあい、日本の国そのものが立ち行かなくなるのではないで
しょうか。選挙においてはそういった観点で判断させていただきますし、現代のようなネット社会において国民の判断力を軽く見るべきではないと思います。

27296 個人 その他 ６０代 男性 原発ゼロシナリオを支持します 　原発をやめて、そのお金と労働力を後始末（廃炉とか）と自然エネルギーを中心とする新しい技術開発と産業育成にまわしてほしい。
　原子核エネルギーは、地上で生命を育む生きものたちが必要としかつ操ることができるエネルギーよりも７～８桁も大きい、原子力は人類の手に余る技術です。自然はウソをつきません．自然
を騙すことはできません。広島・長崎そしてフクシマの悲劇を経験してもまだこりずに、もしこのまま続ければ、再度取り返しのつかない惨禍に見舞われることは避けられません。可及的速やか
に全ての原発を無くしてほしい。フクシマの悲劇を無にしないためにも、日本はいま世界に向けて脱原発の意志を明確に表明するべきです。

27297 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発ゼロが絶対必要。自然再生エネルギーの比率を
高め、原発を早急になくしていく必要。

原発は核燃料の処理さえ、安全に行う技術が確立しておらず、また、ひとたび地震や津波などによって事故が起きれば、広範かつ長期にわたって、大変は被害をもたらし、人の居住権や健康に
生きる権利を奪い、賠償や、除染に大変な財源を食うなど、どうみても高額な不良債権としか言いようがない。したがって、速やかに脱原発を目指すことが必要である。
　なお、再生可能な自然エネルギーの現行の普及政策は極めて問題が多い。自然エネルギーの買い取り制度や、電力会社の独占状態を解消し、電力を遠くに送る無駄な送電の在り方を改め
る地産地消の事業化を国・都道府県の政策として進めるべきである。そうすれば、コストダウンももっと図ることができるはずである。

27298 個人 自営業 ４０代 男性 ゼロシナリオを望んでいます。福島のような悲惨な思
いをする国民を作りたくありません。

日本人の英知を結集すればゼロシナリオは可能ではないでしょうか？
非核先進国に日本がなったらよいと思います。

27299 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロを望みます。
再稼働せずにこのまま原発がなくなって欲しい。

安全が不確かだから。
子供たちのためにも安心できる未来がいいから。
安心して海産物や農作物を食べたい。
自然派エネルギーをすすめたいから。

27300 個人 パート・
アルバイ
ト

６０代 女性 福島は人類への警鐘である。原発はいらない！！野
田総理は国民の方を見ていない・・どこを見ている
の？

福島以前は快適な暮らしの為のエネルギーが原発であることに疑問も持たずに暮らしてきた。事故の後電力不足に遭遇して深い反省と共に節電に取り組んだ。いかに膨大なエネルギーを無駄
に消費をしてきた事にようやく気がついた
。無駄に明るい繁華街デパートそして家の中・・町の中は節電により丁度良い落ち着いた明るさになり、家庭では電気の消し忘れをなくしLED電球に交換等等の節電により福島以前の電力使用
量の半分以下に落ち着いている。以前の半分の電力で充分に足りるはずである。
原発を造るにあたって国から国民への説明は小さな声で行われ、国民は無関心なままここまで沢山の原発に依存する国になってしまった。
福島の事故は我々への警告である。もうこれ以上国民は何も知らされずうやむやに大きな力の餌食になるのはごめんである。
野田総理・・国民の方を見てますか？意見を聞いてますか？今は即刻原発を止めるべきである。そして自然エネルギーへの転換のうねりをもっともっと推進して将来の子供たちの為に良い日本
を世界を目指して欲しい。

27301 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発ゼロシナリオ（即時） 核廃棄物の処理方法が確立していない。
地震大国・日本で福島の様な事故が繰り返される危険が有る以上、原発は使用してはならない。

27302 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロシナリオを選びます 原発ゼロシナリオを選びます
もっと自然エネルギーを推進してください。

27303 個人 パート・
アルバイ
ト

６０代 男性 エネルギー会議の３択について なぜ？エネシフト委員の選任前に鉢絽大臣を辞任においこまれ？
経産省は関係はないと考えるのでしょうが・・・
委員の招集に作為があり。
ああいった、３択に押し込み、国の行方を決めるのは
もう止めようではないか！
これを見ている高級官僚のあなた！
組織、体制、情報公開を改革してください。

27304 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ゼロシナリオが適切であると考えます 原発導入時から指摘され続けているように、原子力利用のごみ処理方法が確立される見通しがつかない中、原発を利用しようと考えることは将来につけをまわすことに他ならず、原発はゼロに
せざるを得ないと考えます。安心して暮らせる社会をつくることは何より重要です。国として再生可能エネルギー利用を増やすための技術開発促進と利用促進のためのインセンティブを政策の
中に大きく位置づけ、雇用の促進にもつなげながら、日本が再生エネルギー先進国となるビジョンを早急に示してほしいと思います。

27305 個人 家事専
業

５０代 女性 2025年までの原発ゼロ社会に向けたロードマップを示
し、エネルギーシフトを強く押し進めてください。再生
可能エネルギー・省エネルギー分野のイノベーション
に力を傾注すれば十分に原発ゼロ社会は実現可能で
す。

福島第一原発の事故の解明も終わらず、2号基は未だ収束の道筋すら見えない危険な現状の中で、いかなる理由も原発再稼働を正当化できるものではない。
原発事故をきっかけに、多くの国民が長年にわたり政・官・財主導で行われてきた原子力産業の巨大な利権構造を知り、これまで無関心でいたことに自責の念を持っている。何より未来を生き
る子供たちに対してこのような甚大な被害を残す結果を招いた社会の一員として申し訳ないと思っている。

2025年までに原発ゼロ％の社会を実現することを強く求める。これまで成長を頭打ちにされてきた再生可能エネルギーと省エネルギーの分野で、また放射能除染などの分野で技術革新を促進
すれば、日本はその分野で先頭を走り、再び技術立国となり得るだろう。

国民の原発についての認識はすでに大きく変わり、多くの国民がもはや将来性のあるエネルギーとは考えていないだろう。日本は戦後の経済成長の中で「原発をやめられない社会構造」が出
来上がり、その構造の根深さがエネルギー改革を妨げる最大の要因になっている。政府の提示する3択（0％・15％・25％）には大いに問題がある。すでに細野氏は15％を落としどころにするよう
な発言をしており、人々はふつう中間を選びたがるものだ。原発稼働15％は実質、新規の建設を認めることになる。各地の公聴会やDPなどだけで本当に国民の意見を反映できるとは考えられ
ない。真の主権在民を実現するために、原発の是非を問う諮問型の国民投票を行うことを求める。

放射能の健康被害については、明確なエビデンスがないだけに議論は分かれるところだが、ゼロリスクが証明されない以上、長期的な健康調査とデータベース化の確立が急務である。

27306 個人 自営業 ３０代 男性 「ゼロシナリオ」
国民の健康、原子力発電の安全性への不信など、当
然様々な理由はありますがそれは他のコメントされて
いる方々にお任せします。
私は海外在住者の視点から日本の印象について主
に意見します。

即時「ゼロシナリオ」を発表すべきと考えます。

福岡第１原子力発電所の事故後（これは「事件」であるという意見もありますが）にどの国よりも早く日本こそが脱原発を世界に向けて発信・アピールするのではないかという期待がありました。
しかしドイツがいち早く決めてしまいました。環境問題に強いドイツのイメージをまたここでも世界にアピールできたわけです。私は日本が情けないと思いました。

どうせ選挙公約を守らない日本の政治の発表です。２０３０年までの「ゼロシナリオ」を現時点で発表してなにか問題があるでしょうか？ドイツが１０年以内に全ての原発を止めると言っているの
でそれより早く原発ゼロにするという発表をした方が効果的だと思いますが。
ドイツは即時原子力発電所の半分を閉鎖して実際には電力の維持はとても苦労しているようです。本当に１０年後に全ての原発を停止するのかどうかはまだ分からないと思います。でもドイツ
に住んでいて感じますが、電気代をかなり値上げしてでもドイツ政府は原発を止める気がします。

ドイツ人から「なぜ日本はまだ原発を止めないんだ？あれだけ世界に放射能をばら撒いておいてどう責任を取るのか？」と詰問される在独日本人は少なくありません。私はそれが正論と思いま
す。

世界は原子力発電の制御は無理があると考えています。自ら技術大国ニッポンと調子に乗って国際競争力は落ち続けている、しかしまだ世界の中での化学・工業水準はトップレベルの日本で
の原発事故によって世界中で原子力を使った発電を諦める動きが出ています。
ある意味日本にとっては光栄ではありませんか。

これを逆手にとって今度は日本が世界をリードしてもらいたい。脱原発をどの先進国よりも早くやり遂げ、再生エネルギーの研究を本気で推し進め、この分野で間違いなく世界一と自他共に認
める存在になってもらいたい。それを廃炉ビジネスと供に世界中に輸出してまた技術大国と呼ぶにふさわしい存在になってもらいたい。

意見がまとまらずすいません。

最後に一言。
日本の政治も外国から呆れられています。本当に腐ってるという言葉がピッタリです。税金から給料を貰っている国民のために働く方々。そんな政治家に立候補するなんて私から見れば奇特な
存在です。政治を知っているなら、なぜ政治というものが必要なのか、自分達の仕事は何なのか、もう一度原点に立ち返って仕事を全うしていただきたい。よろしくお願いします。

27307 個人 自営業 ５０代 男性 「ゼロシナリオ」を提言します。 本来なら、「2030年までに」ということではなく、「原発は即刻全廃」をしていただきたいですが、どこかの広告屋に国が作らせたシナリオにはそれは無いので、仕方なく上記の提言としました。

「原発」は、誰が何と言おうと、「アブナイ」のです。それは、事実が証明しましたし、今後とも、誰にも万全の対策はできないのです。しかも、処理できない危険なゴミを大量に産み出す「困ったモ
ノ」ですし、はっきり言って「時代遅れ」のテクノロジーです。（この辺の事は、私が言うまでもなく、近年では、すでに「常識」です。）

さて、今年も猛暑ですが、やりくりをして、私はエアコン無しで過ごしています。

電気の契約も、アンペア数を2段階下げましたが、何も困っていません。

私は、今までの「電気」に頼り過ぎた生活を、真剣に見直そうと思っています。

一人ひとりが、このことを意識した生活を行えば、「電気」の依存度はかなり減らせるはずですし、もし原子力に頼らなくなったとしても、エネルギー効率を考えない生活をしていたら、ダメなのは
目に見えています。

震災後の今、日本に求められているものは「消費」ではなく「工夫」です。

当然、私一人が行っている節電には限りがありますし、それを誰もが行えるわけではないのはわかっていますが、「省電力の技術」には、更なる可能性があります。

日本の誇れる技術をもってすれば、かなり大規模な省電力が、行えるのではないでしょうか。そして、それらの工夫は、絶対に今後の我が国の財産になるはずです。（少なくとも、「原子力」より
は「省電力」の方が、未来があります。）

クリーンエネルギーと省電力のテクノロジーを組み合わせれば、もともと依存率の低かった原発に依存しなくても、やっていけると思います。（それでも、私は、個人として節電をしますが…。）

「あの時、日本人はこうやって、危機から脱したのだ」と後の人たちに語られてみたくはないですか？

27308 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 20～25シナリオを支持する。いずれの電源にもリスク
は伴う。電源の選択肢を自ら狭めるべきではない。新
しい規制庁で厳正な審査を行い、安全と認められれ
ば、原子力発電所の新設も行うべきである。

東京電力福島第一発電所の事故は凄惨なものであったが、業界や規制庁は科学的な見地から事故の教訓を十分活かし原子力発電の安全を確保すべきである。安全基準をクリアできない場
合は、廃止もやむを得ないだろうが、クリアできる場合には、安全に十分留意して今後も基幹電源として原子力を活用すべきである。
アジア諸国が原子力を導入していく中で、日本だけが撤退するとなると、ただでさえエネルギー資源に乏しいわが国は衰退していくことになるだろう。また、原子力先進国のわが国はアジア諸国
の原子力の安全に貢献すべきである。
再生可能エネルギーの導入を推進することには反対しないが過剰な期待はするべきではない。
火力に頼ることも燃料費の高騰や供給不安定の問題、温暖化の問題があり難しい面があると考える。
原子力も従来どおり電力供給源として活用し、コストとリスクの最適化を追求すべきと考える。

27309 個人 家事専
業

３０代 女性 原発への依存は即時にゼロへ！ 福島事故で私たちの生活は一変しました。この先、何十年何百年と放射能と付き合っていかなければなりません。これ異常の不安材料を少しでも減らしたい考えるのが当然だと思います。日
本、いえ地球存続のためにもお願いいたします。

27310 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 (3)原発20～25パーセントシナリオがよいです。 原発を減らし、電気料金が上昇することは、日本の産業や、国民の生活に、深刻な影響を与えます。太陽光発電などは、原発を補えるレベルにありません。

27311 個人 自営業 ３０代 女性 ２０３０年までに原子力発電依存は『ゼロ』にしてくださ
い。

福島第一原子力発電所の事故以来、政府はなんら安全対策を実施しないまま、大飯原発を再稼働させているところに不安を感じます。『原発は絶対に安全』ではなく、ひとたび事故が起これば
取り返しのつかない電力あることがよくわかりました。日本は、これから人口減少時代になります。経済も縮小していきます。本当はコスト高の原発は必要ありません。代替エネルギーの開発
と、電力供給の仕組み（独占事業でない）を変えてください。

27312 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 ゼロシナリオに賛成です。 ゼロシナリオに賛成です。日本は地震国なので、どんなに原発の安全基準を厳しくしても、今回の福島のようなことが起こる可能性はあると思います。そんなことはもう起こって欲しくないので、
今より省エネをするようにしなくてはならなくても、経済的負担が重くなっても、何よりも安全に生きられる事が重要ですから、再生可能エネルギー中心にシフトして行ってほしいです。



27313 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「(1)ゼロシナリオ」を支持する。尚、原発ゼロ及び核燃
料サイクルの停止は即実施を要求する。そのための
化石燃料への依存度の増加、ＣＯ２排出低減目標の
達成断念は已む無し。

◆理由
核ないし原子力と人類は共存できない。原発事故を完全には防ぐことができない。除染もできない。ならば、原発ゼロと核燃料サイクルの停止は、必須。
その上で、原子力研究に充当している資金や資産を、省エネや再生可能エネルギーの開発に充当すべき。
省エネや再生可能エネルギーの推進過程における化成燃料依存度の増加やＣＯ２排出低減目標の達成断念は、他に有力な対策がない以上は已む無し。

◆意見
省エネについては下記を推進願いたい。
　・ピーク時電力使用量の抑制
　・夜間余剰電力の有効活用
　・省エネ製品への買換え促進
　・蓄電技術の高度化推進
　・省エネに関する啓蒙活動
再生可能エネルギーの開発については下記を推進願いたい。
　・地熱発電、小型水力発電、太陽光発電の促進
　・ミドリムシ（ユーグレナ）の活用促進
　・人工光合成技術の開発
「多面的なエネルギー・環境の国際貢献」に関する原子力関連の事項については、原発ゼロ社会の実現に貢献する事項に限定するこをと要求する。原子力に関する事項は廃炉管理、除染は
良いが、原子力リスクの制御などについては技術を確立する目処も無いのに進めることは無意味。

27314 個人 学生 ２０代 女性 原発０%に賛成 地震頻発国の日本が原発を持つのは大変危険。一度事故が起きた場合に失うものが大きすぎる。事故が起きなくても、放射性廃棄物の処理にお金・時間がかかりすぎるし、その存在自体も危
険である。一基あるだけでも抱えるリスクが大きすぎる原発は全廃すべき。

27315 個人 自営業 ４０代 男性 ５４発の原子爆弾（予備軍）を撤去せよ！ 　日本に原発は、いくつあると思いますか？
　あまり知られていないのですが、全部で５４基もあります。

　さて、これは小学生でも分かる怖い話です。
　原発に、一発ミサイルが命中すると、どうなりますか？
　答えは、原子爆弾となります。
　と言うことは、日本中に常時５４発の予備原爆があるということ。

　九州には、玄海原発と、川内原発の２つがあります。
　そのうち、川内原発は天草市牛深地域の５０Km圏内です。
　北朝鮮の旧型のテポドンやノドンに原爆を積まなくても、
　原発に命中したら、自動的に原子爆弾化します。
　北朝鮮から天草までの距離は、東京よりも近いのです。
　日本の防衛を本気で考えるなら、原発は即廃止です。

　被爆すると半減期はプルトニウム239の場合約2万4000年で、
　未だにその処理方法はできていません。
　こんなものを稼働し続ける意味はあるのでしょうか？

　天災にしても、人災にしても、私たちは常に原爆の恐怖に
　晒されているということを自覚しなければなりません。
　原子力ムラのほんの一部の利権者のために、
　多くの国民の生命が危険に晒されるのは、どう考えてもおかしいでしょう。

　小学生でも分かる原発の危険性を全国民は共有すべきです。

27316 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見 2030年までに」との前提条件はそもそもおかしい、
巨大地震は明日かも知れない、即廃止に舵を切るべきです。

このパブコメ募集の前提が、「2030年までは原発はゼロではない」と言っているのです。
これは、問題です。
最初から「2030年までは原発を動かす」という意味合いが、すでに忍ばせてあるからです。

使用済み核燃料、放射性廃棄物の処分方法も無いまま、原発の運転には反対です。

被爆国の日本が率先して、この機会に原発をやめ、新たなエネルギー開発を成し遂げ
世界に貢献すべきです。そこにこそ、日本の存在価値を見出すべきです。

27317 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 選択肢の中では１５シナリオがよいと思います。 エネルギー資源の乏しい日本においては、エネルギー安全保障の観点からバランスの取れた電源構成を志向するべきだと思います。０シナリオは原子力という電源を捨てることに加え技術革
新途上で且つ安定電源とは言い難い再生可能エネルギー及び高価なＬＮＧへの依存度が高く不安定さが否めません。また、事故が起きたから原子力を止めるという考え方も理解できますが、
原子力発電は日本だけが行っているわけではなく、事故の経験を踏まえて、より安全性を高める施策を考え、それを他の国々に広めてゆくという発想も必要ではないかと思います。しかしなが
ら、現状では安全性向上への国としての取組が不透明であり、２０～２５シナリオへの不安感もあります。以上より三つの選択肢のなかでは１５シナリオがよいと思います。

27318 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します。 原子力発電でもっとも問題なのは、使用済み燃料を安全に処理する確実な方法がまだ見つかっていないことです。原発を運転すればするほど、危険な廃棄物がどんどん増えてゆきます。
ですから、事故の危険性などの問題を脇に置いても、原子力発電は行うべきでないと思います。２０３０年に原発ゼロにするのはもちろん、むしろ今すぐに、全ての原子力発電所を廃炉にすべき
だと思います。

27319 法人・団
体等

法人等 ３０代 女性 原発は0にしてください。原発から自然エネルギーに
転換してください。
福島の除染を完全に終わらせて、農業や漁業も再開
できて、福島の方達が、気持ちよく生活できるように、
まずはしてください。

まだ福島の原発の問題が残っており、安全な生活が送れていません。
原発は安全ではないと思います。あの地震後の福島の原発を見て、本当におそろしかったです。まだ福島のものを買う気持ちにはなれません。北海道にいて安全に生活しているけれど、泊原
発が再稼動して地震が起きたら自分たちもそんなふうになるかもしれない。考えるととてもおそろしいです。

27320 個人 自営業 ４０代 女性 原発はゼロシナリオを選択します。 命を削って、たかが電力を維持するなんて、バカげています。
多くの人たちが生きる価値感を見直している今、
原発を稼働させることは火を見るよりも明らかに愚かです。

27321 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオ支持 ゼロシナリオを支持。
正直、景気後退、経済負担の増大は快くおもわないが、
しかし、いったん原発事故がおきた後、それ以上の負担がかかるのは明白ではないか。
原発事故の責任（経済的にも）を、取れるものはいないのだから、
今後は、ゼロシナリオで、推進していく以外に、日本が生き残る選択肢はないとおもう。
原子力ｴﾈﾙｷﾞｰ技術は、概要にあるように、核廃棄処理や除染や廃炉で生かしてほしい。
詳しいことはわからないが、我が国での地熱ｴﾈﾙｷﾞｰ開発に期待する。

27322 個人 自営業 ３０代 男性 原発依存0％ 原発依存に0％にするべきだと思います。
日本には、地震や津波の自然災害などでのリスクが大きく、原子力発電所を稼働
するにはあまりにも不向きと考えます。
そして日本はエナルギー政策を再生可能エネルギーにもっと力を
入れるべきと考えます。

27323 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発全廃即時希望します。自然エネルギーを進めて
下さい。

福島事故の後、原発の危険性を嫌というほど知りました。福島では16万人のひとが避難してます。それなのに、大飯原発再稼働には、まったく国民の声を無視していると感じました。日本は地
震国ですから、原発には向いてないし、使用済み燃料をどこにおくかも決まってないゴミを増やすだけの原発はこれ以上、稼働するべきではありません。
日本が今までの原子力政策を見直さない限り、歴史の恥と感じます。

27324 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 ゼロシナリオを支持し、今すぐ原発ゼロにする。 福島第1原子力発電所の事故は、収束には程遠く、放射能は今も漏れ続けています。
しかも、4号炉崩壊＝北半球壊滅なのでは、ないですか？
　
放射性廃棄物の処理方法が確立していない原発－トイレのないマンション－は、即刻、廃炉にすべきです。
これ以上、子どもたちに負の遺産を残してはいけません。それでなくても、この放射能に汚染された関東以北に暮らす人間の健康が、とても危惧されているのですから。
26年経ったチェルノブイリ事故から、いまだに健康被害が続くウクライナやベラルーシの資料や報告をみれば、事の重大さは素人でもすぐにわかります。

子どもの命と目先の利益・経済。どちらが大切なのでしょう。あまりにも、わかりきった事です。
原発を廃止する！と国が決めれば、国民も一緒になって節電、代替エネルギーや省エネ技術・産業の開発・発展の方向にと顔を向けて歩んでいきます。
本気で取り組めば、日本が世界の再生可能エネルギー・省エネ産業のリーダーになれるはずです。それはこれまでの日本の歴史が証明しています。

子どもをはじめ人の命・健康より尊いものは、ありません。
即刻、原発を止めてください。
こころからお願いします。

27325 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 現状の原子炉を廃炉し、原子力発電を0%にしていく。
今の子どもたちが大人になったとき日本のどこでも生
活ができるように

福島の事故後、ふるさとに帰れない状況をみて、原発事故が日本のどこかで事故があったとき、またふるさとに変えれない日本人ができることは悲しいを通りこし、生きる権利を奪っているに他
ならないと思うからです。日本を安心な場所として暮らしていけるように、原発は廃炉、新しい原発は作らないの方針を望みます。その間に原発ムラと呼ばれる社会の仕組みをなくしていってほ
しいです。今も苦しいんでる人悲しんでる人がいるを救って欲しい。

27326 個人 無職 ７０代 男性 原発由来の電力の「ゼロシナリオを選択する。」 ＊　使用済み核燃料は直接処分とし、廃棄物からの放射能おせんを完全に防ぐ策
　をとるべきであります。

＊　原発は動かなくても、電気はまかなえます。社会が持続可能であることが
　第一です。

＊　原発を動かして、深夜の電気使用を推奨している電力会社のやり方は許せま　せん。これは「安全神話」の虜であって、科学的な対処ではありません。

＊　自然の持続可能性を維持した上で、社会の持続可能性を考慮するべきです。
　「経済第一」ということしか言えない人は、人間の歴史、戦後の日本の歴史か
　ら何も学んでない。持続可能な自然と社会があってこそ、その上に経済がある
　のです。

＊　「原発」、「原発再稼動」は、選択外です。

27327 個人 自営業 ３０代 男性 数世代に限らない国策設定を エネルギー、経済政策について思うのは一世代、数世代の利益しか考えていないのではないかということ。
極論を言ってしまえば自分達さえ良ければいいという視野や時間軸が狭い考え。（自分達＝数世代の人類、他生物を除いた人類）
自分達を生かしてくれる自然環境に一番の重きを置いて何事も判断すべき。そうすれば、自ずと人の命にも配慮した政策にもなるし、数万人が愛でた土地を強制的に剥奪する（原発人災事故）
馬鹿げたシステムなんて作らない。

27328 個人 その他 ３０代 女性 原発比率 0％ を支持する 原発比率 0％ を支持する。

被害対象がこれほど多岐にわたり、世代を越えた汚染を残す発電方法は、他にない。
この先日本は、自然エネルギーへの投資を怠ってきたツケを払いつつ、
物理的にも経済的にもじりじりと消耗しながら
（その間ずっと、国民は汚れた空気と食物でうっすらと被曝しながら）
国内外への損害補償?賠償等を考えていかなければならないのだろう。

また、化石燃料よりもウランのほうが早く枯渇することも、もう国民は知っている。
これ以上の汚染と負担を作り出さないために、今エネルギーシフトするのが最良と思う。

課題は色々あるが、結局は、政府が真に現実的な原子力政策を示さない限り本格的に進まないことばかり。
原子力発電は本当に割に合わない。
原発比率 0％ を支持する。

27329 個人 自営業 ４０代 女性 『ゼロシナリオ』であるべき 私は専門的なことはわからない。しかし、大切な家族や同僚、友人、知人、たまたま目にした福島の方々を想い、物事の本質を考えたとき、経済的に安定、発展することよりもなによりも大切なも
のは、命であると考えている。経済に大きくかかわる問題であることは理解できるが、命あっての物種ということを考え、原発0という答えにたどり着いた。自然界で起きることを想定するこは難し
く、安全神話をことごとく否定され、自由や生きる光を奪われた福島第一原発の事故被害者を目の当たりにし、自然を測ることは人災につながると感じる。代替エネルギーの開発や運用に費用
が掛かっても喜んで受け入れる準備がある。未来の子供たちの健康、安全、自由が少しでも脅かされることのない日本であるべき。原発で東電関係の方が職を失うことは特別なことでない。今
の不景気な日本では原発事故が原因でなく、リストラなどで職を奪われ、家族で力を合わせ、ぎりぎりで生きているものもいる。東電の社員や関係者だけが、特別に路頭に迷うなどという考えは
違うと感じる。もはや経済的な発展や安定より、健康や心の安定に尽くすべきであり、この震災を経験した日本がリーダーシップをもって、原発0を現実にするべきと強く思う。人間本来の幸せは
経済力と比例するものでない。原発0のために受ける様々な影響は幸せに繋がると考える。まずは代替エネルギーの開発に注力するべき。0が実現してから経済的発展に注力するべきと思う。
安全、健康なくして発展なし。東電や保安院や国が発表する、原発安全性についての意見や評価については、信用していない。以上のことから『原発0』であるべきと考える。

27330 個人 自営業 ５０代 女性 原発はいりません！福島の事故で日本の国土を守っ
てきた先人たちの努力を無にしています。原爆は他国
に落とされましたが、原発事故は自滅です。

今、原発に関わってお金を稼いでいる人の物ではありません。
たくさんの歴史上の人たちが命をかけて守った日本を、
福島の事故で無にしました。
これ以上同じ過ちを起こさないでください！
今日本にある原発は欠陥品ですし、地震国日本には合わない物です。
まるでアメリカが日本に仕掛けた時限爆弾の様な物です。



27331 個人 その他 ５０代 女性 ０シナリオをスタート地点とし、停止している原発はそ
のまま廃炉へ、多様性、柔軟性を持った自然エネル
ギー開発・整備に全力をつくす。大飯原発は夏ピーク
をすぎた９月に停止。

理由として、完全にコントロール出来ない、資源再生出来ない、その上一旦コントロールを失った時の被害の大きさは、今回の福島第一原発災害で、またチェルノブイリで明確な事実となりまし
た。条件をつかなければ確保出来ない安全性しか持てない原子力発電は、人類の健康とウェルビーングの為に廃止するべきです。

ドイツの取り組みは、地域を流れる小川で水力発電をし、その地域の電力をまかなっていました。地域自然にあった（水力、波力、風力など）低コスト（小規模・大量生産）の自然エネルギー発電
でまかなわれるはずです。

工場その他大量消費には、自身で太陽光発電等の自家発電を義務づけ、また足りない部分は公共事業として自然エンルギー（例えば大規模太陽光発電）などを当て、化石燃料になるべく頼ら
ない方策を順次構築といった支援も必要です。

自然エネルギー発電移行と平行して、自然エネルギー技術開発、省エネ技術開発、公共施設、建造物の省エネ対策、そして建築時における自然光、自然風を有効に生かす設計コンペティショ
ンなど、自然エネルギーのたまめの技術革新の動力になるような政策を打ち出していくべきです。

日本が直面している事態は、チェルノブイリでヨーロッパが直面した事態よりも深刻です。ですが、日本がエネルギー政策の新機軸を打ち出し、その技術が近い将来世界水準を遥かに上回る技
術となるのは目に見えています。そのビジネスチャンスを、日本のお家芸である技術革新を成し遂げるチャンスを古く、小さな利権で見逃してはいけないと思います。

27332 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 脱原発・ゼロシナリオを支持します。 原発の再稼働反対です。
ひとたび事故が起きればどのようなことになるか、昨年の福島の原発事故でわかったはずです。
未だ何も解決していないのに『冷温停止状態』などと珍妙な言葉で誤摩化すのはやめてもらいたい。

今廃炉にしたとしても、これから先何十年何百年と未来にツケを残さなくてはいけないのだから、完全に原子力に関する研究を止めるわけにはいかないでしょう。
でも、今まで湯水のようにジャブジャブと原発関係につぎ込んできた税金を、これからは未来にツケを払わせない自然エネルギーの開発へ回して頂きたい。
税金をドブに捨てるのではなく、生きる金として使って頂きたい。

27333 個人 その他 ６０代 男性 １、ゼロシナリオを選択。

それ以外では「全原発に対して即時廃炉」を求める

「絶対に安全」だと言われたフクイチを爆発させたことによって、原子力に頼る時代は終焉だと認識すべき。
いまだに放射能を拡散し続け、収束のめどすら立たない原発を再稼働させるなど、世界に対して恥じるべきだ。大気・海洋汚染をどう補償するつもりか。

国民は、火力風力シェールガスなどの発電を求めている。
節電の脅しも要らない。原子力発電は即時、すべて廃炉にしてほしい。

27334 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 　もっと自然エネルギーの活用を進めてください 自然エネルギーの活用を進める事を前提に電力開発を進める事の意見、報告、研究がされているのか？疑問に思います、原発有りきの事のみが先に進んでいるようにしか見えませんが、早く
未来の国土の安心安全を考えて、進めて欲しいです、科学、人の能力を超えた、扱うことが出来ないものを、何時まで使うのでしょうか、最終処分が決まらないものをどの様に処理するつもりで
しょう、

　　現実をもっと見つめ対処して頂きたい。
27335 個人 自営業 ６０代 男性 「エネルギーの構造の大転換を行う」という政府の方

針自体に反対です。
原発の安全性をより追及することと、福島の原状回復を急ぐことを大前提で意見を述べさせていただきます。
「グリーンエネルギー」という抽象的な言葉が表わす様に、この政策自体が具体性がありません、具体的な代替手段の納期や見積コストが提示されないで国民会議などやってもガス抜きしかな
りません。バス抜きは時間と税金のムダです。

27336 個人 無職 ６０代 男性 日本において将来原発はゼロとすることを意見表明し
ます。

　そもそも、4枚のプレート境界に存在する日本列島は危険な原発を立地することは到底無理である。また数度にわたる被曝体験をした国民としても理念上許されないと思う。この国土に53もの
原発がいつの間にか存在すること自体信じがたい。活断層だらけの日本でいい加減な原発立地審査をして認可してきた、国の責任はおおいに問われるべきである。

原発再稼働に際して、安全確認も不十分なうちにまず再稼働ありきで進めた
野田内閣は民主主義を踏みにじった。一般の市民が国会前で毎週反対デモをするこの意味の重さを感じていただきたい。

国はエネルギー供給上再稼働ありきに走ったように言うが、国内の火力発電の供給能力は需要を上回る。原発はなくても行けるのである。これは幾多の研究があり周知の事実である。コスト的
なことを問題視しているのであろうが、ＧＥのＣＥＯが述べた如く原発もシェールガスなどに押され、危険で高コストの技術として葬られる日はそう遠くないと思う。
日本のＥＺＺにはメタンハイドレートが豊富である。国が必死の覚悟で取り組めば、日本のエネルギー供給問題は解決すると思う。意思がないだけであり、
優秀といわれる官僚も組織の奴隷、電力会社の虜となっている限り、いいアイデアも出てこない。若い純真な官僚に、殻を破り新生日本のために叡智を働かせていただくことを期待します。

27337 個人 その他 ４０代 男性 ３つのシナリオのうち，ゼロシナリオ以外に，選択の余
地はない。

国民の安全を保護し，経済的な成長を支え，国家の存立を安寧にし，国際水準に合わせ，論理的に思考すれば，当然にゼロシナリオとなる。

27338 個人 自営業 ５０代 男性 「２０３０年に原発０」ではなく「即刻、原発０」にすべき
である。

今回の原発事故で「人間には原子力をコントロールできない。」ことがわかったはず。いくら「安全です」と言われても信用できない。どんな機械でも必ずいつかは故障するし、たとえ故障の確率
が低くても、一度トラブルが起きたら取り返しがつかないほど甚大な被害を及ぼすものは使用すべきではないのだ。
せっかく稼働する原発が０になったのに、「事故の検証も出来ていない」「誰も責任を取っていない」「使用済み核燃料の処理もできない」という現状で再稼働させるべきではない。しかも自分達の
手におえない物を他国へ輸出するなど論外だ。
日本では過去２００年で死者１０００人以上の地震が１７回起きているらしい。
つまり、１１.７年に1回は大地震が起きても不思議は無いのだ。
  昨年の事故後、「自分にできる事は何か？」と考えた末、自宅に4Kwの太陽光発電を設置した。決して資金があったわけではなく、ローン借り入れである。
まだ稼働から7ヶ月だが、我が家の電気消費量の44%を発電している。
今こそ再生可能エネルギーの導入を高める政策が求められているのだ。
・札束をちらつかせて、都会で使う電気を地方に作らせるのはやめよう！
・原子力政策を推進してきた国、政治家、大企業、経済界は間違いを認め、
    方針転換すべきだ。そうしないと日本は世界中の笑い者だ。

27339 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 2030年までに原発への依存度を0%にする「ゼロシナリ
オ」に賛成します。

2030年までに原発への依存度を0%にする「ゼロシナリオ」に賛成します。主な理由は次のとおりです。原発は作業員の被曝を前提にしており、犠牲者無しには稼働できないこと。福島原発のよう
な大事故が起き、被曝による健康被害や財産の消失が起きる可能性があること。放射性廃棄物の処理体制が確立していないこと。どうぞよろしくお願い致します。

27340 個人 家事専
業

５０代 女性 断然・当然脱原発です！！！ 日本に原発はゼロでなければなりません。次代エネルギーは、総力をあげて
研究して、安全な自然エネルギーで、子供たちのいきる日本を、守っていかなければ、なりません。戦争以上に恐ろしい原発が、せっかくゼロになったのに。
いま大飯原発再稼働を認めてしまったら、大変なことになるでしょう。大飯原発を止めることが、憲法９条を守ることと共に、私たち親世代が、やりぬかなくてはならないことです。私利私欲にまみ
れた政治家と役人は、一人の家庭人に立ち返り、人間の心を取り戻し、国民の声を消さずに、美しい日本の未来をまもってください。

27341 個人 無職 ６０代 男性 　原発ゼロの即時実現をすべきです。原発代替えは
十分可能です。燃費の良い高効率・低コストの発電が
可能な「最新型のガスコンバインドサイクル発電＋給
湯システム」のコージェネレーションを推進すればよ
い。

★地震津波大国であり、活断層だらけであり、大地震の活動期に入っている日本で、原発を続けることは危険が大き過ぎます。
福島第一原発の事故でも、もう少しで炉心爆発が起きるところだったのであり、そうなれば首都圏まで避難しなければならなくなり、日本は経済破綻になるところでした。
また使用済み核燃料などの核廃棄物の最終処理もできず、溜まる一方です。
今まで手抜きされていた安全対策を全部やる経費、核廃棄物を最終処理までやる経費、廃炉時の高い経費まで加えると原発は巨額な経費が掛かり、事故処理と賠償まで含めるともっと物凄く
経費が掛かり、トータルでは本当は高コストです。　それを子孫に先送りしているのです。
★原発での発電が低コストなのは電力会社にとってであり、目先だけです。
★国民、特に今の子供たちにとっては後で大きな付けが回ってくる高コストな発電にすぎません。　大きな危険がある上に。

●２０１３年から２０３０年までの目標比率・・・原発０→０％、
既存火力８９→１０％、新型火力１→７０％、再生エネルギー１０→２０％
とするのがよいと思います。

★燃料費を大幅にダウンできる「最新型のガスコンバインドサイクル発電＋給湯システム」のコージェネレーションと言う既に実用化されている確実な代替え方法があるのに、それを強力に推進
しようとしないのは理解できません。

これを増やし、原発も古い火力発電もこれに置き換えていけばよく、そのためにこの最新型ガス発電機の増産体制を作ればよいと思います。

▼これに更に「高濃度ＣＯ２利用の促成栽培ハウス」を加えトリジェネシステムにすればＣＯ２の排出量ももっと削減できます。

　三菱重工などで開発・製造されているガスコンバインドサイクル発電機は日本のメーカ－が世界最高の技術を持っており、日本の需要が山を越した後も世界に輸出できるでしょう。

施設や事業所や家庭用でもガスコージェネシステム（発電＋給湯・暖房）は効率的で実用化されていますから、これを推進することも有効です。

　なお、再生可能エネルギーではもっと効率を上げ、発電コストを下げる必要があります。　当面は洋上ハイブリッド発電（新タイプのレンズ風車＋太陽電池＋海洋発電＋波力発電）を進めると
か、コストの安い新型太陽電池の開発を助成するとか。

27342 個人 家事専
業

２０代 女性 原子力発電反対！ 明日にでも全ての原発を廃炉へ！

27343 個人 無職 ７０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を選びます。 　どんなに経済が成長し社会が豊かになって行くとしても、もし重大な原発事故が起きれば何にもなりません。まず、地震国日本の国として、原発ゼロへ率先した取り組みを進めるべきだと思い
ます。
　自然豊かな日本では、太陽光・風力・地熱・小水力・波浪などいろいろな自然エネルギー資源があります。もっと工夫すれば取り込めるエネルギー資源はまだまだあるのではないでしょうか。
投資が必要かも知れません。節電などいろいろ問題点も出てくるでしょう。日本経済の成長に何らかの影響を与えることがあるかも知れません。それでも人類滅亡の危機に落ち込むよりずっと
良いではありませんか。安全神話と同じで、地球全体に影響を及ぼすような事故が絶対ないとは言えないはずです。
　一刻も早く、真剣に安全なエネルギーを確保するための努力を積み重ねて下さい。電力システムを、利潤を生むためのものから国民に奉仕するためのものに替えて下さい。
　またたとえ事故が起こらなくても、原子力発電を続ける以上、使用済み燃料は増え続けます。未来の人類にその付けを廻してよいものでしょうか。その大変な問題と費用を考えれば、今、安全
なエネルギーを確保するためにあらゆる努力と費用を重ねるべきだと考えます。「原発ゼロ」のシナリオを是非選択して下さい。

27344 個人 その他 ６０代 男性 既存の原発で安全が確認され、かつ地域住民の方の
ご理解がいただけるならば稼働すべきと考えます。

グリーンエネルギーが確保できるまで、火力発電に頼るのはCo2の発生や燃料費の負担が大きい。既存の原発設備で賄えるのであれば一番負担が少ない。日本全体の国際競争力に影響す
る。

27345 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原発の即時廃止を求む。人にも環境にも優しい再生
可能エネルギーはすでに世界中に広がっている。本
日の朝日新聞参照。中国、米国等に比べ日本は技術
後進国。地震国に原発は気違い沙汰。国会事故調報
告を遵守せよ。

経済的成長のために原発は必要と原子力村の住民はよく言う。電力会社、関連企業、官僚、政治家、御用学者、メディアの連合体である。彼らの強欲のために原発は推進されてきた。だがひと
たび重大事故が起きれば国民の生命と健康に深刻な危害を与える。そのような原発は土台エネルギー源とはなり得ない。原発のコストが他の電力源と比べても高いことは大島堅一が証明し
た。国家安全保障の点からも原発は大きな自然災害やテロに遭えば某国のミサイル以上に危険。原発はなくても電力は足りることは大飯で実証。再稼動しても電力供給量は変わらず。野田佳
彦は詭弁を弄した。現内閣は政権交代を無にした。舟山康江などの良心派は離党。思慮深い指導者を待つ。

27346 個人 無職 ６０代 男性 「原発はいりません」
「原発は即刻廃止して下さい」

福島事故による取り返しの付かない汚染。
人的事故なのにだれも責任をとらない。
上記意見で述べたこの選択しかありません。

27347 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発を０パーセントにすべき 使用済み核燃料の処分方法とほうしゃのうのじょせん、被爆者の健康管理の問題を解決できるようになるまで、原発は動かすべきではありません。

原発依存度２０～２５シナリオを支持します。

その理由として
第一にエネルギーの安全保障が必要です。
日本にはエネルギー資源がほとんどなく、輸入に大きく依存しています。
化石燃料の価格は国際情勢の変化を受けやすく、
また再生可能エネルギーは発電能力や安定性が不足しています。
原子力は少量の燃料で非常に大きなエネルギーを発生させるため、
輸送コストが低く、備蓄しやすいという長所があります。
また、燃料の産出国や輸送ルートが比較的安全であるという長所も
あります。

第二に電力コストの経済への影響があります。原子力を化石燃料で
代替すれば多量の燃料が必要となり、電力コストが上昇します。
また再生可能エネルギーで代替すれば、大面積の設備が必要となり
この場合も電力コストが上昇します。
電力コストの上昇は製造業の生産コストを上昇させ、日本の製造業の
国際競争力を失わせることになり、日本経済を衰退させる危険性があります。

第三に代替エネルギー開発の難しさがあります。
原子力を化石燃料で代替すれば、多量の燃料が必要となりコストが
かかるとともにCO2発生による地球温暖化や、大気汚染の問題を起こします。
または再生可能エネルギーで代替すれば、大面積の設備が必要となり、
コストがかかるとともに、発電能力や安定性が不足します。
この代替エネルギー開発の難しさは、それぞれのエネルギーの物理的な
特性に基づくもので、技術的に解決することは非常に難しいと予想します。
このため原子力の代替エネルギー開発は、核融合発電が実用化されない限り、
将来的にも可能性は非常に低いと予想します。

第四に原発の問題点の解決可能性についてですが、今回の福島第一原発
事故では広範囲かつ長期に放射能汚染が起こり、多くの人々が避難を余儀
なくされており、大変不幸なことです。しかし、今回の事故の放射能による
直接的な死者や健康被害は現時点では確認されておらず、
将来的にもその可能性は低いと予想されています。このため、今回の事故の
ために原発をすべて廃止するというのは過剰な反応であると考えます。
むしろ、今回の事故原因を解析して、耐震性、防水性等の点でより安全性の
高い原発を開発すべきであり、これは可能であると思います。そして、
これから原発輸出等の新しいビジネスを発展させることができると考えます。
使用済み核燃料の処分方法も再処理技術の開発に時間がかかっていますが、
着実に前進しており、いずれにしても必要なものであるので、やがて解決
されると思います。核燃料サイクルについても、これまで述べてきたことと
同様の理由から継続すべきだと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

27348 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発依存度２０～２５シナリオを支持します。
これはエネルギーの安全保障、電力コストの経済へ
の影響、
代替エネルギー開発の難しさ、および原発の問題点
の解決可能性に
基づくものです。



27349 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 エネルギー政策は原発ゼロシナリオで。 原発の安全性が保障されないことと、政府の対応や説明が信用出来ないため。そもそも、安全対策を怠っておきながら、安全神話を振りまいた電力会社と政府を信用出来るわけがない。

27350 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発の再稼動反対
即刻すべての原発を廃炉にせよ
原発がなくても電力は足りる
事故の全容がわからない中で再稼動させる暴挙は許
しがたい

　福島第１原発の事故により、原発がとてつもなく危険なものであることがはっきりした。地震国である日本で、しかも、地震の活動期に入ったといわれる現在、その危険性を考えると原発を稼働
させてはならない。2030年という悠長なことを言っているのではなく、即刻すべての原発を廃炉にすべきである。
　電力が足りないことを理由に原発の必要性を唱える向きがあるが、現状、関電館内の電力は、原発ゼロでも足りている。過剰な需要予想で国民の不安をあおっているのが実情である。たった
数時間しかない電力ピークのために、原発など稼働させる必要は全くない。国民の多くは、原発事故を受け、電力使い放題だった今までの生活を反省している。電力の大切さが身に染みてわ
かったからこそ、節電に協力しているのだ。そのような国民の気持ちを全く考慮しない需要予測など意味がない。
　そもそも、原発事故の原因など、事故の全容が全くわからない中で、再稼動させるというのは、暴挙以外のなにものでもない。しかも、骨抜きともいえる暫定基準、重要な対策はすべて先送
り・・・など、お粗末としか言えない内容で再稼動させるとは言語道断の政策である。
　再稼動ありきの政府が行う、今回のパブリックコメントも単なるパフォーマンスとしか思えない。首相官邸前をはじめ、関電本社前などで毎週金曜日に行われているデモは、政府への不信・怒
り、将来への不安の表れである。決して「大きな音」ではない。もっと真剣に国民の声を聴いてほしい。
　原発推進派には、経済優先の考え方の人が多いようだが、お金より命の方が大切だ。たかが電気のために、原発のようなリスクのあるものを稼働させる必要はない。
　たとえ原発ゼロを選択したとしても、核のゴミの問題は消えない。原発の稼働を容認してきた私たちは、今後、この核のゴミと正面から向き合っていかねばならない。今の政府には、その覚悟
が感じられない。そんないい加減な政府に、原発を稼働させる資格はない。

27351 個人 無職 ７０代 女性 ゼロシナリオ実現のために特別国債を！

原発比率ゼロ％の速やかな実現のために、明確なプ
ランを示し、特別国債を発行して、再生エネルギーの
迅速な事業化と原発の後始末の費用に充てるべきで
ある。

地震・津波の発生のリスクが高く、国土も広いとはいえない日本が、地震の稀少なヨーロッパや広大なアメリカに引きずられて、原発への依存度を高める政策をとってきたことは、根本的な誤り
である。幸い、再生可能エネルギーへのシフトのための技術やシステムの開発がかなり進み、福島での事故を契機に現実に脱原発政策をとる先進工業国もあらわれている今日、日本が速や
かに脱原発政策に踏み出すのは、当然である。
そのためには、勿論、明確なプランと、多大の予算が必要である。原発で経済を成り立たせてきた地域や、原発関連の仕事に従事してきた人々のくらしを犠牲にすることなく、再生可能エネル
ギーや省エネ技術関連を中心とする新しい産業を興し、原発を安全なかたちで廃炉にして処理していくための特別国債が発行されるなら、私たちは協力を惜しまない。国難を、誤りを正すため
のチャンスとしてとらえ、新しい日本を拓く英知と実行力を、政府・関係省庁に期待する。

27352 個人 家事専
業

５０代 女性 原子力発電所は全て撤去すべきです。 原子力発電所は全て撤去すべきです。
もともと放射能を完全に除去する方法がないのに原子力発電に依存し続けるのは愚かです。
ましてや活断層だらけの自然災害と常に背中合わせの日本に50以上の原発があるなんて正気の沙汰ではありません。
今こそ国のエネルギー政策を根本から考え直す時です。
広島長崎の被爆経験から何も学ばず　またまた大きな過ちを繰り返したのですから素直に反省して　有害物質を出さないクリーンエネルギーに切り換えるべきです。

27353 個人 自営業 ４０代 女性 日本におけるエネルギー政策は原発依存度をゼロと
するゼロシナリオを選択すべきである。

　戦後、国民のエネルギー消費量は増加の一歩をたどっているが、２４時間営業のコンビニやおびただしい数の自動販売機の設置数など、国によるエネルギー消費型産業の規制も視野に入
れ、省エネルギー政策を緊急に進めていかなければならないと強く感じる。
　人間の欲望が拡大するに任せて経済政策を行っていては、地球は守ることができない。
　世界中の科学者が地球温暖化による悲観的なシナリオを唱えて何年も経過しているが、日本を含めた経済の流れは、やはり「成長」をめざしたもので、私はそれらの両立は不可能と考える。
　原発稼働による二酸化炭素削減というシナリオを耳にするが、経済活動を縮小させても原発を稼働させずに省エネルギーを実現すべきである。いつ、どのような事故が起きて福島の二の舞と
なる事態が起きるか、誰も保証はできないし、原発による負の遺産を将来の子孫に残すべきではないと、考えるからである。
　地球の年齢を１年に見立てると、イギリスの産業革命が起きたのは１２月３１日午後１１時５９分５８秒であるという。
　わずか２秒の間に、私たちは地球をどれだけ破壊してきたか。そのような権限は人間は持ち合わせていないと思う。

27354 個人 家事専
業

５０代 女性 原子力発電は行なうべきではない。一刻も早く０％に
すべきである。

福島の事故直後に、日本人はどんな人でも原子力発電をしてはいけないと思ったはずである。そして、実際に原子力発電所がどこも稼動していなくとも、電気は足りたのである。原子力発電の
の恩恵に預かる人が稼動を画策している。安全だというなら、その人は原子力発電所の隣に住むべきである。再生エネルギーの割合を高める。何より節電して、無駄な電気は使わない。そうす
れば原子力発電は不要である。

27355 個人 その他 ８０代以
上

男性 「エネルギー環境に関する選択肢」にたいする意見
「２０３０年の原発０」ではなく、「即時、原発０」、直ちに
「原発技術者、研究者の養成」を図ることを提唱する

「エネルギー環境に関する選択肢」にたいする意見
「２０３０年の原発０」ではなく、「即時、原発０」、直ちに「原発技術者、研究者の養成」を図ることを提唱する

東海原発は１９９８年、「普賢」は２０００年、浜岡原発は２００８年に入りが決まったが、どの原発も原子炉の解体に着手することもできないでいる。
その理由は次ぐに３点、１．強い放射能、２．放射能廃棄物、３、使用済み燃料である。
これらはチェルノブイリ、スリーマイルでも、廃炉を決めたドイツでも未解決の問題であり、世界のどの地にも放射性廃棄物を最終的に管理する処分地を建設したところはない。
ウランやプルトニウムの放射線が減少するには。何千年単位の年数が必要で、後代の誰が管理を保障するのだろうか？

たとえ、直ちに廃炉作業に入ったとしても、完了まで２０-３０年かかり、現世代の技術者、研究者だけでは対応できず、次世代、次次世代の技術者、研究者養成が早急に求められる。

原子力村の外に、3.11の反省に立った、新しい原子工学の講座を大学で開講することを進言する。

27356 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発は０（ゼロ）があたりまえ 我々には娘と息子に3歳の孫娘が1人づついます。
この子らが安心して暮らせる日本になるためには原発は不要です。
これからの我が国の火力発電のエネルギーは日本海のシェールガスを開発し、火力発電に時期足を早急に移すべきです。
それも電力会社に独占させることなく、エネルギーの地産地消を目指すべきです。その以降過程においては我々は節電に努め少々の不便は甘受する覚悟です。

27357 個人 その他 ６０代 男性 原子力発電は即刻やめるべき。
安全が確保されていないし今後も安全性の確立は不
可能である。太陽光や地熱などの自然エネルギー開
発に予算をつぎ込む。その方向から日本に活力を生
む。

　福島の事故さえ、きちんと解明されず、その処理さえできていない状況である。また、地震の活動が活発で、その活動期に入った日本では同じような事故が起きる可能性は否定できない。安
全性は確立されていない。そんな中で大飯原発を再開したが、危険すぎる。原発に代わる太陽光、地熱など再生可能な自然エネルギー開発、活用に最大の予算をつぎ込んでいく。本腰を入れ
るべきである。また、その方向から日本の活力を生んでいく。
　大飯原発は、我が家の１００Ｋｍ圏内にあるが、何か起きれば関西の水がめ琵琶湖がだめになる。関西は壊滅する。どこでも同じだが、再び同じような事故が起これば、日本は経済のみでなく
何もかにも壊滅する。原発再開は危険すぎる。科学的に考えても安全は絶対に確保されない。命がけの発電は即刻やめるべき。

27358 個人 家事専
業

３０代 女性 今すぐ原発全廃止を強く求めます！今すぐ止めても
廃炉までに何十年もかかり、その後の管理に何百年
もかかる、人間にはコントロールできない恐ろしい物を
扱うことは今すぐ辞めるべきです！

今すぐ原発全廃止を強く求めます！今すぐ止めても廃炉までに何十年もかかり、その後の管理に何百年もかかる、人間にはコントロールできない恐ろしい物を扱うことは今すぐ辞めるべきで
す！
私は日本で子育てをすることをあきらめました。見えない放射能の恐怖だけでなく、これから起きる大地震の可能性もある中、原発の再起動までされて、私は安心して日本で子育てすることなん
てとてもできませんでした。私たちは海外に移住できて幸運でしたが、そうでない人もたくさんいます。経済発展よりも市民の安全で健全な生活を第一に考えてください。私たち子どもを持つ親は
平和な生活を何よりも求めています。このままでは日本は、日本人は衰退するだけです。健康な市民なくして健全な国家はありえません！地球と人類の少しでも長い繁栄のために、権力者たち
の自分勝手はいますぐやめるべきです！これ以上国民を怒らせ、失望させないでください。国民の怒りと政治不信は政治改革につながっていく大きな波になっていることを政治家の皆さんも感
じているはずです。さすがの日本人でもだまってはいられません。子どもを持つお母さんたちの強さを思い知るべきです。私はこれからの日本は母親たちが変えて行くと信じています。そうなって
いることを感じています。私たちはただ平和な生活を求めているだけです。それがかなわないならば立ち上がるのが母親たちです。今のうちに国民の声に耳を傾けるべきです。せめて正々堂々
と国民投票を行ってください！権力者の声でなく、弱者の声に耳を傾けるのが本来の政治の姿だと思います。違いますか？

27359 個人 その他 ５０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます 今回の福島原発事故で放出されている放射能による地球への影響は計り知れません。二度同じことを繰り返す愚は回避すべきだと思います。

27360 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオを選択します。
なるべく早い時期に原発をやめるべきです。

今回の福島原発の事故により原子力発電所のリスクがいかに大きいものかが分かりました。
それは他の発電方式に比べてとてつもなく大きいものです。
人間の作り出したものに「絶対」はありません。いかに完璧と思われるものを作ったとしてもいつかは壊れます。どんなに努力をしたしても壊れる確立が低くなるだけで「絶対に安全」にはならな
いのです。壊れた時の影響が小さいものであれば人間はそれを我慢して、より安全になる努力を続けながら様々な道具(科学技術)を利用してきたのです。
原子力発電は得られる利益に比べてあまりにもリスクが大きすぎます。
地震の多い日本は、自然災害による事故の確率が世界のどこよりも高いと思われのでなおさらです。
なるべく早期に原発はやめて、廃炉にすべきです。
当分の間は火力などで補い、少しずつ他の発電方式への移行、省エネ技術による電力需要の抑制をすべきです。

27361 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発を廃止し、太陽光発電など新しいエネルギー資
源の開発を進めること

欧米に比べ、これ程の地震大国の日本で原発が脅威であり、我々の生存を脅かすことが証明された。この後も原発を存続させようとする意見は、既得権益にしがみつく一部の人々の利益を代
表するものであり、我が国全体の利益を考えているとは思われない。何故、政治が大きく未来に向けて政策転換をしないのか、腹立たしい。

27362 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 「原発０シナリオ」を強く支持します。
原発は全廃していくべきで、一旦事故が起きた時に悲
惨なことになることは今回の福島の事故ではっきりし
ました。

「原発０シナリオ」を強く支持します。
原発は全廃していくべきで、一旦事故が起きた時に悲惨なことになることは今回の福島の事故ではっきりしました。
事故の可能性を０にすることは不可能ですし、これまでも原発を推進する人たちは過酷な事故は実際にはあり得ないと主張してきました。
しかし、それは根拠のない単なる希望にすぎなかったことがわかりました。
原発を０にしていくしかないと思います。

27363 個人 学生 ２０代 男性 中長期での全原発の廃炉を目指し、その為の計画を
国には示して頂きたい。

具体的に何年かけてエネルギーの供給をを原発以外の太陽光、風力発電などに転換するか、またその為には民間企業の参入も欠かせず、その構造造りを行って頂きたいです。福島第一原子
力発電所の事故を実際にニュースを通して観て、とても再び同じように原発の恩恵を受け続けたいとは思えません。それはとても厳しいことなのかもしれませんが、それを実現させる為の一時
的な増税や電気料金の値下げは厭わないです。そして、また事故以前の生活レベルで原発とは無縁の社会になってもらいたいと思っています。

27364 個人 その他 ５０代 女性 原子力発電の比率を０％を望みます。 原子力発電所は、一旦事故が起きたら私たち国民全員の命が脅かされるということは、福島第一原発の事故で明らかです。電気は必要ですが、命が脅かされる電気は必要ありません。事故を
起こしてしまって、少なからず世界にも影響を与えてしまった責任をとるうえでも、日本が原子力発電０％をアピールすることで国際k的な信用も回復するのでないか、日本国民が明るい希望を
持つことができるのではないかと思います。そのためには、私たちは、我慢をすることができます。どうぞ、
政府として、０％の方針を掲げていただきたいと望みます。

27365 個人 無職 ６０代 男性 使用済み核燃料の処理が出来ない現状で、原発稼働
など到底考えられない。
新エネルギー政策を強力に推進すべし。

人の命から見る価値観と経済的視点から見る価値観によって、原発に対し「脱原発」と「原発推進」とに分かれているようだが、根源的な価値観は人の命である。

27366 個人 無職 ３０代 男性 原発はいりません。 原発はいりません。
安全に絶対はありません。という事は、原発があれば常に国土を失うリスクを背負うという事です。
高度成長期に、物理的な裕福さと引き換えに、国土を汚染し尽くしました。その上に生まれ育ったのが私達の世代です。
同じ過ちは繰り返せません。次世代の子達には、美しい日本で育ち、恋をし、子供を育んで欲しいです。
だから、原発はいりません。

27367 個人 自営業 ５０代 男性 原発再稼働廃止。0パーセント！ 福島の避難している方達の現状、それまで飼っていた動物達、こんな不幸な事故を二度と起こしてはならない。
まして、使用済み核燃料の処理が出来ないまま、負の遺産を子孫に残して逝けない。

27368 個人 その他 ６０代 男性 原発は事故のリスクと共に、使用済み核燃料の廃棄
等に多大の時間とコストがかかります。

エネルギーの国策は原発の普及でありエネルギー資源のないと思われていた日本では国策として間違ってなかったと思います。
ただ、福島第一原発の事故に見るようにリスクとそのコストが多すぎると思います。自然エネルギーの開発と平行して、メタンハイドレートの採掘を急ぎ韓国、中国の後塵を拝さぬよう、アホな政
治家に任さず、官僚主導で開発の道筋を早く立てて下さい。

27369 個人 無職 ６０代 男性 原子力エネルギー利用は今後とも推進すべし。ただし
核分裂エネルギーを利用する現行の軽水炉型などか
ら、国家戦略を明確にし、核融合エネルギーの早期実
現を推進し、その全体シナリオを国民に提示すべし。

〇原子力の平和利用は、過去の人類の叡智の集積、これを放棄することは、科学技術への冒涜。
〇再生可能エネルギーの導入は合理的に推進すべきであるが、ライフサイクルコスト、供給力などで大いに問題があり、経済的波及効果を十分考慮しなければ、日本沈没につながりかねな
い。
〇化石燃料については、地球温暖化防止のため、その利用を極力制限してゆく必要があり、また将来の人類のエネルギー源、だけではなく、生活必需品の原材料として大切に温存しておく必
要がある。
〇今回の原子力事故は、核分裂生成物（放射性物質）の崩壊熱が冷却できなかったため、炉心が溶融し大量の放射性物質が環境に放出された。
核融合エネルギの利用ではそもそも、大量の核分裂生成物が発生せず、たとえ大事故が発生したとしても、すぐに事故は収束し、放射性物質の環境への放出は原理的にありえない固有の安
全なエネルギー発生装置であり、人類の夢のエネルギーである。
〇核融合炉が実用化されるまでは、固有の安全性を極限まで高めた軽水炉などを運転、建設し、再生エネルギーとの併用を図りながら、核融合の実用化に合わせて、順次これに移行するとい
うシナリオが理想的。すなわち、核融合も含めた、長期シナリオを国民の前に示す必要がある。

27371 個人 自営業 ６０代 男性 原発停止で節電しなければという思いから、冷房を控
え、熱中症で倒れるお年寄りが増えています。脱原発
はお年寄りや弱者をいじめる運動です。

TV、新聞などの報道では一方的に脱原発運動を盛り上げているようにしか思えません。賛成派の意見は悪者にされているように思います。そのため意見が言えない状況を作っているように、
思えます。なにか意図があるのではと思います。
原発は、経済的推進と他国から抑止力にとても必要なものだと思います。賛成派の意見とかデモはないのでしょうか？
不思議に感じています。いずれは、なくす方向で良いとは思いますが、今は安全性を更に高めつつ推進していくことが、経済的発展による働く人を増やすことと、お年寄り、生活弱者のためにも
必要と思います。

27372 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます。 今の福島の現状を見て原発が必要だなんてとても言えません。
大飯原発の再稼働にあたって政府が責任を持つというなら　どんな
対応ができるのかまず福島で見せてもらいたい。
原発にかけてきた金額と同じだけの金額をかけるなら自然エネルギーの開発や蓄電技術ももっと進むと思います。まず原発ありきの政策はうんざりで吐き気がします。

　いろいろと議論のある中で関西電力大飯原子力発電所が7月9日に再稼働された。大飯町や福井県そして政府がGOサインを出したからであるが、これにより関西圏の夏の電力不足は5％ほ
ど緩和された。幸せ度No.1の県福井県は原発の多さでもNo.1である。
　原発に関して主要な問題点は (1)脱原発を目指すか否か。(2)各原発に大量に存在する使用済み核燃料をどう処理するか。である。
　ドイツのメルケル首相は3.11の福島原発事故を受けて、それまで原発推進派だったのに「子孫に原発廃棄物を押しつけることは出来ない」と言う倫理的観点から脱原発に舵を切り、3.14「原発
計画を凍結、7基の原発を即停止」。 5.20「2020年までに17基の原発全てを停止」する決断を行った。他にもイタリヤとスイスが脱原発を決めた。
　原発の再稼働に反対する国民の声が大きい中で有識者や産業界そして情報メディアが再稼働すべきとの意見が多い。その理由として、原発に代わる火力発電の燃料費の価格が非常に高く
つくことから非現実的と試算されている。また、核燃料サイクルを放棄するという政策変更に対しても、六ヶ所村へのこれまでの投資が無駄になり、六ヶ所村から各原発へ使用済核燃料が返送
され、各原発の使用済核燃料プールがすぐに満杯になり、運転できなくなる。順次止まる原発を火力発電で補うとこれまた非現実的な経費がかかる。このような観点から当面の国民生活レベル
を守るために原発が再稼働され、核燃料サイクル政策も維持する方針となった。
　一昨年の秋、ある会合に出席した際、その会の懇親会で乾杯の挨拶に立った当時東京電力副社長だった人が、「日本のこれからの発展は科学技術の開発にかかっており、優秀な学生は我
が社のような電力会社に就職するのではなく、メーカーに就職してもらいたいと思っている。」と話されたのを覚えている。そのわずか数ヶ月後に3.11大震災が発生した。
　3.11原発事故の後、「我が国の原子力技術は優れていても、それを扱う企業のガバナンスが最低であり独占企業体質である」と指摘されている。東京電力には優秀な社員がたくさんいたはず
である。その人達の英知を充分に発揮できる環境にあったのだろうか？と思わされた。

　唯一の被爆国であり、技術立国でのみ生き残る道が開ける我が国は、原発事故だけは絶対に起こしてはならない国であった。原発はトイレの無いマンションだと言われている。我が国のよう
な狭い国土で原発を稼働していくためには、トイレを完備しなければならない。これは絶対条件であり、トイレの完備なくして人は住めない。今後早急にトイレの完備、つまり、六カ所村再処理工
場が安定な状態でフル稼働しない限り脱原発へと即切り替えるべきであると考える。また、その間に使用済核燃料プールが満タンになった原発は当然停止し、40歳を迎えた原発も停止してゆく
べきと考える。
　さらに、3.11の福島原発事故の折、日本の原発の使用済み核燃料プールが全て原発建屋の最上階に配置されていることにアメリカ側が非常に懸念したと伝えられた。最上階では万一の場合
に水漏れや給水不良の事態が起こりやすいと考えられるからであろう。使用済み核燃料がむき出しになれば放射能の拡散は首都圏にまで及んだかもしれない。再稼働を検討する原発ではこ
れらの対策も必要となる。
　また、原発を今後再稼働してゆくか否かにかかわらず、人材は育成してゆく必要がある。使用済核燃料の処理のみならず中国からの被害を最小限にするためにも原子力技術の先進国である
必要がある。

　我が国は当面、原発を再稼働させてゆく方針を決めた。しかし、将来的にはやはり脱原発を目指すべきと思われる。したがって早急に代替えエネルギーの開発に力を入れてゆくべきである。
水力発電、ソーラー発電、風力発電、地熱発電、天然ガス発電、バイオマス発電、潮流発電、等である。これらのうちソーラー発電や風力発電は広大な面積を必要とし、かつ、台風被害なども大
きいため、砂漠や荒土などの不毛の地を多く抱える国が適していると思える。日本のように温暖湿潤な国土をこれらのために奪うことは得策ではないと考える。
我が国の資源とも言える温暖湿潤な気候、全てが緑に覆われる国土、火山国、急峻な山、海に囲まれた島国の地形などを最大限に有効活用すべきです。我が国に適した自然循環による再生
可能エネルギーである水力発電(小水力発電、揚水発電)、バイオマス発電(バイオエタノールや植物オイルなどのバイオ燃料の増産、廃材間伐材などによるバイオチップス発電と給湯)、地熱発
電、天然ガス発電、潮流発電を推進すべきだと思われる。
　人類が豊かな生活を追求してますます増大する消費エネルギーは、その総量を地球の自然循環による再生可能エネルギーの生産範囲内に留めるべきだと考える。後々の世まで我が国に
子々孫々が生存し続けるために、今考えなければならないことだと思われる。

27370 個人 その他 ７０代 男性 我が国の資源と言うべき、緑に覆われた国土、火山、
急峻な山、海に囲まれた地形などを最大限に有効活
用すべきである。増大する消費エネルギーは、自然循
環による再生可能エネルギーの範囲内に留めるべき
である。



27373 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原発ゼロシナリオを選択します。 原発は事故が起きたときの深刻さが甚大すぎるのと
核廃棄物の処理方法が確立されておらず
最も重要な安全を重視すればコストが極めて高く
未来のエネルギー政策としては全く現実性を持たない。

27374 個人 自営業 ５０代 男性 原発０％の意見です。すぺての原発は即廃炉にすべ
きです。

これほどの被害を住民、日本、世界全体に与えておいて、今後も原発を続けていく考えがある…とは信じられない気持ちで一杯です。どうか原発０％、すべての原発は即廃炉にしてください。お
願いいたします。

27375 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 代替えエネルギーを示せ。 原子力発電を人間の力でコントロール出来ないことが東日本大震災で証明され、廃炉もままならず、使用済み核燃料を安全に処理する技術もないままに、電力の不足を理由に再稼働をしてし
まう。
致し方ないと思っている一般人も少なくないが、元に戻せると考えている人間はまともであればいない。
私も一時的な稼働であれば仕方ないと考えるが、原発をコントロール出来ないことが分かった今、自然エネルギーやメタンハイドレートなど他のコントロール可能な発電方法への切り換えについ
て示すこともなく、再稼働のみを薦めているようにしか見えない政府の不誠実な対応は如何なものか？
福島原発周辺は、世界的に史上最悪な状態になっていることを、野田政権の閣僚たちは見ているのか？現地を見ずに安全な場所からしか、机上でしか物事を見ないから的確な判断も出来て
いないし、被災者の気持ちも分からないのでは…？
今後、何百年単位で福島県には人が住むことの出来ないエリアが、たった数人の東電や議員、役人のエゴの為に存在してしまったことを真摯に反省すべき。
失策の原因が理解できれば、原発を稼働するのではなく、他の方法で日本の発電に関して、今後どんなものが最適で必要であるのかを検討して行けるはずです。
国家公務員試験に合格した優秀な人間であるのならば、そのくらいのことは簡単なのではないでしょうか？
早急に原発に代わる発電方法を政府として示すべきだと考えます。

27376 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原子力発電は、必要なエネルギー源だと思います。 原発反対の意見は、原発ゼロになった場合の不足したエネルギー源の明確な（確実な）方法を説ききれていないと思います。
不足分を火力発電で補った場合、電気料金の値上り、製造業のコストの圧迫、火力発電機の故障による発電不足で大規模停電の恐れがあります。
太陽光発電・風力発電は、天候に影響されて安定的な発電ができません。
原発ゼロにするならば、原発に変わる安定的にエネルギーを供給できる方法を確立してからでも、遅くないと思います。
それまでは、原発の安全性を高めて、エネルギー不足を防ぐ政策を採っていくのが政府の仕事だ思います。

27377 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロを支持します。
それも今すぐです。
これで原発ゼロ、核のゴミ除去できたら、歴史に名前
を残せます。
政治家さんの英断に期待しています。

過去の失敗から反省してより良い方法を探すのが人間です。
取り返しがつくときに、止めるべきです。
そして核のゴミをきれいにする方法を探して下さい。
これで原発ゼロにできたら、
そして、核のゴミをきれいにする方法が見つかったら、世界の英雄です。
世界中の人が感謝します。
政治家さんの英断に期待しています。
よろしくお願いします。

27378 個人 その他 ４０代 男性 「エネルギー・環境に関する選択肢」に対する御意見
の募集（パブリックコメント）

大飯原発の再稼動自体が不当であり、違法であり、無効である。

大飯原発を再稼動してよいと野田が勝手に決めてしまったのは職権乱用である。

原発を再稼動することすら認められない段階で、原発の依存度なんか議論すること自体が異常である。

再稼動すらすべきではなく、再稼動することを認めるための用件すら満たせる見込みがない状態で、原発への依存度を議論することなど全くのナンセンスである。

このままでは、野田政権の行った狂った政治のせいで近い将来日本は破滅するだろう。未来のことなんか話しても全て無駄になるであろう。

今やるべきことは、原発の依存度を議論することではなく、大飯原発を直ちに停止して、全ての原発を停止した状態で、再稼動の為の要件を最初から議論しなおすことである。

それなしに、原発依存の議論などする発想は根本から狂っている。

27379 個人 その他 ４０代 女性 原発比率０％に向けた取り組みを希望します。 使用済み核燃料をどうするか、この問題が解決する可能性があるとは思えない。
電力会社は、原発事故による賠償責任を果たしていない。
自然エネルギーに対してもっと真剣に取り組めば、原子力エネルギーのような安く安定的な供給が可能と思う。

27381 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発ゼロシナリオを支持します。自然エネルギーの割
合を増やすことに努力を集中すべきです。長期的に
は、電力供給は分散化に向かうと予想します。

原発ゼロシナリオを支持します。地震の多い日本の国土で原子力発電を行うことに、そもそも、無理があると思います。

自然エネルギーの割合を増やすことに努力を集中すべきです。原子力発電をゼロにするためであれば、経済的な負担や節電の努力もがまんできます。

長期的には、電力供給は、大型の発電所で大規模に発電して長距離の送電を行うモデルから、近くにある小規模な発電設備や蓄電でまかなうモデルに転換するものと予想します。そのために
も、自然エネルギーの割合をさらに高める努力が必要と考えます。

27382 個人 その他 ４０代 女性 原発事故が甚大な環境汚染を起こし、人命を脅かし
生活を奪い、回復が困難極まる現実があるのに、変
わらず原発利用はできない。発電比率の比較という表
面的な選択は変だが、強いて3択ならゼロシナリオ。

過去、地震・津波・活断層など自然災害からの脅威を無視し続け、原子力発電所という大規模かつ精密機械であるハード面の弱点を軽んじ、原子力の規制や安全を図る組織的の仕組みや人
的配置が原発推進に偏っていたなど、様々な問題を国は未だ真摯に受け止めていない。
使用済み核燃料の再処理は、今までに大きな費用と長い歳月を投入しているにもかかわらず、まだ技術が確立していない。また、直接処理よりもコストがかかり、放射能を大量に放出するなど
ともいわれているのに、使用済み核燃料を再処理しなくてはならない「2030年に20-25％」を選択することは到底できない。
そもそも、国の「中長期的には原発依存度を可能な限り減らす」という方針の下のエネルギー議論なのに、実質現状維持である「2030年に15％程度」が出されていること自体おかしい。
これは国民にとって大切なパブリックコメントなのに、広く告知されていなかったのは、本当は国民の声を聞く気がないのかと疑う。
このような日本に、原子力発電所という困難極まる道具を安全に使いこなせる力量がないことは明白。
安心して人々が生活でき、希望を持って子育てできる社会を築く努力を国も国民もすべき。
原発は、払う代償が大きすぎる。
以上です。

27383 個人 家事専
業

６０代 女性 脱原発は、結果的に経済的に弱いものいじめとなりま
す。

私の夫が勤務する会社は、零細の製造業です。原発が廃止され電気料金がこれ以上値上げされたら倒産か、リストラだろうと夫は言っています。脱原発は弱いものいじめです。

27384 個人 自営業 ５０代 女性 原子力発電による電力の割合をゼロパーセントとする
べきだと思う。

すでに野田首相、経済界、ともに低コスト云々を叫ばれておりますが、実は周知のように（！）事故を起こした原子力発電所の廃炉費用も含め、使用済み核燃料を処理する又は埋設処分するに
せよこれからどれほどお金がかかるか誰も知らないのです。それはつまりコストがわからない。コストが天井知らず。勿論事故を起こしていなければわかっているという学者もおられるでしょう。
しかしコストなどよりもっと残念なのはこれから原発で作業されようとする人々がどれほど被爆するかということです。福島の処理だけでも計り知れない人数の方々が限界以上に被爆し、周辺も
既に元通りにならないことが明らかです。このようなことを繰り返すことは本来絶対赦されません。また火力発電は温暖化を促進すると言いますが、今原発事故を処理するための電気は火力発
電など原発以外の電力によるものです。結局事故を起こしたら他の電力に頼らざるを得ない。二酸化炭素を減らす努力は再生可能エネルギー発電を促進させ、更に蓄電池の低コスト化をめざ
して電力の地産地消によって地域を活性する方向を目指すことを選択します。それ以前にまずあくまでも節電することを考えます。

27385 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 福島における原発事故は原子力発電が私たちには制
御できず、生命に対して壊滅的な被害をもたらすこと
がはっきりした。日本の原発は全機廃止すべきであ
る。経済的成長より私たちの生命が大切なのは議論
の必要はない。

原子力による電気はいらない。割合をどうするとかの問題でなく0％。この期に及んで原子力発電をどうこう議論することが信じられない。今までの福島の被害、これから先おきるであろう福島の
途方もない被害を想像した時、このような議論をすること自体が狂気の沙汰である。これは人間としての倫理の問題だ。原発は即時停止、廃炉を決定すべきだ。

27386 個人 自営業 ５０代 女性 原発は２０３０年を待たず、即刻廃止して下さい！ 　自然災害に想定内とか想定外とかはありません。そして原発に「絶対安全」はありえません。
　今回の福島原発事故は世界中に恐怖を与え、世界中に迷惑をかけました。
　このまま将来に不安な材料を抱えながら、生活していく、生きていくという選択を強いるという事は残酷すぎます。
　廃炉にしても永い時間と莫大な費用がかかり、核のゴミ処理の問題も解決されないまま原発をまわし続ける事は絶対に許せません。
　大飯原発も即刻止めて下さい。電力不足は私たちの生活の努力で解決できるはずです。原発再稼動なしに電力不足は解決できないなんて脅して国民を騙すのは止めて下さい。
　国民は多少の不便よりは　安心で安全な暮らしを選択するはずです。原発０です！

27387 個人 その他 ５０代 女性 原発は反対です。まず危険です。危険想定テロにねら
われたたらひとたまりもありません。核廃棄物処理の
土地がないあっても、１００後その先安全の保証はわ
からない原発は海に温水を流している原発なりのリス
ク

まず、我が子　我が孫をイメージして環境の破壊された地球にいる子想像してみて下さい。心豊かに過ごしていること思い浮かべますか。私は義務教育しか出ていません。何年か前から環境に
ついて独自に勉強しました。今パソコンも文字を打つところからがんばって思いを伝えています。我が子　我が孫と国民一人ひとりが思えたら今さえ良ければと思えないかもしれません。素人考
えですが、人口の少ない自然エネルギーのあるところはできるだけ活用して、その分病院などに使う　太陽パネル一度につけれない　経済面のわけなどは、小さいパネル活用　一人暮らしなど
昼間いない間に合いそうパネル壁付けなど、窓ブラインドなどについているものなど開発されたらいいな。雪国の雪の活用　素人です。畑などで捨てられる野菜利用人参など、搾れば油になる
らしい　核廃棄にもコストかかる小さくとも、夜の店や外灯などいたるところにパネル設置で、私達の意識の刷り込みにならないか　スターン報告では温暖化による気候変動自然災害による経済
破綻の予想、日本今年の豪雨やハリケーンなど異常を感じる、日本の技術ｌ力期待したい　他の生き物がいなくなって初めてお金が食べれないときずく前に、私も、我が子のため、できることしま
す。お話させていただきありがとうございます。

27388 個人 その他 ６０代 男性 今あるすべとの原発は即刻廃炉にすることを切望しま
す

.原爆を初めて投下された我が国は、原子力利用は例え平和利用でも、世界の　先頭になって、禁止する義務がある

.原発は、使用済み核燃料、放射性廃棄物の処理方法が確立されてない等、
　未完の産業である。何万年も消えない放射能物質を未来の国民へ残してはな　らない

.原発はいったん事故が起こると、狭い国土の日本では致命傷になり、国が滅　亡する

.人間は間違いが避けられず、このまま原発運転を続ければ、フクシマのよう　な事故は必ず起こる

.我々国民は、今より生活レベルを落としてでも、原発に依存しない国を目指　すべきで、そうしなければ日本の未来はない

.政府は大多数の国民の意見を素直に聞いて、即刻脱原発を実現することが義　務である
　

27389 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ２０３０年に向けて原発比率ゼロ、ゼロシナリオで進め
ていくべ
きと考えます。

「原発比率ゼロ」としていくべきと考えます。

(1)地震などの災害は予測不可能であり、原発を安全に稼働させて
いくことには限界がある。

(2)今回の原発事故によって、一度事故が起きればその復旧にはた
いへん長い期間がかかることが、現実として認識された。

(3)福島の現状を見れば、日本のどこであっても、故郷の土地を放
射能汚染させるようなことはあってはならない。

(4)ゼロとすることに伴う不便さや負担を考えても、原発事故のリ
スクを抱えていくことよりも、不便さや負担を受け入れるほうが
まだ良い。

(5)将来的に次世代に対して安全で安心な国土を残していくために
「ゼロシナリオ」が望ましいと考える。

１、について
　　＊　福島の事故で原発は人間が制御できないものであることが　明白になった。
　　＊　地震国の日本に原発が５４基もあることを世界が憂いているし　地球を汚したことに敏感になるべき
　　＊使用済みの核のゴミの処理ができていない。それを何世代にもわたる後世に残すことは人間として恥ずかしい

２、について
　　＊　銀行と株主を守るために倒産を避けた　原理原則を守らなかった国のやり方に賛成できません。銀行も株主もリスクを承知で東電と付き合っているわけです。それらの人をなぜ私たちの
税金で助けるのでしょう

３、について
　＊　出来レースです。値上げを最初は十数パーセント・・・最終的に消費者庁の承認で８．４（？）パーセント
最初からその計算　国民を愚弄しています
廃炉すべきものに減価償却費の計上はないでしょう

４、について
　　＊世間一般では考えられない東電社員のみ利用の病院や景観良好な保養所などなど・・・いままでの保持など内容と処分したものがあればどこに　いくらでと、　現在の資産
株は持っていませんが　税金を投入されたのだから私たちにも　知る権利はあるのでは？

５、について
　　＊　委員のメンバーが原発関連の企業と金銭授受ありの関係ではありませんか？　また　ここでも原子力村を作るのですか？

６、について
　　＊　今の民主党は「巧言令色、鮮なし仁」です
耳障りのいいことを言って　やっていることは官僚や己のことばかり　民の声を聞き　それにきちんと応えてください
福島の現状を知るなら　原発再稼働などできないでしょう
国民は野田さんと心中はしたくないと思います
いや　彼は一人生きるのでしょう・・・・国民に背を向けて・・・

どんな思いで民主党に一票投じたか　今自分を責めています

27380 個人 パート・
アルバイ
ト

６０代 女性 １原発はゼロ２東電は税金投入の時点で破たん処理
をすべき３電気代の値上げを許可した省庁に不審感
４税金投入の東電は資産の処分や整理を公開５原子
力規制委員のメンバーを再検討６国民の声を真摯に
聞き応えて



27390 個人 会社員・
公務員

７０代 男性 地震国日本にあって活発化している地殻変動の今、
原発は即時停止するべきである。今回の選択肢に即
時ゼロシナリオがないのはすでにこの募集が恣意的
である証拠である。その意味で本来はで提出すべき
でないものだ。

　今回の募集において選択肢に「即時停止」がないことは最大の問題である。「できるだけ早くゼロに」でもあと18年も稼働させる可能性を秘めている。これでは多くの国民の意見を問うという本
来の目的とは乖離し、意味のない募集である。誰がこの選択肢を現在の3種に決めたのか。まったくなっていない。怒り心頭である。
　政府国家戦略室がこれでは日本はお終いだ。使用済み核燃料の保管場所が最大であと16年半で満杯になるという経済産業省の資料がある。あと18年動かせるという意味で2030年と決めた
のか。
　電力不足を脅しに経団連や電力マフィアたちの意見を基に形だけの国民参加を意図しているだけといわれても仕方がない。福島の事故から何も学んでいないだけでなく、もう一つ原発過酷事
故が起こり、日本国が壊滅的な終焉を目の当たりにしなければわからない者たちにはあきれて言葉がない。広島長崎に原爆が落とされなければポツダム宣言を受諾しなかった天皇や枢密大
本営と同じ過ちを繰り返している。

　電力は足りている。発電設備は足りている。この真実が証明されないうちに野田総理は「収束宣言」出し、ストレステストもなりふり構わず再稼働に踏み切った。当面は天然ガスによる発電で
充分に賄うことができる。燃料費はかかるが、福島事故の賠償額や多くの被害者のことを考えると子供でもどちらの選択をするかわかる話だ。なぜ原子力で電気を起こさねばならないのか。命
があっての経済ではないのか。政府をはじめ原発利益共同体がやめられないほどの収益があるとしか思えない。

　世界には多くの原発があるが、地震が多発している地域には原発はない。日本には原発に適した場所はない。福島4号機の使用済み核燃料プールが崩壊するかプールの水が流れればどう
なるか。もっとも恐ろしい臨界が始まれば日本はつぶれる。何が収束だ！誰が責任をとれるのか。福島原発事故の解明もされ、責任者が法律で罰せられることを待つが、果たしてそのような気
風がこの欲どおしい日本の責任者にあるものか。

　原発は即刻廃炉を決定し、廃炉のための技術を開発し世界をリードする日本となるべきだ。原発開発が国策であったように、今こそ自然エネルギー開発を国家目標にして一日も早く化石燃料
からの脱却を図るのが正しい日本の選択である。そのためにも即時原発はゼロにし、多少の国難はあってもより安全な国土を構築することにまい進すべきだ。選択肢が1～3間であるなら、私は
「0」を求める。

27391 個人 家事専
業

４０代 女性 原発は０を目指すべき 事故が起きた場合の影響、被害が大きすぎる。過酷事故に対して手立てがなさすぎる。廃棄物処理の問題が解決されないまま原発利用を続けるのは無責任すぎる。

原発問題を議論するのに地球温暖化問題を持ち出すのはおかしい。環境問題は温暖化だけが問題なわけではない。
現在の大量生産大量消費を続ける社会のありかたも考え直すべきだ。

27392 個人 その他 ４０代 女性 ・中長期的には原発依存度を可能な限り減らすとされ
ているのに、改めてパーセンテージが示されるのはお
かしい。速やかに減らす道筋を示して欲しい。
・理念や方針に基づかない計画はありえない。説明が
つかない。

・理念や基本方針に基づいた計画を早急につくり新しい再生可能エネルギーを中心とした日本の政策を示して下さい。
・原発が老朽化し廃棄物の取り扱いも決まらない中、対処方法が決まらない中現代の人たちの利便のためにつけを回すような政策は取らないで下さい。
・エネルギーと人命を天秤にかけるようなことはやめてください。国民の安全がなければ、国の反映もありえません。
・事故を受け反省にたつなら、それにふさわしい新たな提案をして国民が安心し経済を発展させられる提案をしてください。原発廃炉や廃棄物処分にかかるコストを含めて、エネルギーコストや
リスクを考えれば原発以外の再生可能エネルギーを中心に組み立てるしか選択肢はありません。
・アジアの再生可能エネルギー基地に日本がなり、エネルギー輸出国となるくらいの構想で取り組んでください。それにより雇用も確保されると思います。

27393 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原発ゼロシナリオとし、すぐに原発ゼロとする 福島のような事故は、二度とあってはいけないです。省エネルギーに取り組み、、自然エネルギーを推進する。今すぐに原発ゼロとする。

27394 個人 無職 ６０代 女性 原発はなるたけ早く、ゼロに、廃止してください。
代替エネルギーの開発に力を注いでください。

その理由は

原発では、万一、事故が起こったばあい、広範囲に、しかも、
非常に長期にわたり、目に見えない放射能が、陸海空を汚染するからです。

いくら、安全システムを構築しても、人間は間違いを起こすものです。
また、自然の猛威は人間のコントロール能力を超えています。

人々の生活に重大な脅威を及ぼします結果を招くような、
危険な原発は存続させてはいけないと思います。

27395 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発ゼロを選択。原発を維持するリスクが大きすぎ
て、そこから得られる利益に見合わない。脱原発に向
かう世界の中で日本が主導的な役割を担うことを望
む。

原発ゼロのシナリオを支持します。

大災害や人為的なミスに対する完璧な対策というものはありえません。
必ず事故は起こるという前提で考えるべきであり、事故が起きたときの損害の大きさを考えれば、原発は存在そのものがナンセンスです。
今後、原発に対して金銭的・精神的・時間的な投資を続けたとしても、国民全体に利益が返ってくることはありません。不毛な投資はさっさと切り上げ、新エネルギーの開発やエネルギー利用効
率の向上など、より有望な投資先へ振り向ける決定をすることが、国の役割ではないでしょうか。
国の決定が遅れたとしても、行き着く先は変わらないと思います。世界、企業、個人が動き始めていますから。ただ、その流れに飲み込まれる国ではなく、流れを作り出す国であってほしいと
願っています。

27396 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 国内すべての原発が早く停止することを願います。 原発で大きな事故が起き、日本だけでなく世界中の注目を集めている中で、何も変わらない日本の姿勢、残念でなりません。
被曝国として、原発事故を起こした国として、世界の手本になるような道筋を示していかなければならないと思っています。

27397 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 放射線、放射能を埋める事でしか制御できないならば
ゼロシナリオしかありえません。

人間の造るものに１００％はありません。
９９．９９９９９％だったとしても、残りの確率で失敗した時、
日本のただでさえ少ない土地が長い長い間住めなくなるような
放射能を完全に制御できるまでは、小さい出力の研究に留めるべきです。
日本各所に放射能を置くのは安全保障的にも問題があります。
問題が何もないのであれば東京のど真ん中に造ればいいでしょう。
結論として、完全制御できるまで使わない＝ゼロシナリオを選ぶべきだと思います。

27398 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 核燃料による発電は、ゼロシナリオを支持します。
推進してきた経済団体や立地自治体には激変となる
ので、政府への再稼動圧力
は想像に難くありませんが、再稼動以外の方法で緩
和を図るべきです。

理由は、ふたつです。

１）核による発電を推進した専門家は、圧力容器と格納容器の絶対安全を強調
　してきましたが、今回の事故で誤りが証明されました。その誤りの結果は、
　わが国土にとって広範囲で数十年以上にわたる深刻な影響をもたらします。
　にもかかわらず、その責任と再発防止の保障が明確ではありません。

２）私は、使用済核燃料や汚染廃棄物の保管場所近くに住みたくありませんし
　誰も住ませたくありません。青森県なら良いと思える理由もありません。
　狭く地盤が不安定なわが国において、使用済核燃料や汚染廃棄物の保管場所
　も安全な保管技術も確立されていない原状での稼動は無責任ですし、核施設
　と共存するリスクは今後も無視できません。

　以上のコストも考慮すると、核による発電が安いと広告するのは早計と言わ
ざるを得ません。

27399 個人 家事専
業

５０代 女性 原発ゼロ　即時 人災とも言える今回の原発事故
収拾の見込みもでない状況にあるのに、再稼働はあり得ない選択です
未来の世代に過酷なお荷物を渡すわけにはいきません

27400 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 今回の事故で取り返しのつかない不幸を産み出した。
原発は必要性に比べリスクがあまりに大きすぎる。
将来世代への負担が重すぎる。
今年も電気は足りている。
原発は必要ない。

　今年の夏も暑いが、関電管内ですら電気は足りています。大飯原発を稼働させたかわりに火力発電をいくつも止めたことも知られています。
　火力のコストの問題も、総括原価方式で経費が高いほど電力会社の利益が増える仕組みを考えれば、海外に比べ高い値段で燃料を輸入していることも納得がいきます。この仕組みをかえて
いただきたいと思います。
　原発は発電のための施設ではなく、電力事業者をはじめ、そこにつながる議員や企業などの為の非常に大きな集金システムだと思います。事実ほぼ止まっている現在も電力供給には支障が
ないのですから。そのシステムが今回の事故で関係のない人びとに取り返しのつかない不幸を産み出しました。
　核廃棄物管理の負担は次世代以降に重くのしかかります。彼らは原発がなくなった後にも私たちの世代のツケを払い続けなくてはなりません。
　自動車や飛行機も危険があるが、それをなくせるのか、原発も必要悪なのではという意見ありますが、私は原子力自動車や原子力飛行機に乗りたいと思いません。人間の造るものすべてに
危険があり多くの犠牲者も出ていますが、生活上の必要性とリスク・社会倫理のバランスで取捨選択されるべきです。原発は必要性に比べリスクがあまりに大きすぎるということを今回の事故で
学ばなければいけないと思います。

27401 個人 無職 ３０代 男性 １の０％を選択します、即時全原発を停止して廃炉に
すべき

福島第一原発の事故原因がはっきりせず対策も取れない状況と使用済み核燃料の処理技術も無い中の再稼働や新設など有りえない。

27402 個人 会社員・
公務員

７０代 男性 地震国日本にあって活発化している地殻変動の今、
原発は即時停止するべきである。今回の選択肢に即
時ゼロシナリオがないのはすでにこの募集が恣意的
である証拠である。その意味で本来はで提出すべき
でないものだ。

　今回の募集において選択肢に「即時停止」がないことは最大の問題である。「できるだけ早くゼロに」でもあと18年も稼働させる可能性を秘めている。これでは多くの国民の意見を問うという本
来の目的とは乖離し、意味のない募集である。誰がこの選択肢を現在の3種に決めたのか。まったくなっていない。怒り心頭である。
　政府国家戦略室がこれでは日本はお終いだ。使用済み核燃料の保管場所が最大であと16年半で満杯になるという経済産業省の資料がある。あと18年動かせるという意味で2030年と決めた
のか。
　電力不足を脅しに経団連や電力マフィアたちの意見を基に形だけの国民参加を意図しているだけといわれても仕方がない。福島の事故から何も学んでいないだけでなく、もう一つ原発過酷事
故が起こり、日本国が壊滅的な終焉を目の当たりにしなければわからない者たちにはあきれて言葉がない。広島長崎に原爆が落とされなければポツダム宣言を受諾しなかった天皇や枢密大
本営と同じ過ちを繰り返している。

　電力は足りている。発電設備は足りている。この真実が証明されないうちに野田総理は「収束宣言」出し、ストレステストもなりふり構わず再稼働に踏み切った。当面は天然ガスによる発電で
充分に賄うことができる。燃料費はかかるが、福島事故の賠償額や多くの被害者のことを考えると子供でもどちらの選択をするかわかる話だ。なぜ原子力で電気を起こさねばならないのか。命
があっての経済ではないのか。政府をはじめ原発利益共同体がやめられないほどの収益があるとしか思えない。

　世界には多くの原発があるが、地震が多発している地域には原発はない。日本には原発に適した場所はない。福島4号機の使用済み核燃料プールが崩壊するかプールの水が流れればどう
なるか。もっとも恐ろしい臨界が始まれば日本はつぶれる。何が収束だ！誰が責任をとれるのか。福島原発事故の解明もされ、責任者が法律で罰せられることを待つが、果たしてそのような気
風がこの欲どおしい日本の責任者にあるものか。

　原発は即刻廃炉を決定し、廃炉のための技術を開発し世界をリードする日本となるべきだ。原発開発が国策であったように、今こそ自然エネルギー開発を国家目標にして一日も早く化石燃料
からの脱却を図るのが正しい日本の選択である。そのためにも即時原発はゼロにし、多少の国難はあってもより安全な国土を構築することにまい進すべきだ。選択肢が1～3間であるなら、私は
「0」を求める。

27403 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 現在提示されている中では「ゼロシナリオ」を支持しま
す。

昨年３月11日の東日本大震災及び東京電力福島第一原子力発電所の事故の影響で、現在も自宅に戻れない人々、故郷に帰れない人々がいます。
このような惨劇を二度と繰り返しては行けないと思います。

一刻も早く原発依存度はゼロにするべきだと思います。

また、一方で地球温暖化の問題も非常に深刻です。
現在のシナリオ以上の節電が必要になるかもしれません。
しかし、それは私たち一人一人が節電を実施すれば実現可能なのではないでしょうか。
東京都で実施された節電の実績を見ても、震災前の2010年の比較して、10～15％もの節電に成功している。1～2年間でそれだけの節電が可能な地域がある中で、今後18年間で国全体でそれ
だけしか省エネができないと想定するのはおかしいと思います。

また、再生可能エネルギーを充実させ、それらのシステムの製造、インフラ整備等を新たな日本の産業の柱にしていくことが今後の日本の課題でもあると思います。

いずれにせよ、「脱原発」は必須と考えます。

27404 個人 自営業 ３０代 男性 原発依存0％ 原発依存0％でお願いします。理由は、あなた様ご自身の良心がご存知かと。

27405 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発は脆弱な電源のため、基幹電源としては適して
おらず、エネルギー安全保障の観点から廃止すべき
である。

東日本大震災で明らかになった通り、原発は一度事故が起こると他のプラントも含めて停止してしまう脆弱性を抱えており、基幹電源としての安定性を持ち合わせていない電源である。安全神
話が崩れた以上、原子力発電のような脆弱性を内包した電源を基幹電源として採用するのはエネルギーセキュリティの観点からふさわしくない。コストメリットも大きく揺らいでいるため、我が国
のエネルギーは原子力発電から地熱・洋上風力など比較的安定した分散型の電源に移行すべきである。堅牢性を持ち合わせた分散型電源で基幹電源を構成すべきである。付け加えると、我
が国は地殻変動が活発な地政学上の特徴があり、大規模噴火等の想定外の大規模災害が発生した際にも、影響範囲を最小限に抑えられる分散型電源を基幹電源として採用すべきである。

27406 個人 その他 ４０代 男性 　現状では、将来的に原発ゼロシナリオを目指すべ
き。周辺住民を避難させた放射能の問題は何年で解
消できるのかさえ見通せない。原発は、人間の手に余
る力であり、使いこなせない段階で安易に手を出すべ
きではない。

　原発が低コストなエネルギーというのは、事故が起きた時を考えない幻想と言える。今回、千年に１度の大津波がなければ事故は起きなかったかもしれないが、人が稼働する以上細かなミス
は起きているし、地震などが起きなくても細かなミスをきっかけに大きな事故につながらないという保証はない。
　国内では、放射性物質の最終的な処理方法も決まっておらず、現在ある原発を最終的に廃炉するまでにかかる経費を含めれば低コストと言えず、なおかつクリーンとも言えないのは明らか
だ。
　原発を許容できるとすれば、今回のような事故が起きた場合に迅速に収束できる技術の確立が大前提となる。そうれなければ避難を余儀なくされ、いつ故郷に戻れるかさえ分からない福島県
の避難者をはじめ、多くの国民が納得できる訳がない。
　憲法で保障する基本的人権を危うくするような技術を、コストなどを基準に判断させ、検討するという論理自体がおかしい。

27407 個人 法人等 ３０代 女性 提示された選択肢からは、ゼロシナリオを支持する。
しかし，脱原発と温暖化対策を両立させる選択肢は示
されておらず、ゼロシナリオは地球温暖化対策の観点
からは極めて不十分。両立させるシナリオを再検討す
べき。

福島第一原発事故により，日本のあまりにずさんな原発管理体制が露呈した上、たとえ理論的に制御可能と考えられていても、実際には原発は人間がコントロールできるものではないことが明
らかになったと言える。原発を抱え続ける限り、安心で安全な社会は得られない。こうした観点から、示された選択肢の中では「ゼロシナリオ」を選ぶ他ない。その他の「15シナリオ」と「20～25シ
ナリオ」は原発再稼働や新設／増設がなければなりたたないシナリオであり、「中長期的には原発依存政度を可能な限り減らす」という政府方針からも逸脱している。
一方で、日本の今後のエネルギーと環境に関する選択肢でありながら、原発の観点からしか選択肢が示されていない。今後世界的に影響が深刻化する温暖化については、対策を推進できる
選択肢が示されていない。「ゼロシナリオ」はこの観点からはあまりに不十分である。
第1に、省エネを十分に見込んでいない。2030年までに2010年実績から発電電力量が10％しか減らず，最終エネルギー消費も約20％しか減らない前提を置いているのはおかしい。発電部門に
おける電気のロスをなくし、無駄に捨てている熱を有効に利用し、効率の悪い工場などの省エネを大幅に進めることで、電力の30％削減は可能と考える市民シナリオも存在する（CASA、気候
ネットワーク、WWFジャパンなど）。
第2に、再生可能エネルギーの導入見込み量が少ない。
第3に、石炭を中心とする化石燃料に依存している。 脱原発と共に脱化石燃料・二酸化炭素排出社会を進めていくべきであり、短・中期的には火力発電の内訳は、CO2排出量の多い石炭から、
より少ないLNGへシフトするべきである。選べない選択肢の中に、石炭を現水準で使い続ける内容が入れられているのは非常に問題である。
すべてのシナリオは、温室効果ガスを2020年までに25％（90年比）削減するという国際公約を放棄するものであり、問題である。深刻な影響を防ぐために国連交渉の場で中期削減目標を検討し
ている中、これほど温暖化対策をないがしろにする選択肢しかないのは、非常に偏っていると言わざるを得ない。温暖化対策は脱原発とトレードオフではない。少なくとも温室効果ガスを2020年
までに25％（90年比）削減し，かつ原発ゼロを達成する脱原発と地球温暖化対策を両立させるシナリオを再検討すべきである。



27408 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ゼロシナリオに賛成
地域の営みを壊す原発は、経済優位性あっても許容
不能。安全基準構築も難しく、また心理的に受入不能
ただ再生可能性エネに期待かけすぎで、他の取組を
ミックスしたサブシナリオも必要

１．福島第一原発の事故では、地域の営みを壊すという事実をまざまざと見せつけた。
　このような中では、ゼロシナリオは経済に与える影響が大きいといっても、原発は経済優位性あっても、もはや心理的に許容不能である。
合理的には、ある程度のリスクは受け入れて、利便性（安い電気）を取り入れなければならないのであろうが、事故後にこのような議論はもはや不可能。
　冷静に考えれば、我々は交通事故というと高いリスクを受け入れて、クルマという利便性を選択しているのであるが、原発はリスクを隠してきたのであって、リスクコミュニケーションはもはや手
遅れ。

２．安全基準構築の構築がきわめて難しいと判断する。（ここで「構築」とは、国民が受け入れるまでを言う）
・原子力発電は基本的にフェイルセイフにできない暴走系であること。
・さまざまな事例（たとえば津波の想定）を、無視するDNAが原子力業界にあるといわざるを得ないこと。これはそう簡単にはかわらない。
・どのような基準であってもリスクは残る。原子力発電については今までのリスクコミュニケーションができていなかった（してこなかった）ので、国民にこのリスクを冷静かつ合理的受ける素養が
ない。さらにこのことについては、大飯の再稼動で「安全が確認された」といってしまった時点で、可能性がなくなった。つまり、安全基準とは、待っていて出来上がってもこの程度のことなのか、
と皆思うようになったから。（私の目か見ても、再稼働判断はお粗末で、一部例えば免震重要棟がないことなどは、福島第一より劣る。）
社会心理学的に、わが国には受け入れ可能な安全基準のレベルというものが存在しないとさえ思える。

３．再生可能性エネに期待かけすぎで、電力需要減の取組等とミックスしたサブシナリオも必要。
　必要なサブシナリオは下記のとおり。
（１）「電気」偏重を改める。
「電気」を他の二次エネルギーに置き換える。例えば、オール電化などはやめ、暖房は灯油などに転換。太陽光発電ばかりに期待せず、太陽熱で暖房をまかなうなども有効。（全シナリオとも省
エネを見込んでいるが、さらに脱電気シフトも必要と考える。）
（２）火力発電はまだ有効活用できる。
　短期的には自家発遊休発電機の活用。現状電気事業法で自家発電電力がネットワークに乗る想定がないことも問題。
　中期的には、分散型エネルギー（コジェネ）の拡大。熱と併せた検討をさらに行う。熱だけ欲しい事業所でコジェネを入れて、電気を買い取る制度、熱の余剰の事業所で低エンタルピーの発電
（バイナリー発電）。また、家庭用燃料電池の普及。こうしたことを行えば、中期的に同じ燃料で５～１０％の出力アップが可能ではないか。
　なお、もちろん、メインのシナリオを目指すべきで、各種施策で、再生可能エネルギがここまで伸びれば、産業としても期待できる。

27409 個人 自営業 ６０代 男性 １案　原発ゼロ ●原発ゼロシナリオしか選択できない。
ゼロシナリオ以外は原発温存・核燃料サイクルの温存へシフとされる危険がある。邪推だったら何よりだ。６月２１日決定原子力委員会の選択肢に思える。(1)も、２０３０年までの廃炉では遅す
ぎるのではないか。

●民意を政府が今後のエネルギー政策にどう反映されるのかを明確にする。
パブコメや、聴取会、対論型世論調査のしくみを設けたことは歓迎するが、単なるアリバイは許されない。聴取会が終了した現時点で約６８％が脱原発の民意が明確になってきたと報じる。政策
決定過程を透明、公開することを強く要望。

●持続可能エネルギー政策全体像を示すこと。
原発の廃炉と核燃料サイクルを温存しないエネルギー政策全体像を示す。原発過酷事故の始末と核燃料サイクルの温存を示唆するようなエネ基本政策を策定しないことを世界に示す。その一
つに次の政策を是非検討されたい。

●福島に国策の持続可能エネルギータウンを。福島県及び国民的議論に仕組みを構築されたい。---既に環境省などへ提案済み---
福島難民１６万人の、雇用から定住までのタウンを創造する。内外知見集約し世界のエネセンター都市実現及びを発信する。同時に原発廃炉の方法、核サイクル保存でなく核のゴミ処理の基
礎研究に切り替える。以上を福島県及び国民的議論に仕組みを構築されたい。

27410 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 ３０年までに各シナリオに達成できる根拠がない。ま
た、福島原発が終息していない現状においての再稼
働・核利用の是非を問う政策・対応について

３０年の電力に占める原発の割合について「０％」「１５％」「２０～２５％」の三つの選択肢を示しましたが、その根拠となる方法が説明されていないと思います。仮に「０％」となった時にどのよう
にう対応していくのか？同じように「１５％」の時も実際に実現可能なのか？ただ原発を停めて終わりというわけには行かないところがあると思います。原発を維持するだけでもお金はかかるわ
けだし・・・かと言って稼働させるには安全が保証できないという事実があると思います。どのシナリオになるにせよ具体的なビジョンを示せないのに何％にしようという話は空想ではないでしょう
か？また福島県の方を考えると原発利用・再稼働という課題・話題そのものがナンセンスであると思います。福島原発が完全終息していないにもかかわらず、再稼働を論議したり、今後の日本
における電力確保のために核を利用するかどうかという話は、最低でも福島原発が完全終息し、事故原因の解明と今回の原発事故による被害者や放射能により影響を受けた人達の救済・援
助が終わってからではないと、国として責任ある立場にある人たちには軽々しく核利用の件を口にして欲しくはありません。もし核のことを口にするのであれば、福島原発に関するものであるべ
きではないのでしょうか？
　原発の安全神話はほんとうに神話であって現実的なものではなかったことが今回の事故により国民が知るところとなった今なら政治主導により原発を完全停止させ、福島原発の完全終息と核
燃料の安全な処理方法に税金を投入できるのでないでしょうか？神話であった時代なら国民の理解が得られないことが多かったでしょうが、今なら国民は理解でき、そこにお金を投入しないと
未来の子どもたちに綺麗な日本を残せないことを理解できます。現在、大人で地位がある方たちは企業・国の成長と言いつつ自分たちの利益確保に必死であるように思います。私たち大人が
今自分たちの利益を削ってでもやらなければいけないことがあると思います。誰でも子どもだった時に大人のずるさや嘘に気づいていた事はありませんか？今私たちが全力で向き合わなけれ
ば子どもたちは「こんなに大きな事故にもかかわらず総理を始め大人たちは何もしない」「見てみないふりをしている」と思うのではないでしょうか？今だからできる決断をしてほしいと思います。
私は核を利用しないで確保できる電力でやっていく術を身につけながらでもこの国は成長していけると思っています。
　現段階のシナリオでは０％のシナリオを強く希望しています。ただ、空想にならないように具体的な対応をすぐにでも検討して欲しいと思います。

27411 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発依存度を２０３０年までにゼロにする プレートが集中し地震多発地帯である日本に、原発が存在することは大変危険なことと考える。老朽化した原子炉を地震、津波が襲えば福島の悲劇が繰り返されることになる。電気がなければ
経済が成り立たないとお考えの方々がいるが、放射能により経済活動ができなくなることも、それ以上に深刻である。
まさかのことが、まさかでなくなる、そのことを東日本震災で我々は学んだ。できるだけ早く早急に廃炉の作業にかからなければ、悲劇が繰り返されてからでは遅いのである。

27413 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「ゼロシナリオ」現在すでにほぼ脱原発は達成されて
いる。2013年以降原発稼働率０％は実現可能。危険
性の高いものから順次廃炉を進める。2030年には全
廃炉を。安価で安定供給が見込める天然ガスを柱と
する。

現在、すでにほぼ脱原発（稼働率０％）は実現されており、原発をゼロから増やす理由が見あたらない。2013年以降、原発稼働率０％は実現できるはず。国として脱原発に舵をきり危険性の高
いものから順次廃炉を進める。2030年には全廃炉を実現してほしい。
福島原発事故はいまだ終息しておらず予断を許しません。東京にいつまで安全に暮らせるか不安があります。将来が見通せない国にわたしは暮らしています。国会事故調査報告書に目を通し
ました。原子力ムラのこれまでの行動、事故後の対応を見るにつけ、原発という極めて危険なものを、こんな連中に取り扱わせてはいけないと強く感じた。シビアアクシデント対策はどうなってい
るんですか。稼働をやめた後にも、安全対策は残る。
エネルギーは安定的に安価に調達できるものをメインに考えるべきです。危険性の高い、未熟な技術を選ぶ必要はない。当面は、天然ガス、そして石炭を発電の主力とすればよい。旧型の火
力発電所はエネルギー効率の高い最新鋭のものに順次切り替えていく。資金調達ができないなどの理由で９電力会社にできなくとも、発電事業に意欲のある企業が参入していく。発送電分離
し、参入障壁をなくすことも必要。省エネ技術の進歩も早い。電力消費量は減少していくだろう。人口も減っていきます。「エネルギー・環境に関する選択肢」によると「2030年に2010年から10％
減」と設定しているが、ありえない数字だ。30％減でも可能なのではないか。そもそもこのシナリオでは「2010年」と「2030年」の比較になっているが、なぜ「2011年」と「2030年」の比較にしなかっ
たのか。「2011年」の数字は少なくともおおよそのところは出ているはず。より現状に近い「2011年」の場合、原子力比率、発電電力量が違ってくる。

27414 個人 無職 ６０代 女性 人間の力で最終処分できない原発は絶対反対。再稼
動なしで原発０にしてもらいたい。

必要は発明の母、原発がなければ利益追求の企業活動は、必ず新しいエネルギーを生み出す力と知恵を発揮する。そうして文明は発展してきた。一旦事故が起きると総理や関係者が命を投
げ出しても責任は取れない。福島事故がそれを証明している。後に生きる人に核のゴミを残し続けていくのか。原発事故の補償金まで電気代に跳ね返る原発は決して安くない。同じ高くなるな
ら、再生可能エネルギーのためなら電気代アップは我慢できる。そもそもオール電化マンションや手を使わないで使用できるトイレなど、障害者は別として、これでもかこれでもかと必要以上に
電気を使うようにするのは電力会社の謀略ではないかと思ってしまう。もう少し、人間も自分の生きる力を発揮するようにすることが、種の保存の観点からも大事だと思う。

27415 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原子力発電は即時に０％、つまりすべてを停止して、
廃炉へ向けて具体的に検討を始めるべきです。

原子力発電には、１．事故発生時の莫大な被害、２．運転に伴う恒常的、日常的な被曝労働者の存在、３．核燃料の採掘などに伴う被曝の存在、４．核廃棄物処理の技術的困難、超長期にわ
たる莫大な費用の負担、などの避けがたい問題が存在しています。これらの問題に目を向けるとき、目先の数年数十年の経済負担や、損得などで判断してはならない問題であることは自明で
あると考えています。今こそ原発０％の決断をする、またとないチャンスが到来しています。これを見過ごし、先送りするのであれば、国家１００年の計に取り返すことのできない、禍根を残すで
しょう。

27416 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原子力発電は即時廃止するべき。再稼動は止めるべ
き。

原子力発電は人類の手に負えない技術である事が証明された。放射性廃棄物の処理さえ確立されていない状況で未来に誰も責任が取れない。原子力発電推進の立場の関係者の利益追求
の犠牲者をこれ以上つくらないで欲しい。

27417 個人 パート・
アルバイ

５０代 男性 原発ゼロシナリオを選びます。 原発ゼロシナリオを選びます。地域分散型のエネルギー供給を進めるよう、電力システムを改革・発展してください。

27418 個人 その他 ６０代 女性 現在の技術、安全保障政策上、２０３０年の原子力発
電比率２０～２５％に賛成です。状況によっては更に
原子力比率が高くてもやむを得ないと考えます。

　安価で、安定的な電力は日本にとって、非常に重要です。各地で行われている公聴会において、原発比率０％の賛成が７割と報道されています。これは本当に世論であるとは考えられませ
ん。なぜなら、私のような仕事をしている人は、公聴会に参加しようと思っても参加することが困難だからです。更には、積極的に参加する人は進んで原発０へ動こうという方が多く、原発を容認
する人々にとってはわざわざ罵声を浴びせられに行くような人はいないと思います。電力会社関連社員は排除され、一人の日本人としての意見も述べられず、非常に作為的な世論形成だと思
います。
　日本の経済、雇用状況は今、困難な時代になっております。この資源のほとんど無い国において、エネルギー政策は非常に重要です。現在、ほとんどの原発が停止していますが、震災前は
原子力３割火力６割水力中心の自然エネルギー１割の発電比率だったかと思います。現在、各地の原子炉が止まり、火力９割、自然エネルギー１割で発電されていることでしょう。はたして、火
力発電に頼ることは良い方向なのでしょうか？火力発電には化石燃料を大量に使用し、資源の無い日本では燃料を外国に頼らざる得ません。エネルギーのほとんどを外国に頼るなど、安全保
障政策上いかがなものでしょうか？
　再生可能エネルギーの比率を上げよと仰る方も多いですが、２０３０年までにコストパフォーマンスと安定的な供給源として原子力発電に勝る大規模な自然エネルギー発電が可能とは到底思
えません。
　太陽光発電は発電コストが非常に高く場所も取ります。安い発電パネルは外国製のものが多く、政府がいくら資金を出しても、電力会社に買取を義務付けたりしても、日本のメーカーを助ける
ことにはならないかもしれません。風力発電も小規模な家庭向け等には良いかもしれませんが、発電機を置く場所が限られることや、それこそ風任せな発電形態、台風の多い日本で基幹電力
には到底なりえません。従って、２０３０年においても大規模発電は火力もしくは原子力となるでしょう。

27419 個人 家事専
業

６０代 女性 原発は絶対危険、子供、孫の未来のためにも、早く止
めてほしい

　福島のような事故が起これば、国が滅亡し、こども、孫の未来はなくなります。それではあまりにも可哀そうです。

　原発事故で、みんなで努力して築いてきた国が亡びると思うと、無念で先祖にも言い訳が立ちません。

　お願いですから大飯原発を直ぐ止めて、今ある原発を全て廃炉にして下さい。

　脱原発で国民が団結し未来のある日本国を作っていきましょう

27420 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発ゼロシナリオ ただただ、

みんなが自分の心に素直に、正直に、

明るい未来を創造していこうと思えば、

フリーエネルギーを促進するほうに

目が向くのではないでしょうか？

原発さん、今までありがとう。

3つのシナリオについて
・3つのシナリオのベースとして、2010年度26％としているが、実際、今、
　2012年6月などは、0％である。原発なしでやっているという実績がすでに
　ある。別に2030年度までにということはなく、このまま大飯原発はまた止　めて(活断層の問題もあるので・・・)しまえば、そのまますぐにでも0％と　なる。この設定は、震災前のものとしか思えな
い。
・現在の状況をベースにして考えられる3つのシナリオとしては、足りない分　を確保するために
　1.原発は再稼働させずに再生可能エネルギーのみで補う
　2.一旦火力などで補いながら再生可能エネルギーにシフトしていく
　3.少し再稼働させて原子力で補いながら再生可能エネルギーにシフトして
　　いく
　ということしかないのではないかと思われる。現在、すでに3が選択されて
　しまっているので、この先、それをどうするかということが論議になるはず
　である。
・大震災から価値観は変わってしまったという意識はありながら、また、元の
　ようなエネルギーの使い方の経済生活を前提に問題を組み立てている。以前
　のような使い方をしなければ、充分に足りていると思われるし、足りないな　ら足りるだけの使い方をすることを考えるべきである。それは、我慢すると　いうレベルの話でなく、省エネルギーの
商品開発やしくみづくりであり、そ　のようなことに、資源を投入していくことがエネルギー政策を考える上で不
　可欠なことであると思われる。

エネルギーの組み合わせについて
・すでに0％の実績があることが全く語られていないのがおかしい。
・火力発電に頼ればCO2の排出量は増える。クリーンエネルギーとして原子力
　を進めてきた歴史はあるが、それは最早、転換すべきだと考える。そこは、
　再生可能エネルギーの開発で置き換えていくべきである。
・原子力発電は、総合的に考えると莫大なコストがかかっている。全く役に立
　っていなくても、持っておけば維持だけでも大変なコストであり、それは、
　何も生み出すことのない、全くムダなコストである。再生可能エネルギーの
　開発はなかなか難しいとあるが、原子力発電に関わるかかるコスト、資源を
　投入すれば、効率の良いものができるはずだと考える。太陽光発電だけ考え
　ても、推奨して補助金をつけるということになったら短期間で目覚ましい発
　展がみられた。原子力発電にかけているさまざまな「こと」と「もの」を、
　再生可能エネルギーの開発にかけるべきである。

「シナリオを検証するにあたり踏まえるべき視点」について
(2)の1)について
　原子力については、絶対に安全は確保できないということをはっきりと認識
　すべきである。「リスクの低減」ではすまないのである。安全を確保しよう　とすれば、データの改纂や隠蔽が行われるだけであることは、震災を機に明　らかとなってしまったので、国民の理解
を得られるものではない。いくら技　術や人材を整えたところで、我が国で原子力発電を行うということが無理で　あるということを認めなくてはならないと思う。視点としては、今ある原発　をどの
ように廃炉にしていくか、使用済核燃料や放射性廃棄物をどのように　処理をしていくかという問題が大きいのではないか。存在自体も危険で、処　理の方法も決まっていないものをこれ以上増
やすということは、あってはな　らないことである。
　
※はじめから3つのシナリオという選択肢をふまえての国民的議論の組み立て　はいかがなものかと思う。そもそも、そこがふさわしくないと考える場合、　その意見がきちんと取り上げられる方
法で進めていただきたい。
※8月に決定しようと思うことに対して、7月に論議を行うというのは、あま　りにも期間が短いのではないか。聴取会が全国11カ所のみというのも、あ　まりにも少ない。それでは、充分な論議は
望めない。
※「おわりに」の中では、震災と東電福島原発事故を経験した今の時代こそが　危機を変革の契機とする重要な責任を負っているとし、原子力という選択の
　妥当性を根本から問い正すといっているのに、選択肢の設定にはそれが感じ　られない。そのことと、今、現実には、一か所しか原発が稼働していなく　　(先月は一機も動いていなくて)も成り
立っているということは全くふまえ　ていないことには、大きな違和感を感じる。このまま次々と再稼働させるつ　もりであること前提なのではないかと不審に思う。

27412 個人 その他 ５０代 女性 3つの選択肢の設定が、ふさわしくないと思われる。
2012年6月はすでに原発依存度0％であったわけであ
るし、そもそも、出たゴミの処理の仕方も定まっていな
い原子力は、エネルギー源の候補としての資格がな
い。



27421 個人 自営業 ７０代 男性 地震国日本には原発はいらない。 原発が人の手でコントロ－ル出来ない事が、スリ－マイル島や
チェルノブイリ、福島の事故で証明された、ましてや、地震の
多発する日本では、その危険性が大きい事を福島の事故が、如
実に示しています。

原発を稼働させれば、其処から作り出される核廃棄物が、大量
に作り出されるが、原発が稼働されてから５０年余、いまだに
核廃棄物の処理技術が確立されていない、此れ以上国土を放射能で汚染されるのを、国民の一人として座視出来ません。

危険な原発を停止して廃炉にし、太陽光発電や、風力発電、地熱
発電や、その他の再生可能エネルギ－に、エネルギ－政策を
変えて、原発に使っていた予算を、自然エネルギ－開発に割
あてるべきではないか、何よりも国民の安全を最優先される
べきだ。

27422 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 2030年、電力の原発依存度０。安全対策・対応が、不
十分なので、即時稼働原発０を、望みます。

今まで、50年余り、原発は、安全と言ってきて、アメリカのスリーマイル島の事故、ソ連のチェルノブイリ事故、諸外国の事故が、あったにも関わらず、非常時の電源確保の対策を怠ってきた東
電、管轄コントロールすべき原子力保安院や、経産省には、原子力に対する専門家がおらず、電力会社に癒着していて、活断層があっても、危険性の指摘もできず。
一番酷いのが、福島原発の前、福島沖で起きうるべき地震・津波を指摘されても、その意見を、無視して安全対策を講じてこなかったこと。その、無視した意見を、鵜呑みにする歴代内閣の経済
優先と、事故時の避難勧告の杜撰さ。まだ、しっかりした対策がとれているようには、思われません。
東海村の原発など、古い原発が、不安です。

27423 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 私は「脱原発」を選択します。 原発の依存比率の３つの選択を示されていますが、福島の事故が起きなくても国民に問われるべきものだったと思います。
私は輸送関係で原発に関わっていますが、未だに実現しない核燃料サイクル、廃棄物の処理方法、未決定の最終処分場を見ても先行きが明るいとは言えません。福島の事故で想定外では済
まされない事態となっている今、原発は安全に運転管理できないものと判断するしかありません。何重にも防護しなければならないものは安全とは言えませんよね。私は脱原発（ゼロにする）を
選択します。
それに加えて原発を維持する費用を電気料金に組み入れていないというのも頂けません。原発が停止したため化石燃料の購入費が増えて電気料金が増えるのであれば、原発の廃棄物管理
処理費用、最終処分地の管理費用、その他、当然お金が掛かってくるであろう費用を電気料金に入れればいいのです。原発の発電コストが他の発電方法より安いと言えないでしょう？　原発の
後処理にかかる費用を税金で賄うことには反対します。
電気エネルギーの需要に対応できない、足りない…だから節電要請が出てるし、節電の努力をしている。再生可能エネルギーを採算ベースに乗せるための努力もしている。政府には脱原発、
原発に変わる発電方法拡大推進の後押しをするように政策の転換をして頂きたい。

27424 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 安全性から(1)ゼロシナリオであるべき理由と、政府と
電力会社の今後のあり方についての要望など。

当然、(1)ゼロシナリオであるべきです。
福島で事故が起こり、まったく収束する気配がなく、被災した方々への対応もままならず、その中で原発を再び動かそうとするのは異常としか言えません。有り得ません。
すでに大飯を再稼動させましたが、その過程も不透明で、納得のいかないことが多すぎます。安全対策も完全になっていません。活断層の調査も終わっていません。政府は何を見て再稼動が
妥当だと判断したのでしょうか？
国民との議論を踏まえて、全ての不安を解消してから行うべきです。
安全性とその根拠が明確に説明されていれば、誰も反対はしないでしょう。

使用済み核燃料についても、これから先どのように対処していくのでしょうか？これまで恥ずかしながら原発の周辺で起こっている事実を何も知りませんでした。だから原発を許してき、そんな自
分を情けなく思いますが、政府も電力会社も卑怯であると思います。原発にまつわるすべてのマイナス要素を公表すべきです。きちんと説明した上で物事を進めてください。

経済よりも安全を優先してものごとを考えてください。
人々が安全でなければ、経済は成り立ちません。
国と技術者と電力会社が本気で開発を進めれば、電力は満ち溢れていると確信しています。それまでは多少の不便は覚悟の上です。
何より、真摯な対応を取っていただくことを強く願います。

27425 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 「エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見
について、１ゼロシナリオを選択します。

原子力は人間が100％コントロールする事ができないし、
コントロール不能になれば、生命を脅かすものになる。
また、使用済み燃料についても、
何千年もの間、完璧に管理する事が必要であり、
それはは実質不可能であると考える。

2030年までに０とするのではなく、
全ての原発を即刻廃炉にし、
次世代エネルギーを早急に検討すべきだと考えます。

27426 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 原発はいりません。即刻廃止してください。ゼロシナリ
オを選択します。

もうこれ以上危険な賭けはしないでください。

27427 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発は、できるだけ早く速やかに廃炉にし、原発ゼロ
社会を数年内に実現すべきです。

原発は日本社会には受け入れられない代物だと思います。
福島原発事故以降の、東京電力の対応及び政府の対応は、今明らかになっているものだけでも、ずさんそのものであり、今後原発を管理する能力があるとはとても思えないことが理由の一つ
です。
また、原子力発電所から必然的に発生する使用済み核燃料の処分方法についても、現在の核燃料サイクルはもちろんですが、仮に直接地層処分するにしてもその決定・実行・管理（数万年）
のめどは全く立っておらず、この最悪の廃棄物を生み出し続けることは日本人として大きな恥だと考えます。これも原発の速やかな廃止を主張する大きな理由です。

とはいえ、日本は島国でありエネルギーはほぼ全部海外からの輸入に頼っている現状では化石燃料の輸入依存度を高めることはエネルギー安全保障上極めて危険であり、また、現在の電力
供給体制の下では、化石燃料の輸入急増は既存電力会社にとって、経済的な負担があまりに大きく、経営に大きな悪影響が出てしまう、という考え方もあることは承知しており、一理あると考え
てはおります。
しかしながら、これはいずれも我々が知恵を出し合えば克服可能なレベルの問題であり、問題の本質手金深さを比較すれば、これらの短期的経済的な理由でもって原発を稼働し続けることに
大きな疑問を持っております。

我々ができることとして、まずは現在の9電力独占供給体制を見直すことです。そして、日本近海でのエネルギー資源開発に本腰を入れることも必要です。これらは今すぐに結果を出せることで
はないかもしれませんが、5年10年の期間で見れば、実行可能で成果を出せると考えます。

27428 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発0％を選択すべき。
これ以上核のゴミを増やさないために今すぐ廃炉を進
める。当然、新規建設は0。

原子力技術は汚したものを元に戻せない未熟な技術。一度事故が起こると広範囲の街、山、川、海までが取り返しのつかないダメージを受ける。そのことは福島第一原発が明示した。狭い日本
の国土を末永く使っていくために原発0％を選択すべき。

核廃棄物の保管は超長期を要し、人間が管理しきれない。今ある核廃棄物の受け入れ先探しも困難を極めている。管理・廃棄が極めて難しい核のゴミをこれ以上増やさないために、今すぐ廃
炉を進めるべきである。当然、新規建設は0。

27430 個人 無職 １０代以
下

男性 １０年以内に原発依存0％、日本海のメタンハイドレー
トを使った火力発電と再生可能エネルギーをメインと
したエネルギー政策を希望

１０年以内に原発依存0％、日本海のメタンハイドレートを使った火力発電と再生可能エネルギーをメインとしたエネルギー政策を希望

地震の多い日本に原子力発電所は適さない。福島の原発事故を経験した後、原発という選択肢はあり得ない。自前の資源と日本の技術力を生かした将来性のある上記代替えエネルギーを推
進すべき。

27432 個人 その他 ４０代 女性 エネルギー・環境に関する選択肢に対して、ゼロシナ
リオを選択いたします。

ゼロシナリオを選んだのは、原子力の火は１０億年消せない火であり、１０億年も先まで今の人間が責任を持ち安全と云うことができないからです。そしてこのゼロシナリオを実行することは、２
度の痛み、戦争時の核爆弾による被爆と東日大震災での原発事故を体験した私たち日本人、日本の国が、まさに今始まっているエネギー革命の時、世界の国々の中で時代を推進する大きな
役割を果たすことができると確信するからです。原子力ゼロというのは、国境を超え地球がみんなで一つであるという惑星的な意識の新たな時代の始まりであり、その基本であると思います。

27433 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 男性 原子力政策を見直し一日も早く原発の稼働を中止し
てほしい。
また、送電網を自由化しクリーンな再生可能エネル
ギーを安く供給して欲しい。

放射性廃棄物の処理方法の確立出来ていない原子力発電を続ける事は、無謀だし、子孫に対して無責任過ぎるとおもいます。
また、一度事故が起こってしまえばその処理に莫大な費用と、長い年月、そして多大な健康被害を引き起こす原子力発電のリスクは甚大で、とても効率的だとは考えられません。

27434 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を主張 福島の原発の対処法や除染が進んでいない中、2030年までは稼働ありきで意見を問う神経がまずわからない。
節電率からいうと一般家庭ががんばってるというニュースも見たが、国民は自分たちでできる範囲で努力し、原発がなくてもやっていける方法を行動に移そうとしている。そんなわずかな節電で
なんになると思っているかもしれないが、まず原発0のあらゆる方策を考えないまま、大企業の言いなり、原発推進派の利益のために国民が犠牲になる安易な政策を進めようとする政治家よ
り、そんな国民ひとりひとりのほうが前向きな生き方だと思う。今回のパブリックコメントが本当に国民の意思をそのまま組んでくれることを願う。

パブリックコメントの機会を与えていただき、ありがとうございます。私は「ゼロシナリオ」を支持しますが、あわせて今回の3つの選択肢が提示されたプロセスについても一言言及したいと思いま
す。

まず3つの選択肢が提示されたプロセスについて、意見を述べたいと思います。今回の3つの選択肢提示においては、原子力委員会の核燃料サイクルに関する小委員会が3つのシナリオを取り
まとめ、それがそのまま現在の「エネルギー・環境会議」での3つの選択肢の土台になっています。いっぽうでこの小委員会の議論は実は、表の会議とは別の裏の会議があり、その秘密会議で
電気事業者をはじめとする利害関係者と意見調整していたことがすでに新聞などで報道されています(毎日新聞 2012年6月19日朝刊)。

また原子力委員会は、小委員会での議論はこの秘密会議での議論に影響を受けていないと主張してきましたが、内閣府の検証チームによると「(国と事業者との)意見調整の場だった」と結論づ
けられる見通しです(毎日新聞 2012年8月2日朝刊)。

今回の将来のエネルギー比率を決めるような重要な場面において、このような秘密会議が開催され、なおかつ市民が選べる選択肢がそれによって歪められ、狭められること自体が、法治国家・
民主主義国家においてはおかしいのではないでしょうか。「国民的議論を呼びかける」というのであれば、そのプロセスにおいても民主・透明・公正といった当たり前の精神をまずは体現してもら
いたいと思います。

次に「ゼロシナリオ」支持について、私の意見を述べたいと思います。福島原発事故は表面上は安定化していますが、現状は原子炉内部の調査もできない状況であり、損傷した燃料棒の取出し
などは十年単位でしか計画もできない状況です。放射能汚染のもっとも激しかった福島一県だけをとりあげても、その除染と住民帰還は遅々としてすすまず、除染と賠償だけでいくらかかるのか
もまだ確定していません。

エネルギーの話は経済の話でもあります。しかし経済面で見たときに、本当に原子力は安価なエネルギー源でありうるのか。福島原発事故前、原子力の専門家は「メルトダウンにいたる確率
は、隕石にあたる確率くらい低い」と豪語していました。しかし福島原発では実際にメルトダウンはおき、なおかつ三機プラス一機、計四機が手をつけられない状況です。そして前述のように、除
染と賠償だけでもどれほどのお金がかるかも分からない･･･。よく言われることですが、原子力発電には損害保険をかけることもできません。それは、被害総額がどれほど天文学的になるか試
算すらできないからです(世界 2011年5月号 「原子力と損害保険」)。

また今回のシナリオ検証にあたり、「4つの視点」が提示されており、その一番目に「原子力の安全確保と将来リスクの低減」とあります。しかしその中の「原子力の安全確保」については、今回の
3つのシナリオ策定にあたり、秘密会議を開いて事業者と意見調整をし、なおかつそれが明らかになっても自浄作用が働かないような組織では、安全確保はできないと思います。一般の民間株
式会社においても「社外取締役の導入」などが取りざたされていますが、その精神は第三者的視点、透明性の確保です。安全が確保されず、なおかつ経済的にも合理性を欠くわけですから、原
子力はもうやめるべきだと思います。

「ゼロシナリオ」はいろいろとメリット・デメリットが取りざたされています。たとえば電気料金があがって、産業の空洞化が進むのではないかなど。しかしドイツは再生可能エネルギーに国と市民
が一体となって取り組み、産業の空洞化は進んでいるでしょうか。私は政治というのは、皆が「こうあってくれたら･･･」という未来を描き(ビジョンを描き)、それに向かって大胆なシナリオと計画を
作り(実行案への落とし込み)、市民全員を説得して巻き込んで進んでいくことだと思います。「国民的議論」の結果は、連日の首相官邸周辺のデモでもでているように思います。今こそ政治が、
ビジョンを描いて前進してもらいたいと思います。

27429 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 「ゼロシナリオ」を支持します。原発の安全確保は現
時点では不可能で、なおかつ経済合理性がないから
です。また今回のシナリオ提示に際し、原子力委員会
の秘密会議は国民的議論の根幹を崩していると思い
ます。

１、事故が起きると「原子炉」は人間がコントロールできない。
　・今回は冷却系統が津波（地震）で破壊され、冷却不能になり、メルトダウン/爆発が発生した。
　・原発の燃料は運転開始後、停止させた場合、長期間冷却が必要で、非常に危険な発電だ。
 　 結局、「ブレーキの利かない自動車」と同様で、『極めて危険』

２、事故で放射性物質が排出されると、その対策がほとんどない。
　(1)放射能の人体への影響：国（経産省）は「ただちに健康に影響はない」の連呼で国民を不安に陥れるしか能がない。
　・甲状腺がんのベラルーシにおける発生率はまさに、原発事故後4年目～16年目で発生している。（9年目が発生率ピーク）
　　（出典：児玉龍彦著、内部被曝の真実　0～１４歳）
　　（安田節子著、 食べものと放射能のはなし　でも同等の報告あり）

　(2)放射能の土壌汚染
　・土壌汚染で米がダメ、野菜、キノコ、タケノコがダメなど農業生産が制限されることは「食糧の制限」である。
　・土壌汚染が進んでしまうと、当然、、食べ物がなくなり、命が危険になる。
　・農家の生産活動破壊は農業従事者の自殺をよんでしまう。私が知ってる事例でも「有機農家の方」が除染不可能な汚染に絶望し、死を選んでしまった。

　(3)放射能の水汚染：内水面、外水面の汚染も甚大。
　・赤城山の大沼など、北関東の湖水は深刻な放射能汚染になってしまった。
　・湖は当然、水の封鎖性が高いため、線量低下には、何十年～何百年単位の膨大な期間がかかるのではないか。ワカサギなどの資源活用は不可能で、内水面漁業、観光業とも壊滅的な影
響を受ける。
　・江戸川、荒川などの汽水域は放射性物質の「たまり場化」していて、高放射線量域になっている。
このため、市民は「秋のハゼ釣り」は出来ないし、アサリ漁や海苔養殖も影響を受けるだろう。
更に、外水面の福島沿岸漁業はどうか。新聞報道では７月末時点で福島相馬沖のミズタコ類は放射能「不検出」で、東京 築地での取引は一応順調だった。
しかし、「食物連鎖」による「放射性物質の濃縮化現象」はこれからと言われており、厳重注意である（食物連鎖による放射能汚染問題は放射能拡散事故一年後からといわれている）

３、まとめ
以上のように
・原発事故は原子炉コントール不能になることから、事故の終息ができないこと。
・長期にわたり住民は故郷に戻れないこと。（生涯、戻れない場合もある）
・原発事故で拡散した放射性物質は食物生産の基の一次産業を破壊し、衣食住の「食」の供給を妨げること。これは人間の命が危険になる。
このため、原発はゼロにすべき。

27431 個人 無職 ６０代 男性 原発ゼロシナリオを支持します。 再稼働せず即廃炉。
理由は次の通りです。



27435 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ゼロシナリオを実現すべきだと考えます。 福島第一原発の事故により、原発の脅威を目の当たりとした今、原発に頼らない国にしたいというのが素直な気持ちである。
現時点で原発をゼロとし火力に大幅に依存した発電体制にも無理があるのであれば、断層や津波等の危険性を踏まえ極力安全と判断できる原発は残し、不安の残る原発は廃炉をした上で、２
０３０年を期限とした原発ゼロに向けて国の舵を取るべきと考える。そして、太陽光や風力、地熱、小水力等の自然恵ネルギーを源とする発電を増やし、その増えた発電量の分は随時原発を廃
炉させていくべきだと考える。
太陽光や風力、地熱の発電所の設置費用や発電コストがかかるのであれば、それを補うための増税や電気料金値上げはある程度致し方ないと考える。
地熱発電所設置を巡っては国立公園内の開発制限等との兼ね合いもあるようだが、速やかに設置に動き出せるように法改正等をすべきである。
また、エネルギーの地産地消という考え方や実例も出始めており、、これらを推進し既存の電力会社だけに頼らない体制づくりをすべきである。
既存の電力会社が発電と送電を共に担うのではなく、送電を分離すべきとの専門家の意見も聞くが、新規電力会社の参入等を考えると必要なことだと考える。もし仮に電力会社を分散すること
によって大転電が起こる事態となったとしてもそれは覚悟の上と考える。
２０３０年の期限にとらわれず少しでも早く原発ゼロを実現すべく、これまでのしがらみに捉われず、原発依存を減らすために有効な手段を最優先に採るべきと考える。

27436 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 全原発は即刻廃炉に！ 人間の手に負えない放射性物質を利用した原発の危険性は、先の福島原発の事故で分かったはず。
原発は全て、即刻廃炉にすべき。
他に道はない。

27437 個人 その他 ５０代 男性 原発の即時全廃を 福島第一原発事故は、まさに人災であり、また、現代の日本人の智慧のなさの象徴である。戦後の日本人（特にGlobal化、Global化と言っている経済人）は、社会のあり方の土台・原点を見失
い、それに伴って、恥の文化と道徳心、我慢の心を失っている。政府や監督官庁、原子力保安院や原子力安全委員会、東電、そして、経済界、すべて、近視眼的、刹那的な考えしか有していな
い。そんな人種が、緊急時の対応ばかりでなく、平穏時の備えに万全の、また、責任のある対応ができるとは思えない。従って、福島第一原発事故のような、想定されたことさえ、確率的に低け
れば、経費などの視点から無視してしまう、また、真の費用便益分析を行っての判断もしていない、そして、日本全土ばかりでなく、世界に放射線をまき散らす可能性もきちんと評価していない
状況での、経済界の金欲ぼけに則った再稼働など、論外である。それで、会社が海外で出て行かざるを得ないならどんどん出て行けば良い。平和に日常生活の送れる国が残ってこそ、国が存
在できるのである。社会の本来のあるべき原点にたつ真の智慧をもってほしい。

27438 個人 自営業 ５０代 男性 原発事故の処理や除染もできない現状での原発再稼
動は国民を冒涜する暴挙である。国は、原発廃止と
送発分離の早期実施と代替エネルギーへの支援策に
全力を尽くすべきである。

福島第一原発の事故処理の目処も立っていないし、まして、放射能汚染被害に対する対策についても、殆ど進んでいないばかりか、技術的にも国土及び海域の全面的な除染対策の手法さえ
も確定できていない中で、被害にあっている国民の人権を全く無視したままで、原発の再稼動なんて事は、国として、あってはならない国民主権侵害の暴挙である。
まして、ウラン資源の枯渇によるウラン購入価格の高騰」により原子力発電のコストは更に高騰することを隠匿し、安全に安価に再利用できる技術が開発できない事が確定しているブルサーマ
ルにまで国民の税金を垂れ流し続ける行為は、原子力村の村民の利益保全のために、国民を食い物にしている以外の何者でもない事は、明らかである。
このような国民の安全や生活圏を無視し、食い物にする行為は、国民主権を侵した亡国へと一直線に向かう暴挙であり、決して許されるべきではない。
原発は、元々、その開発に関わる様々な関連費用を、他の名目の公共事業費として拠出することにより、見せかけの発電コストを安くしているのだから、原発のためにつぎ込んでいるそうした関
連事業費も活用して、「原発を廃止すると電力が不足して国民生活は大変なことになるぞ」とか、その経費だけを抽出して別枠として国民に見せつけて「代替エネルギーにするとこんなに電気代
が高くなるぞ。」と脅すという、ヤクザのみかじめ料取り立て以上に悪どい行為を、国とマスコミが容認と支援している現状は、悲劇を超えて、喜劇である。
そんな主権者たる国民をないがしろにした亡国行為は即刻やめて、「真に必要なエネノギー不足対策」として、即刻、代替エネルギーの確保の為に、全資金と全智力をつぎ込まなくては、日本の
国民は、本当に滅びてしまう。
このままでは、冗談ではなく、「国」だと自分達で思いこんでいる「国家公務員と国会議員」だけが残って、国民が滅びてしまいます。

27439 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発はゼロにすべきです。 　原発が人間のコントロールできない放射性廃棄物を作り出す限り、未来の子供たちや生物に害となるものを、今を生きる人間が地球上に残すことは許されないし、やってはならないことだと考
えます。私は、広島出身で原爆被爆者の二世の友達が高校二年生の時に白血病を発症してなくなりました。放射線による被害は世代を超えて広がり、見えないところで他の動植物や生物に多
大な影響を与えています。
　福島の人々が震災から未だなお苦しみ未来の見えない不安だらけの状況の中で、政府は人災である原発事故の真相解明すらなされままなぜ原発再稼働できるのか人として理解することが
できません。
　地殻変動が活発期に入っているこの時期に原発をゼロにし、自然のエネルギー利用へ転換させることが重要で、その技術力は世界の先頭に立つ日本の技術力を持ってすれば可能であると
考えます。その技術こそ世界に貢献し地球や人類にとってきわめて重要な技術となるように思います。

27440 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 エネルギー政策について、原発依存度　ゼロシナリオ
を選びます。
未来の人々のためにも、原発はこの日本から無くし、
日本の高い技術力を生かして新しいエネルギー政策
に転換するよう求めます。

原子力は人が扱うには危険すぎる技術です。一回の事故が取り返しのつかない結果になりやすいです。
現に、昨年の東日本大震災で起こった原発事故はまだ収束していません。当時は本当に恐ろしい思いをしました。今も完全に不安が無くなったわけではありません。これからもどこかに不安を
抱えて生きていくのだと思います。福島から避難されている方々は尚更でしょう。原発事故のせいで二度と戻れない方も。色々と調査結果が出ていますが、原発内を目で見て確かめられない限
り、本当の原因究明にはならないです。こんなに多くの人々が苦しむような事は二度と起きてほしく無いし、同じ間違いをしてはならないと思います。
また、使用済みの核燃料の処理についても明確な方法が決まっておらず、問題を未来に持ち越している状態です。
日本はプレートの上に存在する国です。活断層も無数に存在します。地震や津波はいつどこでおこっても不思議はないです。そのような国では運転中もその後も原子力の安全性の確保は不可
能と思います。自然が相手である以上、想定外は起こり得るし、人間は謙虚でなければならないと痛感しています。
私は未来の人々に負の遺産を残したくないです。次代の子供たちが本当の意味で安心して暮らせる国にしたいです。
そのために、多少不便な暮らしをすることになっても（今の日本は必要以上に物も便利さもありすぎです。そんなになくても暮らせると、東日本大震災で学びました。）、国民全員で努力しなけれ
ばならないと思います。
目先の利益や利便さに引きずられることなく、新しい方向性を見出し、進んでいくことを強く望みます。

27441 個人 家事専
業

４０代 女性 脱原発（原発０％）
再稼働はもちろん、使用済み核燃料の再処理にも断
固反対です。
直ちに動いている原発を止めましょう。

原発事故があったにもかかわらず、いま現在２基の原子炉が動いているのが不思議です。活断層がある・ないにかかわらず、今すぐに停止するべきです。去年３月の地震で地盤全体の様子が
変わってきています、２度と再稼働すべきではないと思います。そして各原発にはすでに使用済み核燃料をかかえていて、行き場所がありません。もうこれ以上、使用済み核燃料を増やしては
いかませんし、再処理をしてプルトニウムを取り出すなんて事は、決して行ってはいけないです。青森六ヶ所村にある施設は絶対動かしてはいけません。
私たち一般市民はろうそくの火での生活に戻ってもいいと思ってます。かえってその方が心豊かに暮らせます。なによりも安心して暮らしたいのです。
原発が動いてホクホクしてるのは、たかが一部の電力会社の人間だけです。彼らには会社が倒産しないための苦肉の策でしょうが、日本には倒産・失業だけでなく住む場所をもなくした人がたく
さんいます。私たちにとっては、一万円が千円が大金なのです、その気持ちがわかるでしょうか。電力会社も政治家も、一度全てをなくしてみてはいかがでしょうか。

27442 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発は維持し、安全性を改善すべきと考えます。代替
エネルギーも並行して開発すべきですが、まだ代替に
はなりえるとは到底言えず、原発は維持すべきです。

原発を維持すべきという意見の理由は、現在では代替エネルギーが未熟、非効率であり、デメリットが多すぎるためです。

・コスト高。家計や経済への影響が大きすぎる。企業は海外に移転してしまいますが、このことを政府はどう考えているのでしょう？
・自然エネルギー（太陽光、風力など）は不安定、かつ非効率。我が家は太陽光パネルを付けていますので、逆に不安定性を日々目の当たりにしています。
・化石燃料は輸入に依存しており、その比率を高めるのは外交的リスクが高い。中東その他が不安定になり石油が輸入できなくなったとたん、日本は全ての活動がストップしてしまいます。その
リスクに対して何の対策もない状態になってしまいます。

今回政府が提示した３つの選択しに「現状維持」がないことはおかしいです。縮小することへの具体的なエネルギー政策もなく、ただただ国民に電気代の高騰を押し付けているだけです。現状維
持が日本の復興には不可欠です。

原発を維持しながら安全性を高めるための政策、議論にもっと真剣に取り組んでください。縮小・廃止ありきの議論は安易すぎます。

大飯原発を再稼働するとした政府の判断には全面的に賛成します。そして福井県知事の判断に敬意を表します。この再稼働で多くの人が救われたはずです。他の原発も早く再稼働することを
支持します。

27443 個人 自営業 ５０代 男性 基本的に原発ゼロシナリオを支持します。
加えてすべての原子力発電所の即時停止、自然エネ
ルギーを含めた代替エネルギーの開発と拡大への資
源の集中する政策の充実を要望します。

今回の福島での原子力発電所の事故をから見ても、原子力を完全にコントロールすることが不可能なことは火を見るより明らかです。

27444 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 0%シナリオを支持します。 核廃棄物の処分さえままならない状況で、経済のためにこれ以上人間が100%コントロールできない危険な物質の利用に依存すべきではないと思います。

原発ゼロは可能です。やるつもりがあるかどうかでしょう。

27445 個人 自営業 ３０代 男性 土木技術の応用で開発可能な日本海側のメタンハイ
ドレード採掘/開発の本格的な着手によるエネルギー
確保と、国外で日本企業により施工されている地熱発
電施設の開発、-以下に続く-

原発の廃炉技術推進/開発によりクリーンエネルギー国として国を成熟させることが3.11以降持つ目的だと思います。

27446 個人 自営業 ６０代 女性 原子力発電所はいりません。『２０３０年までに０％』支
持です。

原子力発電所はいりません。原発のない社会で暮らしたい、と３０年以上思ってきました。
理由は様々ありますが、放射性廃棄物処理の問題につきます。チェルノブイリ事故の後、脱原発で世論が盛り上がったとき、この廃棄物最終処分の話も出ました。
当時、推進派の学者さん（確か石川 迪夫さんだったと思います）が『今は最終処分の技術は確立していないが２～３０年で解決します』とおっしゃっていました。当時も随分無責任な言い方だと
思いましたが、２６年後の現在、何一つ進展も解決もしていません。
『廃棄物を一体どうするのか？』これが反対の主たる理由です。
技術（埋めるだけでは解決になりません）、廃棄場所、等々の問題が解決しない限り、これ以上原発を持ってはいけません。できることなら明日にでもなくしてほしいくらいです。
”原子力エネルギー”と”不便な生活、経済の疲弊”のどちらかを選べと言われたら躊躇なく後者を選びます。

27447 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 現時点で、2030年のの原発稼働率を決めるのは不適
切と考えます。
経済学、科学的根拠に基づいて方針を決めて、毎年
見直すというのが良いと思います。

経済学者の池田信夫先生も述べていますが、エネルギーや経済の素人に聞いても無意味であると思います。
科学的、経済的に知識を持たなければ、感情的に危険そうなものはやめろという意見に流されるのは必然であると考えます。一握りの有識者が異なる意見を持っても大多数の国民はそうでな
いと思います。いたずらに原発反対を煽り政局の題材になってしまうだけだと感じます。
経済学者の池田信夫先生の考えは、至極もっともと思います。
「エネルギー・環境の選択」はSF映画のシナリオ の記事
http://www.newsweekjapan.jp/column/ikeda/2012/08/sf.php

私も素人で、SF的な意見かもしれませんが、今の安全性が保証されない原子力発電所は段階的に廃炉に向かわせるとして、安全性の高い次世代原発の研究・開発は必要と思います。輸入に
頼る化石燃料はリスクが大きく、高騰もしくはストップ状態になれば、経済的、生命維持の重大な危機に繋がります。自然エネルギーの利用促進が大多数の意見となっていますが、原発にとっ
て代わるレベルになる時期は、専門家でも予測困難ではないでしょうか。
また、エネルギー源、資源は身近にあって外部環境に左右されないものが良いと考えます。次世代原発として安全対策を何重にも施し、地下に設置する次世代原発が良いと思います。
来年から、太陽活動が弱まり小規模な氷河期に入るというニュースもありました。自然というのはいつも優しいものとは限らず、猛威を振るえば人類の敵となります。今の穏やかな気候は一時の
ものであり、考える力を持った人類が滅亡せずにすむ、科学の力で自然の猛威に立ち向かえるものを開発するチャンスが与えられていると考えた方が良いと思います。実際に地球では過去
に、隕石の衝突、地磁気の反転、地軸の変動、マグマの大噴火などで生命の大絶滅を何度も繰り返してきている事が分かっているそうです。そんなとき必要なものは自然に頼らないエネルギー
（核分裂、核融合、新たなエネルギー）であり、その研究・開発・運用は世界的に必要と考えます。
過去にも、工業化で公害の問題もあり、反省し改善して乗り越え、今はその文明の恩恵に携わっていると思います。自動車などは、交通事故で年間1万人近くが死亡しています。しかし、身近な
ものであり手放せない文明の利器であるので、自動車廃止など誰も言いません。池田先生は、「石炭火力は、原子力よりはるかに多くの人命を犠牲にしているのだ。」とも述べています。
エネルギー政策は、そういった様々な観点で、経済産業省、原子力規制庁だけではなく、経済学者、科学者など多方面の頭脳を集めて、世界情勢、地球・宇宙環境を分析して、毎年見直すとい
う事で良いのではないでしょうか？その結果を国民にきちんと説明し理解してもらう。現時点では、安全策が取られていない原子炉は廃炉、もしくは改善とするとし、代替エネルギー政策（地熱発
電、日本近郊の資源開発、人工光合成等）をいくつか進めるとした方が良いと思います。

以上です。

27448 個人 その他 ６０代 男性
 ゼロシナリオを支持します 　ドイツでも原発大国フランスでも小規模な、また不用意な事故はたびたび

　おきています。いつ、どのような原因でチェルノビル、福島原発なみの
　破壊的な事故が発生するか、予測がつかないものがあります。要するに、
　原爆や原発といった核開発のもつ致命的な危険性は、この統御し難い技術と
　人類との共存を不可能にするものです。

27449 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発「ゼロシナリオ」を支持します 3.11の大地震により誘発された福島原発事故を受け、原子力発電所は利便性と引き換えに多大な危険を現在および将来に残すことが明らかとなりました。
一度管理の手を離れた場合に払う犠牲の大きすぎるものは、現在および将来の日本にとってリスクが大きすぎると考えます。
「ゼロシナリオ」を決定し、できるだけ早く代替を可能にしうる自然エネルギーの拡大を進めていくことを求めます。

27450 個人 自営業 ７０代 男性 現状では。原子力発電再開必要。 将来は必ず日本で新たな安全な発電方法が開発されます。

それまで、現原子力発電を継続するべき。

27451 個人 無職 ７０代 女性 即時廃止してください。 もし、また原発の事故があったら、日本ではもう住むところはなくなります。これは昨年の福島第一原発の放射能の拡散を思えば、自明のことです。先祖代々の土地を失い、将来もなくなり、家
族ばらばらで暮らさなければならない人たちの痛みは想像にあまりあります。地震は今後いつあるかわからない上に、その規模もわかりません。東北の地震よりも弱いという保障はどこにもあり
ません。活断層も通っているのがわかりきっているのに、大飯原発は再稼動しました。東北の教訓は生かされないのですか。明日はわが身だという認識で皆反対しているのです。そして東北の
人たちの痛みを自分のこととして自発的に節電をしているのです。７割のひとたちが原発に反対です。政治家はだれのためのものですか。自分たちの勢力争いばかりが見えてくるような政治家
は即やめてもらいたい。国民の声に耳を傾けてください。

27452 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 ０％案を支持するが、原発は二次評価と避難計画とヨ
ウ素剤等配布計画、事故の補償計画を作成するまで
停止するべきである。最低周辺30キロまでの自治体
の住民投票による同意を経ないかぎり再稼働すべき
でない。

　0％案を支持するのは、第一に、原発はコストが高く、ウランの資源も将来枯渇する上、高速増殖炉の成功が望めないことから、将来的に継続して使用できる理由がないからである。第二に、
使用済み核燃料の処理の見通しが全く立っていない以上、これ以上一キロたりとて使用済み燃料を増やすべきではない。第三に、福島第一原発事故の補償が終了しておらず、補償されたとし
ても不十分な額しか受け取れない人々が多数いることから、「事故が起きた時の正確なコスト」が不明なため、次の事故に備えることができないからである。日本の原発が地震に弱く、不十分な
対策しかとらなくても政府と電力会社が「安全だ」と言い張るということが露見した今、どれだけ「安全対策をとった」「監視要員を多数配置した」と言われても安心できないのは当然である。
　原発は周辺自治体に配る交付金などを含めると単なる建設コストと燃料コスト、人件費などの経費以上の莫大な費用がかかり、廃炉費用も計算できないくらい高く、使用済み核燃料の処理費
用も計算しきれていない。これだけの莫大なコストをすべて計算に入れると、自然エネルギーや石油・天然ガスなどの化石燃料を使用するエネルギーよりはるかに高くつく。
　借金がかさんでいる国家の財政を考えると、未来を背負う子供たちに危険を押し付け、莫大な処理費用を押し付ける原発は即刻廃止するべきである。したがって、私の意見としては即刻０％
にするべきで、期限までに０％という案であっても本来は支持することができない。
　選択肢を三つ用意し、真ん中の15％案に落とし込もうとする政府の意図はすでに明らかになっている。もっと真摯に国民の意見を集約するべく、時間をかけて討論の場を多数もうけるべきであ
る。

27453 個人 会社員・
公務員

６０代 女性 原発は即刻やめるべき。既存の核ゴミ処理だけでも
膨大なのにこれ以上増やすのは愚。核推進者は全員
Dr.StrangeLove。事故が起きたら誰も責任をとりようも
ないのに再稼働などとは無責任極まりなし。

原発は知れば知るほどECOとは対極の存在と分かってきました。3.11までは原発反対と思ってはいても、どこかタカをくくって真剣に反対してこず深く反省していますが、その怖さを誰よりも理解
しているはずの導入側にコントロール能力も、事故処理能力も、ましてや無毒化能力もなく、にもかかわらず地震の巣の狭い国土に50基以上も作ってきたことに心底驚きあきれます。カネに目
がくらんだ一部の受益者が人を地域を国を消滅させてしまう権利はどこにもないはずです。フクシマに続く次の大事故があったら、商業活動云々どころではなく日本という国は完全に破滅するで
しょう。私は愛国者なのです。3.11は大きな痛みを伴った天からの警告と受け止め、原発は即刻やめるべき。核廃棄物処理だけでも膨大な時間とお金と終わりのない不安を伴い、原発は特に日
本にはあってはならない存在です。3.11後に原発再稼働などと唱える人々は全員Dr. Strange Loveというしかありませんがこれは映画上のフィクションではなく今起きている現実であるところがい
いようのない不安を我々にもたらしています。こうした意見が満載であろうパブコメを単なるガス抜き装置としないことを心から願っています。

27454 個人 その他 ５０代 男性 使用済み核燃料、高レベル放射性廃棄物の処分に
まったくめどが立っていない以上、これ以上原発を稼
働せせるべきではない。それは将来世代に対する責
任である。

0％シナリオを支持します。
原子力発電に付随して生じる放射性廃棄物の処分問題はまったく解決していません。使用済燃料（高レベル放射性廃棄物）は十万年もの間安全に保管できる場所に処分しなければなりませ
ん。遠い将来の世代にまで禍根を残すこの危険な使用済燃料の問題を一切抜きにして、現在の世代がエネルギー政策を決めて良いわけがありません。少なくともこれ以上は増やさないつまり
原子力発電はもうやめることが将来世代に対して現在私たちが果たすべき最低限の責任であると考えます。
核燃料サイクルはもはや事実上破綻しており、使用済み核燃料の行き場はなく、このまま再稼動すれば、各原発の使用済燃料プールは10年以内にいっぱいになります。原子炉と異なり使用済
燃料プールはなんの防護措置もありません。この危険な状況を考えただけでも、これ以上の原発稼働は不可能であると言えます。

27455 個人 パート・
アルバイ

４０代 男性 選択枝  1  ゼロシナリオ 事故や放射性廃棄物などのリスクの高い原子力発電を継続すべきではないと考えるので。



27456 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力比率をできるだけ高く保つのが望ましい。理
由：他のエネルギーはコスト高かつ不安定。原子力事
故は、きちんと処置すれば悪事態を避けられるので、
恐れすぎる必要はない。

選択肢の中では２０～２５シナリオが良いが、
より原子力比率の高いほうが望ましい。
理由
・再生可能エネルギーはコストが高く、かつ天候等の影響を受け不安定。
・化石燃料は環境に悪く、かつ産出国政情に左右され危険。
・原子力を恐れすぎる必要はない（福島第一原発の事故で十分教訓を
　得たはず。たとえ電源喪失になっても速やかに注水すれば炉心溶融は
　起きない）。

27457 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 ただちに、「原発ゼロシナリオ」をえらびます 人類が使いこなせない原発・核廃棄物を、これ以上使うわけにはいかにない。今すぐ廃炉を決定し、安全に廃炉にしていくべき。それでも、完全ゼロの状態になるのに数年・数十年かかると聞
く。原発マネーに踊らされた地域には、原発ゼロにむけた取り組み・自然エネルギーの開発で、地域おこしをするべきと考える。

27458 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力発電０％ 原子力発電所の危険を目の当たりにしたから。

27459 個人 家事専
業

６０代 女性 一日も早い「原発0シナリオ」を支持する。 ・多くの原発で活断層が問題視されている。近い将来にも大規模な地震が想定される我が国において、原発の安全性を確保することはできません。安全を確保するためには「0シナリオ」しかな
い。

・「15シナリオ」や「20-25シナリオ」は核燃料サイクルを継続させることになる。使用済み核燃料の処分技術や処分場所も不確定であり、将来に渡って危険な放射能をこれ以上増やしてはならな
い。

・放射能汚染は長期間にわたる生活破壊をし、健康を脅かす。福島原発事故の教訓を真に受けとめるなら、原発を無くすことこそ国民を守ることになる。

・作業員の被曝無くしては稼働できない発電法は止めるべき。

・地産地消の再生可能エネルギーの普及をめざした施策、そのための手当てに全力を注ぐべき。再生可能エネルギーへシフトしているドイツでは今冬原発大国のフランスへ電気を輸出し、雇用
の拡大もなされている。

27460 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 男性 今後の日本のために脱原発は必要だと思います。で
すが、それを実現するまでには時間が必要です。その
移行期間は原発は必要だと思っています。「目指せ！
脱原発！！！」をスローガンに掲げて挑んでほしいと
思います。

脱原発を行ううえで、自然エネルギーでまかなえる時代がくることを、せつに願います。担当者さま、日本を宜しくお願いいたします。西村 樹人（削除）

27461 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 原発の比率はゼロシナリオに一票 原発の比率はゼロシナリオで行くべきだと考えます。
廃棄物の処理が困難な事と、地震と津波の危険性を考えると今後、原子力の利用は廃止すべきだと考えます。
自然エネルギーは、本当の意味で国産エネルギーなので、それ中心の社会を目指すべきだと思います。

27462 個人 パート・
アルバイ

４０代 男性 原発ゼロシナリオを支持します。 今回の福島の原発事故で、地震国である日本では原発は無理であることがはっきりしました。

27463 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原発ゼロを選びます。原発事故が起きたら、被害が重
大。こんな危険なエネルギーに頼らずにやって行け
る。他のエネルギーでカバーすれば良い。今、原発が
殆ど稼働していないのに、停電は起きていない。

もともとこの会議は原発への依存度を出来るだけ減らそうとするのが目的。だとすると20%案は現状と変わらないので、問題外、会議の目的に合わない。15%案は40年廃炉と新規原発を作らない
案だが、何故この二点だけなのか意味不明。多くの原発が残り危険は残る。原発事故事故の教訓が生きていない。ただ、取り敢えず歩みを止めただけ。０%に向け、原発を除く既存エネルギー
と再生可能エネルギーで賄える。原発事故の被害の重大性は想定不能、核燃料サイクルが回らない以上、原発推進はあり得ない。政府は中長期には原発依存を減らすという曖昧なことでは
無く、ハッキリと脱原発と新しいエネルギー産業を起こすとビジョンを打ち出すべき。

27464 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発は、不要。
【脱原発を宣言する政府・閣議決定をすべきだ】
【世界に率先して、脱原発を宣言すべきである。】
【自然　再生可能エネルギーに転換する決断をする】

１．核のごみ問題はすでに限界。処理能力を超えているのである。＝現在も、　　また今後も。永年にわたり、処理能力は無い。）
２．原発でなければ、ならない日本の【電力事情】＊原発が、なくても電力は　　充分足りる。
３．地震列島の日本（活断層）に、原発を建設したこと自体「違反」。
４．「人」の命が第一。
５．雇用の努力、「原子力ムラの解体」、廃炉に向けた政策。早急に対策すべ　　きである。
６．脱原発は、「道徳」でもある。
７．原発が、必要である理由を述べてください。（これは、マス・メディアを　　使い、述べてください。官報でもよろしい。）
８.フクシマの被災者救済と損害賠償は、終わりましたか。お答えください。
９．それらを行動に移すことで、原発推進者の方々の「道徳」の「重荷を下ろ　　させてあげてください。」
１０．脱原発で、「日本」と世界が、安全で、「これ以上、地球環境を破壊し　　ない！」良い方向に向きますように！

27465 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 即時、原発0％に賛成 地震・災害による自然災害は時間をかけると復興が可能であるが、原子力災害だけは人間の現在の技術力では解決できない。廃棄物の処理も解決できていない。政府は何を持って責任を取
るのか？

27466 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 20～25％案を第一選択肢とする。エネルギー政策は
国民生活・国内産業に大きく影響を与えるので、その
決定は科学的理論に基づくべきで、まず原発事故と
災害の総括を行い、安全対策・低コストが可能か考え
る。

20～25％案を第一選択肢とする。エネルギー政策は将来の国民生活や国内産業空洞化回避に大きく影響を与えるものなので、その決定は感情論ではなく科学的理論に基づくべきである。ま
ず原発事故と災害の総括を行い、予見可能性がなかったものなのか、逆に言えば、立地場所の差異や対応策によって安全が担保されるものではなかったのかを検証して、トータル発電コスト
が低い安全対策が可能かどうかを考えるのが妥当と考える。

27467 個人 無職 ３０代 男性 原発は即時廃止 原発は即時廃止にするべき。２０３０年まで待てない。
日本は地震が多い国だ。次地震やそれに伴う津波で、原発で大事故が起きれば日本は立ち直れない。立ち直れても相当なダメージがある。それに電気は足りてる。原発即時ゼロの経済のダ
メージは受け入れる。だから、原発は即時廃止だ。

このパブコメに対しての意見
・３つのシナリオで最初から括るのがおかしい。
・ちゃんと意見を反映しろ

27468 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 出来るだけ早い時期に原子力エネルギーへの依存を
ゼロにする。

東京電力の原子力発電所の事故を受けて、いかなる専門家も対処する能力が無いこと、更に、「人間は原子力を制御で出来ない」ということがはっきりしました。
原爆を投下された唯一の国として、また放射性物質による汚染で人が住めない地域を持つ国として、放射能の恐ろしさを一番分かっていなければならない日本が経済を理由に原子力に頼り続
けるということはありえないことだと考えます。
原発の安全対策に使う労力と費用を、原子力に頼らないエネルギー政策に振り向ける方が早道でしょう。

27469 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 国民生活の基盤をなすエネルギー安全保障から発電
比率として25%以上の原子力発電比率を維持すべき、
持続的可能な社会を構築するため数千年ものエネル
ギー供給能力を有する高速増殖炉サイクル開発を継
続すべき。

現在の世界人口は70億人に及んでおり、今後20年では100億人にも達すると予想されている。さらに、発展途上国で、より高い生活水準を求めることは避けられず、エネルギー需要は今後急増
することが予想されている。一方、化石エネルギーは使用したら再生せず、今後、数十年でその供給に限度があることが明らかになる。世界的なエネルギー争奪競争の危機が生じかねない。
多量の化石燃料を消費してしまった我々世代は、子供、孫の世代に対して、エネルギーを安定に供給する手段を用意する義務がある。その有力な手段の一つが原子力発電であり、この手段を
失うことはできない。
太陽光、風力発電は再生可能エネルギーであり、増やしていくべきものであるが、その適地が限定的であり、他の国土利用と競合することがあり、その規模には限界がある。100万kW級の電力
を得るためには山手線内の敷地全てに太陽光パネルを敷き詰める必要があると言われている。太陽光、風力発電を現在の20～30倍にすることは極めて困難であり、これを前提に国民生活を
委ねることはできない。
高速増殖炉サイクルが達成できれば、放射性廃棄物の安定化（ガラス固化）の上、数千年もの長期に亘ってエネルギー供給が可能となる。後世に残すべき技術資産として開発を継続すべきで
ある。また、六ヶ所再処理等の核燃料サイクルは高速増殖炉サイクルの前段階のものであり、その成果を利用できる、多額の投資を無駄にすることなく、プロジェクトとして貫徹すべきである。

27470 個人 自営業 ６０代 男性 ３０年には原発０％。今のままでは原発再稼働をすべ
きでない。３０年までのできるだけ早い時期の原発
０％の方針をたてて、廃止にむけて計画をたて実施す
る。

原発は人類がコントロールできない危険なエネルギー。原発が排出する放射性廃棄物を処理する方策がない。福島第一原発事故の原因を特定することができな状態で原発の再稼働は許され
ない。原発がなくとも電気は不足しない。原発以外の発電能力を日本は有しているが、原発を稼働しないことによる電力会社の経営が破綻するために再稼働をねらっているに過ぎない。電力会
社は法的な破綻処理をして、新たな電力体制を構築すれば何ら問題はない。原発廃止の時期を明確にして、その間にドイツなどにならって再生可能エネルギーに予算、政策を集中し飛躍的に
延ばすことは可能である。電力会社の経営のために人命を犠牲にすることは絶対に許されない。今こそ原子力村のあれこれのだましにまどわされないことが肝要である。
すでに原発は産業としても成り立たない斜陽産業であることは、アメリカのＧＥの代表者すら表明していることである。新規の原発を作ることは到底できないとすれば、４０年で廃炉にしていけ
ば、原発は０％になる。

27471 個人 その他 ２０代 女性 脱原発について 原発依存度0％にむけて、現在稼働中の原子力発電所の停止と代替エネルギーへの転換政策を希望します。

27472 個人 自営業 ６０代 男性 安易に便利さに走ってはならない。 廃棄物処理差へ確立できてもいないのに、稼動するのは、ブレーキの無い車のアクセルを踏み込み続けているようなもの。
他に方法が無いならいざ知らず、一見、便利で夢のようなエネルギーにすがりつくのは幼稚すぎる。
●あの忌まわしい第二次世界大戦に突入してしまった、大きな要因が「エネルギー」なのだから、日本は、ありとあらゆる方法でエネルギーの確保を模索してこなければならなかった筈。・・・そ
れを原発に集中してしまったのは、あまりにも愚かで情けない。。。幼稚な政治家、学者、独善経営者、官僚を輩出してしまったのは、わが国民だから、その一人として情けない。
もう、そろそろ大人になりませんか？？？

27473 個人 無職 ６０代 男性 原発シナリオ0を選びます 日本列島は断層が多数あります。地震大国です。活断層の上にある原発。近くを断層が走っている原発。考えただけでも恐ろしくなります。稼働させていて断層の調査をする。おかしくありませ
んか？想定外という言葉はもう通用しません。
人間の知恵と力で原子力をコントロールできるとは思えません。もう沢山です。稼働中の大飯原発を直ちに止め。2030年と言わず、今すぐ原発0へと決断すべきです。子供のため、将来の日本
のため。
あのとき決断して正解だったと未来の人々に言われるように！

27474 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 地熱発電の強力な国策としての推進 　「エネルギー・環境に関する選択肢」に拠りますと、「地熱は国産でCO2を出さず安価であるが開発の余地が限られる。」とありましたが、私は、日本政府が大胆で規制緩和を実行し、日本国土
の潜在地熱エネルギーを全て活用するべきであると考えます。
　原子力発電所を初めとする高速増殖炉及び核廃棄物処理施設等の原子力関連施設群は、諸外国及びテロリストからの重大な攻撃目標となります。
　原子力エネルギーのウラン資源は、海外に依存しています。火力エネルギーの石炭、石油、天然ガスも海外に依存しています。海外から殆どのエネルギー資源を輸入している日本です。諸外
国に足元を見られない為にも、純国産エネルギーである地熱発電を強力な国策として推進するべきではないでしょうか。
　火山国日本は、地熱資源量世界第三位で、地熱発電用タービン市場では、日本企業が世界市場の七割を占めているそうです。大半の地熱資源が、国立公園内にあるのであれば規制緩和を
実行し、例え国立公園内であっても地熱発電所を設置し、日本国土の地熱資源を全て活用し、日本のエネルギーを全て賄う位の強力な国策を推進するべきなのではないでしょうか。
　また、温泉地の湯量減少を懸念する声があるのであれば、通常利用する蓄熱層よりも深部の高温の岩体に水を送り込んで蒸気を得るという新エネルギー・産業技術総合開発機構及び電力
中央研究所が現場実験に入っているという「高温岩体発電」の早期実用化を図るべきです。
　そして、日本国土の深層マグマ地熱エネルギーを全て活用する方向で、日本の持てる国力及びその技術力を総動員して臨めば、日本国内の全ての電力需要を賄い、且つ大きなお釣りがくる
くらいの熱エネルギーを比較的早期に得ることができるのではないでしょうか。

参考文献：日本の論点2012（文芸春秋編）

27475 個人 家事専
業

３０代 女性 原子力「０％」 私のふるさとは福島県ですが、この先福島に帰って住むことは無いでしょう。
生まれてくる子を福島の土地で育てていくことはできなくなりました。

原子力「０％」。
我々人間が原子力を制御することは不可能ということが、今回の福島の事故で明らかになりました。今やらなくて、いつやるのか。退路を断たねば同じ過ちを繰り返すことは目に見えています。
既にたくさんの識者が述べていることからもわかるように、原子力エネルギーに頼らない社会は可能です。新エネルギーの新規事業が盛んになればGDPも減らないはずです。脱原発かつ温暖
化対策を、という姿勢はドイツなどの多くの先進国も目指している姿勢です。
とにかくアイデアが乏しい。敢えての消極策なのでしょうか。日本てこんなに発想の貧困な国だったの？とがっかりしてばかりのこの一年です。
私たち国民は、多少の負担は十分覚悟しています。覚悟できていないのは、電力会社、一部の利権者、戦後５０年の原子力の夢をあきらめきれない政治家や官僚、、、要するに「国の事情」、
「地元の事情」、「企業の事情」。それぞれわからないこともないですが、現在もっとも重要なのは、「人間としての事情」です。

地震や津波などの天災やテロリズム、あらゆる危機において、原子力発電所は核兵器と同じ脅威になり得る、ということは今回世界中の人々が解ったはずです。
今回の事故で、世界に不信感と危機感を抱かせた日本がまた原発を再稼働させ、今後も原子力発電に頼っていくという選択をすることは、世界中からの笑い者になることを意味しています。
ましてや日本は、第二次大戦で被爆し、核を持たない選択をした国です。

これから生まれてくる子供たちに恥じない決断を、私たちは今しないといけません。

27476 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 最低限、シナリオ３の原子力比率２５%が不可欠。感情
論での早期脱原発論は、国家を衰退に導く以外の何
物でもない。政府は、原子力反対派の示威行動にひ
るむことなく、毅然と国家として採るべき途を選択すべ
き。

  原子力発電は、安価かつ地球温暖化問題に耐えうる代替エネルギーが確実に見つかるまで最大限活用していくべき。再生可能エネルギーを活用していくことは否定しないが、これまでの我が
国の取り組み 、諸外国での実績を見ても明らかなように、価格面、供給安定性面から確実に依存できる代替エネルギーにはならない。特に再エネ推進派の論には、バックアップ電源や系統連
系のために某大なコストがかかることが認識されていないか、故意に無視している。仮に、再生可能エネルギーが原子力にとって代わる実力があるならば、諸外国でも再生可能エネルギーを選
び、原子力開発をしたりしないはず。何故、諸外国は原子力開発に進むのか。それこそが再生可能エネルギーに実力がないことの証左である。
  資源のない我が国が準国産エネルギーである原子力を失うことで、深刻になると考えられるのは、今後、重要な位置を占める化石燃料の購買力、価格交渉力を失うこと。こうした正に自虐的
ともいうべき選択をすることは国家にとって大きな損失であり、原子力反対派はともかくも、政策決定者には冷静な判断が求められる。
  震災前、政府は低炭素社会の実現ばかりを唱え、原子力推進を掲げていた。震災が起き、原子力反対派が勢いづくと、一転して脱原発を旗印にする。国家と国民の生活を預かる政府として、
あまりに日和見主義と言わざるを得ない。もとより、才無くしてトップになった前二代の総理がもたらした不幸と、諦めざるを得ないが、まだ間に合う今こそ、真に正しい選択へと舵を切り直すべき
時である。
  最後に、原子力反対層が異常に拡大する要因について述べたい。国民は、目に見えず判りにくい放射線の健康影響について不安視をしている。そこへ、マスコミが過剰に危険性をあおる報道
を行い、政府がそれに迎合する形で基準値を厳しくするために、国民は余計に不安になる。避難者はなかなか地元に帰れなくなるし、除染の費用も無尽蔵にかかるという悪循環に陥っている。
喜んでいるのは、除染業者と、騒ぎが大きくなって報道ネタが増えるマスコミ。その陰で迷惑を被るのは、大半の真面目に生活をしている国民。放射線の健康への影響については、明確な解は
ないにせよ、チェルノブイリ事故の際に現地で活動された方をはじめ、多数の医師、学者が低曝露での健康影響があるとの証拠はないとの見解を述べている。こうした見解は、現在、国民に伝
えられることなく封殺されているが、政府、マスコミ、とりわけ政府は、正確な情報として、広く国民に伝える努力をしていただきたい。それが、国民的議論を活発に展開していくという今回の取り
組みの大前提にもなると確信しているし、良識あるサイレントマジョリティたる国民の原子力に対する認識を大きく変える転機になると確信する。

27477 個人 自営業 ５０代 女性 原発ゼロ、削減を目指す「エネルギー・環境に関する
選択肢」には、断固として、強く強く強く反対しま
す!！！！！！！

○日本が原子力技術を保有していることは、国家の安全保障上、日本の侵略を企てている核保有国に対しての、抑止力になると確信しています。
○福島の原発事故で死者がでていないのに、節電熱中症による死者がでているのを、何と考えているのか？「命を大事に」というなら、暑さに弱いお年寄り、体の弱い人の体調管理を考えてく
ださい。
○原発を減らせば、電力の安定供給が望めません！そのような状況下で経済が健全に発展できるのでしょうか？
○不景気だ！増税だ！これで電気代が値上がれば、我々庶民は、これ以上家計を切り詰めることは、出来ません！！！
○アメリカは日本の原子力技術を活用して、原発建設を進めているのですよ！今回の事故を教訓に、より安全な原発を作り、世界の原発の安全に寄与することが、日本の役割だと考えていま
す。
○中東では、いつ戦争が起こってもおかしくない状況です。石油が断たれた時のエネルギーの安全保障を考えると、原発は維持すべきです！



27479 個人 自営業 ４０代 女性 提示された３つのシナリオではなく、原発はゼロで、自
然エネルギーの利用と省エネをさらに促進して温暖化
対策をより強化する、もうひとつのシナリオを支持しま
す。

政府の決めた温暖化防止対策では、２０２０年までに二酸化炭素の排出量の削減目標を２５％とうたっていますが、今回示されているシナリオでは７～１１％と、それを大きく下回ります。
原発に関してのみ言えば、「ゼロシナリオ」が該当することになりますが、私たちがこれから考えるべきは、エネルギーの選択肢だけではありません。日本国民として、これからどんな社会に住み
たいか、どんな社会を子どもや孫たちに残したいか、ということを考えるのが目的であるべきで、そうした私たちが求める社会を作るにあたって、どのくらいエネルギーが必要で、何からエネル
ギーを得ていくか、ということはその目的を達成するための一部でしかありません。
エネルギーは社会を形作るための『ツール』のひとつでしかありませんが、安心で安全な未来を残していくためには、安全性よ廃棄物に大きなリスクを抱えた原発よりも、より安全性が高く、地域
の資源を活かせるため多くの職を生み出すことができる、再生可能エネルギーの利用の積極的な促進と、快適さ、安全、安心はできる限り保ちながら、エネルギーの使用料を減らしていく省エ
ネルギーの更なる促進をエネルギー政策に盛り込むことを、日本政府に求めたいと思います。

27480 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロシナリオ 今回の福島原発事故は、人類史上最悪の人災事故です。
当事者である電力会社および政府はいまだにその事故の
解決収束手段すら持ちえていません。
そんな安全性の確保がなされていないシステムを稼動させることは
あってはならないと思います。

地熱などの代替エネルギーが日本にはあります。
コストも安全性の確保も得られやすいかと思います。
すぐにでもシフトできるはずです。

企業の工場などの余剰電力なども積極的に活用するべきです。

既に利権者のためのエネルギーとしか原子力は捉えられていません。
是非とも民衆と国の未来のために原発は全廃していただきたい。

27481 個人 その他 ５０代 女性 躊躇なく原発ゼロシナリオを選ぶ。 原発ゼロシナリオを選ぶ。この期に及んでなお原発温存や推進を唱えるのはあまりに浅はか。
福島第一の責任も何ら取られず、避難民は放置されているのに、原発に未来はない。

大飯原発再稼働は、最低限直下の断層の調査が終わるまで待つべき。とりあえず動かすのは本末転倒で科学的根拠無し。
なぜ原発の非科学的な再稼働は暴挙である。

我が家は今回の原発事故を契機に太陽光発電装置を設置したが、電力売買相手は東電しかないのが現状だ。国は太陽光などを進めるのなら、電力売買先の選択の自由を保証するべき。独
占は諸悪の根源である。

２０３０年などと悠長なことを言っている場合ではない。すぐに再稼働をやめ
国の原発推進体制を見直すべき。原発難民、脱原発の国民の声がなぜ聞こえないのか。

27482 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 (1)即刻原発ゼロにすべきです。 日本のような地震国に原発は不要です。今度福島のようなことが起こったら「想定外」はありえません。電力が足りないなら節電停電もやむなし。命か電気か、どっちを取るか自明の理です。

27483 個人 自営業 ５０代 男性 ３選択肢の中では「原発ゼロシナリオ」です。

ただ、ゼロにする時期をもっとできるだけ早くすべき。
・次の大地震／大津波の危険
・稼働すると放射性廃棄物が発生し、日本経済に莫大
な損害が発生

原発ゼロを、できるだけ早く、できれば数年以内に達成して欲しい。

（１）次の大地震／大津波の危険が迫っています。

日本列島は地震活動が活発化しており、想定外の巨大地震や巨大津波が襲って来る可能性があります。
どんなに、原発の耐震強化や、防潮堤のかさ上げをしても、絶対に大丈夫とは言えません。

日本が滅ぶような次の事故を回避するためには、原発ゼロをできるだけ早く達成するしかないと思います。

（２）原発には経済合理性が全くない。

稼働すると発生する放射性廃棄物の処理／管理費用や、事故の収束費用はすさまじく巨額になります。放射性廃棄物の置き場所ももうない。本来、稼働してはいけないと思います。

総括原価方式と地域独占、随意契約と天下りなどで、電力業界には公正な自由競争がなく、本来の経済活動を阻害し、巨額の無駄が発生しています。徹底的な改革が必要と思います。

環境アセスメントの簡略化の特例実施などで、本当は発電コストの非常に高い原発を、先端天然ガス火力へ、できれば数年以内に転換すべきと思います。

（３）安い天然ガスを確保すべき。

大阪ガスと中部電力が北米の会社から、２０１７年から３～４割安く購入契約を結びました。しかし韓国は６～７割安く買っています。TPPとは無関係に、もっと安くする交渉を政府が強力にサ
ポートし続けるべきです。

太平洋側の愛知沖ではなく、日本海側の新潟沖のメタンハイドレートの採掘を２０１８年よりも至急前倒しして加速すべきです。

27484 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発再稼働反対。速やかに原発を廃炉にする。六カ
所村の再処理施設の閉鎖、もんじゅの廃炉も即刻実
施。放射性物質は現在考えられる最も安全な方法で
保管する。再生可能エネルギーによる社会の実現を
急ぐ。

原子力エネルギーを安全に使用できないことは福島の現実で明らかになった。これ以上事故を起こしてはいけない。捨て場のない使用済みの放射性物質を増やすこともやめないと子々孫々に
大きな負担を残すことになる。福島の事故で事実上国土を消失した。再び放射能を大量に放出することになれば、水が飲めなくなり作物が動物も魚も食べられなくなり、人の住めない土地がさ
らに広がる。事故の規模とその場所によれば、日本中が住めない土地になるかもしれない。世界に大きな迷惑をかけることになるかもしれない。そんな破滅的な可能性のあるものは即刻なくさ
なければならない。
再生可能エネルギーによる社会を産業を皆の力で作りたい。当面は化石燃料を大切に使いながら、できるだけ早く再生可能エネルギーの技術を完成し社会に広めていきたい。一時期は貧しく
なったり苦労することになっても、皆で頑張って、子供達から世界から感謝されるような技術と社会を作りたい。

27485 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 直ちに原発を廃止して、自然エネルギーや再生可能
エネルギーに転換することを強く望む。

暴走した核を止める術を人類は誰ひとり持っていない。
私は今まで電力会社や政府を信じ核は安全にコントロールでき、メルトダウンなんて起きないものだと思っていた。
その考えが間違っていたことを余りにも多くの代償の上で思い知らされることになった。
原発は廃炉にするにも何十年もかかる。今すぐ廃炉に取りかかってもその間はずっと危険と隣り合わせの状況が続くことになる。
国は国民の生命を守る義務がある。今までの過ちを素直に認め、２０３０年などという直ちに廃止する意思はないという意図的かつ悪質な前提をやめ、即刻原発を廃止するべきである。

27486 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発0％を選択すべきである。代替エネルギーは、原
発でおこなってきたのと同じ官民あげての促進策をと
れば十分に伸びる。

原発を将来も必要とするという意見を持つ人は産業界、経済界の人に多いが、現状のコストや国際情勢が未来永劫続くことを前提にしたかのような言いぶりである。かつて原発は国策としてか
なりの優遇策を得て進められ、見かけのコストも割安になってきた。それと同じことを再生可能エネルギーや天然ガスを最大限活用するコージェネレーションなどに対しておこなうべきである。そ
のためにはまず国の大方針として原発０％を掲げるべきである。そうしないといつまでたっても、現状と旧弊をベースにした議論しか進まないと考える。

27487 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発を０にする案に賛成です。 原発を０にしてほしい理由
(1)地震が起きたら、原発は持ちこたえられない
(2)地震、津波がなくても、原発は事故が多くて危険
(3)人間が制御できないものを持つべきではない
(4)福島を元にもどせないのに、電力会社や政府の言うことを信じられるわけがない。
(5)使用済み核燃料を増やし続ける危険（原発維持派はこれをどうするつもか？）
(6)たかだかわずかの電気のために国を滅ぼすのか
(7)そもそも原発がなくても電気は足りている

27488 個人 自営業 ６０代 男性 全原発廃炉 性格上取り返しのつかなくなる方法での発電は絶対してはいけない。

27489 個人 自営業 ５０代 男性 原発ゼロシナリオを希望します
2030年を待たず直ちに全原発の停止を望む。

理由
1.福島第一原発の事故原因が確証されていない。
2.原発を稼働する上で被曝労働者の問題。
3.使用済み核燃料の問題。
5.原発には総コストを考えた上での電気料金に疑問が有る。
6.現政府・官僚に対して信用出来ない。

希望
寄せられたパブリックコメントの意見を閲覧出来るようにして頂きたい。

27490 個人 その他 ４０代 男性 「エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見

ゼロシナリオ（原発依存度０％）を、政府提示の２０３０
年ではなく、即時、「２０１２年度中に達成」することを、
強く希望します。

「ゼロシナリオを即時、２０１２年度中に達成すべき」
最大の理由は、原子力発電が理論上不可能な仕組みの上に成立している危険な発電システムであること、事故の際の被害が予想不可能なほど甚大になる可能性があることを、発災後の様々
な情報の中で気づいたからです。

原子力発電は、２７００度まで熱くなる核燃料を１０００度で溶ける鉄の容器の中で管理しており、水による冷却が途絶えれば、確実に最悪の事態を招くと知りました。
また原子力エネルギーを「夢のエネルギー」であるとするのも、核燃料サイクルが実現した上での仮説であり、その目処は全くたっておらず、７０年も先送りにされている状態です。

エネルギー政策の転換が、複雑な障壁を乗り越えなければならないことは理解しますが、その内の最も重要なひとつ、電力需給の観点からみれば、現在稼働中の福井県大飯原発を止めても、
電力需給は逼迫せず、脱原発は達成されます。
今年度は、エネルギー政策を根本から改める最大のチャンスと認識します。
原発ゼロを前提とした産業構造の改革は、現実に原発がゼロの状態で考えるのが最も進むと考えます。

ゼロシナリオを支持します。加えて大飯原発も即時停止すべきです。
理由は次の３点です。
１．人が原発を安全に使いこなせないことが実証された。
２．経済的理由で一部地域に危険を強いることは道徳的に許されない。
３．福島事故後の我々が原発を存続させることは世界に対し、次の世代に対して恥ずかしい。

以下に１、２、３について詳述します。

１．安全について
原発の事故未然防止の設計思想は自動車産業と比べても恐ろしく低レベルと判断せざるを得ません。
動かないSR弁、水没するディーゼルなど。

3.11前までの原子力開発に未然防止技術、倫理観、システムなど様々な問題があったことを露呈しました。
それらの問題を解決すれば安全を確保できるのでしょうか？
（解決できていないのに原発再稼働している現状を苦渋の思いでさておき）

そうではないと思います。
原発は経済性と安全性の両立が成り立たないことが致命的と考えます。
ひとたび事故が起きたときの被害の大きさに見合う安全対策コストが無限大なのではないでしょうか。
無限大でないとするならば福島事故と比較可能な事故の発生を前提とすることとなり、
原発設置地域に対し、２．で述べる公正さを確保できなくなってしまいます。
原発以外の発電手段のほうが民主的国家ではコストメリットがあるはずです。

２．公正さについて
福島の放射能被害の甚大さに驚きました。
福島の方々への補償の小ささに驚きました。

日本に限ったことではないかもしれませんが、国はこれまで過小賠償を繰り返してきました。
戦争はその顕著な例です。
常に賠償は被害に見合わないので危険を取り除く対策が必要です。

戦争被害に対する対策は戦争放棄です。
放射能被害に対する対策は原子力を使わないことです。
核兵器廃絶は実現できないでいる我が国の悲願ですが、脱原発は我が国の判断で実現可能です。
同胞に二度と同じ思いをさせてはいけません。
原発のコントロールが不可能であることは１．で述べました。

福島は首都圏への経済的な電力供給のための犠牲になりました。
間違った構図でした。わかった以上繰り返してはいけません。
大阪の経済のために福井県民の命を危険にさらしてはいけません。
大飯原発は止めるべきです。

３．今私たちにできることについて
「原発を使いこなせない」、「第二の福島を起こしてはいけない」が民意だと思います。
それがあまりに強くて明らかだから毎週のデモとなり、私などがパブコメしているのだと思います。
これまで口を開かなかった国民が声を上げていることを重く受け止めてください。
世界に誇れる、次の世代に申し訳のできる選択は脱原発です。

戦前の日本は戦争が外交の選択肢の一つでした。
今の日本外交に戦争は選択肢ではありません。
福島原発事故を経験した今、原発をエネルギー政策の選択肢と考えないでください。

27478 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオを支持。　加えて大飯原発は即時停止す
べき
理由
・人が原発を使いこなせないことが実証された
・経済的理由で地域に危険を強いることは道徳的でな
い
・3.11後、原発存続は恥ずべき判断



27491 個人 家事専
業

４０代 女性 原発ゼロを支持します。そのためには、政府のゼロシ
ナリオでは弱いと思われる節電をもっと大胆に行い、
再生可能エネルギーをもっと大きく広げることが必要
です。

原発ゼロを支持しますが、政府のゼロシナリオでは、いつまでにゼロにするかが明記されておらず、現実的なものとして捉えることが出来ません。（2030年の時点でゼロにするのでしょうか？
2012年5月～6月までは、実際に原発ゼロでしたので、18年もかからず、もっと早い段階でもゼロにできるはずです。）また、このゼロシナリオだと、火力発電依存度が65％と高く、今の温暖化対
策とは逆行してしまいます。つまり、温暖化対策のためには、原発が必要不可欠だと印象づけられています。また、現在止まっている原発を、いますぐに再稼動しなければ、電気不足になる、電
気代が値上がりして、経済的な負担が大きくなるといわれていますが、本当にそうでしょうか？私自身、意識を持って節電をすれば、前年比マイナス２０％は余裕で達成できました。国民全体が
より節電できるような報奨制度などの大胆な政策を行い、もっと省エネ対策に力を入れてほしいです。また、再生可能エネルギーの割合を最大35％だと設定していますが、今こそ未来に向けた
投資を行い、再生可能エネルギーの割合を増やす姿勢を示すべきです。再生可能エネルギーなら温暖化対策もクリアでき、エネルギーの自給率向上にもつながります。私は、関西電力エリア
に住んでいますが、大飯原発が再稼動されて毎日不安な気持ちです。安全性に問題はないと判断されての再稼動ですが、想定外の福島原発の事故であったように、今の日本の原発において
どのような基準で安全性が保障されているのでしょか？何かあってからでは、遅いのです。何かある前にその原因となる原発はいらないのです。また、政府は目先の利益だけにとらわれて、原
発を推進しているように思えますが、原発＝核廃棄物の問題があります。そのことは、後回しにされているのではないでしょうか？負の遺産を子孫に背負わし、迷惑をかけることがわたしたちの
すべきことでしょうか？今回、生活協同組合の組合員活動の中で、このパブリックコメントのことを知りましたが、このような国の未来を決める国民的議論を多くの国民が知っているのでしょう
か？たくさんの国民に知らせるために、意見聴取会も多くの場所で、多くの時間をかけてやるべきです。意見聴取会全部の内容もネットでしか見ることが出来ず、形だけの国民的議論では、や
る意味がありません。8月2日付けの新聞の記事で、意見聴取会出席者の7割が原発ゼロを選択していたとありましたが、政府はわたしたちの民意をしっかり受け止め、子どもたちの未来のため
にも最善の選択をされることを望みます。

27492 個人 無職 ６０代 男性 原発即時停止 原子力発電所の即時停止と破棄に向けての対策を求めます！！

私の年配の従兄は東海村の原子力研究所で働いていました。
因みに東大大学院卒の博士号も取得した者です。
当時私は若造でしたが、その従兄と一寸した議論をしました。
その時の従兄の意見は「原発は安全だ」という意見でした。
私は今回の震災の様な事は想定していませんでしたが、「【絶対安全】はあり得ない、ミサイルを撃ち込まれれば一巻の終わりだ」という意見でした。

その思いは今も変わらず、それどころか事故後の影響が未来永劫に近いものと思われる事すら考えていなことに、改めて上記の意見を強く呈します。

ちなみにその従兄に改めてその当時の件について話し合ってはいませんが、
震災後のやり取りは原発事故の怖さを訴えるもので、いかに博士といえども「安全神話」に毒されていたかと感じた次第でした。

化学、科学等の学問が人間の快感だけを求めるような風潮は改めて、押元を見てゆく政治の流れを創るべきです。

27493 個人 自営業 ６０代 女性 ゼロシナリオを支持。今すぐ原発をゼロに。 ゼロシナリオを選びます。
今まで原発推進に使っていた税金を
自然エネルギーの開発・研究に使ってください。
日本のような地震大国に原発などもってのほかです。
原発事故に怯えながら暮らすのは嫌です。
いのち以上に大事なものはありません。
こどもたちに安心できる未来を残すのが大人の責任です。

27494 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 人間は完璧ではなく間違いを犯す。昨年の原発事故
により、甚大な被害が発生し、地域住民だけでなく、
域外の自然にも多大な悪影響を及ぼした。この間違
いを二度と起こさないためにも、ゼロシナリオしかな
い。

核燃料廃棄物処理施設を含めた原発施設がテロの標的になることや隕石等の衝突に遭う可能性はゼロではない。事故が起きれば甚大な被害を伴う危険性の高い原発は、ゼロシナリオしかな
い。被害は海外にも及ぶ可能性もある。そういった可能性を認識しつつ、日本だけの判断で原発を稼動させていくことは、大きな国際問題にもなりかねない。稼動していなくても廃炉に向かう過
程、あるいは核燃料廃棄物処理施設における課題は残るが、稼動させると、核燃料廃棄物が増加し、問題はより大きくなる。他国への被害を最小限にするためにも、ゼロシナリオしかない。現
世代の都合で将来世代へ負荷を残すことは、出来るだけ避けるべきで、核燃料廃棄物はそういった負荷に該当する。現時点では処理に何万年もかかるという予測もある。また、未解明部分が
大きいシステムを人間が使い続けていくこと自体が、危険極まりない。何よりも安全が最優先。今回の３つのシナリオで使われた試算値は15シナリオに誘導しようという意図がうかがえる。減災
の観点からも、自然災害に伴う原発事故を起こしてはならない。昨年のような原発事故を二度と起こさないという決意が必要。ゼロシナリオがその決意表明となる。

27495 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 2030年の原子力比率０％を支持します。2030年を待
たず、極力早期にゼロを達成すべきと考えます。

現時点（2012.8）を基準に考えるならば、原発無しでも十分やっていけます。火力に頼るところが大きいと思いますが、今後(1)再生エネルギーを急速に立ち上げて、(2)国を挙げて省エネに取り組
み、(3)発送電を分離して新規電力事業者の参入を促せば原子力なしでも化石エネルギーへの依存度を減らしていけるはずです。よって原子力はもう必要なしと考えます。
　次に、原発の安全性についてですが100％の安全はあり得ないことが昨年の福島第一原発事故で明らかとなりました。そして原発の危険性については、福島の事故で思い知らされた筈です。
日本は地震多発期に入ったとされ、今後大型の地震がいつ、どこに発生してもおかしくありません。国会事故調にも指摘されたように、津波だけでなく地震によっても原発の主要部（配管）が破
壊され、放射能漏れを起こした可能性があり、耐震性も問題であります。さらに問題なのは、原発立地の正当性です。志賀原発の直下には活断層が存在する可能性が専門家によって強く指摘
されています。住民の生命、安全を無視して電力会社と原子力安全保安院、経産省が結託して原発の建設を進めてきた訳で、他の原発についても立地の正当性が疑われます。システムの問
題も極めて大です。福島原発事故を経験した後でさえ、原子力規制委員会に推進側の人間を選出する、国会事故調の報告について国会で審議をしないなど、国民の目から見て、全く反省が感
じられません。よって、日本国の政府には原子力を扱う資格は無いと考えます。よって直ちに原発をゼロにすべきです。

27496 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 20～25％シナリオを支持します。古い原子炉を廃炉に
して、最新型の原発を電気の大消費地であり、国の中
心である東京に建ててください。未来の人類に対する
責任を果たしていきたいです。

　安全で、安定供給できて、安価で、ＣＯ2を減らせるエネルギーは、今のところありません。ベストミックスを考えることが一番現実的だと思います。その中に原子力が含まれてもよいと考えてい
ます。今回の原発事故で、多くの人が住む場所を奪われました。１つのプラントの事故で、これほど甚大な被害は過去なかったと思います。できれば原発はなくしたいと思うのが国民大多数の気
持ちではないでしょうか。政府としても、長期的な脱原発依存ということで舵を切ったのだと思います。
　今、国によって３つのシナリオが示されました。原発ゼロシナリオでは、化石燃料に大きく依存し続けなけれはならず、再生可能エネルギーは今後大きなイノベーションがない限り、ベースエネ
ルギーにはなりえません。電気料金の高騰は日本にとって大きなダメージとなりますし、国力が落ちれば新しい技術の研究開発もままなりません。また世界でもトップレベルの日本の原子力技
術がなくなるのはもったいないことです。
　今私たちが決めたことが、18年後の日本人にとって足かせになる可能性はないでしょうか。もし今から18年前に何かの重大な決定がされて、それが今も生きていたとします。18年もあれば、世
界情勢も変化し、新しい知見の発見もあるはずです。前提条件が違うのに、いつまでも昔決めたことに縛られるのはおかしいです。３つのシナリオから方向性を決めるのはいいと思いますが、そ
れが絶対ではなく、常に前提条件によって変わる可能性があるという共通認識が必要だと思います。
　それを踏まえた上で、３つの中では、20～25％シナリオを支持します。古い原発を廃炉にし、最新の安全性の高い原発に置き換えます。可能であるならば、ぜひ電気の大消費地である東京に
建ててほしいです。今回の事故まで、東京の電気が福島や新潟など他県でつくられていることを知りませんでした。電気の恩恵を享受しながら、リスクだけを地方に押し付けていたことに初めて
気がつきました。メリットを受ける人が相応のリスクを引き受けることが最も公平なのではないかと思います。
　今、国民の間で国や電力会社に対する大きな不信感が広がっています。東京に原発を建てて、その近くに電力会社、官公庁など国の中枢機関を配置することで、国民の不信感がやわらぐの
ではないかと思います。できれば原発の近くの産業は通常より安い電力料金で利用できれば、原発の近くでもかまわないというインセンティブが働くのではないでしょうか。私も都民なので、電気
料金が安くなったらうれしいです。いくら安全性を高めても、「絶対」はありません。事故が起こっても、そのリスクを引き受ける覚悟のある人だけが東京に住めばいいと思います。
　化石燃料もウランも、いつかは枯渇します。遠い将来、エネルギーをめぐる大規模な戦争が起こるかもしれません。資源がなくなったとき、私たちは産業革命前の生活に戻れるのでしょうか。
それとも、新しいエネルギーを手に入れて、繁栄し続けているのでしょうか。それは今の段階では誰にもわかりません。ただ、私たちの世代が化石燃料を使い果たしてしまうわけにはいきませ
ん。核融合発電、宇宙太陽光発電、マグマ発電など、実用化が待たれる最新技術に期待したいです。未来の人類がいつかエネルギー問題を解決できる日が来るのかもしれません。エネルギー
のバトンを渡すまで、今、私たちができることをやっていかなければならないのだと思います。

27497 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 「エネルギー・環境に関する選択肢」

原発依存比率をただちにゼロに。

事故前の生活を奪われた福島の人々に対して、国・
東電は損害補償できていない。

新たな事故が起きたら、同じ事態に陥る。

福島市での意見聴取会を踏まえれば、他の選択肢は考えられない。

27498 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 ゼロシナリオを支持し、一刻も早く原発をゼロにする。 福島の原発事故はなんら解決されていません。
たくさんの方々、そして動物たちの命が犠牲になり、この先もその数は増え続けるでしょう。
二度とこのような事態を繰り返すことに無いようにすべきです。

27499 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発0シナリオを支持します 現在の人類の技術で無害化できないプルトニウムを生産する原子力発電所。自然の猛威もまた、人間の力で抑えることができないもの。国民が再び福島県と同じ悲劇にさらされないなどと、現
状の技術で言えるはずもない。国民の安全を守るという国の責務を鑑みると、原子力という方法で発電すべきでは無いと考えます。
再生可能エネルギーや、省エネルギー技術は日本が世界に誇れるものであり、その技術を進歩発展させる方向に、国にさらなる支援をお願いしたい。そのことが、日本の雇用を増大させ、世界
を凌駕するものになっていくと考えます。

27500 個人 その他 ４０代 男性 選択肢は0%，それ以外の現実的な選択肢はありえま
せん．

福島事故によって，いかにありふれた「想定外」の理由によって過酷事故が起こりうるか，よくわかりました．
また，原子力の「効率性」がたかだか数十年のスパンしか想定していないことも，よく分かりました．
廃炉費用や，何万年にもわたる放射性廃棄物の管理のコストを考えれば，原子力はとうてい現実的な選択肢ではありえません．

27501 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力発電0%の案を支持します。個人的には日本政
府案の30年後の実現でも遅すぎると思っており、ドイ
ツを見習って最低でも政府は、10年後の日本の原子
力発電所全廃を目指すべきだと、真剣に考えておりま
す。

昨年発生した東日本大震災を境にして、日本列島は地殻の大変動期に入っています。この状況下では首都東京を始めとして、いつどこで巨大地震やそれに伴う津波、それに火山の噴火が起
こっても不思議ではありません。原子力発電所が一たび事故を起こせば、想像を絶する被害を国民にもたらすと言う事実を知ってしまった今、とてもこの国の国民としてその存在を看過する事
は出来ません。原発の再稼動や延命措置等もっての他、可及的速やかに全原発を停止し、廃炉作業に入るべきだと、強く強く要望します。

27502 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 エネルギー・環境に関する選択肢＝2030年における３
つのシナリオのうち、１．ゼロシナリオを選択いたしま
す。

「安らかに眠って下さい 過ちは 繰返しませぬから」
　広島の原爆死没者慰霊碑に刻まれた碑文です。
　その解釈をめぐって現在も波紋を呼んでいますが、もし仮に「過ち」を、人為的な文明の破壊や人類の破滅を意味していると広く解釈すれば、原子力発電所の存在そのものが既に「過ち」では
ないか。
　今となっては、そう思えてなりません。
　原子力発電所に頼った暮らしが、恐るべき危険性と背中合わせであること。それだけでなく、膨大な量の放射性物質を次の世代に押し付けること。
　このことに目をつむってCO2削減に寄与するクリーンエネルギーだなどという妄言に、私たちはうなずいていたのです。
　今からでも、私たちは「過ち」を正す必要があります。
どうすれば原発のない世界がつくれるのか。どうすれば原発に頼らずに日々を生きられるのか。考えなければいけない。そう考えています。

27503 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発は廃炉にすべきです。子供達の未来を守ってほ
しい。原発ゼロが絶対です

安全神話は壊れています。政府のやっていることは嘘ばかりです。いい加減真実を語ってほしい。何が安全なのか。

27504 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 男性 1.ゼロシナリオを選択します。
（この３つの選択肢のどれもが余り納得のいくもので
はありませんが、どうしても選ぶとすればゼロシナリオ
しか考えられません。）

ゼロシナリオでは「2030年までに」とのことですが、
福島の事故の調査報告書で指摘された危険性を全国にあるすべての原発に照らし合わせた場合、今動かせる原発など存在するのでしょうか？
加えて活断層の危険性を考えると直ちに廃炉にしなければならない原発も少なくはないかと思います。

とりあえず事故調の調査報告書を踏まえた安全対策、
全国にある原発直下の活断層の調査。
原子力を監視・規制する組織と政府、電力会社の情報の透明化
さらに万が一事故が起きた場合の対策と補償を明確にしていただけなければ
今のままではとても信頼できません。

これらのことがきちんとなされた上で
どうしても再稼動が必要というのであれば、
きちんと原発のメリットとデメリットを説明し
専門家以外の市民による会議をして
原発の所在地、消費地も含めた住民投票をしてほしいと願います。

・・・が、これらのことがすべてなされたとしても、原子力の将来性。
事故が起きた場合のリスクの大きさを考えると
やはり即時ゼロにして新たなエネルギー政策を今から模索したほうがいいのではないかと思いますが

27505 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロ社会の実現を望みます。
これ以上原発を再稼働する必要なないと思います。

福島の事故でも証明されたように核エネルギーは人間の手でコントロールすることができないものです。ひとたび事故が起これば多大な社会不安と事後処理のための費用を要するものです。ま
た、原発稼働による核廃棄物の処理についても、今後、万年単位で管理し続けなければならず、私たちの後生にこれを担わせていくことはいかがなものかと思います。原子力発電にはここでピ
リオドを打ち、国策として再生可能なエネルギーの開発へとシフトしていくべきだと思います。

27506 個人 学生 ２０代 女性 原発０ いつどこで地震が起きるか分からないような国で原発を続けるのは矢張り怖いです。
仮に事故が起きないとしても、廃棄物の良い処理方法もみつかっていない様ですし。
原発はCO2が出ないからクリーンエネルギーと言われていたようですが、酸素に変わるCO2は放射能に比べれば恐ろしくないのではないでしょうか。
電気料金があがるのは辛いですが、背に腹はかえられないと思います。

27507 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 男性 ３つの選択肢の中では「ゼロシナリオ」を選ぶ。
ただし2030年といわず、できるだけ早期にゼロにする
こと。
原発の再稼動はせず、現在稼動しているものは即座
に停止すること。

原子力発電をエネルギー源とすることに反対する。
万一の大事故の場合の対応および補償について、電力会社も政府も全く信用できない。そして万一の大事故は実際に起こりうるということが明らかになった。
原発の安全性が確認できたという言葉も信用できない。大飯原発の再稼動の手続きや規制委員会の人事の決め方について、国民の反対の声は反映されていない。このような体制のもとで原
発の再稼働を進めることは認められない。まず福島第一原発事故の関係者で処罰すべき者を処罰し、責任を取るべき者に責任を取らせてから、このようなパブリック・コメントも募集すべきであ
ろう。応募しないことが白紙委任のようにみなされても不本意なので、このように意見をのべる。

27508 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 【原発依存度について】「(1)ゼロシナリオ」を選択すべ
きと考えます。

【「(1)ゼロシナリオ」選択の理由】
1）放射能を即座に遮断および無害化する方法がない。
2）放射能が漏れたり拡散した場合、甚大かつ長期的な被害が及ぶ。
3）スリーマイル、チェルノブイリ、福島第一の原発ですでに事故が発生している実績がある。
4）放射能廃棄物を無害化する方法がない。
5）放射能廃棄物が半永久的に残り、未来の人類への地雷となる。
6）高濃度の放射線を浴びると、人は死に至る。

【原発の代替案】
1）太陽光、風力などの自然エネルギー開発に注力。
2）家庭では、太陽光や地中熱発電で多くの電力を賄えるはずである。
　助成金等投入し、早急な導入を図る。
3）　１）または2)の導入が進むまでは、揚水発電や火力発電で賄う。
　その間も、原発を再稼働させる必要はない。
　なぜなら、現状、原発が稼働していなくとも、電力需要を賄えているため。

以上、何卒よろしくお願いいたします。

27509 個人 その他 ６０代 女性 原発ゼロシナリオ（即刻） 安全確保が困難かつ高コストな原発の維持に金と時間をかけるより、省エネ、発送電のオープン化・分散化・効率化、再生可能エネルギーの技術開発等に国の知恵と資源を集中し、即刻、原
発からの撤退を図るべき。転換に時間かけるほどリスクと負担と負の遺産（使用済核燃料等）が増大する。福島の惨状を見れば、掲示された「エネルギー・環境に関する選択肢」は危機感が薄
く、生ぬるい。「徹底した安全対策の強化によってリスクを最小化」、「安全技術と安全規制で事故リスクを制御する」などということは福島の事故前にも言われていたのではないか？現実を直視
すべきは、誰よりも政府、電力会社である。電気は生活を豊かにするための一手段、原子力発電はその電気を得るための一手段にすぎず、それ以上ではない。原発で利益を得ている人達が、
自分達の利益源を守らんがために社会を混乱させているように見える。



27510 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 「エネルギー・環境に関する選択肢」への意見投稿に
ついて

新エネルギーの研究開発はもちろん大切ですが、太陽光発電や風力発電への性急なシフトは国民への経済的負荷が過大になるばかりでなく、その不安定性をカバーするために結果的に化石
燃料への依存度を高め、我が国のエネルギー安全保障を著しく損ねる恐れがあります。

　世界的には新興国の経済成長に伴う資源獲得競争の激化が見込まれる中、資源小国の日本としては、高速増殖炉の実用化を視野に入れた原子力の活用は依然、必要不可欠です。震災後
も世界の趨勢は原子力発電の導入・維持・拡大であり、脱原発を決定した国はほんの少数に過ぎません。我が国は福島の事故を教訓に原発の安全技術を高め、原子力による電力供給システ
ムを継続・発展させていくべきです。

　原発ゼロ、もしくは削減によって日本経済の成長を阻害し、失業者の増加を招く「３つの選択肢」に強く反対を表明して参りたいと存じます。

27512 個人 家事専
業

６０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します。 原発事故を経験してしまった今、一度、事故が起これば命を脅かされ故郷を去らざるをえない、今までの生活が一変してしまうことを見てしまいました。
景気が悪くなろうと電気代が上がろうとそんな理由で原発を運転し続けることには納得がいきません。今すぐ全廃に向けて準備を始めてください。

27513 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を希望します 2011年3月の福島の事故が起きるまで、私は政府や電力会社の主張する「原発は安全で安価な発電方法である」という言葉を信じていました。日本の技術をもってすればチェルノブイリのような
事態になるはずはないし、火力発電のようにCO2も出さない上に安く発電できるのだから一番良いのではないかと。

しかし福島の事故後、「安全」も「安価」も両方が電力会社による都合の良い嘘であったことを知りました。
安全と言っていたのはただの慢心で、しかも「安全なはずだから万一の対策をとる必要はない」といったねじ曲がった解釈の下、第三者の忠告も聞き入れず安全対策をなおざりにしていました。
福島の事故がおき、電力会社は「想定外」という言葉を何度も使いました。つまりそれは完全に制御できると思っていた原発が実はそうではなかったということを表しています。

また、安価と言っていたのも単にお金のかかる部分をコスト計算に入れていなかっただけで、使用済み核燃料の処理や、耐用年数を過ぎた原発の解体費用、万一の場合の被害者への補償な
どは含まれていません。

さらに、使用済み核燃料の廃棄方法がきちんと決まっていないことや、頼みの綱の核燃料サイクルが予定期間を過ぎても実用化の見通しが立っていないことなど、政府と電力会社は現実を真
摯に受け止め、自らの過ちを認めて軌道修正するべきであり、おそらくその最後のチャンスなのではないかと思います。

政府は原発にかかわる一部の人たちの利益と見栄のために、多くの人たちの安全を望む声を無視することが、どれだけ人々の信頼を損ねる行為となるのかを考えるべきです。
自分たちの利益のために嘘をつき続けてきた電力会社を信用して原発を使わせることは恐ろしくてもうできません。

技術の進歩により原子力を制御（最終処分まで）できるようになる見込みは未だに立っていません。それならば、その技術を再生可能エネルギーの開発に向ける方が、これから世界に向けて送
るメッセージとしても、新技術開発により得られる経済的なメリットとしても大きいと思いますし、そういう国である方が国民として誇りを持てると思います。

過去の失敗を認め、やり直す勇気を持ってください。見栄と立場を守るために降伏できず、数十万人の犠牲者を出した六十数年前の旧日本軍と同じ轍を踏まないでください。
お願いいたします。

27514 個人 学生 １０代以
下

女性 原発0シナリオがいいと思います。 私たちが大人になった時にも私たちの子供にも、綺麗な空、綺麗な海、綺麗な大地を残して欲しいです。福島県の人達がこんなに辛い思いをしたのに、今、原発を止めるように考えなおさないと
いけないと思います。

27515 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原子力発電と日本の現実的な未来について、真剣に
考える時だと思います。二酸化炭素の抑制と温暖化
に関する問題と産業の空洞化のよる失業について。

原子力発電は、まだ人間が制御するには危険の多いシステムかもしれないです。しかし、大気中に放出された二酸化炭素を効率的に回収する技術も、人間は開発されていません。このまま地
球の温暖化が進めば、将来、取り返しがつかない現実も待っています。また、近い将来には産業の空洞化による失業で、失業による自殺、失業者増加による治安の悪化もおこるでしょう。とりあ
えずは、やはり現状を維持しつつ、緩やかだが確実に政策を転換していく事を国民に伝えて、100年後も、普通に生活できる世界を築いていくべきだと私は思います。

27516 個人 自営業 ３０代 男性 １のゼロシナリオを選択します。
この選択中だと１しか選べません。

２０３０年までになってますが、すぐにでも廃炉手続きなど
脱原発の方向で進めて欲しいです。
原発なしで電気料金が上がる事は仕方ないと考えます。
それより将来、核廃棄物を子供やその子供に背負わせる事はできません！

原子力は一度事故が起こると、とてつもない被害があり
とてもコストが安いとは思えません。

27517 個人 自営業 ４０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を選択します。
「原発ゼロシナリオ」即時原発ゼロ・すべて廃炉を望み
ます。

　原発を稼動させることによって毎日排出される放射性廃棄物の処理も有効な方策などなく、廃炉にしても何万年も管理していかねばならず、子孫にそのような恐るべきものを残し、また、これ
まで稼動させてきたことによる犠牲、数々の事故による犠牲についても、因果関係が証明可能な件だけでも、福島県だけに限ろうとも、どれだけの人が生まれ育った土地と家を失い、自殺者を
出し、どれだけの動物が餓死させられ、汚染水を垂れ流したりしてどれだけの生態系を壊したのか、重く受け止めれば、当然、原発稼動はあり得ないと考えます。被爆国である日本が、チェルノ
ブイリ事故に匹敵するような大事故を起こしたことは、どういうことだか、正しく熟考すべきと思われます。
　直ちに、日本のすべての原発について、廃炉計画を策定し、大飯原発も即時稼動停止を望みます。
　もちろん夢の高速増殖炉もんじゅも、即廃炉にすべきです。
　また、原子力推進派で作られる「原子力規制委員会」の設置にも強く反対します。
　また、脱原発に関しては法令により制定願います。
　そして原発の是非を問う国民投票署名を無視したように、安直に国民の声を握りつぶすべきではありません。

27518 個人 その他 ４０代 女性 「ゼロシナリオ」を求めます。 3つのシナリオの中では「ゼロシナリオ」を求めます。
今、福島で起きている現実を観れば、どんなことと引き替えでも「原発」は無くさなければなりません。福島の人は生活も破壊された上に、残るか非難するかで人間関係も分断されています。不
条理です。地震国日本が他国のように「原発」に頼ることは間違っています。日本政府は、何があっても、できるだけ早く日本から「原発」を無くし、それ以外の発電へシフトしていく方向性を力強
く打ち出すべきです。反対があっても、そのときこそ「私が責任をとる」という首相の言葉が欲しいものです。そう考えると、この3つのシナリオの設定自体が間違っています。3つあるうち、25％シ
ナリオは、現状より「「原発」を増やし稼働させなくてはいけないわけですから、これからの自然エネルギーの開発の姿勢さえ否定しています。二つ目の15％シナリオに誘導するための3つの選
択肢設定なのかもしれませんが、この15％であっても、新規増設2基で依存度17％までは15％シナリオの範囲内になっているではないですか？とんでもないことです。「ゼロシナリオ」を選ばな
い限り原発増設があり得るのですから、当然「ゼロシナリオ」です。こんな選択肢を設定している政府はどうかと思います。そしてなおかつ、これでもって8月中に方向性を定めるなどとんでもなく
拙速なことです。決めるのなら「原発」ゼロの方向性を8月中に決めるしかないと思います。

私は、高校生です。
私は、恥ずかしながら３.11があってから原発の存在を知りました。
私は、何か感覚的に原発は危ないと思い、自分で本を読んでみたり、映画をみてみたり、活動している方の話を聞いてみたりしました。
まだまだ、学びたりないですが、私が感じたのは
本の著者も、映画の監督も、活動している方も、
皆、この世界で生きている１人、１人の命のために労働してくれているということです。
私はその姿をみて、美しいと思ったのです。

人は何のためにいきるのですか？
自分のためですか？
私は、いつか必ず死ぬ存在です。
これは人間にとって共通する確かなものでしょう。
必ず死はくる。

死はくるのにもかかわらず、後始末
がなかなかできない
原発をつくってしまった。
そしてもうすでに、福島原発で事故がおこってしまい
命を失ったり、病気になっている人がいる。
そして、今も原発で放射能をあびつづけながら働いてくれている
方がいる。
今も放射能というものがどんだけ恐ろしいか、隠されて生きている
人がいる。
子供も、外で無邪気にあそべない。
親は神経質になり、もっとうつ病が増えるんじゃないんでしょうか。
なんといっても子供がかわいそうです。
これから生まれてくる子供がかわいそうです。

私たちはいつか死にます。
だけどこのままじゃ死ねない。
１つ原発が再稼働してしまいました。
また、こんな事故があったらどうなるのでしょうか。
私たちはいつか死にます。
だけどこの日本は、世界はいきつづけます。
今、原発をつくったり、再稼働することは
無責任なことです。

私たちの命は一瞬にすぎませんが、この日本は生き続け、
新しい命が生まれつづけるのです。

一緒にがんばりましょう。
何が人にとって幸せなのでしょうか？
お金があれば幸せなのでしょうか？
一緒にがんばることによって幸せはきっと
生まれてくると私は思うのです。

電力の為に命を失うなんて、バカらしいです。
電力は生きる為にあるのです。
だけど、今は生きるために必要な電力が
はるかに超えてる。

人はなんの為にいきるのか。
もう１度考えていきましょう。

27511 個人 学生 １０代以
下

女性 「即０％」を希望します。人間はいつか死にます。だけ
どこの世界は生き続け、新しい命が生まれつづけま
す。今再稼働したり新しい原発をつくるのは無責任な
ことではないでしょうか。人は何の為に生きるのでしょ
うか。

○原子力の安全確保

福島原発事故により、原子力発電というエネルギーの選択肢を放棄することは避けるべきであり、事故の教訓は、原子力発電所の新増設・利用継続等の条件として活用すべきであると思われ
る。この事故については、国会事故調等において、多様な観点から事故原因の検討がなされている。十分に理解しているか否か自信はないが、福島第一原発のような初期の原子炉であって
も、想定外の揺れによる原子炉本体へのダメージは限定的であった。一方、送電網の損傷、津波等により長時間にわたる電源喪失が発生したことにより、冷却機能を一定時間以上喪失したこ
とが事故の根本的な原因であるように理解される。

そうだとすると、地震や津波などの自然現象については想定外の事象が発生する可能性があることを前提として、改めて耐震性等の観点から原子炉本体の健全性を確認することも必要であろ
うが、それよりも、冷却機能の維持可能性に焦点をあて、原因（原発テロ等を含む）の如何は問わず、送電網を含む周辺設備等が機能不全に陥り、長時間の外部電源喪失が発生しても、冷却
機能が維持されることを確認すること、また、これを可能とする対策を万全なものとすることこそ、まず、原子炉の安全確保のために取り組まれるべき事柄と考えられる。

○エネルギー安全保障の強化

特定のエネルギー源に偏らないこと、これが、二度のオイルショックを経験して得られた教訓である。その点、純国産でありエネルギー源も多岐にわたる再生可能エネルギーの開発は、エネル
ギー安全保障の強化に最も有効な対策と思われる。多くの国民負担が発生することは明らかであるが、エネルギー自給率向上を目指して、効率的、かつ、大規模な蓄電システムの開発と併せ
て鋭意取り組むべきである。また、エネルギー安全保障を脆弱化させる輸入化石エネルギー依存を出来るだけ減少させるために、原子力発電（長時間にわたる冷却機能の喪失を回避できる対
策が確認できたもの）を積極的に活用することも必要であると考える。

なお、国は、今回のエネルギー選択の議論にあたり、再生可能エネルギーについては、目標量が達成できなかった場合のリスク（含む経済的損失）を定量的に示すべきであり、原子力発電に関
しては、特に、原子力発電の稼働が「ないこと」のエネルギー安全保障上のリスクを定量的に示すべきである（定性的には、大飯原発の再稼働を巡る論争のなかである程度認識されている。一
方、原子力発電が「あること」のリスクは、今回の福島原発事故を通じて概ね明らかとなっていると思われる。）。

○地球温暖化問題解決への貢献

二酸化炭素排出を将来的に大幅に抑制（例：2050年80％削減）するためには、エネルギー利用における大胆な電力シフトと供給電力の非炭素化が必要と思われる。したがって、非化石エネル
ギーである再生可能エネルギーおよび原子力発電の活用は、地球温暖化問題解決にも有効な手段である。特に、地球温暖化が全地球的な問題であり、非化石エネルギーへの地球規模での
シフトが求められる状況において、原子力発電は、供給の安定性と経済性を兼ね備えていることからも、途上国を中心とする多くの国家において必須の選択肢になると思われる。このような状
況において、福島事故の教訓を世界に発信するとともに、安全、安定な原子力発電の実績を積み重ねことが我が国の責務であると考える。

さらに、石油、石炭など化学製品の原料となる貴重な化石資源を出来るだけ燃料として使い捨てないこと、専ら熱をとることにのみ利用されるべきウランを燃料として積極的に活用し、化石資源
を出来るだけ多く原料資源として確保しておくことは、持続的な資源利用の観点からも重要と思われる。

○コストの抑制、空洞化防止

電気エネルギーを、安定的に、安価、かつ、豊富に利用できることが、国民生活と産業活動の維持に必須であることは論をまたない。目の前の電気料金にのみ着目すれば、大規模・高効率のＬ
ＮＧコンバインド発電所の活用が最も優位であろうと思われる。

一方、エネルギー安全保障（安定供給の維持）、地球温暖化問題などを踏まえて総体的な国民負担の観点から見た場合、少なくとも、短期～中期的には、原子力発電（長時間にわたる冷却機
能の喪失を回避できる対策を講じたもの）を積極的に活用することが最も現実的な選択肢であると考える。

27519 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 非化石エネルギーである原子力発電は、再生可能エ
ネルギーとともに、エネルギー安全保障の強化、地球
温暖化問題解決への貢献、持続可能な化石資源利
用の実現などの観点から最大限活用されるべきであ
る。



27520 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 (1)ゼロシナリオを選択します。 　福島の原発事故の影響は大きすぎます。
　政府が用意した選択肢は原発廃止のコスト及びリスクを原発継続のコスト及びリスクと比較しようとするものと理解しましたが、原発事故は地域と地域生活を壊滅させる事実がわかっていて、
このような選択肢の立て方でよいのか疑問を持ちました。１５％案、２０～２５％案はいずれも今後想定された期間内で原発事故が起こらない（起こさない）ことが前提となっています。これでよい
のでしょうか。
　ゼロシナリオでは２０３０年とされているが、原発廃止を２０３０年までとするのは遅すぎると考えます。政府が強い方針としてゼロシナリオの早期達成を打ち出せば、社会・経済資源の投入・配
分も政府の方針に沿って速やかに変更せざる得ません。市民を原発容認に誘導するのではなく、原発ゼロ社会へ向けて産業界・経済界を誘導するのが政府の役目ではないでしょうか。再生エ
ネルギーの時代へ構造転換するとわかれば、その方向で経済活動・社会活動が創造的に変化するはずです。政府は産業界・経済界に対して目先の利益にとらわれず、大きな意味での公益に
沿って協力してほしいと要請すべきです。脱原発は人類の利益＝人類益human interestにつながるはずで、再生エネルギーの普及・普遍化が進めば、国際社会・国際経済にも大きな貢献をし
たことになると思います。
　「ではゼロシナリオで停電する社会になってもよいのだな」という反論に対しては、ゼロシナリオとは政策の選択肢というより、政策の事実前提・価値前提の入替である、石油危機の時は通産
省の叡智で行った脱石油依存を今回は市民社会の叡智で脱原発依存へ切り替える試みであると答えるしかありません。停電のリスクは官民協力して回避できるように努力するしかないでしょ
う。原発という魔法の杖はもう使えないと考え、地に足をつけて暮らしと仕事を考える時が来たということではないでしょうか。政府が提供した３つのシナリオからということであれば、将来の世代
のことも配慮し、かつ２０３０年よりも早い時期に速やかに原発廃止へ移行することを希望して、ゼロシナリオを選択すべきと考えます。

27521 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ゼロシナリオを支持します。 クリーンエネルギーでも経済的に成立する仕組みを作れると思うので。

27522 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 ３つのシナリオで言うなら、
原発ゼロのシナリオを指示します。

地震・火山の多発地域にある日本では原発が危険が高すぎるので
原発ゼロを指示します。
ただ、福島の賠償と除染すら完了しないうちに
このような調査をすること自体が問題。
意見を反映させず
調査した実績だけを残したいのではと言う疑惑が強くあります。

27523 個人 学生 １０代以
下

男性 原発0にしないといけないと思います。 福島県の人がかわいそうです。

27524 個人 その他 ４０代 男性 2030年の原発依存度0％案を支持する。 原発は本来的に巨大な脅威を内包している技術なので、可能な限り速やかに捨て去るべきだ。また、将来世代のためにも、これ以上、核廃棄物を増やしてはならない。さらに、原発依存度0％
案を採択することにより、背水の陣を敷かなければならなくなる電力産業は、自然エネルギーの開発と低コスト化を、血眼になって努力徹底するはずだ。その結果、有益な新技術と新産業が育
成される。けっきょく脱原発は、低迷する日本産業の回復にも繋がろう。

27525 個人 その他 ４０代 女性 (1)ゼロシナリオを選択します
2030年まで待たずともなるべく早い時期に全廃を希望
します。

ひとたび事故が起こった際に払わなくてはいけない代償が大きすぎます。
また、原発を稼動することによって生じる核のゴミの最終的な処分方法が未知の領域にあるなか、未来に責任を転嫁するのは無責任すぎます。
廃炉に向けて早急に政策を転換すべきです。

27526 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ゼロシナリオを支持。今すぐにでも原発による電力供
給は廃止すべきだと考えます。

安全性が確立していないものに関して，可能性が低いからという理由だけで原発を続けるのは誤っていると思います。例え，可能性が低かったとしても，事故が起こるという事実は十分に起こり
えます。その時になって初めてどうしたら良いか考えても遅いのです。
特に，原発は核反応のときのみCO２の発生がなかったとしても，それ以前の準備（施設の建設，そのための制御棒の作成等）に大量のエネルギーおよびCO2の発生を引き起こしています。そ
のようなことをして，最終的に事故を起こした結果，事態を収束する手段がない，ということは，あまりに政府の方針として無責任すぎると考えます。今回の地震で起きた事故（これは人災以外に
あり得ません）を教訓とし，代替エネルギーを早急に確立し，今すぐにでも全ての原発を廃止すべきだと考えます。
現在，海洋に流れ出した放射性物質は人類史上最大級の量でもあることから，このようなことを続けることで，人間が太刀打ちできない自然の脅威に直面できないとき，再び同じことを引き起こ
すことを危惧しています。そうなると反社会勢力として世界的に日本が孤立したり，訴えられたりする可能性も否めず，原発の廃止は妥当だと考えます。

27527 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 わが国日本のエネルギー・環境戦略を決めるに当た
り、依って立つべき視座について、４つの意見を申し
上げる。

わが国日本のエネルギー・環境戦略を決めるに当たり、依って立つべき視座について意見を申し上げる。

第一は、民主党の戦略でも、野田政権の戦略でもなく、日本という国家としての戦略を決める必要があるということである。国家は単なる個人の集まりではなく、個人的志向の和が、国家の意思
であるわけでもない。個人的志向の集まりは政局を左右するが、国家戦略は政局に左右されてはならない。すなわち、国家としてのエネルギー環境戦略は、一時的な世論や政局にこだわること
なく、普遍的な国家のあり方として定めるべきである。それゆえ、国民的議論は単なる人気投票であってはならず、国家戦略を決める上で考慮すべき国民の意見を必要に応じて政府が斟酌す
るというポジションを取るべきである。

第二に、国家エネルギー・環境戦略は、日本国の利益を最大化し、リスクを最小化するものでなければならないということである。国益の最大化という意味では、20～25シナリオが明らかに望ま
しいが、リスクの最小化という意味では、原子力以外のエネルギー利用に伴う生命・健康へのリスクが震災以降全く評価されていないため、どのシナリオが最も望ましいか判断が困難であろう。
但し、各エネルギー利用に伴う過去の死亡者数をみれば、明らかに、化石燃料利用のリスクが原子力等の他の電源を大きく上回っていることがわかる。

第三に、国家戦略は、『日本は地球という最も大きな運命共同体の構成員である』という立ち位置を、十分に踏まえて決めるべきである。『自分の子供の命が大事』という母親的な価値観は、一
個人としての視座に過ぎないが、国家の視座としては、『その子の命も大事だか、関西の子供達やお年寄りの命も等しく大事であり、またエネルギー不足に悩む途上国の子供達の命も同じよう
に尊重すべきである』とすべきである。だからこそ、大飯の再稼働が必要であり、日本として原子力利用を継続していく必要があるのである。世界の人口増加、化石燃料の限界、地球温暖化の
防止を考えれば、世界全体が脱原発に向かうことはあり得ない。むしろ、中国、インドをはじめ、人口が急激に増加するアジアの国々は、原子力を最大限活用する戦略を取らざるを得ないであ
ろう。その中にあって、ひとり日本だけが、原子力から撤退したところで、どれだけの意味があるのか。福島事故の教訓を踏まえて、安全性を最高度まで高めた原発を開発・建設し、世界の、そ
してアジアの原子力安全を力強く牽引していくことこそ、技術立国たる日本の使命であり責任ではないか。それを放棄することは、日本の技術的競争力を弱めて国内経済を弱体化させるだけで
なく、世界全体の原子力安全レベルを下げ、ひいては日本のリスクを高めることになるだろう。原発リスクから逃避するのでなく、それに立ち向かい、克服していくことが、日本の国家としての使
命であり、諸外国の期待であることを忘れてはならない。たとえ、個々人はこのリスクに目をつむり、逃避することが出来たとしても、日本という国家は、このリスクから逃げることはできない。逃
げらないリスクには、全力で立ち向かうしかない。
かつて、世論に迎合して受験競争から逃避し、二流の教育国に成り下がった『ゆとり教育』と同じ過ちを、我々は犯してはならない。

第四に、国家戦略は、科学的・合理的視座から、冷静な思考プロセスを経て、決められなければならない。一時的な怒りや恐怖、興奮、偏った価値観に策定プロセスが支配されるなら、それは
国家戦略でも何でもない。少なくとも戦略と名付けるものである以上、科学的・合理的視座に基づき、客観的な分析と冷静な思考をプロセスとして策定されるべきである。そうでなければ、この日
本という国家は、世界から尊敬を受けることも、未来の日本人が自国の判断を誇りに思うこともないだろう。

27528 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 国民感情により政策決定することは、責任を持つこと
ではなく逆に無責任である。ソフトランディングに最も
近い「20～25シナリオ」を敢えて選択。事故の経験と
教訓を世界と共有するために、原子力は継続すべき。

3つのシナリオをもとにした国民的議論（と称しているプロセス）を経て戦略を決定し、それからエネルギー基本計画、さらに原子力政策大綱、グリーン政策大綱と戦略を実現するための具体化
計画を策定しようとしている。このような政策決定は我が国では初めての試みである（と思われる）が、3つの大きな不安材料がある。

1つは、大衆の上滑りな振る舞いである。直近過去2回の総選挙はわかりやすい例である。自分を含めて、その時の熱狂に踊っていた。ましてや、原発の過酷事故を知ってしまったのだから、
「意見」を装った実は「感情」に支配されてしまうに違いない。したがって、恐らくは「ゼロシナリオ」が大勢を占めると予想するが、それは議論により形成された輿論（よろん、public opinion）ではな
く、空気により醸成された世論（せろん、popular sentiments）と言うべきではないかと思う。このようにポピュリズムを基本として国家安全保障の政策決定が成されることに空恐ろしさを感じるの
は、私一人だけではないと思う。資料では、責任を持って結論を出す、と記載されている。国民感情を金科玉条にすることは、責任を持つことではなく逆に無責任であることを肝に銘じてほしい。

2つめは、決定された戦略とそれを実現するための計画の実現性である。シナリオの前提に「2030年に再生エネルギー比率を25～30%に高め、GDPが2割以上増える一方で1割エネルギー削減」
という意欲的な目標が掲げられているが、意欲的という前向きな言葉に酔ってはいけない。国が定めた数値目標を達成できたことが過去あったのだろうか。大胆なエネルギーシステム変革を今
後18年間で達成するには、産業構造に大きな変化が必要で、また国民生活への波及も大きい。国は、変化の内容を緻密に分析して国民に提示してから意見を求めるべきであった。今行われて
いる国民的議論は、プロセスを逆にしている。大きな方向性を見出してから道筋を具体化し、そこで初めて変化の内容が国民の前に現れる（と思われる）が、変化の内容を国民に知らせることを
最初に行うべきである。それを怠たり、先に述べた「世論醸成」に手を貸したかのような国は、無責任の謗りを免れない。国民生活を第一に考えるのなら、国の構造変化にハードランディングが
あってはならない。したがって、どのシナリオも危なっかしいが、敢えて選ぶのならば最もソフトランディングに近いであろう「20～25シナリオ」になる。

3つめは計画の実現性とも関連があるが、資料で記載されている「原子力平和利用国としての責任」を果たすことと、シナリオとの不整合である。原発依存度を減らしていく中で、原子力産業に
魅力を感じる若人はまずいない。福島第一原発廃炉に職を求めて就職希望する学生はどのくらいいるのか？　事故の経験と教訓を世界と共有することは我が国の責務であり、国民もこの責務
から逃れることはできず、この観点からも、原子力の息の根を止めることは取り返しのつかないことを引き起こすことになるであろう。国そして国民の責務を果たすためにも、「ゼロシナリオ」はあ
り得ないし、「20～25シナリオ」が最適である。

以上を踏まえ、2つ要望する。
政策決定に当たり、「声なき声」を聴いた60年安保当時のようなリーダーシップの復活。
政策決定後、不断の検証を代々の政権が引き継ぎ、フレキシブルに対応してソフトランディングに落ち着かせるとともに、福島第一原発廃炉などの国の責務を果たしうる体制を維持すること。

27529 個人 自営業 ５０代 男性 人類が制御出来ない原子力発電の即刻廃炉を求め
ます。

永年にわたり懸念されてきた原発事故が悪夢のように現実に起こり、かけがえのない地球を蝕み此処に暮らす人間の営み尊厳を破壊し尽くしつつあります。
二度とこうした不幸を起こさないためにまずは国内の原発の即刻廃炉を求めます。

27530 個人 その他 ７０代 女性 原発再稼働反対　エネルギーは絶対に原発に頼らな
い
０パーセント

今度の福島原発事故で故郷を失った人が沢山でました。一度事故が起きると取り返しに付かない事に成ることがよくわかりました。原子力をコントロールする力が人間にはないことがわかりまし
た。今後原子力は使っては成らないと言うことです。安全確認は出来手いませんしする手段を持ち合わせていないことがわかった今、原発は動かしては成りません。ましてやもうけの手段にす
ることは許してはいけません。原発がなくても他のエネルギーで電気は作れることもわかっています。こんな恐ろしいものは動かしてはいけません。

27531 個人 無職 ５０代 女性 めざせ原発０％！原発による発電には絶対に反対で
す。福一の事故の解決を見ないまま大飯原発の再稼
働をした政府に憤りを覚えます。本当の豊かさは経済
だけでは実現しないと思います。

故郷を離れざるを得なかった福島の皆さん、また福一で命懸けで働いている方々のご苦労に対し、自分に出来る事は、二度と福一の事故を繰り返さないために声をあげることしかないと思いま
した。
私は、25年東京で働き暮らしておりましたが、福一の事故以後、体調不良が
続き、遂に先月故郷へ戻る事を余儀なくされました。体調不良と、放射能との因果関係を否定できなかったからです。
戻って一月経ち、胸の苦しさ、頭痛はなくなりました。
豊かな自然と安全な食べ物で回復したのだろうと思います。経済的には、それほど豊かではありませんが、見えない放射能に怯える事はなくなりました。
豊かさは、経済だけでは不十分です。
子供たちに負の遺産を残さないために、原発による発電は、今すぐストップすべきです。
私の故郷は、川内原発２０キロ圏内、猛暑の夏でも「節電しよう！」を合い言葉に、人々の意識も大きく変化してきています。

27532 個人 自営業 ５０代 女性 脱原発、ゼロシナリオを支持します。 福島第一原発の事故が起こったとき、ヘリコプターから建屋に注水する映像を見てわが目を疑った人がほとんどだったと思います。今の日本で、本当にこれしか方法がないのだろうかと。
わたしたちは民主主義の国にいると思い込んでいました。でも違った。原発について何も知らされていないだけだとあの時から痛烈に思っています。
　被爆のことにしても、外国と日本ではあまりに評価が違いすぎます。いまは不安の壁を越えて事実と可能性の幅を知らなければならない時期、これをどう判断し行動するかに日本の未来がか
かっているのだと思います。
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いま、福島の原因究明さえできていないのに、これ以上事故が起こった時にどうするのか？

これからどんどん増えていく核廃棄物の問題にしても、処理の困難なこと、経済的な難しさ、それでも不安は消すことができない。そして、その危機感をはたして４～１０万年も保ち続けることが
できるのか？
　私たち国民はそんなに愚かだろうか？
ひとりひとりの力を併せて、専門家の知恵や人々のことばを政治に反映させていくのはそんなにも困難なのだろうか？
原発０％を希望します。
技術的、経済的に可能な限り、できるだけ早期に脱原発を実現すべきであると思います。
　ひとりひとり国民として皆が求めていることは、方法はちがったとしても総括的に希望するのは『永続的な未来』、それに対する負担や努力、我慢は引き受ける覚悟です。

ドイツは2011年に１７の原子炉のうち８つを停止させただけでなく、新しい再生エネルギーの雇用によって自国の経済を復興させました。
　原発ゼロと温暖化対策の両立は可能です。とにかくまず、省エネの努力をして、再生エネルギーを最大限に導入することに取組んでみてはいかがでしょうか？
いままでの原子力ムラの推進派の考えだけではなく、公明正大な立場から多方面の人材からの発言を求めてもよいのではと思います。（NHKからも町内会でもみんなもっと勉強する。小出先生
の番組をもっと流してください）

　ずっと不思議でした。
どうして、今この大事な時に政治家は政党の枠を超えて協力できないのでしょうか？
なぜ、いままでのアメリカとの関係に縛られてしまって、動けなくなっているのでしょうか？
　こどもにもわかる疑問におとなは答えられない。
　とてもとても、悲しいです。

27533 個人 家事専
業

６０代 女性 ３０年に原発０％にすること。できるだけ早く０％にす
ること。

福島第１原発の被害、事故原因すら明らかになっておず事故は収束していないにもかかわらず原発を再稼働することは言語道断。
原発事故が発生すれば取り返しのつかない被害が発生する。放射性廃棄物の処理すらできず、トイレのないマンションという欠陥プラントが原発であるから、廃止することは当然のこと。電力が
不足するというのはごまかし。電力会社の経営の必要性から原発を稼働させようとしているに過ぎない。政府も電力会社もいいかげんにしてほしい。

27534 個人 その他 ３０代 女性 原発ゼロシナリオ（即時） ただちに　原発ゼロに！
再稼働　反対！

27535 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 ゼロシナリオに、賛成します。 原発について。福島を見れば、明らかである。地震被害の調査もままならないまま、大飯原発を再稼働させたり、使用期間を超えても使用可能とするなど、この先も、国民の安全を考えて運営さ
れるとは、到底考えられない。それが完ぺきであっても、自然災害には、どうしても抗えない。また、事故があった場合、一時的な被害にとどまらない。その周辺何十キロも人が住めなくなり、何
代にも渡り健康被害に怯えながら暮らし、他の地方でも食べ物の産地に気を使ったりと、苦労を強いられる。根拠がないと言われているが、安全だと言う根拠もないので、なおさら気をつけなけ
ればならない。

代替エネルギーについて。上記の理由から、安全性を第一に考え、また、争いの種にならず、なおかつ、地球環境を破壊しない、バランスを崩さないエネルギーが選ばれることが望ましい。コス
ト削減ばかり考えず、コストをかけるべきところにはケチらず投資し、時間をかけてベストな形にすることが、長い目で見れば、効果的なのではないか？

どうか、経済の目線だけでなく、国民が幸せに暮らすためのエネルギー政策に転換して頂けるよう、切にお願いを申し上げたい。

27536 個人 自営業 ５０代 女性 原発は即刻廃止。。これ以上危険と隣り合わせの場
所を作らない事

脱原発のデモにも参加しました。

これから大地震が予想されてます。これ以上日本の住めなくなる土地を増やさないように。

国民の声をただの音と思わず、きちんと聴く耳を持つ事を望みます。電力不足は承知です。電力不足より人の命の尊さを真剣に考える時期です。

27537 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 万一の事故が生じた場合に制御不能に陥り、その被
害が広範囲に深刻な影響を生じる技術は現状の段階
では普及すべきない。

　下記の点が担保できる技術とそれを運営できる社会システムが構築されない限り、わが国原子力発電所を常用することには同意できない。また、この機会に新規のエネルギー関連技術の開
発に費用と人材をつぎ込むべきと考える。

(1) 原子力発電を、火力発電所で想定される事故影響と同等な技術に開発・改善できることが必要。
(2) 原子燃料の残さの有害性を未来へ先送りしない技術の発明や開発できることが必要。※地中に封じ込め、数千年も人類が監視するという社会システムが継続するとは、今までの人類の歴
史から想像できない。
(3) 現代の科学技術では、地震、津波などの天災はいつ来るか予測できない、また、どのくらい大きさでくるか予測できない。そこで予測できる技術が確立することが必要。例えば、活断層の新
たな発見などがあることから、地球診断の技術はまだまだ未熟いえる。
(4) 原発運営管理責任を最終責任を負える国にすることが必要。一民間会社には責任も管理能力もないことが今回の事象で判明した。
(5)　原子力発電にかかわるすべての費用（将来の数千年の維持管理費用も含 め）を考慮した場合に、原発推進が経済的であるという証明が必要。
(6) 今回は自然力の影響であったが、人為的ミスや、9.17などのテロ等の人　為的脅威は否定できず、その際の対応として小規模な被害に抑えることがで　きる技術に改善できること。

　
　



27538 個人 無職 ４０代 女性 (1)ゼロシナリオ 原発と核廃棄物を「トイレのないマンション」と例えていたのを、
あるテレビ番組で耳にしました。
無理がある例えかとも思いましたが、
実際に、つい最近、自宅のトイレが故障して、
あながち、間違っていないのでは、と痛感しました。

27539 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 20～25 シナリオを選択します。理由は、繁栄を望むな
らばGDPの増大を抑制するエネルギー政策を取るべ
きでなく、福島原発の被災は測定被曝量からして誰一
人として被曝症を発症するものでは無いこと。

選択肢として存在するならば、もっと高い原発依存率を選択します。数年して、原発被災の被曝症事例が現れない状態が続き、放射線への誤解が解け理解が高まれば、国民の不安も鎮まり、
今回の選択肢の前提が崩れる事態になると思います。

現在の原発稼働状況は、一次・二次の石油ショックや石油禁輸によって太平洋戦争を戦わざるを得なくなった経験が全く生かされていないことに唖然としています。

27540 個人 自営業 ５０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します。 エネルギーシフト・エネルギーの自由選択を希望します。
未来の子供たちにこの危険なものを残したくありません。

27541 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 男性 三つの選択肢の中ではゼロシナリオが一番ましです
が、即時とは言わないまでも、2,3年の間に原子力ゼ
ロという選択肢があれば、断固そちらを支持します。

7月の電力需給の統計を見ると原発が稼働していなくても関西の電力は賄えていたという結論に達します。つまり、仮に再来年の夏が猛暑になるとしてもそれまでに再生可能エネルギー発電を
予測されるその不足分の最大値より少し多めに建設する事ができれば原発稼働の必要性は完全になくなります。大飯原発一基分の電力量が新しい発電の建設で賄えればいい訳ですね。ドイ
ツは昨年１年間で百万kw級原発７.５基分の太陽光を設置しました。これの半分でも日本で設置すればあっさりと電力不足問題は解決します！従って私は2、3年後までに原発ゼロ、というシナリ
オを提案します！

27542 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発稼働は大反対！！！！ 原発稼働は大反対です。再生可能エネルギーの促進を政府は音頭をとって行くべきです。　原発のゴミはどうするのですか？　今は良いから出はなく、何千年何万年とかかると思います。　そん
な処理方法も明確ではない者を利用するのはダメでしょう。あと、政府は民意を聞くべきです。
原発稼働は大反対　政府は国民の声を聞くべきです。大企業ではなく！
憲法をの立場で！国民が主権

27543 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発依存度ゼロシナリオを支持します。
原子力発電に頼らない社会作りをめざすべきです。

福島第一原発のような不良原子炉ではなく、より高性能な原子炉を使用したとしても、核廃棄物の処理方法はまだありません。未来の世代に負の遺産を残さないためにも、原子力発電からの
脱却をめざすべきだと考えます。

27544 個人 自営業 ４０代 女性 (1)ゼロシナリオを選択します 地球規模で地殻変動が活発になっている今、
あえて原子力発電を推進することに違和感を感じます。
火力の燃料だけでなく
原子力発電の燃料になるウランも資源に限りがあります。
原発燃料を作る過程で排出されるCO2や
原発排水による地球温暖化も問題です。
使用済み燃料棒の行き場もありません。

国策である原発は事故が起きても事故補償されずに隠蔽します。
国が隠蔽すれば、被害を受けた自治体も事故を隠蔽せざるを得なくなります。
自治体が隠蔽すれば、そこであらゆる生産活動をされている方々も
事故を隠蔽せざるを得ません。
事故が起きない前提で原発を稼働するのではなく
事故が起きることを前提に、原発を推進し対策すべきです。

原発の安全宣言は専門家が出すのではなく、
原子力のことを何もわかっていない政治家が出すことにも納得ができません。

私は日本の核武装に賛成するわけではありませんが
核を持ちたいのであれば、原発を隠れ蓑にするのではなく
正々堂々と憲法議論して核武装すべきです。

27545 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 計画的に全原発は廃止すべき。築30年以内の原子炉
は、使用済み燃料を原子炉建屋から除去し危険性を
減じた上で運転すべき。使用済み核燃料の一時保管
施設と核廃棄物処分施設の建設を躊躇なく速やかに
開始する。

そもそも原子炉は、運転していようが停止していようが存在するだけで危険な物。地震国には存在してはならない物。事故当時、冬で相当時間北風で東北、関東への被害が限定的だったのが
不幸中の幸いだった。首都が壊滅してもおかしくなかったと思う。
既に1年以上経過しているのに一時保管施設と核廃棄物の大深度処分施設の建設の話がとんと無い。今後順次古い原子炉の処分を行う事が出来ない。議論も良いがやらなければならない事
は進めていただきたい。
一時保管施設と核廃棄物の大深度処分施設の場所は福島、東海原発の地下、福島原発上層部の土は最終的には地下に処分し復興する。廃棄物はプレートの移動で地球内部へ移動して行
き永久処理される。
原発については今後30年て全て停止しその後燃料除去し安全な状態で休止し最終的には解体処理する。 原発は廃止の早急な手だてをした上で運転する。政府は早急に廃止の方針を決め廃
炉のスケジュールと廃炉までは運転することを国民に説明すべき。

27546 個人 無職 ４０代 女性 原発依存ゼロを選択して下さい。
地震の多い国で津波の来るような海岸沿いに原発を
大量に設置しているのは日本だけです。
2030年までに廃炉全工程が済まなくても、今すぐ全原
発の廃炉決定をして下さい。

「エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見

原発依存ゼロを選択して下さい。
地震の多い国で、津波の来るような海岸沿いに原発を大量に設置しているのは日本だけです。
地震が少なく内陸部に設置されてるアメリカの設計の原発を設置し、ストレステストという津波のないヨーロッパの安全審査方式で審査する、日本の原発は欧米より数段危険です。
そして事故の起こらない老朽化しない機械はなく、10万年も廃棄物を安全に管理する方法はないことを認めてください。
2030年までに廃炉全工程が済まないとしても、今すぐ全原発の廃炉決定をお願いします。

27547 個人 その他 ６０代 男性 「２００３年に原発０」ではなく、即刻、原発０を主張す
る。

原発事故は滅多に起こらないといっても、ひとたび事故がおこれば故郷を失い、国をも滅ぼしかねない。狭い地震国日本には最も相応しくないエネルギー源です。国民の安全と生活のためには
即刻廃止しかありません。

27548 個人 その他 ３０代 女性 原発0シナリオを支持します。
経済界の反発は理解できますが，制御できない原子
力発電に対する依存度をこれ以上高くするのは，望ま
ないです。原発を減らしても快適に生活できる体制を
整えていくべきと考えます。

原発0シナリオを支持します。
現時点ですぐに0にするのは難しいというのは分かります。しかし，2030年までの長期の視点でみれば，ある程度実現可能なのではと考えます。

今回の事故により，やはり原子力発電は人間が制御できるものではないことが分かりました。そもそも処理できない廃棄物が出続ける原子力を経済成長の基盤として使用し続けたことが問題で
あると思います。
これを機に，税制などにおいてもクリーンエネルギー政策を推し進め，原子力に依存する割合を徐々に低下させ，最終的にはゼロにするのが国民の不安を払拭する意味でも，長期的に国の経
済を考えた場合でも有効であると感じています。

もはや右肩上がりの成長がのぞめないのは，年齢構成やすでに高度経済成長を経験済みの日本では当然のことです。これからは，安心して，”ある程度”の安定した生活ができるレベルの経
済力を維持し，将来の世代に負担を残さない経済構造に転換していくべきなのではないでしょうか。

27549 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発を即刻停止、廃炉とし、太陽光、風力、波力、地
熱などなど、低リスクの代替エネルギーへシフトすべ
し。

原発は夢のエネルギーではなく、人間が制御不可能なエネルギーである事は福島で白日の下に晒された。経済だけしか頭にない一部の低質な人間に騙されず、誇りと勇気と誠実を持って、い
ろんな意味で新しい世界づくりに進むべし。

27550 個人 その他 ３０代 女性 原発ゼロ構想に同意します。
今の日本人なら原発をゼロにするなら、経済的な負担
を請け負う覚悟はできているはずです。

私は看護師です。放射線がなければ現場は成り立ちません。微量な放射能でさえも神経質に取り扱ってきました。適切に人が扱えるからこそ便利でありエネルギーとして必要とされるのです。
それがだだ漏れになり人に害をなしている現在の状況を日々考え、様々な情報に埋もれながらもやはり原発は不要なのです。

戦前戦後の歴史を振り返っても、ここまで国民の意見が一致しているのは初めてです。デモを行わない日本人が前代未聞の人数で連日デモ活動しているのです。無能、無知、無関心、の日本
国民がここまで声を上げています。このインターネット社会でメディアでの洗脳は無意味です。

現在はシフトするエネルギーとして、太陽、火力、風力が主力でしょうが、今こそ新しいエネルギー開発によって世界のトップになれるチャンスだと国民は期待しているのです。この時期オリンピッ
クの金メダルの数でしか日本を誇ることができない状態がむなしいのです。

核を放棄できた日本なら原発も放棄できる。
原発をゼロにするならば、消費税や沖縄の基地問題に対する国民の否定的な感情ですら再コントロールできると思います。
それくらいの比重です。

誰が離党しようと新党の名前が長かろうとそんなことはどうでもよいのです。
無知で無能で無関心な日本人がここまで危機を感じている事態に恐れを持って人としての対応を期待しています。

27551 個人 自営業 ７０代 男性 原子力発電は、再稼働させず、廃止することを求めま
す。また、放射能を垂れ流し、核廃棄物を溜め続ける
六ヶ所再処理工場の廃止を求めます。

　人間は過ちを犯します。福島第一原発事故も人災です。原子力発電所は、事故を起こすと取り返しのつかない状況となります。こうした危険な方法で電気をつくることは、放棄すべきです。
　人間の過ちや地震、津波などの自然災害で、事故を起こし、危険な放射能を撒き散らしたり、危険な核廃棄物を子々孫々に残す原子力発電所や、原爆の材料となるプルトニウムを取り出す、
六ヶ所再処理工場は直ちに廃止すべきです。

27552 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロシナリオを支持します。広島、長崎に続き自
ら招いた福島の原子力災害を反省し、世界に対しエ
ネルギー一大転換を宣言し、省エネ、自然エネルギー
分野での持続的な成長と循環型社会の形成を希望し
ます。

60年にも及ぶ原子力の「平和利用」が諸刃の剣であった事は今回の事故で実証されました。また安全保障と言う言葉の元に威嚇の材料で自傷してしまった事も明白です。
上記の理由と唯一の被爆国としての国際的責務からも、使用済み核燃料の再処理について撤退する事も希望します。

オイル戦争、マネー戦争と言う国益代理戦争の終焉と共に、混沌とした閉塞感に追い打ちをかける今回の悲しい震災、そして原発人災を乗り越える為にも、国民、企業それぞれが痛みと所得を
再配分し、価値観の転換を図る時期が来ていると思います。
基地問題、原発問題に共通して見られる棄民意識、自らも含め反省しなければいけません。
どこの国に雇い主である自国民を見捨てるような事を平気でする公僕がいるのでしょうか。
政治家も同じです。
このままでは黙する多数派の密かな夢は必死で働いて金を貯め「国を棄てる事」になりかねません。

原子力がそうであったように国策として、省エネ、自然エネルギー分野の産業を育成すべきです。現在苦境に立たされている家電メーカーさんにも宝となる「人財」は多数おられるはずです。資
源のない国から技術や知恵と言った財産を流出させる事なく、自然エネルギー、家庭/企業向け自家発電、蓄電池、省エネ家電と言った分野の研究、普及に人財、補助金等を総動員して、一部
の利権企業に滞留しているお金を環流すべきです。
同じくこれは地方自治にも繋がる事ですが、地方にもっと権限を委譲し、これを読む貴方たちの人員もしくは人件費や無用な天下り先を減らし、その無駄に滞留するお金をビルから見下ろすあ
なた方の雇い主に還流させるべきです。
お金を生み出す事の出来ない、借金を作る事は出来てもそのつけを雇い主である国民に背負わせる事しか出来ない無能な人間は職を辞すべきである、と言う事です。

資源や市場経済、貨幣価値、資本主義、そして民主主義にたとえ限りが有るとしても、誠実で謙虚な精神性に裏打ちされた日本人の知恵や技術に限りはありません。旧態依然としたイデオロ
ギーの対立や傍若無人な同盟国や諸外国の圧力には組せず、また縦割りバラバラ別会社の官僚組織のみで対応出来ない事であれば、国民に全て包み隠さず投げて助けを借りれば、世界に
対し日本が高度経済成長による成熟を経て腐った国ではなく、熟成を経て上質な味わいを兼ね備えたワインのような国家に変貌を遂げたと言うイメージを与える事が出来る最後のチャンスはま
だ残っているように思います。

どうか、ほんとうに国の為を思う仕事が出来ないのなら即刻職を辞して下さい。
このパブリックコメントの趣旨とは違う事まで書及んでしまいましたが全官僚の方々に雇い主からの意見として駄文ご高覧賜われましたら幸いに存じます。

27553 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 ゼロシナリオで、すすめていってほしい。
原発を持たない国にしたい。
賢く、まじめで、やさしい日本人なら、代替エネルギー
の開発や、原子力のない暮らしも、きっとできるはず。

２０３０年。今から１８年後。私は、５４歳。娘は２１歳。政治家、官僚のみなさまは、おいくつでしょうか。
私の考えは、ゼロシナリオで進めていくべきだ、です。
今回の福島第一原発の事故で、いったん事が起これば、どれだけのマイナスが出るのか、わかったのではないでしょうか。
確かに、放射能を浴びて、その影響で亡くなった方はいません。
でも、この先は、放射能に汚染された食物を体内に入れたことによる症状を見せる人が現れてくるかもしれません。
少し住めなくなる土地ができたたけ。そういう見方もできますが、それはしてはいけない考えだと思います。強制的に慣れ親しんだ土地から離れなければならないということは、つらいことだと思
います。

どの国だって、どの会社だって、とにかく「社会」は“人”で成り立っています。
全体からみればわずかの数でも、“人”の気持ちを沈み込ませる出来事はよくありません。
悲しく、不安で、恐ろしい可能性を持つ原子力を持たない力を、この国なら持てると私は思います。
もちろん、原子力の恩恵は大きいものですし、今まではその恩恵の危険さとありがたさに気づかずに、考えもせずに暮らしてきました。

経済のことを考えれば、簡単に決められることではないと思います。
きびしい中、それでも日本に残ってやっているのようなことを、トヨタの社長は言っていましたね。この国を支えてくれていることを、本当にありがたいことだと思います。
ただ、そこまで言ってくれるなら、なんとか原子力のない国を作る方面にも目を向けてほしい。
雇用や伝統もあるかもしれないけれど、なんとかその方向に向かってほしいと思っています。
企業から助けを求められることがあったなら、国はどうか応えてあげてほしいと思います。

蓮舫さんじゃないですが、一番でなくてもいい、存在感のある国でなくていい、ただ原子力のない国にはしてほしい。
そんな日本は、絶対に世界で見劣る国にはならないはずです。

千年に一度の災害。そんな災害が起きたときに生きていた人間として、この時期に大きな決断をしてもらえませんか。
１８年後では、その良し悪しは出ないかもしれません。でも、５０年後なら、１００年後なら、もっとその先なら、絶対に勇気ある素晴らしい決断だったと思われると、私は思います。
つつましく生活することは苦ではありません。
この国から、原発をなくしたい！
理論的な意見ではありませんが、とにかく気持ちを伝えたいと思いました。

27554 個人 家事専
業

６０代 女性 「２００３年に原発０」ではなく、即刻、原発０を主張す
る。

原発はひとたび牙をむけば、手のつけようのない大災害を引き起こす怪物です。いくら経済的に有利でも、命がけのバクチのようなことは止めるべき。貧しくても安全安心があればそれなりに幸
せに暮らすことができます。

27555 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 「1.ゼロシナリオ」 あってはならないことが、現実に起こり、うやむやに時間が過ぎ不安なままです。
事故に正しい対処も出来ないで、正しい情報も出せないで。出来ない事はやめた方がいい。とても恐ろしい。日本人の技術力で打開できるはずです。研究、開発を?
世界が待っています。

27556 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ゼロシナリオを選択すべきだと考えます。 大きなシステムは必ず欠陥を持ちます。
大きなシステムは安全面においても、必ず欠陥をもち、
教育を徹底したとしても、作業員の安全に対する意識の低下は防げません。
大きな事故、小さな事故、工業技術というのは必ず事故が発生することを前提とすべきです。
今回の事故をもって身を以て、その事実を体験した今、ゼロシナリオとすべきです。原発の事故は損害が大きすぎます。

エネルギーはより地産地消となるようにシフトすべきだと考えます。
大きな太陽光発電所を作ったり、大きな風力発電所を作るのではなく、
スマートグリッドを活用した小さな発電所と小さな供給網にすべきです。



27557 個人 学生 ２０代 男性 原発依存度について「ゼロシナリオ」が最適と考えま
す。それも、2030年時点でのゼロではなく、再稼働を
止め、今すぐにでもゼロにするべきです。

2011年3月11日の地震及び津波による被害により、いかに原発がコスト的に安く、環境にやさしく、一部の業界人に富をもたらすものであったとしても、事故が起こった時に及ぼす影響はそれら
利点をはるかに凌ぐものだということが明らかになりました。（しかもそれら利点もウラン採掘時に起きてしまう被曝や、処理不可能な核廃棄物、原発正当化のための宣伝費のことまで念頭に置
くともはや利点とは言えなくなってきます。）日本という、地震が頻発するという土地がら、そして原子力ムラと呼ばれる閉じた既得権益による杜撰な運営体制を考えると、似たような事故が今後
も起きてしまうことは明白です。
泊原発が停止してから大飯原発が再稼働するまでの期間、確かに日本の電力が真に原発以外の電力からまかなわれた期間が存在しました。果たしてその期間、電力不足にひどく困ることは
あったでしょうか？もちろん夏の一番電力需要が逼迫する時期に原発が一基も動いていない状態があたってしまうとすると、その時こそ電力不足に陥ってしまうという論調はあります。しかし夏
の最大需要ポイントというのは計ものの数十分です。それくらいの時間の電力をまかなう為くらいだったら、電気料金体系を変えるなどのピークをずらす策を講じることで、簡単に原発ゼロ稼働
で夏を乗り切る事ができるでしょう。
それでも原発ゼロ稼働にすることにより、火力の稼働率が上がり、環境に負荷がかかってしまうというのなら、それこそ、地熱を始めとするクリーンなエネルギー隆盛の良き機会となります。
まとめますと、まずは原子力の稼働をゼロにする、その状態で夏を乗り切るためにピーク緩和の策を講じる、そしてこの間少しづつクリーンエネルギーの率を増やしていく、これが理想だと考え
ます。27558 個人 パート・

アルバイ
ト

３０代 女性 今の原子力発電に依存するやり方は反対です。今す
ぐ原発をなくせと無茶な事は言いませんが、将来的に
はゼロにするべきです。今まで原発は安全だと言い続
けてきた国や電力会社は襟を正して国民の意見を聞
くべきです。

国や電力会社は今まで国民に納得いく説明をしていません。癒着が激しいと思わざるをえません。
特に腹ただしく思ったのは、抽選で選ばれたはずの公聴会の出席者に電力会社の職員がいたという事です。
中部電力の社員だったと思いますが「福島の原発事故で放射能で死亡した人間は一人もいない」というような発言をしていましたが
今なお避難生活を強いられている人、家族と離れてくらさざるを得ない人
そのために離婚にまでいたった人、そして避難する為にペットを残していかなければならなかった人、そのために死んでしまった動物達。
事故さえおきなければ皆普通の暮らしができたのに。
そして放射能におびえて暮らしている人達に対してこんな失礼な物言いはないと思いました。
電力会社は事故を本当に反省してると思えません。
私達の生活に電気は必要です。電気以外の商品には色々な会社があり、消費者は自分で好きな商品や会社を選べます。
でも、電気だけは違います。一社独占です。決まった会社から電気を買うしかないのです。その殿様商売のおごりが見えます。
多少不自由になってもかまわないから、原発はなくすべきです。

27559 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 (1)ゼロシナリオを選択します。
この3つの選択肢の中から選ぶというならば(1)になり
ます。
それ以外は考えられないです。

ゼロシナリオでは「2030年までに」と書かれていますが、できるなら明日までがいいと思います。　現在では安全が100％というわけではないです。
安全といわれても、何が安全なのか理解できません。

現在、原子力発電が全てなくても太陽光や風力発電をつくれば電気は足りると思います。
なぜ、原発ではなくてはならないのか。それが、説明されていないので全く理解できません。

原子力発電の事故と、ほかの火力発電などの事故とでは、直すの時間、、直すまでのその場の状況、直した後の安全性が全く違うと思います。
原子力発電では、放射能が出てくるので、安全性ではなく危険性が100％です。　どのくらい放射能が出ているのか目や臭い、肌では感じられません。

原子力発電所を全て国が引き取り、廃炉に向けての政策を早急にとっていくべきだと思います。　そうすれば、それこそ安全な発電所の電気を国民のために送ることができるようになるのではな
いでしょうか。

私は即時ゼロを訴えます。

27560 個人 自営業 ４０代 男性 「原発ゼロ」のシナリオを望みます。現在の原発の技
術・管理体制では非常に不安であること、および原子
力発電の費用は原子力発電による便益をはるかに上
回ると考えられることがその理由です。

日本国内の原子力発電所は全廃すべきだと考えます。

第１の理由は、現在の技術・管理体制では、福島第一原発と同じような大事故がどこかで起こるという不安がぬぐいきれないというものです。福島第一原発の事故のせいで日常生活を奪われた
方々の苦しみがどこかで再現されることなど、あってはなりません。

第２の理由は、原子力発電の費用は原子力発電による便益をはるかに上回ると考えられることです。

原子力発電の費用は、使用済み核燃料を安全に処理するコストと、事故発生時のあらゆる損害賠償・費用負担を含む形で計算しなければなりません。前者も相当な金額になると思いますが、
後者が、すぐに金額を推計できるものに限っても国家財政を圧迫しかねない規模になることは、今回の福島第一原発の事故からも明らかだと考えます。

あんな事故はもう発生しないから、「事故発生時のあらゆる損害賠償・費用負担」はほとんど考えなくてもいい、という主張もあるかもしれません。私もそう思いたいところですが、あちこちの原子
炉の地下に活断層が走っていることが明らかになっていますし、原発がテロで狙われることもあり得ます。そして何より、福島第一原発の事故以前にも「重大な事故は起こらない」と繰り返されて
いたことを考えれば、そのような主張をそのまま受け入れることはできません。

また、「事故発生時のあらゆる損害賠償・費用負担」には、福島第一原発のような事故が再度発生した場合の、日本という国に対する評価・信頼の低下も考慮しなければなりません。

もし福島第一原発のような事故に再度見舞われたら、たとえそれが天災を引き金にして生じたものであっても、「あんな事故を繰り返すような学習能力のない国はダメだ」とみなされ、世界におけ
る日本の信用はがた落ちになるでしょう。日本の工業製品は買ってもらえなくなるでしょう。日本の農林水産物も、たとえ放射性物質に汚染されていなくても、やはり購入されなくなるでしょう。「風
評被害だ」と叫んでも誰にも耳を傾けてもらえず、日本のものはとにかく敬遠されるでしょう。観光客も来なくなるでしょう。日本政府の行動や政策も信頼されなくなり、巨額の補償に伴う財政負担
も懸念されて、国債が大量に売られるでしょう。そんなことになれば、取り返しがつきません。この国はつぶれてしまいます。

「事故発生時のあらゆる損害賠償・費用負担」を適切に考慮すれば、原発稼働の費用は、稼働の利益をはるかにしのぐ大きなものであることが容易に想像されます。日本にとって、原子力発電
は割に合わない発電方法なのです。原発の再稼働をあきらめ、すべて廃炉にする方がはるかに懸命だと考えます。

27561 個人 その他 ７０代 男性 原発ゼロ
自然エネルギーを飛躍的に産業化推進すべし

ただちに原発ゼロにしましょう。原発稼働ゼロで、安心できるものではないのです。廃炉の長い工程を考えれば、その間に事故が起こる可能性もある。民族滅亡の危機は想定外ではありませ
ん。真に原発ゼロに責任を持ちましょう。
２１世紀は子々孫々が放射能の不安から脱却し、自然エネルギーで持続可能な社会確立に向かう重く長い道のりになります。原発依存をきっぱり捨て、政策転換してこそ自然エネルギー推進
に総力が入れられます。

27562 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発比率は0％でなおかつ、2030年までではなく即時
廃炉を希望します。

原発関連の労働者の恒常的な被曝・核廃棄物の処理の方法が事実上ないこと（もんじゅや六か所村など論外）、メルトダウンが一度おきてしまうと手の施しようがないことなど、リスクがあまりに
も大きすぎて、これは人間の手におえるものではありません。代替エネルギーの問題がでてきますが、現実はこの猛暑でも関西以外は原発なしで、しかも無理な節電や企業の生産調整などし
なくてもやれています。関西電力も火力を８基もとめるなど不可解なことをしなければ、本当は大飯再稼働なしでもやれるのではないでしょうか？
火力に頼ると燃料代がかさみ、電気料金の値上げにつながり経済が衰退するといってますが、なぜ日本だけが他国に比べて高い値で買わされてるのですか？
いずれにしろ安く燃料を調達し、電力の安定供給をするのは政治の義務なのに
そのための努力をしてるようには全く見えません。

27563 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 2030年に原子力発電依存度を0とする「ゼロシナリオ」
を支持します。
次世代にこれ以上のリスクを押し付けるのは許されな
いと考えるからです。

2030年に原子力発電依存度を0とする「ゼロシナリオ」を支持します。

1.「ゼロシナリオ」を支持する理由
国土が狭くどこでも大地震が起きうる日本国内で、今後も原子力発電所を運転し続けることは危険が大きすぎます。
福島原発事故は現在進行形で、予断を許さない状況と思われます。事故原因究明も、放射性物質の除染も、「始まったばかり」です。
どんな事故でも、事故原因が究明され、再発防止策が出され、後始末の道筋が付くまで、事故を起したモノは運転を止めるのが当然ではないですか!

今後も日本がぬけぬけと原発を運転していて、万一再度原発事故により放射性物質が漏れたら、日本国は国際社会から抹殺される恐れがあります。
日本は貿易立国であり、輸出入が止まれば、即アウトです。
今回の事故で同情的であった国際社会ですが、次を許してくれるとは思えません。
各シナリオでは経済に与える影響など試算されてますが、「次の原発事故」で全て吹き飛んでしまいます。

物事には何でもリスクがある、という指摘があります。しかし、原子力発電所の運転については、倫理的になりたちません。なぜなら、原子力発電所の運転による便益は今生きている我々世代
が享受しますが、リスクの大半は、これから生まれ来る次世代に押し付けているからです。
福島第一原子力発電所の事故処理も、今の子供たちや次世代に押し付けざるを得ないでしょう。リスクの増加は少しでも許されません。

2.では、電気はどうするか
「ゼロシナリオ」で提示されている再生可能エネルギーの開発に加え、
・マイクロ水力発電
・地熱発電の一層の拡大
・低温熱利用(温泉熱や廃熱など利用のバイナリ発電)
・ガスエンジンやマイクロガスタービンによる電熱併給
などは、一定の技術基盤もあり、有望と思われます。
また、技術開発に成功すれば、それらを世界中に技術輸出することも可能となり得ます。これらの目処を2030年までに付けることが我々世代のせめてもの罪滅ぼしです。

付記
当方は福島原発から200kmも離れた所で、空間放射線量を個人的に計測しています。地面近く局所的ですが、8.5μSv/hを計測したことがあります。通常の計測(地上1m)でも平常時の5倍10倍
はザラです。我々世代の不始末は、我々の世代で始末する責務があると強く思います。
しかし停止させた原子力発電所と、使用済み核燃料は、我々の負の遺産として、これから何世代にも、負担を負わせざるを得ません。これらの後始末についてせめて国が責任を持って道筋を
付けるべきです。

27564 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ０％シナリオを支持します。原発の問題は、福島事故
を考えれば、経済上の問題よりも倫理上の問題として
考えるべきことです。廃炉に向けての積極的な政策が
必要と考えます。

福島事故により、日本国民・政府は世界と日本の現在及び未来の人々に対して重大な責務を負ったと考えます。放射能汚染の収束とこれ以上の汚染の拡大を防止する責務です。それは、「原
発大国」ではなく「脱原発先進国」となることです。そうした道が可能であることを示すことこそ、これからの日本が「国家の名誉にかけ全力を挙げて取り組むべき理想」です。その意味で、これは
「よりよき社会と生き方」に関わる倫理上の問題です。百歩譲って、経済上の問題として考えるとしても、日本の原発に依存した電力供給は、”need”をはるかに超えた”want”に関わるレベルのも
のです。さらに、電気を熱エネルギーに使うなど不合理な状況も見られます。また、自然エネルギーへの転換も、日本人の技術力・精神力（節約精神）をもってすれば、世界の先端を行くことも可
能だと思われます。原発なしでも充分に国民生活は豊かさを保つことができるものと思われます。2030年を待たずに原発依存度が０％になればよりよいと考えます。

27565 個人 その他 ４０代 女性 原子力発電所の運転を直ちに停止し、将来に渡って
原子力による発電量をゼロとすること。

地震多発地帯にある日本では、原子力発電所はどこに設置しても、地震による破壊の危険を抱えている。いくら「安全に配慮している」といっても、不運な人為的ミス、天災などにより、事故が起
こる可能性はゼロではないし、ひとたび事故が起これば、長期間に渡り放射能汚染に苦しむ人々が現れるのは、福島原発の事故を見れば自明のことであるため。
このような危険をかかえた発電所は不要である。発電をするためには、代替え手段がいくつもあるので、そちらの手段で発電することを日本国民として強く望むものである。

27566 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 直ちに原子力エネルギーを０％にしてほしい。今、原
子力エネルギーに変わるエネルギーの技術開発を行
うことで元気な日本を取り戻せると考える。

大飯原発再稼動までの２ヶ月間は原発０％でやってこれた。できないことはない。日本の技術力を世界トップに維持するためにも、原子力に変わる再生エネルギー、従来エネルギーの改善を今
やるべきであると考える。原子力エネルギーは、一度事故が発生するとチェルノブイリ、福島第一原発事故で明らかなように、放射能による健康被害、期限の見えない避難生活の強要、莫大な
費用がかかる事故原発の廃炉作業や汚染地域の除染が必要となる。また、使用済み核燃料の廃棄の問題があり、現代世代のみならず将来世代にもおよぶリスクが他のエネルギーに比べ格
段に大きいといわざるおえない。

27567 個人 家事専
業

４０代 女性 原発ゼロシナリオ（即時）を要望します！！

「山は青きふるさと、水は清きふるさと」を守りたいで
す。

原発ゼロシナリオ（即時）を要望します！！

昨年の東京電力福島第一原発事故では、福島県内だけではなく、東日本の広範囲に渡り多量の放射性物質が降り注ぎ、関東地方に住む私たちも被曝させられました。

未だに東京電力福島第一原発事故は収束せずに、毎日毎日放射性物質が放出されているにも関わらず、多くの国民の反対意見を無視して関西電力大飯原発を再稼働させたことは暴挙としか
言いようがありません。

日本は地震国であり、狭い国土に５０基以上の原発を建設させてしまったことが誤りでした。子供や孫の将来のために、稼働する限り核のゴミ（死の灰）を作り続ける原発を廃止することが私た
ちの責任です。

27568 個人 自営業 ５０代 男性 ２０３０年ではなく即時に原発ゼロです。
原発直下の活断層の存在は待ってはくれません。日
本は地震の活動期に入りました。可能な限り早く原発
ゼロしかありません。

　代替案はあります。自然エネルギーの技術革新が起こるまでは、天然ガス複合火力発電の高効率化に日本は国家プロジェクトとして取り組んでいますよね。７０％の高効率化が実現間際。最
も有力な原発の代替電源は天然ガス複合火力発電です。地球は温暖化していません。国家的詐欺ともいえる地球環境関連予算を被災地に届けてください。現在、日本の電力会社は１００万Ｂ
ＴＵあたり１８ドルという、信じがたい高値で液化天然ガスを輸入しています。アメリカで同じ量を買えば、２ドルもかかりません。日米が同盟国なら、アメリカからの輸入を一日も早く実現すべきで
す。韓国はすでに輸入契約を結んでいます。日本がドイツのように外交努力で「オイル・リンク」という不当な価格決定をはずせば、電気代は下がります。その差額で廃炉費用を作る。地球環境
関連予算を廃止し、廃炉費用に回す。原発廃炉作業こそ、国家プロジェクトとして、特に高齢者の雇用を生み出しように進めるべきです。私も原発で働きます。原発の熱交換率が３３％を超える
ことはありません。今こそ、国益を損なう原発をゼロにして、脱原発を経済活性化につなげるべきです。

27569 個人 家事専
業

６０代 女性 「原発ゼロ」シナリオを選択します。 原発事故によって、日本の豊かな自然ー田んぼや畑、森、林、川、海、そして雲も空も放射能によって汚染され、原発周辺で生活していた多くの人々は、家も仕事も失い故郷を追われいつ帰れ
るかわからない状態でいることに、やりきれない憤りと悔しさを感じます。ましてや先の国会事故調報告で明らかになったように「自然災害」でなく、「人災」であると。国民の利益を最優先にせず
組織の利益を最優先する組織依存のマインドセットあると断じています。世界の歴史に残る大事故は2012年6月においても、依然として事故は収束しておらず被害も継続していると。こうした状
況下でどうして今後も原子力政策を選択できますか？
電気は今でも足りているのに、電力不足をあおるような報道を今でもしています。今こそ、再生可能なエネルギー政策に転換すべきです。
日本は、山も川も自然が豊富な国です。小型水力発電、風力、太陽光発電、バイオなど、やれることはいっぱいあるはずです。
ドイツは、福島の原発事故に鑑み、脱原発を推進して、風力発電などの再生可能エネルギーを総発電量の２０％引きあげました。その結果、ドイツは原発国フランスに電力輸出しています。制
御不能な原子力でない、「原発ゼロ」を目指すエネルギー転換を強く希望します。

27570 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロシナリオを望みます。 福島の原発のように、どの原発においても想定外の事故は起こりうると考えます。
その時周囲に及ぼす影響は甚大なものというよりも人類の存亡にまでかかわるものであり、そのようなリスクをおかしてまで原発にこだわる必要はないものと考えます。

27571 個人 無職 ２０代 女性 原発即刻廃止を求めます 福島の原発がまだ収拾できていません。
たくさんの被害者が未だに家に帰れず将来の展望も持てないままです。
私たちの平和な暮らしはあの日から一変しました。
こんな日本になってしまってとても悲しいです。
安心して暮らせる日本を返してください。

人と共存できないものは扱うべきではありません。
こんなに恐ろしいものをあまりにも軽々しく扱ってきたのではありませんか？
これ以上の苦しみは要りません。
大飯原発をすぐに止めてすべての原発を廃炉にしてください。
地震大国の日本でこれ以上原発を続けるのなら日本はもう終わりです。

27572 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ０パーセント支持
原発に頼らない社会を一日でも早く。原発全面撤廃を
求めます。これ以上核のゴミを増やし続けることに反
対です。

福島の原発事故は起こるべきして起きたものです。自然の猛威の前では人間は無力です。核燃料を我々がコントロールできると考えるのも奢りです。原発が環境に優しいエネルギーだ、という
看板は真っ赤な嘘だということに多くの人は気付いています。大量の温水を海に放出し、温暖化を助長するだけでなく、ひとたび事故が起きれば失われる命や環境は計り知れません。たかが電
気のためにこれほど多くのものを犠牲にする必要があるでしょうか。日本は脱原発政策で世界に規範を示せると思います。省エネルギーは日本の得意とするところです。国がこれほど原子力を
擁護してきたのは単にエネルギーとしてではなく、平和利用の名の下に原子力開発をすすめたかったからだと理解しています。原発は本当に怖ろしい。一日でも早く原発のない社会が実現する
ように政府の賢明な判断を期待します。



27573 法人・団
体等

法人等 法人等 法人等 30年の原発ゼロは無論のこと、全ての原発は直ちに
廃炉にすべきである。地震国日本の原発の安全性は
担保されていない。次の過酷事故の可能性は高く、起
これば日本は破滅する。早期の脱原発は子孫への責
務である。

意見：2030年の原発ゼロは無論のこと、すべての原発は直ちに廃炉にすべきである。即時廃炉の選択肢がないことには強い疑問を覚える。
理由：
１．福島第一原発の事故では国会事故調の報告にもあるように、地震による原発そのものの破壊が疑われている。日本は地震活動期にあり、大地震の可能性も大きい。このままでは次の過酷
事故は避けられない。過酷事故は地震だけでなく、スリーマイル事故、チェルノブイリの事故の例があるように、人為的ミスによっても起こり得る。次の過酷事故が起これば、日本中が放射能汚
染され、日本は破滅する危険性が高い。野田政権の無責任な収束宣言や結論ありきのトレステストによる大飯原発再稼働は多くの問題点を先送りして見切り発車した。未曾有の福島事故から
何一つ学んでいない。
２．使用済みの核燃料をこれ以上増やし、その後始末を子孫に負担させてはならない。
３．原発の労働者は被爆を強いられている。原発労働者の犠牲の上に成り立つ電気を使って利益を上げ、快適な生活を送るのは、倫理的に許されない。
４．代替エネルギーは当面は天然ガスを使い、再生可能な自然エネルギーの開発も急ぐ。電気の単価は見かけ上高くなり、経済の困難は予想されるが、過酷事故による国民の破滅的困難と比
すれば、こちらを選択せざるを得ない。
　2030年までは原発を使うのが、政府・国家戦略室の方針と考えられるが、大地震と人為的ミスにより、過酷事故が起こった場合、政府や政府国家戦略室は責任を取れるのか。原発事故の責
任追及は厳しく行わねばならないが、一たび起こった過酷事故の責任など取れるものではない。今こそ原発ゼロを実現する時である。

27574 個人 自営業 ４０代 男性 ゼロシナリオを選択 原発はいりません。
即刻原発ゼロを希望します。

27575 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力比率ゼロパーセントを支持します。 原発の過酷事故は、発生時の被害を算定し、事故発生時の最悪ケースについて、十分に準備し対応する事が絶対に不能である。よって、当然、何人たりとも責任を負うことは不可能である。
これは、放射性物質による汚染が海側を中心に行われて、比較的幸運だったフクシマの事故でさえ
十分に対応が行えなかった事から明白である。
また、このフクシマのケースでさえ国が支えても十分な補償は望めない状況と成っている。

この様な現状を踏まえると、原発の過酷事故のリスクは、例えそれが計算上数万年に一度と言う可能性だとしても、その様なリスクを伴うエネルギーを選択し続ける事は論理的な判断だとはい
えない。

さらに、実際は運営を行っている電力会社の経営的、経済的な理由で安全対策は十分には決して行われることは無い。これは大飯原発再稼動ですら同様であり、明白である。

原子力発電を行っている電力会社にとって、原子力廃止や核燃料サイクル放棄を行う事は以下のような理由で電力会社の経営問題に直結することは理解するが、必要ならば、国民に対して説
明し、判断を仰ぎ、正しい民主政治が行われることを期待する。

・核燃料サイクル放棄を行った場合、六ヶ所村からの返却により、使用済み核燃料の貯蔵場所が無くなる問題。
・使用済み核燃料の資産計上の問題。
・原子力発電所の設備投資の問題。

27576 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロ％の社会を求めます。 福島第一原発の事故がまだ収束していません。また、当時の政府の情報開示方法、対処方法に対する振り返りがなされるまま、大飯原発が再稼働されています。このようなやり方には納得で
きません。
核のゴミの問題も全く見通しが立っていません。
そんな状態である原発をこれ以上動かし続けることには断固反対です。
いまの子供たち、またその先の子供たちのためにも、原発ゼロ社会を求めます。
再生可能エネルギー、既存の火力水力発電の併用など、原子力発電に頼らないやり方で生活したいです。

27577 個人 自営業 ５０代 男性 原発ゼロシナリオを選択します こんごどれだけ管理に金がかかるが判らない放射性廃棄物を出す原発は、莫大な赤字国債を買いながら電気を作っているようなものです。脱原発を強く要望します。

27578 個人 学生 ３０代 女性 原発依存ゼロ、自然エネルギーの活用に期待します 昨年からオーストリア/ドイツに留学していました。

個人的な気持として、自分の生まれた国のおいしい食べものを紹介することを躊躇したり、気軽に「日本においでよ」と言えくなってしまったことはとても悲しいことでした。こういう思いを他の国の
人にしてほしくないし、これ以上日本でもそういう思いをするのはいやです。

また、特にドイツで、うまく自然エネルギーをとりいれて、といって環境保護に躍起になることなく、無理なく高水準の生活を実現していることに驚きました。普段の生活はとても質素です。倹約し
てきりきりしているわけではありません。むしろ道徳的にきちんと生きる気持ちよさがあります。日本も見習えるところがあるのではないでしょうか。

原発依存ゼロ、自然エネルギーの活用に期待します。

27579 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 (1)のゼロシナリオが、あるべき姿だと考えます。 危険性をはっきりさせるまでは原子力には頼るべきではないです。あれだけの事故が起きたのですから、無くすことも考えなくては駄目だと考えまず。
福島の方々の被害を見ても分かるように、生活そのものが奪われます。
危険性がはっきりしていない中で、安全安全と言われても、安全だとは感じられません。ぜひ検討してください。まずは、止めてから検討に入ってください。危険なものは無くすべきだと思います
ので、(1)のゼロシナリオが、あるべき姿だと考えます。

27580 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発は即時停止、廃炉。将来の原発の比率０％。 もうこれ以上国民を苦しめないでください。子どもが２人いますが、毎日悲しくなります。この子たちの将来、少しでも普通に生活が送れるようにせめて原発だけは無い世の中にしてほしい。原発
が停止してもその後の残った高レベル放射性廃棄物を維持管理するのに１万年かかります。それだけでも大きなリスク、負の遺産、です。既に福島の子どもたちには、いろいろな健康被害が報
告されています。もし被害が広がってしまったら責任を取るのは政府、貴方たちです。絶対に逃げられません。お金より命。将来の原発の比率０％。

27581 個人 家事専
業

２０代 女性 原発を、今すぐゼロにするべき。原子力発電所は新設
せず、2030年も、それ以降も、もちろんゼロにする。

原発は、放射性廃棄物というまだ誰も処理する方法がわからない負の遺産を産み続けるものである。私は0歳児の母親だが、子どもや孫たちにその負の遺産を残すことは絶対にしたくない。事
故があったときの危険性はもちろん、放射性廃棄物の問題などを含めても、これ以上原発を稼動させるべきではない。
また、多くの国民が今、原発の廃止を求めている声を、政府はもっと真摯に受け止め、国民の声を元に行動してほしい。

27582 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 原発依存度はもちろん(1)ゼロシナリオです。とにかく
福島原発事故の放射能汚染で人も住めなくなった場
があります。危険なもの不安なものを使うことは恐ろし
いことです。　次世代のために原発はやめて当然で
す。

福島は放射能汚染で空気、水、土、川、海や自然、生き物が汚染されました。熊本にもたくさんの移住者が来られています。家族がばらばらになり、小さなお子さん連れで精神的にも経済的にも
大変な思いをされています。
原発に関わっている方にも、大切な家族や友達がいると思います。どうぞお父さん、お母さん１個人、人として子どもたちや孫たちに原発が必要か考えてほしいです。私たちも原発がいらないよ
うに節電したり、自然エネルギーのあり方を考えていきたいです。
このパブリックコメントは、政府としての責任ある選択を行なうとありますので、今後どのようにまとめられ、結果を出し、発表されるのか見守りたいと思います。

27583 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発ゼロシナリオを選びます 私は「原発ゼロシナリオ」を選びます。未来の子供達のために、原発という危険な施設を稼働させてはなりません。直ちに止めるべきです。政府には、真摯に国民（消費者）の声を受け止め、旧
来のエネルギー政策決定や供給の体制を根本から見直してほしい。そういうことをやり遂げる政党に一票を投じたい。

27584 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を選択します。
即、全原発の廃炉を希望します。

「原発ゼロシナリオ」を選択します。
即、全原発の廃炉を希望します。
二度と原発事故を繰り返したくありません。
福島はこれから放射線による被害が少しずつ出てきて十年後にはひどいことになる可能性があり、怖いです。誰もわかりません。安全サイドで考えてください。
核廃棄物の問題もあり原発をすぐ止めて燃料棒をキャスクに入れて安全なところに移動してください。

27585 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発は削減するべきではないと思います。 太陽光発電や風力発電では、原発分すべてを補うことはできません。
電気料金が上がり消費税も上がることになれば、景気もますます悪化し生活が苦しくなります。
自殺者も増えることになるでしょう。

27586 個人 パート・
アルバイ
ト

６０代 女性 ０シナリオを提案します。原発事故があってから原発
に対する考えが大きく変わった。というより改めて考え
る機会を得たということだと思います。ドイツのように
原発全廃を掲げてほしいです。

将来に向けて危険と思われることは避けるべき。やめる勇気を政府にも持っていただきたい。対外的には様々な問題があるのでしょうが、長い目で見据えた時に、自国のことだけにとらわれず
地球全体のことを考えて行くべきだと思います。福島の人たちがあんなに苦しんでいるのに、東電のやってきた事は何というお粗末さ。国ももっと補償をしっかりしてあげて欲しいです。

27587 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオを支持します。 日本国内全ての原子力発電所の再稼働は行なわず速やかに廃炉作業に入る事を望みます。福島第１原発事故以降の政府・電力会社・原子力推進派の対応はどれも信頼に足るものはありま
せん。使用済み核燃料の処分方法すら確定できていない状況で、これ以上の使用済み核燃料を生み出すような行為は愚かな事です。

27588 個人 法人等 ３０代 男性 私は、原発はいらないと思います。 原発がないと生活できない社会に明るい未来を感じません。人々が「調和して生きていくことの幸せ」を感じる力を育てていくことが大切だと思います。何をするか？ではなく、どんな心でいる
か？が豊かな社会を創っていくのに重要だと思います。

27590 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 厄介な1970年大気浄化法改正法（マスキー法）に応じ
て、日本の自動車メーカーが誰よりも早く技術革新を
して、世界に先駆けていました。同じように、ゼロオプ
ションのおかげで技術革新が期待できるかと思いま
す。

ものすごく厄介な1970年大気浄化法改正法（マスキー法）に応じて、日本の自動車メーカーが誰よりも早く技術革新に成功して、本当の意味で世界に先駆けていた。その「厄介なマスキー法」が
なかったら、そういった技術革新をその時代にはまずなかったでしょう。同じように、２０３０年までにはゼロオプションをするのにとても最初のころはかなり苦労するかと思いますが、その「厄介な
法律」のおかげいろいろな技術革新が期待できるかと思います。ぜひとも、?ゼロシナリオを選んでいただきたいです。

27591 個人 自営業 ４０代 男性 安全でない原子力は必要ない。 広島、長崎に原子力の爆弾が落とされ多くの人の命を奪ったものでエネルギーを生むというものについて、一番原子力の恐ろしさをわかってる日本で、現時点で電力供給が原子力に頼らずとも
足りているものにわざわざ必要としない。
以前は、目に見えていなかった部分が３．１１によりより多くのものが見えた今、あえて必要のないものと考えます。関電の自己資本率の低下による大飯原発の再稼動など、本来の使用目的と
違った意味での使用について断固反対し、ゼロシナリオに賛成します。

27592 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 20-25シナリオを強く支持します。 ・クリーンエネルギーの開発の目途が立っていないなか、経済活動を維持していくためにも、0シナリオは考えられない。
・0シナリオを主張される方は、0シナリオを実現していくために、どのような貢献方策があるのかを各々明らかにしてもらいたい。それが政府任せだとすれば、無責任極まりない意見である。
・昨年計画停電を実際に経験したが、乱暴なのは承知だが、計画停電を経験しない東京23区内に居住する住民に0シナリオを主張する資格は無いと考える。もしくは、今後は23区内の住民にも
計画停電のリスクを負わせるべき。
・昨今の報道を見ていると、0シナリオ以外を主張すると、感情的に押さえつけられるといった、非国民の如き印象さえ持たれかねない。これでは、昭和時代の戦前戦中の世論状況に重なってさ
え見える。同じ歴史の繰り返しだと危惧する。
・7割以上が0シナリオを支持しているようだが、政府は感情的なポピュリズムに幻惑されることなく、冷静な選択を期待したい。

27593 個人 その他 ５０代 女性 原発０％を選択する。 日本全国に５０基以上の原発施設がある現実を３１１以降初めて認識した。それまでの無知と問題意識のなさを悔やんでいる次第ではあるが、事故後の東電、政府、マスコミ等の対応の有りよ
うを含め、日本の置かれている取り返しのつかない事態を目の当たりにし唖然としている。日本の便利な文明社会（と思わされている）や経済活動に必要不可欠となっている電気ではあるが、も
うすでに、今までと同じ価値観を持つ生活は出来ないのであり、このような回収出来ない汚染物質、未来永劫の遺物として残さざるを得ない事は慚愧に耐えない。日本の世界に誇る知識、技術
力、民間総力をもってすれば原発に替わるエネルギー開発は可能と思われる。専門こ方々に託すしかない私ではありますが、このエネルギーへのシフトの大変さは容易に予想できる。ここは世
界の先駆けとして日本から新しいエネルギーのシステムのスタンダードを構築していくべき。既存のものから新しいシステムの移行の過程における困難をそれぞれの分野で知恵を出し合って乗
り越える覚悟を持たなくてはならない。特に大きな既得権を持つ組織改造は抵抗があるとおもわれるが、原発は０％からのスタートで初めてこの価値観、社会、生活の「革命」成し遂げられる。
あまりに多くの犠牲を払い続けている今、まさにスタートするしかない。

27594 個人 パート・
アルバイ
ト

６０代 女性 1.原子力発電直ちに廃炉。
2.スマートグリッド導入
3.好きな会社から電気が買える。
4.発電設備のある家を作る。

1.作業者が被爆者となること、常に放射性物質で周囲を汚染する、事故になれば地球そのものの存続をもあやうくすること、使用済み燃料の処分もできない。

2.全国レベルでは電気が足りているのに、融通しあえないので、足りない電力会社が設備を増やすのはムダ。

3.クリーンなエネルギーを使いたい、頑張っている地方の発電を応援したい。

4.発電設備のある家が出来れば電線もなくてよい。

原発ゼロシナリオ（即時）

理由１）原子力発電所を稼働させることは、未来世代へのツケとなる
○いかに安全対策をとったとしても、原子力発電所を稼働させる限り、事故発生の可能性はゼロにならない。特に、日本列島を含む環太平洋地震帯では今、大規模地震の発生頻度が多くなっ
ており、大地震の発生する可能性が高い。
○放射性廃棄物は現時点で処分方法が定まっておらず、また、再処理技術も確立していない（高レベル放射性廃棄物の処分地も定まっていない）。すでにフィンランドでは地層処分が開始され
ているが、日本には安定した地層がないために同じ処分方法をとることはできない。

理由２）積極的な省エネルギーによって、CO2排出量もエネルギーコストも大幅に削減できる
○需要側の家庭や事業所でできる節電対策の余地が大いにある。特に空調や照明の設備更新、太陽熱給湯器の導入、窓の断熱強化等は、コストパフォーマンスも大きい省エネ対策であるこ
とが知られている。
○供給側でも、火力発電所の設備更新によって発電効率を高めることができることが知られている。
○これら需要側、供給側双方から、同じ効果を発揮するために必要とするエネルギー消費量を減らすことで、CO2の増加抑制とコスト抑制が実現できる。
○仮に設備更新や導入のためにコストが発生したとしても、それらは国外に流出するコストではなく、国内の市場創出、産業育成、雇用創出に貢献する。

理由３）再生可能エネルギーの普及は、エネルギーの安全保障強化と国内経済の活性化、ならびに地域経済の活性化に寄与する
○再生可能エネルギーによる発電量を増やすことは、国際的な原油価格の動向に左右されにくいエネルギー構造をつくることになり、日本のエネルギー安全保障を強化することになる。仮にエ
ネルギーコストが大きくなったとしても、エネルギーコストの国外流出を防止する。
○再生可能エネルギーは分散型のエネルギーであるため、国内のあらゆる地域で発電が可能になり、地域経済の活性化に寄与する。

理由４）共通目標が定まり、情報が適切に提供され、負担に不公平感がなければ、日本人は力を合わせて課題解決ができる
○私たち日本人の多くは、和を尊ぶ価値観を共有している。したがって、目指すべき目標を共有できれば、その道がどんな困難であってもその実現に向けて努力を惜しまない特性を持ってい
る。
○また、日本には、先進的な知恵、技術、人脈をもった人材がおり、エネルギーシフトに向けたさまざまな取り組みが、すでに全国各地で行われている。
○したがって、ゼロエネルギーシナリオの実現にはさまざまなハードルがあるとしても、そのハードルを越えるために何をする必要があるかについての情報が正しく提供され、官・政・財・民の役
割が明確に示され、公平な負担によって誠実に実行されれば、日本は新たなエネルギー社会の地平を世界に先駆けて実現できる力を秘めていると考えている。

以上、日本がゼロシナリオを実現するための客観的な条件はそろっており、日本人にはこれらを実現する力を持っている、と私は考えている。
しかし、これらの変化を阻害する人々がいる。それは、現状からの変化を避けたり恐れたりする、保身的な人々である。そうした人々は、政治的な意思決定の上位にも末端にもいる。また、自分
自身の中にもそうした心があることを、私も認めざるを得ない。
変化は、誰にとってもストレスだから、である。

しかし、有無もなく人生の大変化を迫られた人々がいる。福島原発事故で被災した人々である。そして、将来の不安におびえている子どもたちである。

それは、たまたま福島であっただけであって、もしかしたら若狭であったかもしれず、私もその家族も、直接的な被災者であったかもしれない。
そのことを忘れなければ、私は、自分の怠け心に負けず、状況を変えていく努力を続けていけると思う。
そうした努力を惜しまず、二度と原発のない社会をつくることが、被災した人々に対して、幸いにも被災しなかった者ができる貢献ではないかと思っている。

日本人には古来、他人ごとも我がことと感じられる感性が備わっていると思う。一人一人が我欲から抜けだし、その感性を取り戻していくことで、ゼロシナリオは実現していけると思う。
そして、国を挙げて新たなエネルギー社会を実現し、世界に示していくことこそが、福島原発事故で放射性物質を世界中にまき散らしてしまった日本人が今果たすべき、国際貢献であろうと考え
る。

27589 個人 法人等 ３０代 男性 原発ゼロシナリオ（即時）



27595 個人 家事専
業

５０代 女性 もちろんゼロです。それも即刻全原発廃炉。 あれだけの事故を起こしておきながら、原発維持、まして輸出なんてありえません。

溶け落ちた核燃料はどうやって取り出すのですか。
故郷を追われた人々にどのような償いをするのですか。
核のゴミの後始末はどうするのですか。

少なくともこれらの疑問に納得のいく答えがなければ私の意見は変わりません。

お願いです、日本人としてこれ以上恥ずかしい思いをさせないで下さい。

27596 個人 家事専
業

７０代 女性 原発は一切なくしてください。０パーセントを支持致し
ます。

原発無しでは経済が立ち行かないというご意見がありますが　人間が日常生活をキチント維持できなければ　経済も何もあったものではありません。
原発事故は必ずおきます。人間の作るものに絶対はありえません。
原発の事故は他のものとは比べ物になりません。人間の手ではコントロールできませんし　又使用済み燃料の処理も出来ません。それは今後も無理だと思います。
福島の現状を見て他人事だとは到底思えません。　原発に変わるエネルギーに変えるべきです。
そして一社独占の電力形態を変えなければ　先には進まないと思います。利権が絡んでいますが子ども達の命を最優先にして下さい。未来がなくなります。
東京電力の値上げに対抗して　我が家は徹底した節電に励んでおります。

27597 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロシナリオ（即時）をとるべきと考えます 原発ゼロシナリオを支持する理由
1.原子力発電により発生する廃棄物の処理方法に目処がたっていないため
・現状、なるべく人間から遠いところに格納する、しか方法はないように思います。
・しかし、そもそも日本にはそのような場所はありませんし、仮にあったとしても未来の子供たちにそのような廃棄物を残したいとは思いません。
・直接的に人間には影響がでないにしても、食物連鎖により間接的に影響がでることが懸念しないといけないような社会にはしたくありません。
・核廃棄物を残すくらいなら、赤字国債を残した方がまだましだと思います。経済的な問題であれば数十年で復興をとげることも可能だと思いますが、核廃棄物は絶対に数十年では元に戻りま
せん。
2.原発ゼロであっても（多少工夫すれば）電力の需要をみたすことができると考えるため
・福岡県に住んでいますが、原子力発電を停止した状態で夏のピークを乗り切れそうな目処がたってきました。
・今後も、原子力以外の発電方法の整備（充実）と、電力を使う側の効率的な利用方法の促進をつづけていけば、原子力発電をしなくても社会生活に全く問題はでないものと思います。
3.次世代エネルギーとしての可能性
・先に述べた廃棄物の問題がいまだ解決しないため、次世代エネルギーとして原子力発電を推進していくことはリスキーだと考えます。
・また、廃棄物処理や老朽化した原子炉の廃棄コストなどを考えると、経済的に見ても原子力発電のメリットはないと思います。
・今回の福島の事故により、一部の国では原子力発電に対してネガティブな意見がでてきているため、原子力発電に関する技術の輸出もそれほど期待できそうにありません。
・むしろ、再生可能エネルギーと呼ばれているいくつかの発電方法について、確実な供給方法を見つけることができれば、次世代のエネルギー産業につながると思います。

以上を考えると、原子力発電を継続するメリットがまったくないように思いますので、なるべく早く原子力発電をゼロにすることを望みます。

27598 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 　原発ゼロを選択します。
すべての原発を即時停止し、廃炉の作業を進めてくだ
さい。原発を即時ゼロとした上で、必要な省エネ、自
然エネルギーの開発のために必要な対策を講じてく
ださい。

　原発がひとたび重大事故を起こしたら、到底人間の手には負えません。福島第一原発の事故でそのことがはっきりしました。機械は必ず故障します。人はときにミスを犯します。そして、日本
列島は地震列島で、しかも地震の活動期に入ったと言われています。日本で原発を動かし続けるのは無謀としか言いようがありません。　また、原発を稼働させれば、核廃棄物も増え続けま
す。これまでにつくってしまった核廃棄物だけでも、すでに大きな負担をこれから先の世代に負わせることになってしまっています。何万年も管理が必要な有害物質を作り続け、これから先の世
代にそのツケを回すようなことは今すぐやめなければなりません。　被ばく労働も大きな問題です。原発のさまざまな問題点を考えれば、利点として言われている、クリーン、安価、安定供給、な
どどれも大嘘に思えます。原発からは即時撤退以外ありえません。
　エネルギーや環境を考える際に最も重視すべきは経済ではなく、人の命です。だれかの命を危険にさらしてつくられる電気など論外です。そんな電気は必要ありません。もしそれで電気が足り
ない、相当な不便や負担増があるというなら、それはそれで受け入れるしかありません。しかし、その不便や負担増を最小限におさえるべく、対策を考え、制度を整え、予算配分していくのが政
府の仕事でしょう。今回提示されたゼロシナリオは、負担増や規制強化を強調して、実現は難しいという印象をあたえ、原発存続に誘導しようとしているように思えます。しかし、国民の大半が原
発ゼロを求めています。多くの識者が原発なしでもやっていけると論じておられます。国民の声に耳を傾け、真に「国民の生活を守る」判断をしてください。
　まずは、今稼働している大飯原発を停止し、すべての原発を廃炉にし、原発なしでどういう社会をつくるか、というところからの議論をしてください。原発ゼロでやっていくための、省エネと自然エ
ネルギーの開発、そのための制度改革を進めてください。

27599 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 全原発即刻廃止 スリーマイル、チェルノブイリ、福島と４０年で商業原発が３回も重大事故を生じました。
原発事故は１００万年に一回の確率では無いことははっきりしました。事故の理由は何でも良いのです。事故が起こったことが問題なのですから。
と言うことは次の２０年で日本に二回目の原発事故が起こる可能性はかなり高いと考えるのは当然でしょう。事故の確率だけなら、確率論で簡単に計算できるでしょう。
今回の事故では、一つ間違うと東京に人が住めない状態になった事も明らかにされました。と言うことは、日本の滅びにつながる事故だったと言うことです。
つまり、東京、京都、大阪、北九州に人が住めなくなるような危険性、つまり日本の滅びを誘発するかなりの確率を秘めたテクノロジーを日本は動かしている事になります。
今回の福島の事故で、原発事故は、交通事故、航空機事故、タイタニック沈没、とは次元の違う事故であり、そもそも比べることすら出来ないようなものであると理解しました。我々の毎日で、生
活のために、２０年で家族が全員死ぬ可能性がある家に住みますか？電力会社の人、閣僚、産業界のお偉方はそのような家に住み、事故が起こったら、家族が死ねばいいと思っているので
しょうか。今まで原発を推進してきた電力会社関係者、政府関係者、企業責任者どんな責任をとったのでしょうか。全財産を、家族全員の命を差し出したのでしょうか。つまりこんな事は誰も責任
をとれない。とれないことが解っていて、責任をとるという政府は嘘つきです。
原発依存を絶って、新たなテクノロジーで勝負する方が余程日本の未来に役立つでしょう。

27600 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見
ゼロシナリオをめざすべき。

2030年といわず、すぐにでもゼロのシナリオをめざすべき。それぐらいの危機感を保てれば、必ず代替方法は見つかると思う。そしてこれまでの放射能廃棄物の処理方法と原発廃炉方法を先
送りにせず確立せよ。

27601 個人 無職 ８０代以
上

男性 　当面は、15％を目標とし、安全性が確認された原発
を運転しながら代替え発電力の開発を進める。
　数年ごとに結果を評価し、目標方向を追時修正しな
がら進む。

　国民の生活と国の経済の維持向上には、現在レベルの電気エネルギー量を削減することは出来ない。
　現時点での原発の発電量、ベース発電としての役割を代替えするには汽力発電しかなく、燃料費増加によるコストアップは避けられない。
　この状況を緊急に打開するには、遠い目標を 0%にするか30%にするかの議論に時間をかけても無駄だと思う。放射能被害に驚愕している国民にとっては、まだ冷静な議論をすすめる余裕は
戻っていない。
　わたしは、とりあえず 15% を目標としてスタートし、現時点の最高の技術で安全と確認された原発を運転しながら、代替え発電力の開発導入を進めてゆく。進捗結果を数年ごとに評価しなが
ら、目標の追時修正していくことが良いと思う。
　何事もやってみなければ判らないことは多い。特に新しいこと、未知の世界に　飛び込むと実行と反省の繰り返しが多い。
どんな惑星探査機でも発射後の追時修正で目標に近けるのだ。

27602 個人 家事専
業

４０代 女性 (1)ゼロシナリオを選択します。
2030年までにではなく即時廃炉を求めます。

原子力エネルギーはもういりません。
核廃棄物の処理もできず、このような生命を脅かす負の遺産を次の世代に残したくありません。

今回、福島第一原子力発電所の人災では地球規模で、我々日本人が迷惑をかけてしまいました。

これからは2030年までと言わずに原子力発電所を即時廃炉し、日本人が廃炉の技術などを磨き、世界に貢献していかなければいけないと思います。

27603 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 原発はゼロに。ただ、シナリオよりももっと自然エネル
ギーの割合を高めるべき。

原発は安全でないと、人事ではなく身をもって知った今となっては、巨大なリスクを背負ってまで原子力エネルギーを使い続けることはできません。
また、廃棄物の処理問題も心配です。核のごみを持ち続けること自体、莫大なエネルギーを要する上、現状ではほぼ永遠に、放射能について心配し続けなくてはなりません。
地球温暖化対策のため、未来の安全・安心のため、自然エネルギーの割合を高めるべきだと思います。
また、国民全体で節電意識を高めること、省エネのための取り組みを国家的に進めていくことも大事だと思います。

27604 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 「エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見
「原発・即刻・ゼロ」
＜原発のリスクが分かった今、次の世代にこの問題を
残すべきではない。＞

このパブコメ募集の三択枝が、原発を残す前提に基づいた恣意ある募集に感じる。
戦後、日本は様々な問題を抱えながらも復興を遂げてきた。皆が幸せに生きることが出来る現在を次の世代に残す為にも、何世代にも渡って残る放射能というリスクを選択することは出来な
い。その結果、一時的に経済が停滞し現世代が背負う負担は増えたとしても、それは我々が選択してきた結果であり、日本人は新たに再生エネルギーに転換した新時代の扉を開くことの出来
る力があると信じている。
政府は新しいエネルギー政策に本腰を入れるべきである。

27605 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力発電所は、即刻廃炉にし、代替の電源を開発
する必要があります。これ以降は、GTCCやガス、地
熱、小規模水力、風力、太陽光による発電を主体にす
べきです。

原子力発電所から出る放射性廃棄物は、処理ができないものです。即刻、すべての原子炉を廃炉にするべきです。原子炉が稼働される理由は、電力会社の経営の側面だけに限られてしまい
ます。そのような一時的な会社経営のためだけに、数万年以上の半減期を持つ廃棄物を生成し続けることは許されません。次の世代に押し付けてこの世代、あるいは現在の電力会社だけ利益
を得ることは国として許されません。

今後原子力に関する研究は、原子炉の研究ではなく、放射性廃棄物をどのように管理・処分していくということに限定するべきだと思います。また、そのような分野で先端的な研究をするべきで
あり、世界の原子力発電による放射廃棄物によってもたらされる汚染に対して指導的な立場を取るべきであります。

電力供給は、ガスを主体にしたGTCCや、地熱、小規模水力、風力、太陽光にシフトするべきです。また、送電会社と発電会社の完全な分離を行なうべきです。原子力基本法を廃止し、替わりに
自然エネルギー基本法を制定し、今後は環境に配慮された自然エネルギーを利用した発電に対して、補助金を与えるべきです。

27606 個人 その他 ６０代 男性 すべての原発を廃炉にすべきである。廃炉作業は地
元での仕事が長期間たくさん生まれる。かつて電力会
社が圧力をかけた新しいエネルギーを今こそ開発しよ
う。政治が変われば、日本にはその技術力が十分に
生かせる。

　原発は本当はコストが高い。国民の税金が使用済み燃料処理や補助金などあちこちへ相当使われている。政治家とエリート役人は、それをうまく秘密裏に進めてきた。さていざ事故が起こっ
てみると、原発を操作する人たちは制御する技術さえ持っていなかったことがわかった。政府・特に官僚にも原発事故が起きたら何もできないどころか、むしろウソを言ってごまかし、国民を欺く
ということもわかった。また放射能は危険であるしあらゆる核種が東京などにも飛散した事、それを公表しなかった事もわかった。今後はガンのみならず、放射線による健康障害が起こっても知
識や経験のある医者が少ないし、政府もこれを改善しようとしないし正直には公表しないだろうと思う。
　推測される意見と理由はほかにもたくさん山ほどありますが、原発事故から、我々が知ったことは、大きな「ウソ」で固められていたのだなあ、今も変わらない反省されていないということです。
日本もそのような原発政策だった、現在もそうである事が再稼働問題でもはっきりとわかりました。このような怪物にすがりつく政治はもうやめろ、世界が見ている、国民のための政策に変えよ
う。ウソを聞くのはもうたくさんだ、と言いたいのです。

27607 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 未だに収束の見込みのない福島原発事故の悲惨な
状況、地震の活動期に入ったと思われる地震国日
本、さらに将来に大きなツケを残す核廃棄物の問題。
以上より原発ゼロシナリオを選択します。

提示された三つのシナリオの中での選択肢は「ゼロシナリオ」しか考えられませんが、それにしても「2030年まで」というのはどういうことでしょうか?
即座に、可能な限り早く「原発稼働ゼロ」を実現すべきと考えます。
これほど脅しのような電力不足キャンペーンの中、周囲を見渡すと不必要な電力利用がまだまだ多くみられる中、大飯原発2基のみの稼働で(しかも、この一方、火力発電の稼働を一部停止し
た状況で)この夏を乗り切っているではありませんか。いつも政府や電力会社から提示されるものは供給力を過小に申告し、需要を過大に、そして消費者の節電努力を評価しない上での数値で
す。これで何を信用すれというのでしょうか?
福島の原発事故は全く「収束」には程遠い状況にあり、未だに危険な状況が続いています。そして、今も16万人の方々が故郷を追われ、広大な面積の土地が人が住めない状態になってしまっ
ています。原発の再稼働を推進する人たちはこのような状況をどう認識しているのでしょうか?
また、今、日本は地震の活動期に入っていると言われています。そして日本の原発の多くはその直下や付近に活断層があることを指摘されているにも拘わらず、その調査さえ電力会社任せで
あり、大飯原発に至っては再調査もせずに再稼働しているということに至っては言語道断です。
私の住む北海道は日本の食糧基地と言われていますが、もし、泊原発で同様の事故が起こった場合には健康被害は勿論のこと、北海道の農業も漁業も壊滅状態となることは明白です。農業
も漁業もない北海道など全く想像できません。
さらに、出続ける核廃棄物処理の問題も全く出口が見いだせません。今、出した核廃棄物を何百万年先まで管理し続けるということは想像を絶することです。
エネルギーの問題の議論を聞いていると、「不足するか間に合うか」という論点から「コスト＝経済性」の論点に移ってきているように思います。おそらく、量的には確保されていることが実証され
てきたためと思います。それでは、「経済性」と「安全性」は天秤にかけられる問題でしょうか? もう一度、同じような事故があった場合、日本は破滅に近い状態になってしまいます。経済性につい
ていえば、今まで廃炉のコストや事故時の賠償額などの引当をごくわずかしか行わなかった結果、原発のコストを低く発表していたにすぎません。今、全ての原発を廃炉にした場合、各電力会
社の原発関連の資産は全て不良資産になるわけですから、財務は劣化し、倒産の危機に陥るケースも想定できます。確かに「国策」として原発を推進してきたわけですから、電力会社にその責
任の全てがあるわけではありません。従って、例えばかつて金融機関を救済したように「公的資金」のようなものを注入するなど救済策を講じることは必要になるものと思います。また、電力料
金の引き上げも不本意ながら認めざるを得ないかもしれません。要は、国民のいのち、健康、生活あるいは国土の保全とエネルギーコストを比較することはナンセンスだと言わざるを得ません。
確かに、全てのエネルギーを自然エネルギーでということにはかなりの時間を要すると思います。しかし、原発に代わる部分は当面は化石燃料、それもエネルギー効率のよい天然ガスを多く活
用し(この価格も日本は外国よりもかなり高価格で購入しているようですが、交渉力を発揮してください)且つ省エネ努力を加味すればCO2排出量は低く抑えれるはずです。(CO2排出が地球温暖
化の要因かどうかには疑問がありますが・・・)　そして、将来的には化石燃料を自然エネルギーに置き換えていく、という流れが妥当ではないでしょうか。
今こそ「脱原発」「原発ゼロ」を政治決断し、その方策を講じることが、被災した福島県民、そして国民、さらには国際社会に対する責務であると強く思います。

27608 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原発依存度は20～25％を選択します。電気代が上が
らず国際状況の変動に対しても安定供給ができると
いう他の方法が実現できない限り原発を止めることは
全く現実的ではありません。

今回の事故の主原因（電源喪失）に対する対応策を実施した上で安全性を確認し再稼動すべきです。事故は不幸なことであり再発は許せませんが、叡智を結集してハード・ソフトの両面から乗
り越えていくことが科学技術の正しいあり方です。今回の事故を教訓とし、正しく対応して安全性を高めることができれば、技術立国日本のリーダーとしての地位を確立することにもなります。
原発に対する不安と恐怖からすべての原発を停止するようなことになれば、各産業の海外移転により国内産業の空洞化が助長され、失業・貧困の社会となり国の力は大幅に弱体化します。ま
た、国際状況により原油輸入等のシーレーンが確保できなくなれば他国の侵略さえ簡単に許してしまう事態になりかねません。

27609 個人 自営業 ５０代 男性 原発は出来る限り速やかに０をめざすべき。
再生可能エネルギーの技術開発を国策とすることで
日本再生を図るべき。

最終処分の方法がない状態で、これ以上核廃棄物を増やすことは最小限にとどめなければならない。また、地震の巣窟である日本に『安全』が確認された原発はない。少なくとも『安全』を確認
するためには、最新の知見やデータをもとに新たな基準を設ける必用があるがそれも出来ていない中での拙速な再稼動も認められない。
福島が収束していないこの状況でもう一カ所やったら日本は滅ぶ。１割そこそこの電力のために国家の滅亡を賭けてバクチを打つなど愚の骨頂である。
どうしてもしばらく必用なら、まずは新たな基準を作り、『安全な原発』を慎重に探し出し、その上で稼動させるというのが常識的順序だ。それすらできない状況で動かすようなことをこの期におよ
んでもやっているような関係機関に原発の運転をまかせるなど危険きわまりない。
また、化石資源の少ない日本は、大急ぎで再生可能エネルギーの技術を進歩させ、自前のエネルギー確保を進めるべきだ。海洋エネルギーや地熱エネルギーなどはむしろ日本は資源の宝庫
と言ってもいい。これまでは原発推進の国策がこうした新エネルギー技術の発展を妨げてきた。日本には技術があるにもかかわらず、再生可能エネルギーの分野では中国にまで抜かれてし
まっている。この分野に集中的に資本を投下し、新たな産業と雇用を生み出すことが、低迷する日本を再生する唯一の道だ。

27610 個人 その他 ６０代 女性 我が国だけでなく世界的に、エネルギーは原発に依
存してはいけない。直
ちに廃止すべきである。国内だけでなく輸出について
も政府は禁止すべきであ
る。

1．使用済核燃料の処理法は、莫大な費用をかけて研究しているのに未だ目途がついていない。にもかかわらず運転するのは、電力会社の目先の経営破綻を取り繕うために将来に危険な負
の遺産を残す、倫理上許されない 行為であり、してはいけないことは自明である。
2．事故時の被害の大きさを考えれば、場当たり的な手続きで大飯原発を再稼働したことは間違いであり、福島の事故から何も学んでいないと言われてもしかたがない。政府は再稼働を直ちに
撤回すべきである。
3．原発は倫理上許されないだけでなく、廃炉の費用やいったん事故が起きた時の被害額の大きさを考えれば、経済的にも見合わないのではないか。

27611 個人 家事専
業

５０代 女性 原発ゼロシナリオを望みます。原発は再稼動せず、省
エネルギー、再生可能エネルギーを最大限進めること
で、化石燃料の依存度を下げます。放射性廃棄物は
再処理せず、全量直接処分を望みます。

想定外の事故は起きること、そして原発の想定外事故がどれほど膨大な、取り返しのつかない被害をもたらすものか、今回の福島第一原発事故で明らかになりました。事故を経験したわたし達
が、地震が多発する日本に住むわたし達が、今選択すべきは脱原発への道です。
子ども達に、原発と増え続ける放射性廃棄物におびえる暮らしを手渡したくありません。
政府は速やかに脱原発へ舵をきり、核関連の研究者や技術者は力を結集して、廃炉と放射性廃棄物直接処分の研究・技術開発に当たっていただきたいです。
原発事故後、日本を訪れる外国人数は激減し、食品をはじめ日本からの輸出にも制限がかかりました。福島原発事故は未だ十分な原因解明も収束もしていません。日本が真に安全を目指そう
としているのか、世界の人々も注視していると思います。



27613 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 福島第一原子力発電所の事故による被害は、莫大な
被害をもたらしています。その為今後の日本のエネル
ギー政策において原子力発電の比率はゼロパーセン
ト、完全に無くすべきだと思います。

今後の日本のエネルギー問題に関しての対処は世界が注目していると思います。
世界的規模で被害を起こした原子力発電所の事故を日本が起こした以上、その責任を持ち今後のエネルギー問題を考えるべきだと思います。日本国民が安心して暮らせる国にして欲しいと願
います。原子力発電の事故が起こった場合の被害の大きさを日々感じている中で、新たに原子力発電を行うことは許されないと思います。日本は高い技術力を持つ国だと思うので、原子力発
電に変わる新しいエネルギー供給を可能にするシステムを作って欲しいです。結果的にはその成果が世界からみた日本の評価に繋がると思います。

27614 個人 その他 ６０代 男性 すべての原発を直ちに廃炉にせよ 東京電力が引き起こした昨年３月の原発事故は、政府や東電を含む電力各社の安全意識、危機管理意識が全く欠如していたことが露呈したばかりか、原発は人類にとって制御できないことが
明らかになった。

まぎれもない「人災」によって、多くの人の故郷、命、それに健康が奪われたうえ、未来の世代に負の遺産を残すことになった。「産業」よりも「命」や「健康」が重要であることは誰の目にも明らか
であるにもかかわらず、政府、民主党、原子力ムラの人々、電力各社は、一体、昨年の原発事故から何を学んだと言うのか。

原発事故が終息しておらず、潜在的危険性があるにもかかわらず再稼働を進め、国民の声や不安に耳を傾けずに前のめりになっている野田政権の原発政策は許し難い。

これだけ地震が多い国に原発を数多く立地してきたこと自体が問題である。いつ大地震が起きてもおかしくない状況の中で、野田政権が、本当にこの国と国民のことを考えているのであれば、
将来ではなく、いま、直ちにすべての原発を廃炉にすべきである。

27615 個人 その他 ４０代 女性 脱原子力発電、再生可能エネルギーを希望します。 福島原発の事故で1年以上経った今でも子供の避難がなされず、政府の対応に1国民として大変、残念に思っています。地震大国の日本がこのような惨事を再びくりかえすことのないよう、利益
重視の原子力発電から、安全性を第一に考えられる太陽、地熱などの再生可能エネルギーへ移行し、心からの豊かさを日本人がとりもどすことを強く願います。

27616 個人 家事専
業

７０代 女性 　国策として、狭い大地震国に５４基もの原発を造り、
安全神話をメディアを通じ流し、結果として国民を騙し
たのではと思います。福島の事故も収束には程遠い
のに原発再稼動する政府には怒りしかありません。

　活断層だらけの狭い、世界でも有数の地震国に原発は一基も稼動させるべきではありません。これまでたまった使用済み燃料の処理方法は全く確立されていない状況も大きな理由です。火
山の多い日本の何処に使用済み燃料を閉じ込め、１０万年以上の年月を誰がお守するのでしょうか？
　
　原発の経済性云々も全く説得力にかけると思います。事故が起きれば勿論、廃炉、使用済み燃料のお守、原発ほど高くつく発電方法はないのではありませんか？
　
　福島原発事故の国民への影響も懸念される状況を、現政権は過小評価してるとしか、思えません。特に福島の子供たちを一刻も早く疎開させて下さい。幼少の頃、戦争を体験し、戦後の厳し
い時期を過した者にとって、経済より、人の命を一番に考えるべきに思います。
　
　野田総理の大飯原発再稼動に際し、責任をとる発言、どんな責任がとれるのですか？有り得ない発言です。！！！

　原発、ゼロを支持致します。再生エネルギーに全力を注ぐべきです。

　

27617 個人 家事専
業

４０代 女性 原発ゼロ実現へ！ 安全な原発なんて、ありえません。
子供達に残す負の遺産はあまりに大きすぎます。

27618 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を支持します。
日本の原発は全て即廃炉にすべきです。今度同じ事
後があったとき日本は本当に取り返しのつかないこと
になります。今、子供を守らなければ日本国の明るい
未来はありません。

日本はどこにでも活断層がはしっていますから主のエネルギーを原発に頼るべきではありません。
地震はまた忘れたころに必ず起きます。今度事故がおきてからでは遅いのです。

日本人の技術力を生かしてクリーンエネルギーの開発に全力で取り組んでいただきたい。そして世界に示してほしいです。それができるのは日本だけです。
核廃棄物を子供、子孫におしつけるのはこれ以上やめてほしいです。

27619 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発即刻破棄 原発事故は誰がなんと言おうと、どんな理由であれ起こる。
スリーマイル、チェルノブイリ、福島と来たら誰でもわかることでしょう。
日本が滅びるようなエネルギーで生きてゆく選択は間違っている。他の手段があるのだし、日本はその手段を開発する力があるのだから。
国会議事堂に飛行機が落ちたって日本は滅びないが、浜岡原発や敦賀原発が事故起こしたら日本は滅びる。
この責任はどうとれる？
とる手段もないのに責任をとりますとはよく言った。
口先だけの政治家でなければ言えない言葉だと思う。

27620 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 絶対に「原発ゼロシナリオ」にしてください！ 理由(1)・・・原子力発電所の安全が保証されていないから。

理由(2)・・・原子力発電がなくても電気の発電量は確保できるから。

提案・・・このまま火力発電を多用すると環境悪化につながる可能性も考えられるので、太陽光発電や磁力発電などの安全な自然エネルギーが発電のメインとなるよう政策を促進してください。

27621 個人 その他 ６０代 女性 経済コストがどうであろうと、今現在,廃棄物の捨て場
もないのに再稼動などは言語道断・日常的に＜後片
付け＞が念頭にない人たち。この片付けは誰がする
のか、させるのか。原発は０に。

さまざまなジャンルで専門性が深まる中。深く深く突き進めば。やがて破壊に転じる。時間軸のなかで人の幸福希求を考える、倫理的思考がバランスを生む。戦後７０年　まだいけいけどんど
ん？だけか。

27622 個人 その他 ４０代 女性 原発即廃止 既存稼動原発は即廃止。
原発計画も不必要。
福島第一原発での、放射能漏れが今現在も進行しているこの惨状。
原発に全く依存しない発電を推進すべきです！

27623 個人 その他 ６０代 女性 ゼロシナリオを支持します。今すぐ脱原発に舵をきっ
て下さい。普通に廃炉にするにも何十年とかかる原
発。人類に残された時間はもう少ないように思えま
す。

未だに福島の原発で何が起こったかも分からない、廃炉にするにもあと何十年かかるか分からない、その間に自然界にばらまかれる放射性物質、原発での作業員の健康被害、増え続ける放
射性廃棄物。この中の何一つ解決出来ないで、原発を使い続ける無謀な行為を到底受け入れる事は出来ません。原発ほ人類がコントロール出来る技術ではありません。日本はこんなに痛い
目にあってまだ今までの生活を続けようとするのですか？節電だって、自然エネルギーだって政治が本気になればもっと進むと思います。何十年にもわたる自民党政権の無策と大罪は許され
るものではありません。今までの私達の生活、価値観を考え直す時だと思います。今、エネルギー政策を大きく転換する事で現政権は歴史に残る仕事が出来るチャンスを目の前にしているので
す。

27624 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を！
安全面、経済復興に配慮し、国民の未来への希望の
象徴にもある、新しい、いわゆる再生可能エネルギー
を、国策として進める。

ローカル発電拠点の集積等により、現実的で確実な手法を構築、世界に先駆けた新エネルギーシステムを確立する。未来志向の指針があれば、国民にとって短期的な不自由などは問題には
ならない。新しい日本像を世界にプレゼンテ－ションしようではないか！

27625 個人 自営業 ５０代 女性 原発はゼロにすべきです。どの原発でも事故は起こり
える。「想定外」という言葉は、もはや今となっては通
用しません。

ただし、原発ゼロシナリオの「原発ゼロ→火力発電のパーセンテージをあげる」というのはあまりにも安易で、時代の流れに反しています。地球温暖化防止のためにも、政府はもっと自然エネル
ギーの活用に目を向け、その開発や設備投資に力を注ぐべきです。本当の<クリーンエネルギー>を作り出すことが、21世紀を生きる我々に課せられた使命なのではないでしょうか。

27626 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見

原発ゼロ、2030年に向けて代替えエネルギーを模索
すべき

原発のリスク性、情報不透明性、使用済み核燃料という副産物の危険性など、
いま個人で集められる情報レベルで考えてみても、
原発を次世代に引き継ぎたくない。
福島原発の事故を踏まえて、いま私たちが原発にNOという意思を示し、
新しい代替えエネルギーを模索することが、創造的選択だと思う。
もしこの選択で一時的にエネルギーの恩恵を受けなくなっても、
明るい未来のために喜んで享受する。

27627 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 ゼロシナリオを支持します。 福島第一原発事故がその理由です。今回の事故が起きて、一度原発で事故が起きれば、(1)人が住めなくなる土地が出来てしまうこと、(2)放射能の影響は定量的に判断できるものではないた
め、人びとの間に疑心暗鬼が生まれてしまうこと、(3)そうなった時に誰も責任を負えないこと。がはっきりと分かったからです。野田総理が何度も「私の責任で」という文言と一緒に大飯原発を再
稼働させましたが、「一国の総理大臣の責任」がかかっても、原発事故は一度起きてしまえば、取り返しがつくことがないからです。
これまで原子力発電にお世話になってきたことは事実かもしれません。ですが、それは今までのことです。こういう事故が起きてみて、意見を変えることは至極全うなことだと思います。国策とし
て進められてきた原発ですが、今回の事故を受けて、方針を変えることは、国にとって少しもマイナスではないと思います。むしろ、ここで方針を転換出来ないようであれば、日本という国の政治
が硬直状態であることを声高々に表明してしまうものであると私は感じています。
原発の事故が起きた時に「責任を取れる」のであれば、原発政策を続けてもいいのかもしれません。しかし、原発の事故というものは、起きてしまえば誰も元通りには出来るものではないというこ
とがはっきりしました。この場合、「政治的な責任の取り方」は何の慰めにもなりません。
国の在り方として、次世代に核廃棄物というゴミを押し付けるような政策は早く方針転換してくださるよう、願っております。

原子力技術開発は日本の責務
　世界の一次エネ消費は、２０１０年に石油換算１２０億トンとなった。これは１９６５年時点の４倍を超える伸びであるが、今後はインド、中国を中心にさらに爆発的な増加が見込まれている。
これだけのエネルギーを自然エネルギーでまかなうことは夢物語であり、化石燃料も採掘コストの急上昇や、その際の自然破壊問題、CO2の発生など多くの問題がある。世界の消費をまかなう
ために原子力の活用は必要不可欠であり、世界の全ての国が原子力から手を引くことはありえない。韓国や中国で大規模な原子力事故起これば日本も影響を免れ得ず、日本だけが原子力か
ら手を引いても何も解決しない。
　また、国民一人当たりのエネルギー消費が世界平均の２倍（電力消費は２．９倍）であり、石油換算５億トン／年（2010年）もの一次エネルギーを消費する日本が、金にあかせて世界の化石燃
料を買いあさることは許されない。一次エネルギーの９６％を輸入に頼っている日本は技術の力で世界のエネルギー問題に貢献する義務がある。
自然エネ開発が大切なことはもちろんだが、福島事故を経験した我国こそ、原子力安全のリーダーとなるべきである。事故から得られた知見を活用するとともに、二度と事故を起こしてはならな
いという強い使命感で世界最高の安全性を確保した原子力技術で世界の原子力安全に貢献することが世界に対する、また後世に対する責務である。

エネルギー問題は市民の問題・命の問題
　計画停電による混乱の経験を持ち出すまでもなく、電力不足は国民の生活を混乱させる。高層マンションでエレベータが停止すれば生活はできない。水道も電気がなければポンプが働かな
い。交通信号も停電すれば大事故につながりかねない。
　また、健全な原子力発電所を廃炉にすることによって発生する電力料金の高騰と、電力不足という不安定な状態は産業の海外にシフトを招く。国内産業の空洞化により市民の働き口がまた減
少する。経済が疲弊することは人心の不安を招き、生活苦から死に至る、または死を選ぶ人が必ず増える。
原子力の事故で死んだ人はいないという中部電力社員の発言が批判を浴びたが、原発を止めることで増える死者に対する責任を取るのは誰か。直接停電による死亡の場合は電力会社に責
任を押し付ければよいということかもしれない。しかし、経済の混乱に対して政権は（あるいは反原発論者は）いかなる責任を取るのか、明確にした上で議論しなければならない。

原子力設備は国民の財産
　電気事業者は、国の方針に協力し「脱石油」、「脱化石エネルギー」のために原子力開発を推進してきた。
その費用を負担したのは電気の需要家である国民（産業界を含む）であり、原子力発電所はその意味で国民の財産である。減価償却も終わっていない健全な原子炉を廃炉することによる負担
は（いかなるスキームを取ったとしても）結局国民が負うことになる。そのことを国民一人ひとりが十分理解したうえで、エネルギーミックスについて議論する必要がある。

エネルギー問題はセキュリティー問題
第二次世界大戦やイラン・イラク戦争を見ても分かるとおり、歴史上エネルギー資源の争奪戦が戦争を引き起こしてきた。エネルギーの９６％を輸入に頼っている我が国は、調達先を多様化し、
供給途絶に備えなければならない。自然エネルギーは国産エネルギーという意味で重要ではあるが、後述するようにその役割は限定的にならざるを得ない。再処理を含めた原子燃料サイクル
の確立により、準国産エネルギーとして利用できる原子力の役割は重要である。
韓国では新蔚珍原子力発電所が本格着工した。炉型は韓国独自のAPWRで、初の完全国産化プラントを謳っている。日本で原子力産業が衰退すれば、日本の技術者は韓国や中国に流出して
いくことだろう。日本は原子力プラントとともに技術立国を支える頭脳も失うことになる。

自然エネルギーへの（正当な）期待
　自然エネルギーの代表格である太陽光と風力については、その可能性への期待が大きい。
しかし、一般の理解にはかなりの誤解がある。
例えば６月２８日付けの日経新聞に、再生可能エネ全量買取り制度の導入を受け、メガソーラーや風力発電所の新規事業計画が全国で計２００万ｋｗ超に達することが分かった。出力では原子
力発電所２基分に相当という主旨の記事が掲載され、後日、他紙でも同様の趣旨の記事があった。
しかし、自然エネと原子力を出力だけで比較することはできない。太陽光も風力も、自然の状態によって出力が大きく動く。雨、無風の時は「出力ゼロ」である。設備利用率は平均すれば１５％程
度、原子力の１／５以下であるうえ、出力変動が大きいため大量導入の際には蓄電池なり揚水発電所等がなければ十分には役立たない。

　そもそも発電方式にはそれぞれ特性があり、出力や発電電力量だけで比較するのは無理がある。
常に一定運転する原子力、自然次第の再生エネルギー、需要に応じて出力を変えることのできる火力やダム式水力、蓄電池機能を持つ揚水など、それぞれの特性があり、適切に組み合わせ
たうえで特性と経済性を活かして運用することが大切である。

　現在の選択肢「表２」の試算には自然エネルギーの大量導入に不可欠な蓄電池費用が考慮されておらず、誤解を生む内容となっている。さらに、自然エネルギーの大量導入に伴う環境負荷
については未知の部分も多く、現段階では議論さえされていない。
これらの点を都度明確にしたうえで時間をかけて議論すべきである。

　以上の理由により、我が国には全を基盤として世界の原子力技術をリードする責務があり、少なくとも当分の間は新規開発を含めた原子力開発を堅持すべきであると考える。
選択肢については３年程度後の見直しを条件として当面20-25%案を支持する。今後、自然エネルギーの普及状況やコスト、生活への影響等を継続的に見極めたうえで、適切な時期にシナリオ
自体の再精査を求める。

27612 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ３年程度後の見直しを条件として当面２０～２５％案を
支持する。
今後、自然エネルギーの普及状況やコスト、生活への
影響等を継続的に見極めたうえで、適切な時期にシ
ナリオ自体の再精査を求める。



27629 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 今すぐ原発0にする 一秒でもはやく原発の稼働をやめて一グラムでも核のゴミが少なくなるようにする

27630 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ゼロシナリオを選出を希望いたします。 第一に電気エネルギーを創出するにあたり、位置エネルギー、熱エネルギー、また一般的な化学反応によるものでなく、時間軸での排出物相殺を加味したような、現在の人間では還元できない
物質を扱うことが持続可能な環境づくりから大きく乖離していると考える。

第二にたとえ非常に安全な原子力発電ができようとも、やはり核兵器との並存は続くことは、今回の核プロフェッショナル不在の日本での事故対応から明らかである。核の管理は民間でなく市
民の統制が可能な軍隊でしかできないものであり、それが出来ない日本は持つ資格がない。

27631 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 提示されている３つの選択肢からは、原発ゼロシナリ
オ以外は考えられない
各エネルギーの供給比率においても、現在の化石燃
料頼りから脱却しようとする強い意志が感じられない

ドラスティックな改革の為いは、強い意志と、目標値と日程が明確であるべき
福島第一の事故を経験しても尚、原子力に依存する体質から脱却する意思が
政府の行いから、全く感じと取るができなず、非常に残念

27632 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発ゼロしかありません。使用済核燃料の処理も出
来ないのに、何が再稼働か。

核をコントロールできないのに、何故原発再稼働か。もともと地震大国である日本には、原発は建設すべきではありません。まずは政府は「原発ゼロ」を宣言し、再生可能エネルギーへの転換を
積極的に図るべきです。

27633 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロシナリオを望みます 子どもたちの未来を守るためには、脱原発を確実におこなうゼロシナリオしかありません。
危険な原発を動かすこと、新たな原発を造ることには反対です。
放射性廃棄物や使用済み核燃料の処理技術も確立していない今、原発の安全性を語ることはできないと思います。
事故が起こった福島の現状からも、いったん事故が起これば「産業低迷」どころではすまないことを、わたしたちは学んだはずです。
今あるルールのなかで自然エネルギーを拡大することは難しいかもしれませんが、自然エネルギー市場を拡大させるための施策を打つなどして、エネルギーの新たな時代を切り拓いていくべき
です。
原発をやめることは、今の時代を生きるわたしたちの責任であると考えます。

27634 個人 無職 ５０代 男性 ゼロシナリオを支持し今すぐ原発ゼロにする。 ゼロシナリオを支持し今すぐ原発ゼロにする。

27635 個人 無職 ７０代 女性 １ゼロシナリオ 　福島の現実を見たときにこんなに危ないものをすぐにやめるべきだと思いました。自分の孫にこんなものを引き継ぐわけにはいきません。絶対にすぐにすべての原発を廃炉にしてください。原
発を動かし続ける限り、核のごみが出続けます。このごみを何世代もの子孫に背負わせるわけにはいかない。

27636 個人 家事専
業

４０代 女性 2012年中の依存比率ゼロを要望します ただちに健康に影響はないと言われ、原発事故後も当地で過ごしました。
1歳の歩き出した子ども、
地面に尻もちをつき、土や靴何でも舐めてしまう子、その子も公園で遊んで過ごしました。
今になって、昨年3月～の放射性ヨウ素が桁違いの数値だったことを知り、
ショックでした。
ストロンチウムと遠くに飛ばないと大臣が言っていたのに、しっかり検出されました。
今は後悔と恐怖でいっぱいです。
政府は助けてくれませんでした。
政府は本当のことを教えてくれませんでした。
政府は嘘をつきました。
そんな恐ろしいものいりません。
子どもの命を守るのが母の務めです。
未来に繋ぐのが大人の責任です。
どうぞどうぞ単純に命について考えてください。

27637 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発に関しては即時〇％を訴えていきます。 原発の安全性が担保されてない現状では〇％としか！国民の一人としては声を挙げざるを得ません。3.11の事を置き去りにして原発を稼働させるのですか？安全の担保を示してください！千
葉県沖・首都直下型・東南海・南海と地震が予想？いや日本列島は歪んでますよ！その中で今原発を稼働させることは大きなリスクを国民が背負うことが誰にでも明らかです。明日地震が来な
いと誰が補償できますか？来ることを想定するのが大人の考え方でしょう！違いますか？絶対に〇％にするべきと考えます！もし、福島の四号機が大量の放射線を出していたらということを考
えていますか？いま、日本がすることは反原発です。原爆を落とされた時と同じです！日本だからこそ世界に伝えることが出来るのじゃないですか？その日本が原発を動かして世界が学びます
か？
次世代の電力供給システムにお金を使いましょうよ！2～3割電力料金が上がっても良いですよ！いや倍になる事もあるでしょう！享受しますよ！原発を動かすぐらいなら。

27638 個人 自営業 ４０代 女性 原発ゼロにすることを要望します。
さらに「節電」の目標を、政府の提案よりもさらに行う
法律制定を要望します。

節電について、2010年比1割の節電ではなく、もっと多くの割合でできるように新しい法律制定を希望します。

法律案
・「夜のネオン」に規制をかける。
　　都会では、防犯に必要な照度以上に、ネオンに電気が使われています。これに規制をかけても問題ないと考えます

・24時間営業の規制
　便利だけを追求していて、景気に関係のない無駄な24時間営業などがあれば、規制して節電する。
24時間営業は、これをやめさせるに値するほど、経済に影響はあるのでしょうか？それを、政府で検証してほしいです。

・都会に緑をふやす
　あまりに緑が減ってしまったため、木陰＆緑により風が吹かなくなっています。
　公園にも、木陰ができるようなところはすくないです。
　学校や幼稚園、公共の場所には、木陰ができる場所を増やす。
　あとは、道がコンクリートに覆われてしまっているのも
　暑さを感じやすくなっています。
　ただ、どうしても土になると草が生えます。
　草刈りのシステムにお金をつかわない方法を
　戦前の日本のシステムを思いだしてもらい、法律を変えていったらどうでしょうか？

・他にも、節電を法律で規制するよい方法を、戦前の日本のシステムを参考に策を練ってほしいです

27639 個人 自営業 ６０代 男性 再生型エネルギーの開発と確保の疑問。安直に火力
発電に頼ったら、温暖化防止はどうなるのか。原発は
安上がりと聞かされてきたが、後始末の費用を無視し
てきただけのこと。正直に情報を出して議論のやり直
しが必要。

1.将来的には、再生型エネルギーに転換する、という意見が実に安直に飛び交っているように見えるのだが、それは本当に十分な検討・検証を受けて「可能である」と実証されたことなのか、と
ても不安。また、「原発がだめなら火力発電で」などということで安直に考えられたら、大気中のCO2濃度の低減などという理念は紙に書いた餅になってしまうのではないか。日本がリードしてき
たはずの温暖化阻止の理念はどうなってしまうのか？
2.事故前は「原発は安全で低コスト」などと言う宣伝が隅々にまで行き渡っていて、すっかり我々はそれにだまされてきた。私は、青森県の六カ所村に使用済み核燃料の半永久的貯蔵所を作
る、という話を初めて聞いた時、その気の遠くなりそうな長い年月、それを保管して監視を続けなければならないことを知った。そして、使用済み核燃料は、原発を使い続ける限り、延々と際限な
く増えていくではないか。六ヶ所村の貯蔵施設など、そう遠くない将来満杯になってしまうことも。それと、30年～40年原発を稼働したら、それを廃炉にするという話も同時に知った。廃炉にするま
でのその面倒な作業工程とともに、とても長い年月をかけなければならないことも知った。この2点にかかるコストを考えると、素人考えでも、原発が安全で低コストなどという話は、まるっきり嘘
で固めた作り話に過ぎないのではないかと実感した。この2点のコストを全て入れて、もう一度、原発で作られる電気のコストを計算したら、一体どうなるのか、そんな説明を今まで一度でも公表
したことがあるのか？
　とにかく、もっと現実に即した、そして事実をもっと厳しく見つめた議論が絶対に不可欠だ、というのが私の実感なのです。

27640 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 １．ゼロシナリオを選択します。

廃棄物処理方法の確定していない原子力発電を継続
することは、後々の世代にリスクと経済負担を先送り
することに他ならないからです。

１．ゼロシナリオを選択します。

廃棄物処理方法の確定していない原子力発電を継続することは、後々の世代にリスクと経済負担を先送りすることに他ならないからです。
原子力発電所を一度に廃炉にすることは、原発関係者の雇用の問題もあるので難しいでしょうから、無理のない範囲で、ひとつづつ減らして行くことが大切です。ただし、ここで肝要なことは、高
速増殖炉もんじゅの再稼働計画中止、廃炉についてだけはただちに決定することです。国民の税金を大量に投入しておきながら、まったく役に立ってない失敗続きの高速増殖炉実用化計画
は、きちんと中止を明言して、廃棄物処理方法をどうするかを結論づける必要があります。
エンジニアかつサイエンティストとして働いてきた自分の経験から申し上げれば、もんじゅの計画は絵に書いたもちと言わざるをえません。政府の内部に、きちんとそこの判断ができるひとが必
要です。再処理を念頭においた日本の原子力開発はその根底がくつがえっているわけであるのですから、当然、原子力発電は遅くとも2030年までにはゼロに持っていく必要があります。

27641 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 見える化
原発は１０％を目指す

原発をどうするかという方針で、０％、１０％、３０％と案がいろいろありますが、ただ数字だけ示されてもわかりません。
０％の意見が多いと思いますが、感情的になってる気もします。

まずは、使用されている電力がわかるようにするべきです。それこそ、お隣の家が使っている電力から、都庁のビルで使っている電力までわかるように。
スマートメーターというやつです。規格でいろいろ揉めているようですが、インターネットで誰でも電力が見えることが最終形だと思ってます。

出せる情報を出してから議論したほうが、後から検証も可能になります。

原発１０％の理由
原発に頼ることにより、他の技術が伸び悩んでいると思います。
アメリカでは、シェールガスを掘り出す技術ができたので、原油の輸入が減ったそうです。
日本は、周りに海底資源が沢山あります。海底５０００ｍから何かを掘り出す技術を確立すれば、その技術も売れます。
原発が使えなくなれば、本気で取り組む機運が高まるのではありませんか？

いつまで日本はエネルギーを輸入する国なのでしょう？今のままなら永遠に輸入国です。
核融合エネルギーは厳しいかもしれませんが、藻から発電という方法もあると聞いてます。

日本発のエネルギーは、永遠に夢ですか？

27642 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原子力は人類には制御不能。放射能被害の影響は
未知。ゼロシナリオを選択します。

福島原発の事故により、改めて人類は原子力を制御出来ないことが示されたと思う。ヒロシマ、ナガサキのことを忘れてはいけない。原子力に手を出すことは、のちの世代にツケを残すことだ。
これ以上被害を広めないために、今すぐ原発を止めるべきだ。ゼロシナリオを選択します。

27643 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ２０３０年段階のわが国の全電源に占める原子力発
電の比率について、私は(1)の０％を強く希望します。

　２０３０年段階のわが国の全電源に占める原子力発電の比率について、私は(1)の０％を強く希望します。
　福島の事故が終息するどころか多くの犠牲者が出ている上に、未だに多くの放射能が放出され、多大な人たちを傷つけている現在にあって、どうしてこの発電方法を未来にまだ使おうなどと
考えられるのか、不思議でたまりません。たとえ電力が不足することがあっても、それによる不自由さを我慢するリスクと、この発電方法を今後もわが国で続けるリスクとを比べれば、後者がは
るかに大きなリスクであることは火を見るより明らかだと思います。全ての前提は、まずこの危険な発電方法をやめることにあると思います。
　また、素朴に考えて、いつも思うのですが、この発電方法を続けることによって一部の人が大きな利潤（お金）を得ることがあるとして、その人たちも、地震・災害の大国であるこの国で今回のよ
うな事故がまた起きる可能性は高く、もし起きれば、自分もその被害を被る可能性は高いと思うのに、なぜそれでもこの方法にこだわるのか、不思議です。日本人は、とか言う前に、生物として
の「生きる」本能は大丈夫なのか、危険性を感じて避けるという本能はどんな生き物でも持ち合わせているに・・・と思うのですが。
　

27644 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 (1)ゼロシナリオを希望します。 (1)ゼロシナリオを希望します。
地震国の日本に原子力発電は危険が大きすぎる。
「原発を増やさない」、「耐用期間は40年」という方針なら、１５％は原発を増設するか、耐用年数を伸ばすことになるので、賛成できない。

１．原発０％シナリオ以外ありえない。事故が起きた場合、取り返しがつかず、事故処理費用や放射性廃棄物処分費をきちんと計算すると非常に高コストで、放射性廃棄物が数十年先の子孫に
まで災厄をもたらす原発は、2030年を待たずに即時全廃すべき。
・原発は絶対に安全でなければならないが、機械もので、人間が操作し、災害もあり、絶対は不可能。少しでもリスクがある原発は動かしてはならない。事故が起こった時の被害が他の発電シ
ステムと比べて大きすぎ、電気を得るための手段として選択すべきではない。電源は安全性を最優先すべき。危険を冒してまで電力を得る必要は無い。たかが電気のために、健康や生命、生
活、故郷、友人、知人、仕事等を失うことは、本当に悲しむべきことである。絶対に原発で電力を得るという誤った選択をしてはならない。
・使用済み核燃料最終処分場の当ても無いのに発電を続けるのは無責任。また、使用済核燃料の放射能の影響は数十万年後まで続く。過去の人たちが、放射性廃棄物のような毒物を生産し
て後世に残すことは無かった。現世代の人間は、放射能を無害化できる技術も無いのに、後世の人たちに死の灰を残すのは、本当に恥ずかしいことであり、これ以上核のゴミを増やさないため
にも、原発は即時全廃すべきである。
・原発の発電コストは安いように言われるが、福島の事故の賠償や復旧費用を入れると、火力発電よりも高いのは明らかで、原発のコストには使用済み核燃料の数十万年後までのコストを入
れなければならない。３万年前にできた日本列島の地下に、数十万年先まで高レベル放射性廃棄物を安定して埋設するのは不可能である。事故処理費用や高レベル放射性廃棄物の最終処
分費用はいくらかかるか分からず、原発の発電コストは無限大であり、コスト面からも選択すべき電源ではない。
・使用済み核燃料を再処理すると、費用も余分にかかり、高レベル放射性廃棄物の量が増えるだけである。もんじゅも含めて核燃料サイクルに多額の税金が使われており、即刻やめるべきで
ある。

２．再生可能エネルギー発電は自給率向上のために最大限導入拡大し、残りの電力を高効率化した火力発電とコージェネで賄うことで、十分に電力は確保することができる。
　・エネルギーセキュリティ対策としては、純国産の再生可能エネルギーを増やすのが最善の策。導入当初はコストが高いが、普及が進むにつれ価格は急速に下がっていくことを、計画にしっか
り折り込むべき。太陽光発電もFITが始まった2009年以降、急速に価格が下がっている。
・太陽光発電や風力発電に加え、多雨で急峻な地形を生かした小水力発電や、世界3位の資源量を誇る地熱発電や温泉発電、豊富ながら未活用が多い木材バイオマス発電など、日本国土の
資産を生かせる再生可能エネルギー発電の十分な増量を計画に織り込むべき。これまで原子力につぎ込んできた国の予算を、これら再生可能エネルギーの拡大に使うべき。
・再生可能エネルギーの積極拡大により、国内産業、経済を活性化させるべき。原子力に代わり、再生可能エネルギー産業を世界No.1で、日本を代表する基幹産業に育成し、海外にも拡げる
ことで国際貢献すべき。経済団体はいつまでも原子力技術に固執せずに、再生可能エネルギー技術で日本の再生を図るべき。
・再生可能エネルギーは地方に適地が多く、地方の活性化につながる。原発で村興しよりも、再生可能エネルギーで村興しする方が、地域でお金が循環する仕組みもつくれ、はるかに良い。
・再生可能エネルギー拡大で課題となる電力系統の強化は、国民インフラとしてコストがかかっても国が主体となり取り組むべき。後の世代にも有益な資産として残る。そのためにも発送電分離
も含めた電力の完全自由化を早急に進めるべき。電気料金の低減にもつながる。

３．天然ガス、石炭の火力発電とコージェネを当面の基幹電源とし、これらの高効率化や燃料の低コスト化に取り組むべき。ガスCCやIGCC、燃料電池など、積極的に開発、導入を進め、資源購
入先の多様化と石炭の活用による燃料価格低減と安定調達に取り組むことで、再生可能エネルギー拡大と併せたエネルギーセキュリティ確保と、電力価格の高騰防止を図ることができる。
・シェールガスにより資源量が大幅に増えてコストも下がっている天然ガスのコンバインドサイクル発電への置き換え、新規導入を積極的に推進すべき。北米シェールガスの輸入や、ロシアから
のガスパイプライン新設など、天然ガス購入先の多様化や、日本全体として集中購買することによる価格交渉力の強化など、調達リスクと購入コストの低減を進めるべき。
・低価格で豊富な資源量もある石炭使用の火力発電の高効率化を積極推進すべき。特にIGCCは国が支援して実用化を強力に進めること。
・燃料電池などのガスコージェネレーションも分散型の安定発電電源として、またエネルギー利用効率の向上のために非常に有効であり、力強く推進すべき。

４．CO2による地球温暖化はあくまでも仮説であり、気候変動の原因は科学的に解明されていない。また、温暖化による影響も3℃程度の上昇までなら好影響の方が多い。事実として、人類や
生物は暖かい地域に多く存在するし、暖かい地域は寒い地域よりもエネルギー使用量は少なく、食物生産は多い。
・温暖化は待ったなしと言われながらも、各国は本音では問題無いことがわかっているので、ポスト京都議定書の議論もいっこうに進まないし、米国も全くその気が無い。
・前述した再生可能エネルギーの拡大や、ガス、石炭発電の高効率化により、結果的にCO2排出量は削減される。但し、あくまでもCO2削減は目的ではなく、再生可能エネルギーの拡大やエネ
ルギーの効率的利用を進めた結果である。2030年のエネルギーを考える上で、CO2排出削減を考えることは全く必要ない。

27628 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発０％シナリオしかない。事故の取り返しがつか
ず、高コストで放射性廃棄物が残る原発は即時全廃。
再生可能エネ発電を積極拡大し、残りは高効率火力
発電で賄う。CO2温暖化は仮説で、影響も不明確のた
め考慮不要



27645 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 福島事故の再発防止を完璧にした上で、２０３０年に
原子力発電所２０～２５％のケースを支持します。

福島事故では県民が多数東京をはじめとして県外に流出しており、大変な問題となっております。こうした点で原子力発電所は一度事故が起こると大変危険で、できれば原子力発電所に頼りた
くないという心情はよく理解できます。しかし、ゼロシナリオのように再生エネルギーを現状の３倍にするとしたとき、家庭の月7000円の電気代の家庭でも300円近く再生エネルギー買取の負担
を、太陽電池が普及するまでの10年程度負担することになります。これが、工場や企業の場合にどのくらいの負担になるかをきちんと考えることが大事です。企業の再生エネルギー買取の負担
に大きなリスクがあると思います。消費税やらいろいろな負担が増えそうな中で、原発依存を下げることの意味は分かりますが、電気代の増加を、スペインのように電力会社に負担させる方法
もありますが、電力の安定供給は確保できるのか。ドイツの買い取り制度の一部？停止のニュースもこの問題を露呈させている。ヨーロッパ経済危機などリスクの高い状況下では、まず、多くの
国民は納得がいかないかもしれないが、「最高水準の安全対策」を実施した上で、２０～２５％の原発を稼働させ国の経済を安定させることが、まず大事と考えます。経済が破たんすれば我々
は生活できません。産業の空洞化が進めば、私たちの子供の職も無くなるかもしれません

27646 個人 パート・
アルバイ

３０代 男性 原発0%すべき 人が制御できないものを動かしてはならない。即刻全ての原発を廃止するべき。

27647 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 即時「原発0」を望む。
国民と国土の安全と健康、未来のため。被爆国とし
て、全ての技術と知恵を脱原発のために注ぐべき。政
治・行政は誇りと意地をもって決断と行動を。原発ゼ
ロに向け必要な施策は応援します。

原発ゼロを望みます。

怖いからです。人間が制御できないものに頼ることはそもそも選択肢として適切でないと思います。持続可能な社会を作るため、被爆国でもある日本が率先して困難な課題に立ち向かうべき。
そのために、これまで培ってきた技術・知恵のすべてを投入しましょう。政治・行政に頼らざるを得ない今の仕組みにおいて、政治・行政はよくよく考えて、将来に恥じない働きをしてください。一
国民として、そのために必要なことには協力します。日本は良い国です。人は優しくて国土は美しいです。この国を安全に維持することは大人の責任であると考えます。

27648 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 ゼロシナリオ 二度と同じ事が起こらないよう原発廃止お願いします。

27649 個人 家事専
業

５０代 女性 原発の使用済み核燃料の処理を出来ないまま原発を
使い続けているのはおかしい。福島第一原発から放
射能が出続けているのに誰も責任を取っていない。危
険な原発から廃炉にしていき原発を30年以内にゼロ
にすべき。

　原発の使用済み核燃料の処理をきちんとできないまま、原発を使い続けているのはおかしいと思う。
　福島第一原発の事故は終息しておらず、放射能が出続けており、多くの人が苦しんでいるのに、誰も責任を取っていない。
　たとえ電気の使用量を減らさなければならなくなっても、電気料金が上がるにしても、危険な放射能にさらされるよりはましである。
　危険な原発から廃炉にしていき、原発を30年以内にゼロにすべきである。

27650 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 2030年時点での原発依存度はゼロシナリオを支持し
ます。ただし原発依存度ゼロになるのは2030年といわ
ず、もっと前倒しにするべきだと思います。

　福島原発の事故とその後の対応を見ると、政府も電力会社も重大事故に対応する能力が著しく不足しており、今後予定されている組織変更でもその能力にははなはだ疑問を持たざるをえま
せん。
　また日本は地震大国であり、地震の活性期に入ったといわれているうえ、活断層の真上やすぐ近くに立地しているといわれる原発も多数あります。
　つまり原発を安全に管理することは日本では不可能であり、3.11まではたまたま運が良かったということです。
　代替エネルギーとしては地熱発電を推薦します。日本は地震大国である反面、世界3位の地熱資源大国であり、風力や太陽光のような不安定性もなく、原発10基分の発電能力が見込めま
す。これに加えて風力、太陽光、バイオマス、波力等の再生可能エネルギーに日本のハイテク技術を投入し、今後の成長分野で優位に立つというのがベストシナリオだと思います。

27651 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 断固0％！
原発はいらない！

使用済み核廃棄物の処理方法が 現実的に存在して
いないものを
使っているなんて 今すぐ止めるべき！！

この先を生きる世代に負の遺産を残すな！

処分できないものを使ってはいけないなんて 子供でもわかること。
正しいことを子に教える大人が、なぜくだらない決まり文句を並べて
これだけ重大な事故が起きているというのに、
国民の真意を無視して再稼働、さらに原発を必要などと言えるのか？

遺伝子を傷付ける放射性物質、
遺伝子が傷付いてしまったらもう後戻りできない。
 
こんなんでは子供、孫、またその先、先、、、そのうち日本は滅んでしまうのでは？
目先の今のことだけを考えず、“不可能”なのではなく、今までの既成概念にはないものを“可能”にしていくべき！

電力が足りないんじゃなく、電力を極力使わない生活へと還る。
それを国が推進していく、
技術力のある日本なのだから還っていく（より自然に）に向かうべく、技術や雇用を産み出せるはず。
それでも必要なエネルギーは、四方八方を海に囲まれ、火山がたくさんあり、、、と自然に恵まれた気候を活かし、
波力や地熱、標高差や田畑を活かした小水力、
休耕田にソーラーパネル、、、等、大きな規模でなく、各コミュニティ毎に賄えるようなシステムを作る、
もちろん送電線の自由化、

電力会社を選べるようにする等、変えていくべき！

処理方法のない原発を後の世代がなんとかしてくれる、、、と押し付けないで
即刻廃止！！

私達自身も自然の一部でこの世で生かされているんだということを自覚し、自然に反するようなもの、還らないものはもう使うのを止める時だと思います。

いい加減、国や政府がしっかりと行動して！！！

27652 個人 法人等 ５０代 男性 ゼロシナリオを支持する。
現在停止中の原子力発電所は再稼働させず，大飯原
発も速やかに停止させるべきである。脱原発を明確に
して，国のエネルギー政策をグリーン経済へ大きく転
換すべきである。

　福島原子力発電所の事故によって，これまでの国と電力業界，原子力発電に関わる研究者の唱えてきた原子力安全神話への信頼は地に落ちた。事故原因が最終的に解明されない状態で，
大飯原子力発電所の再稼働に踏み切ったことで，この三者が本質的な反省に向かわず，3.11以前の原子力村の恩恵に固執していることが明らかになった。
　このことが逆に，安全のためには「ゼロシナリオ」を選択するしかないことを示唆している。当事者能力も責任感もないものに，危険極まりない原子力発電所の運転を任せておくことは不可能だ
からだ。
　この夏の酷暑の中での，関西電力管内の消費電力の動向は，国民の省エネ努力が本気であり，原子力発電所を稼働しなくても，電力の需給が可能であることを示している。万が一大規模停
電が起こったとしても，それがもたらすかもしれない損害は福島の事故の影響とは比べものにならない。小規模の計画停電に対して国民が受忍することは，昨年の東京電力管内での（不必要
な）計画停電の事例が示す通りである。
　国は，エネルギー政策を，再生可能エネルギーの開発と普及，省エネ技術の振興，小規模地域発電を中心としたグリーン経済へと大きく転換し，脱原発のタイムテーブルを明確にすべきであ
る。20世紀までの「経済発展」のプログラムが破綻し，経済分野もでパラダイムシフトが始まりかけている今，この動きに他国に先んじて指針を合わせることが，経済面でも多大な貢献をもたらす
ことは，ドイツや北欧の例が示している。日本はその列に早急に加わるべきである。
　事故を起こさなくとも，処理方法も決まっていない放射性廃棄物を出し続ける原発を稼働することは，後に続く世代に対する倫理的責任からもやめるべきである。日本の持てる技術と能力を挙
げてエネルギーシフトに取り組むことこそ，これからの日本の取るべき道である。
　

27653 個人 無職 ６０代 男性 原子力発電所は即刻廃止すべきである。 　人間がコントロールできない、原子力はあまりに危険であり、事故が起これば多くの生命を脅かすことが明らかである。これまでもウラン燃料の採掘、製品化において多くの命を奪ってきたし、
隠された原発の点検修理時における被爆者の存在を隠してきた罪は大きい。また、使用済み燃料の処理方法さえ決まっていないという負の遺産を子孫に残すわけにいかいない。
　原発の経済性もよく主張されるが、ウランの採掘から使用済み燃料の処理費用、廃炉費用、原発の建設に伴う経費を考えても、他の燃料による費用より経済的とはとても言えず、この点でも
原発の建設については問題が多い。
　人間にとって、経済よりも命が大切なのは明らかであり、日本は世界中の原発の廃止に主導的な役割を果たすべきである。

27654 個人 その他 ５０代 女性 即刻、原子力発電は０に。再稼動はしないで、大飯原
発も早く止める。

小児科医です。
福島第一原発事故や六ヶ所再処理工場の放射能物質の垂れ流しは将来世代の健康を損なう結果につながります。小児のがんや白血病の悲惨さを目の当たりにすると、何としてもこういう疾患
を引き起こすリスクは回避すべきです。
全国の原発は殆ど稼動していませんが、電力は足りています。火力・ガス・自然エネルギ－による発電を望みます。

27655 個人 その他 ５０代 女性 絶対に、０％、0%で！！ ０％、0%です。文字化けしたら困るので、2種類にしてみました。絶対に０％、0%です。1基たりともなくしてください。廃炉です。お願いします。

27656 個人 自営業 ２０代 男性 2030年までに原発比率をゼロ％にすべき 2030年までに原発比率をゼロ％にすべき。

27657 個人 その他 ３０代 女性 ゼロシナリオを支持します。 原子力発電のような危険が大きすぎるものを残すのはおかしいと思う。今の時代もっと地球や人に危なくないものを開発できるはずだと思います。

27658 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発事故は悲惨な結果をもたらした。大地動乱の時
代に入り大地震は続き、今後も原発事故は必ず起き
る。一度発生すると被害は甚大で、現在の技術ではコ
ントロール不可能だ。早急に原発依存から脱却すべき
である。

３．１１に加えて福島原発事故は悲惨な結果をもたらした。例えば、子供の被曝、避難に伴う関連死、日常的な被曝、故郷を追われ帰還できない人々の発生、災害救助・救援の困難性など。こ
のような大地震は１００年に一度だけだろうか。地震学者によるとプレートの活動は大地動乱の時代に入ったとされる。確かにスマトラを見ても短期間に巨大地震が幾度となく発生している。日
本も例外ではない。大地震は今後も継続的に発生するだろう。原発は絶対に事故は起きないという「安全神話」－実は嘘であったが－に支えられて５４基もの原発が全国で稼働していた。産業
革命以降、様々な技術が開発され、コンビナートの圧力容器の破裂・爆発、飛行機の墜落、橋梁・建物の倒壊・崩壊、有害物質の漏えいなど、多くの悲惨な事故を発生させてきた。事故が起き
ないよう管理するが、物事には完璧はないのだ。これらの経験から言えることは、産業技術で事故の起きないものは絶対にないと。原発も同様で、事故は必ず起きる。特に原発事故は、冒頭書
いたとおり、放射能により周囲を汚染し、被曝を伴う、事故対応を困難にするなど他の産業技術と異なる困った特徴を持っている。原発の事故の頻度は小さいかもしれないが、一度発生すると
被害が甚大である。小さな頻度と書いたが、記憶に残る世界的な大事故として、スリーマイル島原発事故、チェルノブイリ原発事故、そして、福島原発事故と今まで既に３回も起きている。かつ
て専門家は、隕石が人に当たる確率と述べていたが、それ以上の発生頻度である。この頻度も嘘だったのだ。部品の故障率などの内部要因のみの計算値だった。地震や津波、テロなどの外部
要因によるリスクは含んでいなかった。現実の事故発生は高いと考えた方がよい。しかるに、現実に事故が発生すると、福島原発事故をみてもわかるとおり、現在の原発の技術ではコントロー
ルが不可能なのだ。福島で実証されたとおりだ。この教訓から言えることは、出来るだけ早期に原発依存から脱却すべきということだ。原発を停止すると、電力供給が不安定になるとか、高い発
電コストとなるとか言われるが、これらはプロパガンダである。実際は、原発の存在によって電力供給が不安定になった。原発の発電コストは本当は非常に高いものなのだ。原発が放射能を内
蔵するという性質上、どこかの原発で事故やトラブルが発生すると、同種同様の危険性を回避するために原発を停止させることとなる。それが国民に対する安全管理である。つまり、原発は電
力供給を不安定にする性質を持っているのだ。事実、過去にも供給の危機に陥ったことがあった。原発の発電コストについても、本来実施すべきであった津波・地震対策、改定指針の完全適
用、テロ対策、被害者への補償、除染費用、廃棄物の最終処分コストなど、全ての費用を加えれば、原発のコストは決して安くはないのだ。今後建設するなら原発よりはコストの安い自然エネル
ギーの発電施設を建設すべきである。既設の原発を廃炉とすると有効に使わないで無駄になるとか、火力発電の燃料費で負担が増えると言うが、政策を改めるのだから一時的なコスト増加
は、企業、株主、金融支援機関、消費者全てが受忍しなければならない。偏狭な短期の利益のみを追求し、廃棄物や環境の汚染は外部化を図ろうとする企業は社会的責任を果たしてはいな
い。幸いにも、いま国民は負担増があっても安全、安心なエネルギーを求めている。同時に、日本には省エネや自然エネルギーの基礎技術や実用技術が豊富にある。また、日本の企業は、目
標が決定されれば、ＰＤＣＡサイクルを効果的に運用してその達成を図る技術や技能を持っている。過去に排ガス規制を乗り越え、現在の自動車産業の発展となった歴史を想起すべきだ。日本
はかつて太陽光発電で世界一の実績があったが、その後、大きく後退した。政策の継続に問題があったからだ。最後に、今後のエネルギー政策は、民主党政権も推進することとしているよう
に、グリーンエネルギー革命に向かうべきだ。効率的な自然エネルギーの開発や省エネルギーの研究に開発費を今以上配分して、グリーンエネルギー革命のスピードを加速させるべきだ。固
定買取制度が７月からスタートしその気運は醸成されている。屋根の上や休耕田の太陽光発電、海岸や海上の風力発電など自然エネルギーシフトを協力に推進しなければならない。そのこと
は、とりもなおさず、雇用確保につながる。国内のインフラ整備の事業であるから、企業の国外移転のおそれはない。以上のとおり、危険性（安全性）、電力の安定供給、コスト、国民の支持など
全てがゼロシナリオの方向を向いている。本来なら原発を停止したまま再び稼働させないでほしい。２０３０年を待たずに原発による発電をゼロとすべきであるが、三つのシナリオから選択する
となるとゼロシナリオで進めるべきだ。

27659 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発はなくても経済は発展するし、生活も豊かにでき
ます！依存率０％！！

ドイツの例を見てください。
経済は発展しても、電気使用量は増えていないし、雇用もそれほど悪化していません。
むしろ、あらたな分野の技術がどんどん生まれ、それが世界に出て行くようになっています。

節電の技術、省エネの技術は、いずれインドでも中国でも南アメリカ、アフリカ、全ての国で必要になってきます。

日本のフレキシブルかつ、コンパクトな発想や技術は、世界規模で必要とされるでしょう。

これらの技術の需要を伸ばすためにも、また、不要なリスクを避けるためにも、日本には原発は必要ありません。

原発は高コスト、高リスクなエネルギーであり、なんらしがみつく理由が国民目線では見当たりません。

政府が国民の代表からなる代議士で構成されているなら、一部の大企業の利益だけを優先し、一般の国民の声を無視するようなら、いずれ、国自体がいずれギリシャのように崩壊することにな
るでしょう。
出て行ける、技術や資金を持った人々は日本から出て行ってしまうでしょう。

国が国民の方を向き、また、福島の窮地を一刻も早く改善すべく、舵取りを修正されることを願います。
政府の目指す日本の未来は、暗闇の中にしか見えてきません。
われわれ国民をどこに連れて行こうとしているのか、それをまず明示できるようになること。
それから原発が真に必要かどうかを議論すべきではないでしょうか。

それまで、０％で、まずは国民生活の安全を図るのが、政治をつかさどるものとしての使命ではないでしょうか。

27660 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 日本にある全原発の即刻停止を求めます。 私を含め、原子力に疑問を持つことなく生きてきた日本国民が福島第一の原発事故を受け、原発のリスクについて考えるようになりました。

そして、多くの国民が「原発を使いたくない」と考えるようになりました。
これは、全国で起きている反原発のデモや抗議活動を見れば明らかだと思います。

民主主義でありながら、この民意を取り入れない理由はなんでしょうか？
国は原発で得をする人達のために働くのではく、国民のために働いてください。

唯一の被曝国である日本が、原子力の呪縛に立ち向かうべき時がきたのです。
世界も注目している一歩です。

27661 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 日本が原発を利用していくことが今後必要。化石燃料
を日本はもっていないため、日本の今後の安定的な
発展に不可欠である。

原発推進に賛成賛成である。

日本には化石燃料がないため、エネルギをある程度分散させておかないと産業を
発展させることができなくなる。
原発による事故による危険性と世界での戦争のため、化石燃料を輸入できなくな
る可能性を比較すると、化石燃料を輸入できなくなる可能性の方が高い。
化石燃料を持っている国もこれを、外交カードに使ってくる。

一方、中国は、70基近い原発を建設し、最終的には、500基を稼働させるそうで
ある。彼らが事故を起こす可能性もあるのである。日本が事故をおこさないと
放射能をあびないということにはならない。
（少し、放射能に対して敏感すぎると思わるが）

27662 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 「原発０シナリオ」を選びます 「原発０シナリオ」を選びます。
その理由として、現在の原発の方式は火力発電所とおなじ、水を沸騰させてタービンを回すという方法ですが、その燃料として、人類がまだ制御できていないウランを用いているというところに
問題があるからです。
マスコミ等でコメントしている専門家は火力の燃料よりも原子力の燃料の方が安いと言っていますが、採掘から使用するまでの加工料、使用後の保管料などを勘案して本当に「安い」と言えるの
でしょうか。私はそう思いません。火力の燃料のほうが明らかに安いとおもいます。
また、原子力はクリーンだと言っていますが、それも今回の福島の事故において、クリーンではないということが証明されたと思います。
核燃料を使用して、もっと違う方式で、他の発電所よりも何十倍ものエネルギーを作ることができ、さらに使用済みの燃料は何の害もない。という風になるのであればその発電方法は「あり」だと
思いますが、現在の方式の原発は０にするべきだと私は考えます。



27663 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 現在の人間の技術力では、原因が何であれ事故が起
これば結局は時間の経過を待つしかできずリターンよ
りリスクが大きすぎるので、原発ゼロシナリオを支持し
ます。

原発依存０を支持します。理由は、１.放射性物質を完璧にコントロールする術を持っていないため。ただその崩壊が収まるのを待つだけというのはコントロールできているとはいえません。２.ゆ
えにその負の遺産は未来の人類・地球に背負わされます。そのような無責任はいけません。また現時点においても、金銭的見返りと引き換えにどこかを犠牲にし、他が利益を享受するという関
係もあってはいけないと思います。３.日本は世界有数の地震国で危険な建造物を立てるには向きません。４.１００％の安全はありえません。原発以外の発電所での発電についてもリスクは０で
はありませんが、原発はひとたび事故が起きたときのリスクが大きすぎます。以上のことから現在の人間の技術力を見るに、今は原発への依存度を０にしていかざるを得ないと考えます。。
ただし逆を言うならば、放射性物質を完全にコントロールできるようになったならば、原発による発電にも賛成します。ですから、原発以外のエネルギーの研究に力を注ぐと共に原子力の研究に
も力を入れていくことを要望します。かつ社会においては、早急な発送電分離を求めます。このことにより、現在の電力会社の独占状態がなくなり自由な電力会社の競争が進められます。エネ
ルギーの研究が進められ、安全性、経済的問題が改善されていくと考えます。また国民は自分の望むエネルギー利用の仕方を選ぶことができます。
経済が助け合いや命に優先するということはあるべき姿とは思いませんが、それでもお金の問題も大事なことではありますし、停電が命に関わる一大事の方もいます。電力確保の大切さはよく
わかっています。無理のない範囲でゆくゆくは原発を０にしていくことを望みます。日本人にはそれは不可能ではないと考えます。

27664 個人 パート・
アルバイ
ト

６０代 男性 ゼロｼﾅﾘｵ 原発事故でこらから何10年、いや何100年先まで人が住めなくなる地域が出てくると思う｡人が暮らしよくなるために造った物が人、自然を滅ぼしてしまう。

27665 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ２０３０年までに０％というのみならず、直ちに原子力
発電を停止するべきである。

原子力発電所が稼働中に万一事故が起き放射能が拡散した場合に回収除染を完璧に処置できる方法がない状態で原子力発電所の再稼動をしたのは非常に恐ろしい。直ちに原子力発電所
の稼動を停止するべきである。
　安全だから稼動してもよい、といのは間違いで、必ず想定外の事態があり得るので放射能の汚染拡散はあり得る。拡散した放射能を確実に回収・除染する方法が確立するまで原子力発電所
の稼動はすべきでない。
　日本の美しい国土に、これ以上立ち入り禁止区域を増やしてほしくない。

27666 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ３つの選択肢の中から選ぶとすれば「０％」を選択しま
す。これは２０３０年という一時点における電源構成割
合が０％ですが、本当は全原発を即廃炉にするべき
だと思います。よろしくお願いします。

政治や経済の中枢におられる方の中では、福島第一原発の事故は過去のものとなってしまったようですね。まもなく事故から１年半が経過しますが、喉元過ぎて熱さを忘れてしまったようです
ね。福島の事故原因はまだ解明されていません。４つ（国会・政府・民間・東電）の事故調査報告書が出ましたが、正確な事故原因は明らかにされていませんよね。また、国民の意見に耳を傾け
ず、電力会社や経済界の声だけを聞いて再稼動した大飯原発。首相は何を根拠に再稼動に踏み切ったのかについて、納得のいく説明をしておりません。「国民の安全を守るため」だなんてよく
言えるよね。ましてや、活断層の調査結果も明らかになっていないのに。そして、使用済み核燃料の処理についても、明確になっていないのではありませんか。このように、現時点で原発を再稼
動できる根拠は何一つないと思います。首相はよく、「先送りしない政治」というような発言をされますが、脱原発を先送りするのはやめてください。現在の社会で脱原発が簡単ではないことくら
い、国民はわかっています。それを承知で国民、政治家、公務員、経済界、皆で知恵を出して、脱原発という目標に向かって手を取り合って向かっていきましょう！

27667 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 白紙に戻すのであればゼロシナリオを前提とすべき。
原発ありきでなぜ話を進めるのか全く理解できない。
日本が持続的成長を続ける以前に、多くに生命が危
険にさらされ、成長以前の状況であることを認識すべ
き。

原発が生まれて何年が過ぎ、その原発が日々生み出す廃棄物を日本、日本人のみならず、私たちが生命の営みを行なう地球に、支障の無い形で戻すのにかかる年月とを比較すれば、如何に
原子力発電というものが、持続的成長を続ける以前に、単に様々な破壊と無駄なお金と時間を費やすことになるかが分かるはずではないでしょうか。
そして、10年後、50年後、100年後に私たちではなく、次の世代が、まだ目の前に残る原発や使用済みウランの山を見て、先祖である私たちの疎かに眉をひそめることは目に見えませんか。
今だからこそ、経済性ではなく日本人、いいえ地球人として恥ずべきことのない決断をすべきではないでしょうか。
3月11日の震災で私たちは何を学んだのか？そして、成長以前に住めない状況になっては元も子もない。
一部の利益ではなく、地球人、日本人として、後悔のない、恥じることの無い決断を望みます。

27668 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原子力の比率は０にすべき。原子力は採掘、精製、発
電、廃棄物処理など全ての過程で環境を汚染し、
様々な人や動植物の犠牲の上に成り立っている。人
道的に原子力は直ちに廃止すべき。経済性を優先し
てはならない。

原子力は廃止し、比率は０にすべきである。原子力は採掘、精製、発電、廃棄物処理など全ての過程で環境を汚染し、様々な人や動植物の犠牲の上で成り立っている。これは人権問題であり
人道的な観点か原子力は直ちに廃止すべきである。仮に経済的なメリットを優先することはあってはらない。

27669 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 男性 ゼロシナリオ（即時）が適当。
この地震国日本で原発を保持する事は、
国家安全保障上、大きなマイナス。
また、本当の原子力のコストを考えれば、
原発を選択肢に残した方が経済的負担も重くなる。

ゼロシナリオ（即時）が望ましい。
絶対に事故は起きないと言っていた原発が事故を起こした以上、
いくら安全対策を強化すると言っても国民の信認は得られない。

また、安全対策に金を使えば使うほど、
ただでさえ怪しい原発のコストメリットは崩壊していく。
バックエンド・コスト等を含めた「本当の原子力のコスト」を考えれば、
原発を選択肢に残した方が、経済的負担が重くなるのが現実。

この地震国日本で、未規定なリスクである原発を保持する事は、
国家安全保障の上で大きなマイナスであるばかりか、
安定した経済成長をも阻害する。

全く採算のとれない核燃料サイクル事業からは撤退し、
放射性廃棄物は全量を直接処分すべき。
再処理等積立て金は、廃炉費用に転用を！

最後に環境面。
CO2の増加より、事故を起こしてダダ漏れになる放射能や、
垂れ流される汚染水、あるいは何万年もの間
管理が必要な放射性廃棄物をさらに増やすことの方が、
地球環境に悪影響であることは明らか。

27670 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロのシナリオを選択します。 いくら技術が進もうが、核エネルギーは人間がコントロールできるものではないことがチェルノブイリの事故、東海原発の臨界事故、福島の原発事故で分かりました。また、地震国である日本
が、こういった危険を伴うエネルギー源を選択することは愚の骨頂だと思います。これ以上、国土を失わないためにも、またこれ以上命を守るためにも原発ゼロのシナリオを進めていってほしい
と思います。

27671 個人 自営業 ４０代 女性 原発0％を目指すべき。福島規模の原発事故が再発
した場合には、経済的にも受ける損害は大きい。使用
済み核燃料の処理問題も未解決で、運転を続ければ
核廃棄物は増える一方。早いうちに代替エネルギー
へのシフトを。

原発は0％を目指すべきです。経済界から反発の声も上がっているようですが、万が一、福島のような原発事故が再発した場合には、経済的にも受ける損害は大きいはずです。また、使用済み
核燃料の処理問題も解決しておらず、このまま運転を続ければ、核のゴミは増える一方です。早いうちに代替エネルギーへの転換を決定して、全力を挙げて取り組んでいくべきです。そうでなけ
れば、50年後にも同じような問題を議論し続けることになるでしょう。もしくは、それ以前に原発事故が再発して、日本は世界からの信用を失っているかもしれません。目先のことにだけとらわれ
て問題を先送りするのは、責任逃れをして将来の世代につけを回すことにほかなりません。

27672 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロシナリオ（即時） 日本の原発はすぐに全部廃止するべきだと思います。日本は地震が多い国です。いつどこで地震が起こるかわかりません。安心して暮らすことができません。廃炉には何十年もかかり、雇用が
減ることもありません。

27673 個人 自営業 ３０代 男性 ゼロシナリオです。
原発には反対です。

事故が起きてからでは遅いからです。
もう、既にあれだけの大事故が起きているわけですから、再稼動はありえません。

27674 個人 家事専
業

６０代 女性 原発ゼロシナリオを今すぐ選びます。福島第一原発
の事故は未だに放射能汚染を止める事が出来ていな
いのに、再稼働を許可した現政府の方法に反対で
す。

日本は火山列島・地震の国だと小学校から学び高層ビルや巨大建築は不向きな大地が常識であるのに、建築技術を過信して５４カ所も原発が建設されていた事を３／１１原発過酷事故で初め
て知りました。この秘密政治に呆れています。その５４原発のどこでも地震は起き福島と同じ事故が起きることがあってはなりません。今すぐ廃炉しても降ってくるストロンチウムやセシウムは３０
年経っても半分の放射能が残って住んでいられない故郷になることは許されない。一企業や政権で責任がとれる事故ではない事が国民全員で学んだ事故だったのです。周知を集め政治の力
で無くすべき原発です。

27675 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 提示されている３つの選択肢はまったく国民として受
け入れられる内容ではない。原発の比率は震災以前
よりも増やすべきである。

経済発展や国民の生活向上を考えた場合エネルギーはその基本となるもので電力はもちろんそのしゅたるものである。原発にかわる代替エネルギーについてまったくなんおメドもたっていない
今ヒステリックに原発を減少させること国家として無責任きわまりないと考える。代替エネルギーへ変更す場合のコスト負担を国民に押し付け、経済発展を押し下げ、国民生活の衰退と不安を強
要するのはやめてもらいたい。発展途上国も含めて世界のエネルギーは急ピッチで増加させるべきであり、それには原発を推進していくしかない。津波災害はあったが原発災害は起こっていな
い。ヒステリックな感情論にまどわされずに冷静に正しい判断をすべきである。

27676 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 (1)ゼロシナリオを選択。
原発は一つでも事故を起こせば、多数の人が被害を
被り、国土も汚染され、人が住めなくなる場所もでき
る。現実に事故を起こし、今後もその可能性のある原
発は稼働させるべきではない。

(1)ゼロシナリオを選択します。
原発はたとえ一つでも事故を起こせば、多数の人が被害を被り、国土も汚染され、人が住めなくなる場所もできてしまいます。
実際今回の福島の事故でも多くの人が被害を被りました｡「放射能で人は死んでいない」という人もいますが、百歩譲ってそれを認めても、この事故の影響で、「避難の途中で亡くなった人」、「汚
染地域に取り残されて地震の被害から救出されずに亡くなった人」、「将来を悲観して自ら命を絶った人」など、多くの人が亡くなっています。
また、人が住めなくなった地域もありますが、そうでなくても、放射能で汚染された地域は広範囲にわたっています。そこに居住する人びとは私を含め、今後放射線によって健康被害が出るので
はないかと不安に思いながら暮らしています。しかも今後、実際に健康に被害が出ても、それを放射能の影響と実証するのが難しいというのが現状で、何の補償を期待することもできません。
人間は、放射線の人体に与える影響について未だ十分な知見を得てはいないのです。そういう中で、これほど大量の放射線をまき散らす可能性をもつ原発を稼働させるのは無謀という以外に
言いようがありません。
しかもこれまで安全だと言われ続けてきた原発が実際に事故を起こしました｡このことで、もう原発は安全でないということが実証されました｡「未曾有の地震」というのは何の言い訳にもなりませ
ん。繰り返しますが、実際に、事故が起こったのです。
そして、そのことはこれからも同じような事故が起こりうるということを示しています。
今回の地震により、これまでの地震学の知見がいかに未成熟なものであったかがわかりましたし、地殻の状況もこれまでとは一変し、地震がさらに起こりやすくなっているとも言われます。また、
その後の検証によって、活断層の真上に建設されている可能性のある原発も指摘されています。
これまで原発の安全性を主張し続けてきた学者が、実際の事故を目の当たりにした時の対応を見て、私はあきれました｡福島第一原発が水素爆発を起こした時、解説をしていた学者は「これは
爆発ではない」と言いきったのです。あれは私のような素人がみても爆発としか見えませんでした｡そしてそれは、実際に水素爆発だったのです。「裸の王様」の話が思い浮かびました｡現実を正
しく見ることのできない人は科学者ではないし、そういう人の言うことは信じることもできません。
原発を稼働させ続ければ、今後必ず再び事故を起こします。
さらに、使用済み核燃料の処理の問題も残っています。原発から撤退する国が増えていく中で、廃棄物の処理はさらに難しくなっていくでしょう。
このような状況の中では、一刻も早くすべての原発を廃炉にするのが賢明です。
電力不足の懸念はもちろんありますが、それ以上に大切なのは国民の安全・安心と国土の保全です。
「ゼロシナリオ」は当然実現可能なシナリオですが、「2030年までに」と言わず、一刻も早く「原子力発電ゼロ」を実現することを望みます。

27677 個人 自営業 ５０代 男性 直ちに原発は０にすべき。
・原発は事故が起きた場合に回復不能な被害をもた
らす。
・地震国大国日本に「安全な原発」など建設不可能。
・原発の規制行政が機能不全を起こしている。
以上が理由です。

結論]直ちにすべての原発は止めるべきです。当然、２０３０年までに０になっているべきです。
[理由]
１．原発は事故が起きた場合に回復不能な被害をもたらす。
福島被害は最終的には数十兆円になると予想されています。
福島第一原発周辺数キロは、何十年間以上にわたり人が住めない土地となりました。
これは日本の領土が実質的に焼失したのと同じです。
このような災害が過去の日本にあったでしょうか？

２．地震国大国日本に「安全な原発」など建設不可能。
技術的に安全な原発をつくれないことは、元技術者の後藤政志氏が詳しく説明しているところです。
再び福島と同じ事故が起きたら、日本は放射能だらけの国という印象を世界中に与えます。３度目の事故がいつ起こるのかと恐れて、海外からは人が来なくなるでしょう。日本の商品は海外で
拒否されるでしょう。日本経済は壊滅します。

３．規制行政が機能不全を起こしている。
大飯原発の直下に破砕帯がある可能性が高まりました。安全を優先するなら、一端停止して調査すべきところを、保安院はそう指示しません。これは相変わらず規制行政が全く機能していない
ことを意味します。
新設される原子力規制委員会も東電から金銭を授受していた御用学者が推薦される始末です。この報道は、日本の行政には原発を管理する能力が欠如していることを世界中に知らしめまし
た。

以上からわかるように日本には原発を続ける理由もないし、能力もありません。原発は日本を壊滅させるほどの莫大なリスク要因です。そのような物は即刻止めるべきです。

27678 個人 自営業 ４０代 女性 即時、原発ゼロとして下さい。 原発事故を経験し、その被害の甚大さを痛感した今、即刻原発ゼロにする決断をするべきだと思います。
2030年までのグラデーションを作ってる暇はないと思います。こんな地震の多い国に原発エネルギーはいりません。今すぐ自然エネルギーに全面的にシフトして下さい。
政府が提示した3つのシナリオには賛成できません。国民全体で自分たちが生き延びる選択をするのであれば、即刻原発ゼロだと思います。その選択を国民の総意でしたならば、省エネルギー
も国民全体の義務として行われるであろうと考えます。
世界の動きに歯止めをかけるべく、最大の原発事故経験国である日本が率先して新しいエネルギーによる新しいモデルを提示すべきです。これは日本のチャンスであるとも考えます

以上です。

27679 個人 家事専
業

４０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します 福島の事故がまだ収束しておらず、不安に思う毎日です。
今すぐ全基廃炉にしてもよいほどの大惨事、「ゼロシナリオ」以外の選択はありえません。

27680 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 原子力発電には何のメリットもない。高コストで危険で
核廃棄物の処理の方法がいまだに確定していない。
おまけに管理している電力会社が信用に値しない。

原子力発電には何のメリットもない。高コストで危険で核廃棄物の処理の方法がいまだに確定していない。おまけに管理している電力会社が信用に値しない。
それでも、原発を稼働し続けるなら、その政府はこの国を管理する正当性を失うと考える。徴税権も認めない。

27681 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオで進めて欲しい。 この国を、どういう方向に持って行きたいのか？と考えた時に、今のままの延長には希望が持てない。
物質的な幸せ価値基準とは異なる軸へシフトすることでしか、打開策は無いように感じている。
財政もエネルギー問題も、次の世代にツケを回す事だけは避けなければならない。
ゼロシナリオを目標にしたい。

27682 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 私、一国民としてエネルギー、環境の選択肢、３項目
全てに対して反対です。

原子力エネルギーは我々日本国経済の骨格にあたる重要な事業だと感じております。又、原子力エネルギーから化石燃料へと移行するという事は地球環境、有限なる地球資源の枯渇問題に
も繋がるからです。

１、省エエネルギー法、京都議定書目標を上回る２５％削減は不可能！
　　前総理、鳩山氏によるエネルギー削減をする為に各企業は涙ぐましい努力をしている中、原子力発電から火力発電へと逆行しており、資源の枯渇を急速に早める事になる。また地球温暖化
へと逆行してしまうという事。
２、化石燃料の輸入先が中東から海上輸送によって行われており、東シナ海の治安状況によっては原油価格の高騰し当然電力会社の経費負担が上昇し最終的には消費者に対して料金値上
げをしなけれなならない。最後は国民負担になる。
３、原子力発電の安全性。
昨年の東北の震災によって福島第一原発が大打撃を受けたが、私がある筋から知りえた事はあの水素爆発は抑えられる事が出来事だという事実です。それを公にせず、原発そのものがダメ
なのだという事にすり替え発表している。本来は原子力発電は全世界の中で最高水準の安全性を日本は有しているのです。現在でも諸外国では日本の原子力は昨年のような大きな地震でも
原子炉が壊れなかったという事で原子力事業の発注があるという事でなないでしょうか。
一部の人によって放射能汚染という言葉が一人歩きをしてしまった事実があり、それを止める事をぜす、逆に被害を増大した責任は政府にあり、電力会社では無いという事です。
4、安定した電力供給は原子力以外無い。
今、原子力発電を全廃し代替え発電エネルギーにしようとしているが現在では太陽電池、風力発電、海水発電と研究は進んで来ているが今だ安定供給発電ではない事。日本経済は電力を元
に生産、開発等、経済の柱となる産業が主体であるという事で安定した電力が必要。不安定な電力供給では経済が流れず労働者の雇用の削減へと進み悪循環が生じてくる。日本経済の氷河
期に突入してしまう恐れがある。



27683 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 国際競争の中での国力や生活レベルの維持を考える
と、提示されたシナリオであれば２０～２５％シナリオ
を私は支持する。ただ、どのシナリオにおいても、再生
可能エネルギーの比率が本当に達成できるのか疑問
が残る。

　今後の国家の命運を決めるエネルギーの選択の中で、安易に新エネルギーおよび省エネルギーへの依存を基本に据えるのはいかがなものかと考える。

　０％シナリオは原子力技術に対する不信と嫌悪からきているもので、確実な分析と対策をもとに安全に原子力を平和利用するのが国際的な先進国の中での我が国のなすべきことではないの
か。事故は真剣に反省されなければならないが、それが起こったことだけをもって、やみくもに脱原発へ向かうのは余りに思慮に欠けると思う。

　経済成長率が政府の成長戦略と統一がとれていないとの報道があり、データについても不信感が残る。発電コストも現行8.6円/kwhが０％シナリオでも15.1円/kwhにアップしており、２０～２
５％シナリオの14.1円/kwhと余り変わらないのは再生エネルギーがあまりに高価で価格に占める割合が支配的なのだろうか。数値への納得感が今一つ。

　過去の二酸化炭素の排出量削減の公約など、理想ではあるが地球規模での合意と協力のもとに進めるべきことを現実負担を無視して安易に進めるなどして国益を損なっているのに、さらに
それを推し進めるシナリオは選択するべきではない。

　国民への痛みを実感できないシナリオの提示で、国民に判断させるのは大変に無理があるのではないか。

　国家の維持繁栄を考えれば、不安や不信だけで脱原子力を進めるべきではなく、科学的に分析・対応して人知により安全を確保して原子力を使いこなすことが重要と思う。原子力が本当に危
険なものであれば、地球規模で危険が拡大する特性からして、他国についても同時に脱原発に向かわさねばならない。しかし、安全に原子力エネルギーを使いこなす術を見つけ、国際貢献と
国力の維持を進めるのが技術先進国としてのあるべき姿と考える。

27684 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 全ての原発を廃炉にし原発ゼロへ！！ 石炭火力で十分に賄える。事故が起こってからなぜ火力発電所の増設をやらないのは官邸と電力会社の怠慢以外の何者でもない！
節電など馬鹿げた政策を今すぐやめ、全力で火力発電所を作るのが国の役目だ。
できないと言うなら、解散総選挙を今すぐし、有能な人材に舵を取らせるべきだ。
隠蔽捏造をする官邸は最早国民に信頼されていない。

27685 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 2030年に原発は0であって欲しい 安全と信じていたが　そうでないことが分かったから

27686 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 エネルギー資源が乏しい我が国は、様々なリスクに耐
えうるエネルギーミックスを構築すべきであり、原子力
は安全性を確認したうえで、２０～２５％維持すべき。
再エネや省エネ・節電への過大な期待は危険。

・福島の事故を踏まえ、原子力の安全性を確認・向上したうえで、原子力を一定比率維持することは、エネルギーセキュリティ、安定供給、電力料金の安定、地球温暖化対策の観点から重要。
我が国は、石油危機の反省からエネルギー資源の多様化を図ってきたエネルギー政策の原点を確認すべき。
・原子力比率を低下した場合、安定供給や電力料金上昇への懸念から、産業空洞化が加速化し、雇用機会減少、国民負担の増大が確実に生じる。
・再生可能エネルギーの拡大は重要であるが、立地点の制約や系統対策、コストダウン、国民負担など、大量普及するための課題を考えると、現実的な目標とすべき。
・省エネ・節電も重要であるが、目指すべき経済成長と整合性のある目標とすべき。産業界はすでに相当の節電をしており、家庭の節電にも限界がある。

27687 個人 自営業 ５０代 男性 (1)の原発
ゼロシナリオを選択すべきと考えます。

原子力発電所は事故が起こった場合に大きな被害を引き起こす事は、今回の福島原発の事例で明らかだと思う。さらにそれ以外にもウラン鉱山から、燃料にして、発電して、使用済み燃料を処
分するまで、全てにおいて被曝の危険性があり、被曝の被害は現代世界の英知を持ってしてもいまだに解決法がない。それに対してエネルギーの確保方法には、石炭、石油、天然ガス、いわ
ゆる再生可能エネルギー等々の選択肢がある。エネルギー確保の手段としての原子力は選択すべきではない、と考えます。

27688 個人 自営業 ５０代 男性 「1.ゼロシナリオ」原子力によるエネルギーをゼロにす
ることを望みます。

福島の事故の不安を与えた国民に対し、原子力を利用したエネルギーをゼロにすることが原子力を推進してきた日本国の反省の態度であると思います。私は断固として、原子力を利用したエ
ネルギーがゼロになることを望みます。そして、そこから新しい日本独自のエネルギーを作る努力が経済発展の推進力と信じております。

27689 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ゼロシナリオを支持します。 １　事故が起きた場合のリスクが大きすぎる
福島の事故では、首都圏に人が住めなくなる事態さえ想定されたという。日本を壊滅させる可能性すらあるものをどうして使い続けることができるのか。

２　事故が絶対起きないようにすることは不可能
津波が「想定外」だったこと、全電源喪失を心配する必要はないと考えていたこと、設計上の問題でいざという時に弁が動かず、しかもそれは実際に起きるまで誰にも想像できなかったこと、原
発の下の地層が活断層かどうかすらはっきりわからないこと、など、盲点はいくらでもある。所詮人間にはコントロールしきれないのではないか。

３　放射性廃棄物の処分の困難さ
地震が絶えない国でどうやって何万年も安全に保管するのか。そんな危険なものをいったいどこの自治体が受け入れるのか。不可能なことを前提に、原発はコストが安いなどとなぜ言えるの
か。

以上の理由から、ゼロシナリオを支持します。
27690 個人 法人等 ６０代 男性 原発は即刻廃炉にすべきと考える． （１）大部分の科学技術は，何がしの負の作用が伴うが，それらは経年により解決が可能な場合が多い．一方原子力発電の負の作用は，人類生存が不確実な時代まで解決が不可能であり，こ

れは科学とはいえない．

（２）確率的には数百年に一度の大地震（及び津波）で原発事故が生じたことになっているが，これは今後数百年は大地震が無いことを意味してはいない．世界でも有数の地震国である本国に
おいて，一日も早く原発を撤去することが，国の滅亡を防ぐ最善の方法である．

（３）本国は，高い人口密度と石油，鉱物資源を除けば，人，水，自然などにおいて比較的バランスが取れている．今後，産業生産物において中国や韓国，インド等の急激な追い上げと，輸入価
格の上昇を予測した場合，国内産業の活性化のためにも新たな産業を新エネルギー開発，観光や水資源に求める好機でもある．同時にバランスのとれている人，水，自然を有効に利用するこ
とにより，昭和時代からの消費文明から脱皮する必要がある．

（４）国内世論が脱原発に大きく傾いているとき，政権与党が国民の意思にそった形でクリーンエネルギーの舵をとることは，これまで自民党政権ができなかったことを民主党が示す真の民主主
義を生み出す絶好のチャンスでもある．また，被爆した唯一の国が自国の放射能で被爆する愚かさから脱却する意味でも，国際戦略上極めて重要である．

27691 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 「ゼロシナリオ」を決定し、自然エネルギーの拡大に努
力すべきです。

３．１１の福島原発事故で明らかになった原発の危険性から私たちの命を守り、子どもたちに将来の安全安心な生活をひきつぐためには「ゼロシナリオ」しかありません。

27692 個人 自営業 ５０代 男性 使用済み核燃料、高レベル放射性廃棄物の処分に
まったくめどが立っていないし、将来立ったとしても膨
大なコストがかかるはず。これ以上原発を稼働せせる
べきではない。それは将来世代に対する責任である。

0％シナリオを支持します。
原子力発電に付随して生じる放射性廃棄物の処分問題はまったく解決していません。使用済燃料（高レベル放射性廃棄物）は十万年もの間安全に保管できる場所に処分しなければなりませ
ん。遠い将来の世代にまで禍根を残すこの危険な使用済燃料の問題を一切抜きにして、現在の世代がエネルギー政策を決めて良いわけがありません。少なくともこれ以上は増やさないつまり
原子力発電はもうやめることが将来世代に対して現在私たちが果たすべき最低限の責任であると考えます。
核燃料サイクルはもはや事実上破綻しており、使用済み核燃料の行き場はなく、このまま再稼動すれば、各原発の使用済燃料プールは10年以内にいっぱいになります。原子炉と異なり使用済
燃料プールはなんの防護措置もありません。この危険な状況を考えただけでも、これ以上の原発稼働は不可能であると言えます。

27693 個人 家事専
業

６０代 女性 (1)０％
２０３０年ではなく今すぐ廃炉に。

日本は今地震の活動期に入っている。
どのような安全対策をとろうが、自然相手に勝てる保証はどこにもない。
原発を設計したＧＥでさえ危険だと言っている。
原発から即撤退すべきである。
大飯原発を動かすために火力発電所を８基止めたと聞く。
原発を止めても電気は足りているではないか。
電力会社の債務超過を救うために国民の命が脅かされて良いわけがない。
それに行き場のない使用済み核燃料はどうするのか。
最終処分方法も見つけられない死の灰を、目の前の経済のために未来にツケをまわすことは大人のする事として許されない。１００万年もの間、生命環境から隔離しなければならない危険物
で、それはあらゆる意味で人類が管理できる限界を超えている。一刻も早く原発を止めて廃炉にすべきである。

27694 個人 その他 ４０代 男性 ゼロシナリオを選択すべきです。 原発は事故が起きることを前提に考えなければなりません。それが今回の教訓です。いくら安全対策を強化してもそのことは変わりません。
その前提に立てば、日本で原発が事故を起こした際に被害を免れるところはありません。つまり、原発は存在しえないものになります。
原発の放射性廃棄物処理を決めずに原発を稼働することはできません。そのような無責任なことを行い、後世にそのような問題を押し付けることは、人間として許されるものではありません。

27695 個人 自営業 ４０代 男性 2030年と言わず原発は今すぐ全廃を！！ 一度事故が起きたら現在の人間の技術では納めきれない。こんな危険な物を後世には残せない。親として人間として地球に生きるものとして。ぜひとも今すぐに地球上の全ての原発を停めてく
ださい！そのための不便なら我慢します。喜んで！

27696 個人 その他 ３０代 男性 原発稼動について「０」を望みます。 絶対的な安全が無いのに資源コストだけの考え方で物事を決めるなんておかしい。今の国はわれわれが望まないことを推し進めるのはいらんおせっかいではないのか。

27697 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 私は、「１５シナリオ」を支持します。 これから、およそ１７年間で原発をゼロにしていくのは難しいと考える。なぜならば、我が国の生活水準、高齢者の割合を考えると、高コストなクリーンエネルギーを購入できるような経済的に余
裕がある国民が限られていると思うからだ。

27698 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 男性 原発は即ゼロにすべき。
地震大国の日本で原発は危険すぎる。
温暖化防止のために火力もできるだけ小さくする。
地熱・太陽光・風力の自然エネルギーを最優先にす
べき。

原発は即ゼロにすべき。
福島原発のような事故を再び起こすことは許されません。地震大国の日本で、しかも東日本大震災のあと日本の地殻が大きく変動し、ますます活断層も活発になり、地震の危険性は増していま
す。その危険性が指摘されている大飯原発で調査もしないままに再稼働が決定されました。命・環境よりも利益を優先しているとしか思えません。直ちに停止すべきです。
原発は事故が起こらなくても使用済みの核廃棄物が大量にたまりその最終処分も決まっていません。その危険性と処理まで考えれば原発は一番コストの高い発電だとも言えます。
これからの日本は、危険な原発をなくし、温暖化につながる火力発電も減らし、地熱・太陽光・風力等の自然エネルギーを中心に進めていくべきです。
それは今原発にかけている膨大な予算を回せば十分に可能です。国策として、自然エネルギー最優先にすることを強く望みます。

27699 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発に反対します。
0シナリオに賛成です。

原発に反対です。
理由は、危険だからです。
福島の原発事故で、あれほどの痛手を受けたにも関わらず、停止中の原発を
再稼動するとは、呆れてものも言えません。
核のコントロールが非常に難しい上に、廃棄物も処理方法が確立されていないとなれば、とてもクリーンとは言い難い。
原発はすべて廃炉にしてください。
未来の子供たちには、寓話ではない安全を贈りたいです。

27700 個人 その他 ３０代 女性 原子力発電の安全性が確立されてない今現在、再稼
動を許可するなんてあり得ません。

去年の地震の後おきた原発事故。その収束もままならず、この瞬間も放射能汚染が進んでいるというのに、何故、原子力発電所を再稼動させたのでしょうか？

計画停電のことも、産業界・経済界をはじめとした日本国民への脅しとしか思えません。火力発電を何ヶ所も停止させてまで、大飯原発一基を再稼動させたのは何故でしょうか？

私たち国民も、まるっきりのバカではありません。また平和で健康的な生活を営む権利を有しているはずです。

どうか、目先の利権にとらわれることなく、子々孫々まで続いていく未来と地球のことを考えた上で、政策を進めてください。

切にお願い申し上げます。

27701 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 地球温暖化による最悪事態の可能性、気温を下げる
為のエネルギー投入は無駄、何よりも生物多様性こ
そ尊い、原発から始める再生エネルギー装置の世界
普及、化石燃料は未来へ引継ぐ、を理由に選択肢3を
選びます。

以下５つの理由で原発依存度20～25の選択肢3を選びました。

１．地球温暖化による最大最悪の事態を想定して化石燃料の使用はゼロへ
 

途方もない年月で生まれた化石燃料を今世紀に世界各地で使い切り、それだけの二酸化炭素が大気へ解放されると、地球環境に何百万年分の大きな反作用が近いうちに突如現れると思いま
す。二酸化炭素の排出がもたらす最大最悪の事態はどれくらい可能性があるのか国民へ示すべきで、私は最大最悪の事態の可能性が少しでもあると考えていますので、化石燃料による発電
は今から極力ゼロにするべきです。

２．温暖化を修復することに莫大な費用を出す前に化石燃料の使用を止める

気温上昇により海面が上昇すれば世界の中で損害が大きいのは日本の沿岸部の大都市です。被害が発生し始め日本が二酸化炭素の排出を今以上に急いで止めても、世界の建設された火
力発電所やガソリン自動車の使用を強制的に止める力はないと思います。このため日本が例えば海水の温度を下げるための装置などの莫大な環境修復費用を負担する構図に陥らないか危
惧します。

３．生物多様性こそ最も尊い事と気付く前に化石燃料の使用を止める

生物が世界中で大変なスピードで絶滅していく中で、温暖化を助長し絶滅を加速させる選択肢を日本はとるべきではないと思います。多様な生物こそが最も尊いもので最優先で守るべき事と将
来気づき、今目先の利益の為、後で取り返しのつかいない過ちはしたくないです。

４．日本が革新的再生エネルギー装置を世界へ普及して世界の二酸化炭素の排出を止める

化石燃料による発電のコストの大半は燃料費の為、電気代の大部分は間接的に海外へ支払われます。これを続けると日本は燃料費の為にますます世界へ物を売らなければならないし国内外
で労働する必要があります。しかし原子力の場合は大半が日本国内の人件費、設備費用、安全対策、研究開発、地元財源や事故リスク対応等に電気代が支払われます。そしてそれは国内の
商品購入やサービス購入に現れ、特に再生エネルギー装置の購入を進めれば研究開発やそれに携わる人を育てることができます。最終目標の革新的再生エネルギー装置を生み出し世界に
普及させる仕組みが整います。この二酸化炭素を発電時排出しない原子力から始めるプラスの循環が、世界の二酸化炭素排出を止める最良の道であると思います。

27702 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発ゼロシナリオの選択 2030年までの日本エネルギーのあり方に対し3つのシナリオのうちどれを選ぶか？2030年は18年後である。今原子力発電を再稼動するだけでも不安を募っているのに少なくとも近い将来は原
発をやめて自然エネルギーをフルに活用すべきである。
今考えなければならないことは、原子力発電をゼロにするだけでなく、化石エネルギーの使用を最小限にしし、地球温暖化を抑制することである。しかも早急にである。
そのためには、電気を抑制する生活の促進、節電の必要性、電力会社のあり方、電気料金の産業界への優遇措置と産業空洞化の懸念、自然エネルギーの現状と将来等もっと国民に説明す
べきである。

27703 個人 自営業 ３０代 男性 大飯の即時停止、原発再稼動はあたらしい原子力規
制委員会があたらしい安全基準を策定し最終的には
広域住民の賛成を得てから稼働するべき。

原発は、政府や電力会社、科学者が決められるものではなく、最終的には住民や国民の選択に任せるべきだ。その点このようなパブリックコメントが実施されるのは喜ばしいことだと思う。

しかし、原発の安全性に欠陥や懸念が数多く指摘されている中で、これを放置し、原発を半ば強引に稼働させることは、日本という国全体にたいする国民の信頼を致命的に失墜させる。政府に
問われていることは、どのようにして国民の信頼を回復するかであって、経済性や電力不足を天秤にかけて原発を再稼動させることではない。経済性や社会的需要などの要因を完全に排除
し、純粋に危険予知とその対策に努めることだ。

原子力規制委員会が国民の了解のもと発足し、そこで作られた新しい安全基準のもとすべての原発を審査する。その安全審査に合格した原発の、３０kmから８０kmに架かる自治体に住む住民
投票を実施し過半数の同意を得るべきだ。住民投票までは、公示から最低でも数ヶ月は期間を置き、ワークショップや住民討論会など、住民が原発の安全性を熟慮するのに十分な時間と機会
を用意するべきだ。

代替エネルギーについては、原発敷地内にガスコージェネレーションなどの温排水設備を備え発電所を新設し、再稼動中止の決まった原発の廃炉作業などの雇用の確保と、未来へ希望の持
てる脱原発の出口戦略を創設すべきだ。

原発は一度事故が起これば、予測不能、計測不能、収拾不能な被害を超長期にわってもたらす。このような種類のリスクの取り扱いを電力会社や政府だけで決めてしまってきたことは大きな奢
りだと思う。このようなリスクは祖先から子孫へ土地を引き継ぐ責任を持つ住民が決定することだ。



27704 個人 無職 ７０代 男性 原発0%案をしじします 基本的には「原発０」の案を支持します。０案の支持理由よりも他の案「15%案」「22~25%案」を支持しない理由をのべます。今でさえ原発の廃棄物の最終処理方法がきまっていません。原発を稼
働させればさせるほど廃棄物は出て来る訳で、第一には廃棄物の最終処理方法（処分場）を国民的議論で決めるのが先決だと考えます。現在は大規模な工事だけでなく個人の住宅建設でさ
え「仮設トイレ」を設置して工事に入ります。ましてや数万年にまで影響を及ぼすといわれる放射性物質を含む廃棄物の処理方法を決めないで原発を稼働させるなどと言うのは狂気の沙汰以外
の何ものでもありません。原発を動かすにしろ、放射性物質を含む廃棄物の処理方法を決めてから原発を稼働させるべきだと考えます。次にこれからの日本は大幅に人口が減少していきま
す。一方では、そのころには節電製品がほとんどの家庭に普及しているでしょう。企業・工場・オフイスも同様です。また海外へは電気料のいかんにかかわらず出て行くものは出て行くことでしょ
う。それらのことを考え合わせると、今後日本に現在以上の多電力消費社会が来るものとは思えません。従って「22~25%案」などはありえず、「15%案」でさえ「14%」以下に出来るものと私は考えま
す。

27705 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原子力発電の安全性に疑問を感じるため2030年で原
発ゼロを希望します。高い節電目標により発電量を減
らし、再生可能エネルギーの道を模索し、自然環境と
共生する持続可能なエネルギー時代を築くべきです。

福島第一原発の事故は多くの人々に対する放射線の被爆被害と、大量の放射線の放出により自然を汚染しました。非常時の対応の難しさと言うことはありましたが、原子力を安全に管理する
と言うことの難しさを痛感しました。また適切な情報が発表されず、多くの人が判断に苦しみました。目に見えない状況に対して、国が安全だと言うことではなく、正確な情報により個人が判断で
きるような環境を造ることも国の役割として、とても大切なことでした。このことにより安全、危険の考え方で人間関係にさえ混乱をも与えてしまいました。

チェルノブイリの事例などから被爆の被害はこれから増えていくことも想定されますし、除染も進んでいない状況です。今後も原発による発電を行っていくことは、こうした被害をあちこちに生み
出す可能性があります。これから日本で生きていくこどもたち、またそのこどもたちにそのような危険な環境、使用済み燃料の問題を含めて残すべきではないと考えます。チェルノブイリ原発でこ
どもを急性白血病で亡くしたお母さんは、いままでのような自然な環境で生活をしたいだけなのですと話していたことが印象的でした。フクシマ周辺でもそう言った当然あるべき自然環境が失わ
れました。

いまから18年後の2030年に発電量を1割しか減らさないといった国の想定には落胆するものがあります。発電量を減らすことがまず第一に必要なことです。先進国としてこういったところに知恵
を絞っていかなくては日本の発展ということは今後考えがたいといえます。少なくとも3割程度は減らす前提で対策を考えて頂きたい。欧州のある地域では、消費電力の少ない製品を電力会社
自らが支給し、電力使用量が下がる分を値上げによりバランスさせるといった動きもあります。各家庭のそれぞれの努力と合わせ全体の電力使用量を減らすことができればそれだけ化石燃料
にも頼らなくて良いのです。効率を上げることと同時に、住宅に対する断熱性能などの基準を厳しくし、電気使用量を減らす努力も欧州では積極的に進められています。これと平行して再生可能
エネルギーの普及が不可欠です。欧州のように地域といった概念が重要になってきます。発電やエネルギーを地域単位で行っていくことがその地域の経済的にも持続可能な環境につながって
いくものと思います。国はそのバックアップをすることが大事なことです。

このような考えで、ゼロシナリオでエネルギー政策を進めていくほか選択肢はないと言えます。もちろんこれは国際的な問題です。ドイツ、スイス、オーストリアなどでは使用するエネルギーを減
らす努力、再生エネルギーによる発電などすでに実績を上げつつありますが、このフクシマの事故を契機に日本もそう言った動きに連動し世界に広めていく必要があると考えます。

27706 個人 無職 ６０代 女性 脱原発　０％です。
唯一の被爆国である日本が、戦後原子力の平和利用
という名の下に推進されてきていること自体おかしな
ことです。

地震国である日本に原発は危険です。危険な核を利用した原発をこの国にあることに不安を覚えます。次の震災や地殻変動がいつくるかわからないこの国で、安心して暮らすためにはひとつ
のことに偏らないエネルギー開発が必要です。真に国民の安全と平和を求めるものでなくてはなりません。

震災と原発の人災がおきて、これほど多くの人たちが反対行動を起こしているのに、真剣に政府が向き合っていない姿に失望しています。結局今現在のことしか対処しないのですね。政治する
人は、５０年、１００年先のことを考えてください。

27707 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原子力発電所は、再稼動せず、原発に依存すること
をやめるべきです。
原発依存度ゼロ、を明確にしてから、必要な政策を立
てるべきです。

　世界でも屈指の地震多発地域にある日本では、原子力発電所を建設するのに適地と言えるところは存在しません。地理を学べば、ヨーロッパや北アメリカの一部は古い安定した地層で、地震
はありませんが、日本は全て、地震多発地域にあるわけで、常に危険にさらされていると言っても過言ではありません。

　上記の理由はそのまま、使用済み核燃料を保管する適地もないということになります。使用済み核燃料は自然界にない放射性物質をたくさん作り出すわけで、危険この上なく、生物が近づい
ても安全である状態になるまで１０万年もかかるとのことです。この間、安全に保管することを一体だれが保証できるのでしょうか。
　
　この２点を述べるだけでも、原発に依存すべきでないことはあきらかですが、コストについても、けっしてお得な発電方法とは言えないと思います。これまで、日本のエネルギー庁が発表してき
た発電コストは、原発の場合稼働率を高く、そして、廃炉費用などを過小評価した数字であることが、暴露されてVいます。原発は高くつくということを考えれば、再生可能エネルギーを活用して
いくほかはなりあせん、

　原発停止による日本経済への影響ですが、一番の問題は、節電でも安定今日雌雄でもなく、原発を抱える電力会社の財務でしょう。原発が即座に不良債権化してこまるというなら、特例的な
扱いを考えておくべきです。

　以上、繰り返しますが、原発依存度は即座にゼロを明確にしてください。

27708 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力発電の持つ問題の多くは、放射性物質の物理
的特性に起因しており、技術的な解決が不可能であ
る。従って、原発事故を確実に防ぐには、安全対策を
取るだけでは不十分であり、原理的に無くすことが必
要である。

「エネルギー・環境に関する選択肢」に対する意見
１．結論

　「ゼロシナリオ」を支持する。
　ただし「2030年」にとらわれることなく、出来るだけ早期の実現を目指すべき。

２．「ゼロシナリオ」を支持する理由

（原子力発電の持つ本質的な問題について）
　原子力発電所の事故では、有害な放射性物質が広範囲かつ不均一に広がり、またその放射性物質の影響は人間の寿命よりも長く続く。すなわち、事故が起きた際の放射性物質拡散による
影響を、空間的、時間的にある一定の範囲にとどめることが不可能である。
　また事故が起きない場合でも放射性廃棄物を排出し、その保管に必要な時間は人間の寿命よりも相当長く（数万年）、責任を持って安全に保管することが事実上不可能である。
　原子力発電の持つこれらの問題の多くは、放射性物質崩壊の物理的特性に起因するものであり、技術的に解決できる問題ではない。すなわち、原子力発電には人間には管理不能な部分が
あり、そのような技術に頼る社会を構築することには大きな問題がある。

（原発事故の根本的な再発防止策について）
　福島第一原子力発電所のような事故を二度と起こさないようにすることは、日本国政府が日本国民に対して負うべき責任であり、国際社会、ひいては全人類に対して負うべき責任である。
　同様の事故を二度と起こさないという責任を確実に果たすためには、原子力発電がもつ問題やリスクを、安全対策や運用の適正化で回避するのでは不十分であり、「原理的に」無くすことが
必要である。
　そのためには原子力発電の全廃が必要であり、政府の「エネルギー・環境会議」の提示したシナリオの中から選ぶとすれば「ゼロシナリオ」を選択することである。

３．「ゼロシナリオ」に否定的な意見への反論

　ゼロシナリオ選択の最大の理由は「同様の事故を二度と起こさないという責任を果たす」ことである。責任を果たすためにはいかなる負担も負わなくてはならないのであって、今後は「原発を全
廃する」という原則に従って、あらゆる努力を払って社会を再構築するというのが、基本的な考え方である。
　したがって、ゼロシナリオ選択に伴う懸念と課題は、原子力発電を推進してきた日本国政府と、結果としてそれを制止できなかった日本国民が、協力しながら、努力と工夫によって克服すべき
である。
　なお、個別の否定的意見への反論は字数制限の制約から、ここでは割愛する。

以上。

27709 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 3つのシナリオの内、20～25シナリオを支持します 3つのシナリオの内、20～25シナリオを支持します。その理由は３つあります。一つ目はまず将来は不確実であること。2つ目は太陽光発電などの再生可能エネルギーはエネルギー効率が低
い。3つ目は日本経済への悪影響の懸念です。1つ目の将来が分からないということは当たり前のことです。さまざまなリスクが社会にはありますし起こります。だから選択肢を多く持っておくこ
と。エネルギー確保の手段を何かに依存し過ぎない体制を創るべきだと思う。既存のエネルギー計画のように原子力に依存しすぎるのも問題。しかしそれ以上に原発をゼロにするというのも暴
論。感情論でしかない。日本の産業構造をどう変えていく（製造業からサービス業への転換をさらに進める）のかやコストをどのように負担するのかなど具体的政策に結びつかない議論は無意
味である。いや、それはむしろ幻想、見たい現実を見ているだけであるからよりたちが悪いといえる。原子力＝悪ではなく大切なエネルギー確保の選択肢のひとつとして使っていくべきだ。もちろ
ん古い原発、安全対策の進み具体が悪い施設は稼働させるべきではない。危険性が高い古い施設を順次廃止し、技術革新の進んでいる今以上に安全な新しい原子力発電所はむしろ認めら
れても良いと考える。

27710 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロ、もしくは削減によって日本経済の成長を阻
害し、失業者の増加を招く為、「３つの選択肢」に強く
反対する。

いずれのシナリオを選んだとしても、原発減少分を再生可能エネルギーで補うため、発電コストが14.1円～15.1円/kWhと大幅に膨らみます(参考:8.6円/kWh(2010年)）。また、地球環境産業技術
研究機構(RITE)の試算によれば、上記シナリオの場合、GDPは自然対比(原発維持した場合との比較)28～45兆円も減少する見込みです。
　
従って、なおも原子力発電は震災前以上の比率を維持すべきであると考えます。新エネルギーの研究開発はもちろん大切ですが、太陽光発電や風力発電への性急なシフトは国民への経済的
負荷が過大になるばかりでなく、その不安定性をカバーするために結果的に化石燃料への依存度を高め、我が国のエネルギー安全保障を著しく損ねる恐れがあります。

世界的には新興国の経済成長に伴う資源獲得競争の激化が見込まれる中、資源小国の日本としては、高速増殖炉の実用化を視野に入れた原子力の活用は依然、必要不可欠です。震災後も
世界の趨勢は原子力発電の導入・維持・拡大であり、脱原発を決定した国はほんの少数に過ぎません。日本は福島の事故を教訓に原発の安全技術を高め、原子力による電力供給システムを
継続・発展させていくべきだと思います。

27711 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発はゼロを目指すべきだと思います。 野田政権は少子高齢化の状況下で国の財政・年金問題で次世代にツケを残さないために消費税増税を目指しています。それなら一基あたり廃炉するのに４０年かかると言われる原発が今あ
るだけでも５０基、さらに完全な処理方法が確立されていない危険な廃棄物を、子供たちに引き継ぐのもやめるべきです。管理・処理のためどれだけの危険な作業と費用を負担させることになる
のでしょうか？　今の大人達が生きている間にできるだけ早く、順次廃炉するべきです。

一方で将来につながる自然エネルギーに投資とシステムの効率化と雇用を振り向けるべきです。

原発は安いはずがありません。自然災害に耐えうる設備を備えるにはもっとお金が必要でした。いざ事故が起きてみれば、電力会社と政府の賠償の分担の条件が曖昧だとわかりました。政府
の分も結局は国民負担です。まだまだ進んでいない除染はどうしたら良いのか、いくらかかるのか、全体像はわかっていません。つまりこれまでのコスト計算には、十分な設備費用、電力会社
＋政府の賠償負担、総額のわからない除染費用、廃炉の費用、使用済み核燃料の保管および処理費用、などが含まれていなかったのでしょう。

美しい豊かな自然を取り返しがつかないほど汚してしまった事実があります。これまで財政的恩恵を受けていた福島県ですら脱原発を決めています。本来は農業や酪農や漁業を極めることが
できたのに、交付金と原発関連で手っとり早く稼いでいた人たちは４０年たった今、夢を失っています。お金のかかる危険きわまりない発電方法を続けるのは結局のところ非効率、無駄なばかり
か自然にも人心にも害毒だと思います。

27712 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 男性 原発０をめざして 原発依存度を0％にするべき

：日本は聖徳太子の時代には中国からは蛮国と蔑まれ属国とされていましたが、その頃から武力によらない方法で独立した国家として歩む道を歩んできました。そして江戸時代には植字率が
世界でも有数という教育制度を確立し、また第二次世界大戦後は戦勝国アメリカの干渉を受けながらも世界に冠たる経済成長を果たし現在に至っています。そのようなさまざな偉業を達成でき
たのは全て人間としての誇り、尊厳を大切にしてきた民族としての核ともいうべきものがあったからだと考えます。
　～人類史上最大最悪の事故を経験したこの国が今、原発を今以上に稼働或いは建設するということは愚の骨頂、日本を築いてきた数千年の歴史全ての英知を無に帰すことになるということ
と思っています。～
　それはこの国が歩んできた長い歴史の中で連綿と受け継がれてきたものを全て捨て去ると同意、つまり武力によらない敗戦ということに等しいと考えます。

中国皇帝から蛮国であり属国である日本に貢物の褒賞として冠位を与えに来た官吏（使者）に対し倭国の大王（後の天皇に値する最高実力者）が、逆に冠位を与えた場合、受け取ってしまった
官吏は属国の下僕に成り下がったと認めたということであり、また属国ではなく独立した国家と認めてしまうという事態に陥ってしまいます。（独立した国家として他のどの国からの干渉を受けな
いために）　この様なテを使った先人の知恵。その末裔である現代に生きる日本人ももっと独自の道を切り開いていく為に知恵を働かせる・絞るべき時がまさに今なのではないかと思うのです。

27713 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 これまで怠ってきた再生可能エネルギーへの転換を
早急に行い、一日でも早く原発を続いて火力発電所を
停止していくべきである。

これは、先進国の名の下に資源と環境負荷を収奪してきた国のやらなければならない義務である。
経済的な効率が問題になり国際競争力が弱まるというのであれば、日本が率先して資源と環境負荷の収奪を許さない枠組みを作るのが政治の役割であり、それができない言い訳に経済効率
を持ち出すようでは、政府に対して信頼が生まれない。
原発だって東海村で発電を始めた頃は立った2％で科学者のおもちゃと揶揄されていた代物である、ここまで発展している再生可能エネルギーであれば今後の開発ができるのだから、環境を整
えるのが政治の役割。

27714 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を主張 「福島第一原発廃炉まで30-40年」と 東電の計画表が出されたそうですね。
では危険地域に指定された人はいつ自宅に帰ることができるのですか。

「原発を動かさなけれは、電気料金が高くなる」？
では廃炉のためのコストは誰が払うのでしょうか。
そもそも本当に廃炉できるのですか。

人間の手に負えない原発なんていりません。
我が家はあの日以来、節電に努め、太陽光発電システムも導入しました。
できる事から始めています。

政府も「原発を動かすことが前提」なのではなく、
ヒロシマ、ナガサキ、フクシマを教訓に、
『自然エネルギーで動くニッポン』を宣言してほしいです。
モノづくり大国日本なら、
それができると信じています。

27715 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 日本に原発はいりません。被爆国であり大事故を起こ
した国だからこそ世界に向けて言える事もあるので
は？

そもそも放射性物質を利用してるのが人類の汚点になると思います。

風力・地熱などの自然エネルギーに転換し、またその部類で世界をリードする国になって米国を見返してやりませんか？

技術大国日本を世界にアピールしましょう！

その方が今後の日本の成長に繋がるかも知れませんし、国内ＧＤＰも上がるのでは？

27716 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を選びます 「原発ゼロシナリオ」を選びます。

原発の施設の安全対策をどれだけ強化しても、放射性廃棄物は生まれ続けます。誰も受け入れたくないような廃棄物を生み続け、かつ、施設そのものの安全性にも疑問が残るような原発は、
順次、廃炉にして、自然エネルギーの推進をお願いします。

27717 個人 自営業 ４０代 男性 原発は要らない。全廃棄してほしい。 この夏も原発がなくても電気は足りてる。なのにもう一回爆発したら国が滅びるようなものを使うのは愚かにもほどがある。

27718 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発比率０％希望 子供達につけを回す原発はもういらない。

27719 個人 無職 ６０代 女性 原発は０％にすべきです。すぐに０％。理由は、(1)完
全な安全はありえない(2)０パーセントと決めれば、自
然エネルギーの開発、システムの構築の技術と知恵
は生まれる。(3)もっと節電(4)廃棄物処理ができてい
ない。

(1)今回の福島の事故で分かるように、いったん事故が起こると、その被害は莫大で、人間の生命、暮らし、自然を破壊してしまう。影響は地球規模で起こる。今後も、完全な技術というものはあ
りえず、ましてや、日本は地震大国であり、周りを海に囲まれているので、津波はどこでも起こりうる。原子力発電は安価と言われてきたけれど、経済的にもかえって損失になる。原発はリスクが
大きすぎる。
(2)日本の技術力、知恵、は私はすごいと思っている。オイルショックやバブル崩壊をも、乗り越えて頑張ってきている。今まで本気になって自然エネルギーの開発をしてこなかったから、今は少
ないけれど、政府が政策として進めれば、企業も個人も努力するでしょうから、素案として出されている以上の割合でに、進めていけると思う。一時的にはエネルギー代は高くなるかもしれない
が、効率が良くなれば、下げることができる。
(3)昨年も電気不足と言われながら節電で乗り越えてきた。今までの浴びるようにエネルギーを消費することが文明生活といった、日本の生活を見直すきっかけになった。今後もますます、企業
ももっと省エネ製品や、省エネシステムを作るでしょうし、個人も節電を考え実行する。
(4)今も原子力発電の廃棄物の処理はうまくできておらず、たまる一方だ。今すぐにでも、原発はやめないと、この廃棄物も危険ではないですか。

意見聴取会でも、7割が原発ゼロ、と今日の新聞にも出ていた。このパブリックコメントでも、ゼロが多いのではないでしょうか。
政府はきちんと国民の意見に従ってください。



27720 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 男性 原発ゼロシナリオ(即時) どうしてこんなにも原発にこだわり執着するのか。携帯でも原発と打てば原発事故というワードが候補にあがってくる。そんなリスクを負ってまで電気はいらない。言っていることも原発推進に流
れるように誘導してるように聞こえるし、調べてみれば言っていることもでたらめ。ウソでカモフラージュされすぎている。いまこそ人間が本当に生きていける環境、原点を見つめ直すべきだ。

27721 個人 自営業 ４０代 男性 「ゼロシナリオ」を選択します。 数字の前提が細かくはわからないが、ざっと見た感じでは、それぞれの数字を積み上げる際に、再生可能エネルギーについては“辛い条件設定”“時代変化を反映していない条件設定”がなさ
れている可能性が高い。例えば、木質バイオマスは伐出増加を見込まずに利用価格が高い。条件設定が甘いままに、経済性を比較して「再生可能エネルギーを使いづらい」とレッテルを貼るの
はいかがなものか？と思うし、ゼロシナリオを選択しづらく数字を示しているとしか思えない。

27722 個人 自営業 ４０代 女性 ゼロシナリオを望みます。 2030年までとは言わず今すぐにでも行動を起こしてほしいと思います。
今のところ私達人類は放射能をクリーンにする技術を持ち合わせていないのです。
事故がおこったときだけでなく、使用済み燃料の処理も結局たまっていくだけになってしまいます。
事故が起こらないように、なんてことは所詮人間の頭の中の想定で組み立てられている物です。絶対なんてことはあり得ないのです。
再生可能エネルギーへシフトして行くことがこれからの社会にとって大切な変革だと思います。

27723 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見
「2030年に原発0」を選択。ただし2030年などという期
間設定ではなく出来るだけ即時全廃を求めます。

2030年などという期間設定ではなく出来るだけ即時全廃を求めます。
そもそも、福島原発事故に対する原因究明もまだ半ばであり、事故により自宅に帰れない人々が１０万人以上も現存する中でそれらの人々に対する補償問題さえ解決していない中で、原子力
発電所を運転し続けようとする政府の考えに反対する。
今回の原発事故で、運転中は当然ながら停止中の原発でさえ燃料棒の冷却に失敗したら同等以上の大惨事になることが福島４号機で明らかになったているわけで、今４号機の使用済み燃料
棒のプールに事が起こったら、首都から撤退さえ考えないといけないということを本気で考えて欲しい。
私たちは、自分の息子や娘の世代さらに孫の世代に放射能汚染という負の遺産をこれ以上相続するのはやめようではないか。

27724 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロシナリオを支持する。 今回のパブリックコメントで、選択肢を3つに分け他の２つを原発維持・推進にしたことの意図を疑う。中庸を重んじる国民性を狙って原発を擁護するために意図的にやったとしか思えない。であ
れば「恥を知れ！」と言いたい。
原発ゼロでは、国民の経済負担が高まるなどといった恣意的な判断を入れて、誘導しようとしているところなど『姑息』としか言いようが無い。大丈夫ですか？後世に大きな影響を与える問題を
『保身』のためにねじまげるな！あんたらがどれだけせこく立ち回っても、もう、脱原発の流れは変わらない。

27725 個人 家事専
業

３０代 女性 原発比率０％希望 子供達につけを残す原発はもういりません。節電など原発再稼働より他にやることがあるのでは？

27726 個人 その他 ２０代 男性 原子力発電はコストが高い。放射能のリスクが深刻重
大。日本は地震等自然災害が多い国。核のゴミの処
理方法が未定。そもそも原発がなくても電気が足りて
いるのに嘘をつく。なので原発は金輪際必要ない、即
時０％

まず、原発事故後1年を経た現在も多くの人が避難生活を～と書いてあるがそれは危険性を過小評価し原発の問題性を国民に一切説明することなく５４基建設してきた自民党の責任が大き
い。安全でないものを安全と言い張る、仮に安全になりうるとしてもほとんど何の対策も講じてこなかったという姿勢には反感を覚える。しかしだ、政権交代をしている今は民主党が与党で、原発
事故の対応は本当にずさんで酷かった。自分たちの安全安心確保が第一で（これは電力会社の人間もそうだと思う）、身内で情報共有することはあっても国民には重要な情報がほとんど提供さ
れなかった。事故が起きたときに、東日本でどれだけの人が被曝したのか、メディアでは決して触れられることのない絶望的な現実を、あなたたちは隠していると思っています。

エネルギー政策の選択について、石油は～だから駄目だとか、CO2を出すとかそういった記述があるが、なぜ原子力発電が重視されたのか分からない。放射能を出すということに異議や危険
性を唱える声はなかったのですか。日本の技術を過信していたとしか思えない。いまどき温暖化対策だとかCO２削減などと躍起になっているのは日本だけ。温暖化の原因がCO２だなんて思っ
ているのは日本だけです。

エネルギー・環境会議では２０３０年時点での原発比率について問うているが、何年までにという期間はあえて無視して回答します。即時全ての原子炉を廃炉　０％にするべきだと考えます。２０
３０年までにということはあと１８年は原発を生かし続けるということで、まぁこれはないと思います。それまでに政権が変わってしまえば何とでもなってしまう気もしますし。

自然エネルギー政策進めたいならもっと予算かければいいではないですか。どんだけ原発にお金かけてるんですか。できもしないもんじゅや六ヶ所村の再処理工場にアホみたいにつぎ込んで、
どうするつもりなんですか。

正直、原発をこれからどうするかということより（このような大事故起こした国としては原発から手を引くのが当たり前だと思う）、使用済み核燃料の処理方法を考えたほうがいいと思いますよ。ど
こにどうやって棄てるのか、何か策はあるんですか？本当に原子力発電というものは迷惑施設でどこまでも未来がないですね。

27727 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発は今すぐ無くすべきと考えます。また、今すぐ廃
炉に向けた作業を始めるべきです。

人間の手に負えない物質を作り続ける理由がわかりません。
今さえ良ければよいのですか？　ひとたび地震や災害が起きれば、日本全体が住むことができなくなります。また、日本だけではなく、地球上すべてにかかわっていくのです。自分の手に負えな
いものを作り続ける無責任さ、今後、想定外なんてことはありえません。誰が責任をとるのですか？本当に責任がとれるのですか？　このような大事な選択を通常のパブリックコメントで、何も報
道しないで進めるのは、国民をばかにしています。どうか、きちんと報道し、国民みなに投げかけてください。日本の未来がかかっています。

27728 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロシナリオを要望します。原発の再稼働にも反
対です。

原発ゼロでも省エネをしっかりすれば電気は足ります。地震はいつどんな規模で来るのか誰にも予測できません。そもそも自然現象を「想定」できると思うのは人間の驕りではないでしょうか。地
震大国日本で原発を稼働するのは自殺行為でしかない。福島第一原発事故を二度と繰り返してはいけない。技術力のある日本こそ再生可能エネルギーを推進して人類に貢献していくべきだと
思いませんか。

27729 個人 家事専
業

７０代 女性 ゼロシナリオを希望します 孫の世代に問題を持ち越すことは望みません。

27730 個人 パート・
アルバイ

４０代 女性 ゼロシナリオを望みます。 2030年までとは言わずもっと早期にゼロを目指してほしいです。

27731 個人 その他 ５０代 女性 ゼロシナリオ・・全ての原発を廃止するべきです。 原子力のリスクは、あまりに大きい、どころか、私たちのいのち、生活を脅かすものであることが、福島の事故で、明らかに証明されました。本来の豊かさとは、ほど遠いものです。廃炉となった
原発を管理してゆくことも大変なことであるけれど、今なら、そのリスクを少しでも軽減してゆくことはできます。原発は、必ず、事故をおこします。その事故に、だれも責任がとれない、、そして、と
らない、、放射能を管理できるほどに、人類は、進化していないのです。野田首相がおっしゃる責任なんて、国民にとっては、全くの空論でしかありません。本当の豊かさを求めて、新たな道を選
択されることを切に願います。

27732 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 男性 原発に関してゼロシナリオです。
国内のみならず、海外からどのように見られているか
を考えると稼働中の物は即時停止。原発ゼロからはじ
めたいです。

前代未聞、地球レベルで見ても過去最悪の長期にわたる環境汚染を引き起こしてしまった福島での原発事故。この責任はどれだけ償えば未来に生きる人間や生物に許してもらえるのか？甚
大な被害はこれからもずっと続くでしょう。
現在国内で稼動している原子力発電所は直ちに停止、廃炉を安全に効果的にすすめていける方法を導き出し、それによる雇用を強く願います。
海外から日本の原発事故やその後の処理、瓦礫処理、再稼働がどのように評価されているかを考えると即時ゼロシナリオを第一に考えるべきです。
地球温暖化に対するアプローチもウラン採掘から運搬、濃縮にかかるランニングコストや運搬、製造時のＣＯ２排出量、そして使用済み核燃料の保管期間から中間処理、最終処理までの長期
にわたる温暖化に与える影響。そして稼働時の温排水排出によるエントロピー現象も考慮にいれつつ考えると、温暖化に与える影響が少ないとはいえないはずです。
原発無しでやっていく国ニッポンを自信をもって支えていきますのでよろしくおねがいします。

27733 個人 無職 ７０代 男性 ゼロシナリオを希望します。 出来るだけ早期にゼロを目指して頂きたい。
子供、孫、受けつく世代に課題を残して行く様な姿勢は希望しない。

27734 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発再稼働に反対します。 再稼働に反対します。
「安全性は確保された」と言いますが、活断層の問題をうやむやにしたままで、その言葉はまったく信用できません。
また、核のゴミは処理の方法がいまだ確立されていません。
１０万年後にまで影響を及ぼすゴミを、今は一刻も早く出さない努力をすべきです。
原発ゼロを今すぐ実行すべきと考えます。

27735 個人 家事専
業

３０代 女性 私は原発「ゼロシナリオ」を支持します。震災で福島の
ことがあったからだけではなく、元々使用済み燃料棒
の処理問題について未解決のまま原子力発電が行
われてること自体ありえないと思っていたからです。

使用済燃料棒をそのままにしておくこと、その問題を次の世代に引き継がせること、すべてが無責任すぎます。
便利な生活をするために電力が必要なのは分かりますが、生活をすること自体が出来なくなる世界を作り出す恐れのある原子力はゼロにすべきです。
日本人の技術や元々持っている自然を協和して暮らしていく知恵を持ってすれば、この局面を乗りきれると思います。

東電社員や政治家や官僚には子や孫はいないのでしょうか？
その子たちに胸を張って、原発を勧めてきたと、これからも続けていく、と言えるのでしょうか？
私は今、大人の一人として子供たちに、日本はこの問題を乗り越える技術と信念を持った国なんだ！と胸を張って言いたいです。

どうか損得勘定で物事が進みませんように。
子供たちが日本人であることを誇りに思える選択をして頂きたいと思います。

27736 個人 自営業 ６０代 男性 脱原発(ゼロシナリオ)を支持します。 コントロールのできない超危険なテクノロジーにゼロシナリオ以上はあり得ません。
日本だけの問題ではなく地球に住むすべての生命の未来がかかってます。
どうか利権にとらわれない良心的な判断を政治に望みます。

27737 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発は今すぐ廃炉にしてください。あんな事故を二度
と起こしてはいけないです。

再稼働もする意味が分かりません。国民はみんなわかっています。電気は足りています。足りないならそのためのエネルギー政策を今すぐ進めて下さい。
このまま方向転換をしないのであれば、食べるものも不安で、子供も産む気になりません。
大好きな日本をこれ以上駄目にしないで下さい。
原発なにがあっても反対です。

27738 個人 自営業 ５０代 女性 2030年までの原発依存度はゼロにすべきである。再
稼働するにしても、大飯など世界的にも最もリスクの
高い立地の原発は絶対にしてはならない。

基本的には、私たちの生活を少ないエネルギー消費型に変更していくべきである。これは現在すでに多くの国民、セクターが実行し始めていることであり、努力によって15％くらいまでの削減は
可能であろう。次に、大規模集中型のエネルギー供給への依存から中小規模分散型の供給へとシフトするべきである。これは政策と民間の知恵を非常に必要とするが、将来を見据えた「投資」
を今しておくことは、原発問題に限らず、この社会を存続させるために必要な措置である。早いほどよい。グローバリゼーションから地域が自らを護るための方策ともなりうる。３つ目に、原発へ
の依存を続けることは、処理の可能性がほとんどない核廃棄物を増大し続けることになり、国土を継承する義務を負う現代人として倫理的にすべきではない。３．１１を体験し、この国土は世界
中の他の地域と比較しても不安定な条件にあることを知ったかぎりにおいて、個人、家族、地域、国を愛するがゆえに、甘んじて現在の痛みも受け入れていかねばならないことを、多くの心ある
国民は認識し、徐々に覚悟しつつあると思うからである。４つ目に、世界最悪の原発事故を起こし国内避難民を多数発生させている日本の今度の生き方を世界中の人々が注目しているなか
で、私たちは勇気をもって新しい道に踏み出すべきである。眼前の経済的利益を担保して再び事故を起こすリスクよりも、今は多少の忍耐をしても新たな生き方が可能性を示せるならば、その
ほうが世界の信頼を取り戻す近道となるはずだからである。

27739 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発の再稼働反対します。 原子力発電は、便利だと思いますが、
が。
あまりにもリスクが高いと、思います。

今後、必ず起こる大地震。
その度に街が破壊される危険性がある。その代償はあまりにも大きすぎます。
何百年続いた故郷がなくなってことを、もっと重要なこととして考えなければいけないと思います。

日本人が、同じ日本人を守らなくて 誰が守るのですか？

27740 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 私は「原発ゼロシナリオ」を望みます。 原発には安全はありません。

電気よりも命を優先してください。
国民の命を守るのが政府の仕事なら、原発をゼロに。
今すぐ安全なエネルギーにシフトチェンジすべきです。

CO2排出増加の懸念については、化石燃料の火力発電以外の電力（ソーラー、風力発電）が
主流となるまで、経済産業が落ち込まないような施策のもとに節電を行うべきです。

日本の原発を廃炉に、核廃棄物処理に莫大なお金が必要なら、電力会社へ払う光熱費の中や
電力がかかる商品の消費税中に脱原発税という税枠を（一定期間）設けるということも必要
であると考えます。
（しかし、そうならないように今回のエネルギー政策の意見交換会が行われる、という認識です。）

原発を推進していた国策を見直し、全ての原発を廃炉にし、安全な自然エネルギー政策を
推し進めてほしいです。より良い次世代社会の為に。

27741 個人 その他 ３０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます 原発ゼロシナリオを選びます。
その理由は、まだ制御しきれない原子力の力でエネルギーを作るのはおかしいと思います。今、原子力発電所で電気を作って消費して、使用済核燃料は、どこに、どうやって処理するかも決
まっていません。原子発電所で電気を作り、使うだけ使って、使用済核燃料は後の人（自分の子供、孫、もっと後の人）よろしくっていうのは、倫理的にも許されません。しかも、日本は地震や火
山や台風の多い国です。災害の多い国では予期せぬことが起こり、人間の力ではどうにもできなくなることが起こります。しかも原子力発電所は人間が作って、人間が稼働させているのです。人
間は間違いを犯す動物です。想定外でしたと言えば、何でも許されるとお思いでしょうか。そんなことはありません。また福島第一原子力発電所のようなことが万万が一起こったなら、日本が自
滅するだけでなく、世界中がどうなるかわからないのです。しかも　いま生きている人間、生物だけでなく、未来の人間、生物にも悪影響を及ぼすでしょう。地球は人間だけのものではありませ
ん。日本経済の発展のために、原子力発電所は必要だという人もいますが、空気、水、土が汚染されたら、どうやって生きていけばいいのでしょうか？お金で汚染されてない空気、水、土は買え
ないのです。安全な未来も買えません。もうすでに安全な未来があるのかどうかも、わからなくなってしまいましたが、これ以上増やすべきではありません。速やかに、稼働年数が高い原子力発
電所から廃炉にすべきです。そして使用済核燃料を処理する方法を研究すべきです。電気を溜める技術を高め、再生可能エネルギーに100％変えていってください。太陽光、風力、水力、地
熱、波力、潮力、バイオマス、雷などたくさんあるじゃないです。その土地にあった再生可能エネルギーを選んで、地域分散型にしたほうが、電気のロスも少なくなるでしょう。遠くでつくった電気
を送る方法よりずっと効率的です。何も制御不能で、ずっと未来まで危ない原子力を使ってお湯を沸かすなんて、おかしいでしょ？笑えませんよ。そして、自分たちで電力会社を選びたいです。
電話会社は選べるのに、電力会社は、選べないなんて変です。だから事故が起こっても電力会社は、何も変わらないのではないでしょうか？本当にお金で安全は買えないのだから、再生可能
エネルギー100％を目指したいです。そして早く使用済核燃料を安全に処理する方法を考え出すように研究してほしいです。

27742 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 人に迷惑をかけてまで原発は必要ではない。 汚染しないでいただきたい。

27743 個人 自営業 ４０代 男性 ・基本的には「ゼロシナリオ」を支持しますが、原子力
技術の維持のため１～２個程度の原子炉の維持は必
要だと考えます。

・再生可能エネルギーで有望なのは、太陽光や風力
ではなく地熱発電だと思います。

・「１５シナリオ」では使用済み核燃料の再処理の可能性が書かれていましたが、再処理や高速増殖炉には絶対反対です。安全な直接処分方法の確立をまず行うべきです。

・現在ある使用済み核燃料の処理をするためにも、核抑止力の安全保障の観点からも原子力技術の維持は必要だと思いますが、民間が商業的に扱うべき技術ではないと考えます。奨学制度
を作って学ぶ人をきちんと確保し、国（もっといえば自衛隊）に、事故対応を含めた専門の組織を作って管理するべきだと思います。

・再生可能エネルギーについて、地熱発電をもっと行うべきだと思います。海外では、日本の商社とメーカーが組んで事業を行っているのだから、同じことを国内で行えばいいのでは？　この際、
国立公園等の規制を緩めるのは仕方ないと思いますが、地域の方々との話し合いは必要だと考えます。

・太陽光発電は、発電所を作るのではなく家庭に普及させるべきだと思います。将来、車は電気自動車となり各家庭に大きな蓄電池があるのと同じ状態になるのですから、これと組み合わせた
家庭用太陽光発電システムを構築するべきです。家電メーカーが家庭用太陽光発電システムを作り、自動車メーカーが電気自動車を普及させれば、国の基幹産業に育つ可能性もあると思い
ます。

以上です。
27744 個人 自営業 ６０代 男性 炭酸ガス量は持続性を考えた場合、減少せねばなら

ないがエネルギーの量的確保は必須である。省エネ
の徹底、再エネの利用向上は欠かせない、原発は将
来高速増殖炉が可能となるまで最低限とし、開発に特
化すべき。

科学者に問えば、専門の如何を問わず多くは「地球温暖化」論については肯定的と考える。人類が宇宙に新天地を求めることができない現状であるから、将来世代に対して責任を果たすべくエ
ネルギー消費と折り合いをつけねばならない。人口の減少が好ましいが、意見合意は得られないだろう。従って、今後人口増を支えるエネルギーの確保は重要である。化石燃料以外からの導
入はかなり困難と想定されてるが、喫緊の課題として最重点で取り組む必要があると思う。今年のオクラホマシチーの４５度、北米大陸の熱波と食糧生産減等、今後常態化するだろう温暖化影
響を考えるとこれらの技術の確立が世界的にも求められると思う。原発も確立された技術として、緩和には有用と考えられるが、埋蔵量を考えた場合、高速増殖炉の確立が第一で大いに資源
量を増大させうるこの技術の開発が求められると思われる。我が国の世界に対する義務とも思えるので、必要最小限の原発稼働とし、在来の高年齢炉から停止、プルサーマルも一つであろう
が、たまったプルトニウムの処理を考え、実用化が求められる。核廃棄物がゼロであればこれをベースに考えれば良いが、すでに蓄積された廃棄物をこれ以上増やさないためにも、必要な技術
の開発、維持とともに原発は必要と思われる。存続させる以上、従来型は許されない、今後の問題解決と合わせて合理的な運用が求められる。炭素税を含む温暖化対策を地球規模で行う一
方、再生可能エネルギーに対する積極的な投資は最大限として行うべきと考える。

27745 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発依存度は(1)ゼロシナリオに賛成です。できるかぎ
り早急に原発ゼロにするべきであり、現在の再稼働に
も反対です。稼働中の原発も即刻停止するべきです。

原発事故による被害の甚大さと、原発から出る放射性廃棄物保管の危険性・長期性より、原発から即刻撤退すべきと考えます。また、再処理工場から生まれるプルトニウムが核兵器の材料に
なることにも反対です。日本は核兵器を持たないことが国是であるはずです。以上から、依存度ゼロシナリオを選択して、早急な脱原発をはかるべきと考えます。



27746 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 これ以上原発にたよるエネルギーはなくしてほしいと
思っています。
国民みんなで自然エネルギーに移行していけるように
努力していくべきだと思います。

福島の事故を始め、地震大国日本でこの原発の多さは危険極まりないと思いますし、見ないの子供たちに永遠にも終わらないようなゴミを残したくないからです。日本の国を大切に思うからこ
そ、地球にやさしくなるべく自然に沿ったエネルギーのつくりかたに移行していくべきだと思います。
３．１１以降、普通に思うことは、日本の中心に立つ政治家の人たちが「今までより節電などで、大変になるかもしれないけどこれからの日本を守っていくためにも、未来のためにも、みんなで頑
張っていきましょう。よくしていきましょう」という方向になんでもっと簡単にいかないのか不思議でたましません。

27747 個人 その他 ４０代 男性 原子力発電は震災前以上の比率を維持すべきである
と考えます。我が国は福島の事故を教訓に原発の安
全技術を高め、原子力による電力供給システムを継
続・発展させていくべきです。

原子力発電は震災前以上の比率を維持すべきであると考えます。新エネルギーの研究開発はもちろん大切ですが、太陽光発電や風力発電への性急なシフトは国民への経済的負荷が過大に
なるばかりでなく、その不安定性をカバーするために結果的に化石燃料への依存度を高め、我が国のエネルギー安全保障を著しく損ねる恐れがあります。

世界的には新興国の経済成長に伴う資源獲得競争の激化が見込まれる中、資源小国の日本としては、高速増殖炉の実用化を視野に入れた原子力の活用は依然、必要不可欠です。震災後も
世界の趨勢は原子力発電の導入・維持・拡大であり、脱原発を決定した国はほんの少数に過ぎません。我が国は福島の事故を教訓に原発の安全技術を高め、原子力による電力供給システム
を継続・発展させていくべきです。

27748 個人 家事専
業

６０代 女性 使用済み核燃料の処理が未定ということは末恐ろし
い。これはわが国だけに限らない。原子力に頼らない
方法を国策で。日本が火山列島であることを今一度
再認識すべきである。

原子力の平和利用という錦の御旗が虚像であったこと、国民を騙し、核兵器を製造する力を内蔵させていくという国策に私たち、広島、長崎に原爆を身をもって体験したものが許していいもの
か。わが国の国土を守るためにこそ、原子力というものを使用することがいかに不利益か、一般庶民は肌で感じている。経済の発展に原子力エネルギーは必須のものというまだ懲りない面々
は発言しているが、いのちが経済発展によって脅かされない国、国民が安心して仕事に従事できる産業を興せる国にしていくべきである。私たちはそういう技を持っていると確信する。平和な国
日本をもう一度作り直しましょう。

27749 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 男性 原発ゼロシナリオ（即時）を支持する。
原発15％、20～25％双方とも実質「原発推進プラン」
であり、あらゆる角度から考えて支持できない。

政府は今まで、「原発の寿命を40年まで」「原発の新設はしない」と述べてきた。
このプランのままで原発を予定通り40年で廃止し、新設もせずにいけば、2030年以降に残るのは18基だけとなる。

これは発電施設全体に対して８％、発電量にしても11.75％を占めるにすぎない。
これでは原発比率「15％」にも、「20～25％」にも達しない。

つまり原発比率「15％」「20～25％」どちらにするにも、原発増設か稼動延長が前提になってくる。
原発15％も、20～25％もは実質「原発推進プラン」であり到底支持できない。

大体、原発事故が東のはずれであったため、国全体に被害が及んでいないだけであり、今度事故がおきれば、日本がどのような事態におちいるか想像もつかない。原発推進というのは、まずこ
のリスクを冒すことが前提であり、国民の人権、生命の尊厳を軽んじる行為と言わざる得ない。
この点について、内閣府はまず見解を述べ、国民に説明責任を果たすべきである。

またこの災害は、放射能による被害を少なからず外国にも及ぼしている。
これをどう他国に釈明するつもりだろうか？
仮に隣国などが原子力による災害を起こした時、このような態度で日本は果たして世界にどう援助や、他国への賠償の合意を求めるのであろうか？はなはだ疑問である。他国との関係におい
ても、マイナス面がある事をまるで考慮していない。内閣府はこの点に関し説明責任を果たすべきである。

経済として捉えても、自然エネルギーによる社会を前提に開発を進めた方が、国の安全保障、雇用、環境、いずれにもプラスであり、またこの技術はすでに実用段階に来ているものが多数あ
る。中長期的に見ても、原子力ありきの社会は経済的メリットが極めて薄い。短期的に見ても、原発の再稼働というだけでも国民に混乱をもたらし、社会的にマイナスに作用する。経済的に問題
があるというのであれば、金銭をもって個別に対処する方が遥かに問題が少ないと考える。

あらゆる点から見て、原発ゼロシナリオ（即時）が妥当と考える。
上記の説明責任が不十分な点について、国民の一人として内閣府の説明を求めるものである。以上。

27750 個人 家事専
業

４０代 女性 即刻、(1)ゼロシナリオを。天然ガスによるガスコンバ
インドサイクルの技術支援を大至急お願いします。原
子力から撤退し、天然ガスパイプラインの敷設に予算
を回しアジア諸国から遅れをとらないよう指導を。

天然ガスは燃料費が高いと断定していますがコスト削減は企業努力です。韓国の交渉力を見習って下さい。日本より１割以上割安です。アメリカに至っては、日本の９分の１のコストです→
http://president.jp/articles/-/673

また、天然ガスは、燃やしてもＣＯ２が非常に少ないことは周知の事実です。
コールベッドメタンについては、北海道や九州の旧炭田地域が有望視されており、北海道石狩炭田では、全体で４００億～１５００億立法メートルあると（北海道大学大賀光太郎氏）期待されてい
ます。日本海沿岸には、低コストで採掘できる可能性の高いメタンハイドレードが眠っていると専門家が指摘しています。

東京電力川崎火力発電所では、２００８年１２月時点で既に、世界最高の熱効率である５９%を達成したことが高く評価され、米国の業界紙「Power Engineering Magazine」が選定する「０８年最優
秀ガス火力発電プラント」（The 2008 winner for best gas-fired project）を受賞しています。５９％の効率とは、原発の２倍の効率です。

ガスコンバインドを推進するたに、早急に天然ガスパイプラインの敷設を。
原子力予算に無駄金を使わず、全国民のために今こそエネルギー改革を行う時です。

27751 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 2030年ではなく今すぐ原発をゼロにするべきです。同
時に自然エネルギーの振興策に最大限のエネルギー
を注ぐべきです。

巨大地震のサイクルに入っているという学者の意見が見過ごせるものではないこと。想定外のことは常に起きる可能性があると認めるべきであるし、じっさいに福島で起きてもいる。これ以上何
を教訓にしたらよいのか？全く理解に苦しむ。一旦、事故が起きた場合に失うものが大き過ぎる。一方で自然エネルギーへの転換を促進するのにこれ以上良い機会はない。昨年の計画停電実
施時における一般人の協力や努力のレヴェルをみれば国民全体で節電に取り組むタイミングとして今が最適なことは自明の理。未来に負の遺産を残すべきではない。

27752 個人 学生 ２０代 男性 原発依存度２０～２５％のシナリオを支持。電気料金
値上げによる消費者負担の増加、経済的な国際競争
力の低下の影響を受けるのは我々若者です。一時の
感情に流されず日本の将来を考えた政策決定をする
べきです。

　私は２０～２５％の原発を維持していくべきだと考えます。
ゼロシナリオのように急速に再生可能エネルギーにシフトすることで電気代という形で負担を強いられるのは消費者です。電気は生活をするにあたって必要不可欠なものでありますが、現在の
不景気の中で国民全員が電気料金の値上げに耐えうるほど裕福ではありません。反原発運動を行っている方々は時間的にも経済的にも余裕があるのかもしれませんが、すべての人が生活し
ていくうえで使用するものであるため経済的に上層部の人々を基準にするべきではなく最下層の人々を基準にするべきです。高額な固定買い取り制度には無理があり、破綻することは目に見
えています。
　討論型世論調査では６０代以上の方が多く参加されてゼロシナリオの支持が７割となっているようですが、２０３０年になったときに経済活動をして生活をしていかなければならないのは我々若
者です。多くの若者が今後企業に就職していく中で国の政策のために企業が海外に流出してますます経済的環境が悪化してしまってはもはやこの国に希望を持てません。「子供たちのために」
と原発廃止を叫ぶ母親が多くいらっしゃるようですが、今後多くの負担を強いられ、雇用が安定せず経済が衰退していく国を残すことが果たして子供たちのためと言えるのでしょうか。重大な事
故のあとで不安に思う気持ちはわかりますが、一時の感情に日本の将来を任せてしまうことに危機感を抱いています。
　現実的には原発を維持しつつむしろ石油による発電の依存度を下げ、再生可能エネルギーで減少分を補うべきです。そのためには事故の原因が何であったのか、再発防止のために施設の
面でどのような対策をして、原発の管理システムをどう見直したか迅速に国民に明確に示し、理解と信頼を得ていく必要があります。多くの国民は生活を維持するために一生懸命働いており、
お祭り騒ぎをしている余裕はありません。どうか声の大きな集団の主張に流されず、この国の将来を考えた冷静な政策を期待しています。
　

27753 個人 家事専
業

５０代 女性 原発ゼロシナリオを望みます 科学的人為的に作り出された放射性物質の生物に与える負の影響について、

１検査体制が確立していない
２効率的な検証方法が示されていない（見解が科学者・医療関係者
　さまざまな立場により統一されていない

私自身、両親を被爆者にもつ被爆二世です。体調の変化にはこどもの頃から周囲も自身も気にかけてきました。これから、何十年、何世代もの間、この原発事故で放出された放射能の影響を
日本国民皆が怯えつつ生きていかなけばならなくなりました。恥ずかしいことに自国の無知無策による産物の結果でです。

広島長崎原爆投下を受け被曝の実態を知り得ながら、原子力の平和利用と銘打って米国に組するキャンペーンを国を挙げて続けてきた歴史を今一度検証しなおす責任が統治者側にも国民側
にもあると考えます。
まずは今回の人為事故を正偽に照らして精査してから、次代のエネルギー論を展開すべきです。

現行運転中の原発、即刻停止を希望し、原発ゼロをゴールにすえた廃炉シナリオを求めます。

27754 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 「原発ゼロシナリオ」・・・唯一の脱原発シナリオ 一度の失敗でも長期に渡る遺伝子レベルの影響が起こり得、その復旧手段もないような高リスクの技術に頼る事は、現状では適切な事とは思えません。
果てなき利便性と利益の追求を進歩と呼ぶ時代はもう終わっていると思います。
自然エネルギーの利用等、環境に影響のすくない技術を推進して欲しいです。

27755 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 「原発ゼロシナリオ」推進を強く希望。 ［理由］
・稼動する期間分増える一方の燃料棒の処理方法が未確定の為（核燃料サイクルは既に破綻している）、今後その解決を子供・孫・その後の世代に押し付けて無責任に稼動すべきではない。
よって現在稼動中の原発は全て早急に停止すべき。

・自然エネルギーの開発促進に力を入れるべき。

・現状でも原発以外の発電（フル稼働ではない）のみで電力が不足する可能性はとても低く、原発の必要性不明。

・大きな方向転換の御英断を強く望みます。

27756 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発は安全性を高めつつ必要と思う。 何故、市民の意見を聞くとしながら、1個人として電力会社の社員は意見を言えないのか、とても不思議であったし、マスコミの報道が日本を衰退する方向へ導いているようで怖い。計画停電を
体験したからこそ脱原発など安易に言ってほしくない。

27757 個人 自営業 ４０代 男性 ゼロシナリオを支持します ゴミ処理も出来ない原料を使う事じたいが間違っていると思います。
未来の子孫達のためにも、ツケを回さない方法が正しいと思います。

27758 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発ゼロに向かうことを求めます。
薬害エイズ・アスベストと同じ、危険がわかれば、さっ
さとやめろ。
事故や事件で、被害者が出てからではおそい。
経済的な理由で危険を放置してはいけない。

原発ゼロに向かうことを求めます。
薬害エイズ・アスベストと同じ、危険がわかれば、さっさとやめろ。
事故や事件で、被害者が出てからではおそい。
経済的な理由で危険を放置してはいけない。
やめようと思ってから、処理が終わるまで、何十年もかかるもので、その間、地震や津波など何もないと考える方がおかしいと思います。

27759 個人 家事専
業

３０代 女性 0%！！ 原発は早目に減らしていくべきだと思います。
子供達にツケを払わせる事はしたくないです。

27760 法人・団
体等

法人等 法人等 法人等 福島原発事故以降において原発の安全性に対する
信
用失墜は回復不能だ。そもそも核燃料の最終処分も
未確定のまま、原発を再稼動させれば、技術的、経
済的にも未来永遠に禍根を残すので廃止する他な
い。

上記の理由により、選択肢は「ゼロ」以外考えられない。
電力不足には、省エネ、再生可能エネルギーなどの代替
を進め、止むを得ない場合は計画停電も実施するよう万
全の準備をしておくべきである。国策により原発を推進
してきたのであるから、今後は国策として原発廃止、核
燃料の最終処分を推進すべきである。



27762 個人 家事専
業

５０代 女性 原子力発電に頼らないエネルギー政策をお願い致し
ます。

今更電気のない生活は考えられません。電気の御蔭で快適な生活が送れているのは紛れもない事実です。
が、今回の福島原子力発電所の事故は、この快適な生活を送るために、いかに危険なものを作り出してしまったのかということを再認識させてくれました。
例えば放射能漏れが起こった場合、アニメであったような放射能除去装置があったり、使用済み核燃料の安全な処理の仕方が開発されているなど、原子力発電所に何が起ころうと対処できる
のであれば、原子力も有力なエネルギーになることでしょう。
しかし現実には放射能に対して私たちはまだ無力であるということを今回の事故は改めて教えてくれました。
人間が制御できないものを使用するべきではないと考えます。今回の福島の様子を見て、いち早く原子力発電を止める決定をしたドイツの決断力を見習うべきだと思います。
原子力エネルギーに頼らないと腹をくくらない限り、次の新たなエネルギー政策は進展しないのではないでしょうか。
日本の知性と技術をもってすれば、地熱、水力、太陽光、風力などの発電の技術も、もっと効率の良いものができると思いますし、新たな安全なエネルギーも開発できるのではないでしょうか。
太陽エネルギーにはまだまだ未知のものがあるかもしれません。
私たちは、次の世代に放射能にまみれた日本ではなく、美しいままの国土を継承していかなくてはなりません。
そのためにも、想定外の地震、津波が起こった時の安全が確保されない原子力発電所は廃炉にし、今ある発電の技術を駆使しつつ、将来に渡って使える、安全なエネルギーの開発を心よりお
願いしたいと思います。

27763 個人 パート・
アルバイ
ト

６０代 女性 脱原発（ゼロシナリオ）を支持いたします。 この数十年間日本は、国の実際の力を把握しないまま無理をして進んできたように思います。
夫も建築関係で、原発や火力発電の現場に出向いたこともありますから、そのおかげで暮らしている自分には発言権はないと思って過ごしてまいりました。

子や孫たちが放射性物質のせいでこの先の日本で人として暮らし生きていけるのかどうかも分からなくなった今、
一言でも発言しないでは死ねないと思うようになりました。

国は原発は安全だとか安心だと国民に幻想を与えて来たけれど、現実には地震と津波という天災にもろくも崩れました。
どうかこれ以上、日本の人々と美しい国土を壊すような過ちを犯さないでください。
処理できないものを持つべきではないです。

日本だけではなく世界中が気づく時です。日本はその意味で新しい世界のリーダーになってください。

27764 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発はより安全性を高めて、運転を続けるべきであ
る。マイナスがあるのを知りながら、より安全性を高め
る努力をしつつ、文明の利器を利用する。これが人間
の社会の事実なんだと思います。

今回の原発事故で、直接放射能で亡くなった方は、ゼロ人です。
東京世田谷区のﾗｼﾞｳﾑ瓶民家の住人、台湾の高放射線マンションの住人、宇宙飛行士が宇宙で通常より多くの放射線を浴びても、健康被害が特別に認められていないのは、事実である。
福島の住民に健康被害は起きない！と言っている専門家の意見だけを黙殺するのはやめて下さい。

人の命を守るために原発に反対するというならば、では同じ論理を適応して、車の使用に対してはそれ以上に反対運動すべきでしょう。
最近でも一年に５千人近い方が車の事故で亡くなります。繰り返しますが今回放射能で亡くなった方はゼロです。
過去に車で人を轢いておきながら、あるい家族や知人が車で轢き殺されたことがありながら、平気で車社会を容認している人は多いでしょうね。そして車社会には何ら反対運動せずに、原発に
は反対する。どういう論理でしょうか。

また火力発電は燃料費が高く景気を悪くします。景気が悪くなることで、自殺や治安の悪化で亡くなる方は確実に増加します。

マイナスがあるのを知りながら、より安全性を高める努力をしつつ、文明の利器を利用する。これが人間の社会の事実なんだと思います。
そうでなければ、車どころか自転車だって使えません。原発では死んでないけれど、自転車事故では死んでますからね。

27765 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 脱原発（ゼロシナリオ）を支持する。
世界に向けて日本の責任と誠意を持ってほしい。
次世代を考えこの日本にもう住めないところを作って
はいけない。

近年、多くの企業が社会的責任を果たそうとしている中で、世界に多大な迷惑をかけた日本としての責任を原発をやめることで誠意を表明しないといけないと思う。再稼働は日本の信頼に欠け
る行為であり、国は多くの企業よりだらしない低レベルな組織にしか見えない。
使っていない核燃料がもったいないとかではなく
原発を稼働せず、放射性物質の処理を行い続け、新たなエネルギーの開発に日本の持つ全技術を注ぐ、それでこそ誠意ある他国を引っ張る先進国の姿ではなかろうか、
今後は私たちが次世代へ残す負の遺産をこれ以上増やさないためにチェルノブイリで十分発信されなかったことを発信していかなければならないと思う。
感情的な事を言えば、20km圏内に住んでいた人や家畜・ペットだけでなく、木々の芽吹き、咲き誇る花々、サケの遡上、ハクチョウの舞等は、とても辛くて見ていられない。あんなすばらしい自然
があるところなのに、そんなところ他にはもういらない。

27766 個人 自営業 ３０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します！ こんにちは。　山口県萩市に住む２歳児の母です。
原発を残しつつ他のエネルギーにシフトするというご意見もありますが、
私はすぐにでもすべての原発を廃炉にした方がいいと考えます。

チェルノブイリに続き、私たちの国・日本でも、福島原発のような大事故が起きました。
私に取って「原発を残す」という選択肢はこの地震国に於いてあまりにも大きな危険と犠牲が伴うもの。
しかもそれを管理する政府や電力会社は事故が起きた福島原発の収束も震災された方々への保証もきちんと責任をとっていない状態です。
全国にちらばる原発が再び事故を起こした場合、日本には逃げ場がなくなり
二度と平和な日本ではなくなります。

原発に変わるエネルギーとして、石油石炭や自然エネルギーなどがあげられます。
石油石炭から自然エネルギーへのシフト、というのはヨーロッパでもすでに前例があります。　ならば、「原発ゼロから自然エネルギーへのシフト」を日本全体で
目指すべきではないでしょうか。

原発をを一基でも残す事は、日本滅亡、更に世界各国への汚染につながります。
日本国民が、政府が、電力会社が本気になれば、自然エネルギーにシフトは難しくないことです。

27767 個人 学生 ２０代 女性 日本全土の原子力発電所稼働停止および廃炉 原発は必要ありません。
パソコンやエアコンや映画館や遊園地が使えなくなったとしても、
自分の子どもが産めなくなったり産んだ子供が苦しんで死ぬかもしれないよりはましです。
当たり前のことです。
そして、そんな恐怖を他人に強いることもしたくはありません。
エネルギーが限られていることは始めからわかっています。
経済的な問題や利権が原発推進の理由なら、自分や自分の子供の健康がそれよりも大切なことを理解してください。

27768 個人 無職 ４０代 男性 「ゼロシナリオ」を支持します。
「人が作り、人が運用する」以上は「ミスは起きる、事
故は起きる」ものとして考えるべきであり、今後の原発
の推進はもちろん永続的な維持はまったく支持できま
せん。

福島第一原子力発電所の事故によって、原発が一度でも過酷事故を起こせばその代償はあまりに大きく、その被害は広範囲に及び、状況回復には果てしない時間と労力、費用がかかることが
はっきりとわかりました。また、原発のような一ヶ所集中型の大規模発電所ではその発電所が機能しなくなった場合に深刻な電力不足を引き起こす原因にもなることはよくわかりました。

災害時の被害を最小限に抑える、また災害後のインフラ復旧などを考慮する、という視点から原発依存の大規模一ヶ所集中型の電力供給システムから原発のようなものに頼らない小規模分散
型の電力供給システムに移行させていくべきではないかと考えます。なによりも地震大国であるわが国の状況を考慮するならば、なおさらのことではないでしょうか。

今回提示されたシナリオでは「2030年」と一定の期限を切り「0%」「15%」「20～25%」というシナリオから選択させるようになっていますが、この選択肢の中では「ゼロシナリオ」しか選べません。

「核燃料リサイクル」の維持、存続には反対です。したがって提示されている三つのシナリオの中では「ゼロシナリオ」しか選択できません。

また、提示された条件の中において「再生可能エネルギー比率」「省エネルギー比率」の設定値に疑問を感じます。どういう見積もりでこのような数字になったのでしょうか？　この提示からでは
国は「再生可能エネルギー」の導入をなるだけ最小限にしたい、「省エネ」はなるだけ避けたい、という数字のようにも見えてしまいます。

「再生エネルギー比率」「省エネルギー比率」の幅を更に拡げるべきであり、また、単純に電力供給の方法の問題と考えずに生活構造、都市構造といった根本的な問題とリンクさせて考えるべき
問題ではないかと思います。

27769 個人 自営業 ３０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます 原発ゼロシナリオを選びます!!

経済よりも命を大事にして下さい。
民意の声を聞いて下さい。
即廃炉を願います！

27770 個人 家事専
業

３０代 女性 ゼロシナリオ 　福島での事故以降、私のすむ町でも子供達を守るため、様々な話し合い、行動がされています。町内会による除染や、国、市への意見書提出、署名活動など、色々な試みがされていますが、
今なお、子供達を自由に遊ばせるには不安があり、不自由な思いをさせていると感じます。
　子供達には道ばたで花や虫、葉っぱにふれて、のびのび育ってほしい。自分や知っている人の育てた野菜を、自分の手で収穫して食べる事の喜びを知ってほしい。教育に携わった経験のあ
る私の願いでした。それが見事にうちくだかれました。今でも、遊び場は除染された公園、幼稚園の敷地内のみ、水、食べ物は極力西のものをあつめています。
　
　こんな思いを、もう誰にもしてほしくない。だから原発はゼロじゃなきゃいけない、そうおもいます。原発がある限り、悲しい事故が起こる確率は絶対ゼロにならないからです。１パーセントでも１
５パーセントでも２５パーセントでも、同じ、事故が起きたら同じことが起こるからです。安全性を強化、なんてまやかしがきかないのは子供だってわかります。
　もし、他の地方で事故が起きて、それこそ安全な食材が日本全国からでも入手困難になってしまったら、国を出る若い人も多く出ますから・・・子育て世代をなめないで下さい。

27771 個人 無職 ６０代 男性 　原発は即時にゼロとし、再生可能な自然エネルギー
１００％を目標に発電方式の見直しを行う。
　また、CO2対策として、石炭火力をガスコンバインド
発電に変え、今後その分を自然エネルギーに変える。

原発を即時にゼロとする理由は、福島原発震災を見れば明らかである。
(1)原子力は、一度暴走すれば人間の手には負えず、人間（生物）と共存する事は出来ない。
(2)原発は使用済み核燃料の処分方法もなく、放射性廃棄物は増加する一方で、世界的にも解決しておらず、人間には管理不可能である。
(3)原発は燃料の掘り出し、加工、発電、メンテ、使用済み燃料の処分、廃炉等全てが被爆労働で、人間、生物、環境の放射線汚染を拡大する。
(4)原発は発電効率も低く、大量の排熱で海水を温め、ＣＯ２を発生させ、巨大な海洋環境汚染源である。
(5)使用済み燃料の処理、今回の原発事故の保障など、全ての環境負荷対策（対策不可を含め）を考慮すれば、そのコストは膨大なものとなり、除染はコスト的にも、物理的にも不可能で、原発
の発電コストは無限に高くなり、経済的にも原発は成り立たない。
　以上から原発は即刻ゼロとする。
　原発即時ゼロとしても、需要は十分に賄える事は、データ的にも、福島原発震災以降の１年間の実績で明らかであるが、政府の省エネ対策はまだ不十分で、無駄使いが多い
　ＣＯ２対策としては、排出源の原発ゼロと石炭火力低減を進め、効率の高いガスコンバインド発電を強化し、それらの繋ぎの発電を、再生可能な自然エネルギーに出来るだけ早く変更すべき
である。
　今の政府方針は原発ありきのシナリオで、原発即時廃棄、再生可能エネルギー１００％でのＣＯ２対策を基本にすべきである。

27772 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 男性 原発0シナリオを望みます。 大飯原発の停止、全ての原発の廃炉をお願いします。
豊かで文化的な生活の根幹は、生命だと思います。
生命を第一に、万物の生命を第一に考えてください。

福島の避難者への(自主避難者も）補償をもっと手厚くしてあげてください。

まず、現時点で、人間は、放射能をコントロールする技術、つまり、放射能を消す技術を確立しない限り、原発を使ってはいけないと考えます。
この技術の確立に至らずに原子力発電を行なうことは、実験段階の危険なものを扱うことになります。
従って、今までの原発は、実験だったと思います。商用に至ってないのです。
また、使用済み核燃料の扱いも、安全な技術が確立されているとは考えられません。
もんじゅが、いい例です。
せいぜい地中に埋めるなどの原始的で、危険で、有限の対象方法であり、いつかは、破綻が見えています。
このことからも、原発は、商用レベルに達していないのです。
原子力の平和利用は、根本的にはあり得ないと考えます。平和に利用していても、ひとたび、問題が発生したら、地獄になるのです。
放射能の怖さは、長崎や広島の原爆で、世界で一番日本人が体験し、知っているはずです。
そして、更に、東日本大震災での福島原発の事故でその影響の大きさを体験したはずです。
にもかかわらず、政府は、大飯原発を再稼働させました。
放射能事故は、全てを無にします。国土、国民の生命。
また、放射能は、拡散し、国内のみならず、近隣諸国、地球環境に悪影響を及ぼします。
今までも含め、政府は、国土、国民の生命より、経済を優先にして来ました。
また、我々、国民もそれを容認してきたのは、反省すべきですし、反省しています。
原発の最悪の事故が発生したら、政府は、どう責任を取るのでしょうか?
取れるのでしょうか?
その回答は、既に出ています。
それは、福島原発事故の政府の対応です。
今だに事故の責任、対応は取れていないと考え、それは、実証済みです。
従って、政府が責任を持って原発を稼働させるなどということは、無責任であると思います。
政府は、国土、国民の生命を守るという観点から早急に原発ゼロに取組むべきです。
その方針を早く出すべきです。
まずは、方向性を出せば、企業、国民は、動くと考えます。
脱原発で、一時的に、経済への影響を懸念されていますが、これは、今までの原発を許して来た「つけ」だと思います。
脱原発による経済への一時的影響は、私、及び国民は耐える覚悟はあると思います。
原発が無ければ、必死にその代替手段を考えるのです。
原発があると、一見快適な暮らしに甘んじ、人は怠け、つい、問題の先送りをしてしまうのです。そして、過ちを侵し、また、反省するのです。
いつになったら、福島の人は、元の土地に今までの様に住めるのでしょうか？
一説によると、原爆自体は上空で爆発し、原発は地上の放射能が拡散するため、放射能の量は福島は広島や長崎の３０倍だったか６０倍だったかと言われるくらい大量のもので、かなり深刻と
いう話もあります。
福島の原発について、今だにどうなっているか？これからどうなるか？
誰にもわからない状況です。
政府は、ガイドラインで示した生活圏から２０メートルの森林除染範囲を示していますが、除染は、本来、人の住む場所だけでなく、人や動物が住める様に山林なども含め全て放射能の影響を
無くさなければ、第一次産業を考え、衣食住は出来ないと考えます。
それだけに放射能の影響は、計り知れない程の打撃であります。
原発は、その問題が発生したら、国のベースである国民の生命や国土の存続そのものを脅かす重大なものになります。
極端な話し、経済が破綻しても、国土は残り、土地を利用し、生き延びる事は出来ますが、原発の放射能が拡散し、重篤な状態になった場合、国土を失い自給自足で生き延びる事も出来ませ
ん。
政府は、最悪の事も考え、国土、国民の生命を守るという観点から、リスクマネジメントを行って欲しいものです。
早急に原発ゼロに取組むべきで、そのためのロードマップを早急に作成し進めるべきです。
また、太陽光発電など再生可能エネルギー普及は、電力会社だけでなく、企業や家庭での普及が更に進み、電力の自給自足の考え方や取組みも進むことから、原発ゼロは、可能と考えます。
これらの再生可能エネルギーの普及率が、35%程になれば、今までの原発の割合が35%程なので、原発が再生可能エネルギーに入れ替わる事は、十分可能な範囲だと考えます。
また、再生可能エネルギーを新たな経済、技術発展の大きな柱の１つとして、戦略的に海外展開も含め考えては、どうでしょうか?
有限な石油資源の将来的な限界を考えても、再生可能エネルギーの取組みは必至で、この事を考えるとこの選択は、脱原発だけでなく、co2の削減にも繋がり、一石二鳥、三鳥の有効で、価値
の有る選択であると考えます。
政治家や官僚の方も日本人です。
どうか、かけがえの無い私たちの大切な、大切なこの日本の国土、国民の生活、生命をお守り下さい。お祈りします。お願い致します。

27761 個人 自営業 ５０代 男性 私は、原発反対で、脱原発です。
従って、「エネルギー・環境に関する選択肢」での原発
の比率は、ゼロシナリオで行くべきで、即刻ゼロにす
べきと考えております。



27773 個人 その他 ５０代 男性 ゼロシナリオを選択すべき。 核廃棄物の安全な処理技術が確立されておらず、またその見通しも立たないから、ゼロシナリオを選ぶ。この選択はコスト的には一番高くつくだろうが、子孫にはなるべく負担をかけるべきでは
ない。

27774 法人・団
体等

法人等 法人等 法人等 私は３６名の子ども達と「日本の未来のあるべき姿（未
来のエネルギー問題）」を議論してきました。「原発は
無くしたい。」というその提言は、千葉県代表として先
月開催された「子ども国会」の場で発表されました。

子ども達が全員で取り組んできた「子ども国会」への取り組みに関して，子ども達の意見の中に，「この地震の多い日本に原子力発電所を立てることは，自殺行為だと思う。」「２度と住むことが
できなくなるのはいやだな。」とうったえるものもありました。また「できることなら生命の危険を回避するためにないにこしたことはないけれども，現実を考えると難しい面がある。」「将来的に再生
可能エネルギーを日本の優れた技術力で開発し，それを増やしていけばいい。」「私達の生活を見直す必要がある。コスト，電気料金，地球温暖化，雇用者の生活，日本の経済の成長など考え
なければならない問題がたくさんある。」など、さまざまな議論を重ねてきました。話は少しとびますが，今、オーストラリアでは赤ちゃんが生まれた時から、日焼け止めを塗り続けなくてはいけな
いそうです。皮膚がんの発生率は世界一で、毎年約１６００人ほどが亡くなっています。これをもたらしたオゾン層の破壊も数十年前からの、経済成長に伴う温暖化ガスの排出が原因と考えられ
ています。もし、当時からフロンガス等の規制が出来ていたら変わっていたかもしれません。今回原発の事故においても、放射性物質がちりやほこりとともに飛散し、日本各地、千葉県にも影響
を及ぼしています。露地栽培のしいたけは出荷自粛となり、除染基準値を超えた場所もでました。今の私たち大人が決めたことが、数十年後の未来を大きく左右してしまいます。大人の責任に
おいて子ども達の未来にきれいな環境を残し、負担をかけないよう、きちんと判断していかなければなりません。先月，７月２９，３０日に、１２年ぶりに開催された子ども国会において、６年１組の
子ども達の提言としてなされた意見表明は、３６名の子ども達がいっしょに考え、意見し合ったみんなの総意です。私達の学校では６年生を中心に、児童会と呼ばれる組織で「被災地への支援
をしよう」とよびかけ行動に移しています。「顔の見える相手に手を差し伸べたい。」との思いからどの地域を選ぶか話し合った時、被災地に大きく２種類の被災地があることに気がついたので
す。それは、津波の被害で苦しんでいる地域、そしてもう一つは、津波とさらに原子力発電所の爆発事故により放射能の影響で住む所を失い苦しんでいる地域があるということです。学校でエ
ネルギー問題について学習していた子ども達は、「僕達関東圏に住む人達の暮らしに使う電力が福島で作られていた事を考えると、それは人ごとではない。」「その現状を知ること、また未来の
社会を真剣に考えることが必要だ。」ということでいろいろ調べました。調べていくうちに、政府が提言した原子力エネルギー比率の将来における割合の議論も行いました。意見は２つに分かれ
ました。０％案と１５％案です。０％案の意見としては冒頭にも書きましたが、「安全が一番」「人の健康や命が一番大事」「人が住むことができなくなったら大変だし、絶対いやだ。」という声が上
がりました。１５％案の意見は、火力発電が増えるとＣＯ2が増えてしまう。」「電力不足は産業にマイナスになる。」というものでした。ただどちらも「日本の技術力で自然エネルギーの開発を進
め、原発を無くしていけば、この地震の多い日本で、安心して生活していくことができるだろう。」という考えにまとまっていきました。千葉県北西部に位置する地域だけに、放射線が高い場所が
多くみられるだけに、非常にこの問題に関する関心が高いです。どうか、この声を聞いて、安心して暮らせる世の中にしていってほしいと思います。

27775 個人 家事専
業

３０代 女性 脱原発の推進に賛成です 人が入れない、住めない地域を作るような恐れのある原子力発電はすべきでない。一度事故が起こってしまえば、そこに住む人々の生活の歴史を壊すことになる。これだけ地震が頻発している
状況下では、福島のような事故が二度と起こらないとは私には思えない。
また、火力発電が地球温暖化につながるから原発が必要というシナリオー主に原子力発電で食べている人たちから流布されるシナリオーをよく耳にするが、果たして本当なのだろうか。今まで
十分な検証がなされてこなかったが、これを機に、よく議論すべきだと思う。
私は海外に住んでいるが、日本に30年間住み、数年後に戻る予定のある日本人である。地震が起こり、福島の事故が起こった際には、母国がとても心配でネットにかじりついていた。絶望を感
じた。起こってしまったことはしかたないが、だからこそ、反省をしていかねばならないと思う。事故を二度と起こしてはいけない。

27776 個人 自営業 ２０代 男性 「ゼロシナリオ」（しかも一刻も早い原発ゼロ）を支持し
ます

現在の原子力発電はあまりにもリスクが高すぎると思います。短い歴史の中での事故の確率も想定より高いし、なによりその事故の深刻さ影響力が大きすぎます。
世界のトヨタ自動車が作るプリウスにもブレーキが効かなくなるなどのリコールがありました。
湯沸かし器やストーブ（しかも原発と同じような古さの）にも同じようなリコールはあります。
現状、原子力発電所自体にリコールが出されているのだと思います。その不具合をほっておいて事故があれば住めない土地が生まれます。地球の大きさが限られている以上、そのリスクはど
んな大金でもフォローできるものではありません。
そして生まれた核のゴミの何の処理もできないまま子孫たちに残してゆくしかできない技術。
以上の理由より、即刻、原子力発電所にはリコールを突きつけるべきです。
経済発展への弊害を危惧する声が多く聞こえます。
この先は国の政府の仕事です。
現状を、原発を、不安に思うひとが多い状態を考えればどうするべきかは明らかだと思います。
「みんなが怖がっているから原発やめます。経済衰退しないように色々がんばって考えてみます。頼みたいときは頼むんでよろしくお願いします！」って言えば済むことです。
やれることはたくさんあるのではないでしょうか？？

27777 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発はゼロ。即刻停止して、廃炉とする。他国の例を
参考にして電力業界の独占・規制撤廃し、特色ある発
電の企業が参入することで、使用者側に発電方法・料
金等から選ぶことができるようにする。

安心安全に暮らす権利を主張します。東京電力福島第一原発事故に学ぶべきは、地震活動期の日本においてこれほどまでに危険な原発は一刻も早く廃炉にし、処理方法も決められないほど
危険な核のゴミ＜死の灰＞である使用済み核燃料をこれ以上生み出さないようにしなければならないということ。
送発電分離し、電力自由化すれば、各業界、各地域が電気事業に乗り出し、原発なしで充分の電力は賄えると思います。電力の地産地消を進めれば、過疎化地域も活性化し、一石二鳥と考え
ます。

27778 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオを支持します ・原子力発電は、事故発生時の被害が大きいため使用しないでください。

・原子力発電の事故発生原因には、人災、地震、津波以外にも、テロや戦争などのリスクもあります。

・将来必要となる核廃棄物処理、廃炉に必要なコスト、技術を早急に準備してください。

・クリーンエネルギー、スマートグリッドなど電力に関する新しい産業が発展できる規制を作ってください。

27779 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発依存度０％、全原発即刻廃炉！！ １．女川原発も今回の3.11で危なく福島のニノ前になるところだった。もしこれが実際に起きていたら人口16万人の石巻市が全滅（半径20キロ圏内にほぼ全域が入る）していただろう。そう思うと
夜も寝れない。
２．電力会社の言っていた原発の運転コストの話も全くデタラメで信用できない。
３．原発の立地条件も、当初は原発を立てる場合は、岩盤が硬い地層の上に立て、地震の影響がほとんど無いところのはずが、蓋を開ければ活断層の上。良くも嘘八百で建てたもんだ。おまけ
に建てた自治体を金で釣り、原発なしでは生きて行けない様に仕向ける。原発村のおバカ村民は虚喝がお好きですね。
４．せっかく買ったスピーディも宝の持ち腐れで避難情報すらまともに出せない。おかげで、3月13日～14日の間にしっかりテラベクレル放射能を浴びさせていただきました。誠にありがたい次第
です。あれを仮データで入力した物でも公開されていたらもっともっと避難方法も変わっていたし、後で調べた結果を比較してみるとほぼ正確なデータが出ていたんだって。じゃあ何でださないと
聞いてみると、パニックになるからだって。国民を馬鹿にするのもいい加減にしたら。我々はバカじゃないからそう言った情報があるとそこにはわざわざいかないよ！！
５．福島原発の本当の事故原因は、地震で原発の冷却系配管が全て壊されたＬＯＣ事故でしょ。いい加減白状したら。原発に詳しい民間人のほとんどは、先ずＬＯＣが発生し、それに津波要因
が重なって大事故になったと結論づけているのに、原発村の村民のおバカさんたちは認めない。認めたら即刻全面廃炉になるもんね。
とにかく、今の日本の電力会社に原発を運転する資格は無い。即刻廃炉！！

27780 個人 その他 ６０代 女性 “エネルギー環境に関する選択肢”に対する意見。
即刻、原発０を主張する。

再び原発大事故が起きれば、日本は全滅する。
海と地熱と自然エネルギーの宝庫である日本は、再生可能エネルギーの開発こそ
世界で求められ、また信用を高められる。実際に地熱エネルギーの機械、技術を
輸出している。その道には日本の成長する未来が見える。

27781 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発依存０パーセントを支持します。 福島の原発事故によって、大気中に放出された放射性物質は広い範囲に拡散し、地表に降下したそうですが、除染作業もあまり進んでなく、海底や川底では放射性物質が濃縮されているとい
う話も聞きました。
このように、一度事故が起これば取り返しのつかない被害を起こす可能性がある原発は、一刻も早く廃炉にすべきだと思います。
原発は、動かしていなくても危険であるのに変わりはないとの意見もききますが、動かしている方がより危険なはずです。また、使用済み核燃料の再処理に伴ってできる高レベル放射性廃棄物
の最終処分地も決まっていない状況で、このまま原発を動かしていくのは、どう考えても無理なのではないかと思います。さらに、放射性廃棄物の地層処分も本当に安全なのか疑問です。だか
らこそ、最終処分地も決まらないのだと思います。
今原発を止めても、今ある使用済み核燃料の処理や廃炉作業など問題は山積みだとは思いますが、少しでもより良い方向に、一刻も早く方針転換するべきだと思います。
これらの理由から、私は原発依存０パーセントを支持します。

27782 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「(1)原発なくす」シナリオで日本の子々孫々および全
世界の国の人々に評価され、尊敬される国となれるよ
うな方向性を示すべき。悲劇を教訓にできない国で
は、世界から呆れられ、国民の絶望感をもたらすだけ
てある。

・「(1)原発なくす」シナリオで、日本の子々孫々および全世界の国の人々に評価され、尊敬される国とする。
・悲劇を教訓にできない国、既得権益に流される国、現状維持から離れられない国からの脱却をこの時にできなけれあば、沈みゆくのみです。
・一部の既得権益の維持のための政策が、このまま続けられ、国民の意見が無視され政策がなし崩しに決められれば、国民の絶望感をより一層深くし、気力感が広がり、活力を削ぐでしょう。
・この日本の産業の活性度が無くなる中、既存の産業の継続の要望にの声を聞くことよりも、これからの産業構造改革も見据えて、エネルギー産業にメスを入れるべきである。
・まずは「原発をなくす」と決めてから、地熱、風力、太陽光、コンバインドサイクル火力、水力すべての発電の可能性から、ベストミックスを議論するべきです。
・「原発をなくす」の政策を決定し、国内外に宣言した場合の、国として大きな評価を得ることになる。このような意思を示したならば、多くの国民がサポートするはずである。
・原発行政の情報隠蔽体質から、全く原発の資源利用有効性、経済性、安全保障合理性は全く信ぴょう性は得られない。
・核燃料サイクルは回らず、使用済み核燃料は大きな負債となることを、先延ばしで見て見ないふりをして、このつけをどのような言い訳で子孫に託すのですか。全く尊敬されないどころか、国家
を危うくするほどの犯罪行為に等しいです。
・今回のなし崩し的再稼働を許し、教訓生かさず同様の事故をお越した場合、日本は完全に立ち直れなくなることを、どのように考察しているのか。国家として全く信用できない。既得権益の言
いなりですか。活断層の真上にあると専門家にも指摘されている所に原発を作るなど、世界の笑いものです。このままで、国外から尊敬され、国内に希望の持てる国にはできないですよ。

27783 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 脱原発(ゼロシナリオ)を指示します。
3.11により万が一のことがあったら取り返しがつかな
い、そして政府は国民の安全を一番には考えないとい
うことが証明されました。

政府が国民の健康と幸せを最優先事項としないのに、どうやって私たち国民は健康と幸せを確保するのでしょう？万が一のことは今後も起こりえます、取り返しのつかない状況になるのを未然
に防ぐには脱原発しかありえません。脱原発により電力量が減り、それによって日本の生産力やサービスが減り経済が低迷したとしても、国民の安全と健康と代替にすることはできません。

電気が足りなくても、国民はしあわせになれます。
電気が有り余っているからといって、国民がしあわせなわけではありません。

27784 個人 その他 ４０代 女性 原発依存度　0％ 地球が動き出してる今、4つのプレートと54の原発。本当に54もの原発がないと日本はやっていけないのでしょうか？プレートは止められません。人間の力で出来る事は、原発を止める事です。
子供たちの未来を守るため、一部の人だけ得する仕組みを壊すのは今です。日本の民衆は目覚めました。嘘も言い訳もこれ以上通用しません。心の底から、あらゆるものごとから日本が解放
される時を願います。これ以上、一部の人たちの私利私欲の為に大勢の人々が苦しむことがない世の中になる日が近いと信じています。

27785 個人 自営業 ８０代以
上

男性 　エネルギーシフトと節電・省エネ、蓄電などの効果を
含め、需給予測を遂次深めていくことが肝要。原発は
夏
期等の補助電源の位置付け。需給変動もある中、２０
３
０年時点で原子力比率は０％目標でよい。

　エネルギーシフトと節電・省エネ、蓄電などの効果を
含めた場合の、各時期ごとに需給予測の議論を遂次深め
ていくことが肝要と考えます。原発は夏期等電力需給逼
迫時用の補助電源と位置付けます。需給変動もある中、
２０３０年時点での原子力比率は０％目標でよいと考え
ます。
　原子力技術は研究炉で継続させ、電力不足が生じそう
な場合は、暫定的に維持された中でも比較的安全とされ
る原発で補います。ただし原発維持が趣旨ではありませ
ん。供給力不足になる不安、供給責任などから、急激に
エネルギーシフトし難い面もあるので、廃炉化は他エネ
ルギーの供給力見合いで実します。シフトは加速しなが
ら最低限での原発併用も考慮する方式です。
　全ての原発を一挙に廃炉にするわけでもなく、供給力
も維持しながら少しずつ廃炉にします。
　経済団体も新エネルギー開発に目を向けた方が、新し
いエネルギー関連産業が普及し、地域振興の目玉にもな
り、雇用にも寄与するので、経済や地域にも好影響をも
たらしてよいのではと考えます。
　上記、ご勘案のほど、よろしくお願い致します。

27786 個人 その他 ４０代 女性 原発、絶対反対。ゼロでお願い致します！
世界から羨ましがられるような、自然力を活かしたク
リーン・エネルギーの開発、実行をしていく日本に。

世界から羨ましがられるような、自然力を活かしたクリーン・エネルギーの開発、実行をしていく日本に！！！

27787 個人 その他 ４０代 女性 (1)ゼロシナリオを選択します。 ３つのうち、どれかと言われたらゼロシナリオしかないです。

これだけの事が起きたのだし、少しでも安全な方法を見つけて　そちらに変えて下さい！
孫正美さんのような政治家がいないことが悲しくてなりません

要望を国に訴えるなんて初めてですが、言葉にしなきゃいけないんだと感じました。

原発はいらない　いらないです。



私は「原発ゼロシナリオ」を選びます。

原発はある意味非常に毒性の強い材料を用い、高濃度の放射性廃棄物を産出し続け、
その処理については長い年月、膨大な費用を必要とする発電方法だと考えます。
そして最大のリスクは制御不能になり事故が起きると、地球環境の破壊をもたらすことです。
（３．１１にはそれが起こってしまいました。）
そのような極度のリスク管理を求められるシステムを、後世に残し、委ねるということは考えられません。
また、事故が起こらなくとも、高濃度の放射性廃棄物が増えていくのです。
事故後、将来のシナリオを考えるわけですから、
後世の日本人、いや、将来の地球全体のことを考え、
新しい、クリーンな発電方法の開発を目指し、そこに最大の投資を行うべきだと考えます。
全世界から危険な原発をなくすことが出来るような技術革新を、日本が先頭に立って進めていくべきです。
そのシナリオに原発は必要ありません。

次に4つの点からですが、

・ 原子力の安全確保

安全確保は大変大事なことですが、実行がともなわない場合は、考えても意味がありません。
今回、大飯原発の再稼働が行われましたが、まったくの安全確保無視ではないですか？
事故原因の究明、事故時の対応見直し、監視部門の再構築、安全基準の見直し、設備改善など
何一つ確立されないまま再稼働になったと感じています。
このようなことが行われる限り、
常に冷却が求められ、それができなくなっただけで制御不能に陥る原発の安全確保は不可能です。
また、人間は今回のような判断（安全確保無視の再稼動）をしてしまいますので、今の形での稼動はありえません。

・ エネルギー安全保障の強化

今回の３案はすべて原発依存度低減の方針でありますから、エネルギー安全保障を原発に頼ろうとしているのはおかしいと思います。
将来なるべく原発に頼らないシナリオを作るわけですから、原発以外の方法の方向性をうちだすべきです。

・ 地球温暖化問題解決への貢献

データを拝見すると、3案とも大きな違いはないようです。
でしたら、原発ゼロシナリオが最良です。
また、省エネ対策（省エネ機器の更なる開発、節電、排ガスの規制など）を強化したほうが、
地球温暖化問題に効果的ではないかとも考えます。

・ コストの抑制、空洞化防止

ゼロシナリオはLNGに頼る部分が大きいようですが、調達方法の再検討や外交による安定供給・価格交渉などのさらなる強化を望みます。
また、省エネ機器の開発、再生可能エネルギー関連機器の開発等の促進を、メーカーが積極的に行えるような体制つくりを行えば、産業の活性化が期待できると思います。
もちろんターゲットは世界です。世界にクリーンエネルギー機器を供給できる国を目指すことが今求められていると思います。
また、究極のクリーンエネルギーといわれている核融合発電への積極的な投資等は考えられないでしょうか。
このままでは、原子力関連技術については学生から敬遠され、技術者の確保が難しくなっていくと考えられます。
何か、魅力的な新しい技術採用への転換が必要ではないでしょうか。

３つの選択肢はいずれも、再生可能エネルギーや省エネルギーを最大限進めることで、原発依存度も化石燃料依存度も下げ、
今よりもエネルギー安全保障を改善し、温室効果ガスを削減する選択肢となっていますが、

以上のような理由から、私は「原発ゼロシナリオ」を選びます。

27789 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 私は「原発ゼロシナリオ」を選びます。今回の問いか
けは「将来どのような方向で進むべきか」、ということ
です。
原発の重大なリスクにより地球環境が脅かされること
がわかった今、全廃すべきです。

原発の比率は2030年よりも前倒しでゼロ％にすべきだ。15％も20～25％も論外だ。

高速増殖炉「もんじゅ」も六ヶ所村の再処理施設も何十年もの歳月と何兆円もの血税を費やしているにも関わらず、実用化の目途すら立っていない。つまり「核燃料サイクル」はとっくに破綻して
おり、絵に描いた餅に過ぎない事も既に多くの国民に明らかだ。

福島で起きた東京電力福島第一原発の過酷事故によって原発の「安全神話」は崩壊した。
原発自体の安全性が大きな問題になっているだけでなく、原発の稼働によって生じる高レベル放射性廃棄物の最終処分場も決まっていない。現在も使用済み核燃料の処分場所がないため
に、各原発の核燃料プールには使用済み燃料棒が満杯だと聞いている。これ以上、原発の稼働をなし崩しに続けることは、国家的な犯罪に等しい。

原子炉が３基メルトダウンを起こすという史上最悪の過酷事故を起こした福島第一原発では、野田首相の収束宣言などがまったくの出鱈目であり、安全な収束作業すら覚束ない現状にも、多く
の国民が気づいている。福島の廃炉だけで、何十年もの歳月が必要だ。

福島で発生した過酷事故とそれ以降の東京電力の滅茶苦茶な対応を見れば、現在の不公平で非合理的な体制の元で、まともな原発の事業が行えない事は、中学生にも分かる。

福島第一原発からは、今も高濃度の放射能汚染水や放射性物質を含んだ蒸気が漏れ出ていて、我々に大きな脅威を与えている。毎日の生活や食事も内部被曝を心配しながらと、昨年3/11以
前と現在では、我々の暮らし方が全く変わってしまった。

現在の政府・野田政権が進めている、安全性の担保すら無い「なし崩し」の再稼働を続けるなら、今後5年か10年の間に必ずどこかで「第2のフクシマ」が現実のものになる。我々は福島で学んで
いるはずで、同じ失敗を繰り返すほど馬鹿じゃないのではないか？

現在の国の原発政策が続くなら、私は日本という国を見捨てることも吝かではないと考えている。

なぜなら、福島の過酷事故の教訓にすら学べず、愚かしい原発災害を再び引き起こすような国に税金を納め、反省もなく事業独占を謳歌し危険な原発の再稼働にまい進するような腐敗した電
力企業などに電気代を払いたい、等と思わないからだ。もちろん、自分の健康な生活が脅かされるからというのが、最も大事な理由となるが。

日本は、ヒロシマ、ナガサキ、ビキニ、東海村、そしてフクシマと、世界でも稀に放射能の被害を様々な形で蒙ってきた。原子力の平和利用などというものは、制御が難しい核分裂反応を使う限
り、経済的に合理性のあるコストでは実現不可能だ。アメリカ政府が何と言おうが、日本が核の呪縛からまず解き放たれなければならない。

米国で原発事業に携わる電力会社や電機メーカーも原発の経済合理性が無いことを率直に認めている。それなのに、なぜ我が国は経済合理性すら無くなった原発、ひとたび事故が起きれば、
周辺の住民の生活を破壊し、世界中に放射能汚染という公害をまき散らす危険な原発、エネルギー効率はたったの30%程度で、熱エネルギーの大半を海に捨てる効率が悪い原発という時代遅
れの技術・電源に固執するのか？

その理由は、既得権に胡坐をかいた電力業界、それと癒着している政府・経済産業省資源エネルギー庁、文部科学省（旧科学技術庁）、大企業を会員とする経団連やそれらと結託したマスメ
ディア（本来公共放送なはずなのに、原発に関しては偏向報道を繰り返しているＮＨＫも含む）など、原発事業を継続することによって利益を貪るごく一部の企業・団体が存在するからに他ならな
いからだ。このことに国民の多くがもう気付いている。

そのような腐敗した政治経済や社会の構造は、早晩是正されなければならない。
そのためにも、国がまず民意を反映した目標として速やかな脱原発、つまり2030年よりももっと前に原発ゼロを達成するといまこそ決断しなければならない。

大多数の国民の総意を踏みにじり、「原子力ムラ」を温存するために、危険な原発を安全だと偽り、なし崩し再稼働を強行する野田政権、いや「野ダメ政権」に対して、国民の怒りは頂点に達して
いる。はっきり言って、霞が関も永田町も国民を舐めている。あなた方は国民の税金で食ってるんだろ？ふざけるのは、いい加減にしろ。

毎週金曜日の首相官邸前の抗議活動や、７月の脱原発集会などでの国民の反原発・脱原発という民意は明らかなはずだ。これ以上、民意を無視した原発の再稼働や原発の新設などを強行す
るようなら、原子力ムラは完膚なまでにぶち壊され、日本政府は国内そして国外からも大きなしっぺ返しを必ず食らうだろう。

27788 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発の比率は2030年より前倒しでゼロ％にすべき。
15％も20～25％も論外だ。放射能汚染による被害は
もう沢山。日本はベラルーシと違い、原発の置換が可
能な安全で低コストな電源を作る技術も資金も持つ。



27790 個人 自営業 ２０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を選びます、 原発ゼロシナリオしかない、何故原発が、必要なのか？何が安全なのか？全然解らない、安全と唱えても、事故が、起こったのは、事実、今は家に、帰られない人、に、対しては、お金で、解決
使用と、してるが、これから、何年後、生まれてくる子供たちが、身体に障害が出たら、その人達の、人生は、お金で、買えないですね、そうなってからでは、遅い、もうすでに、遅い、それなら、無
くす、努力必要ですね、

27791 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発即時廃炉を求めます。 福島の原発事故で放射能は人間の手に負えないことが証明された今こそ、政治の場において早急に「脱原発」を決定すべきだと考えます。先祖代々の愛着ある故郷を奪われてしまった人がた
くさんいます。また子どもたちや自分の健康被害に怯えながらこの先も生きていかざる得ない人達の心情は私たち他者は想像することしかできません。国や東電はどのようにして責任をとるの
でしょうか？賠償金を払えばすむという問題ではありません。このような人達に対して、誰も責任など取ることはできません。
遠く福島や新潟の原発で作った電力が長い長い送電線で東京まで送られてきました。私はその電気でのうのうと生きてきた今までの生活に対しての罪悪感もあります。今後は出来るだけ節電
しつつ省エネを目指したいと思います。これまでの日本では考えられなかったことが現実に起こっています。多くの一般市民の脱原発デモへの参加、ここに私は希望を託したいと心から思いま
す。原発事故をきっかけに、権力を持たない人達が考え始めました。原発は「国策」というのなら「国民」が決めるべきではないか？と。それが今、脱原発デモにこれだけ多くの人達が参加してし
ている証です。
原発再稼働やさらには増設すら主張する経団連に代表される財界、そして既得権益を放棄する気など全くない原子力ムラの住人たち、また一般市民の中にも経済成長や電力不足のことを考
えると原発再稼働もやむを得ないという人もいますが、彼らは過疎地に危険この上ない原発を押し付け、事故が起きた時には犠牲を強いることになる、この構図が平気なのでしょうか？また原
発の燃料用ウランの採掘地でも多くの健康被害が発生し、その多くはアメリカやオーストラリアの先住民の土地であるという事実も、原発は事故がなくても社会的弱者に犠牲を強いているという
経済至上主義の構図が当てはまります。この論理に私は倫理的な理由において全く共感できません。
私企業は営利だけを追求すればいいと断言するのなら、財界の主張は理解できます、全く共感はできませんが。人間の幸福に寄与しない経済界など価値はないに等しいと思います。「脱原発」
を宣言し実践している城南信用金庫の吉原理事長のような人は財界トップにはほとんどいないのが実情のこの日本において、国民を守るのは国家の最大の使命ではないのですか。脱原発を
決定し、経済成長のために原発が必要という財界に対しては省エネ技術と再生可能エネルギー分野での成長を目指せ！と断言してしまえはいいのです。財界首脳もこの先、劇的な経済成長な
ど見込めないことは口には出せなくてもわかっているはずです。そうであればより持続可能な日本そして世界にしていくためにはどうすべきか？を考えるべきです。放射能の怖ろしさが明らかに
なった今、選択肢はおのずから決まるはずです。次に原発で一たび事故が起これば、もしくは地震などで福島第一の４号機で何か起これば日本はその時点で終わってしまうでしょう。人間にとっ
て一番大切なものは電気ではないはずです。自分の子どもとエアコン、どっちかを選べと迫られれば誰しも（原発推進派の人達も）間違いなく「自分の子ども」と答えるでしょう。そう考えれば簡単
なことです。今こそ再生可能エネルギーへのシフトを決定する時期です。そして”NUCLEAR"という言葉を「核」ではなく、「原子力」と呼んできたこれまでの社会を転換していくべきです。広島、長
崎だけではなく今後は日本国として、世界に対して「反核」を訴えていくべきです。

27792 個人 家事専
業

２０代 女性 原発はただちに全て廃炉にし、原子力以外のエネル
ギー供給ができるように配備するべきだと考えます。

東日本大震災において、福島第一原発は津波によって事故が起きたことになっていますが、実際は地震でも配管等が壊れた可能性は十分にあると考えます。
地球上全てのものには寿命があり、原発も老朽化します。老朽化した原発に地震や津波が襲えば、また今回のような事故が起こり得ると思います。
事故が起きたら広範囲にわたって土地が汚染され、人が住めなくなることはチェルノブイリの事故でわかっていたのに、今まで私たち日本人は他人事のように考え、事故は起きないと過信してき
た結果、今回のような事故が起きてしまいました。次に国内のどこかで原発事故が起きたら、国内に安全な場所はなくなり、日本は世界から見放されると思います。
原発をなくすとなると、雇用の問題、火力発電の価格の問題がよく挙げられます。
第一に雇用の問題ですが、火力発電所を作れば問題ないでしょう。
第二に、火力発電は費用がかかると言われますが、、原子力発電で出たゴミ処理の予算に比べたら全然安いです。火力発電は地球温暖化に繋がるということもよく挙げられますが、何万年も
半減期のある原子力のゴミを、一体誰が責任をもって管理するのでしょうか。もし地下深く埋めたとしても、何万年もの間に地殻変動が起き、地上に隆起する可能性も否定できないはずです。そ
んな危ないゴミを、今後も出し続けるわけにはいきません。
資源に限りがあるという話もありますが、いろいろな説があり、心配ないと考えている学者さんもいます。今後調査を進めていけば新たな燃料が見つかる可能性もあるし、火力以外にもいい発
電方法が見つかるかもしれないです。今すぐに目先の電力を原子力に頼るのは全く別の話だと思います。
今回の事故で、日本はやっと目が覚めたのです。未知なる原子力で発電するべきではないと思い知らされたのです。
原発はただちに全て廃炉にし、原子力以外のエネルギー供給ができるように配備するべきだと考えます。

27793 個人 自営業 ５０代 男性 原発をすべて無くす方向が良いと考えます。日本の技
術力を総動員し新しいエネルギー開発を、押し進め、
日本の再生を目指します。早急に原発から脱却し、代
替えエネルギー開発をすべきだと考えます。

人類が出現してから、たったこの40年位の間に原子力が平和利用され、そして、もろくも想定外の危機管理の甘さから被爆国日本は最悪の事態に陥りました。地震国日本では、いつ巨大地震
が起こるかわかりません。自然の脅威の前では人間の力ではどうにもなりません。再びこのような事態が一度でもいつの時代にか再び起これば，日本は壊滅状態に陥ります。また外国からの
原発を狙った攻撃も無いとは言えません。事故が起これば頑張って築き上げた物もすべて失うだけでなく、取りかえそうにも放射能が邪魔して取り返せません。福島の人々は今そのことを実感
しながらも、つらい気持ちの中で頑張っていらっしゃいます。中には、築き上げたものや、大切な人をなくし心に穴が空いてしまっている人も、たくさんいることと思います。私も栃木で除染作業を
行いながら、いままで築き上げた物が台無しになり、しばらくの間、何をするにも無力感でいっぱいの期間がありました。このことは、放射能の脅威を直接肌で感じた人でなければわからないと
思います。東京で普通に生活している人にはわからないでしょう。私は東京に戻ると、町ではまだまだ無駄な電気の使用をしていると感じます。節電も大切だと思い実践しております。電気が足
りなくなると経済に悪影響を及ぼすことはわかりますが、放射能の脅威にさらされた人間なら、幸せに暮らせるためには、電気よりも、電気が足りなくても慎ましくも人間らしく暮らせることが何よ
りも尊いことだと思うでしょう。
そして願わくば原発にかわるエネルギ―開発で世界をリードし、人類の繁栄に寄与し、我が日本国が繁栄することを願いやみません。

27794 個人 その他 ５０代 男性 原発は早急に震災前の段階まで、再稼働すべきで
す。脱原発をやると、シーレーンが封鎖されたらエネ
ルギー危機になります。原発は安全を強化して稼働し
エネルギー問題に責任を持って下さい。

原発をなくしたら、電力は膨大にあがり、夏の節電で熱中症でたくさんの人々の命が危うくなります。

福島の原発放射能もれで直接死んだ人はいません。左翼の運動家は、もともと北朝鮮が夢の国と言っていた人々です。原発をなくしたら、近隣の侵略を意図している国に対する抑止力が全くな
くなります。

脱原発運動は、安保闘争の亡霊に取りつかれた左翼の最後のたわごとです。
岸信介首相のように信念を持って、日本の生き筋を考え命を掛けて国の事を考える政治家が必要です。
野田首相は、保守で松下幸之助の弟子なら国のエネルギーの見積もりと国民の命と財産を守る政策に命をかけて欲しいです。(マニフェストと真逆の増税に命を賭ける必要は全くありません。)

27795 個人 自営業 ５０代 男性 原子力発電所を全て廃止する事を望み、新しい新エ
ネルギーを早急に
国に配置する案を国会で決議して欲しい。

我々の素晴しかった故郷が将来放射能で汚染され、日本人、日本国が廃墟の国になってしまう事を防ぐ為です。
ヨーロッパの国は既に原発を完全保有しない国民投票で決議された国（イタリア）があります。他の国政府も其の方向に向けることが決議されています。
このままでは日本は世界からも相手にされなくなります。

27796 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 原発ゼロ 東日本大震災において、福島第一原発は津波によって事故が起きたことになっていますが、実際は地震でも配管等が壊れた可能性は十分にあると考えます。
地球上全てのものには寿命があり、原発も老朽化します。老朽化した原発に地震や津波が襲えば、また今回のような事故が起こり得ると思います。
事故が起きたら広範囲にわたって土地が汚染され、人が住めなくなることはチェルノブイリの事故でわかっていたのに、今まで私たち日本人は他人事のように考え、事故は起きないと過信してき
た結果、今回のような事故が起きてしまいました。次に国内のどこかで原発事故が起きたら、国内に安全な場所はなくなり、日本は世界から見放されると思います。
原発をなくすとなると、雇用の問題、火力発電の価格の問題がよく挙げられます。
第一に雇用の問題ですが、火力発電所を作れば問題ないでしょう。
第二に、火力発電は費用がかかると言われますが、、原子力発電で出たゴミ処理の予算に比べたら全然安いです。火力発電は地球温暖化に繋がるということもよく挙げられますが、何万年も
半減期のある原子力のゴミを、一体誰が責任をもって管理するのでしょうか。もし地下深く埋めたとしても、何万年もの間に地殻変動が起き、地上に隆起する可能性も否定できないはずです。そ
んな危ないゴミを、今後も出し続けるわけにはいきません。
資源に限りがあるという話もありますが、いろいろな説があり、心配ないと考えている学者さんもいます。今後調査を進めていけば新たな燃料が見つかる可能性もあるし、火力以外にもいい発
電方法が見つかるかもしれないです。今すぐに目先の電力を原子力に頼るのは全く別の話だと思います。
今回の事故で、日本はやっと目が覚めたのです。未知なる原子力で発電するべきではないと思い知らされたのです。
原発はただちに全て廃炉にし、原子力以外のエネルギー供給ができるように配備するべきだと考えます。

27797 個人 法人等 ６０代 女性 ０％
即座に０％

電力は原発以外の方法で作った方が効率がよい。
原発は採掘、稼働、資料済み燃料、すべての段階に
おいて、汚染物をだす。
地球をよごしている。

原発の存在理由

国の理由：核兵器の原料を持っていることを近隣国に公示したい。
企業の理由：劣化ウランで儲けられる。

なんだこれ？発電と関係ないじゃない！

電気が足りないなんて、嘘つくな。

本当に核が日本国の防衛に必要だというのなら、その議論を堂々としろ。

本当に核が日本国の防衛に必要なら、なんでアメリカに劣化ウラン弾を売っているのだ？

はっきり、返事しろ。

27798 個人 家事専
業

３０代 女性 原発は即刻ゼロ！！ 電力会社が原発をしっかり管理できないのに、なぜ原発をまた稼働するのかわからない。あれだけの事故を起こしておきながらよくまた言えるものだ思う。原発によって福島県周辺の人々がど
んなに大変な思いをしているかわかっていないのだろうか？地震の多い日本でこんなこわい原発を動かす理由がわからない。お金があったら日本から出ていきたいくらい。
電力会社の利益の為に、おとなしい日本国民をまた危険な目に合わせるのですか？地震も津波またやってきます。責任も持てないのに原発推進はやめて下さい。

私たちはもっと節電ができるはずと思って生活しています。今までの浪費の生活からだいぶ変わろうとしています。まだまだの人も含めて国全体でもっと浪費をやめてエコな生活をしていけばい
いと思います。

27799 個人 家事専
業

６０代 女性 原発ゼロのシナリオを希望します。 福島の事故では、電力会社の宣伝を鵜呑みにして、原発の怖さを真摯に訴える声をないがしろにしていた自分の無知と無関心を大いに反省しました。

今は、人類に役立つ平和利用だという原発が子供達を滅ぼす可能性がゼロではない恐怖を感じています。とにかく原発ゼロを目指し、そのために必要なことを考え、積み上げていったらいいと
思います。

安全対策云々と言いますが、人間のすることに百％の保障はなく、《想定外》のことは起こり得ます。それが自然災害や何かの大事故ならば、不幸にも甚大な被害が出たとしても日本が壊滅す
るまでは到らないでしょう。けれど、再び福島のようなことが起こったなら、経済云々どころか、取り返しのつかないことになると思います。それほどのリスクを抱えた現状を是とする前提からの推
進論は受け入れ難いです。

最近「森の長城プロジェクト」が立ち上げられました。ああいう発想で、何か再生可能エネルギーを生み出すような方法はないものでしょうか。

エネルギー開発や省エネ技術の開発は、科学技術の専門家の方々の知恵が頼りですが、政治や経済を動かす方々には、そういう研究の開発や研究成果の実用・普及のために、広い視野か
ら先を見通した公明正大な支援と尽力をお願いしたいと思います。例えば、電力自由化とか発送電分離の問題があります。

このご時勢です。納得のいく方策を示されれば、国民の多くは節電等の必要なことは進んで心がけるのではないでしょうか。

昨年、我が家も太陽光発電を始めましたが、補助金の制度は助かりましたし、採算の取れるシステムだと実感しています。日照時間に左右されるという不安定なところはありますが、一般家庭
にもっと普及してもいいと思います。

27800 個人 家事専
業

５０代 女性 2030年のエネルギー・環境に関する選択肢は、原発
依存度ゼロシナリオを希望致します。

私の故郷は福島です。福島第一原発事故以降、私の親戚・友人達は放射能と闘いながらの生活を強いられています。もう2度と、このような苦しみを味わう事の無い日常を取り戻すために、原
発は全て廃炉にして行くべきと思います。少しでも早く、再生可能エネルギーへの切り替えが出来るよう政府主導で進めて頂きたいと思います。天災を予測するのは不可能ですが、原発事故と
いう危険リスクを下げることは可能だと思います。未来の子供たちのためにも、自然環境を守って行きたいものです。

27801 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 「ゼロシナリオ」 福島第一原発の事故から感じるのは、
分からないことが多い、処理に困るものが多い、
処理できないことが多い、それにもかかわらず
処理すべきもの、ことが多すぎるということです。

扱えないものを扱うことの限界を感じ、
次世代に自信を持って引き継げるものではない、と
子育てする一母親として感じています。

なので、経済的負担があってもゼロポイントのシナリオを希望します。



27802 個人 自営業 ４０代 男性 選択肢は当然ながら(1)原発の比率をゼロにする。で
す。

核燃料サイクルが破綻し、使用済み燃料の行き場がない以上、将来に多大なツケを残す原発は稼働すべきでないから。将来の人類に対する最低限の責務と考えます。もちろんそれ以前に事
故による被害の甚大さはいうまでもなく、この２点を「今さえよければいい」という視点の「経済的理由」と比べた場合、どちらを選択するかなど悩む余地はないと思いますが。

27803 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発は直ちに稼働停止し、廃炉にするべき。原発依
存度0％に！代替えエネルギーは即対応可能なガス
エネルギーにするべき。同時に自然エネルギーの開
発も進めること。

地震による事故のリスクが高く、事故を起こしたら取り返しのつかない危険な原発は、地震の多い日本で稼働させるべきでは無い！また、現在抱えている使用済み核燃料も最終処理方法がな
く、処分出来ずに溜まってゆくばかり。負の遺産を無責任に将来に残し続ける事は出来ない。原発で作られるエネルギーは無駄が多く、いたずらに海水温を上昇させて、地球環境に悪影響を与
えている。時代は既に原子力発電の時代では無い。原発は即廃炉にして、日本の持っている原子力技術は今後は廃炉事業に使うべき。

27804 個人 その他 ４０代 女性 ほぼすべての原発の下に活断層があり危険なので、
すぐに原発をやめてほしい。

エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見

「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を主張
《即原発ゼロへ。弱者の保護を優先》

大飯原発、志賀原発、敦賀原発。ほぼすべての原発直下に活断層。日本の多くの地震学者の共通見解は「巨大地震のサイクルに入った」。2年程度の計画停電も受け入れよう。ただし、病人、
被介護者、子供、老人は守らなければならない。

27805 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 脱原発を希望する。 どれだけ安全策を立てても事故が起きることは避けられない。事故が起きた際に取扱いできない危険物質を扱うくらいなら、別の方法で電力を賄うか停電するほうが、まだ被害は少ないのは明
らか。放射能を一瞬にして除去できる方法を持たない限りダメ。

27806 個人 自営業 ５０代 男性 原発は、必要ありません！全ての原発を廃炉にして
他の代替エネルギーで電力を賄う方向へ

市民科学者の故高木仁三郎さんが、唱えた原子力の火は、人間の力では消せないと、福島第一原発の大事故・未曾有の人災による地球規模への大災害放射能の駄々漏れによる環境汚染、
今福島の原発事故の火は、消せましたか？消すことも封じ込める事もできてはいません！であるならば、原発よりそれに頼らない別の代替エネルギーで電気を賄うのが常識ある人間の考える
事です！

地震の多い日本に、５４基もの原発がこの国に林立している恐ろしさを政府や東電は、いまだ感じていないようです！大飯原発再稼動にも毎週金曜日に首相官邸前抗議デモの拡大化の声に
耳を傾けようともしない首相と、その内閣、民主党政権は、本当の国民の声に今こそ耳を傾けて、健全な安心の出来る電力を国民に届ける努力に勤めるのが政府・電力会社の誠実な姿勢で
しょう

政府が国民から意見を聞く聴取会でも６７％が原発「０」を選択しています（東京新聞ｗｅｂ）
http://www.tokyo-np.co.jp/s/article/2012080590070932.html

どうか、現時点で大飯原発の１基は、稼動していますが、電力は火力・水力その他の電力で賄われているのですから、原発に頼らない他のエネルギーで電力が賄えるよう新たな代替エネル
ギーでの電力供給に力を注ぐようにシフトしてほしいと思います

27807 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 「2030年に原発0」ではなく、
できるだけ速やかにゼロへ。

戦争もない、原発もない国で健やかに育つ子どもたち
をみたい！

　意見に、根拠はありません。
ただ、夜は皆が眠り夜明けとともに活動開始！
もちろんテレビ放送は深夜はおやすみ。
子どもたちにはゲームも携帯電話もパソコンもありません。
そんな環境で子育てしたかったと思うからです。

27808 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発は廃止してほしい 事故が起き、水道水が汚染されました。
当時まだ赤ちゃんだった息子に、粉ミルクをあげていました。
慌ててペットボトルの水を買いに行きましたが、なかなか入手出来ませんでした。。
水道局から数本配られましたが、足りません。
あんな思いはこりごりです。
いまだに砂場で遊ばせるのも、ためらいがあります。
健康への影響は個人差があるのではないですか？
形あるものは必ず壊れます。原発だって例外ではありません。
解毒剤のない毒は使ってはならないと思います。

27810 個人 無職 ７０代 女性 今回の原発事故で、深刻に勉強しました。原発を将来
利用しない方向に日本はしっかり舵を切ってほしいと
思います。経済の発展も大切ですが、総合的に何が
大切かを国家は考えるべき。政治の力を信じたい。

原子力の利用は、人類にとって重要なことと思ってきましたが、原子爆弾の利用は勿論のこと、平和的経済の発展と考えられてきた場合も、災害時ばかりか、働く人たち、地域の環境にも、大き
な害悪をもたらすことを、人類として真剣に考えなければならないと思います。

27811 個人 自営業 ６０代 男性 時代遅れの原発は即時廃止するべきです
新産業革命として代換えエネルギーの推進を強力に
進める必要があります

　原発は安全性・環境性・産業革新性・コスト等あらゆる面から見て時代にそぐわない時代遅れなものです
　そもそも地球の生命体は、太陽の核分裂・核融合による宇宙放射線から薄い大気のバリアーによってかろうじて守られている環境にはぐくまれた奇跡的な存在です
　その奇跡の地球環境内に自ら制御できない放射能をまき散らすという自殺行為を行っているのが原発であり、地球と生命の歴史に否定するものである
　また、石炭・石油というエネルギー革命は世界的な産業革命を起こしたが、原発は新たな産業革命を起こさなかったばかりか、廃棄物処理、廃炉、環境汚染という負の経済に莫大な投資をさ
き、新たな産業と雇用を奪うものである
（原子力を各地域・各家庭に行き渡らせることはその本質上出来ない）
　自然エネルギーをはじめとした代換えエネルギーは世界中のあらゆる地域や家庭・産業に広がりを持ち、人と地球に優しい新たな技術・経済の発展を促す新産業革命となるものである
　すでに、欧米など先進国で舵を切った国々は代換えエネルギーに膨大な投資を行いつつ、新産業革命へ踏み出しており、日本が時代遅れの原子力にしがみつく限りこの産業革命から取り残
されてしまうであろう

27812 個人 その他 ６０代 男性 原発ゼロシナリオ 福島原発事故の収束が見えない中に原発を再稼働するなどありえないことでその反省が見られない。
直ちにすべての原発の廃止に向けて取り組みを開始すべきで電力不足を煽ることは恥すべきことである。
「再稼働はしないでください。子供たちに健康な未来を残す為に、原発はゼロにしてください」
・もっと省エネルギーの取り組みを進めてください。
・もっと自然エネルギーを推進してください。
・既に破綻している核燃料サイクル温存が2と3のシナリオです。再処理の廃止を決めてください。

27813 個人 その他 ３０代 女性 全ての原発の即時停止、廃炉を求めます。もんじゅは
一刻も早く撤廃を!

原発は40年前には夢の発電方式でしたが、シェールガスや太陽光での発電の開発が進む中、廃棄物の処理の研究は結果を出せず、コストばかりがかかり有害な発電方法ですでに時代遅れ
です。この波に乗遅れず原発以外の発電方法を日本の技術力で進めてください。

27814 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発をゼロにして下さい 全ての命は平等です。一部の命に大き過ぎる負担をかけてしまい過ぎる方法は選ぶべきではない。原発はいらない。必要ないからいらない。他の方法での発電を望みます。

27815 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発は０％に。原発関連の企業、自治体が破綻する
から原発を動かすというのは本末転倒。原発関連の
予算を再生エネルギーの研究、開発に使って欲しい。

政府、東電、各関係者の皆さんは、原発を動かしても大丈夫と判断できるのなら、身を持って覚悟を見せてください。皆さん個人の資産をすべて福島第一原発周辺の土地と交換し、そこに家
族、子供、孫世代まで一緒にお住まいになったらいかがですか？避難所の視察ではなく、そこで生活してみたらいかがですか？口にするものは全て福島周辺のものにしてみてはいかがです
か？できないのなら、やはり原発は動かすべきではないと思います。

なぜ安全対策が十分にできないまま再稼動できるのですか？何かいろいろな力関係が働いていて、この国にとって良いと思われる方向や、国民の気持ちから逸れてしまっているように思いま
す。原発を止めることで関連企業や周辺自治体の経営・経済問題も生じましょうが、それゆえに反対を押し切って稼動するのは本末転倒です。そのケアも含めて新しいエネルギー方針をたてて
ください。

27816 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 エネルギー・環境に関する選択について、福島の事故
みたいなことが絶対ないように、ゼロシナリオを支持し
ます。

福島に行ってきました。そこで生活をしています。大人も子どもも。今までの生活が営まれています。放射能レベルが少ないとはいえ、見えない恐怖は怖いです。
昔、四日市公害の時は、においでわかりました。ここは空気が悪い、絶対体によくないとわかりました。しかし、放射能はわかりません。絶対がないとわかった今、原発はすべて廃炉にすべきで
す。
企業が海外に出て行くという声を聞きます。新しい産業が生れます。また企業重視の生活を目指すべきかということを改めて考えたいです。

27817 個人 その他 １０代以
下

女性 原発の即時停止、廃炉を求めます。 １、０％　を選択します。
2030年までにとの期間なので、即時もその期間に含まれます。
あと18年もダラダラしていたら、新しいエネルギーの開発に取り残されて、日本はいつまでも高い原料や技術を買わされるカモでい続けることになります。
もっと交渉力や発想の転換でシェールガスや他の燃料のコストダウンに努める事が先決です。

27818 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発ゼロを支持（２０３０年時点は勿論、２０１２年時点
でのゼロです。）

・使用済み核燃料の再処理方法が見つからないまま、将来「できるだろう」との根拠の無い期待で進めるべきではない。
・経済だけの価値観から国民の求める価値観は変わっている。国民は、自然のと共存しながら安心して平安に暮らせる社会を望んでいる。儲けを追求する経済界の声ばかり聞くのは、もう止め
る時期である。
・聴取会ではじめの頃、電力会社が入って意見を言っていた。あたかも公平かの様に装う人数配分の設定など、不透明な事をする事で、益々原子力政策への不信感は増してゆく。

27819 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発は、全て廃止すべき。 福島原発で、事故が回避出来ないのが分かった。日本だからこそ、脱原発・自然エネルギーの開発に力をいれて欲しい。日本なら出来ると思うから。

27820 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発0％のロードマップを掲げ、日本を再生可能エネ
ルギーのトップランナーにすべきです。現行の原発推
進のための多大なる予算を再生可能エネルギーの開
発に充てることで45％以上を目指すことが出来るはず
です。

福島原発事故で国民がこれほどまでに痛めつけられ、今後40,50年に渡り多大な後遺症を残している。地震大国の日本で原発推進を続けることは、国民感情から見ても極めて難しいと思いま
す。

むしろ原発0％のロードマップを掲げ、日本を再生可能エネルギーのトップランナーにするビジョンを高らかに掲げることで国民に夢を与えてください。原案の35％では少なすぎであり、現在の原
発推進のための多大なる予算を再生可能エネルギーの開発に充てることで、45％以上を目指すことが出来るはずです。さらに省エネ技術の開発とライフスタイルの見直しに関する国民への呼
びかけも重要な鍵となります。

原発0％構想は日本の技術力を持ってすれば実現可能であり、そのプロセスにおいて競争力のある新たな産業育成が期待できます。日本の豊かな自然を利用した創エネルギーにより国民が
心身ともに豊かになるように心より願っています。

27821 個人 無職 １０代以
下

男性 原発依存は20~25%でいいと考えます。 原発に替わるような有効なエネルギーがない。

27822 個人 その他 ４０代 女性 原発を0に！もっと日本人としての誇りと責任感を持っ
て下さい！

原発は要りません。電気は足りています！
もう一度日本のどこかで原発事故が起きれば、日本国土も日本人も皆死んで滅びるしか亡くなるでしょう。
この四季折々の小さくも美しい国で、長い事生きて文化を築いて来た民族が
そんな事で滅んで欲しくはありません。
　今まで多額のお金を投入し、時間も充分使って研究して来た原子力ですが、
既に人間の手に負えないものであると言う事ははっきりと結果が出ています。
それは未だに放出を止める事すら出来ていない、福島第一原発を見れば明らかです。
　世間はオリンピックオリンピックとばか騒ぎしていますが、未だに世界を汚染し続けている国の国民が、一体どの面下げて世界に出て行けると言うのでしょうか？
一体何が言えると言うのでしょうか？？
　
脱原発以外日本人の生残る道はありません！！

27823 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 「エネルギー・環境に関する選択肢」
「ゼロシナリオ」を選択します。
回復不能な甚大な被害が現実に生じています。人の
手でコントロールできないエネルギーは使うべきでは
ありません。

１）回復不能な甚大な被害が現実に生じています。人の手でコントロールできないエネルギーは使うべきではありません。
２）原発事故後、１年数ヶ月経過してもなお、原発事故の原因究明ができない状態が続いています。事故原因の究明ができない技術は使用すべきではありません。

27824 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオを支持します。 ゼロを目指さない限り、本気で脱原発依存に進むことはできないと考えます。
日本が新しいエネルギーの未来をつくるためにも、退路を断ち、明確なメッセージを発信しながら目標に向かって進めていくことが肝要です。
これによりあらゆる意味でのイノベーションの加速も図られるでしょう。

27825 個人 自営業 ３０代 女性 ゼロシナリオを支持します　原発はいりません 震災で被害に合った方のことを優先に考えてください　放射能で日本をこれ以上汚染しないでください　人の気持ちを一番に考えてください　自然エネルギーの研究開発に重きを置いてほしいで
す

1．ゼロシナリオを選択するべき
2030年までと言わず、今すぐゼロにすべきだ。「足りない」と言われているが、需要が供給を上回るのはわずかな期間だけであり、その差は大してない。節電と他の電力会社からの融通でどうに
かなるはずだ。稼働し続けるだけ使用済み核燃料は増えてしまう。使用済み核燃料の処理方法は未だ見つかっておらず、すぐに見つかるものでもないと思う。未来に残すことになる負担はとて
も大きく稼働し続けることには反対だ。再処理にあたっては、唯一の原爆被害国でありながら、プルトニウムを増産し続けることには違和感を感じる。
また、今回の事故で日本は大変大きな被害を受けた。そして、福島第一原発からは今も放射性物質が出つづけ、家に帰ることができない人が大勢いる。このような状況が続く中、政府や電力会
社がなおも原発を推進しようとしていることが信じられない。原発をやめた後の経済縮小を心配する人も多いが、事故が起きてしまっては経済がどうのこうの言える状況ではなくなる。経済よりも
命が大事だと思う。事故が起きれば、生活環境のベースである大地や海・川が根底から汚染されてしまう。この汚染は数百年その地域に残る。もちろん経済的な損失も大きいが、その地域に住
む人たちの苦しみをお金に換算することはできない。今のチェルノブイリを見ればそれが分かるはずだ。結局日本は福島第一原発の事故から何も学んでいない。地震の活発な時期に入ったこ
れからの日本で原発を稼働させるのが非常に危険なのは間違いないと思う。
今後、311の後に吹き出した放射性物質の影響で様々な病気の人たちが増えていくと思われるが、因果関係がはっきりせず国も電力会社も認めようとしないだろう。被害を受けた国民はただ
黙って苦しい思いをすることになると思う。放射性物質が目に見えない以上、因果関係をはっきりさせるのは難しい。そこをわかっていながら原発推進しようというのならとんでもないことだ。

2．自然エネルギーの推進と電力システムのあり方
今の電力会社の地域独占状態を解消するために発送電分離と電力自由化を導入するべきだ。消費者が電力会社を選択することにより、競争原理をつくりだし、電力会社の優位性をなくして欲
しい。
今まで原発政策につぎ込んできた予算の大半をこれからは自然エネルギーの発展にかけるべきだと思う。日本の技術力なら長い年月はかからないはずだ。太陽エネルギーや風力エネルギー
はもちろんだけど、日本は火山国だから、地熱エネルギーをもっと活用して良いと思う。地熱発電の障害になっていた国立公園や温泉の規制を緩和するべきだと思う。
震災以降、節電はよく聞くキーワードになったが、電気ではなく他のエネルギーを選択する仕組みはまだまだ浅いと思う。家庭で使うエネルギーの6割を占めるという熱エネルギーは電気ではな
くバイオマス熱や太陽熱で賄うことにするべきだ。そうして電気以外のエネルギー産業も育てていき、消費者が状況によって選択できるようにする環境整備が必要だと思う。

3．学習システム
エネルギー政策を進めていく上で、今後の教育のあり方もとても重要な課題だと思う。これまでは原発推進のため、原発のメリットばかりを取り上げてきたと思うが、これからはデメリットの部分も
しっかりと正確に取り上げていくべきだと思う。また、自然エネルギーや再生可能エネルギーのことも取り上げていって欲しい。

4．マスメディア
今後のエネルギー政策においては、情報が広く平等に伝わるようにして欲しい。多くの情報はインターネット上では入手できるがテレビや新聞では流れず、インターネットを使えない人の間では
情報入手の格差が生じている。このパブリックコメントもテレビで大きく取り上げて、多くの人の意見を聞くべきだったのではないだろうか。

原発の問題については、できない理由ばかりあげないで、どうしたらできるのかを考えるようにしてほしい。環境と経済の適切なバランスのポイントは必ずあるはずだ。

27809 個人 自営業 ３０代 男性 今すぐ原発ゼロに。この問題は経済損失よりも生活環
境に与える影響を第一に考えるべきだ。事故は生活
の土台を根底から壊し、我々の生活を成り立たなくす
る。使用済み核燃料の課題からも人が制御できるも
のではない。



27826 個人 家事専
業

３０代 女性 現在も稼働中の原発は一刻も早く停止、そして、将来
的に依存度は０％にして自然エネルギー中心の安心
安全な社会にしていただきたい。

今回の福島第一原発の事故で、どれだけ原発が恐ろしいか、人から大事なものを奪ってしまうのかが日本中、世界中に露になった。
原発の危険極まりない核廃棄物はどうするのか。
そして、地震の多い日本で、原発はもう現実的ではない。
子供達の未来に、絶望的なお荷物は残してはいけない。
一刻も早く、全力で再生可能エネルギーへのシフトを実行しなくてはならないと思う。
原発が全て停止していたときだって、日本の電気は足りていた。
原発が無くてもやっていけるはず。
原発は全て廃炉。
そしてグリーンエネルギーへ。
これは子供をもつ親達全ての願いです。

27827 個人 家事専
業

４０代 女性 原発ゼロシナリオ（即時）を支持します。
原発15％も、20～25％も実質「原発推進プラン」であ
り、政府はウソを言っていることになり到底支持できな
い。

政府は、「原発の寿命を40年まで」「原発の新設はしない」と述べている。
この前提で原発を予定通り40年で廃止し、新設もせずいけば、2030年以降に残るのは18基だけになる。

それは発電施設全体に対してわずか８％、発電量にして11.75％を占めるにすぎない。
これは原発比率「15％」にも、「20～25％」にも達しない。

つまり原発比率「15％」「20～25％」どちらにするにも、原発増設か稼動延長かを前提にしなければならない。
原発15％も、20～25％もは実質「原発推進プラン」であり到底支持できない。

政府は言っていることと矛盾するプランを提示することに対しどう釈明するのか。

ヨーロッパやアメリカなどと違い、日本は活断層だらけの国であり、原発を建設すべきでない。
福島原発事故では放射能汚染や瓦礫漂着などで他国にも迷惑をかけている。
被災者の辛苦を無駄にせず、この反省を生かし、原発ゼロシナリオ（即時）を支持します。

27828 個人 その他 ５０代 女性 原発は止めましょう。0%にすべきです。 現在と未来に責任を持てないエネルギーだと分かった今、原発は止めるべき。勇気を持って止めましょう。東京電力の原発全部止まってるけど、電気大丈夫ですよね？

27829 個人 家事専
業

３０代 女性 ２０３０年までに原発ゼロを目指して。 二歳の子どもがいます。
私自身、今の日本の政治のあり方にがっかりしています。
いつでも、日本を出る覚悟でいます。
ここに、日本人の一人として、原発ゼロを希望し、現時点では自らの意思で選択権の得られない幼い子どもたちが、大きく深呼吸できる大気を守りたいと考えています。

27830 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 放射線物質が人間の手におえない状態になったとき
に治める技術が無いのであれば原子力発電は即時
廃止するべきである。安定的な地熱発電、高効率火
力発電等を推進してほしい。

原子力発電所は人が作り、運用しており壊れることは考えておくべき。もし、放射線物質が人間の手におえない状態になったときに治める技術が無いのであれば、原発は廃止するべきである。
今の原子力発電所は負資産でなく原子燃料を保管する設備として資産扱いすればよい。廃炉技術を開発することに予算を掛けることは賛同する。

27831 個人 自営業 ６０代 男性 原子力発電は即刻撤退すべき。再稼働は一切容認で
きない。

そもそもウラン235は石油よりも枯渇が早い、未来の無い資源。プルトニュームを使用する高速増殖炉は、世界でも完全撤退に進んでいる。とてつもなく危険極まりない技術で、研究が進むにつ
れて、可能性が否定されている。原発に未来はないのは常識だ。
福島第一原発事故は、地震動で如何なる被害があったかの検証はされていない。外部電源の送電線が、地震動で喪失したことは事実だ。総ての電源が喪失したことと、地震動被害により、原
発の暴走が如何なるモノであったかは、国会事故調査委員会でも、保安院・東電でも説明できていない。
日本列島は、地震の巣窟の上に存在する。地球上で、原発にとって、最も立地が否定されなければならない場所であると言える。一旦暴走すると、ヒトの能力では制止できない技術は、利用す
べきものではない。
人類は文明の加速で、地球規模でエネルギー消費過多になっている。作りすぎた原発の電気を浪費するため、日本の現状は、過剰消費大国というしかないのが実態だ。人類は、その知恵で加
速しすぎた、エネルギー代謝を防止するためにこそ、その能力を発揮すべき限界点にきている。
「年金のつけを子供に回す」と、増税を言う政治家は、自らが浪費した年金の掛け金のことは言わない。それはともかく、原発の放射性廃棄物こそ、「未来の子供につけを回すべきでない」ので
はないのか。

27832 個人 その他 ５０代 女性 直ちに０％
原発は直ちに廃止しなければならない。また、使用済
核燃料の再処理、高速増殖炉も直ちに廃止すべきで
ある。

原子力発電を直ちに廃止すべき理由。

１、核分裂生成物の安全な処理方法が確立されていない。直接地層処分しても、１０万年絶対に安全に保管できる保障がない。この現状で、これ以上の使用済核燃料を生成してならない。
　
２、現在、日本は地震の活動期に入ったと考えられている。プレート沈み込み地帯である日本においては、活断層はいたるところにある。最新の地震の知見によれば、中規模の地震であっても
現在の原発の設計で想定された振動加速度をはるかに超えた加速度で振動する。耐震性がはるかに低い設計のうえに経年老化が加わり、脆弱化している原発が直下型地震に耐えられるは
ずがない。

３、新知見によると、現在立地しているほとんどの原発が活断層の上、付近に建っており、原子力立地指針に違反している。

４、福島第一原発では、幸いに大部分の放射性物質は太平洋に行ったが、次の事故ではどこで起こっても放射線は日本国土を汚染し、日本という国家が存在できなくなる。

なお、代替エネルギーとしては、短期的には安価な天然ガスによるコンバインドガスタービンによる火力発電、ピーク需要を補う太陽光発電、省エネによる需要削減で十分対応できる。

長期的には、ベースエネルギーとして地熱発電の開発、小規模水力発電、海洋発電、熱源としての地熱利用の研究開発等に国費注入する。核撚サイクルを直ちに廃止し、その他原子力関連
に使用されていた費用は、全てそれらの研究に回す。ただし、廃炉研究、現存する核燃料の処理・保管の研究は継続する必要がある。

最後に、
現在、すでに原発なしで電力は足りている。原発は直ちに廃止すべきである。対応が遅ければ、次の事故が起こり、現在のウクライナ、ベラルーシのように国家は衰弱してしまうだろう。既に、福
島事故の放射能によって集団としての遺伝子変異は起こってしまった。今後、日本は代替エネルギーの開発を世界に率先して行う以外に国家として生存できる道はないだろう。
海外在住の日本人として、対応が遅すぎないことを心から願っている。

27833 個人 家事専
業

３０代 女性 「原発０％」を支持します 　原発の安全性に関しては既に福島の事故で否定されました。
　使用済み燃料も危険なのに、その処理方法は確立されていません。
たとえ確立されたとしても、やはり本当に安全かという問題が残るでしょう。
　電力コストを考えても、原発が安いとは思えません。
　国策としての政府の援助があっての原子力であって、その負担が電力会社のみに課せられれば、投げ出したくなるだけのお金がかかっているはずです。
　電力が足りない、自由に使えないと産業が発展しないと言いますが、人間があっての産業であり、地球があっての私たち人間なのです。
　人や環境を危険にさらさないとできない『発展』が、本当の『発展』なのでしょうか。
　人々が協力し、無駄をなくしていっても、本当に電力は足りないのでしょうか。
　かつて戦争による核の恐怖を味わった日本が、自ら核の脅威を創り出している現状に、明確に反対します。
　原発はいりません。

27834 個人 無職 ６０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます。 原発ゼロシナリオを選びます。
放射能に汚染され、子孫が安心して暮らせない国土を　これ以上増やさない。
事故を起こした福島第一原発の　廃棄処理さえも　目途がたたず、国民の不安が解消されていない現状を　政府はしっかりと　認識すべきである。

幾重にも広がる活断層の上にあり、周囲を海で囲まれた日本という国土では
地震や津波という自然の脅威を　人間の力では　防ぎようがないにもかかわらず　今までに５４基もの　原子力発電所を設置した事自体　許されない事であった。

太陽光発電、風力発電、潮力発電、地熱発電、水力発電等、自然エネルギーを利用した発電は　まだまだいっぱいある。
日本の国土が置かれている地理的条件を有効利用できる、自然エネルギーを推進すべきである。

戦争以外で　国土を消失する事があろうとは　福島第一原発の事故が起こるまで政府は想像していなかったのではないのか。

今回の原発事故の事実を　貴重な教訓として　原発ゼロを目標に　今ある日本の国土を　傷つけることなく、子孫へと　残していくべきだ。

27835 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 私たちは、原発がなくても暮らしていく方法を見つける
ことができりはずです。ぜひ、ゼロシナリオで。

私たちは、これまで石油危機など多くのエネルギーの危機を経験してきました。そのたびに知恵で切り抜けてきました。原子力発電がなくても、やっていける暮らし方に、みんなで知恵を出して進
んでいけるはずです。

27836 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ゼロシナリオを支持する。放射性廃棄物の長期的処
理方法が確立しない限り，速やかに原子力発電から
撤退すべきである。

原発を継続する際の問題点の中で，放射性廃棄物の処理問題は比較的取り上げられることは少ないが，解決策が見えないという点で，重要な問題を含んでいる。世界的に見ても，今後数10万
年間に渡って，多量の放射線を出し続ける廃棄物の具体的保管処理方法を提示している国は少ない。この点において，最良の対策を練っている国はフィンランドであろう。ここでは，極めて長
期的に安定である約20億年前の火成岩岩盤の中に貯留することが決められているが，残念な事に，国内には長期的な安定性が保証される地層はどこにも存在しない。したがって，フィンランド
と同程度の安全性が確保できる地層処分の方法はない。かつて，ドイツは数億年前の岩塩層中に保管を試みたが，岩塩層の長期的（おそらく数千万年スケールでの）流動性を危惧し，計画を
中止したという経緯がある。日本よりもはるかに安定した地盤を持つドイツですら脱原発を決定している。日本もこれを見習うべきであろう。
また，長期的な視野に立つと，東日本大震災以上の災害が起こる可能性が高く，現行のストレステストはこれに対応できていない。一般に災害の規模と頻度は反比例すると言われる。東日本
大震災が千年に1度の頻度であるならば，今後数10万年間に起こりうる最大の災害は，その100倍もの規模になるだろう。この様な大災害に伴い，原発事故が発生した時に，再度「未曾有」とい
う言い訳が通用するのだろうか。
幸い化石燃料の埋蔵量にはまだ余裕がある。当面（今後100年）はこれに頼らざるを得ないが，速やかに原発から撤退し，再生可能エネルギーへの転換を推進すべきである。

27837 個人 家事専
業

３０代 女性 2030年に原発0％案を選びます。
ですが、これ以上原発を稼働させないことを希望しま
す。再生可能エネルギーの利用を拡大してください。
危険な放射性廃棄物の処理方法を明らかにしてくださ
い。

日本は世界有数の地震国です。全ての原発を停止し、核分裂の起きない状態で燃料を保管してください。
日本で再生可能エネルギーが生かされるよう、これまでの仕組みを抜本的にかえてください。電力の使用の仕方は時間や逐電技術などの工夫がもっと可能ではないでしょうか。
危険な放射性廃棄物の処理方法について、国民に明らかにしてください。再処理の研究に莫大なお金を使用するのは、これ以上意味がありません。今ある放射性廃棄物の処理ができないの
に、これ以上手のつけられないゴミを増やすのは反対です。内部被ばくの問題も深刻です。人工の放射性物質は人間だけではなく地球上の全てのものを脅かします。

27839 個人 家事専
業

３０代 女性 日本人はゼロシナリオにすることでしか重い腰が上が
らないし、あえてゼロからの達成によってしか世界か
らの信用を取り戻せない。

ゼロシナリオを選択すべきです。
難しい意見は言えません。しかし年金問題にしろ環境問題にしろ、目の前の利益追求にばかり目を奪われた結果が今の状態です。戦後の日本が立ち直れたように未来の子供たちのために希
望を持ち正しい選択をしていくべきです。ゼロ選択することで必ず日本から新しい発明も出るはずです。国際競争力よりもまず国民の安心を確保をすること、日本の底力を信じられる決断を国民
に示すべきです。私たち全員の中には国を想い戦い戦後のゼロからの復興を成し遂げた先輩たちの、日本を信じる血が流れているのですから。絶対できるし、背水の陣でやらなければいけな
いのです。これでの成功でしか日本は世界の信用を得ることはできないでしょう。

27840 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発0,15,20～25％の三案を巡り議論があるが、政府
が勝手に意見集約せず、三案で国民投票を実施し、
過半数の得票案があれば、それを国是とし、どの案も
50％に達しなければ、政府・国会が決めていくべき。

原発の今後については国民の世論を２分している。国際的にも対応は様々である。
完全な正解は無いが、民主主義政体を取り、しかも福島原発事故を起こした国で民意が明らかならばそれを採用すべきである。
国会事故調査委員会の報告で、指摘されたところによれば、福島事故は人災であったという。
人間である以上間違いは起こしうる。その上で国として進む道を決めていかねばならない。
また、朝令暮改ではこの政策は意味がなく、今後数十年の国の政策を縛らねばならない。
このためには、時の政府、時の国会議員だけに決定を委ねるのでは国民の納得感が小さく、3年後にまた議論の蒸し返しといった事態が起こりかねない。
投票では、そのやり方、設問の仕方が問題であるが、今までの議論の経緯を考えれば、前述のように、原発依存度につき、0,15、20～25％の三案を挙げて、有効投票の50％以上を得た案があ
ればそれを採用。　そうでなければ、国会の立法機能に委ねるのが国民の納得が得られやすいのではないかと考える。

27841 個人 その他 ５０代 女性 原発を計画的に廃止し、再生エネルギーへ転換して
いくことが必要です。日本こそが世界をリードしていく
べきです。原発は０％にしてください。

理由を簡潔に述べます。
１、福島原発事故がおき、まだ収束していない。事故調の報告どおり私も「人災」だと思う。
２、日本は地震列島で、活性期に入っている。福島と同じことはまたおきる。
３、原発でできる「核のゴミ」は処理技術がない。これ以上増やすべきではない。未来の人に責任が持てない。
４、私の生まれた故郷は伊方原発の隣町です。愛する瀬戸内の海や故郷をなくしたくない。
５、看護師として、いのちは何より大切だと思う。こどもたちのいのちを脅かすことは大人が判断してやめるべき。
６、再生可能エネルギーの活用で、電気の確保はできる。我が家は太陽光発電をして、少しばかりだが、ＣＯ２削減や電力供給に貢献している。日本中で政策的にやれば、必ずできる。
７、利益優先よりいのちや暮らしが大切・・・という価値観に転換するべきときが来ています。
　以上です。賢明な官僚の皆さんや政治家の良識ある決断を心より望みたい。

リスク回避の為
・いつ地震が起こるか分からないため、即停止する必要がある。
・現在、および、今後、予定されているお粗末な体制では、再び事故が起こる可能性は高い為、
・官僚がいかに無能かつ無責任であるか、そして、国民に対して実験動物か何かと勘違いしているキチガイにも等しい行為をまざまざと3.11で見せつけられた為、人為的災害リスクがあまりにも
大きすぎるので、その品位に劣る人材に原発を扱わせるのは、国民にとってきわめて危険かつ、悲惨な結果になる事は目に見えているため、原発は即停止するべき

国民を守れない政府への不信
・事故が起きたときの政府の対応はお粗末であり、安全上の対処が十分でないため
・政府の安全基準は十分ではなく、このまま稼働し続けるのは危険であるため

リスク対処が可能である為
・電力の供給は、LEDの普及による省エネと火力の稼働率アップでしのげる為、
・原発を停止すれば、崩壊熱が低くなり、メルトダウンのリスクを大幅に減らせるため

体制の不備
・責任体制の不備
政府組織に責任の所在が明確でなく、今回の原発事故でも誰も処罰されておらず、反省がないため
・独立機関として成立する予定の原子力規制委員会の人事が推進派で占められており、その結果、十分なチェック体制が機能するとは考えにくいため。

技術的問題
・放射能汚染物質の無害化処理は現行技術では不可能であり、やればやるほど、危険な毒物がたまり続ける為

倫理的問題
・原発を継続する事は、将来世代に過大な負担を強いるものであり、倫理的に問題がある。現行世代が、多少の工夫で対処可能なのに、それをせず、核燃料を使い続け、将来に汚染物質を残
す事は倫理的に劣る行為である｡

資源的問題
・ウランは有限な資源であり、この資源を使い続ける事はエネルギーの継続利用の観点から見て、合理的ではない。現状では、石炭やガスの方が有効であるし、長期的には、地熱、太陽、風
力、バイオマスなどの国内資源の活用によるエネルギー自給率の確保こそ、長期的な日本の資源政策として妥当である。

27838 個人 無職 ３０代 男性 原発は即ゼロにするべき



27842 個人 その他 ５０代 男性 ２０３０年までに原発ゼロをめざし、できるだけ早く実
現する。

使用済み核燃料・核廃棄物の処理が決まらないのに、原発を起動させることは次世代に説明がつかない。
電気のコストは、総括原価方式を見直し、液化天然ガスの原油連動仕組みを見直せば抑えられるので、それを実現すべきである。
今後の日本は、人口の減少もあり、経済成長のみを追求するのではなく、新たな日本のあり方を追求すべき。
原発を継続すれば、核兵器保有のポテンシャルを維持することにつながり、国際社会から信頼を失う。

27843 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 人類の持続的発展とそのための技術開発および人材
育成の観点から、2030年の電力における原子力依存
率は20～25％あるいはそれ以上必要と考えます。

以前より、人類は、環境の保全と資源・エネルギーの確保を両立させて経済活動を維持する持続的発展という世界規模の重要な課題に直面してきました。原子力はこの人類の持続的発展のた
めの鍵となる技術であり、我国でも先のエネルギー基本計画では、原子力を電力供給の柱と位置づけ、2020年までに電力における原子力発電割合を約半分にすることが記載されています。
　東京電力福島第一原子力発電所事故（福島事故）が起こりましたが、この持続的発展の必要性は変わりません。逆に、今後、さらに自然エネルギーの利用率を増やしていくためには、これま
で以上の技術開発とそれを支える経済活動が必要です。従って事故以前と同様、原子力を電力供給の柱と位置づけ自然エネルギーの導入を加速しつつ、化石燃料の利用を減らしていく必要
があります。
　確かに福島事故により、原子力エネルギーシステムの安全性にはまだ問題があり、それに関与してきた原子力関係者に反省すべき点があったことは事実です。当然我々大学における原子力
技術者も大いに反省すべきです。しかしながら原子力エネルギーシステムに突きつけられた今回の課題は、克服することが可能であり、また克服すべきです。これまでも長年の技術開発により
原子力発電技術の安全性向上を培ってきた様に、地震や津波に対する対策、事故時の防災・危機管理等についても、これからの研究・開発を通して問題を解決し、より安全な技術にすべきで
す。私ども大学はそのような研究・開発とそのための人材育成を責務としております。
原子力が将来も必要であるなら研究開発を継続し、安全上問題があるからこそ技術開発を行なうべきです。今回の福島事故を受け、2030年の原子力依存率を0％や現状より遙かに低い15%に
する選択肢が提示されておりますが、将来その必要性が無くなり、もはや技術開発を継続しなくなった技術は、その安全性を維持することは出来ません。
　以上のような観点から、2030年の原発依存率は20～25％あるいはそれ以上であることが必要と考えております。ぜひ今後も原子力エネルギーが今まで以上に必要であることを広く国民に理
解して頂けるよう、また現在国民的議論の場の一部で見られる原子力技術者への誹謗中傷がなくなるよう働きかけて頂きたいと思います。そうすれば、より多くの学生が原子力について学び、
多くの優秀な原子力人材を育成することが出来ます。それによりさらに安全な原子力システムの構築が達成されると考えられます。

27844 個人 自営業 ４０代 女性 原発ゼロシナリオを推進してほしい。 地震国日本では原発はリスクが高すぎる。事故が起こった時、他の事故とは比べようもないほど影響する土地、人口、経済的損失が大きく、また長期にわたる。国益に利するとは思えない。誰
も責任を取れないほどの被害を与えるエネルギーは実用に足るものではない。

27845 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発ゼロに。
人間がコントロール不可能な物質をずっと使い続ける
ことには、賛成できません。
海も大地も何もかも汚染される恐ろしさ、人間だけが
生きている訳ではないから。

原発動かしたい人は、原発に家族住まわせられるのでしょうか。
私達も電気に依存し過ぎている生活を考え直し、工夫しなくてはいけないと考えます。全て仕組まれてるとしか思えない再稼働。
日本は、こんないい加減で自分の利益しか考えない国民ではないはずだと思いたいです。

27846 個人 その他 ５０代 女性 政府のやり方は、全く国民を無視し、民主主義に反す
る。原発のみに焦点を絞った国民投票をすべきだ。

福島原発の事故が解決されていないばかりか、原発は未だに不安定で危機的状況の中にある。
国民の前でこれからのエネルギー政策の論議も一切されないまま、政府にとって都合の良い選択肢が作られた。同様に原発規制委員会人事案のメンバーの顔ぶれを見てもそれは明らかだ。
何故なら、原発推進の田中俊一氏を委員長に選んでいること自体が、このことを明白に物語っている。即ち、政府は国民の生命よりも原発再稼動と原子力村の方を守りたりのである。

パブリックコメントについても、多くの国民はそのようなコメントが現在募集されていることさえ知らない有様である。
国民の意見を聞く前に、原発推進派、原発反対派、地震学者そして将来の代替エネルギー専門家達がこの選択肢が本当に日本にとってベストの選択肢なのかを国民の前で議論すべきであ
る。
こんな状況の中でたった300人程度の意見を聞いて、政府はそれを国民の意見として参考にしようとしている。更に、コメント締切日はつい最近幾らか延長されたようだが、国民に十分考える時
間さえ与えていない。即ち、政府は形だけのプロセスを拘っているだけで、結局結果は既に政府によって決定されていると疑われても致し方ない。

多くの民衆が毎週のように官邸前や日本のあちこちに集まり、反原発抗議デモをしている最中、民主主義国家である日本政府は、国民の民意を完全に無視している。民意を深刻に受け止め、
それに応えるように努力することが本来の政府のあり方である。

私は日本のエネルギー政策を決めるために、イタリアで行われた原発を焦点に絞った国民投票を日本でも行うべきであると信じる。それは民主主義の基本であるからである。

私は、国民を馬鹿にした政府のやり方に怒りを感じると同時に、断固抗議したい。

原発を使った日本のエネルギー政策がどんなに危険なものか学んだ今、信頼できない政府にエネルギー政策を決定させるわけにはいかない。もっと人間の血の通った誠意ある方法を通して、
現在そして将来に渡るエネルギー政策を民意に問うのが本来の民主主義のあり方である。

27847 個人 自営業 ６０代 男性 原発ゼロシナリオを選択します。
人間が１００％コントロールすることの出来ない。且つ
事故が起きたときの
被害が甚大な原発は、即時０％にすべきです。

１、今回の福島の原発事故を見ても、とても人間のコントロールできる技術で　　ない事が明らかに成った。
　　即時　全ての原発を停止すべきです。
　　政府、電力会社は電気が足りないと大きな声で言っているが、違うだろう
　　今年の夏の需給関係をしっかり集計すれば、ほんの少しの我慢、努力で
　　乗り切れるだろう。
２、使用済み燃料など放射性廃棄物を、どうするのだ２０万年？？誰が管理で　　きると言うのだろう。地中に埋めて、地震が起き、地盤がずれた時・・
　　・・どうする・・・　　日本に地震で被害が生じない場所がどこにある。
　　野田は、責任を取ると言ったが、たかが２０年位しか生きていないのに
　　２０万年どの様に責任を取ると言うのか　口先だけだ！！
３、エネルギーの方向性を明確に示せば・・・必ず新しい技術が生まれる
　　自動車の排ガス規制・・・あの時・・どの様で有ったか。
　　新エネルギー政策に舵を切り、補助金を付ければ、１０年で日本は変わ　　　る。
　　即時　０パーセントとし、新エネルギーを後押しすべきです。

27848 個人 その他 ６０代 男性 原発ゼロシナリオを選択します。 もういちど福島のような事故が起こったら日本はなくなります。

27849 個人 その他 ５０代 女性 原発は即停止するべき。 日本は地震国であり、いつどこで大きな地震がおきるかわからない。
原発事故が一度起きれば、取り返しのつかないことになる。
原発廃棄物の処理ができない。

27850 個人 無職 ３０代 男性 (1)原発の運転を続けたら、事故はまた確実に起きる
(2)速やかに国内の原発を全廃すべき(0％案)
(3)0％案支持だが、一方で、一般市民に過剰な負担を
かけるまでの狂信的な政策は慎むべき

(1)「原発事故はまた確実に起きる」とした理由

・原子力は、通常産業に比べて十分な安全性が確保されているようなイメージが従来よりあったが、今回の事故で、安全性は十分でないと分かった。
・既設の発電所では、地震や津波の想定が過小評価されていたことが頻繁に報道されている。このことより、地震や津波に耐えうる安全な炉を造るには非現実的なまでの費用が必要であって、
危険な炉を経済的観点から安全と言い張ってただけではないか、との疑問が残る。
・今回の教訓を基に、地震・津波対策を施せば万全であるかのような論が一部にあるが、鉄道事故や飛行機事故の例を考えれば、一度対策を立てた位では、再度の事故は防げないと考える
のが自然である。トラブルが起こらないいわゆる「枯れた技術」になるまでには、何回何十回もの事故を起こさないといけない。
・JCO事故は「原子炉事故ではない」、福島事故は「人が死んでない」など、いろいろと理由がつけられてはいるが、日本は二度も重篤な原子力災害を経験したのである。危険回避の観点から
は、二度あることは三度あると考えるべきではないか。

(2)「速やかに国内の原発を全廃すべき」とした理由

・福島事故の金銭的処理すら先行き不透明な状況である。再度の事故が起こった場合、日本が二重の財政・経済負担に耐えられるとは思えない。多少の経済負担があっても、国が滅亡するリ
スクを回避した方がよい。
・15％案は再処理を前提としているが、海外の再処理においては、周辺地域への環境汚染・公衆被爆の報告も聞く。

(3)原発反対であるが「一般市民に過剰な負担をかけるべきではない」とした理由

・まだまだ節電への工夫が足りない。「エネルギー・環境に関する選択肢」のようにあらかじめ市民へ過剰な負担を求めることを前提にすると、工夫の芽を摘むことになる。
・環境省は、国立公園内の地熱発電の垂直掘削を解禁すべき。国立公園の「景観破壊」より、半径20km全滅の「環境破壊」の方が、より問題である。
・映像製作者などのニーズを満たすため、白熱電球は、全面禁止すべきではない。しかし、カーボンオフセットを義務付けたり、高率の税を課すのは構わないと思う。
・クールビズ普及の熱意が足りない。現在、外回り営業担当者や就職活動学生はクールビズを着る習慣がないが、政府が音頭取ったら一発で普及するのではないか。
・家電製品の裏面ではなく前面の押しやすい所に主電源スイッチをつけるよう、家電業界に働きかけるべきではないか。ACアダプタ、メーカー製パソコン、パソコン周辺機器、テレビ、エアコン、
ポット、ファンヒータ等、主電源を切って待機電力をなくす余地はいくらでもある。

27851 個人 その他 ５０代 女性 チェルノブイリの事故以来原子力による発電に反対で
す。今すぐすべての原子力発電所を止めて欲しいと
思いますが現実的には難しいので国として脱原発化
を選択し、徐々に廃炉にしていって欲しいです。

「チェルノブイリハート」という映画を観れば原発事故によりどれほどの人命が奪われ、不幸な人を生み出したかがわかると思います。長く続いた「日本」という国をここで終らせてはいけないと思
います。現実的には国が脱原発化を宣言し、徐々に止め、やがて廃炉にしていくにも30年はかかると思います。今脱原発を選択しなければ、国の未来はありません。どうか政策担当者は速や
かに脱原発の方向で政策決定し、日本と言う国の未来を保障してください。

27852 個人 無職 ７０代 男性 原発は早い時期にゼロにするべきである。(1)原発事
故の原因は人の力ではなくすることができない。(2)放
射性物質による環境汚染が起これば人が住めなくな
る。(3)放射性物質によって原爆被爆に相当する影響
が出る。

(1)原発事故の原因は人の力ではなくすることができないものである。
(説明)チェルノブイリ原発やスリーマイル島原発の事故の時、日本の原子力関係者は「日本ではあのような事故は起こりえない」と説明してきた。しかし、それよりももっと酷い東京電力福島第一
原発事故が起きてしまった。事故後の報道から知ってあきれるような危険性への麻痺の体質が明るみに出され、今も、大天災や運転ミスなど、事故原因さえ明確には分かっていない。到底人の
想定の及ばないところに原発事故の原因をかかえていることを今回よく理解した。原発がなくとも人類は生存可能である。原発は不要である。

(2)原発事故で放射性物質による環境汚染が起これば結局人が住めなくなる。
(説明)福島などの汚染地域では除染作業がおこなわれているが、結局汚染を移動することに終わる。いくら膨大な費用を費やしても環境から汚染は消えるわけではない。放射線によるがんな
どの発症は、たとえ弱い放射線でもその危険性はゼロにはならず、放射線に安全はない。原発を使うことは、結局人の住めない環境を増やしていくことである。原発の存在は生命生存の悲願と
逆行し、最も人道に反する科学技術である。原発をゼロにしなければこの問題は解決しない。

(3)原発事故で放射性物質が外部に放出されれば原爆被爆に相当する影響が出る。
(説明)放射線の外部被ばくで、作業員が汚染冷却水によって足を被ばくし、ベータ線被ばく被害が出た。また、作業員のモニターに鉛板を遮蔽板としてかぶせるというインチキがおこなわれた。
そこに人命を犠牲にせざるをえない原発の真の姿が見える。
内部被ばくでは、多くの一般住民が犠牲者となり、被ばくの有無を調べる方法も、その精度や感度において納得のいくものではない。今でも発病の恐れをいだく広島長崎の被爆者や多くのがん
治療法開発研究から、細胞単位さらに遺伝子単位の分子生物化学的影響が次第に明らかになってきており、長期的にはがんや免疫力不全などの致命的影響があるとされている。原発事故に
遭遇した今、人類の将来を予測し、将来に破滅的な脅威をもたらしかねない原発には決然として対処するべきである。今の時点で安全な技術への転換が可能である以上、原発ゼロの決意は当
然の結論である。

27853 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「2030年に原発0」ではなく、「原発即時停止」を。 福島の事故が示したことは、少なくとも現在の人類の力では原発はコントロールできないということ。
チェルノブイリの事故による健康被害の実相は、いまようやく明らかになり始めたばかり。これから、さらに恐ろしい実態が明らかになるに違いない。
福島のこれからについて何の展望も示せないで、どうして原発再稼働か。福島の子どもたちを、いつになったら外で思い切り遊ばせてあげられるのか。このことに明確に答えることができずに、
原発再稼働か。
命や生活を守ること以上に大切なものはないはず。原発の即時停止と、すべての原発の廃炉に向けた取り組み、自然エネルギーへの転換を急ぐべき。

27854 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力発電所は全廃するべき 事故が起こった場合、
・他の発電方法に比べ、影響範囲の確定が難しい。
・発電にかかるコストが不明確
・自然界への影響が、あまりにも長期間過ぎ、今の世代の判断だけで処理するには、高リスク

27855 個人 自営業 ５０代 男性 「エネルギー・環境に関する選択肢」に対する意見：
今後の原子力発電比率について。

今後の原子力発電比率について。

できるだけ速やかに　全ての原発を廃炉にし　原子力発電への依存度を
ゼロパーセントにしてください。

理由：フクシマ後　映画「チェルノブイリ　ハート」「10万年後の安全」という
映画を観て　原子力発電所事故に恐怖しました。
経済的にも　損失は大きい。

原発を通じて　原子力爆弾を作る事など　ヒロシマ　ナガサキ　フクシマを
経験した日本が　推進すべきでない。原発輸出など　もってのほかです。

海の幸、山の幸を　大切に食しながら　暮らしたいです。

27856 個人 自営業 ３０代 男性 原発ゼロシナリオ（即時） 事故により広範囲の人や自然に影響を及ぼす可能性のある原発の存続は認められない。

原発をすべて停止することにより不足する電力は、省エネ製品の購入・買い替えを促すことによりまかなう。エコポイントなどの制度を利用することにより購入・買い替えは促進できる。
省エネ製品は日本製のものが優れているため日本経済のためにも有効と考えられる。

原発の運営費や地方自治体への交付金として予定されているお金はすべて廃炉を行うために使用する。

27857 個人 自営業 ５０代 男性 原発100稼働は必須だとおもいます。 経済成長に大きな役割を担います。
なければかなりの打撃を被ります。

27858 個人 自営業 ６０代 男性 子どもたちを放射線から守る。 原発の側では､低線量被曝による健康障害が懸念される。
福島原発事故を教訓として､直ちに原発を溶けることが､子どもを守る、我々の世代の責任である。放射線を出さない、自然エネルギーによる代替エネルギーを構築すべきです。核廃棄物の処
理法も解らない現在、溜まりに溜まった核廃棄物の処理を科学で解決して欲しい。原発を動かすと､核廃棄物が溜まり続けます。負の遺産を子どもたちに残してはいけません。



27859 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ゼロシナリオを支持します。 原子力発電をゼロにすべき理由として、まずは
被曝労働における中抜き・人材使い捨てという問題があります。
被曝線量の高い仕事ほど、７次・８次とどんどん下請に出され、どんどん
中抜きされ適切な報酬が労働者に渡らないという構造になっています。
このような多重下請けは、管理責任の不明確化ひいては労災事故発生、
事故隠しにもつながります。
また、法的な上限の線量に達してしまうのが比較的早い、時間当たりの
線量が高い仕事を請け負う末端の労働者を、事実上の使い捨てとしなければ
事業継続できない構造になっています。
このような構造は、労働者の権利保護という観点から看過できません。
一方、火力発電等の他の発電所では、下請けはあっても３次４次程度ですし、
被曝しません。そのため、下請け労働者を使い捨てにしなければ継続できない
という構造的問題は存在せず、労働者は継続的に働いて技能を習得することが
できます。

そもそも設備容量としては火力水力自家発で十分足りていることが
統計上明らかです。当座は、天然ガスを中心とした火力発電を中心
にすべきです。なお、日本は他国の９倍くらいというガスの購入価格
を改めるよう交渉し、他国なみの安価な値段帯で購入すべきです。
また、老朽化している火力発電は、最新式のガスタービンコンバインド
サイクル発電へと切り替えるべきです。
さらには設備容量としては十分足りている以上、2030年ではなく即時
全原発を停止すべきと考えます。

27860 個人 自営業 ６０代 男性 原発0パーセント。直ちにすべての原発を廃炉に。 　福島原発の爆発事故で明らかになったように、原発に「安全」はありません。また原発を稼動させることによって生まれる核汚染廃棄物の処理も確立されていない中で、なぜ原発を稼動させる
という発想が生まれるのでしょうか。
　今年（2012年）の夏も猛暑ですが、東京電力管内では原発が一基も稼動していない中で、電力事情が悪化しているという話は聞こえてきません。それどころは、電気はあまっているというでは
ありませんか。このことが、原発なしでも暮らしていけることを如実に物語ったいます。
　直ちにすべての原発の廃炉を求めます。
　原発がなくなると立地地の雇用がなくなり、地元が衰退するという声もあります。しかし考えてみてください。仮に廃炉を決定したところで、それで終わりということはありません。廃炉にして安全
に解体していくためには相当数の歳月が必要でしょう。また多くの労働者が必要となるでしょう。そこには当然ながら雇用が生まれ、地元に金が落ちます。その間に新たな産業促進政策を考え
ればいいことでしょう。最も交付金頼りの地元自治体のことは知りませんが。
　また原発をやめると日本の核研究が遅れをとるという意見もあるようですが、廃炉を進めるならば、より安全な方向での解体に向けた核研究が必要となってくるのではないでしょうか。最も平
和利用のための核開発として位置づけてきた原発をやめたら、核研究の必要性は軍事のみとなりますので、大規模な核研究・開発が必要でなくなることは自明の理です。
　子どもと子どもの未来を、日本の未来を、地球の未来を守るために直ちにすべての原発を廃炉とし、再生可能エネルギーの研究に力を注ぐことを求めます。

27861 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発ゼロ　このままでは自滅　恐怖に怯えつつ生きる
のは辛すぎる　日本人なら原発をやめても新しい技術
を開発し進歩させられると信じている

311以来、つねにびくびくしている　原発のせい　電気は重要だが、原発以外の方法でつくってほしい　地震も怖いが、原発の怖さは比べ物にならない　パチンコや自動販売機、夜のネオンなど
を制限してほしい　大飯は停止してからきちんと調査をしてほしい　放射性廃棄物という猛毒をこれ以上将来の世代に押し付けるわけにはいかない

27862 個人 法人等 ４０代 女性 「エネルギー・環境に関する選択肢」2030年のエネル
ギー・環境に関する「3つの選択肢」への意見

原発について、政府は、2030年までの日本のエネルギー政策つぃて、
(1)原発ゼロシナリオ、(2)原発15％シナリオ、(3)原発20～25％シナリオの、3つの選択肢を検討していることに、賛成していません。

(1)(2)(3)のどれにも賛成できません。

先般、10万人の集会もありましたが、ああいった活動をしている参加者が、思想的に偏ったり、反日感情をもっている近隣国の人であることも知っています。

震災で原発事故が起こったことで、まだ不安要素がぬぐえない感情があることも人道的に理解できるが、被害と言っても、チェルノブイリのような大惨事にはいたっていない。

被ばくして亡くなったかたや、生命に危険があるレベルで放射能が検出された人が出ていない。

国民の大多数は原発を再稼働して安定した電力言を確保することを望んでいると思うし、私はその一人です。むしろ、政府のシナリオは、日本のことを本気で考えているのか、不安に思います。
このシナリオで、電力の値上げが実現した時には、さらなる不況も想定されます。

安全性をより高めれば、まだまだ、国力をあげるために、使用する価値は失っていない。一部そういった現実に目を向けず、一部の、思想的偏見に満ちた人たちの集会や、一部の被災して過敏
になっている人たちのオピニオンに偏って、国民の大多数の意見を採用して一国のエネルギー問題を決められるとしたら、どこに民主主義の精神があるのでしょうか。

このシナリオをもとにエネルギー政策を決定づけようとしている今の政府はまったく信用できません。不信感がつのるばかりです。

27863 個人 家事専
業

５０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます 原発ゼロシナリオを選びます
放射性廃棄物は増え続けるばかり
一刻も早くすべての原発を廃炉にしてください

27864 個人 自営業 ６０代 男性 原子力発電の停止、できるだけ早くお願いいたしま
す。自然エネルギー等の利用拡大、我が国はその道
を進める力を持っていると思います。そして、その技
術を世界に広げてほしいです。原発の輸出など許され
ません。

以前から、大都会の夜の異常な明るさ等には腹立たしく思ってきました。
小生も節電に努めてはきましたが、まだまだ不十分です。安全な環境を未来に残すこと、これは今生きている我々の責任です。

27865 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発の再稼働は、絶対必要 福島原発事故で、家や仕事を失った方は、本当にお気の毒だと思いますが、原発が再稼働しないと雇用が生まれない、エネルギーが足りないなど、すべての日本国民が仕事を失う、仕事や収
入を減らされる、安定しないなど、家や仕事を失うなどの危機にさらされ、また実害をこうむる方々が多数発生すると懸念します。
さらに、原発事故で命を失った方はいませんが、電力不足による熱中症などで命を失った方が多くおられます。電力不足により、間接的に健康や生命に危険を伴う方が、今後増えることは簡単
に予測されます。
代替エネルギーにメドも立っていない今、原発をなくしてしまうことは、日本の国の自殺行為です。

27866 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます 「原発が無いと、日本の経済が悪化する」といいますが、
原発が無いと成り立たない経済を良しとする発想を変える必要あり。
ＣＤＰが今よりずっと下がっても、原発が無い方が良い国です。
というより、今こそ日本の技術をもってしてクリーンエネルギーを開発し、
どんどん世界に輸入しましょう。世界中にも未来の子孫にも感謝＆尊敬され
もちろん我々のフトコロも潤い、産業も活性化され、環境も汚れない。
一石Ｘ鳥な素晴らしい未来です。どう？

27868 個人 無職 ５０代 男性 原発ゼロシナリオを支持します。現在、原発稼働をゼ
ロにしたとしても、既に多量の使用済み核燃料の廃棄
が問題であるのは、周知の事実です。この問題の国
民的議論をはじめ、方針を決めるべきです。

原発ゼロシナリオを支持します。現在、原発稼働をゼロにしたとしても、既に多量の使用済み核燃料の廃棄が問題であるのは、周知の事実です。この問題の国民的議論をはじめ、方針を決め
るべきです。原子力による電力使用量に比例して、各都道府県で保管廃棄を分担するくらいの国民全体での責任と危険の分担が必要です。このような点を踏まえ、徹底した省エネと再生可能
エネルギーの活用が必要です。産業界は、このための社会システムの変換をチャンスと捉え、雇用も生み出す事が出来るはずなのに、経団連会長の発言にはその意欲はなく、3.11以前の状況
への復活願望しか感じられません。

3.11の教訓を生かせず、ベントフィルターや避難道路の整備もせず、大飯原発を再稼働させる現政権、産業界は原発ゼロシナリオを突き付けられたとしても、容易に反省はしないでしょう。です
から、絶対に原発ゼロシナリオを支持します。

27869 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 「ゼロシナリオ」を選びますが即時ゼロを望みます。短
期の経済性よりも長期の持続可能性を考える時で
す。

今は、短期的な経済性にとらわれることなく、未来に禍根を残さないように、長期的に持続可能な経済や生活のあり方へと移行すべき好機だと思います。
原発は、たとえ一時的なものとしてもあまりにリスクが大きすぎますし、長期に考えたら経済的にも決して優位とは思えません。確かに今止めたら、多大な経済的損失が出るかもしれませんが、
それを恐れて問題を先送りし続ければ、後々さらに取り返しのつかないことになると思います。傷が浅いうちに、一刻も早く、勇気ある決断を望みます。
それと同時に、大量のエネルギーを投入して生産・消費してきた今までの生活のあり方を見直し、どうしたら持続可能な社会へ移行できるか、知恵を出しあい、協力しあえるようなシステムを築
いていくべきだと考えます。

27870 法人・団
体等

法人等 法人等 法人等 ゼロシナリオにすべきである。重要なことは「原発ゼ
ロ」へのプロセスを明示し、原発に代わるエネルギー
源としての再生可能エネルギーの開発普及計画、省
エネ・節電計画などをすみやかに確立することであ
る。

原発が技術的にみて未完成なものであり、同時に、「地震大国日本」ではどこにあっても地震に直面することもふくめて、あまりに大きなリスクをかかえているものだということは、この間の原発
事故をめぐる経過が示すとおりである。
したがって、我が国においてはすみやかに「原発ゼロ」にむかうことを政治的に決断しなければならない。
そのためには、現在ある原発の廃炉計画をふくむ「原発ゼロ」へのプロセスを明確にする必要がある。国民の声をふみにじり、再稼働を強行した大飯原発についてはただちに運転停止をするべ
きである。その他の原発の再稼働も行うべきではない。
また、原発に代わるエネルギー現としての再生可能エネルギーの開発普及計画や省エネ・節電計画などをすみやかに確立していくことが必要である。
とくに「省エネ・節電」は「発電」と同じ効果をもつことに注目すべきである。
この夏、節電目標をしっかりかかげて国民運動として「省エネ・節電」がすすむことが期待されたが、目標引き下げで取り組みに水がさされたようなことになってしまったのは残念なことである。そ
れでも「省エネ・節電」効果はかなり出ているものと思われる。その成果を確認し、ひきつづき省エネルギー型の社会経済・くらしの実現にむかっていく覚悟をもって取り組みをすすめていきたい
と考えている。
また、この夏の電力需給状況をみても、電力会社の需要想定があまりに高すぎるということを指摘しておきたい。
あわせて、地球温暖化防止の視点を忘れないでもらいたい。

27871 個人 自営業 ５０代 女性 原発０を希望します。 福島がまだ終息していない状態で、再稼働はあり得ない。
地震の多い日本には原発というエネルギーはふさわしくない。
あらたな自然エネルギーを是非研究開発をして頂きたい。
これが次世代の経済にも繋がっていくことになると思う。

27872 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発は必要 日本の原発の安全性は、前回の地震で世界が驚く程の少ない被害ですんでいると言われます。あれは、あれは原子炉の安全性ではなく、浸水による事故です。原子力たよらなければエネル
ギーなの確保が難しいのであれば国民の為やるべきです

27873 個人 自営業 ４０代 男性 原発0シナリオ 原発は廃棄物、廃炉等の問題が解決の見込みが無い。地層処分でも方法／保管期間を考えると現実的でない（既にあるものは行うしかないが）。トリウム炉、核融合なども、現行の技術の枠内
では商業利用としては非現実的、理由は既存の原発と同様。議論の前提として原発の実コストは商業的に成り立たないことを国は明示すべき。軍事目的もあるならそのことを明示した上での議
論をすべき。廃炉に伴って経済的な混乱はあるだろうが仕方のないこと。広範囲の国土を破棄するような事故は繰り返せない。

27874 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発の再稼動には断固反対です。
人の命が何よりも大切です。

原発の再稼動には反対です。
福島の方の話を聞くと、子供も十分に外で遊べない、家にばかりいるので病気がちになった。など同じ親としてはとても心が痛い話でした。
自分もそのような思いはしたくないですし、他の人にも2度とそのような思いをしてくほしくありません。
どうかもっと人の命と健康を大事にしてください。
切実なお願いです。

・安全性について

原子力発電の事故について原因を究明しにどと福島の事故を繰り返さないという意見をよく耳にします。
どんなシステムでも事故を未然に防ぐということはこれまで過去をさかのぼって不可能でした。
なぜなら事故は想定できないことが原因でありそもそも予め原因がわかっていないことにより起こるから理論的に事故をなくすということはできません。
他のすべてのシステムでは過去の多数の事故により改善を積み重ね、事故がおこった場合のことを常に想定して運転していますが原子力発電が他と異なるのは事故を繰り返して学ぶことが許
されないという特殊性があり、最悪の事を想定するとすでに存在の正当性が失われるほど甚大な被害が発生するという２つの不利な性質を持つシステムといえます。
事故を学ぶ機会が許されず想像だけで未然に未来に起こる事故を防ぐという特殊な作業は不可能です。
化学プラント等も現在でも爆発事故が起こります、原子力発電施設だけ100%爆発事故が起こらないということは科学的にありえません。

・原発停止による経済や国民生活への影響を再検証すべき

原発を稼動しないと経済活動へ負担となること電力不足で国民生活へ支障がでるという政府の考えについてですが、大口契約者は電力不足時に制限や自家発電など電力安定化に協力する
かわりに低価格となっていると聞きます。
逆に一般家庭はそうした制約がないかわり高い電力を購入しており電力会社の利益と大口契約者の安い電力のつけを家庭は負うかたちとなっています。
また大口契約と一般家庭の電力比率は大口契約の方が多いということです。
そうであれば原発停止の状態で電量不足になった際は大口契約者が調整をし一般家庭は電力不足のために停電や節電で無理をする必要はないのではないでしょうか。

経済への影響についてはまず瞬間出力に関しては、電力使用量はピーク発生を減らすことは技術的に既に容易に可能であり、代替エネルギーとして燃料費の負担の累積については不安定と
される再生可能エネルギーでも増やせば増やすほど積算の負担は軽減させることができます。
また競争原理が働いていない現状では再生可能エネルギーの導入による電力の構成を変える以前にコスト低減の余地がかなりあり他国にくらべても電気料金は現時点でも高いものとなってい
るといえます。
以上をふまえて原子力発電再稼動の必要性はないと考えます。
もし原子力の必要性を考えるのであれば、本当に原発停止が経済や国民生活にどれほど影響あるのかシミュレーションと数値による科学的な検証をして根拠を明らかにすべきです。

・原子力発電施設での作業員の人道的な問題

もし原子力発電がないとどうしても日本経済が立ち行かないという結果が万が一あったとしても施設で作業にあたる人的な問題が解決できていないとおもいます。
原子力発電施設で事故などがあった場合、国の存亡にかかわるような現場となることが今回でもわかったとおもいます。
そのような現場では作業員の生命や健康に著しい危険がともなうものとなりますが、高度な技術と精神力、判断力を過酷な訓練と国家による厳しい審査で選任された自衛隊員や救難隊のよう
な人員でなく、作業に日雇い労働者がいる可能性がある等、人員の健康や資格や技術等が明確に管理されていない可能性があります。
国家的な非常事態となりえる現場であり危険であるにもかかわらず、そうした現場で働く動機や技術が警察隊や自衛隊員並みに正当なものなのか、経済的な問題等、不当な理由で働かされて
はいないか明確にしもし一人でも犠牲になっているものがいるのであれば、たとえ自分の意思だったとしてもそうした犠牲の上に電力供給があってはならないとおもいます。
原子力による発電がなくても現時点でも代替のエネルギーはいくらでもあります。
節電もまだまだできますし、電力料金の低減もまだ可能であり、行き過ぎたオール電化を少しもどすこと例えばエアコンをストーブ、給湯や炊飯器をガスにすることもすぐにでもできます。
いくら経済のためといえ自らの正当な動機で高い放射線にさらされて作業する人がいるでしょうか。
正当性は難しいとおもいます。

27867 個人 自営業 ４０代 男性 以下の点から原子力発電は非人道性だあり可能な限
り早期に停止すべき
・原子力発電の被害の甚大さ
・原発停止による経済や国民生活への影響は少ない
・原子力発電の作業員の管理ができておらす非人道
的



27875 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオを支持する。東電福島第一原発の影響
は計り知れなく、地震国日本で今後、原発事故をなく
すための技術の確立は極めて困難なため、一日も早
く原発稼働をやめることを希望する。

ゼロシナリオを支持するが、2030年ではなく一日も早く原発ゼロを実現すべきである。
東電福島第一原発の影響は計り知れなく、地震国日本で今後、原発事故をなくすための技術の確立は極めて困難なため、一日も早く原発稼働をやめることを希望する。
代替エネルギーは、中長期的には太陽光や風力、地熱、バイオマス等の再生可能エネルギーで補えるし、短期的には天然ガス・コンバインドサイクル発電に切り替えりことによって、石油火力
発電の欠点もカバーできるはずである。

27876 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 男性  原発に関しては震災以前は全くの無関心でした｡停
止してる原発(大飯も含む)は再稼働せず廃炉｡新たな
原発建設工事の撤回｡輸出も撤回｡使用済み核燃料
の問題に政治生命をかけることを強く要求します｡

 原子力発電所は止まっていても地震や津波で核燃料ﾌﾟｰﾙ､配管が壊れたら事故を起こしかねない｡また事故が起きなくても動かせば動かすほど使用済み核燃料が増えていく｡運転停止してい
ても維持費はかなりの額で費用は電力会社の負担それとも私たち国民の税金？六ヶ所村の再処理工場作るのにもかなりの費用かかりました｡儲かるはずのない原発を動かす｡新しい原発を作
る｡輸出することによって多くの赤字国債を発行するのは将来日本の財政状況をみて無理だと思います｡結論から言えば不良債権です｡経済が停滞するとか言ってますが今国難なんです｡が
けっぷちなんです｡大飯原発再稼働強行しましたね｡もし事故起きたら････言わなくても政治家の皆さんは分かりますよね｡でもあえて言います｡日本は財政破綻しますよ｡この現実を受けとめてく
ださい｡よろしくお願いします｡

27877 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 今後の原子力発電のあり方に関し【原発ゼロシナリ
オ】を選びます。

原子力発電は、危険すぎます。東電福島第一原発の事故が示す通り、一度事故が起きてしまうと、取り返しがつかない事態に陥ってしまいます。

放射性物質の危険に、今後も怯えながら生活することには耐えられません。とっとと原子力発電は放棄して、がス・コンバインド発電や地熱発電など、危険性の少ない発電方法に転換をはかっ
ていくべきと考えます。

27878 個人 自営業 ６０代 男性 原子力規制委員会人事の撤回を求めます。 委員会の主旨を真っ向から裏切り、しかも、だれでもおかしいと思うような人事を強行すべきではありません。

27879 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 わが国の産業の国際競争力の維持・向上の観点から
は、大規模・安定電源としての原子力発電を基幹電源
の1つと位置づけ、20～25%レベルで使用、炭酸ガス放
出の削減、エネルギーコストの低減を図るべきであ
る。

日本は、エネルギー、資源、食料とも輸入に依存した国である。日本がこれからも貿易立国として存続していくには、産業活動を維持し、世界との競争に打ち勝っていく必要がある。福島原発事
故の影響で、脱原発、原発依存低減に向け政策の舵が切られようとしているが、炭酸ガス放出のない大規模かつ安定電源は、現在のところ原子力発電以外存在しない。太陽光発電や風力発
電と言った再生エネルギーに期待が寄せられているが、これらの電源は天候に大きく依存した不安定な電源である。グリーンエネルギーへの切り替え、新産業育成の観点からは、現実的な導
入を図るべきで、直ちには大容量の代替電源になりえない。
福島原発事故以降、大型代替電源として火力発電が使用され、国内で必要な電力が供給されている。しかし、火力発電用燃料の大部分は中東に依存しており、最近の世界的な情勢から見る
とエネルギー供給に脆弱性が生じている。エネルギーセキュリティ上、安定かつ低発電コストの電源である原子力発電は、炭酸ガス放出削減や産業活動維持の観点から必須である。福島原発
事故の教訓反映や更なる安全対策は当然の前提条件として、原子力発電を基幹電源の一つとして位置付けるとともに、２０～２５％レベルで使用、炭酸ガス放出の削減、エネルギーコストの低
減を図り、産業の国際競争力向上を図る政策を取るべきである。

27880 個人 家事専
業

４０代 女性 脱原発。政治家の利権が絡んだ原発は、確かに大金
を投じたモッタイナイ代物かも知れないが、有限でし
かも危険なエネルギー源だ。地震大国日本では原子
力の危険は言うまでもなく、期限を決めてゼロにして
欲しい。

穿ったものの見方かも知れませんが、原発を誘致した政治家が恥をかいたり、過去に投じたお金がモッタイナイなどと試算したりするより、これからの日本のあり方を考えてほしいと思います。
印象としては、原発が無くなると電力で苦労するよ、というのがありますが、本当なのでしょうか？他のエネルギー源に対する積極性が感じられません。今ある方法で試算した電力をきちんと分
かりやすく発表すべきですし、研究中のエネルギー源も分かりやすく発表すべきです。メディアの偏りを感じます。

27881 個人 無職 ５０代 女性 原発廃止に反対します。 エネルギー資源の少ない日本において、現在の時点で原発を廃止するにはリスクが大きすぎると思う。原発廃止は、経済を低迷させ、失業者を増大させる原因になると強く思います。

27882 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発はいりません。 ３月１１日の原発事故以来、原発の安全性が信じられなくなりました。もう、原発はいりません。

27883 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発は現状維持もしくは増設すべき 経済状況や国家安全保障の観点から、原発の技術は維持するべきである。

27884 個人 自営業 ４０代 男性 原発ゼロシナリオ 福島の原発事故により国民に多大な迷惑をかけているにも拘らず昨年12月には政府は収束したと言ったが原発が廃炉になり福島の人たちが元通りの生活が出来るようになって初めて収束と
言えるのではないかと思う。また大飯原発の再稼動のやり方に政府に対する不信感が増すばかりだ。再稼動に際し総理は「責任は私が持つ」と言ったがもし福島のような事故が起こった時にど
う責任を取れるというのか？お前が死んだところで何の解決にもならないのに適当な事をいうなと怒りを感じている。再稼動しなければ今夏を乗り切れないというが再稼動ありきでとても受け入
れる事は出来ない。現に九州では今夏原発なしだが今のところ電力不足に陥った事はない。ということは今後も九州には原発はなくても大丈夫と言う事だろう。関西も原発なしで夏を乗り切る努
力をするべきだったと思う。
いったん事故が起これば広範囲、多年にわたり影響が出る原発には断固反対である。また使用済み核燃料の処理方法のついても日本では決まっていない。決まっている国でもコンクリートで
固めて地中深くに埋め数万年かけて処理する方法である。百年前の事でも良くわからないのに数万年って…責任の取り様が無いでしょう。このように責任の取れないことを未来に残していくよう
な事はしてはいけない。
原発をやめれば電気代があがるので困るというが高速道路と同じで使う人間が納得して使えばいいことである。

27885 個人 無職 ８０代以
上

男性 原発再稼動には絶対反対です。原発に代わる自然エ
ネルギーの開発に全力を注ぐべきです。

福島だけでなくチェノルブイギスリーマイルの教訓を忘れてはならない。

27886 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 0% 原発依存0%にすべきです。福島の原発により、どれだけの肉体、精神、物理的な被害が起きたかを考えれば、即刻原発施設を廃炉にすべきです。原発稼動してもやむをえないと言っている人
達は、どこかで自分や家族には関係ない。とか、自分たちが生きている間は大丈夫じゃないかとか、そういった考えがあるのではないでしょうか。私は電気代が上がって、今の生活が多少不便
になったとしても、原発依存0%にすべきです。

27887 個人 家事専
業

６０代 女性 ゼロシナリオを支持し、今すぐ原発をゼロにしてくださ
い。

原子力発電は結局人間のあらゆる英知をもってしても、コントロールできないということを
福島を通して、痛感いたしました。
ましてや、日本は地震国であります。いますぐの全原発の廃炉を望みます。

27888 個人 パート・
アルバイ

２０代 男性 原発ゼロシナリオ支持です。再稼働反対です。 事故が二度と起きない確証がない原発を稼働させることに反対です。子供たちの将来が心配です。

27889 個人 家事専
業

５０代 女性 原発は要りません。 あの３．１１を体験してしまった日本では
もう後戻りはできないと思うのです。
 
あの惨状を目の当たりにし、安全神話なんて脆いものだと痛感しました。
 
美しい日本の山や海、森や水を私たち自身の手で台無しにしてしまいました。
目先の利便性や利害を最優先させてきた私達国民みんなの責任です。
 
そして住み慣れた故郷を追われた人たちの苦しみや悲しみを思うと、もう二度とあんなことはゴメンだと強く思うのです。
もう二度と誰にも体験してもらいたくないし、見たくもありません。
 
私たちの愛する美しい日本の自然や自然からの恵み
そして美しい町を、子ども達に美しいまま手渡して行く為にも、子ども達の夢や未来を奪わない為にもそして、放射能の恐怖に怯える暮らしをさせないためにも180度舵を切る、今が英断の時だ
と思うのです。

私たちも出来る限りの節電を覚悟していますし、実施しています。
 
私たち人間の叡智をもってすれば、どんな事でも乗り越えられるし、新しい道が開けるとは思いませんか？
 
原発はいりません。
勇気をもって日本を変えていきましょう。

27890 個人 自営業 ５０代 女性 原発ゼロシナリオ 原発ゼロシナリオを選びます。
2011年の東日本大震災に伴う福島第一原発の事故により、自宅周辺も放射能に汚染されました。
自宅は福島第一原発からは200キロ以上離れています。今まで原発を身近に考えたことはありませんでした。
しかしひとたび事故がおきれば、どれだけ広い地域が汚染され、目に見えない放射能におびえながら暮らす事になるか、身をもって知りました。
こんなことはもうたくさんです！
福島第一原発事故はいまだに収束していません。廃炉までまだ何年もかかるでしょう。
もっと被害の深刻な地域の人達がどんな思い出暮らしているか。自宅を離れ、仕事を失い、墓参りもできない人が何万人もいる今、私たちはエネルギーについて見直すべきです。
知恵を絞れば他のエネルギーに転換できるはずです。
特に地熱エネルギーは火山の多い我が国に向いていると思います。ぜひ法律を整えて積極的に開発して欲しいと思います。
子ども達の未来のために、二度と放射能の不安のない国にして、次の世代につなぎたいです。

27891 個人 家事専
業

４０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します。 原発はゼロにすべきである。

日本には、新しいエネルギーシステムを作りだす技術とその能力があると考えます。民意を拾い、そちらへ舵を取ることで、企業は動き出すはずです。そして、いち早く取りかかることで、今後、
世界へ輸出する大きな技術や製品となるはずです。

いままで原発政策に頼ることで存続していた地方自治体については、できるだけ多くの議論の場を作ることで、自らの意識改革を進めることも出来るのではないでしょうか？
また、大企業のエネルギーシステム関連の工場の誘致を進め、雇用を創出できるよう、声高らかに、「日本はこういった未来へのビジョンをもち、いま、発信する」と宣言できるよう、政府には頑
張ってほしい。それには、民意が徐々に固まるように、公の議論の場を増やすことです。

27892 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力発電を継続することは、今後想定されている大
規模な地震を考えたとき、その安全性を保つことは不
可能です。「ゼロシナリオ」を是非とも決定することを
熱望します。

私は、日本に生まれ、日本で育ち、４７歳になった今も国外に出たことがありません。私の故郷は、紀伊半島の海岸沿岸部です。住居より海まで数１００ｍ、山まで数１００ｍという、本当に自然
に囲まれた地域です。かつて、この地域にも「原子力発電所の設置計画」がありました。今から１２年前、北川知事政権時に正式に白紙撤回を表明しました。３６年間も続いた当地域での原発問
題に終止符が打たれた瞬間でした。もちろん賛成派もいましたが、それはバブルに夢を見た一部の者だけで、故郷の自然を愛し、これから生まれ来る未来の子ども達のために「経済的には貧し
い地域だけど、安心・安全を保ち、将来は生まれ育ったこの地域で余生を過ごしたい、と思ってもらいたい。」という切実な反対派の悲願でした。
電気はなくてはなりません。必要不可欠なエネルギーです。でも、２４時間フル稼働させなくてはならないものでもありません。
必要最小限を目指し、「ゼロシナリオ」を決定し、自然エネルギーの拡大に努力していただきたい。そうすることが、これからの新しい日本の経済成長にもつながると確信いたします。

27893 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発は即刻廃止を希望
廃棄物処理で後世の人に負の遺産を残してはいけな
い

原発は「２０３０年に０」ではなく「即刻０」を希望します。
福島原発の事故処理が困難を極めいてる現状なのに、再稼働する事は人命軽視ではないでしょうか。
停止してもなお冷却管理が必要です。
即刻廃止して、早急に他のエネルギーへシフトする事を希望します。
燃料廃棄処理の問題が進まないのは、原発エネルギーそのものが地球上に添わない、あってはならないものだからだと考えます。
廃棄物が無害化するまでに、いまの私たちは地球上にいません。
後世の人に、負の遺産を残したくありません。

27894 個人 法人等 ４０代 男性 原発は、再生可能エネルギーの活用と入れ換えに、
段階的に0にするべき

我々は、昭和の時代に効率や発電規模の増大を求め、原子力というコントロールしきれない発電所を選択したが、これは各地で起きる事故や廃棄物の処理問題、今後発生する事故を考慮す
れば明らかに持続不可能で間違った選択であった。

これまでもエネルギーを地産地消してきた経緯があるし、今後再生可能エネルギーの活用と研究が進めば、原発のような質の悪いエネルギー源は不要であると、我々が自覚しなくてはならな
い。

27895 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発即時全面停止 原発は「核の平和利用」とかいわれていたけど原理的には核爆弾と同じである。
今回の福島の事故で証明されたように、一度大事故が起こると止められず、大量の放射能が発生する。核と人類は共生できない。核兵器も原発もあってはならないものだ。「原発をなくすと生活
できない」というがとんでもないデマである。原発をなくして生活できないのは電力会社の関係者のみだ。今回の事故で１０万人以上の人が生まれ故郷を追い出されたというがその人たちの補
償はどうするつもりなのか。目先の利益にのみ追及し、２０年後、３０年後の将来のことを考えず、むしろツケを子どもたちの時代に先送りするのはあまりにも無責任だ。日本政府はドイツをみな
らい「原発０」に舵を切るべきだ。ただ今の政府では絶対にできないだろう。

27896 個人 その他 ５０代 女性 私は、脱原発です。今すぐ原発を止め、新たなエネル
ギー確保へシフトしてほしいです。そして、国民を安心
させてほしいです。
原発はすぐ、止めてください。子供たちのために。日
本の未来のために。

原発事故は人災だと思います。特に地球の異常気象の中で、何が起こるかわからない中で、安全だと言えるのはおかしいと思います。いまだに原発のごみ問題も先送りで、福島の人たちへの
対応も全く不十分です。なぜ、原発疎開させないかという意見も聞いたことがあります。未来を担う子供たちが皆病気になってもいいのでしょうか。そんなことになれば、子供が不幸になるばかり
でなくその家族の悲しみ、世界からの不信感、医療費の増加などマイナスばかりです。少子高齢化になり若者が結婚しない傾向の中で、被災された方が、すでに結婚を断られるケースも出てい
るそうです。

野田総理の判断は、まったく理解できません。今朝、広島の原爆記念式典で、平静な顔をしているのを見るとやり切れません。本。当に日本の代表と言えるのでしょうか。世界中から、日本はど
うなっているのだとお叱りを受けているような気がします。私も首相官邸に行って、叫びたいです。原発即時停止を！

27897 個人 自営業 ６０代 男性 原発に代わる安定したものが出るまで必要。石油問
題が戦争の始まりでもあることを、日本人は既に体験
してる。原子爆弾と原発とチエノブイリを同じレベルで
考え煽ってるのは間違いだ。

先を読めない者たちの理性的ではない煽りによって、正しさが失われ、日本が衰退して、子供や孫の世代に、みじめな生き方をさせないように、しなければならない。

27898 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロシナリオを選びます！ 未来の子どもたちのためにも、原発ゼロシナリオを選びます！

27899 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 (1)０％案
日本は、プレートテクトニクスの関係で地震は今後もく
り返しおこることは避けらない。また、原発事故を１０
０％なくすことは技術的に不可能。そして、事故が起き
れば取り返しのつかない事態が生じる。

　日本列島は、弓なりになっていますが、これは日本が太平洋側のプレートからの力を受けていることを表れです。日本はこれまでの繰り返し大きな地震が発生しており、今後も繰り返されるで
あろうことは、明確に予測できることです。過去の地震の震央を日本の地図上にプロットすれば、日本全体が点で覆われてしまいます。
　昨年の原発事故は、地震が引き金になってメルトダウンしたのですが、福島以外の原発も地震に対して十分な備えができているとは思えません。
　原発は安全であるととして、これまで官民一体で原子力利用を推進してきましたが、これまで何度じこがあったでしょうか。それを何度隠したのでしょうか。さらには、もんじゅのナトリウム漏れ
があります。ナトリウムが漏れてしまうと一体どうなっているのでしょうか。全く初歩的かつ致命的に事故です。こんなことでは、とても原子力開発に関わる技術を信用することはできません。人間
が作り出したもので、１００％安全というものはないと謙虚に考えるべきではないでしょうか。
　原発は事故を起こせば、その影響は永く続きます。これは、チェルノブイルの事故で明らかです。今後は福島もその例としてあげられるようになるでしょう。その影響は、あらゆる災害とくれべて
も桁違いなものであることは、もっともっと原発を維持したいと考えているみなさんにも十分わかっていると思いますが。

27900 個人 自営業 ３０代 女性 原子力に頼った電気の発電にどんな理由があろうと
も、賛成できません。

ウランの発掘から、廃棄処理するまで(未だ、正確には処理はできていない。結局、見えないところにしまってあるだけ。)どれだけの自然を壊し、人々を苦しめ、どれだけの命を犠牲にして私達
は電気を手に入れるんでしょうか？電気は命よりも大切なのでしょうか？

いつまでたっても満たされない。

では、いつになったら満たされるのでしょうか？

新しいエネルギー、
もっと、
もっと、
と考えるよりも、電気の使用量を減らす対策を考える方が懸命なのではないでしょうか？

27901 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発は即時廃止を！ 放射能をまきちらして危険な原発、今すぐ廃炉！

震災後、放射能を気にして千葉から大阪へ自主避難。
子どもの体調は、大阪へ来て改善した。

危険な原発、すぐに止めてください。



27902 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原子力発電に、断固反対します。 　放射能は危険きわまりない。人間が制御しきれる物でないことは、福島で明らかになりました。発電後の核廃棄物を保管する場所はおろか、処理方法さえ確立されていない。廃棄物の管理は
この先１０万年と聞きます。そんな状態で、原発を続けようというのが全く理解できません。「もんじゅ」は停止中にもかかわらずその維持管理に１日当たり５千万円もかかると言うではないです
か！庶民の生涯収入にも匹敵する額です。きっと他の原子力施設も似たりよったりでしょう。原発関連を止めれば消費税を上げる必要もなくなるのでは。現在原発関連で生活している人には、
再生可能エネルギー関連で生計が立てられるようにしてください。それが政治の力でしょう。
　日本のエネルギーは３割が原発由来と聞き、太陽光発電で３割賄えれば原発はいらないと２０数年前から考えていました。自宅で太陽光発電を行いそれを確かめたいと思い、念願のマイホー
ムを９年前に入手しました。太陽光発電では、自宅の消費電力分の３割は軽く超えます。日本全体で再生エネルギーを使用すれば、原発は不要なことは明白です。「原子力ムラ」及びその周辺
の人々の懐を潤すためだけにいつまでも原発を続けたいというのは、あまりにも情けない。野田首相、早く目覚めてください。日本の優れた技術と経済力を、即、原発から再生可能エネルギー
開発・発展のために切り替えてください。

27903 個人 家事専
業

６０代 女性 原子量発電に反対します。 想定外の事は起こるものです。美しい日本をどうしたら守れるのでしょう。日本国民心を一つにして、原子力のない世の中を作りましょう。

27904 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発絶対反対！ ０％！ すでに、仕事に影響は来ている。有る分野は一切仕事が無くなった。

が、仕事が有るのは、人が人として暮らせる現実が基に有ってのこと。

明日が、そして自分の子供の未来を不安視して生きるのはもういや。
すでに遅い可能性も有るけど。

だけど、もう脱原発の舵を取るべき。

原発に注入してきたお金、次のエネルギー開発で、地元に還元させればいい話。

27905 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 国内の原発は全て再稼働すべきである。 脱原発を訴える人々は、原発の放射能が単に危険であるということのみをとらえていますが、彼らは本質的な安全保障の意味を全く考慮しておりません。
放射能の脅威について言えば、一度の被爆で4SV以上の放射線を人間が被爆すれば、命の危険はありますけれども、福島第一原発での事故で、放射能による直接的な原因で亡くなった方は
一人もいません。残念であったのは、当時の総理大臣であった菅直人氏の対応ミスで、被害を拡大させたことです。
エネルギー安全保障を考えた場合、原発の再稼働は必須条件であると考えます。中東情勢を考えた場合、石油に依存する火力発電はコスト的に高くなります。また、最近の中国の東シナ海に
おける一連の軍事行動から、台湾沖のシーレーンを封鎖する可能性もあり、火力発電に依存した場合、中国が台湾沖のシーレーンを封鎖すれば、日本は中国の属国になり、主権国家としての
自由を守れなくなります。日本国政府が国民の自由を守るという気概があるのなら、全ての日本の原発を再稼働すべきであると考えます。

27906 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 燃料となる放射線廃棄物の処理方法もない原発には
そもそも反対、しかも地震の多い日本にはあってはな
らない

原発の使用済み燃料は、きわめて危険な放射性物質で、何万年も安全に保管する方法は、確立されていません。しかも保管場所も、この狭い日本には危険すぎます。安全についても、福島の
原発事故にいまだ、だれも責任を取っていません。津波や全電源喪失についても指摘があったにもかかわらず、無視され、今回の事故、人災の事故にもなっております。安全も確保されたいな
いまま再稼動を政府だけで決定する、こんな無責任で、安全を無視するシステムに、事故がおこると何十万人、何百万人の生活を奪い、その土地を何十年、それ以上使えなくしてしまいます。
システムがちゃんとつくれない、無責任な日本には、あったはならない危険なものです。発電コストについても、廃炉のコストや、今回の事故のようなコストを、国民に負担を強いるものになってし
まっています。人の命と経済効率をてんびんにかけるいまの日本の政治、社会を、子供たちに押し付けることはできません。子供たちの未来、日本の社会の未来のため、原発はやめるべきで
す。

27907 個人 家事専
業

３０代 女性 原発は要りません。 原爆投下された国。もう一度６７年前になにが起きたか　今福島でなにが起きているか　真剣に考えてください。
　自分の家族を、故郷を、守りたいと思いませんか？　他のエネルギーに切り替えるときだと思います。
原発は、人が安全に操れるものではない。
とくに、地震の多い日本では。と思います。

27908 個人 その他 ５０代 女性 原発廃止を希望します。 福島の事故・参事を経験し、日本に原発があってはならないと思いました。
地震国日本にあって原発の危険性は照明されました。
核のごみの処理さえ、未定の状態。
エネルーギーの重要性は理解するものの、人の命を引き替えにできるのもではありません。
大飯原発再稼働により、節電目標が撤廃されたことは、根付いた国民の節電への意識に逆行するものでした。

３０年までの目標をゼロにすると決めたところから、再生可能エネルギーへの転換が本格化すると思われます。
日本のエネルギー技術の発展、そして生き残りのためにも、しっかりと方向性を出すべきです。

27909 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発依存度を２０３０年までのできるだけ早い時期に
ゼロにしてほしい。

価格が安いからといって、人体に影響の可能性の高い食べ物を選ぶ人は少ないと思います。人間や生き物の住めない場所をこれ以上増やさないようすることが、今を生きる私たち全ての日本
人の責務であり、将来に向けては安全で暮らしやすい国を子孫達に残すためにはどうすべきか、ということを最重点に政策を進めていただきたく思っております。

27910 個人 家事専
業

６０代 女性 人体、生態系に悪影響を及ぼす放射能に対し、原発
を造る・使うだけの技術、災害や事故、核廃棄物処理
に対処できない未成熟な技術はやめるべきです。福
嶋を教訓にして未来につけを回すだけの無責任はや
めるべきです。

人間が造り出した技術で、制御不能な技術は使用すべきではありません。福嶋原発事故は想定外と弁明しても放射能汚染は甚大で、1年半経過した現在でもまだ放射能を放出し続けており、
収束の目途が立っていません。この事故を教訓に、この事故を見事収束させてから再稼動すべきです。収束させることも出来ないうちに再稼動させることは余りにも無謀です。原子力がなくても
電気は賄えるという試算を支持します。同時に生活や暮らしを変えるべきです。「持続可能な社会」の暮らし方をめざすべきです。市場や個人の欲望を満たすことが、必要を超えて、未来の世代
の分まで取ってしまう傲慢な暮らしはこの辺で変えないと、自分たちの生存中にも限界が来てしまいます。これは「できる・できない」ではなく、「すべき」ことであり、一人ひとりの個人レベル、社会
レベル、国レベルでの『覚悟』を要することです。戦後見事に復興した経験を持つ私たちが、再度一致団結して「放射能汚染」を二度と起こさない社会づくりをめざすことを望みます。ヒロシマ原爆
の記念日に、その思いを新たに、日本人として世界にメッセージを送る使命を覚えます。原発は収束させましょう。

27911 個人 自営業 ４０代 男性 原発ゼロシナリオ支持。 人類と原発がどうあがいても共存することが不可能であるということを、今回の福島第一原発の事故や、それ以前のチェルノブイリの事故によって暴かれたといっていいと思います。
「今後気をつけます」ではとうていすまされない事故であり、これからいくら安全に管理運営するといってもそれは相対的な安全でしかないのは火を見るより明らかです。
今後も私たちが地球圏で生活をせざるを得ない以上、原発とそれにともなう放射能や放射性廃棄物は「絶対的」に共存不可能な存在であり続けるでしょう。

この際、これをチャンスと見て、官民挙げて一気にエネルギー改革を推し進めるべきだと考えます。確かに短期的にはさまざまな生みの苦しみがあるでしょうが、そこを乗り越えられるのはあの
ような事故を経験した日本だからこそ、しかもまだそれほど時間が経過していない今こそ、だと思います。

今ならまだ世界に先んじるチャンスだと信じます。

27912 個人 その他 ５０代 女性 ０％シナリオが国民の声です。 いつ大地震がくるかも分からない日本で、福島を二度と繰り返してはならない。こんな危険な原発を早くなくしましょう。子どもの未来に責任をもちましょう。節電と、自然エネルギーの開発で間に
合います。２酸化炭素をださないエネルギーはたくさんあります。

27913 個人 自営業 ６０代 女性  私は脱原発を支持します。我が子、子孫、地球の全
ての未来の為に
原子力発電は不必要です。電力不足を予測しなが
ら、賄えているのが現状です。 もし、電力が不足した
としても、未来の為に努力します。

 理由は人間の便利さの追求より、全ての生き物、生き物を守る為の自然、つまり
地球を守る必要があるからです。原発の安全性の問題はもちろん、廃棄物の安全性にも問題があります。
 その上、今の科学なら、全ての知恵を出し合うなら代替エネルギーの開発は実現可能なはずです。
 万が一、すぐには賄えないとしても、地球の未来を思えば、第二次世界大戦での、辛抱を思えばもっと気持ち良く自然体で我慢が出来ると思います。
 軍事費を世界でゼロにすれば最も近い方法だと思います。

27914 個人 自営業 ４０代 男性 原発ゼロシナリオを採用すべき。原子力は人間の手
に負える技術ではないから。放射能を無毒化できる技
術は存在しないから。原子力は、弱者に被曝を強いる
ものだから。

原発ゼロシナリオを採用すべき。

事故があろうが無かろうが、電気が足りようが足りなかろうが、原発をやめるべき。原子力と放射能の危険は人間がコントロールできる代物ではない。いったん苛酷事故が起きれば、膨大な土
地と海が汚染され、失われる。その被害は一企業や国が破綻しても償えるものではない。東電福島第一原発事故は、そのことを明らかにした。

原発を稼働するということは、無毒化できない核のゴミ＝放射性廃棄物を出しつづけるということ。そして、被曝労働を弱者に強いること。これまで日本は、もう膨大な量の放射性廃棄物を生み
出してしまった。未来の世代にこれ以上核のゴミを押しつけることは、人間として許されることではないと考える。

したがって、エネルギーのコスト云々の議論は、事故処理費用、未来永劫続く廃棄物処理／管理費用を考えなければ、まったく意味がない。

その気になりさえすれば、日本人はエネルギーの大量消費を脱して、原発なしの省エネルギー型の社会を実現できると思うし、脱原発の国のありかたを世界に向けてアピールできるはずだ。そ
れこそが今回の震災と福島の原発事故をのりこえる道だと考える。

27915 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発ゼロシナリオを選びます 原発ゼロシナリオを選びます。2030年ではなく、今すぐすべての原発を止めてください。原発がなくても電気は十分足りていることはこの夏で証明されています。次の大規模地震はいつ来てもお
かしくありません。福島の惨事を二度と繰り返さないために、すべての原発を止め、核燃料を安全に処理するようにお願いします。

27916 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 冷静に考えれば「とにかく早急にゼロ」と云うのは無理
だと思います。それでもそれに向けて確実に歩みを進
めて行く事。その姿勢を政府がイニシアティブをとって
行かなければなりません。選択肢はゼロです。

国民生活の基盤となっているのは産業であると云う一面があります。
私も一企業の経営者として社内で出来るエネルギーの節約に取り組んでいる一方で、電気の安定供給が絶たれた場合の恐ろしさを憂いて居ります。
そのためには再生可能エネルギー発電への以降を円滑かつ着実に推し進める事が必須。
今や時代遅れ（技術的観点からではなく）な原子力発電にしがみつくのではなく、国民自身も一定の覚悟を決めなければならない時が来ているのは明白です。
極一部の利権を優先するのも全く以て許し難い事です。
何十年後、否数年後に取り返しがつかない自体に陥る前に、今こそ決断の時だと痛感します。

27917 個人 無職 ３０代 男性 ゼロシナリオを選択します。 全ての原発を直ちに停止し、廃炉作業を開始しなければ日本に未来はありません。核兵器をつくる技術力を保持する必要もありません。

27918 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 国は原発の問題について、もっと国民に情報を開示し
て下さい。どれだけ原発が危険なものか。即時すべて
の原発をは廃炉にしてください。

国は国民の命より、官僚、政治家、大手企業の金が大事だと考えているとしか思えないからです。原発で発生する、金のためにあなた方は国民の命を危険に曝してしるのです。それが仕事とい
えますか？あなた方は、人の血を吸う吸血鬼です。そんなものは仕事とは言えません。福島がこんな状態になっても原発を動かすなんて、正気の沙汰ではありません。大飯原発を止め、即時日
本にある全原発を廃炉にするべきです。
そんなことパブリックコメントで求めなくてはわからないのですか。

27919 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 一言、「もう、原発に頼る必要は無い」と言う事です。

原発が、安全ではなく危険極まりない物である事は、
誰の目にも明らかです。

原発残存という、「愚かな判断」はされぬ様願っていま
す。

一言で言えば、「もう、原発に頼る理由は無い」です。

原発が、安全ではなく危険極まりない物である事は、東日本大震災での出来事で、誰の目にも明らかです。
自然に対処する事も、制御する事も、人間には不可能です。愚かな人間には、さらに大きな被害をもたらして来る事でしょう。

原発推進者が、「私は、原発の隣に住み、有事の際には身を以て、全てを封じ込めます。」という事であれば、存在意義も見いだせますが、不可能ですし、そういう人間は、真っ先に逃げるでしょ
う。

　　　　　　　　　　　東電幹部の様に。

　　「いい加減な人だからこそ、推進できるのですから。」

原発は、人類・地球にとって、リスクが大きすぎるのです。

我が国に於いての、今後のエネルギー政策は、

１、世界有数の地熱エネルギーを利用し、常用電源とする。
２、日本海側で垂れ流しとなっているメタンハイドレートを利用した、火力発電を実現する。
３、自然エネルギー（特に太陽光発電）と蓄電池の組み合わせで、利用効率アップ。

「すでに日本のメーカー製品・技術で、全て手に入ります。」

もう、原発に拘る必要は全く有りません。
今考えを正すなら間に合います。

「自然エネルギーで世界をリードする日本となりましょう。」

27920 個人 その他 ３０代 男性 原子力発電を、震災前以上、積極的に稼働し、新規
原発を建設すべきです。

　エネルギー確保と安全保証の観点から、原子力発電の技術は日本に必要です。世界のエネルギー需要を賄う為にも、日本の原子力技術が貢献していかねばなりません。
　ペルシャ湾、マラッカ海峡、台湾海峡の封鎖が怒れば原油はたちまち干上がり、ロシアからの天然ガスに頼ることも、禁輸等の同様のリスクがあります。
　エネルギー資源の多様化の一つとして、原子力発電は重要です。ウランは上記国家リスクのない場所から輸入でき、先の震災にも外部電源の問題をのぞけば耐えられた安全性の高い発電
だという事が証明されたのです。
　そして、そのような安全性の高い原発技術を通じて、これから電力確保していく国々に積極的に、日本は貢献していくべきです。特に、トルコやインド、東南アジアの原発建設に積極的に参入
すべきです。日本が最高の技術を持っているのですから、世界の安全のためにひるまずにどんどん国家プロジェクトとして受注すべきです。
　そして、原子力技術の放棄は、核兵器製造技術の潜在的能力を意味しており、日本の国家防衛上、重要な技術です。日本が原発を放棄して喜ぶのは、日本の領土を侵食している国家です。
反原発運動に、そのような工作員が暗躍していることも認識し、政府は泰然として原発再可動を進めるべきです。
　自然エネルギーの開発は重要ですが、４２円というあまりにも高価格の買い取り契約は、あらたな利権を生んでいます。そのようなばらまきよりも、発電の技術革新に予算を配分すべきです。
　
　

27921 法人・団
体等

会社員・
公務員

法人等 法人等 原子力エネルギーは現時点では人類が安全に扱える
代物ものではありません。

福島は津波。では、原発でテロが起きたらどうなるでしょうか。また想定外ですかね。

27922 法人・団
体等

無職 ５０代 女性 原発さん、あなたの任務を終わらせて下さい、武器を
エネルギーに頼るなん
（原発ゼロシナリオ（即時））科学とは分かる為の学問
でしょ、どろどろとした切り捨て逃げ産業も，

笑顔の裏にもしもの恐怖、信頼は何処に、仕事は区切りあるが、生活は続く
信頼ある生活とは、あさはかな行いとは、見れば恐怖の世界と分かるのに、不気味な笑顔なんていらない

27923 個人 自営業 ５０代 男性 ゼロシナリオを選択します。 人間の制御不能な放射能、処理の出来ない廃棄物をこれ以上作らないでください。2030年と言わず、今すぐにでも「ゼロ」に向けてください。原発に依存するのではなく、新しいエネルギーで産
業･経済に新たな活性化が生まれることを期待します。大きな震災を受けた日本だからこそ、進まなければいけない道というものは決まっていると思います。国は国民の声を聞いてください。

27924 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 この国には、もう原発は必要ない。 原発がなくなると、今までより不便になるでしょうか？
たとえなったとしても、こんな恐怖を味わうよりはいいのでは。
このあと、この国を背負っていく人、生まれてくる子供たち、なにより日本のためにも、放射能の遺産を残すのは絶対に嫌です。
原発はもういらない。

27925 個人 無職 ７０代 男性 原発ゼロにするのはあたりまえ。　人間のやる事に完
璧はありえない。それが制御できるか否かさえ議論の
あるものを今後も継続するとはありえない。

１．少なくとも原発寿命４０年には例外を認めない。
２．今後新設はしない。（工事中でも、完成間近でも）本格発電に至っていない　　ものは工事を中止する。
３．現有原発の地震、津波対策は寿命４０年に対する残り期間での判断で行　　　　うこと。
４．上記実施による電力不足対策を推進することで原発をゼロにするための、基　　本スケジュールを立案し、本気で推進する。
５．生活レベルを下げてでも実施しなければならない。



27926 個人 パート・
アルバイ
ト

７０代 男性 全ての原発は即時廃炉にし、0％にすべきだ。
そもそも原発建設時に採用された活断層と地震の予
測規模がおかしかった。
地震国の日本ではこれ以上原発を利用すべきではな
い。

全ての原発は即時廃炉にし、0％にすべきだ。
そもそも原発建設時に採用された活断層と地震の予測規模がおかしかった。
地震国の日本ではこれ以上原発を利用すべきではない。

27927 個人 家事専
業

３０代 女性 原発ゼロを支持します。 ゼロ以外の選択肢はありません。
原発事故を経験してもなお、原発を動かそうとする政府の姿勢に、疑問と苛立ちを覚えます。
唯一の被爆国で、世界の平和、核兵器の廃絶を訴えていることと、原子力政策は相いれないものだと思います。今回の原発事故は、国の責任であり、世界中に放射能をばらまいた加害者でも
あるのです。
ぜひ国民の声を聞き、大いなる決断をし、被爆国、原発事故を起こした国としての責任を示してほしいと思います。

27928 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原子力発電の急激な停止に対する反対意見。 今後原子力発電が少なくなることについて国民の総意だと思われますが、一部のデモのようなヒステリックな意見を元に決定をすることは避けていただきたく思います。福島原発の放射能の結
果は具体的な症例や数値を検証することなく、悪意のあるデマによる風評被害も絶えませんが、事故では地震による揺れには耐えており、今後の
原発の安全性に関して重要なのは電源の確保であり、また津波への備えであるということです。
代替エネルギーの開発が十分でないなか、急激な原発停止は、電気代が2、3倍に
跳ね上がるのみならず、安定しない電力供給では企業が忌避し、ますますの海外流出を招きます。つまり働き口がなくなる、国力の低下を招き日本の為にはなりません。子供の将来を叫びな
がら子供たちの未来を暗くするそのようなことがあってはなりません。くれぐれも急激な停止に舵を切らず、計画的に新エネルギーの開発を行いながら、バランスの良いエネルギー提供が行え
るよう政策を進めていただきたくご意見させていただきます。

27929 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発ゼロシナリオ支持します。
原発稼働していないのに東京は夏を越そうとしていま
す。

福島の事故の責任をとっていない、安全確認もきちんとなされていない、それなのに
将来に渡る安全と安心を何ら担保できない人達が再稼働を決めたことは到底納得できない。
そもそもがこんなにも電気を無駄遣いするような体制を作ってきたのがおかしいと思う。

27930 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 地球上に原発はいらない。 「核の安全利用」「安全な原発」なんて絶対にありえない。今が悪のサイクルを止めるチャンス。これ以上地球上のウランを掘削することなく、核のゴミを増やさず、命を大切にする、安心して住め
る地球にして欲しいです。

27931 個人 その他 ４０代 女性 原発０パーセントにする 今回の事故からなにも学ばなかったのでしょうか？
日本の美味しい水、豊かな漁場や緑の水田、季節ごとの果物。
なにもかも失っていいのですか？
子供が友達と遊びに行く、そのときに必ず線量計を持っていく。
そんな国が幸せな先進国だとでも？
よく考えたらわかるはず。
代替エネルギーをもっと力を入れて開発しよう。
もう新しいものを次々消費する生活はいらない。
原発はいらない。

27932 個人 自営業 ４０代 男性 危険な原発の稼働を直ちに停止し、原発の比率を即
刻0%にすべきと考える。

将来のエネルギー政策を原発の比率で「0」「15%」「20～25%」の3つのシナリオの中から選ぶことになった経緯が不透明であり、15%に落ち着かせるための策略でないかとさえ思える。信頼できる
人達に任せられるなら徐々に減らすシナリオが許容されるケースも有り得るが、そのような状況であるとはとうてい考えられない。

原発直下の活断層は一刻も早く第三者による調査を行い結果を公表すべき。それをしなければ、隠したいことがあるのではないかとの疑念は払拭されない。

原発を0%にすると電力会社が債務超過に陥るという話があるが、これだけの災害を起こした事業体（原発を持つ電力会社は同罪）は一度精算し、人心を一新して立て直すべきと考える。JALが
そうであったように、操業を止めずに組織を刷新することは可能なはずである。

27933 個人 家事専
業

３０代 女性 原発はゼロに。 原爆により、国内二カ所も犠牲にしておきながら原発を推し進め、福島で重大な事故が起きてもなお原発を運転させる・新たに造る。命よりお金の方が大事。なんて学習できない国民なんだろう
と思う。

原爆の犠牲者や福島の人達に対して申し訳ない。
今私達が使うエネルギーのために日本・世界の人々を放射性物質の脅威にさらしてはならない。

原発をゼロにするからにはもちろん私達もより節電をするし、商業施設等の過剰な宣伝用照明の規制もするべきだと思う。
27934 個人 無職 ７０代 男性 原発は全面廃止し　それに代る新しいエネルギー確

保の方法の開発採用を　国を挙げて推進すべきで
す。

日本は　アメリカに　原爆を落とされた　唯一の核被害国でした。
が、今回の福島第一原発事故で　地球上に大規模に放射能を撒き散らし
それを世界に対して　詫びもせず隠蔽する道を選んだ。　すなわち
加害国になってしまった！
これを　心から　恥ずかしいと思っています。
もともと太陽エネルギーに寄らない　原発による　エネルギー確保は
地球にとっては　無理なやり方だと思います。
この際　人類と地球にとって　危険極まりない原発を　全面的に止めて
新しい　電力確保の方法を　開発推進することが　人間として　国家として
正しい道だと確信しています。
もはや　「原発推進」などは　人間として恥ずべきことだと　認識すべきです！
１００年後の人類は　福島原発事故とその処理について
「日本は　なんと愚かなことをしたのだろう！」と　嘆くことと思っています。

27935 個人 無職 ７０代 男性 自分は0パ―セントを選択します、日本列島をいう太
古に地殻変動で中国大陸から分離して出来た島とい
う環境から・・

続き⇒(1)から活断層の上で生活をしていると思います、松島湾も象潟も富山湾の海底森林など想定外の地震・津波で出来た現象です、
これから数万年の間に日本列島が沈没するかも解らない地殻変動が起こるかもしれません・・津波の防壁・地盤の耐震の改良（いずれは劣化）気休めに過ぎないと思います。

(2)増え続ける核廃棄物の行き場のないこと・・

(3)中国・北朝鮮が軍拡を続けていてもし雲行きが悪くなり先制攻撃で狙われるのは原発施設・・その不安があります。

(4)広島の一市民ですが、今月広島山地で採れたシイタケから高濃度のセシウムがなんとそのシイタケがテーブルに・・ラベルを見ると出荷停止のもの・・放射能という不安との生活問題。

(5)地球温暖化も最悪のシナリオで進んでいること、
(6)少子化で50年先には8000万～9000万人と言われています、
　　（老人大国にそんなにエネルギーを必要としないのでは）

等などから原発よりも多少不便もあるかも自然・再生可能な
エネルギーを選択します。

27936 個人 その他 ５０代 男性 政府はゼロシナリオを選択すべき 　原子力発電は、福島の東京電力第一原子力発電所の事故でも露呈したように、人類は原発を完全に制御する技術をいまだに確立できていないことが明らかとなった。福島の原発事故処理も
何ら進んでおらず、安全が確率されない中での大飯原発再稼働は自殺行為に等しいと言わざるを得ない。
　まして、使用済み核燃料の処理方法すら確立されていない中で、次代を担う若者に不の遺産を残すべきではない。国民の安全と安心を守るには、原発は廃止すべきである。
　さらに言えば、なぜ｢原子力基本法」を議論もせずに改訂（改悪?）したのか、その意図を国民に十分に説明すべきである。
　決断は今すべき。原発ゼロは、2030年でも遅い位だと思う。

27937 個人 自営業 ４０代 女性 選択肢の中ではゼロシナリオを選択します。
２０３０年と言わず、速やかにすべての原子力発電所
を廃炉にすべきだと思います。

電気の恩恵を受けて今まで生きてきました。
福島の原発で作られた電気を使っていました。
今までは地球温暖化防止のために、少ないエネルギーで暮らそうと心がけていました。
けれど、3.11の震災以降、考えが変わりました。

原子力発電所はクリーンで安全だと信じていましたが、福島での想定外の事故により実は非常に危険で、人間が扱えるシステムではないことが解りました。
今後も想定外の事故は必ず起こります。
「絶対安全」などこの世にありえない。

だから、原子力発電所はもういりません。
福島の悲劇をもう二度と起こしたくない。
速やかに廃炉にすべきです。
経済活性より、利便性より、人の命や穏やかな毎日のくらしの方が大切です。

これからは原子力発電所がなくても豊かに暮らせることを実践していきたい。
そして、原発を日本から無くしたい。
それが今まで何も考えずに福島の原発で作られた電気を使ってきたひとりの人間としてやるべきことだと思っています。

27938 個人 その他 ７０代 女性 原発ゼロを目指すべきです。 　日本は地震国です。いつ想定外の地震がおきるかわかりません。原発は安心だ、安全だと散々宣伝しておきながら、３．１１の大震災ですっかりとウソであることが解ったではありませんか。政
府の安全安心という宣伝には２度と騙されたくないですね。
　また安全だと宣言する学者などは、企業からお金を貰っているとのことではありませんか。核燃料の燃えたあとの処理にも何万年もかかるということだし、その処理施設も計画すらできていな
い。これからの子どもたちには、危険を承知で原発稼動することよりも、太陽エネルギー、風力エネルギーという自然エネルギーを利用した政策に転換すべきだと思います。
　お金がらみではなく、本当に未来の子どもたちに安全なエネルギー政策を考えるべきだと思います。

27939 個人 家事専
業

４０代 女性 原発ゼロ。新技術を日本で開発し、世界を誘導してほ
しい

地震を含む自然災害の多発する日本に原発は不向きだと今回の津波震災がすでに証明しています。原発の危険性は多くの方が指摘すると思いますので、別の視点から意見を述べさせて頂き
ます。
これを機に、既に開発されている技術を用いるのではなく、日本独自で技術を開発した新エネルギーを発展させて欲しいです。今ならば、日本が独自のライセンスを取得し、リーダーとなり世界
のエネルギー政策を誘導する立場にたてるとおもいます。小規模で過酷な環境にも耐えうるエネルギーを開発できれば、その技術を世界にも輸出ができます。原子力という古い技術に頼らず、
新しい技術開発にこそ投資してほしい！その間はLNGを利用した火力でつないでください。これ以上日本人に原子力災害への恐怖心を与えないでほしいです。

27940 個人 学生 ５０代 女性 「原発0シナリオ」を強く要望します。 現在、政府が福島の原発事故を経験していながら、さらに原子力推進政策を継続しようとする愚かさに開いた口がふさがりません。未来に核廃棄物の処理のツケをまわす無責任さ、目先の経
済的利益のみに執着する短期的視野に怒りを禁じえません。
直ちに、原発０シナリオを実行に移すべく、政策を策定されることを強く要望します。
加えて、原発輸出シナリオもゼロにすべきだと強く要望します。

27941 個人 無職 ７０代 男性 原発は即刻廃止して下さい。 人間が制御できない原発は、即刻廃止して下さい。

特に地震大国で、狭い国土の日本では、危険きわまりない。

また、使用済み燃料処理に100,000年以上かかるとは、言語道断です。

今度の国政選挙は、原発の廃止がキーポイントです。

27942 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 脱原発、今すぐゼロ。再生可能エネルギーの研究投
資へ資源集中を。国防の発想からも最も適切。国際
社会の中で日本が生き残るため。

原発、今すぐゼロ（全停止）。原発は今すぐ全て廃炉の決定を。

１．仮にもう一度シビア・アクシデントが起きた場合、日本という国家の存在が大きな危機に瀕する。汚染地帯という国土の実質的な消失。世界からの信用の失墜。輸出（特に食品）産業への多
大な影響。米国等の過剰な介入。他国からの損害賠償の可能性。（福島について他国から損害賠償がないのは奇跡に近い。）シビア・アクシデントの起きる確率は不明であるものの、福島を見
ればその可能性は常にあることは明らかであり、発生した場合の悪影響があまりに大きすぎる。

２．メルト・ダウンが実際に発生した事実を重視すべし。核は人間のコントロールを超えた存在。凶器に変わり得るものに依存してはならない。

３．日本には波動発言、風力発電、地熱発電などの資源が豊富である。核燃料の輸入はそもそも不要。核燃料の輸入が長期安定する保証もない。火力含め、海外に頼らないエネルギーの開
発は国防戦略としても有用である。

４．ただちに稼働停止すべきなのは、シビア・アクシデントがいつ発生してもおかしくないということだけでなく、既に破綻している核燃料サイクルの阻止のため。核燃料サイクルの構想が破綻し
ているのは既に明らか。国民の目を騙しきれるものではにこと、官僚に理解して頂きたい。

余談．規制委員は脱原発ゼロの方針に基づき、廃炉や核燃料処理のために必要な技術者が就任すれば良い。国家としての方針そのものは民意に従うべき。

27943 法人・団
体等

法人等 法人等 法人等 2030年をまたずに1日も早く、すべての原発を廃炉に
すること。原発から脱却し、太陽光や水力、風力、バイ
オマス、地熱発電など再生可能エネルギーへの切り
替えを中心に位置づけたエネルギー政策を策定する
こと。

(1)政府案では、エネルギーの選択を行うにあたって重要となる4つの視点で、原子力の安全確保と将来リスクの低減が言われている。
しかし、福島原発事故の最大の教訓は、一度事故が起これば、事故を収束させる術すら確立していないことが明らかになったことである。また日本は、世界に例を見ない地震国であり、大飯原
発など活断層の上にある原発も少なくないとの指摘もされており、大地震が起これば福島原発事故を繰り返す可能性は、少なくないと言わざるを得ない。
さらに、使用済核燃料、いわゆる「核のゴミ」の最終処理の技術も未確立で、原発の稼働は被ばくのリスクを高めることに他ならない。
つまり原子力の安全確保と将来リスクの低減という考え方は、両立不可能な命題であり、根本的な誤りである。そのような命題を立てること自体が、エネルギーを原子力に頼り続けようとする考
えと言わざるを得ない。
　老朽化した原発を順次廃止するだけでも2030年時点での原発依存率は10％以下になるにもかかわらず、20～25%、15％の選択肢を用意したことは、「中長期的には原発依存度を可能な限り
減らす」という方針にも矛盾する。

(2)全労連は、まず政府が原発依存のエネルギー政策からの撤退を決断し、「核と人類は共存できない」との立場に立った施策を進めるべきだと考える。
原発廃止への段階的プロセスは、(1)新規原発については、建設を中止すること、(2)運転を中止している原発については廃炉にすることであり、2030年ではなく、計画的に1日も早くすべての原
発を廃炉にすることを決定すべきである。
原発から脱却した後のエネルギーについては、太陽光や水力、風力、バイオマス、地熱発電などを利用した自然エネルギー中心に切り替えることとし、政府の政策の中心に位置づけて、協力に
推進すべきである。
環境省の「平成22年度　再生可能エネルギー導入ポテンシャル調査報告書」によると、再生可能エネルギーによる想定発電量は、21億2000万キロワットから21億5000万キロワットもある。これ
は2009年度の我が国の原発を含めた全最大電力2億8000万キロワットの約10倍、原発54基分の発電能力の約40倍である。
原発をゼロにしても、総発電量の3割を再生可能エネルギーに転換すれば、2020年までの温室効果ガスの「25%削減」も同時に達成するエネルギー基本計画を策定することは可能である。
原発依存から脱却し、再生可能エネルギーへの転換の道筋を示すエネルギー切り替え計画を策定するよう強く求める。

27944 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 私の立場は原発は無くす。これしかありません。 人間が自由にコントロールできない危険な放射能を利用するところから間違いです。　私達はもっと不自由でも我慢ができます。安全で安心できる生活が一番です。　山には利用されていない
木が沢山あります。バイオマスを利用して発電しても炭酸ガスの排出量は差し引きゼロです。　川には水が流れています。産地地消の小電力発電もOKです。大電力会社に依存しない社会を望
みます。もっともっと国民の知恵を信じて原発を無くした安全な社会をお願いします。



27945 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 電気エネルギーの原発依存率は７０％にするべきで
ある。

日本は外国からの石油輸入依存率が高すぎる。電気エネルギーは必須であり、
石油輸入にたよらず、自国でまかなえるようにすべきである。
このままではいつ戦前のようなエネルギー封鎖をされてもおかしくない。

27946 個人 自営業 ４０代 女性 原発等、原子力利用全てに於いて反対です。 原爆だけでなく、原発も含め平和利用は結果的に実現不可能だと思います。
何かあった時の代償はあまりにも大きく、又何も無い様でも必ず何処かに多大な影響があり過ぎます。
唯一の原爆被爆国と言いながら、世界屈指の原発被爆国になり教訓を活かせていないのはどう言う事でしょうか？
大飯原発のみならず、全ての原発、世界中の原発、原爆全てを諦めるべきです。原子力は人間の手におえるものでは無い事が本当によく分かりました。日本は今、それを言える立場にありそ
の任務があります。
アメリカの言いなりにならず日本として歩み出すチャンスです。
100%とは言わなくても、大多数の国民にはその理解と準備が出来つつあると思います。

27947 個人 学生 １０代以
下

女性 原子力発電所についての意見 　今後、原子力発電所をどのような割合で利用していくかについて、国民の意見を聞いて議論がすすめられているとのこと、嬉しく思います。民主主義国家として、しっかりと国民の意見を尊重し
て、議論がなされることを願っています。
　私は原子力発電所はゼロにするべきだと思います。原子力発電所はいりません！過去にスリーマイル島原子力発電所事故、チェルノブイリ発電所事故があり、福島第一原発事故が起こりま
した。大きなニュースにはなっていない原発事故が他にもたくさん起きています。にも関わらず原子力発電所がまだ必要だというのは、誰の利益のためなのでしょう？今回の福島第一原発事故
で、改めて原子力は人間の手に負えないものだということが明らかになりました。自然エネルギーへの転換を考えていくべき転換点に立っているのではないでしょうか？確かに自然エネルギー
の導入には多大なお金がかかります。しかし、今後再び原子力発電所の事故が起きた時の対応、被害者の方への補償金などを考えたら、今お金をかけることは明るい未来への投資だと考えら
れないですか？
　東日本大震災で被害にあわれた方々、原発事故で作業にあたり大きな負担を抱えられた方々の苦しみや悲しみが無駄にならないように、もう原子力発電所を使うのはやめるべきです。原子
力発電所のある日本に未来はないです。どうか、原発ゼロを目指して動いてください。
　私はまだ未成年で選挙権がありません。そんな中、私たちの未来が勝手に決められいていくことに、常々理不尽さを感じてきました。特に東日本大震災後は、せっかく大事な転換点に立って
いるのに何も変えようとしない大人たちにもどかしさを感じてきました。なので、このパブリックコメントで発言する機会をもてたことを大変光栄に思っています。私の声も受け止めていただけると
幸いです。よろしくお願いいたします。

27948 個人 無職 ６０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します。今すぐすべての原発
を止めて廃炉に向かってください。最終処分の方法も
決められないものをつくり続けるのは、未来の子ども
たちに対してあまりにも無責任です。

原発ゼロシナリオを選びます。それも即刻ゼロにしてください。
原発を稼動させることによって生ずる廃棄物の処分場所は確保されているのですか？処分の手段は明らかになっているのですか？そこをあいまいにしたまま稼動しつづけるのは許せません。
今、子育て中の父母（とりわけ母親）がどれほどストレスフルな生活を強いられているかご存知でしょうか？子育て中の親にとって放射能ほどこわいものはありません。子どもに水や食べ物をあ
たえるたびに悩まなければならないような生活がどんなものか想像できますか？福島の父母の方たちはもちろんのこと、私が住む神奈川の父母たちも同じです。そういう母親の姿を見ている母
親予備軍の人たちは、当然のことながら妊娠・出産にしりごみしています。
政府は予算をつけて「少子化対策を」といっていますが、それは脱原発とセットでなければ効果を生まないでしょう。

27949 個人 パート・
アルバイ

３０代 女性 原発ゼロを目指したい。 政治とカネに振り回されるのはもううんざりです。

27950 法人・団
体等

法人等 法人等 法人等 「ゼロシナリオ」しか道はありません。 　地震が多い日本では、これから先も大規模な地震が想定されます。その中で、原発の安全性を確保することは不可能であり、「ゼロシナリオ」しか私たちの安全性を確保する道はありません。
絶対に自然エネルギーへの政策転換を図るべきだと思います。

27951 個人 自営業 ５０代 男性 国民の生命及び財産を守るのは政府の義務であり、
政策は想定内で判断すべきである。原発事故及び廃
棄物処理を想定外とするのは論外であり、現状の技
術内で国家運営をすべきである。従って原発を稼働す
べきではない。

政府は想定外とよく言うが、それは施策が失敗したことに他ならない。科学者が想定外と言及している原発事故に対して、同じ目線で政府が検討していることは、政府の判断力欠如としか考え
られない。現状の技術水準を鑑み日本の地理的要因を踏まえれば、原発を稼働する能力はないと断定できる。なぜなら政府自体が、今回の原発事故を想定外と公言していることで明らかであ
る。原発のような不安定なエネルギー政策を政府が推進しようとするのは、国民の生命及び財産を守る義務に対する背信である。政府は経済上の理由を言うが、これは一部の企業の利益を保
護することとしか考えられない。原子力科学を否定はしないが、原発廃棄物処理及び原子力技術が確立していない現状では、原発の稼働はありえないと判断するべきである。

27952 個人 家事専
業

３０代 女性 「エネルギー・環境に関する選択肢」に対するパブリッ
クコメント
「ゼロシナリオ」を選択します。2030年ではなく、直ぐに
廃棄してください。

私たちは、便利さを追求してきました。
それが、命を脅かすことがわかった今、その追求は停止しなければいけません。
命より大切なものがあるでしょうか。
次に生まれてくる命が、健やかに育まれることが、
最も大切なことです。
愛に基づいた話し合いを、国民の代表がするとき、
それが、命を脅かす選択であるはずがないのに
今まではなぜか、命よりも利益について求めているだけでした。
これからは、そんなことはさせません。

27953 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します。 もし事故が起こった場合、人命が失われたり、重大な後遺症や病気を引き起こす可能性のある施設、設備、やり方は排除するべきであることは、安全・危機管理の観点から常識です。
原発は、事故が起きれば広大な地域を廃墟としてしまうことは、もう福島で思い知らされました。
是非、原発に頼らない、代替発電に国策を切り替えて下さい。
私達日本人は、大変勤勉で誠実な国民です。これまでも、様々な危機を乗り越えて来ました。
日本人の努力と英知を結集すれば、安全で安定的な発電方式は必ず実現できるはずです。
どうしても不可欠なことは、それに掛かる費用です。
ですから国策として費用を負担・補助し、推し進めて下さい。
住宅の太陽光発電設置初期費用をゼロにし、電気代として月々返済方式にするなど普及を促し、一定規模の法人や工場には設置を義務付ける
安価で大規模な蓄電器の開発、火力発電からの二酸化炭素排出の削減などの技術開発を促す
既に熱を発生している工場（製鉄所や焼却炉）などの施設を発電に利用する
などの政策を国策として打ち出して下さい。
危険と解りながら原発政策を進めることは、もはや国の犯罪です。
唯一の被爆国である日本、高い技術力を誇る日本、世界に類を見ないほどの勤勉な日本人。
私達日本が世界の先頭に立って、日本を、世界を、より安全な世界へと変えて行く、、、3.11は転換点だと思います。
どうかお願い致します。
私達を守って下さい。

27954 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原発は2030年ではなく2015年でゼロにする 原発の即時撤廃は大飯原発を再稼動したことによって、さすがに無理になってしまった。
しかし、安全でない事が判明した原発は撤廃すべきである。3年もあれば、原発に換わる
電力整備は日本の実力をもってすれば充分可能である。従って、3年後に原発をゼロにせよ。

27955 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 「今すぐにでも原発を廃炉にすべきである」これが私
の強い主張です。

　政府や国の対応は、原発維持の方向であると感じています。その理由は、原発を維持しなければ、日本の経済力は衰退し、国際競争力が落ちるからです。しかし、よく考えて下さい。経済力
や国際競争力を上げるのは何のためでしょう？国民一人一人の生活を豊かにするためではないでしょうか。それなのに、国民の生活や命までも犠牲にして経済を優先させるというのは、全く本
末転倒です。もちろん、原発が止まれば、私たちも慣れたエアコンの使用を控えるなどの不便さを強いられますが、地球環境維持のため、また持続可能な社会の実現のためならば、このような
不便さは快く受け入れられます。地球環境が破壊されてしまっては人類の豊かな生活などあり得ないので、大局的に考えれば、何を望み何を我慢すべきかは自ずとわかります。また、植物の
カーテンで涼しさを保つなど、自然を身近に感じられる生活をすることによって、私たちはより心豊かな生活が生活が出来ると思います。
　「今すぐにでも原発を廃炉に」と願うのは、災害はいつ起こるか分からないからです。いったん大災害が起これば、嫌でもその瞬間に原発は停止されます。自然の大きな力によって大災害を起
こす前に、私たち自らの英知によって、原発を止める英断が必要です。「絶対に安全」ということがないということは、東日本大震災を経験し、充分にわかったはずです。仮に原発が「絶対に安
全」ならば、原発を東京の都心や電力会社本社の隣に建てればよいのです。そうしないのはなぜですか？今も自宅・生活・仕事・思い出などの全てを失ってしまった福島の人々は耐え難い日々
を送ってみえます。私たちはその人々のことを一時たりとも忘れてはなりません。国の方向性を決める力を持った人々はなおさらのことです。
　核廃棄物の最終的な処分について考えるだけでも、そのような処理不可能なゴミを出す原発を使ってはいけないことは自明の理だと言えます。

27956 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 ゼロシナリオ　希望 原発は後世に負を残さざるおえないと思う。核の廃棄物等どうなるのだろう・・？
何かあったらと思うと不安だ。今回の福島原発がいい例だと思う。これを機会に「ゼロ」にしていかなければと思う

27957 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原子力発電所をこれ以上増やすことは断固反対なの
でシナリオゼロに賛成です。

私たちの生活は電気があることでこんなに豊かに暮らすことができています。
電気がなければ生きられないといっても過言ではないかもしれません。
しかしこの豊かな生活を維持するために、原子力という未知の力を持った科学物質を使い、使用済み核燃料を処理方法も未解決のまま、新たに建設し使用することは、これからの時代を担う若
者たちに負担を押しつけるようなものです。
電気料金が上がったり規制がかかったとしても我慢できます。
未来のことを考えてシナリオゼロに賛成します。

27958 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 目標は０％にするべきです。 原子力エネルギーは、素晴らしいが残念ながら福島原発事故で人類の制御できる範囲を超えている事を思いしらされました。その後の情報でも、核燃料の最終処理問題が解決できないまま、
見切り発車し現在も解決できていないようです。事故がおきても対処できる範囲の方法により発電した電力で生活すべきとおもいます。もう一度日本で事故がおきてしまうと、私達の住める地域
がなくなってしまいます。
　私も太陽光発電の導入とLED導入等節電に取り組んでいます。子や孫、何万年先まで人類や生物に負の遺産を負わせるわけにはいかないと思います。

27959 個人 自営業 ７０代 女性 直ちに原発ゼロを達成すべきである。２０３０年という
年限設定自体意見を誤導するものである。

１　福島第一原発の過酷事故を反省し、ただちにすべての原発を停止し、廃炉を決定すべきである。それこそ国民の総意とも言うべきものである。
２　他の選択肢、特に２０～２５％などは原発をすべて再稼働させることを前提にした数字であり、これは脱原発依存を決定した政府の意見にも反する。
３　２０３０年という期限の設定は、仮に原発ゼロを目指すとしても、今後２８年間は原発を稼働させ続けることを意味している。このような期限設定を伴う意見の募集は国民を愚弄するものであ
る。２０３０年に何らの根拠もない。

27960 個人 家事専
業

６０代 女性 ・原発ゼロシナリオを選びます。 ・原発による不安と恐怖の環境に子供たちや孫を置きたくありません。
・人の身の丈に合った（人間の手に負える）地域分散型エネルギー供給を進め　てください。
・経済優先・目先の経済効果のために国土を汚染し、地球を汚染することにな　るのは我々の我儘で許されないと考えます。

27961 個人 パート・
アルバイ
ト

６０代 女性 「エネルギー・環境に関する選択肢」より「原発ゼロシ
ナリオ」を選択

１．高レベル放射能廃棄物の処理問題
　　　使用済み核燃料は、安全と言われるようになるのに１００万年もかか　　　る。気が遠くなるような年月に人間の無責任ともいえるゴミ無策は許され　　ない。
２．　自然エネルギーへのシフト
　　　福島第一原発の収束の道筋が明らかでない今、代替エネルギーへの不安　　やあるいは電気料金の値上げを理由に稼働することには反対である。国策　　として自然エネルギの利用に
舵をきるべきである。
３．地震国
　　　日本列島は地震巣窟の地盤上にある。地震によるリスク回避を考える上　　でも原発はゼルにしてリスクを最小限にする。今回の地震の警鐘を軽んじ　　てはならない。
４．福島の人たちの考えを最優先
　　　福島の人たちの痛み、子どもたちのこれからの健康に対する不安を共有　　するには、避難生活を強いられている福島の人の意見が最優先されるべき　　である。原発稼働に邁進すること
は、彼らの傷を広げるだけであり、日本　　列島に再び悲劇が起こる可能性を残すだけである。
　

27962 個人 家事専
業

８０代以
上

女性 原発は廃止。30年ではなく、即時廃止すべきです。事
故が起これば故郷に戻れない人が出る。いつ地震が
起こるかわからない状態で原発を続けてはいけない。
次の世代に対する責任です。

原発は即時廃止すべきです。原発が無くても経済がダメになるわけではないと思います。日本人を守るため政治家は頑張って欲しい。経済を理由に美しい日本を汚してしまう原発推進を唱える
経済界の圧力と戦い、原発の廃止で日本を守る道筋を作ってください。そうすれば、新たな経済発展や雇用も生み出せるはずです。
膠着した旧い年寄りの圧力に屈してはいけません。原発に依存していては日本は壊れてしまいます。

27963 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発は即時廃止へ向かうべき いつまでも国民を危険な状況に置き常に不安にさせることは許されない

27964 個人 無職 ６０代 男性 原子力発電は２０％～２５％を維持すべき。
節電はもう限界、節電機器への買い替えも年金生活
者は資金力不足。

(1)福島の自然災害による原発事故は何百年に一度発生するかどうかかである。
　原発を稼動させながら、５～１０年かけて安全対策を完全実施すれば良い。
(2)火力発電の増加によりＣＯ２対策は後退、地球温暖化が進む、将来の次世代
　子供の時代を考えよ。
(3)原発の発電量を安定カバーすることは不可能。
　電気料金は現在の２倍以上になるのでは？生活できなくなる。
　自然エネルギーの活用による発電は非常に不安定である。太陽光パネル、
　風車、水車等は自然環境の影響が大きく、耐用年数（寿命）も短い。
(4)経済への影響が大きすぎる。
　電力供給の不安増大による製造企業の海外移転が促進され、雇用情勢は悪化、　失業者が増大し景気が急降下、借金大国ギリシャの二の舞になる。
　日本国が沈没してしまう。
  消費税１０％への増税で社会保障制度の現状維持が不可能になる。
　若者の将来にたいする絶望感が増大、自殺者も増加、人口構成も異常になる。

27965 個人 家事専
業

３０代 女性 原発ゼロ！ だれがどう見ても福島の原発事故は悲惨なものでした。

なにかあった時、こんな大変なことが起こる。

それがわかってるのにまだやるの？？

わかってるなら回避しましょう。

原発にかけるお金があるなら、太陽光発電とか他の自然エネルギーの研究開発資金に回せばいい。
今だって電力足りてるし、足りなくなるかもって言ってるけどそれだってほんのちょっと。
そんなちょっとの為に危険をおかしてまで原発再稼働しなくていいです。

27966 個人 無職 ５０代 女性 原発はすぐに廃止。 私が３０歳の頃から原発は危険という意見があったことを思い出した。国が行っていることだから、大丈夫だろうと思っていた。こんなに危険なものだったとは。というか、こんなにいい加減な危機
管理のもとで、原発は動いていた。もっと関心を持って実態を知って反対するべきだった。明日にでも又地震が起こるかも知れない日本。同じことが起こったら、、。まだ何も変わっていない。福
島のようなことにはならないというけど、その根拠は？見切り発車した大飯原発。少しでもリスクがあるのなら、とりあえず動かすのではなく、とりあえず止めて、再検討するのが当然。私は大丈
夫だろうなんてもう思わない。事故が起こってみないとわからないこともあったそうだ。事故とはそんなもんだ。いつもやっていることが実は間違いだった。落とし穴があった。原発の事故はあまり
にも被害が大きすぎる。もう、故郷へ戻れない人が大勢いる。浴びた放射能の影響がどうなるのかさえ分からない。便利さを手放してもいい。守るべきは生活ではなく命です。原発を動かすくら
いなら節電と、多くの人が頑張ってる。原発を動かすために使っているお金を回せば自然エネルギーをもっと利用できるようになるのではないでしょうか？日本にはその人材、技術があるはずで
す。国がその気にさえなれば。

27967 個人 自営業 ３０代 女性 自然エネルギーに力を入れて欲しいです 大切な子供たちの未来のために、負の遺産を遺したくありません。
毎日続くこの猛暑をエネルギーに換えることはできないでしょうか。
太陽光パネルをビルの屋上、家の屋根に設置するための助成金は出ませんか。
電気に頼りすぎない暮らしを啓蒙できませんか。
私は自分の出来る所から少しずつ取り組んでいます。
２歳の娘も節電に協力してくれています。
政治家の方も、家族に誇れる仕事ができるよう頑張って下さい。



27968 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 原発断固拒否。 今月は原爆追悼の月でもあります。
それなのに、まだ原発を推進しようとするのですか？

もはや、原発がなくても生活できる事をみんな知っています。
もし私たちの消費電力がきょうきゅうを越えているのが問題なら、
消費電力を減らします。オール電化もやめます。

どうかこれ以上、バカな事はしないで下さい。

27969 個人 家事専
業

５０代 女性 即刻、原発をゼロに。 経済活動がすべてに優先し、人間が生きてゆくために必要な環境を破壊してきたこの社会は、方向性を誤っています。未熟な科学技術である原発をこれ以上続けることは、将来世代に取り返し
のつかない負担を負わせることになると考えます。

27970 個人 自営業 ５０代 男性 「ゼロシナリオ」安全な放射能がないように、安全な原
発はありえません。
経済を優先させるよりも、何よりも安全を優先させるべ
きと考えます。

　差別格差を拡大し、廃棄物の処理法も確立出来ない原発をこれ以上稼働させるのは、経済低迷にも増して国を滅亡へと導くシナリオです。
　技術の粋を結集して廃炉技術を高め、その技術で雇用創出をして、海外にも技術輸出すべきと考えます。
　経済も人口も一極集中を分散させる必要があるように、エネルギー政策も地産地消のコジェネレーションへと移行させ、国全体としての底力をあげるのが急務ではないでしょうか。
　国際的に経済が低迷する中で、効率や利潤のみを追求するあり方ではなく、真の幸福の在り方を世界に示す義務さえ、日本にはあるのだと確信しています。
　国土の７割も森林に恵まれている豊かな資源を活用して、何世代先までも安心できる体制を整えることを強く希望します。

27971 個人 家事専
業

５０代 女性 原発ゼロシナリオを支持。 日本は過去の歴史（原爆投下）から何も学んでいない。

原発が爆発した時に、政府が子供を守るために「避難」を呼び掛けたなら、日本の将来を背負う子供の被ばくは避けられた。なのに、「混乱・不安」を理由にすべての情報を隠してしまった。
しかも、今も責任の所在も曖昧である。だれが責任をどうとるのか。

いまだに、ストロンチウム、ウラン、プルトニウムが検出されているにも関わらず、セシウム測定のみの公表である。必要な情報がすべて隠されている。国民が納得できるような事故の終息に
なっていない。あの日から安心して日常生活を送ることができない。こんな日本になってしまった。

もはや日本には「絶対安全」という言葉は消えた。
戦後何十年かけても、リスク管理すらできない政府、国民の命を守ることができない政府であることを理解した。日本人として本当に恥ずかしいし、残念である。

だから今動かしている原発もすぐに止め、日本中の原発を廃炉にして新たなエネルギーを急務で進めることを目指してほしい。

経済よりも、国民の生命を最優先することを願う。

27972 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 全国５０基の原子力発電所及び高速増殖炉「もん
じゅ」及び六ケ所村再処理工場即時廃止をお願い申
し上げます。

福島第一原子力発電所は１～４号機の原子炉及び燃料プールが不安定な状況におかれており、今後とも重篤な放射能大量放出事故が再発する可能性が予見されます。
私も本来であれば東日本居住者ですので、西日本へ移住すべきではありますが、経済的な束縛があって容易ではありません。
現時点で西日本の放射能汚染は軽微ではあります。将来日本国は西日本に産業拠点を移していかざるをえないでしょう。
であるにも関わらず、野田政権は大飯原発３号機・４号機を再稼働しており、燃料の一部はMOX燃料が使用されている模様です。福一３号機の事故重篤化はMOX燃料によるものであり、経済
産業省の行政責任は明白です。あえて再度MOX燃料装荷の原子炉を再稼働させるのは、日本国の滅亡を策謀しているのではないかと指弾されても仕方のない行為です。
でありますので、私は全国５０基の原子力発電所及び高速増殖炉「もんじゅ」及び六ケ所村再処理工場即時廃止をお願い申し上げる次第です。

27973 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発は日本には不要です。メリットも多いと言われて
きましたが、一度事故が起きるととんでもない被害が
発生し、それが後世にわたり影響が残ります。このよ
うなエネルギーは不要です。

原発は日本にはまったく必要がないです。
そのかわりに自然代替エネルギーの拡充を強く望みます。
後世に悪影響の無いエネルギーをお願いします。

27974 個人 自営業 ４０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を支持し、今すぐ原発ゼロにする
ことを望みます。

「原発ゼロシナリオ」を支持します。

忘れないでください。「原発さえなければ」と絶望の言葉を残し、自殺された酪農家の方のことを。人間のために働いてきた牛や豚が、放射能のなかで置き去りにされ、身動きとれぬまま餓死して
いった事実を。家をなくし、職をなくし、散り散りになって彷徨い続けなければならなくなった多くの人々のことを。

今後どれほど安全管理にコストをかけようと、原発は人間にはコントロールできません。福島の事故でそれがはっきりしました。気付くのが遅すぎたくらいです。現にいまそこにある４号機崩壊の
危機ですら手の施しようがなく、大きな余震がこないことを祈るばかりという有様ではありませんか。これからも想定外の地震・津波はくるし、想定外の事故は起きます。原発を続けている限り、
同じ過ちを繰り返すことは必至です。もちろん停止しても廃炉までに膨大な時間がかかり、リスクがなくならないことは承知しています。それでも、せめて未来の世代のために今から後始末をつ
けていくのが私たちの務めではないでしょうか？

温暖化対策という美名のもとに、海を温め、CO2以上に恐ろしい猛毒のゴミを貯め続けているという矛盾を一体どう説明するのですか？　放射能まみれになって働かざるをえない原発作業員の
方々の現状を「仕方ない」の一言で済ませていいのでしょうか？　自然やそこに棲息する動植物、懸命に生きている誰かを必要以上に苦しめて得られる電気など、もういりません。代替手段がな
いわけではなく、そのための多少の不便やコストであれば、多くの国民には引き受ける覚悟があるはずです。

廃炉に伴う経営破たんを恐れて電力会社が推進にこだわり、狼少年のように「電気が足りない」と叫び続けるのであれば、国策としてやってきた以上、国がすべてを引き受けて筋道をつけていく
ほかないでしょう。財務省が何と言おうと、経団連が何と言おうと、ここで政治家がリーダーシップを発揮しなければ自らの役割を放棄したに等しいと思います。国の中枢にいる方々には、今一
度くもりのない眼で現状を見つめていただきたい。パブリックコメントが真の意味で活かされることを切に願います。

27975 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発ゼロ案に賛成です。地球環境・生態系サイクルに
あわない原理を使用し続けることがまず止めることが
必要です。それは現在原発を使わなくても電気が足り
ている現状を見ても明確です。

　原発を始めた根拠となる安全性がそもそも最初から隠され、意図されたものであったこと、人間がコントロールできないものであるにも関わず、３．１１以降も使い続けることは犯罪です。人間
は自然の一員です。しかし原発は自然の一員ではありません。
　では需要はどうするかの議論になりますが、現在でも大飯原発を稼働しないでも足りている電力です。ここから出発して今後人類がどうしたらよいのかを考えるべきです。
　これまで原発を中心として考えてきたエネルギー政策を見直し、自然エネルギーを主体にしたものに変更し、国民の知恵を集めることです。原発が中心であった政策のために、進んでいな
かった研究がすすみ、展望が開けると思います。

　人間の愚かなところは、欲望をどこまでも追い続けるため、何も考えなければどんどん電力消費が増えることになります。現在の状況を前提にどうしたら経済をコントロールしながら持続可能
な豊かな生活が続けられるのかを考えることが必要です。現在の生活の一部分をやめることもその一つでしょう。例えばコンビニは２４時間が当たり前になっていますが、本当に必要でしょう
か。数年前、もったいないが流行しましたが、「がまんしよう」も流行らせたい言葉です。暑いのをがまんする、不満をがまんするのではなく、簡単に考えてしまう自らの欲求をがまんすることで
す。自らも生活を見直したいと思います
　
　新しい、原発を使わないエネルギー開発のために欧米では電気料金を値上げするドイツの話がありましたが、その様なことも消費者として負担する必要もあると覚悟しています。但し、輸出大
企業への消費税免税の様に有利益企業を優遇することは認められません。以上
　

27976 個人 家事専
業

６０代 女性 (1)ゼロシナリオにしてください 地震国日本には原発は危険すぎると思います。
私の孫は平成23年3月10日に生まれました。せっかく生まれたのに放射能汚染が原因で将来がんで死なせることになったら私たちのせいになります。これからの女性は出産することに消極的に
なり、少子化はますますひどくなり、この国全体が滅びるのではと不安です。

27977 個人 無職 ６０代 女性 (1)案の０％に賛成です。ただし、2030年ではなく、今
すぐ全て廃炉にすべきです。この地震国に原発など
置いておくべきではではありません。未来のために今
こそ決断すべきだと思います。

福島の事故の究明も何ら明らかにされていないなかで、やみくもに大飯の再稼動に突き進み、しかもあれだけでたらめさがはっきりした保安院が｢安全確認｣などまったくもって許せません。原子
力ムラにつぎ込んできた膨大な予算を再生可能エネルギーの開発と被災地の復興に使うべきです。そうすれば、今の立地地元や被災地に新たな雇用を創出していけると思います。

27978 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 東日本大震災で社会的弱者がおかれる現実を学ん
だ。今回の計画停電を進める電力会社と政府は生命
を守るという一番基本的なことが抜けていると感じる。
人類がｺﾝﾄﾛｰﾙできない原発はゼロにすべきです。

高齢者施設(特養)の職員です。福島原発の際には、災害地近隣の病院の患者や高齢者施設の入所者が避難の途中で亡くなられました。現地に支援に入った職員は避難所で体力のない高齢
者や乳幼児がどんなに厳しい状況で暮らしていたかを伝えてくれました。職員の丁寧な介護でお元気に暮らしていた入所者が、事故の混乱の中、多数亡くなられました。介護に携わる者として
本当に悔しい思いでいっぱいです。
その後節電や省エネが叫ばれ、今年の夏は計画停電のお知らせが来ました。室温のｺﾝﾄﾛｰﾙとこまめな水分摂取で入所者の健康管理を行っていますが、停電となると2時間はエアコンが効か
ない、食事も定時には提供できないということがあきらかとなりました。九州電力に尋ねたところ、地域割なので高齢者施設であっても対象外にはならない。国に施策なので、どうにもなりません
の一点張り、管轄省庁も仕方ないでしょうと逃げます。その時にああこういうことなのだなと思いました。普段は管轄庁から「熱中症に注意しましょう。」「事故には注意しましょう。」と諸注意のｵﾝ
ﾊﾟﾚｰﾄなのに、生死にかかわることなのに国の施策なのでやむを得ないで済まされる。このチグハグさが国の無策を物語っていると思います。本当に国民の生命が大切にされているのでしょう
か。
現在の人類の技術でｺﾝﾄﾛｰﾙできず、使用済み燃料の処理方法も確立していない原発とはすべてゼロにすべきです。

27979 個人 会社員・
公務員

６０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します。 原発が地球の未来を脅かす未熟な産物であることは、東日本大震災で明確になりました。
原子力の平和利用という名のもとに、我々は大きな過ちを犯しました。広島、長崎、そして福島。同じ惨禍です。
負の遺産を未来に残さないように、これまでの原子力開発で学んだ技術や知識を原発ゼロのために活用し、原発撤退とその後の安定した廃炉管理技術を確立して、新しい貢献をしていってほ
しいと願います。

27980 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発稼動を反対します。地震発生率が多い日本で
は、事故は起きるものとした、リスク管理が必須です。
そして原発はその事故の甚大さからリスク管理そのも
のが不可能であることが福島で明白となりました。

電気料金が上がったとしても、原発よりも太陽光や天然ガスなどのクリーンエネルギーを選択します。しかし、実際は太陽光や天然ガス開発によるエネルギーコストは原発のものよりも高くない
ことが分かっていますが。

27981 個人 無職 ６０代 女性 原発ゼロを目指すべきである。少なくとも電気事業者
の原発による発電を漸次中止し、原発に関する知識・
技術の継承および研究のための原発が必要であれ
ば国家的事業として最小限の範囲で行なうことが望ま
しい。

いったん事故が起これば悲惨な結果を招く装置に依存することがあってはならない。長い目でみれば、再生可能エネルギーによる発電の方が、人的・社会的・経営的リスクが少ないことが、今
回の事故で明白になったといえよう。日本人の英知と努力を後押しする政策を政府が積極的に導入することによって、かなり早い段階で、再生可能エネルギーによる供給体制が整い、また新た
な化石燃料の効率的かつ排気ガス対策を伴う利用が可能になるだろう。唯一の原子力爆弾被災国として、またさまざまの技術の蓄積を持つ国として、これからの世界のエネルギー政策の転換
を主導するようであってほしい。建設後40年前後の原発、活断層の上に位置している原発を2度と動かしてはならない。

27982 個人 その他 ５０代 男性 可及的早期に原発依存度をゼロにすべきと考えます 　最終的に政治には国土を守ることと国民の命を守る使命があります。それは３つの選択枝以前の大前提です。
　それができなかったのが今回の震災です。国土の一部フクシマはもう取り戻せませんが、未来に負の遺産をこれ以上残すべきではありません。
　科学技術がいかに進もうと最終的に原子力を人間が制御できないことは歴史的にも物理的にも明白です。ましてや今回の事故を国会事故調が『人災』と断じた様に、欠点だらけの人間が扱え
る代物でもないことは明らかです。それをスリーマイルやチェルノブイリ、東海村も含め、何とかごまかしてやり過ごしてきたのがこれまでの歴史です。
　大きなリスクを背負ったまま綱渡りのコントロールを続けてでも日本を経営するのか、ここで大転換をして安心・安全な日本に変えていくのかが問われていると思います。
　血の通った政治をと皆が望むのはあたりまえですが、政治には時に冷徹な判断を迫られる時があることは間違いありません。今がその時であると思います。
　電気を使って生活してきた日本国民全員が多かれ少なかれ原発に依存してきたことは間違いありません。原発をゼロにすることは多少の差はあれ、あちらこちらに痛みをともないます。原発
の立地自治体に住む人々や労働者などはその最たるものかもしれません。しかし少子高齢化・人口減少に転じた日本、節電技術の開発、国民の意識変革などを考えると、これまでどおり、ある
いはこれ以上の電力需要が続くとは考えにくいのではないでしょうか。現に電力は原発なしでも不足しないといういくつかのシミュレーションがあります。また再生可能エネルギーへのシフトを押
しすすめることでの新たな産業・雇用も生まれてきます。
　どういう風な手順で脱原発を達成するかは我々素人にはわかりません。ここでその方法論を論ずることは不可能です。すべての情報を整理し，最適な解をみつけ，道筋をつくることは専門科
が集まって可能であると思います。大事なことは大筋で方向性を決定する事です。パブリックに意見を集約することの最大の目的はそこにあるのでしょう。
　エネルギー政策の大転換こそが大きな視点、長い歴史の視点からみて正しい道である事を信じています。そして日本政府が正しい選択をされることを心から祈っています。

27983 個人 家事専
業

４０代 女性 原発ゼロ、もしくは削減に強く反対します。原発の継
続、原子力の活用は必要です。

安価な代替クリーンエネルギーが充分でない為、エネルギーの不安定性をカバーするために化石燃料への依存度が高まると日本のエネルギー安全保障は著しく損ねる恐れがあります。資源
小国の日本には原子力の活用は必要不可欠。
震災後も世界の動きは原子力発電の導入、維持、拡大であり、脱原発を決定した国はほんの少数で国防上の観点からも原子力の活用は不可欠。
原発ゼロもしくは削減によって日本経済の成長は阻害され、失業者、自殺者の増加を招くので、原発の継続は必要であり脱原発に強く反対します。

27984 個人 学生 ２０代 女性 原発ゼロにしてほしい（ゼロシナリオ）。 私には小さな子どもが２人います。国策によってその生命や健康が脅かされるなんて、まっぴらです。

27985 個人 無職 ６０代 男性 (3)原発２０～２５％シナリオ

原発を減らしたら、現状の経済活動を維持できない。

(３)原発２０～２５％シナリオ

原発を減らしたら、現状の経済活動を維持できない。
経済発展などなおさら考えられない。
現状の原発３５%シナリオを削除したのは、納得できない。
福島原発事故で、死者は出ていない。

27986 個人 無職 ６０代 男性 「ゼロシナリオ」を採用する。
再生可能エネルギーを中心とした社会への移行を目
指す政策を促進し、できるだけ早い時期に原発発電を
廃止する。

・再生可能エネルギー電力普及のため、電力会社の発送電独占体制をやめて、発送電分離の政策を推進する。

・原発推進派は、「ゼロシナリオは高コスト」というが、原発電力は(1)使用済み核燃料の処理コスト、(2)原発立地自治体への交付金、(3)原発事故時の賠償金、除染費用等の膨大な費用を含め
れば、一番高コストの電源であり、経済面からも「原発ゼロシナリオ」が一番良い。

・使用済み核燃料の再処理方法も確立していない状況で、なおかつ核燃料廃棄物の保管を受入れる場所、自治体もないところで、原発再稼働を責任をもって決断したという野田首相は、将来
の世代に対してどんな責任を取るというのでしょうか。

・人間が動かす原発は、どんな安全対策をとったところで100％安全ということはありえません。原発事故は一度起こすと取り返しのできない惨事をを引き起こすものであるから、100％安全が保
障されない限り原発は動かすべきではありません。

・原発ゼロにすると、国民の経済的負担が増える、CO２排出が増えるとか言われますが、政府はまず「原発ゼロへの工程表」を国民に示し、原発ゼロによっておこる問題点を極力少なくする政
策を強力に推し進めるのが政府の責任ではないでしょうか。

27987 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 福島原発事故の解決さえできていないのに、再稼動
など考えられません。日本だからこそ出来ること、やる
べきこと、自然エネルギーに変わることです。

原発は事故が起きれば取り返しがつかない。今でさえ事故は終息していない。核のごみの処理さえ解決できていないのに、このままごみを増やすと言うのか。日本の技術力があれば、エネル
ギー転換は当然出来る。

27988 個人 法人等 ６０代 男性 原子力発電は震災前以上の比率を維持すべきである
と考えます。

新エネルギーの研究開発はもちろん大切ですが、太陽光発電や風力発電への性急なシフトは国民への経済的負荷が過大になるばかりでなく、その不安定性をカバーするために結果的に化石
燃料への依存度を高め、我が国のエネルギー安全保障を著しく損ねる恐れがあります。

世界的には新興国の経済成長に伴う資源獲得競争の激化が見込まれる中、資源小国の日本としては、高速増殖炉の実用化を視野に入れた原子力の活用は依然、必要不可欠です。

震災後も世界の趨勢は原子力発電の導入・維持・拡大であり、脱原発を決定した国はほんの少数に過ぎません。我が国は福島の事故を教訓に原発の安全技術を高め、原子力による電力供給
システムを継続・発展させていくべきです。



27989 個人 無職 ５０代 女性 エネルギー問題は、地球全体、人類の歴史に関わる
問題で、2030年の日本における3者選択という設定が
間違っています。即原発ゼロ、代替エネルギーへの早
期移行が、今、日本が進むべき道だと考えます。

核の保有に拠る国家間の抑止力、核の平和利用は20世紀の幻想です。チェルノブイリ、福島と原発事故が起きて、その悲劇はあまりにも大きいです。時間が経過すれば忘却、被害者が何人ま
でであれば許されるという問題ではありません。現実に事故が起きてその収拾はできていないし、今後も収拾には予想もつかないコストと時間がかかるでしょう。目をそむけて、理論的には安全
と言い切ることは許されません。核利用は20世紀のミス、原発が安全でコストが安いというのは明らかに間違いです。間違ったのであれば、現存する原発の減価償却など考えずに、即脱原発へ
と転換するべきです。
脱原発、すなわち新しいエネルギー施策をたて、代替エネルギー開発に真剣に取り組むべきでしょう。日本の経済界は、原発維持のようですが、見誤っていませんか。世界が脱原発＝代替エネ
ルギへ転換して行く中で、いちばん最後に脱原発するようでは、日本の代替エネルギー技術力が遅れます。経済面で低迷しているのは、過去にしがみつき新しい一歩を進めるのが一歩遅れ、
ガラパゴスになっているからです。資源は人類にとって不可欠なものとなってしまいました。もうエネルギーを利用しない時代に後戻りする事は出来ません。日本がいつまでも20世紀の核＝原発
に執着するなら、間違いなくガラパゴス国家となり、失われた20年どころか、失われた国になりかねないと考えます。正しい選択を正しい時にする勇気を、国は持っていただきたいと思います。

27990 個人 家事専
業

３０代 女性 エネルギー・環境に関する選択肢についてのパブリッ
クコメント

私は、原発の運転再開には反対ですし、(1)原発ゼロシナリオの選択を強く希望します。
　世界の地震の一割が集中する日本で、福島の事故は想定内であるべきだったことであり、それを想定することも防ぐことも出来ず、今だ事故原因も分からないような日本が更に原発を動かし
続けるリスクを認識してほしいです。福島の影響が永代続くような状況の中で、さらにもう1箇所、あるいは複数の場所で同様の事故が起きれば、国土の狭い日本の将来は終わりではないでしょ
うか。
　日本の技術をもってクリーンエネルギー先進国を目指すべきです。電気を自由に売買出来て、国や自治体の補助が出れば、日本中総太陽光発電を義務付けることだって可能だと思います。
「国民で痛み分け」というのであれば、ただ電気代を上乗せさせられるのではなく、直接クリーンエネルギーにつながるような痛みにすべきです。我が家の屋根だってこの猛暑で”無駄”にものす
ごく熱くなっています。これで、電気作れるよな…と毎日思います。
　数年間アメリカに住んでいましたが、あちらでは電力会社も選べるし、その競争原理により電力会社は企業努力しています。なんの努力もなく、ただ電気料金の値上げをする東電、そしてそん
なバカげた会社を選択するしかない状況は憤りを感じます。一軒家が東電しか選択できない仕組み、あるいは他企業が参入するにも結局高い送電料を払わなければならないような仕組みその
ものを直ちに止めて欲しいです。
　国や東電の利害関係者といった一部の人の利権のために、この国の将来を無くさないでほしい。原発ゼロシナリオへ早くかじ取りして欲しいです。

27991 個人 無職 ６０代 女性 三択の前提が２０３０年としていることに先ず反対しま
す。原子力発電は５０基全て直ちに廃炉にしてくださ
い。原発以外のエネルギー開発に研究費も含め、資
金を投入してください。

　国策で押し進められた原子力発電は安全だという神話を作り上げました。私たち国民は原発で作られた電力を享受してきました。子や孫に原発を作った世代として、申し訳なく、責任を感じま
す。これからは原発をなくすように行動していこうと決心しました。
　取り返しのつかない福島第１原発の事故は事故報告書を待つまでもなく、人災だと国民は思っています。自然を奪い、被曝を余儀なくし、福島県だけでなく関東東北中部、日本の多くを汚染し
ました。地球規模で被害をもたらせ、事故の原因究明も未解決にも拘らず、大飯原発をしたことは言語道断です。
　震災後、地震活動は活発化していると専門家は声を
高く訴えています。あのような大きな地震や津波はもう暫くはないだろうという安易な考えが国、経済界、研究者、電力会社等々の利権団体にあるのだということを国民はしっかり見通していま
す。また、放射性廃棄物の処理方法や処分場も決定できません。どこで受け入れると考えているのでしょうか？
　緑豊かな、穀草地が広がる、豊富な水が自慢の日本にこれ以上の放射能汚染は許されません。どうか全ての原発を即時廃炉にし、廃炉収束にむけた研究者の育成、及び研究技術開発に、
そして自然エネルギーなどの開発に私たちの血税を注入してください。
　命があってのエネルギーです。

27992 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 0%にすべきです。危険なリスクを伴うものはなくすべき
です。自然エネルギーへの転換へお金を使ってしっか
りやっていけば原発に頼らなくてもいいはずです。とい
うかそうしなければ国民の安全は守れません。

福島の事故も収束しないまま原発を再稼動させることは許せないことです。
人のいのちよりも大切なものはありません。放射能は特に未来ある子どもに影響がでやすいのです。
今、原発を止めるという決断をすることが私達大人の責任です。
今日は広島に原爆が投下された日です。日本という被ばく国として原発はすべて止める決断をしなければならないと思います。
原発再稼動には絶対反対です！

27995 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原発ゼロ以外のシナリオは、原発温存（15%）、原発推
進（20~25%）であり論外。原発ゼロのシナリオも原発再
稼働を認めるもんであり2030年までは待てない。この
シナリオも認められませんが原発ゼロです。

１．再稼働した大飯原発を即時止め、国民の合意がない限り原発を再稼働しないこと。
２．温暖化対策を先送りせず、脱原発と温暖化ガスの２５％削減目標を両立させること。もっと省エネを進め、火力発電をっ減らすこと。
３．自然（再生可能）エネルギーを基幹エネルギーと位置づけ推進すること。
４．国民的議論といいなgら、たった１ヶ月のパブコメ募集期間は納得できません。８月１２日の締め切り日を延長すべきです。

27996 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ゼロシナリオしか無し１５と２５は同じ、原発の有無
原発起業社は安全な廃炉技術を確立してから再出発
確立出来なければ化石燃料の削減も合わせて発電

 方法は限定されます
企業は変革期をチャンスに

原発起業社は安全な廃炉技術を確立してから再出発
　輸出先も含め原発が地球に害をもたらさないようにして下さい。
　放射線公害を世界中に拡げてはいけません。
化石燃料の削減も合わせて発電方法は限定されます
　企業・個人では導入には限界が有ります、国策でしょう。
企業は変革期をチャンスに
　維新、戦後、エネルギー危機等に国も企業（国民）も犠牲は有りましたが
　ハードルを乗り越えてきたようです、企業は利益の上がる所に自然に進んで
　いませんか。税金の使い方を間違えないで下さい。

27997 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発０％シナリオ（即時） 東日本大震災で、福島原発が事故を起こし、今もなお放射能の恐怖が続いています。もう原発の安全神話は崩れ去りました。原発がなくても電力は足りていることはもう皆知っています。経済
発展よりも便利さよりも命が安全が大事です。今すぐ原発を止めてください。再稼働は断固として反対です。そして、皆さんから寄せられた意見を真摯に受け止め、しっかりとした判断をお願いし
たいと思います。原子力政策を決定するに当たり、原子力を推進する立場の意見ばかりでなく、中立な立場でものを見、決定する事をお願いしたいと思います。これからの未来が、子どもたちの
命がかかっている問題だという事を重く受け止め、判断してください。
政治家として、国民の代表だという誇りと自覚を持って、国民の為の政治をしてください。お願いします。

27998 個人 自営業 ６０代 男性 原発の比率について、(1)０％を支持します。
日本は唯一の被爆国です。原子力の恐ろしさを忘れ
たのですか。

日本は原子力に頼りここまで発展してきましたが、福島第一原発事故を教訓に原子力発電の安全性について原点に立ち返るべきです。安全を無視して経済を優先することなど考えられませ
ん。安全があっての経済です。目先のことより未来の子供たちのためにも原発はすべて廃炉にすべきです。全世界・地球のためにも手を付けてはいけない領域なのです。政府は決断すべきで
す。全電源に占める原発の比率を０％にと。

27999 個人 無職 ２０代 男性 20-25シナリオ、可能であれば震災前目標の水準で
の、原子力発電のより強力な推進を求めます。

福島第一原発の事故の「被害」を持って原子力がすべて否定されたと勝ち誇る向きが多いですが、実際はあの事故で放出された放射能は微々たるものであり、被爆そのものでの健康被害は皆
無であるというのが、実証的な研究においては常識です。3.11で我々が学び取るべきなのは、原発は危険であるという反省ではなく、むしろ原発は十分に安全であり現実的であるという事実で
す。今後新興国の需要拡大などから化石燃料が長期に渡って高値安定することは確実であり、原子力発電の比率低下はすぐさま消費者への供給水準の悪化として反映され（再生可能エネル
ギーについては言及する気すら起きません、あれは趣味で作るプラモデルのようなものです）ます。現状を見るかぎり、今後数十年スパンで安定して安価な電力を生産し供給できる手段は原子
力しかないのです。今の状況で電力供給に不安を持たせて電力価格を上昇させることは、ただでさえ異常な低金利と国債危機が懸念されている経済にさらに悲観要因となり、「命を守る」どころ
か経済やインフラに多く依存している現代人の生命すら脅かすものであり、電力の価格と供給の安定を徒に弄ぶことを許してはならないと思います。貧乏になってもいいから反原発などと主張し
たがるのは元々豊かな人間だけであり、私のような比較的若い人間は、日本がもうそれほど豊かで特別な地域ではないことを知っています（英語教育などに顕著に感じます）。日本は唯一の被
爆国だからとか核と人間は共存できないだとかの異常に巨大な神話を弄ぶのはただの虚ろな裏返しの特権意識であり、そのような感傷で意思決定を行ってはなりません。政府の広報部門など
にも、無辜の大衆だからといって容赦せずに、リアリズムを徹底して説いて回る努力を求めます。

28000 個人 無職 ７０代 男性 原発再稼働は論外、真剣に国民的議論を起こして決
めるつもりであればこの「パブコメ」は拙速。原発は人
類と共存できない。３０年まででなく即廃炉にしてもら
いたい。

(1)国会事故調の報告を詳しく読んでいる。あまりの重大さに言葉を失う。なぜ、まず報告に基づいて国会で議論しないのか？国政の義務ではないか。報告の出る前に「首相の責任で」原発再
稼働は論外、笑止千万だ。
原発の是非も含め将来のエネルギー政策を本気で国民に問うつもりであるならばこの「パブコメ」は明らかに拙速。原発再稼働の儀式にしていると言われても言い訳できない。「変われない日
本」というもう一つの汚点を残すことになる。
(2)３つの選択肢のたて方にも問題がある。「３０年までに原発ゼロ」でも今後１８年間は原子力発電を続けることを意味する。「１５％」は一見原発を減らすように見えるが、４０年廃炉としていくつ
か新設することにならないか？「２０～２５％」は今後も新設して原発をつづけることを宣言するようなもの、世界の笑いものだ。真実を国民から隠す選択肢のたて方に意図を感じる。

　福島の原発事故は未だ収拾しておらず、放射性物質は環境に垂れ流され
故郷を離れ、今や国内難民となった人びとは１７万人と言われます。

　この苛酷な事故とその影響を思えば、
そして日本が世界有数の地震国で最近地震活動が活発化しているという
研究結果をふまえれば、原子力発電はもはや一刻もはやく
やめなければならない、ということは論をまちません。

　原発推進する理由として温室効果ガスを出さない、ということが言われますが、
原発（100万kW級）の出す温排水が海水温より７℃高く
１秒間に70トンであること、これは１級河川に相当する流量であること
（cf.阿武隈川は６７トン/秒）はあまり言われません。
地球上の二酸化炭素の大半は海に溶けており、海水温の上昇はこれを空気中に放出させることも明らかです。
原発は決して環境にやさしいエネルギー源ではありません。
環境への放射能漏出、海水温の上昇その他あらゆる面から言える事です。

　もちろん化石燃料も限りある資源でありこれに頼る火力発電も
決してクリーンではありません。
しかし、少なくとも放射性物質という人間の能力を超えた管理を要する
物を出す事はありません。

　私の意見は次のとおり。

１）　一刻も早く（いますぐ）原発をすべて止め、廃炉にする。
２）　再生可能エネルギーの技術向上を急ぎ、できるだけ早く
　　安価な再生可能エネルギーの供給ができるようにする。
３）　それまでは原発をのぞく今使えるエネルギー源（火力を含む）を使う。
４）　省エネ技術を推進し、出来るだけ環境に負担をかけないライフスタイルの
　　確立をめざし、啓発活動をすすめる。

以上です。

27994 個人 家事専
業

５０代 女性 私は０シナリオを選択します。

日頃日本を支えて頂きありがとうございます。
原子力についての意見です。

原子力発電で死んだ人はいませんが熱中症ではどんどん死んでいきます。

マスコミ左翼は国家破壊運動です。
嘘を平気でつきます。
部数次第で風見鶏になります。

日本は石油が出ません。
国益のために原子力は必須です。

放射能を書けば売れます。
しかし実際はラドン温泉程度の放射能でしかありません。

行政側として放射能の表記単位を統一してください。
誰にでもわかりやすく統一してください。

誰でも見れるようにラドン温泉と比較して金属プレートに刻印して公共の場所に貼りつけてください。

このような混乱を表現の自由とは言いません。

ＰＰＭだのデシベルだの数万ピコだの数千ナノだのマイクロだの

何種類もの表記を使って国民を混乱させるのも程がある

こういう時に真っ先に第一声を発するのが政府の仕事です。

政府の一声を皆が待ち望んでいます。
政府が「安全ですよ」と言わないから野放しになるのです。

海外マスコミにも日本が全て津波に飲み込まれたようなそういう誤解を与えてはいけません。

政府として公式に、「被害は小さいです。日本の農作物は安全です」と発表するべきです。
山梨県など関係のない作物まで被害をこうむります。

何よりも電力がなければ仕事が減ります。
音楽もやれませんし経済に与える影響は致命的です。

世界も不景気な日本を望んではいないと思います。

原子力は火力発電や石炭採掘に比較して安全なのですから
電力をどんどん供給してください。

今回の教訓として「電力はあと4割も余っています、どんどん使って下さい。」
とＴＶＣＭで広報すれば、大型ＴＶも白物家電もパソコンも売れ、景気はどんどん良くなると感じました。

潜在意識下に電力不足があると景気は冷え込むのですね。
そういう証明がなされ、政府として利益を得たと思います。

ありがとうございます

27993 個人 自営業 ４０代 男性 放射能で死なず熱中症で死んでいきます

行政として
放射能表記単位を統一し行政指導すべきです

原子力を用い電力を余らせＴＶで広報すべきです
自殺者や景気対策になります


